FOMA®  SH705i 


u なン 


NAME: 


PHONE  NUMBER: 


•  ADDRESS: 


巧 巧 説明 « 


Do  Co^Mo 


かんたん 巧 ま/目 巧/ホ ま 事 巧 H 
ご 使用 前の 巧 話 M 
電; 話/テレビ電話 H 
を巧很 H 
音/面 あ/照明 設定 H 
あんしん 設を H 
カメラ H 

i モード /i モー シ 3 ン /i チヤ ネル H 
メール H 


ヴブリ ■ 
お サイフ ケー タイ/トルカ H 
ワン セグ H 
フル ブラウザ H 


データ まを/ « 集/管理 H 
音を 再生 H 
その他の 巧 かな 巧 能 H 
文を 入力 H 
ネットワーク サービス H 
パソコン ま 病 H 
おみ ネリ 用 M 
付録/かが 巧 器 里 巧/困った ときには H 
索き i/ クイック マニュアル H 


ド コモ  W-CDMA 方式 

このた のま、 rFOMA  SH705LI を お 頁い 上げ 
いただきまして、 まことに おり 巧と ラ ございます。 

ご 利用の 前 じ、 あるいは ごが 巧 中 ご、 この 巧 S 設巧書 および その おの 
ププシ ヨン 巧 おに 流 巧の 恼則巧 汲 豁巧需 をよ < お綺 みいた だき、 正 
しく お 度い  <  ださい。 取 fi 説 巧 書じ不 巧な 点ヴ ございましち 5、 取投 
設明 書* 面の r 終 含 お問い 含 〇 だ 巧」 まで お 巧い 含む だく だち い。 
FOMA  SH705I は、 お客様の 有能な パー トブー です。 大切 I こお 巧り 
巧い の ラ 之、 ホ 長  <  ご受巧  <  ださい。 


FOM  ご M にち たって 


•  FOMA 席 末な 巧 綜を语 巧して いるた め、 h* ジ:； ル •化 下 •違 物の 中な 
どで 霉 巧の 居なない とこ 5、 居み でち 霉近① 弱い とこ 5 おぶ ぴ 
FOMA ヴー ビス エリア かでは ご语巧 C な n まだん。 まち、 高 居 ビル • 
マンション などの 高 居 瞎で曼 頃 5 しのぶい 場 巧で あってを こ 巧 用 
C なれない 場台ヴ あります。 な あ、 笔巧巧 強  <  アン テブ 7 —  ク巧 3 
本 表示 さむて いるが 態で、 移動 だす 亡 毎 用して いる 場 含で ち 通き 舌ヴ 
切 打る 場 含 巧あります ので、 ご 3 を <  だまい。 

• 公 巧の 場 巧、 人の 多い 場 巧 わを なな 语巧 などでは、 まむ りの 方の ご 
迷教 こな 5 ない よ ラ ご 话巧<  ださい。 

•  F0MAiM3R は電 巧を 利 巧して し \ る閨係 上、 第； 者 I こより 遏舒 をお受 
さ 打る クースち ない とはいえ まだん。 しなし W‘CDMA 巧 巧では 秘 
話 おおを すべての 通話 C ついて 有 動的 C ヴ ボー h* します ので、 累兰 
さ 巧受售 萬で 房受 したと してち、 ただの 雑音と しな 国 さと 〇 まだん。 

•  FOMA 銷 末な 音声を デジタル 宿 章 じ 変換して 無綜 C よる 通 這を 
巧って いる ことな 5、 笔玻巧 おの 悪い とこ 5 へ 移動す るな ど 送售さ 
〇 てきた デジタル 语 登を 正 宿 C 巧ろ できない 場 さ C は、 実 巧の 音声 
と 興 なって 聞こえる 場 含 巧あります。 

• お客様 ご 有 旨で FOMA 歸 末に 登録 ミれ たち 虽巧容 (笔話 巧、 スク 
ジ ユー ル、 ToDoU つ卜 、ソモ 原 伝 舍ジモ 、き 声  モ 、軌 モ など） 
は、 別 I こ； を 取るな どして な营 してく ださる よ ラ お願いします。 
FOMA 路 末の 巧 障 や慢洁 、巧 佳 変更 やその 化の 巧 tj をい など じよつ 
て、 巧な 一、 登録 ミむ たち 虽巧客 巧 消えして しまう ことけ あってち、 
当社と してな 黄 任を 負いな 巧ます ので あ 5 なじめ ご 3 承 <  ださし、。 


♦ 大巧な データな microSD ソ 一でー ド C なをす る ことを おすすめ 
します 。また、 パソコンを お持ちの 場 含な、 ドコ t クー タイ datalink を 
利 巧して 羣記很 か ジール、 スクジ ユールな どの 肯蒂を バン コン E 転 
送 •巧 着で きます。 

•お 客禄巧 SSL を ご 有 島の 料 断と 貢 任じ おいて ご ネリ 用す る ことを 承 
廣す るを のとし ます。 お客禄 ごよ る SSL の ご 利用 C あたり、 ド コモ 
おぶ び 則 毎の 提缸 会社な お 客 巧 C 巧し SSL の 安を 巧な どじ 菌し巧 
5 保 話を 巧 ラち のでは な  < 、巧げ 一巧 5 巧の 這 害巧拜 生した として 
ち 一切 ■任を 負い まちん ので、 あ 5 巧 じめ こ 3 承  <  ださい。 

♦猛証 会な: 日本 ぺ リヴ イン 巧す; を 社、 ヴイ パートラスト 巧す: 会社、 

ブ □— バル ヴ イン 巧す をな、 RSAt キ ユリ テイ 巧す をな、 
t〕 ム トラつ トシス テム ブ がすを 化 

• この FOMA 銷 末な、 FOMA プラス エ 。 ア C 巧 巧して います。 

• この FOMA 銷 末な、 ド〕 f の提 がする FOMA：? ット 7 —ク および ド 
コ t ① □一 云 ジブ ヴー ビス エリア みでは ご 库巧じ なれ まだん。 
The  FOMA  terminal  can  be  used  only  via  the  FOMA  network 
Drovided  by  DoCoMo  and  DoCoMo's  roaming  area. 


本 FOMA 銷 末な、 き だな え ツール （げ P.101) C 巧 尼して おリ ます。 き 
だな 是 ツールを 利 巧して; ニュー 画面 ①デヴ インを 変更した 場 含、 ソ 
ニュー 巧 巧 巧 変わる こと ヴあ U ます。 

この 場 含、 本* での 說巧 どおりに 操 巧で きないた め、 基本 ソ ニュー じ 
切り替える (げ P.37) 巧、 ジ ニュー 画面 リ tz ット （げ P.102) を 巧って 
< ださい。 

本 » について、 最 巧の 请蒂 な、 ド コ亡① ホー 厶 ページよ y 夕つジ □一 
ドで ぎます。 

• 「配 圾氣巧 »(PDF ファイル)」 ダウン □ー  ド 
http://www.ottd  0C0  m  な  cajp/s  U  pport/tr  oubi  e/maoua  ン 
down[oad/i  ndex.html 

《 URL あよ U 巧 おの 客に ついて な、 巧 巧 予告な し C 変ます る こと ヴ 
あります。 


本書のを かた/引 きかたに ついて 


本誉 では、 FOMA 節 末を 正しく 友® いいた だくた め亿 、巧 作の し 
ヴ たを イラスト や 7 —クを 巧え て 説 巧して います。 

• デイつ プしイ じ 表 巧 さ 打る アイコン や 画面な、 本 巧を じ 含む だて 巧 
巧 設ちさ ri ています (き だな え、 ソール 巧 本体 运 ごと ①お賣 
い 上げ 時の おを 巧 客は、 P>386r タニ ュ ーー 旁」 を 参辉 、して  <  ださし、。 
本 •では、 主 C ミは なえ ツー ル①設 ちび 本 巧 色 rwh け 6」 の 場 台で 説 
巧して います。 

•本 »| こ 記 おしてい る 画面 や イラストは イジー ジ です。 ミ 塚の® 品と 
は 異なる こと 巧あります。 


本 g の 引 について 


巧の よ ラな 巧を で、 お 巧 ページを 採す ことげ できます。 


巧 ミ 1 ヴ S  (巧 P.442) 

巧 目 g 香 •サービス 香で 採し ます。  , 

なんたん 巧 索な 5 
(巧  P.4) 

よぐ 厘う おおわ 知ってい ると 语 ネリな 
巧 sg を わけり わすい 含是で 探します。 

表 巧イ： クスヴ 5 
(巧ち 巧） 

表紙の イン デシ クスを 活 巧して、 本 ま 
をめ くりな 巧 色 巧し ます。 

常し  <は 巧ぺ -ジ) 


げ P.6 
げ P ぶ 
げ P*3 が 
げ P •が 4 

碁 本の g： 巧 おじ ついて 萬 潔に 說 巧して います。 巧り 詩して 外出の 属じ 
お捂 ちいた だけます。 

また、 クイック マニュアル 「巧 か 利 巧 福」 ち 記!! して おります ので、 巧 
化で FOMA 規 末を ご 利用いた だく 巧 C ごま 用  <  ださい。 


• この f FOMA  SH705 曲 扱 説 巧*』 の 本 又 中 C あいては、 「FOMA 
SH7 化 i」 を 「FOMA* 末」 と 表記 さはて いただい ております。 あ 5 な 
じの ご 3 承く だまい。 

♦ 本までは microSOXt リーたー ドを 度 巧した 巧 Sg ①銳 巧を してい ま 
すか その 樓 お の ご 利用 C あたって は、 別を microSD ソ t  U  — たード 
巧 必要と な U ます。 microSD ソた IJ— 万ード C ついて なげ P*275 

• 本 ミで 巧 microSD  乂 £リー たードを、 rmicroSD ソ亡 U- 巧ード」 ま 
たな rmicroSD」 と 記載して います。 

•本 » でな 「I  C 巧ード お Sgc 巧 巧した おヴイ フクー タイ 巧 巧 i アブ 
リ」 を、 r おヴイ フクー タイ 巧 巧 i アブ U」 と 記 « しています。 

♦本ち の 巧容の 一部 またな を 部を 巧が 乾 K する ことな 禁止ち のて います。 

♦本 •のの 客に 閑して、 巧 巧チ告 なし I こ 変ます る こと 巧あります。 


…】 巧， 1 辽ぇ 

♦本 » でな ポ 9 ジの 表記を 寅 おした デヴ インで 表記して お U ます。 


ち 短の ボタン 

本 誉で① 表記 

の 

の (p>3or 各部の 名 巧と おお」 を 参照して < だ ミし、） 

• 揉 作 手 盾の 表記と 意 ほな、 巧のと お U です。 


表き 5 

是ほ 

カスタム ソニ ユーで [設 
逊 ► 原 巧] 

万 スタム 式 ニ ューで 〇 で [按 を] を 遺んで 
® を がす— 〇 で [表示] を 送んで® を 押す 

• お賣い 上げ 時の 巧を じついて なげ P*386 
デイ スフ レイのを 巧 について 

♦ 本までは、 お賣い 上げ 時の 巧 寒を ちとに 薪 巧して います。 お買い 
上げを の投 を 変更な どじ よっては、 実 おじ 表示され るの 琶ヴ本 » 
と 興なる こと 巧あります。 

♦  Fla か 画を や アニター シ 3 ン巧果 を揖つ アイコン など 巧 表示 さ 打 
ている とき E な、 デ イス プレイの 表示 ヴ本 » の 表記とは 異なる こ 
と 巧あリ ます。 


1 


索き し ヴん たん 検索、 表紙 インデックスな 5 の 引ぎ なた は、 アラーム 巧 おを 例に 説 巧し ます。 
♦ 本文 やの ぺージ とは 巧 客 巧き なります。 


索引 方 5@*P.442 


デ イス ブレイ C 表 巧ち ri てし、 る おおの 
香 おや、 あ 5 な じめ おおの 爸 称， やヴー 
ビスの 爸称 ，巧む 巧って いると きは ここ 
な 5 巧し ます。 


巧ん ちん 横 索 巧 5 巧 "P.A 


ぶ < 语ラ按 おや 則って いると 便利な 
樓能 をむ なりやすい 善爱で 巧し ます。 


P，321 

「アラーム」 

の お 明 ページへ 
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了 お!: 


※本 又 中の ページとは 巧 客 巧 興な U ます。 


かんたん 検索 


巧りたい 巧自 目を わヴり やすい 冨 実な 己 おべ たいとき C こま 用 < 
だ ミい。 


通 窗に涯 利な 巧 おを 知りたい 


電話番号を 知 5 だたい/知 色 む たくない ••••. （拜值 吾 番号 通知) 己 1 

通話を 保當 したい . （通話 保尝) 己 7 

音 痒 電話 通話 やじ テレビ 笔 話に 巧り 客是 たい 

. (音 夕笔 話/テレビ 霉 話を 切り替える )57 

相手の 声の 音 星を 愛 亥たい . （受 話音备 )68 


電話 C 出ないで 巧 空したい . （巧爸 保 登)  68 

通話を 涅 える 必要 ヴ ある ことを 伝えたい 

. (公な t- ド （ドライブ 亡ード) )69 

. (公 巧 モード (霉源 OFF))  70 

巧 件を 録音/録画したい . •  •  •  • （伝 含イ t/ テし ビ 電話 伝舍ソ た) 71 


なんたん 検索/目 巧 \ を 息 安 項 
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9 -シ ヨンを 変えたい 


看 信 巧を ごと C 着 這 音な どを 変えたい . （指を 看 宿 音 透 巧) 84 

看值 音を 変えたい . （着 僖音送 巧) 92 

看售 音の 音屋を 変を たい . （看 僖音置 這 巧) 93 

ポタンを 巧した ときの 音を 消したい 

. (ポタン/巧 受 i 亡ーシヨ ン音 )94 

看售を 振動で を 知りたい . （バイフしー タ設 ま) 94 

7 ブ ーt— ド じしたい . （7 ブ ーt— ド) 95 

看 信 時の おおのを かおな バ ターンを 愛え たい 

. (ランプを 段を/ランプ バ 9 ーン設 を） 104 


画面を 巧を おえたい/班りたい 


画面の 7 —ク （アイコン) の 意 時を 知 U たい 

. (デイ 3 プしイ の 見なた) 33 

ジニ ユーの 表示を 切り 替 文たい . （タニ ユーの 送 巧 方を) 37 

巧受 画面 (壁 組) &変 亥たい . （巧受 画面 役を) 96 

I 巧き 画面 I こ 方 レジ ダーを 表示 さ 6 たし、 •••（方 レン ブー 表示 おを) 97 

ス ぞのフ オン ト を 愛え たい . （フス ント （太 さ) おを） 105 

I スぞの 大きさを 変を たい . （又 ミサ イブ 投 を） 105 

まわりの 乂じ見 50 た  <な い . （ブライ ペート フイ ルタ） 106 

デ コター ルを 送りたい . （デコ ジー ル） 170 

画售 をを りたい . （添 巧 ファイル） 173 

ツールを 目を! で 振りみ けて な 毎したい . （振み 口 条件 おを） 185 


を证 し、 


パ ソラ 7 度を をしたい . 

涅 をす るヴ イブを を 亥たい . 

microSD ソ t  U —むー ド ご 保 巧したい 


适 をした 画 倭を ミ 巧したい 


•  •り レラ 7) 131 
(サイ ブ送 巧） 133 


(本 巧  <s^mfcroSD  切 普） 138 
•  イ； ジビ ユーア )2S0 


フン t プを陣 いこな しちい 


フン t ブを 見たい 


(フン t ブ視昭 1)236 


映 毎 や 音 再の 設 をを 変えたい . （フン tz ブ投 を)  238 

フン t ブを 録画したい . C つン t プを碌 画する) 240 

フン t ブの視 睛か碌 画を チ 巧したい . （チ 約 リスり 241 


苦 也して 巧 括を 证い たい 


電話帳の 巧 客を 知られた く: ない . （シークレット 登録) 84 

巧 巧した ときな ど、 苗れ たと ころ 巧 5F0MA 端末を □ツク したい 


(お まな だ □ツク ）X1 112 


室 号が 适 知の 霉 話を 受けた  <  ない •  •  •  • (が 通知 理由 則 看值巧 巧) 1 18 
電話帳 I こない 人な 5 の 電話を 受 口た< ない 

. (霉 記帳 登録が 看 信 巧 巧) 11 9 


万 ヴー① デー 9 消 ホ じ そな を霉 記帳な どを 巧 辱して おきたい 

. (電話 很 おお 巧り サービス） 119 


電 おの 消 養を 巧え たい . 

. (尝 霉力設 巧) 99 

QR〕ー ドた バー コー ドを 読み 巧りたい 

(パー〕ー ドリー ダー） 139 

m た roSD ソ — 巧ー ドを 毎いたい 

. 乂 f  1 J  — わー ト ‘）775 

巧 外場で 肯虽 をた U とりしたい . 

. (ホ か炼适 這)  290 

音 装を 捂 きたし、 . 

. (音 装 再生)  303 

目貨 ましとして 毎し、 たい . 

. [アラー ム )321 

電草 として 巧いたい . 

. (電卓)  338 

巧みで 摄 帯電 記を 活い たい . 

. (巧 外が 巧)  377 

最 巧の ソフトウェアに したい . 

•  •(ソフトつ エア 更新)  428 

t キ ユリ テイを!! 巧の が 態 C したい... 

…… （スキ ン辕 能） 434 

※ 1 有料 サービスです。 

X2 お申し 泣み ヴ 必要な 有が ヴー ビスです。 

ぶ < 度 ラ 巧 能な どの 揉 作 手順を フイ ツク 7 ニ ユア ルと して まとめて 
し、 ます （げ P.4 日 4)。 

とちで ぎます 


なんたん 検索/目？？： \ 注 息 寒 頂 
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目次 


すまの 房な た/引き なた I こついて . 1 

方ん ちん 埃 索 . 4 

FOMA  SH 705 i の 主な 巧 能 . 8 

FOMA  SH 705 i を ffi いこな す！ . 10 

安全 上の ご ミ 主意 (むす お守り  <だ さい） . 12 

取り 投い 上の こ ミ 主 罵 じついて . 20 

知的財産 樓じ ついて . 24 

巧が 巧属活 および 主な オプ シヨ ジ远 じついて . 28 


各部の 餐称 とお 能、 ディスプレイ、 タニ ュ ー、 
ヴ ボート プック、 FOMA ウー ド、 電池 バック、 
電源 ON/OFF、 初 巧 設定、 0 時 おち、 巧僖吾 
至 号 通知、 弯記 番号 表 巧 など 

なけな た、 音声 笔き 舌/テし ビ霉 詰の 切替、 IJ 
ダイれ レ/着 « 履歷 、看ち じ、 WORLD 
CAL しき KA ンプ フリー 、愛け なた、 エ ニー 
キ ー アン ヴ ー、  ク  □ーブ 動 イ乍設 を、 受紀 音呈、 
巧 苦 保留/保留、 公共 t ー  ド （ドライ ブ 亡一 
ド/羣源〇ドド)、伝舍;>^た、キ户ラ霉、テレビ 
霉お 巧を など 

登録、 ブルー プ おを、 お 索、 編集、 、ソー タッチ 
ダイ わ ル/ツー タツ チ メール など 

音の 設を 、バイブレータ おを、 マナー たード、 
画面 おち、 尝笔力 おち、 き だな え、 ソール、 各 佳 
画面 巧 スタ 7 イブ おを、 碁 本 ニューの デ ザ 
イン 愛夏、 イルミ:？ー シ ヨンの おを、 鲜 やな 
画}! た ー ド おを、 又す の 段: を、 团 lingual 、ブラ 
イ ペー h* フィルタ など 


むん たん 検索 目 巧 \3 忌 5 項 
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暗記 ま 号、 FOMA わード (UIM) 設 巧、 PIN □ッ 
ク 解除、 才ール □ック 、あまなせ □ッ ク、 tz ル 
フ 亡ード、 巧 お 別 □ツク 、ブイけ レ 熟 含 制限、 
まとの て 巧 単 □ック 、ヴ イド ポタン 溪作お 
巧、 シーク レッ K モー ド、 看僖舒 可/拒否 設 
ち、 電路 帳 お預な U ヴー ビス など 

稳止函 おを、 動 面 度を、 お 巧の 変更、 バーコ ー 
ドリー ブ— 、文す 試み 巧り (OCR) など 

ヴイ トの表 巧/操 巧、 i ちー ド パスつー ド、 
インター 早， ソ h* 送 続、 フック 7 —  ク 、画面 ソ 
ち、 ブ ウン 〇-ド、 i 亡ード 設 ち、 SSL 話 巧 
»、 i ち ー シ ヨン、 i チ f タル など 

作成 •送值 、デコ ジール、 雨が ファイル 、なを、 
受运、 i ちー ド 問い 含の だ、 お径 / おち、 流が 
ファイルの 巧 得/ 话紹 、タール 己 OX、 タール 
おを、 ソッ t ージ R/F、SWS など 

ダ〇ジ □ー ド、 i アブリ 実 巧、 自 を おを! 錠を、 

I アブ U 得賽設 を、 i アブリ 营适 など 

I  C お劲っ こし ヴー ビス、 巧 巧 j アプリの 起 
動、 トルた 巧 得、 1- ルカ ビユ ーア 、トル 乃 お 
ち、 1  C わード □ック など 

チ ン ネル 設 を、 フシ t プ視奧 、番組 表、 クン 
t フ诗画 •を 止 面 録画、 予巧 リスト、 デー タ巧 
送の 利 巧、 テレビ リンク、 7 ン t ブ設を など 

バソコ ン ち! ヴ ホームページの 表 巧、 フル ブラ 
つヴ 殺を 

デー タを 巧/ 
誦篇 イち理 

P.255 

イメージ ビ ユーア 、画意 福 案、） たーシ ョン 
プ し一 わ一、 映鲁扁 集、 ビデ ブプ し一 わ一、 

キ f ラ電 プレーた 一、 メ  □デ イプし 一 一、 
microSD ツモ リー たード、 各種 デー タ 营理、 
巧外炼 通信、 i  C 通舊 、ボイス レ〕一 夕一、 7 
ンガ •フック リー ター など 

音 ま 再 ま 

P.303 

音装の再をちを、5ュージックプし一1"^一、 
データ 营理 、巧 生 おち、 SD ブー デ ィス など 

その 巧の 厘 利な 
度 お 

P.317 

おを 巧 巧 宿 淀、 マルチ アク tz ス 、アルチ アシス 
タント （7 ル チ タスク）、 白 お 電源 ON/OFF、 

タイ 7  —  \ アラーム、 3 ブジ ユール， ToDo リス 
卜 、ショー ト むット タニ ユ ー、S 刺。ー ダー、 
ショット デコ、 巧 メラ ルーペ、 巧ち 者ち 银登 
錄 、音库 亡、 通話 時 国/料金 淀捉 、霉呈 、テキ 
：2>ジ 亡、 スイ ツチ 巧イい ホン 7 イク、 き曼 ミリ 
t ッ K、 ューザ データ 削な など 

スす 入力 

P.345 

なな 方ぶ、 を型ス 登録、 夕ぞ〕 ビー 、ュー ザ 巧 
»、 ダウン □ー  ドき 辛 » 、テ 測を 換設 を、 2  9 ッ 
チ 方す など 

3 ット つ— ク 
ヴー ビス 

P.355 

堅す 番笔 きも キ护 ソチ ホン、 転送 でんわ、 迷を 
霉おス トッ ブ 、番号 逼知 お願い、 デュアル 

3 ッ —  ク 、巧 語巧イ ダンス、 ヴー ビス ダ 
イい ル、 适 話中 看 信 お 作 這 巧、 遠隔 揉作設 ち、 

7 ル チ ブンバー、 2in1、0FF に EED、 追加 ヴー 
ビス (USSD) など 

バソコ ン接巧 

P371 

デー タ通 «萃 情、 AT〕 マジ ド、 CD-ROM、 ド 
コ f クー タイ datallDk など 

巧み ネリ 用 


画属 □-ミ シブ (WORLD  WING)、 笔き 舌を な 
ける、 笔 話を 受 口る、:？ ッ トフー ク サーチ 設 
ミ、 运 巧スッ トフー ク 設定、 オペ レー タ香表 
巧 班 巧、 □一 5 シプ ガイダンス 設定 など 

ジニユ ーー 貴、 文: すの 割り当て 一資 ミ、 マルチ 
アク t スの 巧み 含む せ、 7 ルチア シス タント 
(マルチ タスク） の 巧み 含む だ、 ブプシ ヨン •閣 
連 お 器、 故 度 巧な？ とおった 5、 こんな 表示 ヴ 
出た 5、 侯 証と ア フター ヴー ビス， ソフトつ ェ 
アま 巧、 スキり ン巧 お、 モ な仕禄 など 


巧き I、 クイック 7 ニ ユア ル、 クイック 7 ニユ 
アル r 巧み 利 巧*!」 


なんたん 検索/目 巧/ま 意を 頂 


FOMA  SH705i のまな 巧 能 


FOMA とは、 第 3 世代 移を 适信 システム (IMT-200 のの 巧 巧 揉 華 巧 
裕の ひとつと して 設定され た V\K：DMA 方ち; をべー ス とした ドコ 
ちの ヴー ビス 名称です。 


i 亡ー ドな、 i  t— ド タニ ユ ーヴイ 1-( 番組) わ i 亡ー ド 巧 巧 ホー 
ムぺー ジ巧色 厘 利な 情 窜をこ ネリ 用いた だ 口る ほ 巧、 を轄 C ソール 
の やりとり 巧で きる オンライン ヴー ビスです。 


BB 


- ル/デコ ソ絵 又ず 


デコ ジール/デコ ソ給 文す 亡ち 巧 尼して おり、 タール 本 又の スぞ 
のを •大きち わ 背 寒を をを えたり、 国读た 動く 絵文字を 挿入す る こ 
と 巧で きます。 げ卜 I  ，-: -‘ 


アプリ/直感 ヴーム 


) アブリを ヴ イトな 5 ダつ ジ □一 K する こと C ぶ レ J、 ブームを 楽 
しんだり 有 ill 的 C 巧 価 や 天気 情番 などを 更新ち だた U する こと 巧 
できます。 ス琶呈 のソ巧 i アブ。 巧応① たの、 高 情 組 3D ヴーム わ 
長 箱 □ー ルプし イン プヴ ーム などち 楽し C こと 巧で ぎます。 

また、 クー タイを r 傾 口る」 r 振る」 などと いった 感貧 的な 揉 巧で 装 
しむ 直感 ブーム ごろ 巧 あ。 巧 V.  .11-— *  ‘： 


むん たん 検索/目 巧 \ を 息 巧 項 
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国原 ロー 


曰 本国 巧で お往 いの FOMA 箱 末 •電話室 号 •ジー ル アドレス 巧 巧み 
でち そのまま® えます （3  G エリアの み 巧 巧)。 音再霉 話、 テし ビ笔 
きも i  t— ド、 i  t— ドソー ル、 SMS、 タットつー クヴー ビスを 利用 
できます 00 •卜— 


S ラた フル® Z ■ラた •ホーブイ/ ビ デスク I- 


1 なまる ごと 裘 巧を ブ ウン □— ドで ぎる 看 ラた フル かり、 クー タイ 
1 つで ち 藻で 巧き ななを 巧き な だけ 楽しの るうた •ホーダイ C 巧 
応 。さ 5 に、 10M バイトまでの i 亡ーシヨ ンじ巧 尼して いる ①で 1 
巧 まることの ミュー ジック クリッブ などを 装し める ビデ ブク リッ 
ブ じち 巧 尼して います C が;’  ’ 

♦ 「着 ラた フル」 は 株ち: 会社 ソ ニー •ミ ュー ジツク エン タテ インタ 
ントの 登な 巧 揉です。 


おヴイ フクー タイ/トルな 


お ヴイフ ブー タイ 巧 巧 i アブリを ダウン □ー ドす る ことで、 ヴイ 
卜な色 FOMA 筛 巧の I  C りード じ 電子 7 ネーを 入金したり、 巧 
富が 利 巧尾歷 を话絕 したりで きる よ ラ C なります。 さ 5C ドコ t 
のク しジッ トヴー ビス 「DCMX」 の i アブ ンを プリ インストールし 
ています。 また 傍 種 変更な どの FOMA 節 末 お 取替え 時で を I  C 
わー ド 巧 データを 巧 単に 移 巧で きる 「 I  C お 引っ こし ヴー ビス」 じ 
ち 巧の しています。 げ卜 ’ 、 

トル 巧は 輛 みおり 巧た ヴ イトな どな 5 配 得び 可能 K 笔子 カード 
で、 ソール や ホ か综通 宿を 度って 酉 単 ごな 換 できます。 げ P  . . 


ぎだ 巧 文 ツール 


I 亡ー ドロ 5 お 急 じ 入りの キト ラ クタの 画面な どを ブ クン □ー  ド 
して、 待受 画面 かゴ ニュー 画面な どを 一括して 変更す る こと 巧で 
きます oiyp.l  • 


ちんしん 設定 


■おまかせ ロック & 1 巧 P.112 

FOMA 端末を 巧 失した 塚 C、 お申し出 C ぶ レ J その FOMA お 末へ □ツク 
をな け 50、 解除を でち ます。 お 巧 い 合む だ 巧 I こついて 巧、 巧を お 明 » 
き 面を ご 窝< ださし ^0 なお、 お ま 巧 だ □ック 巧ち 料ヴー ビス*  2 です。 
& 1 お ま 巧 だ □ック な、 ご窝 お) 香の 万 巧 5 の お申し出 じより、 □ッ 
クけ 巧なる ヴー ビスです。 ご契狗 香の 巧と FOMA 强 末を ご 利 巧 
ちむ ている お客様 巧 異なる とき、 ご 装 約 吾の 方 巧ら の お申し出 
なおむ ば □ック 巧な ヴる こと 巧 お tj ますので ご 3 を <  ださし、。 
X2 ご 利用 中の 一時 中断と 同時、 ちし < は 一時 中が 中に 申し 泣 まむ 
たと きな 規料 C な U ます。 


■  Z.SSIWOVGAXn 巧 大函面 巧 品 

2.8 型の フイ ドス 函 面で、 9 ン t ブ わ* をした 唐 止 画 •動 国な どを 美し 
し、 画 巧で 見る こと 巧で きます。 ブームな どの i アブ U ち 迫力 ある フイ 
ドス 画面で 装し めます。 

■ ち 巧 苗 IKS 巧 320 巧 田 S の CMOS カメラち 度 (巧 巧函巧 致; 巧 
320 万 面ち） 

ブー トフ ブー 方 ス巧応 の デジタル 巧 ゴラで 静止 国 やを 函の 巧を •再生 
を 巧 ラ こと ヴ できます 。連 写な フレー ムイす 演 を、 パ ソラ マ涅 影を 可 目 目 
です。 げ P.1. 

また、 む ソラを 利用して、 FOMA 規 末を 香 刺 IJ— 夕一 として 利 巧す る こ 
とを できます 0  If  P.J:. 


♦  SMS*^  .. 

♦ 堅守 香 電話 ヴービ つ (月 累活巧 料: ち 巧) 巧 ■r.u.  I 
♦ キト ツチ ホン (月 讀@ 用 料: 有料) ミ 
• 転送 でんむ ヴー ビス 巧 ■卜/ 

• 迷惑笔話つトップヴービスげf^ 

• デュアル 3 ツ トフー クヴー ビス (月 藻 巧 巧た I; ち お) げ卜 .北， 

•  2inU 月 覇疫用 お; 有料) げ F’ 所 


■  *巧«お«(かリサービス巧片90，片119 

摄帯笔 記の 霉詔婚 、画 倭、 イー ルを、 ぉ預 なり t ン ター E 保 毎し、 巧 巧 
時な ど C お預巧 Ut ン ター C 保を した デー 9 を 揉を 霉話 I こを 元で き 
るヴー ビスです 。さ 5 ご、 お預 方り tz ン ター じな 毎した データを バソ 
コンを 利 巧して 編 実 •含埋 する こと 巧で ぎ、 福 裏した データを 属帯委 
話 じ 反映す る ことち 可能です。 

電話帳 お預な IJ サービス ご 利用に あたって のを 島 事項 および こ ネリ 巧 
万を じついて 詳し <1 す、 r ご 利用 巧 イド フック （ i 亡ード <  FOMA  > 
編)』、 お問い 含む だ 巧 ごつ いては 取扱 説 巧ち 実 面を ご畜 ください。 な 
お、 本ヴー ビスは ホ ホし 泣み ヴ 必要な 有料 ヴービ つです。 


■マン ガ •ブック リー ダー 

microSD ソ t リーむー ド ごな 香した 電子ち 凄/電子 巧を/ 笔さコ ミッ 
クを FOMA お 末で 読 C こと 巧で きます。 また、 ヴ イト ヴ 5 グクン □ー  ド 
した 霉 子〕 ミックち 楽しめます。 げ P. こ. 1^ 

■カメラ ルーペ 

ウジ ラを ネリ 巧して、 FOMA 强 末を ルーペと して 毎 ラ こと ヴ できます。 巧 
菌の 小ち い 又ぞ など 巧、 デイつ プしイ E む乂を 示されて 見やす くな り 
ます。 lyp 一： 

■ショ ッ ト デコ 

手 •きの 給わ ス 字で、 ス U ジナルの デコ ジピ クチた を 作成で きます。 

げ P 


なんたん 検索/目 巧/な 息荣頂 
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FOMASH705i を 巧い こなす！ 


ここでは、 FOMA  SH 705 i の 巧 態を 紹介し ます。 


しビ « 窗 


靖 ri ている 巧手と お 豆い の 映 毎を 見な 巧 5 会話す る こと 巧で きま 
す。 お賣い 上げ 時の が 態で、 巧手の 声ヴス ピー 方 巧 5 胃 こえる よ ラ 
C なって いるた め、 すぐ こ 会 詔を 始める こと: けで きます。 また、 通 
常の 音 吊 通話 中で を 電話を切る ことな < テレビ電話へ 巧り 琶 をる 
こと 巧で きます。 


づ 

巧 


錢 


テし ビ笔 話中 


チ わ クル 


巧 P •巧 5 


ニュース や 天気な どの ブラ フィ ウルな 情 番を愛 宿で きます。 さ 5 
じチ户 タルー質で お 巧 ミな チ わみ レを 送 巧す る こと I こより、 Rash 
(By  P. 146) で 巧 5 むた リッチな 託が 巧 揉を 取得で きます。 

• お申しを み 巧 必要な 有 おヴー ビスです。 


画 

(eh) 

♦ 

■, むれ**** 

o© 

♦ 

1  •  ••な々 岭 nox 

I.  ■n  かひ* ■* 

^^^9  Vv •一* A.i 
♦....'•Ml 

•SCSI 

A  ■泣で (•犯 ■ 
W い〇 でぃ扣 J 

I 

口^^^ 1  ••，し • 

•  1,  1 .  ■  :  *T*  1 ぃ 

•-.a 

み W  WW  1 も Wj—iu 

光 も A 二; 

なんたん 検巧 \ 目 巧 \ を 息 安 項 
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■ワン 七 グ iyp.236 

移動 ホ 向 ヴ化上 デジ 9 ル テレビ 放ち® 「9 ン t ブ」 &視 面する こと 
巧で ぎます。 


■ ビデオ 巧 •P.240、P.260、P.271 

9 ン t ブの巧 孩やご ビデオ 録面わ 爵止画 録画を する こヒヴ でき ま 
す。 録画した 里 組 わを 止 画は、 FOMA 規 末で 見る こと 巧で きます。 

■巧 R 予巧 予巧巧 •P.ZW 

視坛た 録画の チ拘 をす る こと 巧で ぎます。 


P.366 


1 つの 摄を笔 話で、 2 ま 号 ‘2 ソール アドし スヴ 毎を、 專 巧の t— 
ド廣 おを ネリ 用す る ことで、 あたな ち 2 つの 揉 帯電 記を® いろ 口る 
ぶ ラ じご か 巧いた だ 甘る ヴー ビスです。 羣話帳 わ; > (ー ル 目 0X、 穿 看 
宿尾歷 、巧き 画面な どち 1 台で 「A モー ド」 巧 モ ーh‘」l ころけ て 則々 
じ营涯 できる 读 な、 A，B 両 たードを 同時 じ营理 できる 「デュアル 
亡ード」 で ネリ 用す る ことち できます。 

• お申しを み 巧 必要な 有 おヴー ビスです。 


音 装 ちま 


■ミュ ージッ クプレー ヤーぷ P.304 

サイトな 5 ブ クン □ー ドした 着 ラた フルを を 
ミ ユージ ックプ し 一い 一で 再を できます 。う 
た •巧ー ブイに を 巧 巧して います。 また、 

) モーションの [マルチ 式 ディア] フ ブルダ C 
な 香した データを 再生で きます。 

■  SD 才ーデ ィオ 巧 "P-SU 
音楽 CD の 装な などを、 SD-Jukebox と バソコ 
ン などを ネ 偶して microSD 乂 £リー わード C 保を すると、 FOMA 端 
末で 音楽を 再生で きます。 


巧  P,60 


霉 話を ゥゥて 巧手を 呼 U 出して いる 国、 巧手 
の 看 這 画面に ソッ t— ジを 表示 さ だる こと 巧 
でぎ ます。 着售 測は  > :ッ t ージを 見て 巧手の 
巧 件、 急污 ちを 事前に 知る こと 巧で きます。 


ぶ SR 受 です 4 
ド コモ 古が 

的 か) (な): な X 


なんたん 検索 \ 目？？： \ ま 盾荣頂 
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安を 上の ご注意 (必ず お 守 りく ださい） 

• ご 活用の 前 じ、 この r をを 上の ご注意 J をよ く お試みの うえ、 正しく 
お® し、 <だ さい。 

また、 お試み C なった あとは、 大切 I こな 客して  <  ださい。 

• ここ I こ 巧した 注意事項な、 お语い I こなる 人 わ 化の 人への 盾 養、 巧 産 
への 潰 害を 未然 I こ 防ぐ たのの 巧 客を 記な しています ので、 必すお 守 
リ< ださい C 


巧の 表示 巧 客の 居ろ は、 表示 巧容 をす 5 ブ 、拱った 怔用 をした 
巧 さじを じる 宿 去 や 損 S の 括 度を 挽 巧して います。 


A 盾険 

このき 巧は、 取り 投 いを 裝 つた 巧 含、 r 巧 亡 
または 重なを 負 ラ 宿おヴ 切迫して 生じる 
こと ヴ 想を ちれる」 巧 客です。 

A 警告 

この 表示は、 取り 巧い を裝 つた 巧 含、 「死亡 
または 霊 巧を 負 ラ 巧 お巧ヴ 巧を まれる」 巧 
客です。 

ZL ミ 主意 

この 表 巧は、 取り 投 いを 裝 つた 頃 含、 r 巧 害 
を 負 ラ巧自 g 巧 巧 想ち まの る话含 および 物的 
担 害の みの 発を ヴ 想定 ちれる」 巧容 です。 

なんたん 検索/目 巧 \ ま 患 5 項 
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巧の お 表示の 2 みは、 あ 守りい 泛 だく 巧容を 説明して います, 


0 

巧 一 

禁止 （しては いウ ない こと） を 巧し ミす。 

ろが^し- 

みおして はいけ ない ことを 巧す 記 草です。 

®  巧 打た 手で をって はいけ ない ことを 巧す 記号です。 

を n 号 裏 止 

水 巧な むる 場 巧で 度 用したり、 水 1 こ 巧 5 したりし てな 

かな n お 止 

し、 口ない ことを 巧す 記号です。 

替 

指 巧 亿さづ  <  巧 為の 強制 (むす 実 巧して いただ  <こ 
と） を 巧し ます。 

を 

ノ ラブを 

霉源プ ラブを コン t ン h* ヴ 5 巧いて いただ  <  ことを 
巧す 記号です。 

る < 

r 安を 上の ごな 寒」 は、 下 おの 6 項目 じ 巧 ヴて热 巧して います > 
♦  FOMA 强末 •霉お バック •アダプタ (巧霉 器 含む） ‘FOMA り-ドの 取 


り 巧い C ついて (巧 通） . P.13 

♦  FOMA お 末の 取 レ J 投い について . R14 

♦ 電化 パックの おり 扱い について . P.17 

♦ アブ プタ （巧羣 器 含む) ①取 U をい I こついて . P.18 

♦  FOMA たードの お ゾ投い について . P.19 

♦ 医用 羣夏構 器 巧  <  での 取 U 投い について . P.19 


pOMA 巧モ •《 ホ バック • アダプ 
夕 （巧 巧巧 をむ） ’FOMA 力ードの 
巧り 巧い について 供 通） 


A 危険 


/C\  义の そば、 直 お 日 おの 当たる 
巧 巧、 巧 天下の ま 巧な どの 奋 
湿の 巧 巧で 涅 用、 保管、 放* し 
ないで  <  ださし、 

沒 器の 変 巧、 故障 や、 電お バックの 瑪 お、 お 
熟、 お冀 、奔义 、巧 おかち 命の お 下の 原因と な 
ゾ ます。 

また、 ブースの 一部 巧 熟 <  な U、 やけどの 原 
因と なるこ とけあ U ます。 


片お異 止 


みお、 改進を しないで  <  ださ 


また、/' \ン ダイす けしない でく 
ださい。 

义災、 け 巧、 感霉 などの 事な またな 巧 居の 原 
困と なります。 

また、 霉池 バックを 漏 巧、 舜 熟、 报髮 、発义 ま 
だる 原因と なります。 

巧ら さないで くださし、. 


かわ ぺツ ト のをな どの 巧 巧 巧 入る と结 熟、 感 
霉 、义 ぶ、 故障、 け 巧な どの 原因と な tj ます。 
馆用运 巧、 取 U 抵い にご 注意  <だ ちい。 


A  FOMA 能 末に 厘 巧す る 巧 お 
，f  .'て、 ソク あよ y ア ブブタ 饼巧 
> な^  ま 含 C) は、 ド〕 モ ブルー プ各 

れヴ 指を したを のを 巧 用して 
< ださし、- 

指ち 品 政 外の ちのを 度 巧した 每 資さ、 FOMA 
掃 末 おぶ U 霉巧 バック やその 化の 谋 器を 漏 
ミ 夜、 舜 熱、 お冀 、舜义 、巧 障 さ だる 原因と なり 
ます。 

• 羣祖 バック SH16 
• 呈上 ホル プ SH18 

•  FOMA  AC アブ ブタ 01/02 

•  FOMA  DC ア ププタ 01/02 

•  FOMA を 羣姐ア プブタ 01 

•  FOMA 巧 電巧鮮 ホ JS 目 接 統クー プル 01/ 
02 

•  FOMA 祸 助巧電 アダプタ 01 

《 その 化 豆 お 巧の ある 商品 じついて 巧ドコ 
t シヨ ッ プ など 窓 □まで お問い 含 わ だ < 
ださい。 


A 警告 


0 

其 止 


巧ろ レンジな どの 加 お H 理巧 
おや 宙圧 容器 ご、 巧 池 バック、 
FOMA 能 末 や アダプタ (巧 巧 
器 含 CKFOMA カードを 入の 
な: いで  <だ ちい。 

電池 バックを 焉お 、発熱、 破裂、 発义さ だた 
り、 FOMA 規 末、 アダ フタ （巧 電器 含む) の お 
熟、 舜 煙、 発义た ◎ち 部品を 报屢さ だる 原因 
となります。 


0 

苗 上 


结 いが « をち えたり、 位げ 巧 
けたり しないで  <  だ ちし 、< 


羣池 バック ①扁 巧, 発熱、 お 夏, ま 义や巧 器の 
巧 障、 义 巧め 原因と なり ます。 

/C\  巧 《茹 子 やみが 接 巧 新 子 c» 
、苗  > 巧 異物 (金* 6、 巧 « の おな 
ど) ヴ巧 n なし、 よ ラ じして < 
ださい。 また、 巧が に 入： nw い 
よ ラに して  <  ださし、- 
シヨー ト による 义巧 や® 障め 原因と なり ま 
す。 

A  巧ソリ ン スタンドな ど 引火 性 
，f  巧スヴ 巧を する 巧 巧 I こなち 六 
る 巧 さはむ ザ 事前 C 巧 お 巧 括 
の « 原を 友 巧り ください。 
また 巧 巧を しないで くださ 
し、。 巧: iC 引义 する 巧 むげ あ 
U ます. 

ガ ソン ン 3 タン ド 巧 巧な どで おヴイ フクー 
タイ を ご 利 巧になる 煩 I さ必す 事前 C 電源を 
切った 巧 態で 馆 巧して ください 
(I C 巧ー ド □ッ クを設 をさむて いる 場 含 じ 
巧 □ック を 解除した 上で 笔 源を お切り < だ 
さい)。 


なんたん 検索/目？ 注意 寒 頂 
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A  狂 用 中、 巧 巧 中、 巧 管 時に、 異 
V 典、 ち 熟、 墅 を、 変 おな ど、 いま 
ちで  までと 異なる とぎは、 直ち C 
巧の 作 美を 巧って  < だ ちい。 

1. 霉源プ ラプを コン t ジ h* か シガー ライタ 
ソク ット巧 色な <。 

Z  FOMA お 末の 電源を切る。 

3. 笔巧 バックを FOMA 筛 巧 5 取リ かす。 
そのまま 活巧 すると 発 熟、 破裂、 究义 またな 
笔お バックの 滿 おの 原因と な t) ます。 


A ミ 主意 


0 

S 止 


<5 ついた 台の 上 や 晒い を 巧 
巧な ど、 ホ 安を な 巧 巧 じは ■ 
方ないで  <  ださし V 
ち 下して、 けけ や® 障の 原因と なります。 

〇  湿る や ほこりの をい 巧 巧 巧ち 
湿 C なる 巧 巧 C は、 巧菅 しな 
""■  いで  <  ださい。 

故 居の 原 困と な U ます。 

©子供 ヴ证 巧す る 巧を は、 巧 S 
_  まヴ 取り 投 いの 巧 君を 巧え て 

■占で  <  ださい。 また、 证巧 中に 巧い 

てを、 指示 ど 巧り C 怔 巧して 
いる ヴをこ ミち 届く ださし、。 
けけ などの 原因と なります。 


〇 


ミし 巧 巧の まの 届ヴ ない 巧 巧に 
巧晋 して  <  ださい。 


FOMA 瑞 ホの 巧り 巧い 


誤って 巧み 应んだ U、 け 巧な どの 原因と なっ 
たりし ます。 

A  FOMA 節 末を ア ダプタ (巧 巧 
，f  器 含 C) じ送統 したが; 度で 長 
jet ‘  時ち 连続樓 用 ち 巧る 巧 さ じは 
巧 ごごな*  < ださし V 
巧 零しな ヴ 5  i アブリな テレビ電話、 フン t 
ブの巧 おな どを 長 時 国 巧 ラと FOMA 捕 末や電 
お バック •ア ププタ (巧霉 器 含む) の 温度 巧 高 
< なるこ ヒヴ あります。 

湿度の 胃い 部分 じ 直送 長 時 頃强れ ると お 客 
禄の巧 黄 わ 巧 調 じよって は 化1 こ ホみ わ 方 ゆ 
み、 巧な 打な ど 巧 生じた tj、 低湿 やけどの 原 
因と なる 想!： n 巧 あ U ます。 


A 警告 


0 

离丄 


ホみ 语ポ ーh ■を 目 C 向けて 送 
« しないで  <  ださい。 


0 

禁上 


目に を尝 をち える 巧 お 巧 巧あります。 また、 
化の 巧み 場 装 呈亿向 C て送僖 すると 裝 動作 
するな どのを 香を ちえる 运含ヴ あ U ます。 _ 

エア バッブ の 巧く のプ ッシュ 
ボ- ドな ど、 エア バッ ブの展 
巧 じよる 巧響ヴ 予想 S 口る 巧 
巧 じ FOMA 姑 末を 謹 方ないで 
< だ ちい- 

エアけ， ソ ブ巧层 開した 場合、 FOMA 筛 巧 本 
人 や 化の 人な どに 当た U、 けけ などの 事な や 
巧 跨 および 破損の 原因と な U ます。 

^  医 巧 巧を 度 器な どを 装 « して 
vy  いる 话 さは、 巧 ポク ットや 巧 
… ょ ポク ッ h への 装 « は おやめく 
ださい。 

FOMA 强 末を 屋巧霉 気 お 器な どのぶ  <  で馆巧 
すると、 屋巧霉 寅 お 器ら: どのな 居の 原因と な 
る 恐 n ヴあ ります。 _ 

QFOMA お 末 巧の FOW A カー 
巧 microSD 夕 ちリー カー ド 巧 
入 □に 化な どの 巧 巧 やを s 
片 、なえ やすいちの などの 勇 
技! を 入れないで  <  ださい。 

义 が、 感電、 巧 障の 原因と なります。 


なんたん 検巧 \ 目な \ 注 息 $ 項 
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G 

•イ止 


白 お* などの a おさ じ 向けて 
ライトを な 灯しないで くださ 


法を の 巧げ とな tj、 事 巧の 原因と な tj ます。 

A  れを獲 巧 や 病院な ど、 巧 用を 
，， 祭 止さむ た运 巧では、 

ちの  FOMA 節 末の g ミ 房を 巧 ごて < 

ださし、 

霉子お 器 や屋闻 ちる 機器 C 巧 香を ちえる 場 
台ヴ おり ます。 また、 自を的 C 羣源ヴ 入る 巧 
おを 猫を してし、 る 境 含な、 設 ミを 解除して ゥ 
5 電源を切って くだち し、。 

屋療お 関 巧 じ おける 度 巧 ごつ いては 各屋窝 
ち 関の 指示 じがって  <  ださし、。 

また、 祈 空 機巧での 话巧 などの 禁止 行為を し 
た每 含、 ま 令 じより 罰 だ 5 むる こと 巧 あ U ま 
す。 

A  .  \ ンブ フリー C 投定 して 适巧 
W  する 原は、 みす FOMA 節 末を 
B け 5 巧して  <  ださし、. 

また、 イ ホン マイクを 
FOM  ASM 末 ご 装 看し、 ヴーム 
や 香 楽 巧を をす る 巧 さは、 适 
度な ポ リューム じ 巧 節して く 
ださい。 

音量な ス きすぎ ると 爵 K の 原 面と なります。 
また、 周 面の 音ヴ 聞こえ C  くいと、 事 巧の 原 
因と なります。 

A  /&» の强い 方は、 看 任 パイブ 
V  しータ (お®) や 看 巧 音 ■の投 
みい  を C な* して  <  ださい. 

也 ほじを まを ちえる 巧 能 巧げ あります。 


A  医み で ffi 用 中 C ， 3 ヴ W り 化 
If した 5、 アジ テナを 取 供し、 す 
で  <c 巧潭 を® って 安を なち 所 

C 移動して  <  ださい： 

落雷、 感電の 原因と なります。 

©巧賴 度な 制 卸 や 巧 弱な® 登を 
取り 巧 ラ 巧ろ 巧 度の 近くで 
みの は、 FOMA 巧 末の 電源を切つ 
て<  ださし、- 

電子 巧 器な 誤動作す るな どのを 尝 をち 是る 
場 含 巧 あ U ます。 

ご ミち 慧 いただぎ た L 、可ろ 巧 まの 奶 
话聴 器、 復应み 型む 巧 ペース ジー 0 および 植 
込み 型 除 組 動 器、 その 化の 医用 霉気巧 器、 义 
ぶ 報 則 器、 白を! ドア、 その他の 吕動 制御 »器 
など。 值 泣み 型/らち ペース ソーカ おぶ び復应 
み 型 お 細 お 器、 その 化の 屋巧 電気機器を ご 度 
巧ち n る 巧は、 当該の 各屋巧 電気機器 ソーロ 
ちし <な 肢売業 さ I こ霉巧 C よるを 爱亿 つい 
て ご提提  <  ださい。 

〇方ヴ ー、 ディスプレイ がか 力 
タラの レジ： 3 を巧須 しを 居 じ 
; 旨の  は、 留れた 巧 ラス 巧这 化した 
FOMA 新 末の 巧® C ごま 巧 < 
ださし、。 

デ イス プレイ 部た た ラの し ンプの 表 お E 
は、 プラスチック パ 3 ルを® 用し ガ ラつ ヴ巧 
散り C< い 巧 這と なって おります 巧、 裝って 
到む た 破 潰 部た 霉出部 [こ 蘭 ri ますと、 けヴの 
原因と なります。 


A ま 意 


0 

社 


アンテナ、 ストラップ などを 
持って FOMA 泣 末を あり 回さ 


本人 や 化の 人な ど C 当た U, け 巧 K どの 事® 
や® 障 およ U 砲 損の 原因と なります。 

人のを い 巧 巧では、 度 用し な 
いで  <だ ちし、。 


な 

寧た 


アン テブヴ 化の 人 ご 当ち ゾ、 な 巧な どの 事な 
の 原因と な U ます。 

— アンテナ ザ 飯 毎した まま 巧 巧 

しないで くだち し、。 


0 


化に 曲れ ると わけ どか、 C ヴ などの 事 巧の 原 
因と なります。 

^  そーシ 3 ジ h ラ ツキ ジブ ご渾リ 
用 じあ たって は、 必ブ国 面の 
ちを をお捉 し、 FOMA 巧 末を 
しっな りと 送り、 必愛 W 上 じ 
振り ◎ちないで < だ ちし V 
モーシ ヨン トラ ツキ ンブ な、 FOMA 規 末を 煩 
けたり 振った U して 揉 巧を する 巧 Sg です。 振 
りすぎ など 巧 原 困で、 人 や 物な ど C 当たり、 
霊 スな事 巧た 破} 員な どじつな ヴる 可能な 巧 
あります。 
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/CN  FOWAM 末 C を)* 裝 などの ス 
VJ/  h ラッ ブを がけて いる 巧 さ 
"と  は、 f ー シヨ ジ トラ， ソキ ジブ 

ご 利用の 反、 ストラップ ヴ人 
か 巧な ど C 当で 5 ない よ ラ こ 
注意  <だ さい. 

け 巧な どの 事 巧 わ改廣 およ U お 這の 原因と 
なります。 _ 

巧る 力ー ドな どを FOMA 節 末 
じぶ づけを り、 挟んだ y しな 
いで  <  ださい。 

キ1^ツシユゎー ド、クしジツ ト々ー ド、テし 
ホンで!ー ド、 フ □ッ ピー ディスク などの 拉気 
データ ヴ 消えて しま 3 こと 巧あります。 

FOMA が 末 ごちる を « び たを 
のを 近づけないで ください 


G) 

禁止 


Q 

写 止 


廷い拉 気を 巧 口る ヒ誤 作を を 引き起こす 
可能性な あります。 


iOv 誤 コてデ イス ブレイを 抵垣 
じゾ ..あ 昆ガ 巧れ た 巧 台には、 ミ 技 
巧を DC したり、 のい 边んだ 
巧虜 じつけ たりし ないで 
< ださい。 

巧 晶ヴ目 や DC 六った 巧 台に 
は、 す  <  じぎれ いな 水で 巧い 
流し、 直ちに 屋 師の孩 巧を 受 
けて <だ5 し、。 

まを、 巧膚け 衣類 C 巧 巷した 
巧を は、 す <C アル コー ルな 
どで} 式ぎ 助 y、 ち おで 水ない 
して<だ5い~ 

失明 や 巧* C 泪 害を 垃 こす 原 困と な t) ます。 

看 活音ヴ W ってい ると き や、 
FOMA 節 ホで ツ □デイ を 再ち 
I 一て いる ヒぞ な: どは S スピー 
の CS を巧ヴ けないで < だち 


0 

与 止 


發昭 C なる 巧 お 巧ヴお U ます。 

〇  目 BB 巧で 硬 用した 巧 含、 ミ 
ac よっては、 まれ じ 重 e 巧 
で ろ » 器 じ 巧 •をち える 巧ち ヴ 
あります。 

安を を 巧を 損な ラを むけあります ので、 その 
窗 含は 巧 巧し ないで  <  ださし、。 


あ 客 巧の 巧« た 体 巧に よって 
13、 ヴ ゆみ、 なぶれ、 湿 接な ど 
丹 まじる ことげ あリ ます。 異 
巧ヴモ じた 巧 さは、 直ち C 使 
用を やめ、 医師の お療を 受け 
て  <  ださい。 


话巧苗 巧 

! 巧な 

表 おの 埋 1 

9 ン t ブ アンテナの 
金属 部 巧 (ビス 巧め 部） 

里 鉛 ブイ 
キ f スト 

ニ ツヴル 
ゴ ツキ 

9 ン t ブ アンテナの 
金属 部み (引き 化した 
ときの 茵 おが 部） 

ステン 

レス 

イい ホン 7 イク 捕 子 

リン 青 巧 

外部 接続 おろ 

ステン 

レス 

ステン 

レス 

microSD ソ t  リー 方一 
ドス □ット 巧 部 

巧 電婦子 

金ジ ツキ 

〇  FOMA 茄^を 曲閉 する 居は、 
指ゃス トラ ッ プ などを 狭まな 
Isn  いよ ラ ごま 话<  だち し、。 

けけ な どの 事故 かお 損の 原 困 と K  U ます。 

A  ワン t ブを視 苗 するとぎ 13、 
V 十 例る い躺 で、 画面け 5 
ある 程度のを ii をを けて ご 屈 
用  <  ださい。 

巧 力む 下 C つなけ る 可能性け お U ます。 
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羣お バックの ラベル I こ 記 K さ ri ている 表 巧 
によ U、 霉ミ 広の ち 黄を ご活湿 < ださい。 


表 巧 

霉 巧の* 寮 

Lrion  00 

。チつ ムイス ン電巧 

A 危険 


讯子 にがを などのを S 類を 接 
W  强さ だないで < ださい。 また、 
金) a 取 タッ クレスな どと-経 
C 持ち運ん だり、 保ちしたり 
しないで ください。 

笔お バックを おお、 発 熟、 お 裂、 お 义 まだる 原 
因と なります。 


Q 

真 止 


a お パック を FOMA 新 末亿取 
J 巧け ると ぎ C、 ラ ま  <  西! ゾ 
イ すけで ぎない 巧を は、 巧 透 C 
取りが けないで ください。 ま 
た、 «お パックの 向ぎ を 宿な 
めて ヴ 5 取リ 巧け てくだ さ 
し、‘ 

羣お バックを 瑪あ 、黄熱、 お 裂、 黄义ミ だる 原 
困と なります。 

f、  义の中 ご} 这 下しないで くだち 

心 h し、 ぐ 

羣お バックを 瑪 お、 舞 熟、 お 裂、 お 义 さじる 原 
因と なります。 


むを 刺したり、 A ン 7 —  で 0  口 
\ たり、 挺み つけたり しなし、 

ご 止 でグド ち| 、 尸 

電化 バック を 馬 お, 黄熱、 お a, ち义ま G る 原 
国と なります。 

〇  巧おバ 1ン ク 內 部の ミ 及 巧 ヴ 目の 
_  中 C 入った ときは、 こす 5 ザ、 

ちで  すぐ C ぎむい な 水で 巧った 

ホ、 直ち E 医師の お » をを け 
て  <  ださし、 

失 巧め 原 困と なります。 


A 警告 


0  落下に よる 変形 や 巧な どかが 
口 己の 衝 より g あ バック 
ご 4  C 異な 巧 見 5 むた 巧 合は、 直 

ち巳怔 用を 巧め て < ださい 

電 お" ックの 馬 お, 黄熱、 お 費, ち 火 かお 器め 
故 居、 火災の 原因と なります。 

〇  巧 定の巧 巧 時 巧を 居え てち 巧 
巧ヴ 完了し ないち 合は、 巧 巧 
k で  を朽 めて  <だ さい， 

電 お" ック を 巧 お, 黄熱、 破 票, ち 火ち e る 原 
因と su ます。 

A  S 池" ックガ 巧 度したり、 異 
，，  臭 ザ するとぎ な、 直ちに 座 用 
kii'  を やめて 义をサ 5 遠ざけて < 

だち し、。 

爲 液した 巧 巧に 弓 I 义 し、 ま义 ，破 聲の原 困と 
なります。 


〇 

巧を 


ペット 巧 巧 池 バックに 担み つ 
巧ない よ ラ ご 注 篇<  ださい。 


霉池 バックの 漏 巧、 を 熱、 破 製、 舞 义わ賴 器の 
巧 障、 义 ぶの 原因と なり ます。 


A ま 意 


0 

ち .h 


- 巧の If ミと一 お じ 巧て ない 
で  <  ださい。 


お义、 篇境扳 凄の 原因と な U ます。 不要と 
なった 電お バックは、 旌子じ テー ブ などを 目 占 
り、 铅读 して 巧 5 ドコた シヨ， ソ ブ など 寒 □じ 
お 筒ち いただ  <  な、 回のを 巧って いる 巿巧巧 
の 指示 じがって くだ ミし、。 

巧の た 巧 池 バックを 巧 « しな 
いで  <  ださい。 


0 

ごと 


霉巧 バックを 旁 熱、 発义 、破髮 ち だる 原因と 
なります。 

A  巧淮 バック 巧 巧の ミ 巧 巧ヴ巧 « 
If  巧を おむ す 看した 巧 さは、 匡 
の  ちじ® 用を やめて きれいな か 
で 十分 C 巧い 流して くださ 

い， 

巧虜 C お 害を 起こす 原因と な U ます。 


なんたん 検索/目？？： \ ま 愚 寒 頂 
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アダプタ (巧 «« 含む) の 巧り 巧 
いについて 


A 警告 


/〇  7 ブプタ (巧 S 唐 含む) の コー 
、ジ ド 巧 « おコ ーh ■•ヴ 麵んだ 5 征 
巧し ないで  <  ださい， 

感電, 黄熟, 义 巧め 原因と なり ます。 

0AC アブ フタ や 卓上 ホルブ 13、 
田 己 巧な どの 湿る のをい 巧 巧 
で 13 使 田し ないで  <  ださい. 
感霉の 原因と なります。 


Q 

S 止 


DC アダプタは 7 イナつ ア- 
ス まさ 用です。 プラス アース 
ま C は证 巧し ないで < だち 

い。 

义 ぶめ 原因と なります。 

^  S 巧: 8 り 化し 记 5、F0lvlA お 
Vy  末、 アブ ブタ （巧 « 器 香 正） C 
Sif  は 曲 巧ないで  <  ださい。 

否 雷、 感笔の 原因と な U ます。 

ベ、 コン t ン h やシ 巧ーライタ ソ 
クット 巳つな ヴ 打たが 巧で 巧 
‘4 止  S 能 字を シヨー トちだ 3 いで 

< ださい。 また、 巧 巧 おさ じを 
や 指な ど、 身 ホの 一巧を な 打 
さ だないで  <  ださし、。 

义 ぶ, 巧 跨, 感電、 届 害の 原因と なります。 


iOv 巧電 中は、 巧巧贵 あよ ひさ 上 
じゾ で ルブを まました 巧 巧 C ■い 
て  <  ださい。 また、 巧 巧 お あよ 
口 卓上 巧 ル ブを巧 ゥ巧団 で お 
おったり、 国んだり し 3 いで 
< ださい。 

FOMA 蹄 ホけ かれたり， 熱け こもり、 义 ぶ,® 
障の 原因と なります。 


0 

票 止 


アダプタ （巧 巧 黄 含む) の コー 
卜’ か 巧 源 コードの 上 じ  ■いち 
のをの だた y しないで くだち 


感電、 义义の 原因と なります。 

满れ たずで アダプタ （巧 «|| 
含む) のコ ー K、 コン t ジトじ 
酷れ ないで < ださし、。 

感電の 原因と なります。 

指定の 巧 ミ 原、 巧 圧で 巧 用して 
< ださい C 


指示 


裝 つた羣 圧で 毎 用す ると 义 ぶか 巧 垣の 原因 
となります。 

巧 外で 话用 する 場 含は、 巧 外で が 巧 巧を な AC 
アブ ブタを 厘 用して  <  ださし、。 

AC アブ プタ: AC100V 

DC アブ プタ ： DC12V，24V(7 イ ナス アース 

軍 専用） 

巧 外で 利 巧 巧 目 目な AC アプ プタ; AC100V〜 
240V (冢暦 巧 巧 流〕 ン t ント のみに 运病 する 
こと） 


A  0C アダプタの ヒュー： 3 ヴ巧 
，f  ヴ ー切れた 巧を は、 む ザ 指定 
ぉの の ヒュー： Z を涅 用して  <  ださ 

し、。 

指を 外の ヒュー ブを语 用す ると、 义災 、巧 障 
の 原因と なります 。指を ヒュー ブ に関して 
は、 個別の 巧投說 巧ち で ご 淀 絕<  ださい。 


〇 

おり、 


巧源プ ラブ C ついを ほこり 
な、 巧き 取って  <  ださい。 


义巧① 原因と な U ます。 

OAC アブ ブタを コン t ント に 
差し 边五 とさは、 を* 巧つ 卜 
ラップな どのを* 預を 巧れ さ 
せない よ ラ C ま篇 し、 宿 ミに 
差し 边んで  <  ださい， 

感覃 ，シヨ ー K 义 がめ 原因と なります。 

A  アブ ブタ （巧 巧 お 含む） を コン 
V  t ントや シガー ライタ ソクッ 
isn  トロ  5 巧 < 巧 合な、 アブ ブタ 

(巧 « 度 普む) のコー ドク 巧 源 
コー ドを 巧 巧 C 引っ 理 己ブ、 
g 源プ ラブを 持って 巧いて < 
ださし、 

〕ー ドを 引っ張る と コード 巧 巧つ き, 感電， 
义巧① 原因と な U ます。 

長 時 间怔用 し 召 X' 巧ち は-. 巧 
おブ ラブを コン t ントヴ 5 
J5<  巧いて  <  ださし、。 


なんたん 検巧目 巧 \ 注 息 串 項 
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感霉 、义 お、 巧廣① 原因と なります。 


万ヴー 、水な ビの巧 巧げ 入つ 
た 巧 さ 13、 直ちに コン t ジ h 
S 技 W ミクを やシ 巧-ライタ ソク ットな 
5 巧おプ ラブを 巧いて < だ 
ちい。 

感電, 発煙, 义災め 原 困 とな tj ます。 

^  お 手入れの 房な、 « 源ブ ラブ 

^  を コン t ントや シガー ライ 

SSg ジ 5 タソク ット 化ない て巧コ 
て  <  ださし、。 

園 軍の 原因と なります。 


FOMA 力ー ドの 巧り 巧い 


f 么ミ 主意 


A  FOMA わー ド （I  C 那 み) を お 
V  ゾ みす 居は 切断面 じご 注篇く 
ち。  だ g し、 

を や 指を ちつなる 可能性 巧 あ U ます。 


医用 « 気な 巧 巧く での 巧り 巧い 
について 


本 記載の 巧 客は r 医用 笔夏巧 器への 霉 巧のを 
尝を仿 止す るた めの 損* 笔話捕 末 專の度 用 C 
関する 指 お」 (電 ぶ篇 境厨讓 を) I こちす る。 


A 警告 


〇 

指示 


屋療巧 巧の 屋内では 巧の こと 
を 守って 巧 用して くださし V 


• を 桐 室、 集中 治层室 0CU)、 湿が お 脈 疾患 監 
視 病室に aj)l こは FOMA 銷 末を 巧 5 泣 ま 
ないで くださし、。 

• 病な 巧で な、 FOMA 强 末の 笔 源を 切って く 
ださい。 

• □ビーな どで あってち 巧 巧に 医用 霉 気ち 
器 巧 おる 場 含は、 FOMA 筋 未の 電源を切っ 
て  <  ださい。 

• 屋窝巧 関 巧 個々 に活巧 禁止、 巧ち をみ 禁止 
などの 場 巧を をめ ている 場合な、 その 屋療 
お 関の 指示 I こがって < ださい。 

♦ 自お的 C 羣源 巧; \る» お巧設 をされ てし、 
る 場 含は、 散ち を 解除して 巧 色、 電源を 
切って くださし、。 


A  滿 fi 巧 S の 中な ど 混 巧した 巧 
tf 巧で 1吕、 は 巧に 柜么み 型 も B 
ぉ 巧  ペース イー カ およ y 运应み 型 

お 巧む 器を 装 看して いるち ヴ 
いる 可 焦巧ヴ あります ので、 
FOMA 巧 S 末の 巧最 をのる よ ラ 
区して  <  ださし、。 

霉宛 C より 復边み 型 & 苗 ペース ジー 0 あぶび 
復边み 型な fflU 器の 巧を II こを 尝 をち をる 場合 
ヴ おります。 

〇樓 & み 型 也 K ペース ター カる 
よ U 復么 みを な 巧 巧 黄を 装 « 
* 献  ちの ている 巧 さは、 装 *8 区な 

ら FOMA 節 末は 22cmW 上 巧 
して 巧 巧 およ U 厘 用して < だ 
さい.. 

霉汲 C より 僖边み 型/ ら » ペース ソー巧 およ 
び復 泣み 型踪 細を 器の 巧 動じを 蓄 をち ろる 
場 含 巧 汲 U ます。 

A  白を 巧餐 などに よリ 医 巧 巧 巧 
If のがで、 植应 みを &ii ぺ-ス 
にの イー カ および ち 应み型 除 巧 B 
おむかの 医 巧 巧る 巧 黄を ffi 用 
さ口 る 巧 さ C は、 «巧じ よる 
巧審 I こついて 盾 別に 居 用 巧る 
巧 黄 イーた など じご 话强 くだ 
さい， 

霉 'おにより 屋巧笔 気 機器の 作動 じを 善を ち 
又る 运含ヴ あ U ます。 
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巧り 扱ぃ 上の ごを 意に 
ついて 


其 巧の お 巧い 


♦ 水を ヴ けないで  < だち い。 FOMA 規末 、霉 
化 バック、 アダプタ （巧羣 器 含む)、 FOMA 
方 ー ドは 巧 水化禄 には なって おり まだん。 
面呂 場な ど、 湿 急のを い 場 巧での ご 度 用 
た、 雨な ど 巧な なること 巧 おため  <  だち 
し、。 また 身に がけて いる 場 含、 汗 C よる 湿 
気 じより 巧 部 巧 « 食し 故 培の 原因と なり 
ます。 萬査の 結果、 こ 〇 色の 水澡 01 こよる 
巧 障と 半り 巧した 場 含、 保 泣巧是 みとな リ修 
ほで きない こと ヴ あります ので、 あ 5 巧し‘ 
め ご 3 承 房い ます。 な あ、 保 註 巧爱 みです 
ので 修理を 実胞 できる 場 含で ちちが 僖涅 
とな U ます。 


• あ 手 入むな 巧 いた 柔 5 ない 巧 (の 巧 巧き 
など) で 巧いて  <  ださい。 

FOMAM 末の ディスプレイは、 た ラ-液 黃 
函 面を 見 わす  <す るた の、 巧な コーテ ィジ 
ブを 巧して ある 場 含ヴ汲 U ます。 おを 入 0 
①暧 じ、 乾いた 巧な どで 強  <  涼る と、 ディ 
つ プレイに 毎 巧つ く 場 含け あ U ます。 お U 
巧い C は 十ろ ごを 意いた だき、 お 寺 入 n な 
をいた ま 色 ウい巧 (めヴ な K きな ど) で 拭 
いて  <  ださい。 また、 デイ 3 ブレイ C 水滴 
ホ 巧むな ど 巧 巧 看した まま 取 夏す ると、 シ 
ミ I こなったり、 コー テイン ブ 巧な 巧: n る こ 
とヴ あります。 アルコール、 シン ブー、 ペン 
ジン、 巧劑 などで 巧  <ヒ 、江! 闹巧消 文た レム 
をな あ 6 たりす る こヒヴ あります。 

• 節 子は 時々 をいた 综译で 清掃して  <  ださし、。 
捕ろ 巧 ミ 弓 ri ている と 接® 巧 悪 < なり、 羣原巧 
切む る こと 巧あります。 また、 充羣不 十み の 
原因と なリ ますので、 巧 打たと きは、 節 子を 
乾いた 巧、 絹を などで 拭いて く: ださし、。 

• エアコンの 巧き 化し □の 巧 < じ 置 巧ない 
で  <  ださし、。 急激な 温度のを 化 I こより 結 药 
し、 巧 部 巧 毎 食し® 廣の 原因と なります。 


•  FOMA 强末 ゎ電巧 バックな ど C 無 挂な力 
巧 口 巧 5 ないぶ ラ I こ 度 巧して  <  ださい。 
多く のちのな 詰まった 巧 巧の 中 C 入む ち 
り、 巧領の ボクッ h  I こ 入 む て 座った U する 
ヒデ イス プレイ、 巧 部 憂 巧、 羣ミ 匹 バックな 
どの 破損、 故障の 原因と な U ます。 また、 外 
部 接続 樓 器を 外部 接続 捕 子ゎイ い ホン 7 
イク 捕 子 I こ 差した が 態の 場 含、 コ 3 クタ 报 
這、® 度の 原因と なります。 

•  FOMA 歸末 、ァ グプタ (巧 電器 含 む 、呈上 
ホル グじ硫 巧ち 〇 ている 個別の 巧 投說巧 
ちを よく お試み  <  ださい。 

• デイ 3 プレイは 金属な どで 療っ たり 引っ 
ないた U しないで  <  ださい。 得つ  <  こと 巧 
あり® 障、 报 損の 原因と なります。 
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♦ 话强な 高 湿、 お 温は 避けて  <  ださい。 湿度 
は 5 で〜 35 で、 湿度は 45% 〜 85% の拓囲 
でご库 巧く ださい。 

• 一 拉 の 霉話按 な テレビ •ラ ジブな どを お活 
し、 になって いる 巧  <  で 使用す ると、 を羣を 
ちえる 場 含 巧あります ので、 なる ベ  <雜0 
た 場 巧で ご 活用  <だ ちい。 

• お客様 ご 有 身で FOMA 搞末 C 登録ち n た 
巧 報 巧 質 3、 別 I こ を 取るな どして 巧营 
して  <だ ちる ぶ ラ お 馬い します。 万ヴ ー登 
録 さむた 情 番巧客 巧 消失して しまつ こと 
巧 あってち、 当な としてな 貢 任を 負い 巧 打 
ますので あ 5 なじめ こ 3 承 <  ださい。 

• 外部 接続 捕 子ゃィ い ホン 7 ィ ク揣子 じか 
部 復統巧 器を 接続す る 曝 I こ 尉め C 差した 
り、 差した が おでき I っ 張ったり しないで < 
だち い。 故障、 巧 損の 原因と な U ます。 

• ストラッ ブ などを 巧んだ まま、 FOMA 搞末 
を巧ゾ •まないで く: ださい。® 障、 お 損の 
原因と なります。 

• 馆用 や、 巧霉 中、 FOMAW 末は 通ウ くな り 
ます 巧、 異常で な ありま だん。 そのまま こ 
活用  <  ださい。 


• 巧 ソラを 直 剪 日光の 当たる 場 巧 I こ 巧 有し 
ないで  <  だ ミい。 索 子の 退色 •巧 巧き を 起 
こす 場 含 巧あります。 

• 通常は イわ ホン 7 イク 锅子 ウバー、 外部 接 
続 お 子た パー、 microSD；24 亡 リー たードス 
□ット わ パーを はめた 巧 態で ご® 巧く だ 
ちい。 ほこ U、 かな どヴ 入り 故 居の 原因と 
な レ J ます。 

• リア 万 バーを 外した まま 度 用し ないで < 
ださい。 霉巧 バック 巧 かむ たリ 、故障、 破 這 
の 原因と なったり します。 

• デイ 3 ブレイ か キー または ポタンの ある 
面 I こ、 衝節 C» みのある シーん などを 貼 5 
ないで  <  ださい。® 暗の 原因と なります。 

•  m わ oSD ソ亡 。一 万ー ドの 度 巧 中は、 
m わ oSD ソ亡 。 一 巧ードを 配り かしたり、 
FOMAM 末の 電源を切ったり しないで < 
だち い。 デー タの 消失、 故障の 原因と なり 
ます。 


• 霉お バックは 消耗品です 〇活 巧が 態な ど C 
よって 異なります 巧、 十み C 巧電 してち® 
用 時間 巧極銷 じ巧< なった ときは 霉巧 
バックの 交換 時期です。 指 巧の 新しい 霉お 
バック を お買い 巧の  <だ ちい。 

• 巧霉 巧、 適正な 周 困 湿度 （5 で〜 35 で) の 場 
巧で 巧って  <  ださし、。 

♦ 巧め て お 厘い のとき や、 長時間 ご 度 用 I こな 
5 な 巧った ときは、 ご 疫用前 I こむ す 巧霉し 
て<  ださい。 

• 霉お バックの 馆用時 国は、 活用 環境た 霉お 
パックの お 化 度 C より 吴な ります。 

• 霉お バックの 谭用祭 件 C よ レ J、 巧 お 巧ほづ 
<c つ ri て 電池 パック ヴ をれ る 場 含巧史 
ります 巧 巧 垣 あ U ま 6ん。 

• 霉お バックは、 霉 地を 呈 なしの 巧 SI で 保 
营 、放置を しないで  <  ださい。 

霉お バックの 性 86 わち 命を ほ 下さ だる 原 
因と な U ます。 
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アダプタ （巧 s 巧 含む） について 
の お 巧い 


• 巧笔 巧、 適正な 周 面 通 度 （5 で〜 35 で) の 場 
巧で 巧って  <  ださい。 

• 巧の よ ラな 場 巧では、 充電し ないで  <  ださ 
い。 

■湿気、 ほこり、 振動のを い 場 巧 
■ 一 股の 電話 活や テレビ •ラジスな どのる 
< 

• 巧笔 や、 アブ プタ （巧 電器 含む) 巧 温な  <な 
る ことな あ U ます 巧、 異常では あ U まだ 
ん。 そのまま ご 使 巧く だち い。 

•  DC アタプ タを库 巧して 巧霉 する 場 含は、 
有を きの エンジンを 切った まま 活巧 しな 
いでく だち し、 自 を 軍の パッテ 。一 を 消耗 
ちじる 原因と なります。 

♦ 巧 C 防止 お 巧の ある コン t ン h を ご 度 用 
の 場 含、 その コン t ン h* ① 的を お 明 書 C 
なって くだ ミし、。 

• 強い お 塞を ちえないで  <  ださい。 また、 充 
霉损 子を 変 おさ だないで  <  だ ちい。 巧 障の 
原因と なります。 

• 卓上 ホル グ① スタンドを 収める 場 含は、} 旨 
たアダ フタ (巧 電器 含 C) の コー ドな どを 
巧まない ようごを 意く: ださし、。 口 巧な どの 
事 煎 かお 損の 原因と なります。 


FOMA  力一 


•  FOMA 巧ードの 巧り はけ/取 リ かし じな、 
必要 tLhC 力を 入の ない よ ラ じして くだ 
まし、 0 

•活巧 中、 FOMA 万ー ド 巧 通なくなる こと 巧 
あります 巧、 異常で な ありま だん。 その ま 
まご 度 巧  <  ださい。 

• 化の I  C ウー ド U — ブー/ライター など 
CFOMA 巧ードを 挿入して 毎 巧した 巧果 
として 巧 障した 場 含は、 お 客 禄の黄 任と な 
U ますので、 ごを 意  <  ださい。 

•  I  C 部み ない つちき れいな が 態で ご语用 
< ださい。 

• あ 手 入むな、 をいた 柔 5 ウい巧 (のげ 〇 拭 
きな ど) でが いてく だまい。 

• あ 客樣こ 自身で、 FOMA わード C 登錄 ミり 
たち® 巧 客な、 别にソ たを 巧るな どして 巧 
善して  <  だち るよ ラ お願いします。 巧 巧 一 
登録ち n た巧虽 巧客ヴ 消ろ してし ま ラ こ 
とヴ あってち、 当社と しては ■任を 負いな 
〇 ますので を 5 なじの ご 3 承  <  ださい。 


• 巧 境な きのた め、 不爱 C なった FOMA 巧- 
ドは ドコ t ショップ など 窓 01 こお 巧ち < 
ださい。 

• 極 蘭な 高温 •ほ 通な 度な てくだち い。 

•  I  C を 届つ けたり、 不巧意 にがれたり、 
ショー h* さ 巧たり しないで < ださい。 デー 
夕の 消失、 故障の 原因と なります。 

•  FOMA 巧ードを ちとしたり、 壁 堅を きえたり 
し g いでく だち し、 巧 居の 原因と なります。 

•  FOMA ウー ドを 巧げ たり、 重い ちのを のは 
たり しないで < ださい。® 暗の 原因と なり 
ます。 

•  FOMA たード じ ラペル ゃシー ルな どを 
化った が 巧で、 FOMA 銷 末に 取り 巧 口ない 
で  <  ださい。 泣 [障の 原因と なります。 
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•  FOMA 辭 末の F がに a リーブ ー/ ライター 
宿 おな、 お綜 局のを 許を 要しない 巧！! 電® 
を话 用して います。 

• 语巧周 巧留は 13.56 MH2 巧です。 周 面に 化 
の リー プー/ライターを ご 度 用の 場 含、 十 
ろに 話して お使いく ださい 。また、 化の 同 
一周 お 致 帯を 活 巧の お 摄局ヴ 巧 <1 こない 
ことを 確韶 して お 毎い  <  ださし、。 


を 意 


• 改造ち 〇 た FOMA 銷 末な 給 巧に 库巧 しな 
し、 で  <  ださい。 改 道した 後 器を 犀 用した 場 
含な 霉 ぶま じあ @6 し ます。 FOMA 銷 末は、 
笔波 をに 碁 づ< 巧 巧 巧炼設 憤の 巧 调昼宰 
a 含 註 巧専を 受けて おり、 その 紅と して 
「巧 適 7 —  ク^」 巧 FOMA 端末の 链故 シー 
ル I こ 表示 さ 打て おります。 FOMA 銷 末の:？ 
ジを みしての 部の 改造を 巧った 場 含、 技術 
甚萃適 含 証 巧 等 巧 無 却と な U ます。 巧 術 碁 
宰適含 記 巧 等 巧 無な! となった が おで 语用 
すると、 霉巧法 C 抵醒 します ので、 を 巧に 
活用 さ 〇 ない よ ラに お願いいた します。 

• 自 を きな どを 運 お 中の 厘 巧 じな ごを 意く 
だまし、 さお やは、 房 帯電 話を 保持して 活 
巧ヴ ると 罰則の 巧 象と なり ます。 やむ を 得 
ザ 電話を 受ける 場 含は、 ハジブ フ U —  で 
「なけ 直す」 ことを 伝 亥、 夏 全な 場 巧に 停車 
してな 5 寶僖 して < ださい。 

•  FehCa リー ダー/ ライター 樓 能は 曰 本国 
巧で 度 用して  <  ださい 0  FOMA 招 末の 
Fel に a リー ダー/ ライター おおは 曰 本国 
巧での 無 禄規巧 C 宰拋 しています。 巧 外で 
ご库巧 C なると 罰 だ 5 れる こと 巧 ありま 
す。 
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♦お客様 ヴ本 s 虽を ネリ 巧して 摄 あまたは インター タット 上の ホー ム 
ぺ ージヴ 5 ① ダつ ジ □—ド や テレビ、 ビデすな どじより 取得した 又 
■ 、函淳 、音 寒、 ソフト ク エアな ど 第 兰さ巧 著巧樓 をち する コン テン 
ッ な、 お 的 厘 用 旨 的の 巧 製 やき I 巧な ど 看 巧ち を 上 撮め 5 むた 場 含を 
おき、 き 巧辑看 I こ 巧が で沒裝 、巧 愛、 公ち 送 這な どす る ことなで きま 
だん。 

実 夏 わ 興行、 居 巧 物な ど C 巧、 私の 厘 巧 目的で おってち 撞を またな 
録音を まリ おしてい る 場 さ 巧あります ので、 ごを 意く ださい。 

また、 お 客 樣巧本 製品を 巧 巧して 本人の 同意な しじ 化 人の 肖 赁を摄 
をした U、 這を したお 人の 肖 毎を 本人の 同意な しじ インター タット 
上① ホームページ C 窃致 するな どして 不埼 巧を 致亿公 関する こと 
は、 背 每隹を 侵害す る おそむ 巧あります ので お控え < ださい C 
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♦ 「FOMA」、 「mo が」、 r おヴイ フクー タイ」、 「h ルカ」、 「 j 夕 □デイ」、 

「 mopera Js T mo d が a 山、 「 円 rstPass」、 「年た ラ笔丄 「デ〕 —ル丄 
「着 t  — シヨ ジ丄 「 i  t— シ ヨン;^— ル丄 n アブリ 丄 「 i アプリ 
Dxj、n  t- シヨ ジ丄 「1 亡ード 丄 n チ ル丄 r パク •ホーダ 
イ丄 no 丄 「DCMX 丄 「WORLD  WINGJJ 公な 亡-ド 丄 「DoPaJ、 
「WORLD  CALU、r デュアル ネットつー ク丄 r ビジュアル:； ット丄 
〜ライ ブ」、 「t キ ユリ テイ スキ f ン丄 「 museaj、 r  sigmarion」、 「火 ソ 
t- ジ り、 r マルチ ブンバー 丄 r あまな だ □ッ ク丄 r 笔話 « お 預ウリ 
ヴー ビス 丄 r 看ち じ」、 「 i  C お 引っ こし ヴー ビス」、 「ファミリー フイ 
ドリ ミット 丄 r きは 巧え ツー ル丄 ro ド ACEED 丄 riMcs 丄 n エン 
ア丄 r2inur うた •ホーブイ 丄 「直感 ブ ー厶丄 n-modejazr、 
「FOMA」 □ゴ、 ri.ciDDlU  ロゴ、 「DCMX」 □ゴ、 r  の」 ロゴ は  NTTK〕 亡 
の 商 揉また は 登 錄商療 です。 


• フリー ブイい ルヴー ビス 香 称と フンー ダイ わ ル □ゴ マークは 
NT T コ 5 ュニ クーシ ヨン ブ がす 会な の 登摄商 揉です。 

•  SVmbOII 本 巧 口 3、 Symbian  Software  Ltd よ リライ t ンつイ 共 
ちされ た ソフトウェア 巧 含ま 〇 ています。 

Symbian、 Symbian  OS、 およびす ベての Symbian 閑 連の 国標 および 
□コな Symbian  Software  Ltd の商摄 または 登録 商 場です。 

©  1998-2007  Symbian  Software  Ltd.  All  rights  reserved 
• キ た‘ ソチ ホンな 日本 霉毎 電話が すを なの 登録 商 揉です。 

•  7 ル チ タスク/ Multitask は、 日本 羣夏 おす 会社の 登録 商 揉です。 

• 本® 虽 I す、 インター タット ブラつ ヴヒ その他の アプ リクーシヨ ンソ 
フト ウェアと して、 巧す; 会な ACCESS の NetFront  Browser. 
NetFront  Sync  Client、 NetFront  Browser  DTV  Profile  Wireless 
Edition を 悟 載して います。 

•本® 虽巧巧 送 コンテンツ 起動 巧 目 目 として、 株す 会れ ACCESS の 
Media/ ソディ アコ □ン化 禄を巧 用して います。 

Copyright  ©1996*2007  ACCESS  CO.  LTD. 


• 本 » 品の一部 かこ Independent  JP 防 Group ヴ 開発した 亡 ジュー ル 
巧 含まむ ています。 

•  ACCESS、 NetF のが、 Media:/;/ デイ アコ □ン なお 式を 社 ACCESS の 
曰 本 または その 化の 国に おける 商 揉また な 登録 国 漂です。 

AC@RS"  NetFront 

•  Microsoft®、 Windows を、 Windows  Vista をな、 米; 国 Microsoft 
Corpo 巧 わ on の乂国 および その他の 国 C おける 国療 または 登 窗商揉 
です。 

•  Java およびす ベての Java 関連の 商摄 およ U □ゴ は、 米国 およ U そ 
の 他の 国 C あ 口る 米国 Sun  Microsystems,  fnc. ①商璋 またな 登錄商 
得です。 

•  QuickTime な、 米国 および 化の 国々 で 登録 ミ n た 米国 AddIs  Inc •の 登 
録商 場です。 

•  QR コードな 巧す 会社 デンソー ウェーブの 登録 商 漂です。 

•  mfcroSDDlf な 商標です。 

•  Powered  by  J 目 lend™  Copyright  2002-2007  A が x 
Corpo 巧が on  A け  rights  reserved. 

JBlend あよび JBIendC 関する 商標は、 日本 および その他の 
国に おける 株す 会社 アブ リックスの 巧療 または 登録 商读 
です。 

• こ ①製涵 でな、 シ わープ 巧ち: を社ヴ 液量 函 面で 曼 たす  < 、試み わす 
< な るよ ラ おがした LC フ ブント ヴ捂 致されて います oLC フ マン 
卜 /LCF0NT および ♦みは、 シ いー ブ なすを 社の 登録 西 宿です。 

•  McAfee 气 マり フイ ー @な 米国 ま 人 McAf 巧， Inc. またな その 閣巧さ 
社の 米 画 または その 化の 画 C お C る 登録商標です。 

•  Q 方イ ド、 G-GLJIDE、G ガイ ドモ バイ ル、 G-GUIDE  i^^iunr 

MOBILE、 およ ぴ G だイ ド 関 運 □ゴ は、 米 Gemst が -TV 、巧 リ化 
Guide  Intern ationa 1. 1 nc •およ U そ の閣係 会社の 日本 围  ' 

巧に おなる 登録 西療 です。 


•  I ぷ mole 〜、 IrSS 〜 または IrSim が eShcn™l3：、ln 干 巧 red  Data 
Associati  on@ の 商標 です。 

♦  Fell  C  a 巧、 ソ ニー巧す をな 巧 関 黄し 巧が 接强 I  C 巧ー ドの 巧 
術 方す です。 

♦  F  e  I  I  C  a 巧、 ソ ニー巧す 会な の 登録 商 揉です。 

♦ 巧は フエ。 万 タッ h* フー クス 巧す; 会社の 登録 商 揉です。 

•  PhotoSolid をは、 巧 巧 会 化 亡 ル フォの 登録 商 漂です。 

♦ 「プライ ぺ 一h* フイ ルタ 丄 r お 目覚の TV 丄 r ショット デ〕 丄 r カ ソラ 
ルーペ」 巧シ たー プ巧 式を むの 国 場 または 登な 巧读 です。 

♦ その他の な爸 および 商虽 香は、 そ 〇ぞむ 各社の 国 揉また 巧 登録 商辖 
です。 
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• 本 S 品 巧  MPEG-4  Visual  Patent  Portfolio  License に 暮 ごき、 下記 C 
該当する お客様 じよる 個人的で 旦 つが 當お曰 的 C 夏 ヴ< 度 用 巧 ラ 
イ t ン 3 許 誇 さ n ておリ ます。 これ U 外の 馆 ffic ついては、 ライ b 
ンス舒 巧 さ ri ており まだん。 

■  MP 防 ‘4 ビデ ブ規 培を 班の ビデ ブ (な 下 rMPEG-4 ビ デブ」 と 記載 
します) を巧皇 化する こと。 

■恼 人的で 且つ 営利 活を C な 事して いない お客様 ヴ 符章ヒ した 
MPE(3‘4 ビ デブを* 号す る こと。 

■ ライ t ンス許 語を 愛け ている プ □バイダな 色取 得した MPEG-4 
ビ デスを を皇 する こと。 

その 化の 用を で 度 用す る 場 含な ど算 fflC ついては 、米国を 人 MPEG 
LA  LLCI こお 間し、 含む だく: ださし、。 

• 本 S 品 巧 MPEG-4  Systems  Patent  Portfolio  Ucensel こ 碁 づき、 
wpE(3-4 システム 規巧宰 拠の 巧 号 化 I こついて ライ t ン ス舒廣 さ； n て 
し、 ます。 ただし、 下記 C 該当する 場 含は 這 加の ライ t ン 3 の 取得 お 
よ:; □イ わ。 テイの 安 也い ヴ 必要と なります。 

■ タイ M レ ベースで 窝金 する 物理 »钢 こ 巧呈化 デー 9 を記碌 また 
は 巧® する こと 0 

■ を 义記碌 およ ぴ / または 犀 用の ため I こ、 巧 章 化 デー 9 じ タイ トル 
ベー スで 資金して エンド ユー ヴ にお 僖 する こと。 

這 加の ライ t ジ 3C ついて 巧、 米国を 人 MPEG  LALLC よ U 軒 話を 
愛け る こと 巧で ぎます。 註 細に ついては、 米国を 人 MPEG  LA«  LLC に 
お問い 含 〇 だ  <  ださい。 
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♦ 本裝虽 巧、 AVC ボー トフ ォ U プライ t ンス I こ 憂 づき、 お 客绿巧 個人 
的に、 且つが 商業 的な を 用の ためじ （ i  )AVC 規 巧を 孤の ビデす (W 
下 「A  VC ビデオ」 と 記 致します) を巧羣 化する ライ t ジス、 および/ 
またな （ I  i  )AVC ビ デス (個人的で、 呂つ 商業 的 まを I こが 事して し、 
ない お 客 巧 C より 巧呈 化さ n た AVC ビ デス、 およ またな AVC 
ビ デスを 提供す る ことじつ いて ライ t ンス許 誇ち 〇 ている ビデオ 
プ □バイダー な 5 入 ミし ち AVC ビ デブ C おります) を巧呈 する ライ 
t ン ス巧舒 毎され て お U ます。 その 化の 谭用 I こついて は、 黙示 的 I こ 
ち 一切の ライ t ンつ許 誇 巧ち ri ており まだん。 ち 5 じ 資しい 巧 報 I こ 
ついて 巧、 MPEG  LA, しし C •な S 入手で きる 可能性 巧あります。 
HTTPy/WWWA/IPEGLACOM  を ご 参 昭<  ださい。 

• 本 裝虽巧 Adobe  Systems  Incorpo 巧 ted ① Flash を Li 於〜 テク ソロ 
ジーを 捂 弦して います。 

Copyright  ©  1995-2007  Adobe  Macromedia  Software  LLC.  All 
rights  reserved 

Adobe、 Flash および Flash  Lite は、 Adobe  Systems  Incoroorated  (ア 
ドビ システム ブ な) の 米国な 5 ぴじ その おの 国 じ おける 登 錄商場 ま 
たな 商 4 累 です。 

•本 裝虽巧 ジェス チ わー テックの 巧 術を 搭 度して おります。 

Copyright  ©  2007,  GestureTek,  Inc.  All  Rights  Reserved 
• 下記 1 件 またな 毎 致の 米国 特許 または そ OI こ 巧 巧す る 化 画の 埼舒 
得 I こ 夏 づき、 QUALCOMM 社よ リライ t ン 3 ち 〇 ています。 
Licensed  by  QUALCOMM  incorporated  under  one  or  more  of  the 
■following  United  States  Patents  and/or  their  counterparts  in 
other  nations  : 


4,90 1,307 

己, 4 如， 165 

5,056,109 

5,504,773 

5,101,501 

己 占 06,865 

5,109 .390 

5,511,073 

己， 22 致 054 

己 占 35,239 

5267,261 

5,544.196 

己， 267,2 S2 

己 占 68,483 

5337.338 

5,600,754 

己, 41 が 96 

己, 目 57,420 

5, 416.797 

5,659 .569 

5,710,784 

5.778,338 

•  Adobe およ ぴ Reader な、 Adobe  Systems  Incorporated 〔アド ビ シス 

テム ブ な) の 米国な 5UI こその 化の 国 C おける 登録 商 揉また 13 商 揉 

です。 

• に 巧 PATENT」 

• 本 » では 各 OS (日本語 版) を 巧の ようじ 略して 表記して います。 

■  Windows  Vista な、 Windows  Vista®  (Home  Basic、 Home 
Premium、 Business、 Enterprises  Ultimate) の 巧です。 

■  Windows  XP 巧、 Microsoft®  Windows®  XP  Professional 
operating  system またな Microsoft®  Windows を  XP  Home 
Edition  operating  system の 巧です。 

■  Windows  2000 巧、 Microsoft®  Windows を 2000  Professional 
operating  system の 略です。 


なんたん 検索/目 巧/ま 息 事 頂 
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本 任: 付属品 および まな オプ シヨ ン品 について 


■ 本体 巧)！ な  ■ ちな オプ シヨ ンる 


なんたん 検索/目 巧 \ 注 息 S 頂 
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ご 使用 前の 確認 


各部の 香 巧と 樓能 . 30 

デイ 3 プしイ の 見 巧た . 33 

タニ ユーの 透 巧 万 ま . 37 

活巧 じ语〇 たのの ヴ ポート W 帝を 表示す る 

. <ヴ ポート ブック  >40 

FOMA 力ー ドを 语ラ . く  FOMA 方ード >41 

笔お バックの 取り 巧け なた/取 りかし 巧た . 44 

FOMA 銷 末を 巧霉 する . 45 

羣お残 呈の淀 錫の しなた . <電 巧 巧 呈お涅  >48 

霉 源を 入む る/切る . <  電源 ON/OFF>49 

の 期 おちを 巧つ . <  巧 巧設を  >50 

日 巧 •時 到を 含む 杠る . <  日時 設を  >50 

相手 C 有 分の 電話番号を 适知 する . <お« 香 番号 通知  >51 

自 巧の 笔記 番号を 语强 する . <  電話番号 表 巧  >52 
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を 巧の るが とが お 


^ 本* で 記 度して いる ポタンは、 実際の デザインとは 異な U ます。 


ご 使 巧 前 ①砲强 


加 


a 受茜 □ 

♦ 巧手の 声ヴ ここ 巧 5 聞こえます。 

♦ 伝 舍ジモ や 音声 ソモの 再生の 客 巧 ここな 5 圖こ 亥ます。 

旦 メイン デ イス プしイ （げ PJ33) 

白 i モ— ド/祭げ 方 イブ ジつ巧 ボタン®  (巧） 

♦  i  t- ドを ネリ 巧 するとき じ 巧し ます (げ P.144)。 

♦ 操 巧 巧 イブ ン 3 の おおを 実 巧し ます (巧* P32)。 

♦ 1 砂 W 上} 甲す と、 i アブ。 ニ ユーを 表 巧し ます (げ P.197)c 
凸 マルチ 巧 イド ボタン 0® 

♦  ロー ソルを 移動ち だて 項目を 這んで、 実 巧/巧を します 
く 巧 P ぶ)。 

♦ タニ ユーを 巧、 U グイい ルー!! 画面、 看 宿 履歴 一黄 画面、 シヨ ー K 
ね、 ソ トジ ニユー 、スヴ ジユー ルを 表 巧し ます。 

♦  ® を 1 砂 じ Lt 巧す と、 まとめて 菌単 □ック を 利 巧で きます 
くげ  P.115)。 

♦  0 を 1 砂 bLt 巧す と、 I  C わード □ック を 利用で きます 
くげ  P.229)。 

♦  〇 を 1 抄 W 上 巧す と、 ヴイ ドボ タン 操作 お 巧を 利 巧で きます 
(げ  P.116)。 

♦  〇 を 1 お が上 巧す と、 受話音 ■を韵 節で きます (巧 ^P.93)。 

曰メー ル/ » 巧 ガイ ダン 三 巧 ボタン® 

♦ 夕ール « 能を か 巧 するとき I こ} 甲し ます (巧 68)。 

♦ 溪 巧巧イ ダンスの 巧 旨 巧ち 巧し ます （げ P32)o 

♦  2  ◎巧す と、） モード 問い 含り だを します (げ P.1 巧)。 

♦ 1 砂 M 上) 甲す と、 ソールの 新規 巧な 画 おを 表示し ます 

(巧 P.16 の。 

因 開 巧/ハジブ フゾ ーボ タシ 因 

♦ 直声羣 話を な 口る/愛 口る ときに 巧し ます。 

♦ ハン ブ フリーを 利 巧で きます (げ P55)。 

H ブイ わ ル/ 义す A カ ボタンの〜 厘)、 迈) 、遇、 面 
♦ 霉話 番号 やで ぞを 入力し ます。 

♦ 西を 1 お W 上 押す と、 公共 t  — ド （ドライブ t— ド） を ネリ 巧で き 
ます (げ P.S9)o 

♦ 画を 1 砂 が上 巧す と、 7 ナー そードを 利用で きます (げ P.96)。 
♦ ①〜应 ) を 1 柳ん h 押す と、 到り 当てら むた おおを ネリ 巧で ミます 
(巧  P.332)。 


♦ 面を 1 秒 上} 甲す と、 又ぞヴ イブを 一括 おちで ぎます 
(げ P.10 的。 

♦ のをけ ぶ W 上} 甲す と、 き声ソ f の 録音 や、 き声ソ t  •伝き ジ たの 
再を 巧で きます （げ P,74、 P.336)o 
• 迈 1 を 1 秒 tLh 件す と、 2in 巧 M 時 C たードを 切り 普え る こと 巧 
できます （げ P.36 目)。 

♦ 迈を 1 秒 W 上} 甲す と、 ぎだな え ツール お 巧を 切 巧 巧 態 C 房す こ 
ヒヴ できます (巧" P.101)。 

回ス ピーた 

• 看 值音わ 音楽な どヴ ここな 5 聞こえます。 

♦ ハン ブフ U —通 話中は 巧を の 声げ ここ 口 5 聞こえます。 

回 TV/ た;^ ラ/ブライ ペート フイ ルタ/ 澡巧巧 イ ダンス 用 ボタン® 
♦ フン t プを利 巧で きます (げ P«236)。 

♦ 操作 ガイタン 3 の » 能を 実行し ます (げ P.32)。 

• 1 較 上 巧す と、 ろ ソラを 起を します （巧* P. じ 巧。 

• 巧是 画面 t (みで 1 抄 tLb 巧す と、 プライ ペー h フイ ルタを 利用で 
きます（巧^ド.10目)。 

西霉茜 «/奠 巧巧イ ダンス 巧 ボタンを） 

• 電話 嗚を利 巧 するとき に 巧し ます (t3^P.82)。 

♦ 操作 ガイタン 3 の 機 おを 実行し ます (げ P.32)。 

• 1 較 上 巧す と、 羣話脹 登録 画面を き 巧し ます (i^P.83〉， 
mi チ わ ネル/クリア ボタン 国 （ch) 

♦ チ わ タルー 寅を き 巧し ます (げ P.16 日)。 

♦ 1 つ 前の 画面に 戻します。 

♦ 入力した 又 ぞわ羣 話 番号を 排除し ます。 

旧笔 源/終 3 ボ タシら！ 

♦ 電源を 入む る/切る ときに 2 秒 bLt 巧し ます (巧 P.49)。 

♦ 度 巧 やの おおを 沒 3 して 巧 受画画 C 房し ます。 

旧 勘 □ 

♦ 自 ろの 再を ここな 5 伝えます。 

旧 外部 慢続巧 5( げ P>46、 P.284) 

旧巧驾 おろ (げ P.47) 

♦ 毎 上 ホ ルタで 巧委 する たのの 锅 字です。 


ごを 庙 前の 確 盛 


巧 ぺージ へ 巧  <  い 31 


旧 MULU/ ヴ ポート ブック ボタン 目 （MULTI) 

♦ ヴ ポート ブックを 表 巧し ます (げ P.40)。 

♦  7 ルチア シス タントを ネリ 巧で ぎます （巧" P31 の。 

♦  FOMA 强 末を 南し‘ たが おで 巧す と、 ヴブデ イス プレイの i チい； 
ル テ □ッブ 巧 巧 頭な 5 スク □ー ルし ます （げ R166)。 

♦  FOMA 歸 末を 窗 じたが 態で 1 較 上 巧す と、 ミュージック プ し一 
い一 を 起動で きます （げ P.308)。 

旧 ストラップ 取 巧 □ 

旧ま僖 / 巧 »/ あお ランプ 

♦ 着信 時な どじ 点 巧し ます （巧 P.104)。 

♦ 巧電中 I こぶ 打し ます (げ P.45)。 

♦  0 ソラ 起動 やにな 灯します (ザ P.128)。 

♦ 万 タラ 度を 時に おおします (げ P.129、P.131)。 

旧ヴブ デイ 3 プレイ （げ P ぶ） 

函イた 巧ジ 7 イク 席 5( げ PJ340) 

♦ 平 型 スイッチ 巧イい ホン 7 イク （另リ 
売) などを 泻綺 します。 イた ボン 
ジゎッ ク 変換 ア タプタ （別売) を 毎 
巧す ると、 が 巧の つ イッチが イいホ 
ン マイ ク などち 利 巧で きます。 


团 9ンわ ブ アンテナ (ttyp.233) 

♦ つン t ブ を受语 するとき に 度 用し ます。 

困 方 メラ 

♦ 脖止函 わを! 画を* を するとき C 毎 巧し ます (げ P.122)。 

♦テし ビ弯話 時に 巧 ク:ラ 画 赁を巧 字に 送僖 するとき じ 活用し ます 
(げ 巧4)〇 

困 ホみ 误 ポート 

♦ ホ 外 禄通值 を ネリ 巧 するとき I こ 度 用し ます (げ P.290)o 
♦ ホが 涼。 た コンを 利 巧 するとき じ活 巧し ます (げ P.294)。 

困 FOMA アンテナ 

♦ アン テ ブヴ巧 商され ています。 よ U よいち 件で 通話す るた め E、 
アン テブ 部を 手で* わない よ ラ じして お馆 いく ださい。 

困 mIcroSD ジモ リー カー ドス □，リ ト （げ P.275) 


ィ使巧 前 ①お强 
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国 Fel に a7 —ク 

•  I  C 巧ー ドヴ僖 致されて います (巧り みしは できません)。 FeliCa 
7 —ク& 爺み 巧リ機 [こ なざして お サイフ ヴー タイと して 往 巧し 
ます （げ P.221)。 

•  I  C 通 a で デー タの送 愛 宿 時 I こ 度 用し ます (げ P.295)。 

西 リアり バ ー( げ P.44) 

•  J アで バーの ま 側 I こ、 巧綜巧 策の ための シール 巧 お 5む てい ま 
す。 この シールを はヴ ちないで く: ださい。 


マルチ ガイ ドボ タンと » 巧 ガイダンス 巧 ボタン 
いて 


揉 作 ガイ グジ ス C 表示ち むてい るソ ニューの 送 巧/実 巧な ど I こ疫用 
します。 揉 巧乃イ ブンス I こ 表示され ている タニ ユーを 邊 巧/実 巧す る 
たの C 割り当て 5 れた ポタンな 巧のと おりです。 


■巧が ガイダンス/ニ ュー について 

溪作 ガイダン 3C は、 巧 巧して いる® おわが 巧 C 巧 じて ソ ニュー ヴミ 
巧ち むます。 

ここで 巧、 主 I こ 表示 ミ 打る 揉 巧巧イ ブン スジ ニュー 例を 記 おします。 


巧を 

這 巧した 頃 百を 巧を 

ヴブソ ニ ご 一 

ヴプソ ニ n— を 表 巧 

活紹 

遠 巧 した 国 侵た 音 装な どを 淀 親、 

房る 

ひとつ 前の 画面に 房る 

再を/厚と 

i t ー シヨ ンか音 装な どを 再を/停止 

全 画面 

這 巧した 画 毎な どを デ イス プしイ いっがいに 
表示 

を 表示 

フ ブルダろ けした ファイル などを 一真で 表示 

寿 悟/箱 小 

這 巧し た 画 毎な どを 專 倍/お 小で 表の 

タール 

ベール 巧な 画面を 表の 

掛 S 

タールを 送值 

中止 

ー ル受售 などのを 作を 中止 

を邊 が/を おが 

送 巧で ぎる 頃 目の すべてを 遺 巧/解除 

(巧 能 C よっては、 » ス 50 がの 道 巧/お 除） 

▲ペー/ ▼ぺ一 さ 

ぺージ 単位で スク □—ル 表の 

請し’ る 

ヴブソ ニつ 一面 面な どを 窗 じる 

ディスプレイの 見 かた 


P  B  B  □  曰 回 B  回 


虹 3  SSI  cr  ぷ曲自 圍 
曰な 國 3nB 白が 面圈 
4  ◎化 旣 Ai む B 這 巧 

田 旧 旧 旧 旧 旧 m 旧 0 


旧 旧 


困 团困困 


が  -11  \  白 1® 

曰 己 回^ 田 noT：;;] 祐固 


困  困  田 困围困 


旧 旧 回 B 巧 B 

№11 


证 


ヴブデ イス ブしイ 

□旧 


回 

旧 回函 

X アイコン 巧 メイン ディスプレイ/ ヴプ デイ スフ レイの ちで 記 〇 し 
ています。 

D 笔 おが お 表示 


電 'ぶのを さの 吕ち 

师 / 丽 

la  屯  T 

強  < — >  11 

♦ [巧] ヴを 巧ち： n ている ときな、 ヴー ビス エリアみ、 または 羣 波の 
居ウ ない 場 巧に います。 霉巧 7 -クな 変更で きます (げ P.102)。 
日 i モー ド/フル ブラウザを 巧 （げ P.144、P.250 


8  <>  巧を 


モー ド/フル フラウ ヴの 状態を 表示 


百  SSL  表 巧 (ay  P. 145) 


gsp 


SSL 巧応 サイ トを巧 中 

SSL 巧応 インター タット ホー ムぺ ージ 表示 中 


7 ルチア シス タント 巧 巧 時 I こ 表 巧 さ 0 ている ときは、 マん チア シ 
3 タン h* を 利 巧して I  t— ド/フル ブラウ ヴ /| アブリ/ ソフ 
卜つ エア 更 巧を 実行中です。 


_ ご座 巧 前の お 盛 
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田 i アブリ 表 巧 (巧* P.197) 


自 /画 

霉巧 送呈の 表示 

陶 / 函 

巧笔 時の 表 巧 

♦ 霉池 7 —ク! さ 変き でさます （げ P.102)。 

回 時が 表 巧 (げ P.50) 

♦ 小 時き 十 7 -クな 愛夏で きます (げ P.102)。 
回！  C た-ド □ツク を 巧 （げ P.229) 


X  I アブリ 巧巧受 画面と して 表示 さ 打ます 巧 操 巧で きないが おで 
す。 

目シ 3 —卜 方ット *5^ ニ ユー表 巧 (げ P.332) 


タ  シヨー トカ ツト タニ ユー じ 登録で きる とき 巳 表示 


回 mIcroSD メモリー ウー ドき 巧 （げ P.2 巧） 


画 (ブ し-)/ 画 

microSD;^ モン ー カードを 挿入 中 

画 (ピンク)/ 國 

microSD ソ t 。 一 万ー ドを ネリ 巧 中 

田 香 巧巧屋 / 巧霉や 表示 (げ P.4 の 


巧/区 3  I  C 巧ード □ツク 中 


な 

アプン 起を 中 
アブ ン巧受 画面 おお 中 

巧 

アプリ 巧受 画面 おち 中* 

か 

アブリ DX 超を や 
アブ ン DX 巧受 画面 起を! や 

巧 

アブリ DX 巧是 画面 お定や X’ 

J 使 巧 前の お 招 
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旧 アラ ームき 巧 (げ P.24K  P.32 し P326、 P330) 


な 

アラーム おを 中 

3 ブジ ユール アラーム おを 中* 

ToDo アラー ム設を 中* 

視顷チ 約 アラーム 按 を中夕 
録画 チの アラーム 投を中 & 

お 目 貪め TV 鉛を や X 

※当日 C アラーム 巧投 ちち 〇 ている ときの みを 巧 ちれます。 

m 伝备ツ t 表 巧 (巧" p/n) 

国 

坛冨夕 t 投を中 

• ち 香 巧 録音/録画 さむて いると きは、 雨 巧の 件数を 合む だ、 
[*〕 〜 〔巧〕 と 表示 ミむ ます。 音声 笔猫 n きソ 5  3 件と テレビ 羣 
話 ほ舍ソ 1 2 件 巧 録音/録画ち 〇 ると、 [雨] と 表示 さ: n ます。 

旧イた ホン マイク 接 病き 巧 (げ P.342) 

自3 

ブート 看值設 巧を [ON] に 鉛を 中で、 平 型 スイッチ 巧 
イわ ホン 7 イク (則 荒) 接統中 

旧 公な モード （ドライブちード) き 巧 (げ P.69) 

巧 

公み モード （ド ライフ t  一  K) 設を中 

旧ヴイ レン ト表巧 (げ P.93) 

盛 

音 再 電話 看 « 音を [ヴイ し ント] C おち や 

旧 バイフ レ ータ表 巧 (げ P.94) 

m 

看径 バイブレータ おを 中 

旧 マナ— e- ドき 巧 (げ P.9S) 

巧/ ◎ 

7 ナー モード お 巧 中 

面 US 日ちードき 巧 (巧 P.284) 

香 

FOMA 巧 電窝お 巧 USB 送 病クー ブル 01/02( 別売） 
援統ゃ 

旧 FOMA ウー ドエラー き 巧 


齊 /図 

FOMA たード 巧 挿入 ミ ri ていない とぎ、 または 

FOMA 々ー ドに 異常 巧 あるときに 表示 

固/回 

FOMA たー ド W かの カードを 挿入した とき 巳 表示 

旧 t ルフ ちー ド ま 巧 (げ P.1 巧) 


S が/西] t ルフ 亡ー ド 設ち中 


困 ホ か综适 «/ か 致 獲 器适运 中表を 


M 

ホ外演 适宿授 おで 化の 巧 器と データ通信 中 
(げ  P.290) 

ホみ 综リ 亡 コン 送值や (i^P.294) 

自 ||( 塚 色） 

外部 « 器 を援 続し、 バクッ h 通 這 中 

白 || 啸掛 

外部 巧 器を 接続し、 バ クット データ 送受 這 中 

詞 

外部 « 養を 接続し、 64K データ 远宿中 

田/  \ ジブ フリ ーき巧 (げ P.55) 


令啸 を） 

/\ ンブ フリー 通話 中 

令谓 色） 

USB い ンブフ U— 通話 中 

困 ト ルウき 巧 (巧 ■p.sss) 


み  未読 トルた あり 


♦  M ンブフ IJ— 通話 中 や霉子 コミック 表示 中な 表 巧 さ 0 まだん。 
困 マン 巧き 巧技: を 巧ち ま 巧 (巧* P.29S) 


国 

コ 7 表示 設を中 

圏 

ページ 表示 おを 中 

♦ ハン ブフ U —通 話中は 表示ち むま だん。 


团制很 表 巧 (げ p.110、p.11 か 


应 


狂 


应 


匯 


J プライ ぺート フイ ルタ 表示 (げ PJ 妨） 


• フン t ブ禄画 やな 表示ち 〇 まだん。 
! フン t プ 録画 中表 巧 (げ R240) 


m 


9 ジ t ブ 録画 中 


i  i モード タール t ジタ ーな* が お 表示 (巧" P.175) 


因 

tz ジタ ー ご ジールを 保营中 

函 

tz ジタ ー C な菁 中の ソー ルない つばい 

ミタ 、ジ t  — ジ R/F き 巧 （げ P. 1 39) 


面 直を) E 画 
なを) を喊底 I 
を] 面 商! お！ 


ソッ t ー  ジ R/F の受 值が廣 をを 巧 
ソツ tz — ジ R/F の保菁 状態を を 巧 


] 


•  I  t— ド t ジタ ーな 含 中で を 表示 さむない こと 巧あリ ます。 
1 モード ル/ SMS 愛 径き巧 (げ P.175) 


I 亡ード ツー ル/ SMS の受® が 態を 表示 
受這 タール を巧 存 する ソ モリの が おを 表示 


囚疫 B 强 


芭  プライ ぺート フイ ルタ 錠 巧 や 


的/巧 

シーワ しツト t— ド 設定 中 

骑 

シーフし ッ h データ 福 集 や 

四 

ブイ わ ルち 僖制お 中 

团 /因 

ブール □ック 中 

回/因 

おお 別 □ック や 

の/因 

ダイ わ ル お « 制限 •巧 86 別 □ック を 授定中 

恩/因 

シーワ しット t  — ド •お Sg 則 □ック • ブイ 户ル 男值制 
限を 巧を 中 

励/因 

ヴイ ド ポタン 溪 作巧汹 設定 や 

_ ご 使用 前の 確 盛 
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画 マル チタつ クま巧 (げ P*3 巧） 

おを やの 巧 能を 表示し ます。 

•  2 つ 政 上の 巧 目 目 巧 起を) している ときな、 ヴ フデ イス プレイに ち 表 
巧ち 打ます。 


留 

4 っ tLt の アプリ 巧 起動 や 

国 

わ ソラ (動画） 

圍 

テレビ電話 

巧 1 

です 試み 巧り (OCR) 

固 

音を 霉話 

固 

バー〕ー ドンー ダー 

國 

電話 暖 

国 

名刺。ー プー 

画 

t デム 适僖や 
< デ— 夕通 « やじ 表示） 

国 

シヨ ット デコ 

國 

ボイス レコ ーター 

图 

ソフトつ I ア 更新 

园 

スクジ ユール 

画 

巧み 場受值 

图 

ToDo 

园 

i アプリ 

国 

テキスト ソ亡 

因 

i トト’ 

因 

霉卓 

国 

フル ブラウ ヴ 

国 

マジ 巧 •ブック U— グー 

画 

i チた 3 ル 

园 

h ルた 

國 

ソー ル、 SMS、 1 亡ード 
問い 含む だ 

国 

アラー ム 

画 

9 イ 7 — 

国 

ソッ tz  — ジ R/F 

國 

microSD  营适 

画 

ソール ’SMS 巧な や 

图 

客涅 きをを 

画 

SD スーデ イス 

圖 

を 含ジた •宫 开ジモ 

画 

データ ボックス 

圖 

リ ブイい ル •ジール 送 « 
属歴表 巧 や 

画 

看 «康 お •ジール g 僖 
厦歷表 77^ や 

固 

有を の霉詔 番号 表示 や 

圖 

た ク:ラ （お 止 画） 

圖 

9 ジ t ブ 

ご 使 巧 前 ①お强 
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01  a 巧 中表 巧 


回  イイ ンデ イス プしイ E 巧受 画面 切み を 表示 中 


•  FOMAiS 末 上では、 m わ roSD イたリ ーで 一 K は [microSD] または 
に D] と 表 巧 さ ri ます (げ P.275)。 

• 本 » で 記® している デ イス プしイ の 表 前ん一部 密お •黃路 してい 
るを のちあります。 

•  F0MA^能末のデイスブレイは、が常じ育度な樹巧をお语して作5 
れてお U ます 巧、 ご < ま の におな しない ドッ h  (お) や 常時 お妇す 
る ドット （お) 巧淳巧 する 場合 ヴあ ります。 故 度では あ U まだんの 
で お S なじめ こ 3 承 <  ださし、。 

• ヴブデ イス プレイの 表示 時 商な 照 巧 時茵設 ちじない ます。 


ン から おならせ 内容を 巧 巧す る 


巧ヴっ てきた 電話に 出 5 むな 巧った ときたが 着 ソール ヴ あるときな 
ど I こ、 巧受 画面 じ ク:ッ fe— ジと ストック アイコンを 表 巧して お 巧] 5 杠 
します。 得 愛 画面で ストック アイコンを 違び、 お 知 5 だの 巧 客を 活湿 
する こと 巧で きます。 


■ストック アイコン 


アイ！) ン 

メッ t— ジ 

ページ 

巧 

看售お U  〇 件 X 

P.71 

囚 

巧 看 式ー ル あり 〇 件 

P.175sP.193 

沒 

巧 看 トルろ お U  〇 件 

P.223 

を 

留守 録音 あり 〇 イキ* 

P357 

国 

ちき； あり 〇 件 テレビ 伝き:^ ち 
あり 〇 が 

P.74 

け 

" 

た スタム ソニユ ー/ 碁 本 ゴニユ ー/ 
ブーム タニ ユー 

P.38 

^2in1 のたードを [デ ュア ルたード] じ設 ちして いると きは、 B ブン 
バー か 致ち 表示ち 〇 ます。 

•  y ニュー 函面 じよって 、表示ち； n る •>{ ッ t ー ジヴ 興なります。 

待 ま 面面に ストック アイコン ま 示© 

2 ストック アイコンを 進ぶ© 

• 巧 客を 罹淀ヴ ると ス h’ ソク アイコンと タツ t— ジ は消乏 ます。 


• 巧 受函お 巳 おを している j 亡ー シ ヨンの 巧 生 中 か、 j アブ。 巧受 
画面 実行中は、 ス ツク アイコンな 表示ち むま だん。 


メニューの 遇が 方法 

巧 おの 設定、 変き、 登 観 3、 タニ ュー 画面 ヴ 5 巧う ことげ できます。 

本 « では、 む スタム ニューな 5 巧 能を 呼び出す 方を を 畳 萃じ説 巧 
しています。 


— 面面と 切ち# ま 方法 


巧受 画面で @ を} 甲 したと き C 表 巧 さ 0 る スター h タニ ュー 画面は、 ウ 
スタム; ニュー 、畳 本 タニ ュー 、プー ムソニ ューヴ 5 邊巧 こと 巧で き 
ます。 

また、 登録 きれた 巧 Sg を すばや ><  呼び出 だる ショー ト方ッ トツ ニュー 
を 巧 巧す る ことを できます。 ショート 方 ット; ニ ュー E は、 ご 萬 望の 
お 能を 登録す る こと 巧で きます (げ P*332)o 
• お買い上げ 時な、 巧 スタム; ニュー I こおを さ: n ています。 


スター ト タニ ユー 

巧が 

万 スタム ジニ ユー 

お 5 むじめ 登録 さ ri ている き だ 口え、 ソール 
(げ p.icn) を 送んで お; 否す る こと 巧で きます。 
ぎせ 巧 そ ツールは、 それ ぞ打 異なった ち おや デ 
ヴ インで 巧 成さ 0 ています 〇ヴ イトな どな 5 き 
だな え ツールを ダウン □ー  ドして が 巧す る こと 
ちで きます。 

登録され ている ぎだな えツー 几’ 

■  White  ■  Pink  ■  Blue 

■  Large  (White)  ■  Large  (Black) 

※ FOMA 路 末の 本 巧を じ ぶって、 お買い上げ 時 C 
設ち さむて いるき だな え ツーん 巧 異なります。 

畳本ソ ニユー 

畳 本 ニューを 表 巧ち 巧て、 各 おお 区曼り 当て 
色れ た樓能 番号を 入です ると、 すばや  <  目的の 
倦 能を 呼び出す こと ヴ できます。 

• 到リ 当て 5 打た 稚目 目を 号に ついてはげ P.386 

ブーム ソニ ユー 

よ < 度 ラ 巧 能を 見た す < 大きい 又 ミで 表示し を 
ソニ ューです。 ブーム  ニ ューを 毎 ラと、 大きい 
又ぞ 表示で 夏 本のな 操作 巧で ぎます。 

こを 庙 前の 確 盛 
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基本 ソニ ュー 
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各 スター トメ ニユー から 檐 能を 巧び 化す 


• 這 巧で きる 稽鮮 こついて 巧げ P.386 

• どの スタート ソニ ユーで ち 7 ル チ巧イ ド ポタンを 语用 する こと 巧 
できます。 

• ソニ ユーの 項目 番号 近]、 固、 团 を: ど) C 巧 巧す る プイれ レポ 9 ジを 
件して ち 巧 能を 選 巧す る こと 巧で きます 。ただし、 カスタ ムツ 
ニ ユーで 巧、 ソニ ユーの 頂呂 番号で 遺 巧で きない こと ヴあ ります。 
♦ わ スタム; ニユ ーじ設 巧した き 杠ウえ ツール C よっては、 巧 86 の遵 
巧 方まヴ きなる こと 巧あります。 

♦ 辖 能を 遺び 直す とさ C、 四を 押す と 1 つ 前の 画面 C 房り ます。 ら） 
を 巧す とち 受 画面 [こ宾 U ます。 

巧愛函 おに ストック アイコン （げ P.37) 巧 表示され ている ときは、 

[の （MENJ) を 選 巧す ると スター トク^ ニ ユーけ 表示 ちれます。 


測:それぞれのタニュー面面ヴ5〔7ィピクチ^^(本巧)]を呼 
び 化して、 [の タラ] フ ブル プ 巧の 脖止 画を 表示す る 


■ カスタム メニューから 巧び 化す 


I 基本 メニューから 巧び 出す 


■  i  . な  直 

• 一 か  hWW 

回  な  立!〜 

函田田 

1  ’モ- ド 
‘1 デコ >  ビブ チサ 
つ デコ ye スぞ 

1  インス 1^— ル 

1 开巧巧 巧 デー 5 

1 アイテム 

1 TV イブー ジ 

ド 

乂. を ，み; 

gOt»^  かぃ  Wij 

•  —  *  , 

畳 本;^ ニュー 


[7 イピ クチ わ (本が)] を 表 5 


0© 


[方 ソラ] を 表示 

晕 きせ 巧を、 ソールを 利 巧して 巧 スタム タニ ュー 函 おを 叟更 したと ぎ 
な、 操作 方法な 本 •の お 巧と 異なる こと ヴあ U ます。 そのと さは、 
夏 本メニ n—E 切り替える （げ P.37) 巧、 ジ ニュー 函おリ t ッ 
(げ P.102) を 巧って くだち し、。 


_ ご 使 巧 前の 確 盛 


扣 


I ズーム メニューから 巧び 出す 


ィ メール 
I  'モー ド 
禱 カブ ラ 
/設定 
> 厘 利靖能 
み が ラル づ e 


0© 


J 写真 5 見る 
9 映 曾を 巧る 
[3 映 毎を 見る 
9K  - トト •リ- 弓' • 


ブーム •y ニュー 


0© 


I デコ メビク ••• 
」 デコ メ絵夕 字 
I ブ U インス •一 
I タトが 取得 デ〜 
I アイ テム 


语 頁を 見る] を邊ん で、 

[7 イビ クチ 户 (本 巧)] を ミホ 


[巧 タラ] を 表示 


ブーム ジ ニュー 国 面で 巧を 巧す と、 ヴ ポート フック 巧 表示ち n ます。 


こ 使 巧 前 ①お捉 
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便利に 使うた めの サ ポー ト 情なを 表示 
する 


FOMA 瓶 末の 巧 巧 万を ヴ〇ヴ 己ない とぎ I こ 利 
南して  <  だ ちい。 ヴ ボート フック ヴ 表示され、 
そ〇ぞ むの 巧 おの 説 巧 や 巧 巧 方を などを 垣强 
する ことけ でぎ ます。 また、 サボートフ ツクヴ 
己 巧 能を 直授起 面する ことを できます。 


1 待 ま 画面で 日 （MULTI) 

2 メニュ ーゃ巧 目を 进 ぶ© 


r ザー トプ 7 ク 

ゲ 'I 

を も,， 


A ち •《!, が'  ド，’'; 


»?  » 

•阳 別、 U い _ 

ISBSEm 


ヴ ポート ブック ヴ 己巧自 目を 直接 起 曲す る 
巧 宮き示 画面で 超 お 頂 目を 逗ぶ ►©  ►[はい] 


力ードを 巧う 


FOMA た ー ドは、 お 客每の 巧绍番 置な どのち 薄 巧 記録され ている 
1C りー ドです。 FOMA 方ード じは、 覃話展 の デー タや SMS を 保 
をで きます。 FOMA 力ードを 塞し 替える ことにより、 巧 透に 含 わ 
せて 毎な の FOMA 節 末を ffi いろける ことを できます。 

•  FOMA 巧ードを 配りが けない と、 FOMA 節 末で 音声 羣話や テレビ 霉 
記、 i たー ド、 式 ー ルの さ 愛 宿、 バクッ h* 通值 などの 通 «按 おを が 巧 
でき ま e ん〇 また、 つン t ブ などち 利 巧で きま はん。 


»MA 力 ード のれり がけ かた/なりみ しかた 


•  FOMA りードの 助り 付け/巧り 化しは、 羣 源を 切って な 5 背面を 上 
巧き C し、 笔巧 バックを 取り外し てな 5 巧って ください 0  FOMA 館 
末な、 聞 じたが 態で 雨を でしつな り 持って  <  ださい。 


■巧り 巧け かた 


FOMA カードのに 面を 下に 向けて 下図の 向きで 七 ジト 
する （D) 

• 日の 位 夏まで 押し 这んで  <  ださい。 


— N  - 切り 巧き 

到 -に (鉛) 


I 巧り かしかた 

下図の ように FOMA 力ー ドを 上から 押しながら まつす 
ぐ 引き 巧く 

♦ 巧り 出す 咳は、 FOMAO— 卜’を ミと ミみ •いよ ラ C ごま 意  <  ださし、 


• 巧理 C おり 巧な ようとし たん 巧り みそうと すると FOMA たード 
ヴお 損する おそ; n ヴ おり ますので、 ごを 意  <  ださい。 

•  FOWA わー ドの 詳しい 取りを いごつ いては、 FOMA 方ードの 助を 
試 巧 •を 参照して  <  ださし、。 

• 取り かした FOMA 巧ー ドは、 な < さ K いよ ラ E ご注意 < ださい。 


FOMA  力 


•ぶ 江! スす しご 


FOMA 巧一 KC 巧 rPIN1]- ド丄 rPIN2〕ー ド」 という 2 つの 盾 記さ 号 
巧あります。 

ご窝 お) 時は どち 5 ち [000 のに 錠ち さ 0 ています 巧、 4 〜 8 巧の 任意の 
数ぎ C 変更で きます (げ P.11 の。 


J 使 巧 前の お 巧 
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FOMA カー ド 動作 制 巧 « 能 について 

CFOMA カード n 巧 « 巧 


FOMA 銘末 I こは、 お 客禄の データ や ファイルを 保護す るた めの tz キユ 
リ テイ 巧 能と して、 FOMA 力-ド 動作 制限 おお 巧 捂« ミり てし ほす。 

•  FOMA 路 末に FOWA ウー ドを 拝 入した が 態で、 巧の いすれ 巧の ちま 
で データた ファイルを 巧 得した U、 i アプリを 実 巧した t) すると、 
取得した デー タや ファイル ごは FOMA 巧ード 軌乍制 おお 目 目 巧自お 
的に おを さ 0 ます。 

■ ヴイ h* か インター ネット ホー ムぺ ージな 5 函 鲁わメ □デイな ど 
のフ ァイ ルを ブ ウン □— ドした とき 
■ ヴイ h* か インター タット ホー ムぺ ージを 画面 ジ t として 保径し 
たと ぎ 

■ ファイル ヴ添巧 ちれて いる i 亡ード ソー ルを 受运 したと き 

■  I アプリを 実行した とぎ 

•  FOMA  口ー ド 臥 乍き 顺 おお ヴ設ち さ n た デー タたフ ァイ ル、 ソフト 
は、 取得 時 じ 挿入して いた FOMA 巧ード 巧 巧 入 さむて いると きの 
み、 表示/再生 /  i  t— ドソー ルへの 雨が/ソフトの 起 君!/ 赤外 摄 
通 售お旨 旨た i  C 通® 巧 Sgl こよる データの 送运、 microSD»>4 亡 リー 
方ー ドへの コピーな どを 実 巧で きます。 

•  FOMA 万ー ド 君 [作き リおヴ 投ちさ 打る データは: 巧のと おりです。 

■ ベ □デイ  ■ 画赁 (アニ ソーシ ヨン、 Flash 函赁を 含む） 

■ 画面 ソモ  ■ 着 ラち® •看 ラた フル @ 

■ キ ラ電  ■ 火ソ t— ジ R/ 円 こ 帝が ミ むてし、 るフ アイ ル 

■  i  t— シ ヨン  ■ トルた (詳細) の 画を 

■きせな 是 ツール ■デコ ジールた 暑 香 E 擇入 されて いる 画 毎 
■ テし ビ 電話 静止画 ク:モ 

■  i アプリ （i アブ ン待愛 面面を 含 C) 

■ ブ ウン □ー ド屏ま 

■ コンテンツ 璋巧巧 巧の データ 
■ ジッ t— ジ R/F 本文 中の 面 ま 

■  it! 巧 制限と なる データ 巧 含まむ た ソーん テン プレー h* 


ご 使 巧 前 ①お强 
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■  [7 ジ 方〕 フォルダ 巧 C な 毎ち むた 笔子丢 凄/ 笔子辞 »/ 電子 コ 
をソク 

■下記]^ かの i 亡ー ドソー ル 亡 添 巧され ている ファイル 
•トルろ  - 笔話脹  • 3 ク ジュール 

•  ToDo  • フック マー ク 

※「着 ラた」 巧な 式 会な ソニー •ミュージック エン タテ イン タント 
の 登録商標です。 


♦  FOMA たー ドに 保 巧 さ n る 按定は 巧のと お U です。 

■ 霉話番 呈表巧  ■  PIN 設定 

■  SMS 有 巧 巧 聞 おち  ■  SWSt ンター 設定 

■  Bilingual C/H  U ン巧 ル）  ■  SSL 記 明 » 

■  SMS 本文 入で おち 

♦ データ、 ファイルの 取 急 時 か I アブ U の 実行時 C 揮 入して いた 
FOMA た-ドを、 别の FOMA たードに 差し 琶 える こり 5 の 揉 作 
ヴ 実行で きなくなります。 

♦  W 隆 、デー タや ファイルの 取 場 時 C 挿入して いた FOMA たードを 
「お客様の FOMA わー ド丄 そ nti 化の FOMA 乃ー ドを 「化の 乂① 
FOMA たード」 として 餘 明して います。 


ブ クン ロード した 
デー タや ジール じ 添 
巧ち 打てい るフ アイ 
ル、 一度 実 巧した 
I アブリ C は、 お 客 
插の FOMA り-ド 動 
作 « 限艳 お巧沒 ちち 
の、 データの 閲賣や 
再生 巧で きます。 


お 客禄の 
FOMA 力ード 

げ四 


今尚 


化の 人め 
FOMA わー ド 


FOMA たードの 
差し 碧是 


イ也① 人の FOMA 
カードを 挿入して 
ち、 お 客樣の FOMA 
カード を 巧 制限 お 
お 巧 設ちさ 〇 た 
データの 閲賣ゃ 再 
生な でぎ まだん。 


• 化の 人の FOMA りー ド C 差し替えた ときに、 FOMA りード 動作 制 
限 巧 おヴ設 をち 〇 た データ や ファイルを 得受 画面た 着 宿 音な ど C 
設を でぎ ません。 

♦  FOMA わー ドを 化の 人の FOMA 力ードに 差し 琶え ると、 FONM 
カード お 作 ま U 限 樓能ヴ 巧き、 ヴイ ト など 口 S ダウン □ー  ドした 
データ や ファイルを 巧受函 おや 看运 音な どに おちして あった 場 
含、 お買い 上び 時の 巧ち でを 作し ます。 お 客禄① FOMA ウー ドを 拝 
入し 宣 すと、 投 巧した が おじ 房り ます。 

巧: FOMA 力ー ド 巧 作 制 巧 機化が 没定 された [メロディ A] を 看 
ち 音に 投 をした とき 

お 客 塚の FOMA 巧ー ドを 巧いたり、 化の 人の FOMA 万ード C 差し 
替 をた U すると、 看值 音は お買い上げ 時 C おを さむて いた 着僖音 
C なります。 お 客禄の FOMA 力ー ドを 挿入し 直す と、 [ソ □デイ A] 
の 着® 音 C 房り ます。 

• 巧み お 适售巧 能 わ データの 送受 宿を おを 毎って 受运 した デ ー 9、 
FOMAM 末で 适を したを 止函 や動函 などには 、の MA わード 励 乍 
制限 帶能ヴ おを まむ まだん。 

• 化の 人の FOWA りー ドを 挿入した が 態で を、 FOMA りード 動作が 
限 おお ヴお ちま 〇 た データ か ファイルを 移更] したり 削除す る こと 
はでぎ ます。 

♦  I 亡ー ド タールの タール 表巧函 面で 反転 表示ち むてい る 又すな ど 
を 這 巧して、 i アプリを お 動す る逼 含、 FOMA たー ト當イ 乍 おお 巧 お 
ヴ投 をされ ている と、 お動か 取得 巧で きま だん。 

♦  i アプリ 待受 画面を 設定を、 他の 人の FOMA わ一 KC 差し 替 をる 
と、設巧し5  i アプリを 得 受で起 おでき K いため、 巧受 画面 設 をで 
設 をし た 画 毎 巧 表示ち むます。 


FOMA お 末で 「FOMA 巧ード (青を)」 を ご 活用 る 場 含、 「FOMA 巧一 
ド (録 色/白 弦)」 とな 巧の よ ラな 進い 巧あります® で、 こま 意く ださい。 


宿 お 

FOMA わード 
(青 运） 

FOMA 力ード 
(録 を/白を） 

ぺージ 

FOMA ウー ドの 羣 話!# に 登 
錄 でぎ る電绍 番号の 朽教 

最ス 20 巧 

最ス 26 巧 

P.83 

FirstPass を ネリ 巧す る ための 
ユーゴ 証 巧 鲁揉作 

巧 巧 不可 

利用 可 

P.161 

WORLD  WING の 巧 用 

巧 巧 不可 

利用 可 

P.378 

ヴー ビス グイい ル 

お 巧 不可 

利用 可 

P.3 目 3 

WORLD  WING ごつ いて 

WORLD  WING とは、 FOMA たード (禄 を/白色) とヴー ビス 巧 応靖末 

で、 巧みで ち 同じ 摄帯 電話番号で 発 宿た 看运 巧で きる、 ドコ t の 

FOMA 国 お □ー ミ ジブ ヴー ビスです。 

な あ、 SH70 則 3 ド〕 t ① 3  G 日ーミン ブ ヴービ スエ U ア でのみ こ ネリ 

用いた だけます。 GSM サービスエリアで こ ネリ 巧され る 場 含は、 QSM 

巧 尼辭末 E 差し 替乏る こと E ぶ U ごが 巧いた だけます。 

♦  2005 年 93 1 日]^ 塔 CFOWA ヴー ビスを ご契拘 いただいた 方な、 
お申しな み 不要です。 ただし、 FOMA ヴー ビス ご 誇 側 f じ 不要で 
ある 置 お申し 化い むだいた 巧 やを 中で ご お 巧 まれた 方な、 再度 お 
申し 逆み けむ 要です。 

•  2005¢  8  931 日 W 前 CFOM  A ヴー ビスを ご寶 約で 「WORLD 
WING」 を お申し 泣み いた 泛 いていな いちは お申し 应み 巧む 要です。 

♦ 一部 ご 利 巧 E な n ない 料を ブラン 巧 おります。 

♦ 巧 巧一、 FOMA 巧ー ド (禄 を/白 毎) を; 巧 かで 紛夕 •盜惡 ち: n た 場 含 
巳な、 违やウ じ ド コモへ ご 連 精いた だぎ、 利用 中 巧の 字統 きをと っ 
て  <  ださい。 あ岗い 含む だ 巧 C ついては、 取拡 説明 »妄 面の 铭合お 
問い 含 〇 は 巧を こ »  くだち い。 なお、 紛失 •签窠 ちの た あとじ 発生し 
た 通話 •通信な ち お 客 禄のご 負担と 巧り ますので ご注意く だち し、。 


こ陣巧 前の お 詔 
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巧 池 バックの 巧り 付け かた/巧り 外し 
かた 


« お バックは、 FOMA 節 末 専用の 巧 巧 パック SH 16 を ご ネリ 用く だ 
さい。 

• 霉巧 バックの 取り付 口/取り外しは、 霉 源を 切って ヴ 5F0MA 規末 
を 南 じ、 巧 ミで 授 って 巧って くだまい。 

■巧り 巧け かた 

リア カバーの ま桓を 矢印の 方向 (n) へ 度く 巧 しながら、 
リア カバーを 巧 2mm スライ ド させて (旦) 巧り 外す (曰) 


2 電お パックを 巧り がける （回） 

• 羣巧 バック C は® りが 口 巧の ツタヴ 巧いて います。 電巧 バックの 
リヴ イクん 7 —クの ある 面を 上 C 向けて 巧り がけて  <  ださし、。 


使 巧 前の 確で 
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3 リア カバーを 巧り がける （曰） 

♦ リアむ バーを 图の位 百 こ 含 のだて、 リアた バーを 巧し な 巧 53 
ライ ドち だます。 


■巧り かしかた 

1 「巧り 巧け かた J の 巧が 1 の 手順で リア カバーを 巧り 外 
す 

2 電お パックを 巧り 外す 

• 笔お パック C な 巧り 化し 巧の、 ソタ妍 ないています 〇ツタ の 部ろ 
C 無 通な でを 如えない よ ラ、 指な どを 巧 C て 上方 向 じ 助 りかし 
て  <  ださし、。 


• 巧理 におり 巧 口 忌り、 配り かし e りする と、 FOMA 蘭 末の 笔池 バッ 
ク との 接 病辭子 (巧笔 お 子) 巧报 損する ことな あ U ます。 

• リア カバー はしつな りと 南め てくだ さい。 不 十ろ だと リア カバー 
ヴ みむ、 おおで 霉巧 バック 巧み C 巧 U 出す おそ の なあります。 


FOMA 端 ホを 巧電 する 


WA  ] 一で. こ 一’ 


お賣い 上げ 時な、 羣池 バックは 十ろ I こ 巧電ま むてい まだん。 むす‘ 專 巧の 
AC ア タブ タ (別 壳)、 DC アブ ブタ 側责) で巧羣 して ウ 5 ご 使 巧  <  だまい。 


■巧 « 時 向の 目 巧と ランプを 示 じついて 

FOMA 銷 末の 驾 おを 切 レ _)、 霉巧 バックを 羣池残 星の ない が SI ご 5 巧笔 
したと きの 巧霉時 国の 呂是な 巧のと おリ です。 


FOMA  AC アグ ブタ 01/02 

巧に 0 ろ 

FOMA  DC アタ プタ日 1/02 

お) じ〇 ろ 

♦ 巧笔 やは 巧羣 ランプ 巧 巧を で 点 打し、 巧 電巧売 3 すると 消えます。 

• 巧羣 ランプ 巧 ホを で庶 良した ときな、 霉巧 バック 巧 圧し  <巧 リ巧け 
50 ているな 植 錫して  <だ さい。 また、 電巧 バック 巧 巧 命のと ぎち 
ホを でホ效 します。 

•  FOMA 辭 末の 電源を入れて おいてち 巧電 でぎ ます (巧電 中は、 デイ 
ス プレイの [ira] 巧 点 巧し ます)。 

巧 羣ヴ完 3 すると、 巧笔 ランプ 巧 消灯し、 デ イス プレイの [6P] ヴ 
[固] じ 変わります。 

♦ 霉油 湿度 巧 富  <  なった 运 含、 巧羣完 3 前で ち 白を! 的 じ 巧 零を 厚 と す 
る 运含ヴ あ t) ます。 巧笔ヴ できる 温度 C なると 白 動の じ 巧電を 再開 
します。 充電 厚と 中は、 巧電 ランプな 消 打し ます (デ イス プしイ の 
[^] な 停止 中で を 点 巧し ます )0 


■十分に 巧電 したと きのが 巧 可 お 時 財 （目を) 


連 爲远爵 時 国 

FOMA/ 3  Q 

音 库霉話 時: お) 190 ろ 
テし ビ笔記 時: 巧 12 化？ 

逢 掃 巧 愛時閨 

FOMA/  3  G 

を 止 時; 巧 580 時 国 
移動 時; 巧 390 時間 

つジ b ブ視晴 日 5 

茵 

お) 230 ろ 

♦逢 続 适話持 間な、 電 巧を 正常 C 送愛僖 できる が おで 活 巧で ぎる 時 聞 
の 目を であり、 連続 巧き 時 国は、 F0MAM 末を 巧り たたんで、 霉 おを 
正常に 受径 できる 巧 態で 移動した 場 含の 目 置です。 なお、 電巧① 巧 
霉が お、 巧 受函面 や 尝霉カ モード、 不巧看 运お巧 5 だ、 巧 未 試 ソール 
お 知 色 だな どの 》 お投 ミが 巧、 気温な どの® 用 巧 填、 利用 場所 ①霉 
巧が お (霉 '及 巧 匡なない または 弱い 場 巧) など C より、 通話 •巧受 時 
間な 半み 涅ち C なる 場 さヴお U ます。 i  t ー  ド 通 售を巧 と、 逗話 
(适 這） •待受 時 闇は 巧< なります。 i チた スルを ご 誤 お) の 場 台は、 巧 
揉を 自を的 C 受僖 して 更 がします ので、 通話 (通 值) •巧受 時間 13 巧 
<なゾ ます。 また、 逗話わ i  t ー  ド适® を 巧むな < てち、 画 赁の摄 を 
や 馬 集、 フン t プの 巧晴、 i  t ー  ド 式ー ルの 巧 巧 S タク ン □ー  ドした 
I アブリ わ i アブ U 巧受 画面の 起動、 SD ブー デイブな ミユ ージッ 
クプレ ーい 一の 犀 巧な どじ よって、 通話 (通 僖) •巧 受時茵 は、 巧<  な 
ります。 I アブリの ソフト C ぶって、 グ クン D—K した あとち 适值 
を 巧 ラ塌含 巧あります 。あ 5 巧し’ め設 ちす る ことじ よって、 接続を 
巧むな いよ ラ C でさます。 

♦実 曝の ご ネリ 巧呀茵 は、 待 受と适 話の 組み 含む だとな U 通話 時 国 巧 長 
< なると 得受 時間な 短 <なリ ます。 

•  9 ン t プ視晴 時間は、 霉 巧の 巧笔 状態、 巧 sgia 巧が 巧、 を 温な ど①库 
用* 境 I こより 変わります。 

■電お バックの 寿がは 

• 笔巧 バックは 消 巧 品です。 巧羣 を <u おす ごと ご 1 ◎で往 文る 時 固 
巧、 巧 第 ご 巧  <  なって いきます。 

♦ 1 ◎で 犀 文る 巧 闇 ヴお賣 い 上げ 時 I こ 比べて 半み 垣ち じ なった 色、 電 
池 バックの 巧 命げ 近づいて いますので、 旱 のじ 巧換 する ことを おす 
すの します。 また、 電池 パックの 活用ち 件 C より、 巧 命ヴ巧 づ<じ つ 
0 て笔お バック 巧を むる 每含巧 あ U ますな 問 這 おり まだん。 

• 巧笔 しな 巧 5  j アブ。 か テし ビ霉 話、 クン t ブの視 K などを 長時間 
巧 ラと 霉化 バックの 巧 命 巧 短くなる こと 巧あります。 

• 巧 境 保全の ため、 不要に なった 笔巧 バックな NTT 
DoCoMo またな 巧搜 店、 U ヴ イク ル睛力 店な ど C あ 
母ち  <だ ちい。 

Li-ion  00 


こを 巧 前の 描 盛 


的 


■巧* について 

• 詳し CISFOMA  AC アダプタ 01 ノで2( 别 荒)、 FOMA 巧み 兼用 AC ア 
ププタ 0K 別売)、 FOMA  DC アブ プタ 0 1/の (別売) の 巧 抵說巧 » を 
ご 貴  <  ださい。 

•  FOMA  AC ア ダブ 901 は ACIOOV のみ E 巧 あして います 。また、 
FOMA  AC ア ダブ 902/FOMA 巧 化 兼 巧 AC アブ フタ 01 は、 AC1Q0V 
な 524 0V まで 巧 巧して います。 

•  AC アダプタの プ ラブ 巧が は AC100V 巧 (国の 化樣) です。 AC100V ウ 
524 0V 巧 巧: の AC アブ フタを 巧 外で 谭用 する 場 資ん 涅硏斯 こ 適合 
した 変換 ブラ プア プブ タヴむ 要です。 な杰、 » みが 用のを 圧 器を 
毎 巧 しての 巧電 はなわないで < ださい。 

■巧電 時の ごまを 

♦霉 源を 入の たま ま 長 時 固巧霉 しないで  <  ださい。 巧羣完 3 を、 

FOMA 銷末① 霉源巧 入って いると 霉お バックの 巧 笔备ヴ おかし ま 
す。 

このよ ラな 場 台、 AC アタ プタゃ DC アププ タは再 U 巧羣を 巧し、 ま 
す。 ただし、 AC アタ プタや DC アタ プタヴ 5  FOMA 銷 末を 助り みす 時 
巧に より、 電进 バックの 巧霉呈 巧かない、 笔お客 吿音巧 巧る、 巧 時 国 
しな 便えない、 などの 瑪象ヴ 起こる こと 巧あります。 

♦ 笔巧ヴ 切む たが 態で 巧 笔開お 時に、 巧霉 ラン ブヴ すぐ じぶ 打し ない 
場合 ヴ あります ヴ 、巧笔 はお まっています。 

• 警告音 ヴ 罵った あと、 羣源ヴ 入 5 ない 場 含ん しば 5  <  巧電 して < 
ださし、。 

•笔 巧 切れの 表示け され、 香 告音巧 嘛って 巧 560 砂 W 巧に 巧羣を おめ 
ると、 通常の 状態 亡 巧 帰します。 

• 巧笔 やじ 巧羣 ランプ 巧 巧を で お灯して いてち、 霉 源を 入れる こヒヴ 
できない 場合 巧 お tj ます 。このと ぎは、 しば 泛< 巧羣 してな 5 電源 
を 八 む てく: ださい。 

• 霉 巧 巧备巧 十分 あるが おで、 おを じ 巧電を  <  リ运 すと、 霉 おのち 命 
ヴ巧  <  なる 場合 ヴあ ますので 、面る 程度 话巧 してな 色 (電池な 星 
巧 ぶって 巧 5 など) 巧笔 する ことを おすす のいた します。 

• 笔迪 バック 単 巧での 巧羣 はでき まだん。 


使 巧 前 ①お認 
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[应ブ FOMA  AC ア タプタ 01/02 く 別売)、 FOWA  DC アダプタ 
01/02( 別売) の 取 巧 お 巧 書を# おして  <  ださし、] 

•  FOMA 規 末を 開いた が SI でを 巧笔 できます。 

j 外部 接 巧 巧 子 カバーを H き （n)、Ac アダプタ または 
DC アダプタを 外部 沒镜巧 子に 水平に 差し 这む (曰） 

♦ コ タク 9 の 巧ぎ (ま 表) をよ <语 なめ、 FOMA 辭未 C か 平 じなる 
よう C して、 r た チツ」 と 音 巧す るまで しつな りと 差し 这ん でく 
だち し、。 


巧笔 / 着僖 ランプ 


2  AC アダプタの 電巧 プラグを コン 七 ントに 塞し 么む 、ま 
たは DC アダプタの 電巧 プラグを まの シガー ライタ ソ 
ケッ トじ 差し込む と、 巧電 M お 音が 巧り、 充電 ランプが 
おなして， 巧委が M 始する 


DC アブ フタの 場 含 


3 巧 委ま了 音が 嗔 り、 巧 電 ランプが お 巧す ると、 巧電 がま 
了す る 

• コ:? クタを 巧り みすと ぎは、 コタ クタの 両側 巳 ある リリーつ ボタ 
ン& 巧した まま (n)、 コス クタを 水: 平 I こ 巧いて ください (曰)。 


• 巧理 C 差し込んだり 巧いたり すると、 化 部 接続 端ろ や コタ クタ 巧 
报 損た 巧 障す る 場 含ヴお U ますので、 ご ミ 主意  <だ ちい。 

• 長 持 国 硬 巧し K いとき は、 アダプタを コン t ン h* ま e はシ 巧ー ラ 
イタ ソ クット 巧 5 抜いて  <  だまい。 

• 外部 接続 捕 子 カ パーは、 無涯 じき I っ張 5 ないで  <  ださい。 报 損する 
場合 巧あります。 

• 巧霉時 FOWA 捕 末の 周り C のな どを B なないで くだち い oFOMA 
强未 じちを 巧け る おそむ 巧 あ U ます。 

DC アダプタ のとき 

•  DC アブ プタは 7 イブ スア ース童 専用です (DC12V，24V 巧 巧)。 

• まの エンジンを 切った ままで 厘 巧し ないで  <  ださし \〇 まの パッテ 
リーを 消 巧ち はる 每含ヴ あ U ます。 

•  DC アブ プタ のピ ユーブ （2  A) は 消耗品で すので、 交換の 段は おる 
< の わ 一巧 品 店な どで お買い 巧め <だ ちい。 

• 哲し <な， FOMA  DC アダプタ 01/02 ( 則 売) の 配を お 巧 » をご黃 
くださし、。 


卓上 本 ル ダを ホって 巧 S する 


[必 す皇上 ホルブ SH18( 則 売) の取抵 説明 さを 参照して < ださし、] 

•  FOMA 招 末を 開いた が SI でを 巧笔 できます。 

1 AC アダプタの コネクタの 矢印 旧を 上に 向けて、 卓上 ホ 
ル ダの 接巧瑞 子に 差し 么む 

♦ コタ クタ 巧 卓上 ホルブ I こ 水平 じなる ぶ ラ じして、 r カ チッ」 と 音 
巧す るまで しっけり と 差し 泣んで ください。 

2  AC アダプタの 電巧 プラグを コンセントに 塞し 这む 


_ ご座 庙 前の 確 盛 


巧 ぺージ へ 巧  <>;  47 


3  FOMA 端 ホを 卓上 ホルダに 置く と、 巧 電巧抬 音が 巧り、 
巧電ラ ンプが 点 巧 して、 巧電が M 始 する 

•  FOMA 箱 末を 图 のぶ ラ C 置き （n)、 矢の の 方ち) (曰) に r で チッ」 
ご音ヴ する まで 押し下げ てくだち い。 


4 巧 電ま了 音が 巧り、 巧電 ランプが ミ 肖 巧す ると、 巧電 がま 
了す る 

• 呈上 ホルダを! 甲 さえな ヴ 5、 FOMA 辭 末を 捏ち 上げます。 


J 使 巧 前 ①確捉 
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• 長時間 硬 巧し g： いとき は、 AC ア タプタ を コン t シ トロ  S 巧いて く 
だち し、。 

• 巧霉 開始 音け 巧 5 ない とき、 巧霉 ランプ ヴ点打 しないと きぶ、 
FOMA 輔末ヴ 卓上 ホルダ E 正し <S なれて いない こと 巧 あ U ま 
す。 正しく 星き g おして  < だ ちい (霉 源を 切って いると きわ 7 ブー 
ち ー ド 中、 巧霉 開始 音ヴ サイレントの 場 含は な <)。 

•  FOWA 輔 末を 卓上 ホル プ ESC とぎは、 ストラツ プ などを 狭まな 
いよ OC ごま 意  <  ださい。 


電池な 量の 巧 巧の しかた 


m 

電巧 残呈巧 十ろ 残って います。 

因 

霉巧 残呈巧 かなく なって います。 

国 

霉巧 巧星ヴ 1 まとん ど あ U まだん。 巧 零し 
てくだ さし、。 

因 

霉巧 巧き 巧 ありま だん （しば 5  くす ると 
霉源巧 切む ます)。 

蹈 

笔巧 バック 巧羣 中です。 

カスタム メニューで [設定] [一巧 設 を] [巧沒 1] 
[電お 巧 產 巧‘ 度] 


ブラフ イツ ク 

dH 

Cii 

a 

な 

ビーピ ービー 

ビー ピー 

ビ— 

状態 

十ろ 残って いま 
す。 

かな  <な つてし、 
ます。 

電お巧 S 巧 百 とん 
ど 面 U まだん。 

巧笔 してく だち い。 

• 巧 2 担) 間 経過す ると 表示は 消えます。 

• 笔 お残呈 植捉营 (3、 ポタン/巧 受 i  t— シ ヨン 音で 設 をした 音 
量で ちります （げ P.94)。 


笔源ヴ 切 ri そ ラ C なると、 [羣 巧な ありま だん。 巧 毎  A 

していない デ- 夕な ちり むます。 動 巧 中 ①後躲 さお 
3 します] と 表示 ミ n ます (® を} 甲す と 表示は 消え ま 
す)。 

しば 5  く するとち 告音巧 「ビ ビビ…」 と 鳴ります。 笔お切 〇①客 告函面 
巧 表示 さ 規 末の 摸 巧げ できな <  な U、 約 60 秒 後に 電源な 切れます。 
♦ 音声 驾 巧た テレビ 霉話① 通話 やな、* 吿音巧 「ビビ ピ…」 と お リ 、[電 
化 巧 あ U まだん。 な 毎して いない データは 巧む むます。 HH 乍 やの お 
お 13 お 3 します] と 表示ち むます。 巧 20 較を C 通 铅巧切 打る と 同時 
C 上の 画面 巧き 巧 ミ 〇、 約の 較徵こ 雲 原な 切 n ます。 

• マナー モー ドな 公 巧たード （ドラ イプ t- ド) を 段を している とき 
は、 »告 音は 晴レ J まだん (通 巧 やを お <)。 


1 因 （2 巧な 上） 

♦ クエイ ク アップ 画面 巧 表 巧 さ 0 るまで 時 
国け な 巧る ことけ あ U ます。 

♦クエイ ク アツ プ 画面 巧 表示ち n、 初期 設を 
の 画面 巧 表示 まむ ます。 病 d ■て、 切 巧設を 
[げ P*50) の 揉 巧を 巧って  <  ださい。 


♦巧) 期 おを 巧 売 3 している ときは、 電源を 入 
ると、 ちの よ ラな 函面ヴ 表示され ます。 
この 画面を r 巧受 画面」 といい ます。 

■ « 巧を 切る 

1 因 （2 巧な 上） 

• 雲 原 巧 切 n るまで 時間 ヴな 巧る こと 巧 あ 
u ます (電源 ヴ切む るまで デ イス プレイ C 
お 3 画面 巧 表 巧ち 〇 ます)。 


• 巧 おおを 巧完 3 していない とぎは、 電源を 入む るた び E 段を 画面 
ヴ 表示され ます。 

•  FOMA ウード 巧 挿入ち 〇 ていないと きな、 [FOMA 巧ード (UIM〉 を 
挿入して  <  ださい] と 表示され、 FOMA カード エラー ヴ 表示 さむ ま 
す (巧 ^.3 己：)。 

•  [PIN1〕ー ドを 入て! して <だ ちい] と 表 あ ミ n たと きは、 円 N1〕一 
ド (巧^ P.11 のを 入で します。 


宜 B 冉即お Sg 正 


[ZZ 

巧航名 

w •巧 日. 

巧 巧 段: を 画面 


巧受 画面 


)® 巧 前の お 盛 


巧 ぺージ へ 巧 <t;  49 


♦  FOWA ウー ドを 差し替え たと 安は、 羣 源を A むた あと 4 〜 8 朽の 
搞末 暗証 番呈を 入力す るむ 要ヴ あります。 正し  <  入力ち むる と 得 
登 画面 ヴ 表示ち 〇 ます。 5  ◎段った 捕 末 暗記 番号を； V でした 堤 含 
は、 霉源ヴ 切ります。 ただし 再度 霉 源を; vn る ことは 可能です。 

• [旦 ヴ表巧 さ 〇 ている ときな、 ヴービ つ エリア 巧 S またな 笔 巧の 届 
巧ない 毎 巧 じいます。 表示 巧 消える とこ 5 まで 移動して くだち し \。 


巧拍 没を 


巧巧投 をを 巧う 

は じめ て FOMA 節 末の 霉 原を 入れる と 白 B 的に 巧 期 姑:; 更 画面 ヴ 
表 巧ち 〇 ます。 各 設を頃 目は タニ ューヴ 5 を おちで きます (巧 期 
設定 ヴち 3 している ときは、 待 夏 面面 ヴ表 巧され ます)。 

■ 曰 時 おを  ■ お 末 暗証番号 変更 

■ ボタン/巧 受 i 亡ー シヨ ン直 

• 設ミ妄 むてい ない 項目 巧 あるときは、 FOMA 規 末の 笔 源を 入 n るた 
U に、 la 巧 画面 ヴ 表示ち む ます。 

日が •時刻を 設定 (巧 P.50) 

• 日時は、 2001 年 1 3 1 日 〇任〇〇 口 52050 を 12 月 31 日 23:59 まで 
段: をで きます。 

2 端 ホ お 註 番号を 登録 (@P.109) 

3 ボタン/待 受 I モーション 音を 設を (@P.94) 

• 巧 期設 をを 中止 するとき な、 因を がします。 


，ご 使 巧 前の 確 招 


加 


曰 Wtt を 


厂 日付 •時刻を 合わせる 

FOMA 旅 未の 日付と 時刻を 設巧 します。 目色) 的 じ 日時を 巧 正す る 
よ ラに 設 巧で ぎます。 


カスタム メニューで [設定] ► [一 お資 
を] ►[日時 & ま] 


岂 B 巧を 供 € ち 正 


&69巿ち 

田 ir* 的 曰 本 


2  [自動 時刻 時差 補正] 巧を 惡ぶ 尽^を をを 進ぶ 
- [ON い® 

[OFF] 〔日 巧] « を* ぶ ►  ©  ► 日付を 义 力*©  ► 【時を!] 欄を 
« ぶ ►©  ►時刻を 入力 ►©  ►雷 

♦  24 時 闇 制で 入力し ます。 

♦ 月日 •時刻 巧 1 朽（ 1 〜 9) のとき な、 01 〜 09 と 入で します。 


じ 

• お ミした 日 巧 •時刻は、 霉进 バックを 及 袋す る 場 含 ごち 保诗さ むま 
すヴ 、お M 週 聞]; 1 上笔お バックを 外すな、 霉 が窝屋 のない が おでな 
呈 すると リ t ット まむ る こと 巧あります。 そのと ぎは、 巧電 して 巧 
5 設定し 直して くだち し、。 

• 日は •時刻を 正しく 設 をし g し 化、 巧の 巧 能 巧 正し  <ご 巧] 用で きま だん。 
■ン ダイ い ル、 看 值属歴  ■ 自動 笔源 ON/OFF 


■ アラーム  ■ スクジ ユール 

■  ToDo リスト  ■  SSL 通信 (撮 証） 

■  I アプリ 自動 起 を  ■  i アブ UDX おを 

■ 視最チ お)、 録画 予約 

■ 音声 笔 お伝 含ジモ 、テし ビ笔 IS 位き: >(モ 
■ ウジ ラ 画鲁① タイ トル •涅お 日時 記録 


■ ち 生 削 限の ある I  t ーシ ヨン/音楽 データ/電子 コ云 ツクの 
ち 生や 表示 


自巧 時な 時差 規正を [ON] にした とき 

• ド〕ち：^ソトクークの時刻巧法をちと1こ、自を的に暗刻を巧正し 
ます。 

• 爲刻 補正を 巧った 場合、 [自お 時刻 時差 谓 正を 巧し ほ した] と 表示 
ち rt ます。 白 動 時刻 時差 補正を [ON] 区して ち、 しば 5< 時刻け 巧 
正を のない 适含 巧あります。 目 お 時刻 時差 補正を 有 巧に する 区は、 
霉 源を 入れ 匡して  <  ださし、。 

♦ 霉 巧が 巧 じよって は 時 到を 谓正 できない こと 巧あります。 

♦ 致較择 度の 誤差 巧 生じる ことけ あ U ます。 

♦ 巧みな どで 時差 補正 巧 行わむ ると、 リ ダイい ル、 看 « 届歴わ ジーん 
受值 /送« 属歴 一黄 (SMS のみ)、 爱售 / ち值 ジール ー fic な 現 化 
での 日時と [ち] ヴ 表示 ミ n まもき 值 / ち 径ジー ルな 表 巧 ミ n てい 
る 日時の 順では な ルを 受值 / 送值 しを 屏こ 表示 ミむ ます。 

♦  ルのホ送值目oxcは、 [も] は 表示 さむ まだん。 また、 未送值 

BOX を 日が! ■表示 C している と， 未 ま 运夕ー ルは 表 巧 ミ 〇 ている 
日時の 后 じ 表示ち むます。 

♦ 巧みの ネットつー クご よっては 時差 補正 巧 巧 むれない こと ヴ あり 
ます。 

♦ 海外で ごお冉 時、 白を 時刻 時差 巧 正な [ON] で 巧 かの 3 ッ トフ ーク 
口 引き 到谓 正ち 强 をき 径 した 适合 3、 日本 時 商と 現地 時時 ヴミ巧 
(デュアル 表 巧) ミむ ます。 自お 時刻 時差 巧 正 巧 WFF] の 場 含は、 ミ 
動 おちした 時 图①み 表示され ます。 


タイム ゾーンを ま B で 変更す る  <  巧巧投 る. 

曰 時 設定 画面で 〔有 E 時 到 時善捐 正] 巧を 适ぷ ►  ©  ►  [OFF] 
►  ©►タイム ゾーン を 透ぶ ►都 巧を 進 巧. （5)>® 


堯 巧者 番号 泣な 


「巧手に 自分の 電括 番号を 通な する  1 

ち 靑巧紀 や テレビ 鸟: 話を なウ ると きじ、 巧ず の 霉紀巧 (デイ スプ 
レイ） じ 有を の覃 話番曼 (異信 香 番曼) を 表 巧 まだる こと ヴで きま 
す。 

• お 舊 看を 号 I さお 客 樣の义 切な 请强 です。 适姑 するな しないな ① おを 
C ついて 巧、 十を C ご注意く だ ミい。 

♦お 舊 看を 号通奶 おおな、 巧手の 電話 》ヴお 毎 香 番号を 表 巧 巧 S 旨な 場 
含に ネリ 巧で ぎます。 


あらかじめ する 


1 カスタ ムメ ニ ューで [設定] [NW サー ビス] [堯信 
者 番号 巧な] [発ち 者番ち 巧知 設定] 

2 ネッ ト ワーク 暗 註 番号を 入力 ©► 設 をを 進ぶ 

♦ 通 巧] する： [ない] 

• 适 巧] しない； [いいえ] 

ドた |巧£ 

• 坦 みのと ぎは、 発舊看 番号 通知 鉛を でき まだん。 


発 巧 香 ま 暑适 巧の お定 を掩涅 する 

ウス タ厶ィ ニ ューで [設定] ►  [NW ヴー ビス] ► [発信 香番曼 
适畑 ► 撒を お 猫 


こを 巧 前の 確 盛 
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«aa かける と 左 まする 


• あ 5 なじめ 截 ちす るち をより、 羣話 発® するとき の 指ち ヴ ffi 巧ち む 
ます。 

1 待受围 面で 電巧 番号を 入力 ►を)： [番号 适巧設 を] 

2 設 をを 惡ぶ 

• 通 巧] する； [番号 通 お]] 

• 通知し ない： [番号 ホ适 巧] 

3 の (音き 電話》/® (テレビ電話》 


• 霉巧曠 や。 ダイ わ ル、 看 這 度 歷の詳 細菌 画で ヴブ  >： ニューを ミ 巧 
してち、 番号 通知 I こついて おを できます。 


^l8S」を巧けてタイt^ルする(ま皇涵巧） 

待 浸 画面で 圧) 迈 ice  ► 巧を 巧 驾話ま 暑を 入力 ► に) (ち 青霉 
留) /®  (テし ビ巧 泣） 

「184」 をはけ て ダイた ルす る (ま 登が 适 知） 
待受画面で田厘)这3  ► 巧を 巧 覃話番 畳を 入力 ►  (ZK ち靑霉 
结) /®  (テレビ 電篇） 


使 巧 前の おで 
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« ち* 巧 巧 ホ 


r 自分の 巧 話 番号を 巧認 する 

1 カスタム メニューで 屈] 


•  2in1 の 巨 ナンパー の 変更け FOMA わー ドの 差し替え (2ゎ1 契 拘客一 
2in1 舆巧 吾） を 巧った ときな、 正しし お ブンバーを 配 得する ため! こ、 
2in1 おお OFF じして、 再度 2in1 設定を 巧って くだ ミい。 

•  FOMA ウー ドのを し 替え (2ゎ1 契約 看— 2ゎ1 ホ窝巧 香) を 巧った と 
きは、 2ゎ1 巧 弓 gOFF ごして くだち い。 


音 开巧沒 中じ電 巧罢尝 をを 示す る 
ち 靑覃链 や ご [這 お番曼 表示] 

テレビ 電巧 中に 巧 担香皂 をを 示す る 
テレビ 霉 きき 中 じを) ►[有 育 丢曼表 巧] 

デュアル f- ドロ ini 利用 中） で A ナンパーと 目 ナジ バーの a 
话爱 登を 示を 切り替える 
ち 話 ま 曼 表示 画面で® 


巧 s/ テレビ 巧 括の かけ かた 

テし ビ霉話 について . 54 

笔 話/テし ビ笔舒 を 巧 口る . 55 

音再羣 話/テし ビ 電話を 切り替える . 57 

リ タイい ル/看 信 履歴を お 巧す る ••••.  <リ ブイ わ ル/看 這 履歴 >58 

看ち じを 設を する . <  看 ちじ  >60 

プッシュホン 這 号を 手早  <  送り出す . <  ボーブ ブイい ル  >61 

国瞭笔 話を ネリ 用す る . く WORLD  CALL >62 

国原 笔 話の 設 をを する . く 国際 ブイ わ ル アシスト 投定  >63 

笔記 番号の 巧 頭 C 巧 加す る 番号を おちす る 

. <ブ し フィックつ 按を  >64 

ヴ フアド レスを 指を して 電話を ななる ••••.  <ヴ フアド レつ 按を >64 

を 切 n た适 話を 自動的に 再 接続す る . <  再 接続 巧 お  >65 

固 困の 垣 音を 巧え て 通話を 明瞭 亿 する . <ソ イプ キたン t ラ  >65 

きの 中で ミを® むすに 記す . <  き 載い ンブ フリー  >6 己 

巧 話/テレビ 巧 巧の 受け かた 

電話/テし ビ笔 話を 受 C る . 66 

音吊羣 話/テし ビ霉 記を 切り替えて 霉 詰を 受 なる . 66 

プイわ ルボ タンを} 甲して 電話に 出 50 るよう I こする 

. < エニー 年ーアン ヴー >67 

FOWA 蘭 末を 閣 じて 通 記を 終 3/ 保尝 する 


通話 やに 巧 字の 声の 音 呈を顯 節する. 


<ク □-ブ 動 イ乍投 ち >67 
. <受話音置>68 


電話/テレビ電話 


電 巧/テレビ 巧 括に 出られない とき/出られ なかった とき 

す  < じ霉記 C 出 5 むない とぎ じ 保留 じする . <応 ぎな 尝  >68 

あぎな 堅 音/通話 巧 普 音を 設 をす る....  < 尼ぎ 保 普 音/巧 普 音 >68 
公共 モード （ド ライフ 亡ー ド） &利 巧す る 

. < 公共 t— ド （ド ライフたー ド） >69 

公共 t- ド (電源 OFF) をが 巧す る ••…  <  公共をード (電源 OFF)  >70 

不 巧着僖 をお捉 する .  <不 だ 着 宿 >71 

き 話 C 出 5 れな いとき I こ 巧 件を 綠 音/ 録 面する 

. < を 含 *>4 亡/テレビ電話ち 舍メ  t  >71 

着售 やの 羣 話に 出色 〇 ない とき I こ 巧 件を 録音/録画 する 

. < クイック お含メ  t  >74 

伝き 式 亡 •音 弄 をち 生/削除 する 

. < 伝 香 *>4 亡 •音 弄 ち 生/削除  >74 


キ ラ 霉を利 巧す る . 75 

巧手 側に 送僖 する 映每 I こついて 投ち する . 76 

テレビ 霉記 のい ンブフ U — じついて 設を する 

. く テし ビ 電話い ンブフ IJ— 設ち  >78 

テレビ 電話中の 踩 をを 殺: をす る . 78 

テレビ 霉 記の 按 をを 変更す る . 79 

音声 霉 話と テし ビ霉 おの 切り 普を について 投を する 


. く テし ビ 電話 切 营巧能 通知  >79 

i をー ド 中 ご テし ビ霉話 巧 巧 なって きたと きの 応ぎ巧 まを 錠を する 

. く パブ ッ ト通 « 中 看僖設 を >80 

相手の 画を &爵止 画と して 保を する . く唐止画；>^た>80 
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目ろ 側の 峽每 として キゎラ 電ゃ爵 止 画を 送信したり、 背面の ウイ 

ラを お 巧して 周 面の 巧 巧を 送信したり できます。 

• テレビ 笔 話な 64K  (kbps) で适® できます。 

♦ 巧手 巧 テし ビ羣話 C 化る と、 [テレビ 霉 話援統 グを 押す と A ンプ 
フリーへの 切 普 •おお 巧で きます] と 表示 さ 打ます。 この 時点な 5 デ 
ジタ ル适® お 巧な 巧 U ますので 、ご注意  < ださい。 

• 裝急通 巧 番号 （110 番、 11 9 を、 118 を) へ テし ビ 電話を な 口る ことな 
でき ま 6 ん。 

♦ ドコ 亡の 国原 羣話ヴ ー ビス 「WORLD  CALL」 を 利 巧して 国際 テレビ 
霉 記を 利用で きます (げ P ぶ 2)。 

♦ テレビ 霉記通 « 巧 おな、 ド コ亡① テレビ 霉記 C 巧 巧した お 末 ど ラし 
で ネリ 巧で きます。 

♦ テレビ 霉 話中な、 お 豆い の 映该を 見な 巧 5 适話 できる よ ラ C、 別 荒 
リ①平 型 スイッチ 巧イわ ホン マイクを ネリ 用す る 巧、 A ンブ フリーを 
ネリ 用して ください。 

♦ ドコ t の テレビ 霉 詔は、 r 国 塚 憂宰の 3GPP& 1 で療華 化さむ た、 
3G‘324M&2」I こ宰 抑して います。 異なる 方 巧を ネリ 巧して いる テし 
ビ笔 話とは 接続で きま だん。 

XI 3  GPP(  3  rd  Generation  Partner か io  Project) : 第 3 は 巧 稳動适 
值 システム (IMT-2000) じ閣 する 巧适 技術 化绿開 舞の ためじ i を 置 
さ n た 化® 療華 化团 巧です。 

※2  3 Q’324M: 第 3 世代 提を テし ビ 電話の 国際 規 宿です。 


巧 話/テレビ 巧な 
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• 函 面は イツー ジ で、 実厲 I こ 同じ 函面 なを 巧ち むま だん。 
D 读 画面: 巧 字 側の 巧 《  (お 頁い 上げ 時） 

曰 子画面: 白み 側の 巧«  (お 頁い 上げ 時） 

曰 有を 測の カジ ラ 画 度の 巧る さ 


固 

白 

田 固 

B  因 

暗い 

- 療を 

一 巧る い 

田 送 运画鱼 7 —ク 


图 

キ ゎラ電 (全 ホア クシ ヨンた ー ド） を 送运や 

因 

キ ゎラ霉 (バ ーツア クシ ヨン 亡ー ド） を 送 宿 中 

国 

げ普画 まとして 爵止函 送值中 

困 

巧 ソラ 画 侵 送售中 

の 

巧 タラ 画を の 一時停止 中 

困 

データ ボックつ の 7 イピ クチ 尸の 画 毎を 送 這 や 

百受 僖画读 7 —ク 


国  巧手 測の 函该 を涅 を、 保を するとぎ じ 表示 


回 适茜時 聞 

♦ 表示 さ 打る 通 記 時 国は 目 置です。 通話 時 国な 9 時茵日 9 巧 59 砂 ま 
で 表示され、 こ n を 超える ヒ〇夕 00 砂に 房り ます。 


百 DTMF 送 运モー ドマー ク 


♦ テし ビ笔 話中の デイ： 3 プしイ の 巧る ちは、 尝羣 て) おを ① ユーザ お 
をの おを I こがいます。 


電言 舌/テレビ 電 括を かける 


称 J 棘, 
猫 跳— 


，搬 


霉巧巧 強く  [M] 巧 表示ち 〇 ていて 移動 だす C 适館 をして いると き 
でち、 遇 錠 巧 切 〇 る こと 巧あります。 

マルチ ブンバー を 送んで なける ときげ P36 己 

2 わ 1 利 巧 時 C 番号を 這んで 巧 口る とき Byp.366 

テレビ 驾 話の 运 含、 自巧视 のの 运 として キ たラ霉 たを 止 画を 送 這で 

きます。 送 毎す る映衛 3、 巧替画 该投ち (げ PJ ので おちで ミます。 

また、 通話 やに 背面の 万 タラを ネリ 巧して 周 面の 巧 巧を 送る こと 巧で 

さます。 

待受 面面で 電話番号を 入力 

♦ 同一 巧 巧で ち、 むす 巧 か 局番な 5 入力して 
< だ ぎし、。 

• 羣話 番号な 80 巧まで 入で でさます。 

♦  B をの 1 巧を 消去: を） 

♦ すべての 巧を 消 ま; 四 （ 1 砂な 上） 

mmwM 

ca  (音 青電 巧) /を (テ レ ビ委 話） 

♦巧 帯電 詰な 一 おの 電話と 進い、 r ルル ル •… 」 とい ラ 呼 出 音の 前 
じ r フッ ブッ フッ」 という お 毎音ヴ 入ります。 

♦ 宿 手ヴ提 しやのと きな、 r ツー、 ソー」 とい 3 話中 音 巧 国 こえます。 
羣 話を 切 ゾ、 しな 5<  してな 5 なけ 直して  <  ださい。 

音声 g 拓 中の 巧 巧 

• 自み の笔記 番号を 表示:©  ► [羣話 番号 表 巧] 

♦ ハン ブ フン ーの 投 を/解除: に 1(1 較 な上） 

テレビ 電巧 中の »イ 乍 

♦ 自ろ の霉記 番号を 表示:©  ► [自 局番 号 表 巧] 

• ハン ブ フリーの おを/解除; に！ 

♦ 照 巧の おを;©  ►[テし ビ 霉記設 ち] ► [テレビ 笔 話中 お 巧] 

• ウ *>4 ラ画赁 / 巧 替画赁 の 切 普;® 


巧な/テし ビ 巧な 


巧 ぺージ へ 巧  <>;  5 日 


• キ ラ笔 を送值 中に プッシュホン 值 章を 送 宿; [DTMF 送值 
亡ード] ► に N]  ► 送 這す る 番号を 入力 
• た *>4 ラ画赁 を送运 中に ブッシュ ホン 运 登を 送 毎: 送值 する 番号 
を 入力 

3 通話が おわったら 因 


♦  2 わ 1 のちード ヴ [デュアル t- ド] のとき は、 溪巧 2 の あとに 発僖 
番号 送 巧 画面 巧 表 巧 さの •ます。 お售 番号を、 [A ブンバ ー]/ [巨 ブン 
バー] 巧 5 运 巧して  <  ださい。 

音を 電話のと き 

♦ 溪 1 乍 1 と 2 の 手順を 逆 じして ち霉 話を なける こと 巧で きます。 こ 
のとぎ、 笔お 番号を 入力して 巧 5 拍 15 秒 固 巧ち 操作 しないと ち僖 
します。 

テレビ まを のとき 

• テし ビ霉链 C 巧 尼して いない 锅末 C テし ビ霉 記を なけた ときは 接 
おでぎ まだん。 また、 ネット フー クが 巧に よって 64K 巧が 巧で きな 
い搪 器と 接続 するとき ち 接続で きま だん。 

♦ キわ ッチ ホンを ご窝狗 いただい ている 場 含、 テし ビ霉路 や ご 音声 
霉 おわ テし ビ弯 記ヴ巧 なって くると、 看 憧属歴 I こ 記 宿ち む、 [芭着 
信 お U] ヴを 巧ち むます。 

♦ テし ビ弯館 中は、 i モー^*:>^ールか>(ッわージロ/ドは受值さ〇 
ザ、 i モード t ン ターに 保 着さ 〇 ます。 

• 音声た 映 毎の 送を 僖 C 失敗した とき、 自動的に 巧 旧は しま はん。 ち 
ラー 度 テし ビ弯 記を なけ 直して ください。 

テレビ « ちがつな がらなかった とき 

♦ テし ビ笔紀 けつな ヴ 5 ななっ 巧と きは、 復 続で ぎな 巧った 逢宙を 
式ッ た ージで 表示し ます。 なお、 巧手の 電話 巧①是 類た ネットつ 一 
クヴー ビスの ご舆拘 のち 無 じよ U、 実 原の 巧手の が 巧とは 異留る 
ことげ あります。 

■ [番号を ご 植紹の 上、 お 口な 直しく だち い]: 度の 打 てい « い霉 
路 番号 じな けたと き I こ 表示ち 〇 ます。 


巧 話/テレビ 巧 結 
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■ [お 記 やです] : 巧を ヴ 通話 や C 表示され ます (巧手の 節 末 じぶっ 
てな、 パク ッ ト远值 やのと き C ち 表示 ミむ る こと ヴ あります)。 

■ 〔乾 送致し ますので お得ち  <  だまい] : 巧を ヴ 転送 おを している 
とき ご 表示 さむます。 

■ [電 巧の 届なない 所 C いるな、 羣源ヴ 切む ています]; 相ず 巧围 
化 C いるな、 または 羣 源を 六の てい まだん。 

■ [ち售 畜番呈 通知 &ONE してく ださい]; 究這客 番皂が 通知で 接 
続した とき C 表示ち のます (ビジュアル S ッ ト などの 発信 時)。 

■ [音 再霉 詰で おなけ 直し  <だ さい]: 転送 でんむ サービスを 段定 
していて 乾ち 巧 巧 テレビ 霉趙ホ 巧 巧 お 末のと き 表 巧 さ n ます。 

■ [パク ッ S 通值 中です]: 巧す 巧 パク ット通 宿 中に を 巧 さむます。 

■ 〔上限 藻を 超過して いるた め 接続 出 巧 まだん] : リミット 巧 能が 
プラン （タイプ リミット、 フ アミ 。 一つ イ ドリ ミッ 1-) の 上お霉 
を趕遏 している とき C 表示 さ 0 ます。 

■  [i モー ドな ろ 接続して ください]: i ちー ドじ援 続して な色ア 
ク t ス する 必要 巧 ある V ライフ C、 直接 テレビき 紀お僖 したと 
きじ 表示ち 0 ます。 コンテンツ 涅供香 巧 公開し でい るヴイ h じ 
接続し、 リンクな 5 テし ビ奪きお 值 して 視 ちしで < ださし、。 

■ [接続で ぎ ま だん でした]: いざれ の 理由 C ち 該当 しないと きじ 
表示 さむます。 

八ン スフ リー について 

• ハン ブ フン ー ネリ 巧 時の ミ 主意 事 頂 [こ ついては 巧 "p •巧 r テし ビき紀 の 

いン ブフリ ーに ついて 段を する」 

• 看 宿 やおよ び、 音声 霉 おの 弃运 中は 溪作 でぎ まだん。 

• 通話を] 塔 *3 するとい ンブ フリーは 度 除 まれます。 


を’ 甸 I お’ 

通 括 中 じ 保留す る こ:: 巧宙- 
1 适き 舌 中に©  ► [通話 保留] 

• テレビ 笔 きち 中は @ を 巧して ち 逗詔保 望で きます。 

2 适 おを 再 間 するとき は 田 

• 音 ^ 電話中ぶ ©を 巧して ち 再開で きます。 

• テレビ 羣 話中は® を 巧す と カ ソラ 画を で 再開で きます。 

音 再み 巧 中 巧亿 登録す る <« 巧 • 爸 ミミ 
ち 靑覃留 やじ©  >  [霉 きき 巧 登琼] 巧き き 巧1 こ 登録 
因 ま お 別 5 だ 
巧 話巧留 について 

♦ 巧手 じな 保 普 音 巧 流む、 羣お なつな ヴ ったが お ① まま 保留 さむ 
ます。 テし ビ霉 記のと き、 巧手 C は 保 普 画を 法 巧で おちした 画を 
ヴ送僖 され、 [保留] とい ラタ ぞヴ 重なって 轰 巧され ます。 

♦ 保尝 やじ FOWA 筛 末を 聞し’ てを、 保留が 態は 統 きます。 ク □ーブ 
動作 お まとな 連動して いまだん。 


音 IS 巧な/テ レ ビ電 巧を 切り 替える 


呂巧ヴ 5 霉 绍をウ けたと きに、 音 靑巧绍 《 テレビ 驾 話を 切り替え 
5 れ ます。 

• 巧手の FOMA お 末の テし ビ霉詔 切替 お 目 目 适知ヴ 「開始」 に 設 をされ 
ている 必要 巧あります。 

• 電話を 愛 甘た とぎは 切 U 替是る ことけ できません。 宿 手な 5 切 U 替 
えてち 5 つて  <だ まい。 

通話 中に 巧 【 [テレビ電話 切を]/ [音き 電話 切を] 
[はい] 

•  @ を 押してち 切り 普え できます。 


I 切ゾ 碧え C な、 巧) 5 炒ウ なります。 霉 巧が 巧 C よっては 、切り 碧 
を I こ 時間 巧な 巧る こと ヴ おります 。切り 琶乏 中は、 [しげ 5<  お 
巧ち  <だ ちい] と 表示 さむ、 音 开巧イ プン つヴ流 ri ます。 


1:39 


ド コモ 丈 曲 

090XXXXXXXX 


090XXXXXXXX 


レな ろ < おちち < ださい 


mm 


き 再 電話 巧 5 テし ビ笔 i きへ 切り替える とぎ 


• フン t ブ 起動 やは 切り 替を でぎ まだん。 

• 音库笔 おな^ テし ビ笔き 舌を な) U 替える と、 通 お 時 商 表示は 0 おな 5 
辟 おさ ri ます。 

• 笔 巧が 5 舟 こよって な、 音声 羣き 舌な 5 テし ビ電親 または テレビ 霉穂 
な 5 音 再 笔お C 切り替わ 5 す‘、 援続巧 切む る こと ヴお I」 ます。 

• 切り 普え 中は、 廷 結時茵 C 含まむ ザ、 料金は 加* ちれ まだん。 

音き « 話から テレビち 巧へ 切り替える とさ 
• 宿 手な 映 毎を 表示 しないよ ラ C 遵巧 すると、 巧手 側の 巧 メラ 画を 
は 表の ちれ まだん。 


巧な/テし ビ 巧な 


巧 ぺージ へ 巧 <K  57 


• バクッ h* 适值 やのと 安は、 バヴッ h 這僖を 切断して テレビ 霉 穂に 
切 U 普 亥ます。 

• 切 U 普是 前の 适 おが 態 C ななむ 5 す、 テし ビ羣館 区切 U 碧を ると 
/\ ンブ フリ ー 通話に なり ます。 

♦ キ^^ッチ巧ンでの适おやじ、音库笔話巧5テしビ霉き5じ切り替え 
る ことは でぎ まだん。 

テレビ ま 巧から 音き 電 B へ 切り替える とき 

• M ンブ フンーは おなさ 0 ます。 


り ダイヤル/着 巧 ■歴 


Ljj ダイヤル/着 巧な 歴 をが 巧す る 


是 巧の 属歴ヴ 5 そ 〇 ぞれ 30 件まで FOMA 贿 末に 記 巧 ミれ ます。 

• 同じ 電舒空 号 C 巧敎 回な けたと き RR 巧の 1 件 だけ 巧 ゾプイ わ ル 
E 記 « さむます 。ただし、 「巧6」 を 「184」 を 巧け て羣 記を 口け たと き 
は、 別の リブ イ1*= ルと して 記 情 さ ri ます。 

•  2ゎ 巧! J 巧 時な、 A ナンバーと B ナンパー の 度 歷巧そ 打ぞむ 30 件まで 
記 ほされます。 

• 電話 お C 登録して いると きは、 さ 前け 表示 ミれ ます。 

待受 面面で 〇( 回） （り ダイヤル) /〇( 巧 ])(* 信 巧歴） 

• 詳細 画面の 表示: 電話番号を 這ぶ ►  © 

• リ ブイい ル/看 运度 お一寞 面面 I こ 切 営;  〇( 回） （リ ダイ ル)/ 
〇( 巧!） （看 宿 是歴） 

• 巧べー ジ / 前 ぺージ じ 切 普;©/® 

看 值垣歴 の 
種類 


電話の 種類 


ゾ ブイた ルー ミ菌面 


看 « 商 歷一宾 画面 


巧 話/テレビ 巧な 
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2 電話番号を 進んで 電話を かける 

♦ 音を 電 詰: 尼） 

♦ テレビ 笔 記;®  >® 


のの# 異 


表の なし 

音声 霉お 

麽 

テレビ 笔記 

PJ 

64K データ通信 (看运 なおの み） 

© 

国 お霉お 

M0〜M2 

マルチ ブンバ— お着 宿 (7 ル チ ナンバー 按 定時の み） 

回 

B ナンバー 拜着值 C2 わ 1 [デュアルた ー ド] 時の み） 

ぶ 

看 もじ (着 僖展歷 のみ） 

•巧 n 担の 9 巧 


笔話 C 化たち の や、 応ぎ 保留した ちの 

芭 

伝き； で 巧 件を 録音/ 録 国した ちの 

巧 

き 話 C 巧 客し な 巧った ちの、 を 送 巧た 普 守 番笔話 
ヴー ビス た ン ター C 拉 送した ちの、 霉記娠 指ち 着 « 
巧 否 (げ P.11 の、 電話 脹 指を 看 值舒习 (iyp.117)、 
笔き舌 お 登録み 着 « 巧 否 (げ P.1 19)、 が 适巧 理由 別 看 
宿 拒否 (げ P. 11 の、 公な モ ーK (ド ライフ t ー  ド） 

(げ P.69) ①設 ちじぶ U 看值巧 巧を さ 〇 たちの 

• 通 結 やに 音库霉 結な^ テし ビ羣 結を 切 U 替を てち， 弯 結の 種類 じは 
お 宿 時/尼ぎ 時の 種賓ヴ 表示 さむます。 

晕 タイい ル インを こ 利 巧の 巧手な 5 の看值 のとき、 巧ず の ダイ ル 
イン 番呈 とは 異なる き 号び 表示 さ n る こと 巧あります。 

♦ 看ち じを 受信した 看 值康歴 巧 5 発运 してち、 受® した 看ち じは 送 
« さむ まだん。 


• 霉錠曠 C 同じ 霉 記を 号 巧重运 して 登綠 ちの ている とさな、 夕ち IJ 
番号の/」、 さいでの 香 前 巧 表 巧 さ: n ます。 

• 巧みな どで 時差？ S 正ヴ巧 われた ときな 現地での 日時 巧 表示 ちれ、 
[も] ヴ表 示さ 打ます。 


リ ダイ f ル/ •巧な ちなら 巧 巧 « に爸錄 する  <  巧な 曠巧ほ > 
1 一巧 面面で 電益番 置を 遣 ぷ>© 

• 詳 巧 画面では：© 

2  [驾お tS 登録] ► 驾お 巧1 こ 登録 

IJ ブイ f ル/看 ffl 度度を 削除す る  <  削 巧 > 

1 一ち 面面で 電話 番皇 を遣ぷ >0  ►[削な] 

• 許 巧 函 面では:©  ►[ 1 件 削除] ► [はし、] 

2 削がで をを 遵ぶ 
• [ 1 件 削 苗;〕 

• [を 件 削 お〕 緒 ま 暗 泣 ま 登を 入力 

3  [はい] 

リ ダイが し/着 巧 « 歷巧 5 ツー ルを 作 巧す る <  メ—ル 巧が > 
1 一ち 面面で 電話 番皇を 遣ぶ >0 
• 註 袖 画面で な：© 

2  [メー ル 作成] ►メー ルを 巧な •を僖 
巧 括 至 暑と リ タイ t^ル/看«な歷曰時をスクジュールC登 
沒 する < スブ ジュール 巧 巧〜 

1  一 R 画面で 霉お番 畳を 遠 ぷ ► @ 

• 詳巧 画面で 巧：© 

2  [スク ジュー ル 作成] ►スク ジュールを 登録 

■巧 巧 おのを 表 巧/巧を 表 巧を 巧 ラく を R 巧/おを ま 巧 > 

一 K 画面/詳細 画面で を) ► [表示 設 を] [を 表示]/ [お定 表 
巧] 


WIH 歴な S 巧 化 時 罔を 掩强 する く 巧 化 》■» 巧 > 

詳細 画面で©  ► [表示 設 を]  >  [呼 出 時間表 巧] 

♦罹 おの お 3; [宿 お] 

巧 连お巧 5 だ 
削な について 

•  'J タイた ルを 全 件 削除す ると， 看ち じの 送 值ソッ t ージ届 度ち 
削がされます。 

•  IJ プイた ル/着信 贾 匿を まか 削除す ると、 A ナンバーと B ナン 
バーの すべての リダ イわ ル/看 宿 届歴ヴ 削除ち ri ます。 

を ま 示/巧 ま 表示 じついて 

• 呼 出動 巧 開 想 時間 お定ヴ [ON] で、 不在 看 运商お 表示 ヴ [OFF] じ 
錠ち さ ri ている 場 含 I こ、 電路 應 I こ 登録ち 打てい ない 巧を 巧 5 霉 
抱ヴ ななって きたと き、 巧 ①看运 は、 看 信届歴 じは 哀巧 さ; n ま 
だん。 

■ 呼 出を 巧 開始 時間 巧に 笔お巧 切が ちむ た 看 宿 

■ 笔没 のが 巧 巧 悪いた の I こ 切が まれた 着 宿 

ただし、 [を 表 巧] を遵 巧す ると 表示ち だる こと 巧で きます。 

巧 化 時 旧 ま 示に ついて 

• 看 宿 商 歴一妄 画面に [V] ヴ 表示 ちれて いるを のじつ いては 呼 
出時 固を 植歸 でき まだん。 

• 笔 おお 指を 着值巧 否、 霉お婚 指を 着径お 巧、 霉記婚 登録 外看售 
拒否、 が 通知 透 由 别看值 巧 否、 公な モード （ド ライフたード) の 
おち じより 着 值巧巧 巧 さむた 每 さはの: 00] と 表示ち むます。 


巧 巧/テし ビ 巧な 
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m - 

着 もじを 設 まする 


さ 声 驾:泣 や テレビ 驾 おを なける ときに 同時に タツ わ ージ (含モ 

じ） を 送信して、 呼び出し やの 巧ず の霉 iS 樹こ表 巧し、 あ 5 なじめ 

用件を 伝える こと ヴ できます。 

• 全角 •半ち •給ち す •記 登 間む す 10 文: すまで 送 宿で ぎます。 

•送 宿 測は お金 巧な 巧り ます。 受這 測は が 金 巧な 巧り まだん。 

• 着ち じの 詳細が 巧に 巧樓 じついでは、 ドコ 亡の ホーム ぺージ まちは 
r ご ネリ 用 ガイド フック C ネットつ ークヴ ービつ 痛)』 を ご 黄  <  ださし、。 

• ブール □ツク 中 や 着ち じの 巧お别 □ツク 中な、 看ち じを 愛 宿して ち 
表示ち むま だん。 □ツク を おおす ると、 着® 履歴 詳細 画面で タツ 
t ー ジを宿 淀す る こと 巧で きます。 

• 送 宿 画面 おぶ ぴ受运 画面の 看ち じソッ t ー ジの前 じは、 [ぶ] 巧 表 
巧 さ?! ます。 

♦着ち じげ 表 巧 ちれる のな 看® や (黄值 中) のみです。 通話を 開始す る 
と 看ち じは 消えます。 


例： i 


••ちじを を 巧した ヒ S 


巧 


ドコ 亡友 出 

打け H なな X 


A お/テ) ビ 巧な 
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の を する 


■着 もじ メッセー ジ をせ 巧す る <  ィッ セー ジ巧 ぶこ’ 

• 着ち じ タッ t- ジは 10 件まで 登錄 できます。 

1 カスタ ムメ ニ ューで [設定] ►[その 化の NW サー ビス] 
1 [ち もじ] ►[メッセー ジ 作成] 

2 番号を 進ぶ を 

• 登録して いる 看ち じソッ fe- ジの淀 陆:ま 号を 逢 岛 ►  ® 

3  メ ッセー ジを乂 力 ► © 

麵着 もじを ち 示す るか どうかを 役を する 

<タッ七ージ表示»を> 

1 カスタ ムメ ニ ューで [設定] ►[その 化の NW サー ビス] 
■ [ち もじ] [メッ 七ー ジま 示を を] 

2 表示 方法を 選ぶ‘© 


—ジを 付けて ける く  ■も 


1 待受 面面で 電話番号を 入力 ►©【 [ち もじ] 

2 を もじ メジ セージを 進ぶ 

’ 〔イッ 七ー ジ 作ぶ] 着 もじ メッセー ジをス •力 
〔イ ッ 七ー ジ S 巧] 看 もじ イッ 七ー ジ を* ぶ > @ 

[を 巧 イジ セー ジ ■ち〕 着 もじ タ ッセー ジを进 ぶ > ® 


3 の诣 青電話)/ を (テレビ電話) 


さいしました 
ド コモ 州 


• 看ち じ 巧 巧手 じ 届く と隨僖 しました] と 表示 さ り、 掛 1 が 金 巧 
なな U ます C 


♦ 霉巧 帳やリ ダイた ル、 看 售寅歷 の 詳細 画面で サブ •> {ニューを 表示 
してち、 着ち じソッ t ージを 巧け て発僖 でぎ ます。 

• 音 库有お 再発 运時 I こは、 テし ビ霉き 舌掛含 時の 看ち じ 巧 自動で 送信 
さむます。 

•  W 下の 巧 態のと きち、 送® お金は 巧なります。 

■ 羣 巧が おじよ って、 相手 側の 筛末 I こ 着ち じヴ 届いて いてち を僖 
側 I こ送值 括果ヴ 表示ち むない とぎ 
■ 呼 出を 巧蘭始 時图設 をで 設 をした 時 闇よ U 呼 出時 闇 巧 巧い とき 
• 看 宿彻ヴ L 式 下の が 態の 頃 含、 看ち じを 巧け て発售 してち 着ち じは 
表示され ザ、 送运 料を はな 巧 U まだん。 

■ 巧手 ヴ巧 巧規 末で ない と 安 

■  >^ッわー ジ 表示 設 をで お 客して いる 着 毎 tx みの 看 宿のと き 
ち 5 区， 看 信 糊 巧 W 下の おを •巧 態①遏 含、 送® 測の 画面には 送值 
結果ち 表示ち むま だん (看 得 側の 着径 履歴 C、 看ち じは 保 毎ち 0 ま 
巧ん)。 

■ あかのと き や 霉源巧 入って いないと き 
■ 公共 モード （ド ライフちー ド） をき さ 巧して いると き 
■ ち の 応爸 時图を [0 砂] C 設 をして いると き 
• ま 值ソツ t ー  ジ属歴 は、 最後 C ま运 したち のな 5 10 件まで 記 巧ち 
れ ます。 


• 巧みでの 利用 時に な 看ち じを 送受 运 する ことなで さま だん。 


看ち じのを «ゴ ツ t - ジ H 匿を 削除 守る 

1 「« ちじ メツ b- ジを仰 ブて覃 おを ヴ ける」 の 巧 巧 2 で 
[を 信メツ t- ジ 届歴] ■を じ タツ t- ジ を适ぷ >0 
2 削が 方 まを 适ぷ 
[1 押 削除] 

[を 押 削除] I 席 末 歴記番 音を へて!  ►© 

3  [はい] 


ポーズ ダイヤル 


I プッシュホン 巧 号を 手早く 送り出す  I 

チ クット の 子 巧 や 銀 巧の お青靖 会ヴー ビスの 巧 基番曼 とち 信す 
る^ ッ t ージ (ま 登) などの 销み舍 〇 だを 霉話展 に 登録して お < 

と、 茵峯な 巧 作で 送信で ぎます。 

♦适 話中 C ブイ わ ルボ タンを} 甲す と、 押した ポタンの ま 号ヴ プッシュ 
ホン 宿 暑と して 1 つ ザつ 送值 できます。 

-  >ぃ一^^ 

1 電話 《 に委話 番号を 入力 ►〇 

♦  〇 を 巧す と ポー ブ [P] 巧 入力され ます。 

2 送ち する 番号を 入力 ►ろ 

♦ 番号を A でした あと、 〇 を 巧す ヒ 続けて ま 号を 入力で きます。 

3 電話 巧を を 貸 


巧 巧/テし ビ 巧な 
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• ポープ ブイ わ ルは 直 声き 話の みに 対応して います。 

1 プッシュホン 信号を を録 した 電話 巧から 音き 電話を か 
ける 

• 登録した [PH 乂隆 のま 号ヴ表 巧され ます。 

2 タイミングを 合わせて® 

•  [p]w 隆 のま 号ヴ ブッシュ ホン 僖 暑で 送 宿さむ ます。 

•  [P] で 区切った 理教の 番号を 登な している とぎは、® を 巧す た 
UC 送 毎され ます。 

• 受值 側の 巧 器 巳 よっては、 僖 登を 愛值 できない こと ヴ あります。 


WORLD 


r 国際電話を； り 巧す る 

WORLD  CALL は、 ドコ ちの 巧 《電 結な 5 ご ネリ 巧いた だ ゥる国 巧 

覃巧サ — 一つ ，す 

FOMA ヴー ビスを ご寶 のの お 夏 塚は、 ご寶の 時に 友む だて 
rWORLD  CALL」 もこ 養 巧い ちだいて います (ただし、 不要の お 申 
し 化を まれた 巧を 除きます) e 

[通話 万る]  009130  ♦  010  ♦ 国 室 呈 ♦ 化 域き 号 (巧 外局き） ♦巧 
手 巧 羣ぉ室 号 ♦ 因 

♦ 上記の 操 イ乍巧 まを、 FOMA お 末の 羣話帳 C 登 f をで ぎます。 

♦ 地域 番号 饰外 局番) ヴ 「0」 で お まると ぎじは、 「0」 を 除いて 入力 
して <だ ちい (ただし、 イタリアの 一巧 霉提 などに 巧け ると きな、 
_ro」 巧む 要です)。 _ 

• 适記 巧は 世 巧 巧 240 の围ヒ 地域です。 

• 「WORLD  CALLJ ① 料金は を 月の 巧 帯電 話の 适記 料金と 含む e て ご 
資 ホいた します。 

• 申边寺 致が •月額 度 用 おは お 巧です。 


.，巧 お/テ) ビ巧粧 
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•  WORLD  CALL を ご 利 巧 さ 〇 た ときは、 直前の 适話時 茵の揭 H ヴ 
FOMA 規 末の 画面で 宿 淀で きます (げ P,33 巧。 

• 霉 話®、 リ グイれ レ、 着 售属歷 を ネリ 巧 するとき 巧、 の〇 913001 0」 を自 
動的 C 巧 加して 電話を なける こと ヴ でち ます。 

• 国原 笔話 ブイ わ ル 手順の 変 夏 じついて 

巧帯羣 話な どの 移動体 适值 巧、 r マイ ライ ン」 ヴー ビスの 巧を 外で あ 
るた の、 WORLD  CALLC ごいて ち 「7 イラ イン」 ヴー ビスを ご 利 巧 
いただけ まだん ヴ、 r マイラ イン」 ヴー ビスの 旁 入 C 伴い 摄を羣 話な 
どウ色 国廣霉 話を こ ネリ 用 じなる ときの 入力 寺 房な 変を となり まし 
た。 な 巧の 入で 手順 (前記 入力を* 口  5 「010」 をない たちの) でな ご 
ネリ 用いた だ 口 まだんので、 ご注意  <  ださい。 

♦  WORLD  CALL じついて は、 取扱 お 0 月 » 養 面の r 辕含お ra い 含む だ 
巧」 まで お 間い 含む だ  <  ださい。 

• ドコ tw 外の 国際 霉 詔ヴー ビスを なをこ ネリ 用 C なるとき は、 各国 お 
霉話ヴ ー ビス をれ C 直接、 お問い 含 わは  <  ださい。 

♦ 一部 ご 巧 巧で きないが! 金 フラン 巧あります。 

テし ビ笔話 巧 巧の* みの 特ち 3  G 捷を羣 話を ご 利 巧の お客樣 I こ 巧し、 

前記 入力 方を の あと C テレビ 霉詔 t ー  ドで 舜 « すむ! ま 「国 燥 テし ビ 

霉 お」 巧 ご 利 巧 いちだ C ます。 

• 接続 可 おな 国 おぶ び 通® 事 美を などの 巧 巧 C ついては ドコ 亡の 
ホームページを ご 莫<  ださし、。 

• 国 巧 テレビ 霉詔 ①接爲 巧の 端末 [こよ U、 FOMA お 末 C 表 巧 さむる 
宿 手 側の 画鱼巧 もむ た U、 接続で きないと き 巧 ございます。 


国 K アクセス 番号/国 番 ちの 自動な ホモ SS する 


日本 口  5 国原 霉 詔を なける とき じ、 電話を 号の 巧 頭 じ [+] を 入力す る 
と、 白 お 的 じ 国 巧アク t ス 番号 じ 変換して 発僖 できます。 また、 巧 かで 
ネリ 巧 中 じ 羣話候 巧 5 電話を な C ると きに、 霉詰至 号の 巧 寅の [0] を 白 
夏] 的 C 国 番号に 変換して お 這で きます。 

カスタム メニューで [設 を] ► [る 話 •巧 信 巧お設 ま] 
[その他の 註を] [国 巧 ダイヤル アシス ト設 を] [自 
巧を 巧 巧お教 を] 

2  [自 巧 国 巧プレ フィックス ま換] 巧を 進ぶ； 贫^阳 川 

• 自を [巧 加す る 国 段アク t ス 番号は、 国 晤プレ フィ ツ クス 教 をで 
段: をで きます。 

3  [自巧 国 番号を 巧設 ま] 巧を 送ぶ ©  ►  [ON] 自 巧が 
加す る 国 番号を 惡ぶ 

• 国 室号設 ちじ 登録 ちれて いる 国 番号 巧 5 遵 巧で ぎます。 

4  (D 


■  [+] を 入力して 图篇巧 話を かける 
• 应3 を 1 砂]^ 上がす と [+] を 入力で きます。 

待受 面面で 思 K 1 巧な 上） ► 国 まち、 お 域を 号 (巧 外局 
香)、 巧手 先 委話番 ちを 入力 ►  (3 

•  [+] を 国 曝アク t つを 号 じ 変 探して 巧 加した 番登ヴ 表示 さむ ま 
す。 

2 谋 信] 

•  [+] を 国 曝アク t スを号 じ 変を しないと き： [元の 番号で 舞值] 


• 曰 本巧泛 国塚羣 話を 巧 口 ■ると きじ 利 巧す る 国 瞭アク t ス番呈 を 10 
件まで 登録で ぎます。 

1 カスタム メニューで [設定] ►[通話 ，巧 信 巧能設 を] 
[その 化のを を] [国 巧 ダイヤル アシス ト をを] [国 
巧プレ フィックス 設 を] 

2 巧規に 登録す る 番号を 楚 ぶ'® 

♦ 登録 あみのを 号を 変更: 番号を 這ぶ ►  ®  ►陛動 
♦ 登摄 巧みの ま 号を 削除; 番号を 這ぷ ►©►[削な] ► [はし、] 

♦ 登録した 番号を 有 動 付加 巧哀じ おを/お 除: 番号を 遲巧 ►  @  ► 
[自お 巧 加/解除] 

• 名妳 のむ c[o] 巧 表示 さ ri ます。 

3 を おを 入力® 

♦ 香 巧な 全角 7 スぞ (半 負 14 文字) まで 入力で きます。 

4 が加番 ちを 入力© 

♦ 匹) を 1 抄 W 上} 甲す と [+] を 入力で きます。 

• が 加を 号な 16 巧まで 入口で さます。 

■ 因 巧 アクセス 番号を 巧んで 国 巧を かける 
< 田 K« おお 巧> 

国を 号、 地域 番号 (巿か 局番)、 巧手 巧霉 記を 号の みを 入力して、 国お羣 
記を なける こと 巧で きます。 

待受 面面で 国 香ち、 化 域を ち (巧 外 局番)、 巧手 ホ 電話 番 
ちを 入力 ►© 

♦ 笔話廢 巧 客 表示 画面では:©  ► [室 号 設定] 

•  J ダイい ル/看 僖届歴 の 註 細 画面では; @ 

2  [番号 巧加结 を] [国 巧 電話 黄 信] 

3 国廣 アクセス 番号を 遺ぶ ©►虹 


巧な/テし ビ 巧な 
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国番 巧を S まする  <3MMUW> 


♦巧 か 巧 5 国瞭笔 話を 巧け ると き C 利用す る 国 番号を 30 件まで 登録 
できます。 

カスタム メニューで [設定] ►  [«巧 •通信 巧お設 を] 
[その 化の 設 を] [国 巧 ダイヤル アシス ト設 を] [国 
香ち 設 を] 

2  «規 にさ 録 する 番号を 楚ぶ ► © 

♦ 登録済みの 国 番号を 変更: 番号を 送 巧 ►  ®  ► 照 集] 

• 登録済みの 国 番号を 削除: 爱 号を 這 巧 ►  ®  ► [削除] ► [はい] 

3 国を を 入力 

• 国 香は を 角 7 文す (半 香 14 文ぞ) まで 入力で ぎます。 

4 国 番号を 入力® 

• 国 室 号な [+] を 含の て 目 巧まで 入力で きます。 


巧言 舌餐 号の ホ 頭に 付加す る 番号を お定 
する 


• 国 辑アク t つま 号な ど、 電な 番号の 巧預 C イブけ るプ レフ イッ クス 番 
登を 5 件まで 登録で きます。 笔話 « 、リプ イわ ル、 着 售履歷 巧 5 の 発 
值時 I こちが 加で きます。 

カスタム メニューで [設定] ► [ほを •通信な お設 を] 
[その 化の 註を] [プレ フィックス をを] 

2  «規 にさ 録 する 番号を 楚ぶ ► © 

• 登摄 巧みの 番号を 変き: 番号を 遵巧 ►  @  ► [変更] 

♦ 登録ち みの 番号を 削除: 番号を 道 巧 ►  ©  ► [削除] ► [なし、] 

3 プレ フィックス 番号を 入力 ►€) 

• 迈) を 1 秒] ん t 伸す と 卜] を 入で できます。 

• ブしフ ィッ クス 番呈な 巧 巧まで 入で できます。 


& 班/テ) ビ巧な 


时 


1 待受函 旧で 電話番号を 入力 >© 

• 軍記ち 巧 容表巧 画面で 13:0  ► [番号 設定] 
• リ ダイた ル/ ■着 垣 届 垣の 詳細 画面では: 汚) 


2  [番号が 加を を] [プレ フィックス 遵 巧] 
3 プレ フィックス 番号を 爱ぶ ►©►因 


ドレス 巧を 


•ブ アドレスを 指定して 電 巧を かける I 


ヴブ アドし ス を® 用す ると JSDN 滿末じ 電話を ウけ ると きじ、 特 
をの 節 ホを 呼び出す こと 巧で きます。 

• ヴ フアド レスとは、 1 つの 吃 DN ◎場 じ 接続 ミ n た 巧 数のに DN 規末 
を 呼 U ろけ るた のじ 巧け 5n た 番号です。 V ライフで コンテンツを 
這 巧と きごち 利 巧し ます。 


カスタム メニューで [設定] ► [通話 •通信 « 能 設定] ► 
[その 化の を を] [サブ アド レス 設 を] [ON] 


■サブ アドレスを 括を して® 話を かける 

• 笔話 番号と サフ アドし スは 巧を じ お 間し \合 むだく ださい。 

1 待受 面面で 電話番号、 度)、 サブ アドレスの リ 頃に 入力 

の 


• 笔結番 章の 巧預 crK」 を A 力したり、 n  86 丄 n  84」、 プレ フィック 
つ おちで 巧 加ち 〇た番 登の あと 区 rx」 を 入力す ると、 r)(」w 隆は羣 
結番 章と みな まむ ます。 


s 巧な 機 巧 


L  途切れた 通話を 自動的に 再を 療 する 


n 


♦霉 巧の 巧 おじ より 再 接続 巧 おな 時間は 異なります。 呂安 はお no 钞閣 
です。 

♦ち 接続 さ n るまでの 間 (を 長 約 10 砂 国)、 巧 字な 巧 音が お C な U ま 
す。 また、 この 国を 通話 お金げ 巧なります。 

カスタム メニューで [設定] ► [巧巧 •通信 巧お設 を] 
[通話 中設 を] [再 接 巧な お] 

2 アラー ム 音を 進ぶ© 


面 囲の 届 音を 巧え て 通話を 明瞭に する 


• 通常ぶ、 [ON] での こ 度 用を おすすめ します。 


カスタム メニューで [設定] [适話 ，巧 信な お 註を] 
[巧 話中 設 ま] [ノイス キャン 七 ラ] ► に 川 


♦ソイ ブキ^^^シわラでは、 通話を 明瞭に する ためじ 音开の 加工 迎涯 
をして います。 周囲の ソ イブが おわ、 結し なで C より、 音声の 聞 こ 
るな たヴ 変わる こと ヴあ t) ます。 


東 K 八ンズ フリー 


「車の 中で 手を ほわずに 話す 

FOMA 旅 末を 車哲 M シブ フ LJ  — キット 01( 別 巧) や 力ーナビ など 
のい ンブフ リーか 巧 巧 器と 挺爲 する こと 区より、 A ンブフ リー巧 
応巧 おな 5 音 靑巧绍 の 発着 信な どの 巧 作 巧で きます。 

ハン ブフ リー 巧の 巧 おの 巧 巧に ついては、 各 M ジブ フリー 巧 巧 巧 
器の 取あ說 巧 磐を ご K  くだち い。 なお、 実 載 A ジブ フリー キット 
01 ( 別 巧) を ごが 用 時には、 FOMA まち A ンブフ リー送 続 ブー プル 
01 ( 別 巧) ヴ 必要です。 


• 看值 時の 画面 表示 や 看值营 などの 動イ ち、 公共ちー ド （ドライブち 一 
ド) おを 中の 看 运更] 巧は、 FOMA 蘭 未 ①設巧 にないます。 

•  A ンブ フンー巧 あ 巧 器 口  5 音を ち 5 すよ ラ 区 お をして いると き、 
FOMA^S末で7ナーた-ド投ミやた看宿营きを[ヴイしント]ご設 
定 していて ち、 弯き 舌の 着 僖時じ パ ジブ フ IJ— 巧 尼 巧 器 巧 5 看 宿 音 
巧ち U ます。 

•  FOWA 摘 末な 5 音を 晴 5 すよ ラ C おちして いる 靖 含、 遏篇中 C 
FOMA 摘 末を 閉じた ときは ク □ーブ 動作 おを C ない ます。 A ンブフ 
リー巧 お 樓器巧 5 音を 嗎 5 すよ ラ C 設ち している ときな \ク □—ブ 
を 作 おを C ななり 5 す FOMA 湿 末を 閉じて ち 通 記 恩 泄爲 ミり ます。 

• 伝含夕 t きさを やは、 パン ブフ リー 巧の 機 蓋と 接続 中で ち 伝き 夕亡 
の おち にないます。 

•  /\ ン ブフリ ー巧の « 器の 恃住や 仕 浸に よっては、 FOMA* 末の 一 
部の 通 抱 操作 巧で ぎない ことな お U ます。 


巧な/テし ビ 巧な 


的 


巧言 舌/テレビ 電 巧を 受ける 


着售 は、 看 信ち、 看 這 ラシ プ、 パイブしー タ などで 括 器! できます。 

• テレビ電話の 場 含、 有み 測の 踩* として キ ラ霉 たを と 画を を僖で 
きます。 送® する 映运 な、 巧替画 赁投ち (げ P.T ので おちで ミます。 
また、 通話 や C 背面の た *>4 ラを 利 巧して 周 困の 巧 巧を 送る こと 巧で 
ぎます。 

電話が かかって くると、 着信 音が P 負り、 ま 信 ランプが 点 
巧す る 

• 看值 中は [着 宿 中]/ [テし ビ羣話 着 « 中] とを 巧され ます。 登録 
している 7 ル チ ナンバーに 着這ヴ あると、 [看® 中]/ [テし ビ霉 
話 看 宿 や] のちに 7 ル チ ブンバ ーの 名 巧ヴを 巧され ます。 

• 寶运香 番号 ヴ适則 さ 打たと きな、 電話番号を 表示し ます。 羣話 » 
C 登錄さ ri ている 笔話 番号 丹色の 着值 のとぎ は、 香 前ち あわだ 
て 表示し ます。 電話 很じビ クチ 户ー コールを 設 をして いると ぎ 
な、 おちさ n た 画运ち 表示 さ ri ます。 

• お 值吾番 登 巧 通知 さ 打ない ときな、 が 通知 逸 巧 巧 表示ち 打ます。 
- [が 适則設 を] :お僖 着の 意思 C よ U 结售を 番号を 适巧 しない 

で 3| 戶 I  *  •U を 

- 〔公 お霉 話]: 公巧笔 記な どな 色発值 したと ぎ 
• [通知 不可 目 到: 巧 かな 5 の 着运ゃ 一肢羣 話な 5 各樓お 送ヴー 
ビ つを 経 巧しての 着运 など、 舞 宿 客 番号を 逼知 できない 宿 手 
な 5お 毎した とき （ただし、 経 巧す る 笔話会 化な ど C よ 異僖 
香 番号 巧 通 巧] さ； n る ことち あ U ます） 

麵巧 中の 巧 巧 
♦尼き 保留 (巧 P<68) 

• クイック ヴィレン h*  (げ P.96) 

♦ クイック 伝 S ソ亡 （ホ PJ4) 

•  7 ブー 亡ー ドの 設 を/解が (げ P.96) 

♦ 乾 送 でんむ ヴー ビスを 利 巧して お 送:©  ► [看 «お 送] 

• 普 守番霉 話ヴー ビスを 巧 巧して お 送;®  ►[留守 E 送] 

♦ 看值巧 否:®  ►[着 僖 拒否] 


A 話/テし ビ巧お 
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2 の 

♦ 音声 笔 記のと きは エニー キー アン ヴ ーで 電話を 受ける こと 巧で 
きます (げ P<67)。 

• た *>4 ラ 画 侵で 応爸 (テレビ 笔 g お；® 

3 巧 話が おわったら 归 


• テし ビ羣 話の 場合、 巧手 側な 5 おを ヴ送值 さ 0 てこない とき じは 
黒い 画面 ヴ表 巧され ます。 

音き 電括 中に r ププ… ブプ… J という 巧巧 中* 径 音が M こえた とき 

• 留守 空 羣巧ヴ ー ビス、 お 送 でんむ サービス、 午 ロ ツチ ホンの いすむ 
ウをご 契約いた だいて いると き、 廷記中 着® 設 巧を r 関 巧」 I こおち 
し、 逼記中 看值動 イで遵 巧を [通常 着信] C 投 をす ると、 通 i 舌 や C 別の 
音声 笔路ヴ な 巧って きたと き cr ブ プ…ブ ブ…」 とい ラる 紀中 看僖 
音 ヴ固こ 亥、 巧の サービスを 利冉 できます。 

■ 乾 送 でんむ ヴ ービ: U げ P*359) 

■ 普守番 電路 ヴー ビス (iyP35 の 
■ キt^ッチホジ（巧M=^358) 


ま 声 巧 お/テ レ ビ巧 おを 切り 替えて 巧 
巧を まける 

巧 さ (お 信 測) の 巧 巧で ち 青霉紀 テし ビ覃 話を 切り替えます。 

• 有ろ (看值 側) 巧 5 切り 普 之る ことなで さま だん (音声 電話 《 テレビ 
霉話切 U 替え 対応 巧 佳で ご 利用いた だな ます)。 

• 有 巧の FOMA 端末の テレビ電話 切替 おお 通 姑 (巧 P.79) を r 開始」 C 
設 をして おくむ 要な あ U ます。 


1 通話 中に， 巧手が テレビ電話/青 黃委 話に 切り替える 


レげ ろ < ちちち ください 


〜 -:n- 

音声 電話 巧 5 テレビ 笔き 舌へ 切り 普 文る とぎ 
•切り替え じは、 巧 5 秒な ロリます。 霉 巧が 巧 C よっては、 切リ替 
を I こ 時 国 巧な ヴる ことげ あ U ます。 巧 U 碧 文 やは、 [しなら < お 
巧ち  <だ まい] とを 巧され、 音 再 巧 イブ ンつヴ 流； n ます。 

^ .こご 霉活巧 5 テレビ 霉 ちじ 二 -こ ふ,; >1 さ 
• 宿手ヴ テし ビ霉話 C 切り替えた ときは、 音库 ガイ タン ス巧 流む 
た あと、 上の 画面 巧 表示ち のます。 [はい] を 這 巧す ると、 代智画 
慮 殺: 巧で 段: をした キト ラ 電わ祿 と 画 巧送值 さむます。 [いい 是] 
を 道 巧す ると [テし ビ 電話け 普] C  [方 ソラ ブフ] とい ラ 文字を 霊 
むた 巧を 巧 送值ち 打ます。 

テ レ ビ電巧ヴ5音；*5«£に巧こ-1?~ こで とさ 
•相手 ヴ音再 電話 C 切り替えた ときは、 音声 巧 イブ ン 3 ヴ流 打た 
あと、 音声 羣話 C 巧リ 碧む ります。 そのまま 音声 羣 話を 巧の て < 
だぎ い。 


一 

け@函«巧巧をにち 
表して よろしいです 
ジマ 

処け 

一 

♦  7 ルチア シス タントな 5 化の 画面を 表 巧した とぎ や、 保留 中、 パ 
クツ ト适值 中、 FOMA お 末を 閉じて いると きな どは、 切 U 替えで き 
ま はん。 また、 ヴ フジ ニ ユーヴ 5 お 能を 実 巧して いると きな 切り 琶 
るで ぎない こと 巧 おります。 


エニーキー アン ヴー を設 巧す ると、 垣 巧 時の ボタ シ W かで ちち 靑 
« 泣に 応 客す る こと ヴ できます。 


ちを 時 

エニー キー アジ ヴー 投ち椅 

の 

の〜 風、 風、 風®、 〇、®、®、®、 画 

1 カスタム メニューで [設定] [通話 •巧 信な 能設 を] ► 
[着信 時設 を] [エニー キー アンサー] [ON] 


ー ズお巧 没を 


FOMA 端 未を 巧 U て 通 巧を お 了/保留 
する 

-I カスタム メニューで [設定] ►[通話 •巧 信 « 能 設定] 
[クローズ 巧が 設 を] 

2 設 をを 選ぶ© 


• [保留] じ 巧 巧して いると きは、 な 皆 音 巧 流む ます。 な 皆 音は 変更で 
さます。 テし ビ霉 S 舌のと さ、 巧手 区は 保資 画を 乾: をで 投 をした 画を 
ヴ送僖 されます。 

• [ミユ ート] にお 巧して いると きは、 保坦 音は 流 0 ません。 テし ビ羣 
路のとぎな、巧客函韋投をできさ巧したキ^^ラ笔わ爵止函巧を值さ 
れ ます。 

♦ [保 皆] または [5 ユート] C 設 をして いると き、 再 ぴ适詔 するとき 
は、 FOMA 琉 末を 開きます。 


巧な/テし ビ 巧な 
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• 平 型 スイッチ 巧イわ ホン 7 イク （別売) などを 接爲 している とき 
は、 ク □—ブ 夏3 作汾ミ C ゥゥゎ 5 す’ FOMA お 末を 葫じ てち 通 紐 a 
巧 病され ます。 

♦  FOMA 輔 末を 聞 じたが 態で イ户 ホン 7 イクを 巧 < と、 [ミ ご 一 
卜] / 膽制 C 設巧 中ぶ ミ ュ-卜 が 態 I こなり、 谓割 C 設を 中は 保 
堅げ 勒 こなります。 再び イた ホン マイクを 接続す る 巧、 FOMA 盧末 
を 閉<  と， 适結 できます。 


じ1 巧 中に 巧手の? S のを 量を 調節す る 


• [音备 1] へ [营备 io]c 調節で きます。 

• 通記中ゃ得き中じ領酌した音苗ん電おを巧っ5ル笔おバックを 
巧り かしてち 保揖 さむます。 

• 待受 中の 受記音 ■竭節 C ついては 巧* P.93 

通話 中に 0/0 

• テし ビ笔 話中は ヴ フジ ニ ユーな 5  [愛 記 音量] を透択 してち 操作 
でぎ ます。 

2  〇 で 音 垂 を 調節 

• 音屋 調節を、 約 2 砂 経過す ると 通 お 画面に ち U ます。 


すぐに 巧 おに 出られない ときに 保留に 
する 


• 尼 爸保普 やち、 巧手に 這 館 料金 巧な 巧り ます。 

♦おを でんむ ヴー ビスた 里 守番笔 話ヴー ビスを ご 質 巧ち むてい ると 
きな、 拉送 巧への お 送 わ 壁 守 ま 羣記ヴ ー ビス t ン 9 一への 接 债ヴで 
きます (ザ P.66)。 


巧な/テレビ 巧な 
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1 着信 中に 因 

♦ 宿 手 I こは、 尼ぎ 保 普音ヴ 流む ます。 

♦ テし ビ電 記を ウけ てきた 巧手 じな、 FOMA 捕 末で 段: をした 尼 さ 
保 資画该 C  [あぎな B] とい ラち ぎな 重なって 表示 ちれます。 
♦尼ぎ 保留 中に 因を 巧す、 またな 宿 手巧羣 話を 切る ヒ 通話 巧が 3 
します (着 售展歷 に 記 巧ち のます)。 

2 電話に 出られる ようになったら 田 

♦ テレビ 霉 話中な® を 押す と 巧 ソラ 画を で尼爸 します。 


:巧 巧ち _ 之 巧宙ち 


応答 保留 音/通な 保留 音を 投 まする ] 

巧 客 保留 やに 巧 まへ 流れる ガイ ブンス と、 适結 «留 中に 巧を へ 流 
れる 保留ち を設 ちします。 

• 応 爸保資 音な、 及 5 なじの 巧の ガイダンス 巧 登錄さ 0 ています。 

[巧 S 房芭 g  ’ . 

ただいま 霉話 C 出る こと 巧で きま だん 0 そのまま お待ち I こなるな、 
しば 色  <  たって ウ 5 おウけ 直しく だち い。 

〔巧％ 保資 音？： 

I  can't  take  your  call  now.  Please  hold  the  line  for  a  moment  or  call 
me  back  later,  thank  you. 

1 カスタ ムメ ニ ューで [設 を] [音] [保留 •応畜 保留 音] 
2 項目を 選ぶ I  © 

3 なさな 留 音/巧 留 音を 里ぶ 

• 登録 まれて いる 応苦 保留 音を 涅 恩： [巧爸 保留 音 1]/ [巧 客な 留 

なり'! 

♦登録ち ri ているな 普 音を 這 巧； [保留 メ  □ディ 1]/ [保尝 ジロ 
ディ 2] 

• 応ぎ 保留 音/保留 音 ①活紹 :巧爸 お資营 / 保留 音を 遺 巧 ►  ® 


• 音声; > (亡を 綠 音して 設 ち； [プリ ジブ ル] ► 瞄 夏] ►録音す る ► 
[再生] ►ジモ を 送ろ‘ ►(» 

- 塚 音 辱 止; 摄音や 

♦録音した 音库ソ t を設 ち： [オリ ジブ ル] ► [再を] ►夕 t を 違 巧 

►を 


公共 モード 


公共 モード （ドライブ モー ド） をが 巧ず る 

公共ち ー ドは、 公共 巧の 亩い頃 巧での 7 ブー を靈視 した 白 お応客 
ヴー ビスです 。公共ち ー ドを 設定す ると、® 話を 巧け てぎ た 巧 ま 
ご 運 お 中を し<  は适 おを 涅え るむ 夏の あるよ ラな 茵巧 (笔 軍、 パ 
ス 、映画 唐な ど) じいる ため、 霉 iS にお 5 れ ない 置の ガ イブ ジス ヴ 
流れ、 适绍を 巧 3 します。 

• 公 巧モー ドの 投 ち/お 除な、 得 愛 中 のみでき ます (画面 C  [巧] 巧 表 
巧ち 打てい ると ぞ でち 巧 能です )0 

• 公み モード 鞍を 中で ち、 通常 ど あ U 霉 話を なける こと ヴ できます。 
• 东 おおは、 データ 远运 時な ご ネリ 巧で きま だん。 

♦番呈 通知 お願い ヴー ビスを r 開始」 I こおを 中 C  [が 适知投 ち] の着僖 
をした 場 含、 ま 号逗扣 お願い ガイダンス ヴ流 n ます (公み モー ドの 
巧 イブ ンスな 流れ ま 巧ん)。 

待受 面面で 透 K 1 巧 JU 上） 

• 公共たー ド巧投 を さ 打、 [な] 巧 表示 ちれます。 

♦着僖 時 C 巧手 じは、 運 乾 中ち しくは 漢帯霉 話の 利 巧を 搜 えなけ 
打 ばな 5 ない 语巧 にいる* の 巧 イブ ンスヴ 流む ます。 

♦  7 ブー t— ドを 同時に 投 をして いると きは、 公共 t ー ドの 段: ち 
巧を 巧ち 0 ます。 

.巧ちー ド。、 イプちー ド） を 解除 するとを 
♦巧受 画面で 画 （1 秒 W 上） 

- 公み モード 巧 Sg 除され、 [公] 巧 消えます。 


■公共 モード （ドライブ モード） を 設定す ると 

お 客樣の FOMA 捕 末 C 音声 霉 おわ テし ビ 笔链ヴ ななって さてち、 着售 
音な 巧り まだん。 ディ スフ レイ C な [©着 售 あり] び 表示ち 〇、 看值属 
歴 I こ 記 俺 ミれ ます （げ P.58)。 

♦音声 羣 話を なけて ぎた 巧手の 方 じは、 運 お 中ち し  <  な 揉 帯電 記の お 


巧を 涅 之な！:) tl ばな 5 ない 場所に いる 客の 巧イ ダンス ヴ流 〇、 适話 
を沒 3 します。 テレビ 霉記 をな 口て ぎた 巧手の 巧 C 眉、 公み たー ド 
の 映 赁巧イ グジつ ヴ流 打た おと、 切 新ち 〇 ます。 ただし、 電源 巧 入つ 


は 携帯電話の 利用を 沒 をな け 0 ばな 5 ない 場 巧 C いる 客の 巧 イブ 
ンスな 流む す、® か 時と 同じ 巧 イブ ンス巧 流む ます。 

♦  I  t- ドソー ル、 SMS をソッ tz- ジ R/F は、 看 « バイフしー タを きを 
をして ち 振動し まだん。 また、 看 宿 音ち 頃り まだん ヴ自お 的 E 爱值 
し 看 毎の 7 —  クヴ 表示ち む ます。 

♦ データ 通® を 看 宿した とぎを 看信バ イブしー タ •着 這 音 •着信 ラン 
ブ なを H 乍し まだん。 

♦ 公み 亡ー ド （ドラ イプちー ド） と 各 ネット 9 ー クヴー ビスを 同時 じ 
鉛をしてぃるときの着僖時の動巧じっぃてな巧^ド.70「各ネ，ソト 
9 ー クヴー ビスと 公み 亡ー ド （ドライブた ー ド/ 霉源 OFF) おを 中 
の 看 毎を 作」 


• 公共ちー ド おを や C アラー ム 時刻 C なって ち、 アラーム 音な 巧 S 
ザ、 着僖 ランプ や バイ ブ しー タ ち動イ 乍し ま 巧ん。 また、 ヴ フデ イス 
プしイ ち 点 好し まだん。 


巧 巧/テし ビ巧話 
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公共 モ^ド （巧 巧 OFF) をが 巧す る 


公共ちード (返 SOFF) は、 公な 巧の ちい 茵巧 での 7 ナーを 重視し 
た 目岛巧 爸ヴー ビスです 。公共た ー ド (巧 お OFF) を 鼓: をす ると、 雲 
おを0ドド亿しているときの含信時に、霉《きをなウてきた巧をご11 
愚 •をのる 化、 爱ヴ ある 苗 巧 (病晓 、巧 巧 巧、 電 至の 優 巧 席 何 近な ど） 
にいる ため、 巧き もこ 化 5 れ ない 置の ガイダンス ヴ 流れ、 适绍を 巧 
3 します。 

； 待き 面 あで 風 国 屈 度! 風圧) ►の 

• 公共 亡ー ド (笔お OFF) 巧 おを ちれます (巧受 画面 上の 変化な あ 
り まだん)。 

♦ 公共 亡ード (電源 OFF) おち 後、 電源を切った 煩の 着僖 時に、 携を 
羣 話の 電源を切 るむ 要ヴ ある 場 巧 巳い る* の ガイ タン ス巧 流れ 
ます。 

公 巧ちー ド (« お OFF) を おが するとち 
• 巧き 画面で 西 度! 逗 )径) 逗 1 迈) ►  (Z) 

• 公み 亡ー ド (霉お OFF) なお 除 ちれます。 

公 巧ちー ド (《®OFF) の 巧を を 巧 巧 すると S 
• 巧き 画面で 西 厘) CS 因 CB 应) ►因 
• 境 だの 設 巧が 巧を 確 錫で ぎます。 

■ 公 其 モード (« 巧 OFF) を巧定 すると 

公共 モード (電源 OFF) を おおす るまで 段: をは 稚統 されます。 電源を ON 
にす る だ 口では 投定は 解除 さ 0 まだん。 ヴー ビス エリア かまた は笔お 
巧届ヴ ない とこ 5 にいる ときち、 公共 亡ー ド (笔® OFF) ガイタン ス巧 
流 むます。 羣 話を 巧け てぎ た 巧手 じ 13 電源を切る 必要け ある 窗巧 じし、 
る* のだイ タン 3 巧 流む、 通 S 舌を お 3 します。 

•公み モード (羣源 OFF) と 各？ ツ トフー クサー ビスを 同時 巳 設定し 
ている ときの 着 宿 時の 星 H 乍 ごつ いて はげ pjor 各？ ツ トフー ク 
サービ つと 公共 t ー  ド （ド ライフ t— ド/電源 OFF) おを 中の 看僖 
動作」 


巧 話/テレビ 巧 お 
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至 ■キッ トワークサービスと 公 其 モード （ドライブ 

V  r  nrrr  口  mrrr  广  tn^fT 


ヴー ビス s 

音 库霉提 を さ 值し たと き 

テし ビ霉紀 を看僖 したと き 

涅 守を 電話 
ヴー ビス 

• 宿 手に 公共 モードの 巧イ 
ダンスを 流した あと、 普 
守を 羣話 ヴー ビス t ン 
ター じ沒続 ちれます 〇夕 

• 宿 手 C 公共 モードの 映 
を 巧 イブ ンつは 表 巧 さ 

0 ザ、 普 守 蛋霉話 ヴービ 
つ t ジター 1 こ 接続され 
ます。 

転送 でんむ 
ヴー ビス 

• 巧手 C 公共 モードの 巧 
イブ ンス& 流した あと、 
を 送 巧 C お 送し ます。* 

• 巧手 亡 流 打る 公共 t— 
ドの 巧イ タンつ のち お 
な、 お 送 でん 朽ヴー ビス 
の投ち にないます。 

• 巧手 C 公共 モードの 映 
读巧イ タンつ は 表 巧ち 
打 ザ、 巧 なって きた テ レ 
ビ 電話を おを 巧 C を 送 
します。 

• お 送 巧を 3G‘324MC 宰 
拠した テし ビ霉 記に 没 
巧して いないと 接続ち 
のません。 

が 惑羣話 
スト ツフ 
ヴー ビス 

• をを 零 詔 巧 否 登録 さ 0 
ている 霉 記を 号のと き 
な、 巧ずに 接続で きな 
なった ことを 通則す る 
巧 イブ ジスを 流した あ 
と、 通話を 沒 3 します。 

• そ 0 政 かの 霉話番 暑のと 
きは、 宿を じ 公共をー ド 
①巧 イブ ン つを 流した あ 
と、 通話を お 3 します。 

• 迷を 電話 宿を 登録 さむて 
いる 笔話番 暑のと きは、 
巧手 じ 送 続で ぎな 巧った 
ことを 通知す る 巧を 巧イ 
ブンス を 表 巧した あと、 

适 話を お 3 します。 

• それな 外 ①弯話 番号の 
ときは、 相手 ご 公 巧 t  — 
ドの 映 运巧イ ダンスを 
表示した あと、 通話を お 
3 します。 

ヴー ビスち 

音 ^ 霉 館を 看 信した とさ 

テし ビ畢 巧を ■僅した とき 

香 号适知 
お願い 
ヴー ビス 

• 相手 ヴ笔話 番号を 通知 
していない ときは、 巧手 
じ 番号 通知 ぉ廣 いの 巧 
イブ ン つを 流した あと、 
通話を お 3 します。 

• 相手 ヴ笔話 番号を 通知 
している ときは、 巧を 巳 
公共 モードの 巧 イブ ン 
つを 流した あと、 通 記を 
お3 します。 

• 宿 手 ヴ霉お 番号を 适 知し 
ていない とぎは、 巧手に 
番号 适知お 馬い の 映 侵 巧 
イ ダンつ を 表 巧した あ 
と， 通話を が 3 します。 

• 巧手 巧笔話 番号を 通知 
している ときは、 巧手 C 
公 巧ちー ドの 换 を巧イ 
ダンスを 表示した あと、 
通話を 終 3 します。 

X 巧 出時 国を 0 炒じ設 ちして いると きは、 公共 亡ー ドの 巧イ タンつ 巧 
流 打す、 r 留守番電話 サービス」 または r 転送 でんの サービス」 になり 
ます。 また、 r 看僖 a お」 には 記惊 ミれ ザ、 巧受 画面に [巧 看运 あリ] 
の 表示を さ; n まだん。 


すを 着 (I 


不在 着 倍を 巧 詔す る 

ななつて きた 霉盘じ 出 5 れ ななつた とき、 

[巧舍 居 あり〕 と 看 信 件 教ヴき 示さ 〇 ます 
(不巧 さ 信 表 巧)。 

• 不在 看僖 を请提 する 巧、 画を 1 秒 U 上 件す と、 

[巧 看 信 おり] の 表示 巧消是 ます。 

待受 画面に [巧* ち あり] ま 示 や © 

•  〇(*0|) を 押してち、 着® 度 歷を宿 淀で ぞ 
ます。 

2  [巧ち な あり] 

• 看 ぉ属を 一を 曲面 ヴ 表示 さ： n ます。 不 巧着值 には 〔©] ヴ表 巧ち 
れ ます。 

• 看语 履歴と 同 浸の 摸イ ちで、 詳細を 淀 猛した U できます。 


タモ / テレビ « なほ 言 メモ 


電 巧に 出られない ときに 用件を 録音/ 
録画す る 


伝* ソ ちを 設定して 友く と、 弯詔じ 出 50 ない とき じ FOMA 節 末 
ヴ巧 答して 伝 B を預 なること ヴ できます。 音 靑霉話 ヴヴヴ ってぎ 
たと きは、 ち 声巧ィ ダンスを 流して 巧き の 用件を 録音し ます。 テ 
し ビ« 話ヴ ななって ぎた ときは、 巧答函 度で 巧 巧して 巧 さの 画 度 
とち 再を 録画し ます。 

• を 含 タモは FOMA 蘭 まの 笔おヴ 切れて いた 霉 巧①屋 なない 場 巧 
C いると き C な 利 巧で きま はん。 タットつ ーク ヴービ つの 資守 蛋電 
記ヴー ビスを あむ だて ご 巧 巧 C なると 括 ネリです。 

• 音 再 電話 伝舍ソ t は 3 件 （ 1 件 あたり お) 巧較) まで 録音で きます。 通 
話中 音声 式 亡が 巧 愛 や 音声 式 亡を 塚 音した ときは、 それ 5 の 件数ち 
含の て 3 件です。 

♦ テレビ 笔 話を 含ソ たは 2 件 （1 件 あたり 巧 巧 秒) まで 録函 できます。 
• 待受函面じ表巧まむる伝き；>(亡の7—  クの件数は、音库笔链ち含夕 
ちと テし ビ笔記 伝含ツ た、 音 f ソ t の 含 1+ です。 

• マナー モード 設:ち 中は、 伝き 式 亡の 設 ち/お 除 巧で きま だん。 


カスタム メニューで [設定] [巧 話 •通信 « 能 設定] 

[伝 含/ モ结 を] [を 含/ モ設 を] [0 川 

♦ ち皇ジ t 巧 おちち 打、 巧愛函 面に [国] 巧 ミ 
巧 さむます。 

♦ 伝き ヴ あると、 Hid 件のと き） 〔民] C2 
件のと き）… のよ ラ C 件 致を 表す 7 —ク巧 
表示 さむます。 

• 音声 霉話 伝き ソ 5  3 件 ヒテし ビ電链 を 含 *>4 モ 2 件 巧 塚 音/録画 
ミ n ると  > 〔扇 n ヴ 表示 ミ ru そり 切除 音声 霉 組り テレビ 霉詔巧 
巧 なって きて ち 伝 舍ジモ で巧爸 しま だん。 不要な 巧 件を 削除す 
ると、 伝香ソ t け离 U 有 巧になります。 


餐 巧/テし ビ 巧な 
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ち* メモを K 除す ると さ 

• 伝き*^^ちぉちを [OFF] じします。 


堅守 番笔 おヴー ビスを ネリ 巧す ると、 1 件 おた u 最長 約 3 み 聞、 そ n 
ぞ 020 件まで 録音/録画で きます。 お 巧して いると きは、 音 再 電話 
を舍メ 1 3 件、 またな テレビ 霉 招ち 含 ツモ 2 件 ヴ錄宫 / 禄 画さの 
ていで ち 留守番 笔き 舌ヴー ビス t ジターで 用件を お 預巧リ します。 


,f jl 


したと さは 


； 電話が かかって くると、 伝 舍巧答 時 巧 (@P.73) の あと 

に 伝 含/ モが巧 答す る 

• 尼 客 中の 函 おけを 巧 ちれます。 音 ^ 電話のと き、 相手 亡は 音声 方 
イ ダンス 巧 流む ます。 テし ビ笔 話のと き、 宿ずに な応爸 タツ t— 
ジヴ 流む、 テレビ電話 時 巧爸函 读で設 をした 函を巧 送 值さ〇 ま 
す。 

• 伝皇 •: 尼ぎ 中、 録音/ 録函中 じ 因で 電話 C 出る こと 巧で ぎ ま 
す。 また、 テレビ 霉 記のと きは、® を} 甲す とた  ラ 函赁を 送 毎で 
きます。 

2 巧手の 用件を 浸 音/録画 する 

■録音/録画を 関 おする とき じ、 巧手 cr ピー」 と ミ 僖音巧 流 打 ま 
す。 

• インジク ータ 、時間な 目爱 です。 

• 音声 霉話 おき のとき は、 録音 中は 巧手の 声 巧 g 話 □ご 5 直 
こえます。 7 ブー ちード おを 時な、 受話 □な 5 巧手の 声な 聞こえ 
まだん。 


巧 品/テし ビ 巧な 
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音声 羣話 
伝 香べ t 録音 や 


テレビ 霉記 
ち舍ソ f 録函中 


を 巧ろ だ 


• 伝含夕 t ヴの 3 秒 tTF のとき、 録音/録画 さむない こと 巧 ありま 
す。 

•  FOMA 輔 末の® 廣 •层理 やその 化 巧 U 扱いに よって 録音/ 禄画巧 
客け 消ます る こと ヴ吏 U ます 。当社と しては、 ■巧を 負いな のます 
ので、 巧 巧一におえ、 音 再 ミ 節ち きべ ち、 テし ビ羣結 伝き ソ t の 巧 
客は、 メ  t など C 搜 えを おおり  <  だきる よ ラ お願いします。 

♦テ レ ビミ紀 伝舍夕 t の 巧 客 中 または 錶画 中、 巧手 じは、 自 ろの 
FOMA^«末でおをした応爸函窜じ胞き>(を巧き刊または[伝き 
ツモ 録画 中] とい ラスす 巧 重なって 表示ち ri ます。 

• 伝含ソ t 録音/録画 やは 别①笔 結 巧な ウっ てきて を 愛け る こと 巧 
で 安 まじん。 巧を にな 括 中音 ヴ流〇 ます。 

• 公扶ちー ド （ドライブちー ド) を 鉛を している ときは、 を含ソ 亡は 
お 巧し まだん。 


_ 

巧 客ソッ t- ジヴ的 まるまでの 時 商を 設を する 
< ち* 巧 》 時* > 

で スタム タニ ユーで [設 を] [這 お •适居 « 能設 巧] ► [お 夏 
タモ おを] ► [伝* の 答 時間] ► 巧爸時 固を 入力 ►  © 

• 看运 音を 嗎 5 ちす に、 伝舍ツ た 巧応 ぎす るよ ラ C するとき; 巧 
答 時閣に [000 お)] を 入で 


応客 タツ t— ジを 鼓: 定す るく 巧ち タツた 一六 

1 カスタム^ ニューで [設 を]  >  [适お •适 信巧自 旨 設 を] [伝 
言ソち 投定] [巧 答 イツ t ージ] 

2 タツ t— ジの覆 磊を适 ぶ 

• 登 錄さ〇 ている 巧 爸ソツ t ージ& 送ろ‘; [応爸 タツ t ージ 
1]/ [尼 爸ジツ t  — ジ 2( 巧 又)] 

- 応爸メ ツ t  — ジの 语紹; 巧爸ソ ツ t ー  ジを 送ぶ ►  ® 

• 音 ^ ソ 亡を 錄 育して 没を： [スリ ジナル] ► [録音] ►録音す 
る ► [再生] ►式 亡を 遺 巧 
- 録音 停止: 綜音 中に® 

♦ 綠 音した 音声 式 t を投 ち； な U ジナル] ► [离 生] ►式 たを 
遵巧 


ィビ巧 描 ミ 
んビ 


5 ち 8 イ ちの 巧 爸函* を設 をす る 
< テレビ WS 闻尼さ 函«> 

1 カスタ ムイ ニューで [設 を] [适話 •違 信 巧お設 を] [伝 
言夕 ちきを 定]， [テし ビ電紀 時 巧客函 毎] 

2 静止 面を 适ぷ ►(!) 


• 睁止函 ①活提 :辞止 画を 這 巧 ►  ® 


巧 津お巧 5 だ 
ほ 言な 香 時 問に ついて 

• すー ト看值 おちと 同じ 時 国 CIS 設を でき まだん。 

• 壁 守番笔 铅ヴー ビス かお 送 でんむ ヴー ビスを 伝含夕 f と 同時 C 
お定 している ときは、 堅す ま 弯結ヴ ー ビス やお 送で ん^〇 サービ 
スの呼 出時 聞の 設を I こ ctu、 歷巧 順位 巧 異な U ます。 

• 伝舍ソ t をを 巧ち だるた めじは、 普 守 否笔お サービス や 乾 送で 
んゎヴ ー ビスの 呼 出時 聞よ U ち 伝舍夕 f の 巧 さ 時間を 巧 <設 を 
して  <だ さし、。 

巧 さ メッセージ じついて 

• 厄 爸メッ t ージ は、® 5 なじめ 巧の 巧 イタ ンス巧 登録 さ; n てい 
ます。 

■ [尼ぎ >^ッゎー ジ 1 ] 

ただいま 羣話 I こ 出る こと ヴ できません。 ピー ッ とい ラ 発值音 
の おとじ、 お 香 前と ご 巧 件を おおしく ださい。 

■ [巧ぎ >^ッゎ ージ 2( 巧 ス)] 

I  can't  take  your  call  now.  Please  leave  your  message,  thank 
you. 

• ス U ジブ ルの 巧ぎ ソッ t— ジ を削瞭 (げ P/M) すると、 お 貿い上 
ヴ 時の 段: をに 房 U ます。 

テレビ 笔括時 巧 答函巧 じついて 

• 送 宿で きる 画 毎 C ついてはげ p<7sr 巧 字 側 I こ送僖 する 映を じつ 
いて 没を する」 


巧 巧/テし ビ巧班 
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クを » ゾモ 


着な 中の 巧 話に 出られない ときに 用件 
を 録音/録画 する 


ま 声 驾:泣 や テレビ 驾 き丢ヴ ななって きたと きじ、 伝青夕 たを 設定し 
ていない ときち、 その 含 信に おり 巧  < 牛を 録音/録画で きます。 

I を 信 やに© ►[伍 舍/モ 貸 音]/ [テレビ 電註伝 含/ モ] 

• 看语中 じご K 1 お W±} でち 録音/録画で ぎます。 

• 伝皇夕 tC ついて な 巧 P,71 


伝ち ィモ •ち 声 ゾモ巧 生/削な 


I 伝言 メモ •音声 メモを 巧 生/削除 する I 

♦ 着 宿 帝歷表 巧を [OFF] じ おちして いると きな、 式 亡 リスト 画面な 表 
巧き n す、 を 舍ソモ •音夕 *>4 亡! さ 再生/削除で きま だん， 


I 房 生 時の 音 通な、 是 話音屋 調節の おを にないます。 

カスタ ムイ ニューで [LifeK け] [便利 
巧 館] ► [音き/ 活舍 /モ] [巧 生] 

• 巧受 画面で な: ご K 1 お W 上） ► [再生] 

巧 受国面 じ [I 巧 位 であり テレビ 伍* ツ 
「•巧り] ヴ？ I 巧され ている とさ 

•巧 受 画面で®  ► [因ち S ソ t あり テレビ 伝 舍ソた あり] 
[房 生] 

♦ ホ 再を のソ tc は、 〔■] ヴ表巧 ちれます。 


式 亡 リスト 画面 


巧 品/テレビ 巧な 
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メち ■則 


巧な « 則 


表 なし 

音 库霉話 

巧 

テレビ 笔話 

西 

ち香*>(亡 

ク 

廷き舌 中音 再;^ た 

夕 

巧受 中音 ^ ツモ 

2  メモを 塞ぶ© 

♦ 再生を 途中で とめる；® 

• ち 香夕亡 •音 苗 •yt ① 巧を やに 看 运やア 
ラーム 巧 動作す ると、 再生は 有 動的に 止ま 
ります。 


インジク ータ 


り） W/??  I い、* 

R  ち; Et 


音 卢霉話 
伝含夕 たの 場 さ 


fin  T  —f  rmBii  — 


1 メモリ スト 画面で メモを 進ぶ >®; 削 お 方法を 遵ぶ 
►  ©►[はい] 


ち S ソ t •音卢 ツ亡 を 巧 お 別 □ック する <» 能 別 □ック > 
ウス タ厶夕 こ ユーで [LifeKit] [届 利 巧 お] ► [音靑 / 伝青メ 
亡]: 惟範則 □ッ ク] ►曲 末 旧記 番 畳を A 力 ►©►に N] 

雨 ま お 巧 5 せ 

• なお 别 □ック C ついてはげ P.113 


キャラ 電 をが 巧す る 


♦ キ いラ霉 C ついて 眉げ P 之 72 

• テレビ 電話中の 凑 巧で、 谓 手に 送 僖 する キ い ラ電 を适护 できます 
[げ PJ 巳)。 


おみ 吐げ 時 されて いる キヤ 


キりラ (な 巧) 


キりラ (巧 巧) 


• [キ ラ (なは)]、 [キが ラ (男な)] はを ホア クシ ヨン t— ド、 パー ツ 
アクション t— ド 巳 巧 あして います。 


，.ぶ 巧 ■ぶぶ J だ ミ y ホ ド J,  1..  • 

テし ビ 電話中に キ 户ラ笔 をを 值 している とぎ、 别①キ f ラ笔じ 切リ智 
える こと 巧で きます。 

1 巧替面なでキャラ電を送信やに®  [キャラ 委 設定] 
t  [キャラ 電 切替] キャラ 電を遵 ぶ ® 


と パ"^^ クシ ヨンを 巧 曲|»义 る 

ン 巧* > 


け替 面な で キャラ 電 をを 僖 中に®  ►[キャラ* 設定] 

I  [アクション 切替] 

♦  0(1 粗] ん h) でち 切り 替りリ ます。 

♦ を 巧 アクションをー ドと バーツ アクション モード ヴ巧豆 E 切り 
琶 むります。 


• アクション ー 資を表 巧 だす ご、 アクションの 室 号 (圧)〜 迈}) を 巧し 
て アクション をち せる ことを できます。 

• バ ーツア クシ ヨンの 中には、 別の ア クシ ヨンと 巧み さむ だて 実 巧で 
きる ちの 巧 あ U ます。 

♦ キト ラ笔 じぶって は、 アクションし ないちの や凑 巧し な  <  て ちアク 
シ ョンを 巧 ラち のちあります。 

1 け替函 像で キャラ 電を 送信 中に® ► 

[キャ ラ電 をを] [アクション ー K] 

•  @ または 〇( 1 秒]^ 上) でち、 アクション ー 
莫ヴ 表示 さの ます。 


アクションを 遵ぶ ►© 

• アクションの 中止; 迈） 

♦ 詳 巧の 表 巧; アクションを 送 巧 ►を 


巧な/テし ビ 巧な 
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巧手 側に 送信す る 映な について おを ずる 

テし ビ軍 話で 送信で きる 画 毎は 巧のと おりです。 

• デー タ ボックスの マイ ピ クチ fC 保を さ n ている JPEG 画を または 
GIF 画赁 で、 rOCIF;  176X144」 ヴ イブ ①爵止 画を ホ 翻で きます。 ただ 
し、 0F で 二；/  — シ ヨンは ネリ 用で ぎ まだん。 

•  FOMA 锅末 化への 出カ ヴ禁 止さ 〇 ている 唐と 画は ネリ 用で きま だん。 
ただし、 FOMA 强 末で お をした 烏 止 画は ファイル 制 おおを に离 巧な 
く ネリ 用で きます (静止画 *>4 亡は 巧 巧で きま だん)。 


巧 g する 面 中 


テし ビ羣 話中に、 巧手 I こ送径 する 画を を 変更で きます。 

•送 這 画 侵 切 普で 段を した 画 叙 3、 テレビ 霉 記を お 3 すると おお 安む 
ます。 

テレビ電話 中に®  I  [送信 函« 切替] 

• テし ビ電記 中 E® を 巧す とげ 智画 毎と カ ソラ 画を を 切り 普え 
る こと 巧で きます。 

2 送ち する 函 巧を 選ぶ 

【カメラ 函 巧] 

【巧 ち宙 tt] 巧 止 函を惡 ぶ: ’巧 
[キャラち] キャラち を 巧ぶ 


お 班/テし ビ巧お 
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•  mic の SD ソ t  IJ— わード 巧のを と 画は 直接 ネリ 巧で きま はん。 あ 5 
ヴ じめ データ ボックスの 7 イビ クチた （本体) の [み 部 取得 デ ー 9] 
フ マルタに コビーして ご 利 巧 < だまい。 

• 送 宿 函运を 方 ソラ 画 寒 じ 巧 U 替えた とき ご、 霉进 沒备巧 〔国] な下、 
またはた タラ 周边の 湿度 巧 高くなる と、 わ ソラを 利用で きない 置 
の^ ッ t— ジ巧 表示 さむます。 方 タラを 厘 用で きな <  なり、 代替 面 
毎 C 切 U 替 OU ます。 

•  DTMF を 运モー ドを [ON] じ お 巧した 場 含な、 ダイた ルボ タンで 
プッシュホン信登ヴち出ち〇るため、キ^^ラ霉のボタン溪巧ヴで 
ぎ まだん。 


カジ ラ 画* の: Z —ム アップ/ブーム ダウンを 巧 ラ 
1 カタ ラ 画 鱼送售 中に 0/0 
2  〇 で:?ー ム窮西 

•  *  乂ブ ーム： ®/R 小 ブーム ：@ 

データ ポッ クスの 脖止函 を 送 « する  <フ ァイ) レ 再を > 

テレビ 電話中 じ©  ► [送 唁函毎 切 客]； [ファイル 再を] 静 
止 画を 道 ぷ>® 

巧る さを 留ち する 

た イラ 画 运を售 やじ 0(1 巧 W 上) で 巧る さ謁尝 
巧 ま お 巧 5 だ 

ズーム アップ/ズーム ダウンに ついて 

•  22 隨虐の ブームを おを できます。 


♦ テし ビ霉記 菌读設 を! 3、 その お 這 じ 限りち 巧です。 

1 待受面 あで 電話番号を 入力 ►© 

• 笔き舌 巧 巧 客 表巧函 面では;© 

♦  IJ ダイい ル/着 « 垣歴の 詳細 国 おでは：© 

2  [テレビ電話 画を をを] 

3 をち する 画 巧を 選ぶ 

[カ ゾラ 函 ホ] 

[キヤ ラち] キャラち を涅 ぶ’.'  を 


カスタ ムメ ニ ユーで [設 を] ► [通話 •通信な お設 を] 
[テレビ電話 設 を] ► [を 倍 画な 設定] 


2 巧 目を 里ぶ ►公 
3 画 橡を涅 ぶ： を 


• 

• 

巧替画 毎と して おと 画を を僖 中、 巧を C は、 唐 止 画に [む ジラス フ] 
といラスぞヴ重なって表巧さむます。キ^^ラ羣をお$していると 
き、 [た ソラ スフ] な 表 巧ち ri まだん。 

巧替画 毎な 巧のを 巧 順位で 送信 さ 〇 ます。 

\  1  » 巧) •巧 (离 一な） 

函层 I 電話帳の 巧 舊函餐 錠 定ーテ レ ビ 霉詔設 ちの 代 普 画 鲁設を 

をち 面 質を 


画 黄 お 巧 

» を 巧 象の おや 色な どを 中/ らじ 伝えたい とぎ 

语華 

函 黄の 美し さと 動きの バラ ジスを とる とき 

動き® 巧 

巧を 巧を のをき を やむ に 伝えたい とき 

1 カスタム メニューで [設定] [a 話 •通信 « 能 設定] ► 
[テレビ電話 設 を] ► [を 信函 H 設定] 

• テレビ 笔 話中な:©  ► [テし ビ 羣話設 を] ► [送 运画黄 お更] 

2 画 巧を 港ぶ I  0 


♦ テし ビ羣紀 中の 送僖 側と 愛® 側の 函 » 錠ち は 異な U ます。 
• テし ビ羣紀 中 C 設を したと きは、 その 通 括 CPg リち 巧です。 


巧 巧/テし ビ巧巧 
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テレビ電話の ハンズ フリ ー について 設 
定 する 


テし ビ軍話 問抵時 巳曰拉 的に M ジブ フリーに 巧り 香えるな ど ラ 
口を 設定で きます。 

• 通 記 中 C  A ンブフ リー亿 巧り 普え ると き 13 げ P. 己 5 

カスタ ムメ ニ ユーで [設定] ►  [a を •巧 悟な 能敦 を] 
[テレビ電話 設 を] ► [テレビ電話 八ン スフり一 設 を] 

2 訝を を 遅ぶ© 

k 

♦ 送 括 □巧 5 巧 120 〜 40 ぴ n ヴ R ち 這き 舌し わすい 拒雜 です。 なお、 周 困 
の 夏 音ヴス きい 境 巧では、 音声け 途切れる など 長 巧 K 這結ヴ でぎ 
ない ことな お U ます。 

♦屋 みた 皆 音ヴ乂 きい 場所で い ンブフ U— 通路を 巧う ときは、 别売 
りの 平 型 スイッチ 巧イい ホン 7 イクを こか 巧  <  だまし、。 

♦ ハン ブ フリー 通話 や、 音 巧 氧れて 聞きと りじ  <  いとき は、 爱お音 星 
を 下げて くだち し、 


テレビ 巧 お 中の かみを 設を する 

テし ビ巧 話中に ディスプレイの 画を き 巧を 変更で きます。 

■テレビ 電 括の 函 面を 投定 する 

く テ レ ビ< 話 函面& を/子 ■面 表示 技 定> 

• テし ビ霉語 函面投 を/す 画面 表 巧 おちは、 テし ビ笔 記を お 3 してを 
な 得されます。 


巧 お/テ/ ヒ巧な 


78 


テし ビ « 巧 画面 投定 


巧を ス / 自分 ホ 


巧 

宿 手の み 


テ レ ビ 電話中 に®  ►[テ レ ビ 電話 設 を] [テ レ ビ 電話 
画面 設定]/  [子画面 表示を を] 

♦ た スタム ジニ ユーで な； [おち] ► [這 話 •廷信 巧 能 設定] ► [テし 
ビ 笔話設 を] ► [テし ビ電な 画面 錠 至]/ [子画面 表示 拉 S] 


ま 示 方法を 進ぶ© 


百み 側の カ ソラ 函 ホを-- 時 巧 止ち だて 送 ffl する 
< た:^ r' ごこ ご: >止> 

で タラ 画运 送信 やじを) ► [送信 面读切 富] [カタ ラ 画 毎 一時 
傳 止] 

• む タラ 画定 一時停止の 解な;®/ 西 
因 连お別 5 だ 

♦ カタ ラ 画 毎ヴ傳 止した が 態、 の 爵止函 を送值 できます。 

♦ -時胥 止 中、 巧を 区は、 自分 側の 巧を に愼止 中] とし \ う 夕ぞヴ 
霊 なって 表 巧 ま 〇 ます。 

♦ テし ビ羣 話を お 3 すると、 設 ミは 元 C* ります。 


テレビ 巧 話の 設を をを まする 


テレビ電話を 巧 甘た とき C 接轿 でを ななった 場 台、 吕 を 的 C 音声 笔 S 舌 
C 巧り 替えて 再発 售し ます。 

♦ テし ビ霉話 通 這な 開 おされた 場 台、 音声 有 お 再 お® な 巧い まだん。 


カスタム メニューで [設 を] ► [通話 ，巧 信 巧お資 を] 
[テ レ ビ 電話 設 を] [音き 自 巧 再ち 信] [ON] 


♦ 音库羣 館で 再を 僖 したと きは、 音 ^ 笔話通 おなじな U ます。 

♦ に DN の 同期 目 4K アク tz スポ イン K、 3G-324M (げ P.54) に 巧 巧し 
ていない ISDN ① テレビ ミ紀 など 口 008 ホ 1 月 現な) た茵 違い 羣铅 
をな ヴた ときな どは、 育 声自お 再発 毎を 巧むな いこと 巧あります。 
また、 通售料 金 巧 巧 生す る ことち あ U ますので， ご注意  <  ださい。 


ビ« 話 切 巧 機巧ぶな 


音 f 巧 おと テレビ 巧 話の 切り替え につ 
いて 設を する 


巧さに呂ろのFOMA讯末ヴちを«話とテしビ霉^Sの切U琶亥ヴ 
巧 お 巧 ど ラな を适 巧す る設 ちです。 

• テし ビ 電話 切 普 おお 通知を r 停止」 I こ 鉛ち すると、 巧手 口  5 切 リ智え 
る ことなで ぎ まだん。 

♦音声 羣 話中、 テレビ 霉 話中、 およ ぴ ちみ 時に テし ビ霉話 切舊巧 sg 通 
則を 変更す る ことは でき ま 6 ん。 

1 カスタム メニューで [設定] ►[巧 話 •通信 « 能 設定] ► 
[テ レ ビ 電話 設定] [テ レ ビ 電話 切替な お 通な] 

2 設 まを 選ぶ ►©! [はい] 

• 铅 をの 摄廣; [切 舊巧お 通知 段を 语紹] 


巧 巧/テし ビ 巧ぶ 


神 


\ モード 中に テレビ 巧活 がか かってき 
たと きの 応答み 法を 設 まする 


テレビ電話 度 巧 

ななって きた テし ビ笔窟 C 化る こと 巧で きます。 

パク ット 通信® 巧 

テし ビ笔 お看 值を巧 否し ます。 

留守 ま 電き丢 

自 を のじ 留守番 霉話ヴ ー ビス じ 送 病し ます。 

を 送 でん 〇 

自 をの C 乾 送 でんむ ヴービ 31 こ 接続し ます。 

• ソフトウェア ま 巧れ パ ターン デー タ 更新 中、 パク ツト通 值&ホ 翻 
した デー タ适语 中 E テし ビ羣强 巧 口 なって きたと きな、 着信 巧 否ち 
打ます。 


カスタム メニューで [設 を] ► [通話 •通信 巧 お資: ま] 
[テレビ電話 設 を] [パケット 通信 中* 信設 を] 着信 
» けを 惡ぶ ► © 

• [テし ビ 羣記吿 巧] におち していて ち、 テし ビ電詰 じ 出ない とバ 
ブット 通 « な 巧 続 ミ n ます (テレビ 霉記 C 出る と、 バクッ h 通® 
な 切 巧 さ ri ます)。 

• 〔留守 空羣 話] や [転送 でんの] じ投 をす る ごは、 堅守 番霉 話ヴー 
ビス や E 送 でんの ヴー ビスの あ 申し込み けむ 要です。 なお、 未寶 
的! のとき は、 [留守を 電話] や [拉送 でんわ] じ設 をして ち [パク， ン 
卜 通復宙 巧] とな ます。 


A 巧/テし ビ巧お 
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静止 ■メモ 


巧 目 手の 画 あを 静止画と して 巧 巧す る 1 

テレビ電話 やじ、 巧ず の 画 毎を 静止画 摄 おでぎ ます。 

• テレビ 霉話 画面 設 をを [自 みのみ] I こ 鉛を している ときは、 揉 巧で き 
まだん。 

♦ 復をヴ イプは rOCIF: 1 76  X 144」 です。 

• 復をした静止函なデータポック3の7イビクチ+^の[たソラ]フォ 
ルブじ 保存ち 0 ます。 

• 復 をした を 止 画な FOMA 强末 みへ 出て! でき まだん。 

1 テレビ 電話中に ©►[持 止函 メモ] ►© 

• シ^^ッ9— 音は巧リまだん。 

♦ 唐 止 画涅を 中、 巧手に ぶ、 白 巧 側の 巧 毎に 谓を や] という 文す ヴ 
重なって 表示 さむます。 


電話帳 


FOMA 辭 未で 厘 巧で きる 電話 婚じ ついて . 82 

笔話 候に 登録す る . く笔話 お/ FOMA 乃— ド羣話 お 登録  >83 

ブルー ブを おを する . <  ブルー プ設巧  >86 

羣話 候な 5 電話を なける . <羣 話 候 検索  >87 

笔話 おを 慢 圧する . <  笔話脹 福 案  >89 

笔話 候を 削 降す る . <笔 話 巧 削除  >89 

かない ボタン 操作で 羣話 発® や ソール 送僖& する 

. < ツー タツ チ ブイい ル/， ソー タツ チ; — ル  >89 

笔話 候を お預 なり t ンター じ 保 巧く ち 5 •夏 君 f) する 
. く 電詰暖 お預巧 U ヴー ビス  >90 
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FOMA 端 ホで 使用で きる 電話 做 こついて 


FOMA 節^ (本が) 霉能报 と FOMA た ー ド 電話 « の 面 方を 语 用で 
きます。 FOMA 節 未 (本 巧) 霉 绍 巧と FOMA ウー ド 電話 W の そ 〇 ぞ 
れ じ、 ち 前、 覃話番 き、 *5^ —ル アドレス などを 登録で きます。 


池む: 


POMA 巧 ホ (本体 mi と FOMA 力一 


お 客绿の FOMA 力ー ドを おの FOMA 銷末 Ctz ッ h* してち、 FOMA 巧一 
ド 電話帳の データを 巧 巧で きます。 巧な の FOMA 锅 末で 霉話 帳を 共用 
したい 場 台な、 FOMA た-ド 羣話 «C 登録して お  <  ヒ语 ネリです。 

■ 電巧 H さ 巧 かち 


電話 巧 

登録 件 » 

FOMA 規未 (本が) 電話 炬 

1000 件 

FOMA で— ド 羣話展 

己 0 件 

かの 巧 括 W に登沒 できる 内容 


アイ！) ン 

頃 曰 

巧宮 

登録 

(本 巧） 1 

が 巧 

FOMA 

力ード 

玉 

名前 

香 前を 入力し ます。 

1 件 

1 件 

丑 t 

フ U 巧ナ 

フリ 乃ブヴ 有を 的 C 入 
力ち 打ます。 

1 件 

1 件 

化 

ブルー ブ 

ブルー プごタ ロて 登録 
でぎ ます。 

20 フ 
ループ 

11 ブ 
ループ 

8/ 画※ 

笔話 番号 

霉 話を 号を 登録で さま 
す。 FOMA 節 末 (本 巧) 霉 
お 根で 巧、 電話番号を 7 
つの アイコン でろ 磊で 
きます。 

3 件 

1 件 

.'.巧 話 お 
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アイ！) ジ 

項 曰 

巧宮 

登録が 巧 

の W が 妹 
(本 巧） 

FOMA 

力-ド 

基/ 留 — X 

ジール 
アドし ス 

ー ル アドし つを 登録 
できます。 FOMA 規末 (本 
巧) 霉話 巧では、 ソール 
アドし つを 4 つの アイ 
コンで ろ 類で きます。 

3 件 

1 件 

子 

お语 番号 

が语 番号を 登録で ぎ ま 
す。 

1 件 

- 

因 

輔 

巧 巧を 登録で きます。 

1 件 

- 

函生日 

绍生 日を 登録で ぎます。 

1 件 

励 

の 

ジ亡 

夕 たを 登録で きます。 

1 件 

- 

シーフ 
しツ h* 

登豫 

電話 婚 をを 巧 しないよ 
ラ C できます。 羣話脹 を 
化 人に 見 5 むたくない 
语 含に 巧 巧し ます。 

〇 

- 

房 

シーク 
しツ S 

□  -K 

巧を 巧泛 指を された 
シークし ッ h コードを 
入力し ます 。ソールを 送 
僖 するとぎ じ活 います。 

〇 

- 

山 

指を 看每 
音 違 巧 

霉 1 去 巧な 口って ぎた と 
さに、 専用の 着 這 音 や 着 
たー シ ヨンで 巧手を 裝 
别 できます。 

〇 

- 

が 

指 ミジー 
ル 看 垣 音 
違 巧 

— ルを 愛僖 したと き 

C、 専用の 式ー ル 看值直 
や 看 t ー シ ヨンで 相手 
を级 別で ぎます。 

〇 

- 

み 

指を 看僖 
ランプ 色 

霉 1 去 巧な 口って ぎた と 
を C、 専用の ラ ジブ 色で 
巧手を® 別で きます。 

〇 

励 

アイ！) ン 

項 曰 

巧宮 

登録が 巧 

=0MAi|5R| 

(本 巧） 1 

FOMA 

力ード 

み 

指を 着僖 
ランプ 
バター ン 

這を 看值 ランプの お 涼 
バ ターンを 設 をで きま 
す。 

〇 

- 

醉 

指ち*：><一 
ル 看 « 
ランプを 

ジー ルを 愛僖 したと き 
に、 き 巧の ランプを で 巧 
手を 级則 できます。 

〇 

- 

m 

僖巧式 一 
ん看值 
ランプ 
パターン 

指を ジール 看请 ランプ 
の 点， 巧 バ ターンを おを 
できます。 

〇 

- 

国 

ピク 

トル 

おを 

電話を なけた 電話 巧 
む 巧って ぎた とぎに、 函 
鲁を 表示し ます 。また、 
霉お帳 U ス he ち 画を 
ヴ 表示ち むます。 

〇 

- 

© 

巧 碧 画 急 
おを 

テレビ 驾話や C 巧替画 
售 を送值 する 場合のを 
止 画か キト ラ 霉を投 を 
できます。 

〇 

- 

X  FOMA でー ド 電話 おで 表 巧 さ n る アイコン 


• ドコち ショップ など 窓 DC て お ち 変更 時な ど 巧 «11 へ 登録の 客を 
コビー する 照 3、 仕樣 ご よっては、 FOMA 猜 末に 登録した デー タを 
コビーで きない ことち あります ので、 を 5 巧 じの こ 3 承く ださし、。 


«&ifi/FOMA カー ド « ち 巧ち 巧 


f 電話帳に 登録す る _ ] 

FOMAS 防 ^ (本 巧) 笔 gg おまたは FOMA 力ード® Stic 登録し ます。 

1 待受函 旧で ©►©f  [巧規 巧ぶ] [本体が 規] / 

[FOMA 力ード （UIM) 巧規]  ■ 

• 化の 巧 おな 5 [電話® 登録] を适択 したと ぎ： [本体が 規] /  も 

[FOMAC- ド 巧規]  *g 

2 巧 目の 入力/ 留巧 を  巧 

♦ 入で/送 巧 方を 亡 ついてはげ P.83 
•  FOMA りード 電話帳 C 登錄 した 塌含 、揉 巧な 巧 3 します。 

3 電話 巧に ま 浸 

♦指ち した ジたリ き 号に 登録: ツちリ き 号 （3 巧;  000 〜 999) を A 口 
• をいて いる ソたリ 番号 I こ 登録；® 

•  010 〜 999 一 000 〜 009 の 盾で 未 登録の 番号に 登録 さ n ます。 

• ソモ U 番登① 000 〜 0991 こ 登録す ると ツー タッチ グイ* r ル 巧 利 
巧で ぎます。 


■巧 目の 入力/ 进巧方 ミち 

香 前 だけで ち 登録で きます oS 前 だけ 入力す ると、 登沒 する 頂 呂巧目 
巧 I こ送ぷ こと ヴで きます。 登録した あとで、 僖正 する ことち できます。 

名前を 入力す る 

[A]  S 前を 入力 ►© 

♦ 备 前な 全ち 16 です (半ち 32 文す) まで 入で できます。 

♦  FOMA 万ー ド霉話 鳴で な、 全 負 •半角 巧 む ザの スぞ (半角 巧を の 
みな 21 スぞ) まで 入力で きます。 
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フ リガ ナを 入力/お 正す る 

[か] ►フ リガ ナを入 方/ » 正 ►  ® 

• つ リガ ナな 半角 32 でぞ まで 入力で きます。 

•  FOMA カード 霉詰 眼では、 をち •半角 間む ザ 12 又す (半角 英数の 
みな 25 文ぎ) まで 入力で ぎます。 

• 香 前を 入です ると 自 夏] のじ 入で ちれます。 窠件 じより フ リ巧ブ 
C ち 映さ; n ない こと 巧 友り ます。 

ブルー ブを設 まする 

[U]  ►ブ ループを 退ぶ ►© 

• ブルー プ 段:： をして いない 電詰喔 な [ブルー ブ なし] じ ブルー プ巧 
けちむ ます。 

巧洁香 置と 電巧 種別を 登録す る 

[が 驾苗 番曼を 入で ►  ©  ► 電お樓 則 アイ 〕 ンを蛋 ぶ ►  ® 

•  FOMA 万ード 霉話 根のと ぎ； [醒] ► 羣話 番号を 入力 ►  @ 

• 笔話 番号は 26 巧まで 入口で きます。 

• 笔話 番号な 巧 外 局番な 5 入力し ます。 

• 電話番号 じな け] を [網ち 入で できます ヴ 、正し  < 舜僖 できない 
こと ヴあ U ます。 

♦ ポーブ [P] を 入力 するとき は、 〇 を} 甲し ます。 

•  FOMA 力ード 霉詰 眼では、 禄 を/白を の FOMA わードは 26 巧、 青 
をの FOMA 乃ー ドは 20 巧まで 入で できます。 

ジール 7 ドレスと イール アドし ス a 則を 登録す る 

[助 ►夕ー ル アドレスを 入力 ►©  ►夕ー ル アドし ス谊别 アイ〕 
ジを适 ぶ ►© 

■  FOMA 力ード 霉詰婚 のとき： [さ] ► 夕ール アドし つを 入力 ►  ® 
♦ ソール アドし 3 は 半 負 巧留ぞ 、一部の 記 暑を 半 負 50 文: すまで 入 
でで ぎます。 

暫僅番 畳を 登録す る 

[モ] 巧 语番曼 を 入力 ►  ® 

を 巧を 登録す る 

[巨!]  '•住巧を入力^® 

• をち 50 文字 (半 香 100 です） まで 入で でぎ ます。 


巧お 帳 
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愛生 曰を 登话 する 

[お〕 涅生 日を 入力 ►© 

• 1900 を 1 月 1 日〜 2099 年 1293 旧まで 入力で きます。 

ツ 亡を 爸録 する 

[田] ちを 入て) ►© 

• を g 100 で 字 (半角 200 ス す) まで 入 刀で きます。 

シークし ット 登録す る 
[ゎ] ►  [ON] 

夕ール アドレスに シーク レッ トコードを 投定 する 
1 •[房] ► 苗 末 暗証 ま 号を 入で ►  ®  ► [コード K ま〕 

• シークレット コードの 请 錫： [コート •参 辉、] 

♦シークレット コー ドの 解除： [段を 解除] 

Z ツール アドし スを运 ぶ ►©  ►シー クしッ トコー ドく  4 巧） を 六 
力 ► [はい] 

指定 •« 音/指を タール «« 音を おを する 
[パ 【 頃 目を 還 巧 ►  @  ► 香 宿 音を 這ぶ ►  ® 

♦指ち ジール 着运 音! 3: [夕] 

指定 •« ランプを/指定 タール 着 巧 ラ ジブを を設 をす る 
[4]  ► 看 信 ランプを を 送ぶ ►  ® 

♦ 指を ジール 看 宿 ランプを は： [庐] 

指定 着 « ランプ パターン/指定 ル 看 巧 ランプ バ ターンを 
設定す る 

[みい ランプ バター ンを 送ぶ ►  ® 

♦ 指を — ル着僖 ランプ バター ジ な： [お] 

ピ クチ わ一〕ー ルを 設定す る 
[国] ►頃 目を 这ぶ 
• [マ イビ クチ わ〕 ►画 度を 香ぶ 
‘  [ i ちー シ3ジ] ►画をを毎ぶ>  ® 

[お 止 画 « お] ►©►〇 
[を 画活 於] ►©>©► [な 存] 

[巧を なし] 


代替 画* を 設定す る 

[©〕 頃 目を 這ぶ ►  @  ► げ替画 まを 這ぶ ►  ® 


グループの 設 まじっ いて 

♦ グ んーブ おを E っいて なげ P.86 

シーク レッ ト査録 にっいて 

♦ シーク レット 登録した 霉 記帳は、 シーク レット t— ドを [ON] ご設 
ちす ると 表示ち: n ます。 シークレット デ ー 9 を邊 ぶと、 笔話 «リ っ 
卜 画面 かの 客 表示 画面で [的] 巧 お* [します。 

• シークし ット 登録す ると、 U ダイ ル わ 看 « 度歷、 >： ー ルの 送受® 
届歴 、スヴ ジュール などは、 名前で 表示ち むす‘、 笔お 番号を ソール 
アドレスで 表示 ちれます。 

• シークし ット 登録した 巧手な 5 霉き舌 か ジールを 受ける と、 适 常の 
着 宿 音と 看 宿 ランプで お 姑 5 せ します。 

シーク レッ トコー ド じっいて 

♦ シーク レッ トコード や、 目ろ のシー クしツ トコードの 登禄 じっし、 
ては、 『ご 利用 巧 イド ブック （ I 亡ー ド <FOMA> 毎)』 を ご 黄く だ 
さい。 

♦ シーク レッ トコ ーS •は、 羣 S 舌 庭 デー タ 1 件 じっき、 1 っの ジ ールア 
ドし ス じの みお 巧で ぎます。 

着 ほ 音/ま 巧 ランプ じっいて 

♦ 看 « 音の 遣 巧 方を じっいて は 巧* P.92 

♦ 着僖 ランプに っいてはげ P.104 

♦ 指ち  ル着值 音/指を イー ル着僖 ランプを 段: をす ると さは、 相 

ずのソールアドレスをドタイン名まで登録してくだちい。5だし、 
巧ず の ジール アドし： 3巧「 携ホ霉 詰き 号感 docomo.ne.jp」 のとき 
は、 電き舌 番号の み 登録して  <  ださい。 

• 巧①请 合な、 廷 常の 着信 音巧埼 通常の 着值 ラン フ巧お 巧し ます。 
■ シーク レッ h* 登録した 巧手 巧 色の 霉趙わ ジール 
■ 電き舌 巧の ちお别 □ック 中の 霉 おや ジール 

ピ クチャー コー ルに っいて 

♦ ピ クチたー コール 表 巧 じついて! 3 げ P.98 


•  i 亡ー シ ヨンを 設 をした とさ、 ま® 時 C は 巧看值 画面 設 をの 函像 
ヴ 表示 まれます。 

• ピ クチたー コール I こ 巧ち した 画を の データ ヴ イプに ぶって は、 函 
を 展開 じ 時 聞 巧な なること 巧あります。 

•  I 亡ー シ ヨンを 錠;： ちした とき、 霉記 « の函 をは 奇巧① 1 コ 7 目な 
表示ち 〇 ます。 

•  .1  f ー シ ヨンを おちした 巧ず 巧 S キ f ツチ ホンで 着 售 したと き 
は、 [霉記 看 宿 1 ] 巧 表示 さ ri ます。 

•  microSD ゴ t リ ー カードな 5F0MA 盛 末 (本 巧) じ コビー したり、 
巧み 錶通值 や i  C 适运、 ド〕 ちクー タイ dataliDk 巧 どを 巧 巧して パ 
ソ コン ホ 化の FOWA 强 末な 5 お 送した お 画 /  i ちー シヨ ジ な、 ビ 
クチたー コール CIS たでき まだん。 

• 巧の 頃 合は、 通常の 電 お看 這 画面 巧 表示 さむます。 

■ シーク レツ h* 登録した 巧手 巧 5 の霉趙 
■ 電き舌 巧の 復能别 □ツク やの 霉記 

• 巧 致の ピ クチがー コール 巧 段を ち； ri ている ときのを 巧喝位 じつい 
ては WP.9B 


巧 

お 

m 


3 —ムソ ニ ユーな 5 登録す る 

ブーム タニ ユーで [霉 *封 ► [驾紀 « の 登録] 項目の 入力 ►  ® 
巧 连ぉ巧 5 だ 

• 登録で きる 頂 目は 巧のと お U です。 

■名前 ■フ リ方ナ ■霉錠 番号： 1 件 ■ツー ル アドし ス ：1 件 
• ジち リま哥 ん 010 〜 999  一 000 〜日 09 の 眉で* ちか ミい 未 登録 
番号 じ 登録ち むます。 

• 笔 話ち 別 アイコンぶ [e]、 タール アドし ス隹别 アイコンは [因] 
ヴ白 動的 C 登録 ちれます。 


的 


RMA« ホ (本体 wms と FOMA 力ード 
■T コピ^す る 


1 待受 面面で®  t を 前を 進ぶ®  ([コ ピ ー ] [FOMA 
力ー ドへ コ ピ ー ]/ [本体へ コピ ー ] 

2 コピー 方法を 進ぶ 
• 【1 件コビ ー] [はぃ] 

* 【さ 巧コピ ー] を m を 里ぶ @(< りちし 巧い @  ► [はぃ] 

が一 

• 一部 ネリ 巧で ぎ K い スぞ巧 スペースに 変 おさ n る こと 巧 面 レ J ます。 

• 同じ ブルー ブ名巧 あるときは 、そのまま 登録され ます。 同じ ブルー 
プ香 巧ない ときな、 [ブルー ブ巧 し] となります 。き 角 半 負な 別の 文 
すと して 狂む むます。 

FOMA* ま (本体)  一 FOMA 力ードへ コピー したと き 

♦ 香 前は 全角 10 又す (半ち 21 又す) を 垣え た 交: すは 破窒 ちれます。 

♦ つ リ方ブ はを 角 ウタ カナで 登録 さ 〇、 12 又す を 超是た 又すな 报奪 
ち： n ます。 

• 香 前 巧ち 数す のとき、 フ リヴ ブは半 負で 登録され ます。 25 文: すを 超 
るた です なお 案ち むます。 

FOMA カード ー FOMA 巧 末 (本体〉 へ コピーした とき 

♦ フ I」 方ブな 半角で 登録き 0 ます。 

♦ 霉な 番号、 ジール アドし ス は、 そ打ぞ む 1 件 目に 保存ち 打ます。 

• 式 モリき 寄ん 010 〜 999 一 000 〜 009 ① 房で 巧ち 小 ミい 末 登緣番 
呈に 登録され ます。 


電巧 « の 内容を お® して コピーす る 

待受 画面で®  ►名前を 道ぷ. み ►€)  ►[コ ピ ー ] ►コ ピー巧 
を逵ぶ ►«>  [ はし、] 


巧お 帳 
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ループを 設 まする 


« き 舌 « ご グルーブを 設定して、 グループ ごとの ち 前、 看 信ち、 呈值ラ 
シ プや覃 話な ななって ぎた とぎの 画 毎を 設定す る こヒヴ でぎ ます。 
•  FOMA 巧-ド 羣話 瓶ん ブル- プ香 編集の みで ミます。 


1 诗受 面面で @  ► グループを 進ぶ.©  ► [グループ 設 を] 

♦ 羣話暖 リス h* 画面で な;©  ►[ブルー プ設風 ►ブルー ブを 透ぶ 

►  ® 

• ブルーブリス ト では FOMA 銷末 (本 巧) 笔話 巧の あとじ、 FOMA 
わー ド 霉記娘 巧 表示ち むます。 

2  [グルー プを a 集い グルー プ ミを お 集 @  ►  ® 

•  FOMA 節 末 (本な) 笔 記帳では、 を g 1 〇スす (半角 20 文字) ま で 入 
て) でぎ ます。 

♦  FOMA 万ー ド 電話帳で な、 全 負 •半角 PS む ザの スぞ (半角 巧 致の 
みは 21 又す) まで 入力で きます。 

• お買い上げ 時 ①ブん ーブ爸 C 戻す: « 実 画面で© ( 1 砂 W 上） ►  © 


各 おおを ブルー ブ ごと I こおを する こと 巧で きます。 設 ちで ま について 

なげ p.83r 霉 記帳に 登録す る J 

• 指を 着 值音送 巧/指を ソール 着 « 音 違 巧 

• 指を 着僖 ランプを/指 巧 ジール 着僖 ランプを 

•指ち 着值 ランプ バター ン / 指を ソー ル看径 ランプ バター ン 

♦ ビクチ|^— コー ル設を 


«ちか 


f 巧 巧 巧から 電話を かける 

登録した 巧绍 巧を 呼 U 化して 電話を かブ たり、 ソー ルを を 信で き 
まも 

• 国原 電話を なける とき 巧* P.63 
• プし 7 イツ クス 番号を がけて な 口る ときげ P.64 
• お 信 香 番号 通知/が 适 姑を 指を して 巧 口 •ると ぎ 巧" P.52 
• テレビ 霉 話の 巧营画 をを 指を して ウ ける とぎげ P.77 
• マルチ ブンバ ーを 透んで ヴ ける とき 巧* P*36 己 
•  2 わ 1 利 巧 時 C 番号を 這んで 巧け ると きげ P.3S6 
• 看ち じ;^ ツ t  — ジ をが けて ロロる ときげ P.60 


■  2in1| り 巧 時の 巧 括 巧に ついて 

•  2ゎ1 の KC よって 表示 さ 〇 る霉記 根巧自 な 的に 巧り 智朽レ J ま 
す (げ  P*366)o 

• 〔デュアル 亡ー ド] のとき は、 どの t- ドの 霉話 «c 登録ち n ている 
ごを 巧 任) マークで 掩猛 できます。 


の 0 ブルー プ 1  (• 

\  \  1  || 

棉お 

|日， J 曲 

霉詰帳 リスト 画面  巧 客を 巧 画面 


A 

A  1 

B 

B 

fe 

巧 通 

t いご-: gg: ふ 皮 巧を-;- ミ 化が 


笔話 巧の 検索の しなた I こは、 フン 方ナ 検索、 ブ ルーフち 索、 ソ モリ さ呈 
検索な あります。 


フン 巧ブ 検索 

FO^Afi^端末(本巧)羣話候とFOMAヵー ド電ぉ根① 
両 万げ フン 巧ブ 順に 表示 さ 0 ます。 

ブルー::?^ 

FOMA 端末 (本体) 羣話 腸の あと C  FOMA た-ド 笔 
話巧ヴ 表示 まれます。 

夕たン 番号 検索 

FOMA 端末 (本 取) 羣話膀 のみ ヴを 示さり ミす。 

巧 

结 

m 


1 待受面 旧で @ 

♦ 前回 送 巧した 巧 索でまで 表示され ます。 

2 を 前を 選ぶ 

フ リガ ナ巧お 

♦ ウタ 乃ナ 巧〇 音 一須お •半淆 お) 一巧 ぞ一敎 すース ペーつ & •一記 
登^フリ巧ブなしの房で表巧 

※ フ リヴ ナの 1 夕ぞ目 E スぺ ース巧 入で さ 打てい ると き 
♦ フリ 乃ナを 1 ス すすつ 入力して、 ft を 巧い 電話帳を 盾 巧を 巧で 
きます （スピーディー ヴー チ)。 

ブん .ブ 巧を 

♦ 笔話暖 登録 時 じ 指を した ブルー プ亡 振りろ け 5 むてい ます。 

♦ ブルー プ巧① 香 前の 検索で まな、 フリ 巧ナ 検索と 同じ 揉 巧 じな 
U ます。 

ソちリ ち 音 お 帝 

♦ ジモ U 室 号を 1 巧 ざつ 入力して、 最ち fi い 電話帳を* 巧 表示で 
きます (スピーディー ヴー チ)。 

3 電話を かける 

♦ 音を 電 詰: 尼） 

• テレビ 笔 話:® 


フ リヴ ブ读索 


过 ’ クル—；' I 
す プルーフ 2 
山 ヴ ルー プ 3 
过ブ ループ d 
司ヴ ルー Jb 

グループ 横 索 


ド J モ 入む 
•トコ モき子 


ジ亡 U 番号 巧 索 


待 ま 面 旧で 毎) ►©([検索ち ミ 去 選が] 検索 モミ 去を 選 
ぶ  > 
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巧 

きき 

電話 リスト 画面 サ巧客 表 巧函お C、 ピ クチ わー コール E 設定し を函 
运を 表示で きます。 

1 電話 巧 リスト 画面/内容 ま示函 おで®  >  [面 像き 示 切替] 


• 電話帳 リス h* 函面 ごを 止 画を 表示して いる 适 含、 1 件 呂①電 お 番号 
と;^— ル アドし スヴ 表示 さむ、 羣 話を なける ことは できます ヴツー 
ル アドし つな 這 巧で きません 。登録され ている 化の® 舌 番号 や ジー 
ル アドし スを這 巧 するとき は、 巧 咨表巧 函画ウ 5 這 巧して  <  ださい。 
♦ 恼 人の 驾話 候と ブルー プ投 をの 雨 方に ビ クチ ロー コールを 巧を し 
たと きは、 屆人 ごとの ビク チロー コール ヴ® 巧 ちれます。 


する かどう々 & がち f る 


羣話 » を 巧の 操 巧で 送僖 •コ ピー するとき C、 ビ クチが ー コールに お 
ミした 画赁 をち 送す るな ど ラウを おを できます。 

■ホ 外禄 送®  ■  i  C 送僖  ■  mfcroSD>：t リー カード 巳 コビー 
■  micrciSD>< モリーのード じ バックで ップ 

電話 巧 リスト 函 お/内容き 示函 おで®  >  [画 » ち 送を 定] 

2 設 をを 涅ぶ 

• 【する] 【はい] 

• 【しない] 


内容を 示函 面から » かする 
待受面 あで® 

を 前を 惡ぶ © 

• 笔話お C 登 塚した 項目 ヴア イコンで 表示 
さむます 。アイ コンを 遵 及と 揉 巧巧イ タン 
ス I こ ネリ 用 可能な 巧 sg 巧 表示 さ 〇 ます。 到り 
当て 5 むた ボタンを 巧して、 揉 作す る こと 
巧で ぎます。 


ルー ブ 1 
ド〕 闻， 

。欄 

巧 J 曲 

0 巧な X なな X 
巧 客 表示 画面 


— ルの 函 像を 巧 示させる 
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け， け a 

• 画运 E 送 おちを [する] C おを してち、 巧の 画を なおまで きま はん。 
■ お 質い 上げ 時に 登録ち： n ている 画 倭 
■ 巧 得ち 巧 テし ビ笔 きちの 画復 
■ お得 元 巧 i 亡ー ドで ファイル 制限 あ U の 画 « 

■  GIF 函窜、 GIF アニター シ ヨン 


1 待受函 面で @  ►  ©  >  [microSD データを •巧] 


mIcroSD 夕亡 IJ 一ろ ー ド 巧の ち 括 « の 巧容を 巧ち き# 汚 C 
コピーす るぐ 巧ち さ へコビ ••ィ 
microSD イ ち リー カード 巧の 霉 IS 巧で 名前を 進ぷ. 

©► [コピ ー ] [巧 有 香 情津へ コピー] 疏末暗 紀圣皇 を 入 
力 ►  ®  ► [はし、] 

巧 连お巧 5 だ 

♦ 1 件 目に 登録して いる 笔 I 舌 番号な 巧ち 香 巧租じ コピー さの まだん。 
•  2わ1 の 亡ードを 旧 t- ド] C 餘 ちして いると きは、 B ナジ パーの 
巧ち 香ち まじ コビーち むます。 そ n 政 かのとぎ は、 A ナンバーの 
巧 有 吾 巧 或 亡 コビーち むます。 


づ 6SC 付して 巧语 する 


1 待ま函 旧で 毎！ を 前を 进 ぶ'®  ►[メ  ール 巧が] 
2  メー ルを 巧 巧 •をち 


樓能别 □ック E ついて 巧げ P.1 13 

待受 面面で ©►©  : [巧 能を) ロック] 

• ブルー ブ 検索が 用 中な: 巧受 画面で®  ►ブルー プを 透ぶ ►©► 
©►惟 S 劇 □ッ ク] 

2 端 ホち 註を 号を 入力 ► @ にが 


户 .中 巧;。. 1 

&巧 巧を 侵 正す る 

«話« じ 登録/ 設 をした の 客を、 項目 ことに 巧 集で きます。 

待受函おで毎) ^ 名前を 進ぶ ►  ®  ► [データ！ ■集] [修岛 

• 巧 咨表巧 画面では;©  ► [慢 正] 

♦  ffi の おお 巧 5 [電話 娘 登録] を 這 巧した とぎ： [這の/上 »]  ►香 
前を 這 巧 ►© 

2 電話 « を 修正を 
3 電話 巧に を 録 

• 上き き 登録:®  ►[なし、] 

•指ち した >ttij 至 号 亿巧規 で 登な: ゴ亡 U 番号を 入力 
• をいて いる ソたリ 番号 C 新規で 登錄; ツモ IJ 番号を 消去 〔四を 

1  fm±)  ►  ® 

•  FOMA 万ード 霉話很 のとき； [巧し、] 


♦ スーん □ック 、ダイた ル 奔值勒 巧を 設を している ときな、 宿 集で ぎません。 
♦ 指を 看售お 可/指定 看 宿 拒を C おまちむ ている 羣記 K は 岳 集で* ません。 


爸 錄巧宮 を〕 ピーす る  <  巧 目〕 ピ- 

巧容 表示 画面で アイコンを 适ぶ >0  ►[コ ピ ー] 煩 目コピ ー ] 


r 電巧 巧を 削除す る _ 

1 待 ま 面 旧で 运) ►を 前を 遵ぶ ©【[削除] 

2 削な 方法を 進ぶ 
• 〔 1 件が 巧] 

' 〔留巧 削 お] 名前を « ぶ® (<リ あし 巧い®  を 

〔グループ 巧を 件が 除〕 グルー プを 巧ぶ ►  ®  I 巧 ホ « なま 号  结 

を 入力、®  m 

[を 件闻 お] [本 巧ち 括 M] /[FOMA カードち 括 巧] 巧 ホち な 
ま 号を 入力 ►© 

3  [はい] 


毎巧«の巧咨を示函面ヴら削栋する<  1 件 削 r- 
巧 客き 巧 画面で 但》 ► [ 1 件 削除]. [はい] 


ツー タッチ ダイヤル/ツー タ 


かない ボタ ン巧 作で 巧 話 発信 やメ ー ル 
送 巧を する 


FOMA 旅 末 (本 巧) 電館 巧の メモリき き [000] 〜 [099] じ 登録した 
巧き には、 商 単な 巧 巧で 霉紀を 巧け たり、 I ち ー ド タールを 巧な 
して 送信す る こと ヴ できます。 


待 ま 面 旧で、 /モリ 番号の 下 1 巧 または 下 2 巧の 教ぞ 
を 入力 


2 なおを 選ぶ 

• 音声 霉記 : (3 
♦ テレビ 笔 記:® 

• ソー ルの 作な;® 


巧 ぺージ へ 括く  K  89 


巧 

ii 

巧 


• すで c 霉話 鳴を なをして いると きは、 e 君 i ①巧容 に 更新 さ ri ます。 
♦本 ヴー ビスな あ ホし 込み 巧む 要な 有料 ヴー ビスです (お申し 这み C 
は i た ード窝 お? 巧む 要です)。 

カスタム メニューで [LifeK け] ► [巧が 巧 能] ► [電話 » お 
預か リサー ビス] ► [お 巧 かり センター に 沒镜] [はい] 

• 霉話 振り スト 画面 "C は:©  ► [お預 ロリ t ンタ ーC 接爲] ► [はし、] 

2 端 ホち 註を 号を 入力 ►© 


♦ 巧ち 客 巧 岳ち お 預ウリ tz ンター へ保宮 さむます。 

♦  FOMA わー ド 霉記庭 や microSD ゴモ リー カー ド 巧の 霉話很 ぶ保吞 
でぎ まだん。 

• 霉結 おお 預な U ヴー ビスの ごが 巧 方を の 詳細に ついて な、 『ご ネリ 巧 
ガイド フック （i ち一 K<FOMA> 福)』 を ご R  ください。 

自 巧更« じついて 

♦ お預ヴ Ut ン ターの ヴイ ト で、 ち 巧 的に お預ヴ Utz ジタ ーへ 更新 • 
保存す るよ ラ C 設を できます。 


霉錠曠 C 埋數 の笔結 番号/タール アドレス 巧登綜 まむ ている とき 
は、 1 件 目に 登録ち むてい る笔話 番号/式 ー ル アドし スヴが 用で 
ぎます。 


«ち« お 巧 かり サー 


巧言 舌 巧を お 巧 かり 七ン ターに 巧 巧 (巧 
元 •更 巧) する 
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♦ 電铅 おの 目を! 更新 時 I こ 化の 巧 能を 起 を していた ときは 有を 更 巧ち 
む まだん。 驾結 娘の 自動 ま新ヴ 起動ち： n な 巧った とぎは、 巧受 画面 
じ [霉 記帳 お 垣な リ t ン ター 更君 f 這 知 あり] を 表示して お 巧 5 だ 
します。 

お 巧 かり センターへ 巧 巧で きる 電 K 巧の ピクチャー コール S 定 
面な のが 巧に ついて 

•  JPEG 函 を， GIF 画を、 GF? 二 式ーシヨ ンを保 巧で きます。 

• 1 巧 あたり 30 0K バイ h* までの 画きを 1 呆毎 できます 巧 OOK バ •Yf* 

を 超える 画 毎は お預 ロリ t ンター へ 保 香 さむ ま だん)。 


•  FOMA 輔末 かへの 化て! 巧 祭 止まむ でい る 画を はお 預な Ut ン ター 
へ 保存され まだん。 


羣話 巧た ソール、 画赁を 保を/を 巧した 通售 履歴を、 を 巧の ちの 口  5 
30 件まで 淀猛 できます。 通 僖馬歴 巧 30 件を 超えた ときは、 黄ち ちい 度 
度 巧 5 順 C 削除 さ 〇 ます。 


1 カスタム メニューで [LifeKit]  ►  [ffl が « 能] [電話 巧 お 
預かり サービス] ►[通信 巧歴ま 示] 度 ほを 楚ぶ ►© 


«« の 面 •を 送ち す々 かどう かを 巧ます る 


羣話 候を お預 方り t ン ター じな 读 するとき に、 ビ クチ f ー コール じ お 
定 した 画 急ち 送值 するな ど ラな を おを できます。 

1 カスタム メニューで [LifeKit] [便が 巧 能] [委話 巧 
お 巧 かり サービス] ► [電話 « 内 画像を 信] 

2 設 まを 選ぶ 

[ON] 〔はい] 

[OFF] 


音の おを 

摄帯羣 話な 5 鳴る 音を をえ る . <  音の お を  >92 

摄帯笔 話な 5 鳴る 音の 音备を 変える . <  音 室 調整 >93 

3D ヴウン ドを おを する .••<;>^0ディステレス巧果（イわホン）>94 

着 « や アラー ムを 振動で 知 5 だる . <バイ ブ レー タ おを >94 

通 記 巧 途巧打 そ ラな とき じ アラームで 巧 5 だる 

. < 通話 品}! アラー ム  >95 

ジールの 着 宿 音を 頃 5 す 時 国を 設巧 する 

. < ソー ル 着 售巧動 時間 おを  >95 

ィわ ホン だけ 巧 泛着僖 音を 晴 5 す . <イ わ ホン 切替 投を  >95 

電話な 5 巧る 音を 消す . <  マナー t  — ド  >95 

オリ ジブ ル マナー 亡ー ドを 変更す る 

. <7 リ ジナル マナー t  — ド  >96 


音/画面/照明 設定 


函 面/照明 のをを 

タイン デ ィス プレイの 待愛函 面の 表示を 変える 

. < タイン 画面 設を >9 目 

凳看值 時/ツール 送受 值 時の 画面を をき する 

. < お看 僖 画面設 ち/ メール 送受 這 画 画 段を  >98 

サフ ディスプレイを 設定す る . <  サブ 画面 投を  >99 

笔 おの 消費を 節の する . <尝 羣力設 を  >99 

プリ ジナん の 尝笔力 E— ドを 鉛ち する . <  ューヴ 鉛ち  >99 

た スタム ソ ニュー ①デヴ インを 変更す る.，.  < き だ 口え、 ソーん >101 
デイ スプし イをア しンジ する .•>  く 各種 画面 方 スタ マ イブ おち >102 

夏 本 ニューの デザインを 愛更 する . 103 

イルミ タ ーシ ヨンを 設巧 する 

. < ラ ンフ色 おを/ランプ バター ン設を  >104 

笔話か イー ルヴ あった ことを ランプで 知 5 だる 

. < 不在 着信 お 巧 5 杠 / 新 未 試 ジール お 知 5 だ  >104 

画 黄を 変き する . <鮮 たな 画 黄 KSa を >  105 

文: ぞの設 ち (フ 7 ン hO を 変える . く フォント （ス さ) 投ち >105 

文字の ヴ ィブを 変える . <  又ぞ サイ ブ紀ち  >105 

函 面を 兵語 表 巧 亡 切り 琶 える . <  Bilingual  > 106 

デ ィス ブレイを まむ りの 人な 5 見え C<< する 

. < ブライべー ト フィルタ >10 已 
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の 没を 


携帯電話から 鳴る 音を 変える 


■ お ■い 上げ 時に 鱼巧 されて いる メロディ 


巧 名 

3诚 话 

巧 名 

3  DM 巧 

着售音 1 

- 

夏を 2 

ち 

着 這 音 2 

- 

My  Journey 

有 

着 這 音 3 

- 

Peelin'  Groovy 

有 

爲き吊 (ヒ 3 コ） 

ち 

巧ヴ マット* 3 

- 

水售 

ち 

Skyscraper 

育 

Suonse 

- 

ラヴ ァ—ブ コンツェん 卜 *4 

育 

クン スタ ル 

- 

ラ •クン バルシー タ *5 

- 

Twilight 

- 

フル キユー レの 房 巧* 6 

ち 

Sunset 

- 

ヴイ しント 

- 

Classy  Room 

ち 

TI  (標を 置） 

- 

Groove 

ち 

TI (時 聞です） 

- 

ラブ タイム プンス 

有 

Tl(lt's  time) 

— 

巧 巧 吾 芒 

^  1  Scott  JoDlIn  ※ 2  Vivaldi  Antonio  Lucio 

X  3  Gossec  Francois  Joseph  《 4  J.  S.  Bach 
※ち  Matos  Rodriguez  Gerardo  H 
X  6  R に hard  Wagner 


音/画面/巧 巧投を 
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宙 ホま更 する <**s 曲ん け 


•お 賣い 上げ 時 C 登録 さ n ている メ □デイ や、 i  t— ドで 取 清した ツ 
□ディ、 着 ラた®、） モーシ ヨン、 着 ラち フルを、 FOMA 强 末で！ i をし 
たを 函 （ I たー シ ヨン) などを 設巧 できます。 

•  i たー シ ヨンを お 巧す ると、 着售時 C 映像 や 营声巧 再を さ 0 ます 

(看 t- シ ヨン)。 


カスタ ムメ ニ ユーで [設定] [音] [き遵 巧] 

2 巧 目を 港ぶ’® 

3 を 信 音を 進ぶ 

♦ 看值 音の お 提:着 « 音を 送 巧 ►  @ 

• 看 ラた フル® を 鞍ち するとき 巧、 1 巧 全部を 設巧 (まるごと 設 を) 
した U、 巧の 一部分を 段: 巧 (ブス スジ 設 を) する こと ヴ できます。 


•  mi び oSD 夕ち リー カードの 横 巧 巧 目 旨〕 ン テン ツ] フマ ルタ 巧の 
I 亡ー シ ヨン、 着 ラた フル® は 直接 おを できます 巧、 おちさ n た 
I  t- シ ヨン、 看うた フル @RFOMA お 末 (本 麻) ① デー タ ボックス 
の [i  t ー ド] フ オルプ C 移 君! さむます。 

• 看 宿 音を 変更す ると、 着僖函 おち 変更 ミれ る こと ヴ あります。 

• 涅 致の 着值营 巧投定 さむて いると きは、 巧の* 巧 •位で 晒 U ます。 


«巧居位(育^化） 

着售音 

7 ル チ ブンバー 看 這 音 ター 電結 » 指定 養 這 音 ー ブルー 
ブ 指を 着售音 一目 ナンバー 看售 音一远 常の 着售音 

タール 看 宿 音 

電話 根 指ち ベール 着 售音ー ブルー フ指お ソーん 看售音 
一日 アドし 3 巧の ジーん 含 S 音 一通 常の; >： ー ル 着 這 音 

《 2in 巧！ J 巧 中な、 お 巧になります。 

• 巧 通知の テ レ ビ笔 紀看值 な、 テ レ ビま結 看 运音巧 » 巧ち 〇 ます。 

• デ ー 9 通值 時の 看僖 音と 看 « 画面は、 音声 «£ の設 ちと 同じです。 


• 巧の 場合は、 着售音 I こおを でぎ ま だん。 

■  mf び oSD タ モリー わードウ 5  FOMA 規末 (本 巧) 区〕 ピー した 
i ちー シ 3 ン 

■ 映 まの みの I 亡ーシヨ ン 
■ テ □，ジブの 巧いた i モーシ ヨン 

■ ち 生 制限の ある 着 ラた かり I 亡ーシヨ ン 、看 ラた フル®、 ラた • 
ホープ イ 

■ 再生 巧 限 および 更新ち 巧 期間 巧沒 3 した ラた •ホー ブイ 
■ 看 信 音 設をヴ [不可] のジ □ディ 

■巧 尼す る ミュージック （会 夏 制) ヴー ビスの ライ t ンス 巧ない 
ラち •ホー ダイ 

■ ダ クン □ー ドのを 中で 保 巧した 看 ラた フル® 


を 11 設 をち そ K 更 する 


■力/ラの シャ ツタ ー音を ま SB する <  シャッ ター音 > 
カスタム メニューで [設定] ►[音] [音 遺が] [を a 
設 を音楚 巧] ►[シャッター 音] 

2 音を 送ぶ© 

• 音の お 湿; 音を 运巧 

■ タイマー 音を 巧更 する く タィマ- s> 

カスタム メニューで [設定] ►[音] [音 進 巧] [を珪 
設 を音楚 巧] [タイマー 音] 

2 音を 送ぶ 

【奋革 音] 巧 巧 時枯を 入力 

- 揉 宰营の お 錫:® 

【メロディ]!  メロディを 巧ぶ ►を^  時 田を 入力 ►© 

• ソ □デイの 宿 紹:ソ □デイを 違ぶ ►© 

に FF] 


ま ■» 


曲 帯 巧 話から 嘛る まの 音量を をえ る」 


[音き 1] 〜 [音备 10]、 [サイし ント] 、[ステ ッ ブトー ン] (だんだん；*; 
きな 音になる) じ 調節で きます。 

カスタム メニューで [設定] ►[音] [音 最楚 巧] 

! 巧 目を 選ぶ® 

i 〇 で 音量を お 節 ►© 

• ステップ ト ーン： [音き 10] で 〇 
• ヴイ しンい [音备 1] で 〇 


お 節した 音き は、 羣 漏を 切ったり、 霉巧 バックを 取り外し てを 保诗 
まむ ます。 

デ ー 9 る值 時の 着 僖音呈 な、 音声 霉記 看僖 音の おを にないます。 


【•T 


[音备 1 ]〜 [营备 10]  C 調節で きます。 

巧し ンター 巧 表示ち むてい ると きな、 因を 巧して 非 表示 じして < 
ださし、。 

待 ま 函 旧で 0( 1 巧 1U 上)/ 0( 1 巧 JU 上） 

>  〇 で 音 •を 韵節 

♦ 音屋顏 前後、 巧 2 砂 経過す ると 巧 登 画面 C 房 U ます。 


音/画面/巧 巧 級 {正 
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る 


各 ま， •を MMN 

く < タン MSP モーシ 


[音 星 1]~  [音呈 10] 、[サイし ント] に强 節で きます。 

カスタ ムメ ニ ューで [設 を] ►[音] [音產 違 巧] [を 
巧設を 音さ遵 巧] 

: I 頁 目を 语ぶ ►货 

1 〇 で 音ち を 調節© 

• ヴイし ント： [音 星 1 ] で 〇 


7 ナ ーt- ド 設定 中は、 こ①巧 能の お定 C なな 打 5 ザ、 音 BBU ま 
じ ん。 


3D サウンドを 設定す る 


• イ □デ イプし一わ一め ステし ス巧果 設定 （イれ 卞ソ） じ 連動して い 
ます。 


ステ レブ/ 

3  D ヴつン ド 

ON 

3D ヴ ウン ドを 3 巧 元の な 巧 音 客で ステし 7 イいホ 
ジ t ット ロ 5 再生で きます。 3  D 巧 里 巧 含まむ てし、 
ない 着值 音は ステ レス ヴ クント’ で 巧り ます。 

3D ヴつン ド 巧 巧の i アプリ ①ブー ムり着 宿 音を 
臨場感 あろむる ヴつン ドで お楽しみいた だけます。 

ヴラ クン K 

音 C 臨靖感 やで 化感を 出す 巧す です。 3  D 情虽 C 関 
みなく ヴラ クント’ で！！ リ ます。 

カスタ ムメ ニ ユーで [設定] ►[音] [メ  □デイ ステ レ 
才巧ま (イヤホン)] 

巧 まを 涅ぶ © 


音/画面/巧 巧設 {正 
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• ステ レ スイい ホン わ ツト を活巧 しないと 安は、 投を C 巧な 05 ザ、 
看值 音か夕 □ディな どづ t ノラ ルで 巧 生 さむます。 

• 看值音 C  I ちー シ ヨンを 錠ち している ときな、 ヴ ラウンド 巧 果な 
お 巧と な U ます。 


一夕 》 を 


着 倍 や アラー 厶を 振動で からせる 


« 錠 看 信、 ソール 运售、 アラーム ネリ 用 時に 振 B で お 知 5 だで ぎます。 


パターン 1 

巧 〇ぶ 巧 おお-* 拘 0.8 粗 停との  <  り 返し 

バター ン 2 

巧0.3秒お君|^お)0.3砂停止〜お)0.3权おを^巧1 砂 停 
止の <リ 返し 

パターン 3 

連続 振動 

ソ □デイ 連な 

バイ ブ しー タ ヴ動イ です るよ ラ C 作成 さ 0 たべ □デイ 
のと さ、 ソ □デイと 連を して バイ ブ しー タ巧 振動し ま 
す。 連動して い g： いソ □デイのと きは、 パターン 1 で 
症を します。 

1 カスタ ムメ ニ ユーで [設定] ►[音] [パイブ レー タ設 
を] 

2 巧 目を 塞ぶ ►© 

3 バ イブ レー タを 塞ぶ© 

•  〇 で [バター ンリ〜 [バター ン 3] を 這ぶ と、 バイフ レー タの振 
をを 话损 できます。 


• バイブレータを 設 をして いると SC、 のの 上な ど CF0MA 强 末を 
是 いて あ  <  と、 振動に よって 落下す る おそむ 巧あります ので、 ご 注 
意<  ださし、。 


泣を 晶 « ァ 


通話が 途切れ そ ラな ときに アラー ムで 
からせる 

• 通 記 品 巧 アラー ム は、 音声 霉話 のみ じ 巧 尼して います。 

カスタム メニューで [設定] [る 話 ，巧 信 巧 お 註を] 
[巧 話中 設 を] [巧を 品ち アラー ム] 

2 アラーム 音を 道ぶ© 


♦ 急 じ 通話 馬 黄 巧 おく なった ときは、 アラーム 音ヴ巧 5 ザ I こ 通 お 巧 
切れて しま ラ こと ヴ あります。 

タールの 着 巧 音を 鳴らす 時間を 巧を ずる 

カスタム メニューで [設定] [音] [メールを 信 P 烏 » 
時巧設 を] ►  [ON] 

2 巧 巧 時 聞を 入力 1、© 


♦ 巧の 运 S3：、 夕ー ルを 登 宿して ち、 ソール 着 « きな 巧り まだん。 

■ 這紀中  ■ i アブリ 実 巧 や  ■ 巧 タラ 起 あ 中 

■ フン t ブ視巧 中 ■ パターン データ 更新 中 


イヤホン 切 を 


rr ヤ ホン だけから 着な 音を 嘛らす 1 

平型スイッチ巧イt^ホンマイク（別巧)などを授病したとき、看售 

さや アラームち などを イ たホシ だけな 5 巧 こ 之る よ ラじ設 をで 

きます。 

• [イ户 ホンの み] I こおを してち、 平を つ イッチが イい ホン 7 イクな ど 
巧援続 ちれて いないと きな、 ス ビーた な 5 鳴 U ます。 

1 カスタム メニューで [設定] ►[音] [イヤホン 切替 設 
を] 

2 設 をを 選ぶ ► © 

• イわ ホン 7 イクな 5 の 着 宿 音は、 着径 音皇涅 巧で おちさの た 音 S 
で 固 こえます。 

• イわ ホン 7 イクの コードを FOMA 節 末 じ まき イブなないで  < だち 
し、。 巧 息 アンテナ 巧 正し  <  街 口ない こと 巧あります。 

• イ 。ホン アイクの プラグな お 実に 差し 泣んで < ださい。 差し 应み 
ヴ 不完全で 止まって いると、 音け 切 〇 た U、 巧 實やス きな 音ヴ する 
こと 巧あります。 


• 電源を A れた瞄 国 1こ「 バ チッ」 と 音 巧す る こと 巧あります ヴ 、故障 
では あ U ま はん。 


lp 巧から 巧る まを ミ 肖す 


公共の a 巧な どで 驾: 结① ちを 周囲に 化したくない ときは、 7 ナー 
ちードを が 巧し ましよ ラ。 FOMA 谎末巧 5 ちを 出まない よ ラに、 
切 U 資 える ことヴ でぎ ます。 

• マナー モード おを 中ち、 た タラの シ ロッター 音、 摄を 開始 音/厚 止 
音な 巧 U ます。 


音/画面/巧 おお {正 
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• マナー モー ドのを 黄に よって、 各 おおの 設 ちの 資巧 異なります。 


喔能 

a 常 

ヴイ レント 

オリジナルが 

を含ツ t、 パイ フレー タ 

ON 

OFF 

ON 

€ 培 音、 ソール 若 宿 音 

ヴイ しント 

ヴイ しント 

ヴイ しント 

アラーム 音、 ボタン/ 

OFF 

OFF 

OFF 

巧受） モーション 直、 

霉お残 星 窒吿营 

7 イク 感度 アップ & 2 

ON 

ON 

ON 

XI 才 IJ ジナル マナー t— ドの おちは 変まで きます。 

X2  7 イク 感度 アップを 設 ちす ると、 适 話中の 7 イクの 感度 巧 富 
くな り、 か ミな 再で ち逗 話で きます。 ただし、 ハン ブフ リーで 
の 通話 中は、 マイク 感度! 3 変む り まだん。 

カスタ ムメ ニ ユーで [設 を] ►[音] [マナー モ ード設 
封  l：ON] 

2  « 類を 惡ぶ ► © 

• スリ ジナル 7 ブー 亡ードの 設ミ じついて はげ P.96r オリジナル 
7 ブー 亡ー ドを 変き する」 

♦ 樓 類を 送 巧し な 巧った ときは、 前回 投定 しで マナー ちード (巧 回 
13 通常 マナーた ー ド) 巧 おち きれます。 


1 待受 中/を 信 中に 面 （1 巧な 上） 

• 看值 中で FOMA 銷 末を 聞 じている とき： 
Q(MULTI)( 1 較 W 上） 

• 前回 おちした 7 ナー 亡ー ド (巧 回は 通常 ァ 
ナ ーt— ド) 巧設 をち むます。 

• 巧受 中は 7 ブー たー ド 泣ち 画面 ヴ 表示ち 
む、 マナー t— ドの 樓寶を 這 巧で きます。 

S で 2 抄国 巧ち 揉 巧 しないと、 這 巧 中の マ 
ナ ーたー ド巧投 を ちれます。 


音/画面 \ お 巧設を 
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指定した 時刻 巳 7 ナ ーち ー ドを 白 拉的亿 おな する 
<7:^  ’  •き 

巧受 画面で 脚な 時刻 （4 巧: 24 時間 制) を 入力 ►画 （1 巧] ^ 
上) または©  ► [マナー お 時 0 

その 巧 flC おり、 看® きを 止める <  クイック ヴイ しント > 

含 信 中 じ 面 

♦  FOMA お 末を 南 じている とき: 看 イ含中 巳 目 （MULTI) 


オリジナル マナー モー ドを 変更す る 

1 カスタム メニューで [設定] [音] [マナー モ ード設 
を] [ON] [オリジナル マナー モー ド] 

2 項目を 爱 ぶ© 

3 設 をを 進ぶ © 

• 音 S の 調節 巧を C ついてはげ P.93 「看 垣 音の 音 星を 萬 節する」 
① 操作 3 


イ イン 面面 没を 


/ イン ディスプレイの 待受函 面の 表示 
をを える 


巧 5 なじめ 登 塚 さ 〇 ている 画鲁や FOMA 端末で 涅 をした を 止 画、 を! 函、 
ヴ イトむ 5 取得した 函淳 などを 巧是 画面 csa をで きます。 


カスタ ムメ ニ ューで [設定] ► [ま 示] ►  [メイン 函面設 
を] ► [待 ま 画面 設定] 

2 画 巧を 送ぶ： ® ►[はい] 

• 函运 の?! 淀; 画 每を違 &►© 

♦ 函 霉のサ イブに よっては、 設を 画面 巧 表示 さむます。 表示 ヴ イブ 
&遵ん で  <  ださい。 

•  [  i アブ U] の設巧 I こついて 巧 巧* P.212 


• 音 ^ のみ/再生 制限 お U/ASF 巧す の I  t ー シ ヨンな 巧 愛 画面 C 
設定で ぎません。 

♦  microSD ソち リーろー ド 巧の 画 毎は 段: をで きま だん。 FOMA お 未 
く 否 体 0C コビー/巧 お してな 5 設 巧して < だまい。 

♦  m にの SD 夕た U— たー ドの 巧 多 巧 巧 能 コンテンツ] フ ブルダ 巧の 

I 亡ー シ ヨンは 直接 段を でぎ ます。 

• 巧 受函お C おちした 画を を 削な すると、 お資い 上げ 時 ①函場 C 房 
ります。 

♦ヴイ ト などな 5 取得した 函毎 じよって は、 正し < 表示 ミむな いこ 
とヴ あります。 

■ 巧受函 面を 定 した 面 像の 巧 作 

Flash 画*、 GIF ア ニイー シ 3 ジ 

♦  R 巧の 1 コ 7 目 ご 5 虽長約 30 較 再生され、 再生 投 3 をな 厚と した コ 
7 巧 待き 函面 として 表示され ます。 再生 や I こ 因を 巧す と一日を 章 
止/再生を 切 U 替える こヒヴ できます。 

i f ーシ ヨン 

♦  R 巧の 1 コ 7 目な 5 再生 ちれ、 再生 终 3 をな 1 コ 7 目 巧 巧愛函 面と 
して 表示 さの ます。 再生 や ご 0 を 巧す と 1 コ 7 目に 房り 停止し、 再 
度ら) を 巧す と 再生 さ のます。 

• 再生 や ご 音 再の ち おを 切替: 日 （MULTI) ( 1 秒 W 上） 


•  Flash 画 毎の 音声な 再を ち： n ま はん。 

• 尝霉力 亡ー ド C なって いると きは、 いすむな の ボタンを 拌 すと 函 
面け 表 巧ち むます。 音声 笔抱中 U 外な、 がした ポタンの 巧 おぶ ミ 巧 
さむ まだん。 


、 r  ■  TT 〒け- 01  -  一  Trmnr、 


巧受 画面に たし ン プーを 表示 さ だる こと 巧で きます。 

♦お賣 い 上げ 時な、 万 レン ブー C は r 国民の? 兄 曰 I こ閔 する を 律な U を 
人备化 法の 一部を 巧 正す るを 律 (平な 17 ホを 律 第 43 号)」 に 碁ヴい 
た? 兄 日な 登録され ています (2008 ホ 1 月ち 巧)。 春み の 日、 がを の 日 
の 日は は 前年の 2 月 1 日の 宮 報で 黄を ち n るた の 異なる こと 巧 あ 
U ます。 

1 カスタム メニューで [設定] ►[ま 示] [メイン 面面 設 
を] ►[カレンダー 表示 設定] 

2 表示 方 ミ まを 道ぶ© 

♦ 〔1 ク 弓]、 [2 ブ 月] のとき： [1 ブ 月]/ [2 ク 貝] ►表 巧 位 豆を 選 
巧 ►© 

■待 受函 面での カレンダー » け 
♦前後の 乃し ン ブーを 表示; 〇 
• 巧し ン ターの ち 巧を 巧 富； 因 


• た レン ダー表示 やな 1 チ|^タルテ0ップ巧表巧ちれまだん。 


音/画面/巧 おお {正 
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- 

巧受 画面 亿時 おを 表 巧ち はる こと ヴ できます。 

カスタ ムメ ニ ューで [設 を] [表示] [メィン 函面設 
を] ► [待 ま 時計 ま 示を を] 

2  [時計 表示] 宿を 港ぶ ►€) 挂預を 選ぶ 
- [ON け)] 

[ON (小)]/ [OFF] 巧 作 5 へ 

3  [時計 グラフィック をを] 巧を 送ぶ © 画徐を 遇ぶ 

• 時な ブラ フィックの お 紹:画 復を虽 巧 ►© 

4  [表示は 置を を] 巧を 港ぶ：  〇 ►表示 位置を 港 ぶら) 

5® 


ち 看 巧 西 面 技を/メールを 爱巧函 面巧定 


発着 信 時/ メ ー ル 送受信 時の 画面を を 
更 する 

カスタム メニューで [設定] [ま 示] [各 巧 画面 カス 
タ マイ ス設 を] [発ち 恒函旧 設定]/ [メ  ー ルを ま 语函 
面設 を] 

2 項目を 遅ぶ ©>® 

3 画 巧を 里ぶ ► @ 

•画 富の お 提:画 运を涅 ぶ ►© 


• 着 垣 画面と ■:- ル 受垣完 3 画面 にな、 i モーシ ヨン (音 ^ のみの 
I  t- シ ヨンは 除く） ち 巧ち できます。 

• 巧ち した 画涅を 削除す ると、 お 勇い 上げ 時の 段を C ち U ます。 


音/画面/, 照 巧投を 
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• 巧 通則の テ レ ビ笔 紀看值 な、 テ レ ビ笔 記着径 画面な* 巧され ます。 

•  mic の SD ソ t  U — わー ド 巧の 函 毎は 没: 巧で きま だん。 FOWA 猜末 
(本な) C コビー/巧を してな 5 設 まして  <  だち し、。 

•  mゎのSDソた|J—わードロ5F0MAお末(本体)区コビーした 

I  t— シヨンは看宿函面ゃ*:^^— ル受值売3函面じおをできまだ 
ん 。摄 おした I  シ ヨンな、 FOMA 强末 (本 巧) 区 置 接保杳 して、 
おちして  <だ まい。 

•  microSD ジ t リー カードの [移 巧 巧 目 旨 コンテンツ] フマ ルタ 巧の 

I 亡ー シ 3 ンな ，直接 錠を でぎ ます。 


•  SMS ヒジツ ゎー ジ R/F の ソール 愛這完 3 画 おは， 変更で きま だん。 


霉話傾こ登録したビクチ+^  — 〕ール（げド.84)を表巧ミだるごどラ巧 
らお をし ます。 

♦ 巧手 ①発值 香を 号ヴ适 姑ち むない 屠 含 や、 笔話 «C ピ クチで— コ • 
ル (函 ま) を設 巧して いないと きは、 ビ クチたー コ ール较 をを [ON] 
亡設: をして ちピ クチ わー コールの 函售は 表示ち むま だん。 

1 カスタム タ ニューで [設定] [ま 示] [を这 画面 カスタ マ 
イス 註を] [巧 着信 面面 設 ま] [ピクチャー コール 沒 を] 
2 設 をを 望ぶ© 


♦ 画语 はなの* 巧ち 位で 表示され ます。 


巧 巧！! 位 (离— を） 

画を 

電話帳の ピ クチたー コール 錠ち〜 ブルー ブのピ クチ f 一 
コール 投 を〜 拜看宿 画面 おを 

♦  1 亡ーシヨ ンを設 ちして いる 場 含な、 鉛 否して いる 
i たーシヨ ン巧 运 巧 さむる こと 巧あります。 

サブ 函面 & を 


[>ブ ディスプレイを 設定す る 


b  :.  •  す。 ■  - 

1 カスタ ムメ ニ ユーで [設定] [表示] 
‘ [巧手 表示を を] 

2 設 をを 遅ぶ：© 


さま] 


[サブ 画面 設を 


ィ-玄 プレイの 時 » デ ザイ: する 


I カスタ ムメ ニ ユーで [設定] [表示] [サブ 画面 設 を] 
‘ [時計 ま 示を を] 


2 挂 想を 還ぶ ► © 

• [巧 受時お (ガ] は 時刻の み、 [巧受 時 itw、)] は 曰が, 曜日、 時刻 
巧 表示ち 打ます。 


雀  <  力投を 


「巧 池の 巧 費を 節約す る _ ] 

デ イス プしイ の 表示 時間な どを 調整して 霉 おの 消 巧を 巧え る こ 
とげで ぎます。 

♦尝羣 力 おちの 涅類 にぶって、 表 巧 時 国な ど 巧 巧の 表の よ ラ C 興な り 
ます。 


お 巧 時間 没を 

适 常ちー ド 

約 10 秒 

霞 畢ちー ド 

約己抄 

ュ-ブ 技が 

柳 0 秒 

画面 表 巧 時 国設を 

お n を 

巧 30 秒 

約 1 ろ 

明るち 韵整 

12 

1 

12 

ボタン 照明 おを 

おむ 

消む 

おむ 

《 ユーザ おちの 愛夏 亡つ いて 巧げ P.99 


カスタム メニューで [設定] ► [ま 示] [を 電力 設定] 
挂 巧を 塞 ぶら） 


ー ザ 没を 


EBI 

扔 


ジナルの 省電カ モードを 設定す る I 


一定 時間 FOMA 摘 末を 淀 巧し ななった とぎ C、 バック ライトを ミ 肖し ま 
す。 


适 常時 

霉 おを 入 n たと き、 ボタンを} 甲した とぎ、 FOMA 銷末 
を 開 聞した とき、 霉話 巧な なって きたと きな ど C 照 巧 
巧点扫 する 時間を、 1 〜 99 秒の 国で 設巧 できます。 

巧霉時 

AC アダプタ (别 売)、 DC アダプタ (別 壳) を 接続して い 
ると き C お 巧 巧 おむ する 時 国を [适 常時と 同じ] また 
は [表示 時間 設巧 亡が ラ] 1 こおを でぎ ます。 

テし ビ驾紀 
時 

テ レ ビ霉 話中 C お 巧 巧 おな する 時間を [适 常時と 同 
じ] または [常に ON] じ設 をで きます。 

インター 
み 外 時 

i t— ド/フル ブラウ ヴ 中に 聞 巧け 点灯す る 時間を 
[适 常時と 同じ] またな [表示 時閣 おち C 化 ラ] C おを 
できます。 

i でプ IJ 時 

1 アプリ 中 1 こお 巧 巧 点な する 時 固を [通常 時と 同じ] 
また 恩 [ソフ h*  1 こが ラ] CIS をで きます。 

カスタ ムメ ニ ューで [設定] [表示] ► [省電力 設 を] 
^  [ュ ーザ設 を] [巧 明 時旧設 を] 

巧 目を 进ぶ ►货 
設 をを 進ぶ© 

• [這 常時] のとき: 点. 打 時 国を 入力 ►© 


音/画面/お 巧 巧 {正 


巧 ページへ 榜< 
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点む 時 茵を長 <  すると、 連 攝巧受 時 国ヴ巧  < なります ので、 ご注意 
くださし、。 

テレビ 驾紀 時を 構 I こ ON に 段:； 否した ときは、 [巧る ミ 2]C 萬爱ミ 
れ ます。 

巧 致の お 巧 時閨ヴ おちち ri ている ときは、 巧の 告巧 順位で ぶ 打し 
ます。 


覆ち] ■位 (育 一 化） 

照 巧時茵 

i でブ。時^巧霉椅ーテレビ霉お時/イジター3ツ 
卜 時— 通常 時 

1 アプ IJ 起を や C テレビ 霉 おを 巧 巧 するとき は、 テレビ 霉路時 
の 設定 ヴ 巧 巧され ます。 

テし ビ笔結 時を [常 CON]  C 設 をして、 巧霉 しなな 5 テレビ 電結 
を ネリ 用 するとき は、 [常 CON] になります。 


—を 時間 FOWA 銷 末を 度 巧し な 口った ときに、 デイつ プしイ の 表示を 
消します。 

1 カスタム メニューで [設定] [ま 示] [省電力 資 を] 

>  [ューザ 設 を] [画面 ま 示 時 巧 設定] 

夕 時 W を惡ぶ ► © 


デ イス プしイ の 表 巧け 消えて いると さに、 いす‘ 打な の ボタンを 巧 
すと 函面ヴ を 巧ち むます。 

I チ|^3ルテロツブ表巧中でち、画面表巧時聞設をじなつてデイ 
スフ レイの 表示 巧 消えます 。ただし、 [3阱よ]じ 設 ちした 頃 含， 巧 60 
較 固は デイ スフし イの 表示 ヴ 消え まだん。 

音声 羣紀 中は、 画面 表示 時 商設を C なな わ 5 ざ、 巧 10 おで デイ 3 プ 
しイの 表示け 消 そます。 


音/画面/巧 巧投を 


1 帆 


••，か  Mfc* 

• 巧の 頃 含は、 画面 表示 時間き 空を の 時間 巧 経過して ち デイ 3 プしイ 
の 表 巧な 消え まだん。 

■ テし ビ霉記 中  ■  i たー ド 通运や  ■ イー ル 送 愛 這 や 

■ ウタ ラ 起を 中  ■  I 亡ーシヨ ン 再生 中* 

■ スライ ド シヨー 再生 中  ■ 外部 お 器との データ お 送 中 

■ フン t ブ谓持 中 •録画 や  ■ ビデ 了 再生 中 
※巧受 i 亡ー シ ヨンを 除く。 


.ス ブレイの 明るさを » する 


巧强惶 で詞爱 できます。 謂尝 しな 巧ろ 巧る さを 淀歸 できます。 

1 カスタム メニューで [設定] [ま 示] [省電力 設 を] 
t  [ユーザ 設 を] [巧る さ お 整] 

2  〇 で 巧る さ韵整 ►© 

SU の  M 一 

• 巧る < すると、 連爲巧 愛 時閨な 巧くな U ますので、 ごま 意く e さい。 


ボタン 


卜 を巧定 すち 柏* £> 


ポタンの バック ライ ['のホ打/消好を投:をします。 

1 カスタム メニューで [設定] ►[ま 示] ►[を 電力 設定] 
t  [ュ ーザ設 を] [ボタン お 巧 を を] 

2 設 をを 選ぶ© 


[ぶむ] にお 巧した ときの お 打 時 国は、 閣巧時 国技: をに がいます。 
[ぶ 归] じ 巧ち すると、 連続 巧 受時閨 巧 巧<ら：り ますので、 こを 急く 
ださい， 


をせ かえ ツール 


r カスタム メニューの デザイン をを まずる 1 

き だな 文ツー ルを ま!) 巧して わ スタ ムイ ニユー 画面 や 巧 夏 画面、 イ 
ニユー アイコン、 含 信 育な どを まとめ てをきで きます。 

• き だな えツー ルの ブつン □—ド C つし、 て なげ P, 巧 5 
•変き さむる 頂 目の 一* な 巧のと ありです。 ただし、 愛夏ち n る 頃 目 
は、 き だな え、 ソール C ぶゾ 異なります。 


画面 

巧受函 面、 電お 舞宿函 面、 笔話 看售函 面、 テし ビ霉錠 着售画 
面、 タール 送售函 面、 ツール 受® 画面、 ー  ル 受值完 3 画 
面、 笔巧 7 —  ク 、電お マーク、 お 知 色 だ アニソ 、乃ス 9 ムソ 
ニ ユー画 侵、 i  t— ド ソニユ ー画运 、ソー ルタ ニユ ー画读 

看 宿 音 

音声 羣話 着语 音、 テ レ ビ笔館 看® 音、 ツール 看售营 、ソツ 
t ー  ジ 9看« 音、 タツ t ー  ジ F 看 信 音 

その イ拉 

0 ラー テーマ、 夕ぞヴ イブ 

• お賣い 上げ 時の 巧 態 E ついては 巧" P.386 〜 P*399r 巧 スタ ムツ 
ニコー/ 基本 ソニユ ー ー 黄」 

カスタム メニューで [データ ボックス] [きせ かえ 
ツー ル] 

• む スタム タニ ユー、 畳 本ソニ ユーで® を 巧して ち 操作で きます。 
2 きせ かえ ツールを 遵 ぶ®  [はい] 

• データの お 錫: きちな えツー ルを 這 巧 ►© (データー 宾 画面を 
表 巧） ►データを ま 巧 ►© 

♦ 文す ヴ イブの 一括 段: を おお 函面ヴ 表示ち むた 場合、 ぎだ 巧を 
ツール じ 指を ち 〇 ている です ヴ イブ C 変更 するとき は [はい] を 
這び ます。 


• きな 巧乏 ツールを 利用して ウス タム 又 ニ ュー函 毎を をました 場 
含、 式 ニ ューの 揉 作贾歷 C がって 方 スタ ムメ ニ ューの 項目 巧 変の 
るを の 巧あります 。また、 おお 番号を 入て) しでち 頃 目を 這 巧で き g： 
いちの 巧あります。 この頃 含、 本 » での 致 巧 どおりに 揉 巧で 安ない 
ため、 畳 本 ジニュ ーI こ 切り 琶 える 巧 (げ P.37)、 ソニ ご一 函面ン 
わ ット （ザ P,102) を 巧って < ださい。 

•  mic の SD 夕た IJ- たー ドの [移 巧 巧 弓 g コンテンツ] フォルダ 巧の き 
だな え ツールは、 データ 提捉 なでき ます ヴ、 直接 設定す る ことは で 
きま だん oFOMA 端末 (本体) C 移動して な 5 設 ちして  <  ださい。 

•  2in1 か 巧 時、 そ ri ぞ むの モードで き だな え ツールを 殺を したと き、 
目ちード 、デュアルたードでは 巧の 項目な 鉛ち ミれ まだん。 個別 C 
巧 をして  <  だまい。 

■ 巧受 画面  ■ 音声 電話 看运音 

■テし ビ霉 お看® 音  ■ タール 看 宿 音 


データ 巧投 時の 音 ■を资 節する く  •ぅが 8ぞ> 

データー 巧 画面で©  ► [ち ■設定]  >  〇 でち ■を 謂 節. >  @ 
待受 面面 おを 時のを あヴイ 3 を設 をす 5< 巧受 i  1，3ン沒在> 

デー タ ーR 画面で©  ► 隋愛 i ちーシヨ ジ設恐 〔、 ヴイ 3 を 
蛋ぶ ►© 


L ジール 設 をを 巧期扶 gU こ R す 


麵 面面/着 巧 音の すべての 註定巧 目を 巧 巧げ おに 戻す 
<函£/3 没を の 初拍化 > 

•初 巧 化を 巧う i：、 きちな え ツール [White] なおち ミ 〇 ます。 

1 待受函 旧で 证 （1 巧 JU 上） 

2  [函 面/音 設 をの 初 巧 イヒ] ► 端 未 暗証番号を 入力 
©► 抽辑] 


音/画面/巧 巧 巧 {正 
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■ ゾ ニュー 函面 たけをり セツ トす るく タニ ュー函 面 リセット > 

• リ t ツト すると、 き だな え ツール [White] ① タニ ユー 画面 ヴ設を さ 
〇 ます。 

待受面 あで 国] (1 巧 1U 上） 

• むつ タム ソ ニユー でな：©  ►[ジ ニ ユーリ t ツト] ►お 末 暗証 番 
登を 入力 ►© ►[ない] 

2  [メニュー 画面 リセット] 巧 ホ 暗 註 番号を 入力 
© 曲剧 


を a 函面 カスタ マ イス 技を 


ィス プレイを アレンジ する 


サブ メニ ユー ホの デ ザ 壬 iite 更 する 


サフ ニコーの 上下の 枠の デヴ インを 変更で をます。 

1 カスタ ムメ ニ ユーで [設 を] [表示] [を挂 画面 カス 
タマ イス 設 を] [サブ メ ニユー 国巧設 を] 

2  @ で 上下を 落ぶ ►を 

3 画 巧を 里ぶ ► @ 

•画 塚の お 提:画 运を涅 巧 ►ら） 


音/画面/巧 巧 巧 {正 
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確 想 ■>! ツ b- ジや エラー ツ わー ジ をを 巧す る ウインドウ ①画療 を 
空まで ぎます。 


1 カスタ ムメ ニ ユーで [設定] [表示] ►[各 挂函面 カス 
タマ イス をを] [おならせ ウィンドウ アニメ] 承 

2 函橡を 進ぶ I を 

•函 まの お 巧: 画 塚を 适岛 ►© 


マち ジ の デ ザ 午 》»更 する く,*/ 


1 カスタ ムメ ニ ユーで [設定] ►[ま 示] ►[各 挂函面 カス 
タマ イス 設 を] [電 巧/ 電 ホ/小 時計 マーク] 


2 巧 想を 進ぶ® ► ® 

3 画 巧を まぶ' を 

•画 旁の お 巧: 画 療を适 岛>© 


1 カスタ ムメ ニ ユーで [設定] ►[表示] [を 挂函面 カス 
タマ イスを ま] [カラーテーマ 設 を] 


2 カラーテーマを 港ぶ ►€) [はい] 


基本 メニューの デザイン をを まする 


さ 本 タニ ューの アイコ シや背 養画鱼 、アイコン 香の 有 巧を 変まで 
きます。 


• 1 つの アイコン ご 巧して 巧 這 巧 時 用、 透が 時 巧の 2 巧の 画 毎を 巧 巧 
できます。 

基本 メニ ユーで アイコンを 進ぶ ©r  [アイコン 設 
定] ►[アイコン 函巧設 を] 

2 が 選 巧 時 巧の 面 像を 涅 ぶ® 

• 函窜の お提: 画每を 違ぶ ►ら） 

3 送 巧 時 巧の 函 巧を 遵ぶ 
【はいい 函 なを 装ぶ を 

【いいえ] 

- 巧 邊巧時 用と 同じ 画 读ヴ設 をち むます。 


• 话 76X1876 ドツ h* の JPEG 画 房、 GIF 画 安、 GfF アニター シ ヨンを 利 
巧で ぎます。 ヴイ でブ クン □ー ドした 画を ちお冉 できます。 


♦ が 送 巧 時 巧 画を CGIF アニ ソー シ ヨンを お定 すると、 這 巧 時 巧画运 
ぶ投 ちで きま だん。 

• データ ボックスの ワ イビ クチ f の 画を を設 ちしち と 安、 元の 画を を 
肖 略してち アイコ シの おちを 変更す るまでは 画面 巧 保诗ミ 打ます。 

一 >  J  j  J 

アイコン ちを ま 巧す るく アィコン ちを 巧 > 

S 本 タニ ユーで®  ► [アイコン 設 を] じ’ [アイ：] ジ 名を 巧] ► 
お 巧を 逗ぷ ► ® 


巧 连お巧 5 だ 

• アイコン 画を の や C 又す 巧 含まむ ている とき、 アイコン 香 表示 
を [ON]E すると、 です ヴ ニ重に 表示 さ 打ます。 


基本 メニューの アイコ  >5 巧 R 味の 巧呆を R まする 

為 9^ シ ，ン 


S 本メニ ューで [アクション フォー カス] 
2 巧 まを 進ぶ® 


- を 巧を する <«■)»%> 


1 基本 メニューで®  ►[背 衰 IS を] 

2 背景 面 巧を 遵ぶ を 

♦ 函窜の お提: 画售を 違ぶ ►© 

f が I 巧 id 

•  JPEG 函演、 GIF 画 毎を お 巧で ぎます。 ヴイ トな 5 ブ ウン □ー ドした 
画 房ち まリ巧 できます。 

• データ ボックスの 7 イビ クチ f の函 をを 投 ちしち とき、 元の 画を を 
削除して ち 背 京 画 毎の お 巧を 変更す るまでは 画面 巧 保 诗さ〇 ます。 


基本 夕  r  I  ni  limrMMM  TTI 

< •たコ —  I け. リ ト> 


1 S 本メ ニユー で®  ►  [メ ニユー リセット] 
2 巧 ホち 証 番号を 入力 ►〇; [はい] 


音/画面/お 巧 巧 {正 


1 的 


i  liJjEi 


餐イ乍 ガイド フックを 巧び 出して、 操作 方 まを 調べる こと 巧で きます。 

基本 メニューで @ I  [操 巧 ガイド] 

2 巧 目を 爱 ぶ© 


ンプ色 S を/ランプ バター ン投を 


防 言 


ネーシ ヨンを 設定す る 


看 信 時 や适紀 やな どに な涵 する ランプのを や バター ン 、病、 巧の 有 
おを 設定で きます。 

• 項目 C よって、 設ち できる 巧 客 巧 異なります。 


頃 有 

巧 巧の 
ち 巧 

ランプ 舍 

ランプ 

パターン 

着 宿 ランプ 

音 再笔ぉ 

X 

〇 

〇 

テし ビ羣話 

X 

〇 

〇 

>^ー ル ランプ 

•>4 ー ル 受信 ランプ 

X 

〇 

〇 

ジール 送受 宿 中 ランプ 

〇 

〇 

〇 

通な 中 ラン ブ 

〇 

〇 

〇 

アラーム/タイ 7 — ランプ 

〇 

〇 

〇 

1 C ろー ド ランプ 

〇 

X 

X 

関頭 逢 お ランプ 

〇 

〇 

〇 

〇: 段: 巧を 変き できます。 

X: 段: 巧を 変更で きま だん。 

カスタム メニューで [設定] [ま 示] [ランプ 结 を] 
► 巧 目を 進ぶ ►©  [ON] 

I  [ランプを 設 を] ランプを を 進ぶ© 

•  〇 でを を适ぷ と、 ラ ジブのを を活絕 できます。 


音 画面 \ 巧 巧設を 
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4  [ランプ パ ター ン 設定] ランプの パ ター ンを惡 ぶ © 

•  〇 で バター ンを 這ぶ と、 ランプの お热 て 夕ーン を 箱 湿で きます。 


• デ ー 9 通 宿 時の 着信 ランプは、 音声 電話 看僖 ランプで お 巧し 巧 ラ 
ンプ をと 同じです。 

• 巧 致の 看 這 ランプ ヴ おちさ ri ている ときは、 巧の 隹巧 順位で ホ效 
します。 


看 居; 5^ 

« 巧* 位 (育 一®)  f 
霉話曠 指を 看值 ランプ— ブルー ブ 指を 看径ラ シブ 
^通常の看宿ランプ 

タール 看 宿 
ラン フ 

霉話曠 指を — ル看值 ランプ-* プルー プ 指を 夕一 
ル 看运 ランプ ー通 常の ジール 看®  ラ ジブ 

不を 著{| おな ら せ/巧 ホな メ ー ル おならせ 


電 言き や メールが あった ことを ランプで 
巧ら せる 


不巧 看属や 新着 夕 ールヴ おった とき じ ランプを な 致して お 知 5 
だします。 

•不在 看值は ランプ 毎 [アクア]、 新 看 ソールは ランプを [リーフ]、 不 
枉看售 と 君 i 着 ベールの 巧ち ヴ あるときは ラン ブ运 [アクア] で、 が} 4 
砂 国 隔でお 巧し ます。 

カスタム メニューで [設定] [ま 示] ► [ランプ 没を] 

2 巧 目を 望ぶ 

〔* ち ランプ] [不在* 巧 おならせ] 

けール ランプ] けール 受巧 ランプい 【巧 ホ沒 —ルお 巧ら 
せ] 

3 に 川 


デイ 3 プしイ の 表示を < つき u 巧 やなな 画質 c 巧 至で ぎます。 


ノー  7 ル 

逐 常の 画 巧 

ブ イナ 5 ック 

お 度を アップし、 エッジを 強調 

ビビッド 

おちを アッ ブ 

シ たー プ タス 

エッジを 強調 

カスタ ムメ ニ ューで [設定い [表示] ► [鮮やか 函 jf 
モード 設定] 


2 画 S を 遅ぶ © 画!! を « ‘语 © 


文字の 設定 （フォント） を 変える 

1 カスタ ムメ ニ ューで [設 を] [表示] [文字 表示 設 を] 


‘ [フォント （太 さ） 設 を] 

2 フォントを 選ぶ @ 

•  〇でフ マジ h •を 送ろ‘ と、 見本の フォントを 据紹 できます。 

こ 〇 は 届 TT? て  こ nB 民 あで？ ■  こ na 民 S です 

百み 巧す いフ 3 ント  是み f すい: 7* ント  是み "P すい フ: t ン 

細す  スぞ  巧て 字 


文 宇 サイズ » を 


文字の サイズを をえ る 

デイ 3 プしイ に 表示 ちれる で 字の ヴ イブを をまでき ます。 

• -括 設定で 変 まちれ る 頂 目と、 個 則 C 叟 までき る 頂 目は 巧のと おり 
です。 


一泻 おを 

i ちー ド、 フル ブラウ ヴ、 ソー ル/ ソッ t ージ 、文す 入 
で、 マン ガ •フック リータ ー、 サフ ソニユ ー、 リスト 表示、 
宿提 / エラー タッ t— ジ 

恼別 おを 

i ちー ド、 フル ブラウ ヴ、 ソール/ ソッ t ージ 、文す 入力 

例; で 字 A 力を 间別 度; 定 しなと さ 

あし、 うえ お I  れい •、 

最大  义 きい 

I, I .'.こ- 1  I  卜 ■ 

場宰  小ち い 

1 カスタム メニューで [設定] ►[ま 示] ►[义 字 ま 示 設定] 
>  [文を サイス 設 を] 

2 設を方 ミ まを 選ぶ 

〔一巧 没を] 文を サイスを 巧ぶ け® 

[但別 巧を] 役を する 巧呂 柏を 爱ぶ k  @  ► 文字 サイ ズを 巧ぶ 
>®p  [はい] 

• ち 数の 項目を 延更 するとき: 餐巧 2 を <U 返す 


一巧 お 巧を [乂] またな [R 义] C おを すると、 憂本ソ ニューの 役目 6 
番号 巧 変き ちむ るを のヴあ t) ます。 

-泻 おを をけ] または [1!义] じ設 をした 場 含、 巧受 画面での WA 
猜 末を 南 じる と、 FOMA お 末の が 張を 巧す アイコン また 巧 タッ 
t— ジ巧 ヴブデ ィス プしイ に テ □ップ 表示 さ 0 ます。 

ジー ルイ 乍な 画面では、 恼 別段: をの 夕す 入て) を [最 ス] にして ち、 [乂 
きい] の スぞヴ イブで 表 巧 さの ます。 

ユー ヴ巧 » の 文す 入力な ど、 画面 C ぶって はです ヴ イブを 変更で 
きない こと 巧あリ ます。 


音/画面/巧 おお {正 


巧 ぺージ へ 巧 <K 105 


フジ タッチで 夕すヴ イブを— 活投定 変更す る 
待瑟 画面で 置) （1 巧な 上） 

围まお 則 5 だ 

♦ 又す ヴ イブな [夕 :] 一 [巧 ス] 一 [读 宰] の 居 じの 出替わります。 

[la 面を ま 語 表示に 切り 替える 

カスタ ムメ ニ ューで [設定] ► [- 巧設 を] 

[Bilingual]  English] 

• 巧 語 表示な 5 日本 度 表示に 切 普; 巧 スタム; ニューで 

[Settings]  ►  general  settings]  ► に elect  language]  ► [日本語] 


•  FOMA わードを 挿入して いると き、 投 ちは FOMA 巧ードに ち 保存 
ちむ ます。 FOMAM3R く 本な:) と FOMA 方ー ド① おを 巧 異なる とぎ 
は、 FOMA たードの 設を 巧を 巧 ちれます。 


ディスプレイを まわりの 人から 見えに 
くくす る 


デ イス プしイ のちを をを える こと 亿よリ 、まわりの 乂ヴら 見え I こ 
く  < します。 

1 待受 面面 JU 外で®  (1 巧な 上》 

• プライ ペート フイ ルタを 設を すると、 [ぷ] ヴ 表示 まむ ます。 
ブライ ペート フイ ルタを R 巧 するとを 
• 巧受 画面 M かで©  ( 1 权 上〉 


音/画面 巧 巧設を 
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。•可 う 

• 表示 やの 画面 C ぶって は、 プライ ペー K フイ ルタを おを できない 
ことち あ bj ます。 

•  FOWA 掃 末を 聞 じたり、 霉 原を 切る と プライ ぺート フイ ルタは お 
除ち むます。 

• プライ ペート フイ ルタ 投巧 やじで ソラを 起動して ち、 プライ ペー 


ト フイ ルタは 解除ち むま じん。 


巧受 画面 C 房った とき じ、 自動的 巳 プライ ペー h フイ ルタ 巧 一時 おお 
ち 打る よ ラ C 設定で きます。 


カスタム メニューで [設定] ► [ま 示] ► [プライベート 
フィルタ 结 を] [待 ま 時 一時 解除] 

2 設 をを 選ぶ ► © 


ルタ 里 度を た更 する 


1 カスタ ムメ ニ ユーで [設定] [表示] ►[プライべー ト 
フィルタ をを] [フィルタ* 度 設定] 


2 巧 度を 爱 ぶ；© 


• [ちい]、 [標 ち]、 [巧い] の 眉で まわりの 人な S 見を C く < するな! 果 
ヴあ U ます。 


ちな 番号に ついて 

FOMA お 未で ま 11 巧す る 暗証番号 じついて . 108 

銷末 暗証番号を 変 夏す る . く 銷末暗 紅 番号 変更  >  109 

円 Nil— ドを 設ち する . <F0MA たー ド (UIM) 設巧 >110 

PIN □ツク を お 除す る . 110 

巧 帯 巧 ほの 谋作ゃ 機能を が 巧す る 

各樓 □ツク 巧 861 こついて . 110 

イ坦① 人な 活用で きないよ つ じする . < 才ール □ツク >111 

お まなは □ツク をが 用す る . く お まウは □ツク  >112 

発イ 含な 着售巧 でぎ ないぶ ラに する . <t ルフ たード >  113 

霉話晦 や スブジ ユールな どを 表示で きないよ つ E する 

. く お 旨 巧！] □ツク  >113 

ブイで ルポ タンでの お值を 禁止す る . <  ブイ わ ル お 运 制限 >  1 巧 

つン タツ チで 各種 □ツ クを設 をす る.... < まとめて 茵単 □ツク >115 
ヴイ ドボ タンの 誤動作を 防止す る. . •  •  < ヴイ ドボ タン 揉 巧 巧 巧 >  1 16 


あん しん 設定 


お着 僅 や 送受 僖を制 巧す る 

U タイい ル や 看 宿 属歴、 ー  ル 厦歷の 表示を おを する 

. < 舞看僖 履歴 表示/ ジール 度 歴表巧 >  1 16 

シーク レ ツト登 錄ミ〇 ている 肯蛋を 表示す る 

. く シーク レツ h't— ド >116 

指を した 羣 話き 号な 5 の霉提 だけを 爱 口る/ 受 口ない 

. <羣 話 候 指を 看僖 許可/電話 曠 指を 看 宿 巧を >  1 1 了 

寶僖吾 番号の わな 色ない 霉 記を 受けない 

. < が 适姑适 巧别着 a? 巨 巧 >  1 18 

笔き舌 巧 ホ 登な の 巧手の 看® 育を 巧 音 C する 

. < 呼 出を 巧 開 お 時間 錠ち >  1 18 

笔話 《 モ 登録の 巧手 ゥ 5 の笔 記を 愛 口ない 
. <霉 話 娘 登録 外 着 «? 巨 否 >  1 19 

巧 巧 巧 お 巧 かり サー ビスを が 巧す る 

羣話 族お預 ごり ヴー ビスを ネリ 巧す る 

. く 羣話帳 お預巧 リヴー ビス >119 

その 化の r あんしん 設を J について 

その他の r あんしん 設を _ic ついて . 120 


1 的 


FOMA 端 ホで 利用す る ほ 証 番号に ついて 


FOMA 旅 末 じは、 语利 にお® いいた だくた のの 各樓巧 おに、 盾 紐 
至 畳の む 要な ちの 巧 お U ます。 各 挂節未 巧 作用の 曲 末 暗 紐 番曼の 
ほな ご、 ネット フー クヴー ビスで お® いじなる タツ トフ ー ク盾証 
丢曼、 i 亡ードバス フー ドな ど 巧あります。 巧途 ごと じ 上さに 度 
いか ブ て、 FOMA 曲 末を 活用して くだ ミい。 

♦節 末 お 紅 番号 (各ち 巧 Sg 用の 暗証番号)、 i た ード パスつー ド、 PIN1 
〕ー ド ‘PINS〕 ー ド 入力 樹ん け] で 表示され ます。 


各 巧 睹化尝 登に 巧す る ご 注ち 

• 設定す る 暗証を 号は r 生を 弓 曰丄 r 霉話ま 号の 一部」、 r 巧を 化番 
章 わ 部屋 ま 章」、 「11 1 1J、n  234」 などの 化 人 C む 巧り たす い番 
章な お避け  <  ださい。 また、 設 ちした 歴記 番号は ソモを 配るな ど 
して お 忘 〇 じな 5 なし、 よ ラ おを をつな くだち い。 

• 暗証番号な、 化 人じ奶 5 むない ぶ ラ C 十を ご注意  <  ださい。 万ヴ 
一、 お註 番呈 巧化乂  C 奶 50 悪用 さむた 場 含、 その 損害 について 
13、 当社は 一切の ■巧を 負い 巧 〇 ます。 

• ドコ たな 5 お 客 塚の 暗訪 番号を ラな 巧 ラ ことは 一切 ございま だ 
/v。 

• 各 售盾訪 番呈を 忘む てし まった 場 含は、 契の 吾 こ 本人で ある こ 
と 巧涯揣 できる ミ 寮 (通 お 免許証な ど) や FOMA**、 FOMA 
むードを ド〕 モシ ョッブ 茜 □まで ご 巧 参いた だく: 必要な あリま 
す。 

• 詳し <!3IS 扱 説 巧 •きおの r 裕合 お問い さむは 巧」 まで こ 巧 お < 
ださい。 
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号 (を m 能 用の 巧 な 番号) 


蹄 ホ 盾 註 ま 身 3、 お 真い 上け 時な 阳〇 の] I こおを ミ 打てい ます ヴ 、お 客 
樣ご目 身で 番号を 変き できます (巧 P.109)。 

♦ 間 ちった 捕 末暗訪 番号を 入力した とちは、 〔路末 盾 記 ま 号な ちい ま 
す] と 表示ち 0 ます。 正しい 捕 末 暗 紅 番呈を 入でして  < ださい。 


> ツ トワー ク巧 巧 ち 号 


卜‘コ モ e サイトでの 各種 手続き 時 や、 各 香 タツ トフー クサー ビス ご ネリ 
用 時 C お话 いいた だく 数ぞ 4 巧の 番号で、 ご 誇の 時 じ 任意の 番号を 設 
定 いただき ますけ、 お 客 禄ご自 貴で 至 号を 変更で きます。 

バソコ ン 巧け 終 含 サボートサ イト 「Mv  DoCoMo」 の 「DoCoMo  ID/ パ 
スフー ド」 を お持ちの 巧は、 バソコ ン巧 5 巧し い タツ トクー ク 暗証 室 
章への 変更を 続を 巧で きます。 

なお、 I 亡ードな 5 は、 ドコ t  e ヴイ h* 巧の r 各 這 寺 続き」 口  5 お客樣 
ご 自身で 墅更ヴ できます。 

X 「My  DoCoMcLkr ドコ た e ヴ イト」 C ついて な、 取投 説明 » のき 表紙 
の 裏面を ご 黄  <  ださし、。 


7 イ； ニ ユーの 登録 •則 除、 イシ t  — ジサー ビス、 i モー ドの 有料 サー 
ビ つの お申しな み  •お拘 などを 巧 ラ 曝 にな  4  朽の 「  i  ちードバスつ一 
K ‘」 巧む 要になります (こ® ほ 巧 じち 各ち 窜ヴー ビス 提供 香 巧 迎白じ 
パス フードを 役を している こと ヴ あります )0 

•  i たードバスつードは、 ご 契約 時は [0000] におを ミ n ています ヴ、 
お 客樣ご 白身で 番号を 変 夏で きます。 

•  i  t- ドな 泛愛更 される 場合な、 [ i  Menu]  ► [巧 金 & お申边 •班: 巧] 
► [オプション 段: を] ►[  i ちー ドバス 9 ー  ド 変更] 巧 5 変更 巧で き 


ます。 


— f  •円 N2 コー 


FOMA 巧ード C な、 PINJl〕ー ド、 円 N2〕ー ドと いう 2 つの 暗記 ま 号を 
設 巧で きます。 こ 〇 色の 盾 記 ま 号は、 こ 誤 約 時は [〇〇〇の C 投 ちち 〇 て 
います 巧、 お 客绿こ 自身で 番号を 変更で きます (巧^ P.1 1 の 0 
円 N1〕ー ドは、 勇； き E よる おが 便 用を 的 < たの、 FOMA たードを 
FOMA 銷末 I こ 差し込 C たびじ、 また I さ FOMA 蘭 末の 笔 源を 入 n るた U 
C® 巧 香を 活紹 する ためじ 入です る 4 〜 8 朽の 暗証番号 (コード） で 
す。 PIN1〕ー ドを 入力す る ことに よんを 看运 および 捕 末 揉 作け 可 Sg 
となります oPN2〕ー ドは、 巧！! 料金 リ t、 ソト 、コー ヴ記明 » 利 巧 時 か 
舞 巧 申 萬を 巧 ラと きな ど C 活用す る 4 〜 8 朽の 暗証番号 (コード） で 
す。 

• 新しく FOMA 規 末を 廣入 ミむ て、 瑪在ご ネリ 巧 中の FOMA でードを 差 
し智 えて お 硬い C なるとき 巧、 政 前 C お 客樣ヴ 泣:： 5 ちれた P1N1 コー 
ド、 PN2〕ー ドを ご 利 巧 < だ ミし、。 


円 N □ック おな〕ー ドな、 PINM〕ー ド、 円 N2〕ー ド 巧 □ッ クミ n たが 態 
を 巧な する ための 8 朽 の番呈 です 。なち、 お 客 塚ご吕 貴では 変更す る 
こと 巧で きま だん。 

•  PIN □ツク おお コードの 入て! を、 10 ◎ま爲 して 間 進 又る と FOMA 
巧ー ドけ 完 をに □ツク されます。 


3 回 連続 
入て 15 ス 


入力 OK 

10 回連爲 
入力 云ス 

巧し し、 円 N 
コードの きさち 

ドコ t ショップ 窓 □じ 
お問い 含む だ  <  ださし、 

蹄 末 お 紀番畳 （4 〜 8 巧の 致す) を愛更 できます。 おちい 上げ 時 
は、 [0000] におを ミれ ています。 

1 カスタム メニューで [設定] [セキュリティ] ►[端末 
お証番 ちま; ち] 現在の 端 ホ ち註 番号を 入力 ►  0 
2 巧し いお ホ 暗部 番号を 入力 © もう 一巧、 巧し い瑞 
末ち 班 番号を 入力 ►© 


RN □ツク おな コー ドの 入力 


円 N1 コ ー K 入力 


PINJ2〕ー ド  A 力 


端 ホ 巧 証 番号を をます る 


笔 源を 入； n たと き① 
tz キごリ テイ 


ユーザ 紅 巧 »餐 作 
FirstPass 巧 尼ヴイ ト C 接綺 


端 ホ 巧な 《 巧 


あんしん おを 
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カスタ ムメ ニ ューで [設 ま] [セキュリティ] 

[FOMA 力ード （UIM) 設 を] 瑞ホ 暗証番号を 入力 
©  [PIN1 コード 入力 設 を] 

2 巧 をを 還ぶ© 

3  PIN1 コー ドを 入力’ @ 

麵« 巧を 入れた ときに PIN1 コードを 入力す る 

円 N1〕ー ド 入力 お: 定をに N]ci§： 定 すると、 電源を 入: n たと き C、PIN1 
コー ドの 入力 画面な ま 巧ち 〇 ます。 

1 PIN1 コー ドの 入力 画面で PIN1 コー ドを 入力 ►  © 


- ド さ « 更 する 

— ド  W5> 


I  P1N1〕ー ド 入て! 殺を 巧 [OFF] に 設定 さ n ている とき、 PINM コー ドは 
をき でき ま だん。 

カスタム/ニ ューで [設 ま] [七 キュリ テイ] [FOMA 
力ード (UIM)I &定] 靖ホ 暗証番号を 入力 © 

► ま® する PIN コードを 道ぶ © 

\ 祝 巧の PIN コードを 入力 @ 

• 間 進った 円 W〕ー ド/ P1N2〕ー ドを 入力す ると、 揉 巧 4 の あと 
[PIN VRN2〕ー ド 巧琉讀 でぎ まだんでした] とを 巧され、 凑作 3 
じ 房 U ます。 
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4 巧し い PIN コー ドを 入力 > ©►もう一度、 新しい PIN 
コー ドを 入力 （3 


PIN ロックを 解除す る _ 

•  PIN2 コー ドの □ック を おは するとき ち、 同様の 操作で おはします。 

1 PIN ロック 中に PIN ロック 辑除 コード 入力 画 旧で, PIN 
ロック 解 巧 コード （8 巧の 致 宇) を 入力 @ 

2 巧し い PIN1 コー ドを 入力  ©  もう一 度、 巧し い 
PIN1 コー ドを 入力  © 


を 種 ロック 機能に ついて 


覃巧 忘の 呼ぴ おし、 登録、 削な や プイわ ルボ タンでの 発信な どの 
巧 能を 制 おでぎ ます。 


□ック 巧 お 

お イ乍 •おお 巧 客 

ページ 

ブール □ック 

笔 源の ON/OFF と 音 再 笔 な/テし ビ霉 話に 
巧爸 する W みの 揉 巧 巧で きないよ ラ じして、 
FOMA 銷 未の 巧が 毎 巧を 巧ぎ ます。 

P.111 

お まな だ 
□ック 

FOMA 銷末 巧の すべての データに アク たつ 
でぎ ないぶ ラ C、 遠隔 操 巧で □ック します。 

P.112 

t ルフ t ー ド 

音再霉 詔け テし ビ羣 記の お着 毎、 I  t— ド 
ソール や SMS の 送受 值、 ソッ tz  — ジ R/F の 
受僖、 ） t ー  ドの 按 能を 毎 亥ない ぶ ラ I こお 巧 
します。 

P.113 

おお 則 □ック 

7 ル チ ソデ ィア 、ソール、 霉詔娘 わスブ 
ジュール などの 表 巧が 福 実 •操作 ヴ できない 
ぶ ラ 亡して、 個人 巧 報の 閲 ちたち 換乏を 防止 
します。 巧 Sg ごとに 散を け 可 Sg です。 

P.113 

□ツク 巧 お 

おげ •制限の 客 

ページ 

プイわ ル舞运 
制 お 

ブイ い ル 入で ごぶる 黄 运や笔 記帳の 病実ヴ 
でぎ ないぶ ラ C します。 電話 很ヒ、 U グイ 
ル •看 宿届歴 (霉詰 婚 登な 杰 U のみ) を 活った 
舜运だ C 巧 巧 能です。 

R115 

まとめて 茵単 
□ツク 

ダイい ル寶 宿ち リ限 •按 能别 □ツク . 1  C わ一 
ド □ツク を フン タツ チ 操作で 段を します。 

P.11 已 

まとめて 有 動 
□ツク 

デ イス プしイ 江) 表 巧 巧 0FFE なった とき じ、 
まとめて 居 単 □ツ クヴ目 を で お 巧ち n るよ 
ラ じします。 

P.115 

1  C  わ 一K 
□ツク 

1 C 巧ー ド おおを 利 巧で きないよ ラに □ツ 
ク します。 

P.229 

ヴ イド ボタン 
擇イ乍 無 巧 

ヴイ ド ポタンを 揉 作で ぎない ぶつ C して、 裝 
を 作を 防ぎます。 

P.116 

p 化の 人が 使 巧で きないよ うにす る 

覃源 ON/OFF とさ 靑電 館/テレビ 覃 きを この 答す るし ジ かの a 巧ヴ 
でぎ ない よ ラ じします。 


カスタ ムメ ニ ユーで [設定] ► [七 キユリ テイ] [ロッ 
ク を ミ] 巧 ホち 註 ま 号を 入力 ►©[ けール ロック] 
[はい] 

• スーん □ッ クを設 ちす ると、 巧受 画面 C  [スール □ッ ク] と 表 巧 
ちむ、 [四] 巧 表示 ま 打ます。 

• 巧受 ii 面で 捕 末 暗証番号を 入で ►  ® 


• スール □ツク 中な 巧运 画面に 13； [巧 受函面 1 ] ヴ表 巧ち 0、 たし ン 
ターは 表 巧 さむ まだん。 スール □ツク を おおす ると 元の 設を 亡* 

レ J ます。 

• スール □ツク をお定 しても、 Fel に a の I  C ろ 一 K おおは □，ジ クさむ 
ません 0 

• スール □ツク 中に 不在 着® 巧 あってち 画面 C な 表示ち むま はん。 

ブール ロックを お 除す ると [巧 着 宿 あり] ヴ 表示 ミれ ます。 

• プール □ツク 中は 音口霉 記た テし ビ笔き 舌を なける ことは でぎ ま 巧 
ん 。ただし、 お 急逼虽 番号 （1 10 ま、 1 19 番、 1 18 番) C な お 运で きま 
す。 巧僖 するとき は、 强末 暗証番号 入力 画面で 羣お 番号を 入力して 
(3 を 巧し ます。 羣お 番号は け X がで 表示ち ri ます。 

• プール □ツク 中は 看ち じを 受运 してち 表示 さ 0 ません。 

• プール □ツク やは、 お定 した 時刻 E なって ち アラームは 動 巧し ま 

だん  <5 

• スール □ツク やち、 I  f ー  ドソー ル/ SMS や タツ t— ジ R/F の 有 
を 愛 信 巧で きます ヴ 、画面 じは 表示 ミむ ま 巧ん。 才ール □ツク を お 
除す ると， I  t— ド タール 巧 SMS、 メツ t  — ジ R/F の アイコン 巧 
表示ち ri ます。 

• スール □ツク の 解除 I こ 5  ◎続な て夕故 すると、 FOMA 捕 末の 霉療 
巧 切む ます。 再 U 電 露を 入 打て、 正しい 强末 暗証番号を 入でして く 
だち い。 
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おまかせ ロックを 利 巧す る 


FOMA 節 末を 紛 巧した 陽な どじ、 ド〕 亡 C ご連话 いただくな、 または 
My  DoCoMo 巧 5 の 揉 作 C より、 遠隔 揉 巧で FOMA 强末じ □ック を 巧 
ける こと 巧で ぎる ヴー ビスです。 お 客樣① ス 切な プライバシー とお ヴ 
イ フクー タイを 巧り ます。 

お 客 巧 巧 5 の お 電話な ど C ぶ y □ツク をお炼 する こと 巧で きます。 
♦お まなは □ツク はちが ヴー ビスです 。ただし、 ご 利 巧の 一時 中断と 
同時、 ちしくな 一時 やが や C 申しを ま 〇 た 場 含は おお I こな U ます。 


友 まな だ □ッ クの投 ま/解除 
函 0120 •524-360  g 巧 時間 24 時 国 

♦ パソコン などで My  DoCoMo のヴイ h* 巧 泛を設 ま/脚 徐 巧で きま 
す。 


♦お まなは □ック の 詳細 C ついて な、 『こ ネリ 用 巧 イド ブック (字 続き • 
アフター ヴービ つ 福)』 を ご 貴  <  だまい。 

■おまかせ □ ックを 巧を すると 

• [お まな だ □ック 中です] と 表 巧 ミれ、 お まなは 
□ッ ク巧設 をち むます。 

• お まなは □ック はお 客樣巧 ご吳巧 中の FOMA 
方ー ドな 律 入 さむて いる FOMA 强末 C 巧して 
□ック を 巧け るヴー ビスです。 

• お まなは □ック 中は、 音声/テレビ 霉 詔の 看® 

C 巧す る 巧 さと 電源 ON/OFF の 揉 巧を おい 
て、 すべ ての ボタ ン揉作 巧 □ック ちむ、 客當能 
(I  C 乃ー ドち 能を さむを 度 用す る こと 巧で 
きなくなります。 
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♦ が/テし ビ羣 話の 着衝 3 巧 おです 巧、 こ①塌 含、 笔話 帳に 登豫さ 
〇 ている 氏名、 画售 などな 画面に を 巧 さ n ザ、 電話番号 だけ 巧 表を 
ち 打ます。 

• お まな だ □ック 中 C を 這した ソー ルは、 ツール t ンタ ーI こお 择さ打 
ます。 

• 霉原 ON/OFF は 可 旨 g です 巧、 電源 OFF を 巧って ち □ック 巧 おな ミれ 
まだん。 

•  FOMA 万ード か microSD ツモ U— たー ド C は □ック 巧な ロリ まだん 
ので、 あ 5 巧し •のこ 3 承  <  ださい。 

g た? 巧^ 

• 化の 巧 お 巧 起動 中の 每含 でち、 当該 授 おを お 3 して □ック をヴヴ 
ます。 

♦ 化の □ック 巧 能の 錠ち 中で ち， お まな だ □ック を® 巧す る こと ヴ 
でぎ ます。 

• 屋外、 t ルフ そー ド 中、 霉源巧 入って いないと きは □ック 巧 巧な り 
ま はん C 

• 公共 亡ー ド （ドライブ モード) を おを したが おで お ま 巧せ □ック を 
ヴヴ ると， 公な f ー  ド （ド ライフ モード) の ガイダン 3 巧 流れ、 這 記 
を お 3 します。 

• デュアル タッ トフー クヴー ビスを ご舆 約の お 客 禄ヴ、 mova ヴービ 
つを ご 利 南中の 場 含な、 □ック はなな り まだん。 

• お まな じ □ック ISFOMA お 末 I こ 拝 六され ている FOMA たー ドの ご 
窝約 客の 巧な 5 の お ホし 出 じより □ック をな ける ヴー ピス です。 
ご寶 のきの 万と FOMA 節 末を 度 巧して いる 方な 異なる 場合で ち、 
ご資巧 看の ち 巧 5 の お申し出 ヴ おむ ば □ッ クヴ なご U ます。 

• お ま 巧け □ッ ク① 解除は、 お まご だ □ック を 巧 けたと きと 同じ 霉 
結 番号の FOWA 力ードを FOMA お 末 C 挿入して いる 場 含の み 巧 ラ 
こと 巧で ぎます 。解除で きない 适 含な、 取 圾窺明 » 養 面 じ記« の 
「摸 含 お問い 含; D だ 巧」 まで お 間い 含む だ  <  ださい。 


発な や 着 巧が できない よ ラに する 


通信 ヴ 必要な すぺ ての » おを 度えない よ ラに 設 巧で ぎます。 

• 巧の おお 巧活 えなく®: ります。 

■ 音声 羣話  ■ テレビ 電铅  ■ツーん  ■  SMS 

■タッ t  — ジ R/F  ■  i モ—ド  ■  i  C 通信 ■ホ か 該通运 
■ホが 禄 U 亡 コン 溪巧 

カスタム メニューで [設定] ► [る 話 •巧 信 巧お設 ま] 
[セルフ モード] 

2 設 まを 惡ぶ ►©  [はい] 

•  t ルフ ちー ドを おを すると、 [了过] ヴ 消え [巧] 巧 表示ち 打ます。 


♦  I 亡ード 巧ち 中 （巧] 点 巧) は、 た ル フモー ドを 投を でき まちん。 

セルフ モード 中は 

♦ 繁急谨 番番呈 （110 番、 119 ま、 1 巧番) へは プイ ルで ぎます。 巧僖 
舊:じ t ルフ モート •の おちな おなさ: n ます。 

♦ 霉绍 巧な なって きたと ぎ、 宿 手には 電巧ヴ 届なない 巧 笔源ヴ 入っ 
ていない ことを 通知す る 巧 イダ ジス ヴ流 の ます。 ドコ t の 普 巧 ま 
霉绍 サービス、 乾 送 でんむ サービスを ごが 用のと き、 FOMA 猪 末の 
霉 おを 巧って いると 安と 同樣 C ヴー ビスを ご 利 sc な 〇 ます。 

• さ 宿されて きた i モード ジール ゃソッ t  — ジ R/F は j 亡ード t 
ンター で， SMS は SWStz ンター で、 お預 なりし ます。 受信 するとき 
は tz ルフ たー ドを 解炼 して、 i たー ド 問い 含 わは、 SMS 間い 含む 
せを 巧って ください。 


電巧巧 や スケジュール などを ま 示で き 
ないぶう にす る 

お 人情 远を 化の 人ガ 見たり、 》 巧で 誉 換え 5 れ たりす るのを 的 < 
ため、 夕ー ル、 驾話 W などへの アク t スを巧 おごと じ 苗」 限し ます。 
• 巧の 項目 ごと C □ツク できます。 

■  it— ド /i チ 尸 タル ■  i アプリ ■7ルチ*^^ディア 
■ ジ-ル （火 ソ t— ジ R/F を 含む）  ■ 羣話 » 

■ 伝香ソ 亡/き 声 ■ ジた/ス ク ジユー ル/ ToDo/ アラーム 
■卜ん 巧  ■看ち じ 

1 カスタ ムメ ニ ューで [設定] ►[セキュリティ] ►[ロ ッ 
ク をを] 巧 ホ 暗証 ま 号を 入力 ©  [« お别 ロック] 

2  ロック/脚 穿す る 巧 目を 港ぶ €)( くりち し 可）© 

• 囚は □ツク 、□はお おのが 態です。 

♦ 巧 能 別 □ツ クを設 をす ると、 〔回] ヴ 表示され ます。 


•各 おおの ジニ ユーな 5 のち お 別 □ック と 連動して います。 

♦巧 お别 □ック 中の 頃呂の 巧夕} •综 是运、 i  C 受运 なでぎ ま だ ん。 

• 巧お别 □ック 中の データの m ゎの SD ソ — 方ー ドへの パック 
アップは でぎ まだん。 

•  « おじぶ つては、 較お别 □ック 中 E か 巧し ぶ ラと すると、 锅末 暗記 
番曼の 入で 画面 巧 表示 さ 〇 ます。 お 末 暗 紅 番号を 入力す る ヒー 時 
的 ご □ック ヴ稱除 まむ ます。 

• 笔ぉ饭 登録み 着运巧 否を 設巧 している とぎは、 笔ぉ 候を 巧お别 
□ック でぎ まだん。 

I モー ド/ I チャネルを 巧巧别 ロックす ると 

•  I 亡 一K の 各 タニ ユ ーい そード 問い 合む だを 除く） ヴ か 用で きま 
だん© 

•  I チい ネム テ □ップ 巧 表 巧 ちれ まだん。 
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I アプリを 巧 巧が ロックす ると 

•  I アフ U の 各 メニユ ー巧巧 巧で きま だん。 

•  i アフ U を 起を でき まだん。 

♦  I アブリを タ クン a—K でぎ まだん。 

♦  I アブリ 巧 受函面 表示 中は、 巧受 画面 設定で おちした 巧受 函面ヴ 
表 巧 ちれます。 

マル チタ ディアを 巧 巧 削 ロックず ると 

• デー  9 ボックス、 りジラ (烏と 画涅 を、 斬国涅 を)、 フジ たス> (ディ 
アツー ルの 各 タニ ユー 巧 巧 巧で きま だん。 

♦ おお 予約、 録画 テ 約の 時間 じな ってち を 作し まだん。 

♦ テし ビ驾話 時 E 巧 碧 画を を送值 するとき は [テレビ 笔 記げ 替] 巧 送 
宿さ の ます。 

♦ 霉お 帳の 指ち 着僖 音、 指ち イー ル着僖 音は 巧挪 こなります。 

♦ ピ クチ わー コール 巧 足は 巧 巧) 巳なります。 

♦ デコ ソお 又す 巧 巧 巧で ぎ まだん。 

♦ アラーム や スブジ ユール アラーム、 ToDo アラームは、 通常の ア 
ラーム 画まヴ 表示ち: n、 [看售 音 1 ] 巧晴 U ます。 

タールを 巧 おが ロックす ると 
• 夕ー ルの 各 タニ ユーヴ ネリ 用で きま じん。 

♦ 式ッ t ージ 自動 表 巧 おちな 巧 巧になります。 

• タール まを 型） アブリの ダつ ジ □ー ドは でき まだん。 

笔括 巧を 巧 おが ロックす ると 
• 霉話帳 巧 利 巧で きま だん。 

♦ 霉お饭 I こ 登録した 巧 客 (名前 やべ ちン 番号 S ど) や 霉詰很 I こ 巧して 
おおした 巧 客 (笔紀 お 指を 看僖舒 巧な ど) 巧 巧な II こな u ます。 

• 白みの 弯紀 番号を 话紹 でき まだん。 

• スイッチ 巧イ ホン 7 イクでの 霉 結ち 值 巧で きま だん。 

♦ ツー タッ チ ダイ わ ル、 ツー タッ チ タールの ネ U 用ヴ でき まじん。 
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• ジールを 目 動の 区フ ブルダ C 振りみ ける 場 含、 メー ルの 振り 巧け 
萬 件 巧 [プ ループ]、 [霉記 虑登緣 なし] ① とさは、 お U 巧な 巧 星み C 
なります。 

• スクジ ユールの 連 巧 巧 別表 巧ヴ でき まだん。 

任 ま メモ/音き メモを 巧お刖 ロックす ると 
• 伝 S 夕 た/置 声ソ t ヴ利 巧で ぎ まだん。 

メモ/ スケ ジュー ル/ ToDo/ アラームを 巧 化 別 ロックす ると 
• テキスト ジモ 、スク ジユー ル、 ToDoU スト、 アラー ム 、お 百 貸め TV 
ヴ 利用で きま 巧ん。 

• 各隹 アラームは を 巧し まだん。 

• フン t ブの チの リスト ヴ 利用で きま だん。 

トルカを « おが ロックす ると 

• トル 方 巧 利 巧で きま だん （ I  C 巧ードな 5 の 取得を なく)。 

着 もじを 巧悅削 ロックす ると 

• 看ち じを 表示で きま だん。 


r ダイ ヤル ボタ ン での 発 巧を 禁止す る 


霉話 «(microSD ソ ちリー カード 巧の 磐き « を 除く） じ 登録して い 
ない 巧 さへの 驾 話を お 信で きないよ ラ じします。 

• ブイ わ ル结售 制限を おちして いてち、 緊急 通を 番号 （110 番、 119 番、 
118 番) へは ブイい ルで きます。 また、 霉詔娘 I こ 登録して いる 霉 話き 
登へ 巧、 U グイ ル/着 售属歷 な 5 ち お 运で きます。 


カスタ ムメ ニ ユーで [設 ま] ►[七 キユリ テイ] ►[ロ ツ 
ク をを] 巧 ホ!*！！ 番号を 入力 ©  [ダイヤル 発信 
制 ほ] 


2 設 をを 惡 ぶ© 

♦ ブィ^^ル舞僖制限を設ちすると、[圓]巧表巧さ〇ます。 


• ダイ わ ル 黄 信が おを 投を すると、 巧の 巧 おち 禁止 さむます。 

■ 直接 アドし ス 入力 E よる SK/1S おぶ び i  t ー  ドソー ルの 送 遇 (電 
乾ち 口  S の アド レ ス 入力の 頃 含は 巧 能） 

■ 笔 おおの 登録/修正/削除 

■ アラーム 巧 5 任舜运 (笔お 帳 じ 登録 さむて いる 場合は 巧 お） 

■ ホみ 想 通® や I  C 通僖 I こよる 羣铅 《 データの 送黃运 
■ ブし フィック：? 投更 
■ 国際 ブ レフ ィッ クス 設を 

■  Phone  To(AV  Phone  To) おお 

■  Mail  To 獲 お 

■  FOMA お 末 (本 巧) と FOMA 力ード、 mi な oSD ジ モリー乃ー ド 商 
の 霉結虑 の データ お 送 (ちし  <  は 、コビー） 

■ バーコード。 ー ダー、 スぞ 試み 取りでの 舞 信 や ソール 作成 


ダイり ル 装 信 お」 限 •巧 お别 □、リク-!  C 力ード ロックを 一度 じ設 
をで きます。 

♦谷 □ツク 巧 おの 詳細 C ついては、 それ ぞ 〇 ブイい ル黄僖 制限、 樓能 
别 □ツ ク、 I  C わード □ツク を 参照して < ださい。 


1 待 ま 函 旧で©  ( 1 巧な 上） ► [はい] 

• ブイ わ ル奔售 制限 •お Sg 别 □ック •  I  C 巧ード □、シクを おを する 
と、 [囚] と [巧] ヴ 表示され ます。 

まとめで »# □ッ ソを 巧を する 
• 巧受 画面で @( 1 秒 W 上） ► 捕 末 お 註 番 章を 入力 ►  ® 


• 笔お 饭登綠 み着运 巧否ヴ おを 中のと き、 まとめて 茵単 □ッ クを設 
をして ち笔話 帳の 货を别 □ツ クは設 をち 〇 まじん。 


巧受 中に 舊電 でちー ド I こなった とき や、 FOMA 盧 末を 頭 じたと きご、 ま 
とめて 苗 単 □ツ ク巧自 をが! じ段定 ち； n るぶ 3 じします。 


1 カスタ ムメ ニ ユーで [設定] [七 キユリ テイ] ►[ロ ツ 
ク をを] 巧 ホ 暗証 ま 号を 入力 >  @  ^  [まとめて 自巧 
□ ツク] 

2 設 をを 望ぶ©  [OK] 
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ドボ タン# 作 無な 


サイ ドボ タンの 誤 巧 作を 防止す る  1 

FOMASS 末を 閉じて いると ぎに、 ヴイ ド ポタンを 巧 巧で ぎない よ 
ラ じして、 装 B 巧を 巧ぎ ます。 

待受面 あで 0(1 巧 1U 上） 

♦ヴイ ド ポタン 揉 巧 巧 巧] を 段ち すると、 [晒] ヴミ巧 さむます。 

ヴイ K ボタン 操 巧 a 巧を K なする 
•巧 受 画面で 0(1 秒 W 上） 


ヴ イド ボタン 揉 作 無 巧を おを していて ち、 看值 中の 7 ナ ーちー ド 
設定/解 なや クイック サイレントは 利 巧で きます。 

霉 源を 巧る と、 ヴイ ド ポタン 操作 無知は お 時; されます。 


[OFF]  C 鉛ち している 国ち 履 画 3： 記 情 さ 〇 ます。 l；ON] じ おちす る 
とお 錫で きます。 

カスタ ムメ ニ ユーで [設定] ► [七 キユリ テイ] 

> 巧 目を 涅ぶ 

* 〔巧 着な; ■お 表示] 卜 巧 末 « な 番号を 义 力 >  @  ► 【着 倍 a 歴ま 示] 
〔堯 着任 a 度 表示]  >  巧 ホ 巧な 番号を 入力 >  @  ► 【り ダイヤル 巧 巧] 
(メール n 歴哀 示]  >  巧 末 巧な 番号を 入力 >  @  > 【メールを 包; ■お 
« 巧] 

【メール; ■お 表示]  >  巧 末 巧な 番号を 入力 >  @  ► 【メール 受 包;！ ち 
« 利 

\ 設 をを 涅ぶ ►© 
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• 看 值届歴 表示を に FF] 亡 おを している ときは、 伝き  >： たを 巧を で 
ぎ まだん。 

•  IJ プイた ル 表示を [OF 鬥じ設 ミして いると きは、 着ち じの 送值 
ソツ t— ジ届歴 (日 rp.60) を ミホ さ n まだん。 


シーク レッ トを録 されて ぃる 情 巧を 表 
示す る _ 

シーク しット ちードを 設を すると、 霉紀 巧、 スブ ジユー ル、 ToDo 
リストを 表 巧した ときに、 适 巧の デー タと シーク しット デー タと 
して 登録した デー タの巧 万け 表 示さの ます。 

• シークし ット t— ドを 装 除す ると、 通常の 笔話 候、 スクジ ユール、 
ToDo リスト だけ 巧 表示 さむます。 

♦ 巧受や C、 尝笔カ モード C なった とぎた FOMA 筛 末を 閉じ だとき じ、 
シーク しット ドヴ自 を! が] C 解 おさ n るぶ ラ じきを ちで きます。 

• 霉 源を 切る と、 シーク しット たードな 解炼ミ n ます。 

• 電話 炬の シークレット 登録 じついて はな" P.84 
• スクジ ユールの シークし ッ h 登録 じついて は 巧 P.325 
♦ 下 oDo リストの シーク しツト 登な 巳 ついてはげ P.330 

1 カスタ ムメ ニ ューで [設定] [セキュリティ] ►[シー 
ク  レッ  トモー  ド]  巧 末 ち註 番号を 入力 ©►にが 

♦  [OFF]  C おを したと きな、 溪巧完 3 となります。 

2 自巧巧 おの 設 をを 進ぶ 

< 〔自な « おしない] 

〔自お 》 おする] [巧 泛] 

♦ シー クしッ ドを おちす ると、 [的] ヴ表 示さ 打ます。 


«ち« 巧を 着 ft# 巧/ se 巧 巧を 瑜巧 巧を 


指定した 巧 話 番号からの 巧 話 だけを 受 
ける/受けない 


指 巧した 巧き な 5 の 看 信 だけ 受ける/愛 けない よ ラじ設 をで き 
ます。 霉绍 《 指を さ 信 訊 巧/指 否を 投定 する じは、 登録され てい 
る霉绍 《ヴ5 舍這舒 巧/指 否す る 巧を ①驾お 至曼を IJ スト じ 登 
録 し、 設定を 有 巧 じします。 


羣話 tt 指を 看售 許可/拒否の リスト にな、 そむ ぞ 〇の 件まで 登録で ぞ 
ます。 

カスタ ムメ ニ ューで [設 を] ►[セキュリティ] [を 信 
拒否/許 巧 註を] 巧 末 暗 註 番号を 入力 ►  @ 

21 負 目を 惡ぶ ►©  [リスト さ録] 

3 リストのを ちを 選ぶ >0 

4 を 前を 惡ぶ © 

• 続けて 登録; 操作 3 〜 4 をく り 返す 

•宿 手 巧 じ 2 つ W 上の 笔錠 番号 巧 おる ときな、 そむ ぞれ 登録して 
< ださい。 


カスタ ムメ ニ ユーで [設定] ► [七 キユリ テイ] ► [着信 
拒否/許 巧を を] 靖ホ 暗証番号を 义 力© 

2 巧 目を 送ぶ ►©  [ON] 


• 電錠曠 倍を 看® 許す/巧 否の。 ス h に 登録した 笔話饭 を 優 正 •削 
除す ると、 登録した 巧 咨ち慢 正 •削 お ミれ ます 。ただし、 設ミ をち 巧) 
にして いると きは、 電お 振を 层正 •削除 (ブ ループ 巧を 件 削除 •を 件 
削な は 巧) でぎ ま だん。 

♦ 宿 手 巧羣紀 番号を 通知して きたと ぎの み 有 巧です。 電話 娘 指ち 着 
僖巧 司の 话 さはを 号 通知 お願い ヴー ビスを、 霉 記帳 指を 着僖 拒否 
の 場 含な 番呈通 和 お願い ヴー ビスた 非 通知 透を 則 看径巧 巧を、 あ 
むはで おを する ことを おすすめ します。 

• 笔お應 指を 着信 巧 巧、 霉お很 登録が 看僖巧 否、 ホ 通知 段を 着 宿 巧 
否、 公を 霉館 着信 巧 巧、 通 奶不巧 お着 运巧 否を 段: をして いると ぎ 
な、 電穂帳 指定 着 « 舒 可は 設を でぎ ま だ ん 。また、 驾铅饭 指を 看 信 
巧 巧を 段: をして いると ぎ、 羣お候 指を 看 宿ち 否は 投巧 できません。 

• つな 巧 5 ななった 谓 手へは、 紀 中音な 流む ます。 このと き、 デ イス 
プしイ C [巧 看径 あり] ヴ表 巧され、 看 僖贾歴 C 記* ミり ます。 

•  SMS わ i 亡ー ド ツールは、 この 巧 おに 関係な < 受信ち ri ます。 

•  FOWA ウー ド 笔記虑 の霉詔 番号は お 巧で ぎ まだん。 

•  2in1 を! 用 中 C リス!- 登録 するとき、 巧 南中の 亡ード 区 よって 表示 
ちむ る羣铅 族の み 登録で きます。 

00  0© 

«巧« な 5 登録す るく 》! 巧 巧 リつ卜 其 •ザ/ afl 指奋 リスト 爸 》• 
驾話 おで リスト 登録す る 香 前を 這ぶ ►巧) ► 〔デー タ 編集] ► 
〔看 信 リスト 登録] 登録 リストを 适ぶ >  ©  ► 節 末 おな 番曼 
を 入力 ►©  ►リストの 番 きを 還ぶ 
ストの 巧お爱 登を 削 おする <  削な、 

リスト 登録 画面で 名前を 違ぶ* 〇 ►〔孰が]: [はい] 

•笔 記帳 指 お看 イ含舒 巧/巧 否の 設定を ち 巧) C した あと、。 ス h 登 
録 した 電お 帳を すべて 削除す ると お 巧は 無な II こなります。 

J ストの «捉 ま 登を 変更す る  <理 き-、 

リスト 登録 画面で 名前を 涅ぷ >©► [変更] 香 前を 這ぶ 
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発 巧者 番号の わからない 巧 巧を 受けない] 


な 售香 番皇ヴ 通知され ない 看信ヴ おった とぎ、 が 适巧埋 巧 じよっ 
て、 霉 話を 受けない よ ラに 設定で ぎます。 

• が 這知理 あにな 巧の 僅類ヴ あります。 巧 客 じついて なげ p.66r 霉 
お/テし ビ羣 記を を 口 ■る」 

■ が适姑 おを  ■ 公 泉霉話  ■ 通知 不可 86 

♦着值 おを として 指を した 巧 通知 捷巧じ 該当する 巧 字 口 5 電話 巧な 
巧って きたと き、 霉話 なつな 巧 5 な  <  なります。 そ nw みのが 逗知 
搜 をのと きな つな ヴ ります。 着® 巧を の 巧手へ 巧、 お 中音 巧 流 打 ま 
す。 このと き、 ディスプレイ C  [巧 看值あ IJ] 巧 表示 ちれ、 看 运度歷 
C 巧 通 巧] 埋巧巧 記 « ち 打ます。 

• 番呈 通知 お願い ヴー ビスち おむ だて おを する ことを おすすめ しま 
す。 

♦霉 記帳 指を 看售舒 巧を 設ち している ときな、 巧适知 逸を 别着舊 拒否 
は設 巧で きま だん。 

♦霉 記帳 登録が 着僖 拒否を お定 している ときち、 ち 僖看番 暑の のな 5 
ない 電話は ホ 通知 理由 别着值 拒否 巧* 巧 さむます。 

• が 适知适 由 别看僖 拒否と 公 其 亡ー ド （ド ライフ モード) を 同時に 汾 
をした とさ、 3E 通知 搜を别 看僖巧 否な® 巧 さ ri ます。 

カスタム メニューで [設定] ► [七 キュリ ティ] ► [ち 信 
拒否/許 巧を を] お ホ 暗証番号を 入力© 

2 がぶな 理由の 資 巧を 進ぶ @ 

3 設 をを 惡 ぶ© 


SMS や i ちード ジー ルは、 この 巧自 gi こ 関係な く 受信 さ ri ます。 


あんしん 巧 ま 
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巧 あ 》 作 H 巧 時 n 役を 


電 言き 巧 ホを 绿の 巧手の 着な まを お 音に 
する 


霉结族 （ネット フーク 上の 覃話 巧は 含まない) に 登録 ミれ ていな 
い 巧ず 口  5 電留ヴ 巧ヴっ てきた とき、 おちした 巧 致を に 看 售ちヴ 
頃る よ ラじ設 をで きます。 

•  9 ン 切りな どの 迷を 霉 記を 巧ぐ 対策の 1 ごです。 

•巧 出を 巧 関 货呀茵 おちと 電話 曠 登録 外看运 拒否〜 を 同時に おを する 
ことなで ぎ まだん。 

♦巧 出を 巧 関货時 固を 設 ちした とき、 呼 出 開始 前に 切 打た 電話を 看运 
尾歴 1 こ 表示す る 口 ど ラな ち おを でぎ ます。 

1 カスタム メニューで [設定] ►[音] [巧 化 巧け 巧 巧 時 
U 設 を] にが 

♦  [OF 鬥じ設 ミした ときは、 餐巧完 3 となります。 

2 巧 出 巧が M お 時 W を 入力 ►© 

3 設 をを 望 ぶら） 


• 伝き ベ t や 留守番電話 ヴー ビスを おちして いると き、 呼 出 B 巧 関 
姥時图 おちを 运巧さ だるた めじは、 ち含ジ たた 芭守番 霉ミ舌 ヴービ 
スの呼 出時 聞ぶ ^巧< お 巧して  <  ださし、。 

• 電錠曠 の« お别 □ック 中な、 電話帳 登録して いる 巧手な 5 の霉提 
でち 巧 化 お 巧 開泌時 巧設を じがって iSf 乍し ます。 

• 呼 出動 作閣 お時间 巧 をと 公 巧 t ー ド （ドライブ 亡ー ド) を 同 持 C お 
定 したと きは、 公 巧ちード （ドライブ モー ド) 巧宙巧 さむます。 

• 呼 出動 巧 関 抵時固 お定と 7 ナ ーち ー ドを 同時に 巧を したと さは、 
錠ち したち 茵巧 経過した あと C7 ナー モードの 設巧 C なって なイ 乍 
します。 ただし、 ち 香 ツモの 巧ぎ 時 固 C は 着 僖音巧 巧る までの 時 因 
ち 含ま 〇 ます。 


« ち «& 沒外 •巧 巧 否 


巧 巧 巧 ホち 绿の 巧手からの 巧 巧を 受け 
ない 


霉き舌 »( ネット フー ク 上の 電話 巧は 含まない） 区 登録され ていな 

い 巧を な 5 覃話ヴ つな ヴ 5 ない よ ラに 設 巧し ます。 

• 巧手 C 巧、 詔 中音け 流 打ます。 このと き、 [包 着 宿 あり] ヴ表 示さ ru 
着® 履歴に 記 情ち 〇 ます。 

•巧を 巧を 僖看ま 号を 适 姑して いると きのみ 有 巧です。 番号 通知 お 頃 
いヴー ビスち あむ だて 設: 巧す る ことを おすすめ します。 

• 霉お 登録が 着僖巧 巧と 公 其 亡ー ド （ドライブ t ー  ド) を 同時 I こ 巧 
をした とき、 羣話展 登録み 看运巧 巧ヴ很 巧され ます。 

♦霉 記帳 登録が 着僖巧 否を おを している ときち、 お僖 看番呈 のむな 5 
ない 霉 話は ホ 通知 搜由 别着值 拒を 巧を 巧 ま 打ます。 

♦霉記 《 登録が 看僖巧 巧と 巧 出動 巧 開始 時 商 おちを 同時 [こおを する 
ことなで きま だん。 巧 出を 作 閣巧時 国を 解除して な 5 かり 置して < 
ださい。 

カスタ ムメ ニ ューで [設定] ► [七 キュリ テイ] [着信 
拒否/許 巧 を を] 巧 末 ち註 番号を 入力 @  ►〔電 巧 
巧を 録 外] 

2 設 をを 惡ぶ ► © 


♦  SWS か i ちード ジー ルは、 この 巧 おじ 関係な < 受信 さ n ます。 


電言舌 巧 お 巧 かり サービス をが 巧す る 


1 


羣話 おお 預な kj ヴー ビスとは、 お 客 塚の FOMA 銷末じ 保存 まれて いる 
羣話お •画 侵ツー ル 化(下「 柄？ デ- 夕」 といい ます) を、 ド〕 亡の お預 
なり t ン ター I こ 垣 口 ■る こと 巧で ぎる ヴー ビスです。 

巧 巧 一の 紛ホか 水* * 打な どで 巧を データ 巧 消失して ち、 i  ドで 揉 

作す る こと I こより、 お預 巧り t ジタ ーC 預けて いる 保存 デー タを 巧し 
い FOMA 銷末 C を 5 さ だる こと 巧で きます。 また、 FOMA 節 末の 霉話お 
デー タと あ預 ロリ t ンター の笔話 お デー タ& 、ち 巧 的 C 自動で 奇 巧の 
が 態 C する こと ヴ できます 。ち 51 こ、 お預 なり t ン ター C 預けて いる 
保 巧 デー タを菌 単 C バソコ ンウ 5My  DoCoMo のぺー ジで捐 集した 
レム 編集した 保存 データ &FOMA 蘭 末 巧 I こ 保を ち だる こと 巧で ぎます。 
• 霉話娘 お 損な U ヴー ビスの 结細 C ついては、 『ご 利用 巧ィ ド ブック 
( i そード <FOMA> 編) JI をご賣 ください。 


POMA 節 末 


お 預ウリ 它ンタ ー 


ろ 


巧滿 •画を •メ叫 佑^ 


獻  断 


/ インター 

一 3 ツト 


U 〔 


お預ヴ りした 
デー タを 

团 S  •巧 集 


パソコンの « 集の 客を を 巧 

♦霉話 娘 お 損な U ヴー ビスな お申しを み 巧む 要な 有が ヴー ビスです 
(お申し 泣み C な i  t— ド 禁巧巧 必要です )0 

•  FOMA 巧ー ドの 電話 曠な 保を でき まだん。 

• 巧みのと き！ さあ 預 なり t ンター と 接続で きま だん。 

• 霉記 娘の 巧存 方法 じついて は ByP.90 
• ソールの 保存 方 まじつ いては ByP.184 
• 画 を ①保吞 巧 ま I こついて 巧 巧 P.266 

•霉記 娘 お 損な リヴー ビスを ご 質 巧いた だいて いないと きは、 その 置 
を あ 知 5 だする 画面 巧 表 巧ち： Tl ます。 
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その他の r あんしん 設定」 について 

FOMA が ホを 受  <白 して あ 怔しル \ ち だ  <  ため、: 又の 設ミ や巧自 目を 利 
南で きます。 


有 的 

なお/ 

ヴービ ち 巧 

を贸巧 

ほな の 人 C 無断で 1  C ろード 
巧 能を 度む むる のを 巧ぐ 

1 C むー ド □ック 

R229 

いたす’ 5 霉話ゎ 悪 黄な たー ル 
ス霉 話な どの r 迷惑 笔 詔」 を 看 
僖 した <な い 

迷惡 羣館ス トップ 
ヴー ビス 

P.360 

结售看 番号を 适 知して こない 
電話を 看 « した  <な し、 

番号 這 巧 お 房い 
ヴー ビス 

P.361 

電子 提紅 サービスを ネリ 巧す る 
こと C よ U、 安を で® 預 巧の お 
る データ 通运を 巧いたい 
&  FirstPass 巧応 サイ トじ 限り 
ます 

FirstPass 

P.161 

む 要な 場 含 C  FOMA 箱 末の ソ 
フ h* クて アを更 巧した し、 

ソフ h* ク エア ま 巧 

P.428 

障 養を 引き起こす デー タウ 5 
FOMA お 未を 守りたい 

3 キたン 構 能 

P.434 

1 たー ドソー ルを 愛 垣す る 曝 
じ、 必要な ジールの みを 受值し 
たし、 

タール 選 巧受僖 

P.176 

ぶ 書 巧 お 生した 原に i たー ド 
を 利用して を 巧 巧 巧を 登録/ 
精提 したい 

n t— ド 义害巧 
伝 香 巧」 ヴー ビス 

にを! 巧 
方 イド フック 
( i トト. 
<FOWA>  編） J 
を こ 貴 < だ ちい 

ソール アドし スを 変更したい 

タール アドし ス 
変更 

あんしん 役を 
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目 的 

なお/ 

ヴー ビス 召 巧 

參ぉ巧 

URL ヴ記 B された 夕ー ルを 受 
值 した < ない 

迷© ソール 巧 策 
(URL 巧き ジール 
拒否 おを） 

に ネリ 巧 
巧 イド フック 
( i モード 
く  FOMA  >  捐)』 
を ご 黄  <  ださし、 

指ち した ドク: イン ヴ 5 の ソー 
ルを 受 宿/巧 否したい 

迷惑 ソール 巧 策 
(愛 信/拒否 おを） 

1 亡ー ド ど ラし の ソール だけ 
を受径 / 拒否したい 

指定した アドレス ヴ 5 の ソー 
ルを 受 宿/巧 巧したい 

迷惡ソ - ル 巧 策の おすすめ 設 
ちを 菌単 1 こおを したい 

迷® ソール 巧 策 
(巧ん たん 式ー ル 
投 を） 

1 日 1 台の i  t ー ド 巧応 揉を 
霉链な 5 送值ち 打る 500 通 目 
段の i ちー ド 文 ー ルを 愛 宿 
巧 否したい 

迷® ジール 巧 策 
( i  t— ド ジール 
ス ■送 毎 着な 5 の 
ー ル 受僖が 限） 

SMS を受 這し をくない 

迷惑 ソール 巧 策 
(SWS 巧を 巧 巧） 

一巧の 1 ご 送 5 むてく る 広告 
ソールを 受值 した  <な し、 

迷© ソール 巧 策 
(未を 度 応告※ 
タール 巧 否） 

受值 する ツール ①ヴ イブを 制 
限したい 

ールヴ イプ 制 お 

ー ル 巧 おの 設 をが 巧を 植捉 
したし、 

タール 段ち 掩强 

式ー ル おおを 一時の C 停止し 
むい 

夕ール おお 停止 

カ ゾラ 


む タラを ご 利用 E なる 前 じ 

静止画を 損を する . 

を 画を 涅を する . 

» を 時の 設 巧を 変を る.... 
ウジ ラの 設 をを 変える •••• 
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くを 止 函涅を  >129 
..  < 動 函摄を >131 


132 

137 


涅を をす <1 こ 爵止函 または 動画を 送る . — ル送值>139 

パー コード 。ー ダー を 巧 巧す る . く/てー コー ドリー ダー >139 

夕ぞを 読み取る . < 又す 読み取り の CR)  > 141 


き 巧 巧 •背* 巧 じついて 

お客様 ヴ FOMA 蘭 末で 損を またな 摄 音した ちのは、 個人で 楽しむな どの 塚む は、 看 作樓ま 上、 樓 ネリ 香亿巧 巧で 犀 用で きま だん。 また、 他人の 肖 
该わ氏 香を 巧 的で 馆 巧、 改変な どす ると、 肖 毎 樓の浸 害と なる 塌含ヴ あります ので、 そのような こ ネリ 用ち お搜え < ださい。 度を したち のを ィ 
ン ター ネッ h* ホームページ などで 公 関する 場 含ち、 著作 樓た 肖淳樓 C な 十ろ C ごを 意く だち い。 なお、 実 須た興 巧、 長 巧 物な どの ラち C は、 個 
人と して 楽しむな どの 目的で あってち 、おを を 制限して いる 埼含ヴ あ U ますので、 ごを 意  <  ださい。 着作樓 C 巧 ごわる 面 毎の 伝送な、 著巧樓 
ま ①規を C よる 巧 困ので 厘 巧す る W みは ご 巧 巧に なれ まだんので、 ごを 意<  ださい。 

1  た  ラが き 祭帯羣 話を 利 巧して 療 あか 画 运送宮 を 巧ラ辑 な、 プライバシーなどに こお まく ださい。 


121 


カイラを ごが 巧になる がに 


• しンブ 部に 指紋 や 巧 追な どけが < と ビジ h 巧 含 〇 な < なります。 ま 
た、 函 まヴぽ かけたり、 強い 光 おな 色す じを 引  <  ことな どヴ ありま 
す。 涅を前 C、 柔 5 ない 巧で 巧いて  <  ださし、。 

♦霉 油残呈 巧かない とさな 度を でき まだん。 巧霉中 でち、 電池 殘备ヴ 
かないと 面 侵 巧 盾  <  なった U、 函读ヴ 瓦 n る こと 巧あります。 巧霉 
中な 度を しなし、 でく: ださし、。 

• たべ ラは が 常に 焉 密度の 富い 技術で 作らむ ています ヴ 、常時 巧る < 
見を る 画 また 觸 、盾  <  見える 画 東 や 综ちあ U ます。 また、 特 C 光屋 ヴ 
かない 場所での 攝を でな 白い 綜 などの ソ イブけ 培を ますので、 ご 3 
承  <  ださい。 

•  FOMA 銷 末を 暖ヴい 場 和 こ 長 時圉宜 いていた あとで 度を したり、 お 
をした ときな、 国 黄 巧 劣化す る こと 巧あります。 

• たジ •ラの レ ジブ C 直躬日 化げ 長時間 当たる と、 巧 部の た ラー フイ ル 
ター 巧 変色して 映を 巧 変 S する こと 巧 あ U ます。 

•  乂場わ ランプな どの 強い 化 おを じ 口に 摄を しよ ラと すると、 函运ヴ 
盾  <  なったり 函售巧 乱打る こと 巧あります ので、 ご注意  <  ださい。 

•义 場を 直接 涅を すると、 CMOS の 性能を 損な ラ こと 巧あリ ますの 
で、 ごを 富く だち い。 

• 挣止 画を 連続 おを したん 動画を 長時間 摄を する こと I こより FOMA 
節 末 ヴ适巧  <  なること 巧 あ U ます ヴ 、興 常では お u まだん。 

• 挣 止画摄 影の プレビュー 画面た 動画の 摄をや 画面で、 看 宿た アラー 
ム 巧を 作す ると、 摄を巧 や 止ち 打て そ 05 ① 画面に 切ゾ替 ま 
す。 その あと、 切り 替 のった 画面を 操 3 さじる とわ ソラの 画面 I こ 房 
U、 看值前 じ* をした データを な 毎で きます。 

• 復 をした を 止 画な デー タ ボックスの 7 イピ クチた の [ろ タラ] フォ 
ルブ C、 を! 面な データ ボックつ ① j 亡ー シヨ ン① [々式 ラ] フス ルブ 
E 保を ミむ ます。 また、 microSD ソ亡 ij- たード （げ P.275)C 保径 
する ことち でぎ ます。 


♦  AFt— ドを 切ゾ 替えた とさ、 万 ソラの レジ プヴ 動作す る 音な 茵こ 
るます 巧、 興 常では ありま だん。 

シド ッタ ー音、* 巧 巧 化 音/ » 止营 、完 3 音、 フォーカス □ッ 
ク ち、 t ルフ タイ 7 —音 じついて 

•を 止匯涅 影、 を函涅 をのと ぎは、 FOMA 銷 末の 投を E 巧な わ 5 す嗎 
ます。 

• 文す 読み 巧り、 バーコード IJ ー ブーのと きに 晴る 音の 音 星は、 音声 
電話 看 值音呈 のきを ち C' がいます。 また、 巧の 每 台は 音巧嗎 U まだん。 
■  7 ブー 亡ード 設ち中 
■ 公 巧 亡ー ド （ド ライフた ー ド) la 巧 中 
■营夕 電話 看僖音 通を [ヴイ し ント] じ おを 中 
• シいツ ター 音は 愛夏で きます (げ P<93)。 シ户ツ ター 音の 音き は 変 
までき まだん。 


■巧が 時の 哲 意!! 巧 

•復 動 fl こ FOMA お 末 巧 動 < と、 画 每ヴ 巧む る 原因と なリ ます。 なる 
ベ < をなない ぶ ラ E しっな りと 国 巧して 這を して <だ ちい。 を 止 画 
涅を^l]画适孩時は手巧打话正損巧《旨旨を话って<ださい。 

• 万 ソラで 摄 影した 画运 な、 実 巧の 巧呈 巧と を 巧 や 明るま 巧 異なる こ 
と 巧あります。 

•復を 時な、 カ ソラの レン ブ C 指た 鬟、 ストラツ ブ など 巧 ロウ 5 ない 
よ ラ じして くだ まし、。 

♦復 をヴ イプを 义ぞ  <  すると 巧 報 备ヴを  <  なる ため、 FOMA 捕 末 C 表 
示さ 打る 画魯 のをぎ 巧 這くなる ことけ あり ます。 

• 室ので 摄を すると さ、 を 光な などのを* で函 面け ち 5 ついた U、 す 
じがの 桑ぶ 巧 舞 生す る こ ヒヴあ U ます。 室 巧の 照明 条件 か 明るさを 
をき したり、 巧 ソラの 巧る ち や ホフ イト バランスを 韵涅 する こと C 
より、 画商の ち 5 つきた 活 なを 琶ぷ できる こヒヴ ありま ヴ。 


■巧 お ポジション について 

FOMA 節 末な、 図の よつ 区し っなり と 持って 涅 おして  <  ださい。 


•巧/巧 存 できる 目 去 


• を 止 画 おぶ U 動画の 涅 をヴイ ブの設 をた を じついて な 巧* P.133 

■巧 止函 モード 

♦涅 をの 致な、 同じ 涅をヴ イス 画 巧で 插 をして、 FOMA お 未 (本 巧)、 

目 4M バイ トの microSD ソ 亡ンー りード じ保径 したと きの 目 おです。 
FOMA 路末 (本 巧)、 64W パイ トの microSO^^t リー ろード Cte の函 
每わ i アプリの ソフトな ど 巧 保存 さ 0 ている とき、 透を できる 挣止 
函巧 数は かな < なります。 また、 涅を巧 境 わ 巧 写 巧な どのち 件 I こよ 
り、 おを できる 爵止函 巧致ヴ かなく なること ヴ あります。 客函 M 別 
の 巧を 巧 智の目 おは、 巧のと お U です。 


「OUA 巧モげ 巧:! 


— 

ECONOMY 

NORMAL 

SUPER  円 NE 

sQCIF：  128X96 

だ M  000 巧 

お M  000 巧 

巧 1000 校 

QCIF：  176X144 

巧 1000 巧 

朽 M  000 巧 

お) 1000 校 

QVGA：240X320 

巧 1000 巧 

巧 1000 巧 

巧 420 巧 

巧是 :  240X400 

巧 n  000 巧 

巧 970 巧 

巧 420 巧 

CIF:352X%8 

巧 1000 校 

巧 970 巧 

お 1420 巧 

VGA; が 0X640 

巧 970 巧 

巧 己 80 巧 

お 1420 巧 

UXQA：  1600X1200 

約 170 巧 

拘 100 巧 

巧 60 巧 

フル  HD:  1920X1080 

約 170 巧 

拘 100 巧 

巧 60；® 

3  M: 2048 X  1536 

お) 100 巧 

灼 6肺!： 

巧 孤 巧 

バノク 7; 1280X320 

— 

— 

巧 130 巧 

64M/ W 卜の mfcroSO ゾモ リー カード 


sQCIF：  128X96 

如 700 巧 

HROMAU  ' 

ね 3700 巧 

UAWHMs 

拘 1800 枝 

QOF：  176X144 

巧 3700 巧 

巧 1800 巧 

お )1200 巧 

QVGA：  240X320 

の 1 如 明 K 

約。 00 巧 

巧 530 巧 

巧を;  240X400 

巧 1 如 0 巧 

巧 1200 巧 

巧 己 30 巧 

CFt352  X  288 

巧 1800 校 

巧 1200 巧 

巧 53诚[ 

VQA;48 日  X  が 0 

巧 1200 校 

巧 750 巧 

巧 53诚[ 

UXGA：1600X1200 

狗 230 巧 

荷 140 巧 

約 90 巧 

フル  HD;  1920X10 如 

*523 诚 

巧 140 巧 

巧 9 诚 

3  Ml  2048X1536 

お) 140 巧 

約 9 肺！ 

め4 己 巧 

バソつ 7: 1280X  320 

— 

— 

狗 180 巧 

■巧函 モード 

• 復を時 勘 3、 FOMA 節 末 (本 巧)、 64M バイ トの microSD ゴ たリー た一 
ドへ 保 巧した ときの 呂受 です oFOMAJM 末 C 本が)、 64M/W 卜の 
mi び oSD;^ ちリー たード じ 化の 画 毎 や i アプリの ソフトな ど 巧 保存 
ミれ てし 巧と き、)！ をで きる 時 国た 件智 はかな  <  なります 。また、 漫 
を 現 境た 巧 写 体な どの 累件 C よ U、 逸を できる 時胃ヴ かな < なるこ 
とけあります。 各 画 S 別の}! を 時間の 目 まな、 巧のと おりです。 

•  FOMA 規末 (本 巧) C 動函を 保す するとき 、ファイル ヴ イブ ま リぉ 
(げ P.133) を [制限な し] I こ 鉛ち でき ま はん。 


巧 ページへ 扬 <►! 


FOMASr  *  (•ん ••おの 1 回 ホ? 心ソの 至; 三度 巧 時 面 


Vjk 

ECONOMY 

NORMAL 

•円 NE 

SUPER 

FINE 

sQOF: 

128X 

96 

•>4 ー ル 
巧 (热 

映读 + 音声 

約 1 巧抄 

巧 105 お) 

約 52 お  1 

- 

映 食の み 

約 2 14 が 

，巧 130 お 

御 52 む  1 

— 

音声の み 

拘 3 18 が 

•>4 ー ル 
用 (長） 

巧赁 + 音声 

巧 10 み 

朽 1434 お） 

約 2 15 巧 

- 

陳每 のみ 

巧 14 ろ 

約 534 が 

約 25  7 お 

— 

音声の み 

の 2 巧 

QCIF: 

176X 

144 

ジール 
巧 (热 

映が + 音を 

約 13449 

お) 78 が 

巧 28 が 

巧 119仪 

映 おのみ 

約 176 供 

お) 卿 

巧 31 担） 

巧 20 砂 

昔 声 のみ 

巧 31 卿 

•>4 ー ル 
用 (長） 

お读 + 音を 

約 己 52 秒 

お 1323 も) 

巧 11 17 妙 

が) 79 砂 

映 « のみ 

朽 112 み 

紀 375 秒 

約 129 砂 

巧 巧 砂 

音开 のみ 

約 21 ろ 

QVGA: 
32 日 X 
240 

ジール 
用 (風 

映楼 + 音を 

- 

— 

— 

お no 砂 

峡餐① み 

- 

- 

- 

拘 10 が 

音声の々 

お) 31 巧ぶ 

•>4 ー ル 
巧 (長） 

峽运 + 音 再 

- 

— 

— 

お 141 秒 

巧を のみ 

- 

- 

— 

朽 142 妙 

音开 のみ 

約 21 み 

VGA: 
640  X 
480 

ジール 
用 (長） 

换 毎!  + 音を 

- 

- 

— 

巧 116 の 

峡运① み 

- 

— 

— 

お 116 が 

き 声 のみ 

約 21 巧 

FOMA 讯 •モ (ぞ 巧） ごこ ミ[’——: き W 


氏 0NCMY 

NORMAL 

FINE 

SUPER 

FINE 

sQClF: 

128X 

96 

ジール 
用 (風 

巧读 + 音声 

約 2 17 ろ 

巧 147 巧 

約 72 せ 

- 

峡赁 のみ 

約 3009 

約 182 巧 

約 おろ 

- 

音声の み 

約 445 分 

ジール 
巧 (長） 

映 食 + 音声 

約 2 18' ろ 

巧 148 ろ 

の 73' ろ 

- 

峡侯 のみ 

約 300 巧 

の 182 ろ 

の 87 分 

- 

昔 声 のみ 

巧 4' 

'■ろ 

ECONOMY 

NORMAL 

FINE 

SUPER 

FINE 

QCIF： 

176X 

144 

ジール 
用 (風 

映魯 + 音声 

約 187 分 

約】 の 巧 

巧 39 ろ 

狗 26 分 

映を のみ 

約 246 巧 

お ]じ7 ろ 

巧 43' ろ 

約 28 み 

营口① み 

の 445 み 

•>4 ー ル 
巧 (長） 

お误 + 音を 

の 188 巧 

お )110 巧 

巧 40 巧 

お) 27 ろ 

がを のみ 

の 247 巧 

お) 128 巧 

巧 44 巧 

巧 29 ろ 

营卢 のみ 

巧 447 ろ 

QVGA： 
320  X 
240 

ジール 
用 (風 

映を + 音を 

- 

- 

- 

お) 14 ろ 

巧 毎の み 

- 

— 

- 

巧 14 ろ 

营卢① み 

做 145 ろ 

ジール 
巧 (長） 

おを + 音声 

- 

— 

- 

巧 14 ろ 

峽误① み 

- 

— 

— 

巧 14 が 

音声の み 

巧 447 巧 

VGA： 
640  X 
480 

•>4 ー ル 
用 (長） 

映を + 音库 

- 

- 

- 

拘 32 诞 

巧を のみ 

- 

- 

- 

お 益 封史 

音 芦の み 

巧! 心 

7 み 

64M パ イトの microSO ジ f  •た- ドの 1 呂あ C りの! r;-;4R も 


EC0WWY 

NORMAL 

レ* 

FINE 

SUPEW* 
円 NE 

sQClF: 

128X 

96 

^-)1 
巧 (热 

映营 + 音声 

約 155 秒 

お no 嫩 

巧 52 が 

- 

映每 のみ 

約 2 14 秒 

お n  30 お) 

巧 62 も、 

- 

音声の も 

狗 3】 8 巧 

ジール 
用 (長） 

映魯 + 音声 

巧】 0 ろ 

約 434 妙 

約 2 15 巧 

- 

映魯 のみ 

巧】 4 ろ 

約 534 砂 

約 25  7 砂 

- 

营声 のみ 

的 2】 分 

削 限 
なし 

峽误 + 音を 

巧 60 み 

巧 6W 

的 6W 

— 

映を のみ 

巧 60 巧 

拘 60 巧 

的 6 化す 

— 

晋卢 のみ 

赋 

0 み 

SCONCE 

NORMAL 

FINE 

8UPW 

FINE 

QCIF: 

176X 

144 

ジール 
用 (風 

拽淳 + 音声 

約 134 秒 

約 巧 秒 

巧 28 妙 

狗 19 砂 

峡* のみ 

の 17 蛾 

拘 91 お 

抑 31 秒 

約 20 巧 

き 声の々 

の 31 狐 1 

•>4 ー ル 
巧 (長） 

映を + 音を 

約 日 52 が 

巧 323 巧 

巧 1117 が 

お) 79 抄 

峽* のみ 

巧 12 ろ 

お) 375 砂 

約 129 が 

巧 巧 砂 

音开 のみ 

巧 21 ろ 

制限 

なし 

おお + 音库 

巧 60 が 

約 58 巧 

巧 39 分 

巧を のみ 

衍 6 化さ 

巧 60 ろ 

的 60 み 

朽 142 巧 

音声の々 

お) 3 崎 

QVGA： 
320  X 
240 

ジール 
巧 (热 

映设 + 音を 

- 

— 

- 

お no 抄 

巧 运①み 

- 

- 

- 

巧 10 砂 

音声の み 

巧 3 巧 砂 

•>4 ー ル 
用 (長） 

映を + 音を 

- 

— 

- 

巧) 41 抄 

映 毎の み 

- 

- 

- 

巧 の 砂 

き 声の も 

約 21 ろ 

制限 

なし 

映读 + 音を 

- 

— 

- 

お) 20 巧 

峡运① み 

- 

- 

- 

巧 20 ろ 

晋芦① み 

が) 360 ろ 

VGA： 
640  X 
480 

•>4 ー ル 
巧 (長） 

おを + 音を 

- 

— 

- 

朽 1 卿 

哄 をのみ 

- 

- 

- 

朽 1 卿 

着を のみ 

約 21 ろ 

制限 

なし 

映を + 音を 

- 

— 

- 

お) 474 較 

お « のみ 

- 

- 

- 

巧 480 巧 

营芦① み 

朽 1360 み 

64M バイトの microSO ジ f 'J  •々- ドの 含 ItJiR 時 « 


EC0WWY 

NORMAL 

FINE 

SUP 巧 
FINE 

sQClF: 

128X 

96 

•>4 ー ル 
巧 (热 

映读 + 音声 

巧 312 み 

巧 212 ろ 

巧 106 巧 

— 

映 读①み 

約 431 み 

巧 261 夕 

お )127 巧 

— 

营夕 のみ 

巧 611 が 

•>4 ー ル 
用 (長） 

峽營 + 音を 

約 3 13 ろ 

狗 213 ろ 

巧 107 み 

— 

巧 侵の み 

巧 432 ろ 

お) 262 巧 

拘。 8 が 

— 

营芦① み 

柳 巧 巧 

制限 

なし 

峽误 + 音 再 

の 3 14 分 

巧 214 づ 

巧 108 巧 

— 

映を のみ 

の 433 づ 

巧 263 づ 

拘 12 巧 

— 

营声① み 

巧 6 15 ザ 

QCIF: 

176X 

144 

•>4 ー ル 
用 (風 

峽當 + 音を 

約 2 目 1 分 

紀 160 巧 

巧 56 が 

お 137 巧 

映读 のみ 

約 342 分 

紀 1 がろ 

的 62 ろ 

巧が 巧 

营夕 のみ 

巧 1611 を 

ジール 
用 (長） 

峽误 + 音を 

約 262 み 

お )巧1 み 

巧 57 み 

お 138 巧 

映を のみ 

の 343 ろ 

お) 187 み 

巧 63 み 

mm 

营口① み 

巧 日 巧み 

削 限 
なし 

巧读 + 音き 

約 263 み 

お) 1 のみ 

巧 58 み 

お 139 巧 

映每 のみ 

約 344 分 

拘 188 巧 

的 6 份 

お 142 づ 

营口 のみ 

巧 161 己み 

QVGA: 
320  X 
240 

ジール 
用 (風 

お 偉 + 音 ホ 

- 

- 

- 

拘 19 み 

映 淳①み 

- 

— 

- 

お 119 み 

音声の み 

巧 1611 を 

•>4 ー ル 
巧 (長） 

映读 + 音声 

- 

— 

- 

お 120 み 

映每 のみ 

— 

— 

— 

和^ 巧 

营声 のみ 

お 16 13 ザ 

制限 

なし 

おを + 音を 

- 

- 

- 

お) 20 巧 

巧を のみ 

- 

- 

- 

お 120 み 

营口 のみ 

拘 6 15 を 

VGA: 
640  X 
450 

•>4 ー ル 
巧 (長） 

映を + 音き 

- 

— 

- 

巧 472 秒 

映 读①み 

- 

- 

巧 4  7 触 

音声の み 

お) 6 13 が 

制限 

なし 

映を + 音 ホ 

- 

— 

- 

そリ 4  了  4 お 

映を のみ 

- 

- 

そリ 4S ごが 

营声 のみ 

約 G 

うみ 

■タイ トルに ついて 

♦復を(保巧）した稳止画/を画にな、自動的じ摄を曰時ををと亿し5 
タイトル 爸 巧が •ヴ 50 ます。 

巧 II; 2008 巧 4 弓 22 日 午を 1 時日 分 7 抄じ摄 を〜!; 080422 _13化 日 7] 
♦逢 続摄 をを 巧った とき、 末尾に 連 至 （し 01]、 し 02] …) 巧が きます。 
マイ ピ クチた の 画を一 賣 画面 〔げ P.25 のでな、 タイ h ルけ 半 負 14 文: 
ぎを 超える 場 含、 12 又す 目 政隆ヴ r …」 の 表示と なり 末尾の 連番な 表 
巧ち 打 ま杠ん 。タイトル 巧、 [情番 表示] の ファイル 香で 淀紹 でき ま 
す (げ  P288)o 

♦ タイトル 瓜属集 I こついて 巧げ P.287 


« が 面面の 是 かた 


た タラ f- ドでは、 デイ スフ レイ C 巧の 7 -クヴ を 巧 ちれます。 
• を 画面 モード （げ P.137)C すると 7 -ク R 表示 ちれ まだん。 


■ディスプレイ 下部に ち 示される マー ク 
麻 止 画}! 皮 面面 

P99 □百 因 B 回 回 田 田 


げた!- 


動画 巧 巧 画面 


です 济み 取り 菌面 


n 百旦旧 

.窗 回る 


バーコード リーダー 画面 


D 旦且旧 

-奇凸 1 


n フ ブーた ス □ツク き 巧 


1 •(禄 担） 

フスー 乃ス □シクち； a たと ぎ 

1 •啸 毎） 

フブ ーなス をさむは ている とき 

白 AF ちード 表 ミ 


函 

语を 

〇 

接 号 

巧 


7 ニユ アルフ オー わ;: U 爵 
止 画 損を •動画 赁影 のみ） 


曰 函运① 巧る ち 表 巧 


a  因 田 固  Q 因 

^  庭い 一 焉巧 ^ 巧る い 


曰 t ルフ タイ 7 —表巧 


を 

2 秒 

を 

5 お 

命) 

禱 

百 シーン 别 あおき 巧 

巧 止 画} IS 


オート 

田 

風 祭 

m 

文ぞ 

巧 

人物 

巧 

つ ポー、 ソ 

国 

逆光 

因 

巧累 

画 

オート 

国 

風 黄 （ソフト） 

亞 

人物 

国 

围泉 （シ 尸ー プ〉 

回 ま統涅 お ま 巧 


1 

育 速、 语 を、 7 ニ ュア ル (25 巧 巧） 

局 

富 速、 读 ち、 7 ニ ュア ル （9 巧 用） 

ft 

療宰 、マニュアル （6 校 巧） 

1-1 

逢 写 巧を 共通 （2 〜 25 校） 

H エフェクト 谊巧 表示 


圆 

たソク □ 

画 

残赁 (を 函摄 をのみ〉 

圍 

t ビア 

感 

巧紋 

醉 

ぎ 5 ぎ 5 

強 

巧華窝 (ス） 

か夕 

を 文ん U つ 

篡 

ちま 資 (小） 

を 

田 ソフト フ しーム 
(唐と 画摄 をのみ〉 

巧 

を 眼 

回函 S 表 巧 


宜 

ECONOMY 

百 

FIMEdS 画 巧を のみ） 

因 

NORMAL 

国 

SUPER  FINE 

回 あ巧ヴ イブ ま 巧 
神 止 巳， A’’ 


面 

sQCIF：  128X96 

巧 

VGA:  480X640 

醒 

QCIF：  176X144 

巧 

UXGA：  1600X1200 

巧 

QVGA：  240X320 

圆 

フル  HD; 1920  X 1080 

泣 

巧受 :240X400 

3  M：  2048X1536 

巧 

CIF：352X28B 

画 

パ ノラ 7: 1280X320 

团 

sQCIF:  128X96 

祖 

QVGA:  320X240 

QCIF:  176X144 

国 

VGA：  640X480 

のを ぶれ 巧 正} 最 & 表 巧 


國  手み 打巧 正け ート] (稳止 画摄を 時)/  [ON] (を 画涅お 時) 


m ホフ イト バランスき 巧 


巧 

オート 

S 

をが 归 

ご 

< ち 1」 

巧 

白 熟む 

巧 

太 頃が 

旧な 适 再生ちー ドき 巧 _ 

[  画 ]共《 房 生 モーパ ON] 


旧 ファイル ヴ イブ 制限 ま 巧 


固 

-ル巧 (巧） 巧 OOK バイト） 

固 

> :—ル 巧 (長） （2  M バイり 

旧 巧 ま •音声 切替 表示 


巧を 

映 意 + 音 芦 

巧 

巧 毎の み 

お 

音声の み 

巧 ぺージ へ话く K 


旧を 拉 モー K ま 巧 


质 

自 巧 

囚 

通常 スす 

固 

反転 文す 

旧 QR コー K 蛋巧番 登 表 巧 


n 〜画 譜帮 含 顏輛み 取る とき じ、 巧 巧 目を 試み 


ホ メラ* «|| する/ち 了す る 


1 待受 面面で©  (1 巧な 上） 

• おを ランプ ヴぶ むして、 を 止函廣 影画 面 巧 表示ち 0 ます。 た *>4 ラ 
巧泛の 函をヴ ディ スプ しィじ 表示され ます。 

• た *>4 ラを 起を した 及と、 カメラ t- ドを 切り 普え る こと 巧で き 
ます （げ P.132)。 

• 巧3するときI3：F0^/A强ホを閉じるな、因または画&巧します。 


■ お 巧みの 力/ラモー ドで 捏» する 
I カスタ ムメ ニ ューで [カメラ] 力/ラ モー ドを 涅ぶ ► 

© 


を 止 画 損を 


動画 适を 


, -yq+rth 如す る 

s  ( ) 內 cs 字 s 人 rv5 

向 巧 [i1 

〔 Active  〕 

LSJS 巧  LSJ 

疵 

る バー灯 a ら s いとを 

B ちす る 

白ぶ を 

1わ押ソ»| て 3® を!* す 

又す 読み取り  バーコード リー ター 


自 お) 終了に ついて 

• 各た メラ t- ドで、 度を 前の ファ インター 巧 表 巧 さ n ている が 態 
で 約 2 ろ閣 巧ち 溪巧 しないと、 で ソラ 亡ー ド 巧 自お的 にぉ3 し 待 
受 画面 C 宾 U ます。 未な 吞の データ 巧 あるとき、 ヴブソ ニュー や 一 
括 投ち変 夏 画面、 読み 的り 括果 画面を 表 巧し でい ると き、 方; ラ 
ちー ドな 投 3 しま だん。 


巧 作 ガイ ドを 表示す る < みそ り ィ 

静止画 /B 画运 影画 面で @  >  [巧 巧 巧 イド] 


■巧 止 函巧巧 やや 巧函 《 お 中、 巧 函» お巧转 / ニュー 函 
面を 巧 中に 着 巧が あると 

看 這 画面 巧 表示ち む、 電話 ご 化る こと 巧で きます。 

• を 止函廣 おのと きは、 涅 をした を 止 画は 巧 母ち むます。 

•動 函巧 をのと ぎな、 通話 お 3 を、 動画 涅を お强ゴ ニュー 画面 巧 表示 
ま 打ます。 表 巧 じがって 餐 作して  <  ださい。 


■シヨー ト カット キーに ついて 

各 モードで よ <馆 ラ 揉 巧は ボタン C 到 I) ちて 50、 フン タッチで 摸 巧 
巧 能です。 


ボタン 

な 止 画 亡ード 

面画たード 

义す玩 み 助 y 
ちード 

パー コード 
リ— ダ— ち ー ド 

〇 

ブ ー厶ア リブ* 1 

- 

- 

〇 

ブ ー厶プ ウン*' 

- 

- 

シーン 别涅巧 

- 

- 

感 

接写/通常 

共遏 再を を 一 
ド/通常 握を 

一 

— 

〇 

巧る さ アップ* 

1 

〇 

巧る さ プつン を 1 

風 

本が <^microSD 切替 

- 

- 

(Z) 

フォー カス □ック 

の 

た ラ 亡ード 切 皆 

度） 

7 イビ クチ 
のフ ブル グ 
一 寅 画面 表 巧 

i たー シ 3 ン 
の フス ル ダ 
一黄 画面を 巧 

i 元み 取り 巧 象 
运巧 

な吞 デー タ 

应） 

AF そ 一K 

AFt— ド 切替 

压） 

t ルフ タイ 7 — 

巧 おを ート 
切智 

— 

应 

ヴ イブ 遵巧 

- 

- 

面） 

国 黄 

- 

- 

巧 

エフ I クト涅 を 

- 

- 

面） 

手 ぶれ 巧 正 

- 

- 

应） 

ホフ イト パラン 3 

- 

- 

迈） 

巧イ ド 画面 表 巧 ON/OFF みン 

- 

- 

^ 1 ボタンを} 甲し 綺け ると、 連続して 围節 できます。 

X2 巧 イド 画商を 表 巧して、 シヨー トク ツ トキーの 到り 当てを 淀 施し 
て 巧 5 操作で きます。 


»  止 


静止画を 撮が する _ 

♦涅 をを するとき は、 シゎッ ター 音 巧嗎リ 、復を ラン ブ巧 1 回 点 巧し、 
を 止 画を 宿损 する ための プレビュー 画面 巧 表 巧 さ のます。 

•  microSD ソ モリー々 ー ド①ソ モリのを き資 S 巧ない ときな、 保存 巧 
を mfcroSD*>it リー カード I こ 鉛 至して ち、 有を 的 口累辱 巧げ FOMA 
節末(本巧)巧の、データポック3の7イビクチ+^の[わソラ]フスル 
ダ C 切り 智 わります。 

• ビン h* 巧 さ 〇 ない 場 含な、 フォ ー巧ス □ック を ご疫巧 < ださい 
(げ  P.136)。 

1 カメラを 垣 動す る （巧" P.128》 

• ブーム くげ P.132) を ネリ 巧したり、一 括 おを 変更 画面 (巧 •P.IST) 
&表 巧で ぎます。 

2® 

♦唐 と 画を 拒を します。 

3® 

♦保ち 巧の 愛更; ® 

♦ 涅 をした を 止 画を 削除して 迄を し 直す: を） 

• ソー ルで 送 這 （げ P.139):®  ►ツー ルを 作な •送运 
♦ 运 をした] 睁止 画の 语 集/が 用；© 

- 函读福 集 (げ P.262 〜 P265)、 プチ 王つ テ (巧 ^P.255)、 函お設 
巧 （げ P.261)、 全 画面 モー ド切查 (げ P.137) 


力 

を 


毎 数のを 止 画を 屋 続して 摄を できます。 

• ま 続 度を できる 摄をヴ イブは 巧のと お IJ です。 


' ''''' - - - 

ち 速 

读巧 

7 ニユ アル 

sQCIF:  128X96、 
QCIF;  176X144、 
QVGA:  240X320、 
巧受;  240X400 

O 

O 

O 

CIF：  352  X  288s 
VGAr4a0X640 

X 

O 

O 

•  rsQCIF： 1 28X96 丄 「QCIF;  176X1 44 丄  rOVGA:  240X320 丄  r 巧き: 
240X400 丄 rClF;352X28S」 巧 連続 おを とフ し- ム摄 をを 袖み 含 
むだて 握を できます。 


■高®、# が、 マニュアル 

高速 運続復 をでは 巧 0.1 秒国闻 、读華 連続 涅 をでは 巧 0.2 お窗属 で、 爵止 
函を運 続して 自動的 I こ 度を します。 マニュアル 連続 摄を でな、 自夕の 
シ ツ ター 操作で をと 画を 連統 して 涅を します。 

♦ 遺 病廣を R 大巧な は 涅をヴ イブ じより 冥なります。 


sQCIF:  128X96^  QCIF：  176X144 

2 己 巧 

QVGA:  240X320, 巧き:  240X400、 CIF;  352X288 

9 枝 

VGA：480X640 

已巧 

130 


■連統 « がを する 

1 静止 面 巧を 面面で©  I  [巧 お メニュー] [ま お 巧 お] 

I ま 巧 巧を の 香 巧を 進ぶ @ 

2® 

• 1 巧呂巧 おを ちむ、 W 隆白 動的 C 摄 をち 打ます。 奇 をの 摄を時 I こ 
巧を ランプ 巧 1 回, 呑、 巧し ます。 

•  7 ニ ユア ル おを のとき 巧、 連続 おを ft 大巧 数まで® を} 甲し ま 
す。 

♦ をの 数を* を または© を 巧して 運 綺涅孩 を 中止す ると、 适を画 
赁一寶 画面げ 表示ち 打ます。 

3 巧を する 

♦ すべてな 香/削除: ©►[さか 保 巧]/ [を 件 削 お] 

♦ 1 件 道んで 保を/削除: 静止画を 遵巧 ►巧^  [1 件 保を]/ [1 
件 排除] 

• ソー ルで を 這 （げ P.139):|f 止 画を 這 巧 ►  ®  ► 式ールを 作成 • 


• 自 斬呆淳 た-ド (げ P. 138) 巧 [ON] のとき は、 有を 的 じ一括 保宮さ 
れ ます。 

♦ 運 続 這を を おを している とき C、 摄あヴ イブを まきしたり、 エ フエ 
クト涅 をを おを すると、 達続摄 をな お 除ち の ます。 

♦ 運 爲涅を 中 区 着售か アラームな 動けす ると、 這を 中のを 止 画は 保 
授 ちむ、 連病摄 をは や 止さ 打ます。 ただし、 看僖ゎ アラームを 作の 
タイ 5 ジブ 区 ぶって な、 這を 中のを 止 画 ヴ破養 まれ、 を 止 画 凌を 画 
面 C ちる ことち あります。 

• 連 爲涅あ 中に FOMA お 末を 聞 じたり、 因を 伸す と、 插 をを 中止し 
て わ ソラ t— ドを お 3 します。 


FOMA 銷 末を 宿で 巧 CIS なし、 連続して 函每を 巧 リ边 おこと 巳より、 1 
巧の バ ノラ 7 号 真を 自をの C 巧 巧で きます。 

• バソ ラマ 写 黄 3、 樓口  80X お 320 のヴ イブで 保を ミ n ます。 

• 函巧 巧に UPER  FIN 曰、 AF モー ドは [療宰 ]1 こな U、 変更で きま 巧ん。 


I 静止 面 » を函 面で©  ► [サイス 進 巧] 

► [パノラマ （1280X320)] 

2  © 

♦ おを 開 货音巧 巧り、 バ ソラ 7 拒を ヴ 開始ち 
打ます。 パ ソラ 7 涅 をしたい 巧涵で FOMA 
端末を 左ち どち 5 ウー 巧ち) に 夏] 口 して < 

ださい (巧 巧な しないで  <  だ さしん 涅を開 
巧 時点で 中央 じ 表示 さむた 十字 表示 巧 上 
下 I こ スき< ぶれない よ ラ じします。 

•  FOMA 箱 末を 移動 ミ だる 透 度は、 画面 左下 
の 移を! 速度 表示 巧 [g] となる ぶ ラ C して 
< ださし、。 

♦おを ヴ ほぼ 完 3 すると [化] 巧 表 巧ち むます。 [化] 巧き 巧 さ 〇 た 
あとを FOMA お 末を おな すと 含 巧 画该巧 更新ち 打ます 巧、 〔&] 
巧 表示 さ n ると そむ W 上 更新 さむ まだん。 このと きは、 揉 作 3  C 
ちんで  <  だまい， 


パ ラマ 涅を 画面 


バ ノラ 7 摄於や 画面 


D 十す 表 巧 

« を 閣お場 巧を 原点と して 画面 中 巧 ご 
表示ち むます。 む ソラを® なした とき 
C 原点. 巧 5 ① ザれ 巧植提 できます。 

曰 移 お逐度 表示 

FOMA 解 未の 巧を 速度 I こよって 表 巧し 
ます。 

M  猩 すぎる とさ 
[m  適切な とさ 

t 胆 I 苗す ぎる とき 


3  « をを 止める ときは、 @ 

♦ 运を 停止 音な 嘛 り、！ SU 应んだ 函鲁ヴ 含な され、 プレビュー 函面 
巧 表示 さ ri ます。 

4  © 

• バ ノラ 7 赁を やな、 ブーム 锅尝や 巧る ま 詞爱 はでき まだん。 

• バ ノラ 7 赁 みやに 看 這わ アラーム 巧を 巧す ると、 画を の 取 U 应み 
な 中止 さの、 そ 〇 まで CIS リ边ん だ 画を はお 室 きれます。 

• バ ノラ 7 括を や！ こ 巧 2 巧 眉 巧ち 揉 巧 しないと、 ウジ ラ f— ドヴ白 
おの じ 接 3 し巧受 画面 C 房 U ます。 そむまで じ 巧り 应んだ 画 毎は  ■ 

报奪さ ri ます。  力 

♦ [阻] 巧 表示ち むる と 画 巧 巧 劣化す る こと ヴ おります。 巧 区， ほ距韓  イ 

で 透を するとき は 表示ち n ない よ ラ C こを 意 < ださい。  つ 

• [化] ヴ 表示 ミむ で 巧 5 ち渴 をを 扬ウ たと ミ、 渴リ 始めと 适リ援 り 
U の 部を な 巧 裏ち むる ことな あ U ます。 


♦復を 開始 音巧晴 U、 摄を巧 開始 さ ri ます。 ただし、 療を まれる まで I こ 
時 国 巧な むる こと 巧 あ U ます。 涅を 中は 摄を ランプ 巧ホ资 します。 
♦復を 中 じ お 於 殘時茵 を 巧 巧〇庄 〇〇:〇〇じ なった とさ (涅を 中じフ ァイ 
ルヴ イブ ヴ制励 こ 達した ときた、 microSD ソ t。— なー ドの 空き 客 
星 巧な く なった とさ) は、 自動的 C 摄をヴ 厚 止します。 摄 をした 動画 
は 保 毎/式 ー ル 巧 成/ち 生/取消 ヴ でぎ ます。 

• ビン h* 巧 含 〇 ない 場 含な、 フォー 巧ス □ック をご疫 巧く ださい 
(げ  P.136)。 

1 巧 画 モードを 起 巧す る 

♦ ブーム (げ P.132) を 利用したり、 一 活設ち 変更 画面 (げ P.13 の 
を 表 巧で きます。 
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2  © 

• 中 巧の 巧 写が 亡 有を 的 ご ピントを 含む だて 透を します。 

3 巧を を 止める ときは、 @ 

• おを 停止 音 巧ち IJ、 動画 摄を おお •y ニュー 画面 巧 表示 さ 〇 ます。 

4  [なお 

• ジー ルで を 宿 (げ P. 139): [ジー ル 巧 煎 ► ジー ルを 作成 •送 毎 
♦おを したを 画の 再生; [再 ま] 

♦ 运 をした 君! 画を 巧リ 消す： [巧 消] ► [はし、] 


♦ 插を 残時閣 表示は 呂 置で 史 U、 透を 対象 ごぶ 1)、 运を 開始 前の 残 時 
固 表示より ち 長  <  度を できる ときわ、 0 比 0000 より W 前 C 涅を巧 
自動的 じ 厚 止す る ことな あ U ます。 

• 摄をや CFOMAW 末を 頭 じた 場 資ん 巧の よう C なります。 

■  « を 開おゥ 5 巧 11 秘 W 上のと き; 涅を厚 止し、 動 面 おを 宿歷ソ 
ニュー 画面 ヴ 表示され る 

■  « を 開 班な 5 巧 M 秘ホ满 のとき; 涅を肯 止し、 カ ソラちードを 
巧 3 する 

ただし、 映 毎 •音声 切替 巧 [音声の み] のとき じ FOMA 錦 末を 聞し‘ た 
ときは、 綜 音を 継続し、 ヴプ ディスプレイ 区 [ボイス 録音 中] と 表 巧 
ちむ ます。 

• 動画 垣を 中 区 ボタン 溪 巧を 巧 ラと、 餐作音 巧 録音 さ 〇 る こと 巧 あ 
ります ので、 ごを 意  <  ださい。 


撮が 時の 設 をを 変える 

♦ 巧 ソラ モー ドを 終 3 すると、 お ちな ろ eg ります。 ただし、 万 ソラ 紀 
ちな 巧を [0 川 C 設 ちして いると きな 保持で きる おおちあります 
(げ  P.138)。 

♦ 涅をヴ イプ じよって は設: 巧で きないを のちあります。 


1 巧 I お 面面で®^  [カメラ モード 切替] カメラ モード 
を遵 ぶ® 


巧る ちを 日 路 暗で 竭爱 でぎ ます。 

1 « お 面 旧で 0 


ジタ ルスー ム をが 用す る 


1 静止 面/巧 面 巧を 函 面で 〇 
お 止 適ち-, 

境 巧の ブーム 位是  吊 大宿率 

I  I 


r— - 

動 囲 亡ード 

現 岳の ブーム 位是 

吊 乂宿率 

E  ■TO，！  REmRI 

N  |Qd:m  4、 

が 巧 表示 

残り' 時 W 

• ブームで きる 巧圃 (居を) I さ 涅をヴ イブ じよって 異なります。 


毎 R ヴ イブ 

n 义ほ幸 (ブームの 芭 培） 

sQCIF：  128X96 

巧 24.0 居 (26 苗 盾） 

QCIF:  176X144 

お) 17.4 倍 (23 度 盾） 

QVGA：240X320 

巧 じ 8 悟に 〇辑 盾） 

待受 :  240X400 

朽 110.2 倍 (巧留 盾） 

を 止 画 

CIF：  352X288 

お TT ぶ 培 （15 段 皆） 

這を 

VGA：  480X640 

お) 6.4 培 （13 段 皆） 

UXGA：  1600X1200 

巧 2.5 倍 （4 茵增） 

フル  HD: 1920 X  1080 

等 培 (-) 

3M：2048X1536 

等 培 (-) 

バ ノラ 7: 1280X320 

お) 己 .1 培 （17 段 皆） 

sQCIF:  128X96 

抑 2.0 恒口 粥芭卢 

動画 摄を 

QCIF:  176X144 

巧 8.7 盾 (22 段階) 《 

QVGA：  320X240 

巧 4.8 倍 （1 日 段階)* * 

VGA：  640X480 

だ 12.4 倍 （9 唐唁） 

※字 巧れ 巧 正 巧 [OF 鬥 のとぎ 


サイズを tttr る  < サィズ ■«> 


1 お 止 画/巧 函 巧を 函 面で©' [サイズ 遇 巧] 
2 サイスを 爱ぶ @ 


[ECONOMY]  —  [NORMAL]  — [FINE]  (U 画め み)-* [SUPER  FINE] の 順 
I こ 画 里な きれい E なります 巧、 デ- 9 呈 なを  <  なり 登録で きる 巧敦、 
巧を でき る 時 国な みな <  なり ます。 

•  S 函 黄の 涅 をが 敎 、損を 時 国の 目 お C ついてはげ P.123 


1 挣止 画/助 函« を 画面で©  ►[巧を メニュ ー] [函 
の 

2 画 S を 進ぶ © 


'i  了 3 .  :*  も 


動画を 透を する 前 に、 保を する ファイル ヴ イブを を」 おできます。 

•  i  t  — シ ヨン；^  — ルで 送值 するとき は、 [ソー ル 用 （巧)]、 [夕ー ル 巧 
(長)]1こ粧をして<ださい。；>^  — ル流巧巧自旨なヴイブで涅をできま 
す。 [ジール 用 (巧)] を 這ぶ と ファイル ヴ イブを 巧 SOCK バイト じ 制 
おします。 [夕ー ル 巧 (長)] を 送 巧と ファイル ヴ イブを 約 2 M パイ h 
E 制 おします。 


» 函 « を函面 で®‘  [巧 お メニュー] [ファイル サイ 
ズ が 巧] 


2 ファイル サイズを 遵ぶ @ 

♦巧を ヴ イブな 保存 巧に よって 結: ちで きる ファイル ヴ イブ 巧 異な 
ります。 


C 江 1内 ご 

• 保 巧 巧を microSD ソ t。一 方ード じ お 巧し， ファイル ヴ イブ 削 限 
を [制 おなし] E お定 したと き、 攝を時 国は B 長 巧 1 時图 C な U ま 
す (映を •音 吊 切普ヴ [音声の み〕 のとき を 除く)。 また、 涅を 匡を C 
ジールを 宿を 実 巧す ると、 巧 頭な 5S で 2M バイ 乂 巧の データを 
巧り 化して 送值 します。 

• おす 巧を FOWA 筛 本 巧) C 変更した とき、 ファイル サ イブが お 
な [夕ー ル 巧 (長)] C 錠を ミ n ます。 保 毎 巧を microSD> (ち リー 
方 ー ド じ 変更した とき、 ファイル ヴ イブ 制限は [制限な し] I こ設を 
ち むます 。ただし、 共通 再生 亡 ー ドを 設を している ときは、 保な 巧 
I こヴ なむ 5 す [ソール 巧 (巧)] じ設 をち： n、 変まで きま だん。 


力 

を 


静止 面/巧 函 巧を 画面で®'  [« を メニュー] ►[セル 
フタ イマ ー] 

2 セルフ タイマー 時 巧を 進ぶ © 

3® 

•  t ルフ 9 イ 7 - き巧睛 り、 t ルフ タイ 7 —ヴ動 巧し ます。 設 をし 
た 時 国 巧 経過す ると、 シ トッター 音/巧を 開 お 音 巧 島り、 自を的 
じ 度を さ 〇 ます。 

• 运 をを、 中止を を t ルフ タイ 7 —は 解除され まだん。 


• 看 宿た アラーム 巧を 巧す ると、 t ルフ タイ 7 —は 中止ち ru 撮影 函 
面に*  U ます。 


巧 写な 巳 含 わ だて、 AF な-トフ ォー りス) モ- ドの 切り替え 巧で きます。 
• 睁止画 撮影のと きは、 お をヴ イブを 変ます ると [得 宰] I こ* ります。 


摄驾 

フ マー乃 スヴ動 巧し、 中央の 被 写 巧 じ 自動的 

C ピントを 含む だます。 

接写 

巧琵苗 (お nocm) の摄 をに 適した 亡ー ドです C 

7 二 ご アル フスー巧 ス 

手 B で ピント を 含む だる こと 巧で きます。 

巧 お 面 あで©  [巧 I お メニユ ー ] [AF モー ド] 

• 唐 止 画涅を 画面で [標 宰] / [接 号] を 切 富:® 


2  AF モー ドを 望ぶ 
【典 到 
煤 写] 

【マニュアル フォー カス] ►© で ピントを お 星 0 

• フ ブー 0 ス潰爱 バー 巧 表示 さむます。 バーな!! ち青运 じなる 
よ ラ E 萬 空して  <  だまい。 


134 


現 だ①フ プーむ ス位呈 


フ ブー わつ 誤 整 バー 


巧 « とまきの 巧み 合わせを « ちす るく 


動画 透を の 種類を [映 ま + 育 吊]、 [巧 毎の み]、 [音 吊の み] E 段: をで を 
ます。 

1 巧 国 巧を 画面で®  >  [巧を メニュー] [巧 お •音き 切替] 
2 映 巧と 音 青の 巧み 合わせを 選ぶ© 


涅を する をと 画亡フ しー ム を輯: をし、 フ しー ム 巧ぎ で涅 をで ぎます。 

• 涅影ヴ イブと フ しー ムの溢 街 巧 興なる ときは、 フ しー ム巧 90 度 回 お 
します。 

• ヴイ h* など 巧 5 夕つジ □ー ドした フレームを 利 巧して フレーム 廣 
をで きます。 

1 静止 面 巧を 面面で©:: [巧 お メニュー] [フレーム « 
ぉい [ON] 

2 フ レー ムを 進ぶ を 

♦  7 し ー ムの植 捉：フ しー ムを 這ぶ ►© 

3® 


いろな 巧 sit 付けて J*R する •ブ 


if をす る お 山国た 動画 I こ エフェクトを 設 巧し、 运含 いや タッチを 変え 
て 度を できます。 

こ フエ クト の* 读 


OFF 

エフ ェク h* をお徐 する 

亡ノク □ 

t ソ トーン で* ぶを 表現 

tz ピア 

t ビア 毎で！! なを 表現 

ぎ 5 ぎ 5 

巧 届 部を さ 51 こ话巧 だるな) 果& 表現 

をえん びつ 

をつ きの 禄函で 表現 

円 ソフト フ し一 厶*' 

画面の 周ゾ CI まむ しの 巧果 をはけ る 

S がソ 

動きの 装赁を 表現 

巧 巧 

おな 巧 まを 付ける 

巧華锅 け;） 

巧 華 瓷の巧 まを 表 境 (毎 禄巧ス きい） 

巧華资 (小） 

巧 華窝の 効果を 表 境 (毎禄 巧 小ち し、） 

盾 眼 

魚 狼 レ ンブ での 巧果を 表現 

^ 1 お 止函摄 影の みじ投 をで ぎます。 

X2 を 画 拒を のみに 設定で きます。 

静 山 ■/» 百 « お 面面で®  ►[巧 お メニュー] ►[エ 
フエ クト 巧を] エフェクト のち « を 進ぶ @ 

2  © 


♦ エフェクト 插 をを おを している とき I こ、 連 掃 損を を設 をした U、 損 
おヴ イプの 変き た 映 塚 •音声 切替を 巧 ラと、 エフェクト « を はお 除 
ちれます。 

♦ お 画涅を 時は、 エフ；！: クト 損を を おちす ると、 » をヴ イプ 区 よって 
画 黄 巧 巧の よ ラに 錠ち さ ru 変更す る ことは でぎ まだん。 

■  rsQCIF：128X96J：  [FINE] 

■ 「QCIF: 176 XI 44 丄 「QVGA; 320X240」；  [SUPER  FINE] 


• を 画涅巧 時は、 エフェクト 損を を 鉛を すると、 手ぷむ 補正 巧 目 動の 
C  [OF 鬥 C なります。 この あと、 エフェクト 涅 をを 解な すると、 王 
フェ クト廣 を 設定 前の 手る‘ ri 宿 正の 段: 巧 cst) ます。 


ホれ を 補正 して »1&*<丰 ぶか 》 


1 静止 面/巧 面 巧を 画面で© ►[カタ ラ 設定] [手 ぶれ 
補正] 


2 設 をを 望ぶ© 


• 爵止函»を時にをぶむ巧正を [ブ  ー I こする と、 字 巧 打の 起き や 
すい 暗い 場 巧で « をした とき C ず 巧 〇 を 巧 正します。 

• 手 方む を 得 正して 摄を すると、 巧 号が わ 周囲の 巧る さ E よっては 
摄 を画隹 イブ ヴ のったり、 盾  <  なったり する こと 巧® ります 
ヴ® 度では ありま だん。 そ① ときは、 手 ぶれ 補正を [OFF] 区して 涅 
をして  <  ださし、。 

♦ 爵止 画！！ をの 場 含、 寺ぷの 補正 涅を をの [狙谨 中] と 表示され てい 
ると きじ 巧の 動作な 起こる と、 插 をし 巧 静止画 巧 破 奪 さ 〇 る こと 
ヴあ U ます。 

■ 看运や アラーム 巧動イ 乍した とき (を 止 函摄を 画面 じ宾 る） 

■  FOMA 館 末を 頭 じたと き (方 ジラ t  — ドを 3) 

• 連爲涅 巧を おを すると、 すろ‘ れ巧 正は 解除 さむます。 

• 化の 巧 おな 5 カ ソラを 起動した 适 含、 睁止函 逸を ヴ イブな r3M: 
2048  XI 日 36」 のとき は 手ぶ n? 舌 正 度を でき まだん。 


liMUKlA や 巧 写 任じな; じた を 行 う くシ ーン閒 HE> 


自然な を 含い や ピントで 攝を でぎ るぶ ラ、 摄影谋 境 や活号 (本 I こ 巧し’ た 
お を モードを をを できます。 


スー h* 

通常の 适 をに 適して います。  1 

人物 

人のを 這を するとき に 適した お 巧です。 

巧が 1 

巧 泉な ど 光の かない 場 巧を 涅を するとき 1 こ 適し 
巧 段: 巧です。  1 

風が 1 

自然り 街 おみな ど、 きめ 巧な な： 被写体を あを す 
ると きに 远 した 按 をです。  1 

ス ポーツ *1 

居み での スポ -ツ などを きの 多い 巧 号 (本を 摄を 
するとき C 適した おちです。  1 

ホす 巧 1 

白と 黒な ど、 コントラつ 卜の はっきりした 巧 写 
(本を 摄影 するとき C 適した 段を です。 

逆 巧 巧 1 

逆 おじより 預 など 巧 暗< なって しま ラ 巧 号 巧を 
涅を するとき じ 適した お 定 です。 

風 か ソフト） *2 

自巧巧 街並み などの 風 さを ソフトな イター ジで 
涅 を するとき じ 通した お 定 です。  1 

風是 （シ プ 

自 なか 街 化み などの 風 祭を シ ープな イジー ジ 
で 拒を するとき じ 適した おちです。  1 

XI お 止函廣 をのみ じ お をで ぎます。 

X2 を 画* をのみ C 設定で きます。 

1 静と函 /» 百# 面 B で®  [a お メニュー] ►[シー 
ン刖巧 お] 

2 シーンを 港ぶ'© 


♦ シー ン別廣 巧を [才 ート] 政み ご 設定す ると、 巧 フイ ト バランス 巧 
自 色! の 巳 [スー ト] になります。 
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色を いを 田 》 ホる  <がィ 


巧を 時の がの が 巧 C 応じて、 を 台い を 謂 節し て 這を でぎ ます C 

1 静止 面/お) 面 巧を 函 面で©  ► [巧! お メニュー] [ホヮ 
イ ト バランス] 

2 ホワイト バランスの 資« を 選ぶ® 


♦ ホ フイ h* バラ ジスを [ス ーh] がみ E 設ち すると， シ ーン别 垣を 巧 
自 K の C [オート] になります。 


クライ ♦の 点な 巧 まする 


1 安! 函 a を函 面で© ►[カメラ 設 を] ►[バック ライト 点 
巧 時 商] 


2 設定を 望 ぶら） 

♦ 惜じ OKIE 段: ミした ときで ち、 フア インタ ーW かの 面面では 
バック ライ h のぶむ 時 聞は 照明 時 国 段ち I こがいます。 


ピントを 含む だた が 態で フスー たつを □ック して、* 回を 変えて 摄お 
でぎ ます。 

• 挣 止函廣 影、 文: 字 試み 取 U、 バーコード リーブ ーのと きは、 フォー 乃 
スヴ □ック さ n ると 直巧嗎 ります。 

1 巧 お 面面で 巧 写 か に ピントを 合わせて 归 

♦ が おじ 巧し— てフ プー ウつ □ック 表 巧 7 —  クの舍 巧を むります 
(げ  P.126)c 

♦ フスー カス □ッ クの睽 除: 因 

2 巧 図を まえて® 

• 被 号 巧との 巧 苗は をを ないで  <  ださい。 


• 動画 垣を 時は、 « を やち フス ー カス □ツク をな 口る こと ヴで きま 
す。 這を 中に 巧 写 巧との 巧*! ヴ 変化して ビン K ヴ含〇 な  <  なった 
とさ 区 ご 厘 巧く: ださい。 ただし、 フスー カス □ツク するとき C 巧 音 
ヴ 入る こと ヴあ U ますので ごを 急 < ださい。 


巧を 時 じよ  <  度 ラち 能の おちの 客を 一 旁 表 巧したり、 一巧して 変更す 
る こと 巧で きます。 


お 止 面/巧 画 巧を 画面で® 


n 田 日日 日日 


ca 

の 

捕 

因 

回 

nr. 

Pjpl 

巧 

:巧 

巧! 

厂. ’!：：:" 

B  回 回 
の  m  旧 

を 止 画の 場 含 


n 口 日日 日 因 


の 

も! 

お 

■'  1 

一 L. 

巧 

B  回 回 
田] m  旧 

夏] 画の 場ち 


» 止 9 

n 面 

n 

AFt-K 

百 

ミぶ n 巧 正 

共这 再ち モード 

D 

ま扬覆 K 

巧* •音 口 切替 

田 

画 K 

B 

ヴ イブ 送 巧 

B 

巧る ま 調整 

B 

エフ I フト摄 を 

国 

シーン 則插 R 

田 

フ し一厶 « を 

つ アイ ルヴ イブが お 

•止 画  i  B 面 

田 

ホ フイ ト バランス 

D 

tz ル フタ イマー  1  ず 巧む 褲正 

占 

本な: 分 mi  croSD 巧替 

• おちの 変更:  〇 で 頂 目を 送 巧 ►© 
♦拒を 画面に 夏る:® 


凹の 化し， 


巧 通 再生 亡 ー ドを 設 をして 動 函を摄 をす ると、 FOMA 解 末の 巧樓 じご 
巧 のら 守、 再生す る こと 巧で きます。 

♦ 涅おヴ イスが QCF:  176X1 44 丄函 黄は [FINE] 、ファイル ヴ イブ 制限 
は レール 吊 (减] 巧 OCK バイト）、 手 巧 rt 巧 正は に FF]、 巧语 •音 穿 切 
替 は峽赁 + 音 巧、 エフ ェク h •渴を 恩に FF]C?S り、 を 夏で きま だん。 

ち) 函« を函 面で®:  [« を メニュー] ►[共 a 巧 生 モー 
ド] [ON] 


力 

ぇ 


カイラの 設定を 変える 


• シたツ ター 音の 変更 はげ P.S3 


表示され る 7 —クを 消し、 を 止 画を デ イス プしイ いつ ばい E 表示で き 
ます。 

• 涅  R ヴ イブ ヴ rsQCIF:128X96」、rQaF:176xi44」、|"CIF:352X 
288」、r バ ラ 7:1280X320」の場含、全函面t  —  ドCでぞまだんo 

1 お 止 画 巧を 画面で©*  [を 画面 モー ド 切替] 

• お 除: 同じ 揉 作を 巧う 
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microSD タ モリー カードロ ■BTf る 

<ttmncroSDijrff> 


涅 をした 函读を microSD>< た リーたー ド じ 保 巧で きます。 

静止 函 / 巧函 « を函 面で®  I  [本体 AmicroSD 切替] 

♦ 挣 止画涅 をのと きな、 度を を C® を} 甲して 巧り 智 える ことち で 
ぎます。 


•  microSD 夕 ち LJ 一たー ド C 保 宵で きる を 画の 摄を時 罔は mfcroSD 
ソ ちリー ろー ドの ジちリ 区より 異なります。 映读ヴ 含まむ る動函 
のとぎ、 ち 長の 1 時图 です。 

♦  microSD ジち リー 巧ー ド E 保宮 しむを と 画/を 函 の確强 じついて 
はげ P.283 

• 保存 巧ヴ microSD ソ t リーウ "ド C 投 ちち n ている とき、 摄を函 
をは [々ジラフ オルダ X か 0( フブ ルタ 巧ち 数 あるときは rxxx」 の 安? 
すな!! ち义 きな フ ブルダ) C 保存ち n ます。 

• フス ルブ 巧の 保 毎 イ牛致 巧 400 件を 超える と、 巧し いフ ブル タヴ白 
動的 じイ乍 巧ち む、 巧し いフ ブルダに 挣と 画/を 画 ヴ保宮 ちむ ます。 
バソコ ン などで 利 巧した microSD ベた リー カードは、 菅涯 巧® の 
更新を 巧わない と保每 でき まだん (げ ド之85)。 

• 撮を 画读を ml な oSD ソ ちリー りー ド C 保を するとき は、 DCn.O 華 
姐 (E>cifVer.Z2、JPEG 宰 化) の あすで 保を さ ri ます。 

- のび」 とは、 (化 霉 子ち 里 巧 術 産業 描 会り EITA) でち と して、 デ 
ジタ ルで タラな どの 画を ファイル などを、 関連 沒器 間で 犀宜 C が 
巧し あえる 巧 境を ち是る ことを 百 的 C 療ち 化さ n た規巧 「Design 
rule  -for  Camera  File  system」 の 巧 掠です。 ただし、 「DCF 規 巧」 ぶ、 
谋器 固の 完全な 豆を 巧を 保な する ちので はあゾ まだん。 

- 「E 州」 とは、 （社) 笔 子ち 霉巧術 ま 業 面を (JEITA) じて 制を さ： n 
た、 渴を情 巧 苗 どの 巧 帯ち 活を這 加で ぎる 挣止画 巧の ファイル 
フ ブー 7 ッ h です。 
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損を したを と 画を 有を 的 C 巧 巧す るぶ ラ cia をで きます。 

♦ 有を) 保 巧 モードを l；ON] に投 ちす ると、 摄お 直後の 画 展扁き や 画面 
設を などの 揉 作は できな くな ます。 

♦ 涅 をした 静止画な 本体み mfcroSD 切 普で 鉛 至した なを 巧 じ 自動的 
C 保璋 さむます。 

静止 面 巧を 面面で©*  [カメラ 設定] [自 巧な 存 モー 
ド] ►  [ON] 


... C© 投定を お WN 上 I 巧 * の 
こする  <  た 


た *>4 ラ 亡ー ドを お 3 したと きに 各按 をを 記 宿して お  <  こと 巧で き、 巧 
◎育 止 画た を 画の 0 ソラ モード I こした ときち 同じが 態で ネリ 用で きま 
す。 

• 設 をを 保持で きる 這 目な、 巧のと ありです。 


静止画 

ヴ イブ 違が、 画 黄、 本が •^microSD 切 客、 自を保 辱 t— ド、 
手ぶ む 補正 

お 画 

ヴ イブ 違が、 画 黄、 ファイル ヴ イブ 制 胺、 バック ライトな 
な 時間、 本 ffAmicroSD 切 客、 手ぶ む 桶 正 

1 静止 面/巧 面 巧を 画面で©  ►[カメラ 設 を] 
設 をな 持] [ON] 


[カタ ラ 


ー ルち 巧 


撮が をす ぐに 静止画 または 助 画を 送る 


静止画 またはな 画运 をを、 保径 前の プレビュー 画面な 5、 廣 おし 
た 静止 面 や M 画を: —ルじ 流 巧して 送信で ぎます。 

•復 をした 動函な I  t  — シ ヨン *>4 —ル として 送值 します。 

鈴止函 プレビュー 函 面で® 

• を 画のと き; を 画摄を 活紹ソ ニュー 画面で [>( ー ル 巧な] 

• 运 をした 動画の ファイル サイ ブヴ 2 M パ イトを 超 亥て いると 
き、；^ ー ル C 硫巧 する ちめ に 切り出す ウビラ 巧の お紹 画面 巧 表 
巧 さ 打ます 0 [はい] &遵 巧と、 2M バイ 下 じなる よ ラに 巧 頭 
な 5 切り 化して 雨がさむ ます。 

2 イー ルを 巧ぶ •送ち 


バー コー ドリ ー ダーを 利 巧す る  ~ I 


た タラを 语 って バーコード (JAN コー 
ド、 QR〕 ー ド） を 病み 助る と、 Phone 
To(AV  Phone  To).  Mail  To、 Web 
To、 ブック マー ク 登録、 覃 結* 登録、 

文す 表示、 i アブリ To を 利用で ぎ ま 
す。 屍み 取った 文: すの コピー や 巧 りは 
け、 ツ □デイの 巧 まや お宮、 画 毎 また 
はト ル 方の 表示 やお 忌を 巧 ラ こと モ 
でぎ ます。 

• 統み 取り 结果を microSD 夕 t リー りード じな 读 する ことは でき ま 
だん。 

•  JAN コー ドと QR コート 心み のバ ー 〕ー ド •二次元〕ー ドな 試み 巧 
りで ぎ ま 杠ん。 


JAN コー ドとは 

942857 119022 


QRD —  ドとは 

♦ が •おち 巧で データを 表現して いる 二 巧 5 

コードの 1 つです。 

♦ ちの QR コードを 爺み 巧る と [侍 式: 会な 
NTT ドコ た] と 表示ち 打ます。 


♦ 倍の 興なる おの 場 (パー） で 致す を 表現し 
ている バーコードです。 

• ちの JAN コー ドを 読み 巧 ると 

[494 285711 9022] と轰 巧され ます。 


パ ド CJAN コー ド、 QR コー ド） ホろ* み 
巧って 巧 用す る 


• パー コード (JAN コー ド、 QR コー ド) 巧 5 読み 助った 又ぞを 利用し 
て、 i をード 援 病、;^- ル 作成、 音声 霉 記た テレビ 電き 舌の 斌 含、 i ア 
プンの 起動な どを 巧 ラ こと ヴ できます。 

• バー〕 一 h’ の涅 類やサ イブ ご よっては、 綺み 取れない ことな ありま 
す。 

• 届、るむ、破損、の刷の品»、光のちぉ、〇ロコー ドのバージョンじ 
よっては 輛み 取むな いこと ヴあ U ます。 


1 バーコー ドリー ダー モー ドを 起 巧す る 

♦ む スタム *5^ ニユー では： [L け eKft]  >  [バー〕 ドリ. •ブ ー ] 

2 ディスプレイの 中央に 読み 巧る バーコー ドく JAN3  — 
ド、 QR コード） を ま 示 み 
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• パー コー ドし IAN コー ド、 QR コー ド） の 頁 正面な 5 カ ソラまでを 
約 10cm 雜 して、 け一〕ー ド や FOMA お 未を できるだけ 固定す る 
と 錫 器ち 0 やす <なゾ ます。 

• 試み 配り 巧完 3 すると、 完 3 音 巧 巧り、 試み 配り 結果 画面 巧 表示 
ちむ ます。 

• 話み 配りの 中が;®/ 画 
み a ちれた データに ついて 
•  QR コード C は、 ろ 割 ちれた データ (R 大 16 
個) を 読み取って 1 つの デー タ となる ちの ヴ 
あります。 を 到ち 〇 た デー  9 を 試み 取っ ちと 
きな； ジ t ー  ジ巧 表示 さむます。 （ ）C は 残 
ゾ 恼 致/を 連結を 巧 表示 さ ri ています。 

[はし、] を 違ぶ と 巧の QR コー ドの 試み 巧り 画 
面 I こ 進み まヴ〇 巧の QR コー ドを デ イス ブレイ 
の 中 巧 じ 表示ち だると、 白 動の じ 巧の QR コー ドを 読み 巧り ま 
す。 操作を くりを し、 すべてのを 到 さ 〇 た データを 試み 取る ヒ新 
み 取り 诘果ヴ 表示 さ 〇 ます。 

3 読み 巧り 結 案を が 巧す る 

♦ 話み 配った スぞ たなす C 下錶巧 巧いて いると き : 読み 巧った 又 
すを 這 巧 ►© 

- 試み 取った スぞ のの 客 じ 尼し’ た 画面 巧 表示ち 〇 ます。 

• 話み 配った スぞ をす ベて コビー；® 

♦ 読み 巧った 又ぞの 一部を コビー：®  ►[コビー] ►お ホを 違 ぷ> 
® ►おちを 遺 巧 ►© 

♦ 読み 的った データの 保 毎:©  ► [保 径] ►保存 巧を 遵巧 
-  5 件まで 保存で きます。 

_  0000 
URL 入力 画面 や、 ヴイ トを表 巧 中の 文す 入力 函 面で バー 
コードリー ダーを 起む する 
文す 入力 画面で©  ► [引 巧] ► [パー〕ー ドリー ダー] 


なの デー タを S み 
田って*: ださし、 
<1/ り 

一 0*., 


QR コー 巧た ぢ面 >、 トルカ や少百 デ^ 巧みな。 て 
利用す る 


1 QR コー ドを 読み 巧る 

• 試み 取り 結果 画面に、 読み取った デ- 夕① 種類に さり だて 强 
侯]/ レ □ディ]/ [トルり] と 表示 ミむ ます。 

2  ®> 巧 用 方法を 望ぶ® 

♦毎 数の トルれ け 含ま 〇 ている 場 含 C  [表 前を 這んだ ときは、 巧 
頭の トルろ のみ 助 得します。 

• [保ち]を這んだときな、画该巧データボックスのマィビクチ|^ 
の [外部 巧 得 デー タ] フォルブ、 ソ □デイな デー タ ボックスの ジ 
□デイの [か 部 助 得 デー タ] フ ブル ブ 、トル 方は L けが it タニ ュー 
① [トル わ] 巧 I こなを さ 打ます。 


•統 み 巧った;^ ー  ル アドレス や笔記 番号、 URL を 羣話候 や フック 7 — 
ク に 登録で きます。 

1 バーコードを 読み 巧る 錶み 巧り 結果 函 旧で© 

2 読み 巧り 結 まを 登録す る 

: [ち 登 負] ま泛 M に登货 

•  [Bookma かさ 巧] 【はい] フ ォルダを 爱ぶ >  ©  ►  [OK] 

■保 巧 データを 利 巧 するとき 
1 読み 巧り M お 画面で©  ► [巧存 データ] 

を遵ぶ © 


巧を データ 


文字を 巧み 巧る 


組な どじ 扣耐 まれた URL、 イー ル アドし ス 、覃笠 吾き、 英単語を 
FOMA 節 末で 廣 おし、 FOMA 節 末で 汲え る 文字に 変 あします。 

• 試み 取む る 文: ぎは、 巧 のちのです oURL、 タール アドし つ、 電話番号、 
英単語な どのむ テ H リな 、試み おった 文き C よって 自 を 的に 記 則 さ 
〇 ます。 まぞ かひ 5 巧な など、 全角の ス すな 錫 象で きま だん。 


u 耻 

半ち 巧す、 半ち 敦 す、 半角 記 登 [.-(A イ フジ) :  / つ 

タール アドレス 

半ち 巧 字、 半角 致 字、 半角 記章 [.を (パイ フジ) こ] 

霉結 番号 

半角 致 字、 半角 記章 [•(い イ フン) +P#  *] 

英単語 

半ち 英 ミ、 半角 致 字、 半角 記章 [•(バイ フジ)/?!  @ 

+  *'()， •纠 

♦活 、巧 打、 破損、 の 刷の 虽黄 、がのを 射、 文す ヴ イプ つては、 正し 
く 話み 的 n ない こと 巧あります。 


てが 用す モ 


た テゴリ （UR し ソール アドし ス 、羣 話き 号、 英単 造) を自を 的に 截 則し 
て、 スぞを 試み 巧 U、 i  ド 接続、 ソール 巧 成、 音声 笔 記/テし ビ霉 
記、 辞ち 検索、 電話 娘 登録、 ブック 7 —  ク登摄 などを 巧 ラ こと 巧で きま 
す。 

•試み 取った 文: 字を 巧まで 検索 するとぎ は、 あ 5 なじの 電 子爵 •をな 
をした microSD ツモ リー 巧ードを 揮 入して あいて  <  ださい。 


1 文を 読み 巧り モードを 起 巧す る 

• た スタム ソ ニユー でな； [L け eKit]  ► [犀利 
ち お] ► [です 試み 巧 U] 

• 話み 取り 対象の 巧 テコ U を まぶ;©  ►[訪 
み 取 レ J 巧 象 這 巧] ► わ テ Zf リを 違ぶ ►© 
♦ 反 拉スぞ (黒 化 じ 白の 文: す) を 試み 巧る： 
©  ► [反 起た ー ド 切 富] ► [反 お 又ぞ] 


) 巧 C  2 する 入 n る 


Active 


2 ディスプレイの 中央に 読み 巧る 文を を ま 示 ►© 

♦デ イス ブレイの 〔 ） 枠 巧の や 巧 I こ 入る よ ラ C 調爱 して < ださ 
し、。 〔 〕 の筛の 文ぞな 試み 巧り じ< いこと ヴ友 U ます。 

♦被 号が 表示の 下 C ある バー 巧を ち 青い SI こなる よつ I こ、 涅 をす 
るの 刷 物な どとの 巧诗 を詞爸 して  <  ださし、。 

♦ 一度の 揉 作で 試み 巧る 又ぞ留 は、 60 又ぞ J； (巧を 百 黄 E して  <だ 
さし、。 

♦ 毎 数の 巧を あを したと き: 〇 で 試み 巧る 巧を 指を 
• 文: ぞの輛 み 取 U は、 1 巧 単位で 巧い ます。 


3® 

♦ 文す の 読み取 リヴ 開始され ます。 試み 巧 U ヴ完 3 すると、 完 3 音 
巧嗎 kj、 で 字 試み 取 U ①慢活 送 巧 画面に 読み 配った スぞ のの 咨 
巧 表示 さ ri ます。 

♦ 話み 取り 結果を 僖正 する こと 巧で きます。 

• 読み取りを なり 直す:®  ►[はし、] 


4  ® 

• 試み 取り 結果の ロ テゴン 変更;  〇 

- 読み 巧り 巧果巧 電話番号のと きは、 た テ ゴ リ をを きで ミ ま はん。 
♦ 続けて 文字を 試み 巧る;© ►[続き 輛 みおり] ►揉 作 2 へ 
• 知 こ 試み 巧ったです じつ なげて、 1 つの 文と して 利 巧で きま 
す 〇2日6 文 ミまで 読み取りで きます。 
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• 話み 配りの 追加;®  ► [追加 読み 巧り] ►操作 2 へ 

- 11ス 3 回 じろ けて 試み 助った 又ぞ を、 1 つの フ ループと して 
閔連 づけます。 

♦ 話み 配った ス 字を 巧 » で 横 索:®  ► [巧 » 巧 索] ► [巧い] ► 薛» 
を遵巧 ►©►持まで 検索す る 
- 薛* の 検索 巧を C ついてはげ P.300 
♦ 読み 助った 文 ぞの镜 集:©  ► 〔扁 集] 

• 話み 配った ス ぎを すべて コビー；®  ►[を コビー〕 

♦ 読み 巧った 又す の 削除:©  ►  vmm  >  [なし、] 

• 試み 配り を やり直す;®  ► [巧い] 

5  S 読み 巧り 倍 まを 利用す る 

•  URL を 利用して ヴ イト C 沒病け テ ゴリ； URL);[i ちード 送 
债] /  [フル フ ラウプ 接続] 

• ソール アドレスを ネリ 用して;^— ルを 巧 巧 (巧 テ [はい] 
►  •><— ルを 巧 成 •送值 
• 笔話 番号を お 巧す る (乃 テ ゴリ： Tel) 

- 音 ^ 電話を なける; の/®  ►[はい] 

- テレビ 羣話 をな 口る;®  ► [はし、] 

♦ 読み 巧った 文ぞを 招きで 横 索 (々テ ゴ U  : Word) : [ぶし \]  ► 转ミ 
を遵巧 ►€)  ►辞まで 埃 索す る 


♦試み 巧る ス すの ウテ ゴ リヴ、 驾招番 章のと き、 （ ） は -(A イ フン〉 
となります。 また、 笔巧帳 じ 登録 するとぎ わ羣 記を 巧け ると ぎじ 
は、 •(い イ フン） は 削除 さむます。 

• 試み 巧る スぞの ウテ ゴ リヴ URL のとき、 巧 象の URL の rh 佩://」 ヴ 
—部尝 おち n ていて ち、 読み取り 巧果 I こ 追加 ミれ ます。 


■巧み 巧った 文字を 巧な « や ブック マークに 資録 する 

試み 配った ス ぎは、 提 藻した わ テゴリ C あじて、 羣記 « の 客項呂 や 
フック 7 —ク I こ 登録で きます。 

♦霉話 娘 I こは 思 I 愈した た テ 3  UC 巧 じて、 巧 ①頃呂 C 登録 さむます。 


URL  巧 1 

[URL] 

ソール アドし ス 

[Mail] 

霉括番 章 

[Tel] 

巧 単 匡*  2 

[Word] 

《 1 URUa；^ た E 登録 さむます。 

X2 英単語は 香 前/フン 巧す C 登録 さ のます。 


. 文を 読み 巧り 結ま函 面で© 

2 読み 巧り 結果を 登録す る 

[這 &« 登 島] «度« に 登 待 

[Bookma ホ宜 巧] 【J モード 登 巧〕/ [フル ブラウザ 登 島] 
フォルダを* ぶ >©►  [0K] 


i モード / i モー シヨ ン / i チヤ ネル 


i モード 

i モー ドとは . 144 

サイ トを 表示す る 

サイ トを表 巧す る . 144 

ヴイ h* の 見なた ヒ 操作 . 146 

マ イソ ニ ユーに 登録す る . <7 イソ ニ ユー  >149 

) モー ドバス フー ドを 変更す る .••<  I  t  — ドバス：?ー ド 変更 >149 
インター タット ホー ムぺ ージを 表示す る 

. < インター み， ソト 接続  >巧0 

ヴイ h* や ホー ムぺ ージ を登錶 して すばや < 表 巧す る 

. < フック 7— ク >  巧1 

ヴイ h* の 巧 客を 保を する . < 画面 タモ  >  巧2 

サイ ト から 面 かや グロ ディな どを ダウンロード する 

ヴイ h* ヴ 5 画赁を ブつジ □ー  ドす る . < 画 运保宮 >  巧4 

ヴ イトな 5  i ベ □デイを プ クン □ー ドす る . く  i ベ □デイ  >巧4 

ヴイ h* な 5 き だな えツー ルを ブ ウン □ー  ドす る 

. < き だな え ツール >巧 己 

ヴイ h* 口 5 去 孝ち を ダつ ジ □ー ドす る . < グつジ □ー ド 巧ち >巧5 

ヴイ h* ウ 5 キた ラ霉を ダウン □— ドす る 

. < キト ラ電 夕つン □—卜 •> 巧6 

ヴイ h* ウ 5 トルた をプ クン □ー  ドす る 

. < トルた 夕つン □—卜 ‘>156 

ヴイ h* ヴ 5 霉子コ ミ、 シクを ダウン □ー ドす る 

. <霉 子〕 ミック ダウン □—ド >巧6 


i モードの® がな 機能 

を お 表 巧され た 倩 番をお 巧す る . 156 

i モードの 巧を を 巧う 

i たー ドの 盜 をを 巧 ラ . 158 

な 明 « をが 用す る 

SSL 記 巧 » を揉イ 乍す る . 160 

i モーシ ヨン 

i たーシヨ ン とな . <  i 亡ーシヨ ジ >巧3 

ヴ イト ロ 5  i  t  — シ ヨンを 巧 得する . <  i たーシヨ ン 取得 >164 

i たーシヨ ンを自 を 再を するな ど ラな を おを する 
. <  i  t  — シヨ ン自 お 再生き さち >164 

i チャネル 

i チ 尸:？ ルとは . <  i チ ル >165 

i チ わ タルを 表 巧す る . 165 

i チト ネルの 設 をを 巧 ラ . <  i チ f タル テ □ツプ きをち >166 

i チ ネルの 設 ちを お實い 上げ 時の が お 亡 寅す 
. <  I チ+^ネル切膊じ>166 
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I  ドでは、 i 亡ード 巧応 FOMA 辅末 (UTF  i ちード 節 未) の 

ディ:: I プしイ を ネリ 用して、 サイト （番組) 授爲 、インターネット お 

続、 i ち ー ド タールな どの スン ライン ヴー ビスを ごが 苗いた だけ 

ます© 

•  I  t- ドな お申し込み 巧む 要な 有料 ヴービ 3 です。 

•  I  t— ド ①資細 じついて は、 f ご 利 巧 ガイド プック （ I 亡ー ド 
<FOMA>編)《flをご黃<だちい。 

■  I モードの ご 巧 巧に あたって 

• ヴ イト （番 巧) や インター 3 ット 上の ホー ムぺ ージ (インター タット 
ホームページ) のの 客な、 一 破に 署作樓 まで 保 塞ち n ています。 こむ 
5 ヴ イト （番組) や インター ネッ h* ホームページな 5  i 亡ー ド] 爲末 
C 取り をんだ ち 寒た 画赁 などの デー タを 、個人と して 装し む 政み 
C、 着作樓 香①舒 巧な  <  一部 あるいはを 部を そのまま、 または K 変 
して 巧 売、 再き S 巧す る こと 巧で きま 巧ん。 

•却の FOMA たードを 差し替えた リ、 FOMA 乃ードを 未 挿入の まま 電 
源 ON じした 場 さ、 構 僅 C よって ヴ イトな 5 おり 込んだ 爵止画 ’を 
画 •ジ □ディ や ソールで を受® した 添付 ファイル （おと 画 •動函 •: =4 
□ディな ど)、 r 画面 ソ た」 およ ぴ r ソッ t ージ R/F」 などを を 巧 •再生 
でき ま 6 ん。 

•  FOMA 巧一 KC よりき 巧 •再を 巧 制限ち 0 ている ファイルを 巧受画 
面 •指ち 音 着 這な ど C 設ち さむて いる 場 含、 則の FOMA カードを 差 
し 習えたり、 FOMA 力ー ドを 未 挿入の まま 羣源 ONC すると、 設 をの 
客な 巧 蘭が 態 C リ t ッ h さむます。 


•た|ド/-た|シ|7-;./-チわネル 


144 


IP (巧 巧ヴー ビス 涅« 香) 巧提巧 する 各 挂ヴー ビスを こ 利用いた だ 
けます。 FOMA 節 末の ディスプレイ 上で、 强 巧の 留离 巧を や 各種 
チ クツト の 子 約な どヴ でぎ ます。 ヴ イト じよ U ヴー ビスの 容は異 
なります。 また、 別途 申し込み ヴ必 夏な こと ヴお U ます。 


項目を 塞ぶ ►€) 

♦ 画面の スク □ー ル： 〇 
♦ 1 画面 単位で スク □ー ル：®/® 

•  i そー トソニ ューへ 房る:®  ► [ぶし、] 

•  i ちードの 終 3; 因 ► [はし、] 


• ヴ イト C よってな、 FOMA 歸 末の 昂っ ている e 义 表示 色 数で 表示 
で 安ない こと 巧あります。 


Flash 画な や GIF アニ ツーシ ヨンを 再び 巧を する <リ トラ イ- 
ヴ イト 表示 巧 じ @  ►[表示/ 設 を]  ►  [リトライ] 


， そー ドを 巧 負 g 別 □ック する <« 巧 則 □シク > 

待 浸 画面で®  ►[  I 亡ード 抵 を] >  [» 能 別 □ック ] ► 疏末 お 
な番 きを 入力 ►  ®  ► にが 
因 ま お 別 5 だ 
巧巧别 ロックに ついて 
♦ 賴乾别 □ツク C ついてはげ P.1 13 

■規帯 « を/ FOMA カード (川 M) の 製 巧* ちち 巧に ついて 

ヴ イトな どを 表示す る 場 含、 房を 霉話肯 蒂适則 菌面ヴ 表示 さむる こと 
巧®  U ます。 揉を 霉記巧 或を 送僖 するとき は [はい] を 送 びます。 


♦ 摄帯霉 話/ FOMA 乃-ド (UIM) の 裝這蓄 号 巧ち 值 さりる 前 E 必 
ザ、 送® 语紹 画面 ヴ 表示 ま 〇 ます。 自動の C を 這ち 〇 る ことは あ U 
ません。 

♦ 送值 する お 客 塚の r 揉を 羣おノ  FOMA カード (UIM) の 型 造 番皇」 

は、 インター タットを 経を して IP (巧 蒂ヴー ビス 這 巧 吾) に 送信ち 
むる たの， 場 含に よってな 第 = 香に 知得 さの る こと 巧 あ U ます。 な 
お、 この 操作に ぶ U ご 度 巧の 笔お 番呈 、お 客禄 のを 巧 や年齡 、巧 則 
ホ IP  (ち 虽ヴー ビス 运 巧き) など C 适 知され る ことは ありま だん。 

■サイ ト などでの 面面を 示に ついて 

ヴ イト や i  t ー  ドソー ル、 タッ t ー ジ R/F で 函每ヴ を 示される こと ヴ 

あります。 

♦ 函赁 をき 僖 やは [在] 巧 表示 ミ n ます。 

♦ 函赁を 取得で きな 巧った ときな 〔岛] 巧 表示 さ 打ます。 


• 保 毎した 画 毎は、 ヴ イトな どでの 頁え 巧た と 興なる こと 巧あります。 


SSL 巧 巧の ぺージ を ま 示 するとき 


SSL 巧の ぺージ をき 巧し よ ラ としてい ると きは、 に SL 通僖を 開始し ま 
す (錫 紅 や)] ヴを 巧され、 巧の いブの 巧の 証 巧 •巧 活巧さ 〇 ます。 

■  CA 記 明ち  ■ ド コた記 明ち  ■ ユー プ記巧 » 

♦  SSL 通值の 中止:® 

■ぶ* の サイトに 戻る 

SSL 巧の ぺージ 巧 5 通常の ヴ イトに 房る とき C 巧、 に SL ぺージ を 終 3 
します] 巧 表 巧 ミ 〇、 [巧い] を 這び ます。 


ヴィ トのヴ ーバ泣 巧* をを 巧す る < 巧 巧 書 参 器 > 
ヴイ ト き 巧巧 じ @  ► [表示/ 設 を] ► [紅 巧 書ぎ お] 


i を ー ドを 終 3 すると、 B を I こ 表示して いた ページの URL 巧 ラスト 
URL として 記 情され ます。 

1 待き 函 旧で®  ►  [Intern が] ► [ラス ト URL]  © 

fe 姑 Sfcii 

•  URL ヴ 半ち 2000 夕ぞを 超える ぺージ な 表 巧で きない こと 巧 あり 
ます。 

• ダつ ジ □- ド函 面な ど、 ぺージ によって は ラス h'URL 巳を « され 
ない こと ヴあ IJ ます。 


■  it  — ド/ it— シ ヨン/，— チい タル 
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-ソ スト URL を 削な する' も; •な.， 

ラスト URL 画面で©  ►[削な]、 [はい〕 

ぅ スト URL を フック マー ク 亿 き 沒 する  <  800 kmarkgt' 二、 
ラスト URL 画面で©  I  [Bookmark 登獄 フス ル ブを逗 ぶ 
►  ©► に  K] 

ラスト URL を コピーす るく コビ- 二 
ラスト URL 画面で©  ► [コピ ー ] 

因 ま お 別 5 だ 
コピーに ついて 

♦ コピーな 半ち 2000 ス すまで 巧 能です。 


文丰サ イブを gw る  <  文 宇 サィス ■£> 


ヴイ トや 函お夕 t の 文す ヴ イブを おを できます。 

待 ま 画面で®  ►  [  i モー ド設 を] [Internet 設定] ► 
[文 宇 サイス を を] 

2 文字 サイスを 遇ぶ© 


巧 まする  <な果《1£> 


ヴイ トや Rash 函 を、 画面 ソ t のな! 果音 呈を設 をで ぎます。 

，1 待受 面面で を り [ i モー ド設 を] [Internet 設 を] ► 
[巧 果音設 を] 

•サイ トミ 巧 中は:®  ► [表示/抜: 定] ► [巧! 果音 おを] 

2  〇 で 音 里を 調節 © 


It— ド/ it,  m ソ /i チい タル 
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サイ ト のる かたと 操作 


Flash 


Rash とは 給 か 音を 利 巧した ア ニ；/— シヨ ン巧 がです。 Flash 画 塚に ぶ 
リヴ イトの 表 あ 力 巧より 置か こなります。 Fla か 画きを ダつ ジ □"ドし 
て 再生したり、 待受 画面 I こおを する ことち できます。 

•  Flash 画售の 一部な 画面 夕り こおる とぎ 巧、 函读全 巧 巧 表 巧 さ： n る ま 
でスク □ー ルす ると 有を 的 C 再生 さむます。 


• 画復 表示 紙を を [OFF] じ 設定し ている ときは、 FlasNl 读な哀 巧 さ 
れ まだん 0 

• 得受 画面 や 発着 a 画面 C 度を さむち Ra か函 をの 巧果音 13 再生ち 
ri まだん。 

•  Flash 函每 C よっては、 再生 や CF0MA 琉 末を 运 おさせる ちの ヴあ 
ります。 バイ ブ しー タを [OFF] じ設 巧して いてち 振® します ので、 
ご ミ 主意く ださし、。 

•  Flash 函赁ヴ 表 巧 ちれて いる 場合は、 お 作ヴ适 常の ヴイ h* と 異なる 
こと 巧あります。 

•  Flash 函 をを デー タ ボック 3、 画面 ソ た、 mi な oSD ジ モリー たー ド 巧： 
ど cs 毎して 再生した とき、 保を 面 巧に よって、 ヴイ ト などでの 見 
是な たと 異なる こと ヴあゾ ます。 


ンクホ や 巧 目を 涅巧 する 


リンク 巧 おちさ 〇 ている 文す 列は、 通常、 青色で 表 巧 さ 〇 ます。 這 巧 さ 
〇 ている リンクは、 を拉表 巧され ます。 

• 画赁 I こリ ジク巧 おちさ 打てい る ことを あります。 送が ヴ ると 函霉ヴ 
ミ 想で 囲ま 打 ます。 


■リ ンクを 進んで 面面を を 巧す る 

マルチ ガイド ボタンで U ン クを邁 んで函 面を 移動で ぎます。 頃 曰の 巧 
頭 I こ 番号 巧 巧いて いると きな、 番号と 同じ ブイい ルポ タンを 巧して 移 
動す る ことち できます。 一部 利用で きない 場 含ち あります。 


'ソンク 巧へ 


■サイ ト などの 巧 目 进巧ゃ 文字 入力 

ヴ イトな どで、 巧の 方を で 項目を 邁 巧したり 、です 入力を 巧 ラ こと 巧 
でぎ ます。 


爸巧 

表巧奶 

巧宮 

ラジオ 

ポタン 

〇; が 這 巧が お 
這 巧が お 

1 つの 項目の み 違 巧で ぎます。 

チェック 

ボックス 

□: ホ遵 巧が 態、 
因; 邁 巧が お 

巧き 夕 の 項目を 遵 巧で ぎます。 

ブル 
ブ クン 
式 ニュー 

i まま 

を 立 区 

Hi 

— 

プル ダつ ン タニ ユーを 邁巧 と、 選 巧で 
ぎる 頂 目の 一寶ヴ 表示され ます。 

テキスト 

ボックス 

ID 

1  ] 

パ スワード 

1  1 

でぞを 入力で きます。 また、 文す 入力 画 
面で©  ►[弓 1 巧] ►[バ ー 〕ー ドンー 
ブー]  で  JAN  コート •や  QR  コー  ドの 文す 
情虽を 試み 取って 入力す る ことち でき 
ます。 

t— ド/ 'i 亡— シ ヨン /i チい タル 
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ヴ イトな どを 表 巧して きた 経路を 50 ぺージ まで 記 ほして います。 通售 
を 行わす‘ 〇 を 巧して 表示す る こと ヴ できます 。こむ を r キ ツ シユ」 と 
いいます。 


2 つ 前の ページ 


=  巧の ぺージ じお め _ 

る ことを 巧し ます。 

/  ♦ キ い ッシュ じ記« さ 〇 た ぺージ を 表示 するとき は、 政 前 入力した ス 

i  す や 設定な どの 巧 揉な 表 巧 さ ri まだん。 

了  ♦  〇を押して、前またな巧のぺージを表巧するときじ、キ+^ッシュ巧 
S  C その ぺージ 巧 残って いない 場 台 や、 FOMA お 末の キドソ シュヴィ 

て  ブを スー バーして いる 場 含、 むす’ を 巧 巧番を 統み么 巧よ ラ C 設を 

り 乍な) さ n たヴィ トの ぺージ をき 巧す る 場 含は、 通 這を 巧い ます。 
•  Flash 画を 巧 表示ち ri ている 場 含な、 表 巧を 巧な 異なる こと 巧 あり 
ます。 
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• 雇歷とキ+^ッシュの巧報巧、 I モー ドを 終 3 すると iJtr ソ h* き n ま 
す。 

♦  〇 を 続けて 巧す と、 こ n まで 表示して きた ページを さ 巧の ぼって を 
巧で きます 。ただし、 途中で 〇 を 巧して 前の ぺージ を 表示 ミ だ (に」 
な 色 r 目」 C* る)、 その ページな 5 化の ページ (ID」) を 表を さ だた と 
きな、 の」 巧 色 〇 を 2 回} 甲して ち 「C」 は 表 巧 ミ n まだん。 r 日」 一 「A」 
の) 長で 前の ぺージ を ミ 巧し ます。 


剛;画画「舍」一巧」*に」一「日」—の」の頃きでぺージを表示さ65とき 


… ページの 表示* 

… 前の ページを 表示ち せた ときの 順番 


tH 巧を 巧 綺み应 みする  <  房 货み这 み > 

ヴイ ト表巧 中 じ @  ► [再読み 应 み] 

UR しを を 巧す る <  URL* 巧 > 

ヴイ ト表巧 中に @  ► [表示/段 風 ►  [URL き 巧] 

S 括 番登や 夕ール アドし スを  >巧嚷 じ養録 する  <<巧《8沒> 
ヴ イト 表示 中 じ 霉链舍 き や イー ル アドし ス を适ぷ ►©►[保 
毎/登録] [電話 巧 登録] ► 電紀 巧に 登録 
ヴイ トの URL を 記 K した 夕ー ルを 巧 巧す るく ジー ルイ 乍ぶ > 
ヴイ ト表巧 やじ @  ► [タール 巧 巧] ► [夕ー ル 巧な] k タール 
を 作な •を 信 


イ トウ 5 画 •イー ルを 巧 巧す る <函《 ジ-ル 巧な 
1 ヴイ ト 表示 やに©  ► [若ール 作 煎 ► [画 毎 ツール 巧 煎 ► 
画 急を 适ぷ 
2 添 巧 方 •法を 這ぷ 

•  [URL なり 巧け] ►タールを 巧ぶ •送 毎 
- [画を 流が〕 [括 阻〕 ► タールを 巧な •送值 
- 画 侵な 保を ち 〇 ます。 

度! ま お 巧 5 だ 
URL ま 示に ついて 

•  URL と sr かな ry/www*xxx •厶么 .jD」 などで 表示 さ n るア ドし スで 
す 〇  URL は 半角 2033 文す Out が/などを 含む まで 表示で きます。 

面な メー ルけ 巧に ついて 

•  I 亡ード ソール 帝が や FOMA お 末 かへの 化て! ヴ 禁止 さむて い 
るフ アイ ルな 送 這で ぎ まだん。 

r マ イイ ニューに を錄 する 

よ < お 巧す るヴイ トを 7 イソ ニ: I  —  I こ 登録す ると、 巧 回な 5 その 
ヴ イト じ 届 単 I こお 爲 できます。 

♦ マイ タニ ユーな 4 日 件まで 登録で きます。 登録で きない ヴ イトち あり 
ます。 


I サイトの マイ メニューを 録巧イ ニューを 港ぶ （ @ 
2 い モー ドバス ワ—ド 入力] 偵を 進ぶ® 

3  it— ドバスヮー ドを入力 ©  [巧を] 


• 各ヴィ H こよって ページ 巧な 巧 異なります。 

• ち お ヴイ h* ご 申し 泣む と、 自お 的に 7 イタ ニユー ご登辑 さ: n ます。 


1 待 ま 面 旧で®  ►  [  i  Menu] [マイ メニユ ー] 
2 サイ トを 進ぶ© 


• デュアル タツ h フー クヴー ビスを ご ネリ 用の 方な， mova 端末で 登録 
した 7 イジ ニ ユーを FOWA 輔 末で、 FOMA お 未で 登録した マイ メ 
ニューを mova 端末で ごを! 用 C なれない 适含巧 あ U ます。 


—gw で 

Ll^ 


-ド e 更 


パスワード をを 更 する 


7 イソ ニ ユーの 登録/削除、 メッ たー ジヴー ビス、 i 亡ード 有 巧 
ヴイ トの 申し込み/お 巧、 ツール 設定を 巧 ラと き 区は、 4 巧の 
I た ー ド パ スフー ドヴ 必要です。 なお、 I  f ー ドバス フードは 化 
人 じ 知 5 れな いよ ラ 十 巧 じご ミ 主) ■ください。 

1 待受函 旧で®.  [  1  Menu] [料を &  U-ム!: が: 癸き 
お 申込 •設 を] [オプション 設 を] ► 

[1 モード パスワード まち] 


民 在の V》 

口 

叩の r 

拓 f  m. 


をけ- 卜 •の I •口-ドは? む; r 
の 6 かが 巧 r  was 
民に tin します. 


[現在の バ スワード] 柏を 進ぶ 
バ スワードを 入力 ►© 

[巧べ スワード] 巧を 里ぶ ►© 
ワー ドを 入力 « 


(=)  ：■ 現在の i モード 


新しい i モー ドバス 


4  [巧べ スワード 巧 巧] 枯を 進ぶ @ ►も ラー 度を (しい 
i モー ドバ スワードを 入力 ©►[巧を] 


■  it! ド/  it— シヨ ソ /;• チい タル 
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•  i 亡ー ドバス フードを お 忘: n のとき は、 ご契狗 いただい たこ 本人 
である ウど ラヴを 语紹 できる をの (通 乾る 許 証な ど) を ド〕 ち 
シヨ ップ忍 口に ご捂 参いた だき、 i モード パ スフー ドを [0000] に 
ゾ た、 シ 1- ち だてし、 ただぎ ます。 

•化 尸 巧 I 

ン ター ネット ホー 厶 ページを 表示ず る 1 

イジター :;^ットホー ムぺー ジのアドレス(1)问-:りな口//などで始 
まる アドし: :〇 を 入力して、 援爲 できます。 

待受 面面で®  ►  [Internet]  [URL 入力] 

• ヴィ ト表巧 中は;©  ►  [Interne 口  ►  [URL 入力] 

2  URL を 入力 ►© 

• 半角 5 12 でぞ まで 入で でぎ ます (rh け 〇ゾ/」 などを 含 石)。 


I 亡ー ド じが 巧して いない ヴイ ト や、 « 霜备 のさい サイトは 正し 
< 表示され ない こと ヴあ U ます。 

登值 した データ 巧 1 ページの 吊大ヴ イブを 超えた ときは、 登 信を 
や 巧し ます。 取得した ところまでの データ ヴ表巧 さむる こと 巧 あ 
ります C 


フル ブラウ ブ表巧 区切り 客え るく フル ブラつ ブ巧替 > 
ヴイ ト き 巧 中 じ©  ► [フル フラウ ザ 切替〕 ► [はし、] 

バ ーコー ドリー ダー で URL を 泣! み 取る 
URL のへ 力 画面で©  ►间 巧い [バ ー〕 ー ドリー ブ ー〕 
正しし、 ス すで 表示す るく 义 Sli- ド 空巧ン 

ヴ イトき 巧 中 じ©  ► [き 示/ 設赴 ► は 字〕ー ド 変 勘 
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巧 连お巧 5 だ 
文字コード E 巧 じついて 

• ヴイ h の スぞ巧 正しく 表 巧 まれない ときは、 正しい 文す に 変換 
して 巧 表 巧 します。 

• 又す コード 変換を <リ をして ち、 正し  <  表示で きない こと ヴあ 
U ます。 

• 又 ぞコー ド 変換を 4回<リ 返す と、 元の 表示 じ 房り ます。 

i た 一h •タニ ユー① [Internet] ヴ 5 接続した インター 3 ット ホー ム 
ページの 商 度を 9 件まで 記 おしてい ます。 

1 待受 面面で®  [Internet]  [URL 届歴] 

•ヴイ ト表巧 中な：®  ►  [Internet]  ►  [URL 履歴] 

2  URL 巧 歴を進 ぶら） 

が 

•  URL 贾歷巧 9 件を 超を たと きは、 古いち のな 5 眉 じ 自動的 E 上 ま 
きちの ます。 


URL* おを 削除す る 
1 URL 届歷を 還ぶ ►© 

2 削が 万 巧を 這ぶ 
、 [1 件 削除〕 

[さか 削徐〕 ► 锅末 暗記 番曼 をへの ►  @ 
3  [はい] 

URL 履歴の URL をを 示す る <URLS 巧 > 

UR し巧歷 を适ぷ ►  ®  ►  [URL 表示] 

•  URL  の〕 ピ ー:© 


イ トや ホームページを 登绿 してす ば 
やく 表示す る 


よ < 見 るヴイ トや インターネット ホーム ぺージ の URL を ブック 
7 —クじ 登録して お  <ヒ 、す  <  に 見たい ぺージ を 表 巧で ぎます。 


プック マー クは R 义 2D 個の フ ブルダ C 含 ft 100 件まで 登録で きます。 
• 1 件 あたりの URL の スミ 掛 3、 半角 256 スぞ までです。 URL の 夕ぞ敎 
ヴ 256 ス すを 超える ときは 登録で ミ まだん。 

サイ トま示 中に® 卜 [Bookmark]  [Bookmark さ 毎] 

2 フォルダを 進ぶ© 

3  [OK] 

• タイトルを 福 美して 登録： [9 イト ル 福 案] ►タイ H レを 福 集 ► 

© 

• 筋 妾 巧の 変 夏： [フォルブ 変 君 ► フ ブルダを 這 巧 ►©  ►に K] 


•タイ トんの 巧 勇な 5 全ち 12 ちす み (半 毎 24 文す 巧) までけ 登録 さ 
n ます 。タイトルの スぞ致 びき 角 じです 伴ち 24 で 字) を 超える ヒ 
きは、 超えた 部み ヴ削 おち n て 登録き むます。 タイトル 巧ない と 
き、 巨 ookma か一黄 I こは URL 巧 表示 ミ n ます。 

♦ タイトルを 箱 実して 登録 するとき は、 全ち じで 妾 伴ち 24 又き) ま 
で 入力で きます。 

• ヴ イトな どで 适 巧した 項目 か 入力した 又すな、 フック マー ク には 
登録され ま 巧ん。 

♦ ヴ イトな ど 区よ つては、 ブ ，ジク 7 —  クじ 登録で ぎない こと ヴ あり 
ます。 


1 待 ま 函 旧で®  ►  [Bookmark] 

•ヴイ ト表巧 中は：©  ►  [Bookmark]  ►  [Bookmark— 寅] 

• すぺ ての Bookmark を一黄 を が©  ► 拴 Bookmark 表沉 
•  mfcroSD«>i t リー カード 巧の 日 00 kmark:©  ►  [microSD デー タ 
参 聞 

2 ブック マー クを 望ぶ ►巧 


• 巨 ookmark— ちは 利 巧した 煩 じ 表 巧 ミ 打ます。 

•  F0MAM 末 (本 麻) 巧の i たードの 巨 ookmark— を では、 フル ブラウ 
ヴの ブック 7 —クは 表示ち ri ません omicroSD 夕亡 リー カード 巧 
の Bookmark —ち 画面では、 j 亡ー ドの プック 7 —クと フル ブラウ 
ヴ① ブック 7 —ク な混枉 して 表示 さむます。 i ちー ドの フック 
7 —ク C は [ぶ] ヴ 、フル ブラつ ヴの プック 7 —ク C な [夕] 巧 表示 
さむます。 


ブック 7 —クを i  t— ド ツール C 渝 すする <夕 一んぁ 巧 占 
ブック 7 —クを 還ぶ ►  ©► [ツール 流 付〕 ►イー ルを 巧な •送 
信 

フ 7 ル ダを 作な する <  フス ル ダ巧規 巧を: > 

フ ブル プ ーR 画面で 巧) ►[フ ォルタ 营理] ►  ロ ォルプ 新規 巧 
朗^ フ ォルダ 名を 入力 ►© 

フ ォルダ 名 を 編集す るく フ マル プち 》 巧、 

フ ブル ブ を适ぷ ►©►[フォルブ 营勘 [フ ブルダ 香 巧 美] 
►フ ォルタ 名を お 集 ►© 
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フ マル ダを 削 巧す るく 弓が？’ 

1 フォルダを 這ぶ ►巧) ►[削な] 

2 削 巧 方を を 這ぶ 

[フ 7 ルブ 1 件 削な】 ► 箱 末 暗 泣 さ 登を 入力 ►  © 

- [フ 7 ル ダ邊巧 削な] ►巧 末 暗な 番 登を 入力 ►©►フス ル 
ブを 這ぶ® (くり 返し 巧） ►© 

[を 削な (フォルブを)]: 席 末 暗 紅 番曼を 入力 ►© 

3  [はぃ〕 

フック 7 —クの タイトルを 変更す る < タィ 1-. ニニ 

ブック マー クを适 ぶ ►  ©► [タイトル お 集] タイ トルを 巧 
集 ►© 

ブック マークを 別の フ プル ブ C 璋曲 する < 巧 U  . 

1 プック マー クを 适ぷ ►©►[移 面] 

2 移 B 巧 ミちを 逵ぶ 
- [1 件 移 M〕 

- [フ ブルダ 巧を 件 移 面〕 

[達 巧釋 な〕 ブック マークを 谨 ぶ© (< り 返し 巧） ►  6) 

3 フォルダを 這ぷ ►© 

ブック マークを 削な する < 削 ぉン 
1 ブック 7 —クを 道 ぷ>@ ►[削な] 

2 削が 巧 ミちを 逵ぶ 
• [1 件 削な〕 

- [フ ブル ブ 巧を 件 削 お] ► 苗 ま 暗 紅 ま 登を 入力 ►  ® 

[谨巧 削ない プック マークを 這ぶ© (< り 返し 巧） ►  6) 

3  [はぃ〕 

ブック 7 —  クの URL を爱 示す る <URLS 巧 > 

ブック マー クを 這ぶ ►巧 ►  [URL き 巧] 
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巧 连お巧 5 だ 
フォルダを 福 集 じついて 

♦ フ 7 ルブ餐 はき 負 9 又す (半ち 巧 文す〉 まで A 力で きます。 

タイ トル 角 集に ついて 

♦ タイ h ル餐は 全角。 文ぎ (半角 24 夕 字) まで 入力で きます。 


西 面 メモ 


r サイ トの 内容を 保存す る 

ち 巧き なヴイ ト などの 画面を、 画面 ちとして 巧を して おく こと 
なでき ます。 

• 函面ジ たは 400 件まで 巧 毎で ぎます。 保径 できる 件留は デー タ きじ 
よってを むります。 保径 した 画面 の データ 备巧乂 ぞいと きは、 
な淳 できる 件数な かな < なります。 

，サイ トま示 中に®  ►[巧な/登録] [面面 メモな 巧] 
2 に K] 

• タイトルを 福 案して 保を; [タイトん 涅 実] ►タイトルを 扁美 ►© 


♦ タイトルは 全角 じで 字 (半ち 24 で 字) まで A 力で 安ます。 

• ヴ イトな どで さ 巧した 項目 か 入力し 忌 文す は、 画面  > :モ C な 保存 
ち： n まじん。 

• 画商 ソ t 保を 時に、 保吞 件数み (400 が) ま 5 は 1 件 あを U ①ヴイ 
ブ 巧り 0CK バイト） ① 空き 資さ 巧ない ときは、 他の 函面夕 亡を 上 » 
きする ソッ t ージヴ 表示 さ 〇 ます。 


面面 ゾモを ま 示す る 


I 待受面 あで®  [面面 メモ] 


画画ソ t 一黄 画面 


♦ 画面 メ ちじ 表示ち むる 请费は 保存した 時点の ち窜 です。 最 巧の 巧 
巧と 異なる ことなあります。 


URL を运结 する <  WL* 巧ン 
画面 ちを 适ぶ ►  ©  ►  [URL を 示] 

• 函面ソ た 表示 画面では：©  ►原 巧/お ミ] ► 山 RL 表沉 
詳 巧な « 涼を 宿 巧す る <««?! 巧 > 

面面^ち を 透ぶ >0 ►[巧 津表 巧] 

• 函面ソ ち 表示 画面では:®  ►[表示/ 設 を] ► [情報 表示] 

画面 夕亡 巧の 囲*/ 背* 画を を 7 イビ クチ わに 保 巧す る 
< 国 •保す/背* 国 《 な 巧 > 

面面べ ち 表示 画面で @  ► [保 香/登録] [函鱼 巧 毎]/ [琶養 
画 毎 保す] 画读を 保存 

画面 式 亡の UR しを 担 E しち タールを イ乍 巧す るく 夕ール 巧を > 
面面 ち 表示 画面で 包 ► [タール 巧 巧] ► [イー ル 巧 成] ► 

ー ルを 巧な •送信 


7 — クの祖 巧 


国 

适常① が お 

霞 

保 受 

a 

FOMA 巧ード 彭 1 巧まリ おの 授ちあ U 

画面 メモを 進ぶ @ 


頭面イ 亡な 5 西 度夕ー ルを 作 巧す る  <  垣* ジール 巧 巧 こ 
1 画面 イモ 表示 画面で©  ► [タール 巧な] ► [画 毎夕ー ルイ 乍 
巧]; 画 度を 這ぶ >© 

2 添は 方を を 這ぶ 

[URL なり 巧け] ►  ー ルを 巧ぶ •送僖 
、 [面を 流 付〕 i 嗎剧 ► 夕ー ルを イ乍巧 •送 宿 
. 画 侵な 保を さ 〇 ます。 

适 面タモ 巧の WS 寒呈や メール アドレスを «捏«じ 爸録 する 

略 K 弓 巧: > 

画面 ツ ちを 示 画面で 霉能番 章 や 夕ール アドし 3 を 還ぶ ►  © 
f  [お 巧/登録] ► [霉 きき 應 登録] ► 霉お 巧に 登録 
西 面 イモの タイ h ルを 変更す る  <  タイトル HIT’ 

1 画面;)^ 亡を 這ぶ ►を) ►[タイトル 巧 集] 

• 函面 表示 画面で な；©  ►[タイ トル 編 実] 

2 タイトルを 巧 集*® 

西面イ 亡を な a する く 保 SK を > 

1 画面 イモを 這ぶ >0 ►〔巧 活 設定] 

• 函面夕 t 表 巧 画面で な;©  ► 谓 達] 

2 設定を 适ぶ ►© 

適 面 イモを 削除す る  <  削 巧> 

1 画面 イモを 這ぶ ►[削な] 

• 函面夕 t 表示 画面では;©  ►[ 1 件 削除] ► [はい] 

2 削が 方 巧を 透ぷ 
- [1 か 削除〕 

、 [さか 削徐〕 ► 锅末 暗証 番 S を 入で ►  @ 

诏巧 削瞭〕 ► 画面 ツモを 这 巧® (くり おし 巧） ►  © 

3  [はい] 
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巧 连お則 5 だ 

西* メー ルけ 巧に ついて 

•  I 亡ー ドメール 扉 ほや FOMA 强末 かへの 化て! ヴ 禁止され ている 
ファイルは、 送值 でき まだん。 

タイ トルな 集に ついて 

♦ タイトル なを 角 じ 文す (半 負 24 文す) まで 入て) でぎ ます。 

酌 おにつ いて 

♦ [を 件 削踪] では、 保 a おちして いる 画 画 ツモぶ 削睹さ まだん。 

r サイ ト から 画 あを ダウンロード する 

ヴ イトな どな 5 画 毎やフ レー ム 、スタンプを プ ウン 曰ードして、 
FOMA 旅 未 (本が) には 1000 件まで 保 巧で ぎます。 保径 した 画 度は 
待受 画面な どじ 設巧 できます。 また、 デコ タールの テンプレート 
を ダウン □— ドし、 ツール 作成に ネリ 用す る ことを できます。 

• 100 K バイトまでの GIF 画运、 JPEG 画を、 SWF 画當 (Rash) を 保存で 
きます。 

1 サイ トま示中に®  [巧な/登録] [函 巧な 巧] 

2 画 巧を 惡ぶ ► © 

3 フォルダを 進ぶ© 

• 表示 画面 におを するとぎ： [はい] ► 設を 巧を 這な ►  ® 

- 投を 巧を 巧 愛 画面 I こする ときな、 活提 面画で [ない] を 這 U ます。 


♦ 画を サイスけ 20X20 ドットで ファイル お 雌な しの JPEG 画を、 GF 
画 房、 GF? 二 > :—シ ヨンは、 デコ  給ち ぞ として [デコ ソ絵 文す] 
フ 7 ルブ C な咨ち む ます。 

• 式 モリの 厘 巧が 巧 I こよって は、 かな < なること ヴ あります。 

•  FOMA お 末み への 出力 巧 禁止 ミれ ている 画赁 を、 microSD ソ亡ン ー 
カード C 直接 巧择 する こと 巧で きます (コンテンツ 移 巧 巧 厄)。 


• ダつ ン □ー  ドした 画 まの ヴ イプに よっては、 巧受 画面な ど I こおち 
した 場 含、 す ぺて表 巧で きない こと 巧®  U ます。 


デコイ ー ルの テンプレートを ダ ウジ □ー ドして デコ ツール 
をイ乍 巧す 5 

ヴ イトな どで デコ メール テ ジブしー トを 這ぶ©  [巧 毎] 

► [イー ル 作 巧] ►メー ルを 作な •送信 
背 H 画面を 保 巧す る  <3 鬚函 •なを ン 
ヴイ ト 表示 中 じを) ► [保吞 / 登録] ► [背 養函急 保存] ►フブ 
ル ダを 道ぶ ►© 

团まお 巧 5 だ 

デコ メール テンプレート について 

• テン ブ レー トを 保存 しないと、 ジー ルは 巧 成で きま 巧ん。 

• ジちリ のをき 資さ ヴ ない ときな、 テン プ しー トを 保存で きませ 
ん 。不要な テン ブ レー トを邊 巧 削な し、 ジ モリの 空き 客き を 増や 
してな 5 保存して くだち し、。 


サイトから I  メ □デイを ダウンロード する 


ヴイ ト など 口 5 ダク ジ □- ドして、 FOMAS* 末 (本が) じは 500 件 
まで 保を できます。 

• 10 0K バイ!- までの SMF、WFi を 保存で きます。 

1 サイトき 示 中に メロディを 選ぶ © 

2  [巧 存] 巧 巧 先を 進ぶ© 

♦  □デイの 再生： [再生] 


♦ [再 ま] を邊 ぶと 音声 霉親 着值 音の 音 屋で离 生まれます。 音 开電詔 
看 宿音ヴ [ヴイ レント]、 [ステップ トーン] のとき は、 [音屋 1] で 再 
生 さ 0 ます 

♦ 保 巧され ている 夕 □デイ 巧い っばい のとき は、 上 碧き して 保存で 
ぎます。 

• 式ち リの厘 用が 巧 I こよって は、 保 毎 可能 件教け かな  <  なること 巧 
あります。 


をせ かえ ツール 


サイ ト からき せかえ ツールを ダウン 
ロー  ドす る 


ヴイ ト などな 5 ダウン □- ドして、 FOMA 節 末 (本が) じは 扣 件 ま 
で 保 香で きます。 

• 2M パ イトまで のき だな えツー ルを ダウン □ー ドで きます。 

I サイ トま示 中に きせ かえ ツールを 選ぶ @ 

2  [巧を] 巧な 先を 港ぶ© 

• き だ 口え ツールの 箱 淀： [ブし ビュー] 


♦ ダク ジ □ー  ドした きは な 亥 ツールは、 データ ポッ クスの きは なえ 
ツー ルの [ i たード] フ オルプ または microSD ジ モリーわードの 
[移な 可能 コンテンツ] フ ブルダ C 保ちち む ます。 

• 保な 巧び FOMA 端末 (本体) のと さは， 保巧完 3 後、 安 だな 是を実 巧 
する 巧 ど ラな の！! 錫 画面 巧 表示 さむます。 

♦ きは なを ツールの ヴ イブ 区よ つては、 保存 可能 件 致 巧 かなくなる 
こと 巧あります。 


ー ド 辞書 


イトから 辞書を ダウンロード する」 


ヴイ ト など ヴ 5 ダ ウジ □ー  ドして、 10 件まで 保?？ でぎ ます 。ただ 
し、 便 用で ぎる 巧 ■は 5 件までで す。 

♦  6 K パイ h* までの 巧 » を ダ クン □ー ドで きます。 

1 サイ トま示 中に ダウンロード 辞書を 遵ぶ ►© 

2  [巧 存] 

♦ 巧 塞の お 淀; [表示] 

3 巧 巧 先番ち を遵ぶ ► © 

♦上ち きする とき： [はい] 

4 辞書の 巧 巧を 遵ぶ ► © 


•  FOMA 筛 末で 毎 巧で きる ダウン □—ド 辞さは [SH-MODE] ウ 5 ブ 
クン □ー  ドで ぎます （巧 ^P.344)o 

• すで じ 活巧済 »C  5 件 登録 まれて いると ぎは、 活巧揖 » 登録の 糖 
捉 画面な 表 あち?！ まだん。 現在 度 巧 ミ?！ ている 巧 » を 解除して 巧 
5、 やり 匡して ください (げ P3 己 2)。 


|ち|ド/.-亡|シヨン/.-チいタル 
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[サイ ト から キイ 


ヤラ 巧を ダウンロード ずる 


ヴ イトな どな 5 ダウン □ー  ドして、 50 件まで 保吞 できます。 
• 10CK パ イトまでの キり ラ笔を ダつ ン □ー ドで きます。 

1 サイト ま 示 中に キャラ 電を遵 ぶ © 

2  [巧东 I 

•午 尸 ラ笔の 淀紹： [表示] 


♦ ダクジ〇—ドしたキ^^ラ羣巧、データポックスのキ户ラ霉の 
[I 亡ード] フ ブルダ C 保ち さの ます。 

♦ お吴い 上げ 時 E 登録 ミむ ている キト ラ 雪 さ [SH-MODE] な 5 プウ 
ン □— ドで ぎます （i^P.344)。 

• 式ち リの在 巧が 巧 I こよって は、 お宮 可能 件 致け かな  <  なること 巧 
あります。 


トルカ ダウ 


r サイ ト から トルカを ダウン ロー  ドす る 

1 K バイトまでの トルカ、 100 K バイ ト までの トルカ (鲜 細） を ダウ 
シ □— ドで きます。 

1 サイト ま 示 中に トルカを 選ぶ @ 

2  [はい] 

•  h ルた! の お 巧： [プレビュー] 


I 亡— K/i 亡— シ 17- 


•チ わ タル 
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サイ ト から 電子 コミックを ダウン ロー 
ドす る 


ヴイ ト など ご 5 霉 字：) S ック など (霉 ？»篇/ 霉ろ巧 ■を 含 C) 
を ダ クシ □— ドして、 microSD イ モリー カードに 保存で ぎます。 

• 3M パ イトまでの 電子 コミック などを ブ クン □ー ドで きます。 

1 サイトき 示 中に 委子 コミック などを 送ぶ©  [はい] 
k  [はい] 


• 夕つジ □— ドした 霉子コ 吉ック などな、 7 ンガ •フック リー ダーの 
[マン 方 •ブック リー ター] フ オルプ/ [マン 方] フプ ルタ C 保存 さ 
れ ます。 

• 夕つジ □ー  ドで きる 霉さコ 吉ック などの 逸領 (拡張 子) は、 XMDF 
おすく  .zbf) と テキスト 形す Czbk) です。 


反 巧 表示され た 情報を 利用す る 


ヴイ ト ゃ夕ー ル、 トル 方な どで 反 おを 示 ちれた 情活 (覃 話番 暑、 
タール アドし ス、 URL など) を 利用して、 商 単な* 巧で 霉 おを なけ 
たり、 夕ー ルを 送信し ち U、 インター ネット ホー ムぺー ジを表 巧 
した ソで ぎます 。また、 フン t ブの起 お、 視晤 予約/録画 予約、 

I アブリの 起岛 など モ巧ラ こと ヴで きます。 

• バソコ ン などな 5 裘節ミ n た夕ー ルを 受运 すると、 Phone  To(AV 
Phone  To)、 Wail  T へ Web  To、 Media  To おおな 语用 できない こと 巧 
あります。 

• 反を 表 巧 さ n た 情 凍で ち 利 巧で きない こと 巧 あ U ます。 


羣話 番号の 情 法を 犀って、 音 开笔链 や テし ビ笔 詔を なける こヒヴ でき 
ます。 

1 電話番号の 巧 巧を 進ぶ @ 

2 電話を かける 


• ダイ か レ!! 宿窗峨 やは、 Phone  To (AV  Phone  To) 巧 おを 巧って 笔 
き 舌を 巧なる ことは でさ まだん。 


ターん アドし 3 の 肯虽を 厘って、：^ ー ルを 送る ことなで きます。 

I タール アドレスの 巧 巧を 望 ぶら） 

2 タールを 巧が •送ち 


♦  ルアドレス巧2つ]；〇：爲ヴて表巧ちむているときは、^如1'〇 
構 おを ご 利 巧で きない こと ヴお U ます。 

• 式ー ル アドレス として 毎え るス享 S は 半 負 50 文す までです 〇51 又 
ミ tLt の アドレスを 送 巧した ときは、 50 又す で 削除 さ n ます。 

♦ プィい ル 熟 8$ 順 中は、 Mail  To 搏 能を 话 つて i ちード ィー ルを き 
る ことは でぎ まだん a 

♦  2ゎ1 の t- ドを [巨たード] I こ設 ミして いると きは、 Mail  To« おを 
お) 巧で きま だん。 


icati  を • 


i アブリの アドレス (URL) の 巧 報を 揮って、 I アブ。 を 起を する こと 
巧で きます。 

1 I アプリの アドレス (URL) の 巧 巧を 遵 ぶろ [はい] 


•  I アプリ To おを ヴ [巧 可す る] じ 設定ち； n ている とぎに、 i アプリ 
を 起動で きます。 

•  URL ヴ半負 51 2 文字を 超える ときな、 I アプリを 起 巧で きま だん。 


アドレス (URL) の肯果 を® つて、 ヴイ h* などを 表示す る こと 巧で きま 
す。 

1 アドレス （URL》 の 巧 巧を 遵 ぶ® 


•  URL ヴ半負 2 日 33 です を 超える ときぶ、 ヴ イトな どを 表示で きまな 
A>。 


ドゾー ルを 示 中に Web  To 巧 能を 厘う 
1 I ちード イール 本: 2： の アドし ス (URL) 情活を 遣ぶ >® 

2 接続 巧 法を 這ぶ 

♦  i たー ド援 続;® 

• フル ブラ クヴ泻 掃; を） 

ー ル 丕夕の URL ヴ 5 画* を 保な する  <围《 保 巧：* 

URL を 遣ぶ ►  @  ►  ®  ►  ©  ► [巧な/登録] ► 〔画 毎 保 巧] 函 
每を 還ぶ ►  ®  ► フォルブを 适 巧*  £) 


t— ド /i 亡— シ ヨン /i チい タル 


做 


Media 


番組 巧强 の。 ンクな 5 フン t ブを 起動した U、 視 おを 巧た 録画 予拘巧 
でぎ ます。 

ま 巧 情 巧の リンクを 進ぶ© 


•，の 

♦ チt^ンネル設更をしていないが態でMedia  了〇巧 おむ 5 フン わプ 
を 起動し よ ラと すると、 チた ン スル 設をヴ 起を します。 


トルカの foniitt" 用 


位呈巧 巧を が 巧して、 化 图で位 S を活紹 した tK 位 S 巧租巧 利用で きる 
i アプリを® 巧したり、 メール C おりれ けを 值 する ことなで きます。 

1 位置 情 おを 進ぶ® 

2 が 巧 方法を 進ぶ 

- 【巧 巧 1 アプリを が 巧] 〔0K] 1 アプリを 爱 ぶ、® 

【化 因を るる] [0K】 

【メー ル おり 巧け] [0K] イー ルを 作は •ま 巧 

• 位 备巧强 の 涯紹; ネ U 用ち るを 适ぷ ►©►み 


I 亡， r/it，  3 ソ /i チ わ タル 
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i た ード运 続に 巧す る 各種の 巧 おを 教を します。 


ドぶ ミホが-- _ ：  •  _ 

ヴ イト ヴ 混み おっていて データの 送受 毎 巧で きな なった ときに、 白 動 
的 じ デ ー 9 の 送 愛运を 中止す るまでの 時 国を [60 抄 国]、 [90 が 聞]、 〔お 
制限 (おを なし)] のい ザむ 巧 C 乾: をで きます。 

待 ま 画面で®  ►  [  I モー ド設 を] [共る 教 を] [运锭 
待を 時 U 结 を] 

2 設 をを 港ぶ；© 


i  モー  > 1|>11 广  W 化.， する （ISPSa^ 宿) 


ドコ たの i  t— ドヴー ビスを ご 利 巧のと きは、 技: ちを 変更す るむ 要 
はあり まだん。 


■旧 PH 巧 巧 巧とは 

ドコ たの FOMA 席 未の 送 お 巧を 巧り 替える ことで、 各裡プ □パイブ 
(ISP) への 接続 巧 巧 おじなります。 ISP 送 病 通 毎の ごか 巧 じ 原して な、 バ 
ク ット适 僖ヴー ビスの お申し 边 みなむ 要です。 なお、 ISP 擇病通 宿 じは 
バクッ ト通运 料け 巧 巧 U ます。 

• i t— ドを ご寶 約して いる お客様は お申し 应み 不要です。 

• ドコ亡 W 外の 接続 巧を 違 巧した 厲の バクッ ト 通®! さ パク •ホー タ 
イ / パク •ホー タイフ ルの 巧を とはな り まだんので、 あ 5 なじの ご 
3 をく ださし、。 


■プロ バイダ 契 巧に ついて 

•  ISP 接続 通 僖をご 巧 巧いた だ <c な、 則途プ □バイ プへ① お申し 込 
み 巧 必要です。 各プ □バイ ダの ヴー ビス 巧 客 (ヴイ h* を 続、 インター 
タット 接続、 ソ—ル 巧 Sg など)、 お ホし 込み 巧を C ついては、 各 プ〇 
パイブ C お問い 含 〇 だ <  ださい。 

• プ □バイ グ巧运 供す るヴー ビスの 客 ごぶって 巧、 則途请 法が など ヴ 
ななる こと 巧あります。 

• お 客 樣ヴ閲 費され るヴ イト C よっては、 お客様け 吴際 I こ閲莫 まれる 
ヴ イトを 话 がする ブ □バイダに お 客 樣の羣 話 番号 わ 位 S 巧 報 巧 通 
5 □き 打る こと 巧あります。 

•  FOMA 辭末 (本 巧) じ 登な できる 接続 巧は、 10 件までで す （[ i  t— ド 
(FOMA 力ー ド)] を 含ま ザ)。 

•  [i ちード (FOWA むー ド)] W かの 接 扇 巧に すると、 i  t— ドを ご ネリ 
巧で ぎな <なり ます。 

■ 接な 先を 登録す る 

待受函 あで®  J  [  I モー ド設 を] [共 巧設 を] [接 巧 
ホ 選 巧] 

2 ま録 する 番号を 選ぶ  >  巧 [巧 集] 

3 端 ホ 暗部 番号を 入力 ► © 

4 お爲 先る 巧を 入力 ►© 

• 新規 登録のと きは 惟 続 巧 〇] と 表示 ミ 打ます。 〇 じは 凑巧 2 で 
适 巧し た 接続 巧のを 呈ヴ 表示 ちれます。 

• 接続 巧 名 好、 なき 角 8 文ぞ (半角 16 又ぞ) まで 入力で きます。 

5 お爲 先番ち を 入力：© 

• 援統巧 番号 13 半 負 99 文字 (半 負 英数す と 記章) まで 入で でき ま 
す。 

6 » お 先 アドレスを 入力 0 

♦ 援爲巧 アドレスは 半 負 30 スぞ (半 負 巧 致 ぞと記 登) まで 入力で 
ぎます。 


I チヤ ネルの 接爲 ホア ド レスを 入力 © 

♦  i チ 尸 ネル 泻綺巧 アドレス I す 半ち 30 文す (半角 英数 ぞと記 登） 
まで 入力で きます。 

I 接 巧 先を を更 する 

待受函 旧で®  ►  [  I モー ド設 を] [共 a 設 を] [接锭 
先 選 巧] 

I 接爲 先の 番号を 選ぶ ►  ®  [教 を] 


爸诗巧 宫をリ t ツト する <|jt ット 
待受 画面で®  ►  [  i 亡ード 設 を] [共 适設 巧] ► [接続 巧 選 
巧] 接爲 巧の 番复 を适ぶ ►© ►[リ t ツト] ►お 末 盾な ま 暑 
を 入力 ►© 

团まお 巧 5 だ 

• ン t ツト すると 接 病 巧は [i ちード (FOMA た一 K)] になります。 


待 ま 面 旧で®  ►[! モード 設 ま] 
[巧 ホ «« データ 巧 巧 設定] 

設 まを 選ぶ© 


用す る ホ どうかを 巧を 


[interne  馈 ミ] 


. .t: ド/.— 亡—  ; ノ .ヨン/.— チい タル 


做 


する かど 夕»6 まする < 


待受 面面で を!^  [  i 
[画 巧 表示 設 を] 

•サイ トミ 巧 中は:®  I 

設 をを 惡 ぶ© 


モード 設 を] [【ntemet 設 を] 


[を 巧/設定] ► 【画售 表示 段: を] 


画鱼 表示 紙更を [OF 鬥じ おを すると、 FIs か函 をち 表示され まちん。 
i  f ー ド タール や タツ t ー ジ R/F の 添 巧函赁 は、 函を 表示 お をを 
[OFF]  C 設 をして いてち 表 巧 ちれます。 


モ- »>誦& の拓 R を ■い, 

f モづ Wfc ま リセ ヴト > 


• 巧の 頃 目巧リ t、 ソト さ 〇 ます。 

■ 接続 巧ち 時間 段ち ■ を 続 巧适巧 ■ 函 « 表示 段を 

■です ヴ イブ おを  ■紅 巧 »設 ち ■  1 1— シヨ ン目動 再生 おを 

■  t キュア 适« ヴ— ビス 設定 (tz ンタ— 接続 巧設 ち） 

■ 爲 末情虽 データ お 巧按を  ■ 巧 果音按 ち 

■  I チ f  3 ル テ □ツプ 設:を 

待受函 あで®  ►  [  I モー ド設 を] い モー ド 設をリ 


セット] 

端 ホち 註 番号を 入力 ►  @  i  [はい] 


•t: ド/  -t. 


•チ わ タル 
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SSL 証 巧 害を 巧 作す る 


SSL ぺージ を 表示す る 塚は 政 下の 記 明ち なむ 要です。 

•  CA 話 明 ミ •紹証 をな 巧 黄 巧した 記 明 ミで、 あ賣い 上げ 時 I こ FOMA 
節 末の じ 保存され ています。 

• ド〕 t 訪 巧き… FirstPasst ンター や FirstPass 巧 巧ヴイ ト C 接続す 
るた の I こむ 要な 紅 巧 •で、 の MA たード (禄芭 / 白色) 网 こな 存 ミれ 
ています。 

• ユープ 紅 巧 さ… FOMA 端末 巧の RrstPasst ン ター① タニ ユー を遵 
巧して FirstPasst ジターロ  5 ブ クン □ー  ドした 記 巧 « です。 FOMA 
方ー ド (揉 色/白色) 巧に 保を さ のます。 

1 待 ま 面面で を [i モ ード設 を] [Intern が 設定] 
[証明 香設 を] 

2 証明 害を 選ぶ >© 

• 囚は有 却, □は 巧 巧 のが® です。 

• 証 巧* のの 客の 表示; 証 巧* を涅ぶ ►  © 

1.111 №1 

•  CAS! 巧* を 巧知に すると、 その CAIEEi* を活 巧す る SSL ぺージ 13 
表 巧で きま 巧ん。 


FirstPass 巧 巧: のヴ イト など C 接続す る おな、 ユー ヴ 証明 •巧む 要です。 
コ-ヴ 記 明 » は、 お客様な FOMA と 質が! ミ n ている ことを 証 巧す るち 
ので、 F わ tPasst ンター ロ 5 ユ- プ訪巧 •の お 巧を 申 資したり、 グウ 
ン □ー  ドしたり できます。 グ クン □一  K した ユーゴ 証明 » な FOMA 
たー ド (禄 を/白色) じ 保存 さ n、 クライアント 掠 I 証 I こ 巧 尼して いる ヴ 
イトな どで 利 巧で きます。 

•  FOMA 万ー ド (青色） でな ご 利 巧 じな むま だん。 

•  FOMA データブ ランで な i  t— ド ブラ クヴな S ① SS し クライ アン 
卜淀 紅の 稽 おなご ネリ 巧 じな むま だん (ISP 接続 通 僖でご ネリ 用のと き 
は、 お金 ブラン I こむ 巧む 5 すご 利 巧いた だけます)。 

•  FirstPassfc ジタ -C 接続す る じな、 日 巧 •時刻を 正し <鉛 至して く 
だち し、。 

•  FirstPassfe ジター で 表 巧 さ 〇 る函 面た 揉 巧 巧を は、 愛夏 さむる こと 
巧 面 kj ます。 

•  FirstPass は、 巧 かでは ご 巧 巧で きま だん。 


ArstPass の ご® 巧に あたって 

♦  FirstPass とは ド コモの 笔す錫 紅ヴー ビスです。 FirstPass をが 用す 
る こと 巳より、 ヴ イト 側と FOMA 蘭 末 剧ヴお 豆い の 記 明 » を をが 
し 合い、 受け 助った 谓 手の 話 巧 » を读 紅し であ 豆い の提 なを 巧 ラ 
クライアント 思証ヴ 可能と なります。 

• ユープ 紅 巧® の お 巧 申 萬を する 锅 3、 画面 C 表 巧 ミむ る 「FfrstPass 
ご お 用 規則」 をよ く お 新み C なり、 ご 同意のう え、 ホ 萬して ください。 

• ユー ヴ缸巧 » の ご 巧 巧 区な RN2 コードの A カヴむ 要です。 PIN2 
コー ド 入て! を E なぎむ たす ベての 巧為ヴ お客禄 じよる ちのと みな 
ミ n ますので、 FOMA 万ー ト •まちは PIN2〕ー ドヴ化 人に 便 巧 ミ n 
巧い よつ 十ろ E ご注意く だち い。 

♦  FOMA ウー ドの 访 巧、 を まに 巧った とぎな どは、 取 投説巧 » 裏面の 
「携含 あ 問い 含 〇 だ 巧」 で ユー ヴ 証明 •の 失効を 巧 ラ こと ヴで きま 
す。 


• 內 rstPass 巧に ヴイ h'C よって 提供 さむる ヴイ ト かち 强 C ついては、 
卜 ‘コた な、 巧 5 の 養 巧ち み' いものと し、一 切の 黄 任を 負い まだん。 お 
客禄と FfrstPass 巧応ヴ イト との 国で お 巧を お預 いいたします。 

•  FirstPass およ ぴ SSL の ご 利 巧 じあた U、 ドコ たおぶ ぴ铅紅 会社は 
置を 巧な どに 関し 保 紅を 巧 ラち のでな ありま じんので、 お 客绿ご 
白身の 判が と ■巧 I こおいて ご お 冉< だち い。 

•  I 亡ード 通僖 じよる F ぉ tPsss 巧尼ヴ イトへの アク tz ス におます 
るバ クッ I- 通® 巧な、 バク •ホー ダイ/ バク •ホー ブイ フル C 含ま 
むます。 

クライアント 度な について 

•  FOMAM 末では、 より 受き C デー  9 を やりとり する ためじ、 ヴーパ 
錫 証と クライアント 錫 証を 巧い ます。 ヴ イト 側と FOMA 筛末側 巧 
おさい の 紅 巧 •を 送 巧し 含い， 愛な 取った 巧 字 測の 紅 巧 •をち 話 
して、 宿 実に お 豆い の絕 班を 巧い ます 。クライアント 想 記を 登け る 
ことで、 より 受 をに 通 值ヴー ビスを 受け 5の ます。 

■  FirstPass セ ン ター にお 巧す る 

]- ザ 紅 巧 » の溪 何が irstPasstz ンター な 5 巧し、 ます。 

1 待ま函 旧で を [ i モー ド設 を] [Intern が 設定] ► 
[セ キュア 巧 信 サービス 留ま] [ユーザ 証明 害 操作] ► 
[々へ] 


■/邮 U 化 


it— ド/.- 亡—  ノ ヨン /.1 チい タル 


巧 ぺージ へ 巧  <  け 161 


FirstPass 

12 田 S のを 行 ホ 35 けち 7 し 
さした， 

け/ h+’f •巧を 行って <C 
さい. 


FintPsss 

1£ お B が クイ]- 卜 •けち 了し 
壬した， 

■B 


亡 


•  FirstPass を ネリ 属する 前 区な， [こが 用 規則] を 這 巧し、 記 B 巧 客を ぶ 
く お読みく だち い。 

•  FlrstP ぉ St ジタ ー C 接続した 探の バクッ ト通僖 料は 巧 料です。 

•  FlrstPasst ジタ ーへ 接続 中は、 巧の 巧 能を ネリ 用で ぎ ま だ ん。 

■  I そ ー ド ジール ① 送受 值 (SMS の运 信/を 信は 利 巧 巧） 

■  I モード 間 いさわだ (SMS 問い 合む だ:） 

■ ソッ tz —  ジ R/F の爱這 

■  I モーションの 取得 

■  Web  To 樓お 

■ ユーザな 巧 書のを 巧を 申 » して、 ダウ ン D— ドす る 
1 FirstPass センターに 接 巧 [訪 巧 香 
お 行] 


こ 呈づを お客奇 じち 壬 レに 
S だむ つ a まの ち 香に 尼 0 
. ひつ一つめ J-1 •奇巧 B に 
ち 因す る g ま 居 儀 巧の 巧 S 
3,  (01け-1:’：}星本を巧》 
の I なち 好を 上 巧と します 
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• ユー プ証巧 » を 巧 おおよ U 更新で ダ クン □ー ド するとき な、 ど 5 
5 ち必 す‘ ユー ヴ証巧 » の 舞 巧 ホ 萬を 巧って  <  ださい 〇お 巧 ①申資 
をして いない ユー ヴ 証明 ■な グつジ □ー ドで きません。 

■ユーザ 証明書を 巧って サイ ト にお 巧す る 
1 FirstPass 巧 巧の サイ ト をき 示 [はい] 

2  PIN2 コー ドを 入力  © 


• ユー ヴ 証明 »ヴ ない が おで Fi 巧 tPass 巧 巧の ヴィ h* などに 接続した 
とぎは、 送 病す るな ど ラな の » 紹函面 巧 表示 さ ri ます。 [いい 是] を 
遺 巧す ると SSL 通信 巧 切断 さむます oFIrstPasst ン ターむ 5 ユー 
ヴ 証明 •を ダつ ン □ー ドして 巧 5 再 U 接爲 して < ださい。 

• ユ-ヴ 狂 巧 » のち 巧 巧 限な 巧れ ている とぎは、 班 病す るな ど ラな 
の 確损函 おけ 表示 まむ ます。 [N0] を 這 巧 するとち の ページ じ宾リ 
ます oFfr な Passt ンター で ユ-ヴ 班 明 » をき 巧して な 511 び 接続 
してく: ださい。 

■ ユーザ 紐 巧 香の 失 巧を 申 a する 

一度 ダ クン □ー  ド した ユー プ話明 » を 巧 安 かこ します。 

I  FirstPass センター におな ► [その 化] [な 巧 含 ホ 巧] 
[はぃ] 

2PIN2 コードを 入力 ©  [実行] [なへ] ►[ま 巧] 

• 巧 巧 ホ 辑ヴ完 3 すると、 FirstPass 巧の ヴィ トは表 巧で き なくなり 
ます。 

• 巧 河巧完 3 した ユー ヴ証巧 » をち® じする ときは、 再 U ユー ヴ記 
巧 •の 黄 巧 申 黄と ダ クン ロー ドを 巧って < だまい。 


麵 泣 巧書爱 巧ち 魚 巧を 巧更 する  <  センターお g 先投を > 

コーヴ 記 巧* * を ダ クン □-ド 过るヒ きの 接続 先を 設定し ます。 

• 通常は 巧を を 変更す る! 12>  要 はあり まだん。 

待 ま 面面で を t  [  i モー ド設 を] [Internet 設定] ► 
[七 キユ ア通 恒サー ビス 留ま] [センタ ーを篇 巧 設定] 
[を 巧 ホ] [巧 集] 

2 端モ おな 番号を 入力 ► © 

3 お 魚 巧ち 巧を 入力 

•接続 先 情 或 B 半角 99 です (半ち 巧な すと 記章) まで 入力で ちま 
す。 

4 巧 魚を アドレスを 入力 © 

• 接続 モア ド し 3 は 半角 1 0 日です (半角ち なすと 記章) まで 入力で 
きます。 


r モーシ ヨンとは 


I た ーシ ヨンとは、 映 意 やち 青、 ま 楽の デー タ です。 i 亡ーシ ヨン 
S が 5 ヴイ ト など ヴ 5、 FOMA 肺 おこ 取得し、 再を する こと 巧で き 
ます。 i 亡ーシヨ ン巧応 •ヴ イトは、 i  Menu の [メ ニ:！一/ 検索] ヴ 
5 採す こと モ できます。 

•  I  t— シ ヨンには、 摄巧タ イブと スト IJ— ミン ブ タイプ 巧あります。 


タイプ 

巧 生 万 ま 

餘巧 

療 '華 タイプ 

巧 得を 1 こ 再を 

データを 取得して な 5 再を 
します。 

配 得 中 1 こ 再を 

データを 取得し な 巧 5 ちを 
します。 

タイプ 

再を 方を 

ぉお 

3 トリー 5 ンブ 
タイプ 

取得 やじ 再生 
(を ス 10M バイト） 

データを 巧 得しな 巧 5 同 
時 C 再を する 方式で、 再生 
しお むった データな 破 妻 
され、 <U 返し 再生した 
り、 FOMA 銷末じ 保存す る 
ことは でぎ まだん。 

X 1 j 亡ーシヨ ン C よっては、 请宰 タイフで ちな 语 でさない ちの 
(再生で きない データな ど) 巧あります。 

X  2 標を タイプ ロす、 1 ◎の 揉 巧で 取得す る 500K： バイ h'tTF の も 
のと、 巧 5 なの 原因で 取得 巧 中が さむて ちろ 留 して 巧 得 可を 
な 10M バイ h'tTF のちの 巧あります。 

■  I モーションを* 巧 音 や 着 巧 面面に 註ました とき 

• 音 f のみの i  t ー シ ヨシ (睐鲁 なし） は、 看 值菌面 じ おちで ぞ まだん。 
♦ 踩鲁 のみの i ちー シ ヨン (音 再な し） な、 着 宿 音 C おちで きま だん。 
•贼 每と 音库を 含む i  t— シ ヨンを 着 宿 音 •看 宿 画面の どち 5 巧亡設 
をす ると、 兩方じ 反 巧され ます。 

•音 ^ 笔話看 宿 音 じの 每と 音库を 含む i t— シ ョンを おを している 
場合、 テし ビ羣話 着 « 音、 公を 笔 お看 售 音、 ホ 通知 おを 看运 音、 通知 
不可 お看 僖 音を [音を 電話 着僖音 じな ラ] にを 巧した とぎの 動作な 
巧のと おりです。 

■ 着值 宫にジ □デイ、 音 再の みの i 亡ー シ ヨンを 設を すると 看慢 
画面は お買い上げ 時の 設定 I こ 房り ます。 

■ 着® 函面 I こ JPEG 画备、 GIF 画を、 GIF アニターシヨ ジ、 円 ash 画を、 
巧 毎の みの i 亡ー シ 3 ンを投 をす ると 看 « 音は [着 僖音 1] じ 房 
ります。 

■ 着宿函 面ち 育 声 羣話着 值函面 になって 表示 さ 打ます。 

•  i  t  — シ ヨン C よってな 鉛を できない ちの ヴ あります。 
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サイ ト から i モーションを 巧 得する 


1 サイト ま 示 中に I モーションを 遵 ぶ® 

が S 弓 イブのと と 

•  (  5 -シ ョン 目を 再を 設ミ [する]; お得 中 または 配 得を に 再を 

•  i ち-ショ ン 有を 再生 設定 [しない]: 取得を じ谓 生]/ [保 径] 
などを 送 巧 

スト リー ミ ジブ タイプの とち 
• [なし、] >  i そーシヨ ン 再生 

お J、 巧 ご 

• ヴ イト 巧 5 巧 得した FOMA 捕 末 外への 出力 巧 禁止ち ri ている 
I 亡ー シ ョンを、 mi な oSD ジ モリー ウー ド じ 移 おできます。 ただ 
し、 巧 语 元の ヴ イト C よってな 移を できない ことち あります。 

• デ ー 9 を取辑 しな ヴ 5 离生 できる i モーションの 运 含、 霉 巧が 巧 
など じより 再生で きな < なった ときで ち、 i モーションの 巧 得 ミ 
3 後: じ 再生で きます。 

♦  I 亡ー ショ ン① データ 巧 得 中 じ、 驾 巧が 巧 I こよ U 巧生ヴ 停止した 
り、 画读ヴ を〇 た U する ことち お U ます。 

• 复い巧 茵笔お バックを 外して いると、 FOMA 歸 末の 日が •時刻ち 或 
ヴリ tz ット ちむ る ことな あ U ます。 その 运 含、 再生 巧 お/再生 巧 商 
ヴ 巧め 5 れ ている I モーションな， 再を でき ま はん。 

• 再を 巧茵 、再を 期限、 再生 ◎数ヴ おちち た i ちー シ ョン 区は、 再 
をす おな 条件 巧 表示ち の ます。 そ 05 の 期限を 過ぎた U、 回 致を 超 
える と 再生で きま だん。 

•  I 亡ーショ ン C よっては、 デー タを巧 得して ち 正し < 再生で きな 
いこと なあります。 
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ンを巧 巧す る 


♦  FOMA 規末 (本 巧) ごは 100 件まで 保ちで きます。 i  t  — シ ヨンの ヴ 
イブ じよって な、 なをで きる 件 致 巧 変わります。 

•  I  t— シ ヨンは デー タポツ クスの I  t— シヨ ジの [ i たード] フオ 
ルブ C 保存 さ ri ます omfcroSD*>i たリー カード I こな 巧で きる I モー 
シ  ヨンな、  [移 巧 巧 お コンテンツ]  フス ルタ 巧の  [  I  t- シ ヨン] フブ 
ル ダ C 保存で きます （コンテンツ 移行 巧 尼)。 

• なをした i モーシ ヨンは、 i  t  — シヨ ンブ し一 わ一で 再生で きます。 

巧 得した I モーションの 再生/停止 (一時停止) やに 
" @>  [巧な] 

2 巧を 先を 進ぶ© 


i  f— シ ヨンの 詳巧 « 巧 をを 巧す る、; 1 ま* 巧 > 

1 ちーシ ヨンの 再 ま/毎 止 (一時 昏 止) 中 じ©  ►[巧 巧 表示] 


自 な 再を 没を 


モーシ ヨンを 自動 巧 生す るか どうか 
を 設定す る 


1 待受 面面で®  ►  [  i モー ド設 を] [internet 設 を] 
[ i モーション 自助 再生 笠を] 


2 設 をを 爱ぶ ►公 


• スト リー 吉ンブ タイフの i 亡ーシヨ ンは自 を 再生の 度: ち C なな 打 
5す、常亡自動再生50ます。 

• 自助ち 生を [する] 1こ 投定 してち、 i  t- シ ヨン C よって B 自菌再 
生 ちれない こと 巧あります。 


ニ ュース や 天るな どを グラフ イカ ルな 情活 として ド コモ または IP 
(情理 ヴー ビス 這 供 香) ヴ i チ わ ネル 巧の 節え じが 信す る ヴービ 
3 です。 を 巧 的 ご 情 澤を香 宿し、 最 巧の 肯涅 ヴ待受 画面に テ □ッ 
プ として 流れたり、 i チた ネル 巧 巧ボ タシを 巧す ことで チ わ ネル 
-K ごま 巧 ミれ ます （チ わ ネル ーK のき 巧巧进 かす P.1 が)。 ち 5 
亿 、チ わ ネル ー R で お好きな チ わ タルを 這 巧す る ことにより、 
リッチな 詳 組ち 津を 取得で きます。 

I チ わ:;^ ルは お申し 泣み ヴむ 要な 有 巧ヴー ビスです (お申し込み 
ごは i たード 契の ヴ 必要です )0 

また、 チ わ タル 忆は r ペー シック チ わ ネル」 と r おこのみ チ わ ネル」 
の 2 樓寮ヴ あり、 r ぺー シック チ わ ネル」 は ド〕 た ヴ握 « する チた 
ネルで あり、 あ 5 巧 じめ 登録され ています ので I チ わ タルの ネ U 巧 
開始 時ヴ 5 す <1 こが 巧す る こと ヴで ぎます。 
r ベーシック チ わ ネル」 ご 巧して は、 配信され る 情 現の 自む 更新に 
バ クット 通信 おは 巧な U まだん。 r おこのみ チ わ ネル」 は ドコち 
みの IP (情 涅ヴー ビス 透 お着) 巧提 なする チ わ ネルで、 お客様 ご吕 
身ヴ お招きな チ わ タルを 登録して 利 巧で きます。 r おこのみ チ わ 
ネル」 じ 段] して K 信され 5 巧 巧の 白!!] ま 抑 こな ごる バ クット 通信 
巧な どは、 i チた ネルの ヴー ビスが 用が 亿は 含まれ まだん。 
ただし、 r ベーシック チ わ ネル」 を r おこのみ チ わ ネル」 を、 チた:;^ 
ルー K ヴ 5 詳細ち 涅を閲 K する 場 含は、 i チ わ スルの ヴー ビス ネリ 
巧 おとは 別ごバ クッ ト适售 お! ヴ なな U ます。 

また、 国 お □  — 5 ンブ 中の ベーシック チた スルに 民] して E 信され 
る 肯话の 自巧更 巧 じごで る パク ット适 信 おは、 I チ わ タルの ヴー 
ビス お 用 巧 ご 含まの ません ので ご ミ 主) ■ください。 

I チ わ:;^ ルの 詳細に ごいて は、 『ごネ U 用 方 イド ブック （i ち ー ド 
<F0MA> 巧) JI を ご R くだち い。 


I チャネルを 表示す る 

i チ1"^ネルを契お)し、 i チ户 ネル 情 津を愛 信す ると、 待 畳 画面の テ 
□ップ じ 有 E 的に 情理 ヴ 流れます。 詳しい 情津を 見たい ときは、 
チた タルー K な 5 ヴ イトに お 続して 詳組请 涅を乂 ずで ぎます。 
待受面 旧で @(ch) 

♦  ®  ►  [  i チ タル] ►  [  i チた み レー貴 起動で も 表示で きます。 

♦  i アブ ン待愛 函面紀 を 中は: 应 Kch)  C 1 粗が 上） 

2 チヤ ネルを 進ぶ© 


最新 巧 « のをを について 

• 電源 巧 入って いないと 妄か图 みお ど笔 巧が 巧 巧 良 <g： いと さは、 
请 巧を 受值 できない ことなあります。 チ ゎ タルー 寅を 表示した と 
き C 巧番 を愛值 すると、 待受 画面で テ □ッ プヴミ 巧れ ます。 

• 巧 巧を 受运 してち、 看值音 •バイ ブ しー タは 巧を しまは ん。 ただし、 
请 巧を き值 中は、 夕ール 送き 僖中 ランプ ヴ おおします。 

♦ ごお)用の巧巧じぶレムチ1^タルーちを表巧したとぞご巧或を受径 
する こと ヴあ U ます。 

I チャネルのを «ftE 更につ いて 

•  I 亡 ード投 をの 沒病巧 這 巧で、 i チ^^ネルの援続巧を設をでぎま 
す。 适常 なお 巧を 変更す を 必要は ありま だん。 

• 、 チた ネルの 接続 巧を 変き すると、 i チた 3 ル テ □ッブ は 表 巧ち 
れな<  なります。 ただし、 チた タルー 宾を 表示す ると 最新の 巧巧を 
受值 し、 i チロ ネル テ □ッ プヴ 表示ち むます。 

•  i チい 3 ルの 接 病 巧 変更を、 « 渾巧自 君) ま 巧 まむな いこと ヴ あり 
ます。R巧の巧裙を受值し巧いときl3；、チt^ネルーちを表巧して< 
だち し、。 
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巧 ま 音の 音 n を お 節する  <巧果 有 段 ま， 

チ わ タル ーR で©  ► [表示/ 設恐 ► [巧果 音 設定]  >0 で 音 
鎌を 調 西，© 

困 ま お 則 百 だ 

•  I チ わみ レの 音 S は、 i モー ドの 効果音 お定ヒ 連を してし ほす。 


■メイン ディスプレイ にち 示す る 

タイン ディつ プしイ じ i チ|^3ルテロップを表巧ちせること丹でき 
ます。 

待 ま 面面で を ►[  i チャ ネル] [i チャネル テロップ 
設 ま] ►[イイ ン国 旧] [ON] 

•  [OF 鬥 C 度: をした ときは、 揉巧完 3 となります。 

2  [テロップ 文 宇 サイズ 設定] 柏を 留ぶ ►© サイスを 
遵ぶ ►© 

• 函面 下部 C テ □ッフ の 夏 本 巧を 巧 ちれます。 

3  [テロップを 設 ミ] 柏を 语ぶ ►©'をを 涅 ぶ® 

4  [テロップ ま 巧 設定] 描を 進ぶ© ま 度を 進ぶ ► 

©►を 

■サブ ディスプレイに 表示す る 

ヴフ ディ 3 プレイ C  i チ ル テ □ッフ をち 巧ち はる ことけ でき ま 
す。 

•  FOMA お ホを 聞 じたが 態で 日 （MULTI) を} 甲す il、 i チ^^^みレテロ‘ソ 
プヴ巧 頭な 53 ク □-ル ま 巧ち 〇 ます。 


•亡： ド /—亡， 


P  .. 


•チ わ夕： 
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1 待受函 旧で®;  [I チャ ネル] い チャネル テロップ 
設 を] [サブ 面面] 

2 設 まを 選ぶ ► © 


• 方レンブー表巧投:巧ヒ^:^^インディスプしイの i チ f ネル テ □ップ 
巧ち 巧 どち 5 ち設 をち むてい ると きな、 巧受 画面 でら (を ザす と、 

た レン ブー 表 巧と i チた 3 ル テ □ップ 表示 巧な IU 普朽 ります。 

•  2in1 を! 用樹 3、2In1 のちード こと C 1 チた:？ ル テ □ップ を 表 巧す 
る 巧 ど ラヴを 設定で きます。 

•巧の 頃 含は、 i チ 尸 3 ル テ □ップ 巧 表示 さ 打 まだん。 

■巧受 画面に お ちして いる I モーションの 再生 中 

■  i アブ ン待 愛函面 起動 や 
■ スール □ック 中 

■  I モー ド/ I チ1^タルの»お别0ックや 
■ 公共ちー ド （ドライブ t  — ド) 中 


チャネル 巧拍化 


i チャネルの 設定を お買い上げ 時の が 
態に 戻す 


，待 ま函 旧で を [i チャ ネル] [i チャネル 初な 化] 
2 巧 ホ 暗証番号を 入力 [はい] 


•  I チ わ ネル テ □ップ は 表 巧 ちれな <な ります。 情 巧び 自曲更 巧 さ 
n るな、 待受 画面で 画 Kth) を 巧して 最巧 のち 窜を受 這す ると、 待 
受 画面の テ □ッブ |ご 白 国 的 亿括預 巧 流 〇 ま ホ。 


i モード イー ルとは . 168 

— ルタ ニ ューを 表 巧す る . くソー ルタ ニュー >168 

i モー ドゾー ル/デコ メー ルを 作成す る 
) モー ドソー ルを 作成して を 這す る 

. <  i 亡ー ドメール 作成 •送信 >165 

デコ ソールを 作成して 送售 する . <  デ コタール  >  170 

テンプレート をが 巧して 送值 する . 172 

ファイルを 添付す る . <流 巧 ファイル  >173 

) モー ドメー ルを® ちして おき、 あとでを 僖 する 

. <  i ちー ド タール 保 巧 >174 

i モード グールを 受信す る •巧 作す る 

) モー ドソー ルを 受僖 したと きは . < メール 自動 受僖 >175 

) たー ドソー ルを 适 巧して 受售 する . < メール 違 巧受僖 >17S 

) モ ードソ ールヴ あるな ど ラな を 間い 台む はる 

. <  i  t— ド 間し、 合む だ >176 

) モー ドソー ル C 返 這す る . <  i 亡ード ソー ル返运 >176 

i モード ソールを ffi の 巧 巧 じを 送す る 

. <  i  t— ド タール お 送 >  177 

ソール アドし スわ霉 ききを 号を 霉話暖 C 登録す る 

. <ァ ドレつ 登録/電話帳 登録  >177 


送 巧 受信 添付 ファイルを 取得す る . 177 

添げ ファイルを 淀紹 •な 巧 •削 おする . 178 


ゾール 


メール BOX を 巧 かする 

爱值 / 送 這/未 送 這 ジール BOX の ソールを 表示す る 

. < 登运 BOX/ 送值 BOX/ 未 送值日 OX> 178 

ジー ルを 含理 する . 181 

メールの 履歴を 利用す る 

タールの 度度を 利 巧す る 

. <ジ ール受 這 届 お/ ジール 送 售展歷 >  1 另 4 

メールのを をを 巧う 

FOMA 銷末① ジール 巧 おを 設ち する . <  式ール 設ち  >1 另 5 

メッセージ サービス をが 用す る 

タッ tz— ジ R/F を受运 したと きは . <ジッわー ジ R/F 受值  >189 

ソッ tz —ジ BOX のソッ t ージ R/F を 表 巧す る 

. <ッ ‘ソ tZ— ジ R/F 表 巧  >  190 


SMS を® う 

SMS を 作成して 送运 する …… 

SMS を愛僖 したと きは . 

SMS の 鉛を を 巧 ラ . 

SMS を FOMA たー ドに 巧存 する 
SMS を 削 おする . 


<SMS 作な •送值  >192 

. <SMS  受宿  >193 

. <SMS  铅 否:  >193 

. 194 

. <SMS  削瞭  >194 
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\ モー ドメールとは 

I  f— ドを 寶巧 する だけで、 i  f— ド 節 末 間は ちち 5 ん 、イン 
ター：；^ットを経巧してかの311でのやリとリ巧でぎます。 

テキスト 本文 じ 加えて、 含 お 2  M バイトむ 巧で 10 恼 まで ファイル 
(JPEG、 トルた など） を 爺 巧す る こと ヴで ぎます。 また、 デコイー 
ル じモ対 巧して おり、： —ル 本文の 文ぎ の运 •大きさ や 背 養を を 
変是 5 のる ほ 巧、 絵夕 字の よ ラに 挿入す おな デコ ソ給ス すち たく 
ちん プ U インストール ちれて いるた め、 届 単 じき 規 力き なな イー 
ルを 巧 巧し、 を 信で きます。 

•  I たー ドソー ルの 許 組 C ついて 巧、 『ご 利用 巧 イド フック （i 亡ー ド 
<  FOMA  > 編) J を ご He だち い。 


1 待受面 あで @ 


•><  ニュー 

沒度 

ぺージ 

受僖 BOX 

受 這した ソー ルの 表示 かお 径、 を 送な ど 
&巧 います。 

P.176 

P.178 

迸 含 BOX 

を 毎した;^ ー  ルのを 巧 か 再送 僖 などを 
巧い ます。 

P.174 

P.178 

未 送值日 OX 

モを 垣;^  — ルの お 美 朽送值 を 巧い ます。 

P.175 

P.178 

新規 ツール 作成 

新規 じ;^  — ルを 作成して 送僖を 保存を 
巧い ます。 

P.168 

P.174 

臟 SMS 賊 

巧規 1 こ SMS を 作 巧して 送值ゃ 保存を 巧 
し、 ます。 

P.192 

WE 目 ク:ー ル & 

WE 目; > (ー ル ヴィ ト C 接続し、 B アドレス 
巧 5 ジー ルの イ乍成 ゃ送值 をない ます。 

— 
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ジ ニュー 

巧 お 

ぺージ 

間い 合わせ 

i たード t ンター じ ジール かジッ t— 
ジ R/F 巧な 鲁 されて いないな 巧い 含む 
だます。 または、 SWStz ンター じ SMS ヴ 
保营 ぎれ ていない 巧 問い 含む 杠 ます。 

P.176 

P.193 

ソール 送 巧受僖 

i モード t ン ターで 保 营ち〇 ている 
ソールの ラち、 受值 したい；^ ー ルの みを 
違んで 受运 します。 

P.176 

テ ジブし 一 h 

デコ *>4 ー ル テン プレー h* の 表示 サ> 編集 
などを 巧い ます。 

P.172 

ソール 投を 

i ちー ド タール や SMSI こ 関係す る 各ち 
巧 Sg を 鉛を します。 

P.185 

《2ゎ1 のちードを [デュアルちード] または [巨をード] C 設 ミして 
いると き C 利用で きます。 WE 目；/— ルの 结 巧じ ついて な、 f ごが 
用 巧 イド プックに ゎ 1 漏) Ji をご莫 くだち い。 


棒 


ー ル 作 巧 •を 巧 


ド メールを 作成して 送な する 


•化の 巧 帯電 お 会れ にお 夕す 入り ① i ちー ド ジールを 送る と、 自 を) 的 
E 送 這 巧の 類 化! 爸又ぞ に 変換ち ri ます。 


待受函 旧で 參 I  [巧規 メールが ぶ] 

け1  — — —麗— 


8 各 r 


1(を巧巧し1 


•本文 や C 入力 
した バイト 教 


タール 巧な 画面 


2  [巧 先] 巧を 選ぶ ©， 入力 方法を 選ぶ 

[巧 &» 巧を] 巧手を a ぶ; •€) 

* 〔直を 入力] 巧 ホを 入力 >  © 


【メ ール をな B ち] 巧手を a ぶ け® ►  ® 

【メ ー ル ま 值 as] 巧手を 萬ぶ 卜 ®  ►  〇 
【メ  ー ルタ ン パー] ►夕 ー ルイ ンバー を* ぶ >  @ 

♦毎 数 C 送售： 1 件 目を 入力す ると 入力 巧 巧 追加 ►入力 巧を 這ぶ 
►  ®  ► 送 僖種别 を 這ぶ ►  ®  ► 巧 巧を 入で 
- 巧 巧は 4 件まで 這リ D でぎ ます。 

♦ 巧 巧の 変 ま: 巧 巧を 違ぶ ►  ©  ► 宛先を 入で 

• 巧 巧の 活 淀; 巧 巧を 違ぶ ►©►[巧 巧 お 淀] 

♦ 巧 巧の 削除: 巧 巧を 違ぶ ►©►[巧 $卽 除] ► [はし、] 

♦ 直接 入力は 半ち 50 又す まで 入力で きます。 

♦  i をー ド强末 C を值 するとき な、 r ③ docomo.ne.jpj を尝 跨で き 
ます。 

• 笔話 «C 登 塚され ている 巧 字のと さは、 巧 巧*  C さ 前ヴ表 示さ 
打ます。 

3  [理 を] 巧を 進ぶ© 受 をを 入力 © 

• 壁 香は を 角 1 日です (半角 30 です) まで 入力で きます。 

• 題 香 C 巧 巧 [J] は 入で でき ま だん。 

4  [本文] 本文を 入力 ►© 

• 本 又はを 角 5000 文す/半角 10000 スぞ （10000 バイ ト） まで 入力 
でぎ ます。 

•  K 巧 [J] なをち 1 文: すと して ウ ウン ト します。 全 ち、 半 負の ス 
ペース （空白） ちそ 打ぞ むさち 1 文ぞ 、半 香 1 スミと してで クン 
[''します。 

• を 型 又の 擇 入: 本文 入で 画面で©  ► [定型 又 挿入] ► を 型 夕を遵 
巧 ►©  ►© 

• 暑 香の お 何: ソー ルイ 乍 巧 画面 または 本夕 入力 画面で©  ► [呈名 
お 巧] 

• デコ 式ー ルの 巧 巧; 本ス 入力 画面で @ 

5  ® 

• 送 值のや 止;®/ ち)/ 画 

• タイ ミン プ じよ U を 宿ち むる こと 巧あります。 


♦ 受运 側の 巧 種 じよって 巧 題 香を すべて 受运 できない こと ヴ あります。 

• 巧 5 なの 原因で 送 僖で妄 ななっ e i ちー ド タールは、 未 送 倍 ター 
ルと して 保 巧ち 〇 ます。 

• 霉 巧が 巧な ど C ぶ U、 受径 測で ス享巧 圧し  <  表 巧され K いこと ヴ 
をり ます。 

• さ 值>： ー ルけ 日 00 件 保す さ 打てい るが 想で 新しい i 亡ー ド > (ー ル 
を送僖 すると、 巧蛋ち むてい ない 一番 古い 送径 ソール 巧 5 盾じ自 
をの じ 上 まき さむます。 

•  2in1 の t  — ドを [巨 t  — ド] に巧 をして いると き、 i 亡 ー ドソー ルは 
巧 成で きま だん。 

• 巧 巧 巧 T 巧 帯羣詰 番号」 または 「巧« 電路 番号 @d な: omo.ne 此」 のと 
きは、 笔紀帳 [こ シーク レツ トコード 巧 設ちさ n ているな ど ラロを 
自 K のじ 黄べ、 シークレット コード 巧 お 巧 さむて いると きは、 シー 
ク レツ h* コー ドを 巧け てを® します。 


• シークレット コードを 登録して ドコ亡 W みの アドレスに タール 送 
僖を 巧った ときは、 宛先 不巧 などの エラー ソッ t— ジ を受僖 でぎ 
ない こと ヴお U ます。 


同じの 客の i 亡ー ド > ルを 同時に 最ス 日 人 ①谓ず C を僖 できます。 
To  : さ值 巧手の 巧 巧です。 [To] で 指 巧した ア ドレスな 化の 送 宿 巧手 
じ 表 巧 さ 打ます。 

Cc  :  [To] 巧 C を值 した ソールを 第 云 香じ奶 5 だると きじ 毎い ます。 
Bcc：  [Cc] と 同じよ ラ I こ 第 ミ 香 I こ 知 5 だると きに 活 います 巧、 [Bcc] で 
指ち しち アドし つは、 [To] かに C] の 巧手 C はき 巧 さ 〇 ま だん。 

• 巧 拽①巧 巧 C 送僖 してち、 1 件のを 僖 一ん として 巧を まむ ます。 
送 宿 ソール 表 巧 画面で な、 送值 にな 巧した 巧 巧げ すぺて 表示 さ 〇 ま 
す。 

• 送 垣に 巧 敗した 巧 巧 巧 あった ときは、 送运 ソール 1 件と 未 送 這 ソー 
ル 1 件 巧な 呑され ます。 モ送值 ソール C は、 送僖さ ri ていない 巧 巧 
巧す ベて 表示され ます。 


夕 

I 

ル 
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麵を ffa 別を を更 する 

2 巧 目 JU をの 巧 先を 涅ぶ @ ►[を 宿挂別 まち] 

2 さち 挂 別を 選ぶ© 

P デコ メ ー ルを 作ぶ して 送信す る 

i たードメール 巧な 時、 本文の 芭や 夕 ぞヴ イブを 変更した ソ、 画读 
を 挿入す る、 背 養 じを をが けるな どの 装飾を 巧う こと ヴで きます。 
• 巧 巧で をる デコ ジールの 本 又は 10000 バイトまで です。 擇入画 急 ま 
たは デコイ おで 字は、 *ス20 種領、 台な 90 科 て イト ま で 挿入で きま 
す。 


装 節の 種類 


本 又 入力 画面 
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文す を- 
文す ヴ イブ • 
文ぎ 位 豆 
背泉运 


•ライン 拝 入 
-テ □ツブ 


1 本义 入力 函 面で®  ►[デコレーション] 

♦  ® を 巧して ち 操作で きます。 

2 パレ ツ ト から 装 節を 遵んで デコ メールを 巧ぶ 

• 装飾の 巧 客と 操作で を I こついて はげ P.170 
♦ サフ ジニ ユー ヴ 5 ち 装飾 名を 違んで 揉  < 乍 でさます。 

• 装 帥を/ 、'レツ!'' 画面に 房る;® 

3  ©►を 


■装 巧の 内 客と 巧 巧ち ま 


装節餐 

装飾の 巧宮 

装飾の 資イ乍 

又ぞを 

が ra 

文す じを をが けます。 なお、 給 
文す 1 こ 巧して 又す のをを 泣: を 
すると、 投 巧した をで 表示 さ 
打ます。 通常の 絵 文ぞを じし 
たし、 ときは、 [指ち なし] じ 巧 
をして く: だち い。 

をを 這ぶ ►©  ►又 ミを 
入力 ►© 

又ぞヴ イブ 

文す の ス きまを 叟更 します。 

• デコ ソ給 文す ①ヴ イブな 変 
夏で きま だん。 

です ヴ イブを 違ぶ ► 

® ►文き を 入力 ►© 

装 新香 

装 節の 巧 客 

装 節の 操 巧 

画每 挿入 

本 又 中 じ函该 をを 示します。 

律 入す る 位 夏で® ► 

^liiT 

因 F ア ニ；/  — シ ヨンな どを! き 
巧 ある 面を な、 一を 時 茵ヴ経 
遏 すると 止まります。 

• デコし ーシ ヨン 変更 時な、 
画每 挿入で きま だん。 

画 读を邊 巧 ►を 

お 済 

文: すを 点 巧 さだます。 一ち 時 

[段: を] ►で 字を 入力 ► 

tama 

国 巧 経過す ると 止ま U ます。 

© 

テ □シブ 

テ □ップ 表示し ます。 一ち 時 

[段: 巧] ►です を； \力> 

SSB 

国 巧 経過す ると 止ま U ます。 

© 

ス クイン ブ 

文: すを 左ち 1 こ 揺 5 して 表示し 

[投 を] ►文字を 入力 ► 

ます。 一を 時 酉 ヴ経遏 すると 
止まります。 

© 

文字 位 昼 

.V  -  W 

文ぞの ES を 変更し ます。 

位 备を邊 巧 ► ® ►文す 
を 入て!  ►© 

ライン 挿入 

本 又 中 じ ライン (寶 涼) を 挿入 
します 〇1 巧みの ラインな 律 
入され ます。 

♦ デコし ーシ ヨン 変更 時な、 
ライン 挿入で きま だん。 

挿入す る 位 B で® 

背 泉を 

- •細 

ジール 本文: の 背 をを 巧 口 
ます。 

• デコしー シ ヨン 変更 時は、 
背ち 毎を 変を でを まだん。 

背* の 色を 違ぶ >© 

デコ レー 

招 囲を 指 巧して 装飾を 巧い ま 

開始 位 S で 〇 ►お 3 拉 

シ ヨンを 蛋 

す。 

♦函赁 挿入、 ライン 挿入、 背 « 
をな 遵巧 でき まだん。 

星で® ►装飾を 指ち 

元に 夏す 

■■■ 

直前 ご 巧った 福 美を 巧り 消し 
ます。 

_ 

お 節 € 

装 節の 巧宮 

装 節の 揉 巧 

デコし一 
シヨ ジ なし 

细 

装 節さむ ていない 通常の 又享 
を 入で します。 

• すでに 挿入して いるすべ て 
の 装 節は おおされ まだん。 

を 招 お 

すべての 装 節を 招 おします。 

- 

スぞ 入力 

文字を 入力し ます。 

パ レツ h* 表示 中 1 こ® で 
を揉イ でで きます。 

プレビュー 

装 節を お湿します。 

®(1 妙 W 上) でち 揉 巧 
でぎ ます。 

ポタン* 巧 

装 節の 樓預 

装 節の 巧容 

@ 

むー ソル 切 客/ 蔡節 這が 

本文 やの ろー ソル 移動と バ 
しッ ト這巧 中の 方ー ソル 巧 
動を 切 U 普え ます。 

® 

装 節巧圃 

装 節する 巧 面を 遣 巧す ると 
きに 巧し ます。 

• デコ  >： ー ルが 巧 あ « 種 や 下記 巧 種 X な 化の デコ ソール 巧 尼ち 種 c 
10000 バイ h* を 超える デコ ー ルを 送僖 したと きは、 ー ル 本 又 
じ閲ち 用の URL ヴ記 B ミ n まもた だし、 巧 巧 巧機涅 C よってな、 
閲 ち巧① URL 巧ない ソールを 受這 する こと ヴ おります。 

《 90 ぷシ U  —ブ、 904 シリ ーブ、 905i シリ ーブ、 703i シ U  — ブ 
(P703iu を おく)、 7CMi シリー ブ (P704iu を おく)、 70 巳 i シ リー 
ブ、  FSCMf 

• 装 節を 戴を すると、 が お アイコン [田 3] ヴ 表示 ミ n ます。 

面* 巧乂 について 

• 同一函鲁を病ヴて挿入したときは2011政上の入力ち巧おです〇5 
だし、 巧の 逼 含は 同一 画を とはみ なき?！ まだん。 

■ いった んイ 乍 巧 中の タールを 保 香して 巧 5 同一 画を を 挿入/おり 
がけした とき 

■ 同一 画意を 含 C 暑 名を 挿入した とぎ 
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• 揮 入した 画療の 肯虽を ミ 巧ち だる c な、 わ ー ソルを 函吿の 直前 c 
横 動して、 ヴブ ニューな 色 [巧裙 表 巧] を 透 巧す ると、 挿入 画を の 
巧 巧 巧 表示で きます。 

♦ き值 した デ〕 ジー ルを 弓 偶返值 または お 送した ときは、 餐飼や 挿 
入した 画读を 引用ち むます (ファイル 制限 あ U の 画を を 除く〉。 

■巧芭 を 巧まして 装衍 する 

1 文字を 入力 ►©►[デコ レーシヨ ン をち] 

•  / てし ツトま 巧 中 E® を 巧して ち 操作で きます。 

2 装 節 巧 巧 位置に カーソルを 按巧 © 

• すぺ てめ で ■を 适 巧：® 
g  •運 巧の お ミ 肖：® 

乂  3 装 節 お 了 位置に カーソルを 移な © 

'  4 装 節する 

• 同じ 面 困を  <り おし 装 節で きます。 

5 装 怖が 终 わったら 負） 


, ，一 y 卜を表 巧 する けど ラな を投 巧す る 'A •レット 巧を > 
本ス 入力 画面で 面 ►["レット 設定] 設定を 适ぷ ►© 
ゴール 巧 巧 中 C ブリ ジブ ルの デコ ゴピ クチ わを 作 巧す る 

< シヨ：’ r •デコ：'’ 

1 本で 入力 画面の 挿入す る 位 ■で©  >  [ショット デコ] 

2 デイ 3 ブしイ の 中 巧 E 屍み 取る おや 夕 字を 表示 ►©►© 
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テン プレー トを利 巧 して 送な する 


テンプレートとは、 し イアク h や装師 巧す で じ 巧め 5 れ ている デ 
コ； —ル 巧の ひな おです。 お 頁い 上げ 時 じ 登録 まれて いる テン プ 
レー トの该 なじ、 ヴ イトな どウ 5 ダウン □— ドしたり、 作 巧 また 
は 送香值 した デコ タールを テシ プし一 h として S 巧で ぎます。 

• テン プ レー トな 10 〜 100 件まで 保を できます。 


•ブ U- 卜 6 苗 巧して デコ タールを け 成す る 

< 八プ U»— K> 


1 待受面 旧で®!^  [テンプレート] 

• ソール 巧 巧 画面 またな 本 又 入力 画面では；®  ► [テンプレート 
呼 出] 


2 テン プ レー トを 選ぶ 


•  2ゎ1 のちー ドを [己たー ド] C 鉛ち している とき、 テン ブ しー ト はか 
巧で きま だん。 


デコ/一 みそ テン プレ —t •として » 巧 する 

く テンプレート «存> 


ッーん>^ニューの[テンフレーりじ巧运ミれます。 


1 メール ま 示 面面で©*  [ち録 / 巧 巧] ►[テンプレート 
巧存] [はい] 

• ジール 作な 中な： ソール 作成 画面で©  ►[テン プ レー トな锅 ► 
[ない] 

• テン プ しー トを呼 U 出して 巧 巧した ときは、 保径 ちまを 這択 
でぎ ます。 


•地, w た 

• 保 巧した テンプレート C な， 目 動的に 保を 曰 時を ちと C した 9 イ 
トル 爸ヴ 巧け 5n ます。 

側:  200 目を 4 月 22 日 午を 1 時 5 巧 7 超) ご 保存 一 [080422 J305 日 7] 
♦ 作成 またな 送 愛 毎した デコ ジールに 帝が ファイル 巧 あってち、 流 
巧 ファイル なしで 保存 さ 〇 ます。 

• ファイルが 限ち n ている ときは、 函隹な 削 おきれて 巧淳 ミむ ます。 

〇  0  〇  C 

;〕 イー ル じ 挿入され ている 西* を活提 する 
< 本文 中垣 ホ 巧 巧. > 

タール 表示 面面で を) ► [本文 中函霞 お强] ► 面 急を 這ぷ ►  〇 
• 西 毎の 保を 画 倭を 這ぷ [はし リ ► フ ブル ブを 違ぶ ►© 
♦ デコ ソ給 スミの 保 毎: 函每 を這ぷ ►  ®  ► [なし、] 

因 ま お 別 5 だ 

♦ 画 毎は データ ボック: 3 の 7 イビ クチい の [ i ちー ド] または [デ 
コ >^ビ クチ t^kmicroSD 夕 亡。 一たー ドの [その 化昏止 画] 巳 保 
巧さむます。デコジ绘スすな、データポックスの7イピクチ^^の 
[デコ ソ绘ス 字] に 保 巧 さ 〇 ます。 


-卜を る 互 ■«> 


I 待ま函面で@>  [テン プ レー ト] 

2 テン プ レー トを 選ぶ ►©! [お ま] 

3 デコイ ー ルを な 集© 巧 巧 方 まを 選ぶ @ 

0  0  00 

テン プ しー トの タイト ルを 巧 S する  <  タイ ト .い 

テ ジブしー ト を這ぷ ►货 ►[タイトル お 集] タイトルを 巧 
集 ►© 


テンブレー^^を削なするく削向ン 
1 テン プ しー ト を道ぷ ►©►指!) 時；] 

2 削が 方 まを 适ぷ 
- [1 押 削除] 

[畳 巧 削除] ► テン ブ しー ト を涅ぷ ®  (< りおし 可） ►  @ 
[を 押 削除] ► 箱末歴な番音をへて!  ►  © 

3  [はい] 

テン プ レー トの鲜 巧 « 远を 表示す る-. 巧虽巧 > 

テン ブ レー ト を适ぷ ►西 ► [巧 巧 表示] 


ファイルを 添付す る 


I たー ド タール じ 静止 面 やを 画 / i ちーシ ヨンな どを 流 巧して 
を 信で きます。 

♦ データな 含を* でを ブ ： 2 M バイ ト、 10 恼 まで 添が でさます。 

♦  1 1— ド ソール 添付 か FOMA 端末み への 出力 巧 禁止ち n ている 
ファイルは 送 這で きま だん。 


■ 療巧 できる ファイル について 


イソー ジ 

JPEG 画き、 QIF 函 を、 GIF アニタ-シヨ ン 

ソ □デイ 

SMF、MFi 

i 亡ー シヨ ジ 

MP4 

トル わ .h •ル 方 （詳 巧） 

トルむ： 1K バイ h* まで 
トルむ (结 細）； 10 (たバイトまで 

霉記 婚 

vCard 

スク ジュー ル、 ToDo リス!- 

vCalendar 

ブック 7 —ク 

vBookmark 

その 化 

microSD>：  5 リー たー ド 巧の その他の 
ファイル 

方式 ラ おお (を 止 画） 

万 ソラ 巧 起動し、 适 をした 静止画を 硫巧 

力 式 ラ捏お (動画） 

た ソラ 巧 起動し、 适 をし 巧 動画を す 

夕 

I 

ル 
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ィー ルが 巧函 面で 兼 付が (添付な し) を惡ぶ ►  © 

2 添が ファイルを 塞ぶ 

【イメージ] 面 像を 苦ぶ® 

【メロディい イロ ディ を a ぶ > ® 

[\ モーション] ► お旧や J モー シ a ン を* ぶ：® 

【トルカ] ► トルカを 苦ぶ 

【巧 話 > 登録 場 巧を 叟ぶ >  @  t 名 的を 爱ぶ ►  @ 
【スケジュール] 直 島* •巧を 巧ぶ •© ►(曰を* ぶ 
スケジュールを a ぶ 

X 登 豫逼巧 巧 [microSD] のとき は 揉 作な し 

[ToDo] き 島 i* 巧を 苦ぶ >  ®  ► 巧 》 予定を 爱ぶ >  @ 
[Bookmark]  ► 登 負* 巧を 萬ぶ 卜 ©  ► ブック マークを 涅ぶ 
© 

【その 化】 ファイルを 惡ぶ 
【カメラ 拉動 (静止 函 り*© ►© 

【カメラ お 巧 (断 宙)] ►  ®  ►  ©  ^  [保 巧] 


♦ き值 側の 骑末 E よっては、 受這 できな なったり、 正しく 表 巧 •巧 生 
できない こと 巧 あ U ます。 また、 動画 ヴ粗  <  なったり 、連続 静止画 
じ 変換され る こと ヴ おり ます。 

カタ ラ芭巧 (巧 と 函） について 

♦ 攝 をさむた を 止 画は、 r 巧受 ;240X400」 ヴ イブで [巧 タラ] フ マル 
ダ C 保存ち むます。 

カタ ラ 色 巧 谢函） について 

♦ 攝 をき むた 動函 は、 rOCIF;  175X144」 サ イブで [方ジ ラ] フ オルプ 
ご 保存 ちれます。 

•  500"\ •イトを 超える！] 画 /  i モーシ ヨンを 下記 «谊*な かの 巧 
隹じ 送る と S は、 [ジール 巧 (巧)] を 這 巧して  <  ださい。 

《 9031 シ U  —ブ、 904i シリ ーブ 、如 己 i シリ ーブ、 703 ろ リープ 
(P703iu  を 除く)、 704 i シリー ブ (P704iu  を おく)、 705 i シ リー 
ブ、  F  日 Oil 
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庶巧 ファイルを お 猫す る 

流は) ■を 違ぶ ►©►ファイルを 逗ぷ ►  ® 

巧は ファイルを 追加す る 

爺は) ■を 還ぶ ►©►[添付 ファイル 追加] 「ファイルを 悉巧 
する」 の* 巧 2 へ 
う 巧 ファイルを お 巧す る 
1 添 阿 « を涅ぶ ►© ►ファイルを 這 ぷ>@ 

2 おが 巧 まを 逵ぶ 
、 [1 件 巧 巧〕 

[逞巧 巧 お〕 レ ファイルを 送ぶ® (< リ逗し 巧） ►  © 

[を かお 隐〕 

3  [はい] 


ー ルな 巧 


i モー ドメールを 保存して おき、 あと 
で 送信す る 


-56* 巧 巧す る 


1 メール 巧が 面面で© ホ [巧を] 

♦ ホ 送值巨 OX じな 毎 まれます。 


な «/6 巧した i モニ お夕ー ルを* tijasm す夕 


麵を 巧した メールを！ ■集 •巧を する 
1 をち メー ルー居 画面で；*- ルを 進ぶ ►©►汚) 
2 巧 ま •再を する 

. [tSIK いゾー ルを 
- [再を] 


■巧 巧した メー ルを 編集 •を 巧す る 

ホを ち；*- ルー居 画面で メー ルを 進ぶ €)^メール 
を活堯 ® 


メール 自 ft* 巧 


\ モード メールを 受 巧した ときは 


• ソールを 受售 すると 巧の マーク 巧 表示 さ; n ます。 
7 —ク の* 巧 


囚 

(禄 受） 

未読 i ちー ド*^^  — ルあり 

な 

未読 i  t— ド；>(— ルと51^15あリ 

B 

FOMA 蹄 末 巧の 受®  i たード ジール や SMS 巧い つがい 

囚 
啸 を） 

FOMA 節 末 巧の 愛值 i モー ドソー ル や SMS および 
FOMA 巧ー ド 巧の SMS 巧い つない 

囚 
请 色） 

未 試 i た ー ド 式ー ル/ SMS/ メッ t— ジ あり （フル 
ブラウ ヴや のみ） 

强 

(巧 文ぞ） 

未読 SMS あり 

画 

(青 又ぞ） 

FOMA たード 巧の SMS ヴ いつがい 

因 

(青を} 

i t ー ド t ン ター じ ソール 史 U 

面 

f  t ー  ド t ン ターの ツール 巧し、 つばい 

i モー ドたンター巳*：>^ール巧保管ちれていてち、 [因] (青を) ヴ表 
巧 ちれない こヒヴ あります。 

夕ール 這 巧受值 おちを [ON] じ設 ちして いると きは、 [回] (青を） 
か 〔苗] は 表示 さむ まだん 0 


•  I 亡ード ル 1 件 C つき、 添が ファイルち 含めて 10CK バイト ま 
で 自動き 值 できます。 100 K バイトを 超を る 添 巧 ファイルは、 

i 亡ー ド t ン ターな 5 をを! で巧淆 できます。 

• 保存す るジ モリのを き 客 星 巧ない ときは、 保 塞 ちれて いないな 巧 
日時の 一き ちい K 試 ジール C 上さき ちれます。 

•  FOMA 掃 末 ヴ巧① ような とき C 送 sn てきた i モード ジール か 
ジッ tz  — ジ R/F は、 i モード t ン ターに 保 含 ミれ ます。 

■笔 源ヴ A ってい K いとき It ルフ ちード 中 
■ 里 外  ■ テし ビ弯記 や 

■ お まなせ □ック や  ■ ホみ 據通這 や 

■  i  C 适售中  ■  FirstPasst ン 9 - 接続 中 

■ 保 蛋や未 K の i モード ジールない っばいで をき 客 星 巧ない とき 

1 I モード メールを 自巧 的に 受信 （[回] 点 巧》 

• 受售の や 止;® 

• タイ ミン ブ I こより 受 宿ち 打る こと 巧あリ ます。 

2 ま信お了を、 i モード メールの 受信 ま了函 おがま 示さ 
れ、 I モード メール 著 信き が P, きる （[図] き 示） 

♦ 愛 垣 ミ 3 画面で、 巧ち 溪作 しないで そのまま ごして お  <  と 、約 
30 秒を、 吕 動的 C 受® 前の 画面 C 房 U ます。 

♦ 巧受 画面に 房る と [因 巧 看 ル あり] 巧 表示 ミ 打ます。 

•  FOMA 節 末を 閉じて いると きな、 ヴブ ディつ ブレイ C [受® 売 
3] とを 巧 さむます。 

麵 巧 音を 止める とき 
• 受僖目 OX —黄 面面を を 巧;  〇 
♦ 受垣 前の 画面を 表 巧: 画、 因 
♦受 值完 3 画面を を 巧; 〇 

3  [メール] ►メー ルを 進ぶ © 


夕 
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ル 
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ル 


•  了〇、0(^己〇〇を鉛至できるド0^み强末やパソコジなどウ5送运さむ 
た I モー ドソー ルは、 自みヴ To、Cc、Bcc のど nc 当てな まる 巧を、 
FOMA 輔 末で 宿捉で きます。 

♦ 通 おや、 i アプリ ミな や、 カ ソラ 起 お 中、 バター ン デー タ 更新 中 C 
式 ー ルを 受值 したと 妄は 、ツール 看 這 音ぶ 巧り まだん。 


ー ル « 巧 ま fl 


モー ド メールを 遇択 して 受信す る 


I たード t ジターに 保 着ち n ている I たード ジー ルの タイトル 
などを 棍强 し、 愛 信す るソー ルを 邊 巧したり、 愛 信 前 じ i ちード 
t ン ターで タールを 削がで きます。 メール 透 巧を 宿を ご ネリ 巧 ごな 
るた めじは、 あ 5 ウ じめ ソール 違 巧 塞 信 設定を [ON] じ設 をし ま 
す。 なお、 [ON] に設 ミした ときは、 目 K 的 じ I 亡ード y- ルを き 
信で きま だん。 

•  i  t  — ド t ンター じ i  t— ド ター ルな 届く と、 巧受函 面に [tz ン 
夕 一I こ 因 あり] と 表示ち むます。 

• ；> (—ル 這 巧受這 錠を C ついては 巧" P. 187 

待受面ぁで感>  [メール 遵巧爱 ち] 

2 夕ール ごとに 巧 目を 進ぶ © 

，-; *7 ア •‘： レの； •ク 


回 

画赁 

m 

トルカ 

ぶ 

ソ □ディ 

匡 

その 化の ファイル 

道 

f シ ヨン 

♦ 六 ー ルを すべて 削除; ページのを 下部の [削な] ► [巧を] 

3  [ま 信/削 お] [ホを] 

• 六ールを這び匡す；[み+^ンたル] 
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ちード 巧ら a 巧受 巧す る  <  夕-ル ぉげ‘‘ 

待 養 画面で®  ►  [  i  Menu] ; [タニ ユ ー/ 検索]' [夕ー ル 這 
巧受箇 


ード间 いさわせ 


I モード 方 ー ルが あるか どうかを 問い 
合わせる 


囲み、 fe ルフ t— ド 中、 驾 源が 入って いないと ぎな どに 送 5 れ てき 
た i  t— ドメール や 式ッ fe— ジ R/F は I 亡ード t ンター 区 保管 
さ： n ています。 i 亡ード fe ジターご 間い 含む だて 受信で きます。 

巧受 面面で®  i  [問い合わせ] ►[! モード 巧い 合わせ] 

•  ®(2 回) または®  ►[i ちード 問い 含り だ] でち 問い 含む だで 
きます。 

♦ 問い 含り だな [因]、 〔面] (禄 を)、 [直] (禄 色) の 順 C おおして き 
毎し ます。 


i た ー ド タールの 返信 方' 法 じは、 受信 ィー ルの 本文: を 引 巧して 返 
信す る 方を と、 本 义を引 巧し ないで 返信す る 方法 ヴ おります。 

1 受信 メール ま 示 画面で®  ►[返信/岳 送] 

• 受僖 タール ー黄 画面/受信 ソール 表示 画面では;®  ►操 巧 3 へ 

2 返ち 方法を 道ぶ© 

3  メールを 巧ぶ •をな 


• 受僖；>^ールの程爸の巧黃じ巧な]巧巧いた垣备な入力ちむています〇 
• き I 巧返运 c は、 本 又の 巧 頭 c じ] 巧 挿入ち 〇、 受信 式ー ルの 巧 客 巧 
曼| 巧され ます。 

• さ值 元の ソール アドし スヴ 50 文す を 超を ている ときは 返® でさ ま 
せん。 返运 でさない i 亡ー ド タールには 愛 這;^ ー ル 表示 画面で 
[迈] 巧 表示 さ の ます。 


寺 早くを 巧す る  <  クイックを 樓' • 

受信 タール 表 巧 画面で を) ► [を 信/おを] ► [クイック 返信] 

► 本文を 逗ぷ ► © ► ® 

离 1 连お則 5 だ 

• あ 5 なじの クイック お径 ソール 投を （げ P.18 目) で 本で を 登録し 
て おぎます 0 10 件まで 登録で きます。 


ー ルち 巧 


\ モー ドメー; レを 化の 巧 先に 転送す る I 


受信 メール 表示 画面で©  t  [逗 信/転を] [転を] 
2 巧 先を 入力 •を 信 


•受信 ソールの 垣 香の 巧更 C[Fw:] 巧が いた 題香ヴ 入力 ちれて いま 
も 

♦ 巧 得巧完 3 した 流が ファイルの みお 送 さ 0 ます。 助 得して しぶい 
送 巧 受径扉 巧 ファイル はを 送ち 〇 ま だん。 

•  2in1 ①モー ドを [デュアル モー ド] に 設 をして いる 場 含、 B アドレス 
巧の  ー ルを 転を したと きは、 A アドし: 3 な 5 の送值 となり、 A ア 
ドし スの 送径艮 OXE 保宮 さむます。 


レス S 沒 /< ち f6B« 


イー ル アド レス や 巧 話 番号を 電話帳に 
を録 する 


養 信 ソール や 送信 式 ー ルのを 信 元 や 巧 巧、 または ツール 本文 亿» 
なれた ソール アドレス や 電話 番曼を 電話 族に 登録で きます。 

メール 表示 面面で®  I  [を録 / 巧 巧] ►[アドレス 登 就 

• ソール 本夕 中の 霉詔蛋 号 や ソール ア K レスの 登録: 電話番号 わ 
ジール アドし つを 這ぶ ►  ©  ► [登録/保 巧] ► [霉詰 « 登録] 

2 電話 》 にち 貸 


♦ 送运 元/巧 巧 巧 巧 数 巧 在 するとき は、 [アドレス 登録] を 這 巧す る  ■ 

と アドし つ 送 巧 函面ヴ 表示 ちれます。 を值 元/巧 巧を 這 巧し ます。  乂 

•  SMS は、 を® 元/巧 巧の 霉班ま 登 ヴ霉結 おの 霉お 番号 巧に 登緣さ  I 

むます。  J レ 


I 選が 受信 添付 フ ァイ ルを 取得す る  I 

愛 信した I 亡ード タールの ヴ イブ ヴ爺巧 ファイルを 含めて 100 K 
バイ トを理 える ときは、一 部 またはす ベての 就す ファイルは 目 動 
的 じ 取得され す、 這 巧 受信 流 巧 ファイル として 受信し ます。 この 渴 
含は、 i たード fe ジター ウ 5 ファイルを 巧 得する 必) 愛ヴ をり ます。 

1 受信 メール ま 示 画面で 添れ ファイル をを 進ぶ @ 


♦ 未 助 得の 逞巧 愛运 流が ファイル 巧 あると 安は、 最下 部 C 保な 期限 
ヴ 表示 まれます。 すべての ファイルを 取得す ると， 保咨巧 おの 表示 
ヴ消乏 ます。 


1 乃 


添付 ファ イ ルを 確認 • 保 巧 •削 除す る 

• 雨が フ 7 イ ルの 樓預 

■を 止 画  ■夕 □デイ  ■  i たーシヨ ン 

■ ト ルウ  ■ 霉記 娘  ■ スヴ ジュール 

■  ToDo  ■ フック 7 —ク 

•流 巧フ ァイん は それ ぞ のの わ テ ゴリの 這 巧した 保 宵 巧 C 保径さ rt ます。 
• 患别 できない ファイルな、 microSD ソ モリー巧ードの [その他] フブ 
ルブじ 保存 さ 0 ます。 

• 添 巧 ■ファイル じよって 13、 正し  <  巧 生 •表 巧で きない こと 巧 あ U ます。 


又 


巧け ファイルを 巧芭 


I 巧け ファイルを 選ぶ © 


♦ lOCK パ イトを 超える ジ □デイは 再生で きま だん。 


卜、、 Di 


-23 ミ： ミ — 1 


1 巧け ファイルを 選ぶ ►©>  [添付 ファイル] [巧 存] 
: [はい] 

• ファイル じよって フォルブを 這んだり、 本 巧/ microSD の 送 巧 
函面ヴ 表 巧され ます。 


♦  I 亡ー シ ヨンを バソコ ン などで 再生 するとき は、 巧 尼の ソフトな 
む 要です。 巧し くは、 ドコ t の ホームページを 参照して < ださい。 

• その おの ファイルを microSD ジ亡 リーたー ドに 保窃 すると、 ファ 
イル 名は rOTHEROOl」 〜 rOTHER999」 じ 変き ミ 打ます。 

•  > (ち リヴ 不足して いると き C、 残 客 通よ リスき い 添付 ファイルを 
助 得する と、 巧 蛋 ま むてい ない 巧 読の 受值 メールけ 削除ち 打る こ 
と 巧あります。 
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1 添 巧 ファイルを 選ぶ [添け ファイル] [メール 
から 削除] ►[はい] 


S 巧 BOX/ を 巧 BOX/ ホを 巧 BOX 


受信/送信/未 送信 メ  ール BOX の メー 
ルを 表示す る 


• そむ ぞれの BOXC は i ち ート‘ ジールと な /S を 合む だて、 巧の 件 巧まで 
な宮 できます 。たどし、 ソ ールサ イブに よっては、 件数は 異な: ります。 


受信 メール 

R ス 1000 件 

さ值 ソール 

巧 乂 500 件 

ホ送僖 イー ル 

巧 乂 500 件 

待受面 旧で 魯 
2  BOX を 選ぶ© 

3 メー ルを 進ぶ @ 

• き僖 / 送® ツールを を 画面で 表 巧:®  ( 1 砂 W 上) まちな©  ► 
[を 画面 t ー  ド 切 客] 

• 画面を 上下 C つク □— ル： 〇 
♦ 前を の ソールを を 巧;  〇 


イー ルを 巧 画面な 5 巧 巧を ヴ ける くち; S み产 

ー ル 表示 画面で©  ► [軍 おお 信] ►電 泣を 巧け る 
巧 連 お 巧 5 だ 

• ち值 元/巧 巧ヴ 、羣き 舌 巧 じ 羣巧室 号を 登録して いる 巧を のとぎ 
区、 霉 記を なける ことけ できます。 


BOX— R 面面の るかた 


送 巧 BOX-R 


受巧 BOX —!! 


末を fflBOX — R 

□  曰且 


，- 1  。， 田 


n フ ブルダ マ— ク 

未 試 ジール 巧 あると ビン ク 色で 表 巧ち 〇 ます。 


巧 

コ ーヴフ オルプ 

♦ 度]〜 画の フ ブルダの 場合、 曲〜 風を} 罕 すと、 巧 巧す る 
フ ブルダの ツー ルー 賛函面 巧 ミ 巧 さむます。 

m 

ソール 逢を 型 i アプリの フス ルタ 

白フ ブル ブち 


百 お 保存 件 S 

日 0X 巧の タールの 辕件敎 巧 表示 さむます。 

田フ ブル プ 巧な 巧 件 S 

這ん 泛フ オルダ 巧の 保 运件致 巧 表示ち むます。 受运 BOX でな、 未輛 
ソールの 件 を ち 表示 ま 打ます。 


夕ール ーR 面面の るかた 


まち イールー R 

D 田 百 

f, こ. II  •コモ S 子 さんか’ 
1AMA  SS 巧？ 

エ 《Blt1 ななす るの つ 
日む 2 日 ドつ モ丈曲 
ぃ でむ 1* ち:  3 いつち G な 
口 >的 子 
■  □— トシ 3 —な 巧. 
«'•’] ト コモ さ？ 

み 巧 ちら otrw ど. 二- 


因 


B 

回 


回 旧 

未 送 « ツール ー R 

B 因 


送® メー ルー R 

百凸  百 


_ が ド3モ百子3んお • 

10:3 日 « 奋巧子 
.•i 巧 呆の予 す 
目む? 5 巧奇巧 7 
9P 曰 13 どうら 

I 的 M な): M け 
.,U ポつ リンク# g 
04/23 ド コモ: I 目 (1 
i, 机き; 占て 会 
M の ド 3 巧 子 


夕 

I 

ル 


回  E 


IJ ドコ ts 二 A ん 》站& 
0V24  lot  A が 
,； <15 さち BES 
A い >; 度 奋巧= 

‘-1 頁 さむけ 


且回回 旧 
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n ま 僖ジー ルの 種 揉 

[教 1 卜 しィ] フプ ルタには、 FOMA 强未 (本な:) と FOMA 方 一K ‘両巧 
の [愛 僅卜 しイ] フブ ルタ 巧の i モー ドク:ー ルと SMS ヴ 混な 表示ち 
〇 ます。 


囚 

未 試 1  t  — ドジー ル 

を 

末 読 i 亡ー ド —ル 
(巧 萬 育） 

a 

旣読 i  t — ド ジール 

お 

巧 筑 i ち ー ド ジール 
(巧 萬 有） 

图 

未 試 SMS 

强 

未読 SMS (な 里ち） 

證 

K  試  SMS 

を 

既試 SMS (保 受 ち） 

证 

ソール 逢を 型 i アプリで 
の未統 i モ ー K ジール 

辱 

メール 連動 型 i アブ U で 
の 未 試 i t— ド ソール 

(巧 » 育） 

苗 

ジール 逢を! 型 i アプリで 
の 巧 読 i たー ド ジール 

を 

ソール 運動 型 i アプリで 
の既試 i t— ド ソール 
(保 萬 育） 

纪 

返值 巧み i トト ソ— ，レ 

お 

を售 巧み i  t ー  ド:)^ 一ん 
(巧 » 有） 

お 送 巧み i 亡ー ド； ー ル 

轻 

E 送 巧み i たー ド ツーん 
(巧 萬ち） 

逗 

FOMA わード 未 試 SMS 

盈 

FOMA わード 旣試 SMS 

白を 佳ジー ルの 涅揉 

[送 這卜 しィ] フ 7 ルプ じは、 FOMA 規末 (本 佑) と FOMA 巧ード 両万 
の [送 這卜 しイ] フス ルタ 巧の i モード ソールと SMS ヴ混枉 表示ち 
むます。 


眉 

送值 済み i ちー ド; ー ル 

爲 

送售 をみ i t ー ド ジーん 
(保 萬 育） 

m 

送值 ちみ SMS 

昭 

送 宿を み SMS (保 塞ち） 

留 

ソール 逢を 型 1 アブリで 
の送值 巧み 1 亡ー ドソー 

J レ 

屬 

メール 連動 型 i アブ U で 
のを 宿 済み i たー ト •ジー 
ル (保 a 有） 

厕 

FOMA わー ド 送 运ミ斉 み 
SMS 

白 ホ 送 佳;^ ー ルの ち涅 


昌 

ホ送值 i 亡ー ド タール 

国 

未逸备 i ちー ド:^— ル 
(巧 » ち） 

m 

ホ送值 SMS 

固 

未 送 宿 SMS (巧蛋 ち） 

田 フォルブち 
百坦さ 

巧 頭な 5 全ち 10 です (半ち 21 文す) まで 表示 ちれます。 全ち 10 文す 
(半 負 21 文ぞ) を 超 亥る と、 を S  9 文を (半角 19 文す) まで 表示され、 
隆な r …」 の 表 巧と な U ます。 壁 香の ない ソールは [巧 這] と 表示ち 
〇 ます。 

回流 巧涅别 7 —ク 


£] 

GIF 函 毎/ JPEG 画每 

圏 

未 巧 得の vCalendar 

迎 

ソ □ディ 

图 

Bookmark 

國 

i アプリ To の情活 

な 

表示で きない データ 

駐 

夏] 画 /  i  t  — シ ヨン 

詞 

電子 ま 養/電子 巧ち/ 
霉子コ 5 ック 

画 

h* ル 方 •トル 乃 (許 巧） 

を！ 

羣話脹 

を！ 

添れ ファイル 毎 数 あり 

巧 

スウ ジユー ル/ ToDo 

H2in1 の モ-ド 里 則 

[デュアルち ー ド] のとき I こ 表示され ます。 


回 B アドし ス 巧の；^ ー ル/巨 ナンパー 宛の SMS 


回 時き 谓正 

[%)  海み などで 日時 巧 時差 葡正ま 打てい る ベール 

回受僖 日時 (受僖 ー ル)/ を值 日時 (を运 タール)/ 巧存 日時 (ホ 送值 
ジール） 

当日な 時閨、 当日 W かは 曰 巧ヴ表 巧され ます。 

旧 送 佳 元/巧 巧 (送运 巧） 


をを 面面の るかた 


受 ffl メール 表 巧  送® イー ル 表 巧 

D  曰 曰 田 回  〇  旦曰 B 


ま运 トレイ  ’w し  2 

3»0/W づ 6 け: 18 - 

巧； - 

さ レィ ；-；  5 

巧 か0 が 3 12:00 
し ド コモ 太站 

I ド コモ S 子さん g 巧 さ 至 

回 

!： ポ ンヴ 》 呈 

na  -••-><  1  - .づ1 丘 

口ち さ e ちしたい とちい 3 

r.  Ml 单 は 

1、 ク ちの tfS 店です •  1&6 
SS 讨 したので. 邑て < だ 

回 

7 て *85 行い 39. WS 
3 すを? ち. S 巧; d  い 
ご t のボ 7 リン ヴ S で 9*, 

-EHD- 

-END- 

1 

もも 

ろ滋 

1— IB — 

W - 

n フ マん ブち 

P 巧 9 つ _ つ 

巧 萬 さむて いると き C 表 巧 さ のます。 

百受僖 ち别* 

受 毎香别 (To/Cc/ 日 CC) 巧 表示 さ 0 ます。 

曰受僖 日時* 

I モード t ン ター または SMSt ン ターで 愛僖 した 日時け 表 巧 さむ 
ます。 


曰送径 日時 
回送 径 元* 

送 這種别 (To/Cc) は 同 番ヴ設 を ミ 打てい ると を 示さ 打ます。 


み 

Tol こ 指定ち tl ていた アドし ス 巧返僖 不可の 语含巧 0 文 すを 
垣を る 場 含な ど） 

を 

CcC 指を ま むていた アド レ つ ヴを宿 不可の 場 台 巧〇ス すを 
超 文る 場 含な ど） 

田 巧 巧 (送运 巧） 

タールの 宛 巧 (送信 巧) と 送 值隹則 (To/Cc/ 目 CC) け 表示 さむます。 


回 里 さを 

回 本文 

文末に 巧卜 END  -] 巧 表 巧 さ 〇 ます。 受毎 可能 ス すなを お 文た とぎ 
は、 [/] またな [//] ヴ 表示 ミむ、 超えた 部み 巧 自動 のじ 削除 さむ ま 
す。 


旧 添付 涅則 マーク/ ファイル S 


a 

GIF 函鱼 /JPEG 画 侵 

留 

未 巧; 导の這 巧 愛 值凉巧 
ファイル 

创 

ソ □デイ 

駐 

を 画 / i t— シ ヨン 

窗 

巧 得 途中の 送 巧受值 流が 
ファイル 

画 

h* ル 巧 •トル 乃 (許 巧） 

を！ 

羣話脹 

m 

巧 得 不可の 這 巧受值 添が 
ファイル 

巧 

スウ ジユー ル/ ToDo 

m 

Bookmark 

因 

おり 巧け デー タ 不正/削 
お済みの 添 巧 ファイル 

固 

表示で きない データ 

留 

羣 子ま寫 / 電子を ま/ 

笔子 コミック 

FOMA 巧ード 君! 巧 制限 巧 
目 目巧設 をち 打てい るフで 
ィル 

※ 2in1 の 巨 アドし つ 巧の ベールぶ ときは、 受« 種别や アイコンのを ヴ 
想を で 表示ち 0 ます。 


■ フ オルダを 作ぶ する く フォルダ 巧 《 巧ぶ > 

受 這/送 僖 / 未送运 BOX — 寅 画面に ユー ヴフ 3 ルプを 新規 作成す る 
ことげ できます。 ユ ーヴフ オルダは、 そ打ぞ むぉ ス 20 恼 作成す る こと 
巧で きます。 
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60乂一度函旧で©>  [フォルダ营理] [フォルダ 巧規 
巧 助 

2 フォルダ をを 入力：© 

■か 材 a 

• フ 7 ル ダ S はを 角 9 又 字 (半 再 18 又 字） まで A 力で きます。 

■フォルダ をを 讓集 する  <  フォルダを 纖《> 

コ ーヴフ 7 ル ダの フォルブ 舍を 変更す る ことなで ぎます。 

ューザ フォルダを 進ぶ®  >  [フォルダ 营理] ► [フォ 
ル ダを 巧 集] 

2 フォルダ ちを 編集 ►© 

■フォルダの 表示 顯を 上に 移 助す る  <  フォルダ 法 田け） > 
ューザ フォルダを 進ぶ®  ► [フォルダ 营理] ► [フォ 
ル ダを 巧け）] 

■フォルダの セキュリティを 巧定 する 

くフ ォルタ セキュリティ > 

； フォルダを 里ぶ •©►[フォルダ 官 巧] [フォルダ 七 
キュリ ティ] 

2 端 ホ 暗証番号を 入力 ►© 

3 設 をを 涅ぶ ►公 


• フォルブ わ キ ユリ テイを 設定す ると、 フォルブの マー クヴ [田] C 
変わります 〇夕ー ルー旁を ま 巧 するとき は、 筛モ 暗記 番呈 を 入力し 
ます。 


■ユー ザ フォルダを 削な する <«»> 

1 ユーザ フォルダを 进 ぶ.©  ► [削除] 

2 削な 方法を 選ぶ 

- [フォルダ 1 件 削を] 

[フォルダ 里 巧 削 お]. フォルダを* ぶ© (<  y 返し 巧） ►  @ 
[度 技を 件 削除]* 

[ホ 巧を 件 削を]* 

[を 苗 I 除 （フォルダ 巧)] 

[をが 除 （フォルダ; 肖)] 

& 受恒 BOX のみ 表示 まれます。 

3 巧 ホち 証 番号を 入力 ►©; [はい] 

を、 .1 呵— 

•  FOMA む 一h •巧① SMS な 削除ち むま だん。 

• 保 藻き の ている タールは 削除で きま だん。 

• ジール 連 お 型 i アプリ フ ブル ブ じが 巧した ソフト 巧 あるときは、 
フ マル ダを 削除で きま だん。 ソフトなない ときは、 フブ ルタを 削除 
で 安ます ヴ 、愛运 BOX、 さ 信 BOX、 未を 宿 BOX —ち 巧 C 巧 成さ n た 
化① タール 連動 型 i アプリ フ ブルダち すべて 削 おさ 0 ます。 


する 


■  メー ルの « 示を 切りな える  <  表示 切 《> 

一宾 画面の 表 巧ち まを 遺 巧 こと ヴで をます。 

1 メール ーg 画面で©  e  [表示 設 を] ►[表示 切替] 

2 表示 方 まを 選ぶ© 

■ ま巧メ ー ルの 差出人の アド レスを ホ 示す る 
< アドレス « 巧 > 

1 メ ー ルを 進ぶ‘ を ) I  [表示 留ま] [アド レス 巧 致.] 


■  メー ルを なべが える  <  ソート > 

1 イールー K 函 面で©  r  [ま 示 を を] ►[ソ ート] 

2 ソート 方法を 進ぶ ►© 

■  メ ー ルを 话 るで おを する <* を檢* > 

1 タール ー度 函面 で©: [埋ち 検索] 

2 义ぞ 巧を 义力 ► ® 

♦ 又す 列は を ち 巧 文す (半角 30 又す) まで 入て! でぎ ます。 

■  メ  ー ルを がの フォルダに 移動す るく 巧 《> 

夕ー ルを 選ぶ >©1  [移な/ コピ ー ] [移飢 

2 按 巧 方法を 進ぶ 
[1 件を 動] 

【* 巧を 動] ► イー ルを a ぶ©  (< りちし 巧） >  @ 

【フォルダ 巧を 件 巧 »] 

3 フォルダを 進ぶ® 

♦ 送 巧 移 おのと き、 遵巧 できる のは 50 件までで す。 

♦  2わ1 ご 利 巧 時に、 フ プル ダの 全件稳 おを 巧 ラと A モード /B モー K 
で受径 した 雨ち ① ジール 巧 移を します。 

■  メ ールち示函面でを)のフ ォルダに移»する<  1 株を 》> 
1 イー ル ま示函 面で©、 [を 巧/コピー] ►[! 件 移 巧] 
2 フォルダを 進ぶ® 


■  /ー ルを 巧® する <«Ht> 

1 メールを 進ぶ •© ►[巧 護] 

• ジ-ル 表巧函 おでは:©  >  [保 萬] ►  [ON] 

2  [巧 護] なま 方法を 進ぶ 

♦ 〔 1 件 « お 

• [爱巧 保 a]  メールを* ぶ© (< り 巧し 巧） >© 
- 【フォルダ 巧を 件な 8〕 

♦ 保 塞の 解 降： 〔解除] ► おおた まを 這 巧 


♦ 遵巧巧 萬/おな すると 安、 這 巧で きる のは 50 件までで す。 

•  FOMA ウー ド 巧の SMS なお 蛋 でき まだん。 な 活 ち?！ ている SMS を 

FOMA わ一 K じ コピー すると、 保蛋 はおが ちむ ます。  - 

•  2in1 ご 利 巧 時 じ、 フプ ルタのを 件 保 里/巧 除を 巧 ラと A た ー ド /B  , 

モードで 受信した 両 巧の ソール ヴ巧蛋 /おかされます。  了 

■  /  — ルを 削 おする く 削除  >  ル 

1 メールを 進ぶ ►[削除] 

• ジ-ル 表 巧 国 おでは:©  ►[ 1 件 削 劇 ► [ない] 

2 削な 方法を 進ぶ 
• 〔1 件が 持] 

〔« 巧 削 お] メールを* ぶ© (< り 巧し 巧い© 

【フォルダ 巧 巧窃断 巧]*^ 巧 ホち なさ 号を 乂力 >@ 

〔フォルダ 巧 ホ 巧が 除】*; 巧 末ち な •ちを 义 力*© 

〔フォルダ 巧を 件 m 除〕 巧 ホ 巧な さちを 入力 >  @ 

X 愛值 ジールの み 表示 さ 打ます。 

3  [はい] 


• 選 巧 削除のと き、 适巧 でぎ るのは 50 件までで す。 
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s かけ a 

•  2ゎ1 ご お 巧 時に, を 件 削除を 巧 ラと At  - ド/ B 亡ー ドで 受 垣した 
両方め ソール 巧 削が ちれます。 

■  i アプリ フォルダ 巧の メー ルを 削除す る <*!»> 

1 BOX- 居 画面で i アプリ フォルダを 遇ぶ >©► 

[i モー ドメール 巧 g]  ©►[削除] 

2 「メー ルを 削除す る」 の 操作 2 を 行う 


> ー ルを お棋 みり センター 435 巧す る 

< おかみ セ ン^^ ur> 


>  FOMA 銷末じ 保淳ミ ri ている i たー ド; =4 —ルホ SMS をな 辱で きます。 

.  • 本ヴー ビスな あ 申し込み 巧む 要な 有料 ヴー ビスです (お申し 边み C 

^  は i た ード寶 お) 巧む 要です)。 

ル  1 ィー ルを 塞ぶ ►©►[お 巧 かり センター にな 巧] 

• 表 巧して いる •y — ルの みな 昏： ジール 表 巧 画面で©  ► [お預 な 
リ t ン ター じ 保径] ► [はい] ►筛末 暗記を 号を 入口  ►  ® 

2 巧を 方法を 進ぶ 

- 【1件《巧 [はい] 

[a 巧な 巧] ィー ルを 这ぶ €>(< り あし 巧） ►  @  ► [はい] 

- 1W 牛まで 這 巧で ぎます。 

3 端末ち 註 番号を 入力 © 


♦ 本文 ヴ イブな 10000 バイト または 拝 入国 毎の 含き 十ヴ 9CK バイトを 
超える タールは 保 否/ま 新で さま だん。 

•  SMS 送達 通知は 巧 淳で妄 まじん。 

• 保 巧した ソールの ご お! 用の 咨 巧じ ついては、 f ご 利 巧巧イ ドブ 、シク 
( i 亡ード <FOMA> 編) j を こち <だ ちい。 
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を 受信した ソールの 届歴を ネリ 巧して、 イー ルを 送屋 した U、 巧を 
の：>^— ルアドレスや電お番皇を霉«き«じ登録できます。 

•  B 巧 のちのな 5 愛值 / を值 そむ ぞれ 30 件まで 記 宿さ むます。 そむを 
超を ると、 古い 贾歷の 順 C 削な さ 0 ます。 

■ 度 お 一 K 函 旧/履歴 辞 巧 面面の るかた 


n 医- - tt 函面  ぶ 歷詳巧 画面 


■日 4 の 口; が 因 
K ち 巧 子 


a 昆歴 ①隹揉 


曰 

i t—K ソール 

西 

SMS 

巧 

返 宿で きない ジール または 発僖香 番号が 通 巧の SMS (ジー 
ル受宿 贾歴) / 送 僖を巧 巧した ジール (ソール 送语 履歴） 

日 g 這 日時 (ジー ルき 值届 歴) / 送信 日時 (夕ー ル 送 运唐思 


か 海外な どで 日時 巧 時差 请 正ち 〇 ちとき C 表示 （ i モ ート‘ 
%  L ベ-ル 受运 時は 表示され まだん） 

曰 巧手の ソール アドし ス または 霉茜番 登 
凸 巧手の 香 前 

笔話很 I こ 登録され ている とぎ じ 表 巧 ちれます。 


目 2in1 の 亡ード 宙别 

[デュアル t- ド] のとき じ 表示 去れます。 

B  Ib アドし 3 巧の _X- ル /B ナンパー宛の SMS 
回国 度を 畳 

巧し い 順 C ま呈巧 表示 さ 打ます。 

■ B おを 利用して メ ール をち 信す る 

待 ま 画面で 〇( 日!)/ 〇( 巧 J) ，を 

• ソール 送 垣 履歴/ ソール 受垣属 歷一育 面面 C 切 査：运 >  (送径 垣 
垣)/ @ (黄 垣 届 お） 

2 远 ほを 涅ぶ ©►©  ►メー ルを 巧が をち 

■  « おの ゾ ール アド レス や S 括 番号を 巧 括 曲に a なする 
远 ほを 送ぶ ►を)： [電話 巧 登録] 電話 巧に S 録 

• 属歴を 細 画面では;®  ► [覃記 焦 登録] ► 電話帳 亿登绩 

■  メー ルの a おを 削除す る <*|»> 

1 远 おを 语 ぶ:‘©! [削 巧] 

2 削を 方 まを 選ぶ 
• [1 件 削除] 

[を 件 助 お] 巧 末ち な S ちを 入力'* @ 

3  [はい] 


•  2ゎ1 ご 巧 田 時 じ、 を か 肖!! 降を 巧 ラと A たー ド /B 亡ー ドで 受信した 
両方め 受居 届歴な 削除ち 〇 ます。 

■  B 皮から* 巧を かける お 《> 

軍記 脖巳 電話番号 &尝録 している 巧手に 発 垣で ぎます。 

ほおを 度ぶ:’©;. [電話 発 宿] 

2 電話を かける 


[FOMA 


端末の メー  ル お 能を 設定す る 


1 待ま函旧で@>  [メー ルを を] [文字 サイス 設定] 
2 項目を 进ぶ毎 
3 文字 サイズを 道ぶ ►© 


ゴー ルを 示 画面で フン タッチで 文す ヴ イブを 切り 客え る 
夕 字を 小ち  <  する: 〔五 
文字を 大き  <  する: 因） 

ソール 表示 围 面で サブ メニ ユーな 5 文字 ヴ イブを 切り 客え 
る < スぞヴ イブ 巧 左 > 

タール 表示 画面で©  ► [夕 字ヴ イブ 段を] ►夕 字ヴ イブを 道 
ぶ ►© 


夕 

I 

ル 


メー ルを 自動的に フォルダ だ W ザけ る 
<■ ザけ W 沒老 > 


コーヴ フス ルタ 亡 振ろ け窠 件を きをを すると、 窠件じ 合った i たー ド 
ジール や SMS を 自動的 C 振り 分 口 •る こと 巧で ぎます。 

• 受 毎/送 宿 BOX で、 それ ぞむ 25 のフプ ルタ （ i アブ IJ フ ブルダを 含 
む) まで 振りろ 口け でき、 1 つの フすル ダに 10 件まで 振ろ け窠 件を 
設定で ぎます。 


1 的 


■おかけ 条件に ついて 


アドレス (差出人） 

差出人の;^- ル アドレス 语 僅;^- ルの み） 

アド レつ (差出人/同 法)/ 
アドレス (さ « 巧/同 巧） 

受® ソー ルは From、 To、 Cc/ さ 值ソー ル 
RTckCc、 Bcc(I! 上位 フブ ルタな 5を 巧） 

プ ループ 

FOMA お 未 (本な:) 霉話娘 1 こおを を； n てい 
る ブルー プ 

題 香 

壁 名 C 含ま 〇 ている ス字列 (を 角 1 己 文 
ミ/半角 30 又 ミまで 入力 可） 

羣お曠 登録 g： し 

FOMA お 未 (本な:) 電話 婚| こ 登録 さ； art、 
ない 巧手な 5 ① *>4 -ル健 信  > :-ル 巧、 霉 
詰虑未 登録の アド レ ス 巧送值 巧/同 巧に 

1 件で ちを だする とき） 

をて ①愛运 (を 培) ー ル 

すべての ク:ー ル 

乂  • 巧な の フス ル ダの 振 分け 祭 件に 含 致した ときは、 [フス ル ダ 1 ] 巧 R 
:  ち あ 制 民 位 巧 高  < 、一番 下 C 表示 まむ ている フォルダ 巧 ft ち 运巧順 

ル  位 巧 低  <  なります。 

• シークし ツ h* 登録した 羣話 « データは、 登摄 されて いないのと 同じ 
投 いじなります。 

• 送 這 ろげ） モード 端末 (mova 含む) ① アドレスのと きは、 

「感化 como.nejp」 は 省 巧で きます。 また、 電話番号を 指ち すると 
SMS ち 振 U タヴ 5 むます。 

• 廷 常の;^ ー ルを •y — ル 連を 型） アブリ フス ル プじ振 U タヴる こと 
ちで きます。 このと き、 ソール 達を 型 i アブリの 振を け 萬 许巧运 巧 
さ 打ます。 

•  I アブ リツー ルは 握み なち 件 I こ閔 巧な < 、巧 巧す る；^— ル 連！] 型 
I アブリ フォルグ C 振りみ け 5 むます。 

•  2in1 利 巧 中に;^ ー ル 握み ヴ実 件を 錠を する 場 含な、 [アドレス (差 出 
人)]/ [アドレス 僅 化 人/同 强) / アドレス (送® 巧/ 0 揉)]/ 懼 
€]/ [をて ①受值 GM 垣); > (ー ル] の窠 件で ご 利 巧く だまい。 
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■ フォルダに 毎分け を 件を 設定す る 

フォルダを 遵 ぶ© 1 [巧 分けを 件設 を] 

2 登録す る 番号を 望ぶ © 

3 振 分け 条件を 設を 

’ 〔アドレス （差 化 人)]: 入力 方法を » ぶ ►© ►メー ル アドレス 
を爱 巧/入力 ►© 

【アドレス （舍化 人/同*)]/ 〔アドレス （をな ホ/同 島)] 入力 
方 まを 巧ぶ 卜 ®  ►夕 ー ル アド レスを 装 巧/入力 ►  ® 
【グルー乃 グルー プを 忍ぶ i>® 

[居ち] 文字列を 入力 
[«£» 畳沒 なし] 

， 〔をての 受巧 (を 巧けール] 〔はい]* 

^ 振み C 条件の 【正!] E おちさ 0 ます。 [いい 是] を 這ぶ と、 指を 
した 登録 先番 号じ投 をち むます。 

4 樓教の 振 分けを 件を をを するとき は、 操が 2 〜 3 をく 
り涅す 

5® 

■巧ました 巧 分け 条件を 削 おする 
•; フォルダを 選ぶ©' [振 分けを 件 IS を] 

2 振 分け 条件を 送ぶ ►巧） 

3 削 お 方法を 進ぶ©; [はぃい® 


’：&* 付ける < •を 量 >〉 


• 暑 香な 1 件の み 登録で きます。 

• 本文な をち 日 000 又享 (半角 10000 です) まで、 擇入 画を は 9(K バイト 
まで 入で できます。 巧 巧 [J] ち 入で でぎ ます。 

1 待受面 旧で®  ►[メ ール設 を] [さるを 録] 


2 署 ちを 入力 ►©  [ON] 

• 暑 香の 削 降: 看 名 表示で 画 （ 1 砂 tLt)  ►  ®  ►  [OFF] 


1 含 わせ Ci|i|Wii.iBiikll, 


i たー ド SS い 含む だを するな ど ラヴを 隹預别 （ジール、 タツ tz— ジ R/ 
F〉 じ投 をで きます。 


待受面 あで @  ►[メ ー ルを を] [I モー ド 巧い 合わせ 
設 を] 


2 挂 « を 送ぶ® 

3 設 まを 涅ぶ ►©►を 


1 待受函ぁで@>  [メールを を] [メール 楚巧 受信 設 
まい にが [はい] 


.•け リの一 


• ゴール 選択 受值設 をを [ON] に投 ちして ち、 i  t ー  ド 問い 含 〇 だを 
巧 ラと すべての ソールを 受值 します。 受值 した  <  な いとき は、 

1  t— ド 巧 い 含む だ設 巧で 式ールを [OFF]  I こ 鉛ち して  <だ ちい。 


ソール メンバー C 登録して お  <  と、 巧 巧を 1 件す つ 指を する 同 巧 送 這 
①揉 巧と な 異な U、 一度 C 巧 数の 巧 巧を 僖を できます。 

• タール; >^ン バーは、 10 件まで 登録で きます。 1 つの 夕 一)1 ジンけ一 
E は、 5 件の ソール アドし ス巧 登録で きます。 

• 通僖 料は、 1 通の みの 送 垣 時と 同じです。 ただし、 這 加した 巧 巧の 巧 
律 备ヴ适 宿料と して 培えます。 


1 待受函 旧で 感^  [メ ール設 を] [メール メンバー 設 
を] 

2 ま 録 先の メ—ル メンバーを 選ぶ© 

3 登録す る 番号を 選ぶ ► © 

4 入力 方法を 進ぶ© 

5  メール アドレスを 遵 巧/入力 •  @ 

♦毎 数の ベール アドし スを 登録 するとき は、 操作 3 〜 5 をく り 返 
します。 

6® 


乂ッ; I- 香を 編 a する < タン,、. -s« 头’  乂 

タール タンバーを 适ぶ ►  @  ► [タン バー香 巧 集]/ イン バー  I 

名を 编集 J レ 
♦  メンバー 名は を ち 10 スす (半角 20 文ぎ) まで 入力で きます。 

乂ン, ちを お ■し、 上げ 時 C 房す <ジ ジバー ち 1 件 リごシ ト > 

ル: ンバー を适ぶ ►©►レン バー名 1 件 IJt ットい 
[はい] 

爸錄 sn ている ソール アドレスを 削除す る 

ツール アドし 3 を适ぷ ►©►孰 除ち をを 還ぶ ♦©►[はし、] 
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f 


> ロディを 自 ■» 生す るか どう ホホ投 まする 

<タ ロデイ 


ジールに 流 巧 さむて いる イ □デイを、 開ます 時 じ 有を 再生す るな ど ラ 巧 
を 乾ち でぎ ます。 

• 100K バイトを 超える ソ □デイは 有を 再生る む まだん。 


待受面 おで 感 f  [メール を を] [メロディ 自巧 再生] 
2 設 をを 惡ぶ ► © 


クイック 返 宿 時の 本 又ヴあ 5 巧 じめ の 件 登録ち 打てい ます。 本文を 変 
更 して 登録す る ことち でぎ ます。 

• 本文は 10 件まで 登録で きます。 1 件に つき 全ち 2 日 〇文ぞ (半角 500 文 
す) まで 入力で ぎます e 

待受面面で@>  [メール 設 を] [クイック 运信 イー ル 
設 を] 


2 をち する 本义を 塞ぶ ►© 
3 本 义を巧 集® 


巧な ファイルを ま值 ホる かどう# を S まする 
<awp  J 


待受函 面で® ►  [メール 設 を] [添付 ファイル 受信 設 を] 

2 巧 巧 ファイルを 選ぶ® (く り 巧し 巧） ►© 

• 囚は适 巧、 □はお 除の 巧 態です。 
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ご；? niaa 

• タツ t- ジ R/F は、 設定 C 巧 かり 5 ザ、 すべての 祝す ファイルを 
受信し ます。 

• ジール 本文 中 C おり 巧け 5 打た MFi お 巧①夕 □デイ な、 おち C な 口 
わ 5 す‘ 受 宿します。 


巧け 中の; i •ー ル まなの を S まずる 


通 巧蛋巧 

通常の ソール 賽僖 時の 表示 やを 作を 巧い ます。 

餐巧蛋 巧 

受运 しを i ちー ト •ジー ル、 ジッ tz  — ジ R/F、 SMS ① 7 —ク 
のみを 示 まれます。 

待受面面で®^  [イー ル設 ま] [メール 受 ちま 示設 を] 
2 巧 巧 方 ミ まを 選ぶ© 


I 通 巧运知 こおを してち 适記 中、 i アブリ ミな 中、 カ ソラ 超 動 や、 パ 
ターン データ ま 巧 や、 スト リー ミ ジブ タイフの j 亡ーシヨ ンの取 
得 中、 microSD；!^ ちリー 巧ード 参 お 中、 フン t ブ視坛 中、 9 ン t ブ 
禄画 やな， ジール 受僖 画面と 受值完 3 画面は 表 巧 ちれ ま だん。 


•ル WM  |1 巧を 巧 g する <>- 


待ま面旧で®  ►  [メールをを] [メー ル 盘を巧 巧] 


ジー ルめ 殺; ちを お買い上げ 時の が 態 E 房す ことけ できます C 

1 待 ま 面 旧で [メ ール設 を] [メー ル 設をリ 七 ッ 
卜] 

2 巧 ホち 証 番号を 入力 ►©: [はぃ] 


• 巧 客 巧。 t， ソトち 打 ない 設定は 巧のと おりです。 

■ 暑 名の 登録の 琶  ■  swst ンタ ー おを 

■ クイックを 运*> {ー ル おを  ISMS ち 巧巧图 段: を 
■ ジール メンバー おを  ■  SWS 本文 入力 設ち 


• 巧 目 i 別 □ツ ク じついて はげ P.1 13 

待受面あで感>  [メールを を] [« 能が ロック] 
2 端末を 註 番号を 入力 ►© にが 


r メツ 七 ージ R/F を 受信した ときは 

タツむ ー ジヴ— ビスを 运 供す るヴイ K にお 申し込み いただ  <  こ 
とじより、 巧し い情盈 (タツ fe- ジ) ヴ呂巧 的に お客様の FOMA 曲 
末 じ 匡く ヴー ビスです。 ソツ t  — ジ には メツ fe  — ジ R(U ク エス 
卜） と タツ t- ジ F  (フリ ー） ヴ あります。 

♦タツ tZ— ジ R/F は、 そ〇ぞ む日〇 件まで FOMA 强末じ 保 巧で ぎます。 

タツ 亡ー ジのヴ イブ じぶつて は、 保を できる 件 致 巧 愛む ります。 

• タツ t— ジ R/F を 愛 宿す ると 巧の 7 —ク巧 表示 さ n ます。 

7 ク の] ■[ほ 


面/直 

(禄 运） 

未 試ジツ t— ジ R/F あり 

面/面 

镇 を） 

FOMA 掃 未 巧の 爱宿 ソツ t ー  ジ R/F ヴいつ j ざし、 

面/正] 

f た ー ド t ン ター C タツ t ージ R/F あり 

画/白 

i  t— ド t ンター じソツ t— ジ R/F 巧い つがい 

回/直 

未 試 タツ t- ジ R/F と i モ ーKt ン 9-C タツ 
t- ジ R/F あり 

齒 / 归 

未 綺ジツ t  — ジ R/F と i たード t ンター にジツ 
t ージ R/F ヴいつ がい 

面/を 

FOMA お 末 巧①受 值ソツ t- ジ R/F 巧い つばいで 
i  t—Kt ン ター じソツ tz— ジ R/F あり 

面!/ 画 

FOMA 闲末 巧の 运宿 タツ t  — ジ R/F と i  t— ド t ン 
ター ツ t— ジ R/F 巧い つばい 

♦  I たード t ンター のソツ t  — ジ R/F ヴいっ がいのと きぶ、 巧し い 
タツ t— ジ巧 上ち きち 〇 る こと 巧あります。 

♦ ソツ t— ジ R/F の i  t— ド t ンター 間い 含む せ 方を につし、 ては 
げ  P.176 


• ジッ t  — ジ R/F を 愛值時 じ、 ジたリ のをき 容 S 巧ない ときは、 保 

護ち ri ていない 一を ちい 既 読の > :ッ t ージ R/F な 5 順 C 自を的  • 

I こ 上 まき さ rt ます。 上さき ちれた  <  ない；^ ッ t— ジ R/F を 保 送し  ベ 

て  <  ださい。  I 


タツ t ージ R/F 巧 届  <ヒ 、奇 新の 1 件ヴ自 を 的 C 表示 まむ ます。 ただ 
し、 乂ソ t- ジ自 を! 表 巧 錠； 否を [目を 表示な し] に 散を している 場 含、 
受僖 した メツ t ージ R/F は 表 巧され まだん。 


1 メツ 七 ージ R/F を自巧 的に 受巧 （[面]/ [の] 点 巧） 

2 ま 信 お 了を、/ ツセー ジ R/F の 受信 ま了函 おがま 示さ 
れ 、イ ツ 七ー ジ 着信 音が P 島る （[面]/ [E] ま 示） 

• ソツ t— ジ をが )1 5 較 国表 巧し、 自を的 C 得き 画面に 房り ます。 
白 動で* 巧 さむない とる 

• 受僖完 3 画面で [タツ tz— ジ 巧/ [>4 ッ t— ジ F]  ►ソツ t ージ 
&遵ぶ ►© 
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:ージ R/F を 自動的に を 示たら 

e  ーソ •MS«S£> 


白を 表示を 巧 ラゴッ t- ジ ①涅窟 と、 歷巧居 巧を おちで きます。 


べッ 

タツ t  — ジ Rv ク:ツ t— ミ 巧を 同時 C 受 這した と 
き 亡、 タツ t ージ R を自 を! 表示 

べツ t ージ F 巧 巧 

タツ t— ジ R、 ク:ツ たー ジ F を 同時 C 受 這した と 

き C、 タツ t— ジ F を 白 動 表 巧 

タツ t— ジ 巧で み 

ソツ tz — ジ R のみ 有を 表 巧 

タツ t ージ F のみ 

ソツ た ージ F のみ 自 を! 表示 

白を 表示な し 

自 を ミ 巧し ない 

待 ま 画面で [メ ール設 を] [メッセージ 自助 表示 
設 ミ] 

夕  2 ま 示 方 まを 選ぶ© 

.••む 14 化 

• 巧の 頃 含は、 ソッ わ ージ 白を 表示 ①設を C 巧 巧 わ 5 ザ 自動 表示 さ 
むま だん。 

■ スーん □ジク 中  ■ ジー ルの 巧能别 □ック 中 

■ お まご 巧 □ツク 中 
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ージ R/F ま 示 


メッ 七ー ジ BOX の メッセー ジ R/F を 

I 表。、 る _ 

1 待 ま 画面で を： [メッセー ジ R/F] 

2  メッ 七ー ジ R/F を语ぶ 

3  メッセー ジを遵 ぶ ► © 


面面のを 


n ホ 班/巧 綺 / 保 a マーク 


庐 /P 

未 試ソッ t— ジ R/F 

お/合 

既 試ソッ t— ジ R/F 

爲 / 较 

既 試ソッ t— ジ R/F (保涅 有） 

白 タツ t— ジ R/F — n 画面の ページ さ 暑/お ページ a 
百 流 巧涅别 マーク 


の 

GF 画を/ JPEG 画每 

國 

h •ルカ 

班 

夕 □デイ 

を 

流が ファイル 巧 致 面り 

田涅香 
曰受径 日時 

当日 13 時圍、 当日]^ 外は 日が ヴミ巧 さむます。 


面の a かと 


n 

ブ /C- ジ F 
注む" 巧 i 

化 が， 


百 B 


【□ン ドン 25 曰ち SI 
a 末 2 ら白巧 □ン トン A し 
as 巧ち め 巧 巧 巧け 巧 GI I 
0 な… 11 さじ* 停し， 午*! 
6 お 房 狂 口  I ドル sAAA 
SAA-AA 巧で おを 30  ’ 
でい る. 


巧 

B 


因 


n  メツ t 

ージ の宙别 

白 保 a7 —ク 

爲 

ジッ t— ジ R (保 法ち） 

运 

^ッ t— ジ F (保涅 ち） 

曰メッ t— ジ番登 
田受這 日時 
百 垣 さ 


回 本文 


I タツ セージ 本义 やの 電話番号 や メール アドレスを 進ぶ 
>0 ►[電 巧 巧 登録] 委話 巧に を録 


巧 付 フ尸イ A を 巧 巧す る <ぉ が， 01  WUE> 


イツ セー ジま示 画面で® 卜 [添 巧 ファイル « 鼓] 

2 巧け ファイルを 巧 巧/巧な 

• 爾^3 ファイルの 福 淀; @ 

• 函 まの 巧 巧；®  ► [はし、] ►フ ブルダを 這 ろ>® 

♦ ジ □デイ/トルカの 保 毎:®  M はし リ ►な 巧 巧を 這 ご>® 


择乂 されな M を 巧 担/ «»す る  <  本文 g6MB> 


1 メッセージ 表示 画面で® じ [本 义や函 な 巧 巧] 
2 画 巧を 巧 巧/巧な 

♦ 函窜の お提: ® 

• 画きの 巧 巧；®  ►[はい] ►フ マルタを 這 巧 ►© 


■  メ ッ 七ー ジ R/F を 巧 a する く 保!! > 

• ソッ t— ジ R/F な それ ぞ打 25 件まで 保 a できます。 ただし、 ジッ 
た ー ジのサ イブ じよって、 保 達で ぎる 件 致 巧 少な  <なり ます。 

• 未読の ジツ t— ジ R/F な 保 達で きま だん。 

1 メッセー ジを 送ぶ •を) [なま] 

♦ ジッ t  — ジ 表示 画面で 巧：©  ► [保 »] 

2 設 まを 望ぶ ► © 


•パ.  一3— 

• 保存す る ジそリ のをき 容 通 巧ない ときは、 すでに 訪んだ 同じち 想 
の式ッ t ージの ラち、 ちいち のな 5 居に 自動的に 削な ち 〇 ます。 

■  / ッ 七 ージ R/F をが なする  <刚 巧 > 

1 メッセー ジを遵 ぶ ►©  [削 お] 

♦ ジッ t- ジ 表示 菌 面で 巧:©  ► [1 件 削除] ► [ない] 

2 削 お 方法を 進ぶ 
• 〔 1 件が 巧] 

〔お 巧 削 お] メ ッセー ジ を* ぶ© (く り 返し 巧） ►  © 

[を 件が 巧] 巧 末 巧な ち 号を 入力‘* ら） 

3  [はい] 
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• [を 件 削除] を 巧って ち 未読 または 保 里ち ri ている タツ t ージ R/ 
F は 削除ち： n まじん。 


SMS を 作成して 送な する 


• ドコた W 外の 巧 か 通 « 事業 香の お 客 绿と① 固で ちを 受值ヴ 可能で 
す。 ご 利 巧 可能な 画 •巧 外通僖 事業ち 亡つ いては ドコ t の ホーム 
ページを こ 寅  <  だまい。 

待受面 あで®; 说規 SMS 巧 前 

2  [巧 先] 巧を 進ぶ©  ► 入力 方法を 選ぶ 

• 【巧 &« 巧を] 巧手を 惡 ぶ: •€) 

• 【直* 入力] 巧 巧を 入力 >© 

•【メ  ール をな B お] 巧手を 8 ぶ け®  ►  ® 

【メ  ール ま 倍)！ おい 巧手を 萬ぶ 卜 ®  ►  ® 

• 巧 巧の 活提; 巧 巧を 違ぶ ►©►[巧 巧植 淀] 

♦ 笔話お C 登録ち 打てい る 巧手のと きは、 巧 巧 巧 じさ 前な 表示ち 
打ます。 

3  [本文] 本义を 入力 ►© 

4  ® 

•  SMS の 保 毎:©  ►[保 择] 

• 送達 通知の 投 ち;®  ► に MS 送達 通知 設 を] ►設 をを 道ぶ ►  @ 
♦ ち 巧 期間の 錠を:®  ►  [SMS ち 巧 巧 国 設定] ► 有® 巧 茵を送 ぷ ► 
© 


• 宛 巧の 羣紀 番号な、 20 巧まで 入力で きます。 

♦ 巧 巧 六で では、 [+  ] 巧巧更 でのみ 有 巧と なります。 [+  ] を 入力し 巧 
ときは、 21 巧まで 入で できます。 

♦ 宛 巧 巧 ド コモ]; i みの 巧み 通® 事業者の とさは、 [+] (屈 3& 1 秒 W 
上)、 国 番号、 巧を 巧の 巧帯霉 館番皇 のちで 入力 します。 巧 帯 霉ぉ番 
呈ヴ 「0」 で お まると きは 「0」 をない て 入力し まも まを rolo 丄国 
番号、 巧手 巧摄帯 « 記 番号の •じ 入でして ち 送 宿で きます。 登值し 
た 巧 外な 5 の SMS に 返 宿 するとき は、 「010」 を 六でして 巧み じを 
信し で  <  ださい。 

•  SMS の 本 刃 こ 半角 ウタ カナ や 絵 又 ぞを话 うと、 受這 側で 正し  <  表 
巧ち むない こと 巧 あ U ます。 

• 巧 5 な① 原因で を僖 でぎ ななった SMS は、 未送僖 SMS として 保宮 
ち： n ます。 

• 笔 想が 巧な ど C ぶ U、 受径 測で ス すな 正し  <表 巧され 巧 いこと 巧 
あります。 

•  2in1 のたー ドを [B たード] C 經 ちして いると き、 SMS は 巧 巧で きま 

だん  <5 

• 巧 巧の 巧 頭に ri8S」/Tl84」 を 巧け てち、 発 值香ま 号を 通妨 して 
SMS 巧 送 這ち むます。 


保ちした SMS を ミ’ 送 巧す る 

未 送信 ジール ー K 画面で SMS を 空ぶ ►  ®  ►  SMS を 巧 集’® 
を « しを SMS を r  一  •再送す る 

送信 タール ー K 画面で SMS を 這ぶ ►  © 

• 痛 実 するとき； @  ► [編集] ►  SMS を 箱 実 ►を 
♦再送 するとき； ©►[再送] 


SMS9。 


[SMS を受 巧した ときは 

♦  SWS& 受值 したと きじ 表示 さむる 7 —ク C ついて なげ P.17 已 

SMS を自巧 的に 受信 （[囚 ] 点 巧） 

2 受信 お 了を、 SMS の受 ちま 了 画面が ま 示され、 SMS# 
信 音が 巧る （[困] 表示》 

• 愛值完 3 函 おで、 巧ち 操作し ないで そのまま じして おくと、 約 
30 秒を、 自動的 I こ受僖 前の 画面 C 房り ます。 

• 巧受 画面に 宾 ると [因 新着 ジール 东 U] ヴ 表示 さむます。 

•  FOMA 銷 末を 聞し’ ている ときな、 ヴブデ イス ブレイ C  [受僖 売 
3] と 表示 ちれます。 

3  [メー ル] SMS を楚 ぶ.：© 


かを はむ を わ 甘 も 巧 MS 巧 1づ^ か。. 


困み、 tz ルフ t— ド 中、 電源 巧 入って いないと きな ど C 送 5 れ てきた 
SMS 巧 SMSt ジタ ーC な营さ ri ています。 SMSt ン 9  — I こ 問し、 含: D だ 
て受值 できます。 

待受面 あで®; [巧い 合わせ] [SMSPfl い 合わせ] 


♦ 間い 含む だを 巧って ち、 自動 受值 巧す <じ抵 ま 5 ない こと ヴ あり 
ます。 


•  FOMA 靖末 (本が：) ヒ FOMA た-ドの 客き ヴ いつがいの ときは、 
SWS を受 宿で きま だん。 未輛 SMS を確提 / 削除す るな、 保 里を お 
なして くだ ミい。 試んだり、 保 经をお 除した SMS は， 愛径 時に 古し、 
をの 巧 5 上 まきち むます。 


贫 たな 


受 なしを SMSC をち する  <巧《^ 

受信 SMS 表示 面面で©  ► [を 信/お 送] ► [返信] SMS を 巧 
巧 >® 

愛 « しを SMS をち 送す る くち 送'.’ 

愛 信 SMS を 巧 面面で©  ► [返信/お 送] [E 送]! 巧 巧を 入 
力 


1 待受函 旧で®  ►[メ ール設 ミ] [SMS センター設定] 
t  [ユーザ 設 を] 

2  SMS センター の アドレスを 入力 I  @ 

♦ アドし スは 20 巧まで 入で できます。 

3 設 をを 望ぶ© 


夕 

I 

ル 


送僖 する SMS の 送達 适 姑を 受 C 巧るな ど ラヴを 泣 巧で ぎます。 


1 待受面 旧で®  >  [メール 設 を] [SMS を 達 aa 設 を] 
2 設 をを 港ぶ ►© 
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SMSEg  か するな MS  有 •■■»«> 


送值 した SMS ヴ黄 外な どで 届 巧な ウつ たと きご、 SMSt ン ターに 保管 
する 期間を 設定し ます。 

待受面 おで 感 ^  [メ ール設 を] [SMS 有な WM 設 を] 
2 ち 巧 巧 聞を 進ぶ© 

待受面あで@1  [メー ルを を] [SMS 本文 入力 を を] 
2 义ぞの «a を遵ぶ ►© 


^  [SMS を FOMA カードに 保 巧す る 

(1  FOMA 疏末 (本 ホ) に 保 香 さ n ている SMS を、 FOMA 方ード じ〕 

ピー でぎ ます。 

•  FOMA 力ード I こは、 受值 SMS、 送运 SMS を 含り だて 20 件まで 保 巧で 
まます。 

•  FOMA 力ード 巧の SMS は、 巧の ようじ マー ク 表示 さ 打ます。 

7 - クの祖 味 


题 

未読 SMS 

輕 

送信 巧み SMS 

盈 

既試 SMS 
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TOMASJi が 本#)々 FOMA 力ー ド 田で コ ピー す々 


1 待受函 旧で®  I  [受信 BOX]/ 推ち BOX] 

•  SMS 表示 画面では:©  ► [移動/コピー] ►  [FOMA 巧ードへ コ 
ピ ー]/ [本 巧へ 1 件〕 ピーい [はい] 

2  SMS を 進ぶ ►©  [移！!)/ コピ ー] [FOMA 力ー ドへ 

コピー]/ [本体へ コピー] 

3 コピー 方 まを 遵ぶ 

- 〔1 件コピ ー ] 

[8 巧コピ ー] SMS を* ぶ® (くり 返し 巧） ►巧） 

4  [はぃ] 

• ホ送僖 SMS な FOMA 力ード E コピーで きません。 

•  SMS さ 違 通知の ある 送 宿 SMS を コビー した 每 含、 SMS 送達 通 姑ち 
コビー まれます。 SMS 送達 這 知 だけの コピーは でき まだん。 

• さ值 SMS ① 送信 曰 時は、 コビーち む まだん。 


SMSM 巧 


SMS を 削除す る 

SMS は ソールと 同じ 万 法で 削 巧で ぎます (毎* P.183)。 


i アプリ 


i アプリとは . <  i アプリ  >196 

ヴ イト 巧 5  i アプン を ブつン □— ドす る . < 夕つジ □—ド >196 

i アブリを 実 巧す る . <  i アブ 。 ミ 巧 >197 

i アプリを 呂動実 巧す る . < 自動 起動 段を >210 

ヴ イトた i モード ソール 巧 5 i アプリを 実 巧す る 

. <  j アブ UTo おお >212 

i アプリ 得受 画面を おを する . <1 アフ IJ 得 受投ち >212 

i アプリを 管理す る . 214 

rmcroSD ベち リー わード 巧の i アプリ 馆用 デー タを表 巧す る 

. <  i アプリ 犀 巧 デー タ （コンテンツ 移 巧 巧 巧） >216 

i アブリの ちま ざまな 巧 おを 巧 巧す る . 216 
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プリとは 


I アプリを ヴ イト ご 5 ダウン n— ドす る ことじより、 i ちード お 
末ヴさ 5 に 届 利になります。 たとえば、 I 亡ード 節 末 じい 5 い 5 
な ヴーム を タウン □— ドして 装し めたり、 I アプリな ろ 巧 链巧や 
スクジ ュール じ 匡 送 登録で きる をの や、 画 毎 « 毎 •画 度 取得な ど 
データ ボックスと 達 B できる i アプリち おります。 

•  I アプリ ①資細 じついて は、 f ご 利 巧 ガイド プック （ I 亡ー ド 
<FOMA>編)《flをご黃<だちぃ。 


[サイ ト から i アプリを ダウンロード する 


ヴ イトな 5  I アプリの ソフトを ブ ウジ □ー  ドす ると、 FOMA 節 末 
の ディスプレイ 上で 実 巧で きます。 

• ソ 7 卜巧 100 件 (^^ー ル 連を 型） アプリな 5 件) まで 保 巧で きます。 
ソフ h •のヴ イブ C ぶって な、 巧 巧で ぎる 件教ヴ 変む U ます。 

1 サイト ま 示 中に ソフトを 選ぶ© 

•  I アブ リブ ウジ □ー ド 画面 巧 表示 ちれ、 ダウン □ー ドび 開始ち 
打ます。 

• タウン □— ドの 中止;® 

♦ タ クン □- ド 閉お時 か ミ 3 時 じ、 FOMA 版の ジ亡リ の 空き 客 
备や ダつ ジ □ー ドした ソフト C よって タツ t ージヴ 表示 さ 打る 
こと ヴあ U ます。 ソツ t ージじ なって 餐 作して  <  ださい。 


パ II .け, ■ 

♦ 霉 巧が 巧な どごより ダつ ン □ー  ド 巧 巧 おした とぎは、 を やまで ブ 
つン □ー  ドした データを イ呆 巧して おき、 ソフト ーち 巧 5 窝 りの 
デ ー 9 を ダ ウジ □ー  ドで きます。 

• ダつ ン □—ド 暗に 夕 f リ① をき 客き ヴ 不足した ためち い ソフトを 
削除した おとで、 笔 巧が ミ 巧な どに よ U 夕つジ □ー  ド 巧 失敗し でち、 
古い ソフ h は 巧 巧で 安 まじん。 


•  SSL 巧応 のぺ ージれ 5  i アブリの 请巧サ >  1 アブ。 を ダ ウシ □—ド 
やは、 [®] け 表示ち 〇 ます。 

•  .1 アブ UC よっては 、ダウン □— ドを した あとち 自動の 巳适 宿を 
巧 ラ こと ヴ ありますな、 こ ①ヴー ビスを 利用す る じは あ 5 なじめ 
FOMA 歸 末での おを ヴ必 要です。 

進 巧した ソフトが すでに FOMA* ホに 保 巧され ている とき 

• ソフトの パージョン ヴ更巧 さむて いると きは、 バージ ョシ アップ 
する 巧 どつ むの お 錫 画面 巧 表示ち むます。 [はい] を 這 巧す ると、 グ 
クン □—ド （パー ジョン アップ) 巧 開 巧 さむます。 

お サイフ ケー タイ 対 巧 I アブリの ダウンロードが できない とき 

•  I  C 方ー ド 巧の データ 客 S によって な、 ソフ h 巧ち 領域 じを 安 巧 
あってち お ヴイフ ケー タイ 巧 あ I アブ IJ をブ クン □— ドで きない 
こと 巧 あ U ます。 確 錫 画面 じな し、 表示 さむる ソフト を 削除して 巧 
5 再度 ダウン □ー  ドを 巧って くだち い （ダつ ジ □ー  ドす る ソフト 
C よって 一郎な) ソフ ヴ 削除 巧 运 とな 泛 ない ことけ あります )0 ま 
ち I  C たード 巧の 巧 おじ よっては、 表示ち のる ソフトを すべて 削 
おする 必要け あ U ます。 そのと きは、 表示ち むる 画面 E 化って を卽 
除を 巧 ラ ことで、 表 巧ち： n た ソフトを 一ち 削 おできます。 なお ソフ 

ご よっては 一括 削除で きないち の 巧 あるた め、 お 客樣巧 ソフト 
を 起動して、 I  C わード 巧の データを 削がし で 巧 5、 ソフト 自 巧の 
削 おを 巧 ラ 必要 巧あります。 

•  I  C わード □ツク やな、 おヴイ フクー タイ 巧 巧 j アブ 。 を ダウン 
□ー  ドで ぎない ことな あ t) ます。 


• デー 9 ポッ クスと i アプリの エリアを 巧 有して います 。データ 
ボックス C 保 香 ちれて いる データの データ 备 によって は、 1 アブ 
•J ヴ保淳 できない こと ヴあ U ます。 


■イー ル aft 型 I アプリの ダウンロード について 

ジール 連動 型 i アプリ をプ ウン □—ド するとき は、 巧の おじ ごま 意 < 
ださい。 


• 夕ール 遅 動 型 i アブ。 をブ ウン □ー  ドした とき、 受值 日〇ん 送® 

日 OX、 未送值 BOXC ベール 連動 型 i アブ Uffi フス ル ダヴ 自お的 C 
巧な さむます。 フ 7 ルタ 香は ブ ウジ □— ドした 式ール 連を! 型 i アブ 
IJ 香と なり、 愛夏で きま だん。 

• 夕ール 運動 型 i アブ。 巧 フス ル ダは、 5 件まで 保ち 巧 おです。 

• 同じ フォルダを 利用す る ー ル 連を 型 i アプリ 巧、 すで C ソフ I 
黄 C あるとき、 その ツール 運動 型 i アブ。 はブ クン □ー  ドで きま だ 
ん。 

• 夕ール 運動 型 i アブ。 巧 フス ル ダの みヴ 残って おり、 その フス ルプ 
を ネリ 巧す る ソール 逢 動 型 i アブ IJ& 再 ダウン □— ドし ようとした 
とき、 フ ォルダを が 巧で ぎます。 フス ル プを巧 巧し ない とちは、 フォ 
ルタを 削除して 巧規 フス ル ダを 巧 巧で きます。 巧規フ スル ブを巧 成 
しないと きな、 ソール 運を 型） アブリを ブつジ □ー ドで きま だん。 

• 夕ール 運動 型 i アブ。 を おした ままで、 巧 巧す る ジール 連動 型 i ア 
プリ 用 フス ル ダな 削な でき まだん。 ー ル 連 お 型） アブリ 巧ない と 
きな フォルダを 削 おできます 巧、 受信 日 OX、 送 宿 目 〇ん ホ 送运己 OX 
C 作成 さ n た フス ルブ巧 まとめて 削除 さ 打ます。 

• ソール 運動 型 i アブ。 を 削除 するとき 、目を! 的 C 巧 5 のた フス ルプ 
を 同時 じ 削除す るな ど ラヴを ま 巧で さます。 ただし、 フ 7 ルブ巧 C 
巧證 ちむ ている ソール 巧 あるときは フ ブルダを 削除で さま だん。 
フス ル ダの みを 残した ときは、 g 僖目 〇ん さ运 BOX、 モを值 日 0X で 
フス ルブじ 巧ー ソルを 含り 6 てを) を} 甲し、 [ i  t— ドジ ール閱 黄] 
を适 巧す ると、 ツール 本 又を 宿捉 でさます。 


カスタ ムメ ニ ユーで [ I アプリ] [ソフ ト巧巧 ま示設 
を] l：ON] 


• ダ クン □— ドを 開始す ると、 ソフト 巧 番ヴを 示さ n ます。 


アプリを ま 巧す る 


♦ ソフ h'C よってな、 起動した ときに 目を! 的に 通值 する ちの 巧 ありま 
す。 及 5 むじめ 通 值設を (げ P.199) で おちで ぎます。 

♦ よ <语 ラ I アブリの ソフトを、 あ 5 なじめ シヨ ーh た ツトジ ニュー 
C 登録して おいて 実行す る ことを できます (げ P*332)。 


1 カスタ ムメ ニ ューで [ I アプリ] ► 
[ソフト ー »] 

•  i アプン 画面の 表示: 巧受函 面で® (R) 
(1秋^上：)またはを(巧）（2回） 

♦ おヴイ フクー タイ 巧 尼 I アプリの みを 表 
巧; 乃 スタム ソニ ユーで [L け eKit；l>[ I  C 
ウー ドー黄] 

♦ 違んで いる ソフトの おちが お じよって、 巧 
① 7 —クび 表 巧 さ 〇 ます。 

巧を 巧 巧 7 — クの祖 巧 


固 

i アプリ 巧受函 面の 巧 Sg を 持った ソフト 

国 

自 を 起を の 巧 能を 持った ソフト 

盈 1 

SSL 通 這で ブ クン □ ー  ドした ソフト 

闽 

i でプ。 DX の ソフト 

ち 

ジール 連を 型 i アプリの ソフト 

巧 

1 アプン 巧 受函面 C お 巧ち： n ている ソフ h 

国 

白を) 起動 なおを されて いる ソフ h 

芭 

通值 する 按旨 旨を 巧った ソフ h 

画 

1 アプリ 毎 用 データを microSD ソ t リー 巧ード C 保を で 
ぎる ソフ S 

图 

FOMA 巧ード 動 巧 制限 巧 おを さむて いる ソフ h* 

巧 

おヴイ フクー タイ 巧 尼 i アプリの ソフト 

] 胤。 I 
1 S 才こ 
ヴリ J 
: r"  •か 版。 ン《 

ソフト ー黄 画 画 
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巧 

途中まで ダク ジ □— ドした ソフト 

西 

1 C お 引つ こし ヴー ビスを 利 巧して 移し 替 をた あとの 
V7 卜 （げ P.220) 

2 案 巧す る ソフトを 進ぶ© 

• ソ 7 卜 じよって タツ t ー ジ巧表 巧 さ n る こと 巧あります ツ 
t— ジ になって 揉 作して ください。 


I 

ア 

ブ 

ゾ 


♦  i アプリの タウン C—K 時 C 毎 巧した FOMA ろー ドと 同じ FOMA 
カードを 挿入して いないと ミ 巧 (起を) できない i アプリ 巧 ありま 
す。 

• ソフト ミ 行中 C アラーム （アラーム/ スクジ ユール アラーム/ 
ToDo アラーム/巧 骑ぞ約 アラーム/ 録函チ お} アラー 厶） で おちし 
た 時 到 C なると、 ソフトな 中 的 さ 〇、 アラーム 画面 巧 表示ち： n ま 
す〇 アラーム 画面を 巧 3 すると 再開ち むます。 i アプリに よって 
は、 アラーム 巧を 巧した とき C ソフトを 終 3 する をのち あります。 

• タール ま お 型） アプリな、 受运目 0X、 を僖目 OX、 未 送 毎 BOX ウ 5 ち 
起動で きます。 各 フォルブ ー黄む 5 夕ール 逢を 型 i アブリ フ ォル 
ダを 這 巧して  <  ださい。 

♦  I アプリ じよって は、 おを 時 じ ソフトの バージ ョン 巧 夏 巧 さむて 
し、 たと きじ 滝提 画面け 表示 ミれ パージョン アップで きます。 

• .、 アブ IJ 区 よっては、 i アブリ 语巧 デー タを ml な oSD ジを リー 
カード じ 保存で きる をの 巧 おります 。保存した  i  アプリ 度 巧 デー 
夕 は、 j アブ U 往巧 データー 黄で 谊紹 できます。 また， I アブ IJ 毎 
巧 データを 利用す る ソフトは、 i アブリ 毎 巧 データの 巧话 表示で 
活紹 できます （げ P 之 16)0 

♦  i アフ U 毎 巧 データの 保窗 •削除 中 区、 ml ぴ oSD>： 亡 リーわ ー ド や 
霉お バックを を < と、！ アブリ 语 巧 デー タを参 おできな < なるこ 
とヴ あります。 そのと ぎは、 microSD イたリ ーウー ドを FOMA 
SH7CI なで フブー 7 ツ h* して < ださし、 フオ ー 7 ツトを 巧 ラと、 
microSD ジ ちリー ろード 巧の デ ー 9 はすべ て ミ 肖 去され ます。 
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•  microSD ツモ IJ- わード C 巧 毎した デー タ は、 イ 店の 货隹で 巧 巧で 
きない こと 巧 あ U ます。 

• 同時 区 起を している 化の » おヴ mIcroSD ソを リーた ー ドを 犀 巧し 
ている 場 含は、 i アプリな 5microSD ジち リーろー ドの 読み* ぎ 
をで きない こと 巧あります。 

•  2in1 ①モー ドを [Bt  — ド] に粧更 している とき、 式ー ル ま お 型 i ア 
プリは 巧 巧で きま だん。 

j アブリ DX を拉巧 するとき 

•  I アプり DX の ソフト じぶつて は、 ち 巧 巧を 植捉 する ためご 通僖 段: 
を C 巧な わ 5 ザ這僖 する ち①ヴ おります。 逼运 する ◎敦わ タイ 5 
ンプ は、 ソフト C ぶりき なります。 

• 日 巧 •時 劉を 正し  <設 ちして いなし、 ときな、 ち 卿 性の 辑损な ミ 巧 さ 
むす ソフトな 起 を でき まだん。 

• ソフトな 巧な) E なつた とき、 ち 巧 巧を 植绍 でぎ るまでは ソフトを 
おを! でき まだん。 


音 ■を 巧 節する <  ; アプリ 音 ■おで' • 

た スタ 厶 タニ ユーで [ i アプリ] >  [ i アブリち 屋 設定] ►  (D 
でち* を覇節 ►© 

ソフトの « 覆を 表示す る  <  ソフト 《 巧を 巧 二’ 

ソフト ー巧 画面で ソフト を 還ぶ ►  ©  ►[ソ フ ト巧巧 表示] 
ワン t ブけ色 起® する を 巧 表 i アプリを 巧定 する 
-； 番巧ミ ボタン おを > 

ソフト ー R 画面で ソフト を 還ぶ ►  ©  ► [番組 表 ボタン 設定] 

’ [設定す る] 

团津お 巧 5 だ 

1 アプリ 音量 巧を について 

•  I アブリ じぶつて は 音の* 5 ないちのを あ U ます。 


巧 连お如 5 せ 

ソフト 巧 巧 表示に ついて 

• 表 あさ n る 喝活な ソフト 名， バージ ヨン、 ソフ h* 這 供、 ソフトな 
巧 領域、 ブ □ファイル バージ ヨン、 巧の 巧 僅、 SSL 接続な どです。 
♦ 表 巧 さ 打る i アプリの ソフト 名な 変更で きません。 


アプリの 巧 作を ホを •技を する  <ソフ 


♦ ソフト ごと C 巧の 動作を 件を 設巧 でさます。 


适值設 を 

i アブ ン実巧 中 じ 通 宿を 巧って をぶ いなど ラヴ 
を設: ちします。 

1 アブ UTc 傲を 

i アプリ To で 起動 さ だる ウど ラむ を 錠を します。 

アイコン 巧 報 
設を 

i アブリ 実行中 C 未 試の タール •メッ t  — ジ 
R/F のち お、 羣お残 量、 图巧 •坦夕 M •深、 7 ナー 
亡ー ドの 設巧巧 態な どの アイコンの 有 巧を、 ソ 
フト へ 通知して ちよい など ラヴを おを します。 

ソフト 巧 5 の 
看值 音/画を/ 

ニュー アイコ 

ン 変更 

i アプン な 6 着 這 音 や 画面を 変更す るのを 許可 
するな ど ラな を おを します。 

変更 ごと C お损 
画面 

[ソフ h* な 5 の 着 « 音/画意/ ツニ ユー アイ コン 
変更を] を [を 巧す る] じ 段を しちと きご、 変き 時 

C 掩损 画面を 表を するな ど ラロを おなします。 

ソフト ならの 霉 
お 巧/なお 参照 

i アブリな 5 霉話 帳やリ ブイ わ ル/看 僖馬歷 を 
参 聞す るのを 舒巧 するな ど ラ 巧を 投 ちします。 

• ソフト C よっては 設を できない 頂呂 巧あります。 

1 ソフトー 度函 面で ソフトを 進ぶ、© ►[ソフトが 巧設 
を] 

2 設 まする 巧を 選ぶ© 


3 設 をを 塞ぶ ►€) 

♦ 愤 けて イ 怯の 君! 巧 条件 を巧 ち: 揉 作 2 〜 3 を <  りおす 

4  (D 


g  が iglHI 

巧巧巧 まに ついて 

• [适语 しない] E きを 定 すると、！] 巧 しないと ぎ や タイムリーな 巧裙 
這 巧 巧で きない こヒヴ あります。 また、 おを! しない ソフトち ありま 
す① で、 ごま 意  <  ださい。 

•  I アプ IJ で ネリ 巧す る 画を やお 客 揉な 入力した データな どは、 イン 
ター:？ ットを 経 巧して 送谊 ちれる ため、 場 含 じよって は 第 云 香 じ 
知得 さ n る こと 巧あります (「 I アプリで ネリ 用す る 画隹」 とは、 起 お 
中の ソフトな 5 ウジ ラ おおを 起な して 摄 をした 画 毎、 起動 中の 
I アブ U 巧 5 巧 外場 通运货 おを ネリ 用して 取得した 画樣 、起動 やの 
ソフト 巧 5 データ ボックスを 参照して 取得した 画 毎です )0 
1 アブリ To 巧を について 

•起を! する ソフトは、 ヴ イト、 i 亡ー ド > {ー ル、 タツ t  — ジ R/F、 函 
面 や h* ルた C よってみ まって し、 ます。 指ち の ソフトを を 5  口 
じめ ブ クン □ー ドして お <必 夏 ヴあリ ます。 

アイコン 巧 巧 S 定に ついて 

♦ アイコン 巧 法 巧 化 要な ソフ h* のとき、 巧 11 巧し ない] C 殺ち すると 
を 巧し ない こと 巧 あ U ます。 

• アイ〕 ジ 巧® 設定を 刚用 する] に 設定す ると、 未読の ツー ルゾッ 
わ ージ R/F、 電化 读 S、 7 ナ ー t ー  ド、 坦巧 1® かの アイコンの 有 
無ヴお 客禄の r 漢* 笔 お/ FOMA 力ード (UIM) の 製造番号」 と同禄 
C インター 3 ットを 経 あして P(« 霉ヴー ビス 提供 香) 区を 售さ〇 
ると ぎ 巧 おる ため、 毎 含 じぶって は 第 兰奪じ 知得ち むる こと ヴあ 
レ J ます C 

ソフ ト からの ま K 巧/ ■度を 聞に ついて 

• [許可し なし リ E きをを すると、 ソフト C よっ では 巧 巧で きないち の 
ち あ U ますので、 ごを 意  <  ださい。 


ッ キングが 巧の 


FOMA 銷 末を 傾 口たり 振ったり して 楽しめる 置感 ヴーム 巧ー シ ヨン 
h ラ ツキ ジブ 巧 尼 i アブリ） を 利 巧で きます。 

• お買い上げ 時 C 登録 さ 〇 ている r 直感よ プし ーバ ーク」 (巧 ^p.200) 
「巧 図 アブリ」 （げ P.2 の) は、 たーシヨ ン トラ ツ 年ンブ I こ 巧 巧して い 
ます。 


卜 からせの ソフト か BUI する 


ソフト じよっ "C は、 他の ソフ h* を 起動で きる ちの 巧 あり、 ソフ I 黄 
じ 寅る ことな < ソフトを 裘し C こと 巧で きます。 

•起動す る ソフトけ 指を ミむ ていないと きな、 画面の 指示 亡 化って ソ 
フトを 這 巧し ます。 

• 起を する ソフ h* ヴ FOMA お 末 C 保を さ: n ていない ときは、 グ ウン 
□ー  ドす る 必要け あります。 


« い 上げ ttcesi ミれ て 


お 質い 上げ 時 亡は、 似 下の ソフト ヴ 登録され ています。 


■ エ ソラル ディア 
■ 直感よ ブ しー バーク 
■ 化國 アプリ 
■  iD 設を アプリ 


■  DCWX クレジット アプリ 
■ 装ブク 出品 アブリ 2 
■ i アブ U バン キング 
■ G 巧 イド ま お表リ t コン 


♦ お賣い 上げ 時に 登録 ちれて いる ソフト を 削除を じち ラー 度 ご 利 巧 
E なるとき、 i  Menu 巧の ヴ イトに H-WODE]  口 5 ブ クン □ー  ドで き 
ます （げ P.344)o 


■巧® ょブ レー バーク 

FOMA 銷 末を 傾けたん おったり して 楽しめる 
亡ー シ ヨン トラッキング 巧 巧の ブームです。 

3 つ 任) ミニ ヴ-ム で、 スコア C よって 金/銀/銅 
ソ ダルを 獲得で きます。 フレイ わ一を 上を I こ コン 
K  □— ルして、 金ソ タルを めざして  <  ださい。 


CORPORATION 
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S を 

この アブリな、 FOMA 端末を 傾 口たり 振っ ちりして 逛巧ブ ーム です。 
振 U すぎな どヴ 原因で、 人 や 物な ど C 东 たって 事故 わ お 損な どじつ 
な 巧る 巧 お 巧 巧 お U ます。 

巧ぷ 巧は、 FOMA 辭 末を しつ 疗ゾと 這り、 む 要が 上 じ おりす ぎす、 周 
囲の 安を を お 錫して 度び ましよ ラ。 

この アブリな々 式 ラを 犀 巧して を 巧を 検奶 します。 ブしイ やな 指で 
巧 ソラを » さない よ ラ じご 注意  <だ さし、。 


ソフトを 捏 B する 


ソフト ー » 面面で [直感よ プレー バーク] 

♦ ソフト 巧 起動し、 TOP 画面 巧 表示 さむます。 

2  TOP 面面で© 

• なじな) て 超 動した ときな、 TUTORIA しけ ユー トリ アル) 画面 ヴ 
表示 さむます oTUTO 网 AL (チ ユート リアル） 巧 終 3 すると、 クラ 
ブ A クス 函面ヴ を 巧 さむます。 巧 回 起動時な 5 は、 直を クラ フパ 
クス 画面げ 表示ち 打ます。 

3 ゲーム を 進ぶ® 

♦  ©を 巧す と、 スブシ ヨン 画面 巧 表示 さ 0 ます。 

♦  ® を がすと、 ヴーム やの 音 ■を 変更で ぎます。 


ヴーム の a 结と主 g：a イ乍 
♦ フリ フリ！ ドラコン 

ゴルフ ポー ルを シヨ ット し、 アイテムた ギミックを ラ まく ネリ 巧して、 
ポールを 遠く 亡 巧 ばし ます。 

•  FOMA 路 未を 振る と バフー ヴ 上昇し ます。 バフーわ 負 度を 巧ち する 
ときな、® を 巧し ます 。アイテムを 獲得した ときは、® を 件して 度 
用し ます。 

♦担って！ ク し一 

お 限 時間の  I こク  レーか アイテムを 擊 ちちと す、  菊叟 ヴーム  です。 

•  FOMA 銷 末を 傾けて 脂宰を 含り だ、® またな 迈] を 巧して 攀ち 巧と 
します。 

♦巧け て！ 方ー ト 

たー ト を溪 作して、 障害物を 度け な 巧 色ゴー ルを めざします。 

•  FOMA 銷 末を 左ち C 履ブ てい ンド U ンブ し® またな 曲) を 巧して 
進みます。 ©または 風を 巧し 掃 口る と 方ー トの スピー ド 巧 上 巧り 
ます。 


ステージ モード 

r 通常ちー ド」 と 「とこ とん ド J ヴあ U ます。 すぺ ての ヴーム で金ソ 
ダルを 獲得す ると、 r とこと んたー ド」 巧 這 巧 巧 おじなります。 

• ク ラフ パつつ 画面で 〇 を 巧す と r とこ とんたー ド」 &遵 巧で きます。 


• ヴーム 中の ブプシ ヨン 画面で ブーム やの 振を のち 無、 ボタンの 揉 
作設 をな どを 巧 〇 こと 巧で ぎます。 

TUTORIAL^ チユー トリ アル) について 
•  TUTO 巧 AL  (チュートリアル） では 基本 凑 巧の 绿晋 巧で きます。 
TUTO 网 AL (チ ユー トリ アル） は、 クラブハウスの スプ シヨ ン函面 
な 5 巧 度で を ネリ 巧で 安ます。 


■エ メラ ル ディア 

ちちて < るキユ ーブを 同じを どうし 巧つ けて 消 
してい  < 、連 裝ヴ巧 快な 寒ち 物を バブル ヴーム で 
す。 

高し スルを の ざす r ノ ー7 ル t— ド」 と、 巧王ジ 
ミールな 5 か 間を 玫 いだす 「アド ペンチたー モ- 
K」 の 2 亡ー ドを 信 霞して います。 


1 ソフト ー » 面面で [ェ メラ ル ディア] 

♦ ソフト 巧 段更] し、 タイ トル 画面 巧 表 巧 さ 打ます。 

2 モー ドを 進ぶ© 

プー ム ち一 r 

ソー マル t ー  ド: キュー フをお 屡して、 A イつ コアを めざします。 ス 
ター アイテムを 厘 ラと、 スターを 寒と した キュー フと 同じ 色 巧す ベて 
消えます。 

アドぺンチ1^  — そー ド：7つの巧を冒険して、}*5むれた仲国を叔化 
します。 件 間を 赖出 すると、 い 5 い 5 な アイテムを ミ じ 入む る こと 巧 
できます。 

透ぴ方 

ち 下して くる キユ ーフを 同じを ど ラし 巧つ けて 霉し ていきます。 


回転 

©/瓦） 

左 移を 

〇/ 圧） 

ち 移を！ 

〇/ 厘） 

高速 ミて 

〇/ 迈） 

アイテム 库巧 （アト •ペンチい ーモ ーK のみ） 

の 

• キュー フは 真上な 5 同じを の キューブを 巧つな ると、 1 ダ ター ジで 
じ U 巧 入り、 ち ラ 1 ブソー ジで壞 す こと 巧で きます。 が •宿 •斜 の、 す 
ベての で 向の 同运 キューブ じ窗» 巧 伝わります。 


• しツ ドラ インを 超えた 場 台、 左ち じ キュー フヴ 化げ 色れ ると きなお 
巧って 下 C 巧ち ます。 このと ぎ、 左ち C キユ ーフヴ 逃げ 5 れ ない窗 
合な ヴーム ブーけ 一となります。 


©1993-2008  NBGI 
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•  ® を巧ヴ と、 タニ ユー 画面 巧 表示 ミ n ます。 

• 西を 押す と、 营 星を 変き できます。 

• 面を 押す と、 撮 動の ON/OFF を 変を でさます。 


■お 図 アプリ 

「化 図 アブ U」 とは、 すー ブン i エリアを 利 巧した 現を 巧の 活紹 や、 指 
ちした 場 巧の 化图を 見ち り、 目的 化までの ルー ト樓 錫な どを 巧 ラ こと 
巧で きる i アブ。 です。 


• 本 ソフトの ご ネリ 用 I こおた っては、 パク •ホー ブイ/パ ヴ •巧ー プイ 
フルの ご 契のを おすすめいた します。 

•否 ソフ h* を 削 おした 場 含、 巧 こ 房したい ときな， I  Menu 巧の 
[ i エ IJ ァ •周辺 请巧 •] 巧 5 夕つン □— ドして < ださし、。 

♦ 本 ンフト は ル 巧 能を 巧 巧す るた の、 2ゎ1 の t- ドを [巨ちード] 
I  じ設 をして いる 場 含は ネリ 巧で きま だん。 

j  ♦ 化 因、 経控巧 律な ど I こついて 、正？! 住、 即時な など、 い 巧なる 保 記ち 

ア  いたし まだんので、 あ 5 ウじ のこ 3 承く ださし、。 

ブ  • 定巧 やなむ ざ、 ドライバ ー政み の 方 巧 操 巧を 巧って < ださい。 

ゾ  • 本 •で 記 おしてい る 画面な イ> :ージ のた め、 実 段の 面面と 異なる 
毎 合巧态 U ます。 

さ 本ヴー ビスと 巧 加 サービス じついて 
本 ソフトには、 憂 本 ヴービ つと 巧 加ヴー ビス 巧あります。 

• 畳 本ヴー ビス； ドコ t 巧 巧 料で 运 巧す るヴー ビス 
♦巧 加ヴー ビス； ピン リンデー  9 コム ヴち がで 提供す るヴー ビス 
なじめて 本 ソフトを おを した 日な 590 曰までは 交通ち 巧な かの 巧 如 
ヴー ビスを 巧 料で ご 利 巧いた だけます。 

91 日 W 降 亡 付加 ヴー ビスを 利用す る ごは、 ゼン リンデー タ〕 ム巧 提供 
する r だン リン ♦化 図 + ブビ」 の 会 ■登録 (有料) 巧む 要です。 

本 ソフト &利巧 途中に 会 夏 登録して ち、 ソフト を 再度 ブつン □ー  ドす 
る 必要は ありま だん。 本 ソフトを そのまま こ ネリ 用いた だけます。 
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タニ ュー 

巧宮 

90  B 
まで 

9 旧 

この あた 
りの 場 巧 

オーブン i エリアを ネリ 巧して 今い る 場 巧 
の 地図を 見たり、 化图 を；!^— ルで 送った 
りします 0 

mm 

巧 お 

周辺を 

調べる 

今い る 場 巧 や 指を し た 場所 固 辺の お 店 わ 
施 鉛、 の ご ネリ 巧 店 請な どの 巧 報を 离べプ 
ル; 巧 帝 口  5 クーポンを 取得し ます。 

周 a の 天 忌 运紹た 駐車場の 滿を巧 覆を お 
設 します。 

mm 

巧 料 

化图を 

見る 

フ U  —フー ド やジ たン ル、 を 所、 霉話 番号 
などを 入でして 化 図を 見ます。 

mm 

巧 料 

本 ソフト や ヴーパ C 登録 した 靖巧や M 前 
検索した 場 巧の 化 図を 宿 湿します。 

ヴーバ じ 登な すると パソコンと 登録 化 お 
を 共 育し ます。 

mm 

有料 

ん 一 h* を 
探す 

曰 的 化まで 累 りの、 巧 さ、 目を 車を 含の た 
トータルの ルー お 索し ます。 

登録した 自 ちまで 酉 単 C ルートを 横 索し 
ます。 

mm 

有料 

ち おち 巧 

笔 きの 累袋お 巧 わ 時刻表を お 錫し ます。 
霉実 ルート を 化 回で 活 湿、 出 黄 前 C ア 
ラー ム 19： ちを します。 

mm 

有料 

粧 ミ/ 
直感 ★ 

FOWA 锅 末を おけて、 化 図を を) 巧し ます。 

mm 

巧 料 

化 図表 巧の 投 を、 话い 巧の 確 巧を します。 

mm 

巧 料 

r 化国ア フリ」 を起拉 する 


1 ソフト ー度 函 面で 【化 図 アプリ] 

•  TOP 画面 じ 各 タニ ユーげ 表 巧 ま： n ます。；^ 
ニューを 聞し’ ると 前 ◎お 索した 化 図 巧 表 
巧され ます。 

• なじめて 超！] したと きは、 ネリ 巧規 巧) かご 利 
用の 注意 事厦ヴ 表示され ます。 お 巧 規約を 
お 錫して な 5 同意して  <  だ ちい。 巧 ◎起を 
時な 5 は、 直送 TOP 函 面ヴ轰 巧され ます。 


TOP 画面 


• 会 ■登録を だブじ 9 1 曰 巧ち ざた 巧 含 

9 1 日 tX 降 C« 视こ 起動した 巧 じ、 ネ脚 できる おお 
巧 制限ち n る ことを 通知す るソッ t ージヒ 、を 夏 
登摄の 照を ソ ッ t ー  ジ巧表 巧され ます。 

また、 巧 加ヴー ビス ソ ニューを 邁 巧した 埼含じ 
ち、 同绿 のソツ t ージ巧 表示 ちれます。 

♦会員 登録す る运 含は、 本 ソフトな 5 「ピン リン 
A 【也 因 + ブビ」 ①ヴ イトで 会員 登録し ます。 


91 曰似隆 過ぎた 
运含 


化 因 表示 頭 面と 巧 巧 じついて 


©ZENRIN  DataCom 
CO，LTD.  2007 


•お 因を 巧 中の ポタン » 作 


ニ ューを 表 巧 

を(ソ ニユ ー ） 

♦ タニ ユーを 蘭 じる；® (閉じる J 

クイック アク t スジ ニ ユー 
を 表示 

〇 

化 四を 拡大/毎 か 

©術 据） 

• 拒 尺を 巧す バー 巧 表 巧 さ 〇 ます。 〇 
を 巧す と 註が 表示、 〇 を 押す と应域 
表 巧になります。© 馈 じる) を辑す 
と 橘 尺を みちし パー ヴ 消えます。 

化 図を 上下 左む C 移 お 

〇 

式 ニューを 聞し‘ たり、!! 初の 
お 索 巧 果の赁 所へ »る 

回 

化 回を 回 お 

る: 風 左: 風 

化 图を化 向 きにする 

田] 
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• クイック アク 12ス*>^：： ユーお 示み 0 ボタン 操ィ 乍 


I 

7 

ブ 

ソ 


表示して いる 化 回の 頃 巧を 中/ ら 
C 周 迈巧租 を おぺる 

〇调 a を 調べる） 

化舜 地を 設 をして 表示して いる 
化 図の 中/らまでの ルート をち 索 

〇( ココへの ルート） 

表 巧して いる 化 回の URL を ジー 
ルで 送值 

OC ココを 曰 送 宿） 

化 図の 中/ らの位 呈巧 覆を 本ソフ 
卜 せヴ- パに 登授 

oc ココを 登な） 

• ヴ ーバ亿 登録す ると パソコン でち 登 
錶化 点を 巧ち する ことな でさます。 

クイ， ジ クアク t ス；! ^ ニ ユーを 
«じ る 

®  (化 図へ） 

パノラマ 画を 巧閲宾 できる ボイ 
ン h* を 表示 

圧) り レラの 

• バノ ラフ 画 毎を 見る とさは、 ポ 
イン h* を遵 巧し ます。 

周迈 C 巧 だする ビルを 表 巧 

画 （ビル テ ナジり 
• テナントの 確损； ビルを 這 ぷ^ 

®  ► [この ビルの テブン h*] 

困应 « 话の横 索 巧 ま 画面と 巧 作に ついて 
• ここでは 巧 索 結果を 地 回で 表 巧し で 場 含の 画 
面と 操作を 訪 明して います。 お 索 結果を 一真で 
表示した 場 含な、一 貪ウ 5 お 索 括 果を這 巧して 
地図を を 巧して  <  ださい。 
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• ち 巧 « 巧の 巧 巧 e* ま 巧 中の ボタン}# 巧 


お 索 括 果の结 細 肯强を 
巧紹 

おお お 果を這 巧 ►© 

• 巧 索 結果に々 ー ソル 巧 あたって いないと 
ぎな、 クイック；!^ ニ ユーけ 表示ぎ ri ます。 

化 図を 上下 左む C 移を 

〇 

表示して いる 化 図を 
中 & じして 再读索 

应3 

前の 検索 括 まを 見る 

辽] 

巧の 検索 括 まを 見る 

厘] 

タニ ユーを 表 巧 

®( タニ ユ ー) ►[なし、] 

♦ 検索 結果 巧 削除ち: n、 周辺 巧裙 なお 3 し 
ます。 

地図を 化ス / 涅か 

©(跡） 

♦ ち 尺を 巧す バーヴ 表示され ます。 〇 を 巧 
すと 结細 表示、 〇  &巧 すと 店 域 表 巧に な 

U ます。 @ (蘭 じる) を} 甲す と据 尺を 巧を 
し バー 巧 消を ます。 

目的 化まで ルー トを 検索す る 

出ち 化と 目的 化を 設 ミして ルー トを横 索し ます。 巧を、 公み 安通 港 関、 
自 を 実を ネリ 巧した ルー ト を 表示し ます。 


TOP 面面で [ルー トを 探す] を 進ぶ [ルー トを 探す] 

2  [お 黄 地] 宿を 送ぶ @ 巧 目を 送ぶ© 出発 化を 
設を 


この 忘 君り'  ’ 

ブー プシ i エン ァで おおよそ のむ B を 測む 
してき さを します (出発 化の 投 をのみ)。 

フリー フー h’ 巧 索 

キ ー7 - ドで 検索して おちし ます。 

化 四 上で 指を 

化图で 出発 化を おを します。 

を。- 幸ち 豪 — 

笔詔 番号 •截话 番号で 検索して 設 ちします。 

住 巧 一ち な 5 

住所を 這 巧して お定 します。 

タロン ルな 5 

ジ尸ン ルを 這 巧して 設 ちします。 

届 度な 5 

II 過ち じ 表示した 化 因な 5 投 ちします。 

登録 化, 吞 、な 5 

本 ソフト わ サーバ じイ呆 巧して いる 位 S 巧番 

1 な 5 設定し ます。 

目ち 

1 自 ちの 位 S 肯 虽を設 をし ます。 

• 段: をした 出ち 化の 请强： [化舜 化の 淀 お] 

3  [目的 ホ] 巧を 進ぶ:：© 項目を 選ぶ.：© 目的地を 
設を 

• 溪 巧 2 と 同 禄の揉 作で 百 的 化を きをを します。 

• きを 巧した 目的 化の 宿 淀； [目的 巧の 確 描] 


4  [時 巧 指定] 宿を 選ぶ ►巧 巧 目を 送ぶ ►€) 


規時 到で 指を 

現在の 時 国で ルート を韵 ベます。 

出舜 時刻}! 巧 

化 结時閣 を 指まして ルートを 竭 ベます。 

到着時刻}! 定 

到 看 ほ茵を 指を して ルートを 竭 ベます。 

お弯を ネリ 用 

当 曰の おち 遅い 時 到の 羣き ルートを 調べます。 

5  [条件 設 を] 宿を 選ぶ ►© 巧 目を 送ぶ ►© 条件を 
設を [上 おで 設 を] ►  [0K] 


実 裝桌辑 

ちりを えの 這 巧 憂宰を r 早い」、 r 黄し リ、 r 祭々」 ウ 
5 這 巧し ます。 

徒 ホル -h 

ルー h* の 違 巧 夏 華を r お まなは」、 r 屋根を い」、 

「恒 巧かない」 な泛送 巧し ます。 

造 特急 ネリ 用 

ルー トの徐 巧* i ヴ 巧の 頃 含で ち 特急を 

利 巧す るな ど ラヴを 送 巧し ます。 

埋制由 削 

利 巧す る 車種を 道 巧し ます。 

6  [d 兵 《 でを 索] 

• 自を [寿の みの ルー h* を お 索： [A のみで 検索] 

♦ ルー ト （6 件まで) 巧 表示 さ ri ます。 異なる 安通 機 閑の おり おえ 
ルー ト巧 ある 语 含な、 ルー トの 巧凿を アイコンで 表 巧し ます。 


アイ！) ン 

«  m 

卓 

到 看 時間 巧 早い ルート 

S 

運 貢な まい ル— 卜 

m 

案 レ J 換乏 巧かない ルー K 

オス スジ 

上記 3 つの 窠件ヴ そ 5 った ルート 

ち お 

有料道路を 淫 った自 おき ルート 

-» 

一 お 道路を 庫った 自お表 ルー h* 

• ルー トを 登録 ヴる とき； [ルー h* を 登録] 

7 ルー トを 進ぶ®  ► [ルー ト 巧强] [はい] 

♦ 時刻表の お提: ルー h* を 這 巧 ►©  ►区間を 這な ►©  ►[時刻 覇 

. •  •卜 （宜れ 実) 表示 函 面と 巧 作に ついて 
♦ルー ト （有 B) 巧) ま 巧 西 面の 見なた 


百 的 化までの ルー h 


©ZENRIN  DataCom 
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巧べー ジへ 巧く K 


• ルー ト き 巧 やの ボタン* 巧 


TOP タニ ューを 表 巧 

®  (ソニ ユ ー ） ► [なし  \]  ►  [0K] 

• ルー ト表 巧は お 3 します。 

クイック アク わス> (ニ ユー 
を 表示 

© 

地図を お义 /巧 か 

©  (拡 猜） 

♦ 橘 只を 巧す バー 巧 表示ち 打ます。 〇 
を 巧す と 结巧表 巧、 〇 を 巧す と 広域 
を 巧 C なります 。©(聞し’ る) を 件す 
と 毎 尺を 巧 巧し バーけ 消えます。 

化 図を 上下 左ち 1 こ 巧 動 

〇 

化 舞 他ぶ に 戻る 

国 

巧 差 お モードに 巧 U 普を る 

の 

化 図を 回転 

ち: 曲 左; 阻 

化 図を 化ち) き C する 

の 

• クイ、 ソ クアク fe スジ:: ユ ーS 巧中① ポタン » 巧 


ルートの お 索 括果を 表示/ 

ルー h* 表 巧の 設; を 

0 (括果 & 設 ち） 

目的までの ルー ト C 経を 化を 

3 面 巧まで 加えて ルー トを巧 索 

〇( 経を 化を おを） 

現を 地な 5 目的までの ルートを 
巧 検索 

〇( リルー ト） 

表示して いる ルートを 消去 

圧) (ル- 卜 消去） ►[はし、] ►  [OK] 

巧 差 点 モードに 切り 替 をる 

国 (产モ "ド 切替） 

設定 •ヘルプを 利用す る 

TOP 函 面で [を を/直感 ★] を 進ぶ [註を •ヘルプ]) ► 
巧 目を 涅ぶ ►© 


を 夏 巧 活確提  「ピン リン ♦地図 + ブビ」 C を 員 登 想して 

いる 巧 ど ラウを お 巧で きます。 
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巧 富 本き さち 

化 回 表示を の設 をな ど、 ソフ h* を 般じ閔 す 
る投 をを します。 

ルー h* 検索 路を 

ルー ト 検索 全 肢 C 閔ヴ る設 巧を します。 

A 自ち粧 宝 

目ち の 場 巧を 登録し ます。 

届歴巧 クリア 

化 図た ルート 検索な どを ネリ 用した 属歴 を 
削除し ます。 

谭い 方の 載 巧/よく 

犀いた ①說 巧た よ く ある 黄 問、 利 巧 規約を 

ある K 問/ネリ 用お狗 

语紹 できます。 

FOMA 巧 末を 巧な て 化 画を 移む さ だる 
TOP 画面で 〔設定/直 思 ★] を蛋ぷ [直® ★] [直 成 を 
回]; [OK] 

■  G ガイ ド 番組 お リモコン 


キー フード 巧 索 
表 巧 曰 時 


- 広告 表示 

テレビ 番巧 表と AV。 た コン おおな 1 つ C なった 月覇 ネリ 巧が ヴ 無料の 
语利 アブ IJ です。 

姑りたい 時間の 化 上 デジタル、 巧 上 アナ □ブ 、をし くは 目 S デジタルの 
テし ビ 番組 请虽 をい つで ち どこで ち菌単 C 取得で きます。 テレビ 番組 
① タイトル •番組 巧 客 •開始/ 沒 3 時間な どを 知る こと ヴ できます。 ま 
ち、 を 巧 表な 5 フン t プを 起を する こと 巧で きます。 つン t ブ巧 5 番 
組 表を 起動す る ことち できます。 


ジ户ン ル 横 索 
放送 切替 タブ 

番組 巧 報 


JW  ル. ン"" Wr  Wr  W 


曲 柄;]! 


急 I こなる ま 組な あっち 5、 インタータッ h* を 通じてき 袖を DVD パード 
ディスクし コープー I こ摄画 チが! をす る ことけ できます （リ t— 卜録函 
テの 巧躲こ 対応して いる DVDA— ド ディ スクレ〕ー ダー巧 必要 C な 
U ます。 ご 利用の 煩に 巧 本 アブ。 の 初期 設ち巧 必要です。)。 

さ 5C テし ビのジ た ンルや 巧き な タレント などの キー 9 ー ドで 番組 
肯虽 のち 索ヴ巧 おです。 また、 テし ビ •ビデ ブ ‘DVD プし 一い 一の リ亡 
コン 揉 巧 巧で ぎます (一那 巧 尼して いない 構 佳ち あ kj ます)。 

• リ亡 コンの 揉 作 時の 注意事項 じついて なげ P294r 巧み 综リ t コン 
巧 sg を 利用す る」 

• はじめて ネリ 巧 するとき な、 巧 巧 段: をを 巧って 利 巧規巧 I こ 同意す るむ 
要 巧 あ U ます。 

• 別を パク ッ h* 通僖が 巧な な U ます。 

• 巧みでの ご ネリ 巧 時は、 FOMA 锅 末の 日時 段 巧を 日本時間 C 含 わ だ •て 
< ださい。 

•  Q 巧イ ド 番組 表リた コンな 夕ール おおを 利 巧す るた め、 2in1 の 亡一 
ドを [目 モード] I こおを している ときな ネリ 用で きま だん。 

• 函 面な イメージです。 実際の 画面とは 異な U ます。 ホを まいの 化 域 
C 巧 じた 番組 表 巧 表示 さ 打ます。 

•  G ヴイ ド 番組 表。 た コン ①詳巧 C ついては、 『ご 巧 巧 ガイ ド プック 
(1 をード <FOMA> 編) J をこ黃 くだち い。 

巧ち チ 約巧自 gC ついて 

本 アプリの 化 上 デジタル 番組 表で? 見 極したい 番 巧を 邊 巧し、 フン t ブ 
① 視お予 折! をす る こと ヴ できます。 

♦ 巧 苗 子 巧の 巧を 

タイン 画面で 視昭 I チ拘 したいを 組を 這 ニ ューの [巧 昭 I ぞ約] 巧 5 
[テの 実 巧] を 遣 巧す ると 巧 奪 予約 画面 巧 表示 さの ますので、 画面 じ 
なって 視転チ お) を 巧って  <  だまい。 

録画 子が 巧 お について 

本 アプリの 化 上 デジタル 番組 表で 録函 したい 番組を 這 巧し、 フン t ブ 
の 録画 予 お! をす る こと ヴ できます。 


• 综函吊 約の 巧を 

ツイン 画面で 録画 テ 巧したい を 組を 這 认 タニ ューの [ホ フン t ブ 録画 
ぞ 約] な 5  [チ 約 実行] を 道 巧す ると 錄函 すの 画面 巧 表示 さむます© 

で、 画面に がって 録函チ 巧を 巧って  <  ださい。 

• ソ イン 画商で 録画 チ 巧したい 番組を 送び、 度) を 巧して ち 録画 チ 約 
をす る こと 巧で きます。 

IJ た ート 沒函予 の 巧 お について 

リモート 録画 チ お) C 巧応 している DVDA— ド デイつ クし コータ ーを 
お 浸 5 のとき I こは、 インター タットを 通じて、 外出 巧な どな 色 本 アブ 
ンの 番組 表より 録画す 約を する こと 巧で きます。 リ t— 卜録函 予巧じ 
な 本 アブリ I こおいて 巧 期 鉛 更かた 要です。 

初期設定の 方を 

•I  DVD ハード ディスク レコー ダー に インター ネット 接統 
のをを をす る。 

♦ ご 利用の DVD いー ド ディスクし〕ー ダーの 取扱 説 巧 » を ご括捉 
< ださい。 

2  メイン函面で®^  [リモート 每函予 巧] 

• 巧イ ダンス C なっての 期 おちを 進めて < ださい。 

を 巧 チの のちを 
初期 おを 巧完 3 しを あと、 お 巧ぎ な蓄 巧を 指ち して ソ ニューな 5  [リ 
亡ー ト録函 チ 約] を 這ぶ と、 インター タッ h* 経 巧で 本 アプリで 巧 巧し 
た DVD パート‘ ディスクし コーブ ーと 援 掃し、 録画 予抗 I をす る こ ヒヴで 
ぎます。 

• すでに 同じ 時間 じ テ拘ミ む ている ときは、 を 組 表 じ乂ソ t— ジ巧表 
巧 ミ 打ます。 

• ご 利 巧 I こは、 則を バクッ h* 通 宿が 巧 方む ります。 

あすす め ♦■话 を夕ー ルで 受け 巧る 

•TV  メールを 設を すると、 キー 9 ー  ドに 応じた 番組 巧 霜を ジールで 受 
口 取る こと ヴ できます。 ジール 巧 5 直接 本 アプリを おおしたり、 JV 
タール ヴイ ト方 5 番組 お 索 結果を 表 巧したり できます。 
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番巧詳 巧 ♦■汚に ついて 

放送局 サイ トか 番組 関連 ヴイ ト への リンク ヴ表巧 ちれて いると きは、 
ンンク を 這 巧す ると、 ヴイ ト巧 表示 ま 打ます。 


■ま オク 出品 アプリ 2 

r 装ブク 出品 アプリ 2」 は、 をオク にいつ でち ど 
こで をた ン タン E 出馬で ぎる 便利な アプリで 
す。 

巧イ ド 表 巧 巧き で、 なじめて 出品す る 方 C をの 
巧 U やす  <  狂文ます。 また 号 真涅を •馬 案 ゎ属歷 
の 保存な ど 犀利な 巧 おちあり、 ヴ イトな 5 の 化 
虽 よりち 想 時 国で 出品す る こと ヴ できます。 

• はじめて ご 利 巧ち むる 辑 1 こは、 r 利 巧 規拘」 I こ 同意いた だ<  必要 ヴお 
ります。 

• ご ネリ 巧 ごは 則を バブッ h* 通 宿が 巧 巧なります。 

• 爱オク の 詳細に ついては、 f こお 巧巧イ ド フック （ i  t— ドく FOMA > 
福) J を こちく だち し、。 

• 襄ブク で 化 S をす る E な 装 天 会 頁 登録と 出品 香 登録 巧 必要 C な U 
ます。 


• 函 面な イメージです。 ミ瞭の 画面とは 異なる こと 巧あります。 


•装 スク C 関する ち 揉 C ついては、 i 亡ード ヴイ [-を 
ご 莫<  ださし、。 

I  t  — ドヴ イト： [ i  Menu]  ► 【装 オク ♦•ブ ーク 
シ 3ン-] 


■の お を アプリ 


ヴ イト 接続 巧 

QR コード 


チ ージい 5 すの 笔子マ 3 — no」 とは、 おヴィ 
フク ー 9 イか 「の」 を 信 C した クレジットむ ー ド 
をな ざす だけで シヨ ッ ピン ブ 巧で ぞるヴ ー ビス 
です。 今までの よ ラに ヴ インを する ことな  < 、茵 
単 •语が C シヨ ツビ ンブヴ できます。 たー ド お 巧 
を! ±C よっては、 キ た ツ シング I こち 巧応 してい 
ます。 


• 「の」 の ご 利 巧 じな、 间 こが 巧し ち 各 力ード お 巧を むへの お申し 这み 
の ほな、 ID アブリ ヒ各 カードを 巧を 社 透 巧の ウー ドア プ U  C よ U 巧 
を①設 をを 完 3 したお ヴイフ ブー タイ またな riD」 を 信 致した クレ 
ジッ h カード 巧む 夏になります。 

•お ヴイ フブー タイで 「の」 を ご 利 巧①塌 含、 の アブ U を 起動して 「こ 
ネリ 用 上の ま 意」 I ここ 同意いた だき、 iD アブリ 測の 巧を のを 巧を 完 3 
の ラを、 力ードア プリを ブつン □—ド またな 起動し、 巧 ー ドア プ U 
働の 巧ち の投 巧を 巧 ラ 必要な あ ります。 

•  D 巧 巧の ヴー ビスの 巧调 I こヴ 巧る き 用 (年会き など) な、 各 力ード 
おな をれ によ U 異な U ます。 

♦  〇 アブ。 および ウー ド アブ。 を タウン □ー  ドす る C は パク ット廷 
运な 巧な なります。 

• 画面な イメージです。 実瞭の 画面と な 異なる こと 巧あります。 

• 「の」 に関する 巧 報 I こついて は、 「の」 の j モー 
卜を ごちく だち い。 

i  t  —  K ヴイ ト： [ i  Menu]  ► [ソ ニユ ー /g 
[「の」] 


■  DCMX クレジット アプリ 

「DCMX」 とは、 nojc 巧 尼した、 エヌ •テイ クイ • 

ド コたブ ループな 這 おする クしジ ットヴ ー ビス 
です。 

DCMXI こは、 月々 1 巧 巧まで ネリ 用で ミる DCMX 
mini と、 DCMX  mini よリた < まん 语乏て ドコ亡 
ポイントち たまる DCMX の 各ヴー ビス 巧 こざい 
ます。 

DCMX  mini な 5、 本 アブリな 5 の 岳 単な お申し 应 みで 今す ぐ クー タイ 
ク しジツ h ヴご利 巧 いちだ 口 ■ます。 


ヴ イト 接続 用 
QRD-K 


DCAiX 


アブリの « 能 


XI DCMX  min なお 申し 边み 時に スン ラインで 入会 ま 量を さ だてい 
ただき ます。 

また、 DCMX  mini 政 かの お申し 泣み じついて は、 i  t— ドの お 申 
し边み ページ じ 送 病し ます。 

X2 —を ①祭 件で 暗証 番呈の 入 でげ 必要な 場 含 巧 あ kj ます。 

※ミ ご ネリ 巧が 巧な どの 活损巧 解す、 DCMX  m 村の み 可能です。 

• ヴー ビス 巧 客 やお ホし 边 みで をの 資 巧じ ついては 
DCMX の I 亡ー ドヴ イトを こ 貴く だち い。 

I  た-ド ヴイ ト； [ i  Menu]  ►  [DCMX  iD] 

ヴイ ト復続> 

QR コード 


• 画面は イイー ジ です。 実 おの 函 面とは 冥なる こと 巧 あ U ます。 


I 本 アブ IJ をは じめ て 起動され る 曝 じは、 r ご お 巧 上のを 着 JE 同意 住 


ラえ、 ごが 用  <  ださい。 

• 各種 殺: ち、 揉 作 時 巳は パク ツト激 含 料 巧 巧 巧り ます。 


亡 バイ ルバン キン ブを厘 利に ご 利 巧いた だ < た 
のの I アフ U です。 た バイ ルバン キン プ とは、 携 
帯電 話ウ 5 ご吕 貴の □座の 残高 照会た 入 出を 巧 
細の 活歸、 症边 •お宮な どを いつで を どこで ち ネリ 
用で きる ヴー ビスです。 i アフ IJ を 起を する お 
じ、 ご 自身で 投 ちした バ スフー ドを 入力す る だ 
けで、 奇ス 2 つまでの 金融 巧 南の t バイ ルバン 


C'TVJf ン ♦シブ 

I 

IS  AAAin  J 

£2^ ■■"巧 ■ 


み ンブを ご 利用いた だけます。 

• た バイ ルバン キン プを利 巧す る じは、 巧 巧 金 融 巧 関の □座と、 各 金 


融樓 閑への t バイ ルパン キン プサー ビスの 巧 巧 申し 逆み けむ 要で 


す。 


• こお 巧 I こは 別を バヴッ h* 通® 巧 巧 巧む ります。 

• 函面なイ*^^ージです。実曝の画面とな異なることヴあります。 

•  I アプリ パンキン プの结 «C ついては、 F ご 利用 巧 イド ブック 
{  I た ー ド <FOMA>iB)J を ご 黄 < ださし、。 

•  i アプリ パンキン プじ 関する ち虽 は、 i モ ードヴ 
イ h* を ご 黄  <  ださい。 

i  t  — ドヴ イト： [ i  Menu]  ►[ソ ニユ ー/ お 索] ► 

[ち パイル バンみ ンフ] ►[  i アプリ パンキン ブ] 


ヴ イト 復続用 
QRD-K 


/  ■ 

I 


• お賣い 上げ 時、 登资 さ: n ている ソフト ①各带 能な なのぶ ラ I こおち 
きむ ています。 
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• ソフト ー 妄のヴ プソニ ユーな 5 殺ち を 変まで きます。 


設を 

項目 

る H い 上 

as, 

プレー バーク 

エタ ラル 
ディァ 

化 回 アプリ 

Q 方イ ド お 6 
表リ ち〕 ン 

巧受 画面 
設定 

- 

- 

- 

- 

這运 おを 

通 宿しない 

适宿 する 

) アプリ 
To 設定 

- 

- 

舒可 する 

アイコン 
情 或铅巧 

- 

- 

ネリ 巧す る 

- 

看 « 音/ 
函赁 変更 

- 

- 

- 

- 

笔話 お/ 
履歴 参照 

- 

— 

許可す る 

一 

- 「置 愚よ プ レーパー ク」 と 「ェ式 ラル ディア」 な、 ソフト ネ拥 設定 
を 変更で ぎ まだん。 


設を 

項目 

お ミい 上 miCDRS 

をス ク化活 
アプゾ 2 

の 巧ち 
アプリ 

OCMX 

クレジット 

ァプゾ 

I アプリ 
パン キ ジブ 

巧 受菌面 
設定 

- 

- 

- 

- 

這 运抵を 

适這 する 

) アプリ 
T。 お定 

軒 巧す る 

アイコン 
巧 或铅巧 

ネリ 用す る 

- 

- 

- 

着 « 音/ 
函层 変更 

- 

- 

- 

- 

笔話 お/ 
届 度 参照 

- 

— 

- 

- 

• ごが 用 C は别逮 パク ット 通® がヴ ごなります。 

お サイフ ケー タイ 封 巧 I アプリに 留 ずる ごま* 

•  I  CC— ドじ設をちむ5宿帝巳つきましては、当なとしてな*任 
を 負いな 〇 ますので を 5 巧 じの こ 3 承く ださい。 


自れ括 n 没を 


□ アプリを 自動 実行す る 


1 アブリを 曰 動 起な する 巧 まは 3 适りあ U ます。 

• あ 5 巧し’ の、 日が •時刻を 正し  <設 をして おいて  <  だ ミし バ巧 P.50)o 


I アブ IJDX な 5 の 
設定 じよる 自動 おを 

有 却 じする にな、 自動 起を おちを [ON]  1 こ 鉛ち 
します。 

ソフ h* 目 巧の 巧 备目 こ 
よる 自 を 起を！ 

あ 色な じめ ソフト csfi み边 ま： n ている き 動 お 
動の 動 巧です。 ち 巧 E する ごは、 自 おお 動設巧 
を [ON] じ投 をして、 白 動 起 おする ソフトを 登 
録 します。 9 件まで 登録で きます。 

FOMA^*末の鼓：をじ 
よる 自お 起を！ 

FOMA 锅末 E 保宮 さむて いる i アプリ C 巧し 
て、 時刻 •日が •雇 日を 指 ミして 有を 起動を 設 
をし ます。 ちな 1C する C な、 目 動 起！] 鉛 至を 
に川 じ 没を して、 つヴ ジュー ルを 段: 巧し ます。 

9 件まで 登録で ぎます。 

する かム '： ホ t 化を する < 


カスタム メニューで [ I アプリ] [自巧 起な 設定] 
2 設 をを 惡 ぶ© 


• 目を! 起を できな なった とき も 自 を おを [失 お 夏 歷じ記 巧 さ: n ます。 
♦ 巧の 运 合は 巨 動 おを でぎ ま だん。 

■ 笔 源が A ってい 巧い とき  ■  i アブ。 ヴ起 IS やのと き 

■ 化の おお 巧 起動して いると ぎ  ■ 通 おや 
■ 自を [起動と アラーム （アラーム/ スブジ ユール/ ToDoU ス 
卜 / 巧® テ 約/ 録函チ 約) を 同じ 時刻 じお定 している とさ 
■ ( アブリの 巧お别 □ック や 

■  2ゎ1 のモー ドを [良 亡ード] E 設定して いると き C、 ジール 連 お 
型 I アブ U を自を 起な 設を している とぎ 

■  FOMA 巧ー ト •ヴ择 六 まれて いないと き 

■ 自 B 起動を きさを している アプリを ダつ ン □ー  ドした ときと 異 
なる FOMA ウー ドを 挿入して いると き 
•同じ 時刻 I こおを し た W 下の 巧 おは 巧の* 巧 •位で 動けし ます。 


* 巧 •位 (育 一な） 

顧 

自動 羣源 OFF 一自 を 電源 ON ー アラーム〜 1 アプリ 目を 
起動 

♦設 ちリ t ット をな ラと、 自を 起を) をが 履歴 巧 削 おさむ、 i アプリの 
目を! 起 おおを はお 除ち ri ます。 


• 白 動 起 おおを した ソフ h ①通宿 投をヴ [起動 ごとに 滝提] となって 
いると ぎ、 有な 起 を しむと きじ 通信す るな ど ラな の確提 面面 巧 表 
示さ の ます。 そのまま 揉 作じブ CS で 5 砂 経過す ると 有を! 的 じお お 
画面で [し ル \ え] を 選 巧した きさを で 起を します。 

♦ 同ー ソフトの 目を 起を! ヴ 前回の 曰 動 起 お 巧 5 10 ろホ瑪 のとき、 起 
君！ でき まだん。 自 お 起動す る 間 垣 を 10 分 tLhC 設定して  <  ださい。 
白を! 起 お 失敗 届 度 I こは [超 u エラー] と 表示ち ri ます。 


J  ^  J  •:) 

FOMA 節 末の 投 をで ソフトの 狂 お 日時を 設を する 

1 カスタム^ ニューで [i アプリ]、 [白 巧 起 B 設定] ►[詳 
細教 を] 

2 番 畳を 遣ぶ 

• 新規 C 登録: [ - ] なを 巧され ている を 号を 這ぷ 

>  ® 

♦ おを のをき: 変ます る 番号を 違ぶ ►©►〔変更] 

• 段: 巧の 削除: 排除す る 番号を 違ぶ ►  ©  ► [削な] 

3 ソフトを 适ぶ V® 

4 設ち する 

[デ イリー〕 I 時刻 (24 時 固が) を 入力 ►© 

[届 日設 ミ〕； 垣 日を 這ぶ© (< りおし 可） ►©►時刻 (24 
時 括が) を 入力 ►© 

、 旧巧設 ミ〕 ► 日け •時刻 (24 局岛 制） をへの ►  ® 

白 B 运 BS す 巧の ソフト の設 をを ち 巧 じする 

rFOMA 節 末の 設定で ソフトの お岛 日時を 設定す る」 の* 作 
1 〜 3 を 巧 ラ ►[時 国 間 巧 設定] 

♦ 無 巧) じする ときは 「FOMA お 末の 段: をで ソフトの 起 君! 曰 時を 段: 

をす る J で設 をを 削除し ます。 

♦ 有 動 起を! おを 巧ない ソフトの ときな 遵巧 でき まだん。 
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アプリ 


サイト や j モー ド イー ルから I アプリ 
を ま 巧す る 


i アプリ To(i アプリ 捏巧設 巧) ヴ設を ミれ ている とき、 ヴ イト、 

I たー ド 式 ー ル、 タツ わー ジ R/F、 面面 夕 たや ト ルウな 5  I アプ 
リを捏 をで きます。 

♦巧ので をで i アブ。 超を! の 這 号を 受 « したと きわ 試み 取った とき 
でち i アブ U を 起を でさます。 

■ ホみ 禄通值 ■  Fel に a マー クを輛 み 取り お C 口 ざした とき 
■ バ-〕— ド リー ブ— 

•  I アブリ 下 0 を 許す する 口 ど ラヴな、 I アブリ Tola： ちで 設 ちします 
(げ  P.199)。 


う  •  I アプリ To 段: ミヴ [許 巧し ない] I こおを ミれ てし、 ると ミ、 i アプリ 
II  To でな 起 お でき まだん。 

•  I アブリ 巧受 画面と して 起動す る ことは でき まじん。 

• フんフ ラつ ヴ でな 起動で ぎ ま 杠ん。 

I サイト や メール、 メッセージ R/F、 面 あ メモ、 トルカを 
ま示中に J ァプリを塞ぶ^©1  [はい] 

• 起を の 中止： [ i アプリ お 夏] 中] と 表 巧 中に 因 ► [はい] 

二' vr 巧 こ 

•  i アフ U を沒 3 すると、 元の ヴイ h* や愛径 タール 表 巧 画面、 函面ソ 
モか トルろ 表示 函 面、 フン t プ視 時函面 C* リ ます。 

•  i アプリの 起動 指定 E 該当する ソフト 巧ない ときは、 [指ち ミむ む 
ソフトな ありま e ん] と 表示 ちれます。 

• ヴイ トウら 起動す るソフ h'C よってな、 FOMA 强末じ 1 果巧 できな 
い ソフトち あります。 
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• ヴイ he よってな、 指ち の ソフト 巧 FOMA お 末 C 保存 さ 〇 ていな 
いとき か、 FOMA 端末 C 巧 毎 さむて いる ソフトの バージ ヨン ヴち 
いとき じ、 ソフトを 夕つジ □ー ド または パー ジ ヨン アツ ブ できる 
ことけ あります。 

♦ ソフト C よってな ダ クン □ー ド 巧完 3 すると 自お 的に 起を する よ 
ク C おを まむ ている ちの ち あ U ます。 こ①よ ラな ソフトは 夕つン 
□- ドを す <CFOMA お 末には 保存 ちれ まだん。 ソフ トお 3 を C、 
保存 可能な ソフト について は 保存す るな ど ラな を 這 巧で きます。 

• 実 巧 やじ 通值 段を (巧* P.199) ヴ化 要な ときち あ U ます。 

•  I ちー ド^—) レなら の i アプ U To ぶ JP (情理 ヴー ビス 這 供 香) な 
5 の i ちー ド ィール E 僖で 利用す る 巧 能です。 FOWA 輔末ど ラし 
では ご 利 SC な 〇 まだん。 


アプリ 诗受 》 を 


I アプリ 待受 画面を お定 する 

♦ 巧 受函面 C 設 ちした i アプリな、 画を 巧す と 揉 作で きる よう C な 
ります。 i アプリ 巧受 画面 おを 巧 解除 さ n ザ、 巧受函 おじ* つたと 
きに i アブ U 待 愛 面面 巧 再起を します。 

♦  I アプリ 巧受 おを された ソフ h* ウ 5 通 這す る 巧 ど ラウは、 巧受 画面 
通 僖投: を (げ P.213) で設 ちで きます。 

1 ソフト ー » 面面で ソフトを 道ぶ / 巧) ►[待 受 函面設 
まい [はい] 

• 通售を ネリ 巧す るソフ h* を投 ちした ときは、 通 宿を— 巧 巧す るな ど 
ラな の 送巧函 おけを 巧され ます。 [通® する] を 這 巧す ると 适值 
巧 舒 巧ち 0 ます。 [适 « しない] を 違 巧す る ヒ适® されす、 ち 或 這 
供ヴ できない 場 含 巧 あ U ますので、 ごま 意  <  ださし、。 

I アプリ 巧受 巧を を 度に するとち 

♦ ソフト ー窝函 おで、 巧受 画面 じ おを 中の ソフト を 違ぶ ►  ©  ► 
[巧受 画面 設: を] ►  [13 い] 


•  i アフ U 得賽 画面 C 錠を で 安る ソフトは 1 つのみ です。 

•  i アフ U 得賽 画面 C 設 巧で 安ない ソフトち あ U ます。 

•  I アブリ 待受函 面を 設 ちして いると き、 巧受 画面 じは i アプリ ヴ 
表示され ます 。タイン 画面 お 巧の 巧受 画面 設 巧で おを しち 画を は 
表示され ません。 i アプ IJ 巧 受函面 おちを お 除す ると、 •> {イン 画面 
おちの 巧受 画面 設 をで おちした 函倭ヴ 表示ち 〇 ます。 

•  i アブ U 得受 画面な 5 ① Web  To 機 おなご ネリ 巧に なむ まじん。 

• 逗值を 巧 ラソフ h •を I アブ U 得き 画面に 設 をした ときは、 霉® 巧 
巧な どじより 正し <itH 乍し ない こと ヴ® ります。 

•  I アブ U 得受 画面 表示 中 C ブール □ック をき をを すると、 i アプリ 
得愛函 おな 終 3 し、 [巧 受函お 1 ] 巧 表 巧ち むます。 

•  i アプリ DX を i アプ IJ 巧受函 おじ 設定した とぎ、 i アプリ DX の 
ンフト によって な、 有 巧) 性を 语紹 する ため、 通® おを C なヴ 05 す‘ 
通 宿す るち の 巧 あ U ます。 

• 、 アブリ 巧 受函面 らお 巧して いると さは、 電源を 入 n ると i アブ 
J 巧受 画面 起動の 確紹 画面 ヴ 表示 まむ ます。 [ない] を 這 巧す る 巧、 
が) 己 おその まま C して お < と、 i アプリ 巧受 画面 巧 起 おします。 
[いい 亥] を爱 巧す ると、 通常の 巧 受函面 ごな U、 i アブリ 巧受 画面 
の 投ちヴ 解な さ？！ ます。 ただし、 有 を 霉源 ON で 雲 原を 入の たと き 
はお 湿 画面け 表示 ミむ す‘、 巧受 画面 じ 房る とお おします。 

•  2ゎ1 のちードを [デュアル t- ド] または [目 モー ド] じき 曼 巧して し、 
ると き， i アブ。 待愛函 おはま リ用 でき まだん。 


巧の 揉 作を 巧 ラと 巧爱 画面の i アプリは いっちん 終 3 します。 


I 巧 ク:ラ お 能 
データ ボックス 镑お 
I トト •搏お 
ジー ル樓能 
テレビ 電き舌 

電話帳 ぉ預ヴ リヴ ー ビス 
SD スー デイブ 
i アブ。 の設 をの 変更 
I 亡ー シ ヨンの 再生 


I h ルた 巧 お 
I ソフト ク エア ①更巧 
II  C ち值 
I ホ 外 综通值 

I i アブリの ダク ジ □ー ド 
II アプリの 起 お 
I  7ジ 巧 •ブック リー ダー 
I フジ t プ 

I パターン データの 更新 


■  2inl の跋 をの 変更 (モー ド 切替、 2in1 ち 能の ON/OFF 切 畳） 

こキ ユリ ティ エラー じついて 

•  I アブ U 巧受 画面を 設 ちして いる 場合、 i アプリ 巧 不正な を 作を 
しよ ラと したと き や i アプリ 巧 許可 さむて いる おお 政み の 動作を 
しよ 〇 としたと きな、 I アブ U 得き 画面は お 除 さむます。 

• i アブ。 巧受 画面 ヴ 解除 さむて しま ラよ ラな エラー ヴ おを しちと 
き、 エラー黄 生 時刻な ど 巧 エラー国 おじ 記 宿、 表示ち 打ます。 通常 
お 3 時 C な 記 «ミむ まなん。 待愛函 面に [t キュン テイ エラー] と 
表示 さりて いると きな、 みを がすと、 エラー届 度ヴ 表示 ミれ ます。 


ァプ 。巧 受西面 巧 5 适巧 するな ど ラヴを おを する 
.1 み 受亞お 3i 巧 巧を > 

ソフト ー!! 画面で、 巧受 画面 I こおを されて いる ソフトを 進ぶ 
►  @ ►[待を 面面 這 运兹: を] 設 をを 這ぶ ►© 


.1 戸 プリ 
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タニ ューヴ 5  i アブ ij 待受 画面を 設 まする <  •  盘ぉ ま > 

1 カスタ ムイ ニ:!一 で 厳を い 该 巧い [y イン 面面 設恐 
► [待を 画面 設定〕 ►  [  i アプリ] 

2 ソフトを 适ぶ 

♦おち 中の i アブ ンを設 をし 匡す； [おを] ►ソフトを 适巧 ► 
®  ► [はい] 

♦設定 中の i アブ U の 終 3; [巧 3] 

♦おを やの i アプ U の 解除： [巧 除] 


FOMA 疏 末に 保存した i アブ LJ ① パージョン アップを 巧ったり、 

削が や ソート 、実行時の エラー情 涅や トレー ス侯 馬の 表示な どを 

巧 ラ こと ヴで ぎます。 

• ソフ S ご よっては、 IP (肯蛋 ヴービ つ 提供 客) 巧 揉 帯 笔話じ 保 巧され 
た ソフト じアク t ス し、 直接 语巧厚 止が 態に したりす る こと 巧 あり 
ます。 そのと きな、 その ソフトの おお、 待 受函面 おを、 バージ ョン 
アップな ど 巧で きな くな U、 削除 およ U ソフト 巧 細 表示の み 巧 巧 能 
E な U ます。 再度、 ごが 用いむ だ <1 こは ソフト 停止 解除の 通 毎を 爱 
ける 必要 巧 あるた め、 IP(« 强ヴー ビス 提巧 着) じ お 間い 台 わ だ  <  だ 
さい。 

• ソフト ご よっては、 IP (構 虽ヴー ビス 提供 香) 巧 摄帯笔 話 I こ 保 毎 ちれ 
た ソフトに データを 送 毎す る こと 巧あります。 

• このよ ラに IP (ちを ヴー ビス 提供者) 巧 ソフト じ 巧し、 厚 止 •再開 要 
巧を 巧った ん デー タ&送 « したと き、 携帯電話な 适值を 巧い、 
i  t ー ドア イコン 巧 お 巧し ます。 この 原 通信 お! ななな り まだん。 


\ プリ 
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■  I アプリを バー ジョン アップす るく バージ a ン アップ > 

FOMA 銷モじ 保を 済みの ソフ h* 巧ヴ イト 測で 新しい バージ ョン [こ 更新 
ちむ ている とき E、 バージ ョン アップで きます。 

• ソフ hC よっては 、実行時 I こ 更新 情 窜を有 動话絕 し、 [をが ソフ hC 
バージ ョン アップし ます ヴ？] とき 巧す るち のちあります。 [なし、] 
&違 巧す ると バージ ョン アップを 開始し ます。 

1 ソフト ー» 面面で ソフトを 進ぶ •©►レくー ジョン 
アップ] [はい] 

♦ ソフトの 肯趣巧 表示 ミ n たと き：® 


•  FOMA 捕 末 (本な:) ①ジ モリのを き 客备ヴ ない ときは、 パージ ヨン 
アップで きま だん。 化の ソフ h* またな i アブ U と ち。 エリアを 
巧ち している データ ボックスの データを 削な してく だまし、。 

•お ヴイ フクータイ 巧応 i アプリ じよつ ては、） C 力ード □ック 中、 
夕つジ □ー ド や バージ ヨン アップ 巧で きない こと ヴ あります。 

• ジー ルの 巧を 别 □ック 中、 メー ルフス ル ダ爸を まきす る ル 逢 
お 型 ソフトは パージ ヨン アップで きま だん。 

■  I アプリを 化べ » える < ソート > 

1 ソフト ー » 面面で©  ►[ソート] 

2 ソート 方法を 送ぶ ►© 

■エラー* 示を 巧 K する  <  エラー 表示 > 

ソフト 実 巧 時の エラー 请或 （[自 を 起動 失 目な 届歷] 、[巧 愛 画面 エラー 属 
歴]、 [t キユ 。 テイ エラー 履 固） や卜 し一つ 巧 報を 活紹 できます。 

1 カスタ ムメ ニ ューで [ I アプリ] ► [エラー ま 示] 

2 エラー 这歴を 送ぶ ►© 


•  i アフ U 得き 画面 巧 解除 さむて しま ラよ ラな エラー ヴ 発を したと 
安、 エラー 発生 時刻な ど ヴェラー 届 思 I こ を 想、 表 巧ち 〇 ます。 适常 
お 3 時 じは 記 宿ち むま だん。 


ト レー ス W 巧を を 巧す る <  h レー ス S 示 二’ 

で スタム タニ ューで [ I アブリ]  >  [卜 し一 3 表示] 

♦ 卜 しー ス肯窜 なない ときは、 [トレーつ 巧蛋ヴ ありま だん] と 表 
巧され ます。 

• 植提の 終 3;® 

• 卜 しー ス肯窜 の 削 お：®  ►[はし、] 

巧 ま お 別 5 だ 
I アブリ 作ぶ 者の 方へ 

♦ 作 巧した I アプリけ 正常な B 巧を しないと きは、 卜し 一つち 裙 
のの 客び 参き C なること なあります。 

• トレー つを 巧 巧す るよ ラに おちさ n ている ソフ h* ヴ ない とき 
は、 h し一:? 巧律ヴ 表示 さ ri ません。 

■  1 アプリを 巧巧别 ロックす るく 機巧 則 ロック > 

• 谋能則 □ジク C ついて な 巧 P.1 13 

カスタ ムメ ニ ューで [ I アプリ] [« お 別 ロック] 

2 端末 暗部 番号を 入力 ►©:  [ON] 


■  I アブリを 削を する < が！* > 

• 日 巧 イド 番組 表。 t コンは 削除で きま だん。 

ソフト ー » 面面で ソフ トを 進ぶ ， ®  ►[削除] 
2 削な 方法を 進ぶ 

• 〔 1 件が 巧] 

， [萬 巧 削除] ►ソフトを* ぶ© (くり 巧し 巧い© 

【を 件が 巧〕 巧 ホ 巧な ち 号を 入力 >  @ 

3  [はい] 


• ジール 連を 型 i アプリを 削 おする とき、 目 を 的 ご 作成され た ソー 
ルフ マル ダを 同時  I  こ削隐 するな ど ラな を 送 巧で きます。  なお、 

ルフ ブル グ巧 E 保 a まむ ている •> {ー ルな あると ぎは フブル プの削 
除は でき まだん。 

• 削 おする ソフトの 1 アブ U 度 巧 データ 巧 mIcroSD ク: f リー カード 
I こな 存 されて いると き、 i アプリ 语巧 データを 同時 じ 削除す るな 
ど ラな を 選 巧で きます。 

•  7 ォルダを 巧して ジールを 動 型 i アプリを 削除した 場 含、 フ ォル 
夕 巧の j ち ー ドター ルを 语紹 するとき は、 受信 BOX、 送值目 OX、 未 
さ 宿 BOX で© を} 甲し、 [i  t- ドジ ール閲 ち] を邊 巧し ます。 

ル 違 動 型 I アブ。 を 起 を だ ザ C フォルダ 巧の i 亡ー ドメー ルを 表 
巧で きます。 

お サイフ ケー タイ 幻 巧 I アプリを 削 巧 するとき 

• ソフト じよつ ては、 お 客 巧 巧 ソフトを 起を! しで I  C 巧ード 巧の 
デ ー 9 を 削な しないと、 ソフ h* を 削除で きないち のヴあ U ます。 

• おヴイ フク ー タイ 巧応 I アブリに よっては、 削な できない こと 巧 
あります。 

•  I  C わー ド □ック や、 おヴイ フクー タイ 巧 巧 i アブリ 13； 削がで き 
ない こと ヴお IJ ます。 

メール 宙 なお I アプリを をむ ソフトを を 件 削 おず ると き 

• ジール フォルブ 巧 C 保 塞ち ri ている ソールな あるときは フ； r ルプ 
の 削 おなでぎ ま 杠ん。 


アプリ a 巧 データ 


microSD メモリーカ こ ド 内の i アプリ 
使用 データを 表示す る 


•  I アプリ® 用 デー タフ； r ルタを 削炼 したり、 這 巧し ちフ ブル ブの詳 
細 肯虽を 表 巧す る こと 巧で きます。 

♦詳細ち 巧 C な、 利 巧 可 86 ソフ h/CP 香、 フス ル ブお巧 可/不可、 利 
用 不可 原因 巧 表 巧ち 〇 ます。 

• フ ブルダの 利用 不可 原因な 巧のと おりです。 

■ ソフ h* を 作 制 お [あり]; 保ち さ n た デー タ を® 用す る ソフト 巧な 
いたの 巧 巧で きま だん。 

■  FOMA たードを) 巧ち U 限 [あり]: 巧每 したと きと 異なる FOMA 巧一 
ド 巧 揮 入ち ri ている ためお 巧で きま だん。 

■ 巧 種 制限 [お IJ] ; 保を したと きと 宾 なる 巧 佳の ため ネリ 巧で ぎ まだ 

ん、 

■ シ ブまリ お成り]: FOMA 銷 末の シ U- ブ 巧、 保 毎した ときの 
,  シ ブと 興なる ため ネリ 用で きま だん。 

7'  I カスタ ムメ ニ ユーで [ I アプリ] ►  [  I アプリ® 巧 デー 
夕] 

• フォルブを 1 件 削除; フォルブを 這 巧 ►©►[なし、] 

■ち 虽のミ 巧;® 

• 请 錫の お 3:® 


♦ 同時 じ 起 おしてい る 化の 巧を ヴ microSD ツモ リー 方 ー ドを 犀 巧し 
ている ときは、 i アブリ 语巧 デー タのフ ブルダを 表 巧で きま だん。 
化の 巧 おを お 3 してな 5 揉 作して < ださい。 
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I アプリの さまざま なが 能を が 巧す る 


♦ネリ 用す るンフ H こよって、 操作 巧を ヴ 異なった U、 揉 巧で 安ない こ 
と 巧あります。 


♦ ヴイ h* 表示 じが 応 した ソフトを ブ ウン □— ドす るむ 要 巧あります。 
♦  URL 巧 半角の 英を字 や 記章で 255 です を 垣え るヴ イトは き 巧で きま 
だん。 

\ ソフト 実行中に、 URL の 巧 目を 惡 ぶ®  i  [はい] 


実行中の ソフトな 5、 音声 霉 話、 テレビ 笔 記を ネリ 巧す る こと 巧で きま 
す。 

♦音声 笔話 、テレビ 霉 詔を ネリ 巧す る こと C 巧応 した ソフトを ダ クン 
□ー  ドす る 必要 ヴ あります。 

• ブイ わ ル お® 制限 中、 t ルフ 亡ード 中は、 霉話 をな 口る こと 巧で き 
まだん。 

J ソフト 実行中に、 電話 番 ちの 項目を 進ぶ© 

2 電話を かける 

♦ 音を 電 詰: に)/®  ►[ない] 

• テレビ 笔 話:®  ►[はい] 


•  I アブ リヴ 5 カ ソラを おを! しちと き、 涅 をした 画 毎は i アプリの一 
部と してな 毎、 利 巧ち 打ます。 

I ソフト 案 巧 やに、 カメラの 垣 » 巧 目を 進ぶ ►© 

• た *>4 ラ 亡ー ド (を 止函 度を 画面) じなります。 巧る さを 調爱 しち 
り、 t ルフ タイ 7 —、 ブームを 利用で きます。 

♦ ソフトな 5 [画を ヴ イブ] た [連続 涅 を]、 〔画ち]、 [フ レー ム] など 
の お 定巧 でぎ るち のち おります。 

2  €) 

•保ち：® 


つ; 1 ば S 

• ソフト C よってな I アブ U で ネリ 用す る函 1* や お客様 ヴ 入力した 
デー タ などを、 自を的 ご インター ネットを 経 巧して 送 毎す る こと 
ヴ あります。 i アプリで 利 巧す る画療 とは、 実 巧 やの I アブ。 ヴ、 
カタ ラ 巧 おを 起動して 逸 あした 画を、 データ ボックスの マイ ビク 
チ ゎ 巧 5 遵 巧した 画运 およ U 赤外 禄通宿 おおを 巧 巧して 取得し 巧 
画 房な どです。 


利用す る 


1 ソフト 案 行中に、 バーコード リーダーの 起 巧 項目を 選 

ぶ © 

♦た タラ 亡- ド （バ ーコ- •ド IJ— ダー） C な U ます。 


2 バーコー ド (JAN コー ド、 QR コー ド) がま 示される よう 
に カイラを 合わせる ►€) 

• パー]- ドし IAN〕ー ド、 QR〕ー ド) 巧 赁をミ n ます。 


♦請み 么んだ データな ンフ h* でが 巧ち むる こと 巧あります。 


ソフト 実行中に、 トルカの 巧存巧 目を 進ぶ © 
2 プレビュー ま 示/巧 存 する 

• 〔プ レビ ュ ー ] 

、’ 〔新規 « 巧] ►フ オルダを 寒ぶ レ® 

•〔上 •き 《 巧] データを 惡ぶ卜 ©►み 


-ム る 


• 眠 到 入力] と [漂り あし 設 ち] は、 i アプリ C より 入力され ています。 


ソフト 実行中に、 アラー ムさ浸 項目を 度ぶ ©>© 
2 アラームち 録を 号を 涅ぶ ►ら） 

3 アラー ムを 登録す る 

• アラー ム①登 塚 C ついてはげ P.32ir アラー ムを 登な する」 


アプリから ホ 851 通信 痛 巧を 利用す る 


•  t ルフ 亡ー ド 中は、 ネリ 巧す る ことなで きま だん。 

1 ソフト 実行中に、 ホ 外樣巧 信を 起な する [はい] 

♦ 起を 巧を な ソフト じぶつて 興なります。 

• 涅运の や 止;© 


►MEMO^ 
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お サイ フケー タイ/ トルカ 

お サイフ ケー タイ 

おヴイ フブー タイとは . 220 

i  C おき I っ こし ヴーピ スヒは . 220 

おヴイ フブー タイ 巧の i アブ U を 起動す る . 221 

トルカ 

K ル 乃とは . <  トル 方 >222 

トルカを 巧 得する . く トル 巧 取得 >223 

トルカを 表 巧す る . <卜 んたビ ユーア  >224 

h •ル わ一賓 画面 •表示 画面の 見なた . 224 

h •ル 0 を菅涯 する . 226 

トルカ じついて 設を する . <  トルむ 設ち >228 

I  C 力ー ド おおを □ツク する . <1  C 力ー ド □ツク >229 
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お サイフ ケー タイとは 

i た ード贿 末の I  C た ー ド 巧 おを 话 った i モー ドの 话 利な 巧 能 
(I  f— ド Fel に a) や I  C 力ードを 毎 霞した i ちード 節 末を r おヴ 
イフ ブー タイ」 と 呼びます。 

Fel に a とは、 な ざす だけで データの 轿み ■きヴ できる が 送 an  C 
た ー ドの 巧 術 方 巧の 1 つです。 

おヴイ フクータイを 巧応店 巧の 损み 取りな じ 口 ざす だけで 霉す 
7 ネー を® って ま 泌いヴ できたり、 巧 巧 « の チ ブット や ポイント 
た ー ドと してが 用で きるな ど 巧 帯 巧 話な ますます 届 ネリな 道具 I こ 
なります。 

また 巧 巧の Fel に a じ 巧 巧した が お®  I  C た ー ドと 比べ、 适 信を ネリ 
巧して おヴイ フクー タイ 巧の I  C たー ドに 霉子 マ:;^ 一を 入金し 
たり、 残离 やお 用 届 おを お 記で きた U と、 よ U 度 利に が 巧で ぎ ま 
す。 

•お ヴイ フクー タイが 巧 ヴービ つを ご 利 巧 いちだく  C は、 I  C たード 
巧 8封 こ 巧 巧した i アプリ （ I  C アブリ） I こより 設 ちを 巧 ラ 必要な あ 
U ます (詳細な IP (巧 報 ヴービ つ 提供 香) じご 淀 錫< ださし、 )0 
• こ 利用 C あたっての 注意事項に ついては、 f ご 利用 巧イ ド プック 
(1 たー ド <F0MA> 編)』 を ご 真  <  ださい。 

♦お ヴイフ ブー タイの® 择 C よ 1」、 I  C 方ー ド 巧の データ ヴ消巧 •変 
化して しま ラ 运含巧 あ U ますり き 逸 時な ど、 おヴイ フヴー タイを お 
預 なりす る 場 含は、 デー タヴ 残ったが SI でお預 なりす る こと 巧で き 
まだんので 原則 デー タを お客樣 自身で 消去して いただきます)。 
データの 再 黄 巧 か 巧 5、 一時的な あ預巧 りた 巧し 普え などの ヴ ポー 
卜 な、 i  C お 引っ こし ヴー ビス C よる 移し 智 えを 除き、 IP (情報 ヴー 
ビス 送 巧 香) ① バックアップ ヴービ つを こを! 巧いた だぎ ます。 バッ 
ク アップ サー ビス ①ち巧 かこ ネリ 巧 窠件尴 要な 事前 手続き やおを な 
ど) か i  C 友 ミ I っ こし ヴー ビスへの 巧 巧 •のち 巧は ヴー ビス® じ 異な 
ります© で、 事前に IP  (肯 虽ヴー ビス 透 巧 香） I こご 淀 提<  ださい。 靈 
要な データ じついて はむ す バックアップ ヴー ビスの おる ヴービ つ 
を ご 利 巧  <  ださい。 


おヴイ フク— タィ/トルカ 
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♦故障、 お 種 変き など、 いななる 場 含であって ち、 I  C わー ド 巧の デー 
夕①ミ 肖ち •変化 その おお ヴイ フクー タイが 応 ヴービ つじ 関して 生じ 
た 損 養 C ついて、 当社と しては 黄 巧を 負い ウの ます。 

♦ おヴイ フクー タイの 盜難 •紛失 時な、 す <c ご 巧 巧の おヴイ フクー 
タイ 巧 応ヴー ビスの 堤 お着 C 巧 巧 方を を お問い 含の だ < ださい。 な 
お、 本 FOMA お 末では、 お まなは □ツク （げ P.1 12)、 I  C たー ド □ツ 
ク （げ P 之 2の 、まとめて 酉 単 □ツク （ホ P.11 日)、 まとめて 自動 □ツ 
ク （げ P.1 巧） を 巧 巧で きます。 


I C お 引っ こし サービスとは 

i  C お 引っ こし ヴー ビス* 1 は、 巧 浸 変 まや 故 度侵这 時な ど、 友ヴ 
イ フクータイ お 取替え 時 じ、 I  C 方ード 巧の デー タを 一活 《2 で 
お 助 習え 巧の おヴイ フクータイ》 3じ 移す ヴー ビスです。 I  C 
た ー ド 巧 デー タを 移し 替 之た あとは、 お ヴイフ ブー タイ 巧の i ア 
プ IJ を ダウン □— ドす るだウ で、 音峯ご おヴイ フクータイ 巧 巧 
サービス 巧 ご ネリ 用 ご なれます。 I  C お 引っ こし ヴー ビスは、 お 近 
くの ドコモシ 3 ッ プ など 窓 □亿て ご ネリ 用いた だけます。 

詳しくは、 『ご ネリ 用 巧 イド ブック （ i ち ー ド <F0MA>li)』 を ご！ t 
くだち い. 

义 1 i  C お 引っ こし ヴー ビス ごが 巧 C な 手数料 巧な 巧り ます (一部 ミ 
致 料 巧 巧な 5 ない 場 含ち あ U ます)。 

また、 I  C アブリの ダつ ジ □ー  ド •各種 設ち C な パク ッ h* 通值ぞ I 
けな 巧 U ます。 

X2 おヴイ フクー 9 イ 対応 ヴー ビス C よっては、 一部 巧 爱外① ヴービ 
つヴあ U ます。 巧を みヴー ビスは i  C お 引っ こし ヴー ビス ご ネリ 巧 
時 亡 消去され ますので、 事前 I こ 各 お サイ フクー タイ 巧 巧ヴー ビス 
の バック アッ ブヴー ビスの ご 巧 巧 や 削除な どを 巧って < ださい。 
^3  i  C お 引っ こし サービスな 、おお 智を 巧の お ヴイフ ブータ イヴ 
i  C お 引っ こし ヴー ビス 巧応 の巧涅 である 場 含 C ご ネリ 巧いた だ 
けます。 


お サイフ ケー タイが 応 i アプリを 起動 
する 


おヴイ フク ー タイの ご 巧 巧手 •は 巧の ぶ ラ になります。 

•お ヴイ フクー タイが 巧 i アブ U をは じの て 起を する 巧た ダウン 
□— ドす る 原な、 [FOMA たード 肯虽と I  C たードの 巧 巧が 口を 巧 
し、 ます] と 表 巧 ミ n ます。 それ] 州 送な 巧 励す けさ n たの MA 力ード 
を 揮 入して いないと I  C 乃 ード廣 能を ネリ 用す る ことは でぎ まだん。 
な あ、 別© FOMA たード I こ 差し 智 えて ご 利用 C なる 場 S3、一 居 お 
ヴイ フクー タイ 巧 尼 i アプリを すべて 削除 しないと I  C 巧ー ド 巧 
おを 巧 巧す る ことは でき ま 6 ん 。削除 時 C 巧、 巧 巧が け ミ n た 
FOMA 万ー ド 巧む 愛 C なる 場 含 巧あります。 


サイフ ブー タイ 巧 巧 i アブ を ブつン □ー ドす る げ P.196 


お ヴイフ ブータ イ巧応 i アブリを 起動して I  C ろ ー ド 巧の デー 9 の 
輛 みさきを 巧う げ P.221 


お サイフ ケー タイ 対 化 j  ザち «« 

ド 包の テー タ のち を 行う 


おヴイ フクー タイ 巧応 i アブ IJ を 起を して、 霉子 7 ネー や累 車券 I こ 
チ1^  — ジ(入を)したリ、残高かネリ用尾歴を参照するなど、厘ぉな稽ぉ 
を ご 利用いた だ  <  こと 巧で きます。 


カスタ ムメ ニ ューで [LifeKit]  [I  C カー ドー K] 
お サイフ ケー タイ 巧な I アプリを 涅ぶ ►© 


^み而 IMF—  >1 ざす 


FOMA 辭 末の FeliCa7 —ク を輛み 取り 巧 C なざして、 電子 7 ネー とし 
て受 化い C 利用し を 1)、 累 き 券の 代む U として ご 利 巧す る ことな ど 巧 
できます。 

• 統 み！ SU おじな ざすと きは、 巧の こと ごま 意して  <  ださい。 

■  FOMA 筛 末を 綺み 取り 巧に ぷ つけない 

■  Fel に a マー クと綺 み 取り 巧を 平 巧 ごな ざす 

■  Fel に a マー ク はでき る だ 口 試み 助り 巧の や 瓜 位 a じな ざす 
■読み 巧リ觀 こ 湿 患 まれない ときは、 的 に 37 -クを 前を 左ち じす 

5 してな ざす 

■  Fel に a マーク 面 E 金 再 物な どを 巧なない 

1 赁み 巧り 巧に FOMA 端末の FeHCa マー クを かざす 


用 

FetfCa 
マ ■つ 


読み 巧った ことを 巧設 する 


• ソフトを 起を! だ ざ ご 利 巧いた だ  <  こと ヴで ぎます け、 ヴービ 3 じ 
よってな ソフトの 拉おヴ 必要な こと 巧 あ U ます。 

• 試み 巧 U 巧 巧 FOMA 锅 末を 提を すると， FOMA 端末の 着 宿 ランプ 
巧 おおす るよ ラ CIS 定 できます （げ ド.1〇4)。 
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フケー タイを お 傷 w •になる ときの ご注意 


おヴイ フクー タイな、 電源 OFF でち ネリ 用す る こと 巧で さます。 

• 巧①塌 含は、 おヴイ フクー タイを 利 巧す る ことげ でき まだん。 
■霉池 パックを お看した あと、 一度ち 電源を ON にして いないと き 
■ 電池 バックを 装 看して いないと き ■ 電池 巧 切れて いると き 

■  I  C ウード □ック 中  ■お ま 巧 だ □ック 中 

• 巧①塌 含は、 おヴイ フクー タイ 巧 あ i アブリを 起を! でき まだ •ん。 

■ 電ミ原 OFF 時  ■  i たード 中  ■ 通話 中 

■  I アフリ の おお 别 □ツク 中  ■イ 店の おお 巧 起を している とき 


トルた とは おヴイ フクータイで 取得で きる 霉そ 力ードで、 チ ラシ 
やし ストラン カード、 クー ボン 券な どの 巧 途で话 利 じご 利用いた 
だけます。 ト ルウは 屍み 取り 巧やヴ イト、 OR コー ドな ど 巧 5 取得 
ヴ巧 能で、; -ルや ホみ 窝、 I  C 适 信、 microSD 式ち リー カードを 
便って 商 単 じ巧換 できます。 

取得した トルカは L け eKi け 二:!一 の [トルり] 巧 じ 保 香 ミれ ます。 
• トルな 巧 巧 復涅で ご ネリ 用いた だ 口ます。 詳 巧は 『こ 利用 巧イ ドフッ 
ク （1 たー ド <F0N4A> 爲) J を ごちく: だち い。 


おヴ •フク— タイ/トルた 


222 


■ トルカ 巧 巧の 流れ 

おヴイ フブー タイを 話み 配り 巧 I こウぞ して トルカを 取得。 


巧 得した トル々 をを 
巧。 [詳細] ポタンで 
より 詳しい 肯虽を 見 
る こと ヴ できます。 


トルカの 巧 巧手 fS 

ヴイ h* 


历* 巧り 巧 


腐 


PTPPLr 

I でフゾ 

QRD-K 


micfoSD 
ゴ 它リー たード 


己 


ク 


i  C る 巧 

一口、 

广 •- 

巧み 点 

興 

y— ル 

|93QSffi| 

トルた 巧の お 末 
ど ラし で トルで 
を 巧 お 


♦  i 亡ード 通 « で© ト ルウの やりとりは、 通常の パク ット 料金 巧な 
なります。 


♦  IP (巧 或ヴー ビス 提巧 吾) の設; ちじ よっては ま 君 i できな 巧ったり、 
タール や 巧み 谋适 信な どを お冉 して 再配布で きない トル 方ヴあ U 
ます。 


トルカな 巧 


r トルカを 取得す る _ ] 

♦ ト ルウな 1000 件まで 巧な できます。 トルむ のヴ イブ C よって 13、 保 
径 できる 件を 巧 変む U ます。 

♦ 取得/保存 できる トルた のヴ イブな 1 件 あち UR ス 1 K バイト、 h* 
ルウ (註 細) 巧 1 件 おた U 最ス 1 0CX バイトです。 

•試み おり 機 C な ざすと、 自 お 試 巧ち 能 じより トルカを お 巧す る こと 
巧で きます。 利 巧ち 〇 た!- ルカは [利 巧 巧み トルカ] フス ル ダ C2CI 件 
まで 保ち さ ri ます。 巧每件 致を 超える と、 巧 得 日時の 古い ト ルウな 
5IRC 削隐さ ri ます。 


R みなり 巧から 巧 巧す る 


読み 配り おじ FOMA 掏 末を 巧 ざして トル 巧/トルた (詳細) を 取得し ま 
す。 

•  I  C ウー ド 機能を が 巧して 劳 f しい トル 巧を 取得す ると、 [をが 着 h* 
ルウ あり] 巧き 巧 ミ 〇 ます。 未読 h* ルり ヴ あると、 画面 上部に!:々] 

巧 表示ち む ます。 

•  FOMA お 末を 聞 じている ときは、 新着 トルむ の件寶 巧ヴブ デイつ プ 
し イじ表 巧 さ ri ます。 
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トルカ/トルカ （詳 巧) をな 得する と、 巧 得 寅 了 音が 巧 
り、 を 信 ランプが 点 巧し、 トルカ/トルカ （詳細》 がま 示 
される 

•何ち 溪 巧し ないで そのまま じして おくと、 巧巧抄 を、 自 お 的 C 
その 画面 じ 房り ます。 

• 詳巧 情報 巧 ある トルた のとき な、 巧導完 3 時に、 ヴ イト C 援統し 
て ルた (詳 巧） を 巧 得する 巧 ど ラむ の箱绍 画面 巧 表示ち 打 ま 
す。 


♦  i  C 力ード □ツク 中 や I  C ろードな 5 取得を [OFF] E おを してし、 
ると き 13, 試み 巧 りおを 巧 用して トルた を 巧 请で さま だん。 


• 巧受 画面 k (みを 表 巧して いると きに 試み 巧 U ちご 5 h ル々 を 巧 语 
したと ぎは、 巧 得ヴミ 3 してち トル わ/トルろ (詳細) わヴ イト 接 
続 淀 お 画面は 表示ち むま じん。 


1 ち ー ドソー ル や タッ t ージ R/F の 測す ファイル 巧 5 取 
得する 

1 夕ー ルな どな 5 保 毎す る ファイルを 還ぶ 
2 保 毎 方 •るを 這ぷ 

• い レ 方の 保 巧:®  ► 帖 い] 

• トルで (詳細) の 保 毎:®  ►[はい] 

3 な 毎 巧を 這ぶ ►© 
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トルカを 表示す る 


1 カスタム メニューで [LifeK け] [トルカ] 

• すべての トルた を一臭で 表示： を 

- microSD;> (ち リー わード 巧の デー タを表 巧 中 13 揉 作で きません。 


2 データを 里ぶ-© 


■ トルカから トルカ （巧 巧） を 巧 得する 

サイト C 接続して、 h* ルカ (を 細） を 助 得で きます。 

1 トルカ ま 示 画面で [詳 巧] ► [はい] 


•  mic の SD ソ モリーカード 巧の H レカな 己は、 ト ルウ (挥 細） を 取得 
でぎ ま だん。 

• トルカ (结 組） を 取得/更新 するとき は、 i モード 通 垣を 巧い ます。 


トルカー 覧函面 •表示 画面の るかた 

■フォルダー E 因 面のを かた 


□  一  m; び oSD 切替/一本 ホ切智 
曰 フォルブ 7 —ク 

a  r ホ 試 トル 方 有 _ T  a 1 未読 トル 万 お 

曰フ ブル プ名 

全角 9 文す (半角 巧です) までを 示さ 打ます。 

曰が 巧 済み トルた 


■ トルカ ー »函 面の るかた 


D トルカの 涅窝 


お （ブルー） 

未 試 トルむ を 

屏 （ブレー） 

ホ 試 トルた (有 巧 巧 お 切む） 

鱼 （フル-) 

既試ト ルウ 

尚 （ブレー） 

既試 トルた (有 巧 巧 おな): n) 

※ヴイ h* や i 亡ード ソー ルな 5巧 得した トルカは 未読 I こなり まだ 

ん、 

曰 方 テ 3ゾ 


囚 巧が 巧 不可 トルた 
百 タイトル 

■ トルカち 示函 面/トルカ (な 巧) 夕示函 面の 巧 かた 


トルカ 表 巧 西 面 


h ル々 (詳 巧) 表示 面面 

百 


Q 


mSM  r.fi. 白 絡 


U 方 テ ipj 
白 インデックス 
百 巧 得 日時 
□タイトル 


因 おお 又 
回 [を 巧] ボタン 

這 巧す ると、 トルた (詳 巧) を 取 
; 暑 します。 

B トルカ (詳 姐) 巧强 


i- ルカの 巧 括 至 登 や タール アドレスを «括« に 登録す る 
巧 巧 括 > 

トルり/トルカ (詳 抽) 表示 画面で 覃話番 き や 夕ール アド レ 
スを适 ぶ ►  ©  ► [電話 族 登録] ► 電話 « に 登録 
^ ルカ く詳 巧) の 画* を 保 巧す る^ 巧 《 な 宿. 

トルむ (詳細) 表示 面面で©  ► [面运 おな] ► 函每を 道 ぷ > 

®  ► [はい] 

• ルカを i モード タール C 添 巧す るく ッール ifi 巧 > 

トルた/トルカ (詳 巧) 表示 画面で©  ►[タール 流 巧] ►>— 
ルを 巧な •を 信 
• トル 乃 一宾函 面では：® 

ルカの Flash 西* を 再 ホす る <  リトラィ： 

トルた (詳細) 表 巧 面面で @  ►[表示/ 設 を]; [リトラィ] 
'ルカの Flash 画* のな! 果音垂 を 18 節する  <巧 果音 餅！： 
トルた/トルカ (詳 巧) 表示 画面で©  ► [表示/ 設 巧〕 ► [巧 ま 
を設 を]  でち ■を 謂 西 ►€) 

ルカを 更新す る 

トルた (詳細) を 巧 面面で®  ►[はい] 

巧 连お巧 5 だ 

• 巧 巧 済み h* んた および microSD 夕ち リー たー ドの ①ト ム たな、 
電お曠 登録 や 巧で 中画復 の保胥 をす る こと 巧で きま ちん。 
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巧 连お則 5 だ 
タール 巧 付 じついて 

• 1K バイ トを 超える h* ルで、 10CK バイトを 超える トルた (巧 細)、 
再配布 不巧 およ U 巧 巧 済み ト ル 方は ジール じ 雨が でき まだん。 
♦  K ルカ 唐 Mfi) に ファイル 制限 さむて いる 画を な 含まむ ている と 
きは、 M レで (詳細) 取得 前の が 態で 送僖 さの ます。 送径 巧で 再度 
ながを お得す る こヒヴ 可能です。 


トルカを ち理 する 


• 1 つの フ ブル ブに 10 件まで 振ろ 口を 件を 設を でぎ ます。 

•  |> ル 方フブ ルタ]、 [ネリ 用済み トルれ! フ ブル プご振 巧け 窠 件を 紙を 
する ことは でぎ ません。 

• 有 を 的 ご 振りろ け 5 むる® は、 試み 助り 機巧 5巧 得した ト ルむ のみ 
です。 

■フォルダに » 分け 条件を を定 する 

フォルダを 進ぶ©  i  [振 分けを 件設 を] 

2 登録す る 番号を 選ぶ ►© 

3 巧 分けを 件を 設定 

• 【カテゴリ] カテゴリを a ぶ 卜® 

• 【インデックス] インデックスに ままれ る 文字列を 入力 ►© 
【タイ トル] タイ トルに さまれ る 文字列を 入力 ►  ® 

【をての トルカ] 〔はい]* 

※振 分け 窠 件の [の] におを ち 0 ます。 [いい 是] を 這ぶ と、 指を 
した 登録 巧 ま 呈巳設 をさむます。 
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4 樓 致の 振 分け 条件を 設 まする ときは. お 巧 2 〜 3 を < 
り运す 

5® 

JSWJI  の  I — 

• インデックス/ ■タイ h ルは を 再 10 又す (半 ち20 文す） まで A 力で 
ぎ ま ホ。 

■設定した € せけを 件を 削な する 
I フォルダを 選ぶ 毎) [ [巧 分け 条件 設 を] 

2 おかけを 件を 涅ぶ ►贷 
3 削 巧 方 ミモを 遇ぶ©' [はいいを 


最大 20 個め フ 3 ル ダを 巧 巧して、 ファイルを 言 涅 できます。 


■ フォルダを 巧は する  <フ ォルタ 巧 a ホ 巧 > 

1 フォルダー居 画 旧で© ►[フォルダ 管理] [フォルダ 
巧規 巧は] 

2 フォルダ をを 入力 ►© 

• フ ブル ブ さはを ち 9 夕字 (半ち 18 文す) まで 入力で きます。 

■ フォルダ ちを 讓« する  <  フォルダち 《*' 

1 フォ J レダを 遇ぶ，©  i  [フォルダ 营 巧] ► [フォルダを 
巧 封 

2 フォルダ をを 巧 集 ►© 


ち 石] ろじ 


• ュー ゴフ ブルダ 政み 巧扁 集で きま だん。 


■フォルダの 表示 賴を 1 つ 上に 移 巧す る 
'フ ォルダ# ft(t)> 

1 フォルダを 進ぶ©  ►[フォルダ 含 巧] ►[フォルダ 移 
巧 （t)] 


♦ [トルろ フ プル ダ]、 刚 用済み トルカ] フス ルタ、一 呈上の ユーザ 
フ 7 ルブ および microSD イ亡 U— 巧ー ド 巧の フス ル ダは 移 おでき 
まだん。 

■ トルカを 巧 お 別 ロックす るく 《 巧 別 ロック > 

• 巧 能 別 □ッ ク C ついて な 巧 P.1 13 

フォルダー»面旧で©>  [巧 能 別 ロック] 

2 端 ホち 註 番号を 入力 ►巧 にが 
■ユーザ フォルダを 削除す る <M 除、 

I ユーザ フォルダを 進ぶ •  ©  J  [肖リ 除] 

2 削 お 方法を 進ぶ 

- 【フォルダ 1 件が お〕 

【フォルダ 餐巧 削な〕 フォルダを « ぶ© (< り 返し 巧） ►€) 
【を 件 W 除] 

【フォルダを 件が お〕 

3 端 ホ 暗部 番号を 入力 ►©  [はい] 

♦ [を 件 削除] は、 フ ブルダを おして、 すべての h* ル 巧を 削除し ます。 
[フス ル グを件 削除] は、 すべての フ オルプ および ト ルウを 削除し 
ます。 


■ トルカを 巧べ おえる く ソート > 

1 トルカ ー » 面面で©  ►[ソート] 

2 ソート 方法を 送ぶ © 

• ソート 巧を は FOW  A 規末 (本 巧) 巧の h* ル 巧の みです。 

■ トルカを 移動 または コピーす るく 巧 》/ コビー > 

1 トルカを 進ぶ®  ►[沒 巧/ コピ ー] 

2 巧 目を 望ぶ ►© 

3 お 巧/コピー 方 ミ 去を 送ぶ 
♦ 〔1件を断/[1件コビー] 

[爱巧 移 》]/ [惡 巧コ ビ ー ] トルカを* ぶ® (く りおし 巧） ► 

© 

【フォルダ 巧を 件を 動〕/ [フォルダ 巧を 件 コピー] 巧 末 « なち 
ちを 入力 ►© 

4 フォルダを 進ぶ © 

•  FOMA 强末 (本 巧) と microSD ソ たリ ー カード 固で コピー すると 
き； [巧い] 

♦  microSD 夕 ちリー むードへ コビー する 場 含、 ファイル 制限の あ 
る 画 窜を含 C トル 巧な を がをおいて コビーす る* のソッ t ー ジ 
巧 表 巧 さ n る こと 巧あります。 その 場 含な、 [宿 お] を邁 巧し ま 
す。 


• ューヴ フォルブ 巧ない ときは 移 勤で きません。 

•  FOMA 輔末 (本な:) と microSD ソ t リ ーむー ド 国の 移動は 巧 亥 ませ 
ん。 
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■ トルカを 削 おする く 《»> 

トルカを 港ぶ レ @1  [削 徐] 

2 削な 方法を 進ぶ 
- 【1 件が 除] 

【S 巧が 除 3 トルカを 8 ぶ 0(< り 巧し 巧） >  ® 
【フォルダ 巧を 件が を] 巧 ホ 巧な 番号を 入力 

3  [はい] 


トルカを 巧 テ ゴリア イコンの シ>ン ル、 インデックス、 タイトルで 巧 
索す る こと ヴ できます。 


フォルダを 進ぶ •©►[お 索] 

2 お 索 範囲を 進ぶ @ 

3 おお 方法と キーワードを 指を 

‘ 【カテゴリ] カテゴリを a ぶ、® 

• 【インデックス] インデックスの 一® を 入力 
【タイ トル] タイ トルの一 » を 入力 ►  @ 

4 巧け て 巧り 这 みちお するとき は •お 索お果 画面で®  ► 
[巧り 这 みを 索] 


• インデックスた タイトルの キーつー ドな、 全 ftio スぞ (半 負 20 文 
す) まで 入力で きます。 

♦ おお 巧を 巧 FOMA 琉末 (本な:) 巧の トル 方の みです。 

♦ [利用 済み トルカ] フ 7 ルタのは 檢索 でぎ まだん。 


おヴ •フク— タィ/トルた 
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トルカ 役を 


[トルカに ついて 設定す る 


トル わを ネリ 巧 するとぎ の おちを 巧い ます。 


頃 有 

巧留 巧を 

1 C わー ドな 5 

試み 巧り おわ 1  C 适值を ネリ 用して トル わを 取得 

助 得 

する 巧 ど ラヴを おを します。 

屋巧 チェック 

トル 巧 巧 得 時 ご、 同じ トル ゥ巧 保淳 さ； n ていな 
いな チェック し、 重 毎して 巧 得し g： いよ ラに 設 
をで きます。 

有 動 試 取 チて ック 

試み 巧り 推 こ FOMA お 未を なざして い レむ を 利 
巧す る 曝、 巧 巧 可 おな トルた を 目動舒 おさ だる 
口 ど ラな を 錠ち します。 に N]C 投 ちす ると、 利 巧 
巧 旨 旨な h* ル乃ヴ 自動的 C 损 誌され、 [利 巧 おみ 卜 
ルた] フ 7 ル ダに 移を ち 〇 ます。 

白 動 表示 

ト ルで 巧得完 3 時に 白 西 的 C 表示す るな ど ラヴ 
を投 をで ぎます。 

, フォルダー度函面で©>  [トルカ設を] 

2 巧 目を 選ぶ® 

3 設 をを 選ぶ© 

• 自を試 取 チェ ックを [ON] じ投 をす ると、 利 巧 语揣函 面 巧 表示 さ 
打ます。 [はい] を 這んで く: だち し、。 


B を I 巧 9 

• 自動 輛巧 チェックを [OFF] じ 紙を している ときは、 トルカの一部 
おおを 巧 巧で きない ことなあります。 

♦ 自動 輛お チェックを [OFF1C 設定して いるが SI で 試み 巧り 巧 C 巧 
ざすと、 白 お 試巧檢 能を ネリ 巧す るな どク なの 摄提 画面 巧 表示ち む 
る ことなあります。 トルた を 利 巧す ると 安は [13 い] を 透 巧し ます。 


• ち 巧 期限 切： n の h •ル わ、 巧 用 患み トルた、 microSD ジ亡 リーた ー ド 
巧の トルた は、 重 巧 チェック や 自を読 取 チェックの 巧 豪 I こなり ま 
はん。 

n c 力ードな 能を ロックす る 

FeliCa の I  C 力ード »自 旨を ネリ 巧で きないよ うに、 I  C わード □ッ 
クを設 をで きます。 

1 待受面 あで 〇( 1 巧な 上） ► [はい] 

•  I  CO—K □ック を 段: 巧す ると、 [巧] ヴ 表示 ちれます。 

I  C 方- ド □ック を 巧な する 

• 巧受 画面で 〇( 1 秒 W 上） ► 歸末 暗記を 号を 入力 ►  ® 


乂れ たと きまた は 切った とき 

<9M0Hm  I  C  ロ  ッ クが c 


カスタ ムメ ニ ユーで [LifeKit]  ►  [  I  C カード ロック] 
2 端末ち 註 番号を 入力 ►G 
3 巧 目を 惡ぶ © 

4 設 をを 惡ぶ ► © 


，が i と 

♦お まな だ □ツク を お 定 すると、！  C ウー ド □ツ クヴ自 を 的 じ おを 
さ： n ます。 

•  I  C わード □ック やは、 読み取り 巧を 巧 巧し 巧い レ 巧の 取得 か、 目 
動 試 巧 巧 おは ネリ 用で ぎ まだん。 


• 電お バックを 巧り かすと I  C 々ー ド □ッ クヴ自 お 的に 設ち さ: n ま 
す。 再度、 驾池 バックを 助 リはヴ 、霉 源を 入 n ると I  C 方ード □、シ 
クは 解除 ミ: n ます。 ただし、 羣骇 ON 時 I  C □ック 臨: 定を [ON] にし 
ている 場 含、 霉化 バックを 取りみ し 再度 霉池 パックを 取りが ヴ電 
露を 入 打たと きは、 I  C カード □ック 巧な 昂さ 打ます。 

•  I  C 力ード □ック または あまなせ □シクで I  C ろード □ッ クを設 
をして いると きに 霉池残 S けな < な U、 霉源巧 切 の てち I  C カー 
ド □ック は 保 局ち； n ます。 

•お ヴイ フクータイ 巧応 i アプリ C よっ ては、） C 力ード □ック 中、 
ダつ ジ □ー ド や バージ ヨン アップ 巧で きない ことけ あります。 


おヴイ フク— タイ/トルカ 
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►MEMO-^ 


2 加 


つン t ブ とは . 

つン t ブをご 利 巧 E なる 前 じ.... 

チ1^ンネルを投ちする . 

フン t ブを 見る . 

ま 組 表 I アプリを 利 巧す る . 

つン t ブを 録画す る . 

フン t ブ の視® た 録函を 予約す る 

デー タ巧 送を お 巧す る . 

テし ビ リンクを ネリ 用す る . 

フン t ブの 段: 巧を 巧 ラ . 


ワン 七グ 


. 232 

. 233 

<チ+^ンタル設定>234 
..  < つジ t ブ視顷 >236 

. < 番組 表  >240 

. 240 

.... く 予約の 卜 >241 

. 245 

..  < テし ビリン ク  >246 
..  < フン t ブ 紙ち >247 
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フン t ブ な、 た バイ ル » 器 向口の 化 上 デジタルテレビ 放送 ヴー ビス 
で、 映读 音声と み C デー タ巧 送を 愛 宿す る こと 巧で きます 。また、 
i  t ー ドを 利 巧して、 ぶ U 詳 巧な 番組 情 巧の お得 や、 クイ ブ番 巧への 
参加、 テ レ ビ シヨ ッ ピン ブ などを 気替亿 寒し めます。 

「フン t ブ」 ヴー ビスの 資細 について は、 下記 ホームページ などで ご 指 
淀く さちい。 

社 固を 人 デジタル 放送 巧な 晒を 
パソコン； httD：// www.dDaor.jD/ 

つ  I  と一 K ; httD：// www.dpa.or.jp/ 1 seg/k/ 

^  フン t ブ な、 テレビ な を 事実 看 (放送 扇) など C よ U 提供ち 打る ヴービ 

•  ス です。 

放を® で 放送ち むる フン t ブ の映备 •音声 •デー タ 放送の 受值 はお 申 
し 泣み 巧 不要な 無な ヴー ビスです。 

デー タ巧送 領域 C 表 巧 さむる 情窜は r デー タ巧 送」 「デー タ 放送 ヴイ 
h」 の 2 涅强ヴ お IJ ます。 

「データ 巧 送」 は映赁 •音 斥と 巧 I こ 巧 送 おで 表示ち n、r データ 放送 ヴイ 
h」 は デー タ 放送の 情虽ヴ 5、 テレビ 巧 送 事姜含 (放送局) など ヴ巧意 
しち ヴイ M こ 接 掃し 表 巧し ます。 また、 「 i  t— ドヴイ M などへ 接続 
する 場 含ち あります。 なお、 ヴ イトへ 接続す る 場 台な、 別途 i たー ドの 
ご窝 お? 巧 必要です。 

「データ 放送 ヴイ ト」 r  i  ドヴイ h*」 などを 閱莫 する 場 含は、 パク ッ 

卜通 宿が 巧 ごな U ます。 

ヴ イト じよって は、 ご 巧 ffic なる ために 肯巧符 巧む 要な ちの （ I 亡一 
卜 •有 将ヴ イト） け あ U ます。 
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フンわプ13：、抵送ヴービスの T つで あり、 FOMA ヴー ビスと な 異なる 霉 
巧 (放送®) を受僖 しています 。そのため、 FOMA ヴー ビスの 因み/ 坦巧 
になな わ 5 ザ、® 送 おヴ届 巧ない 場所た 放送が 止 中な どの 時閣 帯は 受 
這で きま だ ん。 

また、 お 上 デジタル テし ビ 巧を ヴー ビス ①エ U ア巧 であって ち、 巧の 
ぶ ラな 場 巧で な、 受舊が 慮 巧 お  <  なった U、 受® できな  <  なっち りす 
る 塌含ヴ あります。 

■ 巧 送 おげ 送 毎され る 霉巧径 巧 5*1む ている 靖巧 
■ 山 局部 や ビルの 度な ど、 化 巧 や 達 物な ど C ぶって 笔及ヴ さえぎ 色れ 
る 場所 

■  h ン タル、 地下、 建物 巧の 勇まった 場 巧な ど弯 巧の 弱い 場 巧 おぶ び 
届なない 場所 

受僖巧 おを 良  <  す るた のじは、 フン t ブ アンテナを 十ろ 伸ばして  <  だ 
きい。 また、 アンテナ ① 向きを 愛え たり、 FOMA 銷 末を 巧な 5 韩 した リ 
巧ヴ けた 場 巧を 移を する ことで 受 宿が 療け良 < なること 巧 ありま 
す。 


は じめ て ワン 七 グを利 巧す る 巧 合の 函面ま 示 


お買い上げを、 はじの て フン t ブを ネリ 巧す る 場 含、 を 貢 事項の 话紹围 
面ヴ 表を されます。 

巧琶 を活提 して、© を 2 回 押して < ださい oti 後、 同 巧の 摄提 画面は 表 
巧 さむ まだん。 

♦巧の 摸 作を すると、 ご ネリ 用宿紹 画面 ヴ 再度 表 巧 さの るよ つ C な U ま 
す。 

■鉛ち リ t ット  ■ 別の FOMA わード I こ 差し 智 える 

■ ユーヴ デー タ 削除 


tt を 用な 巧 穿! 巧とは 


放ち 巧な 巧 領域と な、 フン t ブ專 巧の 端末 巧な 存镇 域です。 政 送 巧な 
を領® C な、 デ- 夕放 をの 指示 I こがい お 客禄巧 A で ミ n た 肯虽ヴ 、テ 
し ビ巧送 事業 吾 佩を 局) の 鉛ち I こ 碁ブき 保存 ミり ます。 巧璋 ミむ る肯 
報には、 クイ プの ◎爸 結果た、 会 真 番号、 巧 則、 年 お、 扱 業な ど 個人 « 蒂 
巧 含ま n る 場 含 巧あります。 

なを さ n た请 凍な、 お 客 巧 巧 再度 入力す る ことなく、 データ 放送 ヴイ 
卜の 閲寞讶 I こを 示さ 打たり、 テレビ 巧 送 事姜香 (巧 送 局) へを 售ち n る 
場 含け あ U ます。 

放送 巧な 巧 領域を 消ち する になげ P.247 

別の FOMA りードに 差し 普え た 場 資ん 放送 巧 巧を 領® を 切 巧 化する 
など ラ 巧の 活紹 画面 ヴ 表示 さ 打ます。 [ない] を 送 巧し、 放送 用 保存 額 
域の 巧 巧 化を 巧って ください 。[いいろ] を 道 巧す ると、 巧 送 用 保存 額 
域を 度 用した ヴー ビス 巧 利 巧で ぎ まだん。 


■ がを 用な 巧な 巧の 話み 出し 時の 面面ち 示 

里 組を 視お中 C 巧 送 巧 保を 镇 域の 保存ち 畢を ネリ 巧す る 場 含、 〔巧 送 巧 
保を 領域 巧の 情 律を 巧 巧し ますな？ 同一 系列な 送 局で ネリ 巧した 情報 
を 含 C 場 台ヴあ U ます] と 表 巧 まむ ます。 [巧い] を 這 巧す ると、 W 超な 
同一 番 巧の 視聴 ゃ亿 巧り n る 保を 巧 揉の 試み 出し I こつい 口  3、 画面 表 
巧 I こよる 植提ヴ 巧れ り ま 6 ん 。また、 [ない 似を 3E 表示)] を 遺 巧す る 
と、 W 隆 、ま 組な 変わって を お 提は巧 on ま だん。 


ワン 七 グをご 利 巧になる 巧に 


ンセグ の 巧: 


巧); はじめて フジ t ブを視 巧 するとぎ 


STEP! チ ン ネルを 鉱ち する げ P.234 

ご 利 巧 I こなる 地域 I こ 巧 巧した チわン ネル リス h* を 登録し、 利 巧す る 
チ+^ジ3ルゾス['*を達巧します。 


STEP 2 フン t ブを 見る げ P.236 

フン t ブ アンテナを 伸ばし、 フン t ブを 起動し ます。 


•  9 ン t ブ アン テ ブ ので 巧を 延 乏る睹 は、 お挂じ 力を 加を ないで  <  だ 
さし、。 


フ 

ン 

わ 

ブ 


♦  9 ン t プア ンテブ をの 巧 するとき な、 巧 游を授 つて 無洁 じの 巧し よ 
ラと しないで  <  ださい。 破 這の 原因と なります。 止まる まで まつす 
< 巧し 泣み、 フン t フアン テす を 圏しての 钢 して < ださい。 
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• はじの てつ ジ t プを 起を するとき は、 逼运 巧で きない 巧 態で な 起動 
でき ま はん。 

•  FOMA でー ド 巧 挿入され ていない 場 含、 ドコ t とのご 窝 巧を お 巧ち 
〇 ている 場 台、 または FOMA ヴー ビスを 利 巧 化 止さ 〇 ている 場 含は 
9 ン む ブを視 おする ことなで きま だん。 

• ドコ 亡と ご 契が 中の FOMAC— ドを 揮 六して いてち、 わ ルフ t  — ド 
中 や FOMA ヴービ スエ。 アみ である 場 含な ど适运 巧で きないが 態 
で フン t ブ視 場を  <リ 返す と、 フン t ブを起 おできな  <  なる 場 含ヴ 
あ U ます。 

そ①塌 含は、 FOMA ヴー ビス エリアの C 移を ヴる など、 适® 巧で ぞ 
るが 篤で 再度： 7 ン t ブを 起動して  < ださし、。 

• 巧笔 しな 巧 5 フン t ブの視 昭を長 時 国 巧 ラと、 霉巧 バックの 巧命ヴ 
短 < なること 巧あります。 

•  FOMA 銷末① 故障 •慢逸 やその 他 取りを い C よって、 保を 巧 客 巧 消 
失 •変化して ち、 当社と しては ■巧を 負い ウ のます ので、 あ 5 ウ じめ 
こ 3 承 <  ださい。 

な击、 FOMA 歸 末を 機樓 変更 や 放 房 俊 透す る暧 [こ、 端末のに 巧 巧し 
た情虽 (フン t プけ 5 録画した おと 画、 テレビ リンク、 放送 用 保ち 領 
域 C 保存 さ 0 た 巧 律な ど) は 移し 替 をで きま だん ので、 万 ヴーじ 摘 
え、 别 C 式 亡を 取るな どして 巧 善す る ことを おすすめ します。 
♦巧みで 巧な 送 おす; た 放送の 周® 数 巧 異なる ため ネリ 巧で を まだん 
CFOMA 銷 末で ビデ ブ 録画した フン t ブ のま 組は 巧坛 できます )0 


クン 亡 ブを ネリ 巧す るには、 あ 5 ごじめ チ わ ジタ ル お をを 巧い、 
チたンネルリストを T っ遣巧してお<む夏ヴあります。 

• チた ンみ レリ ストの 登録 巧を C は、 目 を チた ン ネル 投ちヒ プリ t ッ 
ト チた ン ネル 設 ちの 2 樓預ヴ あります。 

• チた ン:？ ルリ ストは 9 つまで 登録で さます。 また、 1 つの チ わ ン:？ 
ルリ スト C は 放送局を 62 许 まで 登録で きます。 


チヤ シ本 巧で ストに B 巧で nil する 
"が* ンも ルせ E〉 


ご巧田巳なる都道两忌/化区&遵^、目をのに巧を局をぉ索してチ^^ 
ン:？ ルリ スト |こ 登録し ます。 

•地上 デジタル テし ビ巧 をヴー ビスの エリア 巧で 巧って < ださい。 

カスタ ムメ ニ ューで [メディア ツール] [ワン 七 グ] 
[チャン ネル 設定] 

2 登録す る 番号を 爱 ぶ© I  [自巧 チャンネル 設 を] 
[はぃ] 

•  ® を 巧して ち， 自助 チ ■p ン 3 ル おち ヴ できます。 

3 が 道 巧ち/化 区を 进ぶ @ 

•放送局め 検索 巧閉 推されます。 巧 索 巧 3 まで， 的 60 おウ なります。 


デ ロ シネ ル 巧 走 0 

IA 公 IS 百 
■テレビ 00 
■テレビと A8IS 

一 

■m テレビ 

BXXOO フン 它ヴ 

4  ® ►[はい] 


あ 5 ヴ じめ 巧 意 ちれて いる 各地 域の 巧を 局の 情報 方 5、 ご ネリ 巧 になる 
都道府県/化 区を 這んで チ 1^ン？ん リストに 登録し ます。 

カスタム メニューで [メディア ツール] [ワン セグ] 
[チャン ネル 没を] 

2 登録す る番 ちを 選ぶ ►  © ► [プリ セツ ト チャンネル 設 
を] 

•  @&ザしてち、プリ12ツ^*チ户ジ：；^ル設をヴできます。 

3 « 道 巧み/化 区を 遵 ぶ© 

4  ©►[はい] 


r け；… C 

• プリ t ツ h •チロ シネ ル お 巧で 正し < 錠 をで きないと きな、 自動 
チ^^ンネル投$を巧って<ださぃ。 


し  r ■ぶ^^^ 


t ぶ一 巧 も* 1 


カスタム メニューで [メディア ツール] [ワン セグ] 
[チヤン ネル 設 を] 


2 チヤン ネル リストを 進ぶ© 

• チ^^^ンタルリストの詳細を表巧:チゎン:^ルリストを送巧^® 
♦ 鞋 をした チ ロンみ レリ スト じな、 [ゾ] ヴ 表示 ミ 打ます。 


チり ジみ レリ ストの タイトルを 変更す るく タイト 

チた シ タル リストを 适ぶ ►©►[タイトル 巧 集] タイトル 
を 巧 美® 

チり ン タル リス h を 削 おする <  削 巧 > 

1 チわン ネル リストを 這ぶ ►©►[削 お] 

2 削が 万 まを 這ぶ 
[1 か 削徐〕 

[逗巧 削瞭〕 ►チ ゎジ ネル リストを 送ぶ© (< り 巧し 巧） ► 

0 

[を 件 削除〕 I 箱 末 暗 泣番曼 をへの ►  @ 

3  [はい] 

チた ジタ ル リス h 巧の K 送 巧を 削な する くが ぉ’ 

チた シ タル リストを 适ぶ ►玻を 局を 遣ぷ >©  ► [削賦 
► [はい〕 

IJ ち コン 爱 登を 変更す る  <  リモ コン 《登受 も、’ 

チわン ネル リストを 還ぶ [リ 亡〕 シ番曼 変 鼠 ► 
故を 局を 透ぶ 卜 ®  ► 変更 巧を 透ぶ ►  © 

巧 连お巧 5 だ 
タイ トル 巧 集に ついて 

• タイトル 13； をち •半角 40 ス すまで 入力で きます。 

削な について 

• 巧 巧 やの チ f ン タル U ストな 削な でき ま はん。 

巧を 局の かおに ついて 

• 政 ま 扇び 1 件し 巧 登録 さむて いないと きは 削除で きま だん。 

リモコン 番号 変更 じついて 

♦  U モ コン 番号 1 〜12に到りちてたチ|^ジ3ルは、フンタ、シチで 
遇 局で きます （げ ド之36)。 


フソ b ブ 


235 


r ワン 七 グを 見る _ 

1 待 ま 面面で© 

• 方 スタム ソ ニユー でな； [ソディ アツー ル] ► [つン t ブ]  >  [フン 
t ブ巧 暗] 

♦ 放ち 巧な 巧 領域の 巧 巧 化を?! 淀す る タッ t ージ巧 表示 さ 〇 ちと 
きは、 巧 客を お紹 して® を 巧して く: ださい。 


♦ ヴ イト や ジー ルな どご 表示 さむて いる 番 巧ち 報 巧 59 ン t ブを起 
お する ことを できます 〔げ P •巧の。 

•  7 ブー t— ド 設巧や C つジ t ブを起 おする と、 音 吊の 育 巧を 確 湿 
する ソッ t ージ巧 表示 さ ri ます 〇ぉ をを 送んで くだち い。 

• フン t プ視巧 時 C な、 わ ラー テ ー 7 などの 色な を かを むる こと ヴ 
あります。 


中の ホ タ^^ 


■み 像 モード 


UP/DOWNSe*  >  *  2 

〇 

つ ジタ ツチ 透 局* 3 

①〜面 、强 、曲、 風 

ヴーチ 遣 局* ソる 4 

0(1 权从 と)/ 0(1 砂 w 上〉 

ち ■HCIKS が馆 き〇〜 10) 

〇 

巧 表示 お 表示の 切査 

© 

ミュート/お 除 

の 

字幕 設巧 ON/OFF 

0(1 脈 上） 

番組 表 I ァプ IJ 起を 

@ 

ビデ ス錄函 

®(1 妙 W 上） 

♦ 録画 傳 止;® 

を止函 録画 

映 毎/データ 巧を をー ドの 巧替 
(巧 表示のと き） 

@ 

放送局 •ま 組 名 わ 7 —ク (横 表 あの 
とぎ） の 一時 表示 

面 （ 1 砂 U 上） 

フン t プ沒 3 

画/ 已 ► [はい] 

XI リた コンき 号 1 〜 62 を 順送り/逆 送りで 道 局し ます。 

※ 2  « 表示 中は 上下と 左ち の 溪巧ヴ 入； n 琶む ります。 FOWA お 末を 赁 
巧き C 巧った が SI で 揉 巧して  <  だきい。 

^3 丘 3 〜風 、西、 迈 I、 画は それ ぞ む、 ンモ〕 ンま号 1 〜 9、 10、 11、 
12C 巧 巧して います。 

X4 受值 可能な 巧 送 局を 周® 巧 盾に 巧 索して 切 tj 琶是 ます。 

※己 ポタンを 巧し 続ける と、 連続して 音 备を爵 節で きます。 


■データが 送 モード 


データ 放送 頂 目 這 巧 

〇 

這 巧した ヴイ h に 接 病 

昆 I ベー ジ区戾 る/巧べー ジ C 道 正 

〇 

ビデオ 録画 

®(1 柳ん h) 

• 塚画傳 止;® 

静止 面綜画 

データ 放送の 揉 作 》 

画、 の〜 面、 曲、 西、 風 

X 揉 作の 客は デー タ巧 送に よって 興なります。 


ン 七 グ巧巧 面面の るかた 


因 III 


因 ill 

強 


因 || 


因 I 

弱 


♦ [巧 <] ヴを巧 ちれて いると きは、 放 送電 巧の 届 巧® い 場 巧に いま 
す。 

百 録画 巧 巧 7 —ク 


〇 

録画 華 傾 や 

♦ 

録菌や 

回ち/副 音 f おを 7 —ク 


1  MAIN 

主宫再 

冷 1'  I 主音 f  + 副 音声 1 

1  SUB 

副 音声 

回* 巧 モード マーク 


fT^ 

映淳 モード (データ 放送 表示） 

画 

映每 モード (データ 巧 送 非 表示） 

Bvl 

データ 放送 E— ド 

晒 プフタ イマー 巧ち 中 マー ク 


_©DFF  _ [スフ タイマー段: ミ 中 _ 

田 音 S マー ク 

け  |}〇 宿き。）〜 < の盾呈 10)、® (ミユ ート）  ' 

0000 

ワン t ブ 巧ち 中 巳 チわン タル 投 をを 巧 ラ <子ロ ソィん おを > 
フン t ブ巧括 画面で®  ► [チ わ ジス ルリ スト] ► [チ わン ネル 
設 を] 

♦ チり ンみレ 設定 じついて はげ P.234r チ わンみ レを 散を する」 

視 島中の® 送 居を チが ン タル リスト C 登録す る 
<チ^^ンネル巧の登だ 

クン t ブ巧お 画面で©  ► [チわン:;^ルリスト] ► [チわジ:;^ル 
追加 登録] 

チり ジ 4 ルで 厘 用す るヴー ビスを a 扇す る  <  サ- ビス SE — 
フン t ブ巧お 画面で®  ► [チ わ ジス ルリ スト] ► [ヴー ビス 這 
局] ヴー ビスを 這ぶ ►© 

映* •データ 放送のを 巧ヴイ 3 をのり 替える 
< 表示 モードの 音く  «)、 

フン t ブ巧括 画面で 0  ►[表示 設定〕 [表示た ー ド 切 普 
(货) 〕 ►き 巧 巧 法を 适ぷ ►© 


フ 
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巧を 巧 中 C7 —ク をを 巧す るな ど ラヴを 投定 する 

<v —  ク» 巧技: 巧;: ち': > 

フン t ブ巧お 画面で @  [を 巧設 を]. [7 —クを 巧 設定 
(清)] ►表示 方 まを 還ぶ ►© 

巧 表示 かじ® を 届 •番 巧ち を 表 m するな ど ラヴを おを する 
< アプリ クーシ 3 ジ 巧な (ち^- 

フン t ブ巧语 画面で @  〔表示 疑を]. [アブ リクーシヨ ジ請 
域 (脱] 表示 万を を 遣 ぷ*® 

す 薄の き 巧 C ついて 設 をす るく 与 g 設ち > 

フン t ブ« 巧 画面で©  ► 〔ミ 雨 設 を] 設定を 這ぶ ►  @ 

• フン t ブ 起動時の すま 没ち C ついて 設を するとき； [起動時 お 
ち] ►おちを 遺 巧 ►© 

—を 時岛で ワン t ブを目 お 的 C 較 3 さ だる  <プ フタ イマー- 
フン t ブ巧雇 画面で©  ►け フタ イマー】 ►教 をを 适巧 
巧 作 ガイ ドを 表示す る <夕 巧 巧 •で ド、/ 

フン t ブ 巧® 画面で©  ► [巧 巧 方 イド] 

妄巧 を拓 載した i そ ー ド タールを 巧な する 
<« か メ  —ル 巧 巧 > 

フン t ブ巧抵 画面で©  [紹介 y— ル 巧 巧]  >  ソールを 巧 巧 • 
送信 

巧ち 可 焦な 巧ち 見を 话 巧 する  <  チ ドン タル 巧 巧 - 
フン t ブ巧弦 画面で©  ► [チ わン ネル 情 馬] 

香 巧 ♦•巧を 表示す る  <餐 巧 《法、 

フン t ブ巧お 画面で©  ► 〔里 巧 情涅] 

巧 ま お 別 5 だ 

チャンネル 追加 登 毎 じついて 

♦ ネ II 巧 やの チ f ンタ ルリ ストと 異なる 化 域の 番組を? 見 時して いる 
ときは、 チ f ン 3 ル 追加 登録で き K いこと 巧あります。 


巧 连お巧 5 だ 

マー クま示 巧を (巧） について 

• デ イス ブレイ 上部 C 表示ち 〇 る 7 —ク （時 か 表 巧や霉 巧が 態 表 
巧な ど) C ついて おちで ぎます。 [一時 表 巧] のとき は、 チい ン 3 
ル や音屋 などを 揉 作す るた ぴ C お)  4 妙茵表 示さ 〇 ます。 

アプリケーション 巧这 (巧） 

• 取を 扇 •番組 名 や チ尸ン タル 番呈を ディスプレイ C 表示す るな 
を投更 できます 。[一時 表示] I こ設 をす ると、 チた ジタ ルな どを 淳 
巧す るた びに お)  4 が 固 表示され ます。 

ぞ幕 K をに っいて 

• 番絹 C ぶって ぞち のち 巧な 異な u ます。 ぞ ちを 表示す る おちのと 
きな、 至 巧 のぞ 再の ち 巧 じな 巧む 5 ザぞ 再須® ヴ表巧 さ 打ます。 

• 拉動時 おを ヴ [7 ナー 亡ー ド ま お] のとき は、 7 ナー モート •錠ち 
中 ごつ ン t ブを 起を するとす ちけ 表示き むます。 

« 介 メール かぶに ついて 

•  Media  To 货旨犯 巧の した FOMA 猜未じ 送 這す ると、 登 信 側で 巧 
黄を 透 巧して フジ t ブを 起を でさます。 

•  2ゎ1 の 亡ー ドを [Bt— ド] に 錠ち している ときな、 I モード 
ジー ルの 巧! 巧 •送 宿な でき まだん （げ P •巧 8)。 


ワン セ歹 中の Wfe につげ する 

… r 厂 ii 下〜 


1 ワン 七 グ 規巧函 旧で©  t  [ワン 七 グ 註を] 

2 巧 目を 選ぶ 

〔麟 やか 西 巧 モー ド 没を] 函資 モー ドを* ぶ >  @ 
[巧る さ資 封; 〇 で 巧る さ 訝 整® 

[を/ « 音声 切 tt] を/ » 音声を 惡ぶ ►  €) 

〔音 》 切 巧〕 《1/ち2音声を«ぶ>© 
〔クロース 動作 役を〕 な 作を « ぶ >  © 

〔イー ル テロ ツブま 巧] き 示 方法を 巧ぶ?^® 
[巧を 巧 毎] 


クロース 巧け 巧を について 

• ビデ ブ綜画 中は、 腺て 1C 散を していて を ミ ュート が SIC なり、 録 
画ヴお 病ち むます。 

• ク □ープ お作設 をを [巧 続] または [ミ ユート] に投 をして フン t ブ 
を 起動して いると きは、 FOMA お 末を 閉じて いてを フン t ブ 起動 
が 態となる ため、 データ 放を •データ 政ち ヴイ h* の 巧預巧 自動的に 
更 巧され る こと 巧 お U ます。 このと き、 バヴ ット 通信 お I なな なるこ 
とヴ あります ので、 ご ミ 主意く ださし、。 

タール テロップ 表示に ついて 

• [差出人 + 壁 名] におを している 場 含、 差出人 巧電 結婚に ホ 登録 ま 
たは 笔館 おの 巧 お 則 □ック 中は、 ソール アドし スヴ 表示 さむます。 

♦ [差出人 + 壁 名] に 錠ち している 場 含、 ジールの 巧能别 □ック やま 
たは 受运 ジールの 保存 ホフ オルタ C フブ ルタた キ ユリ テ イヴ お 巧 
さ： n ている ときな、 お 知 色 じの みな 表 巧ち の ます。 


ワン セ グ视ち 西 面の デザインを 巧ち お S 

フ 午ツク tt£> 


• 変更ち むる デヴ インは 巧のと お U です。 

■ 背 奇函食  ■ チゎン タル 番号  ■ 音査し ペル 面鲁 

■ 這 局 中、 ヴーチ や、 图外 や、 愛值 中の 画读 

1 ワン セ グ祝巧 面 旧で© I  [背 ま グラフィック をを] 

バター ンを 進ぶ© 


フン t ブ視頃 中 C 巧のを [作 巧 あると、 フン t ブは中 的し、 各辑旨 旨な 動 
作し ます。 各 おお 終 3 を、 フジ t ブけ汚 関ち むます。 

■ 音声 羣話 着运  ■テ レ ビ 電話 看® X 

■ アラー ム 、スク ジユー ル、 ToDo、 巧 時! テ 約、 録函 予約の 逼知 
X テレビ 霉話 C 巧ぎ したと きは、 フン t ブ巧巧 3 します。 


ゎ  ^2^- 

• 看值音 •看售 画面に 看 ラた フル か 跨 I ちーシ ヨンを おちして いると 
さは、 着售音 •着 « 画面は お賣い 上げ 時の おちで を 作し ます。 ア 
ラーム （アラーム/ スクジ ユール アラーム/ ToDo アラーム/巧 暗 
を 約 アラーム/録画 テ 約 アラーム） C ついて ち同樣 です。 

• 通 括を お 3 すると、 自動の C フン t ブの 視晴を 開始す る ことがあ 
レ J ます。 その 巧、 フン t ブ 巧の 音 备で音 ロヴ巧 U ますので、 S 元で 
ご 度 巧の 県は ごを 意  <  ださい。 


■規技 中に/ー ルを 受 なした とき 

つン t ブ巧 島中 や データ 放送 表示 中 E ジールを 受這 すると、 画面 C 
ジール テ □ツプ けを 巧 ぎれ ます。 


—ルテ □ツブ 表示 


• 夕ー ル看运 音た ゴー ル愛樓 画面、 ソール 尝«完3 面面な を! 巧し まだん。 
• ソール テ □ツプ の按を こついて はげ P.23B 
ツール テ 〇 ツフる 巧 中の ボタ ジタ 巧 


受值目 0X —黄 画面を 表 巧 

@(1 おむ 上） 

テ □ッフ のが 表示 

西 
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番を且 表 


i アプリを 利用す る 


番巧表 I アプリを まリ 巧して、 テし ビ番巧 表 巧 5 番 销を适 巧して ク 
ン t グを捏 おした y、 視晤 予約 や 録画 子のを する こと ヴで ぎます。 
• 番組 表 1 アフ U の 変更 [こついて はげ P.198 


カスタム メニューで [メディア ツール] [ワン セグ] 
[番巧 ま] 

• つン t ブ巧盾 画面で な:©  ► [き 組 ミ 起を] 

- ©を} 甲して をき 組 ミ i アブリを 起動で きます。 

♦ を 組 表 i アプリ 国 面で® を 巧す と、 這 巧して いるき 組を 視坛で 
きます。 
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♦ お吳い 上げ 時 E お定 さむて いる Q 巧 イド 番組 表リ t コンは ターん 
役 能を 巧 巧す るた の、 2in1 の 亡ー ドを [目ちー ド] C おちして いると 
きは ネリ 巧で きま だん。 


ワン 七 グを绿 画する 

放送 中の さ 巧を ビデオ 録画したり、 吾 巧の 一 扇 面を 静止 面と して 
録画す る こと ヴで ぎます。 

♦録画した ビデオ/を 止 画 C 巧、 自 を 的に 巧の よ ラな ファイル 香 巧 巧 
ヴ 色れ ます。 

■ 録画した 静止画; 塚 画 曰 時を ちと C した ファイル 香 
巧!!;  2008 ホ 4 月 22 日 午後 1 時日み C 塚 画一 
[20080422 1305XXX] (レ; 〇〇 な 半 負を 字） 

■ 錄 画しを ビ デブ； [PRGxxx] (レ XX」 巧 半負舆 数字） 

• 番組 I こよって な、 録画 巧 禁止ち ri ている ことげ おります。 
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♦ 绩函 しち ビデオ/静止画で、 巧の 揉 巧は 実 巧で きま だん。 
■ 巧 愛 画面 おを わ 舞着值 画面 おを などの 画面 設を 
■ ソール 流 巧 わ ホが 炼适值 / i  C 适這 じよる 送 這 
■ 映 侵 福 集 か画该 編集 


ビ デブの 反な 件 巧と 録画 時 巧の 目安 
• 録画し ち ビデオは、 microSD タ モリー わ ー ド C 保を ち 〇 ます。 
• ビ デスの 保 毎 件数と 録函 時圍の 目安は 巧のと おりです。 


■ — — - — 

保を 件 a 

録画 時 括 

mic の SD ツ モリー カー ド 
( 2  G バイトの 语 含） 

最ス 99 件 

を戾の 640 巧 

• 録函時 国 C よりおを f 鲜 5 は 変わ リ ます。 

♦  microSD ソ モリー々 ー ドの 空 ぞ琶星 巧な  <  なった ときな、 目 動的 巳 
録函巧 巧 3 し、 それまで 録画した ビ デブ 巧® 巧 さ 〇 ます。 


♦ 録函 しち ビデオの 再を じついて はげ P.S" 


1 ワン セ グ巧巧 画面で® (1 巧な 上》 

• 録画 巧 開始 きれる まで I こ 時間 巧 ロウる こヒヴ おります。 

2 録画を とめる ときは® 

• 録画を お 3 し、 自動的 I こ 保 毎ち 0 ます。 


I 録画 やな 看 宿 ラン フヴお 巧し ます。 

I 録画 やな， 巧の 揉 作な 実行で きま だん。 

■ チ1^ンタル愛更  ■ チ ン 3 ル沒定 

■ チ ン タル 追加 登録  ■ ヴーピ ス透局 

■ スフ タイ 7 —  ■ 番組 表 i アプリの 巧 巧 

■ テし ビ リンクの ネリ 巧  ■ 辞と 函錄函 

I 塚 画 やじ FOMA 筛 を 聞 じて ろ錄函 13 お 病 さ; n ます。 


• ビデ ス録函 中 c 録画 予 巧を お 巧した 時刻 c なると、 録画 テ 的 巧® 巧 
されます 0 そ n までの ビデオ 緣面 はお 3 し、 映 意 ヴ保巧 ミ 打ます。 


ビデ プ錄 西を 投 3 する 時 巧を 設定す る <»护 与 了 時 《:• 

ビデ ブ琼画 中 じ©  ► [録面 巧 3 時間] 時間を 這ぶ ►録 
画 お 3 をの お 作を 送ぶ ►  €) 

巧 津お別 5 だ 

♦ 予約 録画 中は 設巧 でぎ まだん。 

♦ 録画 お 3 時 国で [削 限な し] を遵 巧と、 microSD ソ tij 一方ー ド 
のをき 容备ヴ な  <  な るまで 綜 画します。 録函終 3 をは、 フン t ブ 
の 視畴を お 続し ます。 


•を 止画録 面した 画 毎! 3、 FOMA 揣末 (本な:) の データ ボックスの 7 イ 
ピク チトの [TV イソ ージ] フォルブ じ 保存 さ 打ます。 

• 画を は 1000 件まで 保 毎で きます。 

• な淳 した 函 をの 表 巧 E ついて なげ P.260 

1 ワン セグ 祝巧函 面で® 

• 挣止画 巧 録画ち 〇、 自を的 C 巧を さ 〇 ます。 保 毎す るまでに 時 国 
巧な ヴる ことけ あ U ます。 


♦ を 止函綠 画では、 フン t ブ の映备 部を のみ 巧 録画 さむ、 データ 巧 送 
部分は 録画ち むま だん。 

• デ ー 9 放ちのを 函お 表示 や 13、 を止函 録画で きま だん。 


卞 巧り 


f ワ ン 七 グの 視賠や 録画を 卞巧 する 

♦ あ 色な じめ、 巧の 揉 巧を 巧って くだまい。 

■ 日時 設ミ (iyp.5 の 
■ チ わ ジタ ル 巧ち （げ P.234) 

■ はじめて フン t ブを 利用 するとき C 表 巧 さむる を 貢 事 頂の 淀猛 
(げ  P.232) 

♦ 視 おすの •録画 テ 約 含の だて 50 件まで 登録で きます。 

♦ ビデ ス碌 画の 注意事項 C ついてはげ P，240r フン t ブ を摄围 する」 


■巧 巧 巧 I アプリを が 巧して 卞 巧す るぐ* 子番巧 《>  广 

1 カスタ ムメ ニ ューで [タディ アツー ル] [ワン 七 グ];  V 
[予巧 リスト] •  @ ► [巧規 巧ぶ] [電子 番巧 ま] ►予  た 
巧す る  ソ_ 

• テの ンス h* 函 面で® を 押してち 餐 巧で きます。 


■ 日時 や チヤン ネルを 巧まして モ めする  <手》 入力 > 

1 カスタ ムメ ニユー で!:/ ディア ツール] [ワン 七 グ] 
[予巧 リスト]‘、®; [巧規 巧ぶ] [手な 入力] 

• テの ンス h* 画面で® を 押してち 溪巧 できます。 

2 予お香 別を 進ぶ 
[巧 ほモ 巧] 

‘ 〔島 宙そ 巧] [はい]/ 【はい {なをが ま 巧》] 

- [ない (むを 巧を 巧)] を 這が すると、 巧 ◎ウ 5 録函テ 狗確提 画 
面な 表 巧 さ 打 ま 杠ん。 

3 M 抬 日時/ 终了 日時を 入力’© 

♦ 曰 巧の 入で 方を 亡つ いて はげ P.324r スク ジユー ルを 登録す る」 
①揉巧 2 


巧 ぺージ へ 巧く K  2« 


4  くり 适し 方法を 選ぶ 

【1 回の み] 

【毎日 時刻]/ 〔毎 a 巧 日]. くり 巧し 回 巧を 义 力 >® 

- 登錄 した 時刻/届 日 巧を 示 ちれます。 

-  <リ 返しの 回教 じ r 日 0」 を 入力した ときは、 <リ 返し 回を はを J 
おなしと なります。 

5  [チヤン ネル] チヤン ネルを 涅 ぶ® 

6  [番 巧る] 番組る を 入力 0 

• 里 組 S はき 角 100 文字 (半ち 2 加 文字) まで 入力で きます。 

7  M 抬 アナウンスを 設を ® 


■ M お アナウンスの S を 方法 

で ラーム じついて 段: をし ます。 巧® テ 約のと さは、 連摄 お動きを をで ア 
ラーム 賴 3 をの 動作を 巧 巧で きます。 


1 这巧 だのが 巧： 1 

パつ ーム巧 j 巧の が 巧 

[ON  (情 錫 あり)] 

アラーム 終 3 ► つン t ブお おお 损函面 表示 ► 
[はい] ► フン t ブ 起動 

に N  (宿 巧な し)] 

アラー ム巧 3 ►クン t ブ捏 お 

に FF] 

アラーム 巧 3 をのを 作な なし (フン t ブは 起を 
しない） 

• 〔ON 觸紹 なし)] I こ鉛更 すると、 9 ン b ブ 起動時 C に〇夕 鞠の スフ 
タイマー 巧 おちち 打ます。 

• アラー ム巧 Sg の运巧 順位 ごつ いては 巧 P.321 

I 巧® 予巧 面面/ 録函予 巧 面面で [M 始 アナウンス] 

•視度 予 お) のとき： [ON] 

- 開始 アナウンスを [OFF] C おちす ると 視馬テ お) 巧 起® しま だ 
ん 0 

2  [アラー ム音遵 巧] アラー ム 音を 選ぶ® 

• アラーム 音の 巧猛; アラーム 音を 送 巧 ►  ® 

♦ アラームを 嘛 5 さない とき： [アラーム 音遵 巧] ► [段: を留 し] 


3  [アラーム 音 さ 選 巧]  〇 で 音* を お 節 © 

♦録画 チの のとき: 揉 作 5 へ 

4  [ま 巧 起 巧を を] アラーム 巧 了を のな がを 進ぶ© 

5® 

防, aa 

• 沒 致の 番組を 同時 I こお お •録画す る ことは できない ため、 テ 巧の 曰 
時 巧 重 香す ると、 登 綠活湿 函面ヴ 表示 ミ の ます。 巧 客を 滝捉 し、 登 
錄を 巧って ください。 


なち 度 &TV& ミす る  <lS»it*TV> 


日時 や チけ ン 3 ルを 設: ちし、 クン t プ を目資 まし 時が として ネリ 巧す る 
ことげ でぎ ます。 

♦テを で 関 お 時 到になる と、 自を的 C フン t ブ巧 起動し ます。 

• お 目 費の TV では、 [30 ろ 後:] の オフ タイマーけ 白 動的 I こおを さ 打て 
います。 

1 カスタム メニューで [LifeK け] [« が 巧ち g] [お 目ち 
め TV] 

♦ 政 隆の揉 作 じついて な 巧 p.24ir 日時 や チ "^ン もしを 指を して 
テ 約す る」 ① 操作 3 へ 

♦ 開始 アナウンスを [OF 鬥 ごしたり、 運携起 おおちを 変更す ると、 
お 呂資め TV としては 動作し まだん。 


• お 百 負め TV のち 正 わ 削 おは、 巧® テ紀 •録画 予 お) と同绿 E9 ン t 
プ式ニ ユーの 予巧 U ストな 5 巧って < ださい。 


閣始 時刻の 約 1 巧 前な 5 お ns お 国、 開 巧 アナウンスで おちした アラ- 
ム 巧 動 巧し ます。 

•  FOMA 席 末を 聞 じている ときは、 ヴ フデ ィス プレイに [視晴 アラー 
ム晦を 中]/ [教画 アラーム 頃 動 中] と 表示 さむます。 

• アラームの 厚 止 や 音量 围節 じついて はげ P.322r アラーム 焉 夏] 中の 
ボタン 揉 巧」 

アラーム 巧 7 をの E イ乍 


予の權 則 

アラーム お 巧 時 
の 席 末が 態 

アラーム 授 3 をの か 巧 

視ち予 お) 

通 割 f 

開 お アナ クン スの 連误 起動 段を じな ラ 
• 詳し  <なげド.242「 開始 アブつ ン 3 の 
おを 巧を」 

フン t ブ葡顷 中 
(テ 巧と 同じ 
チ トンネル） 

アラーム お 3 をの 軌乍 はなし （フン t ブ 
巧 顷を嫂 続） 

フン t ブ巧晒 や 
(予 巧と 異なる 
チ トンネル） 

アラーム 鞍 3 ► チい ン 3 ル 変 夏 お歸函 
面 表 巧 ► [ない] ► チ ン タル 切替 

録函 予約 

通 割 f 

アラーム お 3 ► つン t ブ 起動 & ► 録函開 
お 

フン t ブ視晴 中 
(予 巧と 同じ 
チ+^ンタル） 

アラー ム巧 3 ►タツ t— ジを 表示 ►録 
画 開 お 

フン t ブ視畴 中 
(予 巧と 異なる 
チ+^ンタル） 

アラー ム巧 3 ►タツ t— ジを 表示 ► 

チ f ジタ ル 切替 ►録画 関 お 

※ 9 ン t ブはミ ユートが SI になります。 


友 知ら だ 


• 巧の 場 含な、 視晴 テの アラーム、 錄函テ 約 アラームは 動 巧し ます 
ヴ 、視晴 •綜 画は 開始ち むま じん。 

■  9 ン t プと 同時 E 起 を でぎ S い货 能を 利 巧 中 

■ チ 巧した あと 区、 FOMA 巧ー ト •を 取り かしたり 、別の FOMA ウー 
ド  I  こ 差し 客え たと き 
■ 笔 お残呈 巧不适 している とき 

■  microSD 夕 亡ンー カード ヴ 挿入され ていない とき 

■  7 ル チ メディアの 巧 Sg 别 □ック 中 

♦ 宿 表示で っン t ブ視 W 中に 示 的 アラームな 動作す ると、 が 表示に 
切り 客む U ます。 

• 巧の 場 含な、 視晴予 お! アラーム、 錄函す 巧 アラームは 動 巧し まな 
ん 。また、 巧 聴 •録 歯ち 開跑 され まだん。 

■ 音声 笔 話、 テし ビ霉 おの 舞 着 這 やおぶ び 通 お 中 
■ 巧 外 境 通 « 中 、ホ か 掃 リモコン 送值中 
■ スール □ック 中 

■ 電露 ON/OFF 時の っエ イク アップ 画面 または 投 3 画面 表 巧 中 
■ 自を霉 源 OFF 時の お拽 画面 表 巧 中 
■ 笔お 切む 画面の 表示 中 
■ ソフトつ エア 更新 や 
■ ューヴ データー 括 削除 中 

■  USB 适值中 

■ パク’ ソト通 這 中 


フ 

ン 

わ 

ブ 
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フ 

ン 

tz 

ブ 


カスタ ムメ ニ ューで [イデ ィア ツール] [ワン セグ] 
[予巧 リスト] 

• む レン プーの 表 巧;® 


曰 アラー ム 
百閱ぉ 日時 
凸ぉ 3 日時 
曰 チゎジ ネル 名 
回 番巧爸 

2 予 巧を 里ぶ ►公 


f^-EI 

P  I  iON 


f 巧 

1Wm 


回 

ほ 


巧拍 8 巧" 22  ()*0  12:M 
ず MBW/ 巧け） U  »• 
sB 义 S 日  I 回 


B —— 91 


'□□テレビ 
琴 スタジオな A な 


-B 


お 弦: 予抗 1 詳巧函 面 


録函チ 約 詳細 函面 
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D ぞ 約鱼别 
曰 開始 アナ クン ス設巧 
且连巧 お 動巧定 
田 開始 日時 


曰沒 3 日 局 
回 誤 Uifi し設を 
〇チ^^ジネル名 
回番 巧ち 


视巧 TO •巧 面モ 巧を 度 正 ホる <»*> 


1 カスタ ムメ ニ ューで [タディ アツール] [ワン 七 グ] 
[予め リスト] 


2 予めを 爱ぶ ド© 1 [角 集] 

3 予めを 度 正’ を 

• 慢 正ち まは、 登録 時の 操作と 同禄 です （げ P.241)。 

4 登録ち まを 選ぶ 

[巧な 登 括] 

[上書き 技] [はい] 


巧ち 卞 巧. 


’ で. ち’ 2 ホユ 占 •ご • 


■卞 巧を 削を する く 削除： 

1 カスタ ムメ ニュー で!:/ ディア ツール] [ワン 七 グ] 
[予巧 リスト] 


2 予 巧を 選ぶ >  © 【 【削 お] 

• すの 資細函 面では; @  ►[ 1 件 削除] ► [ない] 

3 削 お 方法を 進ぶ 

• 〔 1 件が 巧] 

[留巧 削 お〕 予 巧を* ぶ @(< り 返し 巧） ►  © 
[巧 去を 件 削を] 巧 末 »な 番号を 入力 ►  ® 

- その 日の 前日まで のぞのを すぺて 削除し ます。 
[を 件が 巧] 巧 末 巧な S 号を 义 力 >  €) 

4  [はい] 


■ 予めを 巧べ » える  <  ソート > 

カスタ ムメ ニ ューで [メディア ツール] [ワン セグ] 
[予巧 リスト] >© ►[ソ ート] 

2 ソート 方 ミ まを 選ぶ© 


テ 巧 録画 巧提 3 すると 履歴な 話« ちむ、 録画 结果 を植紹 できます。 

• テの 摄画 届歴な 50 件まで 記* さむます。 

カスタ ムメ ニ ューで [メディア ツール] [ワン セグ] ► 
[予お 録画 n 度] 

• 巧き 画面で な： [つン t ブ 録画 あり] 表示 やじ® 


予約 録画 语歴 一* 画面 


n 件 S/ お 件 « 
B 録画 お果 マー ク 


m 

録画な 功 

m 

録函夕 巧 

百 沒画閱 お 日時 
凸 録画 待果 

• 録画 巧 巧 時は 巧 巧 埋由ヴ を 巧 ちれます。 
百 放送局 爸 
回き お爸 


をの 録画 H 歷を 削除す る  <  削な: • 

1 予巧 録画 履歴を 透ぶ ►© 

2 削 巧 方法を 這ぷ 
[1 件 削除〕 

[這 巧 削 お〕 ► テ お) 録画 届歴を 這ぶ© (< U おし 可） ►  © 
[を か 削 格〕 ► 锅末 暗証 番 S を 入で ♦  @ 

3  [はい] 


フン t ブ では、 陕运 •音声 じ 30 えて データ 放送を まリ 巧で ぎます。 
デー タ 放送 口  3、 番 おじ M 連した ヴ イトに 接続したり、 投泉 など 
で 番結ご 参加す るな ど、 静止画 やお 画を 含 C さまざまな 情 巧を 利 
巧で ぎます。 

• 届 表示では データ 巧 送を 表示で きま はん。 

ワン セ グ規巧 画面で© 【 [« 作 切替] 

♦  ® を 巧して ち、 餐作 切替で きます。 

• デー タ巧送 t— ド C なります (溪 作す るた び C 巧鲁 t ー  ドと 
データ 巧を t— ドヴ 切り 替 ot) ます)。 

♦ データ 巧ち t— ド 中の 操作 じついて はげ P 之 36 

2 巧 目を 塞ぶ’® 

♦ ヴイ ト表巧 中の 凑巧 について はげ* P.14 已 


• データの 送 •データ 放送 サイトに よっては 表示 中 じ 音 f 巧 流む る 
こと 巧あります。 

• デ ー 9 放送 •デー タ圾 送ヴイ h*  口 5  i 亡ード ヴ イト C 接続した と 
きは、 サイトけ 全 画面で 表示 ミ ru  9 ン t グの映 毎は 表示 ミれ まだ 
ん。 


「 . t ブ 


巧 ぺージ へ 巧 <K  245 


拙, 唯 

• デー タ抵 送の 辑捉 画面で [ない 似 後 巧 表示)] を 送 巧す ると、 巧 回 
む 5 语按 画面は 表示ち のす‘， データ 放送 •データ® 送ヴ イトの 请蒂 
ヴ 自動的 じ更君 f ちむ る こと ヴお IJ ます。 このと ぎ、 バヴッ ト逼僖 お 
ヴな 巧る こと 巧あります ので、 こま 意  <  ださい。 

• デ ー 9 放ちの 活提 画面を 再度 表示す る C は、 ぉ按 表示 設を iJt ッ 
卜 （げ P.248) を 巧い ます。 

♦ 巧の 运 含は、 括提 画面 ヴ 表示 ミむ ます。 [はし リ / [はい 似を が 表 
巧)] を邊択 すると 操 巧を ミ 巧し ます。 [はい 似を が 表 前] を 透 巧 
すると、 巧图巧 5お 錫 画面な 表示ち 〇 まだん。 

■ 放送 巧保淳 領域を 削除 するとき 
■ 巧 送 巧な 运 領域 巧の 巧 或を ネリ 用 するとき 
■ データ 巧を ヴ イトに 巧虽 を送植 するとき 
■  I モート •ヴ イト C 接続 するとき 
■ 巧 得した 肯虽を 登録 するとき 


データ® をヴイ h を 巧 巧み 应み 守る < 汚 巧边み > 

フン t ブ巧围 画面で©  [データ 放送] [再 屍应 み〕 

K 巧 書を 表 巧す る<  巧 巧 ■« 巧 > 

フン t ブ巧お 画面で @  [データ 故を] [紅 巧 磐 表示] 
データ® 送ヴ イト ヴ 5 データ K 送 じ 房る  <  デ- 夕 西を^ まるこ‘ 
フン た ブ視巧 画面で @  ► [データ® を] 卜 [データ® 送に 戻る] 


ビ リンクを 利 巧す る 


データ 放送に よっては、 イ ちち 津や巧 連す るヴ イトの URL を テ レ 
ビ iJ ンク として 登録で きます。 テレビ リンク C 登録す ると、 テし 
ビ iJ ン クーち 面面 巧 5  メち情 活やヴ イトを 表 巧で きます。 

• テレビン ンクな 100 件まで 登録で きます。 


1 テレビリンクさ録可おな巧目を選ぶ>@^  [はい] 

• テし ビ リンクの 登録 方法は、 番組に よって 異なります。 


ンクを S 示す. 


I. 


育 巧 巧 P 艮ヴ 巧； n ている テし ビ リンクは 表示ぎ むま 杠ん。 

I カスタム メニューで [/ ディア ツー 
ル] [ワン セグ] [テレビ リンク] 

• フン t ブ巧お 画面 可 3;©  ► [テし ビリン 
ク] 

7 — クの祖 巧 


sismn^Bn 

£1  ’ •巧: 占- 

1 

过 ス 5 ンす么 AA 

ilHCBO □□:  R が.. 

互  ><)<主ま;《奋，む 

テし ビリ シク 

一 K 国 面 

m 

ゴ た肯虽 

喔 

i た 一K ヴィ h 

磨 

データ 放送 ヴ イト 

テレビ リンクを 惡 ぶ© 

♦ ヴ イトへ 赁統 するとき： [はし、] 


も い 邸 

• フン tz ブ巧輯 画面 口  5 テし ビ リンクを 巧いで デー タ巧送 サイトへ 
接続した ときは、 フン t ブ巧終 3 します。 


巧 巧 « 巧を 表 巧 する  <  巧 巧 こ 

テレビ リンクを 适ぷ ►西 ► [詳細 情密 表示] 

テレビ リンクを 削な する < 削な 

1 テし ビ リンクを 遇ぷ ►©►[削 時；] 

2 削除 方る を這ぷ 
[1 イキ 削な] 

[谨巧 削な] テし ビリン クを 道ぶ® (< りおし 可） ►© 
[全 イキ 削除] 曲 ホ 暗证ま 畳を A 力 ►  @ 

3  [はい] 


デ— する 


巧ち 巧な 巧 領域 巧の データを 削除し ます。 


カスタム メニューで [イデ ィア ツール] [ワン セグ] 
[ワン セグ 註を] [はを 用な 巧 領域;‘ 肖 去] 


2 み歹リ 巧を 局を 選ぶ’© 

• 放送 事業 客 別に 削除 するとき : 系列 放送局を 送 巧 ►  ®  ► 放送 事 
業者を まぶ ►© 

• 系列 巧の 放送 事業 さを 確 湿: を） 


3 削 お 方法を 進ぶ 
[1 件が 巧] 

[を 件が 巧] 巧 末ち なち 号を 义 力 >  @ 

4  [はい] 


デー タな巧 サイ I ■の 西! >1 I  r. ホ どうかを ia 


1 カスタ ムメ ニ ユーで [タディ ア ツール] [ワン 七 グ] ► 
[ワン 七 グ结 を] [函巧 表示 設定] 

• フン t ブ巧括 画面で B: 汚) ► [デー タ 放送] ► [画宙 表示 投 ち] 

2 設 をを 爱 ぶ© 


デー タな をの 巧藥 ちを かどう ホを 沒 まする 


1 カスタ ムメ ニ ューで [タディ ア ツール] [ワン 七 グ] ► 
[ワン 七 グ结 を] [巧 窠音巧 巧 設定] 

• フン t ブ巧括 画面では：©  ►[デー タ 放送] ► [なま 音 晴動お 壬] 

2 設 をを 爱 ぶ'© 


SS 巧^^^す るく  7 ンセグ 公 宝 ■  * 〉 


1 カスタ ムメ ニ ューで [タディ ア ツール] [ワン 七 グ] 
[ワン 七 グ設 を] [ワン 七 グ設を 巧 巧] 
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デづ させを 面面を. まるを ホる 


デー タ 放送の 活お函 面で [はい 似を 非 表示)] を這択 して 非 表示 じし 
たを のを、 再度 表示 さ だる こと 巧で きます。 

カスタム メニューで [イデ ィア ツール] [ワン セグ] 
[ワン セグ設 を] [巧 孩ま示 S を リセット] 

• フン t ブ 巧® 画面で な;©  ► [デー タな ち] ► [宿 淀 表示 設巧ン 

t ット] 

2 瑞 ホち 証 番号を 入力 ►ら ) I  [はい] 


ン 七 グ投 ミを 巧 91 い 上 す 

7 ンセグ セツ ト> 


巧の おを 巧 客を お買い上げ 時の が お E 房し、 括 お 表示 おを リ fe ット& 
S  巧い ます。 

一  ■画を を 巧 巧を  ■効果音 鳴動 設定  ■背!! ブラつ ィッ ク 段; 定 

■つン t ブ視幅 歯面な 5 の フン b ブ 設定 

カスタ ムメ ニ ューで [メディ アツール] [ワン セグ] ► 
[ワン セグ をを] [ワン 七 グ設を リセット] 

2 瑞ホ 暗な まちを 入力 ►  〇 ; [はい] 


• お 置い 上げ 時め が 筋 こついて はげ P397，P.398 


248 


フル ブラウザ 


パソコン 巧け の ホームページを 表 巧す る . 250 

フル ブラウ ヴの設 をを する . 253 
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パソコン 向けの ホームページを 表示ず る 


フル ブラウザを 利用す ると、 i 亡ード I こ 巧 巧して いない ヴ イトを 
パソコンと 同じよ ラに FOMA 谎 末で 表 巧す る こと ヴ できます。 

• 函餐 をを く 含 C ホームページの 閔真 、データの ダつ ジ □ー  ドな ど、 
データ 呈 のをい 适运を 巧 ラと 适 « お金 巧高覇 C な U ますので ごを 
意く ださい。 バヴッ ト廷僖 料 おぶ び 料金 プランの 詳細 I こついて 巧、 

(T ご 矛！! 用 ガイ ド フック 〔 i たー ド <FOMA> 漏)』 を ごちく: だち い。 


フル ブラウ ブメ ニュー 

巧容 

ホーム 

ホー ム (ボー タル ヴイ ト） として 登豫 した イン 
ター タット ホームページを 表示し ます。 

Bookmark 

ブック 7 —ク巧 5 表 巧し ます。 

Internet 

ラスト URL 

R をに 表示し を イン 9 ー ネット ホームページ 
を 表示し ます。 

URL 度歷 

URL 届 おを 庫って インター ネット ホー ムぺ一 
ジを 表示し ます。 

URL 入力 

URL を 入でして インター タッ h* ホーム ぺージ 
を 表示し ます。 

フル フ ラク ザ 殺: 巧 

フル ブラつ ヴ C 南す 5 各種 檢 おを お 定 します。 

1 待受函 あで®  r  [フル ブラウザ] 

2 サイ トをま 示す る 

， 【ホー ム] 

[Bookmark]  ► ブ •ツ クマー クを惡 ぶ ►  © 
[Internet] 〔ラス ト  URL  い® 

[Internet い [URL1 ■歴] B 旧を 巧ぶ: @ 
[Internet]  [URL 入力] URL を 入カ ト A 


フル ブラ クヴ， 
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• 请或呈 のをい ヴ イトな、 正しく 表示ち: n ない こと ヴお ります。 

• ブック マー クフ ブルダは、 [目 ookmark] フォルブ、 [读 索] フス ル ダ 
を 含り じて 20 個まで 作成で きます。 ブック 7 -クな 100 件まで 登 
錄 でぎ ます。 

• 画面 メ t の保淳 はでき まだん。 

• 看值メ □デイ、 i アプリ、 H レカ、 i たーシヨ シ、 Rash 画を の 再生、 
夕つジ □ー ド や 保 巧な でき まだん。 

■ フル ブラウザ のが 用巧沒 面® について 

• フル フラウ ヴ のアク t つ 巧 ち 巧 [OF 鬥ご設 をされ ている とき、 フル 
ブラ クヴ 起動時 じ、 フル フラウ ヴを利 巧す るな ど ラヴを 淀紹 する ア 
ク t ス la 巧 函面ヴ 表示 さむます。 [利 巧す る] を 這 巧す ると、 アク t 
ス投: をな [ON] CI2 ち 変更 ちれ、 フル フラウ ザで インター:？ ツ h 
ホームページ 巧 表示ち 打ます。 フル ブラつ ザを お 3 してち、 この お 
をな ち 巧です。 


-ム (ポー タル ヴ イト） を 登 巧す る<  ホー ム 登む‘， 

ホー ム として 登録す る サイトを 表示 やに©  ► [画面 a 巧] 
[ホーム〕 ► [ホーム 登録] 

UR しを 入力して ホー ム (ポー タル ヴ イト） を ea する 
フル フラウ ザ タニ ユーで [フル フラウ ザ設 ち]*  [ホーム 設 
定] URL を 入で ►© 


フル ブラウ ヴ での 表を やの 揉 作は、 i た-ド ①ヴ イト 表示 操作と 夏 本 
的な 部分な 同樣 です。 ここでな、 異なる 部ろ を やむ I こお 巧し ます。 

■ フル ブラウザ やにを 示される マーク 


フル フラウ ヴ 画面 


を 

フル ブラウ ヴ起 君! 中 (通运 やは [S] ヴお 巧） 

フル ブラウ ヴアク 中 (データ 受這 中は [■»] ヴお 活） 

な 

裏 クイン ドつ アク tz3 や (デー タ受 イ备 中は い*] ヴお «) 

巧 

别フし ー ムアク 中 C データ 受运 中ない*] ヴぶ 巧） 

國 

SSL/TLS ページを 巧 や 

JS 

樓スク □ー ル 亡ー ド 中 

:口 

フし ームに ス 表 巧 中 

M 

ウイン ドク/を クイン ドク 数 

■ フル ブラウザ 中の ボタン 巧け 


シ3-卜 
た ット資 作 

ヴプ タニ ユーな 5 の » 巧 

；  ぉ 巧 

の 

[クイン K ク] ► [つ イン 
ドク リスト 表示] 

開いて いる クイン ドつ を 。 

ス ト 表示 

画 

[函面 揉 巧] ► [ホーム ポ 
ジシ 3 ン〕 

画面の 最上 部へ 移動 

应] 

[ウインドウ] ► 商 ウイ 
ジト •ウで 開 <] 

リンク 巧を 巧 クイン ドクで 
開 < 

狂） 

〔画面 摸 們 ► [房る] 

前の ぺ—ジ へ 移を 

シ3-卜 
ウツ ト資作 

ヴプ タニ ユーな 5 の 操げ 

をげ 

面 

[函 面溪們 ► [ホ- ム] ► 
[ホー ム表 巧] 

ホー ムを 巧つ ィンドつ で 開 
< 

面） 

[函面 操作] ► [進む] 

巧の ページへ 移を 

旺） 

娘 覇 ► [ゥ 1 ブ賴 8] 

巧 索 サイト タ 3 でク エブち 索 

迈） 

[検索] ► [ページ 巧 巧 索] 

キー つードを 入力して、 ぺ一 
ジ 巧の 又ぞ 巧を 该索 

应） 

[Bookmark] 

ブック 7 —  クの 登録 •表示 

〇 

- 

上下 スク □ー ル 

- 

1 函面 単位で スク □— ルる 2 

— 

ページ 移を と 這 常 移動の 切 
替 《3 

〇 

— 

街 盾の 巧 面 巧で 左ち スク 
□-ル 

〇 

- 

1 画面 単位で スク □— ルを 5 

_ 

[クイン ドク] ► [つ イン 
ドクを 頭し’ る] ►[はし、] 

クイント’ つを 窗 じる 

※ 1 フック 7 —クの [巧 索] フ マん ダ C 登録ち rt たお 上位の インター 
スッ h* ホー ムぺ ージ C 接続され ます。 [ち 巧] フォルブ I こ 登録ち 巧 
ていない 場 含は [日 ookmark の 登録は ありま はん] と 表示ち むます。 
※2 适常 ド 時 
X3 橘つ ク □—ル 亡ー ド 時 
※4 镇つク □一ん t ー  ド/通常 お！] 時 
※ち 橘つ ク □—ル 亡ー ド/ ぺージ 移を! 時 


フ 

ル 

ブ 


抑 


■表示 モードを 切り* える 


适常 t  —  K 

ディ 3 ブレイの 话倍亿 含む だて おか 表 巧し ます。 
でぞヴ イブを おちで きます。 

括スク □ー ル 
ち 一K 

バソコ ン 用の 画面 サ イブで を 示します。 表示 倍率を 
設 をで ぎます。 

1 サイ トま示 中に®  >  [ま 示/ 設 を] ► [ま 示 モード 設 
を] 

♦巧受 画面では;®  ► [フル ブラつ ヴ] ► [フル フラウ ザ 錠を] ► 
[画面 沒 を] ►[表示 t— ド設 を] 

2 ま 示モー ドを 道ぶ© 

■的の ページに ちる/次の ページに ちむ (キャッシュに 
っいて） 

FOMA 盛 末は ヴイ トの 画面と 表示して きた 経路を、 含が 900K バイト ま 
で 記 1 哀して います。 

■フ レー ム ページを ホ 巧す る 

运 数の フ しー ムで巧 成された サイトを 表示で きます。 フ しー ム 這巧函 
面で フ しー ムを這 巧す ると、 フ しーム ごと ご ページを 表示で きます。 

I フ レー ムを 進ぶ© 

• そじ 房る: @  ► [函面 操作] ► [を 巧 表示] 

■フル ブラウザ 表示 中の 檐能 

• 巧 報の 再読み 込み B3PP.148 

•  UR しの 参廣巧 P. 148 

• 夕 す〕ー ドの 愛 袋げ P. 150 
• 日 IF アニ^  — シ ヨンの 再生げ P. 144 
♦ヴイ トのヴ ーバ証 巧 •を 参 解、 巧 P. 145 

•  Internet ①ホリ 巧げ P. 150 


フル ブラ クヴ， 
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画々 を 保な する'、 互 ♦毎 巧 > 

ヴ イト 表 巧 中 じ [画 度 保宮] 画 急を 透ぶ >© ►フ ブル 
ブを 這ぶ 

巧イ乍 ガイ ドを 表示す る < 巧で 巧 イト > 

ヴイ トき巧 やじ©  ► [巧 巧 ガイド] 

ブイ トの URL を お 載した タールを 巧 巧す る < 夕ー ルイ モ巧 > 
ヴイ トき巧 中 じ @  ► [ソー ル 巧な] ► ソー ルを 作 巧 •送信 
巧 ま お 巧 5 だ 
函巧巧 巧に ついて 

• あス 300K バイ S の GIF 函每、 JPEG 函赁、 BMP 函运、 PNQ 画を を 保 
巧で きます。 ただし、 日 M 戶函 をと PNJG 画 侯な、 microSD ソ tU- 
方ー ドの み 保存で きます。 


フル フ ラつ ヴの ウィンド つは R ス 5 巧 開 < こと 巧で きます。 

♦ フル ブラウ ヴでヴ イトを 表 巧 やに、 巧し い ウィンド つで 則の ヴ イト 
を 表示す る こと ヴ できます。 

1 サイ トま示 中に®; 化の サイ トを 指を 

[Bookmark]  [Bookmark— K]  ブック マー クを 巧ぶ ►承 
[Internet]  >  [URLB 歴] ■巧を 装ぶ ►  ® 卜 【巧 ウィンドウで 
M  く〕 

[Internet]  [URL 入力] URL を 入力 ►  ® 卜 [W ウィンドウで 
H  く〕 


— ドす る 


FOMA 銷 末に 保を している QfF 画 をれ JPEG 画赁を 80K バイトまで アッ 
ブ □ー  ドす る こと 巧で きます。 

♦ アップ □— ドの 巧を E ついては 、サイト E よって 異なります。 函面 
表示に なって 揉 巧して  <  ださし、。 


ー ドす る 


• タウン □"ドした ファイル 巧、 microSD ソ亡 リー 巧 一K じ 保存 ミれ 
ます。 

• ブ ウン □— ドで きる ファイル ヴ イプは、 5(XK バイトまでで、 巧® さ 
〇 まだん。 

• タウン □— ドで きる ファイルの 種寶 (拡張 さ） 

■  XMDFUb-f)  ■  Text おぶ の笔 子ま寶 Czbk) 

ダウン ロー  ドす る データを 送ぶ ©  [はい] 

2 ダウンロードが 京 了したら 、[外部 メモリに 巧存] 


i  t— ドウ 5 表 巧した ヴ イトけ 正し < を 示さ 0 ない とき、 フル フラウ 
ゴ での 表 巧 I こ 切り 普 之る こと 巧で きます。 

I  I モードからサイ トをま示中に©>  [フルブラウザ切 
替い [はい] 


フル ブラウザの 投 をを する 


^  J 

Cookie とは、 サイト E 接続した とき じ、 FOMA 辭 末に ューザ さや アク 
t つ 日時、 アク t ス ◎数な どの データを 一時的 じ 記録す るし < みで 
す。 巧 回、 同じ ヴイ H こ沒 続した とき E その 巧 覆 巧参辉 、ちれます。 

•  Cookie を 有 巧) じする ことで 第 云 香 じ お 客 塚の 巧 凍 巧知 色れ てち、 ち 
社と しては 黄 巧を 負い 巧の ますので あ 5 なじめ ご 3 を <  だまし、。 


■  Cookie のち 巧/巧 勃を 沒 まする 
1 待受函 旧で®  ► [フル ブラウザ] [フル ブラウザ 設 
まい [Cookie 設 を] 隨 を] 

2 設 をを 望ぶ 
- 〔有 巧] 

.. [ちな くる 国 度 没)] 巧 巧 時を ちぶ >@ 

巧 加 

♦ 設: 巧を [おな!] 口 5 巧り 替える ときは、 節 末 盾 註 番号の 入力 巧む 
要 I こなる こと ヴ あります。 


•  Cookie を [ち 巧] に 設定した とき じ澤 入して いた FOMA 力ードを 别 
の FOMA 々ード C 差し 客え ると、 Cookie ヴ [巧 菊)] になります。  つ 

• 設 をを 変更した とき I こ、 W 前の Cookie 巧 報な 残って いると、  ル 

Cookie 巧费 をす ベて 削除す る お 巧 画面 巧 表示 さ n る こと 巧 ありま  ブ 

す。 Cookie 巧虽を 削除して  <  だ ミい。  ラ 


■  Cookie を 巧な する 

1 待受函 旧で®: [フル ブラウザ] ►[フル ブラウザ 設 
まい [Cookie 設 を] [削な] 

2 巧 ホ ち註 番号を 入力 ►  @  i  [はい] 


ヴイト C  JavaScript 巧 記載 ミ 〇 ている とき、 プ □ブラムを 吴巧 さはる 
など ラロを 段 巧で きます。 

待 ま 面 旧で®  ► [フル ブラウザ] [フル ブラウザを 
まい [Script 設 を] 


2 設 をを 望ぶ© 


253 


苗 ft をを をす w ど ク《& まする < 


待受 面面で を!^  [フル ブラウザ] [フル ブラウザ 設 
を] ► [画面 設 を] [画な ま 示を を] 

•サイ トミ 巧 中は;®  ► [表示/ 投 ち] ► [画运 表示 お 左] 

設 をを 度ぶ：© 


义字 サイズ 走 


待 ま 面面で を ► [フル ブラウザ] ► [フル ブラウザ 設 
を] [画面 設 を] [文字 サイス 設 を] 

文字 サイスを 遇ぶ >  (=) 


.、ウ す ク卞ウ を 自動で 

ン ドウ オー プンガ TrtHUE：： 


M< ホ どう 定 ちろ 


■, 待受 面面で を t  [フル ブラウザ] [フル ブラウザ 設 
を] [ウィン ドウ オープ ンガー ド設 を] 

2 設 をを 语ぶ ►© 


。ンク を たどりな: け 5 ヴ イトを 表示 するとき E、Referer (リンク 元① 
URUt* 津) を リンク 巧め ヴーバ E 送 垣す るな ど 3 ウを 段: をし ます。 

•  Referet •を活 巧す る ことで 里； 若 C お 客 骨の 情報け 知 色 n て も, 当 
化と しては 置 任を 負いな; ra ます ① であ 5 なじめ ご 3 を <  だ 5 し、。 

待 ま 画面で を （ [フル ブラウザ] ►[フル ブラウザ 設 
を] [Referer  設 ま] 

夕 設 をを 惡ぶ ► @ 


フル ブラウ ヴ， 
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•，ぶ  IWW 

• ヴィ ト C よってな、 Referer をさ运 しないと 正し < き 巧 ちれない こ 
とけあります。 


フル ブラウザ JttI をが 用す るか どうかを 没: まする 

< アク ち ス ««ち> 


•設定を 更更して フル ブラウ ヴ巧 能を 利 巧 するとき は、 アク 設定 
画面 巧の [注意事項の 詳删を 1込 す お 話み くださし、。 

待 ま 面面で を ► [フル ブラウザ] ► [フル ブラウザを 
定] ►[アクセス 設 を] 

2 設 をを 選ぶ© 


フル ブラウザの なをを M い 上 南ち の wm す 
く  7 ルブ 9 ウザ MV セット > 


1 待ま函 旧で を ►[フル ブラウザ] [フル ブラウザ 設 
定] ►[フル ブラウザ 設を リセット] 

2 お ホ 暗証を 号を 入力 ©  [はい] 


データ 表示/編集/管理 


デー タポッ クス デイ アツール じついて . 256 

静止画を 使いこなす 

巧 巧した 画を を 表 巧す る . <  イソー ジビ ユーア  >260 

を 止 画を 福 実す る (ス ビー デイ ラボ) . <  围每 編集  >262 

動画を 巧い こなす 

動函 /  i  t— シヨ ジを房 生す る .••<  i 亡ー シヨ ンプ レーた一 >266 
動函を 為実す る (ス ビー デイ ラボ) . <  映 意 編集  >269 

ビデオを® いこな す 

ビ デブを 再生す る . く ビデオ プレー わ一  >271 

キャラ 電 をない こなす 

キ ラ霉 とは . <  キト ラ霉フ レー た一 >272 

メロディを® いこな す 

メ  □デイを 再生す る . <ジ □ディブ レー わ一  >273 

microSD メモリー カー ドを 巧い こなす 

mi な oSD;^ 亡リー たード じつし、 て . 275 

FOMA 鹿 末と microSD;^t リー りードの 图で デー タ を〕 ピー する… 2 巧 
FOWA 搞 末と microSD ソ t。— 巧ードの 国で デー タを 移を する 

. < コンテンツ 移な 巧 尼  >280 

F0WA 强末 (本な) の データを バックアップ/巧 元す る 

. < バックアップ/巧ろ  >281 

microSD ジ モリー 巧ー ドの デー タをプ し ビユー する 

. く  microSD デー タ参昭  >283 

microSD ジモ リー 巧ー ドの 营涯 ごつ し、 て . 283 


を 巧 データを 使いこなす 

データ ボックス •ソディ アツー ルを 菅廷 する . 286 

ホ か 持 a 僖を 巧い こなす 

巧 外 錶适® について . く ホ か 綜通值  >290 

データを 1 がすつ 送受 這す る . 293 

データを を 件 送受 這す る . 293 

i アプン ヒ運摄 して 巧 外 谋适值 を 巧 ラ . 294 

ホ か療 iJt コン 獲 目 旨を 利 巧す る . <ホ か療 リモコン >294 

i C 通信を 巧い こなす 

i  C 适值 について . <  i  C 适径 >295 

データを 1 おすつ 送受 這す る . 296 

データを を 件 送受 這す る . 296 

ボイスレコーダーを® いこな す 

ボイスし コー ダー として 度 ラ . <ボ イス レコー ダー >297 

マンが •ブック リーダー 

霉 さち 誇/電子 辞 »/ 電子 コ呈 ックを 表示す る 

. <7 ン巧 •フック リー ダー >298 

霉 さち 薄/電子 辞 ま/電子 コ 5 ック 巧の 肯虽を ネリ 巧す る . 301 

お 止 画を 巧が する 

保 毎した 函读を 印刷す る . <  ブリン S 指を (DPOF)>302 


2 扣 


データ ボックス •メディア ツールに つ 
いて 

データの 浸 類 じよって、 それぞれの フ ブルダ C 保を されます。 

• データの 逸 類を 透 巧と、 前回 データ 参 聞を 终 3 したと きの 参 お 巧 
(FOMA 猜ホ (: 本体) または microSD  メを IJ  - 力ード) 巧 表示 ミり ます。 

■ マイ ビ クチャ （巧 P.260) 

♦  FOMA 銷 末で 摄 をした 爵止 画か タ クン □ー  ドした 函毎 ヴ巧璋 まむ 
ます。 


1  7 イピ クチ わ （本体） 

一  mIcroSD 

1； マ イビ クチた （microSD)]C 切り替え 

カ ソラ 

FOMA 捕 末 で 損を した 挣止画 巧 フス ルタ 

i モード 

ヴ イト や） たード ター ル、 ソッ t— ジ R/F などで 
入手した 画 侯 用フブ ルタ 

デコ ソビ クチた 

デコ ソール 作な 時 C 利用で ぞる函 霉巧フ ブル ブ 

デコ ソ 絵文字* 1 

デコ ソー ルイち 巧 時 C 利 巧で さる 給 又す 巧 フス ルプ 

プン イン 3h •— ル 

あ 5 ごじの 登録され ている 静止画 巧フ オル ク 

外部 巧辑 データ 

パー〕ー ドンー プーや microSD ソ たリー 巧ード、 
ホか炼 逗运、 i  C 通®、 FOMA 巧霉巧 おれ USB 接 
続クー プル 01/02( 則 売)、 IrS ジ H 适 宿を 利 巧して 
入手した 画を 巧フ ォルタ 

アイテム 

ヴイ ト などな 5 入ず した フ レー ムかス 9 ジブ 用 
フ ブル ブ 

TV イター ジ 

9 ン t ブで挣 と 画録函 した 画 侯 用 フォルブ 

(ュ ーヴフ ブル ブ） 

お 客馈ヴ 作成で きる フス ルブ 

デー タ 表示/沿 ち/哲理， 
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マ イビ クチ f  (ml ぴ oSD) 

本 ホ 

[マ イビ クチ 户 （本 巧)] じ 切り替え 

わ；>^ラフスルブ 

xxx《2 

FOMA お 未で 迄を したを 止 画 や DCF 宰 姐の JPEG 
画意、 GIF 画 毎 (GIF ア ニ; =4 ーシ ヨンを な  <) 用の 
フス ルグ 

(ろ ジラフ 7 ルブ巧 
ユ ーヴフ マルの 

お 客禄巧 作成で きる フ ブル ブ 

その 化 爵と画 

FOMA お 未 (本な:) ヴ 5 コピー した GIF ア ニべ一 
シヨ ジや DCF 宰 拠して いない JPEG 画 毎用フ ブル 
ダ 

(その 化を 止函用 
ユーヴ フス ルタ） 

お 客禄ヴ 作成で きる フ ブル ブ 

デコ ソ绘 夕ぞ 

デコ ソール 巧な 時 C ネリ 巧で きる 給ち ぞ巧フ ブル ブ 

(デコ ソ絵 文ぎ 用 
ユーヴ フス ルタ） 

お客様 ヴ 作成で きる フス ル ダ 

移 巧 巧を コンテ 
ンジ 

FOMA 規末ヴ 5 移を したり、 ヴイ ト などな 5 タク 
ン □- ドした、 FOMA 節 末 外 C 化で できない 函淳 
巧フ ブル ブ 

XI デコ ジ絵 スぞは デコ 絵ち ぞフ オルダへ 直接 保 巧 さの ます。 ま 
た、 デコ ジ絵 又す W みの データは 保窃 でき まだん。 

X  2 攝 をした を止函 を 保存したり、 FOMA 搞末 (本な) ゥ 5 育 止 画を コ 
ピー すると [巧 タラ フオん ダ 100] 巧 目 動の 巳 巧 巧 さ tl、 ファイル 
敎巧 400 件 C なると、 [り ジラフ オルダ xxx〕 crxxx」 な 100 〜 999 の 
3 巧の 半ち 数享) とい ラ 香 前の フス ルタ 巧 目 動的 C 巧 巧 さむます。 


■  £ ュー ジック （巧 P.308) 

• 着 ク た フル6 ヴ保淳 されます。 


5 ユージ ック 

プレイ リスト 

FOMA 規 未で 巧 巧した プしイ リスト 巧 フス ルタ 

1 亡ード 

ヴイ h* か i  t— ド ジールな どで 入手した 看 ラた 
フルを 巧 フス ル ダ 

■  I モーション （巧" P.266) 

•  FOMA 銷 末で 摄 をした を 画 や 録音した 音 再、 取得した i  t  — シ ヨン 
巧 保を さむます。 


i モー シ 3 ン (本 巧） 

一 m に roSD 

[ i モーシ ヨン （mfcroSD)]C 切リ 替え 

た ソラ 

FOMA 蘭 末 で 損を したを 画 用 フス ル ダ 

) モード 

ヴイ ト や） t  — ドター ルな どで 入を しち i  t  — 
シヨ ン巧フ ブル プ 

プリ イシ ストール 

あ 5 巧 じめ 登録ち のて いる i モー シヨ ン巧フ マル ブ 

外部 取得 デー タ 

microSD;> (亡リ ー 巧ード、 巧み 综 通僖、 i  C 通僖、 
FOMA 巧笔 おお 巧 USB 接 綺クー フル 01/02( 則 
売) をが 用して 入ず した i 亡ーシヨ ン巧フ オルダ 

(ュー ザ フォん ダ） 

ち 客禄巧 巧な できる フス ル ダ 

i  モーシ 3 ジ (microSD) 

- ••本 巧 

[ i  t ー シ ヨン (本が)] ご 巧 U 替え 

カ ソラ フス ルタ 

FOMA 猜 未で 适 をした を 画巧フ ブル ブ 

(巧 ソラ フス ルプ用 
ユーヴ フス ルタ） 

お 客樣ヴ 巧な できる フス ルブ 

7 ル チタ ディア* 

音声の みの i たー シ ヨンた ボイスし コープ ーで 
記録した デー タ 、およ U バソコ ンウ泛 転送した 
デー タ巧 フス ル ダ 

(マルチ ジデ ィア巧 
ューヴ フス ルタ） 

お 客禄ヴ 巧な できる フス ルブ 

移 巧 可 お コンテ 
ンツ 

FOMA 蘭 末なら 移動したり、 ヴイ h* などな 色 ダウ 
ン □ー  ド した、 FOMA 端末 外 じ 出力で きない 
) たー シヨ ン巧フ ブル プ 

^  [7 ル チ ソディ ア] フ ブル プ ごは データ を 400 件まで 保 巧で きます。 
ファイル おぶな MP4 です。 また、 バソコ ジロ 5 は、 MP ん ASF、 3GPP 
巧す の ファイル なを 送で きます。 ファイル 香は、 MMF0001 〜 
MMF9999 です。 FOMA 路 末で 巧、 400 件まで 参 聞す る こと 巧で きま 
す 巧、 巧の 場 台は、 データげ 表示 さむない ことげ あ U ます。 


■ 再を できない データ ヴ あるとき 

■  401 件 似 上 データ 巧 巧 だする とき 

■ ファイル 香け 「MfvlFxxxx」(rxxxx」 巧敎 す） でない とき 

■ ワン 七 グ （巧 P.271) 

♦  FOMA 捕 末で ビデ ブ録函 したつ ン t ブの 番組 巧保径 さむます。 


■  メロディ （巧 P.273) 

• ソ □デイヴ 保 香され ます。 


ジ □デイ （本な;） 

一 m  に roSD 

[ソ □デイ （microSD)]E 巧り 替え 

1  t-K 

ヴイ h* や i  t— ド ツール、 式ッ t ージ R/F などで 
入手した ク^ □デイ 巧フ ブルダ 

プリ インストール 

あ 5 なじめ 登録され ている:^ □デイ 巧 フス ルグ 

外部 巧 得 データ 

バー 〕ー ドリー ター やのか〇5口*^^ちリー わー ド、 

ホ外综 通僖、 i  C 通®、 FOMA 巧 笔巧お 巧 USB 接 
病クー ブル 01/02( 則 売) を ネリ 巧して 入手した ソ 
□デイ 巧フ ブル ブ 

(ユー ゴフ オルダ） 

お客様 ヴ 作成で きる フス ル ダ 

メ  □デイ (mIcroSD) 

—本ホ 

[y □デイ （本が)] ごの U 替え 

□ディ 

あ 5 なじめ 用意 ミれ ている ソ □デイ 巧 フス ル ダ 

(ユ ーヴフ ブル ブ） 

お 客禄ヴ 作成で きる フス ルブ 

巧 巧 可能 コンテ 
ンジ 

FOMA 規末ヴ 5 移を したり、 ヴイ h* など ウ色 ダク 
ン □— ドした、 FOMA 摇 末み C 化で できない ジロ 
デイ 巧フプ ルタ 

■キャラ 電 (巧 P.272) 

• キた ラ霉ヴ なをち むます。 


キゎ ラち 

i 亡 ート’ 

ヴィ ト などで 入手した キ ラ霉用 フォルブ 

プ U インス トー ル 

あ 5 なじめ 登録され ている キ f ラ 羣用フ マル グ 

(ユー ブフ ブル ブ） 

お 客禄ヴ 作成で きる フス ルブ 

デ— 夕 表示/街 窠 / 芭巧 _ 
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■ きせ か 义ツー ル （巧 P.101) 

♦ き e なえ ツール ヴ 巧を さ 打ます。 


きな なえ ツール (本を） 

一  microSD 

[き だむ え ツール (microSD)] ごのり 替え 

i  t-K 

サイ ト などで 入す したぎ だむ え ツール 用 フス ルタ 

プリ インストール 

あ 5 なじめ 登録され ている き だな 是 ツール 巧 フス 
ル ダ 

(ユー ブフ ブルダ） 

お 客 碌ヴイ 乍 成で ぎる フス ルブ 

き だ 口え ツール (microSD) 

- ••本 巧 

[き だな え ツール (本 ホ)] じ 切 リ琶え 

移 巧 可能 コンテ 
ジツ 

FOMA 路 未なら 移動した U、 サイ ト など 巧 5 ブウ 
ン □ー  ドした、 FOMA 端末み に 出で できない き e 
巧を， ソール 用 フォルブ 

■プリン トを定 (DPOF) (巧 P.302) 

♦  microSD 夕ち U  — 乃ード じ 保存 ミ 打た 稳止 画の プリント 指ち のの 
数な どヴ、 microSD^^t リ ー  0— ド C 保を さ ri ます。 


I  SD 才ーデ イオ (i^P.313) 

I  SD-Jukebox と バソコ ン などを ネリ 巧して、 音 装 デー タを mi び oSD 夕 
ち リーむー ド C 保径 できます。 

I ボイス レコ ー ダー (i^P.297) 

I 録音した 音 再は、 [音开 のみ] (巧该 なし) の i ちー シ 3 ンヒ して、 
microSD イた U- 力ードの に ル チタ ディア] フ プル ブ I こ 保を ミれ 
ます。 


I マン ガ •ブックり ー ダー （巧 P.29 另） 

霉子 »舊 など (笔 子ま请 / 電子 巧 »/ 電子 コ 5 ック ） を 表示で きま 
す。 


マジ ガ •プック リーブー 

7 ン巧 •フック 

リ ーブー 

ヴィ h* などで 入を したり、 パソコン など 口 5 保存 
した 霉ろ ま賽 などの フス ルブ 

マン 巧 

ヴィ ト などで 入手した、 閱芭 制限 巧 おちさむ てい 
る霉子 » 薄な どの フス ル ダ 

フンインス^^ール 

あ 5 巧 じめ 登録 さ 〇 ている 電子 書 薄な どの フ マル ダ 

(ユーザ フス ルブ） 

お 客禄巧 作成で きる フ ブル ブ 

—夕 一R 面面の るかた 


フォルブを 遺ぶ と データー 寞函 面ヴ表 示さ 打ます。 データー 莫 画面の 
表 巧 巧を は、 巧の 3 種類な 5 邊巧 こと 巧で きます。 

則; の タ ラフ ブルダの デー ター K 画面 


に 

「み  dW, 

D  曰 

12 巧 割 

n ファイル 樓别 アイつ ジ 
曰 タイトル S 
百 詳巧巧 巧 マーク 


a 卵 22  J8 りけ 

を 

a  080422.173920 

わ 

a  000422 .173^39 

3  6日6が2_】7】の2 

お 

flMWU  170923 

fh 

9 卵 9 が 2_】 的 6 が 

わ 

9  0 目 お22-ぶ3 り 1 

を 

9 が M22 1&2731 

h 

3  0日6が2_ 巧の 巧 

h 

か阳が ,61 … 

fh 

J 川 .巧 巧け 

% 

D 


百 


リスト 表 巧 


デ— 夕 表示 \お 重/ち 遇， 
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【お, な 

• タイトル 表示は、 全ち 7 文: 字 (半角 14 です) までです。 

•  i 亡ーシヨ ジを 12 を 割、 20 巧 氧で表 巧す ると、 画を ① 巧む りじ 巧 
のよ OC 表示ち？！ る こと 巧あります。 

■ 〔励ヴ 表示 

- 音 ^ のみの データ 
• 画毎ヴ イブ ヴ 非が 巧の データ 
- 画療フ アイ ル お 式; なが 巧 応①デ ー 9 
■ 旧] ヴ 表示 

• テキストの みの データ 
• 画 毎 巧 屡む ていた U 表 巧で きない データ 
- 限 巧 可能 コンテンツ] フス ルタ 巧で、 FOMA りード ItK 巧顺 
獲 お 巧 おを さむた データ 
■ [卸け 表示 

. ブつジ □ー ドの 途中で 巧咨 した デー タ 


■ 表示 方 ミ 去を を更 する  <ぉ 巧 巧 》> 

巧! 1:7 イピ クチ ドのと き 

データー 度函 面で© を [マイ ピ クチャ 設 を] [き 示 切 
替] 

2 ま 示 方法を 進ぶ© 

• リスト 表 巧 中の ぺージ 切 普; 〇 


■ファイル 穩别 アイコン 
巧 止 苗の 權涅 


JPEG 

アイ II ン： 
76X76 

sQCIF： 

128X96 

QCIF： 

176X144 

フンた ブ： 
320X180 

QVGA： 

240X320 

巧 

湿 

征 

因 

画 

JPEG 

巧 愛： 
240X400 

GIF： 

352X288 

VGA： 

480X640 

UXQA： 

1600X1200 

フル HD: 
1920X1080 

m 

曲 

巧 

■S!W 

yy| 

JPEG 

GIF 画を 
GF  アーー 

シ  3 ン 

Flash 画谊 

3M: 

204SX1536 

パ ノラ 7: 
1280X320 

その他 

沉 1 

tip 

rm? 

巧 

丽 

I モー ッ9ジの6 


MP4  (Mobile  MP4) 

ASF 

再生 制 おなし 

巧 生が 巧る U 

丽 

顺 

m 

ツ □デイの* 涅 


SMF 

MFi 

(3D 巧理 なし） 

MFj 

(3D 巧理 おり） 

SMF 

MR 

因 

デ— 夕 表示/ 紀 集/ 芭巧 _ 
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/ ロデイの 境な について 

•  MFi(3D 巧 法 あり） を [移 巧 可能〕 ジ テン ツ] フ オルダ C 保ちした 


います。 

■詳細情報 マーク 


因] 

FOMA カードを! 作 制限 樓能巧 段: 巧 さむた フ ァイ ル 

を 

巧受 画面な ビ クチ ー  コール、 含 «营 、ァラーム 音な ど 
じ お をち ri ている ファイル 

だ 

ベール 添が や FOMA 稱 末み への 出力 巧で ぎない ぶ ラ C 
ファイル 制 おちむ ている ファイル 

m 

フ しー ム面读 、またな スタンプ 画每 

な 

i たー ドな どで 取得した フ ァイ ルタ 

な 

パ- コー ドリ - ダーや microSD;>^ た リー たード、 巧 巧 端 透 
宿、 1  C 通 宿、 FOWA 巧電 お鮮ヴ US 踞 続クー フル 01/ 
02( 別売)、 IrSS 〜通 宿を 利 巧して 取得した ファイル & 

ウジ ラ涅 をした フ ァイん 

を 

テし ビ笔 話中 じ摄 をした 静止画 ク:モ 

e 

霉 さち 養な どで 巧径し た 替止画 

檀 

フン t ブで爵 止 画録函 した 画隹 

团远 H  1 函富ヴ イブけ 該当し ない 睁止画 

^ フ しー ム 画を、 スタンプ 画を (さ 瞭< 


デ— 夕 表示/ Bh  /哲理 


「一 


260 


巧 巧した 画 巧を 表示す る 


データ ポッ クスの 7 イビ クチ わじ 保す された 画 度を 表 巧し ます。 

1 カスタム メニューで [データ ボックス] [マイ ピク チヤ] 
2 画 巧を 選ぶ；© 

♦ 唐 止 画は、 ヴ イブ E よって [等 宿]、 [な ス] 、[縮小] を 切り替える 
こと 巧で きます。 

♦前後の 画赁を 表示; 〇 
♦ 函窜の 全 函面表 巧:® 

r 

•  GIF アニター シ ヨシた Flash 函每 、フ しー ム画 毎、 スタン ブ函 读は拡 
ス 表示/ 据小 表示の 変更な でき まだん。 

• 画 寒の 保 孩件致 巧を eg ると 画を 表示 ヴ逼 < なること ヴ 巧り ます。 
• ヴ イトな どご 5 ブ クン □ー  ドし SGF? ニ ソー シヨ ンや Flash 画を 
は、 見乏ヴ たけ 異なる こと 巧あります。 


西 面のを 示 方る を愛更 する  <  き 垣 面て r' つ イドち - t  ‘ 
画を 表示 中 ご©  ►[マ イビ クチ f 設定] 画面 モー ドを 逗ぶ 

►  0 

♦ 画该 一ち 画面で を 画面 表 巧;® 

ブーム を 利用す る (JPEG 菌* のみ)  <  ブーム > 

画 毎 表示 中 区©  ► [ブ ーム] 

♦ ブーム アップ;© 

♦ ブーム ブつン ：® 

♦表示 位 S の 変き:  〇 
♦ ブーム の 終 3;® 


ライ ト アップす るく ライ ト戸ッ ブ> 

面 毎 表示 やじ @ ►[マ イビ クチた おを] [ライト アップ] 

• クン タッチで ライト アップ; 画* 表示 や C 面 （ 1 秒 上） 

• ライト アップの おお; 同じ 揉 巧 または 化の 画 毎を 表示 
巧を 時の 巧 巧 括な 時 巧を 設$ する (F【ash 画* と GIF アニ 
夕ーシ 3 ジ のみ） <バッ クライ h な 口 時 W> 

マイ ピ クチた のフ プル ブー K 画面で©  ► [バック ライトな 口 
時 国] 設定を 适ぷ ►© 

•  FI が h 画を を 巧 中は; 函霉の 停止 (一時 傳 止) 中 じ [バック ラ 
ントお 打 時 国] ►致: をを 送 巧 ►© 

•  GF? ニ ターシ ヨン 表 巧 中は： 画* 表示 やじ©  ►  [7 イピク 
チ^^設を] ► [バック ライトな 灯 時 固] ► おちを 這 ぷ^  ® 

Flash 画* の 再を を やり 直す 

円が h 画 毎 再 ま 中 じ®  ►  ©  ► [リトライ] 
•13ホ画«巧ま時のき僅を男節する<音函ぉ克- 
マイピクチ^^の画食一||画面で®  ►  [7 イピ クチ わ 設定] ► 
[ち 量設 巧]  >  〇 でち 量を 謂 節 ►  © 

巧 连お則 5 せ 

を函 面モー ド/ウイ ドモー ドに ついて 

• を 画面 t— ドは デ イス ブレイの 区 納まる ヴ イブ、 フイ ド 亡 ー ド 
は 余白 巧 巧なない ヴイ ブ です。 

ズーム について 

♦ [プリ インストール] フス ルグ 巧の 函每は ブームで きま だん。 


指 巧した フ 7  J レダ 巧の 画 侵を 連続して 表 巧で きます。 


カスタ ムメ ニ ユーで [データ ボックス] [マイ ピク チヤ] 
2 フォルダを 進ぶ > ® 【 [スライ ド ショー] 


3  [スライ ド シヨ ー巧 お] 

♦  BGM 音 芭の設 ち： [巨 GM 音运] ► イ □デイを 送 ぷ ►  ® 

♦  BGM 音 备の設 を： [BGM 音备] ►  〇 で 音 备を竭 節 ►  ® 
♦ 再生 還 度の 投 を： [再生 間属] ► 速度を ま ぷ ►  ® 

♦ 表示 巧果の おを： [巧] ま おち] ► 巧 果を送 ぷ ►  ® 


» 止 面を をな して i モー ルをぶ信する 


• ファイルの 添が I こついて なげ p.i73r ファイルを 雨が する」 

1 カスタ ムメ ニ ューで [データ ボックス] [マイ ピク チヤ] 
2  » 止 面を 進ぶ’ 感 ►メー ルを 作ぶ •を 信 

四^  こ 可 担 立 巧 

1 カスタム メニューで [データ ボックス] [マイ ピク チヤ] 

2 静止 面を 進ぶ、®  ► [函 面設 を] 

♦ 函ま表 巧 函面や Flash 画 毎の 停と 中 じち、 同 绿の溪 巧で 函面 お定 
でぎ ます。 

3 画面 設定の 種 巧を 進ぶ 0 

• 巧受 画面 C おを するとぎ： [得受 画面 設 を] ► [はい] ► 表示 ヴイ 
ブを遵 巧 

• 菌读ヴ イブ 巧 「巧 受 :  240X400」 のとき は、 表示 サ イブを 這 巧 
でぎ まだん。 


公] 〇ろ だ 


♦  7 レーム か スタン フ 、フン t プで 静止 函録函 した 画 療は函 面 おち 
でち まじん。 

•  Flash 函 毎な、 得受 画面、 お 着僖围 面、 ソールを 受僖 画面に 設を でき 
ます。 

• - 部の JPEG 画を と GIF アニターシヨ ジ、 GIF 函斯 す、 お 知 5 だつ ィ 
ン ドつ アニ >：C 設 をで 安 まじん。 
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静止 旧を M ホ か 1§3 ちで 巧 借す る （IrSSw 


7 イビ クチ ロな 色 烏 止 画 (JPEG 画 毎) を 違 巧して、 IrSS 〜稽お 巧 応巧樓 
C 送 宿で きます。 

カスタム メニューで [データ ボックス] [マイ ピク チヤ] 

2 静止 面を 塞ぶ  >运） 

• 愛值 測の FOMA 銷 末を 受宿 待ちが おじします。 

3  [はい] 

• 通 僖のや 止;© 


•  IrSS™ 巧 おとは、 IrSfmDie 〜 1.0規巧宰独の^^巧巧适值巧能か〇の6 
AoDliance  Profile) です。 


♦  lrSS™這信は、^^^方向适值のため受宿側な5の応ぎを植提だすEを 
值 します。 受值彻 巧 受け取 0 ない ときで ち 送 宿 巧 J は 正常 C お 3 し 
ます。 


お 止 画を 編集す る （ス ピー ディ ラボ) 


画 读» 集では、 » 集 前と 角 集を の 静止画を 房 比 ぺなヴ 5、 連続し 
て 巧 集で きます。 

•  rVQA:480X640」 より スミい ヴ イブのを 止 画な、 画を 切り出し •ヴ 
イブ 変更 政 かの 福 集! 3 でぎ まだん。 まを、 「64X64」 より 小 ミい ヴイ 
ブの爵 止 画な、 扁 集で きません 。化 じち、 お 案 前のを 止 画の ヴ イブに 
よっては、 福 裏で きない こと 巧あります。 

• 画を エフェクト や 函每桶 正、 プチ エステな どは、 を 止 画 亡 よって 巧 
果に 差ヴあ U ます。 

•  FOMA 辭末 かな 5 巧 得した 睁止 函巧涵 美で きない こと ヴ あります。 
♦ 画 侵 編集を 巧 ラと 函巧巧 お化したり、 デー タの客 呈巧增 減す る こと 

巧あります。 

•  FlasNl 毎 や GIF アニ ソーシ ヨン (3 編集で きま だん， 
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♦ 人物の 漂な どを 編集した 替止 画は、 人 巧 宿 および 肖赁 馆を専 重し 
やち C な 5 ない よ ラ C ご 配慮く だまい。 

♦ 福 集した 静止画な 圧 迄して 保径し 直さむ るた の、 編集 中のを 止 画と 
は 異なって 見える こと 巧あります。 

カスタ ムメ ニ ユーで [データ ボックス] ►[マイ ピク チヤ] 

2 静止 面を 進ぶ •  @  ► [データ 活 案] [函巧 巧 集] 

♦ 函ま 表示 面面 ヴ 5 ち同樣 じ揉イ でで きます。 

• 編集を の お 止 画を 1 画面で 表 巧; @ 


元の 脖止函 


編ま 名 


■編集 a が マークの 兒 かた 

編集ち 别 マークを 這 巧と、 直接 編集 ニューを 巧 U 出す こと 巧で きま 
す。 


trimming 

resize 

rotate 

函赁 切り出し 

(げ P.2 的） 

ヴ イブ 変更 
(げ  P.263) 

画傳 ◎お 
(げ  P.264) 

effect 

correct 

stamp 

エフ ェク 1- 
(巧  P.264) 

函读活 正 
(げ  P.264) 

スタ ジブ 
(げ  P264) 

Trame 

position 

cancel 

フレーム 
(げ P.2 的） 

顏横化 位 宜慢正 
(げ P 三 65) 

ちじ 夏す 
(げ  P.263) 

• お 集涅別 マークな 巧 おわ 画面に よって 異なります。 

• 精集涅 別の 送 巧 巧を C な、 巧の 3 通 kj の 方を 巧 お U ます。 


■ 爲実函 面で O で 編集 佳 則 7 —クを 道ぶ ► O 
■ 爲実函 面で グイで ルボ タン (圧)〜 狂)） 

- 編 美涅别 7 —  クのお U な、 ブイい ルポ タンの がび C 巧の してし、 
ます。 

■ 爲実函 面で© ► 漏 集 佳 別を 這 巧 ► ® 

■ 宙 前の 巧 作を 巧り ミ 肖す < 巧に 戻す> 

讓 集函 あで [cancel] [はぃ] 

♦ 助り 消しは 1 回の み 巧 おです。 病 ゥて 取り消し 操作を 巧 ラと、 未 編 
集 巧 態 C 宾 ります。 

■  II 集した 静止 面を 巧 巧す る 
編集 面 あで を！ [はぃ] 

• お宮を じ 続けて 福是 するとき: 編集 画面で® 

2  [OK] 

• タイトルの 福 集： [タイトル 病 窠 ► タイトルを 福 集 
• 筋 妾 巧の 変 夏： [フォルブ 変 君 ► フ ブルダを 這な 
♦ 保ちして ソール C 流が； [ソール 巧な] ► ソールを 巧 成 •送® 


• タイトルは 全角 25 文: ぞ (半 負 50 文: す) まで 入力で きます。 


» 止 面の サイズ «Mr する <■«« 


1 M 集 面面で [trimming] 

2 サイスを 進ぶ @ 

3 なで 切り出し 部分を 指定 ►© 

♦ 函 おの 拡大/お 小:©/® 

• 〔アイコン （9 み 割)] のとき はむ 大 •猜 小で きま だん。 
♦ お 止 画の 保 毎な 巧" P.263 


• 現 だの 構ヴ イブを 変装を の宿ヴ イブ じ拡ス またな 循小 します。 上 
下 ヴ足リ ない ときな、 静止画を 中央に S2S して、 上下 C 余白 ヴ 巧き 
ます。 


静止 面の サイズを sc すを <  サィス IE!!> 


1 お 集 画面で [resize] 

2 サイスを 遺ぶ @ 

• 烏 止 画の 保存 B げ P.263 


ち 巧ろ だ 


♦ ヴ イブ 愛まして ち 緒 « 比な 変更ち 〇 まだん。 班 届比ヴ 異なる 画を 
を アイコン や テし ピ笔 おげ 替画毎 E 活用す る 場 含は 画を 切り出し 
を あ) 用して  <  ださし、。 

♦ あ 在の 横 (雜) ヴ イブを 変を 後の 街 (が) ヴ イブに 拡乂 またな 縮小し 
ます。 r アイコン; 76X76」I こ 変更す る话舍 •、上下 (左ち) 巧是 りない 
ときは、 房 止 画を 中 巧 CES して 上下 (左ち) 区 余白 ヴ巧 きます。 

畢 ヴ イブ 変 夏した 唐と 画 ご よっては、 巧を ヴ イブ (げ P.127) がかの 
ヴ イブに 変更ち 〇 る ことなあります 。このよつな 房 止 画な、 エ フエ 
ク ト などの 福 実 巧で きま だん。 
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静止 面を 回ち ずる 


巧集函 おで [rotate] 

2 « 類を 惡ぶ ► © 

• 唐 止 画の 保 巧 はげ P.2S3 


♦ おと a のヴ イブ 巧 異なる 辞と 画を 90 度 回 おち だると、 絲ほ 比ヴ変 
むります。 

♦ 释止函 によって は、 爲き ホフ ブル プを 損ち できない こと 巧あります C 


いろ 口ろ な 巧 度 そかけ る < 


烏 止 画のを 含い ゃタ ツチを 愛え る こと 巧で きます。 

編集 面面で [effect] [函像 ェフェクト] 

2  « 類を 惡ぶ ► © 

• 唐 止 画の 保 巧 はげ P.2S3 

し -、: ミ 

人物の 預じ •怒 哀裘 などの 表肯巧 まを  < すける こと ヴ できます。 

讓集面 あで [effect] [フ王 イス エフェクト] 

2  «« を惡ぶ ► © 

• 烏 止 画の 巧を はげ P.263 

も： F;; の G 

• を 止 函巧① 預の位 S た 大きさに ぶって な、 ラ まく 加工で きない こと 
ヴ 面り ます。 フ I イス エフ I クト じは、 正面を 向いた® ヴ义き  <  中央 
C 号って いる 替止 画を 毎 巧して < だまい。 

• 顔 ①骑敦 巧窗巧 正し  <巧 おできない とき なげ P265 
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2 时 


> 止 苗を 補正す る <nm 正 > 


をと 画 C シロー プ 3 ス かソフ h* などの 涌 正を な 口 ■る こと 巧で きます。 

巧集函 おで [correct] 

2 «« を 港ぶ® 

♦ お 止 画の 保存な 巧" P.263 


円け， け"*  -pt - 


編集 画面で [Stamp] [画な スタンプ] 

2 スタンプを 遇ぶ を 

3  〇 で 化り 付け 位置を 話 畳® (くり 坦し 巧） I  ® 

• 唐 止 画の な存 B げ P.263 


m 夕: 化り がける く 石け^ 义ス^/プ> 


1 巧 集 面面で [S ね mp] [フェイス スタンプ] 
2 挂 SI を 選ぶ® 

• 挣止 画の 巧 浮は 巧 ^P.263 


が。 gull 

• 育 止 画 巧の 顔の 位 S た 大きさ C よってな、 ラ ま <  加工で きない こと 
巧あります 〇フ王 イス スタンプ じは、 正面を 巧いた 轟ヴ义 きく 中央に 
号って いる 静止画を 馆 巧して くだち い。 

• 預の菌 敦巧報 巧 正し  <巧 出で きないと き はげ P.26 日 


义宇 スタン: りけ ける  <义； 义 ，ンプ > 


巧集函 おで [stamp] [文ぞ スタンプ] 
2 « 類を 惡ぶ ► © 

• [フリ ーフー ド] のとき： 又 ミを 入力 ►  @  ►  ® 
3 なでな りけ けな 置を お 整 
• 文: ぞヴィ ブの 変更; @/@ 

• スぞ 色の 変 夏:®  ► 又ぞ をを 遺ぶ ►  ® 

4  © 

• 挣止 画の 巧 巧 はげ P.263 


• フ IJ ー フードは を 角 11 文す (半角 22スぞ) まで 入力で きます。 文す 
ヴ 画面の® を 超 亥る ときは、 途中まで 入力 さ 打ます。 


•  FOMA 銷末 じな あ 5 なじの 「QCIF;  176X 1 44 丄 「巧 受 ;  240X400」、 
「OF;352X288」 用の フ しー ムヴ 登録され ています。 

巧集函 あで [frame] 

2 « 類を 惡ぶ ► ® 

• 唐 止 画の 保 巧 はげ P.2S3 


を 巧の HIWI" ム T 巧で »£ する 正 > 


フェイス エフて ク h* かフ I イス スタンプ 、プチ エステで ネリ 巧す る 馬の 
各部の 蘭 敦«津 を、 手を で設 をで きます。 

讓集面 おで [position] 

2 預の携 詩を 巧を (ホ 停） © 


•  0 で 骑敦の 左上 
区 [+] 乃ー ソル 
を 含 〇 だる。 


2 •なで 轟郭 のち 下 
C [十] カー ソん 
を 含 わ だる。 


3 画面 上のを の 目の 郭を 指を (青 停） ►€) 

♦歸敦 の 指を: 操作 2 と 同じ 

4 画面 上の ちの 目の 篇郭を 指を (锭 が） ►受 

♦歸敦 の 指を; 操作 2 と 同じ 

5  口の 餘郭を 指定 (黄が》 >© 

♦歸 霞の 指を: 操作 2 と 同じ 
• 烏 止 画の 巧 辱な 巧 P.263 


を 夕ーク 


人物の 預の爵 と 画 E、 美 白 や ナチ ユラ ルの ジーク アップ 効果を 口け る 
こと ヴ できます。 

1 カスタ ムメ ニ ューで [データ ボックス] ►[マイ ピク チヤ] 
2 静止 面を 進ぶ.®  ► [データ 活 集] [プチ エステ] 

3 巧 美を 選ぶ® 

• 漏き 種別の 适巧万 まに ついて なげ P.262r 編集 涅别 7 —クの 見 
巧た」 

• 烏 止 画の 巧存 なげ P.263 


漂の 轟 郭巧巧 巧 正し  <  巧 出で ぎない ときは 巧 •P.SSS 


デ— 夕 表示/!！ 業/ 芭巧 _ 


伽 


田 像を お 巧 かサ セクタ- 

<も 私り 七 ジブ ーに 巧 巧> 


7イビクチ'^^(本巧) I こ 保淳さ ri ている 100K け イト 似 下の 画を を 保 巧 
できます。 

•本 サー ビスは お申し 边 みなむ 要な 有料 サー ビスです (お申し 边みじ 
Si たー ド寶約 巧む 要です)。 

カスタム メニューで [データ ボックス] [マイ ピク チヤ] 
2 画 巧を 楚 ぶ、© ► [お 巧 かり センターに 巧 巧] 

3 巧 巧 件教を 進ぶ 
♦ 【1件《巧3 

♦ 【爱 巧な 巧 3 宙 像を ちぶ 0(< り 巧し 巧》、 €) 

- 10 件まで 适巧 できます。 

4  [はい] 端 未ち 註 番号を 入力 ►© 


保存した 画 毎の ご 巧 巧の 詳巧 にごいて ぶ、 『ご お 巧 巧 イト‘ フック 
(I 亡ー ド <FOMA> 毎)』 を ご 宾< だまい。 


巧 画/  I モーションを 再生す る 


データ ボックスの j ちー シ 3 ン にな 塚され た i ちーシヨ シを再 
をし ます。 

I カスタム メニューで [データ ボックス] [I モーション] 
2  8モー ションを遵ぶ A 


デ— 夕 表示/ S! ま/哲理， 
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• 再を 可自 旨な 1  t— シ ヨンの 樓領は 巧のと おりです。 


ファイル おす 

巧 章 化 方な 

MP4 

(む 張子; r.mp4」 
r.3gDJr.m4aJ) 

映读 

MPEG‘4、H.263、H.264 

音开 

AMR、 AAC、 HE.AAC、 Enhanced  aacPIus 

ASF 

(拉 張子; r.as 千」） 

映读 

MPEG-4 

音声 

AMR、 狂 726 

• 巧 号 化 方ぶ ヴ H263 の I  t-シヨジl3；、^sQCIF;128X96丄^QaF: 
175X144」 ヴ 再生 可能です。 

• 巧 号 化 方 巧け HE-AAC、 Enhanc が aacPIus の 音开 は、 Exp わ it おすの 
み 再生 可 おです。 

• 巧 号 化 方す ヴ hL264 の i 亡ーシヨ ン は、 Baseline  Profile のみ 再生 巧 
能です。 

•  rVGA; 640X4 目 日」 より 大きし、 ヴイブ の j ちーシヨ ン な 巧 生で き 
まだん。 

•  I 亡ー シ ヨンに テ □ツ プヴ 巧いで いてち、 テ □ツ プな 表示 さむ ま 
だん。 

• 夕つジ □— ドを 中で 保吞 した I ちーシヨ ンを遵 巧と、 残りの デー 
夕をダ クン □ー ドす るな ど ラな の辑提 画面 巧 表 巧 さむます。 

[はい] を 遺 巧と ダ クン □ー  ドで きます。 

• 音 ^ のみの i  t— シ ヨンを 再生す ると、 画面 区は 固 巧の アニター 
シヨ ンヴ 表示ち 〇 ます。 

• 再を や C 看值や アラームを 作ヴ あると、 再 まは 中止 さ 〇、 I モー 
シヨ ン①厚 止 画面 I こ 房り ます。 

• 再生 やじ FOMA 筛 ホを 聞 じて ち、 巧 生な 巧爲 さむます。 


■巧 生やの ボタン 巧け 


一時停止/ち 生 

® 

停止 

@ 

音 ミ围節 (音き。〜 10) ぞ T 

ご 

早送り 

0(1 妙 W 上） 

早 房し 

0(1 妙 W 上） 

巧の i 亡ー シ ヨンを 再生 (巧 生 中/偉 止 や〉 

〇 

前の j ちー シ ヨンを 再生 (离生 中/停止 や） 

〇 

〕7 送り (一時 停止 中〉 

〇 

コ 7 房し (一時停止 や） 

〇 

ボタン C 智リ振 5n た 再生 関 お 位备じ 
ジロ ンプタ 2 

の: 巧 頭 

因〜 应 ): 綻 再生 時 因の 
約 1/8 ザつ 巧の 位 S 
迈 ): 贾を 

逼 常き 示/クイ ド 表示の 切营 

※l ポタンを} 甲し 続ける と、 連統 して 音备を 調節で きます。 

X  2 録画 時 商な 巧い ときは、 ジ ンブ しない こと 巧あります。 

• を函 面モー ド/つ イド 亡ード やは 〇 と 〇 の 操作 巧 入れ 替〇リ ま 
す。 FOMA 銷 末を « 巧き I こ 污って 操作して  <  だ ミい。 


♦ データ じ 制限 巧 あると ぎな ど、 揉 作 巧で ぎ S なった tJ、 再生 画面の 
お 再生 時時 ヴ 正し < 表示 まれない こヒヴ あります。 

■ 巧 生が® の マークの るかた 


再を が お 

音备 

因!〜 面] 

ヴ ラク ンド設 をが 態 ON/OFF 

固/届 

バッファ リンブ 中を 巧 

(療宰 タイプ •スト U — 呈ンブ タイプ） 

图 

ダウン □ー ド 未完 3 

圏 

リビー!- 再を 

因 

バック ライト 庶〇 時固惜 CON] 

因 

等 悟/泣 ブ: 表示 

画/曰 

画活サ イブ 

团 国面团 
Q 因 皿 

ヴ ラウンド 再生す ファイル 

白 

ステレオ 

画 

モノラル 

图 

再を 是則 

音声 あ U 

面 

映 每あレ J 

困 

テ □ツブ あり 

国 

音 再再 生 不可 

因 

巧运 再生 不可 

国 

を 画面 t ー  ド/クイ ドち ー ドで 表示す る 
- を函面 モード 切 a/9 イドちー ドが 替> 

1 ちーショ ン再ま 画面で© ►〔 ） たーショ ン設 ち] [を 画 
面 亡ード 切替]/ [フイ ド 亡ード 切替] 

♦  I モーションの 映 赁一宾 画面で フイ ド 表 巧:® 


‘夕 表示/お 集/ 爸理 _ 


巧 ぺージ へ 巧  <け 2B7 


起!]] 時の 画面 t ー  ドを 投定 する < 起 U 局 画面ちー ド 巧ち > 

I ちー シヨ ン再ま 画面で©  ► い た ー シ ヨン 鼓: を] [おお 
時 画面ちード 設定] 設 ちを 适ぶ ►© 

チ尸ブ ターを 這 巧して 再ます るく チ ヴブタ ー  ー »> 

I ちー シ 3 ジちを 画面で©  ► [チ わブタ ーー K]  ►チた ブ 
夕一を 道 巧 ►€) 

リピ ート巧 ホす るく リビ- 卜房ま > 

I ちーシヨ ン再ま 画面で©  ►[  1 たーシヨ ン 鼓: を] [リ 
ピート 再 ま] 

♦ 涯常 再を C 房す: 同じ 揉 巧 
再生 ヴイ 3 を 切り替える  <巧 巧ヴ イブ 切 哲> 

I ちーシヨ ン再ま 画面で©  ►  n たーシヨ ン設風 應巧 
ヴ イブ 切 客] おちを 遣 ぷ>@ 

ライ ト アップす るく ク イト アップ > 

I ちー シ 3 シちを 画面で©  ►[! たーシヨ ン設 を]; [ライ 
ト アッス 

♦ フン タッチで ライ h アップ； i たー シ 3 ン 再生 函 面で 度 1(1 蚁 
社） 

• ライト アップの おお; 同じ 揉 巧 または イ拉の i ち ー シ ヨンを 再生 
音 f のヴ ラウンドを 設定す る  <  サラつ ンド 化玄 〔イた ホン）、 

I ちー シ 3 シちを 画面で©  ►[  i たーシヨ ン 設定:] j  [ヴラ 
ウン ド教を (イい ホン)]  >  [ON] 

コ 7 送りの 送り 房を 設定す る  <  をリ爲 錠. 

1 I 亡ーシヨ シ再ま 面面で [  i ちー シ 3 ン設 巧〕 ►[送 
U 语指 巧〕 

• 映 读捐集 画面で な;©  ►[送り 幡 指を] 

2 送り 巧を 這ぶ ►© 

再を 時の お 巧を 設定す る  <  バック ライ ト巧打 巧《> 

i  シ ヨンの フブ ルプー 黃 画面/ •Bami 旧で© ►  [  i 亡一 

シ 3 ン 設置〕 ► [バック ライトな 打 時 卸 ►段を を 這ぶ ►© 


デ— 夕表 示/お ま/ち 遇， 
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苗を 時の 音 置を 巧 西す る  <  音 ■おを > 

i ちーショ ン①フ ォルダー K 面 B/K 度 —K 画面で©  ► 
[It ーシ ョン 鼓: 定] [ち 僅設 ち]  >0 でち 量を 潰 節 >€) 

ジ ユー ム 再生を 設を する  <  レジュー ム再 モ投る > 

I ちーシヨ ジ (mIcroSD) の 映 毎 一 K 画面で©  ►  [  i ちーシヨ 
ジ 設定]:; [レジ ュー ム 房を 設 巧] ►  [ON] 

巧 连お巧 5 だ 
リ ピート 巧を について 

• 再を ◎数 巳 制限の 史る データは、 リピート 再まで きま だん。 

表示 サイス 切替 じついて 

• 画运ヴ イプ ロ TsQCIF;  128X96 丄 「QCIF:  176X  144」、rQQVGA; 
ISO  XI 20」 のとき 区、 表示 サ イブを [拡 义] I こ 切り 琶 をる こと 巧 
でぎ ます。 

サラウンド 投 を (イヤホン） じついて 

• 平 型 ステ レ ブイい ホン tz ット （則 荒) 话巧時 じち 巧です。 

• ヴ ラつ ンド おち （イわ ホン) とジ □デイ ステし ス 効果 (イた ホン） 
巧 運動して います。 

送り 巧 巧を じついて 

• 育 声の みの I 亡ー シ ョンな ど、 [細ない] C 設 をして ち 巧 巧と な 
り、 [乂ま 巧 (高 透)] でコ 7 送り さ 打る i モーシ ョン 巧あります。 
• 巧の 頃 合は、 コマを リ唁巧 快 まな (高を)] じなります。 

■ 映 寒 編集 画面で、 函每ヴ イブ 巧 rhQVGA:240Xl7S」、 
「WQVGA:  400  X240」 のとき 
■ お 集中の データ ヴ イブ ヴ 50(X パ イトを 超 文る とぎ 
レジュー ム 巧を じついて 

• しジ ユーム 再生を [ON] にお 巧す ると、 microSD 夕 亡リー りード 
に 保存 ちれた 1  t ーシ ョンの 离生巧 ま 信な どで 中が されて を、 
中が さ n たと こ 5 な 5 再生を 再 関する こと 巧で きます。 

• [マルチ ソデ イア] フォルブ、 [移 巧巧自 g コンテンツ] フス ルタ ① 
i モーションな しジ ユー ム 再生を 設を でき ま はん。 


指 巧した フ マん ダ 巧の i 亡ー シ ョンを 連続して 再を できます。 

I カスタ ムメ ニ ユーで [データ ボックス] [1 モーション] 
2 フォルダを 進ぶ I ® ►[連なち 生] 

3  [連 巧 再を おお] 

•  <ゾ をし 再生の 設定； [IJ ビート 再生 設 を] ►[する] 

♦各 i  t  — シ ョンのを 長 再生 時 国を 設: を； [ブ イジ： L ス h 再生 設 
定] ► 再生 時 茵を這 ぷ ►  ® 

♦ ま 続 再生を® で 停止した 場 含、® を 巧す と、 厚 止した i 亡一 
シ ョンの 巧頭ヴ 5 連続 再生 巧 再 関さむ ます。 

一山 怕こ 

• 再生 回数、 再生 巧 固の が 限を 超を た i  f ー シ ョンは 再生 ちれ まだ 
A>。 宿 淀ソッ t ー ジヴ 表示ち の、 巧の i 亡ー ショ ンヴ 再を されます。 
♦ ダ ウジ □ー ドの 途中で 保淳 した i たーシ ョンは 巧 生 さ 打ません。 
巧の i モー シ 3 ン巧 再生ち むます。 


wm/  \ モーシ ヨン して i モード 

るぐ 1 モー •シ H ン 六ール > 


• ファイルの 就 かこついて 巧げ p.i73r ファイルを 添が する」 

カスタ ムメ ニ ューで [データ ボックス] ►[  I モーション] 

2  I モーシ ョンを 遵ぶ @ 

•  500K バイトを 超える i  t  — シ ョンのと き： ファイル ヴ イブを 送 
巧 ►© 

- 巧 頭 巧 5 約 5CXX バイ h を 切り 化す： [ベール 巧 (热] 

- 巧 頭な 5 巧 2M バイトを 切 D 出す： [ソール 巧 (長)] 

3 イー ルを 巧ぶ •をち 


H 面/  I モー シヨ： TTM 面面な ど岛 ホる 


1 カスタ ムメ ニ ューで [デー タ ボックス] [i モーション] 
2  ^モー ションを進ぶ!- ©►[音‘映巧設を] 

3 巧 目を 塞ぶ® 

♦ 巧受 画面 じ おち するとき： [巧受 画面] ► [なし リ ►表示 ヴ イブを 
适ぶ ►© 

- 面读ヴ イブ 巧 rsQClF;  128X96J.rQCiF：  176X  144JW 外のと 
きな、 拡大 表示で きま だん。 


•  microSD ジ t リー カードの [移 巧 可能 コンテンツ] フマ ルグ 巧の 
I 亡ー シ ョンな 巧 愛函面 わ看径 音な どに 置 接 錠を できます 巧、 設 
をさむた i 亡ーショ ジ は、 FOMA 輔末 (本が) の デー タポッ クスの 
[I モー ド] フ ブルダ C 移 おち n ます。 

• 音 序の みの I  t  — ショ ンか ASF おすの I モーシ ョンな ど、 巧爱画 
面 C おを できない i モーション 巧を U ます。 


動画を お 集す る （スピーディ ラボ） 

廣 をした 動画を お 美で きます。 

カスタム メニューで [データ ボックス] [i モーション] 

2 巧函を 塞ぶ 卜©  >  [データ 巧 集] [おを お 集] 

♦  i たー シ ョン 再を 画面む 5 を 同 禄じ揉 作で きます。 

♦ 早送り/早 房し： 〇( 1 秒な 上)/ 〇( 1 砂 tLt) 

• コマ 送り/ コ 7 房し： 〇 

• ボタンに 智リ振 5 のた 再生 開始 位 SC ジ ンブ; 圧)〜 厘） 

• 編集した を! 函を 再を;® 


デ— 夕 表示/ 紀 ま/ 芭埋 _ 
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夕 

羣 

m 


I 


I 


哄倭 編集 画面 


友 巧ろ サ 


♦  FOMA  SH705 脚み で摄 をした 勘 画は、 編まで きない こと ヴ あります。 


■a 集 « 別 マークの 見 かた 

編集 裡别 7 — クを遵 ぶと、 直接 お 美ジニ n  — を 呼 U 出す こと 巧で きます。 


□口 0 

挣止画 年た プチ わ (げ P27 の 

函 

映 まか ソタ ー( 巧" P270) 

国 

ち虽 表示 

困 

保 毎 (げ P.270) 

1^ 

沒 3 

• 巧 集 樓别の 透 巧で ま C な、 巧の 2 通りの ちを ヴ あります。 
■ 映 意 編集 画面で 〇 で 編集 樓别 マークを 這 巧 ►  ® 

■ 巧每 編集 画面で® ► お 案 種別を 這ぶ ► ® 


■機 集した 巧 面を 保存す る 
映な 編集 面面で [@] 

• 編集した 動画け 50CK バイトを 超える とき： ファイル ヴ イブを 這 

巧、® 

• 巧 勇 巧 5 約 5CXX バイ h* を 切り 化す： [ベール 巧 (瓶] 

• 巧 頭 巧 色 約 2M バイトを 巧 D 出す： [ソール 巧 (長)] 

• そのまま 保存 するとき： [巧ち しない] 
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2 にの 

♦ タイトルの 療 案： [タイトル 病 実] ►タイ トルを 扁案 
♦ 保を 巧のを ま： [フス ルタ 延更] ► フォルブを 這 巧 ►  ® 

♦ 保存して ソール C 添が; [式ー ル 巧 成] ►ソールを 作成 •送 毎 


f 巧; 》 巧 J 

• 爵止画キロプチ'^^のときな、タイ トルを全角25夕す(半再50文す) 
まで 入で できます 。その他の とさは、 タイトル をを g 18 又す (半角 
36 文ぎ) まで 入力で きます。 

•  microSD ソモ IJ 一 わー ド 巧のを 画のと きは、 フブ ルタを 変更で ぎ 
ない こと ヴお ります。 


» 面を# 止 面と して 巧存 すを 0 止 ■キ中 プチ* > 


を 画の 一場面を、 を 止 画と してな 巧で きます。 

•な 淳 したを 止 国な FOMA 南 末で 涅 をした 稳止 画と 同禄 I こ投ラ こと 
巧で きます。 

1 映 巧 编集函 面で 巧 巧したい 巧 面を ま 示 [ra] 

• 挣止 画の 巧 辱な 巧 名の r 爲 実した 静止画を おを する」 の 揉 作 2 


ft 面た 切りれ る <IHM^ パー ■> 


を) 画の一部を 巧り 取ん 巧し い 動画と して 保を します。 


ー ル 巧 (Ji) 

指を し た 位夏ゥ 5 お) 日 00 り て イトまでを 目 動 
の C 切り 巧り ます。 

:: i-mcm) 

指を した 位备な 5 巧 2M バイトまでを 有 動 
的 C 切り 巧り ます。 

部ろ 切 U 出し 

货 点と 巧 おを 指 巧して 切り 巧 IJ ます。 

前部 分 消ち 

指を したお 点な 5 ファイルの « 後までを 切 
り 巧 ります。 

を 部分 消去 

ファイルの « のな 5 指 巧した が おまでを 切 
り 取ります。 

映な 編集 画面で [^】 

2 切り 巧り 方法を 選ぶ 

• 【メール 用 （巧)]/ 〔タール 用 （ち)]/ [前 » 分 消去] 巧 点を 爱ぶ 
►を 【 [巧 助 

樹か 切り出し] 巧 おを 巧ぶ ►  (! パ 巧 •まを さぶ、®  ► 唯掛 
【を » 分 巧 去] ち 点を a ぶ: •$) ►[巧 巧] 

• を 画の な 毎な 巧 ^P.270 


• 巧 3 秒 未 巧の 動画な 切 U おりで きま だん。 

•  FOMA 筛末 (本が：) C 保存ち 打 ている 巧 2  M バイトを 超える 扭函 
は、 部ろ 巧り 出し、 前部ろ 消去、 を 部ろ 消去で きません。 

♦ 巧 日 00K バイ ト tTF の お 画は ソール 用 (巧)、 > (ー ル 巧 (長) じ 巧り 化 
しでき まだん。 

• お 画を 保存す るまでは 連続して 切 U 取りは でき まだん。 

r ビデオを 再生す る 

デー タ ボックスの フン t ブに « 毎され たビ デブを 再生し ます。 
♦データ 放送 も 表を できます ヴ 、データ 放送 ヴ イト や i 亡ー ドヴイ 
卜、 i アブ。 To 猿 能、 テし ビリン クー寞 画面の ミホ、 トルで ダウン 
□  —K はか 巧で きま だん。 

I カスタム メニューで [データ ボックス] [ワン セグ] 

2 ビデオを 選ぶ ►© 


♦前 ◎再生 時 C を やで 終 3 した ビ デブな、 停止した 位 B な 5 再 まち 
れ ます。 

♦ ビデオ 再生 中は、 テし ビリン クー 旁函 面を 表示で きま だん。 

♦ 化の お 器な どで 編集 (分 氧) まむ たビ デブを 再生す ると、 映を や 音 
声ヴを 巧の る こと ヴ あり ます。 


ビデオ 巧 ま 中の データ 巧を ま 示に ついて 

• ビ デブ 巧を 時は、 再を 中の ビデす を 録画した 放送局の データ 放送 巧 
表示 さむます。 再生を 燥 3 すると、 データな 送の 表示は 消 之ます。 

• ビデ 了 再生の ま度ヴ 通常ち しくは [ベ'] のとき W 外は、 データな 送 
ヴ 表示され まだん。 

• 早送りゎ早ちし、ち生開ぉ位§のジ^^ンプをするヒ、通常再生じ 
房った ときに デー タ 放送 •データ 巧送ヴ イトは h* ップぺ ージヴ ミ 
巧ち むます。 


■再生 中の ボタン « が 


早 送 を 2 

(►•iK  ►► 1、 ►►  x2、 ►► づ、 ►►  «4) 

〇 

• が: 适 常の 巧 U 盾で 再を 
•  [M ►づ] で 早送り ：  〇  ( 1 秒 切 上） 

早 房し* 1*2 
(一 ：、，一*^4) 

〇 

•  [W づ] で 早 房し; 0(1 砂! ん h) 

一時 厚と/再生 

停止 

感 

♦巧 頭 巧 5 离 生;® 

« 表示な^ 能 表示の 切替 

© 

ボ タシ C 割り振 5 むた 再生 開始 
位5じジ1^ンプ&3 

の; 巧蛋 

CS 〜迈} :綻 再ち 時間の お n/9 ざつ 
巧の位5 

巧 30 お 巧の 位 SC スキップ 

面 

約 10 砂 前の 位 S じ バック 

風 

音 ■巧 苗 (音 さ〇〜 10) 

〇 

ミュート/おお 

(Z) 

ぞ巧 法を ON/OFF 

の （け； W ん t) 

映运 / データ 巧 送 モー ドの 切替 
(巧 表示のと き） 

感 
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番巧香 や 7 —  ク (街 表示のと さ） 
の 一時 表 巧 

西 （1 柳ん h) 

ビデ スプレー わ一 終 3 

画/ 0  ► [はい] 

^ 1 ポタンを} 甲す たびに、 早 送 U/ 早 夏し の逗度 巧上ヴ IJ ます。 

X  2 镇 表示 やは 上下と 左ち の 操 巧げ 入 0 替わります。 FOMA 規 末を 括 
向きに 持った が 巧で 凑 巧して < ださい。 

X3 錄画時茵ヴ巧いヒきは、ジ>^ンブしないこと巧あります。 

X4 ボタンを} 甲し 続ける と、 連続して 音备を 調節で きます。 

• ビデオ 再生 画面での ヴ フジ ニユー 操作は、 フン t ブ視 B 画面の ヴブ 
タニ ユー 揉 巧と 同 塚です。 


m 


レ— ヤ— 


電 とは 


キ わラ驾 は、 テし ビ覃结 利用 時に お 夏 巧の 巧 身と して 巧き じを 信 
できる キたラ クタです 。午 わ ラ クタには、 ちま ざまな アクション 
を まだる こと ヴで ぎます。 

• ぉ賣い 上げ 時 C 登録ち 〇 ている キ f ラ霉 13 巧* P.75 
• キ い ラ 雪の ダ クン □—ド C ついて な 巧* P.1 己 6 


データ ポッ クスの ホ ラ霉 C 保存ち 〇たキ ラ羣を 再を し、 アク シヨ 
ンをミ 巧で きます。 

カスタム メニューで [データ ボックス] [キャラ 電] 
2 キャラ 電を 進ぶ© 
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7 -ク 

アク =ノ3 ン ちード 7 —クの 見ヴた 


函 

を ホア クシ ヨン t- ド 

画 

パー ツア クシ ヨシちー ド 

• キゎラ 羣溪作 やな、 ポタンを 押してち 音は 巧 U まだん。 

• キ^^ラ羣|こょっては、自動でァクションするちのゃ、 アクションを 
しないち の 巧 あ U ます。 

■巧 まやの ボタン » が 


ァクションちート^で切营 

(D 

等 宿/拡大の 切 客 

@ 

アクション リストの 表 巧 

® 

•ミ 巧; アクションを 透 巧 ►© 

♦資 巧 の 表示; アクションを 這ろ‘ ►の 

アクション 揉 巧* 

の〜 面 

アクション 中止 

の 

X アクション リストの 番号 I こ 巧 巧した アクションを 実 巧し ます。 


_  @ な な 巧:， 

巧 ま 時の 巧 巧を おを する < バック 云-;; •，: ，，コ 時 M ン 
1 キたラ 巧 再 ま 画面で©  ►[バック ライト 点む 時 固] 

♦ キ f ラ 霉一寶 画面で な：®  ► [年た ラ羣 表示 設 を] ► [バッ 
クラ イト お 幻 時間] 

2 設 ちを 透 ぷ>® 

キロ  7ス を テ レ ビ巧 巧げ 客 画 « 巳 投:定 する 
く テレピ S 巧 巧を a た 

キ たラ霉 再ち 画面で @  ►[キ わラ覃 登録] ► 〔テレビ « きおち 替 
函每] 

•  @ を} 甲して ち 登録で きます。 

• み*^ラ電一篇画面では：キわラ霉を送巧^®  ► [キトラ電登 
斷 ► [テし ビ霉話 巧き 画觀 
巧 括 gC お定 する <  «巧《8げぉ 

1 キたラ 巧 再 ま 画面で©  ►[キ わラ覃 登録] [電話 « 巧替 
画意] 

•  ©を} 甲して を登豫 できます。 

• キ f ラ 霉一黄 面面で な: キト ラ霉 を這ぷ ►  ®  ► [キ 户ラ霉 
登録] ► [霉話 曠巧营 画を] 

2 保 毎で ミちを 逵ぶ ►覃お 巧に 登録 
キク ラ « を 代替 適 像と して テレビ 餐捉 をけ ける 
< 年が ラ « 発 «> 

1 キわラ « ちを 画面で©  ►[キ わ ラ霉巧 信] 

• キ f ラ霉 一を 画面で な： キ户 ラ霉 を這ぷ ►  ©  ► [キ f ラ霉 
異简 

2 お 信 方法を 這ぷ 

[霉紀 巧ち 巧] 相手を 逞ぷ ►を 
[直 毎 入力〕 霉乾ま 号を 乂力 


データ ポツ クスの 夕 □デイに 保存 ちれた イ □デイを 再を でき ま 
す。 

•着售 パイ プ レー タ （げ P.94) を レ □デイ 連動] に 錠ち すると、 >：□ 
デイ 再生 時 じち バイブレータ 巧 動作し ます。 

1 カスタム メニューで [データ ボックス] [メロ デイ] 

2  メロディを 遵 ぶ© 

♦厚と:® 


•  □デイ じよって は、 再生で ぎない ちの 巧あります。 


音!! を泻 節する  <  音 ■巧: J 

イ □ディー R 画面で 0  ► [夕 □ディ 設 巧] ► [音 ^設 を] ►  〇 
でち 量を 謂 節 ►© 

ィコ ライヴを 沒: をす る*-  r 

イ □デイ 岳 生 画面で @  ►[夕 □デイ 設定] ► [イコ ライプ 設 
を] 違預を 透ぶ-© 

3  D ヴ ウン ド/ ヴラ ウン ドを 設定す る 
: ステ レ ブ巧 まほを (イ た V でン） > 

1 夕 □ディち ま 画面で©  ►[夕 □ディ 設風  >  [ステレオの 
ち設巧 (イ たぶ ジ)] 

• あを 巧して ちきき をで きます。 

2 巧) まを 遣ぶ 

• 巧果 [こついて はげ P.94r  3D ヴ ウン ドを設 をす る」 
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ロ デ て 巧を する 


指ち した フ マル ブ 巧の 夕 □ディ を 連続して 再生で きます。 

カスタ ムメ ニ ューで [データ ボックス] [メロ ディ] 

2 フォルダを 里ぶ I 巧 li  [ま窃 巧 生] 

• 巧の ゴ □ディを 再生: 〇 

• ジ □デイの 巧 頭 E 房る: 〇 

• 巧 のゴ □ディを 巧 生; 夕 □ディ ①巧 寅で 〇 

，二三 fcg, 卜进 おお I 翁よ 

カスタ ムメ ニ ューで [データ ボックス] [メロ ディ] 

2 フォルダを 遺ぶ- ©►©►[メロディ 設 ま] [巧始 位 
置 選 机 

3 再生が かを 選ぶ @ 


麻;，。 一 

• ポイ ン h* 再を で离生 さの る 部み は 面 5 ウ じの 指ち ち 〇 ています。 
また、 [ボ イン h 再生] ご投 巧して ち、 開 お 位 S 巧 指定 まむ ていない 
ソ □デイのと きな フル コーラス 房 生ぎ むます。 
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メー ルを をち する 


• ファイルの 添が I こついて なげ p.i73r ファイルを 雨が する」 

1 カスタ ムメ ニ ューで [デー タ ボックス] [メロ ディ] 
2  メロディを 進ぶ （gM タールを 巧ぶ •まな 


• 宿を の 巧舍ヴ FOMA  SH 9001 より 前 C 秀责さ n た货 ちのと き 13、 
ちった イ □デイ を 正しく 再生で きない こと 巧 あ u ます。 

• 巧の メ □デイ じな、 一部 i モード ツール C 添 巧で きない もの 巧® 
U ます C 

■ フ 7 イルあ 式; 巧 MFi のソ □デイ 
■ ソール じ 流 付 さむた 夕 □デイ 
■ i ちードで ダ〇ジ □— ドした 夕 □デイ 

■  i アプン な 5巧 得した ファイル 形す 巧 SMF のメ □デイで、 ファ 
イル制 恨 あ U のちの 


1 カスタム メニューで [データ ボックス] [メロ ディ] 

2  メロディを 進ぶ >©【 [き設 を] 

♦  ©を 巧して ち 音 おち 巧で きます。 


3 巧 目を 港ぶ 


microSD^t モリーカー ドに ついて 


FOMA 旅 未 (本が) 巧の 霉绍 《 や メール、 フック 7 —ク などの デー 
夕を microSD ソ ちリー カードに 保每 したり、 mIcroSD:>^tLJ- 
た ー ド 巧の デー タを FOMASK 呆 (东 巧) じ 巧り 込む こと 巧で きま 
す。 

microSDy ちリー カードを ごが 用 じなる じは、 別 透 mi び oSD 夕ち 
リーた ー ドガ 必要と な U ます。 

microSDy モリーカード および mi な oSD  メ ちリー カード アダプタ 
を お持ちで ない 場 含は、 ミ覃 ■お 店な どで おちい 巧め いただ ゥま 
す。 

•  FOMA  SH 705 でな 巧 お の 2G バイトまでの microSD;/ 亡 IJ  — 力一 
ドに 巧 巧して いますに 008 を  1  月 現を：) omicroSOXt。一 巧ー ドの 
裝造 *>4 — 力た 毎备 など、 最 巧の 動作 淀猛 情報 巳つ いては 下記 ①ヴイ 
卜をご 貴 < だ ミし、 また、 面 K ミ n ている mfcroSD ツ亡 U- 力ード 

外 I こついて な、 を 巧し ない 場台ヴ あります CD で ごを 意 < ださし、。 

■  I  t  - ドな 色 に H-MODE]  (2008¢ 1 月 境を） 

[I  Menu]  ► [タニ ユー/検索] ► [クー タイ 羣話 
夕 一  0— ]  ►  [SI+MODE] 

■ バソコ ンロ 5 

httD：//k*tai.sha  rp.co.jp/suDPOrt/d/shT  0  51/ 

なお、 揭 K さ ri ている 情虽は 動作 活紹 の链果 であり、 

すぺ ての 動作を な 証す るち のでな ありま だんので、 

あ 色な じめ ご 3 承く: ださし、。 

•  FOMA 銷 末①弯 源を 入れた ままの が 態で m わ roSD ソ t。一 方ー ドを 
巧リ 巧け たリ 、取り かしたり しないで  <  ださし、 デー タヴ屡 n たり、 
正常 I こ 動作し な  <  なるこ とけあ U ます。 

• ヴ イト ロ  5 取得した、 FOMA 辭 まかへの 化で ヴ 禁止 ミ n ている 国 
意、 i たー シ ヨン、 ソ □デイ、 着 ラた フルを、 き だ •巧え ツー ルを 
microSD ク: t リー 々ー ド C 移を! できます 。ただし、 1P (ヴー ビつ提 な 
吾) 巧 軒 巧して いないと きは 保を でき まだん。 


ヴイ 復病用 

QR コード 


♦  FOMA お 末 CmfcroSD ツ亡 U — カードを 挿入した 直を (FOMAJ 南 末 
で 犀 巧す るた のの 巧 揉を ちき 泣み 中) や、 mfcroSD*>it リー カード 
巧の デー タ編 集中 E、mfcroSD>：t リー カードを 巧り かしたり、 羣 
おを 切 5 ないで  <  だまい。 データ 巧 壊む た U、 正常に 動作し な  <  な 
る こと 巧あります。 

♦ フマ ー  7 ツト （初 锅 化） さ 打てい ない microSD ソた IJ— 0— ドを 活 
ラと きな、 FOMA 搞 末で フス ー マツ ト する 必要 ヴ あります 
i げ P.283)o バソコ ン などで フブ ー 7 ツ h した mic の SD ソたリ ー 
り 一 K 巧、 FOMA 搞 末では 正常 C® 用で きない こと 巧あります。 

• 他の お 誇な 5microSD ソ た一 KC 保 毎した デー タ 巧、 FOMA 
節 末で 表示、 再生で きない こと 巧あります 。また、 FOMA 捕 末な 5 
microSD ソ たリー 乃ード C 巧 巧した デー タは 、化の 巧 器で 表示、 再 
をで きない こと ヴあ ります。 

♦ おの FOMA 銷末か バソコ ン などで 犀 用して いた microSD ソそリ ー 
方ー ドを 揮 六した ときな、® 巧で きない こと 巧 あ U ます。 不要な 
データを 削踪 してな 5、 再度 挿入して  <  ださし、。 

•  microSD ソ モリー々 ー ドじ 保存 さ 〇 ち デー タな バックアップ をと 
るな どして 則に 保营 してく だ ミる よう お廣 いします 。万 巧 一、 保ち 
ち 打た デー 9 巧 消を またな 変化して を、 当社と してな ■巧を 負いな 
〇 ますので、 あ 5 なじめ ご 3 承く ださい。 


■  microSD メモリ ー カー ド を巧乂 する 

FOMA 銷 末①霉 源を 切って 巧 色 microSD ツ亡 U  - 力ードを 巧り 巧け て 
< ださい。 

1 microSD メモリー カードス ロッ ト カバーを M いて 引き 

出す の） 
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2  microSD/ モリー カー ドの 巧を 面を 上に 向けて ゆつ く 
りと »乂 する （曰） 

•  rmcroSD ソ亡リ ーたー ド 巧 損し、 巧が 態た、 表裏  _ 

巧 逆の が SI で巧搜 C 巧し 泣まないで < ださい。 
m に roSD ソ亡 IJ  — ろードス □ツ h* ヴお捐 する 
ことげ あ U ます。 

• 「乃 チツ」 ヒ音ヴ する まで、 ゆつ  <  り 指で 巧し 边 
んで<  ださい。 


3  microSD/ モリ ー カードス ロッ ト カバーを 巧 じる 


■  microSD  メ モリー カード をれ りかす 

FOMA 銷 末の 霉 おを 切って な SmicroSD ソモ IJ- 巧ードを おり 外して 
< ださい。 


microSD メモリー カー ドス ロツ ト カバーを H いて 引き 
出す （D) 

2  microSD/ モリーカードを 毎く 押し込む （旦） 

• 「乃 チツ」 と音ヴ する まで 件し 逆んで ください。 microSD ツ ち 
リー カード ヴ 手前に 巧び 化します。 お谨 I こ曼 I きな くと、 FOMA 席 
まか microSD ジ モリー々ー ドを 破損ち せる おそむ 巧あります。 

3  microSD メモリーカードを 巧り かす （百》 

• なつ  <リ とまつす  <  じ 助り 外して  <  ださし、 取り かした あと、 
m に roSD ソ 亡リー たー ドス □シ h* 乃 パーを 閉じます。 
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もむ aj 

•  microSD ツ モリーわードス □ット を 顔の 方 C ち! けて、 拝 入したり、 
取り かしたり しないで  <  だ ミし  >0 急 C 指を 雜 すと microSD ベた 
リー わ ー ドヴ 巧び 出し 危 巧です。 

• 電 おを 八れ たが 態で、 microSD ジモ リー たー ドを 取りが 口 巧り、 取 
U みした とき E は、 S 告 音巧哺 ります。 


3 ぶ •ん 


microSD 夕 たリー で!ー ド 巧の フブ ルタ 巧 成と、 各フブ ルタ じ 巧 洞 まれ 
る データの ファイル 香な どは 切 下のと お U です。 

♦ バソコ ン など 巧 5microSD ソ t リーむー ドに データを まぎ 应 むと 
きち、 tTF のフブ ルタ 巧 巧、 ファイル 名に する 必要 巧 あ U ます。 

♦ フス ルタ 香と ファイル 香の 規則は 巧のと おリ です。 

■  aaaaas: 巧 意の 半 負 巧数ぞ 、巧 意のを 角で ぞ、 r_ (アン ブーバ ー)、 S 
(イ〕 ー ル)、 ブラぶ、 -(7 イナ 3)」] が kD 半ち 記号で フル バス 
225 パ イト tTF 

■  bbb; 100 〜 999 の 3 巧の 半角 致享の 00 〜 099C 変更して ち紹器 
ちれ まだん） 

■  CCCC;  0001 〜 9999 の 4 朽の 半ち 致す 

■  ddddd: 00001 〜 65535 の 5 巧の 半角な す 

■  e 巧:  001 〜 FFF の 3 文字の 半ち 英数す （16 進数） 

■  fff;  001 〜 999 の 3 朽の 半角 数 妾 

■  HHH:  3 又す!^ 巧の 半角 巧 S ぞ (スタす） 

■  j」‘jj」 化：  8 文; す W 巧の 半角 巧を ミ 

■  mmmmmm:  2/W ト タぞ& 含め 228 又す]^ 下 (拡張 子を な <) 


■  xxyyZZDD; 半角 敎享 で、 XX は 巧、 yv な 月、 Z2 な 日、 PD は 00 〜 99 
む 目 00 K 

アン ガ •フック リー ダー フ ブルダ 
し  aaaaaa.ZBF/ZBK/TXTrrEXT 
&DCIM 

择止 函フ; r ルタ 
- a  bbbSHARP 

ii を爵止 画巧フ 7 ル ダ 
し  DVCOccccJPG/GIF 
- (b  bbbSH  UF 

つ ーヴ 作成 フス ルプ 
LDVCOccccJPG  ノ  GIF 

&MISC 

DPOF 段:: ミフ アイ ル巧フ ブルダ 
&  SD  ALOO&  1 

音赛 デー タ巧 フス ル ダ 
&  SD.PIM 

円がー タ巧フ ブル グ (電詔 炬、 つク ジユー ル、 ToDo リスト、 
タール、 テキ 3  h ソモ 、ブック 7 —ク） 

し 円  Mddddd.VCF/VCS/VMG/VNT/VBM 
&  SD.  VIDEO 
E 画フ ブルダ 
向  PRLeee 

あを を 面 用 フス ルタ 
し  MOLeee.MP4/ASF/3GP/SDV 
- (b  MGR  INFO 

ビデ ス菅埋 肯蛋巧 フス ルプ 
- &  PRGeee 

ビデ ス巧フ ブル ブ 


PRIVATE 
-la  DOCOMO 

1-&1MMFILE 

ボイス ソ t、 i  t  — シ ヨン (AAC 巧す のき 装 データ 
を 含む 夕 2)、 巧フプ ルタ 
1-  MMFCCCC.MP4/ASF/3GP/SDV/M4A 
し  &  MUDfff 

し  MMFCCCC.MP4/ASF/3GP/SDV/M4A 
-01  RINGER 

メ □デイ ファイル 用 フォルダ 
1-  RiN6cccc.MLD/SMF/M!D 
Lj^RUDfff 

し  RINGCCCC.MLD/SMF/MID 

-&  STILL 

その 化 函をフ ァイ ル 巧 フス ル ダ 
|-STILccccJPQ/QIF 
しむ  SUDff-f 

し  STLcccc  JPG/GIF 
—色 ITORUCA 

h ル巧フ ブルダ 
TORUCfff.TRC 
TRC-fff 

L  TORUCfff.TRC 
-&1DECOIMQ 

デコ ソ給夕 ぞ巧フ 3 ルプ 
|-DIMGccccJPQ/GIF 
L  fei  DUDfff 

し  DlMGccccJPQ/GIF 

丘!  OTHER 

その 化 ファイル 用 フォルブ 
OTHERfff.HHH 
jjjJjjjJ.HHH 


Utof 

しむ- 


u 


—  ft  TABLE 

营理 情趣 フス ルタ 3 
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し 向 SHARP 

- む  IMPORT 

インポー トフ； r ル ダ 

1-mmmmmm.VCF/VCS/VMQ/VNT/ 
MLD/SMF/MID/JPG/6IF/MP4 / 
ASF/3QP/M4A 
- &  MOBILE 

USERDIC 

ユー ヴ捉 » データ 巧フブ ルタ 
I— xxyvZ2pD.su  J 

&SD  BIND 

L  (b  SVC00001 〜 SVCO 日 00 が  d 《 5 

XI お馆 いの バソコ ンの按 を I こよって な 表示ち むない こと 巧 あ u ま 
す。 また、 バソコ ン などで 直送に CLAUDIO] フ ブルダ 下の フ アイ 
ルの 削 お、 変更、 追加を 巧むな いで  <だ さい。 SD ブー デイブ 巧 正 
し <iif 乍し ない 巧 能 巧 巧 巧 U ます。 

X  2 巧納 できる デー タの隹 黄 I こついて なげ P.266、P. 304 

^3  [TABLE] フス ルタの 下 じは に CIM]、 [MMFLE]、 [RINGER]. 

[STILL]  s  [SD  VIDEO]  s  [TORUCA]、 [DECOM 日]、 [OTHER] そ O 
ぞ扣 こついて、 が 加 « 揉を 宿 巧す る フス ルタ 巧あります。 

^4 巧な 可能 コンテンツ、 i アプリ デー タ 、看 ラた フル®、 霉 す〕 ミツ 
クを mfcroSD ツ亡 U- 力ード I こお 每 した 塚、 に VC00001] な 5顆 
にフ ブル ブ巧 作な ちれます。 

X  5 巧の 语 含は、 [移行 巧 能 コンテンツ] フス ルブ 巧の データを 参照で 
きなくなる こと ヴ あります omicroSD ジ 亡リー ろー ドを FOMA 
SH7 化で フ； r  — マットして  <  だ ちし バげ P«283)。 

■ [移 巧 可能 コン テン， ソ] フス ルタ 巧く SD_ 目 1ND フ オルタ 巧) の 
データを バソコ ンで 削除 •移を •編 美した とき 
■ データを 移 勤 •卽除 •保径 中に microSD タモ U —  ろ ー ド か笔お 
パックを ちいたり したと き 
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♦ パソコンで microSD 式 亡 リー 万ー ドに データを 保存し よ ラと した 
ときに 該当する フ 7 ルタ 巧 巧い ときは、 フス ル ダ 巧な じがって フォ 
ルタを 巧 成して な 5 データを 巧存 して  <だ さし、。 

インポートフ ブルダ C ついては、 microSD ソ ドを FOMA 
節 末に 挿入す る 口、 FOMA 規 末で フォ  ー7 ットヴ ると 自をの C 巧な 
ち 打ます。 

•  GIF ア ニ; =4 —シ ヨン ファイル 巧に TLL] フス ル ダ C 入り、 そ n 政 外の 
GIF ファイル （デ〕 ソ 絵文字を 除く） な [DC1M] フス ルプじ 入ります。 

♦ パソコンで フ ブルダ € ① 変更た 削除を すると、 FOMA 搁 末で 
microSD ツ をリー 々ー ドの デー タを 正しく 表 巧で きな  <  なります。 

•  FOMA  SH9CI2 拟前 CS 売され た 棟 種を 巧リ 巧の お客樣 で、 
microSD ソを リ ーウー ドの ¥PRIVATE¥SHARP¥VO に E フオル ダ I こ 
きのみの） モーシ ヨン (AAC お 式の 音楽 デー タを 含む) を 保存して 
いると きは、 ¥PRtVATE¥DOCOMO¥MM 円 LE フス ル ダ C 移を! する 
むき 巧あります。 移動して な 5microSD 式 亡リー ロー ドの 管理 情窜 
を 更新して くだち い。 


■  microSD メモリ ー カー ドの 巧 巧 件 » 

• 保存す る デー タの プ:き さか、 microSD ジ t リーろ ー ドの 客 星 C よつ 
てな、 件 致 巧 かな  <  なること ヴあ U ます。 


巧 自 居 

件 お 

電話 恨 

台む だて R ス 655 お 件 

スヴジ ユール 

テキスト ソを 

ToDo ゾス h 

プック 7 —ク 

1 亡ード ソー ル/ SMS 

を 止 画 

999 フォルブ* / 1 フ 7 ル ダ g 大 4 日 0 件 

1 亡ー シ ヨン 

999 フォルブ /I フス ル プち乂 400 件 

ソ □デイ 

999 フ オルタ/ 1 フス ルタち ス 400 件 

卜んわ 

999 フォルダ / 1 フ ブルク 奇ス 999 件 

X で ジラフ； r ルブ (お 止 画) のち 大作な 巧 お件賓 [は 90 日 件です。 


♦ フンむ プ のな 巧 件を C ついて な 巧" P，240 
• ミュ ージツ クプレ ーい 一の 保淳 件数 じついて はげ P.304 


FOMA 端 未と microSD  メモリ ■カード 
の 巧で データを コピーず る 

♦ コビー できる のは 巧の データです。 

■ 霉記恨  ■  3 クジ ユール  ■  ToDo リス h*  ■ テキスト ソモ 
■ブック 7 —ク  ■  i モ ードジ •ー ル/ SMS  ■唐と 画 
■  i  t  — シ ヨン  ■ ソ □デイ  ■  H レ 万 


POM  A* ホから m  icroSD グ モリー カードに コピー す 

るく  microSD へ コピー > 


削: « 巧 « のとぎ 
待受 面面で @ 

2 を 前を 惡ぶ ►©>  [コピ ー ] [microSD へコピ ー ] 

• 巧 客を 巧 画 おでは：©  ► [コピー] ►  [microSD へ 1 が コピー] ► 
[巧い] 

3 コピー 方法を 進ぶ 

【1件コビー] 

【グルーブ 巧を 件コ ビー] ► グループを 餐ぶ >  @ 卜 « ホ 巧な さ 
号を 入力 ►© 

【を 件コ ピー〕 ► 巧 末ち なま 号を 入力*  @ 

【寒 巧 コピー] を 的を* ぶ© (< りちし 巧） 


4  [はい] 


•  mic の SD>t 亡 IJ— たードに デー タを コビー すると、 营连 巧蒂ち 
microSD ソち リーた ー ド E» き 泣 ま tl ます。 

♦ ファイルち!] 限の ある データは コビーで きま だん。 


• データの ヴ イブ 村* nicroSD 夕亡 U— たー ドの 夕亡 U 廣巧が 巧に 
よって 13, コビーで きない こと ヴ あります。 

電 a« について 

• 香 前やフ リ方ナ 、笔き 舌 番号、; >4 ー ル アト‘ し: 3 の 登 綠赁所 巧を わる こ 
とヴあ U ます。 

• 巧の 巧 帝 13 コビー まむ まだん。 

■  番呈  ■ ブ; レー プ おを  ■ シーク レット 錠ち 

■シーク レッ [''コード ■着 值音設 を  ■着® ラン ブ設を 

■ 巧 替画该 おを  ■ 電巧巧 2ゎ1 投を 

スケジュール について 
• 巧の 巧 西は コビー ちれ まじん。 

■ ァラーム 時刻 外の ァラームち 库  ■ 画療 おを  ■ 逢沒巧 
■ シークし ッ ト投定  ■ 巧お予 巧、 綠 画テ拘  ■ 巧 日設巧 
• 巧 3 日時 巧 入力 さむて いない データを〕 ピー すると J き 3 日時 じ 
蘭 始曰時 ヴ给定 ちむ ます。 

ToDo リストに ついて 
• 巧の 巧 帝 13 コビーち むま じん。 

■ アラー ム 時刻 W かで アラー ム情蒂 
■ シークし ッ ssa$ 

ブック マー ク について 

•  7 オルダ 巧 巧は コピーち n まだん。 

メー ルに 〇 いて 

• 1 件 あたり 吊ス lOOK バイトを 超える メー ルは、 添は ファイル ヴ削 
除ち の て コビー ちれます。 

•  7 オルダち 津は コピーち ri まだん。 

• コビーした ク:ー ルな 保望投 巧で さま だん。 

面*、 1 モーシ ヨンに ついて 

•  FOMAiS 末 (本 巧) と microSD イ たリー りードの 因で 画 毎、 i ち一 
シ ヨンを コビーす ると、 函資ヴ 劣化す る こと 巧 あ U ます。 

•  JPEG 函 をを〕 ビー すると、 函凑の ファイル ヴ イブ 巧 変り る こと 巧 
お U ます。 この とき、 mic の SD 夕た U —  たー ド 測で 表 巧 さ n るヴイ 
ブヴ吴 原の ファイル ヴ イブ になります。 
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•  Flash 函窜 、フ レー ム函衛 Smic の SD>tt リー 巧ード 亡〕 ピー され 
ま はん e 


microSD  タ モリーカ ら  FOMA4li^  コ 

る<^へコピ7"=；> 


削: «提« のとぎ 

待受 面面で ©►©;  [microSD デー タを •巧] 

2デ— 夕を港ぶレ®^  [本 かへ コピ ー ] 

3 コピー 方法を 進ぶ 
• 【1件コピー] 

♦ 【* 巧 コピー] を 的を » ぶ© (< りちし 巧） ►あ 
•【を 件 コビー] 巧 末ち な* 号を 入力* @ 

4  [はい] 

♦ ソ □デイは 10 化 バイト、 JPEG 函寒 .GIF 函 をな 2  M バイ K  i ち一 
シ ヨンな 10M バイトまで FOMA 强末 (本 巧) 巳 コピーで きます。 

•  microSD 夕 ち IJ  — たー ドに バックアップ (げ P.281) した デー タを 
コピー する には、 mic の SD 夕 tij  "力ードロ  5 の 試み 泣み 
(巧 ■P.SSZ) を 巧って  <  ださい。 ただし、 バック アッ ブさ n た デー タ 
でを 詳細 画面を 表 巧ち だると、 その デー タじ おり 本 巧へ コピー す 
る こと 巧で きます。 

«話« について 

♦ 香 前 巧 未 登録の データ ヴ コビー ま; n たと きは [No  Name] と 表示 さ 
11 ます。 

ブック マー ク じついて 

• 送 巧 コピー/を 件 コビーを 巧った ときな、 FOMA 插末 (本体) の 

I たー ドまでは フル ブラ クヴの ブック アークの どち 5 むヴ 最大 件が 
まで 保存き 打る と、 そ 〇 じ I 挺の ブック 7 —クは コビー ち 打 ま はん。 
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ン テン ツ# 巧が 巧 


FOMA 端 ホと microSD イ モリー カード 
の 巧で データを を 巧す る 


ヴイ トヴ 5 巧 得した FOMA 錦 ホ かへの 出力な 禁止され ている デー 
夕 を、 FOMA 緒 末と microSD ツ t リー 々ー ドの 間で 移動で きます。 
• 移を できる の 13： 巧の データです。 

■画僖  ■  I  t  — シ ヨン  ■夕 □デイ 

■ 看 ラた フル®  ■ き だな え ツール 

• 移を の 可否は デー タの [ち虽 を 巧] 方 5 活损 できます (巧* P.288)。 


FOMA 編 占 巧の デー タを microSD  メモ リー カー ■こ 
g# する CmteroSD へ 供に 


削； i モーシ3ンのとぞ 


1 カスタ ムメ ニ ューで [データ ボックス] [1 モーション] 

2  it— ションを遵ぶ； ©►[を 巧/コピー] ► 
[microSD へ 移 巧] 

♦ を 件 移動 するとき; [mi ぴ oSD へ 移動] ► [全 件 移！]]  ►銷末 
暗訪 番号を 入力 ►© 

3 おな 方法を 選ぶ 

♦ 〔 1 件を 巧〕 

• 〔萬 巧を 断 1 モーシ 3 ン を* ぶ© (くり あし 巧い© 

、 〔フォルダ 巧を 件を 動〕 巧 ホ 巧な 番号を 入力 >  © 

• 移を 巧フ オルタの 指を； [移動 巧遵 巧] ►移！] 巧 フス ル ダを 這ぶ 

►  © 


microSD タ モリーカード 巧の データを FOMASiKS だ 
巧 巧す る 


刚 ： （ モーション のとぎ 

I カスタ ムメ ニ ューで [データ ボックス] [I モーション] 
•  [一  microSD]  ►[移行 巧 お コンテンツ] 

• を 件 移動 するとき； [移 巧 可能 コンテンツ] フ ブルダを 這 ぷ ► 

@  ► [本体へ 巧 動] ► [を 件 移！]]  ► 節 末 お 紅 ま 号を 入力 ►  @ 

2  i モーシ ョンを 進ぶ i  ® 。を 巧/コピー] 详 体へ 
移 巧] 

3 お 巧 方法を 進ぶ 
【1 件を 動〕 

【さ 巧を 動〕 I モー シ 3 ンを a ぶ© (く りおし 巧） >0 
【フォルダ 巧を 件 巧 動] 巧 ホ 巧な 番号を 入力 >@ 


•  microSD タモ U  — たー ド C 移動した デー タを FOMA お 末 (本 巧) へ 
移® でぎ るのは、 巧の 場合です。 

■ データの 詳巧巧 法で FOMA 强末 (本 巧) への 移を! 巧 [巧] の 場 含 
区、 デー タ 取得 時と 同じ FOMA 方ードを 挿入して いると き 
■ データの 詳巧巧 報で FOMA 强末 (本 巧) への 移動な [巧 (同一 巧樓 
国)] の 頃 合 じ、 データ 取得 時と 同じ 巧 香に 同じ FOMA カードを 
揮 入して いると き 


巧の 各 « 能の デー タ と巧磬 デー タ を、 microSD ソ ちリー カードに 


"—夕 として 保を できます。 


■霉記 娘 
■ ブック マーク 


■  ー  ル 

■ テキスト ソち 


■ スクジ ユール 
■  ToDoU スト 


reMA* ホ* ■•microSD イ モリーカード に 7 わ^ クアッ 
プ する 


• バック アッ ブ データ C な、 バック アッ ブ した 日 巧 •時刻を 含む 香 前 
巧が け 5 むます。 あ 5 なじの、 日付 •時刻を 正し  <お 巧して おいて < 
だ ミい （げ P •加)。 

測;  2008 を 4 月 22 日 午後 1 時日み C バック アップ- 
[datagrO 日 0422J30 引 

1 カスタ ムメ ニ ューで [LifeKit]  [microSD 宫 巧] ► 
[バック ア ジブ/巧 巧] [microSD へ バックアップ] 

2 デー タ挂 がを 送ぶ ► © 

3 巧 ホ 暗証番号を 乂力 ►  ® : [はい] 

■••か  M 一 


電お残 通 巧かない ときは バックアップ でぎ まだん。 

バックアップ さ n た デー タは 、化の FOMA 猜 末で 試み 边ん でち ネリ 
巧で きない こと 巧 あ レ J ます。 

き 辛 •データは、 ユー ヴ 辞さと ダ ウジ □ー  ド 巧 ま変搜 しち 巧 •を 1 
ファイルで なをし ます。 そ nw みの データは、 篇 おごと E 1 フ ァイ 
ルで S をし ます。 
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•パ jiw た 

電活 « について 

• 香 前 や フン 巧ナ 、霉き 舌 番号、 ジール アドし つの 登録 适巧巧 変わる こ 
とヴあ U ます。 

• 霉結お 2irn お 巧ち バックァップ さ ri ます。 

• 巧の 请 里は バックアップされ まだん。 

■シークし ット コード ■ 看值音 おを  ■ 着 宿 ラン プ投を 
■ 巧替 画を 法を  ■  FOMA ウー ド 巧の 羣紀巧 

• 霉錠曠 を バックァップ すると S は、 巧 有 吾 巧 西の 保を 宿 錫 画面 巧 
表 巧され ます o2in1 の モードを [Bt— ド] E お定 しでいて ち、 A ブ 
ン バーの 巧ち さ 肯虽ヴ バックアップち むます。 

• ダイ わ ル 黄 信が 恨 やは、 羣 記帳を パック アップで ぎ まだん。 

スケ ジュー ルに ついて 
♦ 巧の 巧畢な バックアップ ちれ まだん。 

■ ァラーム 時刻 W みの ァラームち 窜  ■ 画 赁設ち  ■ 運提巧 
■ おを 予 お)、 録画 予約  ■巧 曰 きさを 

♦ 疑 3 曰 時 巧 入力 さむて いない データを バックアップ すると、 綻 3 
日 持 C 閣始日 時 巧 錠ち さ 〇 ます。 

ToDo リスト じついて 

•  ToDo。 ストを バック アッ ブ すると、 シー クしッ ト登錄 した デー タ 
ヴ 通常の デー タ として 保淳 されます ので、 ごを 意く ださい。 

♦ 巧の 巧畢は バックァップされ まちん。 

■ アラーム 時刻 U みの アラームち 窜 
ルに ごいて 

♦ 巧の 巧畢な バック アッ ブ されません。 

■  I アブリ To  ■ フス ル プ巧報  ■ 再 E 巧 不可の 流が ファイル 

■  FOMA 方ード 巧の SMS 

辞 香 データに ついて 

♦ 辞 ま デー タは microSD ベ モンー カード 巧の 巧# デ ー 9 を 消去して 
口 5 バックアップ さむます。 
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microSD  メ  モリーカード ->FOMASIM£7^  ク 7 ッ 
プデづ みるむ 


1 カスタ ムメ ニ ユーで [LifeK け] [microSD 营 巧] ► 
[バッ ク アッ プ /« 巧] [本 かへ 巧 巧] 

2 バックアップ データを 基ぶ ►€) 

• 巧 客の 宿提: バックアップ デー タを 這な ►©►[デー タ参閒 
• 慢虽の お 淀; バックアップ データを 送 巧 ►  ©  ► [情更 表示] 

3 巧 ホ お 註 番号を 乂力 ► © 

4 読み込み 方法を 選ぶ 

♦ 〔上書き] 【はい] 

' 〔追 扣] 


• 電お巧 含ヴか 召: いとき は 巧ち でき まだん。 

電話 « について 

• 電話 おの バック アッ フ データを 度 元す ると、 ビ クチ f —コールに 
お定 した 画 毎ち 巧 元 ミ n ます。 ただし、 i モーシ ヨンは、 巧 元 ミ 打 
ま はん C 

• バックアップ デー タを 上書きす る 場 含、 霉結 曠①ブ ループ 名ち 上 
ちぎ さ： n、 上 まき 巧 霞で ない グループ 段: をは 初期化ち むます。 

• 巧 有 客ち 帝を 含 C 笔き舌 巧の バックアップ データを 巧 元 するとき 
な、 揉 巧 4 を 巧 ラと 巧 有 香巧窜 をな 元す る 巧 ど ラな の辑提 画商 巧 
表示ち ri ます。 

[はい] を 遺 巧す ると、 こ賣 巧の 雪き 舌 番号を 時; いて 上 碧き ちむ ます。 
[いいろ] を遵 巧す ると、 巧ち ま 巧番を 1 件の 辜 抱 帳と して 登録し 
ます。 

• 笔巧饭 の バックアップ データる 元 時に 登録 件数 巧 1000 件に 達し 
たと きな， そむな 隆の電 結 巧は 度 元ち 〇 まだん。 


••パ Jiwii 


ブック マー ク じついて 

• フ 7 ル ブ巧裙 は バックアップ さむない ため、 巧を した フック マー 
クは [Bookmark] フォルブ じ 保 巧ち; n ます。 

• バックアップ データを 本が へ 巧 元 するとき な、 [ I  t— ド] またな 
[フル フ ラつ ザ] のどち 5 を 遣 巧して ち 両方 ① バックアップ データ 
ヴ 表示 ちれます 巧、 巧 元ち n るの な适 巧した 方の バックアップ 
データ だけです。 

メー ルに ごいて 

♦ フ マル ダち®! 3 バックアップち むないため、 巧 元した 受僖； ^ ー ル 
は 度®  h* レイ] に、 送 值ソー ルは [送信 トレイ] じ 未 送 宿 式ールな 
[未 送 宿 トレイ] C お 巧 さ ri ます。 

• タールは， おちに 時時 ヴヴ なること 巧 あ U ます。 

辞書 データに ついて 

• ユー ヴお » は 上* きさ ru ダウン □ー  ド 辞 ま 変 袋した 巧* は 這 加 
ちれます。 


バックアップ データを 削 おする くを; な、 

1 カスタム^ 二：!一 で [LifeKk い [mi び oSD 管理い [バッ 
ク アップ/ち 元]' [本 巧へ 备 元] ►デー タを 這ぶ ►©► 
悄 il ㈱ 

2 削 巧 方を を 這ぶ 
[1 件 削な〕 

[遵巧 削ない デー タを 毎ぶ® (くり 返し 巧） ►  ® 

- [フ ブル ブ 巧を 件 削除〕’ 節 ま 暗 紅 ま 登を 入力 ►© 

3  [はぃ] 

巧 连お則 5 だ 

•  [Bookmark] を 這 巧した とき 13,  [  I モード ] またな [フル プ ラク 
巧を 這択 します。 どち 5 を 道 巧して ち、 両方の バックアップ 
データな 表 あち 〇 ます。 


microSD メモリーカー ドの データを プ 
レビ ュー する 


カスタ ムメ ニ ューで [LifeKit] 

[microSD デー タ參 お] 

♦ 各洽 能の 函 面では： @  ►  [microSD デー タ参尉 

データを 進ぶ 


[microSD  营 巧] 


•  microSD タモ IJ— わー ド 巧の Bookmark— 妄 画面 可 3、 I  t— ドの 
フック アークと フル フ ラク ザの ブック マーク 巧 湿 だして 表示ち む 
ます。 i ちー ドの ブック マーク じは レ 3] 巧、 フル フラ つヴ① フック 
7 —ク C はし 夕] ヴ 表示 さ ri ます。 


microSD メモリーカー ドの 管理に ついて 


roSD  メモリー カードを フォ ジ姻 する 
f ー マ ザ い 


• フブ ー7 ツト& 巧 ラと microSD ソ 亡リー カード 巧の デー タ はすべ 
で 消去 ちれます。 

1 カスタ ムメ ニ ユーで [LifeKit]  ►  [microSD 营理] ► 

[フ ォー マット] 

夕巧 ホち 証 番号を 入力 ►€)• [はい] 


デ— 夕 表示/ 紀 ま/ 芭巧 _ 
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• 霉お残 呈ヴか g： いと 安は フォーマットで きま じん。 

• 実行中は， microSD 夕をリ ー々ー ドを 巧 口ないで < ださし、。 

♦ フ； r -7 ットを 中止す ると、 microSD ィ たリー わード ヴ FOMA 猜 
末 や バソコ ン などで 紹 窮まれな  < な レ J ます。 淀 藻 さ 〇 なくなった 
ときは、 フプー マットを わり 直して  <  ださし、。 

♦  mic の SD ジ モリ ー でードの 樓資 によっ てぶ、 善巧语 保塞沒 おじ 巧 あ 
していない たの、 フ ブー フットで さない こと 巧 あ ゾ ます。 m; む oSD 
ツち リーたー ドを 挿入し 直す と ご 度 巧いた だ 口る ことち おります 
ヴ、 その microSD ジ モリー ウート •な FOMA ヴ ポート 巧を となって し、 
ないた め、 データ ① 保存 や コビーな どの 巧な はいたし な 巧ます。 

•  microSD 夕 ち IJ— たー ドの 里! 造 式一 む や琶备 などに ついて 13； 

げ P.27 己 


microSD リーダー ライター として 使 

<USBr&-4^SX> 


FOMA 箱 末を FOWA 巧霉巧 能が US 艮 接続 クー フル 01/02( 則壳) で パ 
ソ コンに 接続し、 パソコン 巧 5m わ roSD ソ t リー むードの デー タの綺 
み这 みた » ぎ应 みを する こと 巧で きます。 


通 這をード 

パク ット适 宿、 64K デー タ适值 、デー タの 送受 毎 
(0 巨 EX 〜 适僖） を するとき の 亡ードです 
[げ  P*372)。 

rmcroSDt  — ド 

microSD ソ亡 、J  — わー ドの デー タを 試み 化み/ 
•き应 みする ときの モードです。 

カスタ ムメ ニ ューで [LifeK け] [microSD 营 巧] 

[USB モードを を] 

• た スタム タニ ユーの [錠ち] な 5 は： [—巧 設定!  ►  [USBt-KIft 
巧] 
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• 摸 巧 3 〜 4 を 巧 C 巧った とき; 巧受 画面に [us 己 亡ード おを] 表 
神 こ® 

•  FOMA 通® 投ちフ アイ ルを インストール 巧みの パソコンと 浸 
続した ときの み、 山 SB 亡ード 設 ち] 巧 表 巧 さ のます。 

2  [microSD モ— ド] [はい] 

3  FOMA 巧電巧 おが USB お 巧ヶー ブル 01/02 の FOMA 
巧 ま 側 コネクタを FOMA 巧 ホの 外部 巧 巧 巧 子に 差しる 

む (n》 

4  FOMA 巧電巧 能が USB 接 巧ケー ブル 01/02 の バソコ 
ン側 コネクタを パソコンの USB コネクタに 差し込む 


适巧 モード C 戻る とぎ 

• 通运 t— ド じ 夏る E は、 巧の 2 通りの 万を 巧あります。 

■ いすむ 巧の ポタンを 巧す ► [ない] 

■ パソコンな 5F0MA 巧 笔ち能 巧 US 目沒 病クー フル 01/02 を 助 
りかす ► 約 90 抄 、巧ち 操作し なし、 


•  FOWA 靖 末を m に roSDU- ダーライターとして 利 巧す る C な、 巧 
の 後 器ヴ化 愛です。 


項目 

おお  •国 

接続 クー ブル 

FOMA 巧霉 おおが US 日 接続 ク— ブル 01/02  (別 
壳） 

バソコ ン 

FOMA 巧 霉巧能 巧 US 日援 続ヴー ブル 01/02(8!) 
売) 巧® 用で きる US 日 ボート （Universal  Serial 

Bus  Specificatton  Rev 1.1 ち掛) 巧 往巧巧 能な バ 

ソコジ 

娜 OS 

Windows  200 0、 Windows  XP、 Windows  Vista 
(い ザ 打ち 日本 昆 お） 

♦  FOMA お 末と バソコ ンヴ 正し  < 接 病 さむて い g: いとぎ は、 データの 
送 愛值ヴ でさない だけでなく、 データ 巧 失わむ る こと 巧 お U ます。 

♦  FOMA 脯 末の 辜 进萬さ 巧 ほとんど 残って いないが おや 電范 切; n •の 
が® では、 データの 送受 售ヴ でぎ ない だけでなく、 データ ヴ 巧む n 
る こと ヴ あります 。バソコ ンの霉 源 C ついて ち植紹 して  <だ さし、。 

♦  microSD モー ドへ ① 巧り 客え 中 や microSDt- ド 中は mi な oSD ジ 
モリーた ー ドを 巧ヴ ないで くだち い。 デ ー 9 巧 壊む た U、 正常 じを 
作し SC なること ヴ あり ます。 

♦ データの 試み 泣み/さき 边み 中は FOMA 巧 羣窝お 巧 US 目 沒続ク ー 
ブん 01/02 を 巧なないで < ださい。 データの 送 愛這ヴ でぎ ないだ 
けで なく， データ ヴ 巧む n る こと 巧あります。 


microSD 夕 ちリー りードを 做で 巧 器で が 用した ときな、 microSD タモ 
リー 0 — ドの 营理 巧番を 更新す る 必要 巧 あ U ます。 

1 カスタ ムメ ニ ユーで [LifeK け] [microSD 营 巧] ►[营 
巧ち 巧の ちが] 

2 巧 目を 港ぶ® (くり 适し 可け® 1 [はい] 

♦ 囚は 違が、 □ぶ おがの が 巧です。 

♦すべてを き 巧； [をて] ►[はい] 


• 電ぉ残 备ヴか K いとき は善廷 情報を きがで きま だん。 

•  microSD ソ t リー カードの をき 客呈 巧ない ときは、 营理巧 窜を更 
巧で きない こと 巧 お レ J ます。 

•  FOMA 歸 末で 鲁捷巧 库をま 巧し ない と， microSD ソ t リー ウード 
巧 正し  <お1 乍し ない こと 巧 あ U ます。 

•  microSD ソ t リー カード 巧の ファイル 致 や デー タ备区 よっては、 
营理请 帝の 更新 巧完 3 する まで 時 国 巧な なること 巧 あ U ます。 

• 营理巧 帝の 更新を 巧 ラと、 GIF 画 ま、 を! 画、 [その他 画 ま] 巧の デー 
夕、 [7 んチ ディア] 巧の データの タイ hO レ 名は 消去 まむ ます （才 
リ ジナル タイトルの 巧いた i 亡ー シ ヨン、 夕 □ディを 除 <)0 
• 更巧 やは m ゎの SD:>^ たリー わー ドを 巧なないで くだ ミし、。 

• 更新 やじ 巧の 巧 能は ごが 巧に なれ まだん。 

■  I ァブリ  ■ 爵止画 ，を 画适を  ■ バーコード リーダー 

■ 巧 外場 受请  ■  SD スー ディブ  ■ ブリント 指定 (DPOF) 

■  microSD ク: 亡リー わー ドの ク: モン 话紹 
■ 各 « 能 巧 5 ① microSD データ 参 目, 目 


デ— 夕 表示/！！ ま/ 芭巧 _ 


2 的 


バソコ >gsc どで 作 巧した デー タ去 FOMASi ホ 五 gB 

する くィバ b 卜： > 


パソコン などで 巧 巧した デー タを mi な oSD ジ たリー たー ドを 提 由し 
て、 FOWA 端末で 宿提 できます。 

I カスタ ムメ ニ ユーで [LifeKit]  [microSD 营 巧] [イ 
ン ポート] 

2 デー タを 塞ぶ© 

• 通常の データ 溪< でと 同禄 C、 サブ タニ ユー ヴ 5 データの 削除、 コ 
ピー、 请蒂 表示な ど 巧 巧 巧で きます。 

B  か ikwa 

• 巧 2048  X 獲 2048 ドッ h* を 超える 房 止 画 (JPEG/GIF) な 表示で き 
ない ことな お U ます。 ス さな 画 復 は、 画 寒 一黄 用の 画を を 表示す る 
ことち 史 U ます。 

♦ 巧の よ ラな > ルは、 添付 ファイルの 一部 または 全部な 削が さ n 
ます。 

■ 硫巧ファイルの合おヴ2^バイ トを超をる;>^ール 
■ 娇巧 ファイルげ 含 か11 件 L 式 上 添が ちむ ている >： ー ル 
♦ インポー h* フ ブルダの デー タ にごいて な、 巧の よ ラな ファイル 香 
の 制限 ヴ あります。 削 限を 超 亥て いる データは 表示 まむ ザ、 イン 
ポートで ぎ まだん。 

■  PIM デー タ 、を 止 画、 j ちーシヨ ン、; □デイは、 きち •半角を 巧 
わす 228 文す W 巧 (拡張 子を おく） 

• ファイル 香 ヴ英か 又す で 8 又すな 下のと きは、 インポー トフ ブル 
ダでは 巧スス すで 表示 •イジ ポート ミれ ます。 

♦ バックアップ デー タを インポー トフ ブルダに 入れる と、 デ ー 9 巧 
の 巧 初の 1 件の みを 表 巧し ます。 

• インポー h* フブ ルタ 巧 SF0MA 箱 末 巳 データを コビー する 适 含、 
ファイル S に特 巧な 記呈か カタで ナヴ 含ま 打てい ると きは、 コ 
ビーで きない こと ヴあ ります。 
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尽 -タボ 

I 巡 _ 


ッ クス •メディア ツールを 管 


データ ポッ クス、 y ディア ツール 巧 じ 保 香され ている データを 营 
理 する ために、 フ ブル ブの巧 成/削が や デー タの移 お/〕 ピーな 
どヴ できます。 

• そ〇ぞ 打の データを 营谨 する ため I こ、 巧の 揉 巧げ できます。 


〇; 操作で きます。 
x; 操作で きま だん。 

XI 笔子コ 5 ック のみ 揉 巧で きます。 

《2 電子を 賽 / 電子 辞 » のみ 揉 作で ぎます。 

• デー タポッ クスの ミユー ジック じつし、 て はげ P,308r ミユー ジック 
ブレー わ 一で 音 装 データを 再生す る」 


■ ューザ フォルダを 作ぶ する く フォルダ 巧 巧 作ぶ > 

• デー タ ボックスでは、 各 デー タ種别 こと C 最ス 20 涵のコ ーヴフ マル 
プ をが 規 作成で さます。 

• マン 乃 •ブック。 ー プーで 巧、 R 义 397 個①フ ォルグを 作 巧で きま 
す。 [7 ンガ] フス ルプ じついて な、 フ 7 ルタの C ミ 51 こ吊义 999 個の 
フプ ル ダを 作成す る こと 巧で きます。 

フォルダー»函旧で©>  [フォルダ 管理] [フォルダ 
巧規作 巧] 

2 フォルダ をを 入力 © 

•  microSD ツ亡 U- 力ードの C ユーヴ フス ルブを 巧な するとき 
な、 巧 成す るフプ ルタの 樓 類を 遵 巧し ます。 


• デー  9 ボックス 巧の フブル ダ 香は をち 9 です (半角 18 ス す） まで 入 
力で ぎます。 

♦ [移 巧 巧 お コン テン， ジ] フ ブル ブ 巧の フ ォルタ 名は、 を 負 10 文す (半 
ち 20 文す) ま で 入力 でぎ ます。 

•  7 ンガ •フック リー ター巧 ①フ マルタ 香は、 きち •半角 64 ス 字まで 
入力で ぎます 。ただし、 [7 ン 巧] フ ォルプ 巧の フォルブ 香ぶ、 を 角 
1 〇スぞ (半 貪 20 文す) ま でです。 

■フォルダ をを 編集す るく フォルダる 纏 誰 > 

ユ ーザフ ブル ブ名 および [移 巧 巧 お コンテンツ] フ ブル プ 巧の フ ブル 
ダ 香を 変き する ことなで ぎます。 

フォルダを 進ぶ，®  t  [フォルダ 宫 巧] ► [フォルダを 
讓 集] 

2 フォルダ をを 巧 集© 


■ユーザ フォルダを 巧 おする <w 除 > 

, ユーザ フォルダを 遵 ぶ®  ► [削除] 

2 削な 方法を 進ぶ 

♦ 〔フォルダ 1 件 削 巧〕 

• 〔フォルダ « 巧が な] ►フォルダを 萬ぶ®  (く り あし 巧》 ►巧 

-  7 ン巧 •プック リー プーのと き： [フォルブ 違 巧 削 時 a  ►筛末 暗 
註 番号を 入力 ►  ®  ►フス ル ダを まぶ® (くり 返し 可） ►  ©  ► 
[はい] 

[を 件 巧 お〕 

〔を 件 期 巧 （フォルダ 巧)] 

[を 件が 巧 （フォルダ 消)] 

3 巧 ホ 暗証番号を 入力 ©  [はい] 

巧 

• フ 7 ルブ 巧に 巧受 画面 や 看 « 音 などの 各樓 機能 I こおを ち 〇 ている 
デ ー 9 ヴ保 巧ち 〇 ている ときは、 フス ル ダ 削 おでき まだん。 

• お賣い 上げ 時 C 登 緑ち むてい る デコ ジ画运 を 削除 後 C を ラー 度 ご 
利 巧 じなる ときは、 I  Menu 巧の ヴ イトに H-MODE] な 5 ダ クン 
□  —K でぎ ます (げ P：344)。 


■タイ トルを 編集す るく タイトル 屬集 > 

• タイ h* ル S は データー 黄な どで 表 巧され る 香 前です。 


1 データを 進ぶ、®  ► [データ 活 案] [タイ トル お 集] 

♦ ビ デス、 キ ラ霉 、きじな え ツールの とき： データを 遺 巧 ►  ©► 
「々イ トル 漏き 1 

♦ 霉 さ〕 ミックの とき: データを 違ぶ ►©►[タイ h* ル お ま] ► 
[タイトル 編集] 

♦ デー タ じよって は [タイトル 病 集] を 這 巧した あと、 [直接 入 
力]/ [プリ ジブ ルタ イトん C 房す] を 這 巧し ます。 

2 タイ トルを お 集© 
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• タイトル 餐 はを 負 2 日夕ぞ (半 負 50 文: す) まで 入力で きます。 ち だ 
し、 I  t ー シ 3 ン はを 負 18 文す (半角 36 文: す) まで、 霉さコ 呈ック 
はを 角 31 文す (半 負 S3 文す) まで 入で できます。 

■ファイル をを 画集す るく ファイルる 纏 誰 > 

• ファイル 香な デー タを i たー ド 式ー ル I こ硫 巧して を值 するとき C 
毎 用ち むる 香 前です。 

データを 落ぶ，®  t  [データ 巧 集] ► [ファイルを 編集] 

• 霉 さち 養/電子 爵需 のとき: データを 違ぶ ►©►[ファイル 香 
編爲 

2 ファイル をを 編集 © 


• ファイル S は 半 貪 3 日 スぞ まで 入力で きます。 

• 霉 さま 毒/ 霉す屏 •の ファイル 名な、 全ち •半 ち64 スぞ まで 入で で 
ぎます。 

♦ 半ち 8 又す W 巧の ファイル S およ U 拡張 子の 巧す は、 半 貪 小文字 
ヴ 半角 ス又ぞ E 変わる こと ヴお IJ ます。 

♦ [プリ インストール] フブ ルタ 巧の データな ど、 データ C よつ では 
ファイル 餐を捐 集で 安ない ちの ちあります。 

■データを 化べ なえる  <  ソート > 

巧リ イビ クチ わのと さ 

1 データーち 画面で©  [マイ ピ クチャ 設 を] [ソート] 
2 ソート 方 ミ まを 道ぶ© 

♦  microSD ジち リー 巧ード 巧 デー タの ファイル おおを 変き すると 日 
時 巧 揉ヴき 巧ち 〇 るた め、 巧 里 表示の 保存 日時で 表示ち 〇 る 曰 時 
と 日 巧!* で ソートした 洁果巧 一致し ない こと 巧あります。 
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■データを 別の フォルダに 移 巧す るく 移 《> 

1 データを 進ぶ®  ► [を 巧/ コ ピー] [ち ft] 

♦ キ ラ笔、 7 ン巧 •プック IJ— ダー のとき： デー タを遵 巧 ►  ©► 
愼 断 

• き だな え ツールの とき； デー 9 を遵巧 ►巧^  [巧を] ► [谗 を] 

2 おな 方法を 選ぶ 
- 〔 1 件を 巧〕 

[ち 巧 移 》〕 データを* ぶ© (< りおし 巧） ►  © 

【フォルダ 巧を 件を 動〕 巧 末 巧な 番号を 入力 ►  © 

3 移 » た フォルダを 遵 ぶ© 

♦ データの 璋を 中に 國 やら} を 巧す と、 中止を 巧す ソツ tz— ジ巧 
表示ち のます ヴ 、移を 処理な や 止さむ まだん。 


•  7イビクチt^夕□ディ、7ジ巧•ブックlJ— ダー の[プリインス 
トール] フォルブ 巧の データな 移動で きま だん。 

• ユーザ フォルブ 巧ない ときな 移を! でき ま はん。 

• データ ボックス ①塌 含、 ユー ヴフ ブル ダヴ S 元の フ マル ダへ 移動 
するとき は、 1 件 移 おしなで ぎません。 

• 移 B 巧フ ォルプの お 乂な寫 件数を 超を る データな 移動で きま だ 
ん。 microSD ジ ち リー た-ドの 保 毎件賓 [について なげ P.278 

•  microSD ソた IJ 一 わ ー ドの [7 ル チ メディア] フブル ダ 巧の データ 
は [カィ ラフ プル ダ] I こは 移を でき まだん。 

■ 資巧请 巧を* 示す る  <  情 示〉 

1 データを 進ぶ •©  ►[巧 « ま 示] 

• 巧咨 表示 画面では;®  ► [倩番 表示] 


• 表示 さ n る巧潭 な、 データ によって異なります。 
• ヴ ポー h* ブックの 请虽は 表示で さま じん。 


■ 巧 止函ゃ » 面の FOMA 巧 末 かへの 化 力を が 巧す る 

く ファイル お 巧〜 

データを 塞ぶ 卜 @  ► [データ 活 集] [ファイルが 巧] 
2 設 をを 楚ぶ ► © 

• 摄影 また 13 お 集して、 直接 保存した データ C のみ 設定で きます。 

■デー タを 削除す るく 《»> 

1 データを 選ぶ I、 ®  ( [讲 除] 

2 削 お 方法を 進ぶ 
> 【1 件が お] 

【爱 巧が 除] データを 旁ぶ© (< りちし 巧） ►€) 

【フォルダ 巧を 件 m 除] 巧 末ち な 番号を 入力 >0 

3  [はぃ] 

• 巧受 画面 か看径 音な どの 各 樓巧能 C 設をさ 〇 ている データは、 

フ； r ルグ 巧を 件 削除で 削除で きま だん。 

♦  7 イビ クチ 尸、 夕 □デイ、 アン 方 •フック IJ ー ブーの [プ U インス 
トール] フ マルタ 巧の データは 削な でさ まだん。 

• お 勇い 上げ 時 C 登録ち ri ている デー タを 削踪を C ち ラー 度 ご ネリ 用 
C なるとぎ は、 i  Menu 巧の サイト [SH-MODE] 巧 5 タウン □ー  ド 
でさます （arp.344)。 


FOMA 銷末 (本が)、 microSD;> (亡 リー 万ード、 FOMA ウード じな 存さ n 
ている データの 宮备わ 空き 客 量な どを 表示し ます。 

1 カスタム メニューで [設定] [一 沿を を] [巧 設] 
[メモリ 巧 揉] 

♦  FOMA 處末 (本 巧) のソ たリ お提や ご、 化の « おの  毎 巧が 

巧を 表示 するとき は、 〇 を 巧し ます。 


FOMA 節 末 (本 術 


を \ 


m に roSD ク^た リー 
ゎ-ド 


FOM 

H0 

を6 巧 


WF 


〇冉 


FOMA 力ード 


• 電巧饭 な スクジ ユール、 ToDo の 登録 件を な シークし ッ データを 
含んで 表 巧 さ 〇 ます。 


の® 用げ 巧を 巧密 する  <  タモ 
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データを 保を するとき I こ 式 t リヴ 足りな < なると、 上» きお お 画面 巧 
表 巧 さむ 不要な データ 巧 ファイルを 削除して 巧 巧で さます。 

上書き 巧巧函 面で [はい] 

2 データを 塞ぶ© (くり 运し 可》 ®  [はい] 

• 因は 違が、 □はお おのが 寒です。 

♦ ジモ IJ の 確保 « 態 巧 100% じなる まで データを 這 巧し ます。 


ホ か 巧み 


r ホか綜 通信に ついて 

巧み 爲适這 巧 おを 运 をした 化の FOWA 節 末な どと、 デー タを をき 
信す る こと ヴ できます。 また、 i アプリと 運 巧して、 ホか續 适僖货 
能を 爸 載した « 器と 運 E ミせ たりで きます。 

•  FOMA 锅末① 巧 か 療通值 巧 おは、 IrMC 〜 1.1 規巧 C 宰独 しています。 
た 巧し、 巧を 測の 巧 器 巧 IrMC 〜 1.1 規巧 C 華妈 していて ち、 按 おに 
よっては 送 愛 « できない デー 9 巧あります。 

•  FOMA 銷末① 巧み 綜受运 お 旨 I おぶ び データ ボックス 巧 コンテンツ 
の 巧み 錶送 «ち おは IrSfm が が" 1.0 規 巧に 巧 巧して います。 

♦ホ か 综适® 中な ちみと 同じが お C な U、 适 お、 1 亡 ー ド、 データ 逗运 
など 巧で きま だん。 

• 通話 やは、 ホ か 炼适运 でき まだん。 

• マール □ック 中 か t ルフ モード 中は、 ホみ 禄适® でき まだん。 

• プイわ ル 结僖制 おやは、 電話 喉た 巧ち 看 樓番の 送受 僖巧 でき まだん。 
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iPUiiiM’rinu— 「 - 


•  microSD^fiJ  — 乃ード巧①デー タな送受僖できまだん。5だし， 
microSD ソ モリー乃 ー ド 巧の JPEG 画 毎な 送售 できます。 

•  FOMA たー ド 巧の 霉話曠 なさ 愛 這で きま だん。 

• ブック 7 —ク、 1 亡ー ドク:ー ル、 SMS、 トル々 について 巧 フス ルダ谓 
揉 巧 送僖ち n ないた め、 フォルグを けの おを 巧 反映され まだん。 

•  i アブリ To 巧 化り 巧 ウ 5n た i そ 一h ソー ルの おり 付か 房虽 巧、 
削除 さ ru 送 愛 售さ〇 まだん。 


■  FOMA 巧 ホから ちな できる データ 


宿 お 

1 件 

を 件 

霉話喉 

〇 

〇 

スクジ ユーん 

〇 

〇 

テキス トツた 

〇 

〇 

ToDo の  h 

〇 

〇 

1 亡ード ソー ル、 SWS 

〇 

〇 

ブック 7 —ク 

〇 

〇 

データ ボックスの 画 塚、 i モーション、 ソ □デイ 

〇 

X 

巧 有 看巧窜 

〇 

一 

トルク 

〇 

〇 

• 综ス をを i 亡ー ド辭末 L ソ かの 摄帯笔 結 や バソコ ン K どじ 送值 しむ 
ときは、 正し < 表示ち n ない こと 巧あります。 j  f— ド お 末で ち 宿 
手の 巧ち じよって は 正し < 表示ち むない こと 巧あります。 


電話 «に ついて 

• 巧の « 里 巧ち 运 まれ まだん。 

■シークし ット コード  ■着 イ含音 おを  ■看僖 ランプ おち 
■ 巧替 画を 段: を 

♦ 1 件送运 では、 フルー プ肯 帝な 送 毎ち むま 巧ん。 

♦ シーク し ット登 緑した 電路 帳は シー クしッ h* 亡ー ドを [ON]C 設 
定し S いと 1 件を 信で ぎ まだん。 1 件さ值 した 辑舍 •、シークし ツト 
登绿は [OF 鬥 でを 信 ミ の ます。 

• を 件送售 すると、 巧 有 吾 巧蒂ゃ シークレット 登緣 した 笔記 « ち 送 
值ち むます。 

スケ ジュー ルに ついて 
♦ 巧の 巧蒂 な送值 ちむ まだん。 

■ アラーム 時刻 U みの アラームち 窜  ■ 画を 設を  ■ 違提巧 

■ 視最予 お)、 録画 予 お）  ■ 巧 曰設を 

♦終 3 曰時ヴ 入力ち む ていない データを 受僖 すると、 巧 3 曰 時 C 開 
跑 日時 巧 おち まむ ます。 

♦ シーク しット 登録した スク ジユー ルは シー クしッ トモ ート‘ を 
[ON]  C 設 ちしない と 1 件を 宿で 安 まじん。 1 件 送信した 培 合、 
シーク しット 登録は [OFF] で送值 ミむ ます。 

♦ を 件 送 宿す ると、 シークし ッ ト 登録した スヴジ ごー ルち を值さ n 
ます。 

ToDo リスト じついて 

• 巧の 请 里な ち径 まれ まだん。 

■ アラーム 時刻 U みの アラーム «窜  ■ ま综巧 

■ シーク レツ ト おち 

♦ シーク レット 登録した ToDo リストは シーク レット t  — ドを [ON] 
CSS ちしない と 1 イ牛送 宿で きま だん。 

• を 件 送 宿す ると、 シーク レツ h* 登 緑した ToDo リストち ま值 され ま 
す。 


メー ルに 〇 いて 

• おりが ウ 5n た データ、 雨 巧 ファイル、 保 室メー ルち 送 宿き むま 
す。 添 巧 不可の データは 送请 でき まだん。 

• の 0K バイト を おえる メール 巧、 正し  <  ち僖 できない こと 巧あります e 

函*、 1 モーシ ヨン •メロディ について 

♦送信で きる デー タな JPEG 函赁 .GIF 画を 2 M バイ h， I ちーシヨ ジ 
2M バイ ト 、ソ □デイ lOOK パ イトまで です。 

• ホ 外 お 适运で 画を を送值 すると、 函巧巧 劣化した リファイ ルヴイ 
ブヴ 変わる こと 巧あります。 

• 巧の よ ラな データな 送信で きま だん。 

■  FOMA 節 ホ かな 5巧 得した、 ファイル 制 おありの データ 

■  FOMA お 末 I こお 5 巧 じな) 登録され ている データ 

• データ ボックス 巧の データは 巧み 谋适 信で 送 宿で きない こと ヴあ 
ります。 

•  JPEG 画 赁は育 還 巧 外 錶通值 で 送 宿す る ことなで きます (げ P.262)  6 
所有者 情 « じついて 

♦ 受值彻 でな 電話帳と して 保 毎 ちれます。 

•  2in1 お 用 時は、 加 1 のちード 区 よって 表示 まれる 巧 育き 巧 報 巧 送 
僖ち むます。 

トルカ について 

• 巧の ぶ ラな データは 送值 でき まだん。 

■ 1K バイトを 超える トルた  ■ち 配 巧 不可の h* ルた 

■ 1(XK バイトを 超える トルた (巧 細） ■ネリ 巧 済み h* ル 巧 
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X  [oio]w 隆に 空ぎ 巧ない ときは、 [ooo]w 皆の 空き 番号 I こ 巧 加 さ n 
ます。 


• を 件 受售時 C 上ち さを 透 巧す ると、 該当 巧 おの データな すべて 削 
巧ち むます ので、 ご注意  <  ださい。 

電話 « について 

♦ 1 件受 宿した デー タの プルー プ番哥 3、 すべて [ブルー プ 巧し] 区 
なります。 


巧 お 

1 

件 

を 

件 

巧 巧 頃 巧 

裕 明 《 

電話 娠 

〇 

〇 

電ぉ候 

1 件 愛 毎時: ソ t ン番 
号に 10]  W 隆で一 ま 
かさいを ぎ 番号* 

スクジ ユール 

〇 

〇 

スクジ ユール 

関 お 曰時《 

テキスト ソち 

〇 

〇 

テキスト ジた 

最お慢 正 日時 幅 

ToDoU  ス  1- 

〇 

〇 

ToDoU3h 

期限 川 貢 

i モード ソール、 
SMS 

〇 

〇 

i 亡ー ドク^— ル、 

SMS 

受信/送 僖 / 巧を 曰 
樹慣 

ブック 7 —ク 

〇 

〇 

ブック 7 —ク 

1 件 受« 時: 一香 上 
全 件を 這 時: が 巧され 
た 古い 居 

データ ボックス 
の 画赁、 1 た 一 
シ ヨン、 ベ □デイ 

〇 

X 

デー タ ボックス 
の 7 イピ クチ 尸、 
i  t  — シ 3 ジ、 

夕 □ディ 

該当 フ オルプ 巧① [み 
部 巧 導 データ] フ ブル 
グの 一番 上 

巧ち ま请揉 

〇 

電話帳 

1 件を 毎時; 番 
登に 10]  t (隆で 一 ま 
かさいを ぎ 番号を 

トル わ 

〇 

〇 

h* ルた 

- 

夕 

- 

デ 

る 

き 


ま 

で 

末 


の 
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♦ を 件受运 すると、 ご 黄 巧の 電紀 番号 外の 巧ち 看ち 深は 上 •ささ 
れ ます。 

• 香 前な 未 登録の データを 受 毎した ときな [N0  Name] と 表示 ま: n ま 
す。 

メー ルに 〇 いて 

• 曼妄 巧を 中まで しな 受值 できない こと ヴお U ます。 


• 上図の よ ラに 受宿 測と 送 垣 測の FOMA 銷 末の ホ か 境 ボート 巧の 
20cm 似の ご 巧き さうよ ラ C して  <だ さい。 

• データの 送受 這 巧 おわる までは、 お 豆い の 巧か综 ポートを 向き合わ 
だた まま じして、 を! 巧さないで  <  ださい。 

♦ 直斯 0 ホ 巧 当たって いる 窗巧 わを 化む の 真て、 ホ 外 想 装 巨の 巧く で 
は、 こむ 5 のを* C よって 正常 C 适值 できない こと 巧 おります。 
•ホ 外插 ボート 巧 巧れ ている と 通 這で きに く < なります 。巧む ている 
ときな、 巧つな ない よ ラ C ま 5 巧い 巧で 巧き 取って  <  ださい。 

• ホ 外 综通僖 巧 正常 C できな なった とさは、 統 ける 丹 ど ラヴの 请强画 
面 巧 表 巧 さむます。 [はい] を 這 巧す ると、 や U 置す こと ヴ できます。 
FOMA 辭 末を 巧 ごけて ち ラー 度通值 して  <だ さい。 


•  IrSS 〜通衝 3、 片巧巧 通® のた め、 受值彻 巧 5 の 巧爸を 话絕杠 す’ I こ 送 
运 します。 このため、 を 這 側げ 受け取れな いとき でち 送值 側な 正常 
C 沒 3 します。 


データを 1 件ず つ 送受な する 


削: « 巧 « のとぎ 
待受 面面で® 

2 を 前を 楚 ぶ^©  ► [データ 送な] [赤外！* をち] 

• 巧咨 表示 画面では; @  ► [データ さ运] ► [赤外 综 送值] 

• 愛值 測の FOMA 銷 末を 1 件 受值待 5 状態 じします。 

3 惟 倚 [はい] 


巧 ass  する 


カスタム メニューで [LifeK け] [ホ か篇 受值] [を 
宿い [はぃ] 


mi 


羣話 帳を 受僖 した 場合 

♦ 送 垣 測の FOMA お ホを 1 件 送 毎が 態 じします。 

• き 宿 巧ち が 殺 こなります。 30 柳^の C 送® 側の FOMA 端末な 5 
デー タ 巧を 值 ミれ ると、 白 動的 じき 值し ます。 

[はい] 


ブック アーク を受僖 した 場合、 同じの 客の プック 7 —ク巧 香枉す 
ると きな， 上さき きれる S ①ジツ t  — ジヴ 表示され ます 。[ない] を 
遵 。と、 現 巧の データ じ上審 きち; a ます。 


データを 全 件 送受な する 


全 件 データの 送受 值 にな、 路末 暗証 番呈と 淀 泣 バス フードの 入力 巧 
む 要亿な U ます。 紹記 バス フードな、 ホみ 綜這运 のた めの 專巧 パス 
つー ドです。 送 愛值を 城の る 前に あ 巧き な 4 朽の致 字を みめて お 
き、 送 指 側 •受這 測で 同じ 数す を 六て! します。 


デ— 夕 表示/！！ ま/ 芭巧 _ 


2 的 


-夕 をを 件 巧ち する <♦««»»»> 


例: « 巧 « のとぎ 

待 ま 面面で 毎) ►  © ， [データを 宿] ► [ホ か 持を 径] ► 
[を 件を ち] 

• き 垣 側の FOMAJS 末を 全 件 受垣待 S が賊 こします。 

2 瑞 ホち 証 番号を 入力 ►公 

3 屏 な パ スワー ドを 入力©!^  [はい] 

• 受垣 側で 入力した 提 記/ {ス つード ヒー 巧す ると、 送 垣け 開始ち 
れ ます。 

^rriERi 

•  3 ク ジユー ルを を 件送径 するとき は、 力し シター 画面 または スヴ 
■ルを件ち巧1ごしてウ5溪巧して<だ$し、。 


ジュ 


•を 件 受信す ると、 愛运 しち データ C よ U 上ち きさむ、 登録して いち 
データは すべて 削 おさむます ので、 こま 意  <  だ ちし V 

カスタム メニューで [LifeKit] [赤外** 受信] ► [を 件 
き 信い [はい] 

2 端末ち 註を 号を 入力 ►巧 

• 送值 側の FOMA 銷末 をを 件 送值が おじします。 

3 をち 側と 同じ 誤証バ スワ ー ドを 乂力 ► © 

• 愛值 巧ち が 巧 C なリ ます。 30 砂 政の C 送僖 測の FOMA 蹄 ホ 巧 5 
データ ヴを僖 ち 〇 ると、 自動的 I こ 愛 宿します。 

♦愛 垣の や 止: 受值 やに© 

4  [はい] 


デ— 夕 表示/ « お/ 芭埋 
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I アプリと 連 巧して 赤外が 通信を 巧う 


ミ 巧 中の i ァプ IJ な 5 ホ か 魚适 信を お 巧したり、 ホ か爲适 信な 5 
I アプリを 起 B した U できます。 

•  I アブ リウ 5 ホみ 綜通僖 を 起を する 方葡 こついて な 巧* P.2 17 


i アブリ 起 お 機能を 持つ ホみ »這宿 巧 器な 5 ① 巧み 錶通僖 中 亡、 i ア 
プ U 起動の 僖号 をを 毎す ると、 ソフト を 起 おできます。 

1 カスタム メニューで [LifeKit] [赤外 » 受信] [受 
ちい [はぃ] 

♦ 受值 待ちが 態 じなります。 送 僖側ウ 5  i アプン 起を の僖 登を 受 
运 すると、 ソフト 巧 おおします。 


♦  I アブ UTo お 巧を 麻す しない] 区 鉛を している ときな， ホみ 僚 通 
售ヴ 5  j アブ U を 起動で きま だん。 

♦  I アブ U 巧受函 おとして お 動す る ことは でき ま はん。 

f ホか錶 リモコン 機能を が 用す る 

I アブリの ソフトな 5F0MA 疏 末の ホ か活ポ ートを 利用して、 テ 
しビや ビデ プ など 巧み 综 IJ た コンに 巧 巧した 巧 器を)* 作で ぎ ま 
す。 

♦ホ 外 涼 リモコン お 旨 旨を ネリ 巧 するとき は、 ホ外洁 リモコン 巧 お 亿巧尼 
した i アブリの ンフト を ブつン □ー ドす るむ 要 巧あります。 


ン巧 かを 巧 


巧み 錶リ t コン 巧 861 こ 巧 あした i アブリを をを) し、 FOMA 搞 末の ホみ 
碌 ポートを テレビ かビ デブな どの リ 5 コン 受 光部の 正面 C 向けて、 。 
t コン 揉 巧を 巧い ます。 


♦実 原の 溪イ乍 方 まは j アブリの ソフトに よって 異なります。 

♦揉 作で ぎる 巧*! は、 拘 4  m です (巧手 測の 粮誇や 周 西の 明るさな ど 
E よって 変の U ます)。 

B お 

♦  t ルフ t— ド 中な、 巧み 窝。 t コン 樓 をを 语 巧で さま だん。 

• 巧手 側の 巧 器 C ぶって は、 正常 C 揉 巧で 安ない こと 巧 あ U ます。 

♦ 直射 曰 化 巧 当たって いる 場 巧 やを ボ U の 真下、 巧み 谅装 a の 巧 < 
などで 13、 正常に 操作で きない こと 巧 吏 U ます。 


I  C 适信谋 能を 毎 載した 化の FOMASS 末な どと、 デー タ をを 受信 
する こと ヴで ぎます。 

•  (  C 适值 中は 担み と 同じが 態に なり、 逗 話、 i  t— ド、 デー タ通值 な 
どなで ぎ まだん。 

♦逼 話中な、 i  C 通 僅で きま 6 ん。 

♦  I  C ウード □ック 中は、 i  C 适® でき まだん。 

• 送爱 這で きる データた 各種 □ック 中のを 巧 C ついて な ホ 外 綜适僖 
(げ P.29 のと 同禄 です。 


C 巧语巧 能を お 巧い ■になる ときの ごま g 


♦ 上図の ようにき 僖 側と 送 僖 削の FOMA 蘭 末の Fel に a マー ク （ぶ) を 
重 打 台む 杠てご 利 巧  <  ださい。 

♦ デー タの 送受® ヴ 巧の るまでは、 FOMA 節 末を をな ミないで くださ 

い 一 
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♦巧手の FOMA 規末 C ぶって は、 データを 送愛僖 しじ  < いこと 巧 あり 
ます。 そのと きは、 F が Ca マーク （巧） どうしの 間 巧を 巧づ 口たり 遠 
ぞ けたり するな、 上下 左ち C す 5 して  <だ ちい。 

•  (  C 通值 中な FOMA 筛 末の 着 毎 ラン ブヴ点 巧し ます (i^P.104)。 


データを 1 件ず つ 送受な する 


削: «巧« のとぎ 
待受 面面で @ 


2 を 前を 惡ぶ >  ©  ► [データ 送僖] n  C を 信] [送 
ち] [はい] 

• 巧 客を 巧函 おでは:©  ► [データ 送值] ►  [  i  C ち 毎] ► [送 毎] ► 
[ぶし、] 

3 巧手の FOMA 巧 ホと Fel に a マーク （ぶ） を 重ね合わせる 


-夕を 1 件 空 « する <M> 


相手の FOMA 巧 ホと FeMCa マー ク （召〕） を 重ね合わせる 
2  [はい] 


デ-. 夕 表示 \ 置： >/ 芭娃， 
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データを 全 件 送受信す る _ 

•を 阵 デー タめ 送受 垣 EB, 席 ホ 歴訪 ま 呈と据 記" スフードの 入力 巧 
化 ま C なります。 紹記 パつ ワー ドな， i  C 通 垣の ため ①専巧 パつ 
ワー ドです。 送 登 垣を! 岩め る 前 C あ 巧き ら‘4 巧の 致 字を みめて お 
き、 送 垣 側 •受度 測で 同じが すを A 力し ます。 

例; 電括 « のとき 

1 待ま函旧で@  ►  ©  >  [データを 宿] ►  [  i  C を径] [を 
件を 信] 

2 靖モ 暗証 ま 号を 入力 ►© 

3 巧な バ スワー ドを 入力’©  i  [はい] 

4 巧手の FOMA 巧 末と Fel に a マー ク （召〕） を 重ね合わせる 


—夕 * 上 |1|  •£«!! 


1 待受面 旧で 巧手の FOMA 瑞 末と FeHCa マー ク （•! 苗) を 
重ね合わせる 
2  [はい] 

3 瑞モ 暗証を ちを 入力 © 

4 巧 な パ スワードを 入力 ©►[はい] 

• 受 垣の や 止; 受垣 やに© 


[ボイスレコーダー として 巧う 


FOMA 谎 末を ポ イスレ〕ー ダーとして ネリ 巧で きます。 

• 録音した 音 巧 3、1111ぴ〇50ソモリー0  —ドの[7ルチツデイア]フ7 
ル ダ じ奇ス 400 件 おを できます (録音 時間 C よりな 巧 件を なをむ り 
ます)。 1 件 あたり 最長 狗 6 持 間 録音で きます。 

•  400 件を 超えて 塚 音し よ ラと すると、 錄营 C 巧 巧した 客の タツ t  — 
ジ巧 表示ち n、 ボイス レコ ー グー 巧 巧 3 します。 

• 録音した 音开を 64M バイ h* の microSD ソ t リー ウード C 巧を する 
とき な、 R 長 巧 1 0 時 国な 呑で をます。 

• 録音 拒 群は、 が n.5mJ^ 巧を おすす のします。 

•録音した 音声 13、 i  t- シヨ ンブ し一わ一 (げ P 之 66) で 再生で きます。 


M する 


♦録音を 関 巧す ると、 シたッ ター 音 巧 巧り、 おを ランプ ヴ自 を 的 区 お 
滴し ます。 録音を 巧 3 すると 有を 的 C 消む します。 

カスタム メニューで [メディア ツール] [ボイス レ 

コー ダー] ：>© 

•一時停止/再開:® 

♦厚と:® 

♦ 巧の 場 含は、 吕 動的 C 録音 巧 厚と します。 

■ 残 時 茵表お 巧 00:00:001 こなった とき 

■ 録音 時 国巧紀 16 時間 C 達した とき 

■  microSD ソ たリー 乃ー ドのを き 容备ヴ な < なった とき 

2  [なお 

•録音した 音声の 再生: [再生] 

• 録音した 音 再を 巧リ 消す： 厮 消] ► [はい] 


• 豫 音した データは 、ファイル W おなしの ファイル として 保を さ 〇 ます e 
• 録音 やに FOMA 端末を 頭 じて ち 録音な お 続ち 〇 ます。 

• 録育や C 笔お 巧な なって  <  ると、 録音 巧 自動的 じ 厚 止し、 霉 おに 化 
る ことなで ぎます。 通 結 終 3 を、 保 运植捉 画面な 表 示さ 〇 ます。 

•  1,1 -  ソ 

7  •タ ボツ クスの フ ァイ ルを を 巧す る < デー タ B0XS 示 二 
ボイスし コーブ ー画 面で©。 [デー タ BOX 表 巧] 
t ルフ タイ 7 —を設 をす る <t ル フタ イマー 

ポ イスレ コープー 画面で©:  [t ルフ タイ 7— ]  ►fe ル フタ 
イ 7 — 時間を 這ぶ >© 


デー タ 表示/!! 業/ 芭巧 _ 
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電子* 巧/電子 巧 害/巧 子 コミックを 
表示す る 


microSD ツ モリーカード じ 保 香 さ： n ている 霉字誉 培/巧ろ 巧磬 / 
霉タコ 5 ック を、 FOMA お 末で 表 巧で きます。 

• 閲臭 する ファイルは あ 色な じめ microSD ソ t。一 万ー ドの ¥BOOK 
フ ブルダ CS いて  <  ださい （巧" P.276)。 

• 一 臭 画面に 表示で きる のは 奇ス 400 件です。 

• 霉 子ち 薄、 霉子コ 5 ック などは、 ヴ イトな どヴ 5 グクン □ー  ドで き 
ます (げ P.15S)。 

• ぉ賣い 上げ 励 3、 FOMA お 末 (本が) C ヴ ボート プック、 ONE 円 ECE 
(笔 子〕 ミック） 巧 登録 ミむ ています (「ONE  PIECE」 贷尾迈 栄一郎 
き/案 巧 社)。 [プリ インストール] フ 7 ルタ 巧の ファイルを こ 巧 巧 
C なるとき な、 m たの SD ソ ちリ ーなー ドは 必要 ありま だん。 

カスタ ムメ ニ ューで [メディア ツール] [マン ガ •ブッ 
クリー ダー] 

2 デー タを 選ぶ© 

• パスつー ドヴ 必要な とき： バス フードを 入力 ►© 


• 表示で ぎる 電子 » 養 など ①拡爱 子な 巧のと お U です e 


霉 子ち 養 

r.zbfjr.zbkjr.txtjr.textj 

霉子屏 » 、霉子 コ 5 ック 

「•zbf」 

♦前回の 閱 K 時に 四を 押して お 3 した データを 這んだ ときは、 が 3 
時 ご 表示ち むていた ぺージ ヴ表巧 ミむ ます。 


♦ 前回の 閲旁時 E 因を 件して 轻 3 したと きは、 マン ガ •フック リー 
ダーを 超 おする と 自動の C 終 3 暗の ページな 表 巧ち 〇 ます。 ただ 
し、 文す 試み 巧 U な 5 おを したと きわ、 巧 受函面 巧 5 ヴ ポート プ ，ジ 
ク&起 おした ときな 表示され まだん。 


デ： 夕 表示/！ /哲理， 
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• データ C 埋め 边ま む ている 音 库ゃ函 运じ よっては、 こ ネリ 巧に なむ 
ない こと ヴお U ます。 

♦ 霉さ •黄な どには、 閲 S 回数/商 K 巧 眼/ 閲 H 巧 括の 巧ち 制限 巧設 
定さむ ている をの ヴお ります。 こむ 5 の データを 表 巧し よ ラと する 
と、 宿陆; ソ t ージヴ 表示ち のます。 巧 客を 活紹 して <  だ さし、。 


■内容 表示 やの ボタ ン« 作 


巧を 移 あする 

巧を 進の る 

0/0 

巧を g す 

0/0 

ページ 表示 画面で 画面を スク □ー ルす る 
(霉子 コミック のみ） 

〇 

コ 7 表 巧 画面で コ 7 を 移 お す 
る (羣子 コミック のみ） 

コマを お のる 

0/0 

コ 7 を 房す 

0/0 

摘 か (羣さ コ云ッ クの ぺージ 表示 画面の み） 

の 

コ 7/ ページ 切 客 (電子 コミック のみ） 

の 

お ス (羣さ コ云ッ クの ページ 表示 画面の み） 

〇 

巧 ページを 表示す る 

@ 

前 ページを 表示す る 

® 

$ 勇 ページを 表示す る 

®  ► [移動] ► [巧更 

へ] 

表示した ページを* C* る (属 歷ヴ あるとき J 

一 宾函ぉ C 房る 

画 または [移を] 

► [リストへ] 

フス ル ダを 切り替える- •巧 ホフ ご  ； ：*： 

巧 スタム タニ ューで [y デイ アツール] ►  [7 シ巧 •ブック リー 
ダー] ►©  ►该巧 フ ブルダ 切 留  >  フ ブル ブを這 巧 ►  A 


表示 中の ぺージ 巳し おりを おを する  <  しおりを はさむ > 

巧宮 表示 画面で© ►[しおり 設 を] ► [しおりを はち お]  > し 
おりを 道 ぷ>® 

お定 しを しおりへ 巧む する くし おりへ 巧れ > 

巧 客き 巧 画面で©  ► [しおり 教 巧] ► [しおりへ 移 B]  ►しお 
U を 這ぶ >© 

現在のを 巧 位 ■を お 捉す るく 巧ち 巧》 みが- 
の 宮 表示 画面で®  ►  [規巧 位 ■お 紀] 

• 樓提お 3:0 

目 巧な 5 ぺージ を 表示す る  <  目巧ン 
巧宮 表示 画面で©  ► [おを!]  ► [曰 巧] 属目を 适ぶ ►  €) 

11 をの ページを 表示す る <*をへ- 
巧 客 表示 画面で©  >  [巧を!]  ► [最後へ] 

を 巧 I こがす る 位置を％ で 指定して ぺージ を 巧 13 する 
<« 指を 巧 11)> 

巧 客き 巧 画面で©  ► [巧 お] ►  [% 指を おな] % を 入口  ►  @ 
文す を コピーす るく 文す 列 コピー • 

巧宮 表示 画面で©  ► [文字列 コピ ー ]  >  运 巧の 文ぎ を 這ぶ ► 
©  ►最 をの 义 ぎを 這ぶ ►€) 

文す ヴイ 3 を設 をす るく 夕ぞヴ イブ おを > 

巧 客き 巧 画面で @  ► [表示 設 を] [文ぎ ヴイ 3お 定] ► 义字 
ヴイ 3 を 透ぶ ►© 

が •き/巧 書きを 切り替える 、ぉぶ 巧更> 

巧宮 表示 画面で©  ► [表示 設 を] [蹤宿 おち] ► おちを 道ぶ 

►  0 

ルビ (ふり ヴ な) をを 巧す る  <  ルビ 》巧> 

巧 客き 巧 画面で©  ► [き 巧設 を] 卜 [ルビき 巧〕 ►  [ON] 


巧 さ コミックの ページ 表示 庭 面で 面面を 拡大/巧 小す る 
< 拉义 小 > 

巧 客き 巧 画面で @  ►  [7 ンガ 表示 設定]. [拡 ス] /[ちか] 
巧ろ コ S ック のコ 7 表示と ページを 示を 巧リ 客え 5 
<コ7/ぺージ巧替> 

巧 客き 示 画面で @  ► 巧 ン方 表示 設 巧い じ 7/ ぺージ 切き] 
音 ■を 菊 節する < 育 もを ょ < 

巧咨 表示 画面で @  ► [音 ■設定] ち ■を 透ぶ ►  © 

巧ろ コ 5 ックの バイフ ■し ータを おを する 
•、 •イブ レー タ投を > 

巧 客き 巧 画面で @  ► [バイブレータ 設定] ►  [ON] 

表示 中の お 巧を 設定す る < バック ライ ト巧口 時 

巧 客き 巧 画面で 巧) ►[バック ライ トな打 時 商] ►設 をを 這ぶ 

►  © 

巧 连お巧 5 だ 

表示 フォルダ 切替 じついて 

• 巧 帯ち 番捕 末な ど、 FOMA 歸 末!^ かで XMDF おすの 霉子塞 尊を 
利 巧して いたと き I こ、 その 羣さ » 薄の 入った フブ ルタを 表 巧で 
ぎます。 

• 巧 巧ち ri ていた 摄を请 巧强末 I こよって な、 フ ブルダを 表示で 安 
ない こと ヴお ります。 

しおりに ついて 

• 電子 コ 5 ックの ページ 表示 画 おでは、 [しおりへ 替 お]、 [移を] は 
遺 巧で きま だん。 

♦ 1 怖 C つ ミ* 乂  2 個 (巧 ス 10谓) のし お リを設 をで きます。 

♦ 11 冊 目の しおりを 設巧 するな 自 E しお リヴ 鉛を ミむ ると、 一を 
古いし ありまた は自 おしあ リヴ 削 おきれます。 
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巧 连お則 5 せ 

•  7 ンガ •フック リータ ーを塔 3 すると、 » を C 表 巧して いた ぺ一 
ジご [自 おし おり 1] ヴ投 をされ ます。 

巧 C 同じ 電子 さ窝 などを 表 巧し、 綻 3 した 場 含 I3：、R 後 C 表示し 
ていた ぺ ージヴ [自 あしおり 1 ] におち さむ、 前回の [有 動し おり 
1] は [自 お しお リ 2]C 紙ち ミむ ます。 自動し ありは、 1 冊 じつ 
き » ス 2 恼 (巧 大 10 冊) まで 設 ちち n、 古いち のな 5 目 動的に 消 
去ち むます。 

♦ バスつー ドけ お 巧 ミむ ている デー タ は、 自動し あり 巧 表示で き 
ま はん 0 

文字列 コピーに ついて 

• 一度に コピーで き る 又す 数な， 最大を ち20 スす (半角 20 スぞ) で 
す。 

♦ コピーで ぎない 夕ぞを 友 t) ます。 

• 霉さコ 吉ック E ぶって は、 文: す 列 コピー ヴ できない ちの 巧を U 
ます C 

文 宇 サイス 垃定、 ««» を、 ルビを 示に ついて 

♦ データ 区よ つてな、 表示を な) LJ 替える こと 巧で きな いちのや、 表 
巧の 投 をな 指を まれて いるち のヴ面 U ます。 

• 霉さコ 吉ック のの き 出しの 中の 文字な 画 房です。 スすヴ イブ » 
おやが 宿き さち、 ルビ 表示は 巧 映ち むま だん。 

♦ ヴ ポート フックは 游街設 ちじ 巧 巧して いま 巧ん。 

♦ データ じよつ て ルビの 有無な 異な U ます。 

巧大 / 巧 か、 コマ/ページ 巧ち じついて 
♦ 霉子コ 5 ックの コマ 表巧函 面では、 にス; / 活かは でき まだん。 

• 霉さコ 吉ック C ぶって は、 コ 7 表示/ページ 表示を 切り 普え で 
ぎない ちのけ あ U ます。 
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の向〇50>{たリーカード1こ煩字した電子揖»で、 入力した 巧 語を 検索 
して 調べる こと ヴ できます。 

• 霉子巧 » 巧 下記の シ わーフブリ ジブん ヴイ ト 「Sharp  Space  Town」 
でご辑 入いた だけます。 
htt  な// WWW  ぶ  pace  town.  ne.  j  d/ 

カスタ ムメ ニ ューで [メディア ツール] [マン ガ •ブッ 
クリ ー ダー] 

2 電子辞書を 選ぶ © 

3 入力 おを 遥ぶ毎 
4 用語を 入力；© 

5 巧 語を 进ぶ ►© 

B か I 田 £ 

• 苗屋は 255 スぞ まで 入力で きます。 

JOO  3 

カ ゴラで 文す を玩 み取コ ておちす る<ス す 巧み 巧リ—‘ 

巧琶 き 示 画面で 入力 W を道ぷ ►  @  ► [又 字 损み取 U] 

•で 字の 読み 巧り 巧を C ついて l3；0"P.14ir 又す を玩み 取る」 


電子 害籍 / 電子 巧 害/電子 コミック 巧 
の 情 巧を 巧 巧す る 


Phone  To(AV  Phone  To) '  Mail  To.  Web 
巧 巧す る 


霉 さを 菁 などで 反 お 表示 さ 0 た 文す 巧 或 (霉詰 空 号、 タール アドし ス、 
URL など) や Phone  To(AV  Phone  To)、 Mail  To、 Web  To 巧 能 巧 珪の边 
まむ5歷赁をが巧して、霉話舜僖やツールを毎、ヴイ ト接統巧できま 
す。 

内容 表示 画面で 電話番号 ゃメ ールア ドレス、 URL など 
を 進ぶ © 

• 函窜 のとき: 画 毎を 違ぶ ►©►[リンクへ 移動] 

2  [はい] 

• 笔話 お® や ソール 送 這、 ヴイ h* 接続の 摸 巧 巳つ いては 巧^ P.1 己已 
「反 お 表示され た 巧 或を 利用す る J 


♦ 霉 お 番号 やべール アドし ス、 URL ヴ 表示 ミ むてし、 てち、 霉き 舌ち 僖や 
式 ー ル送售 、ヴイ ト 接続び できない こと 巧 あ U ます， 


S を 表示す る 


文: す 列た 画 毎 じ别① ページの リンク 巧嚴ヴ 泣ち さ 0 ている ときは、 そ 
① ページを 表示で きます。 


内容 ま 示 画面で 文を 巧ゃ函 巧を 選ぶ © 


§||面/盲ホ6巧生する 


函ま CIS 画/音 痒の 情 虽ヴ設 巧 まむ ている ときは、 を 画/音声を きま 
でぎ ます。 

1 内容 表示 函 面で 函 巧を 楚ぶ ' 01  [巧 面/音 青の 巧 
生] 


する 


内容 ま示函 面で 义ぞ列 や 画 巧を 惡ぶ 

. 文を 巧を 苦ぶ 

宙 なを® ぶ.®  ► 〔マスクの 切 «] 


/， モ 巧/ 


霉さ«諾など1こ表巧ちむ5を止画を、マィピクチた巧の[0ソラ]フマ 
ル ダ C 保存で ぎます。 

♦画赁 保存 件資 [な、 奇大 1000 件です。 式 亡 リの度 用 お 抑 こよって は、 
かな <なリ ます。 


内容 ま示函 面で 静止 面を 塞ぶ 
録] 


©►[ マイ ピク チヤを 


1  也 

•  PNG お 巧な ど、 保吞 できない 函赁ち お U ます。 

• すべて 著作 得の ある 画运 として 保 毎 ミれ ます。 m わの SD 夕 t。一 
方ー ドへの 保を か、 ジールへの 添 i すは でぎ まだん。 
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巧 巧した 画 あを 巧 刷す る 


DPOF (デイ ー ポフ： 「Digital  Print  Order  Format」 の 略 和） とは、 デ 
ジタ ル々 ラで 握 おした 静止画の プリント 指を おすです。 FOMA 
描 末で 復 おしち mi な oSD イ ちリー でード 巧の 静止画の やな 5、 プ 
リントしたい 静止 面と をの 巧な を 指定して おけば、 DPOF 巧応の 
デジタルた 式 ラ プリント ショップ や プリンタで 、指を したち 话 I こ 
ミ 白って プリントで きます。 

•  microSD>：t リー 乃ード C〕 ビー できる JPEG 画 叙 3、 ヴ イトな ど 
巧 色 ダつ ジ □ー  ドした 裔止 画で ち ブリン [-できます。 

• プリント 時①溪 作な ど、 資しくな、 ブリン h* する 稽 器の 巧 抵說巧 » 
を 参 おしてく ださい。 

•  DPOF 巧 まとなる フ ブルダは 巧のと おりです。 保存され ている 稳止 
画 (DCF 幸 拠 JPEG) 巧 DPOF 巧 象 ファイル となります。 

■涅お 挣止画 用 フス ル ダ  ■ ューヴ 作成 フス ル ダ 

■ 化の 樓證で 作成した DCF を 独フ ブルダ 


カスタム メニューで [データ ボックス] [プリント 指 
を (DPOF)] 

• すでに 化の 樓 器で 段: をした DPOF ヴ あると ぎは、 クリ ァ するな ど 
ラヴの 活淀 画面 巧 表示 さ ri ます 。[はい] を 違 巧と、 DPOF をク u 
ァ します。 

2 プリント 内容を 設 まする 

• お 止 画を 透んで ブリント 权 をの 設 ち; 烏 止 画を まぶ ►©  ►巧 数 
を 入力 

♦ すべての 挣 と 画を 同じの 致 ざつ プリン h*:©  ► [巧 致 一括 指を] 

► [全ての 函每] ► 巧 数を 入で ►  ® 
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•  [640X480 政 上] のを 止 画を 同じ 校 致す つプ U ント； ©► 瓜 数 
一ち 指を] ►  [640X480W 上] ► 巧 数を 入で ►  ® 

• 〔1024x768tLb] の 房 止 画を 同じ 巧を す‘ つ ブリント；©  ►[巧 
な 一括 指を] ► [1024X768 な 上] ► 巧 数を 入力 ►  © 

♦ 指を をす ぺて 取り消す:©  ► [- 括リ t ット] ► [なし、] 

♦ 日 巧を 巧 口る;©  ► [日が 巧 如 指ち い [ON] 

- 祿と 画の プ □パ テイの 日が 巧 巧け 5 むます。 

• インデックス ブリン h* の 指ち； プ 。ント 巧 数を 設巧 ►© ►[イ 
ンデッ クス プリント 指ち] ►  [ON] 

• インデックス ブリントとは、 な 巧き た A4 巧 紙な ど C 吿か画 侵 
をフ アイ ル 香 巧き での 刷す る おおです。 

• プリント 指ち 巧 巧の 箱 錫:©  ► [指ち が 沸 i 紹] 

• 巧 数 一括 指ち をして いると き、 巧 數は货 さな 表示ち むます。 

• お 錫の 終 3:® 

• 睁止 画を おべ 替える: 函淳 一寞函 面で©  ►[ソ ーh]  ►ゾ ー h* 方 
まを 遵巧 ►© 

• プ。 ント僖 巧の P0F) を 巧 3 してち、 ソー トの設 ミな 保持 ミ n 
ます。 

3  ®  I  [はい] 惟朔 


f  扩 igni 

• 化の 巧 器で mi な oSD 夕た リー カー ド じ 保 毎した DCF 宰抑 似が の挣 
と 画は、 の 刷 這を できない こと 巧 あ U ます。 


音楽 再生 


音楽 巧を 

音 装の 再生 巧 ま について . 304 

ミつ— ジッ クブ し— た— じついて . 304 

音 装 デー タを 保を する . 305 


ミュージック プレー わ 一の フ ブル ブと 画面の 見なた . 306 

ミュ —ジッ クプレ— で音爱 デ— 夕を 再生す る 

. < ミュー ジック  >3 日 8 

フブル ダ •プし イ リス h* •音楽 デー タを 营埋 する . 310 


ミュージック プ し一 わ 一の 設 をを する . <  再 ま 設定  >313 

SD 才ーデ イスを ネリ 巧す る . <SD スー デイブ  >313 


きを データの 巧り 巧い じついて 

♦ 本 » でな 5 ユージ ックブ し 一い 一で 再を する 着 ラた フル® と SD ブー デイブで 离生 する SD‘Aud に データを 含む だて r 音 寒 データ」 と 記載し 
ています。 

♦  FOMA 强末 でな、 き 巧辑保 凄掛抬 で 保 望 さりた 看うた フル® をち 生で きます。 

♦ インター タット 上の ホー ムぺ ージ などな 5 音 装 デー タを グつジ □— ドす る晤 巳は、 あ 5  口 じめ 利 巧を 件 (軒 括、 禁止 行為な ど) をよ  <  ご 確 
結の ラを、 ご ネリ 巧  <  ださい。 

♦  CCCD (コピ ー〕 ン h*  □-ル CD) の 取りを い C ついて 巧、 当 化と してな 黄 任を 負い 口口ます ので、 あ 5 ウ じめ ご 3 承く だち い。 

♦  FOMA お 末 (本が) わ microSD ジ モリー々 ー ドの I こ保运 した 音 装 データは、 個人 往 巧の 砖 囲ので のみ 度 用す る こと 巧で ぎます。 ごが 用 じあ 
たって 巧、 着 何 看な どの 第； 吾の 知的 お産 権 その 化の ち おを 侵 喜し ないよう 十ろ こお 是<  だ ミ また、 FOMA 端末 (本 巧) か mic の SD ソモ 
U- た ー ド 巧 じ 保存した 音 装 デー タな 、バソコ ン など 化の 疑贿 こ覆裝 またな 巧を! しないで < ださい。 
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音 まの 再生み 法に ついて 

FOMASS 末では、 ち 楽 デー タ亿 よって、 巧の 万 法で ち 装を 再生で 

きます。 

• 音楽を 晤 きな 巧 5 ツ ーん 巧 I モー ドヴィ トの 表示な どを 利 巧す る 
こと 巧で きます (バック ブラつ ジド 再を)。 同時 C 毎 巧 可能な 樓 能の 
巧み 含 わ だ C ついては、 P,409r7 ルチア シス 9 ジト （7 ル チ タスク:） 
の 組み合 〇 だ C ついて」 を 参照して  <  ださし、。 

•  FOMA 銷末 (本が) や microSD 式 亡 リー わ- ドの C 保存した 音楽 デー 
夕 な、 個人 谭 用の 巧 困ので のみ 活用す る こと 巧で きます。 こ ネリ 用 I こ 
あたって は、 著作 樓 など ①第兰 看の 知的財産 樓 その他の 得 ネリを 侵害 
しないよう 十を ご お 京  <  ださし、 。また、 FOMA 規末 (本な:) や microSD 
ツ亡 U  — 力ード 巧 C 巧 毎した 音 寒 デー タな 、バソコ ジ など 做で 煩 巧 
C 涅 S またな 移を しないで ください。 


♦  7 ブー たード 設定 やや 霉地 7 -ク ヴ恼] / [嗯] でない とき、 ち 
を 朗限ヴ 切: n た ラた •ホー ダイ 巧 あると 安は、 植按函 面 巧 表示 さ n 
ます。 また、 ご 毎 用が おじ ぶって は羣泡 7 —ク巧 [ra] でを 掩提画 
面 ヴ表巧 さむる こ とづあります。 

• 音楽 再生 中 区 着运か アラーム 巧 動作した U、 化の 巧 能の 操 巧を 
巧ったり すると、 再生 ヴ厚 止す る こと ヴあ U ます。 

• 音楽 岳 生 中に 化の 巧 乾の 溪 作を 巧ったり すると， 音を 巧途 切む る 
こと 巧あります。 

■ ミュ ージッ クプレー ヤ ー （ 巧 P.304) 

ヴ イトな 5 ダ ウジ □— ドした 看うた フん がた 音声の みの i 亡ーシヨ ン 

(AACff さすの 音を デー タ 含む) をき をで きます。 

•  I をー シ ヨンは i モー シヨ ンプ レー わ一 でち ちを できます 
(げ  P.266)。 
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■  SD 才ーデ イオ （巧 P,313) 

SCKJukebox ヒバ ソ コンな どを 巧 巧して microSD ソ ド C1 宗 
毎した 音を データを ち 生で きます。 


ミュージック プレーヤー について 


• 再生で きる 音を データな 巧のと おりです。 


ータの 

隹别 

ファイル おす 

Audio〕ー デツク 

看 ラた フル 6 

MP4 

MPEQ4-AAC、 MPEG4-HEAAC 
巧 ac 円  US)、 Enhanced  aacPlus 

[7 ル チタ デイ 

MP4 

AMRsMPEG4-AACs 

ア] フス ル ダの 

MPEQ4-HEAAC  (が  cPIus) 、 

デ ■弓 

Enhanced  aacPIus 

♦ 保 毎で ぎる 音楽 データと 再を 時間な 巧のと お U です。 


音爱 データの 
ち别 

POMA 規末 
(本 巧） 

mIcroSD 
ジち U —た ー ド 

が 

再を 時 苗 

着 ラた フル @ 

拘 42M 
バイト* 1 

1 フ オルプ 
ft か 00 件*  2 

約が 日 分 

[7 ルチソ デイ 
ア] フス ルブ巧 
デー 9 

1 フ オルプ 
ft か 00 件*  2 

約 600 分 

XI おと 画、 を) 函 、ミュージック、 夕 □デイ、 きは 巧え、 ソール、 キ f 
ラ笔、 i アプリを 保 巧して いる 場 含 じ巧、 着うた フル® のな 毎 
賓 星は 少な  <  なります。 

X2 音 装 データの ヴ イブ か microSD ツ t リーたー ドの 客备 じよつ 
て 保存で きる 件留巧 変む tj ます。 


音 ま データを 巧 巧す る 


1 だ ぉ化::ごぶ卜:口^1~ 

ヴ イト 巧 5 看うた フル® を ブクジ □- ドして 保ちで きます。 

5  M バイ h* までの 着 ラち フル® &グ クン □一  K できます。 

♦き 作隹の ある 音 装 データを ダつ ジ □ー  ドし ちとき、 進う FOMA た一 
ドを 犀 巧しての 再を はでき まだん。 

サイトを ま 示 中に、 をうた フル® を 装ぶ © 

2 巧 目を 涅ぶ 

【ちを] 

- 【保存] フォルダを* ぶ ►© 

• 保存 巧完 3 すると、 再生 お 提函面 巧 表 巧され ます。 

•  m わ roSD ソ たリ ー 巧ー ド ごな 存： [一 microSD]  ► [衛 5 巧 能〕 
ン テン、 ソ] を邊巧 ►  © 

【巧 « 表示] 

• 保 巧し ない とぎ： [房る] ► [いいを;！ 


ソ コンで 作 巧した i モー シヨ タ (AAC お まの 窗* 
—夕 をむ） を FOMA 瑞 ホに 巧 巧す る 


お 客 绿巧房 入した CD の 音楽な どを、 バソコ ン などを 利用して microSD 
ツモ U  — 巧ー ド C 巧ち すると、 FOMA 節 末で 再を できます。 

ここでは、 FOMA 巧 霉巧自 到す USB 接続 ク— プル 01/02 (別売) で 
FOMA 銷末ヒ バン コンを 援攝 して データ ボックスの I 亡ー シヨ ジ① 
[マルチメディア] フォルブに なをし、 ち 生す る 方 まを お 巧し ます。 

•  I たーシヨ ンブ レー で一 でのち を 万を なげ P,266 
• ミユ ージッ クプレー い一での 再を 方を ぶげ 戶三08 

おぎ 巧が 巧 入 した CD の 音 案な どを、 MP4 おな にを おで 
きる ホ胆の ソフトを が 巧して をを し、 パソコンに 巧を 
する 


2  USB モ ード结 まを [microSD モー ド] に設 まする 
(巧  P.284) 

3  FOMA* ホを FOMA 巧電 巧胤寸 USB 接 巧ヶー ブル 
01/02 で バソコ ン に接統 する 

4 音 菜 データを コピーす る 

♦ コピー 方法は 巧のと お u です。 

1. 揉 巧 1 でげ 巧した ファイル のち 前を rMMFxxxx3gpJ/ 
「MMFxxx ん mp4JI こ 変更す る。 

♦ ファイル 香を 変き する 曝な、 バソコ ン 上の 設定で 拡張 子を 
表示して な 5 巧って  <  ださし、。 

♦ 変更を の ファイル S は、 拡張 子を 除いて 半角で 

「MMF0の1」〜^MMF9999」①巧囲で変きしてください。 

Z  m; ぴ oSD ジ モリー カード 巧の 

W^RIVATE が) OCOMOW 八 M 円 LE フ ブルダ じ: D ピー する。 

♦  microSD ソ たリー ウー ドの フす ルタ 巧な じつし、 てな 
げ  P.276 

5 音 ま データの コピ ーが终 わったら， FOMA 瑞 ホから 
FOMA 巧電 巧 お 巧 USB 巧 巧ケー ブル 01/02 を 巧り か 
す 

0 いずれ かの ボタンを 巧す ►[はい] 

• 逗 垣モー ドに 切り 普む ります。 

7  microSD メモリーカードの 管 巧 巧 巧の ま 巧を 巧う 
(远 "P.2B5) 


る 扭らだ 


♦ 〔7 ル チ メディア] フォルブ 巧の データは、 400 件まで 表示 さ 〇 ます。 
フス ルタ 巧 C 再生で きない デー タ巧 あると さや、 4 日 1 件 W 上の デー 
夕巧咨 巧 するとき C は、 データ 巧 表示ち むない ことな あ U ます。 
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デー タ ボックス 巧の [ミ ュージ ック] フ オルタの 巧 励 3 巧のと おりです。 

フし イリ スト - ュー ヴ ブレイ リスト 

t  — ド  ー I — microSD  — | — 7 ル チ ジデ イア 

(音 摩の みの 1 モーション） 

•移 巧习能 コンテンツ タ 

し ミュージック 《•(看 ラた フル®) 
.本体 《虐 うち フルを） 

※ フ ブル ブ巧じ ューザ フ オルプを 作な できます （巧 ^P.287)。 

• この フブル ブ« 巧は ミ ユージ， ソ クフし一 わ一 のみで 语巧さ 打ます。 
microSD  メ  t リー 万ード 巧の ミ おの フス ルブ巧 成と な 一致し まだん。 


■音 案 データの a 巧と マークに ついて 
とづ データの* 預 


ユー ブ 

プレイ 

リスト 

看 ラた フルを 

巧 生 制 おの ある 
看 3 た フル® 

本 ホ 

microSO 

本 化 

m にの SD 

肺 

滞 

爲 

虛 

ラた •ホー ブイ 

再生 期おヴ 切れた ラた •ホー ブイ 

本 巧 

mi  び oSD 

本が 

microSD 

ffi 

麗 

通 

a 

ミュージック プレーヤーの フォルダと 
画面の 見 かた 


面面の る 


ッ クプレー ヤーの フォみ ダ 


音楽 再生 _ 


306 


[7 ル チタ ディア] フ ブルダ 巧 
データ 

ダウン □ー ドのを 中で 
保ちした 音を データ 

MP4  (Mobil©  MP4) 

HN 

3 

7 —  ク の* 


因! 

FOMA わー ド をイ 乍 制限 おお 巧 おちち 〇 ち 音楽 データ 

运 

看 信 直な ど C 設 ちし た 音楽 データ 

だ 

: ー ル 祝 3 や FOMA お 未 化への 出力 巧で ぎない よ ラ E ファイ 
ル 制限 さむて いる 音 装 データ 

な 

1 t— ドな どで ダつ ジ □— ドした 音 装 デー タ 

•  ASF ファイルは ミュージック フレー わ 一で 再生で 安 まだん。 


音を データー R 菌 面の 表示ち をを 巧是 する <  亥 巧 切 普 > 

さ 楽 データー K 画面で©  ► [き 巧 致: を] [表 巧 切 吾〕 ► 表示 
方を を 進ぶ ►© 

I 再生 巧を の 音楽 データ ーK を 表 あする < 再ち 巧一* > 

ミ ユージ ックプ し一た一 画面で 毎) (まちは®  ► 属を 巧一 K]) 
巧 ま お 巧 5 だ 
巧を 曲 一民に ついて 

• 再を 巧 一黄を 表示した とぎ、 [データ ホ 取得] と 表 巧 さ 打る こと 
ヴあ U ます。 


■ミュージック プレーヤー 面面の 見 かた 

田 曰  曰 


E  m の 回  且  D 


n タイ h ルち* 
曰アー テイスト 香夕 
a トラック ま 登 
曰 コー デツク 


曰ヴラ クン ド おを 


导 

ON 

罵 

OFF 

回ヴ ラク ジド禹 を 巧 巧 


呂  ヴラ クン ド 再モ巧 


H マナー 再生 巧を 

7 ナー 再生 泣を を [ON] じ投定 すると、 育呈 6jy 上に 围 節して いた 場 
合は、 音き 51 こ 変更 ミ n ます 馆 きは、 音 备〇〜 5 で 変更で きます)。 


だ！  ON 


回 再を モード 


旧 再を が お 


1 

再を 中 

早送り 

1  iiPAUse 

一時 厚と 中 

パロ  ■LU 

早 庚し 

I  ■ STOP 

辱 止 や 

旧 ジたク ツト画 度 

X  FOMA 韶末 (本 巧) 巧の 看 ラた フル® の タイトル 香と アーテ イス h 香 
は « 大き 負 128 文: を (半角 256 夕 す) まで、 microSD ゴ たリー りードの 
の 着 ラた フルを の タイトル €な 最スを ち31 文字 (半角 63 文: 字)、 アー 
テイスト 名は B 大全ち 126 で妄 (半ち 253 でき） まで 表示ち むます。 


画 

通常 再生 

シ f ツ フル 

画 

1 巧ン ピー h 

シがツ フル 

'jd-K 

画 

をな U ピート 

回音备 


な  化 (置 量 0) 〜命 (音 登 1 の 


旧 再を 局 括/お 禹 モ時茵 
m ステレオ/ち ソラル 涅則 


國 

3 テし ス 

国 

t ソラル 
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ミュージック プレーヤーで 音 ま データ 
を 再生す る 


カスタム メニューで [データ ボックス] [ミュー ジツ 
ク] 


• 前回 再生して いた 音 寒 データ 巧 あるときぶ、 停止した 巧 巧 5 ち 
生 ミ n ます。 画を 巧し、 [はし リを達 巧す ると、 フス ル プー黄 画面 
巧 表示 さ； n ます。 

2 音 菜 デー タを 進ぶ ►© 


♦ 再生 やじ 霉お 巧な なって  <  ると、 再生な 中止し 看 值函面 巧 表示 さ 
む、 電乾 C 出る こと ヴ できます 〇廷 おお 3 をに 5 ユージ ック ブレー 
一 函面ヴ 表示ち むる と、 看运前 E 厚と した 位 S な 5 ち 生 ヴ巧閣 
さ： n ます。 

• ダつ ン □ー  ドのを やで お 毎した 着 ラた フル® を 逢んだ とぎ、 ちりの 
データの グつジ □ー ド提お 画面 巧 表示 さむます。 

■プレイ リストを 再生す る 

カスタ ムメ ニ ューで [デー タ ボックス] [ミュー ジッ 
ク] ►[プレイ リスト] 

2 プレイ リストを 送ぶ ►© 
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■待 受函 面を 巧 示 中に FOMAS# ホを 团 じたげ おで ミュー 
ジック ブレー ヤーを 运動 する 

♦ 前回 再まして いた 宫裘 デー タ巧 あるときは、 停止した 巧 巧 5 再 
生 さ tl ます。 再生して いた 音を データ 巧ない ときは、 プレイン 3 
卜巧 再生 さ 0 ます。 

1 ◎(multiHI 巧  W 上） 

• 沒 3 するとき； 目 （MULTI) ( 1 お似 上） 


■巧を 中の ボタン » が 


一時 厚 と/ 再を 

停止 

音 呈萬節 (音 宜〇〜 10) 巧' 

〇 

前め 巧 亡 民す/頭 出し* 2 

〇 

早 房し 

0(1 秒 W 上） 

巧の 巧を 再生 

〇 

早 送 U 

0(1 秒 W 上） 

ポタン C 割り 巧 5 むた 离ま閣 お 

の: 巧 頭 

位 S じジ ンプ 

巧]〜 厘): お 再生 時 固の 巧 1/8 ザつ 
巧の 位 夏 
画: B 後 

ジ^^クット画ををま巧夕3 

面 

巧詞函 毎を 表示* 3 

画 

ミ ュ—ジ ックブ し— い— お 3 

画/回 ► [はい] 

^ 1 ボタンを 巧し 続ける と、 逢 続して 音 备を詞 節で きます。 

X2 再を 経過 時 国 巧 巧 2 較未 雨; 前の 巧 C 房る 
再生 経過 時 国 巧の 2 輕) 上: 頭 出し 

X  3 ジ ゎブツ ト 画意、 歌詞 画を 巧ない ときは、 表示 さむ まだん。 画を を 
巧 時の ポタン 揉 作な 巧 P.3 13 

♦ 平 型 ステし ブイ わ ホン t ツト （别 责) や 平 型 スイ ツチ 巧イい ホン 7 
イク (則 荒) を 接続す ると、 つ イツ チを 巧す ごと ご、 离 生/一時 停と 
を切リ 替える こと ヴで きます。 


ぶ  1口£1 

• 音 装 データに よっては 揉 作ヴま u 眼 ちれて いるち の 巧 あ u ます。 


巧 生が 防!! されて いさ 古楽 データに つ I 


音 装 データ I こは、 再生 回 致/再生 お 限/再生 巧 間の 再を がおヴ おちち 
打てい るち の 巧 あ U ます。 再生 制限を 超を たと きのを 巧は、 tTF のよ 
ラ じ 音楽 データの 樓漂 I こよ U 異なります。 


再生 ◎致 

再生し よ ラと すると、 [再生 可能 回 致 巧が 3 
しました。 削除し ますな？] と 表 巧ち のます。 
[ない] を 違 巧す ると 削除ち むます。 

再 ま 巧 限 

再生し よ ラと すると、 [再を 可 sg 期限 巧 切 n 
ました 。削除し ますな？] と 表示 さむます。 
[はい] を 違 巧す ると 削除ち むます。 

再生 巧 国 

再を 期間 前 

再生し よ ラと すると、 [ちを 可能 日 前です。 再 
生で ぎ まだん] と 表 巧され ます。 

再生 巧 罔を 

再生し よ ラと すると、 [再生 可 目 g 期限 巧 切む 
ました 。削除し ますな？] と 表示 さむます。 
[はい] を 違 巧す ると 削除ち 打ます。 

■ うた •ホー ダイのと き 

再生 おお 巧 切む た ラを •ホー ダイ 巧 あるとき じ、 データ ボックスの 
5 ユージ ックを 這 巧し ち U、 再生 お 限 巧 切む た ラた •ホープ イを 再生 
しよ ラと すると、 再生 期限 ま 巧语紹 画面 巧 表示ち 0 ます。® を ザす と 
再生 おおを 更巧 する ことげ できます。 

• 离生 期限の き 巧 じは、 别透 バブッ ト逗运 が 巧な 巧り ます。 

• ラた •ホーブ イヴ 1 件ち な淳 さむて いない 垣 含で ち、 再を 期限 更新 確 
损 画面な 表示 ミ; n ると きヴ あり、 再生 期 おの 星 新な 巧え ます 巧、 巧た 
E ラた •ホー タイを 保存す るまでは、 再ます る ことは でき まちん。 


• ラた •ホー ブイの 再生 期限 C 巧、 再生 巧 限 巧 遇ぎ た あとでを 数日間の 
再生 道 テ 用 商 巧き をす ま ている こと 巧 あ t) ます。 この 巧 間中は、 再生 
期限 巧 活を更 巧し なくて を 再生 巧で きます。 再生 堪予巧 国を 週ぎ る 
と、 ファイル のち 生ヴ でき まだん。 また、 再 ま 巧 おの 更新を していな 
いが おでを 巧 ダ クン □— ドを 巧 ラと、 巧 毎 前の 再生な でき まだん。 

• ラた •ホー グイを ブ ウジ □ー  ドした 暧 C 馆用 していた FOMA 力ード 
と 興なる 霉 おを 号の FOMA カードを 挿入した とき、 ち 生 期限の き 巧 
をして ち、 ラた •ホーブイは 再生で ミ まだん。 また、 FOMA お 未 (本 
巧) じ 保 巧して いる ラた •ホー グイの 再を 巧 おち 巧は、 完を C は 削除 
さ 打 まだん。 そのため、 再生 おお まが 淀紹 画面 巧 表示され る こと 巧 
あ U ます。 ラた •ホープ イの再 全 期限 巧 報を すべて 削除す る C な、 
ユーザ デー タ 削除 (げ P.343) を 巧って  <  ださい。 

♦ 日本 政 外の 国で 往 巧した とき、 表示され る 卿 長より 前 または 紛こ房 
生 巧 お 巧 切: n る こと 巧あります。 

• 国辑 111  —  5 ンブ 中の 离生 期限の まが C 巧なる バクッ h* 通值巧 13 バ 
ク •巧ー プイ / パク •ホー タイ フルの 通 巧 巧を かです。 

• データ ボックスの 5 ユージ ッ クを遵 巧して 房 生 期限の 夏 巧を した 
ときに、 再生 規お巧 切 〇 た ラた •ホー ダイ 巧 毎 数 あると、 再を 巧 お 巧 
切 〇 た データす ベての 更巧 ヴ吴巧 さむます。 更 巧巧完 3 すると、 

フス ル ダー 寞函 面ヴ 表示ち むます。 前回 离 生して いた 音 装 データ 巧 
ある 場 台は、 厚 止した 巧な 泛 再生され ます。 

•看 « 音 や アラーム 音 E 段: をした ラた •ホー タ イヴ 再生 不巧 おにな っ 
たと きな、 着 這 時/アラー ム巧動 時 口ん お 質い 上げ 時 I こ 鉛 至 ミ 打 
ている 音な おります。 


再生 巧 お 更新 お提 画面 


两王 晒 巧の ち 新び の S な 

屋モ する じは 巧モ UR め 

デー タヴ巧 0 ます， 

ち a け むちです， 

巧 

F«A のード （山 B) め 

日 w 刀ード （川い め 

S 皇 g 号を ま 宿し、 

H 皇 B 号ち さ 長し， 

ヴイ SC 话居 しますな ク 

卜 CgB し 5 す 行ク 
;"""2 

•  KX なな XI 

•  mmtz 

• ななな 〇 

データ ボックスの  再を 巧 おけ 切 打た 

ミュージック 邊巧時  ラた •ホー ダイ 這 巧 時 
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フォルダ •プレイ リスト •音 ま データを 
巧理 する 


デー タ ボックスの ミ ユージ ックの [ i  t- ド] フォルグ 巧 I こ、 R 义 20 個 
① ユー ヴ フス ル ブを巧 巧して 看うた フル® を营适 できます。 各 フス ル 
夕巧 C、 ち 51 こ 20 個の ユーヴ フス ル ダを 巧な できます。 

• フ ブルダの 作な •削 おおよび フス ルブ € の*! ま C ついてはげ P 之 目 7 


-夕を M すそ 


•  microSD イ t リー 乃ードの [マルチ ソデ イア] フ； r ルブ 巧の デー タ 
の营巧 C ついてはげ P.287 

■ タイ トルを を更 する < タイ い W««> 

ちうた フル® を 選ぶ ， ©  t  [ タイ トル お集い 植接入 
力] 

• 元の タイ トル C 民す とき：©  ► [タイ トル 扁 ま] ► [プリ ジナル 
タイトル C 民す] 

2 タイ トルを 箱 集 © 

• を S25 文す (半 ち50 文す) まで 入力で きます。 

■音 ま データを 巧べ « える < ソート > 

1 音 ま データー居 画面で® 【 [表示 留ま] ► [ソ ート] 

2 ソートち まを 選ぶ ►© 
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■着うた フル® をが の フォルダ にを 巧す るく 隻 》> 

• ユー ヴフ ォル ダヴない ときは、 移を でき まだ 

1 着うた フル® を 塞ぶ®  ► [移動] ► [移 ft] 

2 移 巧 方法を 選ぶ 

• 〔1 件 移 »] フォルダを 进ぶ >© 

[萬 巧を 動] データを* ぶ© (< りちし 巧） ►©►フォルダを 
巧ぶ ►© 

■着うた フル® を FOMA* ホ (本体） と microSD タモ リー 
力ードの 巧で を 巧す るく  micr  ゥ  SD  へ 巧れ/本#  へを  》> 

1 をうた フル® を 選ぶ®  ► [移 ft]  ►  [microSD へを 
巧]/ [本が へ 接 巧] 

♦  microSD ジ亡ン ー  0— ド 巧の すべての 看 ラた フル® を 移動す る 
とき； [移 巧 可能〕 ジ テン ツ] フス ル ダを 違ぶ ►©►味 巧へ 移 
を] ► [全 件 移を] ►筛末 暗記 空 号を 入力 ►  ® 

2 をな 方法を 選ぶ 

[1 件を 断 [はい] 

[餐巧 移 断 [はい] 着うた フル® を* ぶ© (< りおし 巧》 

e 

〔ブ オルダ 巧を 件な 動〕 [はい〕 巧 末 巧な 番号を 入力 ►© 
[ち 動 巧 萬が]  >  を 巧 巧 フォルダを 进ぶ ►  @ 


レ 

• フレイ リスト C 登な している 看うた フル® を 移動した とき、 ブレイ 
•J ストな 5 を 再生で きなくなります。 


■  * うた フル® を 削除す るく*！ »> 

まうた フルのを 望ぶ •©! [削 お] 

2 削 お 方法を 進ぶ 

- 【フォルダ 苦 巧が 巧〕 フォルダを 巧ぶ® (くり 巧し 巧） ►©► 
巧 ホ 巧な 番号を 入力 

【を 件が お (フ ォルダ 巧)] 巧 ホ 巧な 番号を 入力 >  ® 

【を 件が お (フォルダ 巧)] ►巧 末 巧な 番号を 入力 ® 

[1 件が 除] 

【爱 巧が 除] データを 旁ぶ© (< りちし 巧）* @ 

【フォルダ 巧を 件 助 除] 巧 末ち な 番号を 入力 ►© 

3  [はい] 


♦ プし イリ スト E 登録し でい る 着 ラた フル 《 •を 削 跨; したと き、 プレイ 
リストな 5 を 再生で 曼 なくなります。 


• ユー ヴブし イリつ 卜は 10 件まで 巧 巧で きます。 1 件 C つき 99 巧の 
音 装 デー  9 を 登録で きます。 


I 音 菜 データを 進ぶ >©; [プレイ リストに 登録] 

• 音 装 データを 遣んで® を 巧して ち 操作で きます。 餐作 3 じ 進み 
ます。 

• ミ ュージ ックブ レー わ一 面面で な: 音 爱厚止 やじ [プレイ 
ンつ卜 に 登な] ►揉 作 3 へ 

2 を 録 方法を 進ぶ 

【1 件宣 浸] 

【爱 巧き 浸] 音荣 データを* ぶ® {く り 返し 巧） ►  © 

【を 件 登録] [はい] 


3 登録す る 

♦ 巧規巧 成して 登録:®  ►プレイン スト 香を 入口  ►©ヴ レイン 
スト 香は 全角 •半角 50 です まで 入で 巧） 

♦ 音 装 データの 追の; プレイ リス h* を 這 巧 ►© 

♦ 音 祭 デー タ①上 まき： プレイ リストを 這 巧 ►©>  [はし、] 


ブしィ J ストを 新規 •作な する <  プレィ IJ ス h 巧 ぉ 作が > 
ユーザ プしイ リス! 一 兵 画面で® (または© ► 〔プレイ リス 
卜管 S]. [ブレイ IJ スト 巧 あ 巧 巧]) ►ブレイ リスト 名を 入 
力 ►© 

ブレイ IJ スト じ 音を デー タを 追加す る  <  巧ち 劝> 

ユーザ プしイ リス! -一 K 画面で プしイ リス h を逵ぶ >©► 
®  (または©  ►[曲 追加]), ち 楽 デー タを 還ぶ ►(!) 

ブレイ J ストの 表示* を 1 つ 上 ご 巧 動す る 
く ブしイ J スト 移 

ユーザ プしイ リス! 一 兵 画面で プレイ リストを 這ぶ ►毎) （ま 
たは©  ►[プ し イリ スト 移 UKU]) 

ブしィ J スト 巧の 音を データを 卽 おする' こ 与 .j し A 

1 ユーヴ ブレイ リス! -一 K 画面で ブレイ リストを 透ぶ ► 

©  ► ち窠 デー タを 這ぶ ►  ©  ► 悄 II お] 

2 削が 巧 まを 遵ぷ 
- [1 件 削除〕 

[邊巧 削除〕！ 音 装 データを 适 巧® (く y おし 巧） ►  © 

[を 件 削除〕 

3  [はい] 
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ブレイ リス h を 削な する < 削 な > 

1 ユープ プレイ リストー!! 画面で ブレイ リストを 虽ぶ ► 

哲 ► [削附 
2 削椅方 •るを 這 巧 
• [ I か 削な] 

' 惜巧軸 席] ►ブレイ リストを まぶ® (< りおし 可） ►©► 
巧 末 歴記番 置を 入力 ►© 

■ [を 件 削除] 節モ陪班里畳を六力^〇 
3 。吕 い] 

プし イリ スト S を 巧 H する <ブ し イリつ 卜 sas、 

ユー ザプし イリ fi 画面で ブし イリ ストを 道ぷ ►©► 
[ブレイ。 スト 营裡] ► [ブレイ リストち 巧 集] フし イリ 3 
卜 ちを 巧 集-© 

プレイ リス h を コビー する <«&-' 

ユー ザプし イ リス! -  - fi 画面で プし イリ スト を這ぷ ►污) ► 
[垣 お] プレイ リスト S を 入力 ►© 

プ し イリ スト 巧の 巧 願を 並ぺ 香え る  <  立-; 吉 こ.、 

ユーザ プしイ リス! S 画面で プし イリ ストを 道ぷ 
©  ► [並べ 客え] ► おおす る 音楽 データを 适ぷ @ 移 国 巧を 蛋 
ぶ®  (< り 返し 可） ►© 

ブレイ リス h を ま 巧す る < ブしイ J スト gfi> 

ユー ザプし イ リス! -  - S 画面で ブし イリ スト を适ぷ ► @  ► 
© ►[プ し イリ スト 更抓 [はし、] 

困 まお即 5 だ 

プレイ リスト 内の 音 ま テー タ削 巧に ついて 

• プレイ リスト 巧ヴ 5 削除して ち、 元の 音 装 デー タは削 おさ 打 ま 
せん。 
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巧 连お巧 5 だ 

プレイ リスト ま 巧 じついて 

• 巧の 頃 含は、 ブし インスト 更新を 巧 ラと プレイン ストな 5 削な 
まむ ます。 

■ ろの 音楽 データを 削除した とき 

■ をの 音を デー タ を、 FOMA 猜末 (本 巧) と mkiroSD 夕 た リー 
ウ ー  ドの 国で 移動した とき 

■  microSD>： 亡リー わー ド 巧の 音 寒 デー 9 で、 プレイ リスト 区 
登録した ときの microSD ジち リー 方ー ド 巧 挿入 ま； ri ていな 
いとぎ 

• 再を ◎数/再を 巧 限/再生 巧 茵巧お 3 した 音 寒 デー タ は、 プレ 
イ リスト 夏 巧を 巧って ちプし イリ ストな 5 削除され まちん。 


さ ラた フ 


•iSiTJ  i  f. 


2#  fe  r  i  •お 


着 ラた フル® を 望ぶ •©! [着信 音設 を] 
着信 音の 巧 目を 塞ぶ 


3 設を巧 囲を 進ぶ 

- 〔まるごと 巧を] 

- 1 巧を 部を 汾を します。 

〔オス スメ 巧を] お 巧を 空ぶ 卜® 

•  microSD*>it リー カードの [稳巧 可能 コンテンツ] フス ル ブ巧① 
看 ラた フル® を 這んだ ときな、 FOWA お 末 (本 巧) への 移動 お 湿 画 
面ヴ 表示 さ 0 ます。 


• 看 ラた フル @ じよつ ては、 [まるごと 巧を] のみ 設を できる ちの、 [ブ 
スス ソ投 を] のみ 設を できる ちの 巧 あ U ます。 

• 看 ラた フル® によつ てな 看僖音 C おを できない ちの 巧あります 
(げ  P.93)。 


1 音 菜 データを 選ぶ；©  [巧 巧き 示] 


r^CTJBsrrm：  r  ;  •ぶ 


看うた フル® の タイトル かアー テイスト も アルバム 名、 ジわ ジル、 も 
コ タント、 h •ラック 番号、 穩 h* ラックを のち 巧を 編集す る ことげ でき 
ます。 


をうた フル® を 望ぶ©! [情 巧 巧 集] 

2 巧 集す る 巧 目を 塞ぶ® 巧 集す る ►© 

• 元 I こ 房す とき： けン ジナル じ 夏す] ► [はし、] 


♦  « 津福 実で 変ました タイ トルは、 ミュージック ブレー 尸一 画面で 
表示され る タイ K ル さ 区を 映さ 〇 ます。 音楽 データー 黃函面 C ミ 
巧 さむる タイトル 名を 変更したい ときは、 タイトル 馬 集で 変更し 
て<  ださい。 


tt 尖で さま I け 面 る 


• 着う ち フル® の 函鲁は 3 巧、 歌詞は 7 巧までを 巧で きます。 


ミュージック プレーヤー 面面で®; [面 お 表示] また 
は 画 

• 歌詞の 表 巧:©  ► [歌詞を 巧] または 厘） 

田 像た R 拐を 巧 巧 中の ボタン 巧 巧 
• 巧の 画运 / お詞の 表示;  〇 
♦ 前の 画运 / 歌詞の 表示;  〇 
♦ 函窜 / 歌詞の 巧 表示: 应 1 
• 函 毎/歌詞の 保 毎;® 


• 画 房た お菌 じよって は、 保 毎で ぎない こと 巧あります。 


ち 生 tt を 


r ミュージック プレーヤーの 投 をを する 1 

ミュージック プレーヤー 函 面で® ミ： [再生 設 を] 

2 巧 目を 塞ぶ’® 

3 設 をを 塞ぶ© 

サラウンド 投を (イヤホン） じついて 

♦ 平 型 ステ レブ イ户 ホン t ッ h*  (別売) 话巧時 C ち? 3 です。 

• ヴ ラつ ジド おを （イわ ホン) と夕 □デイ ステ レス 効果 (イ尸 ホン） な 
連 B しています。 

SD オーディオを 巧 用す る 

お 客樣ヴ お 入した さ 楽 CD のち 楽な どを、 Sl>  Jukebox とバ ソ〕 ジ 
などを お 用して mic の SD 夕 fij— たード じ 保を すると、 FOMAM 
末で 再生で きます。 

•  SD すーデ イスで 再生で ぎる 音 装 デー タは 巧のと お U です。 


ns 

ソフト 

形す 

SD.  Audio データ 

SD*JuKebox 

SD-Audio 刻 巧  A  AC 

SCKJukebox じついて 

SCKJukebox 巧 巧の ホー ムぺ ージ より 廣 入で きます。 
httD：//w  W  W ぶ ense.panaso  nic.co.  J  p/Pa  n  aSe  n  se/ spec ほン soft/ 
sd  lukebox/ 

SCKJukebox の 巧 巧 OS な、 Windows  200 0、 Windows  XP、 Windows 
Vista です。 動 巧 巧 境 詳細は 巧の ホームページを こ 黃<  ださし、。 
httpy/DanasonicJp/support/so-ftwa  re/sdjb/ 


音を 再生 _ 


313 


FOMA 巧電巧 おが US 目 接続 クー ブル 01/02  (別売) で FOMAW 末と バ 
ソ コンを 接続し、 リー カード I こ 音楽 デー タ をな 璋 します。 
•  SD ツ モリー たー ドリー ダー ライター などを 巧い る ことち でき ま 
す。 ただし、 SD»>4 モリーた ー ドリーブ ー ライター 13 著作 樓巧 證读能 
C 巧の している 化 要 巧あります。 

• あ 色な じめ、 SD-Jukebox を パソコン C イジつ 卜ー ルして おいて < 
ださい。 

USB モー ド設 まを [microSD モー ド] に » まする 
(巧  P.284) 

2  FOMA 端 ホを FOMA 巧電巧 おが USB* 巧ケー ブル 
01/02 で パソコンに 凑爲 する 

3  SD-Jukebox を 垣 動し、 パソコンに きま CD を 七 ットす 
る 

4 巧 巧す る 音 菜を 選ぶ ►  microSD メモリ "力ー ドに きま 
データを コピーす る 

•  SD-Jukebox の 溪作方 筋 こついて は、 SD-Jukebox の ヘルプを ご 
莫<  ださい。 

5 音 お データの コピーが 終わったら .FOMA 巧 ホから 
FOMA 巧電巧 おが USB 接锭 ケーブル 01/02 を 巧り 外 
す 

0 いずれ かの ボタンを 巧す [はい] 

• 逼运 モードに 切り 習の ります。 
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SD 才ー デイ オで舌 塞 « 生す る 


mfcroSD>：t リー カードの [沈 LALOO] フブ ルタ C1 呆巧さ n た AAC お 
式の 音楽 デー タを 再生し ます。 

1 カスタ ムメ ニ ューで [メディ アツー ル] [SD 才ー ディ 
才] 

2  © 

♦ 前回 再を していた 宫裘 データ 巧 あるとき 、停止した 巧 豆 巧 5 再 
生され ます。 

♦ 再生中のポタン揉巧な巧^ド.308 
•  SD スーデ ィスは、® で 辱 止で きま だん。 

.J が 苗 •：：？ 

SD ブーデ ィオ 房を 時の 投定 をす る  <  巧ち 巧; 1 
ち 楽 一時を 止 や/を 裏 再 ま 中 じ @  ►[再を 錠を] 項目を 這 
ぶ ►©►設定を 适ぷ ►© 

再 ま 中の 画面を！ 9 まする  <  巧 生 中 S を 心;. <、 

ま 楽 一時 昏止や ご©  ► [再を 中 面面 設定] ► お 巧を 遣 ぷ ►  @ 
タイ トル 巧 アーティスト 香を* ■■ する <  トラック 
1 ち窠 一時 昏止中 じ @  ►[トラック 情津お 集] 

• ブし イリ スト 画面な 5 福 集: 巧を 送 巧 ►©► [トラック 倩 
蕾 編集] 

2 巧 集す る 頃 目を 道ぶ ►© 巧 美す る 
巧 连お巧 5 だ 
巧を 巧定 について 

• ヴ ラつ ジド設 を （イわ ホン) な， 平 型 ステし ブイ わ ホン t ット （別 
売) 疫用時 じち 巧です。 

• ヴ ラつ ンド投 巧 （イわ ホン) とジ □ディ ステし ブ 効果 (イた ホン） 
は 連動して います。 


巧 连お如 5 だ 

トラック 情 « ち 集に ついて 

• タイ トル/ アー テイストな， 含む だて 125 ス すまで 入力で きま 
す。 音 装 データ C よっては、 編 裏で きる 又 ぞを巧 かな  <  なること 
ヴあ U ます。 


登録 さ ri ている ブレイ。 ス h* を 庫って 巧 生し ます。 

•きか J ストと、 お 客樣巧 SD‘Juk か OX で 巧 巧した ユーヴ プレイ リス 
卜を 表示で きます。 


I きま 一時停止 中に©' [再生 中 プレイ リスト ま 示] 

• 再生 中の プしイ リス h* ヴ 5 巧を 道 巧と きぶ、 揉 巧 4 亡 お みます。 
音 装 再生 中で を 揉 巧で きます。 

2  [プレイ リストー 度] 

•  ® を がして ち、 プレイン ストーち なを 巧され ます。 

3 プレイ リストを 惡ぶ ►© 

• 詳細 巧 律の 表示 :プし イリ スト を 這 巧 ►を 

4 再生す る 曲を 道ぶ:：© 


音 装 データを 削除す る  <  トラ シク 削哼、 

1 ち窠 一時 厚 止 やじ、 プしイ リス! -一 K で [を 曲 リスト] > 
曲を 适ぷ ►©►[トラック 肖 リ炼] 

2 削 巧 方を を這ぷ 
• [ 1 件 削 お〕 

. 谱巧削 お〕 ►節 ホ 暗な ま曼を 入力 ►©  ►巧を 這ぶ®  (< 
U 返し 可 >^® 

- [を 件 削除〕 節 ホ 暗な ま曼を 入力 
3  [はい〕 


プレイ リス K の ffi をが ぺ客 える < 化べ!？" 

ち 楽一時 昏止 やに、 プレイ リストー 巧で 检曲 リスト] ►©► 
[並べ 替え] 替岛 する 曲を 這ぶ© 谗岛 巧を 适 ぶみ (<リ をし 
巧い® 

詳巧 ♦•巧を 表示す る  <4话 をを > 

ブレイ LJ スト 画面で 曲を 透ぷ ►  @  ► [情理 表 巧] 

ブ し"^' 'ストの 巧を 検索す る  <卜 方ック 食ち: > 

1 ち 装一 時 辱 止 やじ、 プし イリ スト 画面で©  ►〔トラック お 
軒 

2 検索 巧 法を 這ぷ 

‘ [タイトル 巧ち] ‘1 タイトルを 入力 ►© 

• [アーティスト 検索]  >  アーティスト 名を 入力 ►€) 

[ち 索 属歴〕 巧を 度歴を 這ぶ 
- « 近 横 索した 届 垣 巧 5 件まで 表示 ま 打ます。 

•巧 索辖果 リストな 5 巧の 削除;©  ►[検索 辖果巧 トラ、 シク 
削除] ►削除で をを 違ぶ ►© 

• 検索を やリ 置す:©  ►[プ し イリ ストの トラック お 索] 

• ブし イリ スト 画面 C 房る；©  ► [ブレイ 。 3 卜じ 房る] また 
な 画 

3 再ます る 曲を 透ぶ 

♦ 巧 索 結果 リストに 房る; 再を 中 C©  ► [横 索巧果 表示] 

巧 连お巧 5 だ 

トラックが 除/化 ぺ哲 えに ついて 

♦ ユー ヴプし イリ スト 表示 やな 揉 作で きま はん。 

トラック おおに ついて 

• ち 巧诘果 リストな 5 削隐 してち、 5 ①音装 データ 13 削瞭 きむ ま 

だん。 

•  SD スー ディブを お 3 すると、 埃 索 尾歴は クリアされ ます。 
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►  MEMO-^ 
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その他の 便利な 機能 


各涅按 おの おちが 巧を 箱提 する . <  ききちが 巧请绍  >318 

フ J し チア ク tz スじ〇 いて . <7 ルチア ク t ス  >318 

7 ルチア シス タント （7 ル チ タスク） 区つ し、 て 

. < マルチ アシスタント （7 ル チ タスク） >318 

有を 的じ霉 おを ONI こする . <  白 動羣源 ¢>N>319 

有 動的に 霉 源を OFF じする . <  目を! 電源 OFF>320 

一巧の 時間 巧 経過す ると アラー ムで知 5 だる . <  タイマー >320 

指 巧した 時刻に アラームで 知 5 だる . <  アラー ム  >321 

スクジ ユールを 营涯 する . <  スクジ ユール  >323 

ToDo リストを 登録す る . く ToDo リスト  >329 

よ  <活 ラ おおを 寺 早く ミ 巧す る.... < ショートた ット ニ ユー >332 

名刺 リー ダー を 巧 巧す る . く 香 刺リー ダー  >333 

プリ ジブ ルの デ〕；^ ビ クチ f を 巧 巧す る . <シ ヨット デ〕 >334 


ルー ぺ として 利 巧す る . <  わ ソラルー ぺ  >335 

自 巧の 香 前た 画 毎を 登録す る . <  巧ち 香 巧 報 登録  >335 

适 話中の 巧手の 吊た 巧受 中の 自 みの 声を 緑青す る 

. < 這 話 や 音声 モ / 巧受 中音 声ジモ  >336 

這き 舌 時 国/料を をを 巧す る . <  通 詔 時間/巧を お絕  >336 

笔呈 として ffi ラ . <電 空  >338 

タモ& 入です る . <  テキス h* ジモ  >339 

スイ ツチ 巧イで ホン 7 イ クの活 い 巧た 

. <ス イツ チ < 守イり ホン 7 イク  >340 

イわ ホンを つないで 自 をで 電話を 愛け る...  <  スー ト看イ 含き をを  >342 
各種 構 おの 設 をを お買い 上け 時の 巧 態に 房す 

. < おち リ t ット  >342 

登録 デー タを 一括して 削除す る . <  ユーヴ デー タ 削が  >343 
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ち •種な 能の 設定 状況を 馆認 する 

カスタム メニューで [設定] [-巧 設 を] [巧 致] 

[設 をが 況巧 設] 

2 瑞モ 暗証番号を 入力 ►© 

3 巧が を 度ぶ ► © 

ル チ アクセスに ついて 

FOMA* ホでは ち なや i 亡 ー ド逼值 、データ 适信 など、 ち 数 
の逼 居を 同時 I こ 利用で きます。 

• 同 商 C 硬 巧 可 お W 通 居ち おの 巧み 合む だ 1 こついて なげ P.408r7 ル 
チア ク t ス① 組み合む ec ついて」 


胃 中に 化の ぶ 任を 科 巧す る 


音 青電話の 巧 話中に 日 （MULTI) 

2 巧! おを 语ぶ ►  © 

3 通信な おを 巧 巧す る 

• 這窗中 面面に 戻る: 目 （MULTI)  ► [音 g 軍記] ►  © 


巧ち 中に ま宙 S 話を 発值 する 


削： i モード 中のと ぎ 
1 サイ ト などで ま 示されて いる 電話番号を 塞ぶ 卜 @ 

2 の/®: [はい] 

• ヴ イトな ど I こ 房る； 逼話终 3  ►因 
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マルチ アシスタント （マルチ タスク） に 
ついて 


7 ルチア シス タント （7 ル チ タスク） を 巧 ラと、 运 致の 檢 能を 同時 
区 ま!) 用で きます。 

• 霉 話看值 など C より、 4 つ W 上の 巧おヴ 同時 I こ お< こと ヴ ありま 
す。 

• 同時 C 库巧可 おな 巧 おの 袖み さ 〇だ について 巧 巧* P.4C}9r マル チア 
シス タント （7 ル チ タスク） の 巧み 含む だ について」 


f  lini 


び 出す 


1 巧 おのが 用 中に ◎(MULTI) 


おお アイコン 
邊巧函 面 


臟 リスト 
送 巧 画面 


2  « おを 望ぶ© 

♦ 音再電 おの 奔 宿: 0  ► 電話番号を 入力 ► に) 


./  ノ 

巧自 g アイコンの 位 a を 入れ 客え る 

巧 お アイ コンを 還ぶ ► @ ► おお 巧を 透ぶ ► @ 
•ちじ 宾 すと き：® 


樓 致の なおの 動作 中に 日 (MULTI) 
2 巧 おを 里ぶ ►公 


ホ  > 下す る 


■巧 作 やの » おを お 了す る 
複教の 巧 能の 巧が 中に 0 

• 餐巧 中の 巧 おなお 3 し、 ilH 乍 中の 他の 巧能ヴ 表示され ます C 

■« 能を 巧んで お 了す る 

複教の 巧 能の 巧が 中に 目 (MULTI) 

2 なおを 惡ぶ ► © 

• すべての 巧 おを お 3 するとき；®  ►[ない] 


自動的に 巧 巧を ON にす る 

指定した 時 到に 有色! のに FOMA お 末の 雲 源を 入れます。 

♦ あ 5 なじめ、 日 巧 •時刻を 正しく 設 ちして おいてく だ ミし、 (げ P.5 の。 
• 有を 電源 ON を おおす るまで、 每日 同じ 時 到 CiH 乍し ます。 

♦高 場 居な 制御た 巧 弱な 宿 章を 取り 汲 ラ 霉子巧 器の 巧く や、 抗を 《 

巧、 巧 おな ど 活用を 禁止 さむた 区域 じ 入る ときは、 あ 5 ウ じめ 目を 
霉原 ON を棋徐 してな 5、 FOMAM 末の 霉渴を 切って くだ ミい。 

カスタム メニューで [設 を] ►  [一® をを] [自 巧電巧 
ON/OFF]  ► [自 巧電巧 ON] 

2  [自 巧電お ON をを] 賴を 選ぶ®  [ON] 

•段: ちの お 降： [OFF]  ► を 

3  [時刻] 巧を 進ぶ©  i 時刻 (24 時 聞 制) を 入力 I  © 


4  [アラー ム 结定] 巧を 惡 ぶ©  [ON] 

♦ で ラー ム①巧 除： [OFF]  ►  (D 

5  [アラー ム 音] 巧を 進ぶ©  i アラー ム 音を 進ぶ® 
• アラーム 音の 语紹; アラーム 音を 遺 巧 ►© 

6  [アラー ムき 》] 巧を 惡ぶ ►©►〇 で 音 ■を 調節 ® 

7  ®  I 惟 致] 

■指ました 時刻に なると 

自を的 C 霉源ヴ 入り、 活錫 タツ t— ジ巧表 巧 さ 〇 ます。 

• アラーム お をを [OKIC おちして いると きは、 約 1 日砂闺 アラーム 巧 
WU ます。 巧の ボタンを 巧す と アラーム 巧 止ま U ます。 

■  FOMA 端末を 開いて いると き； いす 打 ヴのボ 9 ジ 

■  FOMAW 末を 聞し •ている とき； 目 (MUU*I) 

•指を しち 時 到 C 電源 巧 入って いたと ぎを、 同様 C 動作し ます。 

• 适 話中 わ 看® 時は、 通話 お 3 後 じ アラー ム巧嗎 U ます。 

I 

• 自動 笔源 ON ヒア ラーム （アラーム/ スクジ ユール アラーム/ 
ToDo アラーム/巧 括ぞ約 アラーム/ 録函チ 約 アラーム) を 同じ 時 
刻 じ おを すると、 自お霉 お ON ヴ* 巧 さ ri ます。 有！] 霉お ON 通知 終 
3 を、 アラーム 巧を 巧し ます。 


• 霉おバ シクを 取リ かして 羣 源を 切った とき じは、 有® 雪 源 ON 巧 動 
イ乍 しない こと 巧® ります。 


1 カスタム メニューで [設定] ► [一 沿结 を] [自 巧電巧 
ON/OFF]  ► [アラーム ま 巧電巧 ON] 

2 に 川 [巧朔 

• 投 巧の おお； [OF 鬥 
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自動的に 巧 巧を OFF にす る 

指定した 時 到に 自到脚 こ FOMA 滿末 のち 源を 切ります。 

• あ 5 口 じめ、 日 巧 •時刻を 止し <設 をして おいて < ださし パげ P.50)。 
• 有 堅! 霉源 OFF を おな する まで、 毎日 同じ 時刻 C 動作し ます。 

カスタム メニューで [設 を] ►  [一® 設 を] [自 巧電お 
ON/OFF]  ► [自 巧委巧 OFF] 

2  [自 巧電お OFF 設 ま] 概を 進ぶ®  [ON] 

•段: をの お 除： [OFF]  ► を 

3  [時刻] 巧を 進ぶ ©►時刻(24時巧制)を乂力|  ©► 

■巧ました 時刻に なると 

自 をが! じ 羣源ヴ 切 打ます。 

•指定した 時刻 じ 巧 巧の 溪巧 をして いると、 確紹 画面 巧 表示 さ; n ま 
す。 [はい] を違択 するな、 拘 1 巧 聞 巧ち 揉 作し ないで そのまま じし 
て ホく と、 霉源ヴ 切 〇 ます。 


♦ 巧の 运 S3：、 指定した 時刻 じな ってち 植紹 面面 巧を 巧 ミむ ま 巧ん。 
通值 •揉 作を お 3 し、 通僖 •揉イ 乍 前の 画面 や待受 画面 E 兵る と、 宿提 
画面 巧 表 巧 さ 〇 ます。 

■ 這 結 や  ■  { アプリ おお 中  ■ ホ 外 窗通宿 や 

■ ソフトつ エア 夏 寅? 中 

• 目 動笔霸 OFF と アラーム （アラーム/ スクジ ユール アラーム/ 
ToDo アラー ム / 巧 括 予約 アラー ム / 録画 チの アラー ム） を 同じ 時 
巧 1C おちす ると、 自を [笔お OFF ヴ 巧 巧ち： n ます。 
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一を の 時 巧が 経過す ると アラー 厶 でな 
ら せる 

設 をした 時間な 経過した とき 区、 タイ 7 —音 や ラ シブ、 パイブ 
し ー タでお 巧] 5 だします。 

• タイマー 音は、 いすむ 巧の ポタンを 押す と 止まります。 

• タイマー 音の おち じついて はげ P.93 
• ランプの おを C つし、 て なげ P. 104 


,1 カスタム メニューで [LifeKit] [便が 巧 能] [タイ 
マー] 

2 時 問 (00 か 01 巧〜 99 か 59 抄) を 入力® 

• 時 固を 3 を ット； ® 

♦ む クント 停止/再開;® 

♦ タイ 7 —お 降: 因 

IP^r-  I 

• タイマーを 利用 中 I こ 看 宿た: ー ル 愛這ヴ あってち、 タイマー はお 
続し ます。 ただし、 通紀 やか ソール 愛 a やな ど、 タイ 7 —巧 表示 さ 
むてい ない とき CIS をした 時茵ヴ 経過して ち、 アラーム はを 作し 
ま はん 0 

• 看值 パイ フレー タを 錠を すると、 アラーム 動作 時 巳ち バイ プ し一 
タ ヴ動イ でします。 


巧を 画面 ウ色 タイ 7  — を® ラく タイマ-二 

待受 画面で 時間の 1 〜 99 ろ) を 入力 ►©►[タイ 7 —] 


指定した 時刻に アラー 厶 でからせ る 


指定した 時 到 •居 曰 区、 アラー ム音や ランプ、 バ イブしー タでお 巧 
5 だします。 

• アラー ムは 9 许 まで 登録で きます。 

• あ 5 ウじ め、 日 巧 •時刻を 正しく おちして おいてく だち い 

(げ ドぶ〇)。 

• ラン フの設 巧 C ついて なげ P.104 


♦ 看 宿 バイブレータを 鉛を すると、 アラーム 動作 時 区ち バイ ブ し一 
タヴ動 巧し ます。 


カスタム メニューで [LifeKit]  ► [便が 巧 能] [アラー 
ム] 

2 アラームを 録 番号を 遵 ぶ© 

3  [時刻 乂 力] ►時刻 (24 時 ffl 制) を乂 力© 

4  [巧り 逗し结 を] くり 运し 方法を 惡ぶ ►© 

• 蔭 日® 指ち： 腿 日 指を] ► 瞎 日を 送 巧®  (<リ 返し 巧） ►  © 

- 囚な遵 巧、 □はお 除の 巧 おです。 

- 你日 段を 日を 除 <] を 遣 巧した 每 含、 スウ ジユー ルで 休日 お 
を •巧 曰 おちさ ri ている 曰な アラーム 巧を 作し まだん。 

5  [メッセージ] イッ セージを 入力 I  © 

• ジッ わー ジ なを 角 30 です (半角 so です) まで 入で でぎ ます。 

B  [連 お 先] 入力 方 まを 選ぶ 
【巧 話 《 巧を] を 的を 妥ぶ 
【直* 入力] ► ま 括 番号を 入力 ►  ® 


7  [アラーム 音 送 巧] ►アラーム 音を 塞ぶ® 

♦ アラーム 音の 淀紹: アラーム 音を 道 巧 ►  @ 

♦ アラームを 哺 5 ちない とき： [アラーム 宫遵 巧] ► [おちな し] 

8  [アラームき 量 選 巧]  〇 で 音 ■を お 節 © 

9  [ス ヌーズ を を] [0 川 固 盾を 入力: >© 回教を 入 
力® 

♦ アラーム 巧 晴る国 巧と 回 曾を 度を できます。 

10  [巧 巧 時 U] 巧な 時 巧を 入力 ►巧 

11® 


• タイい ル 巧 值がお 中は、 逢 巧 巧を 設定で きま 巧ん。 

• 巧 致の アラームを 同じ 時刻 じきき をし 巧と ぎは、 巧の* 巧 ち 位で 夏) 
巧し ます。 


« 巧 頃 位 (有— 化）  ■ 

アラー ム辖能 

録画 チ 約〜 巧晤子 お) ー アラー ムース クジ ユール/ 
ToDo'J：3h 

- 視畴 予約と 録画 チのを 同じ 時刻 C 設: ちした ときな、 巧 時 ぞ拘ア 
ラーム 巧を [巧し まだん。 

• スクジ ユール アラームと ToDo アラームを 同じ 時刻 じ設 をした 
場 含は、 がしく 登録した 方の アラーム ヴ巧 EiSf 乍し ます。 

■巧を 巧容函 面の るかた 

n 且且凸 
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D アラー ム設を 中 7 —ク 
且設を 時刻 

白く U 巧 しおまの 巧宮 表示 


で 

1 ◎だな 

苗 

厦日 指を 

を 

巧 日 

E1 巧 お 時 苗 

百 スターブ 技: を 中 7 —  ク 
回 ホ登摄 


巧受 画面な 5 アラー ムを お; 玄 する  <  クイック アラー ム> 

待受 画面で 時刻 （4 巧; 24 時 国 舌り を 入力 ►©>  [クイック ア 
ラー 厶] 

3 —ム *>4 ニューな 5 登録す る 

ブーム: ニューで [垣 ネリ 货 能] [アラーム〕 ► アラー ム 登録 
番 きを 道ぶ ►  @  ► 時刻 口 4 時 国 制) を 入 万 ►  ® 

因 ま お 別 5 だ 

クイック アラー ム について 

♦ 日時は 当日く 時刻 ヴ週 ぎている ときは 型 日)、 ろ 碧は [夕筹 なし]、 
^ッ たー ジは [クイック アラーム] として スクジ ュールに 登録 さ 
むます。 

スームイ ニューから 登録ず ると き 

• アラーム 時刻の みおち できます。 その 化の 項目な じ I 下の ぶ ラ 区 
巧ち さ ri ます。 

■ 澡 U をし おを;® 曰  ■ 文ッ t— ジ; なし  ■ 運 括 巧; なし 
■ アラーム 音 遺 巧; 前 ◎お定 した アラーム 音 
■ アラーム 音屋違 巧: 音呈己 
■ ス S —ブ 段: を;  OFF  ■ 時 動 時間:  60 お 
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-ム投 を 時 さ りご 丈る と 


お 巧した 巧 客で アラームけ 動作し ます。 連 提巧巧 登録ち 〇 ている とき 
は、 アラームを 止める ヒ連括 巧 巧 表示ち 打ます。 

♦  FOMA 招 末を 扇 じている とちは、 ヴ フデ イス ブレイに [アラーム 嗎 
動 中] ヒ 表示ち 0 ます。 

♦ アラーム 巧 動 時間な 過ぎる と、 アラーム ヴ 止まり、 アラーム 時 国 巧 
週ぎ 巧 a のソッ t ー ジ巧 表示 さ ri ます。 

♦逢 巧 巧 巧 表示され たと きな、 @ を 巧す と笔 話を 巧 口る こと ヴで きま 
す。 


ア クー ム I ■拉 やの ポタン » 巧 


FOMAM*?: 

閉い ている とき 

POMAitt 末を 
閉じで いると さ 

アラーム 厚 止 
(スヌー ブは動 巧） 

の〜 風、 風、 恐、 面、 

®、o、®、©、®、@、 

の、 画、 目 (MULTI) 

日 （MULTI) 

アラーム 厚 止 
(スヌープ おお） 

因 

— 

音 呈謂節 
(音 备〇〜 10)* 

〇 

— 

X アラーム 音量を ステップ トーン じきき をして いると きな 現 節で きま 
だん。 


防は a 

• 巧の 場 含は、 設定 時刻 じ なって を アラーム 巧 動作し まだん。 适值 • 
餐 巧を 沒 3 し、 通 « •操 巧 前の 画面た 巧运 画面に 房る と、 アラーム 
ヴ 動作し ます。 

■ 這紀中  ■ タール 爱请中  ■ 巧か综 通信 中 

■ データ 送受 请中 ■ 巧み 爲ン亡 コン 揉 作 中 
■ ソフトつ エア 更新 や* 

※ソフトつ エア 更巧や C 鞋定 時刻 じ なった ときは、 揉 巧を 巧 3 し 
てち アラームけ 動作し 巧い こと ヴ あります。 


• ス スープ 中に 廷 結を 開 姑した ときな、 ス スーブ 通知 巧 中断 さむ ま 
す。 通路 媛 3 をに スヌ ーブ 這知ヴ 再開 さむます。 

• ス スープ 中 またな ス 又ー ブヴ設 をち むた アラーム 巧 巧を やは、 則 
の アラーム/ スクジ ユール アラーム/ ToDo アラー ムは設 巧した 
時刻 C なって ちを 巧し まだん。 

• バイフし ータ巧 [ON] の 7 ナ ーち ー ドを 設定 や 13、 バイ プレー タ投 
ちヴ [OFF] でち、 [バター ン 1 ] で 振動し ます。 

ピクチャー コ ー ルが 巧を されて いる « 巧 巧を 連 巧 先に おました 

とぎ 

♦ アラーム お 作 時 C ピ クチ ロー コールの 画を 巧 表示 まむ ます。 

♦ ピクチ1^— コー ルに i 亡ーシヨ ジ巧 登録 ミむ ている ときは、 這 常 
の アラーム 画面 巧 表 巧 さ ri ます。 

♦ アラー ム 音に 巧を ときを 含んだ i たーシヨ ンを設 をして いると き 
は、 i モー シ 3 ンの 映赁 巧を 巧され ます。 

ウン 七 グ視ほ 中に アラーム 時 到に なク たと き 

• フン t プな 中が して アラーム ヴ動イ でします 。アラーム 巧 厚 止す る 
と、 アラーム 動イ乍 前の 巧 態、 じ宾 ります。 


-ム 巧技を する 


アラームな、 1 件 こと I こおち (再設ち)/ 解除/削除で ちます。 削 おす 
ると 登録の 客け 消を ます ヴ 、おおして ち 登錄巧 客な 消を まだん。 再 お 
をを 巧 ラ ことで、 再 U 同じ 巧 客で アラームを 動作 さ だる こと 巧で きま 
す。 

1 カスタム メニューで [LifeK け] [« が 巧 お] [アラー 
ム] 

2 アラーム ま 録番 きを 涅ぶ お徐 / 削除/巧 設 まする 

•お 除/再 段: 巧:® 

• 削除:©  ►[はい] 


スケジュールを 巧 巧す る 


予 をの 曰 時、 巧 客な どを 登録して 菅慢 でぎ ます。 アラー ムの設 巧 
や^ ッ た ージき 巧な どを できます。 

• あ 5 りじめ、 日が •時刻を 正し  <設 をして あいて  <  だ ミし、 (げ P.5 の。 
• スクジ ユールな 300 件まで 登録で きます。 

•  2000 年 1 g 1 日〜 2099 ホ じ 月 31 日まで 登録で きます。 


スクジ ユール おおで 登録した テち や、 巧 坛チ約 •録画 チ狗 のの 客を 活 
捉 できます。 

1 カスタ ムメ ニ ューで [LifeK け] [スケ ジュー ル] ►[ス 
ケ ジュール] 

♦ 巧受 画面では :〇 

• 巧受 画面 C 々レン ダー ヴ 表示され ている ときは、 たし ン ブー 
き 巧を 解除して ください。 

♦前 月/巧 3 の 表示:®/® 

■ 巧定 した 日 巧の カレンダーを 表示す る  <  曰 巧 指定る 巧 > 
1 カレンダー 面面で©  ( [ま 示] [日け 指を ま 示] 

2 日 巧を 入力'© 

... 

V 连 画面な 色 曰けを 入力して カレ ジブー を 表示す る 
待受 画面で 曰 付を 六 力 ►  (=)  ► [スブ ジユー ル] 
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巧 连お如 5 だ 

• 日が A でと 表示ち むる た レン ブーの 巧 尼は 巧のと おりです。 

■  01 〜 31: 今月の わし ンプ ー（ 1 日〜 31 曰） 

■  0101 〜 1231; 指を 月日の たし ンプ ー（ 1 弓 1 日〜 12 目 31 日〉 

■  200001 01 〜 2099  口  31: 指を 年月日の たし ン ダーロ  00 晚1 
月 1 日〜 2099 を 12 月 3 旧） 

■カレ ン ダーの さ 巧 方 まを 切り 巧え るく 巧 示 巧 》> 

カレ ン ダー 函面 でを ) g  [ま 示] [ま 示 切替] 

2 ま 示 方法を 遵 ぶ© 


• カレン ブーの 表示を アイコン 表 巧 C 巧 レ J 普を てち、 巧受 画面の た 
レン ブー 表示 おを I こは を 巧 さむ まだん。 巧受函 おの 刀し ン プー 表 
巧 鉛ち C ついて なげ P.97 

■カレンダー 函 面の るかた 


■  2mm  1 H  m 

己い X  g  s  ± 

— n— 

Bl 

s  ■  n  ■ 

a  ■  )  »  «  t  1 

1  a  1  *  E 

. ， i  A  II  11 ' 

II  >  —  I,  a 

B 

— B 

9  7  1  い 0  M け 

13  14  (5 けけ  II  19 
け 21 田宙 W と 2C 
：l  S  4  10 

一。 ■•因 •  r  一 

-n — 

田 

ル A 
ル ••お S 

田 

—a — 

アイコンを 巧  涯常 表示 

D 本 B  (ち拉 表示） 

曰 這 巧して いる 日 (浸 色で 表 巧） 

曰 這 巧して いる 日 (黒療 がで 表 巧） 

曰 化 日 乾ち ちれで いる 0( 巧 色で 表 巧） 

百き 沒 ちれで いる チを (ろ 寶别 に アイ コンで 表示） 

♦視晴 すの C は [回]、 塚 画 テの I こは 〔0] 巧 表示ち 打ます。 
回 予定 巧登綺 ちれて いる 曰 （アンダーライン ま 巧） 
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♦ 開始 日時と 巧 客は むす 投 巧して くだち し、。 

1 カスタ ムメ ニ ユーで [LifeKit] [スケ ジユー ル] ►[ス 
ヶ ジュール] >@^[巧 規 がぶ] 

♦ 通常 表示のと きは、 たし ン ブー 函 おで® を 押してち 新規 登録で 
きます。 

2  [日時] M 始 曰を 入力 時 問 (24 時 M 制) を 入力 ►© 

♦ むし ンブー な 5 日 巧を 遣 巧と き; 日時 段ち 画面で 巧^〇 で 曰 巧 
を遵ぶ 

♦ 開始 日時と 同禄 亡、 終 3 日時ち 技: をで きます。 

• お 3 日時 ①リ t、 ソト； ® 

3  くり 涅し 方法を 惡 ぶ© 

• [ 1 回の み] のとき： [1 回の み] ►餐作 5 へ 
• 沒 3 曰 時を おちして いると、 [ 1 回の み] W かは 送 巧で きま だん。 

4  くり 适し 回教を 乂力 ►© 

♦  <リ 返しの 回が 亡 「00」 を 入力した ときは、 <リ 返し 回教は 制限 
なしと な U ます。 

5  [要約] 夏 巧を 入力 ►© 

♦ 要拘は 全ち 20 です (半ち 40 です) まで 入で できます。 

6  [分類] 分類 アイコ ンを 進ぶ ►  © 

7 アラームを 設 まする 

♦ で ラー ムの 段: を 亡つ いて はげ P.326r アラー ムを おちす る」 

8  [画像] [マイ ピ クチャ] 静止 面を 惡 ぶ® 

• 挣止 国の お 淀; 脖止 画を 遵巧 ►  €) 

♦ 技: をした 函运 な、 テを リスト 画面 やスク ジユー ル詳組 画面に 表 
巧ち ri ます。 


g  [連 お 先] 入力 方法を 送ぶ 
[巧 £«« お] る 府を惡 ぶ >0 
【直 S 入力] ま活 番号を 入力 ►  ® 

• 設 をした 連捂 巧は、 スク ジュール 註 細函面 C 表示 さ： n、 霉記 をな 
d ■る こと 巧で きます。 

10  [シークレット] 設 をを 送ぶ ►© 

W  [内容] 内容を 入力 ►  ©►を 

• 巧 客は を 角 100 文す (半角 200 文ぞ) まで 入で できます。 


♦ ダイい ル お 值利お 中は、 連ち 巧を 設 をで ぎ まだん。 

シーク レツ ト査经 について 

♦ シークレット 登録した スクジ ユールは、 シークし ツト 亡ー ド 
(巧 ■P.l 16) を [ON] に 紙ち しない 限り、 試み 出す こと 巧で きまは 
ん 。また、 紙を した アラー ムは動 巧し ます 巧、 きお 蓄 号れ >i，ytz- 
ジ 、函语 な哀巧 ミむ ません。 


.； り. 

アイコン 表 巧の し ジブ ーけ 5 分類 アイコン のみを 登録す る 
アイコン 表示の々 レ ジブー画面で 〇 で 日は を透ぷ ►  ®  ►巧 
祭 アイコンを 适ぶ ►© 

• ろ レン ブー 画面の アイコンを 巧 じついて なげ P.324r 力し ン 
ダーの 表示 方を を 切 U 替 又る」 

リ ブイた ル/ ■«« 歷を连 巧 巧 C 登録す る 
LJ ブイい ル/看 属唐 おを 逵ぶ ►©►じ クジュ ール巧 軌 ► 
スク ジュー ルを 登録 

I ち ー ド ー ルの 本文を 巧宮 C 登 ミます る 
受信/を 信 — ルを 表示す る ►巧) ► [登録/お 香] [スブ 
ジュー ル 巧な] ► スク ジュー ルを 登録 


テキスト ソ 亡の 巧で を巧容 じ 登録す る 

た スタム ソニ ューで [L け eKit] [运利 巧 能] ► 〔テキスト タ 
ち]  >  テキスト; 亡を 這ぷ ►©  ► [作な]  >  [スク ジュー ルイ 乍 
巧]  >  スク ジュールを 登録 
巧 止 画を 画* じ登錄 する 

1 マイ ピ クチた ① 静止画を 透ぶ ►©K 画面 設 ミい [スウ 
ジュール 画 急設を] 

• お をを す <1 こ 登録: 唐と 画涅 をを のプし ビュー 画面で©  ► 
[画面 設 を] ►  [3 ク ジュール] 

2 スヴ ジュー ルを 登録 
离 I 连お巧 5 だ 

分 巧 アイコンのを 每 について 

• スク ジュールには、 巧の 巧容巧 登録ち; n ます。 

■ 日時: 力ーソル 日十溪 作した 時 商 
■が 寅: 送 巧した アイコン のみ 煮 

リ ダイ ヤ ル/着 巧 S おの 査録 について 

• 表 巧ち n る スクジ ュールの 予を 登録 函 おじは、 あ 5 なじめ 巧の 
巧 登 巧 登録され ています。 

■ 曰 時: 発僖 / 看 宿曰椅 
■ ま提 巧: 電お室 号 

j モード メール 本文の 登録に ついて 

• 表 巧 さ n る スクジ ュールの 予を 登録 函 面には、 あ 5  口し’ め 巧の 
巧 客 巧登綠 ちむ ています。 

■ 日時: 受径 / を 信 曰 時 

■ 連 巧 巧: 差出人/巧 巧 巧 登録 さの ている 笔 おおの 1 つ 呂の電 
き 舌き 号 

■ 巧 客: ジー ルの 垣 香と 本文 (き 角 100 文字 (半角 200 でぞ) まで) 

テキスト タ モ本 夕の» 每に ついて 

• 表示 さ n る 3 ク ジュールの チ定 登録 西 面 C は、 あ 5 なじの 巧の 
巧 客 巧き 綜さ むてい ます。 

■ろ 貧: テキスト •> {モ のろ 寮 
■ 巧 客: テキス た ①本ス 
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巧 连お則 5 だ 
昨 止 国のを 録 について 

♦ 表 巧 さ n る スヴジ ュール ①予を 登録 函面 じは、 あ 5 巧し’ め 巧の 
巧資巧 登録ち 〇 ています。 

■ 曰 時: を 止 画の 保存 日時 
■ 函資: を 止 画の タイトル 爸 

♦  microSD ソち リーたー ド 巧の 爵止 画な、 直 沒スク ジュール C 登 
録 でき まだん。 FOMA 廣末 (本 巧) に コビーして ウ 5 登録して く 
だち し、。 

♦ 保を 巧を microSD イた リー ウー ド C 設 をして 涅を している とき 
は、 スクジ ユール 登録で きま だん。 


ぞ をの 開始 時刻 前に アラームで お 巧 5 だする ぶ ラじ投 をで きます。 

スケジュールの 予 をち 録画 面で [アラーム] [ON] 


2  [アラーム 時刻] アラーム 時刻 (予を M お 時刻の 何分 
前) を 入力:© 

3 けき 巧 時 旧] >  P 烏 巧 時間を 入力 ►  €) 

4  [アラーム 音 進が] ►アラーム 音を 塞ぶ® 

• アラーム 音の 活损: アラーム 音を 這 巧 ►  ® 

♦ アラームを 晴 5 ちない とき： [アラー ム音遵 巧] ► [設 をな し] 

5  [アラームき 蛋 送 巧] ►〇 で音最 を!！ 節 © 


♦ 同じ 時刻 I こを 致の スヴジ ユール アラームを 段: をす ると、 お定 した 
回 致、 アラーム 巧 巧り ます。 

• 看值 バイフ レー タを おちす ると、 アラーム 動作 時 C ち バイ ブレー 
夕け 動作し ます。 
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お 巧した 巧 客で アラーム ヴ 動作し ます。 連 提巧巧 登録ち 〇 ている とき 
な、 アラームを 止める ヒ連措 巧 巧 表示ち 打ます。 

• アラームの 止めな たた 音屋 調節 C ついては i^P,322r アラーム 嗎 を 
中の ボタン 揉 巧」 


• 巧の ぶ ラな ときは、 アラーム 画面 E 面 赁や巧 侵 巧 表示 さ; n ます。 
■ スケジュールに 画を を お ちして いると き 
■ アラーム 音 じ 映 を を 含んだ i ちーシ ヨンを 設 巧して いると き 
■ 連 巧 先と して 登録し 巧霉绍 饭じピ クチ ロー  コール (爵止 画) ヴ 
設を さの ている とさ 

• アラーム 画面 じな、 画运た 映まヴ 巧の 巧 巧 傾 位で 表示ち 〇 ます。 


» 巧 •位 (茵 一な） 

画を 

アラー ム音 C お 巧した i たーシヨ ンース ヴジユ ール① 
画每— 笔話おのピクチ户ーコール設を^ブループビク 
チでー コール 段: 巧 一通 常の アラーム 函读 

特 ちの 日た 屋 日を 休 曰 I こおを でぎ ます。 また、 設 をした 休 曰を 解が す 
る ことを でぎ ます。 

• 化 日な 100 件まで おちで きます。 

• 設 をした 休日は、 ホを で 表示 さむます。 

1 カスタ ムメ ニ ューで [LifeKit] [スケ ジュー ル] ►[ス 
ケ ジュール] 

2 なで 日 巧を 楚 ぶい©; 厳を] [休日 設 を] 

♦ を 週 同じ 雇 曰を 化 曰に おちしたり、 化 曰を すべて おな するとき 
な、 曰 を送ぷ 必要は あ U ま 杠ん。 


3 設 を/巧 除 方法を 遵ぶ 

【当日 投定 /« 度] 

【巧 日 指定 巧を] 巧 日を 巧ぶ @ (く りちし 巧い® 

- 囚な遵 巧、 □はお 除の が® です。 

【泣 去を «お] [はい] 

- 過去の 休日の みす ぺて (擅 日僖 ちで 掛 ちした 休日を おく) 解除 
でぎ ます。 

【を稱 除い 【はい] 


• を おおを 巧 ラと、 屋日指 巧で おちした 化 日は あ賈い 上げ 時の 披定 
C* ります。 


百 去 する <nwe〉 


• あ 5 なじめ 登録 さ 打てい る 画 民の? 兄 日の ほな ご、 20 件まで 乾ち でき 
ます。 

• 設定した 巧 曰は、 巧 色で 表示 さ； n ます。 

カスタム メニューで [LifeK け] [スケ ジュー ル] ►[ス 
ケ ジュール] 

2 なで 日 巧を 進ぶ， を M 隨 ま] [巧 日结 を] 

•巧 曰を お 降 するとき な、 日を 違ぶ 必要は 巧り まだん W 

3 設 を/おおを 道ぶ 

【巧規 き 島〕 おを 方 まを 巧ぶ 1，®! 巧 日を を 入力 
- 巧 日 名な をち 20 又す (半角 40 文す) まで 入力で ぎます r 
【巧 拍沒定 じ 戻す] ► 【はい] 


設定し を 巧 日 巧 客を 愛ち する 

ウし シブー画面で 〇 で 変き するな 日 を 送ぶ ►  ®  ► 巧 日 おち 
を 這ぶ ►  ®  f  [お 集] 日 巧を 入力 ►  ®  ► お 巧 方法を 遣ぶ 
®  ►巧 日 名を 入力 ►€) 


— ルを 巧 巧す る 


[スケジュール] ►[ス 


カスタム メニューで [LifeKit] 

ケ ジュール] 

〇 で 曰けを 涅 ぶ© 

• 前日/翌日の チち リスト 画面を 表示;®/® 

•  microSD ク: 亡リー カード 巧の テを を活损 するとぎ；®  ► 
[m わ roSD デー タ参胤 


n 


予ち U つ卜 画面 

□日 巧 

曰 当日に 登録され ている 件 a 
曰 タイム バー 

♦ スヴ ジュールの 開始 時刻〜 お 3 時刻までの 目安 ヴ、 30 ろ 単位で 
表示ち 打ます。 

凸 アラー 厶 のち 巧 
曰モ 定時 刻 
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回爱約 または 巧 客 

♦ 要約な 登録 さむて いると ぎは 要の 巧、 要約な 登録 さむて いないと 
ぎな 巧 客 ヴ巧預 全ち 8 文ぞろ (半ち 巧文ぞ ろ) 表示 さ 打ます。 

H 分 寮 アイコン 
回函毎 

♦ つ ヴジご ー ル C 登録ち 打てい る 面该、 またな 連沒 巧じ按 巧ち 打て 
いる 笔話 おの ビ クチ f ー コールの 函毎ヴ 表示 さむます。 

3 予 まを 惡ぶ © 

• 登録 さ 〇 ている 画 赁の活 思 1:® 

• 前を のスク ジュール 詳細 函 面を 表示:  〇 
• 1 つ 前/巧 I こ テを 巧 登録 さ ri ている 曰の 
スク ジュール お 細 歯面の 表示；®/ 毎！ 

• 運 巧 巧 巧 おちさ 〇 ている ときな、 霉話 番号 
巧 表示 さ n、® を 巧 ヴと霉 記を な 口る こと 
巧で ぎます。 連瑶 巧な 電話 虑じ 登録 さ 打て 
いると きな、 S 前 巧 表 巧 さ n、®&} 甲す と 
笔き舌 巧 巧 客 表示; 画面 (巧 P ぶの じなります。 

G  〇  〇  (L 

: ろ 窝别じ 表示す るく 巧 a 別 8巧> 

で レシ ダー面面で©  ► [表 巧], [巧 煮 別表 巧] ►巧領 を 遣ぶ 

►  © 

违毎巧 則 C を 巧 する  <这 巧 巧知* 巧: • 

でし シブー 画面で© ►[き 巧]: [連 巧 巧 別表 示] 逢 巧 巧を 
道ぶ >® 

すぺ ての スクジ ュールを 运 巧す るく スク ジュ- ルき 件 巧 巧 > 

で レ シブー 面面で©  ► [き/示] ►  [3 ク ジュー ルを 件 表示〕 

• テを の 滝 弦; チち を适巧 ►© 

スクジ ュールを； t— ド; ー ル C 就す する < ジール 添 巧 > 
スク ジュー ル詳巧 面面で©  ► けール 添な]、 ソー ルを 巧 巧- 
送信 


.•玉の U/ 此 。り 田 13;0々 
巧  00 日/ 04/。 （が  14;  W 


スクジ ユール 
詳細 画面 
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スク ジュー ルを コピー する <〕 ビ’ 

スク ジュー ル詳組 面面で 毎) ► [コピ ー ] ► [コピー] 

スク ジュールの 巧能别 ロックを 設定す る  <  巧 おお □ック > 
々レ シブー画面で©  ► [巧 お 剤 □ッ ク] 疏末 暗！! 番 畳を 入 
力 ►  ®  ►  [ON] 

巧 连お巧 5 だ 
メール 巧 巧 じついて 

• 視 頃: テ 抑 や 錄画予 巧の スク ジュールな 娇巧 でき まだん。 

コピー について 

♦ コビー した 3 ク ジュー ルは、 ジール 本文: や 霉穂很 などの 文す 入 
で 画面で、 貼り 巧 ウ たりす る こと 巧で きます。 

巧お别 ロックに ついて 

• スクジ ュールで 巧 お 別 □ック 巧を を 巧 ラと、 テキスト タ 亡、 
ToD か」 スト、 アラー ムも 同時 C 巧自 g 別 □ック 巧 おを ミれ ます。 
•  « 旨旨别 ロックに ついてはげ PJ 13 


1 カスタム メニューで [LifeKit] [スケジュール] ►[ス 
ケ ジュール] 

2  〇 で 日 巧を 港ぶ’：© 

3 モミを 进 ぶい© I 骗 叙 
4 予 をを 巧 正’ を 

• 優 正ち まは、 登録 時の 操作と 同禄 です （げ P.324)。 

5  S 録方 ミモを 遇ぶ 

。 [巧規 ま 技] 

• [上 « 登 括] [はい] 


I カスタ ムメ ニ ユーで [LifeKit] [スケ ジユー ル] ►[ス 
ケ ジユー ル] ►  ©  »  [ま 示] [スケ ジユー ルを 件 ま 示] 
2 予 をを 楚 ぶ:、©: [削 お] 

3 削 お 方法を 進ぶ 
- 【1 件が お 3 

【巧 去を 件 削を] 巧 末 n な 番号を 入力 ►  ® 

- 遵 巧し 巧 チを の 前日まで のぞを を 削除で をます。 

【を 件 助 除] 巧 ホち な « ちを 义 力、© 

【爱巧 助 除] 卞 をを* ぶ© (< り 巧し 巧》、 @ 

- 因な 遵巧 、□はお 除の 巧® です。 

4  [はい] 

カレン ター 画面な 5 削除す る 
々し ンプー 面面で©  ► [削な] ► 削な 巧を を 道 巧 ►  ®  > 疏ま 
お 証 まきを 入力 ►©わ [はい〕 


ToDo リストを ち绿 する 


巧 なぞを の 期限、 巧容 などを 登録して 巧む 子を を 管理で ぎます。 
« 先度を 設定した U、 アラー ムの 設定 や イツ わ ージま 巧な どモで 
きます。 

• あ 色な じめ、 日が •時刻を 正しく お 巧して おいてく ださい 

(げ P 加)。 

• 下 oDo リストは 100 件まで 登録で きます。 

•  2000 年 1 g 1 日〜 2099 ホ じ 月 31 日まで 登録で きます。 

1 カスタ ムメ ニ ユーで [LifeKit] [スケ ジユー ル] ► 
[ToDo リスト] 

2  ©►  [«規 作ぶ] 

•  ® を 押してち 新規 登録で きます C 


] 

凡 J  〇 

け 寒 

[••/•/•] 
[祝  1 

9 巧 S 

巧き 定  ] 

巧ち 

r  1 

S の 

[  ] 

W 巧 

[讨 ななし  ] 

巧- 4 

[OFF  ] 

5^" 

[OFF  ] 

巧！] テを 登録 画面 


3  [巧 巧] 巧 巧を 入力 ►© 

- 〔究下 曰] 究了 曰を 乂力 >© 

〔巧®]  ►巧 巧を 餐 ぶ;’® 

[9 ホ S]  9 ホ S を 苦ぶ >@ 

4  [巧 客] 内容を 入力 © 

• 巧咨 なを 角 100 スぞ (半角 200 で 字) まで 入力で きます。 
♦ 要拘を 入で するとき； [要約] ► 要約を 入で ►  @ 

- 要 巧は き 負 20 ちぞ伴 負が ちぞ) まで 入力で きます。 

5  [分類] 分類 アイコンを 塞ぶ ©►(S) 
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巧拉 予定の 巧 お前 じ アラームで 巧 5 だる  <ァ5 -ムぉ ま > 

1 巧 B 予定 登録 画面で [アラーム] ►  [ON] 

2  [アラー ム 時刻]. アラーム 時刻 (期® の恼夕 前) を 入で ► 
© 

♦ 運 稱巧① 登録： [連 場 巧] ► 連稱 巧を 設定 

3  ® 

巧肛 予定を シークレット 爸録 する  < :-ク し’ 一¬ 
巧を)  予巧 登録 画面で  [シ ークし ット〕  ►  に N] 

巧 津お別 5 だ 

アラーム おを について 

♦ アラー ム 音の 変き 巧 まな どじつ いて はげ P ぶ が アラー ムを お 
ちす る」 

• お 定 した 連 巧 巧な アラーム 画 お 区 表示 さ: n、 羣 S 舌を なける こと 
ヴ でぎ ます。 

♦ダイ い ル 舜值が お 中は ま 巧 巧を おを する ことは でき まだん。 

シーク レツ ト査每 について 

♦ シーク しット 登録した 巧を チを は、 シークし ット たード 

(巧 ■P.llS) を [ON] に 巧ち しない 限り、 読み出す こと 巧で きませ 
ん 。また， 設 をした アラーム 巧お 作し ます ヴ 、羣記 番号た メッ 
tz— ジ 、画 毎は 表 巧 さむ まだん。 


をの 化①梗 利な 檐お _ 


3 扣 


—ム投 を 時 巧になる と 


設 をした 巧 客で アラーム ヴ 動作し ます。 連 提巧巧 登録ち 〇 ている とき 
な、 アラームを 止める ヒ連措 巧 巧 表示ち 打ます。 

• アラームの 止めな たた 音 屋詞節 C ついては i^P,322r アラーム 嗎 を] 
中の ボタン 揉 巧」 

r.iAtisili 

ピクチャー コー ルが おを されて いる 電巧 巧を 連 巧 巧に 設定した 
とさ 

• アラーム お 作 時 C ピ クチ ロー コールの 画樓巧 表示ち むます。 

• ピ クチ ロー コー ルに i  t  — シヨ ン巧 登録 さ 打てい ると きは、 這 常 
の アラーム 画面 巧 表 巧 さ ri ます。 

• アラー ム 音に 哄每ヒ 音を 含んだ i たーシヨ ンを投 ちして いると き 
な、 I モーシ 3 ジの映 运巧度 巧 さ n ます。 

1 カスタ ムメ ニ ユーで [LifeK け] [スケ ジユー ル] ► 
[ToDo リスト] 

•  mfcroSD ソ t  IJ- 力ード 巧の チち を宿捉 するとき；©  ► 
[microSD デー タ 参照] 


巧 を 予巧 U スト 画面 

※要 拘ヴ 登録され ている とぎな、 要 お) の 巧 頭 全 香 9 夕 すろ (半 負 
旧 文: ぞ 巧) 巧 表示ち む ます。 

要約 巧 登録され ていないと きな、 巧 客の 巧 頭を 角 9 ス 字ろ (半角 
旧 文す 巧) 巧 表示され ます。 


度 7 -ク 
態 7 —ク 
アラーム 


- な# 8/M/23 けけ 13: 货 


要 巧 またはの 登を 
巧 限 


2 巧 » 予定を 進ぶ© 

• 巧 客の コピー：©  ► [コビー] 

期限 
が 態 
巧領 

シークし ット 登な 
-巧客 

巧を テを 巧 客 画面 

巧 » を 巧り 客え るく 巧* 切 客、 

巧 巧予を リスト 画面で 巧な 予 をを 逗ぶ ►  ©  ► [お 馬 切 普]:。 
填 白を 遣 ぷ>@ 

が 想 別/み 類別 C ミ 示す る<  巧 態别 S 巧/ vsais 巧 > 

巧 お 予を リスト 画面で©  ► [き 示教を] [が! S 別き 示]/ [ろ 
漂别 き 巧] ►垣 曰を 還ぶ ►© 

ち 3 した ToOo リストを チェック する 
巧 巧予巧 リス h 画面で 巧巧予 巧を 适ぶ ► ® 

• ホ チェック （〔■])1 こ 房す とき： すでに [S〕 巧 表示 さ n ている 
巧！] チを を 這んで® 

ToDqiJ ストを i ち ー ド タール じを 巧す る < 夕ール 8巧> 

巧 お 予を リスト 画面で 巧 お 予 をを 還ぶ —ル添 巧] 
►夕ー ルを 巧 巧 •送信 

ToDo。 ストの 巧 肖 g 別 □ック を おを する く  S お别 ロック > 
巧な 予 ちリ: 卜 画面で©  ► [巧 お 則 □ッ ク] •節 未 暗証 番章 
を 入力 ►  ®  ► に N] 


完 3 曰- 
运巧 度一! 
アラーム 
要約 


129 がが いの  <化） n  69 
12000/0^/23  (5J0  11;36 
11 そ 置  —— 


ユ ON 巧 分 巧 
NOFF 
占プレ 30 

レけ •パ T  — シ a ン 巧ち 


巧 连お巧 5 だ 

ToDo リストの チェック について 

• チ I、 シクす ると、 完 3 日時 ヴ目 B 的に 登録ち むます。 

巧 お 則 ロックに ついて 

♦  ToD か」 ストで 巧能别 □ック おを を 巧 ラと、 テキスト タモ 、スク 
ジュー ル、 アラー ムを 同時 C 巧お别 □ック ヴ投巧 さむます。 

• 巧能别 □ック について は ayP.IIS 

1 カスタ ムメ ニ ューで [LifeK け] [スケ ジュー ル] ► 
[ToDo リスト] 巧 巧 予定を 進ぶ®  ► [巧 集] 

2 巧® 予定を お 正 を 

♦ 優 正 巧 まは、 登録 時①餐 作と 同禄 です (0^P.329)。 

♦ 売 3 曰の 截 ち； [完 3 日] ►売 3 日を 入力 ►© 

3 ち録 方法を 選ぶ 
- [巧規 さ沒〕 

• 〔上書 登 没〕 [はい] 


1 カスタ ムメ ニ ユーで [LifeK け] [スケ ジユー ル] ► 
[ToDo リスト] 巧巧卞 をを 進ぶ、©  ► [削 お] 

2 削な 方法を 進ぶ 
< 〔1 件が 巧] 

〔究 下の み 削を] 巧 末 »な ま 号を 入力 >  ® 

〔を 件 削 お] 巧 ホ 巧な ま 号を 乂 力、 @ 

[餐 巧が 巧〕 巧 » 予定を ちぶ© (< り 巧し 巧） ►  © 

- 囚は這 巧、 □巧棋 おのが おです。 

3  [はい] 
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よく 巧う 機能を 手早く ま 巧す る 


よ  <  厘う 巧 能を あ 5 ごじめ シヨー ト カットに 登録して お  <  と 、商 
単な a 巧で その 巧 能を き 巧で ぎます。 


- に HORT  CUT 1] のこの 位宜 C 登録 さ; n て 
いる おお は、 巧受 画面で 圧)〜 迈 K 1 砂 jy 上） 
で 実行す る ことげ できます。 

♦ お買い上げ 時の 登録 
の：/ トコー ドリー ダー 
CS: ホ 外 想受值 
应 ); 香 刺。ー ダー 


及 5 なじの 登録 さ 〇 ている ショートた ット C、 よ < 犀 ラ 巧 86 か I アブ 
リ のンフ h*、 フック マークを 上き き登豫 できます。 

• ショー ト カッ h* は 18 件まで 登録で きます。 

I 登録したい «お の函 面で ◎(multiHI 巧 w 上） 

• 〔夕] ヴ表巧 さ n ている 巧 おを 登 塚で きます。 

2 登録 先を 選ぶ© 

• 上 寒き 登録; 登録 巧を 道 巧 ►  (=)  ► [はい] 


ショー h* た ットに 登録した I アブ。 の ソフト か プック 7 —ク① 

U 乱を 削玲 すると、 ショートた ッ h*>： ニ ユーロ 5 ち 削は ちむ ます。 
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♦ 万し ンブー 巧き 示さ 〇 ている ときな、 因を 押してが 表 巧 C して < 
ださい。 

待 ま 函 旧で 0 

2 ショー ト カツ ト アイコ ンを遵 ぶ © 

•; 待受面 旧で 〇 

2 ショート カツ ト アイコンを 進ぶ •©►[削除] 

3 削 お 方法を 選ぶ 

♦ 〔 1 件 削 お] 

• [を 件が 巧] 巧 末 巧な ち 号を 义 力 >@ 

4  [はい] 


•ン 与ー ト カタ 于メニ ユー巧 y イコ ブそ投 まする 


1 待受 面面で 0 

2 シヨー トカッ ト アイコンを 遇ぶ .©► [アイコン 設 
定] ►[アイコン 画巧設 を] 

3 非 選 巧 時 用の 画 巧を 涅 ぶを 

•画 まの お 招: 画运 を涅ぷ ►公 

4 選 巧 時 用の 画 巧を 进ぶ 
•[はい] 宙《 を 浴ぶ  >  を 
- [いい 文] 

- 巧 适巧時 用と 同じ 函をヴ 致: ち さ 打ます。 


が 這 巧 時 巧 画运に GIF アニ ソー シ ヨンを 錠ち すると、 這 巧 時 南画 度 
は投 をで きま だん。 


-トカ W 


•の アイコ ■ンを す 


待 ま 画面で 〇 

2 シヨー ト カツ ト アイコンを 選ぶ ‘ 巧)、 [アイコン 設 
を] [アイコン 移 巧] 


3 ちな をを 爱ぶ ►© 

• 虽切 巳さん だシ ヨート わ ツトヒ む 宜灯入 出替わります。 


夕£ ユーの アイて:: zam のな ちを 

シ a ンフ オー カス > 


1 待受 面面で [アクション フォー カス] 
2 効果を 還ぶ® 


-の 巧を を 巧を する <»■« 定食 


待 ま 画面で 〇  ►  ®  ► [背景 話を] 


2 画 巧を 里ぶ ►を 

• 画 富の お 据:画 运を涅 ぶ ►© 


を おを い 上げ 巧の 巧! » ■な? 


待き 面面で 〇  ►を) ►[メ ニュー リセット] 
2 靖 ホち 証 番号を 乂力 ►€); [はい] 


剌 リーダーを 利 巧す る 

り タラを 巧 つて 香 刺を 损み 取り、 FOMAM 末 (本が) 覃留 ちご 巧活 
登録で きます。 

• 登豫 できる 項目は 巧のと おりです。 

■  S 前  ■  7  IJ ガナ (巧の み） 

■ 電ぉ爱 号/ FAX を 号 (R  乂 合が 3 件） 

■  ー ル アドレス (奇ス 3 件）  ■截语 番号 

■ 次モ (をな、 部 暑、 肩き き、 LR しその 他の 項 旨） 

\ カスタ ムメ ニ ューで [LifeK け] [る 
ま リリー ダー] 

♦担を ランプ 巧 おむします。 


2 ディスプレイの 中央に を 刺を ま 示 © 

♦ 香 刺 全 巧 巧 ディつ プレイの じ 網 まるよう I こ FOMA 端末を 国 ミし 
てくだち し、 S 巧)]^ ルで ちの、 特 I こ 文字を 含 C ちの 巧 ディ スプし 
イ巧 C 入 5 ない よ ラ じして くだまい。 

♦ 香 刺を デ ィス ブレイに 表示す る 原、 絳 巧き 宿 巧き どち 5 でち 読 
み 取る こと 巧で きます 巧、 斜めには しないで  <  ださい。 

♦ できる だ 口 さ 刺を 大き < を 巧す ると 綺み 取り やすくなります 
巧、 乃 式 ラを S 巧) C 巧 づけす ぎる と ビン h ヴ 含い C<< な U ま 
す。 香 巧! 巧 5 巧;^ ラまでの 巧 Si な 約 Idem 雜 して  <だ まい。 

•  7 ブー たつ □ツク で 拒を (げ P •口の 

♦  AFt— ドを 巧更 (げ P.134) 


■巧 巧 
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• 笔 おお; \ 力 画面 c、 読み 巧った 眉呂巧 入で ちむ ています。 

• 笔話 番号/ FAX 蓄号巧 含 か 4 件 W 上 あるとき や、 ジール アドし 
ス巧 4 件 政 上 あるとき 巧、 そ〇ぞ む上ウ 5  3 件 目まで 登録 さむ 
ます。 電お涅 則 アイコンは [甚] /〔 备] 巧、 ソール アドレス 涅別 
アイコンな [さ] 巧 登録 さ ri ます。 


• 香剌 C よっては 試み 的むな いを のか、 正し  <  提级さ 〇 ない をの 巧 
あります。 

♦ 試み 巧 U 巧 愛 かの 名刺は 巧のと お U です。 

■  0 本 蟹 W かの 备剥 

■ 背 ま ヴ巧 いている 爸刺 

■ ミ •ぎ または 手書き 風の フ マントを 毎 用した 名刺 
■ お •安と 话 •ぞヴ 混在した 名刺 
■ デイ 3 ブしイ など E 表 巧 さむた さ剩 
♦ 試み 巧 リ巧お 巧 あ 下す る 名刺な 巧のと おりです。 

■ 文す ヴ 巧く コントラストの 化い 餐剩 
■ 厘锅じ 小さい 又ぞを 含む 香*！] 

■ お巧フ マントを 含む 香 刺 
■ 巧 巧の ある 巧婚 C 印刷ち： n たさ 利 

■  □ゴ または □1[显» 巧の 又す を 含 C 爸刺 

■ 文す ど 〇 しの 固 巧 巧 狭 <泻 おしてい る 文す を 含む 备利 
•つ U ガブ 13 正しい 試み 巧 巧 巳な 5 ない 場 含 か、 目 動 付ち ミ： n ない 
こと 巧あります。 

♦ 頂 百の み 寮は 正し <紹 霞され ない こと 巧 あ u ます。 
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オリジナルの デコ メピ クチャを 作成す る 


ウタ ラを 巧 つてず ■ぎの おや 夕 すを 面 毎と して 綺み助 U、 プリ ジ 
ナルの デコ ソピ クチた に F 画 毎) を 作 巧で きま も轿み 取った 画 
毎のを を 変ます る ことを できます。 


カスタ ムメ ニ ユーで [LifeK け] 
[ショット デコ] 

♦ 涅をヴ イブを 変更す る:©  ►ヴ イブを 違ぶ 

►  ® 

♦ 巧る ミを 韵空 (巧 P.132) したり、 ブーム を 
ネリ 巧 (巧* FM32) できます。 


ディスプレイの 中决に 読み 巧る 拴や义 字を き 示 © 


♦ シ ツタ ー音 巧焉リ 、涅を ランプ 巧ぶ 打し ます。 
• フブー カス □ツク で おを (げ P.13 目） 


3® 

♦ 函ま のをを 変更す る: の〜 迈 I 
♦ 画 毎の 反を 状態を 変更す る; 圧！ 
♦函 まを 元 じ 夏す: 迈] 

• デ〕 ジー ルを 送值 (げ P.170):® 


• 夏場 巧き の ノート など ごまいて ち、 賽 涼を 時; いて おやです を 試み 
取ります (寶谋 を 読み 配る 場 含ち あります)。 また、 白色の 背 寒ち お 
い て 給た スぞ のみ 試み 助 U ます。 

• 読み 巧った 画を は、 自 K のじ 赁を曰 時を ちと じした ファイル 香ヴ 
巧け sn， データ ボックスの マ イビ クチ わの 〔デコ ク:ビ クチ わ] 

フ マルタ じな 存ち むます。 

• 巧 号 巧な 涅を頃 巧 I こよって ノ イブげ 目な つ 場合、 明るまを 强爱す 
ると ぎ ri いじ 涅庚 できる こと ヴ あります。 


K|^T1 

P レーペと してが 用す る 

た タラを® つてが 齿の 小さい 文字な どを 捉大 し、 デ イス プしイ で 
見る こと 巧で さます。 そのまま 静止画 摄を する ことち でぎ ます。 
カスタム メニューで [LifeK け] [カメラ ルーペ] 

• 挣 止画涅 をす る: P.129r 唐 止 画を おを する」 の 操作 2 へ 
♦ 唐 止 画 适あヒ 同替に 段: ミを 変き できます （げ P.132、P>137)o 


♦ 巧 2 み 時 巧ち 揉 作し ない と、 自動的に 转 3 し巧受 画面に 寅り ます。 


自分の るが や 画 巧を 登な する 


• ぉ買ぃ上ヴ時な、巧り巧な5ド0\^ムカー ドの笔链番呈のみ巧登録ち 
n ています 。その おじ、 巧の 頃 目 ヴき錄 できます。 


アイコン 

登録 頃 曰 

A 

名前 (全ち 16 文す (半ち 32 文す) まで） 

at 

フ リ乃ブ (半角 32 又す まで） 

國 

ご窝拘 の笔記 番号 (福 案不 巧） 

巧 

霉 話を 号 （2 件、 1 件 あたり 26 析 まで） 

S 

ソール アドレス （3 件、 1 件 おた U 半角 50 です まで） 

モ 

截语き 号 (半 負数 字 7 巧まで） 

日 

任 所 (全ち 50 文す (半角 100 文す) まで） 

楚生日 (半角 数ぞ、 1900 ホ 1 月 1 日〜 2099 年 口 月 31 
曰まで） 

お 

ジ t  (をち 100 文: 字 (半ち 200 です) まで） 

画 

所ち 着 画 急 

1 カスタム メニューで 屈] ►© 

♦  2in1 の 5— ドを [デュアルたー ド] じ設 ミして いると ぎは、 A ブ 
ン バーの 所ち ま 巧裙巧 表示 さ ri ます。 

• 己 ナンパー ①巧育 さ肯虽 C 切 普;® 

2 巧 ホち 証 番号を 入力 ►  0  ►  © ' [編集] 

3 所有者 巧 巧を 登録 

• 登録 巧を な、 霉話 帳と 同樣 です (げ P 另 3)。 

•  I  t— ドの 夕ール アドレスを 変まして を、 巧 有舍巧 帝を 巧 画面 C 
表 巧 さ n る •> {ー ルア K しス は、 白 動的 C は 愛 まされ まちん 。タール 
アドレスな 登録し 直して < ださい。 

•  mic の SD タモ IJ 一 わー ド 巧の 笔紀 巧の 巧 琶を巧 育看请 巧に コピー 
する ことち でさます (げ P.8 の。 

1 カスタム メニューで 風 ►© 

2 巧 ホち 証 番号を 入力 ►巧 

♦表示 頃 目の 這択 :〇 


巧ち さ 巧适の 登録 巧 客を コピー する  <  巧 呂コピ —> 

巧 有 客ち 津 詳細 画面で 〇 で 項 吕を适 ぶ ►  ©  ►  [3 ピー] ► 
〔頂 目 コピー] 

巧ち 着函* を お 送す るな ど ラけ を 設定す る  <  巧 "さわ さ 巧を > 
1 巧 有 香ち 话詳® 函 面で®  >  [画 毎 転送 乾定] 

2 設 ちを 道ぶ 

[する い [はい〕 

• [しない] 
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困 连お如 5 だ 
巧 目 コピー じついて 

• コビーで ぎる 項目な 巧のと おりです。 

■香 前  ■ ご 契約の 笔 話さ 登  ■ 羣ぉ 番号 

■タール アドし 3  ■を 巧  ■ソ t 

函巧坛 送 S まに ついて 

♦巧ち き 情虽を ホみ 場 送径、 1  C 送径、 m わ roSD>t 亡 U- でードに 
コビー するとき C、 巧 有香函 毎を 転送す るな ど ラ 〇 を 殺ち でき 
ます。 


泣ち 中音 声 メモ/待を 中を 声 メモ 


巧言 舌 中の 巧手の IS や待受 中の 自分の 口 
を 録音す る 

音声 覃留の 通話 やじ 巧を の 声 (這留 やち 声メ ち） を録 ちした U、 待 
愛 や ご 白 巧の 舌 (待を 中音 青夕 むを 録音で きます。 

• 録音 時 国な 1 がに つき 約 巧 おで、 营开笔 話を 舍ソた (げ P.71) と 含 
むだて 3 件まで 錄营 できます。 

♦营声 *>4 亡 巧 巧 3 秒な 下の ときな、 塚 音ち 〇 ない こと 巧あります。 

• 通話 や 育声ソ t、 巧爱 中音 库ソモ の 再生/削 おごつ いて はげ P.74 


通ち 中に 巧手の ITT  urn する ク 


きき 電 をの 通話 やにを M  [巧 話中 音き メモ] 

•田 （ 1 砂 政 上) でを 録音で きます。 

♦豫音 停止; @ 

♦ 録音は 巧 巧 秒で 白 動的に 投 わります。 


♦ 适話や音声*>{ちでは、自ろの声は錄音まのまだん。ただし、回*の 
巧 おな どじよ つてぶ、 自分の 声け 録音 ミむ る こと ヴあリ ます。 

♦  ® み 谨巧ゃ 番号 変更 案 巧な どの ガイダンスは 録音で きま だん。 
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1 カスタム メニューで [LifeK け] [« が « 能] [音 青/ 
伝舍 メモ] [録 き] 

♦ 巧受 画面では: 田 （ 1 砂 tLt)  ► [録音] 

♦録音 厚 止; @ 

♦ 送き 舌 □ヴ 5 約 ので お話し  <  ださい。 

• 録音な 拘巧抄 で 自動的 C おわります。 


• 塚 音した 巧受や 音声 ジモ は、 あぎな 留音 やな 普 音 (げ P ちの、 あち 
タツ t  — ジ (げ PJ3)I こ 鉛を できます。 

♦録音 やな ポタン/待 受 I モーション 音は 巧 U ま はん。 

♦綠音 やに 弯結 巧な ウ つて  <  ると 録宦な 中止ち n ます (中止 前まで 
のの 咨な綠 置ち; ri ています )0 


ぶ& 時 M/ 巧を « 巧 


話 時間/料 をを 表示す る_ I 

ま 青霉紀 、テし ビ霉 話な どの 前回 およ U 垣 員の 垣き 副き 間と 适紀お 

をを お 紹 できます。 

• 通話 時 固と して 音 ^ 霉お 通話 時間と テ レ ビ 電話 通話 時間、 S4K デー 
夕通僖 時 国 巧 表示 さむ、 なけた 場 台と ななって きた 运 含の 両方 巧 乃 
ウン h* ちむ ます。 

•通話料を は、 な 口た 場 含の み 力つ ジトさ 〇 ます。 ただし、 フリー タイ 
わんな どの 巧 お 通話 巧た 番号 案 巧 （104) など じ 通話した 場 含は、 [0 
切 もし  <は け)^) 剛ヴ 表示 ミ n ます。 

• テレビ 霉 話と 音 ^ 霉 話を 切り替えて 度 巧し ち 場 含の 料金を 巧な、 
[音声 霉話 通話 お金 00 巧]、 [テレビ 霉链适 館が 金00 円] と 表示 さ 
〇 ます。 巧資 [◎切り替えた 場 S3、 音库霉 話、 テし ビ羣話 ごと 亿 、そ 
〇 ぞ打ヴ 含 » されて 表示ち むます。 


• 通 記が 金は FOMA たード I こ 皇巧ミ n るた め、 FOMA ろ-ドを 差し 替 
えて ご 利用 C なる 場 含、 雪 巧 さ 0 ている «g 料金 口004 年 12 月な 5 
aw 開始) 巧 表 巧 さ 〇 ます。 

•  90" シリー ブよリ 前 C ミ壳 ミれ た FOMA 銷 末で 巧、 FOMA 乃ード 
じ 室 巧 さ 打た 料金を 表示す る ことは でき まだん (FOMA カード ご 
な 書 a さ 〇 ています)。 

• を 示される 通 記 時間 および 遏 おおを は、 リ t ット する こと 巧で きま 
す。 

• 表示され る远記 時間 およ U 适 おおを はあくまで 目まで おり、 実 原の 
通話 時 国/おを と 13 異なる 場 含 巧 お U ます。 また、 通話料 金 C 消 養 
税 な 含まむ ており まだん。 


カスタム メニューで [設定] ►  [NW サービス] [る 話 
時 M/ 料を 巧設] 

♦  FOMA むー ドの 試み 应 みやは、 その* を 巧す ソッ わー ジヴ 表示 ま 
むます。 

♦  i 亡ード 逼值 、パク ッ ト通值 の通售 時間 •這僖 料金な たつ ント され 
ま はん。 i ちー ドネ！ Jffi 料な どの 樓按 ちまに ついては、 I ちー ドご舆 
巧 時 じお洁 しする 『ごが 巧 巧 イド プック （ i ちー ド <FOMA> 箱) J) 
を ごちく だち し、。 

• 前回の 通紀時 国な 9 時间 59 み 59 妙を 超える と、 〇抄 C 宾っ てた ク 
ント します。 

♦ 巧 ■の 适館 時间ヴ 999 時 国 5 かる 59 がを 超える と、 0 おじ 宾 ってむ 
クントし ます。 

♦ 着 宿 やや 相手を 呼び出して いる 時 国は わご ントま 0 まだん。 

♦ 霉おを巧ると、前回适話が金はけ^)(^<^(切 になります。 

♦ 着ち じの 送值だ I 金は 力つ ント ちむ まだん。 

♦  WORLD  CALL が 用 時の 画 孩通お 料な カ クント ミり ます。 その 做で 
国 巧 電铅ヴ ー ビス 巧 巧 時な たつ ントち む まだん。 


•  2im をご資 巧いた だいて いる 場 含、** 逗詔 料金 じは、 A ブンバー 
ヒ B ナジ パーの 含き 十の 金覇ヴ 表示 さ： n ます。 

前回の 遏お時 固 おぶ の 通話 時間 •這 お 料金の 記插を 「0」 ご 房す 
こヒヴ でぎ ます。 

1 カスタ ムメ ニ ューで [設定] ►  [NW サー ビス] [a 話 
時 巧/おを 巧强] ® 

2 リセット する 巧 目を 涅ぶ 

〔篇 » おを リ 七 ット] i  PW2 コー ドを 入力 

[巧 S 巧 括玲田 リセット] 巧 末 »な 番号を 入力 >  ® 

3  [はい] 


• 活 扉 适路時 国を リ わ ツト すると、 リ t ツト した ホ 月日 巧 記録され 
ます。 宙» 通 お 料金を リ tz ツト すると、 リ わ ツト した 年月日と U 
t ツト 時の 巧扉适 話が 金 巧 記 緑 さ 〇 ます。 


達 上 B そ K ミして ならせる 


設定した 适話科 金の 上限を 超えた 逗 記な 終 3 した あと、 待受 画面 C 
房った とき ッ b- ジを表 巧したり、 アラー ムで知 5 せる よ 3C 度: 
ミで きます。 また、 毎月 1 日 E 通話 おを のリ t ット 通知を ミ 巧し、 リ 
t ット する こと もで きます。 

1 カスタ ムメ ニ ユーで [設定] [NW サー ビス] [通話 
時 聞/ 抖を巧 巧]©  ► [料を 上限るな 設定] 

2 瑞ホ 暗証 ま 号を 入力 ►© 

3 け 4 を 上 旧 巧な 設 を] 柄を 涅 ぶ©  ► [有効] 

巧 ぺージ へ 巧 <>; 


をの 化の 梗 利な 傑 お _ 
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4  [料を 上 W«i6 定] おを 惡ぶ ►© 上 巧 巧を 入力 © 

5  [巧な 方法 進 巧] 巧を 涅ぶ 0> 巧な 方法を 塞ぶ 

- 【アラーム + 待 空け 3 アラーム 音、 アラーム 音量. « お 時 枯を巧 
をす る‘® 

- おちた 筋 3 巧 P326r アラー ムを設 をす る」 の 揉 作 3 〜 5 

【待 まけ] 

6  [自 « リセット] 巧を 涅ぶ ©►設定を涅ぶ ©►を 

•  [ON] にす ると、® 月 1 曰 午前 0 時に、 巧 受画お E リ t ット 通知 
巧 表示ち 0 ます。 

7  PIN2 コー ドを 入力‘ @ 


• 目を! リ t ットを [ON]C 設を すると、 日時 鉛 重 (げ P.50) で 翌月 W 
段に 曰 時を 変更した とぎち、 リ t ッ h 通知 巧 表示ち むます。 

♦ 料を 上限 通知: > (ッ t ー ジ巧 表示 ま; ri ている とぎ じ、 が 金 上限 通知 
を 再 おを すると お金 上限 通知 タツ t— ジ巧 削除 さむます。 


待受 画面の 巧を 上 お适巧 ソツ t ー ジを削 おする 
一 3 巧] おり « 巧 削 rV •:: 

で スタム ソニ ユーで [K を] [NW ヴー ビス];‘ [适話 時間/ 
お金 括强] ►  ©  ► [通知 あり 表示 削が〕 游末 おな 吾曼を 入力 

►  0 

J  t、 ソ h3S 巧な 5 适 巧が をを リ t ツ h する 
待 養 画面 I こ [リ fe ツ ト時到 経 遇] き 巧 や 区®  ►  ©►  PIN2 コー 
ドを 入力 ►©►[はい〕 

巧 连お則 5 せ 

巧 巧 あり 表示が なにつ いて 

• 料金 上 お 通知 タツ わ ー ジを削 おする と、 «» 廷お 料金を リ t ツ 
卜 するな、 料を 上限 通知を 再き さ定 する まで、 お I 金 上限 通 奶又ツ 
たー ジな 表示 さ?! な <なゾ ます。 
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巧 连お巧 5 だ 
自巧リ 七 ッ ト について 

♦  Ut ッ h* を 中 巧した ルリ t ッ h* 活淀函 面で 〔いいえ] を 适択し 
てち ijfe ット 通則の 表示は 消去ち 打ます。 翌月 ① 1 日 午前 0 時 
C なる まで リ t ッ ト 通知は 表 巧 さ： n まだん。 

^ さとして 使う 


覃き 巧の 画面で 加复 、お實 、巧 真、 除 真、 バ ーt ント It 黃 、消 ■お 針 
房な どヴ できます。 

♦ 笔草 許興 巧!! じついて! 3 げ P. 406 

カスタム メニューで [LifeKit] [便が 巧 館] [委 卓] 

♦ 巧受 画面では; 致ぞを 入力 ►  ®  ► [霉 卓] 

2 教ぞを 入力 

♦  〇〜 9 の 数す; 田}〜 画 
♦小数 お: 度） 

•  +/ -の 切 D 香 又; 度} 

3 演篇 方法を 選ぶ 

•,  3 函 面の ポタン 厚 1?: 


〇 

十 （加が 

贷 

RM  (ソた IJ 呼出し） 

〇 

一 (紳） 

%  (バー セントが*) 

〇 

x(«» 

の 

TAX (消ち 税計 舞） 

〇 

-( 除 》 

0 

M+ (ソ亡 U 加薦） 

CM (ク U アツ そ IJ) 

4 教ぞを 入力 ► © 


♦ ソ亡リ お H を ネリ 巧す ると、 笔卓 をが 3 してち! +» 結果は 保 巧され 
ています 0 


o ななぶ: 

おを をを 更 する 

霉き 画面で 因（1 巧 W 上） •おを (01 〜 99) を A 力 ►ら) 
か » 巧容を コピーす る 
を すを き 巧して 面 （1 秒 W 上） 


よく 利用す るで 寒を 登録して おき、 ソール や スウ ジユー ル、 ToDo 
リストを 巧 巧 するとき ごが 用で きます。 

• テキつ トイ 亡な の 件まで 登な できます。 

カスタム メニューで [LifeKit]  ►  [ffi がな 能] [テキス 
ト メモ]; •©►[作ぶ] [巧規 作ぶ] 

• テキスト ソ t 一黄 函 面で® を 件して ち 新規 巧 巧で きます。 

2  [本文] 本义を 入力 ►© 

• 本 又はを 角 64 スぞ (半角 128 文す) まで 入力で きます。 

3  [分類] か 巧 アイコンを 送ぶ 


メモを 利用す る 


テキスト メモの 巧 揉を 巧 巧して、 ツール やスク ジユー ル、 ToDo リスト 
巧 巧 成で きます。 

カスタム メニューで [LifeKit]  [« が « お] [テキス 
ト メモ] 

9 テキスト メモを 塞ぶ ►©►©( [作ぶ] 


•がが" 4/22(X)  10:36 

1 乍 巧 

ジ 0 が 川 イヴ？  <乂>  11;06 

一巧な 

■巧 

J 四 の 用ち 白け Sj 月 

6 日 

Jj み 

•巧 客 

幸り 巧す る « 能を 望ぶ ►©. を « おを 巧 巧す る 

♦ 〔ベ-ル 巧 励のと き； 及 5 巧し’ め、 本文 亡ので 寒ヴ 入カ ミれ 
ています。 

• [スク ジュール 作成] のとき： あ 5 口 じめ、 巧容 C ソ t のス ■巧、 
ろ 寮 I こ;^ モ のみ 寫巧 登録 さむて います。 

•  [ToDof^ 巧] のとき： あ 5 なじめ、 巧 客 C；>i 亡の ス ■け、 み 類 C ソ 
t のみ 黄 巧 登録ち 〇 ています。 


1 カスタム メニューで [LifeKit]  [« が « お] [テキス 
ト メモ] 

2 テキスト メモを 塞ぶ •©; [魚 案] 

3 テキスト メモを 巧 正 ►を 

♦ 樓 正ち まな、 登録 時の 餐 作と 同禄 です (0^P.339)。 

4 登録 方法を 進ぶ 

[巧規 さ沒〕 

[上書き 沒] [はい] 


タモ を!! 正す る 


をの 化の 梗 利な 傑 お _ 
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カスタム メニューで [LifeK け] [« が « お] [テキス 
ト メモ] 

2 テキスト メモを 選ぶ ►©レ [削 お] 

3 削 お 方法を 進ぶ 
- 【1件がお3 

【爱 巧が 除] テキスト ィモ を* ぶ® (< り 返し 巧） ►© 

- 因な 遥巧 、□はお おのが おです。 

【を 件闻 除] 巧 ホち なさち を 入力、 @ 

4  [はい] 


戸 キス h ツモの 巧能别 □ック を! a をす る/? .V ち 助 □ック > 
テキスト ソち一 R 面面で©  ►  [«自旨 別 □ッ ク〕 ►節 末 お 紐 香 
曼を 入力 ►©►に N] 

巧 津お別 5 だ 

♦ テキスト ジ たで 授を别 □ック 巧ち をな ラと、 スク ジユー ル、 
ToDo，J スト、 アラー ムも 同時 C 巧 能 8!1 □ック 巧 おまさ n ます。 
• 巧 旨 g 别 □ック C ついてはげ P，113 


その他の 硬 利な 概お _ 


340 


スイッチ 付 イヤホン マイクの ほい かた 


イ户ホシマイクSSそlこ平型スイッチ巧イt^ホジマイク（別巧)な 
どを 巧 続す ると、 スイッチを} 甲す だけで; 番夏じ 登録した 巧 
ずじ音靑霉《きをなヴたり、で巧ってぎたち声霉おやテしビ霉ききを 
をけ る ことなで きます。 

• イ户 ホン 7 イクは、 巧の 単 品 あるい な活み 台む 6 で ご库巧 C な; n ま 

す。 

■ 平 型 スイッチ 巧イ ホン 7 イク 

■  3 イッ チが イい ホン マイク + イ*^ホンジ>^ック変おアダブタ 
P001 

■ステ レ 7 イい ホン t、 ソト P001 + イいホ ジジ わック 変換 ア ダブ 
夕  P001 

■ イい ホン ターミナル P001 + イわ ホン ジ たック 変換 アブ プ 9 
P001 

• この 組み 含 〇 だ C 巧、 こ 05 とは 別 I こ ステ レ オイい ホン 巧む 要 
です。 

♦ イわ ホン 7 イク 規子 巧 パーはお 蛙 I こ 引っ張 色ないで < ださい。 破損 
する こヒヴ あります。 

♦ 平 型 スイッチ 巧イい ホン 7 イクを を 続す ると、 ポタン/巧 是 i モー 
シヨ ン音 巧、 イわ ホン 巧 色 聞こえます。 

♦ イわ ホンな 5 のき 話 音き は受 話音备 調節 (巧* P.6 ので 設 をさむて い 
る 音 ミで 商 こえます。 

♦  3 イッチを 連続して 件したり 難したり し K いで  <  ださい 。自動的 C 
電 記を なけた 受 甘た U する こと ヴ あります。 

• 平 型 スイッチが イい ホン 7 イクの コ- ドを FOMA 節 末 じ 巻き 巧け 
ないで  <  ださい。 巧 商 アン テブヴ 正し  <  面なない こと ヴ汲 ります。 

♦ 平 型 スイ ッチが イい ホン 7 イクの コー ドを 巧属 アン テブ C 近づけ 
ると、 ノ イブ 巧 入る こと 巧あります ので、 こを 意く ださい。 

♦ プ ラブな 桂実亿 差し 边んで  <  だ ちい。 差し 边みヴ 不完全で 途中で 止 
まってい ると 音 巧 聞 こを ない こと ヴあ ります。 


•通 おや C ブ ラブの 差し 边みヴ 不完全な とき I がブ ー」 という 音 巧し 
ます 巧 故障で な あ U まだん。 

♦霉 源を 入の た廣国 cr バ チッ」 といつ 音 巧す る こと 巧あります 巧 故 
障で 巧 ありま だん。 


スイッチが イヤホン マイクの かかを 言 走す る 

< イヤホン マ イタ*  w«r> 


平 型 スイ ッチ 巧イわ ホン 7 イクの スイッチ のみで 音 ^ 電話を ロロ ■る 
ぶ ラじ設 をで きます。 あ 5 巧 じめ 巧手の 笔話 番号を FOMA 筛 (本ホ） 
羣話お C 登録し、 その ジ モリ 番号を 指を します。 

♦  FOMA 路末 (本 巧) 霉き き婚 の 文ち ン室号 00 日〜 999 巧 5 1 件の み 登な 
する こと 巧で きます。 


カスタム メニューで [設定] [通話 ，巧 信な お 註を] 
[イヤホン マイク 自 « 黄 信] KON] 


2 イ モリき 号を 入力 ►© 


I 平 型 スイッチ 付 イヤホン マイクを 接統 する 

• イわ ホン 7 イク 箱す じ、 平 型 スイッチ 巧イり ホン 7 イクの 接爲 
プラグを 差し 应 みます。 

2 待受 面面で スイッチを 2 抄 W 上 巧す 

• デ イス プレイのを 巧 巧 消えて いると きな、 いす‘ むな の ボタンを 
巧す む スイ ッチを 1 ◎巧し、 デイ 3 ブレイを 表示ち だてな 色 操 
作して  <  ださい。 

♦イわ ホン スイ ッチ 寶這經 をで おちした ソモ IJ 番号 I こ 登録 さむて 
し、 る霉 記を 号に 目 を 的 じ S 僖 します。 

3 通話が おわったら、 スイッチを 2 おな 上 巧す 


S も, 畑 

• イい ホン 7 イク 自お ち值で おちした メ t リ番呈 巳霉話 番号 巧理致 
登録ち 〇 ている ときな、 1 件 目 区 登録 ちれて いる 驾話 番号 I こお 径 
します。 

• イ户 ホン 7 イク 自お巧 宿に おちした ソ ちリ 番登ヴ シークレット 登 
錄 ちむ ている ときな、 シーク しット 亡ードを [ON]  I こ お 更 して 巧 
5、：3 イ ッチ 揉 巧で 笔 巧を 巧け てくだち い。 

• 平 型 スイ ツチ 巧イわ ホン アイクを FOMA お 末 C 援 病した まま、 巧 
ばんな ど じ入む ると、 スイッチ ヴ 押ち?！ て霉链 けな なって しま ラ 
こと ヴあ U ます。 活用し S いとき は、 かしてく: ださし、。 


•スイ ツチの ない イわ ホン 7 イクを 接続して す <1 こかす と、 自 を! 的 
C 霉 記を 巧け てし ま ラ おそ ri ヴ あります ① で、 ご 注 急  <  ださい。 


1 平 型 スイッチ イ寸 イヤホン マイクを 接統 する 

♦ イわ ホン 7 イク お 子に、 平 型 スイ ツチ 巧イわ ホン マイクの 接続 
プラプ を 差しな みます。 


2 電話が かかって きたら、 スイッチを 2 巧 JU 上 巧す 

♦ 看值 音の 出で 巧は 設 をで ぎます (巧" P.95)。 

3 巧 話が おわったら、 スイッチを 2 巧 1U 上 巧す 


方 巧ろ だ 


• 看 宿 音 巧 巧つ てな 5 接扬 すると、 スイッチを 巧して いないの じ、 接 
烧 した 廣 茵じ霉 記を 受けて しま ラ こと ヴあ U ますので 、ご注意 < 
だち し、 库巧 しないと ぎは、 外して くだち い。 


その 化の 梗 利； ょ «お_ 
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ヤ ホンを つないで 自 巧で 巧 ss を 受ける 


イ 。ホシ 7 イク 旅さに 平 型 スイッチ 巧 イいホ シマ イク （別 巧) な 
どを 送 病して いると き 区、 ご なって きたち 声霉 おや テし ビ霉绍 を 
吕 K 的 じ 空ける よ ラに 設定で ぎます。 

• スート 看 « お 巧を に N]C 設 ちして いてち、 平 型 3 イッチ 巧 イわホ 
ン 7 イクを 接続して いないと きな、 自動的 じ霉 話を 受ける ことなで 
ぎ まだん。 


カスタム メニューで [設定] ► [巧巧 •通信な お設 を] 
[ち 信時設 を] [オー ト 着ち 設 を] [ON] 

2 着信 時 固を 入力 © 


の  ♦ 着 宿時茵 をに 0 塊！)] じ設 巧す ると、 着信 音 や バイブレータ ヴを H 乍 

が!.  せすじ 笔 巧を 受ヴ ますので、 ご ミ 主意  <  だ ちし、。 

の  ♦ 霉绍根 指を 着信 巧 否な どで 電お &爱ヴ ないぶ 3 じして いる 巧 ミ 巧 

语  5 の舍运 巳は 巧ぎ しま だん。 

ネリ  • ブートき 值 おちの 看值時 商と 伝 舍タモ 応爸時 国 13、 同じ 時 国 C 設 

な  をで ぎ まだん。 

P  ♦ 堅守 番笔き 舌ヴー ビスと オート 着信 おちを 同時にき きをして いる 場 

白 じ  含、 留守 ま 電話 ヴー ビスの 巧 出 お » と オート 着僖 おちの 看值 時間 

i  ヴ 同じと ぎは、 坦守 番霉記 サービス 巧 运巧さ n る ことなあります。 

ブー ト看值 お をを 运 先き だるた め には、 堅す ま弯 おヴー ビスの 呼 
おお 致より を 着 « 時圍を 巧く おちして <だ ちい (おを でんわ ヴー 
ビスに ついて ち同樣 です)。 
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る穩 機能の 設 をを お 頁い 上げ 時の 状 お 
に 戻す 


お 客樣ヴ 設定で きる 巧 客を、 お 頁い 上げ 時の が 巧 ご 房し ます。 

• お 真い 上ヴ 時の が 態 C ついて な 巧" P.386 〜 P*399r 々ス 9 ムソ 
ニュー/夏 本 ソニュ ーー 宾」 

• き だな 之 ツール ヴ おを できる 項目は、 本体 SI こご 巧む 5 ザ、 [ブ リイ 
ンス h —  ル] フ オル ブ巧① き 6 巧え， ソール [White] (本が gWhite 用） 
の 設をヒ なります。 

き だな え ツール ヴ鉛 至で きる 項目 I こついて はげ* p.ioir カス 9 ムツ 
ニ ューの デザインを 変更す る」 

1 カスタム メニューで [設定] ►[一巧 结 を] [结 をり 
セット] 

2 巧 ホち 証 番号を 入力 © 

3  [はい] 


• 巧の ちのは リ t ット （削除 •変更) ち： n ま はん。 リ t ット するとき 
は、 そ n ぞ n の ページを 参照して  < ださい。 

■ 伝 S ツ亡 などの 録音の 客く 巧 PJ4) 

■ 電話 候で 登録の 宮 (げ P ぶ 9)  ■  Bilingual  (nyP.  106) 

■ 施 末 暗記 番号 (ay  P.1 09) 

■ 笔話 « 指ち 看 «舒 可 リスト （巧 ■  P.1 17) 

■ 電 おお 指を 看运 巧を U スト （げ P •リ 7) 

■ 画面 ジ f  (げ P •巧 3)  ■ ソール （げ P.183) 

■ 暑 S の 登録の 琶 (げ P. 186) 

■  microSD ベ モンー カード 巧の デー タ （げ P.289) 

■ データ ボックスの データ （ay  P.289) 

■ アラー 厶 （げ P.323)  ■  3 クシ •ごール （げ P.329) 

■  ToD ロリつ S  (げ P331)  ■ 巧ち き请津 (げ P335) 

■ テキスト タ t  (げ P.340)  ■ ユーヴ 巧 ミ (げ P352) 

■ ダウン □"ド 薛ミ (げ P 三 53) 

■ タッ フー クヴー ビスの 設を (げ P<356 〜 P*370) 

♦  I 亡ードの 段:: ちリ t ット I こつし、 ては 巧" P.160 

•  ルの 設巧リ t ツト 区つ いて はげ P.188 

• フン t プの 鉛至リ わ ツト C ついて なげ P.2 が 
•おち リ t ットを 巧 ラと、 j チ f タル テ □ップ は 表 巧され 巧 < なり 
ます。 最新の 巧理を 受信す る 巧、 チ户 3 ルー 費を 表示す ると、 

I チ 尸 タル テ □ッ ブ巧自 を の C 表 巧 さ: n ます。 

• おち リ t ットを 巧う と、 加 1 おお 0FFI こなります。 また， 巧の 捏巧 
はリ t ット ちむ ます。 

■亡ー ド 切替  ■亡ー ド 别待受 画面 おを 

■ 巧 看 值番呈 表示 おを  ■ 日 ナンバー 香 這 おを 


:ーザ データ* 巧 


登録 データを 一括して 削除す る 


お 客裙ヴ 登録 ちれた データを 削除し、 各種 巧自 目の 設定の 客を お居 
し、 上げ 時の 巧 おに 房し ます。 

•  FOMA 席 ホの 巧 里ち 打てい る デー タも 削除 ちれます。 

• お買い上げ 時の 巧 寒 E ついて B げ P.386~P_399 「力；? タム ソ 
ニコー/ 碁 本 ソこ ユ ー- 民」 


削な される 
データ 

雪 話 お (電話 曠 2in1 お 巧 含汇) 、データ ボックス 巧の 爵 
止围‘を围‘ソ日デイ •キ|^ラ電，着ラたフルもきだ巧 
是 ツール、 i アブリ、 メール、 ジッ tz —  ジ R/F、 ブック 
マーつ、 画面 イ た、 ダつ ン 日ード 辞き、 音开 ツモ、 テキ 
スト ジ t アラ- ム 設定、 U ダイれ し、 看樓厦 垣、 掛含 
タツ t ージ 属歴、 ソール 送信 届歴 、夕ー ル愛售 届歴、 
URL 履 度、 署名、 ュ- ヴ巧 »、 7 ジガ •フック リー ダー 
のし おルフ ブルダ、 SMS、 i アブ リタールな) デー タ、 
タール テン フ しー ト 、ち 香ジ t (録音した 巧 客 ガイタ 
ンス含 〇、 バーコード リーダーで 訪み 取った データ、 
スク ジュ- ル造録 •変更した 巧 日を 含む)、 ToDo リス 
S、 トル 巧、 ラス h'URU 電話 おお 預な リヴービスの 适 
售 属麽、 看ち じジッ t ージ 、ソフト ゥ I ア更ぎ f テが} 情 
唐、 子 巧 録画 届 度、 ラた •ホー ブイ の 再生 巧 限肯番 

お賣い 上げ 時の 
巧 おじ 宾る おを 

各種 IS 定リ t ッ h  (げ P342) の 巧を と g る お 巧、 ソイ 
ン 画面 設 を、 サブ 面面 较 を、 着值ジ □デイ 設 巧、 倍 S ソ 
モ 巧ぎ ソ ，ソ t ー  ジ、 を 型 文、 学 碧 巧 お、 各 香 おち、 强末 
暗 註 番号、 日時 おを、 の スタム タニ ュー 、夏 本ソ 
ニュー、 ショートた ットソ ニュー 、通話 時 国、 各涅 画面 
り スタ 7 イ ブ設 巧、 巧き ソッ t  - ジ 登録、 USSD 登録、 
巧ち 者肯澡 (ご 契約の 弯誌 番号が 巧ん ソール ソン 
バー、 URL 六 力、 ブ レフ イッ クス お 巧、 デー タ ボック 3 
の マ イビ クチ i 亡ーシ3ン，ソ0ディの各香お作 
较 を、 ジ ール投 巧、 i 亡ード 設 巧、！ アブリ 殺: を、 オペ 
レー タ香 表示 設 ミ、 夕 ，ソト 9 - クサーチ 設 を、 攻送巧 
保每 領域の デー タ 、テし ビ リンク、 チゎン タル リスト 
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ぉ黃い 上げ 時 C 
登録ち rt ている 
データで 削 おち 
むる ちの 

1 アプリの 巧 イド 番巧 表リち コン、 iD おを アプリ、 
DCMX クし ジツト アブリを 除  <)、 み ラ霉、 i た一 
シ ヨン、 デコ ソール 巧画赁 (デ〕 ソビ クチ わ、 デ〕 メ 
給 文す、 テンプレート）、 き だ 口え、 ソール 

ぉ黃い 上げ 時 C 
登録され ている 
データで 削徐ち 
れ ないちの 

ソ □デイ、 マイ ピ クチ 尸の [プリ インストール] フブ 
ルプ① デー 9、 フ 7 ルブ 

カスタ ムメ 

ニ ューで [設 を] [セキュリティ] [デー 

ター 括 削除] ► [ユーザ データ 削除] 

2  [巧 揉] 端末 おな 番号を 入力 ►©  [はぃ] [はぃ] 

•  2in1 ネリ 用 中のと き； [なし リ ►輔末 暗記き 号を 入で ►©► [なし、] 
► [ない] 

• ユー ヴ データ 削除 C20 み 程度 巧なる こと 巧 おる 置と、 凱 除を じ 
筛 末を 再起！] する 置 ①式ッ t— ジヴ 表示 さむます。 

• データー 括 削 おやな、 化の 巧 能を 馆 用で 安 まじん。 また、 音声 笔 
括/テレビ 霉 話の 看值わ イー ルの 受运 、アラーム、 9 ジ t ブテ だ) 録 
画な どな お 巧し まだん。 

♦ データーち 削除は、 電 おお 重ヴ [固] のが 態で 巧って くだち い。 羣巧 
窝 き巧不 十み のとき は、 一话 削な できない ことなあります。 

• デー  9 一括 削 おを 巧って いると きな、 電源を切 5 ないで くだち い。 
•  FOMA りード や mic の SD ソ 亡リー りード C 保存 •き錄 •設ミ さ n て 
いる データは 削除 さむ まだん。 

♦ 化の 巧を 巧を! 巧 中は、 一巧 削除で きま だん。 

♦ データーち 削除 やは、 表示 巧 瓦： n る こと ヴ あります ので FOWA 節 
末を 聞 じないで  <  ださし、。 

♦ ユーヴ データ 削除を 巧 ラと、 i チ 不ルテ □•ジブは 表示ち； n •なく 
なります。 最 巧の 请 虽を受 a する 巧、 チ f タルー 寅を 表示す ると、 

I チ^^タルテロッブ巧自おのじ表巧ちむます。 


その 化のを 利な «お_ 
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SH-MODE のが 用 方を 

お賣い 上げ 時 じ 登録され ている データな どを、 i  Menu 巧の ヴ イト 
に hl-MODE] な 5 グ クン □ー  ドで きます。 

[ i  Menu]  ► [タニ ユ ー / 検索] ► [ク ー9 イ 電話 ソー 
巧一] ► に H‘MOD 曰 

• ダつ ジ □— ドに 巧 別途 パク、 ソ ト适售 がけ 巧 巧り ま 
す。 


霉話 お、 スク ジユー ル、 ToDo リストに シーク レット 登録した デー タ 
を、一 括して 削除で きます。 

1 カスタ ムメ ニ ューで [設定] [七 キュリ テイ] ►[デー 
ター 巧 削 お] [シーク レッ ト データ 削 お] 

2 巧 ホち 証 番号を 入力 ►  @  ^  [はい] 


ト データを まとめで 削な する 


文字 入力 


文す 入力 じついて . <  でぞ 入力  >346 

なな 巧 式で 文ぞを 入です る . く 巧な 巧す  >346 

を 型 又を 慢 正/登録 する . <  ち型夕 登録  >350 

文: すの 切 U 取り •コピ ーヒお U 巧け . <  ス享 コビー  >351 

区 お コードで 入力す る . <  区点 コート •入力  >351 

よ < 厘 ラを 語を 登録す る . < 単語 登録 (ユーザき 辛ち） >351 

ぎ智ち むた 変搜候 涌を Ut ッ h* する . <叟 袋 学智ク U ア >352 

ブ クン □— ドした 巧 » を 度 用す る . <ブ ウン □— K 转香  >352 

活用す る 変 毎で まを 違 巧 . <  チ 測 変を 設 $>353 

2 タッチ 方す で 文す を 入力す る . <  2  9 ツチです >354 
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文字 入力に ついて 


FOMASS 末には、 覃話族 やメー ルな ど 文ぎ を 入力して 活用す るを 
< の 巧能ヴ 友 U ます。 


■文字 入力の しくみ 


入で 方式 

。な 方す 

1 つの タイ わ ルボ タン C 巧 数の 又 享巧到 
り 当てて あり、 ボタンを 押す たびにで 字 
ヴ 切り 曾む U ます。 

2 タッチ 方す 

2 つの 賓 [すの 組み合む せで 文字を 入口し 
ます。 

文字 ①樓嶺 

全 ft 夕ぞ 

ま 字、 ひ 5 巧な、 クタた ブ 、巧义 又す •巧 小 
又ぞ 、敎 ミ、 記号、 お又ぞ 

半ち 夕す 

た 夕万ナ 、巧 プ: です •巧 小文字、 数ぞ 、記号 

変を 方す 

巧 似チ瑚 変換 

ひ 5 巧な を！〜 5 文: ぎ 入力す るた ぴ C、 
入力 した 又す で 始まる 単語を 変換 候補と 
して ミの します。 

連 房を 測 変 巧 

ス すを 確ち すると、 こ むま で ①スす 入で • 
変換 届歴ゥ 551 測して、 巧に 掃 慎 
请を 表示し ます。 

文 {子 入力 _ 
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かな 巧 ま 


L  かなち 式で 文字を 入力す る 


入カ モー 


fSCjbi 


け、 なち ホ、 


ウ なです では、 入力す る 又 すの 樓寶じ 含 〇 だて A でたー ドを 切り替え 
ます。 

1 义ぞ 入力 函 面で® 

•入力たー ド 表示 


•入力 t ー  ド 切替 
パレッ^- 


■入カ モードの 巧 かた 


入カ モード 切 普 
バレット 

入力 そー ド ま 巧 

入力され る 又す 

面 

ミ 実 

漢ぞ •ひ 5 ヴな 

ア 

y 

を g わ 夕巧ブ 

? 

7 

半角む 夕ろブ 

ABC 

A 

を g 英数字 (大文字） 

a  b  C 

a 

をち 吳 数す (か 文 

ABC 

A 

半 g 巧 数字 (大 文す） 

曰 be 

a 

半角 英数す (か 文す） 

1 

半ち を 字 

入カ モード 切査 
バレット 

入カ モード 表 巧 

入力 S れる 又す 

区ぷ 

区 

区ぶ コード 

•  A で モード 切琶バ レツ h での 入で t- ド ①适巧 方を 巳は、 巧の 2 通 
りの 巧を 巧 あ U ます。 

■ ダイ わ ルポ 9 ン (の〜 狂)） 

• 入力 t  — ド 切智バ レツ M3；、 ダイれ レポ 9 ジの 並びに 巧応 して 
し、 ます 0 

■  〇 で 入て! モードを 送 巧 ►© 


义 字を 乂力 する 


• 客 ポタンの 夕 すの 割り当て じついて はげ P.401 
削: rg 巧」 と A 力 するとき 

义ぞ 入力 画面で r でんね J と 入力 

• でんむ; 圧) （4 邸 ►西 （ 1 回） ► 证 K3 
回） ►匹) （1 回） 

• 変 おさ n るス 字の 区切りを 変き;  〇 


2  〇 でを お« 巧 巧に カーソルを 移ち！ 

• 巧の IJ ストを 表 巧:® 

• 前の IJ ストを 表 巧;® 

♦ 通常 変換と 巧 拟テ測 変換の 切 普;® 

♦ 変 袋 さむる 文す の 区切りを 変更 (通常 変 袋 時の み）：®/© 

3 「電話」 を爱 ぶ’ @ 


変換! 惕巧博 


3 お/  ) .半 3 な ('  ) を 付ける 
夕 字を 人で ►困厂 ） ►困 C  )  ►困 (元の 又す） ►困ぐ）… 
•半ち り 夕わナ のとき: スぞを 入力 ►面 (• ） ►面 (■  )  ►困 
(-) ►困 (/) ►困 (‘ ）•’’ 

ス 末に スぺ ースを 入です る 
ス 末で 〇 

同じ ボタン CS) り 当て 5 むた で ザを 逢む して 入力す る 
文字を A で 

• 同じ ボタンを 1 おし ゴ上 巧しても 操 巧で きます。 

くです/かで まを 切 U 替える 
文字を A 力 ►© 

ななを カタ カナ や 巧 巧す C を 巧す る  <  カナ 巧 拽字こ 二--' 

ひ 己 巧な を 入力 ►西 ► 変 潰 お 巧を 适 忍*© 

表示を 逆 民り さ だる 
文字を 六で ►広] 

邑前① 巧 巧を 取り ミ 肖す <UNDO« が- 
の 

ホイ 乍 ガイドを ま 巧す る <  ― 

文字 入力 画面で @  ► [巧 巧乃イ ドー！ t] 

巧 ま お 知 百 だ 

ス ぺース 入力に ついて 

•  A カ モード C 関係な < 半角 3 ぺ 一3 ヴ 入力 さ 打ます。 半角 ス 
ぺース B 1 スぞ として 致え 己 打ます。 

か 文 宇に ついて 

• 巧す めと きは、 小文字 C 査 あち 打、 A で モード も ホス 字 E なり ま 
す。 


玄子 入力 _ 
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巧 连お則 5 せ 

カナ ま 致 ぞ巧» について 

• 理換 候補 C は、 A 力した ボタン 区萄 U 当て sri ている 巧夕 たナ、 
英ぞ 、数ぞ 、テ 測ち むる 曰が や時閨 巧を ち •半島 そむ ぞむ 表示 さ 
ri ます。 

巧 作の 巧り 巧し (UNDO* お) について 

•  R スで 10 ◎前の 揉 巧まで 巧り 消しで きます。 ソー ル本义 A で 中 
ぶ 1 ◎のみ 巧り 消しで きます。 

• 入力 画面に よって EUNDO おおを あ! 用で きない こと 巧あります。 

■ 1 文字学ち巧換について<1文夕学*8£換> 

愛 毎 じよって 入力した ますた 巧: ぞ 列を 再度 入力 するとき じ、 巧 頭の 1 
文ぞを 入です る だけで 変換 候補 じ 表示す る ヴどラ 方を 設 をで ぎます。 

义ぞ 入力 画面で®  [义ぞ 入力/辞書 設 を] ► [予測 ま 
巧を を] 

2  [ 1 文を 学 皆を 巧] ► を 定を遵 ぶ© 

■入力 したい 巧 字が るつ からない ときく 舉* 宇 e«> 

きすの 音 試み や 訓読みを 入でして 1 文す ザつ 漢 すを 入力で きます。 

I 义ぞ 入力 画面で ひらがなを 入力  ® 

2 漢ぞ を惡ぶ © 

♦ 変換で ぎる まぞ は、 JS 第一 水 军漢ぞ •冀 二が 華ます の 6355 文す で 
す。 

• 巧 巧な ま 字は、 一部 変形ち しくは 舎 略して ミホ さむます。 


文 ご 入力 _ 
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■なおの ひらがなを ワンタッチで 巧換 する 

< ワンタッチ a«i> 

押した ポタン じ 到り 当て 5 むてい るすべ ての ひ 5 巧な の 巧み 含む だ 
巧 5、 変換 候 滴を を 示します。 

♦  9 ン タッチ 変 巧 13、 主 E 名詞 じ 巧 尼して います。 


执 j;r あはよ ラ」 と 六 力 するとき 
义ぞ 乂力函 面で 圧! 思) 面) 圧) 

♦萬 お •半 還 おの 入力; 度） 

例; r 会議」 ①ヒぞ 

厘] の 恩 阻と 入で 


2  〇 で まを 候補 沿に カーソル をち » 


B は ラ 


3 「おはよう」 を 送ぶ ►© 


•，け  Wh 

巧測預 出し ま おにつ いて 

• 1 又す だな 入力して つン タツ チ 変 巧を 巧 ラと、 入でした スぞの 巧 
の 又す (「あ」 を 入でした とき 「あ」 「い」 「ラ」 「え」 「お」) で 始まる 含 寿 
ヴ 、揉ィ 乍した 時間帯 I こ 巧 じて 表示 ミ； n ます。 表示 さりる き 勇は あ 5 
むじめ 登綜さ n ており、 5:00 〜 10: 己 9、 11:00 〜 16 •占 9、 1 7:00 〜 
2259、 23:00 〜 4:59 の 時 固 巧で 変わり ます。 


义 宇を > 圧する 


■文 宇を 追加す る 

追加したい 文を のな 置に カーソル をを 巧 
2 义ぞを 入力 ►© 

■文字を 1 文字 削な する 
义ぞ 入力 画面で 画 

• 方ー ソルち 側の タミ 巧消乏 ます。 

• 文: すじ カーソル 巧 あたって いると きな、 乃ー ソル fi 备の 文す 巧 
消乏 ます。 


■文字を 一巧で 削な する 

义ぞ 入力 画面で 应 3(1 がな 上》 

• 方ー ソルのを ろ C 文; すげ あるときは、 ウー ソル 位 星の ス享を 含 
の、 後ろの 文: ぞヴ すべて 削 おされます。 

• たー ソル 巧 文末 C あるときは 、たー ソん位 豆の 前の スぞ 巧す ベ 
て 排除 さ ri ます。 


を 型で# Spj 用す る <S  S 巧 ■式 > 


あ 5 むじめ 登 塚ち 口 •ている 国を 巧 型 文 (げ P.40 のか、 自 ろで 登 塚した 
自作 否 型で (げ P.350)、 ソール アドレス などを W 単 I こ 入力で きます。 

文を 入力 函 面で®  ►[を 型义 挿入] 

•  @(1 秋 U 上） でち 溪 巧で ぎます。 

♦ ろ 漂 表示と を 表示の 切替:® 

2 定型 义を 進ぶ •  @  ► を 型 义を巧 K  © 


ちみを 乂力 する 


• 絵 文: 字 一黄 表 なげ P.403 
• 記 登 •特 巧で ミー 宾表 はげ P.403 

1 义ぞ 入力 函 面で® 

2 挂 巧を 港ぶ 

♦ 絵 又ぞと デコ ソ絵夕 すの 切 客:® 
• を 角 記 羣と半 g 記号の 切替;® 

3 お 文を /K ちを 塞ぶ ► © 


• デコ ソ 絵文字は 夕ール 本な/ 署爸巧 巧のと きのみ 入力で きます。 
ジール 作な 中 E デ コタ 絵 文す を 入力す ると、 デコ ジール じなり ま 
す。 

♦ 绘ス すの r 見出し （35)」 を 入力して 絵スぞ C ま おできます 
(げ  P.403)。 

• 综スす0(デコゴ給又ぞ)は、データポックスの7イビクチ|^の[デ 
コツ給 夕ぞ] フブ ルタ ご保淳 した デコ ソ絵又 字の み、 変換 候 巧な じ 
表示ち ri ます。 

• 一黄の 1 巧 曰に 表 巧ち: n る 給夕ぞ また 巧を 登な， » 巧馆 用ち むた 
の 個の 記登ヴ 表示ち 0 ます。 

•  2 タッチで すでち 同 樣ご揉 巧で きます。 


玄子 入力 _ 
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入力す る<» 文 ま > 


I 頭 文: す 一黄 表な 巧 ^P.405 

义ぞ乂力函面で®  [寅 文を] 

♦  ®( 1 秒な 上) でち 溪 作で ぎます。 

> 預义 をを 望ぶ© 


ひ 5 巧な で r なお」 と 入力す ると、 漢 すの 変換 11 き谓 と共に 預又 字ち 
表示され ます。 変装 侵 巧 じ 表示ち むる 巧 客は、 預又ぞ 一ち のの 客と 
興なります。 


—を 利用して 入力す る 


i ちード 沒続 やじ、」 AN〕ー ド ホ QR〕ー ドを 試み 巧って 又を 入て! 画 
面で 入力で ぎます。 

1 サイ トなどの义ぞ入力函旧で®  ► [引 巧] レく ー コー 
ドリー ダー] 

2 データを 窝み 巧る 

• パー コードン ー ダーの 利用 方を I こついて 巧 巧* P.139 


文字 入力 _ 


3 加 


を 巧で &» 


型 文を 修正/登録 する 

よく® ラ 言 実を 有 巧 巧型ス として 登録した U、 お 5 なじめ 登録 さ 
れ ている 巧 型 义を侵 正で ぎます。 

• あ 色な じの 登録 さ n ている ち 型 文 I こついて 巧げ P.406 
• を 型で なを 角 64 文; す (半 負 12S 文字) まで 入力で きます。 

1 カスタム メニューで [設定] ►[一巧 IS を] 

[文を 入力 结定] [を お义巧 集] 

2 巧規 登録番号/ち 圧する 定型 义を 進ぶ 

♦ 新規 登録のと き： [有 作を 型で] ►登録す るき 号を 違ぶ ►を 
♦ 優 正 するとき; を 型 文: を邊巧 ►あ 

3 を 型 文を 巧 ま © 


ITT  im  -  TiMi  riiini  i  fTirmiM 

•IS す 

く  y セ ブ h> 

1 カスタム メニューで [設定] ► [一 沿を を] [文を 入力 
設 を] [を 型义巧 集] 

• き 件 U  t ッ い©  ► [巧い] 


2 定型 文を 進ぶ'® 

• ミ 型 又を 指 巧して リ t ット ：を型 夕を這 巧 ►  ®  ►  @  ► [はい] 

3 リセット 方 ホを 港ぶ ►©: [はい] 


EaElii 

署 


の 切り 巧り •コ ピーと 貼り付け 


• おの 画面へ 一度 C 巧り 取り •コピーで きる ちぞ數 I さ、 全角 5000 文す 
伴 角 10000 ス 字) までです。 


文字を コピー する/切り 巧る 


I 义ぞ 入力 画面で M 抬 位置に カーソルを 移 巧 ©  ►[コ 
ピ ー]/ [切り 巧り] ►© 

• 風り 砂 似 上) でち 切り 助り できます。 


2 お 了な 置に カーソル をを 巧 ►© 

• 文: 頭 C カーソル を 移 君) ：〇(1 砂 tLb 
♦ 文末 ご カーソルを 移動: OCl 砂 tLt) 

♦ を拉 表示され ている 文: ぞ 9 リヴ 巧 gC な U ます。 


イー ル ま示函 面で©  [を 巧/コピー] [コ ピ ー ] 

2 コピ— する 項目を 進ぶ® 

• アドし ス を コピー すると、 揉 作 巧 お 3 します。 

3 M 抬ぬ 置に カーソル をち 巧 ►© 

4 お 了 位置に カーソル をち 巧 ►© 


1 义ぞ乂 力 画面で®  I  [なり 巧け] 

2 おり 付ける 化 置に 力ー ソルを 移 巧 © 

• 文: す 入力 画面で 度) （ 1 抄从 と) でち お U 巧け できます。 


• ヴブソ ニ ユー巧 表 巧 さ n ていない 画面へは おリ 巧け でき ま はん。 
♦ 電 寂を 切る と、〕 ピ ー/ 切り取りした 义 すの 記 ほ 13 削 おちれ ます。 
• 笔绍 帳の r フ リガ ナ」 入力 ffl など、 半角 文す のみ 入で できる 致 巧 じ 
おりが ゥし e とき、 記 巧ち 〇 てし 巧 文字列 巧の 半角 文す のみ 入力 
ミむ ます。 また、 おり 巧 口先 C あじて 入で 巧 おな 又ぞ 致み のみ 貼り 
イブけ ち ri ます。 


区 •苗 コー 


区点 コードで 入力す る 


文す ひとつひとつ 亿巧 ちされ ている 4 巧の 区な コードを 利 巧し 
て、 漢字 やひ 5 ヴ な、 カタで ナ 、記 暑、 英数ぎ などを 入力で きます。 
• 区点 コード ー兵を は、 巧冨の CD-ROM 巧の PDF 巧 r 区点 コード ーち」 
を ご 黃<  ださい。 


入カ モードを 区点 コードに 切り替える （@P.346) 
2 区点 コードを 入力 

•  4 朽呂を 巧す と、 コード 入力した スぞ巧 表 巧 さ のます。 


単 SS か 


よく 使う 単語を 登録す る 


よ <® ラ 単語に 見 化し 語を はけて、 运乂 250 語まで 登録で きます。 
見出し 匯を 入力して 漢字を 巧す ると、 登錄 しち 単語 ヴ 変換 慢 得に 
表示 S む、 六 力で きます。 

• 同じ 見出し語な 5 かまで 登録で きます。 


文 

入 

力 
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カスタ ムメ ニ ユーで [設 を] [- 巧を を] [文 宇 入力 
話を] ► [ユーザ 辞書] [巧規 置 窝] 

2 単語を 入力© 

• を 再 15 文す (半 ち30 文す) まで 入力で きます。 

• 巧 巧は 入力で さま だん。 

3 を 出し 語を 入力 © 

•  05 けなで 入力し ます (奇ス を ち8 で 字)。 


カスタ ムメ ニ ューで [設定] ►[- 巧設 を] [文 宇 入力 
設 を] ► [ユーザ 辞書] 

• 単語 リストと 見出し語 リストの 切宮: ® 

2 単語を 里ぶ ►公 
3 単語を 巧 正 ►© 

4 を 出し 語を 良 正 © 

5 登録 方 まを 遺ぶ @ 


，た 単巧奋 


‘ カスタ ムメ ニ ューで [設定] ►[- 巧設 を] [文 宇 入力 
話を] ► [ユーザ 辞書] 

2 単語を 唐ぶ:'  孩： [削 巧] [はい] 


ミ子 入力 
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[学習され たを 換 候補を リセ ッ ト する 


風!;/ モ 劇変 巧 やま 属モ測 空 おな: どで 学習ち りた 愛巧慢 巧を、 すべ 
て リ 它ツト でぎ ます。 

• 絵文字 や 記 皇①変 巧 お 巧ち |」t ット ちれます。 


1 カスタ ムメ ニ ユーで [設定] ► [- 故を を] [义宇 入力 
留； を] [をみ 学習 クリア] 


2 巧 ホ 暗証番号を 入力 ►€); [はい] 


[ダウン ロー 


ドした 辞 含を 使用す る 


ヴイ ト などな 合 择磬を ダウン □ー  ドして 涅巧 できます e プ ウジ 
□ー  ドし を 辞書を 設定す ると、 その 巧磬に 登録され ている 巧語ヴ 
を 資情捐 じ 表示され るよ ラになります。 

♦ 日本語 変換 巧の 巧 » をブ クン □ー  ドして、 10 件まで 登 ミまで ぎます。 
この ラち 5 件までの 辞齋 を、 漢 ミ変瘦 巧の 巧* としてき さちで きま 
す。 

• 巧 書の 夕つジ □—ド 方を じついて な 巧 P.155 


r  も:^  なん  JMJJ: 

1 カスタム メニューで [設定] ► [一 沿を を] [文を 入力 
設 を] [ダウンロード 巧 香] 

• 文す 入力 画面では;®  ► [で 字 入力/辞 •おち] ► [ブ つジ □一 
ド 巧ち 切 客] ►强 •を 這ぶ©  (<u 返し 可） 

- 辞 » を 遵んで @ を 巧す たび C、 段を/おお 巧 切 U 普む U ます。 

2 辞書を 選ぶ ^  [巧 用 お 香 註: を]/ [巧 巧 巧 香 巧 お] 

♦ 巧 書を 設を すると、 [a] 巧 表示され ます。 

♦ 巧ち の « 番を 涯猛; @  ►[情 蒂 表示] 


r 

カスタム メニューで [設定] [一® 設 を] [义ぞ 入力 
設 を] ► [ダウンロード 辞 香] 

2 辞書を 送ぶ © 

♦単語の 詳細 请果を 表示; @ 

• 単語 リストと 見出し語 u ストの 切替:® 


• ダ クン □ー  ド 巧* の aCFOMA わー ドを! 作 制 お 7 —  クヴ 表示 さ 〇 
ている ときは、 捉» のの 客を 植歸 する ことは でき まちん。 


irtHBT する 


カスタ ムメ ニ ユーで [設 を] [-巧 をを] [文 宇 入力 
菌 を] ► [ダウンロード 辞 香] 

2 巧 さを里ぶ ►  © ! [削 お] 

3 削 巧 方 まを 選ぶ ©►[はい] 


ー ザ ダウ ン ロー  ド iWC ま換 する 

グ ウン ロー^* n> 


単語 登録した ユー プ拆 ちを、 ダウン □ー  ド揖ま C 変搜 でさます。 

カスタム メニューで [設定] [一® 資 を] [文を 入力 
設 まい [ュ ーザ稱 香] I’  ©  ► [ダウン ロー ド 持 香 ま 巧] 
2 巧を 先を 望ぶ’© 

• 库用强 ま 登録 淀猛函 面げ 表示され たと きな、 [はい] を涅 巧と® 
巧 巧ち じぉ をち 〇 ます。 


• ユープ お » を ダウン □—ド おさに 変 おする と ユーブ 巧* な 削な さ 
れ ます。 


ダウン □ー  ド 巧需 愛を し &巧« の タイト ルを* ちす る 

， . I  ,1  _■  , 

. II II 

ウス タ厶 タニ ユーで [設定] ► [一 扳設 を] [文ぎ 入力 設 を] 

► [ダウン □—ド 巧磬] 巧磬を 這ぶ ►©► 〔タイトル 巧 集] 
►タイトルを 巧 美‘® 

ダ ウジ □ー  ド 巧 書 変換した 巧 書の 巧容 を！ ■ミす る <S 藥ノ 
た スタ 厶イニ ユーで [設定] ► [一 扳設 を] [スぎ 六 力 巧を] 
►[ダウン □—ド 巧 «] 巧磬を 還ぶ ►©►[お 集] 

♦ ユー プ 辞* の 福 案じつ いて はげ p.35ir ぶ  <  厘 ラ 単語を 登録す 
る」 


予ぶ SA 没を 


f な 用す るを あ ホ まを 還ぶ _ ] 

巧 似 予測 墅巧 あよ U 連 巧 予測を 巧を 度 用す るな ど ラロを 設定で 
きます。 

文 宇 入力 画面で @  ► [文字 入力/巧 書 設定] [予測 ま 
巧 を を] [巧 化 予測を 巧]/ [ま 巧 予測を 巧] 

2 設 をを 選ぶ© 

芸能人 S、 巧舍,  3 ポッ l-S、 フラン ド 名、 預又字 巳つ いて 13、 変換 悟 巧 
として 表示され ると きの 运巧晒 位を 高 < する ことけ できます。 

1 文字 入力 画面で @  ► [文字 入力/巧 書 設定] [予測 ま 
巧を を] [里を お 巧 ジャンル] 

•  05 巧な を 入力して @ を 巧して ち 操 巧で きます。 

2 項目を 進ぶ© K リ适し 可）： 角） 

• 囚は 高い、 □柱 ほい 段; をのが 態. です。 


玄子 入力 _ 


扣 3 


が 宇を git •阳 W が‘ す る <« 文す MT か 


文: す 入力 時 I。 らちを 表す 形客詞 (ラ 〇 しい) などを 话 ちした とき、 その 
語 巧 じ続<  とお 〇〇 る 変換 惕褲 として、 預又ぞ •給夕 字を 表 巧す る 巧 
ど ラむ を おを できます。 

义ぞ 入力 画面で®  [义ぞ 入力/巧 書設 を] [予測 ま 
巧設 を] [類 义字ま 巧 予測] 

2 設 をを 涅ぶ ►© 


文: す 入力 時の 変換 候谓 I こ リス h* 室 号を 表 巧す るな ど ラヴを 設定で き 
ます。 

义ぞ 入力 函 面で®  ► [义ぞ 入力/持 香設 を] [ダイ レ 
クト 変換] 

2 設 をを 楚 ぶ© 


2 タッチ 


チち まで 文字を 入力す る 


文 宇 入力 画面で®  ► [文字 入力/持 さ設 を] [を 巧 方 
巧] [2 タッチち な] 


2 タ ツチ 方 巧で B ウナ 英数す 変換 旧で きま だん。 


义 {子 入力 
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なな 方式 C 房す 

文字 入力 画面で @  ► [で 字 入力/巧 ■設 ち] [変換 方す] ► 
[ななち 巧] 


1 文 宇 入力 画面で® 

2  ©/〇 で 入カ モー ドを 留ぶ 


入カ モード ま 巧 

A でさの る义す 

を 

を負义 又す 

半 

半角 义又ぞ 

区 

区点 コード 

巧 ホた义 力す る 


• 各 ボタンので 字の 到り 当て C ついては 巧 M=.402 


1 义ぞ 入力 函 面で 2 巧の « 宇を 入力 
例: 画 四 ♦[き] 


ネッ トワー クサー ビス 


留守を 電話 サービスを 巧 巧す る . <  堅守 空 羣話ヴ ー ビス  >356 

キ ッチ ホンを 利 巧す る . <キ^ ッチ ホン  >358 

転送 でんむ ヴー ビスを 利用す る . <  転送 でんむ ヴー ビス  >359 

迷を 羣話 スト ップヴ ー ビスを ネリ 巧す る 

. < 迷惑 笔話 ストップ ヴービ つ  >360 

番号 通知 お 廣いヴ ー ビスを 利 巧す る 

. < 番呈通 如 お願い ヴ ー ビス  >  36 1 

デュアル タッ h* フー クサー ビスを 利 巧す る 

. < デ ュア ル ネットつー クヴ ービつ  >362 

ガイタン スを 日本 送と 巧 語で 切り替える .••< 英語 巧 イ タンつ >362 


ヴー ビス ブイ わ ルを ネリ 巧す る . <  サー ビス ブイ わ ル  >363 

逐結中 じ 羣話ヴ な 巧って ぎた とぎの 巧 尼ち るを 這ぷ 

. < 通 おや 看 «を 巧遵巧  >363 

逐き舌 中 着 « 錠 巧を 開始/停止 する . <  通 話中 看 這 錠ち  >364 

遠巧凑 作を 結: をす る . <  遠闻 揉作投 $>364 

マルチ ナジ バーを ネリ 用す る . <7 ル チ ナンバー  >365 

2in1 を ネリ 用す る . <2inl>366 

OF  円  CEED  をが 巧す る . <OFFICEED>370 

ヴー ビスを 登な して ネリ 巧す る . <  追加 サー ビス aJSSD)>370 


搜 巧で ぎる ネットワーク 

♦  FOMA 苗 末で 巧、 巧の ぶ ラな ド コモ®:? ツ トフ ーク ヴービ 3 を 巧いた だヴ ます。 


ヴー ピス餐 > 

がしが 

ヴ ーピス 

がし 化み 

ヴーピ 3S1I； 

わ* し 

お 守 なヴー ヒフ 

要 

有扫 

公共 t  — f-Vh'i? イプ モ ー 

不夏 

巧 巧 

S 化づィ ジン 3 

不要 

巧 巧 

•，•■^ッチホン 

を 

ちな 

公 巧 ち ー ド W 巧げ。 

不要 

播だ 

7 ル チブン M— 

要 

ち 巧 

f こさ でん 〇ヴ ー C3 

mn 

» ち: e 巧 巧 》 し、 ヴーヒ 3 

不 H 

#妇 

を nl 

ち 

ち 巧 

1 至 巧 巧な 3 トツ フヴー ヒス 

小 S 

巧归 

ァユアん^ツ^^フーンヴー ヒス 

要 

百 巧 

ごド 円 CEED 

夏 

ち 好 

接 《 さ S 号 过巧ヴ ー ビフ 

不要 

巧归 

♦  f ヴー ビフを 止」 とは、 留守 蓄巧 窗ヴー ビス、 を さ でんの ヴービ 3 などの 契伤 そのち のを 装の する ちので 巧 友り ま だん。 

♦ ヴービ 3 エリアみ 巧ち 巧の 居 口ない 巧 所では タツ トフ ー クヴー ビス 巧 ごみ 巧で ちま e ん。 

♦  roFF に EED」 は 申し込み ヴむ 夏な ヴー ビフです。 ご不 巧な 点な ド〕 モ のま 人 却 了で， ム ぺージ (httD：//wwwdocomo 占 i2/d/2 じ/) を こお 度  <  ださし、。 

♦ ド コモロら 巧し い:？ ツト フー クヴー ビス ヴ 追加 巧が さ: n たと ち C は、 巧し い ヴービ つを: > (ニ ューご 登 緑す る こと 巧で ちます  <巧ド.370)。 

♦ 玄書では、各^，ソトワークヴービフ①概要を、FO^^Affi末のソニューををってが乍するちるでお明しています。耗栅がご利用巧イドブックけツトワークヴー 
ビス «>J1 を こち <だ3 い。 

• お申し込み、 み 巧い 含 OG ごつ いては、 巧 巧 お 巧 SS 面の r お 含 お問い 含 〇 だ 巧 J まで お問い 含む だ  <  だまい。 
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B 巧 番« ち サービス 


I 留守 餐 電話 サー ビスを 巧 巧す る  1 

電巧0居ヴないとこ5亿いるとき、11源を切っているとぎ、霉«き 
区 化 50 ない ときな ど 区、 ま 声電留 / テレビ 霉 おでな ウ てきた 巧 
ず じ応客 イツ t  — ジで お答えし、 お客斌 こげ わって あ 養 イツ 12— 
ジを お預な U する ヴー ビスです。 

♦ を 含; (げ PJl) を 同時に おちして いると き、 壁 守 番羣話 ヴービ 
スを运 巧 さ だるた め C な、 伝舍ソ f の 巧 苦 時 固よ U ち 留守番 羣話 
ヴー ビスの 呼 化 時間を 巧く おちして  <  ださし、。 

• 留守を 霉記ヴ ー ビスを r 閣 お」 じして いると き C、 巧 巧って きた 音声 
霉記わ テレビ 笔 話に 応爸 しな 巧った ときな、 r 看® 度歷 _1 じは 「不在 
着 這」 として 記* さ 〇、 巧受 画面に [巧 着径 あり] 巧 表 巧 さむます。 


♦ 伝香ツ ッ t ー  ジ のを 音/録画 時 国は 1 件 あた U 最長の 3 ろ、 音 吊 
霉 結と テレビき おそ 打ぞれ 20 件まで、 » 長 約 72 時茵 保を ミれ ます。 

• 登 守番笔 铅ヴー ビスを 「開始」 ご設 ちして いると きに 霉記ヴ ロロっ 
てぎ たと ぎは、 看 信 音ヴお をさむた 呼 出 較寶の 酉 (呼 出時 時は 変を 
できます; げ P ぶ の ちります。 その 商 C 巧き すると、 そのまま 這 詔 
で 安ます。 その 間 I こ応 苦しない ときな、 白 動的に B 守 番笔話 ヴービ 
ス t ン ター C 接続 ぎれ ます。 この 看 毎は、 巧受函 おお 着 « 巧歴 でち 
お 知 5 だします。 ただし、 呼 出時 国を [0 秒] におを したと きは、 看 
宿属歴 I こ 記 情 まむ まだん。 

♦ 堅守 番弯き 舌ヴー ビスを 「開始」 C 設 巧して いると きに テし ピ霉記 巧 
でむって ぎた ときな、 お 巧した 巧 出時 時ヴ 経過す ると、 普 守 番電き 舌 
ヴー ビス じ沒 続し、 ジツ たー ジ 録画 巧 開始 さ ri ます。 また、 おちし 
た 呼 出時 固のに 巧ぎ すると， 尝守番 笔おヴ ー ビス C 接続 だ ザ C、 そ 
のま ま通铅 できます。 

♦ 登 守番笔 铅ヴー ビスの テレビ 霉趙 対応 錠 更につ いて 愛更 する 区 
は、 「14 12」 へ 音 再 霉話辩 含を して <だ さい。 


タツ トワ— クヴ— ビス 


扣 6 


• キゎ ラ羣で 留守き 電話 ヴー ビスに 接债 ちむ たと ミは、 DTMF 揉 作 
ヴ巧 えま だん。 ヴプソ ニュー より DTMF を 僖モー ト‘を [ON] C 巧り 
替 るで  <だ ちい (げ P ぶが。 

•  2in1 のちー ドを [デュアル t— ド] C きさを している 場 含、 留守番 霉 
紀ヴー ビスの 閑 巧 巧 厚 止、 尝守番 イツ t- ジ离 生、 留守番 ヴー ビス 
おちを 巧つ ときは、 [A ナンバー] または [B ナンバー] を 這 巧し でな 
5 実 巧し ます。 

• 拉送 でんむ ヴー ビスを r 閉始」 巳 おを すると、 留守 ま 電話 ヴー ビス 
は、 自動的 じ 停止し ます。 


基本的な 巧れ 


STEP1 普 巧 番霉錠 サービ つを 開始す る。 

STEP  2 お 客禄の FOMA 锅未じ 音再霉 話/テレビ 羣話ヴ む 巧る。 
STEPS 宫を笔 話/テし ビ霉話 C 出 5 むない ときな、 留守 室 羣記ヴ ー 
ビス t ン ター じ 送 病ち 打る。 

STEP 4 巧を 巧 巧 件を 伝 ッ t  — ジじ 録音/ 録函 する。 

STEP 5 伝き タツ tz- ジを 再生す る。 


卜ー ビスを 利用す る 


カスタム メニューで [設定] [NW サービス] [留守 
蓄電 話] 

2 サービスを 進ぶ 
- 【タッセー ジ 問合せ] 

【留守番 タ ッ セージち を] 〔はい] 音声 ガイダンスに 巧って 巧 
巧 

【留守番ち 括 サービス H 巧] ► 【留守番ち a サービス M 抬] 

【はい] 

【留守番ち 括 サービス H 巧] ►【巧 出 わ 致 まを + 拍 巧] 巧 おけち 
を 入力 ►©►[はい] 

-  0$ 出時 国を き曼定 して 當守室 笔話ヴ ー ビスを 開 おします。 

【留守 さ 巧 出時 田 おを] 巧 化 巧 致を 入力 ►  ® 

【普 巧 さ サービス 巧 止] [はい] 

【留守 さ 没定巧 巧] 

【普 巧 さ サービス 巧 ま] [はい] ► 音ち ガイダンス になって* 作 
【件 致 おならせ 没を] ► [件な 巧扣巧 かお 定] お 定を惡 ぶ >  @ 

- ソッ tz— ジヴ ちえた とき C 看 信 音で 姑 56 るぶ ラ じ 鉛を しま 
す。 

【件 致 お 巧ら せ 没を〕 [ち 巧 巧 去] 〔はい] 

•  [[C 墅 守録营 あり] を 消去し ます 。ストック アイコンを 進んで 
画り 妙 政 上） でも 消去で きます。 

【« をぶ 巧] ► 【着な 巧な 曲 巧〕 発 « ちが 巧な 着 倍の 巧を を爱ぶ 
►  ® ►〔はい] 

【« ちぶ 巧] 【« 巧るな 巧 止] ► 【はい] 

〔着を 通 巧]  > 【着な 巧な M 巧 巧を 巧ち〕 


タツ セージ 巧を せに ついて 

♦ 音 f 霉 話の 伝 含 タツ tz —  ジヴ おる ときぶ、 [色 普 守 録音 お U] ヴ哀 
巧 ちれます。 


••ム I 甘 k 


• テし ビき 結のを 含ジッ t— ジヴ 入った とさは、 ほき  >：ッわー ジ巧 
及る ことを お 則 5だ する SMS を是 宿します。 

留守 さ/ ッ セージ 巧 まに ついて 

♦ [を 尝守 録音 あり] 表 巧 中は、 [を 爱守錄 き あリ] を 透 巧して > :ッ 
t ージを 再生す る こと ヴ できます。 

• [色當 守 録音 あり] に 表示 まむ る 件 致は、 斯 しい 伝 含ジッ tz —  ジを 
再を するとき C 巧イ タンつ で 黄 巧す るか 致です。 保 巧し 忌伝舍 
ジツ t ー  ジの件 致 は 含ま 打 ま だん。 

• テし ビ羣 おのち 含ジッ tz  — ジ な、 「1417」 へ テし ビ®^ でな けて 
ソッ 亡ー ジを 再生す る ことなで さます。 

留守を 笔括サ ー ビス M 巧に ついて 

•  2ゎ1 ① モードを [己 t ー ド] におち している ときな、 [呼 出抄致 巧を 
+ 開 姑] を邊 巧で きま はん。 呼 出時 国を 設ち するとぎ は、 [資 守番巧 
出時 图投 を] で 設定して くださし、。 

•  2ゎ1 の t  — ドを [デュアル t— ド] にき さを している ときは、 [呼 出 砂 
数 まを + 開始] を 這 巧す ると、 A ブンバ ーで おを する 置の 活お 画面 
ヴ 表示され ます。 

留守 巧巧 を巧摄 じついて 

•  2in1 の f- ドを [デュアル t- ド] または [艮 モー ド] じ 設 ミして い 
ると きな， [A ナンバー] または [目 ナンバー] のどち 5 の 設定を 摄提 
する 巧を 遣 巧し ます。 

着值る 巧に ついて 

• 坦 外、 t ルフ ちー ト‘ や、 霉源巧 入って いない 頃 含な ど C 着 宿 ヴおっ 
たと ぎ、 再び 霉 / 馬を 入れた とぎ や图巧 C なった とぎに SMS で お 巧 
5 はします。 

•  SMS 拒否 おを (げ P.120) で SMS —ち 巧 否を 設 巧して いてち、 度 お 
ぶ 通知され ます。 
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r キャッチホンを 利 巧す る 

通話 中 じ 別の 電話 ヴな 巧って ぎた とぎに、 适泣 や着售 さで お 巧]  5 
せし、 現を の 适紀を 保留 I こして 巧し い覃 話に 化る ことげ でぎ る 
ヴー ビスです 。また、 這紀 やの 電話を 巧 普 じして、 巧た I こお 客 « の 
方な 5 別の 堪 字へ 霉 話を 巧け る ことち でぎ ます。 

• キ い ッチ ホンを 利 巧 するとき は、 及 5 なじの r 通話 中看僖 iW 乍 道 巧」 
(げ P 三 63) を 〔通常 着 這] I こ 鉛 至して < ださし' 1。 化のを 恐 こなって い 
ると、キ+^ッチホンを開おしてち音开霉話适話中じな口ってきた音 
声羣話 C 巧 客す る ことなで きま だん。 

• 因 かのとき な、 キゎ ッチ ホンの 段: ちは でき ま だん。 


ビスを 利用 ザる 


カスタ ムメ ニ ユーで [設定] [NW サー ビス] 
[キャッチホン] 

2 サービスを 進ぶ 

- 【キャッチホン サー ビス Mte]  ►[はい] 
【キャッチホン サービス 巧 止 I  ►[はい] 

【キヤ ツチ ホン サービス 巧を « 没] 


♦ 通 绍巧當 中ち 発僖 寒の 方の 料金は 加 » さ 0 ます。 

♦ キ^^ツチホン&厚としでち、通括中の音口霉き舌を保普にして、别の 
巧手 区 音库霉 話を ヴ ける ことは できます。 


タ トフ— クヴ— ビス 


扣 8 


jfi 中に かか 7 てき 出る 


通 錠 中の 音 再 電話を 保留 C して、 ロウって きた 音 f 笔链 に 化ます。 

1 巧 話中に r ププ… ププ… J という 音が M こえたら 面 

• 虽 巧の 方との 通 錠は 自を的 C 巧 登 じなり、 巧し くな 巧って きち 
音を 電 詰を 受ける こと ヴ できます。 

• 通話 宿 字の 切 着: に） 

♦ 保留 やの 羣 記を 切る：©  ► [保芭 呼 切断] 

• 音 库笔記 通 結 や C テし ビ羣記 巧な 巧って ぎで ち、 r プ プ…プ プ…」 
ヒ賣こ 亥す、 霉話 C 出る ことち でき まだん。 霉 記を 3 後、 巧运 画面 
じ 房る と [Q 看 宿 あり] づき 巧 ミ n ます。 


适き舌 中の 音再電 おを 終む 5 だて、 巧 なって きた 音 再 電話 C 出ます。 
1 巧 話中に r ププ… ププ… J という 音が M こえたら 因 

♦ 巧し < 巧 なって ぎた 羣 話の 着 售直ヴ ちります。 

2 の 

♦ 巧し < 巧 なって きた 笔 話の 方と 通話で きます。 


トホ巧 过团 正さ: 


f  -ゴー 化 


适き舌 中の 音 再 電話を 保留 じして、 則の 巧を じき 声羣 話を 巧 口ます。 

1 巧 話中に がの 巧手の 電話 番 ちを ダイヤルして 虹 

• 虽 巧の 方との 通話は 自 をの C 保 尝ち〇 ます。 

♦ 廷お谓 ミの 切替: 0 


反を でんね サービス 


[拓送 でんわ サービスを 巧 巧す る  1 

電巧巧 居 巧ない とこ 5 亿 いると き、® 原ヴ 入って いないと き、 設 
をした 呼 出時 国の じ 巧客ヴ ななった ときな ど 区、 ま 声電留 / テ レ 
ビ霉绍 を 乾を する ヴー ビスです。 

• を 含； (げ p/n) を 同時に おちして いると き、 拉送 でんむ ヴービ 
ス をを 巧 さ だ •るた め C な、 伝舍ソ t の 巧 爸時茵 よりち お 送 でん: D 
ヴー ビスの 呼 化 時間を 巧く おちして  <  ださし、。 

♦をを でんむ ヴー ビスを r 開始」 じして いると き 区、 巧 巧って き 巧 音声 
電話 わ テし ビ笔 話に 応爸 しな 巧った ときな、 r 看® 是歷 J じは r で 在 
着 這」 として 記* さむ、 巧受 画面に [巧 着运 あり] 巧き 巧 さむます。 


♦ テし ビ弯 館を 巧な た 側 じは、 お 送 中の 巧イ プンス な 流む ザ、 転送 中 
の 式ッ t— ジヴ函 面 CIS 巧 ちれます。 

• お 送 でんわ ヴー ビスを 「聞 お」 C 設 巧して いると きに 霉記ヴ ヴ巧っ 
てぎ たと ぎは、 着信 音ヴ おを さむた 呼出較 寶①茵 (呼 出時 時は 変更 
で ミます; げ P.360) 時り ます。 その 育 じ 巧き すると、 そ① まま 通話 
できます。 その 国 I こ応 苦しない ときな、 あ S ウ じの 登録 ミれ ている 
転送 巧 じ お 送し ます。 この 含运 は、 巧受 画面な 看 這理歴 でち お 巧 5 
巧し まもた だし、 巧 出時 商を [0 お] I こおち したと きは、 看 僅属お 
じ 記 宿されません。 

♦ お 送 でんむ ヴー ビスを r 開始」 C 設 巧して いると きは、 コ しクト 
コール (料金 着 « 拉通 親） での 香 宿な で 安 まじん。 

• 适結や C 則の 音 再 笔括 巧な なって きたと きな、 吕 を! の C 乾 送 さ だ 
る ことち でぎ ます。 

• 普 守番笔 铅ヴー ビスを r 聞 お」 C 設を すると、 を 送 でんむ ヴー ビス 
は、 有を 的に 停止し ます。 


• 担み のとき は、 FOMA お 末な 5 転送 でんむ ヴー ビスの 法を 13 でき 
ま はん 。このよ ラな ヒ 安は、 プッシュ 巧の 一 肢羣紀 、公を 笔紀 など 
な 5=? ット クーク 暗証 番 畳を 利冉 して お 送 でんむ ヴーピ スの溪 作 
ヴ できます 。あ 5 なじめ、 遠 巧 操作 設 をを r 蘭 姑」 I こおを して お<必 
要ヴあ t) ます。 

•  2in1 の t ー  ドを [デュアルち ー ド] じ 紙を している 場 含、 乾 送ヴー 
ビスの 開始 や 厚 止を 巧 ラと きは、 [A ブンバ ー] または [B ブンバ ー] 
を 送 巧して な 5 ミ 巧し ます。 


基本的な 巧れ 


STEP1 あ 送 巧の 霉 記を 号を 登録す る。 

STEP 2 転送 でんわ サービ つを 開始す る。 

STEP 3 お 客禄の FOMA 锅未じ 音再霉 話/テレビ 羣話ヴ む 巧る。 
STEP 4 宫 声笔舒 / テし ビ霉話 C 出 5 むない ときな、® 5 巧 じめ 登録 
したお 送 巧 じ 自お的 E おを さむる。 


居を でんわ サー ビスの 巧を 


r  巧值黃 _ ] 

1 発 居さの 貢 担です。 

I 拉さ でん 〇ヴー ビスの ご 莫拉香 I 

I  転を でんむ ヴー ビスの ご 契約 さめ 負担で ホ。 

I  坛を巧  I 

• 拓を でん 打 ヴービ 3 め K 送 巧 登録, ヴー ビつ① 関 お/厚 止な どの 操 
巧の 這 話 料岛斯 料です。 
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卜ー ビスを 利用す る 


カスタム メニューで [設 を] [NW サービス] [転を 
でんね] 

2 サー ビスを 進ぶ 

‘ 【坛る サービス 曲 巧〕 【お 送 巧ち 巧 さち 入力] ち 括 番号を 义 力 

• お 送 巧の 電話番号を 登録し ます。 

【后を サービス «巧〕 ► [巧 出 巧 まな 定] ► 巧 化れ 致を 入力 >  ® 

•  0$ 出時 国を 錠を します。 

[e を サービス M 巧] ► [坛ぷ サービス 拍 巧] [はい] 

【坛ま サービス 巧 止] ►[はい] 

【坛ま 巧 変更] « 括 番号を 巧ち ►  ®  I 巧 目を 巧ぶ ►  ® 

【転を 巧ぶ 括 中時投 を] 段を を a ぶ >€) 

【坛る サービス 巧を 巧 巧] 


拉を サービス M 巧に ついて 

♦  2ゎ1 の t ー ドを [B モード] I こ設 をして いると きは、 [乾 送巧霉 詰ま 
号 入力] か 赃化妙 数 おち] を遵 巧で きま はん。 

• 里み、 t ルフ たー ド や、 電源 ヴ 入って いないと きな どは、 看值 音は 
巧 色 ざ じき 動的 じ お 送 さ 0 ます。 

♦ 看 宿 音 ヴ哺っ ている 辑 C 尼ぎ すると、 お 送 さ 0 ザに 通話で ぎます。 

巧を 先爱 更につ いて 

♦  2 ゎ 1 の t- ドを 巧 そード] I こ設 ミして いると きは、 [乾 送 巧 変き + 
開始] &适 巧で きま だん。 

♦  2ゎ1 の t- ドを [デュアルちード] に紙更 している ときは、 棍送巧 
変更 十 閉拍] を运 巧す ると、 A ナンバーで 銳ち する 置の 淀提 函面ヴ 
表 巧され ます。 

拉をサ ー ビス おを «泛 について 

♦  2 ゎ 1 の t- ドを [デュアル t- ド] または [目 モー鬥 じ 紙を してし、 
ると きは， [A ナンバー] または [日 ナンバー] のど 55 の 設定を 確提 
するな を 遺 巧し ます。 
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1 着信 音が 巧って いる 商に©  ►[着信 居 送] 


1 待受函 面での 圧) 広) 屈 ►の 

♦ 音声 巧 イブ ンス にがって おちして  <だ さし、。 


いたす 5 電話な どの r 迷惑 霉 きもを 看 信 しないよ ラに 登録す る こ 
とヴで ぎます。 看 信 巧を 登録す ると、 W をの 舍运を 曰 II 的に 巧を 
し、 巧を には 方イ ブ ジスで 応客 します。 

•着 « 巧 否 登録した 霉 話を 号な 5 電話け な 巧って きて ち、 着值 音は 晴 
り まだん。 また、 看 宿届歴 じを 記埼 まれ まだん。 

•巧手 巧ち 宿 香 番号を 通知して こない 霉 おでち 巧 否 登録で さます。 

• 国曝笔 話は 巧 否 登録で きない こと 巧 おります。 


■る サービス 利 巧 時の 巧 巧 

各ヴー ビスの 蘭 おやに が惑笔 お看 «ぞ 否 登録した 方方 5 着 « ヴおっ 
たと ぎは、 巧の よ ラ になります。 


ヴー ビス 舍 

迷弦笔 紀看值 巧を 登録 したでへの 巧ち 

堅守を 電話 ヴー ビス 

看® 巧を 巧イ ブン スヴ流 打ます。 

ソッ t ージ はお 預 なりし まだん。 

を 送 でんむ ヴー ビス 

看 信 巧 巧巧イ グンつ ヴ流 むます。 

拉送 巧に なお 送 さ； n まだん。 

キ ツチ ホン 

看 信 巧 巧巧イ グンつ ヴ流〇 ます。 

番号 廷知お 房い ヴー ビス 

看 信 巧 巧巧イ グンつ ヴ流〇 ます。 

卜ー ビスを 利用 g 


カスタム メニューで [設定] [NW サービス] [迷 寒 
電話 ストップ] 

2 サー ビスを 進ぶ 

[を 巧 巧 括看径 巧を 登 貧] ► 〔はい] 

- おを C 看售応 苦した 宿 手を 登録し ます。 

[巧 話 番号 おを 巧を 畳資] ►巧な ちちを g ぶ >  @  ► [はい] 

- 電話番号を 遵んで 登録し ます。 

[を 巧ち 巧を 登 巧が ち] [はい〕 

【を疫 まち 1 畳沒削 お] [はい] 

- B をに 登録した 笔 話き 号を 1 件 削 おします。 同 禄の餐 巧を < 
リ 返し 巧 ラ ことじより、 « を C 登録した* より 1 件す つ 削除 
する こと 巧で きます。 

け 巨 否 登録 件 さ 巧 度] 


♦ が 惑笔ぉ 番号を 削除す る 方を は、 すべて 削除、 または!! を I こ 登録し 
た 1 件の 削な のい ザ n 巧です。 特を① 番号の みの 削 おなで 安 まだ 
ん 0 


番号 通 かお 願い サー ビスを が 巧す る 


覃留番曼を适巧してこない音青霉《き/テしビ巧泣|こ巧して、さ曼 
通知の おおいを ガイ プンス で巧爸 し、 呂お的 C 霉紀を 切断す る 
ヴー ビスです。 

♦番呈 适知お 房い ヴー ビス C よって 看值 しな ウっ た笔 話は、 r 看售属 
お」 C 記 巧 さ n す‘、 [巧 着售 あり] ちき 巧 さ 〇 まだん。 


■を サービス 利用 時の 巧を 

至 号 通知 お願い ヴー ビス を r 開始」 じ設 巧して いる 場 含、 巧の 各 ヴービ 
スの関 おや I こ、 発运 看を 号を 通知し ない 着售ヴ あった ときは、 巧の よ 
ラ になります。 


ヴー ビス 名 

«« 香罢 S を适 知し ない 方への 巧ち 

當 守を 電話 ヴー ビス 

ま 呈通扣 お 願し  >  ガイダン 3 ヴ流 n ます。 

ソツ t ー ジ なお 預巧 U しま だん。 

お 送 でんむ ヴー ビス 

番号 通知 お願い 巧イ ダンス 巧 流; n ます。 

を 送 巧には お 送 さ ri まだん。 

キ+^ツチホン 

を 呈通扣 お願い 方イ ダンス 巧 流 打 ます。 

迷 惡羣話 ストップ 
ヴー ビス 

迷を 霉話着 毎 拒否 登録した 霉 話を 号 口  5 看僖 
すると、 着 «? 巨 否 ガイ タン 3 巧 流む ます。 

サ —t' スを 中] 用 チ' 6 


1 カスタ ムメ ニ ユーで [設定] ►[NW サー ビス] [番号 
巧知 おない サー ビス] 

2 サー ビスを 遇ぶ 

- [まち 通な サー ビス Mte] [はい] 

- [番号 巧 巧サー ビス 巧 止] [はい] 

• [サー ビス おを B 度] 


夕 

ツ 

卜 

フ 

I 

ク 

ヴ 

I 

k 

ビ 

ス 
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アル ネッ ト ワーク サービスを 利 巧 


お ffi いじ なって いる FOMA お 末の 霉紀 番曼で mova 摘 末を ごが 用 
いただけます oFOMA と mova のヴー ビス エリアに 巧 じた® いを 
けヴ巧 能です。 

•  FOMA 銷 末と mova お 末を 同時 C 利 巧す る ことは でぎ まだん。 

•  3 ッ トフー ク暗 註 番号な 4 巧の 数ぎ を 入力して くだち い 
(げ  P.108)。 

■デュアル ネットワーク サービスの 切り 巧え 


FOMA  の 
タツ ト クーク 


mov なで 
ネッ^ 9 ーク 


•  FOMA 插 末な 5 デュアル タツ h* フー ク 切替を 巧 ラと 
FOMA の タツ h* フーク C 切り 营〇 ります。 


-克 


•  mova お 末な 5 デュアん ネットつ ーク 切替を 巧つ と 
mova ヴー ビスの タツ トフー クじ切 リ替〇 ります。 


同じ 霉巧 室曼 


FOMA 琉末 


movailft^ 


• 一部の ヴー ビスは ご 利用 I こな： n まだん。 

• デュアル？ ッ h* フーク ヴービ つの 巧り 普え 操作は、 ヴー ビスを 巧 巧 
していない 端末 ウ 5 巧って ください。 


タツ トフ— クヴ— ビス. 


362 


ビスを が 用す る 


1 カスタ ムメ ニ ューで [設定] ►[その他の NW サービス] 
t  [デュアル ネットワーク] 

2 サービスを 選ぶ 

-• 〔デュアル ネットワーク 切 tt] ネット 7 — ク« なち 号を 入力 ► 
か [はい] 

〔デュアル ネットワーク 巧 お 巧 度] 


关 H ガイダンス 


「ガイダンスを 日本 语 とま 唐で 切り替える I 

r 留守番 電泣 ヴー ビス」 などの 各樓 タット フー クヴー ビス 設を時 
の 方 イブ ンス や、 苗 かな どのち 声 方 イブ ジスを 巧 送 じ訟定 する こ 
とヴ できます。 

• 西み のとき 巧、 巧 語 巧イ ダンスの 度: をはで きま はん。 

♦発 這 看 巧 本 ヴービ つを 利 巧して いると ぎな、 発值香 測の 異值 時①汾 
を 巧 着僖吾 側の ま 径時① おちよ u を 巧ち 〇 ます。 


I 巧 巧で きる ガイダンスの a« 


タニ ュー 項目 

方イ プンス の 巧 客 

日本語 

すべて 日本語 巧イ ブン つで 流 
〇 ます。 

兵語 

すべて 舆 ミ 客巧イ ブ ジスで 流む 
ます。 

お值時 (3、 ソ トフー ク 
ヴービ つ 設定 時に 流 
れ る巧イ グン ス） 


、 — --------- 

看 «讶 (巧を 巧な なて 
きたと きに 流 〇るガ 
イタ ンス） 

タニ ュ— 項目 

日本語 

方 イプ ンスの 巧 客 

すべて 日本 提巧イ タン スで流 
〇 ます。 

日本語 + 巧 語 

最初 じ 曰 本 語巧イ ダンスけ 流 
〇、 その あと C 巧 語 乃 イプ ン 
スヴ 流む ます。 

英塵 +0 本 語 

ま 巧 C 英語 巧イ ブン スヴ流 
〇、 その あとに 日本語 巧 イブ 
ジスけ 流 0 ます。 

卜ー ビスを が 用す る 


I カスタム メニューで [設定] [その他の NW サービス] 
'  [S 語 ガイダンス] 

2 サー ビスを 進ぶ 

- 【ガイダンス 役を] ガイダンスの 巧 巧を 爱 ぶ’ •©►言 活を爱 
ぶ ►© 

【ガイダンス 役を 巧泛] 


[it- ビス ダイ ヤ ルを 巧 用す る _ 

ドコ たお 舍ミ巧 •受巧 や 巧» の 間い 含む だ 巧へ 電 館を ごける こと 
ヴ できます。 

• お语 いの FOMA なー ド C よってな 、表示ち n る 頂 目 巧 異なった レム 
表示 さむない こと 巧 あ U ます。 


ドコ t 故 居 巧 含 だ 

巧 慎 問い 含む だ 先へ 羣 話を 巧 口 ■る こと 巧で ぎ 
ます。 

ド〕 t お 含妄巧 •受付 

給 含 案 巧 •受 巧へ 電話を 巧 口る こと 巧で ぎます。 

1 カスタ ムメ ニ ユーで [設定] ►[その他の NW サービス] 
t  [サービス ダイヤル] 

2 巧 目を 選ぶ ©  [はい] 


•  2ゎ1 の f ー  ドを [デュアルち ー ド] C 設 をして いると きは、 を® 番 
号 送 巧 画面で [A ナンバー] またな 巧 ナンバー] を 送 巧して な 511 
信し ます。 


ぶ& 中 着な j» 传 a 巧 


通な 中に 巧 括が かかって きたと きの 巧 
応 方法を 遇ぶ 


r 留守番 巧 链ヴー ビス」 や 「お を でん 〇ヴー ビス 丄 r キわ ツチ ホン」 
を ご 契 お) されて いる お 客 浸の ま 声 巧 泣 a 話中に 巧 なって きたち 
舌 霉お亿 どのよ ラ ご 巧 巧す るな を 設定で きます。 

• 「普 守 番霉記 サービス」 か 「お 送 でんむ ヴー ビス 丄 r キ ツ チ ホン」 巧 
ホ寶朽 I のとき は、 通話 やにな 口って きた 着 « に 巧爸 でき まだん。 

♦ 通話 中看僖 動作 遵 巧を ネリ 巧す る じは、 通話 中看值 おを を r 関 お」 にお 
をして  <  ださし、。 
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■巧 巧で きる 着な 巧 巧 


留守番電話 

通き 舌 中 じ 巧 なって きた 霉 話を 芭守番 霉話ヴ ー ビス じ 目 
動で 接続し ます。 留守を 霉記ヴ ー ビスの r 開始」 /「停止」 
C 関 巧な <J ち 客ゴツ t ージ をお預 巧り します。 

を 送で A/JD 

适 話中 じな ヴっ てきた 霉舒を お 送 でんわ ヴー ビス じ自 
をで 接続し ます。 を 送 でんむ ヴー ビスの r 閣 お」 /「停止」 
C 関係な  < 、登録して ある 電記 番号 C 拉送 します。 

着 イ含巧 否 

适ミ舌 中 じな なって きた 霉 錠の 看 值を呂 をで 拒否し ます。 

通常 看售 

キ'^^ ツチホンヴ「南始」じ沒：をされているヒぎは、 キ P’ ソ 
チ ホンのを 巧と な U ます。 年た ツチ ホン 巧 r 停止」 1 こ 設定 
さ ti ている ときは、 巧の いす‘ ri 方の 動作 ヴ巧 能です。 

• 通 おやの 電話を 巧 3 し、 な 口って ぎた 霉 記に 出る こ 
と 巧で ぎます。 

• 通話 や C ななって ちた 電話を 字を で 留守番電話 ヴー 
ビス かお 送 でんむ ヴービ つへ 接続、 まちな 看 售巧否 
できます。 

• 留守を 霉記 ヴービ つた 拉送 でんむ ヴー ビス 巧 r 開 姑」 
E 段: をさむて いると きは、 その お 巧 じがいます。 

• キた ツチ ホンを が 巧 するとき は、 [通常 着售] [こお ちして  <  だまし、。 
♦通話 や 看 «を 巧邊巧 巧い ザむ の おを のとき でち、 通話 中 C 着售巧 
あった ことを 看僖属 おで お 知 5 だします。 


ビス さが ffl する 


1 カスタ ムメ ニ ユーで [設 を] ►  [NW サー ビス] [通話 
中ち 盾] [巧 話中ち ち 巧 巧 選が] 

2 ち恒巧 巧を 進ぶ- @ 
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ぶな や 着な 》 を 


r 通 8 き 中を 巧設 をを 開始/停止 する 

适泣や 着信 班: 定を r 巧抬」 ご設 をす ると、 ち 青 驾お通 結 やじ 別の ち 
靑霉 話を 受ゥ たと きじ、 适紀中 看 信 お 巧 道 巧 (巧 P.363) にない 看 
信させる こと ヴで きます。 

• 困 かのとき は、 通話 や 着 毎投定 はでぎ まだん。 


1 カスタ ムメ ニ ユーで [設定] [NW サー ビス] [巧 話 
中ち 信] [通話 やち 信 設定] 

2 サービスを 道ぶ 

- [巧 £ や 着 倍 没を 拍 巧〕 [はい] 

〔法話 中 着な 巧 まち 止]. [はい] 

[巧 £ 中 着 倍 役を 巧 没〕 


遠 作投を 


隔 操作を 設定す る 

r 留守番 巧 链ヴー ビス」 や r を 送 でんわ ヴー ビス」 などを、 プッ シュ 
巧の一瞄霉《きや公を巧お、 ドコ t の 巧 巧 g 班な どな 51 •巧で きる 
よ ラに します。 

•  FOMA のヴー ビス エリア かで ち 摸 作で きます。 

•遠隔 摸 作を 巧う 前 じ 遠隔操作 段 巧を r 関 お」 I こ 鉛ち して  <だ ミい。 
• 困み ①ヒ きな、 遠 语揉巧 おちは でき まだん。 

♦巧みで 3 ッ トフー クヴー ビスを ネリ 巧 するとき 巧、 遠隔操作 おちを 
「開始」 I こおち してく ださし、。 


卜ー ビスを 利用す る 


I カスタ ムメ ニ ューで [設定] [その他の NW サー ビス] 

'  [送 房 读巧設 を] 

2 サービスを 進ぶ 

[る 巧 《巧》 巧] 〔はい] 

【巧 n 巧 巧 巧 止] 〔はい] 

[る n 巧け 巧を n 巧〕 

■公衆 巧 あなどから ネット ワー クサー ビスの 供 作を する 

• 公巧霉話などな5タッ^-フークサービスを操作する註しいちを巧 
(T ご ネリ 巧 ガイド フック 〔ネットつ ー クヴー ビス 痛)』 を ご 宾<  だち し、。 


マルチ ナンバー 


[マルチ ナンバ^を 利 巧す る 


FOMA能末の覃お番暑としてさ本契の至曼のほ巧じ、巧加番暑 1 
ヒ巧 如番曼 2 の 最大 2 つの ま 章を 這 加して こ 利用いた だウる 
ヴー ビスです。 

•  FOMA 巧ードを 巧いたり、 差し 普え た 場 含、 FOMAM 末 C 登録して 
いち 7 ル チ ナンパー の おち (爸赖 、電話 番呈 など) ヴ 消去ち 〇 る こと 
巧あります。 このよ ラな 塌 含は、 再度 登録を 巧って ください。 

• お 這 や/着® 中の 画面に 巧、 マルチ ブンバー (夏 本契約 番号/巧 加 
番呈 1 / 付加 ま呈 2) じ 巧 巧した 香 称 巧 表示 さむます。 

• ゾ タイい ル わ 着僖属 おな 5 お® する 場 含、 W 前の 奔售 や看运 しち 7 
ル チ ブンバ ー巧 表 巧 さ 〇、 このま 号で お 运 します。 

• 登豫 した 名 持， な、 お 运 時の 7 ル チ ブンバー 違 巧 画面 か看售 画面で 表 
巧 さむます。 


ビス だ 村 用す る 


I カスタム メニューで [設定] [その他の NW サービス] 
>  [マルチ ナンバー] 


2 サービスを 進ぶ 

[巧 巧 発ち 番号 巧を〕 巧 巧す るを 巧 番 ちを 进ぶ •  ®  >  [はい] 
. 读巧 する 黄 信 番号を きを 否し ます。 

[巧 巧 発な 番号 巧を 巧 度] 

[ち e 番号 没 ま] [付加 番 ち 1]/ 【付加 番号 2] を おを 入力 
►みちおを ちを 入力 ►©►i •を 音を S ぶ® 

•  7 ル チ ナジ バーを 登な します。 


EOlS 

電芭 番号 》 まに ついて 

• 香 巧は を 角 7 文す (半角 14 文す) まで 入で でち ます。 
• 笔 お 番号は 26 巧まで 入で できます。 


‘3 身 L 


1 待受函 おで 電話番号を 入力 、®  >  [マルチ ナンバー 遺 巧] 
2  « 巧 する 電話番号を 進ぶ ►©►虹 (音き 電話)/ 

®  (テレビ電話》 


• 電錠曠 か。 ダイ わ ル、 看 径厦歷 の 詳細 函 面で ヴブ タニ ユーを 表示 
してち、 究运 番号を 選 巧で きます。 

•  2in1 ネ 11 巧 時、 7 ル チす シバー 遵 巧は でぎ まちん。 


する 


1 カスタ ムメ ニ ユーで [設定] ►[その他の NW サー ビス] 
► [マルチ ナンバー] [電巧 番号 設定] 


2 番 ちを 塞ぶ© 巧 目を 落ぶ 

: 〔» 正] マルチ ナンバー をな 正 

• 慢正 ちまな、 登録 時の 操作と 同樣 です [げ P.365)。 

牌 除い 〔はい] 


夕 

'  1 

卜 

フ 

I 

ク 

ヴ 

I 

ビ 

ス 


扣 5 


in1 を 利 巧す る 


1 つの 巧帯覃 話で、 2 つの 電話 ま 暑 •ィー ル アドし スヴ® え、 專巧 
の 亡ード 巧 能を 利用す る ことで、 あた 巧ち 2 つの 巧 帯電 留を怔 い 
ろけ るよ ラ亿 こが 用いた だける ヴー ビスです。 


At— ド 

お 客 禄電舒 室 号 (A ナンパ ー） での 结值と i た ー ド 
タール (A アドし: « での 送受 毎、 あよび その 閣運 
データの 閲黄 巧で きます。 

己 トド 

2ゎ1 笔お爱 登 (巨 ブンバー) での 舞值ヒ WEB ジール 
(日 アドし ス） 巧 利用で きる ヴ イトへの アク t ス、 お 
よ U その 関 ま データの 閱寅ヴ できます。 

デュアル モード 

A，B 亡ー ドの 西での 巧 おを 偶え た t- ドです。 

• 日 アドレスは 專 巧の WE 日 ソール ヴイ h* で ー ルの 送 愛值を 巧い ます。 

•  I  t  — ド誤拘 中は、 Bt- ドで ちバ ブット 逼宿巧 司 能です。 

• ちード ごとの 巧 能 ネリ 用に ついてはげ P368 

• 外部 » 器 巧 564K： データ 通 « で お宿した ときは、 2in1 の 亡ー ド じ 巧 
巧む 泛す A ブンバ ーで 発值 します。 

•  2ゎ1 の 詳細に ついては、 『ご ネリ 巧巧イ ド ブック (2in1 福)』 を ご 黄 < だ 
まい。 


2in1 の 利用 そ MMEt る  <204^ 


カスタ ムメ ニ ューで [設定] ►  [NW サー ビス] [2in1 
設 ミ] 

2 靖 ホち 証 番号を 乂力 ►© 

• すで C2in1 を 利用して いる 语 含は、 抓 1 巧ち ソ ニユー 画面け 表 
巧 ちれます。 

3  [はい] 
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1 カスタ ムメ ニ ューで [設定] ►  [NW サー ビス] [2in1 
設 を] 

2 瑞ホ 暗証 ま 号を 入力 ►© 

3  [モード 切替] モー ドを 選ぶ ►© 

■ デュアル モー ド 巧を 時に お 巧 巧 巧を 巧ぶ 
1 待受 面面で 電話番号を 入力*© ►  [2in1 遅 巧] 

2 発ち ま 号を 遇ぶ ら) ►因 (音 青電話)/® (テレビ 電 
話） 

も Vi 田 a 

• 電巧鳩 わ I」 ダイ わ ル, 着居属 垣の 詳細 函 面で ヴブソ ニ ユーを 表示 
してち、 黄 垣 番号を 遅 巧で きます。 


が， T ド がを 巧く ■•■…■■む 


2in1 のたー ド C よってを 示さ n る 霉話曠 を 有 動的 C 切り替わります。 
羣話 « 登録 巧の 2ゎ1 のモ ー KC よって、 電話 虑 2in1 設を巧 登摄ち 0 ま 
す。 ま5、 巧の 操作で 変更で き ます。 

1 カスタ ムメ ニ ユーで [設定] ►  [NW サー ビス] [2m1 
設 を] 

2 巧 ホ ち註 番号を 入力 ►  @  [電話 巧 2in1 設 を] 

3 設を方 ミ 去を 選ぶ 

^ 〔« 巧 おを 3 名前を 餐 ぶ® (<リ あし 巧） ►© 

• 〔グループ ー巧 巧を〕 グルーブを 巧ぶ ® 

、 〔を 件 没を] 

4 登録す る 註を を 塞ぶ ►© 


•  FOMA ウー ド笔路 帳の 登録 時は、 どの t  — ドで 登録して ち [み 這] 
ごな 変更で きま だん。 


モー ド ごとの 轉 M 面を 巧を する 

<  モミ assmsa.o 


[デュアル t— ド] と [日 モード] の 诗爱函 面を 段を できます C 

カスタム メニューで [設定] ►  [NW サービス] [2in1 
設 を] 

2 端 ホち 註 番号を 入力 [モード 别待受 画面 設 を] 
3 巧 目を 涅ぶ ►®  [設 を] 

4 画 巧を 涅ぶ ► (1) 


• デー  9 ボックス ① アイビ クチ わの JPEG 画 場、 GIF 画 ま、 GIF アニ 
ソー シ ヨン、 Flash 画を を 利 巧で ぎます。 i たーシヨ ンや i アプリ 
ぶ投 をで きま だん。 

•  2in1 ①モー ドを [B モー ド] または [デュアル 亡ード] C 設 をして い 
ると きじ i アプリ 待受函 面を 設 をして ち、 [B ちード] または [デュ 
アルちー ド] の巧受 画面に な 設定ち 〇 ま はん。 [A ち一 K] の 巧受画 
面 C 没: ちちむ ます。 


B ナンバーでの 巧着馆 面面の E をを iBpr% 
号 S ホ 1»定> 


B ナンパーでの 発 看 這を 患 削 ホる ため I こ，々 ラーテーマ 度定 C なな 打 
5 す、 巧 着 垣 画面 おぶ ぴ逗お 中 画面の 軍記 番号/電話 お 登録 名/ミ 目逐 
奶 理由を ブ し一で ま 巧す る こと ヴ できます。 

カスタ ムメ ニ ューで [設定] ►  [NW サー ビス] [2in1 
設 ミ] 


お ホ 暗証 ま 号を 入力 ©. [おち 宿 番号 設 を] ►[巧ち 
ち 番号 表示 設 を] [菌則 表示 あり] 


の着柜 をを をち する  <  ゎ り/' を > 


B ナンパーに 電巧 灯な なって きたと き や、 B アドし 3| こゴー ルな 届いた 
と S の着径 音を おを でぎ ます。 

1 カスタ ムメ ニ ューで [設定] [NW サー ビス] [2in1 
設 ミ] 

2 お ホ 暗証を 号を 入力 ► ら） [発ち 宿 番号 設 を] [B ナ 
ン バーち ち設 を] 

3 項目を 涅ぶ 贷 [設 を] 

4 を恒 音を 進ぶ 角） 

• 音の 遇 巧 方を C ついて B げ P.92r 着 垣 音を 変を する」 ① 操作 3 

• 巧适 則看值 のとき は、 B ナンバ- 看径設 ちじ 巧な わ 5 ザ 這 常の 着 這 
音 送 巧 にないます。 


2in1 のが 用を 停止す る  <2 


1 カスタ ムメ ニ ューで [設定] ►  [NW サー ビス] [2in1 
設 を] 

2 瑞モ 暗証を 号を 入力ら) t  [2in1 巧が OFF]  ► [はい] 

•  2in1 ①目 ブンバー の 変 まわ FOMA ウー ドの 差し替え (2in1 契 お) 客— 
2in1 舆約 香） を 巧った ときは、 正しし、 巨 ブンバー を 助 得する ために、 
2in1 巧 お OFFC して、 再度 2わ1お をを 巧って  <  だ ミし、。 

•  FOMA ウー ドの 差し 普え C2in1 契 お) き 一 2わ1 ホ窝狗 香) を 巧 っちと 
きは、 2 わ 1 巧 目 gOFF にして ください。 
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亡ー ド ごと I こを! 巧 巧 異なる 頂 目の み 記 E しています (At —  ドと 共通の IS 巧を する ちの なないて います〉。 


ヴー ビス 

At— K 

B モート’ 

デュ 7 ル モート’ 

音 テし ピ 巧! 舌 

発ち 

A ナンパー 

B ナンパー 

発 毎時 C 适 巧す* 1 

着宙 

すべ *7 •を 2 を 3*4 

が 5 

R 巧 

tA〕 •烘ぷ 

[田 •[典 a〕 

すぺて 

名曲 泣 

〔A]  •〔巧ぶ 

间 •[巧ぶ 

すぺて 

巧規 S る 巧の <£«12の1 おち 

CA] 

[目] 

CA] 

ホみ «i 巧/  I C 适 ちなら のを かを ち 

迸き 元の 巧 5 お 2in 1 没 まを コビー »  7 

ホみ «•€/ I C 法を な 5 の 1 件是赁 

CA] 

〔目] 

CA] 

microSO ジ モリ ークー ドへ コビー 

1か/ブループ巧を件/をけ/ち巧コビー ;巧|5お2|〇1役をほすぺて【巧巧〕 

P0MAK5($ 库) ウが 0MA り-ドへ〕 ビ- 

ち结ち 2in1 お 巧は すべて 〔巧を] 

FOMA りードロら FOMA おお 本 江) へ〕 ビ- 

CA] 

〔目] 

CA] 

ゾ ダイ 户ル 

巧 巧 

A ナンパー発 毎 

B ナンパー発 毎 

すべてのを 尾 

R 巧 

A ナン バー 含每 

B ナンパー含 信 

すべての ち 尾 

ソー ル/ SMS 

呆巧 

•  A アト •レスで 送受ち しち ジール 

•  A ナン バーで 送受ち しち SMS 

F  .>.‘-..ち- 

♦ド(>^^/\^末|こ保存した&アドレス 
巧の 受復 ソーん (WE 目ソー ルヴイ 
卜 上での 齡ホ 1 こ 保存〕 巧 巧を した 
ツール) サタ! 含适巧 ゴール •アラー 
ムを^  日 タール 

♦巳 ナン/ 卜で爱 尾した SWS 

♦  A アドレス でを 愛^した ジール、 
FOMA 齡ま C 保存し 巧 B ア ド レフ 
巧の 愛毎ジ ー ル ホ 巧 ち 通 巧 ソー 
ル  •アラ  ~ム を^  日  ー  ル 

♦  A ナン/ 卜 でを 爱 尾した SMS 
♦日 ナンパーで 受 毎した SMS 

♦巳 アドレス でを 爱 毎した: ><  — ル 

♦己 アドレス でを 爱 尾した ソール 

飾 

F:. ，ン - 

•A アドし スヴ 色の ベール 
•  A ナン バー ならの SMS 

♦ソー ル/ SMS を 毎 不可 

1  ぃ •  ' 

♦己 アドレスな 5 の ジール 

♦  A ナン バーロ  5 の SMS 

.... ぃ. 

♦己 アドし 3 巧 5 の ソ—ル 

飾 

•みアドレス巧の：>^  — 巧 
の SMS (巧 お あリ） 

•  F0M4 節 ホ C なな した B アドレス 巧 
の受 毎ゾー ル、 巧 S 适則 ソール •ア 
ラー ム届 巧ジー ル/日 ナンバー 巧の 
SWS 烟 おなし） 

♦  A ア ドレつ 巧の ソーん / A ナン 
パ-巧の SWS 觸 おなし > 

♦  FOWAffi 巧 ご 保ちした 日 アド レつ 
巧の 受ち ジー ル、 巧 含 通知 夕 一J レ- 
ア ラー  ム 通ち] ソール /8ナンバー 
巧の SMS  (巧 置) 巧り） 

♦  A アドレス 巧の ソール /A ブン 
パー巧の SMS  (巧 西 巧り > 

♦  FOMA 節 末に 保 巧した B アドし 

3 巧の 受這 タール、 巧 有 通 巧 ゴー 
ル  •アラー  ム适知 ジール /B  ナン 
バー 巧の SMS  (巧 動 巧り） 

ホが た M/  1  C 适 ちなら のを か登赁 

を 毎 元の が 巧を コピー 
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ヴーピ 3 

At— K 

1  巨モ ー K 

1  デュアルちード 

ジー ル/ SMS 

ホみ 在 巧ち / i C 法ち ならの 1 か黃运 

A 

rticroSD ジ t リ ー々ー ドへ コビー 

を 件/ 

件/ 涅 巧/ フ ブル ブ 巧を 件コビ ー： すべて A 

POMAUm  (本体) なら FOMA でード 
へ コビー だ WS のみ） 

A 

POMA た ー ドな 5  FOMA 筛巧 (本げ） 
へ コビーな WS のみ） 

A 

i アプリ 

すぺて 利用 巧 お 

利 巧す 巧 《化 

利用 可 巧 git 

が 

A ナンバー ’A アドレス 

B ナン/て一 アドレス 

A ナン/て一 ’A アドし ス / 

B ナンパー •日 アドレス 

XI 霉詔很 2in1 設をヴ [A] •[巧 适] の羣話 巧な A ブンバ ーち 值、 [聞の 笔链 娘な B ブンバ- 発信 巧 巧 期が SIC な U ます。 

X2 霉話很 指ち 着 « 許 巧の 設巧 巧、 利 巧して いる t ー  ドで 表 巧 さ 〇 る笔話 帳の 番号を 着售 します (化の た ー ドで 登録して いてち、 表示 さ 0 なし、 霉 
話 曠な看 僖を巧 巧し ます)。 

X3 霉話娠 指ち 着僖 拒否の 設巧 巧、 利 巧して いる t ー ドで 表 巧 さ n る羣話 帳の 番号を 巧 巧し ます (化の モードで 登録して いてち、 表示 さ; n なし、 霉 
話 根な 看 宿します )0 

X4 霉話帳 登録 外看僖 拒否の 錠 巧は、 利 巧して いる モードで 表示 さ 〇 る 霉記曠 U (外の 番号を 拒否し ます (他の モードで 登録して いてち、 表示 さ 〇 
ない 笔話膀 な 着运を 巧を します)。 

X  5 霉話娠 2in1 設を I こむな む 色す、 シーク レツ h* 登錶 する こと 巧で きます。 

》6 発 恒モき 号、 渐 § 巧 番号、 送运元 番号、 送信 巧 番号、 送 宿ち アドレス、 送® 巧 アドレス 巧 電話 曠 亿登錄 ミり ている とき I こ、 霉 記ち デー タ との お 
含 E より、 各室 号 •各 アドし スヴ 登録 まれて いる 霉詰婚 デー タの香 巧に 変換して 表示す る お Sg になります。 

》7 さ 运巧巧 2 わ 1 巧 巧 応帯涅 のとぎ、 笔話 «2in1 粧更 なすべ て [A]l こなります。 

X8 デュアルた ー ドで タールを 巧規 1 乍 巧す ると、 笔話帳 2in1 鉛を 巧 [巨] の 電話 焦 巧 5 ち 巧 巧 アドし つ® 送巧ヴ できます 。ただし、 ジール 送 這は A 
アドレス 巧 ことなります。 

义 9 送 运巧ヴ 2in1 巧 巧 巧 巧 涅の逼 含、 すべて A じなります。 

》 10 少ソ t- ジア プん  > :-ル アブリ、 巧受 画面に おちした アブリは 除きます。 

XII 待を 函 面に 設 をした アプ U 巧 除きます。 


タツ トフ— クヴ— ビス 


369 


[OFFICEED 


を 利 巧す る 


rOFF に EED」 は} 旨 ミされ ち IMCS (屋 のさ I を 局設晚 で运 巧され る 
ブルー プ巧定 萬ヴー ビスです。 ご ネリ 用亿 は、 別途 お申し込み ヴ 也？ 
夏と なります。 

詳細 は ド〕 ち の •る 人 巧け ホー ムぺ ージ (http://  wsvw.doc  omo.blz/ 
が 212/) を ご括强 ください。 


巧 加サー 


サービス をを 绿 して 利 巧す る 


ドコ ちな 5 巧し い タツ トフー クヴー ビス ヴ 追加され たと きに、 そ 
のヴー ビスを ソニ ユーに 登録して 利 巧し ます。 

♦ 困 かのとき な、 追加 ヴー ビスの おを はでき ま はん。 

♦  FOMA 銷 末にな、 巧し  <  追加 堤 おさ n たヴー ビスの 括を またな ヴ- 
ビス コードを 登錄 できます。 

• ヴー ビス コード 巧提 がさ: n ると きは、 FOMA 規末 C な rUSSD」 とし 
て 登摄さ ri ます。 


•— ビスを 利用す る 


カスタム メニューで [設定] [その他の NW サービス] 
[追加 サー ビス] [USSD ち録] 

サービスを 進ぶ 

畳録 する 番号を 装ぶ ►  ©  ► 【«»] サー ビス 名を 入力 ►  @  ► 
巧 さ/ サー ピスコー ドを 入力 ► ® 

サービスを S ぶ 


♦ 巧し い？、 ソト 9 ー クヴー ビスは 10 件まで 登録で きます。 

♦ ヴー ビス 香は を 角 10 又す (半 負 20 です) まで 入力で ぎます。 
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した サー ビ; 房す る 


1 カスタ ムメ ニ ユーで [設定] [その 化の NW サー ビス] 
‘ [追 扣サー ビス] ► 山 SSD き 卸 
2 サー ビスを 遇ぶ'-© 

3 削 巧 方 ミモを 遇ぶ 

[-祥 削な] 

[を 件 苗を] 巧モ 巧な 番号を 入力' » © 

4  [はい] 


M した サ- ビスの 爱倍表 巧を M する 

く: gg‘i"4t  ージ 


1 カスタム メニューで [設定] [その他の NW サービス] 
t  [追 則 サービス] ►[巧を/ ッ セージ 登録] 


2 まち ま 示を 遵 ぶ，© 

3 お 集す る 

’ 〔篇 藥] きちち 示を を 入力 ►© ►巧き/ サー ビス コー ドを 乂 
力 ►© 

〔一件 巧が [はい] 

〔を 件 削 お] 巧 ホ 巧な S 号を 乂力 >  @  > 【はい] 


パソコン 接続 


デー タ适僖 じついて . 372 

ご 厘 用 C なる 前 亡 . 374 

デー タお送 (OBEX 〜 通信) の 宰憤① 流 n . 374 

データ 适 « の 宰请① 流む . 375 

AT コ 7 ンド について . 375 

CD-ROM じごし、 て . 376 

K〕 亡クー タイ datalhk の 紹介 . 376 


デ- 夕适 這の 詳細に つい "C は、 巧属の CD-ROM* •巧 またな ド〕 5 の ホー ムぺ ージ 上の PDF 版 ■パソコン 接続 マニ ュア ル J を ご 莫<  だ ミい。 
PDF 赋 ■バソコ ン 接続 マニュアル」 をご賣 [こなる 口す、 Adobe®  Reader® 巧 必要です 。お 犀い の パソコン C インストールミ 〇 ていない 場 台な、 
が艮の CD-ROM ヴ 5 インストール できます 。ご 库巧万 まな どの 詳巧 I こつ さまして は、 「Adobe  Read がへ ルブ」 を ご 黃< だち し、。 


X •巧 貝の CD‘ROM を バソ〕 ンじ t ット すると、 TOP 画面 ヴ表巧 さ n まも [お 巧 說巧需 ] ► [パ ソ〕 ン擇続 マニュアル (PDF ファイル)] を クリック 
します。 

巧 5 かで 度 巧 じより TOP 函面ヴ 表示 ミれ ない 場 含ぶ、 巧 イ〕 ンピュ ータ] ►  [FOMA_SH705 リを 這んで ち クリックし、 [エワ 3 プ □- ラ] をク 
•J ック し、 [manual] をグ ブルク リ ック し、 に H705LJ_Manual.Ddf] をグ ブル ワリ ック します。 


FOMAS* ホから 利用で きる デー タ巧 巧に 二 


FOMA 銷 末の 通® お 殺 ん バク ツト通 «、64K デ- 夕适 毎、 デー タ を 送 
① 3 つ C ろ寶ち 〇 ます。 

♦  FOMA 銷 末な FAX 适恒を ヴポー h* してい まだん。 

♦  FOMA 席 末を museas  sigmarionHs  sfgmarion 田 と 接続し て デー タ通 
宿を 巧う こと 巧で きます。 musea、 sigmar わ n 丑を 库 巧す る塌 含は、 
アツ フデー h* して ご 利用 <だ ちい。 

アツ フデ ー h* ①方 まな どの 詳細に ついて な、 ドコ 亡の ホームページ 
を 参照して くだまい。 

♦  FOMA 銷モ な、 Remo 於 Wakeup には 巧の してし、 ま 6 ん。 

•巧みで な、 バソコ ンと援 続しての バクツ ト适值 と 64K デー タ通衝 3 

ネリ 用で きま だん。 

■デー タ ちを (OBEX^a 信） 

函窜や 音 寒、 電話帳、; =4 ー  ルな どの データを、 FOWA 規 末と 化の FOMA 
端末 や パソコン などの 固で 送愛僖 します。 


触， 


こ； 


曲 IQ 
货巧 


/ 


t 譚 


いソ n ンあ続 _ 


372 


SH705i 


FOMA 巧 巧 巧 能 巧 USB^ 規クー プル 01/02 
mic の SD ゴモ •リー でー ド （巧 P275) 

* (巧  P.3 


ド コ モクータイ 日 別 alink(C 


5.376) 


■バ ケット a 巧 

送受信した データ 备 C 応じて 詳金さ 〇 ます。 ネッ h* 7 —  ク C 接続 中で 
ち データの 送受 值を 巧って いないと きな 通僖お 巧な 口 5 ない ので、 
タット フー ク I こ 接続し ちま ま 必要な ときに データの 送 愛 宿を 巧 ラと 
し、 ラ 度い 巧た ヴ できます。 ドコ t の イジ ター ネッ h* を 続ヴー ビス 
rmopera  U」/rmoDerajg：t、FOK/Wr)/^7、y 卜通僖 じ巧応 しち アク 
t ス ポイント を 利 巧して、 送® 最ス 64化口ん 愛 宿 R 义 3S4kbDS の 速度 
で データ 通僖 でぎ ます (通 宿 巧 境 や、 霉巧 など 巧 這み 含った が 慮の 影 
き I こより 通僖 速度 巧 変化す る ペスト エフすー トじ よる 提巧 です)。 
パク ット 通僖な FOMA 猜 末と バソコ ン などを 接続して、 各涅投 ちを 巧 
ラと ネリ 巧で ぎます。 ベールの 文: ミ データのを 受毎 など、 化較 的かない 
データ 星を 富 速で た I) ヒ U する 場 含 C 適して います。 

データ 呈のス きい ファイルの 送受信を 巧った 場 含、 通信が 金 巧高霉 に 

なります ので、 ゴ注農  <  ださい。 

FOMA 路 末で 巧、 バソコ ン など C よる パク ット 通运と 育再羣 話を 同時 
にお 巧で きます （ttyP.31 的。 


■  64K データ 通 « 

接続して いる 時間 C 応じて 詳金 さむます。 ド コ亡① インター 3 ット接 
続ヴー ビス rmoDS 巧 山/ rmooe 巧」 など、 FOMA  64K： デー タ通衝 こ 巧 
あした アク ポイント、 またな に DN ① 同期 64K アク t つ ポイントを 
ネリ 巧し ます。 

已 が デー タ适 毎な FOMAM 末と パソコン などを 接続して、 各樓設 ミを 
巧 ラと 利 巧で きます。 デ ー 9 ボックス コンテンツ ①ブ ウジ □ー  ドな 
ど、 比較の データ 星の 多い 送 愛 僖を巧 ラ 場 含に 適して います。 

長時間 通 僖&巧 ラと、 通 值な金 巧富覇 I こなります ので こま 意く だまし、。 


ごが 用に あたっての 留意 ホ 


■イ ン ター ネッ トサー ビス プロ バイダの が 巧が について 

インター タットを ご 巧 巧の 場 台な、 こを! 用 C なる インターネット ヴー 
ビス プ IDA イブに 巧す るが 巧 お巧必 きになります 。この ネリ 用 料は、 
FOMA サービ つの 利 巧 おとは 別 じ、 インターみ ッ ヴー ビス ブ □パイ 
ダ I こお 乏化 いいた だぎ ます。 利 巧 料の 詳しい 巧 客 じついて な、 ご ネリ 用 
の インターネット サービス プ □バイ ブに お問い さむせ ください。 

ド〕 t のイ ンタ ー S ット擇 続サー ビス 「mopera  UJ/rmooeraJ を ご 巧 
巧いた だ 口ます。 rmoDeraU」 を ご 利 巧いた だ<  場合な、 お申し 这み巧 
む 要 (育 お) とな tj ます。 

■接 « 先 (インター ネッ トサー ビス プロ バイダな ど） の お 
をに ついて 

パク ッ h 通值と 64K データ 通僖 では 送 続 巧 巧 興なります 。パク ッ h* 通 
這を 巧 ラと きは、 FOMA バクッ h* 适信巧 尼の 援攝 巧、 64K データ 通 這を 
巧う ときは FOMA  64K デー タ遏僖 、または ISDN 同期 64K 巧 尼の 沒続巧 
を こ 利用  <だ ちい。 

•  DoPa のアク tz ス ポイント じな 送 橘で きま だん。 


■ユーザー 巧な について 

接続 巧 C よっては、 援統時 C ユー ヴ—猛 証 (ID と バス フード) 巧む 要な 
場 含け あります。 その 場 含は、 通 僖ソフ h  (ダイい ル アップ タット フー 
ク） で ID とバ 39 —  ドを 入力して 接続して < ださい olD と バスつー ドは 
接続 巧の インター タット ヴー ビス プ □バ イブ またな 接続 巧の 3 ット 
フーク 管 挂者ウ 5 巧ち ミ n ます。 詳しい 巧咨 C つい 口ん イン ター 
タ ットヴ ー ビス  ブ □バイ  ダ、 またな 援統 巧の S ッ h* つー ク营涯 香 C お 
問い 含む だ  <  ださい。 

■バケッ ト巧巧 おょび 64K データ a 信のを が 

FOMA 銷 末で 通僖を ミ子 OC は、 W 下の 条件 巧む 要亿な U ます。 

•  FOMA 巧 笔巧お 巧 USB 接続 ブーフ ル 01/021 こ 巧 巧した パ ソコシ 
で 及る こと 

•  FOMA ヴービ スエ U ア巧 である こと 

♦バ クッ ト适僖 の 場 含、 アク t ス ポイント 巧 FOMA のバ クッ h 适售じ 
巧 あして いる こと 

• 目 4K デー タ 通信の 場 台、 送 病 巧 巧 FOMA  64K デー タ通运 、または 
芭 DN 同 蘭 目 4K 亡 巧 尼して いる こと 

ただし、 前述の 条件 巧 整って いてち、 夏 他 局ヴ涯 巧して いたり、 霉 巧が 
巧な どごぶ U 通售 巧で ぎない ことけ あ U ます。 


お 知 5 だ 


• バクッ h* 接続を 巧ラ逼 含な、 FOMA 蘭 末と 泻続 する 後 器な JATE 
(巧 固ま 人 弯気通 运琉末 翰 器 奪査廊 を) の紐定 品で おる 必要 ヴお U 
ます。 
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ご 使 巧になる 前に 


巧 作 巧み 


データ 逼值を 利 巧す るた めの" ソ コンのを 作 巧 境は]^ 下のと おりです。 


頂 曰 

必要 巧 境 

FOMA 这這 巧を ファイル 
FOMA  PC® ち ソフト 

FjrstPass  PC ソフト 

パソコン 

本が 

PC/AT 豆 袋賴 

USB ポ-卜 （USB 化樣 1.V 
2*0C 準 班) ヴ 必要 

PC/AT さお 巧 

OS 

Windows  2000 V Windows  XP、 Windows  Vista (客 日本 提齿） 

必要 

ソ 

Windows  2000 :64MBtLh 
Windows  XP;128MBtLt 
Windows  Vista :  5 1 2M 日 jy  上 

Windows  2000 :32M 目]^ 上 
Windows  XP;128MBtLt 
Windows  Vis な: 

ハード 
ディスク 
客 备夕 

5MBb； 上の空ぎ 容呈 

lOMBtLt のをき 資き 

ブラウ ヴ 

Windows  2000、 

Windows  XP： 

Internet  Explorer  6.01^ 上 
Windows  Vista： 

Internet  Explorer  了 >01^ 上 

※むき ジ モリ ，いー ド ディスク 客 重は、 「FOMA  PC 乾を ソフト」 と 
rFfrstPass  PC ソフト」 C 関する 君] 作 巧 境です 。なお、 パソコンの シス 
テム* 成に ぶって 異なる 場 含 巧あります。 

•  OS アツ プブ しー ドな 5 の 夏] 作は な 話いた しなの ます。 

•動作 巧 境 じよって なご 话巧 ごな; n ない 場合 ヴお U ます。 また、 上記 
のを 巧 巧 境 切 かでの ご话巧 ごぶる 問い 合わは おぶ uis 作 保証ぶ、 当 
社では ■任を 負い 巧む ますので あらな じの ご 3 を < ださい。 
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FOMA 銷 末と バソコ ジ み CW 下の ハードウ ェア、 ソフトウェア をを 
います。 

♦  FOMA 巧 笔巧お 巧 US 離 続ブー フル 01/02 (別 荒)、 またな FOMA 
US 離 続ブ- フル (則 売） 

•  CD-ROMPFOMA  SH705 巧 CD-ROM」 (が 属） 


•  USB クー ブルは 専 巧の 「FOMA 巧 羣獲能 巧 US 目沒 爲クー フル 01/ 
02」、 または 「FOMA  USB 接続 ク -：/ ル」 を こ ネリ 巧く だ ミし V でソ〕 
ン 用の USB クー フルは コネクタ 部の おが 巧 異なる ため 活 巧で きま 
だん。 

• 本ち では、 「FOMA 巧 笔巧自 g 巧 USB® 病クー フル 01/02」 の话舍 
で 説 巧して います。 

•  USB  HUB を 度 巧す ると、 正常 I こ を 巧し ない 場 含 巧あります。 


データ 巧 送 (OBEXTMii 巧) の 華 痛の 流れ 


FOMA 巧電 なお 巧 USB 接続 クー ブル 01/02( 則 巧) を ごが 用 じな 
る 巧 含は、 FOMA 适這 設定 ファイルを インストー ルして くださ 
し、 

FOMA 适运 巧を ファイルを タ ウシ □ー  ド、 イジ ストール する 

• 巧属の CO-ROM な 5 インストール 

• ド コモの 巧ー ムぺ ージヴ 5 グ クン □ー ドして、 イジ スト— ル 


データ 通 巧の 準 巧の 流れ 


バソコ ジと FOMA 節 末を 送 病して、 バクッ ト這信 およ 口641<デー 
夕适 信を ネリ 用す 5 扇 含のを 巧 じついて 説 巧し ます oUTF のよ ラな 
流れ ごなります。 


FOMAii 佳 投巧フ アイ ルを ブ ウン □— ド、 インストー ルす る 

• 巧属の CD-ROM 口  5 イ ン ストール 

♦ 卜 •コ t の ホー ムぺ ージヴ 5 ブ ウン □ー  ドして、 インストー ル 


バソ〕 ジと FOMA»« ミち R する 


イシ ストール をの » 田を する 


FOMA  PCKS ソフトを イン:: ルす る 1 

本 

み 

• 

なん e ん 曲き でバク ッ 
h 适 运の投 ちを する 

な A/CA/ がちで 641<  テー 
夕さ值 のお定 をす る 

FOMA  PC®® ソフトを S 
0 す C 這 宿の 巧を をす る 

•  mopera  U または 
mopera^ 

• その 化の プ □バイ ブ 

♦  mopera  U またな 
mooeraw 

♦ その 化の ブ □バイ ブ 

• パク ッ h •挂运 

■  64K デ- 夕适宿 

♦ 

み 

\ 

巧 巧す る 


X  FOMA で インター ネットを する じな、 ブ □—ド バンド 接続な ど 巳 巧 
巧し ち rmooera 山 (お申し 泣み 必要) ヴ值 利です。 语 用した 弓 だけ 
月 藻® 用 お I 巧な なる ブランを ございます。 また、 お申し 应み巧 不要 
で 今す く インタータツ H こ 接続で ミる rmoDe 巧」 ちご ネ U 用いた だな 
ます。 


FOMA 銷 末を パソコン I こ援統 して デー タ通僖 をな ラ C 巧、 巧艮の 
CD-ROM な 5F0MA 這® 投巧フ アイ ルを インストー ルす るむ 要 巧 あり 
ます。 


FOMA  PC 巧 定ソフ ト /FirstPass  PC ソフ 


巧 居の CD-ROM な 色 FOMA  PC 投ち ソフトを バソコ ンに インつ 卜ール 
して 厘 ラと、 FOMA 筛 末と パソコンを 接続して 巧 ラバ クッ ト通运 や、 
S4K データ 适僖 C 必要な さまざま K 段ち を、 围 単に 巧 ラ こと 巧で きま 
す。 

また、 FirstPass  PC ソフトは、 內 rstPass 巧 尼の FOMA 規 未より 巧 得した 
ユー •ylE 明 さを 利用して パソコンの Web ブラウ ヴな 5FfrstPass 巧応 
ヴ イト C アク できる よ ラ C したち のです。 

詳しくは 巧属の CD-ROM 巧の FirstP ぉ sManua をこ宾 ください。 
PFirstPassManuaU (PDF お 巧) をご莫 I こなる じな、 Adobe®  Reader® 

C パ- ジヨ ジ 6.0jy 上を 巧泻) 巧 必要 です。 


AT コ 7 ジド とは、 パソコンで FOMA 疏 ホの 各 巧 能を 設 をす るた 
めの コマンド (おち) です。 パソコンで コマンドを 入力す ると、 そ 
のの 容 ごがって FOMA 節 末 巧 巧 巧し ます。 

AT コマ シドの 詳細は 巧 再の CD-ROM 巧の r バソコ ンち爲 マニ ュ 
アル」 を ご K  ください。 
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西 投挽巧 ■付属の COROM には、 FOMA 曲 末で データ 适 這を こが 
巧 じなる 居の ソフトウェア や、 r パソコン 送爲 7 ニ ユア ル」 r 区 お 
〕ー ドー R」 取 汲 筑巧書 (PDF) 巧 収録 ミれ ております。 詳細は、 巧 
属の CD-ROM を ご！ t  くださし、。 

■巧な ソフ ト /PDF 

•  FOMA 通信 段: を ファイル 

•  FOMA  PC 設定 ソフト 

•  FOMA バイ h* 乃 クン タ 

• ドコ f ブー タイ dMal わ k の ご異巧 

•  FirstPass  PC ソフト 

•  moDera  U の ご 黄の (mooera  U 口ん たん スター ト /U 方ん たん 復続 
設定 ソフト /U ブンジ ブル データ 巧 得 ソフト/ FOMA バイト 巧つ 
ンタ） 

•  PDFSSr パソコン 接続 7 ニ ユア ル」/ 「Manual  for  PC  connection 
setting」 

•  PDF 版 r 区点〕ー ドー H」/「Kuten  Code  ListJ 

•  Adobe®  Reader® 

CD-ROM を バソコ ンご t ット すると、 巧の よ ラな* 告 画面 ヴ 表示ち 
n る语含 巧あります。 この B 普は わ ternet  Ex 日 1〇 「がの t キ ユリ テイの 
おを 亡 よって 表示され ます 巧、 度 SC は 問屋 お tj まだん。 

[なし、] を クリックして  <  ださい。 

• 函 面な Windows  XP を 毎 巧した 場 含の 巧! です。 お 度い の バソコ ン 
の 巧 境に よって 異なる 場合け あります。 
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ド コモ ケー タイ da ね link の 紹介 


ドコ f クー タイ datalink は、 お 客 » の 巧を 電話の r 霉 おち」 や ry — 
ル」 などを バソコ ジに バックアップして、 誦 集 な： どを 巧う ソフト 
です。 ドコ f の ホームページ じて 這 供して おり、 詳細 およ y ダウ 
シ □- ドは 下詰ヴ イトの ぺージ を ごち  <だ まい。 また、 巧 再 ちれ 
ている CI>ROM な 5 下記 ヴイ トへ ①アク た スを巧 能です。 
http  ゾ /datalink.nttdocomo.co.jp/ 


ダウン □ー  ド 巧を、 を 送 巧 おな データ、 対応 0S«： どを 巧 巧 境、 イン 
ストール 方を、 揉 巧ち 法、 が お 事項な どの 資 fflC ついては 上記 ホー 
ム ページを ご 黄  <  ださい。 

また、 インつ 卜ール 後: の凑 巧ち 筋 こついて は、 ソフト 巧の ヘルプを 
ご 真  <  ださし、。 

なお、 ド コ亡ヴ ー タイ datal わ k を ご 利用になる じは、 則途 USB 送 病 
クープ ル (則 壳) 巧 必要 巳な U ます。 


ミ每外 利用 


国原 □— ミン プ (WORLD  W【NG) の馈要 . 378 

巧 かで が 用で ぎる ヴー ビス ごつ いて . 378 

巧 外で ご ネリ 巧 I こなる 前 ①话紹 . 379 

痛 在 巧で 笔 話を 巧 甘る . 381 

笔 話を 愛 口る . 382 

适僖 事業 看の 读巧 方を を おを する 


. く タツ トフー クヴー チ お ち  >383 

巧 巧 的 C 接続す る 适« 事 美き を较 ちす る 


. <运 巧ネッ トフー ク おち >383 

I □一 5 ンブ 中の 逼這 事業 吾 名を 表示す る 


3 乃 


国 巧 口ーミン グ (WORLD  WING) の概妄 


国 塚 □一 S ンブ (WORLD  WING) とは、 FOMA を ごが 巧の 皆様け 
巧みの 适僖 事業 香の タッ h フー クを 利用して 适話や i ち ー ドな 
どを ご ネリ 用いた だける ヴー ビスです。 

曰 本国ので 厘 巧して いる 巧を 電話 番皇 、イー ル アドし スの まま、 
巧み 满在 時モち 青電話、 テし ビ電 留、 i ち ー ド、 SMS を 利 巧で ぎ ま 
す。普守番驾話ヴー ビスやを送でんわヴービスなどの：；^ットフー 
クヴー ビスを 利用す る ことを できます。 

•  3  G タット フー クのヴ ー ビス エリアで ご 利 巧 いちだ 口ます oGSM 
3 ッ トフー ク /GPRS ネット 9 -ク のヴー ビス エリアでは、 FOMA 
節 末を ご 利 巧で ぎ まだん。 エリア 資巧 C ついて 巧、 ド コモの 「围 際 
ヴー ビス ホームページ」 を 参照して  <  ださし、。 

• お賣い 上げ 時な、 自動的 C ネッ h* フー クの切 U 替え 巧 巧む 〇 るよ ラ 
C 設： ちち ri ています (げ P*383) 。 

主要 田の 西爱登 について 

国睹霉 話を 利 巧 (げ P.62) するとぎ や、 国 曝 ブイい ル アシスト 設を 
(巧*  P ぶ 3) を 巧つ ときな ど C 入力す る r 画 番号」 巧、]; TF の 番号を 犀 巧し 
てくだ さし、。 

• この 塚な の 国番呈 おぶ U 詳細 じついて は、 ドコ 亡の r 国 巧ヴー ビス 
ホームページ」 を こ 黄く ださい。 

〔2 日 08 を 1 月 現を) 


こ 利 W 化 域  1 

番曼 

こ ネリ 巧 巧 毎 

i を 貴 

アソ U 方 含 巧 国 

1 

中 画 

86 

イギ リス 

44 

K イジ 

49 

イタリァ 

39 

h •ル こ！ 

90 

インド 

91 

日本 

81 

イジ ド 3 シア 

62 

ニュー わ レ ド ニア 

687 

エジプト 

20 

ニユ ージー ランド 

64 

オーストラリア 

61 

ソル 0 エー 

47 
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こが 巧 化 域  ！ 

さ曼 i 

ごが 用地 域 

室曼 

スースト U ア 

43 

ハン 巧 ij  — 

36 

スラング 

31 

フイ ジー 

679 

たブダ 

1 

フイ ゾ ビジ 

63 

養 国 

82 

フ イン ランド 

358 

ギ U シ 

30 

フランス 

33 

シン 巧 ボール 

65 

フラ ジル 

55 

スイス 

41 

ベ!- ブム 

84 

スウェーデン 

46 

ペルー 

51 

スペイン 

34 

ペル ギー 

32 

タイ 

66 

香港 

852 

台遵 

886 

マわス 

853 

タヒチ 

(仏镇 ボリ タシア） 

689 

7 し ー シア 

60 

亡 ル デイヴ 

960 

チェコ 

420 

□シア 

7 

1 あかで 利 巧で き るサー ビスに ついて 

巧みで 利用で きさ 适信 サー ビスは 巧のと おりです。 


這這 ヴー ビス 

餘巧 

育 再羣話 

巧 かで ち 同じ 摄帯笔 話 番号の まま、 浦 在 国 巧での 
お看 宿 や、 日本 やその 化の 国への 画 曝笔話 舜僖巧 
でぎ ます。 

テし ビ 電話 

巧 かの 巧ち 3 G 通 售事美 さ ユー ヴ や、 日本の FOMA 
コーヴと 围暧 テし ビ霉 話を 利 巧で きます。 

1 たー ドソー ル 

巧みで ち 同じ アドレスの まま、 i 亡ード ター ルの 
送受® 巧で ぎます。 

1 亡 ート’ 

巧 かで ち i モードを 利用で きます。 

i チ|^3ル 

巧 かで ち i チ わ タルを ネリ 巧で ぎます。 

适值ヴ ー ビス 

巧 明 

SMS 

巧 外で ち 同じ 境 帯笔話 番号の まま、 SMS の 送賽值 
ヴ できます。 

♦ネリ ffi する 巧 かの 通 « 事美畜 ごぶって は、 ネリ 巧で ぎない 适值 サービス 
巧 あ U ます。 詳し  <は ドコ たの r 困睹ヴ ービつ ホームページ」 &ご黄 
< ださい。 

•巧 外では、 i チト タルの 登 运こヒ ご 通 這 料け 巧 巧 U ます (困 巧の お 
た I 适信 適用 巧 〇〇 また、 r ベーシック チ f タル」 の 白 動き 巧 C ついて を 
通 « 料ヴ 巧な U ます。 

• 巧 外では、 パソコンと 復統 しての バクッ h* 通 宿と 64K デー タ通 « は 
ネリ 巧で ぞ まだん。 

•  2ゎ 巧 y 巧 時、 巧 かでは B ブンバ ーな 5お 這で ぎ まだん。 

•  7 ル チ ナンバー 利用 時、 巧 外では 巧 加 番号な 5 お僖 でぎ ません。 


巧 外で ごが 巧になる がの 巧 度！ 

化 お前、* 在 巧、' 思 国を C 必要な 糖 誌 妻 頃 じついて 説 巧し ます。 


巧みで FOMA 蘭 末を 利 巧 するとき 、海外へ 巧  <  前 I こ 巧の 宰 煩を 巧って 
< ださい。 

■ ご S 約に ついて 

•  2005 年 9 月 1 日 政隆じ FOMA ヴー ビスを ご賣 お) いただい たちは、 お 
申し 泣み 不要です。 ただし、 FOMA ヴー ビス ご 賽拘時 I こ 不要で ある 
置 お申し 化いた だいた 方 わを やで ご 巧拘ち n た 方は、 再度 お申し 应 
み 巧 必要です。 

•  2005 年 8 月 3 旧 y 前に FOMA サー ビスを ご 契 巧で 「WORLD 
WING」 を お申し 泣み いただいて いない 巧は お申し 应み 巧む 要です。 
また、 一部 ご 利用いた だけない 料を ブラン 巧 ございます。 

•  WORLD  WING じ 巧 尼して いる FOMA わード (青を L ソ み) を FOMA お 
未へ 取りが 口て おいて  <  ださし、 （げ p.41)o 


■巧電 について 

•  AC アダプタの 取 リ投い 上の こま 意 巧 P. 18 

•  AC アダプタの 巧 霉巧ま ザ P.46 

■  I モード サイ トを閒 K する には 

巧みで I モ ードヴ イトを 閲真 するとき は、 あ 5 なじめ） Menu な 5 巧 
巧 411 巧 おちを 段ち して おく 必要 ヴお U ます。 
i モ ードヴ イト： [i  Menu]  ► [料金 & おホ应 •おち] ► [ププ シヨ ン設 
否] ► [巧 外 お 用 おを] ►  [  f 亡 ー ドネ リ巧授 ち] 

♦ 詳し < 巧、 『ご 利用 巧イ ド フック （国 暧ヴ ービつ 痛)』 および 『こ 利 巧 
巧イ ド フック （ j 亡ー ド <FOMA>Ji)』 を ご 貴 < だまし、。 

■ネット ワー クサー ビスの 巧 ま 

タッ トフー クヴー ビスを ご賣 巧いた だいて いると き、; 巧 外で ち 客守番 
羣話ヴ ー ビス かお 送 でんむ ヴー ビスな どを 巧 巧で きます。 

♦巧みの 通® 事 美ち E ぶって 巧、 タット フー クヴー ビスの 投 ちか 宿 錫 
巧で きない こと ヴお U ます。 また、 曰 本 画 巧での み 段を やお 猛巧巧 
おな ネットつー クヴー ビスち あります ので、 ご 出 お 前 I こ 『こ ネリ 用 乃 
イ ド フック （国原 ヴー ビス 箱)』 おぶ び 『こを! 巧 乃 イド フック （ネット 
9 ー クヴー ビス 福)』 を ご 黄  <  ださい。 

♦海外で:？ ツト つー クヴー ビスを ネリ 巧 するとき は、 遠 喝操イ 乍投を 
(げ P.3 目 4、 P384) を 「開始」 にお をして  <だ ちい。 

■巧 かからの お問い合わせ について 

巧 かでの お 巧 や 盗 寒、 屠 再、 な廣じ 関してな、 巧 投說巧 »黃 面の r 巧 か 
でのが 巧、 盜發 、焉舞 g： どごつ いて」 またな r 巧 かでの 班 居 E 閑して」 を 
ご 黄  <  ださい 。なお、 巧 巧 •盜發 ちれた あと I こお 生した 通話 •适值 料ち 
お 客 禄のご 負担と な U ますので、 ごま 急く ださし、。 

•客 お 間い 含の だ 巧霉話 番号の 前 じ、 活在 巧の r 国塚笔 記アク t ス番 
登」 または r コニ バー ヴル ナンバー 巧国展 電話 誌别爱 号」 の ブイ 尸 ル 
巧む 要です。 

• 国曝笔 話アク t ス番 号、 ユニバーサル ブンバー 用の 国睹 電話 記别番 
号の 最巧巧 報じつ いてな、 ド コモの 「画巧 サービス ホームページ」 を 
ご 宾<  だち し、。 
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主要 西の 画 お 巧 括アク t スを呈 (を 1 ) 

主要国の 国睹霉 話アク t スを 登な tTF のと おりです (2007 年 11 月揭 
街。 

• 日本 巧け 通話 おけ 巧 巧り ます。 


smam 

•曼 

巧 班 巧 巧 恩 

書 登 

アイルランド 

00 

K イジ 

00 

アソリ 巧 含 巧 国 

011 

り レコ 

00 

ァ ラフ 首長 国連が 

00 

ニユ ージー ランド 

00 

イギリス 

00 

ソル ク エー 

00 

ィタリァ 

00 

ハン ガリー 

00 

ィンド 

00 

フイ リピン 

00 

インドネシア 

001 

フ イン ランド 

00 

スースト ラゾァ 

0011 

フランス 

00 

プラン ダ 

00 

フラ ジル 

0041/ 

0014 

た ナダ 

011 

着 国 

001 

ぺト ナム 

00 

ギン シ "T 

00 

ペル ギー 

00 

シン 巧 ポール 

001 

ポーランド 

00 

スイス 

00 

ポルトガル 

00 

スク エーデン 

00 

香港 

001 

スペイン 

00 

マわス 

00 

タィ 

001 

7 レー シで 

00 

台遲 

002 

たす！！ 

00 

チェコ 

00 

ルク t ン ブルク 

00 

や 国 

00 

□シア 

810 

デジ 7 —  ク 

00 
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ユ ニ/ T- ヴん ナン バー用 国原 巧 巧 a 别番き (表 2) 

各国の ユニ バー ヴ ルナン バー 吊 国 巧 電話 誌 則 番号は が下 のと おりで 
す (2007 ホ 11 月 現 泣)。 

• 滿在围 巧 通 おおな ど 巧 巧なる 場合 巧 おります。 

• 摄帯笔 話 巧 5 の窗 含、 浦 巧 画の 逼記 料け 巧 巧 U ます。 


ごが 巧 化 域 

番登 

こ 和 巧 化 域 

番曼 

アイルランド 

00 

中国 

00 

ア ン巧 含* 国 

011 

テ V つ一つ 

00 

アルゼンチン 

00 

ドイツ 

00 

イ ギン 3 

00 

ニユ ージー ランド 

00 

イスラエル 

014 

ソル ク エー 

00 

イタリア 

00 

A ン巧 IJ  — 

00 

ブース トラ リア 

0011 

フイ リピン 

00 

ブース ト リア 

00 

フ イン ランド 

990 

ブラン ダ 

00 

フランス 

00 

た ナダ 

011 

フラ ジル 

0021 

霉国 

001 

フ ルガ IJ ア 

00 

コ □ン ビア 

009 

ペルー 

00 

シン 巧 ボール 

001 

ベル ギー 

00 

スイス 

00 

ポルトガル 

00 

スク エーデン 

00 

香港 

001 

スス イン 

00 

7 し ー シア 

00 

タイ 

001 

南 ァフリ ろ 

09 

台遵 

00 

ルク t ン ブルク 

00 

• 一部 ご 利 巧 じ なれない ことなあります。 

• ユニ バー ヴル ナンバーな 摄を笔 記 や 公あ霉 話、 ホテルな どけ 5 ご 巧 
巧いた だ 口 ■ない とぎ 巧 さいため、 ごを 意  <  ださい。 

• ユニ バー ヴ ルナン バーは、 前記 ミ じ 記 E の ある 困の みこ 利用 可能です。 


• ホテルな 5 羣 話ち 〇る埼 含、 笔記库 巧が! を别途 ホテル ご 5 结ホ ちむ 
る ことけ あります (お客様の 負涅ヒ なります)。 ホテル 測 C こ 宿 錫 さ 
〇 てヴ 5 ご 利 巧  <  ださい。 


巧 在 ホでの ごか 用 


3  Q ネットつ ー クのヴ ー ビス エリアで こ ネリ 用いた だけます。 

巧 外で FOMA 蘭 末の 電源を 入む たと き C 目を! 的 C：? ッ h フー クを 検索 

して 活だ 巧の 逗运 事業 畜 C 接続す るぶ ラ I こおを されます。 

• 自動 時刻 時差 補正 (げ P.50) をに N]Cia； 否して いると き、 接続して 
いる 通 宿 事業 看ヴ 切り 智む ると、 時差 補正 巧 巧む n た 客の a 知 5 は 
画面 ヴ 表示 さ 0 る こと 巧 お U ます。 

• スぺ しー タ香 表示 設を (げ P*383) を廣巧 あり] C 鉛ち している と 
き、 接続して いる 逼运 事業 香 名 巧 巧き 画面 I こ 表示 ミり ます。 

•巧 受 時き ナ 表示 おち (げ P.98) をに N  (か] じ 鉛 S してし 巧と き、 現 化 
時間の 上に 日本時間 巧 表示ち 0 ます （日本 時 国と 同じ 摄宰 時の 化 域 
を 除く)。 

•滿 巧 国の ネッ h* フー ク①巧 巧な ど I こよ U、 通話、 得受時 留ヴ這 常の 
半ろ 话 度になる こと 巧 あ U ます。 


お 質い 上げ 時は、 帰 困を CFOMA 蘭 末の 笔 おを 入む ちとき C 目 動的 C 
ネットつー クを億 索して FOMA ネット フーク C 援統 する ようじ 設巧さ 
〇 ています。 

タットつー クヴー チ 錠 巧で FOMA ネッ h*：? -ク （DoCoMo)l こ設 ミし 直 
して  <  ださい。 

• タッ トフー クヴ ーチ設 をを [マニ ユア ル] cia をして いると きな、 ず 
動で FOMA ネット フーク (DoC かか) におを し 置すな、 け一 り じを 
更 してく ださし、。 


巧を 巧で 電 巧を かける 


国原 □— ミン グヴー ビスを ネリ 巧して、 巧み ヴ 5 霉紀 をヴ ける こと 
ヴ できます， 


浦を 国な 5 曰 否また 恩 化の 国へ 電 おを 巧け ます。 


1 待受面 旧で [+  ] (远) を 1 巧 1U 上)、 国 まち、 地域 番号 (巧 
外 育番) 、巧手 ホ 電話番号を 入力 

♦ 化 域 番号 (巧み 局番) 巧 「0」 で 始まる ときは、 「0」 を 除いて タイ 
f ルして  <  だち い (ただし、 イタリアの 一巧 霉 なな どじな ける ヒ 
きな、 「0」 巧む 要です)。 

2 因 (音き 電話)/® (テレビ電話》 

3  [はぃ] 

■  « 巧 巧を 利用 して 巧を 国み に電 唐を かける 

自 を 国 番号 変瘦 おを (巧*  P.63) を [ON]  I こおを し、 よ  <  巧け る 国の 国番 
登を お定 して お  <  と、 寅 単な 溪 巧で 国 廣羣 話を なける こと 巧で きま 
す。 

♦電話番号の 巧 頭の r  0 」 巧 白を! 国 ま 号 変瘦お 巧で 巧を している 国を 
章に 自を的 C 変 巧ち むます。 

待受面 旧で 毎) ►巧手を 遵ぶ 
2 の (音 青電 巧)/® (テレビ電話） 

3 谋 信] 

♦ 笔話 «c 登録 さむて いる 霉話 ま 号の まま 発值： [元の 番 呈で奔 
垣] 
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■ 国 番号 巧 をに a なして いる 国に かける 

国 番号 巧定 (げ P.64) で 国 番号を 登 塚して あ  <  と、 结径時 E 国 ま 号を 透 
巧して 国 曝 電話を なける ことなで さます。 

• この 操作は、 巧が でめみ ち 巧です。 

待ま函 あで 電話番号を 入力 >©■ [番ち 付加 設 を] 

[国 巧 電話 発信] 

2 国 番号を 涅 ぶ© 

3 因 (音 青電話)/ を( テレビ電話） 


かける 


蒲 巧 国で 国の 霉 詔を なける ときは、 曰 本国の じいる とさと 同 禄の摸 巧 
で 電話を なける こと 巧で きます。 

待受面 あで 電話番号を 入力 

2 の (音き 電話》/® (テレビ電話》 

■ 同一 巧 巧で ち、 必ザ化 域 番号 (巧み 局番) な 5 入力して  <  ださし、。 
• 羣話 » を 利 巧して お 巧 国 巧に 羣 話を 巧け ると きな、 r 電話 很を利 
用して 浦を 国み E 笔 話を 巧 甘る」 の 揉 作 3 で、 [元の 番号で 舞 垣] 
を 道 巧し ます。 


g 巧 巧 aa 

• 接続 可能な 国た 国を 号、 おぶ ぴ远® 事業 吾な ど C ついて 詳し  <  は、 
ドコ ちの 「画お ヴー ビス ホームページ」 を ご 黄  <  ださし、。 

• タツ h フー クヴー ビスの 奔径 香番章 通知 没を (げ P,51) を 「通知」 
じ設 ミして いてち、 通值 事業き によって は [适奶 不可解 や [が 通奶 
お 恐な ど 正し  <  ま 号 ミ 巧 ちれ K いこと 巧あります。 
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巧 外で 「WORLD  WIMG」 を! 用 中の 巧手 C 霉 おを なける ときは、 蒲 巧 国 巧 
か C な 巧む 5 ザ、 日本への 国原 羣話 として 電話を なけます。 

待受面 旧で [+  ] (風を 1 巧な 上)、 日本の 国 番号 け1」、 
r  0  (ゼロ） J を おいた 相手 先 巧 帯電 話番 ちを 入力 

2  CS (音 青電 巧)/® (テレビ電話） 

3  [はい] 


電 括を 受ける _ 

巧みで モ 、日本 国のに いると きと 同様の 巧 巧で 霉 館を 客け る こと 
ヴ できます。 

電話が かかって きたら 田 

♦ 巧手 ヒ适 記で ぎます。 


• 巧を 巧ち 售さ番 章を 通知して 羣 話を 巧け てきて ち、 利 巧して いる 通 
运 事業者 C よっては 発 值看ま 号 巧 通知 さむ 巧い こと 巧 面り ます。 

• 国 巧 0  —  5 ンフ中 I こ笔お 巧な なって きたと きは、 曰 本な 5 の 画 居 
お 送と なります。 巧僖吾 C な 己本までの 通 お がな なな U、 看值卸 C 
巧 国！* を 送料 巧な ウ ります。 


相手からの SSSID かけ かた 


■ 日本から おを 先に 巧 巧を かけて もら ラ 

巧 かで 日本 巧 5 の霉 おを 愛 甘る ときは、 日本画 巧 じいる とき ヒ同禄 じ 
お 客 禄の笔 話 番号を 入でして 羣 話を 巧け てち 5 います。 
OSOXXXX-XXXX  またな、 08OXXXX‘XXXX 

•着 « 属歴な 5 の舞值 でな、 電舒 室号ヴ 正し  <  表示ち 0 ていない こと 
ヴあ U ますので、 そのままでは 巧な 5 ない こと ヴあ t) ます。 


■ 日本 JU かの 国から; ザ 巧 先に* 巧を かけても らう 

お 在 巧 C ななむ 5 ザ 日本への 围暧霉 詔と して、 国原 アク t スを 号と 日 
本の 国番呈 「81」 を巧更 C 巧け、 お 客 樣の笔 記 番呈巧 色 巧 頭の 「0」 をな 
いた 霉記ま 号を 入力して 霉 話を 口け てち 5 います。 

舜僖 国の 国 おアク t つき 号-引 -SOXXXX ベ XXX または、 寶這 国の 国原 
アク t スま导 ぶ 卜 soxxxx-xxxx 


[1|巧 事な をの お 巧 方法を 設定す る 

• 字を で适值 事実 まを 這 巧す るぶ 〇1 こおを できます。 

•  3 ッ トフー クを再 億 索して、 イ 店の 通 宿 事業 看 C 切り替える こと 巧で 
きます。 

•帰国を、 坦外 表示のと きな ネッ h* フー クヴー チ おち 巧 [ブート] C 
なって いる ことを こ 確 提< ださい。 

カスタム メニューで [設定] ► [その 化の NW サービス] 
[国 巧 口ー ミン グ設 を] [キジ トワー クサー チ設 を] 
2 設 まを 送ぶ 

【才 —卜い 【はい] 

【マニュアル] 巧 倍ち* 者を* ぶ >© 

- 接 短す る 通运事 美吾ヴ 切り 智〇 ります。 

【ネッ ト 9 ーク ち お*] 

• ネットつ ー クヴー チ おちを [スー ト] じき さちして いると きは、 
自 を 的 C 接続 巧 巧 切り 営〇リ ます。 [7 ニ ユア ル] じ 鉛ち して 
いると きは、 适« 事業 香を 違 巧し ます。 


巧 先 的に 接統 する 通信 事ち 者を おを ずる 


ネツ トフー クヴ ーチ設 をを けー ト] じ 設定して し N ると き、 送 続す 
る适 信き 業き の a ホ 脂 位を 設定で きます。 20 件まで 登録で きます。 


1 カスタム メニューで [設定] ►[その他の NW サービス] 

>  [国 巧 ローミン グ结 を] [ネットワーク サーチ 設定] 
t  [a ホネット ワーク 没を] 

♦ 登録した 通 這 事業 さの 註 細 情 番を淀 湿; 适這 事業 さを 送 巧 >  ® 

2  » 先厢 位の 番号を 遵 ぶ® 

3 ち録 方法を 選ぶ 

〔マニュアルき 爲] ► 国き き (MCC) を 义 力 ►  ®  ►ネッ ト 9 —ク 
コード （MNC) を 义 力 

〔リス ト から 豈沒] 巧 居 事 霞 者を 萬ぶ か® 

• 国 香な 5 通售 事実 看を 検索 するとき： [ン 3 卜な色 登録] ► 

©  ► 国名を 遵巧 ►  ®  ► 逼 S 事業 香を 違ぶ ►  @ 

' [を B ネット クーク 宜 浸] 

- 現在 援掃 中の 逼 宿 事業 香を 登録し ます。 

[9 ホ 巧な 巧更] ち 動 ホを 装ぶ I  ® 
mm  [1 件 削 お] 

mm  [を 件が 巧 3 巧 末 巧な 番号を 入力、® 

4  [はい] 


オペレータ をを 示 》 を 


□ー ミン グ 中の 通信事業を 名を 表示す る 

国 お □一吉 ンブ中 亡、 送 続 中の 這 居 事業 看 香を 待受 画面に 表示す 
るな ど ラな を 設定し ます。 

カスタ ムメ ニ ユーで [設定] ► [その 化の NW サービス] 
[国 障 口ーミン グ設 を] [オペ レー タを 表示 設 を] 

2 設 まを 進ぶ ©  [はい] 
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麵通宙 事 g 者を を 表示した とき 


习 


通售 事業者 g 


ブぺし ータ香 表示 おちは、 困 巧 0  —  5 ンブや のみち 巧です。 


辟 


ミン グ ガイダンスを 開始す る 

困 頃 □ー ミ ジブ 中 じ 霉紀を 巧け てきた 巧き I こ、 巧 外へ □ー ミ ジブ 
中で ある ことを お 巧 5 だする 方 イブ ンスを 流す こと ヴ できます。 
• 曰 本国ので 段まして くだち し、。 

カスタム メニューで [設 を] [その他の NW サービス] 
[ローミン グ ガイダンス 設 を] 

2 巧 目を 涅ぶ ►© 


ミン グ 中は 着 倍を をけ 付けない よ 
うにす る 


□ー ミン ブ 中は 看 信を をけ ない よ ラ I こおを できます。 すべての 含 
信を 規制す るヴ 、テし ビ電 館と 64K デー タ适 這の 看唁 のみ 規制す 
るな を 透 巧で ぎます。 

•巧みの 遏宿 事業 さ じぶつでは、 段ち できない こと 巧 あ U ます。 

• 巧 外では 64K データ 通 宿を ネリ 巧で ぎ まだん。 

I カスタ ムメ ニ ユーで [設 を] ►[その他の NW サー ビス] 

’ [国 慮 ローミン グ設 を] [ローミン グ 時を 僖規 が] 
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2 項目を 港ぶ 

〔ローミン グ時着 倍規お IM 巧] 規が 方法を 萬ぶ a  ネット 

9ーク«な番ちを入力>® 

[ローミン グ時 看巧規 がち 止] ネット ウー ク 巧な 番 きを 入力 ►© 
〔ローミン グ時着 倍規お 巧を] 


巧 外用 サー 


ローミン グ 中に ネッ ト ワーク サービス 
を 利 巧す る 


巧み 巧 5、 留守番電話 ヴー ビス やお 送 でんわ ヴー ビスな どの ネッ 
トフー クヴー ビスを 利用で きます。 

♦普 守蛋 電話し 巧 か) やお 送 でんわし 巧 外) を こ 利用 C なる I こは、 普 守き 
霉話ヴ ー ビス やお 送 でんむ ヴー ビスの こ 資巧ヴ む 要です。 

♦ 巧みで 3 ッ トフー クヴー ビスを ネリ 巧 するとき な、 あ 5 ウ じめ 遠隔 操 
巧設ミ (げ P.364) を r 蘭 お」 [こ按 をして  <  だ ミい。 

♦巧 かな 5 溪 巧した ときな、 ご あ! 用いた だいた 国の 国原 通話料 巧な 巧 
ります。 

1 カスタ ムメ ニ ユーで [設定] ►[その他の NW サー ビス] 

■ [国 巧 ローミン グ をを] 

2 巧 目を 選ぶ 

- 〔普 巧番 ちな (巧 外)] 宙守 まち £ サービスの 巧 目を 爱 ぶ^ @ 
〔転を でんね (巧 か)]: 坛を でんわ サービスの 巧 目を a ぶ 
[る n 巧 巧 巧を (巧 外)] 

[番号 通 巧 お 房い (巧れ)] 

〔ローミン グ ガイダンス (巧が)] 

3 音き ガイダンス になって 鎮け 


をち 通な お 巧い (萬 か） について 

♦ 番号 通 姑 お 巧い ヴー ビスを ご 利用のと きで ち [适知 不可能] と 表示 
sru 着 這す る ことな お U ます。 


付録/外部 機器 連携/困 つたと きには 


ィニュ —— 養 . 386 

ブイで ルポ タンの 又す 智 U 当て 一莫 (な® 方す） . 401 

ブイ わ ルボ タンの スす曼 レ J 当て 一莫 （2  9 ツチち す） . 402 

記章 •巧を 文字一 宾 . 403 

お夕す •顔 文す 一黄 . 403 

を 型で一 宾 . 406 

笔呈 I 十！! 例 . 406 

7 ルチア ク t スの活 み 含む だ について . 408 

7 ルチア シス タント （マルチ タスク） の 巧み 合むな について . 409 

FOMA お 末 巧 5 利 巧で きる ヴー ビス . 410 

オプション •閑 運 後 器の ご 紹介 . 411 

か 部 お 器との 運 揉 . 412 


困っ たと きには 

故障 口な？ ヒ 思った 5、 ます チェック . 412 

こんな 表 巧 巧 出た 5 . 414 

巧 紅と ア フター ヴー ビス . 426 

ソフトつ ェアを ま 巧す る . <  ソフトつ ェア 更新  >428 

憤 害を 引き起こす データ ロ  5F0MA 銷 末を 守る 

. < スキ ン檢能  >434 

饼 仕樣 . 437 

FOMA 锅末① 保存 •登録 •保 塞 件数 . 438 

携帯 霉舒 ちの 比の 収率 (SAR) について . 439 

曰本廚 化菅涯 規制/米国 再 境 出营涅 規制に ついて . 440 
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• ソ ニューの 頃 目 番号は、 ブイい ルボ タンに 巧 巧して います 。同じを 号 
の プイわ ルポ タンを} 甲す と、 メニューを 違 巧す る こと 巧で きます。 

• た スタム ソニ ュー C よって 巧、 ソニ ューの 頂 目 番号 巧 表 巧ち むな 
巧ったり、 表 巧 ま むていて ち タイ* r ルボ タン C 巧 巧して いない こと 
巧态 kj ます。 

♦畳 本 タニ ユー 函 面で、 各 おおに 智リ 当て 5 打た 巧 お ま 号を 入力す る 
と、 すばやく 目的の 巧 86 を呼ぴ 化す こと 巧で きます。 

あり 当て 5 れ た巧自 旨を 畳 


■音； 1 
■ を 巧；  2 
■一 股 おを：  3 
■  NW ヴー ビス；  4 
■ その他の NW サービ 3:  5 
■适話 •适值 巧 能 おち：  6 


■  t キ ユリ テイ：  7 
■切 巧 おを；  8 

■ デー タポッ クス： 91 

■  LifeKit：92 

■ ソデ イア ツール: 93 


• た スタム ソニユ ーC 設 をち むてい るき 杠 なえ ツール I こよって 巧、 構 
お 香の 表記 巧 異なる 場 さ 巧 お ます。 

• お賣い 上げ 讶桶じ [ホ] 巧 巧いて いるを のな、 お 定リ t ット 
[げ P 三 42) で お賣い 上げ 時の が 態 I こ g る頂呂 です。 


リ録 外部 俄 器 連 巧 \ 困った ときには _ 
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麵 i モー ドメ ニュー 


トド 

度 接 メニュー 

お* い 上げ 時 

ぺ-ジ 

の 

i  Menu 

- 

P.144 

面 ソッ tz  — ジ R/F 

面  > :ッ t— ジ R 

- 

P.190 

面 ッ t— ジ F 

- 

P.190 

西  Bookmark 

[Bookmark] フス ルプ 

P.151 

迈 i ちード 間い 合わ だ 

- 

P.176 

巧] を 旧 

— 

P.152 

面  Internet 

面 ラスト UR し 

— 

P.145 

面 URL 届歴 

- 

P.150 

面 URL 入力 

http^/ 

P.150 

m 

j 亡ー ド 設定 

面み 这 おを 

の 接続 巧 5 時图 設定 

60 妙 お々 

PJ58 

面接 続 巧 送 巧 

i 亡ー ド （FOfvlA 力ード）々 

P.158 

面 — ル/；^ ツ t— ジ按を 

タール ソニ ユー 安 照 

— 

国 Interne 馈を 

の画赁 表示 設巧 

ON ク 

P.160 

国文す ヴ イブ おを 

得辈々 

P.146 

国 泣 明 •おを 

すべてち 河 ホ 

P.160 

IAJ  1  t- シヨ ン目巧 
再生 投定 

す るな 

P.164 

固 t ち ユア 通信 ヴービ 
ス設ち 

ユー ブ泣的 ま 接 作: 一 

わ ン ター 擇 病巧按 を： ドコ 
た ホ 

P.161 

P.163 

面 お 末肯津 データ お 巧 
おを 

利 巧す る々 

P.159 

田 巧) 果音 おを 

育 S5々 

P.146 

の 

1 t— ド 設をリ t ット 

— 

P.160 

因齡劇 □ック 

0FF々 

P.U5 

i モ ー F 

賴 タニ ュー 

あか、 上 CfK 

パージ 

面 

i チた スん 

の 

1 チ ルーち 起® 

- 

P.165 

旧 

i チ ル テ □ツブ 扭:を 

圧! ソ イン 画面 

ON (テ □ツプ 文字 ヴ イブ 
おを; 义 (读 華)、 テ □ツプ を 
鉛 至; バター ン 1 (文す も 
錶 、背 黄色: 黒)、 テ □ツプ 速 
度設 を: 读军) ホ 

P.166 

旧ヴブ 画面 

OFF ホ 

P.166 

面 i チ ルの 巧 化 

- 

P.166 

西 フル ブラウ ヴ 

山 ホー ム 

- 

P.250 

固 日 00 kmark 

[Bookma ホ] フ 7 ル ダ、 

[検索] フス ルタ 

P.250 

西 lot が net 

の フスト URL 

— 

P250 

旧 URLS 巧 

- 

P.250 

田) URL 八で 

http:// 

P.250 

141 フル フ ラつ ヴ扭巧 

IIJ ホーム 巧を 

ht  货 // WW  W  ぶ 〇〇を  e.co.jp 

P.250 

旧 Cookie 設ミ 

ち 巧 ホ 

P253 

扭 Scr に 【巧を 

ち 巧た 

P.253 

团 画面 おを 

表を f ー ド K ま:* スク 

□ー ルたー ド ホ 
函を 表巧按 を;  ON ホ 
で享ヴ イブ 設 を: 语牵々 

P.254 

ffll つ ィンド ウオ -ブン 
巧 ー ド 段: を 

巧 巧々 

P.254 

IfiJRefer か設を 

ち值 する々 

P.254 

の アク t ス設巧 

0FF々 

P254 

の フル ブラウ ヴ おち リ 

t ット 

- 

P.254 

■ i アプリ タニ ュー 


- ^ 

11 レ  II リ" 1 

巧 お タニ ユー 

お* い 上が 時 

ぺーシ 

の ソフト ー真 

ソート； ダ クン □ー ド JttC 斯 
一 旧）々 

P.197 

面 i アプリ 音备 おを 

育 さ 5 ホ 

P.198 

画 ソフトち 窜 表示 おを 

0FF々 

P.197 

迈自 巧ち 動 設:巧 

0FF々 

R211 

面 i アブ。 厘 巧 データ 

- 

R216 

田] エフー 表の 

— 

P.214 

因 トレ ース表 巧 

- 

R215 

曲 巧 おが □ック 

0FF々 

ド之 巧 

■メ ールメ ニュー 


タール 

•K タニ ユ— 

巧 ■い 上げ 時 

ぺ — y 

のき 借 BOX 

フ マルダー K 画面 

フス ルタ 营适 （フ ブルダ 
t キ ユリ テイ： OFF) 

式ー ルー 黄 画面 

表示 投を (表示 切 客；  2 巧 
表 巧、 ソーい 日 巧喝娜 
一 旧) が 

P.179 

P.184 

国 送值日 OX 

国 未 送信 BOX 

のが お —ル 巧ぶ 

- 

P.16B 

の 巧規 SMS ィ 乍な 

- 

P.192 

面 WE 巨 ソール 

- 

P.168 

の 

巧い 含 〇 だ 

面 i t ー ド 巧い 含のは 

- 

P.176 

面 sMsra い 含 わ だ 

— 

P.193 

面 ソール 逢 巧运值 

- 

P.176 

面 テン プし 一h^ 

- 

P.172 

付録/か 部 谢お連 巧/困 0 たと きには _ 


巧 ぺージ へち く  >1 387 


タール 


话 i ィ ニユ—  ]  巧！! い 上ヴ時  ] ぺ-ジ 

田) ツ— ル設ち 


の クイ ッフ 返值 ソール おを 

- 

P.188 

旧 添^す ファイル 受這投 

すぺて 受信す る々 

P.188 

间;^ □デイ 目を! 再生 

白 動 再ます る々 

P.188 

面 文ぎ ヴ イブ おを 

表の 曲 お • スぞ 入で 画面; 樓 
巧々 

P. 旧 己 

圓 タールを 值 表の お: を 

逸 則 ホ 巧々 

P.188 

固 i t— ド ra い 含 わ だ おを 

ソール ソ t ージ R •ク: ツ 
t ージ F:ON ホ 

P.187 

の;^ ツ t— シ曰西 表の おを 

ソツ t  — シ R 度 巧 ホ 

P.190 

面  ール遵 巧受僖 おを 

OFF々 

P.187 

画 ー ルタン パー 設を 

ソン バー 1 〜タン バー 10 

P.187 

巧! 誉 名登每 

ON ホ 

P.186 

国 SMStz ンター おち 

ドコ た 

P.193 

国 SMS 送達 通知 おを 

要 巧し ない ホ 

P.193 

〇 の SMS ち 巧 巧 間 按を 

3 曰 

P.194 

(JlfijSMS 本: 又 八で おを 

日本 居 (70 です） 

P.194 

〇 国 ソール 設を確 巧 

- 

P.188 

(JIAI ソー ルな をリ t ット 

— 

R188 

〇 画 巧お别 □ック 

OFFt*? 

P.189 

巧 錄\ か 甜瓶お 連 巧 \ 困った ときには _ 


388 


■設定 メニュー 

• お買い上げ 時の 設ち巧 客な、 本体を I こよって、 き e なえ ツールで お 
をで きる 頃 目 （げ P, 101) ヴ、 [White]、 [Pink]、 [Blue] と 表示 ミり ま 
す。 き だな え、 ソールの 我: 巧を 変ました ときち、 き e なえ ツール ①夕 
イト ル 香 巧 表 巧 さ n ます。 


接 16 ソ ニユー  I  巧 興い 上げ 時 

の 音 


の 音 S 透 巧 

田 着 慢音呈 逢 巧 

音 库電紀 香值音 •テレビ ま 
舒看售 音 •公ち 笔 お着 宿 营， 
が 通知 没を 着 « 音 •逼 知不 
巧 お看 僅 音: 音备 5 々 

P.93 

固 ー  ル 看值音 星邊巧 

ク^  — ん爸宿 音 ツ tz  — シ R 
看径音 •ソッ t ージ F 着售 
育 ‘SMS 看 宿 音: 音 星 己々 

P.93 

圓各樓 錠を 育 呈違巧 

ボタン/得 受 i たー シ ヨン 
育 •巧 電閣お 音 •巧 笔完 3 
音 •タイ 7 — 音: 音 呈己ホ 

P.94 

国 音 這 巧 

の 着 « 音 這 巧 

音ホ驾 结舍请 音; 着运音 1 ホ 

テし ビ電 お着 « 音 •。巧 羣 
沒着售 音 •が 通知 抱: ち 看 這 
音 •通知 不巧 お着 值 音; 音声 
霉姑 看运营 になう々 

P.92 

固 ー  ル 看 值音适 巧 

式ー ル ま 值 直; 着信 音 2 ホ 
タ ツ t ージ R 着僖音 •タツ 
t ージ F 着僖音 ‘SMS 着值 
音; ツ-ル 看运音 C がう々 

P.92 

圓备樓 お 至 音 這 巧 

シ尸ツ ター 音: 填を 音々 

タイ 7 —  音: TI (读華 音)/ 巧 
を) 時間： 15 砂々 

P.93 

K 定 

WR タニ ユー 

る91 (い 上 飾 

ぺづ 

の 音 

岛 バイフし ー タ投を 

IU 着 宿 バイ 了しー タ 

OFF々 

P.94 

凹 ジール 看 宿 パイブ 
しー タ 

OFF々 

戶 .94 

函 7 ナー t- ド 殺 ま 

の 法を 7 ナー亡 ー ド 

— 

戶 .96 

田ヴ イしン ブー 

卜  K 

- 

P.96 

团 プリ ジナル 7 ブー 
卜  K 

を含ソ t  •バイ フし 一9 •マ 
イク 感度 アップ: ON た 
アラーム 音 •ボタン/巧 受 
) モーション 音 •霉进 残 量 

S 告 音;  OFF々 

着宿营 •タール 看 宿 音: サイ 

し ントた 

P.96 

岛イい ホン 切 客 巧ち 

イわ ホン + スピーカ ホ 

P •的 

- ル S 宿 嗎巧 母间 がを 

ON/ 3 巧々 

P.95 

西 巧 化 B 巧 巧 お 局 巧 おち 

OFF々 

P.118 

旧お坦 •の 爸な普 音 

の 巧 客な 留音 

巧る 巧芭音 1 ホ 

P •已 8 

の お芭音 

保普ソ □デイ 1 ホ 

P.68 

西 >：( □デイ ステレオ 巧果 
(イい ホン） 

つ テレス/ 3D ヴ クン ド ON や 

戶 .94 

面ま术 

の  イン 画面 設巧 

の巧受 画面 設巧 

巧 ま 函お 1 (本な を White)、 
巧 受函面 2  (本が SPink)、 
待受 面面 3  ( 本 巧を 团 ue) 夕 3 

戶 .96 

s 定 


巧 タニ ュー  I  巧两い 上げ 時  I ぺージ 

面 表 巧 


の イン 画面 お ち 

国 待き 時 お轰巧 おを 

時 ft 表が ON け)々 
時 1 十 ブラ フィック おを; 巧 
受時 1 十！々 
表示 位 g おを: 下 ホ 

P.98 

因] 方 レンジー 表の 度ち 

OFF々 

P.97 

面ヴブ 画面 おち 

の 巧手 表の 段ち 

ON ホ 

P.99 

岛時 11* 表示 おを 

待受時 IK 乂)々 

P.99 

国 又す を 巧投を 

の フス ント はさ） 設ち 

ス す々 

P.105 

因 文字 ヴ イブ おを 

の 一括 おを 

療 幸々 

P.105 

i 亡ード •フル ブラつ ヴ， 

回 個 則 おち 

式ー ル/ ッ t— ジ •スミ 
入力: 揉を々 

P.105 

迈各權 画面 クス 9 マイ ブ おを 

の お看 售 画面 段 巧 

ピ クチけー コ ール設 巧; 0N々 
電話 舜僖 画面; 笔 話発僖 1 
(本な: を White)、 笔 お発僖 2 
(本 巧を Pink)、 笔 記お值 3 
く 本が を Blue)* 1 
音声 羣話看 运函面 •テし ビ 
霉詰看 這 画面 •公 ま霉 きき 看 
值 面面 •巧 适則設 ち 看僖函 
面 •通知 不巧 お着 宿 画面: 羣 
話看イ 8 1 (本 巧を White)、 霉 
話 看 «2( 本体を Pink)、 電 
話 着®  3( 本体を 目 lue)&i 

P.98 

^ 1 データー 括 削 おまたは 設 を。 t ットを 巧った 境 含は、 本 巧を 
White 用の 巧を になります。 


付録/か 部 谋お連 巧/困 0 たと きには _ 


巧 ぺージ へ 巧  <>389 


K 定 

が ■X ニユ-  「  巧い •£0"® 

1 ぺづ 

面 ま 巧 

曲 各 《函 お カスタ 7 イ ブ設を 

回 ソール 送 愛 « 画面 
設を 

— ルを信画面お定: 夕 一 
ル送售 1 (本体を White)、 
式ー ルち 值 2( 本 巧 色 

Pink)、 ジー ル送僖 3  ( 本 巧 
舍团 Lje)《i 

式 ー ル受值 画面 おを: メー 
ル受這 1 (本体を White)、 
•：><-ル受值2(本巧舍 

Pink)、 ツール 受运 3  (本体 
色团 Lie) 《1 

ツール 愛售完 3 函 面: ソーん 
受宿 結果 1 (本 巧を White)、 
ソー ルき 售括果 2( 本 巧を 
Pink)、 ソ- ルき 运 結果 3  (本 
巧舍团 ue)*i 

P.98 

四ヴ フジーユー 画 萬 

きさを 

ユー巧 1  LtJ/ メ 

ニ ユー巧 1 の 

P.102 

团お知 5 杠つ インドつ 
ァニソ 

お 巧 5 だ アニタ 1 (本体を 
White)、 お 巧] 5 だ アニソ 2 
(本な 运 Pink)、 お 知 5 だア 
ニソ 3  ( 本体 色团 ue)&i 

P.102 

面笔 お/電池/か 時が 
マ ■つ 

霉返マー ク;羣巧7  — ク T 
(本体を White)、 霉® マ- ク 

2  ( 本 ホを Pink)、 羣巧 7- 
ク 3  ( 本 巧を 日 be) 《1 
霉巧 7 —  ク:霉 进巧呈 1 (本 
巧 色 Wh け e)、 霉 进務呈 2  (本 
巧を柳り、電她«き3(本 
巧を 团 ' 

小 時 お7 —  ク； 時が 表 巧！々 

P.102 

付録 \ 巧 部 瓶 お 連 巧 \ 困 つたと きじは _ 
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S 定 

ニュ-  1  る ■い idW  "P 户ジ 

面を 巧 


迈各穩 画面た ス 9 マイ ブ設を 

固 方 ラーテー 7 おを 

ChicWhfte  (本な 运 White) 、 
HaDpyP わ k  (本 巧を P わ k) 、 
Coo 旧 lue  (本体を Blue) を 1 

P.102 

面 ランプ 投定 

の着值 フン プ 

の 音を 霉ぉ 

ランプを おを: アクア々 
ランプ パターン 錠を: エキ 
ヴイ h* な 

P.104 

回 テレビ 笔記 

ランプを 設 を: アクア々 
ランプ パターン 錠を： 
フェード ホ 

P.104 

边 不在 さ 运友知 5 だ 

ON ク 

P.104 

国 ジール ランプ 

の ー ル运宿 ランプ 

ランプを お ま； リーフみ 

ランプ パターン 錠ち： ブレ 

巧 未訪ソ ー ル お 巧 5  e ;  ON々 

P.104 

固 ソール 送 愛僖中 
ランプ 

ON (ランプ 色 お ま; ス方イ 
ランプ パターン 錠を： プ し 
ツ々 

P.104 

面 通 結 や ランプ 

OFF々 

P.104 

扭 アラー ム /9 イ 7 — 
ランプ 

ON (ランプ 色掛 ちづ- □ラ 
ランプ パターン お 巧： ち一 
ルス） な 

P.104 

固 

1  C たー ド ランプ 

ONt^ 

P.104 

面 開閉 連動 ランプ 

ON (ランプ 色掛 ちづ- □ラ 
ランプ バター ン投 巧； フエー 
ド）々 

P.104 

面 苗 やな 画 巧 モード 設定 

ダイナ 妄ツク た 

P.105 

※ 1 データー 括 削な または 設をリ t ットを 巧った 运 含は、 本体を 
White 用の 鉛ち になります。 


巧定 

機* メニュー  1  あ ■い 上げ 時  1 ぺージ 

面き 巧 

因 まち; D おち X  2 

の远 巧たー ド 

- 

P.99 

面前 ミ モード 

- 

P.99 

团 ユープ 巧を 

の昭巧 時間 おを 

适 常時： 10 秘々 
巧霉時 •インター 3 ット 時： 
适 常時と 同じ ホ 
テし ビ電結 時: 常 1 こ ON々 
i アブリ 時; ソフ l-C が ラ々 

戶 .99 

面 菌おミ 巧 時 巧按を 

1 ろ々 

P.100 

扭 巧る さ爾 ち 

巧る さじ々 

P.100 

迈 ポタン お 明 巧ち 

点！ 0 ホ 

P.100 

面 ブライ ぺート フィルタ 巧を 

の 巧受時 一時 おお 

ON ホ 

P.106 

因 フィルタ H 度 巧を 

属 巧々 

P.106 

凹 

一巧 設を 

の活强 

の 巧ち さ巧话 

- 

P.335 

因ソモ U 宿提 

- 

R289 

团電巧 巧 ■巧 巧 

- 

P.48 

面設 をが 巧宿垃 

- 

P318 

国文す 入 力投を 

の ユー ヴ再 ■ 

- 

P.3 已 1 

曲 ダ クン □— ド屏警 

度 •登録な し 

P，352 

迎 をを 又 W 業 

- 

P.350 

IA1 変 投ず音 クリア 

- 

P352 

X2 お 貢い 上ヴ 時は、 〔适常 t 一  h‘]C 設 ちされ ています。 


S 在 

巧 タニ ュー  1  る! の てげ 居  I ぺ-ジ 

迈一 瞄設ま 


岛自お 職 ON/OFF 

の 有!!] 電源 ON 

OFF々 

P319 

凹 有 堅] 笔源 OFF 

OFF た 

P320 

巧] ア フー ム连 のち を ON 

OFF た 

P.319 

函 日時 おち 

自巧 時刻 時差 巧 正;  ON た 

P.50 

(SlBilingual 

日本 捏 

P.106 

固 US 日 t- ド設ミ 

适值 ちー ド ホ 

R284 

面つ キゎン 巧 お 

丘] バ ターン データ 夏 巧 

- 

P.435 

旧 有 おを 巧 巧を 

- 

P.435 

固 スキ V ン巧目 目輯定 

スキた ン® 能 •タツ tz  — ジ 
スキた ン:ち 城々 

P.434 

边/\ー  シヨ ン表术 

— 

P.436 

面 ソフトウェア ま 新 

更新 お 巧 5 だ受值 おを: 有 巧 

P.428 

田] 抵をリ t ット 

— 

P342 

付録 \ 外部 推 お 連 巧/困 0 たと きには _ 
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K を 

ニュ-  ]  巧 興い 上げ 巧  」 ぺ-ジ 

迈 NW ヴー ビス 


の 普 巧ち 電紀 

の タシ t— ジ呀 含な 

- 

P357 

图普守 番ソッ tz— ジ 巧ち 

- 

P357 

迎ち弓^をち兒ヴービス 
開 お 

- 

P357 

lAJg 奇 ちか 化场货 巧ち 

- 

P.357 

面 普 守 さヴー ビス 傳止 

- 

R357 

面 普 弓 >  さおを 推 巧 

- 

R357 

田 留守番 ヴー ビス 設を 

一 

P357 

面 件 S お 巧 5 だ設ち 

件を 這 加 巧 動 おを: 0N々 

P357 

迎含运 巧知 

- 

P.357 

旧キた ツチ ホン 

のキ户 ツチ ホン ヴー ビス 

開始 

- 

P358 

因キり ツチ ホン ヴー ビス 
厚 止 

- 

P358 

面キり ツチ ホン ヴー ビス 
おを 植お 

- 

P358 

狂を 送 でんむ 

の 后を ヴー ビス 閣お 

- 

P360 

因 おを ヴー ビス 厚 止 

- 

P360 

な おを 巧延を 

- 

P.360 

me 送 巧 巧 巧 中 時設ま 

- 

R360 

岛6 送ヴー ビス お 定植 巧 

— 

P*360 

山を おち 紀 トツ フ 

のな 巧 9 巧ち 值 汚を 登 島 

- 

P361 

团電 姑香皇 指を 拒を 登沒 

- 

P361 

面 迷を 9 铅を 登録 削な 

- 

P.361 

lAl なをち 紀 1 登 巧刮巧 

- 

P.361 

曲を ま 登録 件 S 巧捉 

- 

P361 

巧 録\ 外部 悄器连 巧 \ 困った ときには 
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S 定 

宙 ニユ-  ]  る ■い itfff  护ジ 

迈 MW ヴー ビス 


面 発值さ S 登这姑 

の おを 植捉 

- 

P.51 

曲 発信 着 番暑适 知 巧ち 

- 

P.51 

间 

窒章 适奶お 房い ヴー ビス 

の 番号 逗知ヴ ー ビス W 姑 

- 

P.361 

のをち 巧知 ヴ- ビス 璋止 

美 

P361 

面ヴー ビス おを 请纪 

- 

P361 

图逼苗 時 育/料金 お紹 

お金 上 眼这巧 拱を; お 巧た 

(ち 柳 こした 場合、 通知 方を 
邊 巧; アラーム + 巧 受け、 
自動 リ t、 ソト ：OFF) 

R337 

面 這 おや 吾 值 

の 通 おや 着信 投を 

の 通 拉中着 宿 技: 巧 
関 お 

一 

P.364 

回 适抱中 含 宿 巧を 
厚 止 

一 

P.364 

面适結 中含值 おを 
活紹 

- 

P.364 

面る おや 着 僖お巧 進 巧 

适 常ち 宿々 

P363 

面 2fn1 おを 

の t— ド 切 客 

デュアル 亡ー ド 

P.366 

面 電紀帳 2in1 没を 

- 

P.366 

面 t— ド 則 巧を 画 ぉ設を 

の デュアル 亡ード 
巧是 画面 

巧受 画面 6 

P.367 

面 Bt —  ド 巧 愛 画面 

待 受函面 7 

P367 

B そ 

*15 ニ ュ-  ]  巧 興い 上げ 時  」 ぺ-ジ 

a)Nw ヴー ビス 


Il2in1 おを 


曲 巧着值 番号 技: を 

の 発 若 售ち登 表示 
設を 

象 則 表 巧 お U 

P.367 

固 B ブンバー 看值 
投を 

音库電 お着 值 音: 糧值音 3 
テし ビ 電話 着售 音: 育声笔 
話 着 這 音 じ お ラ 
夕ール 看 宿 音： クリスタル 
SMS 着® 音: タール 看值音 

C なク 

P367 

a)2in  惟 お OFF 

- 

P367 

面 その 化の NW ヴー ビス 


の 遠 巧凑巧 おを 

の 毎 巧 祭げ 巧 巧 

- 

P.36 己 

のま 巧 祭 巧 停止 

— 

P.365 

田! 遠闻 祭巧設 を巧紹 

- 

P.365 

面 デュアル ネット フーク 

山 デ ユア ルス、 ソ h*7 —ク 
切 客 

- 

P362 

因 デ ユアん スッ h* フーク 
が 張 おお 

- 

P362 

间英 涯巧イ ダンス 

田] 巧イ ダンス おを 

- 

P.363 

の 巧イ プ ンス がを 巧 度 

- 

P.363 

边ヴー ビス ダイ わ ル 

の ドコ た® お 巧 含せ 

— 

P.363 

旧 K〕 モ沒 含爱巧 •愛 巧 

— 

P363 

S 定 

タニ ュー  ]  巧 興い idW  ] ぺニジ 

面 その他の NW ヴー ビス 


面 這 如ヴー ビス 

の USSD 登 貸 

- 

P.370 

ttl 巧 爸ジツ t  — ジ 登録 

- 

P.370 

面 マルチ ナンパー 

の 31 を奔 倍番皇 おち 

- 

P.36 己 

の 巧窜巧 宿を ち 技; 巧 おお 

— 

P.365 

面羣お 番号 殺を 

- 

P365 

凹 

看ち じ 

の タツ t  — ジイ 乍な 

- 

戶 •日 0 

面 タツ tz— ジ 表示 投を 

番号 通則 あ U のみ々 

P •日 0 

面 □— ミン ブ巧 イブ ン 3 設定 

の □一吉 ンブ方 イブ ンス 
開始 

- 

P.384 

旧 □一吉 ンブ方 イタ ンス 
停止 

- 

P.384 

国 □一 呈ン ブ巧イ ダンス 
语陆 

- 

P.384 

国国 曝 □ー ミン ブ おを 

の タツ トフー ク サーチ 
結: ち 

ブート 

R383 

面ブぺ しータ さき 巧 おを 

表 巧 あゾ々 

P383 

ほ J ち 呀吿运 西^ 巧 ダい 

- 

P，384 

面ち さ でん 0( 巧 か） 

- 

P.384 

面适巧 操作 巧を (巧み） 

- 

P.384 

面 番登适 巧 あ 願い (巧み） 

- 

P384 

面 □— ミン プガ イブ ン 
つ (海 か） 

- 

P.384 

面 □一 呈ンブ 時 着信 規制 

— 

P384 

付録/か 部 おお 連携/困 0 たと きには _ 
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投を 


宙 g タニ ユー  I  友 g い 上け 房  I ぺ-ジ 

旧泣紀 •这运 》 を 巧を 


のる 巧 中 おを 

のソ イブ キたン t ラ 

0N々* 

P •的 

面 再を 病 巧 巧 

アラー ム なし々 

P.65 

ほ) 巧 おち |1ア クーム 

ア フー ム おした 

P.95 

旧イわ ホン 7 イク 吕 技! 発值 

OFF々 

P.341 

间着 時 巧を 

の エニー キー アン ヴー 

0N々* 

P.67 

四 ブート 着 毎 おを 

OFF た 

P.342 

西 テし ビ霉話 おを 

の 音 再 目 かき 舞运 

OFF ホ 

P.79 

因を 值画 急輯を 

げ普 画* 巧を： キ ラ (女 
巧） が々 

応 爸保尝 画を i をち •保留 函 
侵 段を; テし ビ笔 話げ 替 ホ 

P.77 

团 テし ビ 宅な 幽应 がち 

宿手ス •自み 小 ホ 

P.78 

团す函 面 表示 位呈 

左上々 

P.78 

园送急 画 巧投巧 

場驾々 

P.77 

面 テし ビ笔き 舌巧营 苗を 通知 

- 

P.79 

固 テし ビ 電話 ハン ブフ 
リー 設を 

ON ホ 

P.78 

面 バクッ ト适运 や 着 S 設を 

テレビ 笔活运 巧 ホ 

P.80 

凹 

で 含ソ ち酱 ち 

のち 含;^ 亡 巧を 

OFF々 

P.71 

面 伝 S 尼ち 時 国 

13 お ホ 

P.73 

面 巧 爸ジッ t— ジ 

尼ぎ；^ ッ t ージ 1 ホ 

P.73 

西 テし ビ霉 活時応 ぎ函赁 

テレビ 笔窗 巧替た 

P.73 

X3 キゎ ラ驾の [年た ラ (ジ 性)] を 削 おした あとで、 おを リ t ット 
(巧 ^p.342) を 巧った 运 含は [テレビ 羣 おげ 智] じ おちち; n ます。 
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投を 

1 

推に ュー 

お 貢い 上げ 時 

ぺージ 

圓通姑 •这這 度を 設を 

旧ク □ー ブを巧 設定 

お 話々 

P.67 

面 tz ル フモー ド 

OFF た 

P.113 

面 その 化の おち 

の プしフ ィツ クス おを 

1 件 目：  00913 (KM  0 ホ 

P.64 

面ヴブ アドし つ おち 

ON ク 

P.64 

四围お タイ 尸 ル アシスト 

巧を 

の自を 変換ち おおを 

宜動围 睹プし フィックス 妥 
換; 0N々 

白 動 国 番号 変 おおち: ON 
姻さ煙 号）： 日本 (+81)) 々 

P.63 

国国 瞭ブし フィック 
つ投を 

WORLD  CALL 

009130 -01 0* 

P.63 

面 国を 号 おを 

22 ブ 国の 国を 号 登録 あり 

P.64 

固 t 年 ユリ テイ 

の シーク し ツト 5- ド 

OFF た 

P.116 

面 FOMA わ-ド (UIM) 段ち 

の 円 N1 コード 入て! おを 

OFF 

P.110 

面 円 N1 コード 変 ま 

0000 

P.110 

国 P1N2 コード 変更 

0000 

P.110 

国 

含值 巧を/巧 可 段: を 

の 霉お巧 指定ち 宿 巧 

OFF た 

P.117 

旧 J ち おち 指ち S 宿ち お 

OFF ホ 

P.117 

国電 記 巧 登録 外 

許可 ホ 

P.119 

曲がる 知 巧ち 

許可な 

P.118 

面 公を 電き舌 

許可な 

P.118 

固這奶 不可能 

許可な 

P.118 

K 定 

罹 •! タニ ユ- 

々•い 上 0 w  < 

'がて ぶ 

巧 t キユリ テイ 

迈巧含 宿 度 歴ま巧 

の 着 宿な 歴ち巧 

0N々* 

P.116 

旧ゾ ブイ わ ル 表示 

0N々* 

P.11 已 

旧 ー ル 履 度き の 

の ツール 送 运是度 表示 

ON ク 

P.116 

ifij ジー ルを 倍 话巧哀 の 

ON ホ 

P.11 已 

旧 □ック おを 

の ブール □ツク 

おな 

Pill 

旧 ダイい ル 舞值金 U 眼 

OFF ホ 

P.115 

面 巧 巧を) □ック 

OFF ホ 

P.113 

ち 巧 ON 時 1  C □ック 段を： 

曲 1  C0  — ド □ック 

OFF ホ 

霉源 OFF 時 1  C □ック おを： 
電源 ON 時 おち じな 〇々 

P229 

ち1 まとの て 目 西 □ツク 

OFF々 

P.115 

田 規ホ居 紅 さ 登 変を 

0000 

P.109 

面 データー 括 削除 

田 ューヴ デー タ 削な 

- 

P343 

の シー クしッ ト デー タ 
削が 

- 

P344 

田! 巧 两巧定 

- 

P •己 0 

■  LifeKit メニュー 


;  しけ eKh 

賴 タニ ユー 

巧！！ い 上げ 時 

ぺージ 

山 パー コー ドリー ブー 

AFt— ド 切 看: お 号 

P.139 

面 ホみ 樓 受信 

の 愛 宿 

- 

R293 

面を 件受宿 

- 

P.294 

圓 [''ルで 

トル 巧 表示 画面 
表示/おち (効果音 おを； 
音 置 5々） 

フス ル ダーを 函面 
ト ルウ おを （ 1  C 巧 ー ド 
な 5 お得:  ON、 重逐チ エツ 
ク；  ON、 自® 試 取 チ エツ 
ク； CH 目 動 表示:  ON) 々 
トルろ 一賣 画面 
ソ -卜； 日付 » 娜イ 日)々 

P.224 

迈 

1  C 方ードーち 

- 

R221 

团 

1  C わー ト •□ッ ク 

面霉馬 ON 時 1  C  □ック 巧ち 

OFF々 

P.229 

IS ま お OFF 员 1  C □ッ クお定 

巧が OMBf お定 じな つ々 

R229 

面 microSD 含这 

の microSD デー タ 参 お 

- 

P.283 

面 パック アップ/巧 元 

- 

P.281 

面 イン ボート 

- 

P.286 

曲爸 Util 巧の まか 

— 

P.285 

面つ； T- マット 

- 

R283 

IfijUS 己 t— ドが ミ 

a ちをー ド々 

P.284 

付 豫\ か 部 おお 連携/困 0 たと きには _ 
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LIfeKIt 

雜 タニ ユー 

る！! い 上け 時 

パージ 

の スクジ ュール 

の 3 ブジ ユール 

表示 (を 巧 切 さ: a 常 表示） 

鉛: 巧 (化 日設を (置 日 指を 設 
巧: ± 届 日 •日 庭 日)） 

巧規 作な (アラームを ON に 
した 場 含、 アラーム 時 到；  0 
ろ、 晴動 時間； 巧 お、 アラー 
厶音逐 択:着 « 音し アラー 
ム 营备遵 巧; 音 星 5) 

P.323 

国 ToDo'J か 

巧 規作巧 (アラ- ムを ONC 
した 場 含、 アラーム 時 到；  0 
ろ、 巧を! 時間； 巧 お、 アラー 
ム音 這が: 着 « 音し アラー 
ム 音通遵 巧: 音备 5) 

P329 

面 厘 利 巧 能 

の霉卓 

巧牽： 己％ 

P33S 

面 テキスト 式 亡 

- 

P339 

ほ] タイ 7 — 

— 

P.320 

扭 アラー ム 

误リ をし 設を ：1 ◎だ 口 
アラーム 音 這 巧; 看® 音 1 
アラーム 音星适 巧: 直呈 5 
スター ブ おを:  OFF 
巧 動 時間： 15 較 

P.321 

回 お 目賛の TV 

H 巧 アナ ウシ ス: ON (アラー 
ム 音 違 巧:  サイし シト 、ア 
ラーム 音き 這 巧: 音备 日、 連 
巧 超を) きさ 定:  ON (活捉 なし)） 

P242 

固 音声/ち S 式 亡 

- 

P.336 

旺] 又 ぞ玩み 巧り 

AFf —ド设 I 普: 送ち： 

P.141 

圓霉詰 帳お預 なり サービス 

笔記展 巧 函餐送 宿; OFF々 

P.90 

P.119 

团 召*！) リ ーター 

AFf  — ド: 巧ち： 

P.333 

付録 \ か 甜瓶お 連 巧 \ 困った ときには _ 
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しけ が; t 

檐能タ ニュー 

あ！ 1 い 上げ 時 

ぺ—ジ 

田) ろ:^ ラ ルーペ 

プ ーム恆 を：  5 倍、 AFt  — 

ド: 接 号、 ヴ イブ 選 巧: 「巧 
愛:  240X400」 

P.335 

国 ショット デコ 

ヴ イブ 変き: 大口 40X92) 々 

P334 

■力/ラメ ニュー 


カタ ラ 

巧 お タニ ユー 

あ 買ぃ上げ 時 

ベ— ジ 

の 唐 止 画涅庚 

撮 巧 式ニュ ー (AFt— ド; 得牵 、画 巧： 

NORMA し 巧る さ辑 整: 巧る さ 0、 逢統廣 を： 
OFF、 シージ 則涅 影； すー ト 、エフェクト* 

を: OFF、 フレ ーム适 を: OFF、 ホ フイ トバラ 
ン ス：ブ ート、 t ルフ タイ 7  — ;OFF)々 
ヴイ ブさ 巧; 「待き ;  240  X  400」 ホ 
ウジ ラ 設ミ译 ぶむ 桶 正: ブート 、有 動保淳 
亡ー ド; OFF、 万 ラ おち 保 巧; ON) 々 
本 巧 《^mic の SD 切替: 本 巧々 

P.129 

固を 画涅を 

操を 式ニユ -(AF モ- ド; 標 幸、 画 K: SUPER 
F[W 、共通 再生たード: OFF、 巧る ミ 竭爱: 巧 
るち 0、 ファイル ヴ イブ ま リお; ソール 用 （長)、 
映淳 •き 吊 切替: 喊每 + 音声、 エフて ク h* 涅 
を; OFF、 シー ン别涅 を: ブ ーK ホ フイいて 
ランス： 才ート 、か レフ タイ 7-;OFF)々 
ヴイ ブ選 巧: 「QVG  A ;  320  X  24 〇」々 
巧 ソラ 設ミ (手 及 n 桶 正: ON、 パック ライト 
お U 時間: 廣巧投 を C な ラ、 わ ソラ おを 保持： 
ON)々 

本な ^^microSD 切替: 本 巧々 

P.131 

国 又 ぞ訪み 巧り 

訪み 巧り 巧を 追 巧: ブート 

AF モード 巧替; 接写 
反拉 モード 切 皆: 有を 

P.141 

の バー コード 
リ -ブ- 

AF ちード 切替: 接写 

P.139 

麵巧資 巧 メニュー 


9ssm 

Wi ィ ニュ- 

あ ■し、 上げ 時 

ぺ-ジ 

笔話 娠 

巧 巧で ま 進 巧: フ リヴ ナ巧索 
ブルー プ設 ち; ブルー ブ なし •ブルー プ 1 〜 
ブル-で 9  (FOMA 端末 (本体) 電話 候)、 
プルー プ なし •ブルー ブ 1 〜 プルー プ の 
(FOMA 巧 ー ド 電話 暖） 

画 塚 E 送投 ち; する 

P •目 日 

■データ ボック スメ ニュー 


データ ボックス 

»* タニ ュ- 

る貨ぃ 上げ 時 

ぺ-ジ 

の 7 イビ クチ ロ 

フォルブ ーち 画面 

3 ライド シヨー (再を 間 闻:营 通、 巧果投 
を: ランダム〉 

バック ライト 点灯 時 国: 聞 明 おを じな ラ 
画 倭一窝 画面 

データ 編集 (ファイルが 限; なし） 

3 ライド シヨー (再を 間闻: 普通、 巧果投 
ち: ラン タム） 

7 イピク チト 段: を (表示 切 富： 1 2 ろ萄 、ソー 
卜： 日は 盾娜一 旧)、 バック ライト 点り 時 
国: 照 巧 おを じな ラ、 音量 設 を: 音 星 5) 

く イソー ジビ ューア (Fla か 画舊 bWkD 面鲁） > 
データ 編集 (ファイルが 限; なし） 

マイ ピ クチ わ おを (バック ライト お 打 時 
国: 照明 おち じな ラ、 音呈 段を: 音量 5 ) 

< イイー ジビ ューア (Flash 画を） > 

バック ライ ト点打 時 国; 照 巧 おを にがつ 

P260 

固 ミュー ジック 

含 ラた フル'^ ①音装 テー ター II 曲 お 
表示 設定 (表示 切 着； 12 分 •到、 ソート； 曰が 
順 (新— 旧)） 

< ミュージック プし 一い一 > 

再を 設巧 (再 ま t ー  ド 乾を; 通常 再生、 ヴラ 
つンド 紙ち （イわ ホン）； OFF、 7 ナー 再生 
鉛を:  OFF) 

P308 

データ ボックス 

Wi ィ ニュー 

あ賈ぃ 上げ 時 

ぺ—ジ 

固 1 たーシヨ ン 

フォルブ ー賣 画面 

連爲 再生 (U ビー h* 再を 設 を； しない、 ブイ 
ジェス h* 再を 段を； しない)々 
i  t  — シ ヨン 設定 (バック ライト 点な 時 
間: 招、 巧 おを C な ラ、 音 置設ち :き 量 5 ホ） 

映 鲁一舊 歯面 

デー タ 編集 (ファイル 制限; なし） 

連 病 再生 (。ビート 再生 設 を： し g： い、 グイ 
ジェス h* 再生 段を： しない) ホ 
i  t— シ ヨン おを (表 巧 切替： 12 巧 割、 
ソート； 日が 順 (巧 一 旧)、 パック ライ h* お 

U 時閨; お 巧 鉛を じな ラ、 音备 きをを: 营星己 
々、レジつー ム 再生 設を :  ON) 

< i f— シヨ ンプ レーい一 > 

データ 編集 (ファイル 制限; なし） 
i たーシ3ン設ミ(表巧サイブ巧皆:專倍々、 
バック ライト, 親 0 時围: 招巧設 ちじな つ、 し 
ジ ユー ム再ま おを:  ON、 送り 雇 指を: 乂ま方 
(S® 々、お を) 時 画面 5 —ド錄 巧: 适常 再生） 

P.266 

国] 9 ン tz ブ 

ビデ スーち 画面 

フン t ブ データ おを （ソー h* : 放送 曰 時* 
廓 H 日)） 

< ビデ ブプし 一い一 > 

表示 設を (表示 t— ド 切 客 (鉛): 哄魯 + 
データ 放送、 マーク 表示 設を (街)： 常時 表 
巧、 アブ U ケー シヨ ン 領域 (が）： 常時 表示） 
すち 設定;  OFF  (起動時 設ち :  7 ブー 亡ード 連を） 
デ- 夕 放送 (画 运 表示 おを; 〇从 巧 果音睛 
を 鉛ち;  ON) 

フン t ブ 錠ち (鮮か 巧 画 巧 t ー  ド設 を; ダ 
イブ ミック、 巧る さ 顯爱; 巧る さ 7、 主/副 
音声 切 普; 主音 声、 音库切 普: 窠 1 mp) 

背累 ブラフ イッ ク投 ち: バ ターン 1 (本 巧 
を White) 、バター ジ 2  (本体を Pink) 、 バ 
夕ージ 3  ( 本体を 团 ue)&4 

P.271 

デー ター括 削 跨; または 設:ミ |」b ット 、つン b ブ設 巧リ t ット& 
巧った 盾 合は、 本な ■坦 White 库の 設:を こなります。 


巧 ぺ—ジ へ 巧 < け 


付録 \ か 部 推 お 連 巧/困 0 たと きじは _ 
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デー タ ボックス 

•B タニ ユ- 

を ■い 上げ 持 

バ-ジ 

固夕 □ディ 

フォルダー R 画面 
营呈 段を: 音 星 5 
ジ □ディー 安 画面 

メ  □ディ 錠を (開始 位 S 違 巧; フル コーラ 
つ 房 生、 ソー h  ; 0 巧 順 (巧— 旧)、 音 备较： 

ミ: 音き 己） 

<ソ □デ イプし一 わ一 > 

メ  □ディ 錠を (イコライザ 設 を; ソー 7 ル、 
3 テレス 巧 果截を （イ ホン）： ステし ス / 
3D ヴクン KON) 

P 之 73 

圓キ たラ霉 

フ 7 ルプー 兵 画面 

パック ライ h 点灯 時 固: 聞 明 おを じな ラ 
キ+^ラ霉一ち函面 

年 P ラ笔 表示 鞍を （ソーい 日 巧 順 规一 
旧)、 バック ライト お 打 時 国 货期掛 ち 亡が 
ラ） 

<キ 户ラ電 ブレー わ 一 > 

バック ライ h お 打 時 国; 損 巧 おちに がつ 
画面 ヴ イブ 切 畳; 拡ス 

P272 

因き だな え 

ツール 

ぎは 巧を， ソール ー H 画面 
さちな 是ツ ー ル 段: 巧 (表示 切替： 12 夕 国、 
ソーい 日 巧 順娜一 旧)） 

き だな え ツールの デ ー 9 一真 画面 
音呈投 巧: 音 星 5 

P.101 

固 ブリント 指 
ち (DPOF) 

デー 9 一 H 画面 
涵别巧 数 指ち: 00 巧 
ソーい 日 袖 眉娜一 旧） 

P302 

巧録 / か 甜瓶お 連 巧 \ 困った ときには _ 
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■メディ アツー ルメ ニュー 

ジ デイ アツール 


ire ジニユ ー [  み H し、 上げ 商^  ] ぺージ 

の フシ tz ブ 


のつ ジ t ブ 
視括 

表示 投を (表示たー ド 巧 普 (微) ：映毎 + デー 
夕抵 送、 マー ク 表示 おを (宿）： 常時 表示、 アブ 
リクーシヨ ン 領域 (が）； 常時き 巧） 

享 再設ち: OFF 〔起を 時 泣: ち: 7 ブー 亡 ー ド 連 狂！） 
録画 お 3 時間 (録画 時の み）； 制 おなし 
データ 巧を (画售 表示 お 巧: ON、 効果き 巧 夏] 
散ち:  OK) 

番組 表 起動； G 巧イ ドを 組 表 ン t コン 

7 ン t ブ转を (爵 わな 西 黄 モード 設定: プ イナ 
ミック、 巧る ち 謂 整: 巧る ち 7、 主/副 音声 切 富： 
主音 再、 音声 切替: 第 1 音声、 ク □-ブ 動作 おを 
游掃 、ソール テ □ッフ 表示: お 利 5 だのみ） 

背* ブラ フィック おを: バ ターン 1 ( 本が 芭 
Whi 於)、 バター ン 2  ( 本 巧 色 Pink)、 バター ジ 

3  (本 巧を 因 ue)&d 

R236 

面 番巧表 

G ガイド 番巧表 リモコン々 

R240 

国 テの リス 
卜 

テ 約 画面 

開始 アナ クンつ (視度 テの）；  ON (アラーム 
音 送 巧: 看值音 1 、 アラーム 音呈送 巧; 音呈 
5、 運 巧 起 おおを;  ON (宿 韶あリ ）） 

聞 推 アナつ ンス (録画 テ 狩)；  ON 固を (アラーム 
音き 巧; 看语音 し アラー ム 音き 這 巧; 音き 5 ) 
テ 約 リスト 画面 

ソ -卜； 放送 日時* (旧* 新） 

P，241 

面予 紀録函 
履歴 

- 

R245 

固 テし ビ 
ゾンク 

- 

R246 

固 チ わ ジタ 
ル 散を 

- 

R234 

^4 データー 括 削 おまたは 設 を。 t ツ ト 、フン t ブ 段: 巧 リ t ツトを 


巧った 場 含は、 本 巧を White 用の 設を になります。 


•>< ディア ジール 

タニ ュー 

る ■い 上げ 時 

パー ジ 

の フン t ブ 

西 フン t ブ おを 

mm 

巧 保ち 
領域 消ち 

一 

P 之 47 

旧函巧 

表示 我ち 

ON た 

P247 

岛巧ま 
實羁動 
き 城 

ON* 

P247 

liJ9 ン 
t ブ投 
ち淀揣 

- 

P247 

laia  巧 

表示 搜ち 

utr ジト 

一 

P ぶ 4 目 

旧つ ン 
t ブ脚 
•Jt ット 

一 

P 之 4 目 

国 SD スーデ ィス 

音 a: 音 fi5々 

再生 投を (再生ち ー ド おを: 通 常 再生 ☆、ヴ ラ 
ウン ド おち (イい ホン） ；OFF、 7 ブーち 生 お 
巧:  OFF) 

再を や 函お投 を; バタ— ン 1 々 

P313 

面ポ イスレ コー 

ブー 

t ルフ タイ 7 —  ： OFF 

P，297 

5)7 ン巧 •フツ 
クン— グ— 

ファイル ー巧 曲面 

バック ライト 点灯 時 固: 聞 明 おを じな ラ 
巧 容表巧 画面 

表示 投巧 (又 ぞヴ イプ 設 巧; 得ち、 お宿設 
ち: 鉛 ミき、 ルビ 表示: OFF) 

音备 おを: 中 

バイフし ータ投 巧; ON 

バック ライト 巧 打 時 国; 照 巧 おを になつ 

P 三 98 

ジ ニュー 

巧 お 

ま 示される 函面 

ページ 

笔括 巧の 表 巧 

電紀 皮ち 索 画面 

戶ぶ 7 

U タイ わ ル 

1 イ 牛を 巧 画面 

P.58 

着信 お 担 

1 か 表示 面 お 

霉巧 

伝 S 式 亡 

録音/再ち/巧 お别 □ック 
①這巧 画面 

PJ4 

笔路 巧の 登廣 

電話 巧 A で 画面 

P.85 

自ろの S おち 呈 

電巧运 章 表示 画面 

P.52 

メールの 作な 

ソール 巧 巧 画面 

P.168 

タールの 愛 這 

j 亡ー ド 問い 含む だ 

P.176 

式ー ル 

を愛径 ソール 

受信 BOX 

P.179 

をを 值 ソール 

き运巨 OX 

〜 

全 ま: 送 « ソール 

ホ送值 BOX 

P.181 

WEB;/  — ル 

WE 目 タール 

P.168 

i  Menu 

i  Menu 

P.144 

1 亡ード 

を Bookmark ま 巧 

Book  mark —！! 画面 

P.151 

函 お；!^ ち ①表巧 

画面:^ た 一 R 画面 

P.153 

ラスト URL 

ラスト URL 表 巧 画面 

P.145 

写 まを 巧る 

唐と 画摄反 画面 

P.129 

写真を 見る 

テータ ホツ フスの 7 イピ 
クチ わ （本が) のフ ブルダ 
一黃 面面 

R260 

が ラ 

映餐を 毎る 

動画 摄を 画面 

P.131 

映 毎を 見る 

データ ポッ クスの i モー 
シ ヨン (本体) のフ ブルダ 
一黄 画面 

R266 

パー コード 。一 

夕一 

パ— コ— ド' J- プ — トド 

P.139 

付録 \ か 部 推 器 連携/困 0 たと きには _ 
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ジ ニュー 

機巧 

さ 打る 百 面 

ぺ-ジ 

段を 

看 宿 音の 没ち 

gft  査 ■/**«  宫ノ  一 

ル 着 值音备 / ソール 着值 
音の 透 巧函面 

P.92 

P.93 

巧を 画面の 段を 

巧 愛 画面 おち 画面 

P.96 

る 紀時间 /おを 

る お 時間/おを 巧 巧 画面 

P.336 

芭守 さ電隨 

普 守る 電 おおを 国 面 

P.356 

语利 なお 

ボイスし コー 

ブー 

ボイスし コ ープー 

P.297 

スクジ ユール 

たし ジブ ー画 面 

P.323 

ち 卓 

ち 妾 

P338 

マン 巧 •フック 
■J— グー 

7 ン巧 •フック リー ダー 
フ 7 ルターち 画面 

P29 目 

アラーム 

アラーム 登録 画面 

P321 

テキスト ソそ 

テキス h* ジた一 K 画面 

P.339 

た! ソラ ルーペ 

た ラ ルーペ 画面 

P，33 己 

付録 \ か 部 瓶 お 連 巧 \ 困った ときには _ 
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« 能 ニュー 

る ■い 上げ 時 

ぺ-ジ 

スター ト タニ ュー 

ろ スタム タニ ユー 

P37 

受 舒音备 

音 星 5 

戶 •日 8 

P.93 

テレビ電話 

を售 画を 切 着; キゎラ (女 巧） 

巧る ち調爱 (た ラ 画 ま 送® 呀)； ±  0 
テし ビ電 結設を (テし ビ電館 画面 設 を: 宿 手 
ス / 自夕か ☆、子画面 表 巧 おを: 左上々、 送信 
画黄沒 ま: 摄 華、 テし ビ霉 話中 お 巧; 常 CON々） 
DTMF 送信 モー ド: OFF 

P.76 

P.78 

けー トド 

OFF  (ON にした 場 台、 适常 マナーをー ド） 

P.95 

お まな だ □ック 

臟 

P.112 

ヴイ K ポタン 

溪巧巧 巧 

解な ホ 

P.116 

シ 3  —  h* 巧ット 
ジ ニュー 

き 塚；!^ ニユ ーSHORTCUT 1( バー コード 
リーブ ー、 巧み 場を 毎、 名剌 。ー ブー、 アラー 
ム 、で；^ ラルー ぺ 、シ 3 ット デコ、 7 ジ巧 • 
フック リー ダー、 9 ン t ブ 、尝 羣力設 を)、 
SHORT  CUT  2( 笔 卓、 t キ ユリ ティ、 适き舌 時 
育/料金 お提、 イン 画画投 巧、 ランプ 設 巧、 
看 值音送 巧、 着 « 营备遵 巧、 microSD 管理、 接 
続 巧 送 巧） 

ア クシ 3 ジフ 7 —  た ス：ス 9 ー ダ 3 卜 

P.332 

スぞ 入で 

iisr 

変換 巧す:: ななで 巧々、 ブイ し クト愛 魚: ON ホ 
チ 測を おおを (巧 化 チ 測 変換;  ON、 運 揉 予測 
変を: ON、 1 文す 学智愛 お: ON、 顔 夕す連 巧 
テ 測: ON、 歷 巧ち 巧ジ ン ル: 芸能人 €)々 

P346 

文字 A 力は、 ダイ 户 ルボ タシで 巧い ます。 1 つの ポタン じは、 巧の 表の よ ラ じ 毎な の 文す ヴ到 U 当て 5 れ ています。 

■ をを 义 字の 巧り 尝て  ■ 半角 文字の 割 り尝て 


ボタン 

田 

半角た 夕たナ 
モード 

半 A 巧 なぞ 人で モード 

u 

半 S 
a す 
ち 一 K 

旧 

大小 スぞ 

因 

小 文す 

① 

? イク: U" シリ 

./-が ム つ‘；- ス） 

•  /-さに 、ス ベ- ん 

1 

厘） 

が 巧] 

ABCabc2 

abc2 

2 

の 

ヴ加ソ 

DEFdefS 

def3 

3 

圧） 

夕巧 テけ 

GHIghi4 

ghi4 

4 

逗） 

ナ ニ巧ノ 

JKLjkIS 

jkl5 

5 

迈） 

irM 

MNOmno6 

mno6 

6 

の 

だムザ 

PQRSpgrs? 

pqrsT 

7 

应） 

のか] 3 

TUVtuvS 

tuvS 

8 

狂） 

ラリ ルレ 日 

WXYZwxv  巧 

wxyz9 

9 

山 

つれ。 <コぺ一っ} 

0  :;  口べ— 3) 

0  ；； りぺ 一3) 

0 

の、 ① 
【1 曲ん U 

&  I 

を 3 

度） 

. ‘.J  1 

兴 

扭 

- 、。け •  U’ •，：；¥& 

# 

^ 1 同じ ボタン ご 到 U ちて 5 打た 又ぞ を 続けて 入て) したい 場 含に、 1 
較じ Lb 巧す と 入です る こと 巧で きます。 

※ 2  W] (改行) さむます。 [J] な 半角で 表示 さむます ヴ 、を 角 1 文ぞろ 
として 巧え 5 むます。 他の スぞと 同 衙こ削 隐た優 正で きます。 
X3 阻を 1 秒 上} 甲した 場 含な、 「+」 巧 入で さ のます。 

♦ さち T 又ぞ は、 半角 2 文字ろ として 数え 5 打ます。 

♦ 半 負で ぞ では、 渴お •半 巧 おを 1 です をと して 数え 50 ます。 


ダイヤル ボタンの 文を 割り当て 一 K  (かな ホ ま) 


ボタン 

m 

ます (ひ 5 巧 
な) 入 万ち-ド 

田 

を g わタ カナ 
入カ ト ド 

を [す 入カ モード 

a 

居る 

n-K 

ちード 

囚 

大小 スす 

国 

か 文す 

の 

巧い ラえ お 

友い 5 义巧 

アイ 〇エオ 

で ィク エマ 

.ノ  る 1 

: .J  口ぺ一 つ） 

避 1 

：*；  口ぺ- 3) 

1 

度） 

なぎ <c こ 

方 キク クコ 

ABC 
a  b  C  2 

a  b  C  2 

2 

应） 

ちしす だ そ 

ヴ シス t ソ 

D  E  F 
d  e  f  3 

d  e  f  3 

3 

圧） 

たちつ てと っ 

タチ ツテ K ッ 

GH  1 
g  h  i  4 

g  h  j  4 

4 

面 

なじぬ むの 

ナニ ヌネソ 

J  K  L 
j  k  1 日 

j  k  1  5 

已 

面 

は ひるへ ほ 

い ヒフへ ホ 

MNO 
m  n  0  6 

m  n  0  6 

已 

巧 

まみむ めち 

7 妄ム 

P  QR  S 
pars? 

pars? 

7 

迈） 

やゆよ クゅ 

わユ かュョ 

TU  V 
t  u  V  8 

t  Li  V  8 

8 

应 

5 りる 05 

ラ IJ ルし □ 

WXYZ 

W  X  V  2  9 

w  X  y  z  9 

9 

应） 

た) をん 〇 

: i  (3 スー つ） 

つ 3 ンっ 
：.; りぺ 一3) 

0  ；：；  口ぺ -2) 

0  ：；  ：  口べ-ぶ 

0 

LfiJ-UJ 
【1 触 占 

夕 1 

〇〜 9 

(nl 

•  •  I"  J  WT 

J 

曲 

-〜、,！？• 

なし 
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※迈 I ♦迈) を 巧す と、 义スぞ 亡ードと 小文字 モード 巧 切り 営 わります。 

•  □ 部ろ は、 小 又す モードの とき 小 文ぞで 入口で きます。 

♦を 負か 又す t— ドで 迈 I ♦圧! をが すと 「、丄 面) ♦面を 巧す と 「〇」 巧 入力で きます。 
* 半 負 小 又す t ー  ドで 迈 I ♦圧! をが すと 「」、 迈) ♦应) を 巧す と 「」 巧 入力で ぎます。 

♦ 半 負ス; 又す t— ドで [る]、 [>] な 半角 2 文ぞ みとなります。 


• 空 巧は スペースを 巧し ます。 

•  □ 部を は、 文す 入力 後、® をが すた UC、 大文字み 小です と 切り 普り ります。 


■をを 文を 

を 負义义 すち ー ド 


\ 

2 巧 目 （次に 押す ボタン） 

2 

3  4 

5 

6 

7 

BI 

小 

Q 巧. 田 百日 巧 Q 且 

Q【 

3S 

2 

か 

ま 

< 

け 

W 

B 

□  1 

1  1  J  1 

3 

さ 

し 

す 

せ 

そ 

L 

口  1 

Joj 

4 

た 

を 

臣 

て 

と 

Q 

□  E 

ミ 1 T 1 

5 

な 

に 

め 

ね 

の 

V 

巧 E 

TH 

6 

は 

ひ 

ん 

へ 

ほ 

ク 

! - 

]/| 

7 

ま 

み 

む 

め 

を 

¥ 

么 

£ 

厂 

8 

回 

( 

B 

) 

回 

X 

n 

, 

f  * 

9 

区 

V 

る 

れ 

ろ 

1 

2 

3 

IS 

0 

0 

を 

ん 

• 

■ 

6 

7 

8 

)  0 

2 

力 

そ 

ク 

ク 

3 

L 

J. 

E 

1 

E 

3 

ブ 

シ 

ス 

で 

y 

7 

司 

N 

E 

4 

夕 

チ 

ク 

テ 

卜 

P 

Q 

7 

T 

T 

5 

t 

二 

ヌ 

ネ 

U 

V 

V 

X 

7 

6 

じ 

7 

へ 

本 

Z 

? 

1 

- 

/ 

7 

7 

ム 

モ 

¥ 

& 

适 

8 

T 

( 

1 

) 

3 

> 

# 

¥ 

M 

9 

ラ 

y 

ル 

レ 

a 

1 

2 

3 

4 

5 

0 

9 

ブ 

ン 

• 

■ 

6 

7 

8 

9 

0 

■半を 文字 
半ち 义 又す モード 


\ 

2 巧 目 （なに 押ず ボタン: 

1 

山 

2  3 

4  5 

6 

7  8 

9 

H 

00110 。〇  Qiill  口田 日 


ダイ ヤル ボタ ンの 文字 割り 当て一費 （  2 タ ツチ 方式) 


1 巧 目 (巧 巧に 巧す ボタン】 
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記号 •特巧 文字 一覧 


■をち なち •特巧 文字 


>  1 

■ 

: 

こ 

— 

1 

■ 

、 

、 

夕 W 

へ 

ク 

C) 

一 

— 

— 

Z 

\〜 

T 

1 

... 

•- 

• 

■ 

■ 

〇 

丄 

1 

丄 

1 

了 

Y 

て 

T 

〇 

丄 

【 

] 

+ 

— 

±  X 

ホ 

< 

< 

> 

DO 

S 

で 

1 — 

t 

厂 

で 

T 

£  % 

巧 

で 

'W 

琢 

T 

玄 

を 

u 

じ 図 因 □国 □因 口の 口 

一 

t 

i 

ら 

B 

c 

2  C 

D 

U 

n 

八 

V 

— r 

ミ" 

京 

V3 

ム 

丄 

•  • 

a 

V 

= 

す 

》 J 

の 

OC 

J 

立 

て 

%r 

r 

い 

T 

T 

T 

〇 

わ 

み 

る 

ホで 

ヴ 

力 

ク 

A 

白 

广 

A 

E 

Z  H 

e 

1 

K 

A 

M 

N 

二 

O 

(1  P 

r 

T 

下 

お 

ス 

W 

を 

a 

C3  y 

を 

百 

て 

厅 

■0 

1 

K~ 

X 

U  V 

と 

百 

で 

P 

〇 

T 

xT 

の 

•巧み 記号 13、 i ちード ソール 巧 あ-巧 Jii 化の 巧ち 軍記 や バソコ ン K ど 
巳 ま 垣した 垣 合、 正し  <表 巧ち 打ない ことなあります。 


■半ろ なろ 


お义字 •顔 文字 一覧 


L すモ主 


团 みを 入力して おで 字 C 変換で きます。 


見出し （35) 

m 

見出し （3 ミ） 

見出し （35) 

m 

ほ一 と、 は 巧と 

ザ 

なお、 ぺ一 

み 

めち 

齒 

ほ 一と、 は 巧と 

y 

なる、 ういん く 

ゴ 

でんの 

を b 

しつ 打ん、 巧一 じ、 は 
ホ产 

け 

ヴ 巧、 C こ、 う 打し い 

♦  ♦ 
口 

め一る 

查 

ほ一と、 は 巧と 

ぶ 

なまん* ななし 

い 

♦  ♦ 

みおつ  <  す 

な 

なお、 ごこ 

A  A 

B 

〇 こ 

CC 

はむ 

共 

なる， 正 巧 

N  ✓ 
A 

なる、 かなしい 

だ 

<が 

CO 

なる、 ななしい 

/ 、 

な ホ、 なみだ、 わなし 

〇 

•5 

巧め、 なち 

牛 

なち、 ななしい 

ハ 

ヴ巧 、うまし、 

A  ♦ 

ゆち 

巧 

たる、 もら もら 

X  K 

0 

なる 

a 

石み な、 J 

夺 

ヴ巧 

■  > 

• 

d わ、 げっそり、 妾け 

ヴ 

ク b 

、〇 f 

ラす まち、 たいみ *5 

窗 

なる， ごこ 

W  V 

巧 じろ し、 <コ ど 

う 

ぎ U 

: •こ-: 

なみ 巧ち 

巧 

やじるし 、ばつ ど 

こさめ 

な 巧、 巧ち 

L» 

でん t> 

を 

いめ 

一 

なみむな 

)>•'【 

でん 〇、 ヴい 巧い 

b 

0 こ 

卜 •ィ 

な 巧， ほけ 

— 

め一る 

囚 

巧 忘つ C リ 

症 

巧一と 

夕 

5 巧 n た一 

が 

U よこ 

な 
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見出し （3 ミ） 

m 

見 化し （3 ミ） 

が 

見出し (3 ま） 

m 

U— る、 さ 17 

み 

おん ヴく 

巧の だんと 

お 

とつ  <  り、 ち ヴ 

ら 

友一と 

♦ 

ば一すで一 

み 

〇 いん、 ち C* 

§ 

又ん ヴ S 

る 

ての U 

担 

はんばー ヴー 

S 

いべん と 

A 

け一む 

A 

な-ば— 

ろけ つと 

■ 

し一でい一 

逐 

さ  <5 んが ちえ 

< 

す ぽ一つ 

& 

ぺ る、 ろを ベる 

ヴ 

ちゆ 一y つ & はな 

巧 

巧 さゅク 

⑩ 

ど 友 

曰 

ばなな 

る 

ごる み 

J 

巧な 43、 どるぶ  <5 

を 

りんご 

てに す 

載 

ば そこん 

み 

の 

ザ 

をっ 巧- 

货 

むん ち、 こ ラ < 

ク 

ちみ じ 

幸 

すを一 

えんぴ ご 

を 

ち  <5 

'趣 

なす ウ つと、 ばす ヴ 

W 

巧 ラヴん 

IM 

巧 C ぎり、 おむ す 口 

企 

はた 

ゆ UO 

を 

け-き 

含 

すの 宜 

ザ 

すなどけい 、と！: t い 

2 

ら一 めん、 どんぶ U 

越 

巧け ごとべ る、 巧け 
ぺる 

e 

巧ろ や、 なのみ 

6 

ばん， しよくばん 

巧 

e ば こ、 をつ スん 

ク 

クで どけい、 とけい 

な 

ぶて レ、 つく 

ぶ 

さん をん 

i 

く  〇 

百ち み、 a ぶク いん 

乂 

なめ 5 

てい一しわ ご、 しや 
ご 

肯 

ならる ヴ 

! 

口ばん 

も 

ちいみ 

& 

をい ヴ 

遵 

留ん 

< ちへ ‘C、 けしよ ク 

夕 

ゆうえんち 

と 

LJ ぽん 

DC 

じ一 んす 、レー良ん、 
プ臥 

n 

見 化し （35) 

仍 

見出し （35) 

m 

見出し (3  5) 

§sx 

べんざん 

化 

だっしな 

=1 

ひこ ラを 

ま 巧な 

を! 

- 

ぶつと、 U ぞ一じ 

Ai. 

ラ ま 

な 

- 

-a- 

く  U すます 

i 

法た 

id 

35-17 - 

亟 

い义 

ホ 

巧ん 巧 

よ 

をな じ一 

H6 

1} る 

圆 

巧ん 巧 

め 

QO 

巧う U ん ちよく 

国 

巧ん だん 

till) 

みみ 

を 

U よ ラ いん 

を 

なむい い 

み 

<- 

巧 

ざん こ *5 

を 

ちす 

♦ 

ろぶ ち、 法い 

吸 

^^んころ、走一 

てい一えむ 

而 

a むけ 口、 S 台 をら 

ば- 

曲! 

宜 てる 

面 

ひらめ さ 

•ぶ 

ホーけ— 、くっ ど、 な 

いす 

连 

こん UC 

を 

C な、 いな U 

む 

巧し 

だ そ U ん 、すたん ど 

ホ 

ばん 5 

曲 

はしる、 ひと 

よ 

ちゆ ラし サ じよ ラ 

© 

ば<  だん 

が 

じてんし を 

み 

巧つ こ ラ 

圆 

巧る、 巧 C い 

ZZZ 

でんしせ 

頁 

なみ 

ぷ 

^っ<  リ 

f 

ろな てつ 

M 

& じさん， やま 

A 

ご っ<リ 

r? 

しんなん だん 

违 

しんご *5 

p*?! 

び っ<リ 

ff 

< る ま 

A 

とい 0 

ill 

しょろ げち、 ぃらし、 

ら 

を 

< る ま 

A 

むすと らん 

U 

巧せ 

ろ 

ばす 

頁 

ぎつ さてん 

巧 

巧ち 

6 

みの 

A 

ば- 

ず 
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見 化し （35) 

m 

見出し （35) 

m 

見出し （3  5) 

m 

め 巧。 

み 

巧い 友这 U 

な 

まる 巧一る、 しよ ク 
ひよ ラ 

<5 まいす 

ち 

巧い 巧ぷ U 

理 

ぞヴん 、ウ いこ < 

泣 

巧 ひつじ ざ 

T 

どこち 

の 

さんし 

鬧 

巧 ラし ざ 

む 

どこを 

ホを、 くうしつ、 くう 

だ だ、 <う しゃ 

图 

みた ござ 

立 

ゆ ラ ょぅ 

垣 

ごうな < 

固 

な ござ 

〇 

みり一、 五り よう 

运 

まんしつ， まんだを、 
まんし け 

鹽 

ししざ 

A 

友いで い一 

m 

し 巧 

の 

巧と めざ 

惦 

わピ 、し一くれ つと、 

ば ザ わー ド 

专 

C 

回 

てんびんざ 

n 

U を一 ん 

巧 

ちん 

固 

ちそ U ざ 

fn^ 

<LJ 友 

CL 

よん、 し 

应 

いてざ 

五し めヴ の、 る一 ぺ、 
さ一ち 

な 

一 

回 

やぎざ 

rs 

C 巧一 

柄 

5  く 

面 

みすけ めざ 

rtW 

ほた 

J 

なな、 し 5 

回 

•5 巧 ざ 

H 

みり一だい 巧る 

を 

はち 

面 

しん ヴご 、つち 

• 

しわ一巧 だい 巧る 

了 

S0— 、< 

固 

ごち 

o 

を ばち 巧一 

③ 

が 

画 

はん ヴご 、つち 

の 

<わ 巧 

を 

は 一と、 なおと 

¥ 

みな ブ さ、 つ だ 

を 

こ 5 いと 

すべ一 ど 

♦ 

まん ヴご 、つち 

o 

てい一をむ、 との一ど 
ま一 < 、しよう ひよ ク 

TM 

だい や 

♦ 

巧い を一 ど 

n 

まるひ 

國 

<5 —ば 一、 <  巨 巧 

巧い ち一ど 

固 

U さい  <る 

夕 

ホし‘ るし、 みぎうえ 

見出し （3 ミ） 

m 

見出し （3 ミ） 

m 

見出し (3  5) 

m 

巧 じる し、 みぞした 

\ 

ヴ ちんこ 

ろ 

ぶる、 ごだ 

田 

やじるし、 U だ リラ 

X 

\ 

ろく  5 

5 

す一 ん 

な n 

やじるし、 〇 だり し 
た 

ぺん 

0 

巧ん 

統 

巧 じる し、 吉ゆラ 

钟 

ひと なげ 

込 

义んど 

而 

やじるし 、じようけ 

t 

いす 

A 

とヴい 

© 

•本 絵文字を 送 這した 場合、 宿 字の 巧 種 [こよって は 正し  <  表示 さ 打な 
いこと ヴお U ます。 また、 i 亡ー ド お 未 切 みのお 帯笔 話た バソコ ン 
など C 送僖 した 場 含、 正し  <を 巧され ない こと ヴあ U ます oSMS で 
!3：[<]、[>]、 [を] 政み はスぺ 一いになります。 


〔つ—） 

い） 

r ス 

のし） 

( 一 けな Yf  — ) 

|〕（-〇〇 

卜-) 

(*A) 

(-人-) 

口い） (口--—) 口 

CD—)/ 

(v v) 

(ハ  <) ノ 

< しい 

(ノ T)  ノ 

P(  — ~)q 

(T.T) 

(-.-#) 

('占') 

(。 0。 ）— \ し-) 

(>.<) 

(¥¥) 

〔’• ： ） 

\r:;) 

(U0U)。 。 • 

け JO 

(@ 劇 

卜 ィ） 

r  •へ (。 。 ） 

HI し」 HI 

(い） 

(。 7^  ) 

ro)=3 

\  -  0  -  / 

t  - — . 

1  1 

し;） 

!  r  — )  1 

(;‘•、） 

(下- r  下- r) 

;: ) 

(0.0) 

0(  ><)0 

('〜、；） 

つつ 〔•日。） つつ 

卜 

(V) 

し。；） 

广 ; ) 

が 字 一K 


付録 \ か 部 推 器 連 巧/困 0 たと きじは _ 


405 


近び c 巧 こ ラ 


巧み C 巧ぎ まだんな • 


這 打ます 


変 まします 


中止です 


巧に 巧き ます 


巧 E 插 U ます 


ち 罔です 


巧して るの？ 


0K です 


NQ です 


あり 巧と ラ 


ごめんな ちい 


待って て 


さ 忙しし、 


をで ま 括 入の ます 


保 普です 


キわジ b ルです 


• お賣い 上げ 時は、 白 巧を 型 又は 登録ち むてい まだん。 


定型 文 一覧 


1 

.ne.Jp 

2 

•co.j  日 

3 

•ac.jp 

4 

.or.jp 

5 

.go.jp 

6 

.com 

7 

©docomo.ne.jp 

8 

htta// 

9 

WWW. 

1 

おな よ ラ ございます 

2 

おやすみな ちい 

3 

時日は、 ど ラち あ U 巧と ラ ご 
ざいました 

4 

巧って ぎます 

己 

いって 5 っし ゃし、 

6 

お 括れ 様で しを 

7 

お だ お C なって おります 

扫 

こん 1 こちな 

9 

^^ん ば  >1 /は 

1 

直 巧し ます 

2 

屋谣 します 

3 

化 辰を と U ます 

4 

半が します 

5 

電車ち a のた の、 這 の ます 

6 

本日のを 賣 なや 止と なりました 

7 

化 巧を ご 連 沒<  ださし、 

8 

巧の 指示を 巧って < ださい 

9 

巧 ホの 霉 源を 切 U ます 

有け 定型 义 


ジタ— タツ 


おいちつ 


ビジネス 
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電卓 計算 例 


ミ干犀 柄 

» 巧 

St ■巧 お 

加 地 in 

14x3+5= 

14〔><〕3〔+閒=〕 

47 

^-24)-4-2= 

〔-〕24[*]4〔-〕2[=〕 

-8 

ち 巧が « 

34  +  57  = 

45  +  57  = 

34〔+〕57[=〕 /加 巧な ミを、 
45  〔=] 、とな リ ます ノ 

9t 

102 

が-巧 = 

14-23  = 

が 〔一に 3[=]  /巧 なヴ お数、 

14  〔=]  ^ となります ソ 

25 

68X25  = 

68X40  = 

35+14=  ‘ 

が キ 14  = 

己が X] 巧 〔=〕 /巧 実な ヴお 巧、 
40  〔=] 、どなります ノ 

35 卜〕 14 卜〕 广 なち! ヴち 巧'^ 
98  〔=] 、となります ノ 

1,700 
么 720 
25 

7 

パ ー t ント 

州 

200 の 10 紀ま 7 

200CX〕1 〇说〕 

20 

9 は 360 巧％? 

が*] 36 〔汹 

25 

消烫巧 

が > 

ミ 肖 S な 込み 300 日 巧の 
ミ 肖 S おちは？ 

3 日 0 日 〔TAX] 

1が 税 

消 S 抗应み 3000 巧の 
お 巧ち 巧は？ 

3000 |：TAXITAX] 

aesssifi 

宙 g 扭弓 1 

が > 

200 の 109¢ 巧 しは？ 

500 の 20%- 弓 ぉは 7 

20 ぴ +]  10 〔お] 

ほ运は 如な X〕1CI 化 1+1=3) 
50 な-に 〇说〕 

(または 5 日び X にな％! >1=]) 

220 

400 

ぺ ち* 

(が? = 

4CxI=I=IxI=] 

4.D96 

巧 

tarn 

1/8  = 

却*： (=〕 

0.125 

夕 

モ 

'J 

巧 

■ 

お 十 

27x5  = 
+)87  +  3  = 
+)68+15  = 

刑) = 

に  M)27[X〕5[M+] 

B7[  +  ]3[M+] 

朗 C+]15[M+] 

CRM] 

CM+ ね:， 於み きを ヴ りています） 

M  135 
M  29 
M  目 3 
M  247 

-ち 

IBtt 

(13+3X4 かほ 0-45)= 

CCM]13CM+]3CX]4CM  +  ] 
50I-)45CxIRMI=] 

M  125 

或 

IBfl 

135x(12+14)= 
(じ +10*5= 

L  じ  MJ1 為 +  J14LM+J 
135[X][RMX=] 
CBMlf)5[=] 

M  26 
M3 •己 10 
M  5.2 

•  乂亡 リ cr  0 」な かめ 敦恒ヴ 入る と、 [M] け ま 巧され ます。 


み 知 5 だ 


•  モリが！! では® (CM) をが して、 ィ亡 U 巧 客を 消去して 口  5 お 
めて  <だ ちし、。 

• 消 «玲 が H は 小数 お W 下な 切り 搶て 5 れ ます。 

例: 120 [TAX] とがす と、 [5 拐] と 表示 さむます。 

巧] が 表示され たと き 

♦  I ナ •の 括果、 [E] 巧 表示 ま 〇 ると、 それ W 隆 のき 巧! ヴで きま だん。 
画に ’CE) を 巧して くだち し、。 

■ 除数 ヴ〇 のき 十 •をし たと き (例：  5 い]  0  [=]) 

■  の 致 値の 爱勤 [部ヴ 12 朽を 超えた とき 
(例： に M] 9 の 999999999 [M  +  ] 1 [M  +  ]) 

■  I 十* 結果 ① S 致 部 巧 12 巧 «上に なった とぎ 
(例： 1000000000  [  +  ]  0.0  U%]) 
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マルチ アク 七 スの 巧み 合わせに ついて 


7 ルチア ク む スで 同時に 度 巧 巧 能な 通 這 巧 おの 主な 巧み 含の だは 巧のと おりです。 


\\  貪 巧 ホる a。 

音声 弯紀 

テし ビ驾茜 

i ち一 
ド 接続 

1 ちード タール 

SMS 

データ 运這 

(バ ブット） 

データ 适這 
(64K) 

フン 

が 

SI&CZ>MWil 

お运 

ぉ语 

•€ 

送径 

ま 宿 

送运 

ま 這 

を运 

受這 

を 宿 

受這 

音 ^ 電話中 

が 1 

么夕 1 

X 

X&4 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X が 

〇 

テレビ 笔き舌 中 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 

X 

X 

X 

X が 

X 

i ちー ド 中 

〇 

〇 

A が 

么 《2 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

X 

が 4 

〇 

i アブ U 适运中 

が 

が. 3 

么が 

が .2 

X 

么※ 3 

〇 

公※ 3 

〇 

X 

X 

X 

X 夕 4 

X 

デー タ适宿 中 (バク ツト） 

〇 

〇 

X 

X&d 

X 

父 

乂 

X 

〇 

X 

X 

X 

X 夕 4 

X 

データ 适宿中 (64K) 

X 

X 

X&d 

X 

父 

乂 

父 

〇 

X 

X 

X 

X 

フン tz ブ 海面 中 

〇 

〇 

X 

公が 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

0： 填な の逼 « が 慮を お 続した まま、 実 巧す る通值 をの 适 できます。 

X： 現在の 适 宿が 慮を お 続し ます (実 巧す る通僖 を処谨 する ことなで さま だん)。 

A： 第な I こより 処适 できます。 

XI 年 わ‘ ソチ ホンを ご窝 お) の 場 含は、 処涅 できます （iyP.358)。 

X2 テし ビ霉 巧を 着僖 する 巧、 パク ッ h* 通 僖を嫂 続す る 巧を 邁巧 できます (ByP.80)o 
※ミ i  t— ド、 i アブ ンウ 5 の 通运は 切断 ミむ、 ミ 巧す る 通 這を の 逸で きます。 

X4 看 宿是歴 C は 記* さむます。 

^5  i モ ード授 掃を 切 巧して ウ 5 テし ビ霉 語舜 宿を 巧い ます。 

※6 着信に 応爸 すると、 9 ジ t ブは操 3 します。 
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マルチ アシスタント （マルチ タスク） の 組み合わせ について 


7 ルチア シス タント （マルチ タスク） で 同時に 语巧巧 能な 巧 能の 主な 巧み 含む せは 巧のと 友 U です。 


\  呼 U 化し 巧 巧な M お 

ち 巧の# 巧 中な^  \ 

If 

巧ス 

す夕 

るジ 

面 

面 

/ 

夕 

1 

ル 

/ 

夕 

1 

ル 

を 

巧 

養 

下 

0 

D 

0 

ブ 

イ 

P 

ル 

入 

で 

/ 

實 

1 

巧 

巧 

テ 

レ 

ピ 

1 

発 

毎 

ス 

ヴ 

ジ 

ご 

1 

ル 

/ 

ス 

ブ 

ジ 

ご 

1 

ル 

1 

る 

I 

テ 

キ 

ス 

夕 

で 

蠢 

巧 

巧 

を 

巧 

< 

7 

ナ 

1 

モ 

1 

K 

賽 

1 

力 

巧 

巧 

S 

D 

ブ 

イ 

7 

ミ 

"ノ 

ク 

，トレ 

な 

i  7 イク 
ち ルン ル 

1 ブ タフ 
ドラ 1 ラ 
の ウネ ク 

B ヴップ 

0 を 卜 

0  B で 
k  〇 食 
m  〇 巧 
a  k  / 
r  m 
k  9 
r 
k 
/ 

i 

1 

K 

—* 

T 

夕 

ポ 

•ソ 

ク 

ス 

フ 

ン 

た 

ク 

で 

フ 

ゾ 

i 

V 

ル 

ク 

ン 

巧 

7 

V 

ク 

ゾ 

1 

ブ 

1 

i ァプリ 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

SD スー ディ； r 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

X 

0 

0 

0 

0 

0 

X 

0 

0 

0 

フン ti ブ南ち 

0 

0 

0 

X 

0 

0 

0 

0 

X 

X 

0 

0 

0 

0 

0 

X 

X 

0 

0 

谱き嗦 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

X 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

テキスト ジモ 

6 

6 

6 

0 

0 

0 

X 

6 

0 

0 

0 

6 

6 

6 

0 

0 

6 

0 

0 

巧尝 

0 

0 

0 

0 

0 

X 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

スブ ジュール 

0 

0 

0 

0 

X 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

デー タ ボック: U ソ スト 国 お)、 イツー ジ 
ビ ューァ 、ミ:!ー ジッ クプレ ーf 一、；  £  — 
ションプレー朽一 を、；》/〇ディプレー を 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

X 

0 

乂 

0 

0 

キたラ « ブレー 户一 

6 

6 

6 

0 

0 

0 

6 

0 

0 

0 

6 

6 

6 

X 

X 

乂 

0 

0 

ビデ プブ し一た一 

0 

0 

0 

X 

0 

0 

0 

0 

X 

X 

0 

0 

0 

0 

X 

X 

X 

0 

0 

音夕 巧き き 

0 

0 

0 

X 

0 

0 

0 

0 

0 

X 

0 

0 

0 

0 

X 

0 

0 

0 

0 

クン 巧 •ブック ソー ター 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

X 

0 

0 

りしの 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

X 

0 

0 

0 

0 

乂 

0 

0 

ジー ル、 ベールげ 历 

6 

6 

6 

0 

0 

0 

6 

0 

0 

0 

6 

6 

6 

0 

0 

な 

0 

0 

データ 通 fic バク ット） 

0 

X 

0 

X 

X 

X 

X 

0 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

i ち ー ト‘、 i チ わ ネル、 フル ブラウ プ 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

X 

X 

0 

0 

X 

X 

0 

〇 呼び出し 可 Sg な 構 おです。 X: 呼び出し 不可能 K 樓 能です。 

X  i たー シヨ ンブ し一 わ 一、 ソ □デイ プレーい 一な バック ブラウン ド 再生で きま だん。 


巧 ページへ t"< 
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♦ミ やの r 現を の 操作 やお 能」 w 外の おおを お 巧して いる 場 含は、 7 ル 
チ アシスタントを 毎 用で きない ことけ あ U ます。 

• アブ U クーシ ヨンの 状態 C よっては この 表 じがわない 場 含ち あり 
ます。 

• ソ亡リ の 不足して いる 运台 など、 この 表の 組み 含の だで ち 7 ルチア 
シス タントを® 巧で きない こと 巧あります。 

• 「タイ わ ル 入力」 は 7 ルチア シス タント 画面で 因を 巧して 呼 U 出し 
ます。 

•  SD オー デイ ス 起動と 化の お 目 旨な 5 の microSD；!^ モリーろ ー ド话巧 
は、 同時 じ 巧う ことは でき まだん。 


FOMA 端 未から が 巧で きる サー ビス 


FOMA 節スヴ 5 利 巧で きる ヴービ 

«B«S 

香 号 案の ヴー ビス (ちが: 宾巧お + 通な 料） 

■ 霉な 番号の 異 巧を 帝 望 さむない お客樣 

C ついて 巧異 巧して おり まだん。 

谒番 なし） 104 

霉 或の お« (有料: 霉報 お） 

(局番な し） 115 

時窗 サービス (有料） 

(局番な し） 117 

天る 予巧 (ち お） 

巧 tJ たい 化 域の 巧み 扇 
番 +177 

客宾 への 裝急适 揉 

(局番な し） 110 

消访 •お 急への 緊急 通番 

(局番な し） 119 

巧 上で 事件 •事故 ヴ起 ぎた とぎの 鬟急适 報 

(局番な し） 118 

ぶ 善 巧伝舍 ブイい ル (ち お） 

(局番な し） 171 

コしク トコー ル (ちが: おの 料 + 通話料） 

(局番な し） 106 

付録 \ みが 撤お連 巧 \ 困った ときには _ 
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♦ コレク ^'コール(：1〇6)をごネリ巧の房じな、适記を受ヴ5方に、通お 
料と 1 ◎の这 結 ごとの 助を を教料 90円 (我边 94.5 円) ヴ巧 ロリます 
(2008¢ 1 月 現 街。 

• き 号異巧 （104) を ご 利 ffl の语 じは、 案の 料 loora 觸泣 105 巧) C 加 
をて 通路が 巧 巧な U ます。 目 か 上肢な どの 不自巧 巧ち にな、 無 おで 
ごち 巧を して おります。 詳し  < は、 一 お笔 おな 51 巧番 CNfTT 営業 
窓 □) まで お問い 含 〇 は  <  ださい C 2008 を 1 月 現在)。 

• 一破笔 抱の r お送笔 話」 を ごが 巧の お客様で おを 巧を 摄 帯電 結 C 指 
をした 場 含、 一肢電 お/ 摄巧笔 おの 段: を ごぶって 巧 帯 霉おヴ 通 お 
中、 担 外、 t ルフ 亡ード や、 羣源ヴ 入って いないと ミな どで ち热 1 
香 C は 日 乎 出 音巧圍 こえる ことな お U ます。 

• 116 番 (NTT 営業 窓 □)、 ダイた ル Q2、 お 香 ダイ わ ル、 クしジ ット通 
結な ど ①ヴー ビスは ご ネリ 用 じな： n まだんので、 ご ミ 主 急く だち い (一 
お霉穂 または 公 巧 電紀巧 色、 FOMA 蘭 末へ 口け る 原の 白 を フレ 
ジッ ト远紀 なご あ! 助 こな 打ます)。 

• 本 FOMA 琉 未は、 r 裝急 通裙位 S 适 知」 じ 巧応 して お U ます。 

110 番、 11 8 番、 11 9 番 などの 裝急通 巧を おウヴ になっ e 場合、 黄值 
場 巧の 巧虽 (位 S 巧虽) 巧 白を 的に 8 察 « 蘭 などの 爱 急通虽 受理 鞭 
関 じ 通知ち むます。 お 客 揉の 究值 場所た 霉 巧の 受运が 巧に AU、 裝 
急 远報受 透 後関 巧 正 桂な 位 S を 淀 描で きない こと 巧 あ U ます。 
なお、 「184」 をけ 加して プイ ルす るな ど、 通話 ごとに が 這 知と し 
た 場 含な、 位 aw 或 ヒ霉链 番号は 通 和まむ まだん ヴ、 裝急 通® 受连 
お 関 巧 人命の 保 里な どの 事を 巧 5、 必) 要で あると 判 おした 毎 含は、 
お 客 塚 ①設を C よ 5 ザ、 權閑測 巧 位 S ち 虽と電 記き 号を 取得す る 
こと 巧 ございます。 

また、 r お 急 通裙位 S 通知」 の 香 入 化 域/旁; \ 時期 じついて は、 各緊 
急适報 受涯巧 関の 華 おが 巧 C よ U 異な U ます。 


•  FOMA 爲末巧 S1 10 ま • 1 19 番 • 1 18 番通津 の おは、 巧を 電乾ヴ 5 巧 
けて いる ことと、 空 察 •消 的機閣 側な 5 涯お などの 霉 おを する 場 含 
ヴ あるた め、 電話番号を 伝え、 巧撞 C お枉 化を 伝えて ください。 
また、 通虽 はを 中で 通 おび 切れないよ ラ C 移を だ ざ 通報し、 适番を 
はすぐ I こ 電源を切 ろす、 10 み 程度は 着 宿ので きる が 態 じして おし、 
て  <  ださし、。 

•  口け た 地域 C ぶ U、 营毎① 消防署 •客 察署 C 接 掃ち OK い 塌さ巧 あ 
ります。 沒 病ち; n ない 場合は お 巧  <  の 公衆 羣路 または 一お霉 記な 
5 ご 口 ■てくだ さし、。 


オプ シヨ ン •聞 連 お 器の ご 巧 か 


FOMASS 末に さまざまな 別 巧り の ププシ 3 ン巧 おを 巧み 舍わだ 
る ことで、 パー ソ ブルな 5 ビジ 3 スま でさ 5 じ 巧 広い 用 透 じ 巧 巧 
でぎ ます。 

なお、 化® じよって はお 取 US いして いない 商品ち をり ます。 詳 
しくは、 ド〕 f ショップ など 窓 □へ お PcS い 含 わ だ< だち い。 

また、 プブシ ヨンの 巧 細に ついては、 各 巧 器の 助 投説巧 ■などを 
ご K  ください。 


•  FOMA  AC ア タプタ 01/02*  1 
• 笔巧 バック SH16 
• リア 方バー SH19 
• 卓上 ホルブ SH18 
• イた ホン ター呈 ブル P001 夕 2 
• 平埋 ステし オイい ホン t ツト 
P01 

• 平 型 スイ ツ チイす イ い ホン 7 イク 
P0VP02 

• ステし ブイ わ ホン tz ツト 
P001«-2 


•  FOMA 巧 かま 巧 AC アダプタ 

01《*1 

•  FOMA  DC アブ プタ 01/02 

•  FOMA き 巧 巧巧 助 アンテナみ 4 
• 車 數/\ ジブ フリーち ツト 01 夕 5 

•  FOMA 車 K い ンブフ IJ 一接綺 
クー ブル 01 

• 勇 巧 ホ ルタ 01^6 

•  FOMA を羣巧 アブ プタ 01 
• キロ  IJ ンブ ヴース SOI 

• 脅を 導し シー バ マイク 01 


• スイ ツチ 巧イわ ホン 7 イク 
p001*2/poo2 夕 2 

• イわ ホン ジ f ツク変 巧 
アブ プタ pool 

•  FOMA  USB 接続 クー フル※ 3 
XI 


X2 


^3 

※ィ 

※己 

X6 


•  FOMA 巧霉巧 おれ uses 続 
クー フル 01/02^3 

•  FOMA 谓 巧巧霉 アダプタ 01 

•  FOMA 室の 巧 巧 助 アンテナ 
(スタンド タイプ) 《4 

AC ア グプタの 巧笔 巧を C つい "C は、 P.45、 P.46 をこ黃 くださし、。 
3 イツ チた (イい ホン 7 イク、 ステし オイい ホン t ツト 、イで ホン 
ターミナルは、 ィわホンジ^^^ツク変携アブブタを泻統しないとご 
利用 C なれ ま 杠ん。 

USB  HUB を 度 用す ると、 正常 じあ 巧し ない 运含ヴ あ U ます。 

日本 国ので ご ネリ 巧  <  ださい。 

USB 援 続/巧 電す るた めじな、 FOMA 実 K/\ ンブフ リー送 病クー 
プル 01 巧む 要です。 

き 巧 ホルダ 01 を こを! 用 C なるとき は、 ヴィ ドボ 9 ジ 操作 お 巧を 
おちして  <だ ちし、。 


付録 \ か 部谋お 連な/困 0 たと きじは _ 
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かが 谋 おとの 連 巧 


巧 巧す るか 部 巧 器を ネリ 巧 して microSD ツ モリ ー たー ドに 保?？ した 
お 画を、 FOMA 節 末で 再まで きます。 《 

microSD ツ ちリー カードを こネ U 用 じなる じは、 剤 透 mi び oSD 夕ち 
リーた ー ドガ 必要と なります。 microSD ソ ちリー カードを お持ち 
でない 巧 含は、 冢霉漏 お居な どで お 頁い 巧め いただけます 
(巧  P.275)。 

巧 巧 巧 お など I こつし、 ては、 h け が// k-taLs  h  arp.co,  j  p/su  P  por  t/d/ 
sh705i/ を ご R< ださい。 または 下記に お 間い 含む だく だまい。 

• 外部 お 器で 作成した i たーシ ヨン (AAC おすの 音 装 データを 含 五〉 
を FOMA 節 末で きをす る （げ P*30 己)。 

※巧 毎した 動函わ 外部 谋 器の おす じよつ 口ん きをで きない 場 含 巧 あ 
tJ ます。 


シャープ データ通信 サポート センター 
TB-  03-5396-2351 

受イ 寸時 聞： 平日 10:00 〜 12:00/ 13:00 〜 17:00 
(±  •日 •巧 日 および 巧を の 休日を 除く） 


• ダイ わ ルの ま 登を よくご 语紹 のうえ、 お 間ち いのない よ ラ C おな ヴ 
くだち い。 


バソ〕 ン で！] 画を ち 生す る じな、 アツ プル コンビ ュータ （巧) の 
QuickTime™  Player (瓶が) ver.6.4 な 上 (またな v が 息 3+ 3 GPP) か 应爱 
です。 

QuickTime™  Player は、 な 下の ホー ムぺ ージよ リダつ ジ □— ドで きま 
す。 

httpy/www.aoDle.com/jp/quickti  me/d  ownload/ 


付録/外が 俄 お 連 巧 \ 困った ときには _ 
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♦ ダウン □— ドす る E は、 インター タットと 接続した 現 境の パソコン 
ヴ 必要です 。また、 ダウン □ー ドに あたって な 別途 逼售料 巧 巧な り 
ます。 

♦ 動 巧* 境、 グ クン □ー  ド 方を、 揉 巧で 法な どじつ いてな、 アツ ブル コ 
ンピ ユータ (巧) の ホー ムぺ ージ をご黃 くだ ミし、。 


故障 かな？ と 思ったら、 まず チェック 


なが 

お 巧 

ぺ-ジ 

お 作し なし、 

•  FOMA 端末の 雷 原 巧 r 切」 E なって いまだ 
ん な？ 

P.49 

• 霉お切 ni こなって いま はんな？ 

P.49 

• 電池 バック ヴ 正しく 取りが 口 色れ てい ま 
すな？ 

P.44 

霉源巧 切む る 

•  FOMA むー ドのに 部 巧 巧れ てい まだん 
な？ 

P.41 

• 霉お バックの 接続 强さ 面た FOMA 捕 末の 
電池 パック との 接 統雜子 (巧羣 節さ) 巧ろ 
打てい まだん 巧？ 

P.44 

巧電 巧で きない 

• 霉お バック ヴ 正し < 取りが ウら n てい ま 
すで？ 

P.44 

•  FOMA 端末、 霉が 温度け 高 < なって いまだ 
ん で？ 

戶 .45 

• 巧霉節 子な 巧 〇 てい ま杠ん な？ 

锅す 部を 辑棒 などで 清掃して ください。 

— 

•  AC アプ プタの コタ クタ 巧 FOMA 銷末① か 

P.46 

部 泻掃筛 子 や 卓上 ホル ブの 接続 辭 子に 
しっ 巧ゾと 差し 边ま tl ています な？ 

P.47 

• 皇上 ホルダ 1 こ FOMA お 末 巧 正しく t ッ h* 
されて います 巧？ 

P.47 

だが 

1  お 明 

1 ぺ—シ 

ボタン 溪巧巧 
できな し、 

♦  FOMA 端末の 笔® ヴ r 切」 になって しほ だ 
ん む？ 

P.49 

♦  了ール □ッ クゃヴ イド ポタン 凑巧 無効 ヴ 
乾ち さ ri てい まだん ヴ？ 

P.111 
P.11 已 

[巧] 巧 表示 さ 
0 て 羣話巧 巧 
な 50 なし、 

■ ヴー ビス エリア 化巧霉 '及の 弱い 場 巧に い 
ません な？ 

P33 

霉話曠 ダイい 
ルで 羣話巧 巧 

• 電巧 帳の おお 别 □ック 巧 おを ちれて いま 
だん 巧？ 

P.113 

ヴ 5 のない 

♦ スール □ック 巧設ち さ： n てい まだんな？ 

P.111 

ブイ わ ル ボタ 
ンで羣 話 巧 巧 

■ ブイい ル 黄 宿が おヴ おを ちれて いまだん 
な？ 

P.115 

な 50 ない 

♦ スール □ッ ク巧設 巧ち ri てい まだんな？ 

P.111 

ブイ わ ルして 
ち 記 中音 (ツー 

■ 「090 丄 「080」 わ 「070」、 またな 巧 外 局番を 
忘: n てい まだんな？ 

戶 .己 5 

ツー…) ヴ聞こ 

■ [巧] 巧 表 巧 さ n てい ま はんな？ 

P33 

をる 

♦ 宿 手 巧 携蒂霉 詔の 窗 含、 巧手の 霉 巧が 巧ヴ 
悪い と 羣話ヴ 巧な 5 ない ことな あ U ます。 

— 

メールを 愛语 
したと さ設を 
した 看 运营巧 
巧 5 ない 

■ ソール 受径 表示 設定を 〔揉 作运 巧] じ設を 
してい まだん 巧？ 

P.18B 

着 イ養音 巧 巧 5 
なし、 

♦ 看僖 音通ヴ [サイし ント] じ おちち 打てし、 

ま 6 ん な？ 

P.93 

♦ 留守 空 羣話ヴ ー ビスを 毎 巧し、 巧 出時 茵を 
[0 抄] じ投 ちして いま 杠ん ヴ？ 

P.357 

■ 公な ド （ドライ フモー ド） 1 こおち して 
し、 まだんな？ 

戶 •日 9 

♦  7 ブー t ー ド C 投ち してい まだんな？ 

戶 .95 

巧が 

お 巧 

ぺ—ジ 

タールを 受值 
したと ぎ 設定 
した 看 這 音 W 

• 電話帳の ブルー プ C ジー ル看值 音を 段を 
した 巧手 口  5 のソー ルを 受 這した ときな、 
その プ ループの ジール 着僖音 巧ち tj ます。 

P.86 

外の 着 宿 音け 
巧る 

• 指を ソール 看运 音と プ ループ 指を ソール 
看 « 音①両 巧を 設: ちした 巧手 口  5 の ター 
ルを 受僖 したと きな、 指を ソール 着信 音な 
嗎 U ます。 

P.92 

• 毎 巧の ソールを 爱 毎した 場合、 11 を C 受僖 
したべー ル アドレス 1 こ鉛更 した 指を ソー 
ル 着 僖音巧  ます。 

看® またな 
ルの 受值 
をした とき 投 
ちした 看僖ラ 
ンブ 切み の 着 

• プ ループ 指を 着信 ランプ/ブルー ブ 指を 
•>4 — ル看运 ランプを お をした 巧手な 色の 
看僖 またな ジールを 受® したと きは、 その 
ブルー プ 1 こ投 をした ランプ おちで お 巧し 
ます。 

P.86 

值 ランプ ヴぶ 
沒 する 

• 電錠 帳} 旨を 看运 ランプ/ 電 記帳 指を ター 
ル 看 毎 ランプと ブルー刀 旨を 看僖 ラン 
プ / プルー ブ 指ち ー ル看请 ランプを 両 
巧 おちした 巧 ミな 色の 暑® または ツール 
を賽僖 したと きな、 電話帳} 旨を 着信 ラン 
フ / 笔記お 指を ソール 看 毎 ランプで 設を 
した ラジ ブ設 をで ホ 巧し ます。 

P.104 

• 毎 致の ー ルを 爱 毎した 場合、 R を C 愛 宿 
した ソール アドレス 1 こおち した ランプ お 
巧で お 巧し ます。 

[ヴ ービ つ未資 
巧です] と 表示 

•  i たー ドを ご 利用になる 1 こは お申し込み 
巧む 要です。 

— 

ちれる 

•  i をードを まや ウ 5 資約 された 場合は、 
FOMA 端末の 奪 房を 一度 切 つてむ 5 、 再度 
霉 源を 入れ 匡して くださし、。 

付録/か 部 推 お 連 巧/困 0 たと きじは _ 
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なが！  お 明  ■ぺ ーシ 

函面 表示 巧 消 
えた 

♦  FOMA 端末の 笔® ヴ r 切」 E なって いまだ 
ん な？ 

♦ 電池 切； n じ なって いま 杠ん 方？ 

♦ 省羣力 t— ド 巧 起 おしてい まだんな？ 

• 自動 笔源 OFF を 鉛ち してい まだん ヴ？ 

P.49 

P.49 

P.99 

P320 

1  C わード 
( FeliCa  巧獻 
巧 硬えない 

♦  i  C わー ド □ック 、お ま 巧 だ □ック 巧 巧ち 
ちれて いまだん な？ 

■ 霉お切 ni こなって いま 枉んな 7 

P.112 

P.229 

R49 

巧 兵 通話 巧を 
巧 道えない 

♦  FOMA ウー ドの* » 逗詔 なをの 上衔值 (巧 
巧 77 万円) に 達して いると 增 えま だ ん〇リ 
t ット する こと により、 0円 じ 房り ます。 

P.337 

データ お 送 巧 
巧む n ない 

♦  USB  HUB を 厘 用して いまちん な？ USB 
HUB を 厘 巧す ると、 正常 1 こお 作し ない 場 含 
ヴあ U ます。 

9 ン t ブ視® 
でぎ なし、 

♦ 化 上 デジタル テし ビ 放送 サービスの エ iJ 
ァみ巧 放送 霉巧① 弱い 場 巧 1 こい まだん 
な？ 

♦  FOMA むー ド 巧 正し < 差し 泣 まむ てい ま 
すな？ 

♦ チ ^»ン タル おを をして います 巧？ 

P.232 

戶 .41 

P234 

こんな 表示が 出たら _ 

• ソッ b —ジ とみ C、 3 巧の 數ぞ巧 表示ち 〇 る 場 含 巧あります。 一部 
の 挫 すは、 捕 末で 表示 さ だてい る ドコ亡 独自の コードと なります。 

[FOMA たー ド (UM) を擇 入して < ださい] 

•  FOMA 万ー ド 巧 正し < 差し込ま 打てい るな ご活猛 < ださい。 

げ  P.41 


付録 \ 巧 部 瓶 お 連 巧 \ 困った ときには _ 
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[PIN1 コ ードヴ □ック ち； n でい ます] 

♦  PIN1 コード 巧 □ック さむて いると ぞご 、羣 源を 入； n ると を 巧 ちれ ま 
す。 

しば 5<  すると 円 MD ック 解な コードを 入力す る 画面 巧 表示ち 打 ま 
すので、 正しし、 PIN □ック 解除〕ー ドを 入力して □ッ クを躲 なして 
くだ ミし、。 ぶ P •リ〇 

[PIN □ック おな コー ドヴ 〇 ック ち； n でい ます] 

♦  PIN □ック 解除〕ー ド 巧 □ッ クミ n ている ときに、 奪 原を 入 n たり 
FOMA ろー ドに 関 巧した 操作を しよ ラと したと き E 表示 さむます。 
ド〕 亡 シヨ ップ窓 □まで お 間い 含む だ < ださし、。 げ P.109 

[一® コビーで さない* * 目ヴ あります ヴ 、コピーし ますな？] 

♦  FOMAM 未 (本 巧) と FOMA むードで な、 1 つの 羣話根 じ 登録で きる 
電話番号/ソール アドし スの件 致 巧 興なる たの、 FOMA 锅末 (本 巧） 
[こ 登録 さ 打た 2 件 目 W 隆の霉 舒番豈 / ソーん アドし つを FOMA 巧一 
ド C コビーす ると 表 巧 さむます。 また、 语 える 文す ゃスぞ 数ち 興なる 
ため、 コビー できない データ ヴ あるとき じ 表示 さむます 0  [はい] を 這 
巧す ると、 1 件 目の 電話番号/;^ ー ル アドレス ヴ コビー ちれます。 

[一致 登録で きない データ ヴあ y ます。 登録し ますな？〕 

• 又す 読み 巧り で 試み 取った 又 字を 電話 候 C 登録す る 場 含、 登録で ぎ 
ない データ 巧 あるとき じ 表示 さ のます。 [はい] を 這 巧す ると、 登録 
さ 。ます。  _ 

[お まヴだ □ック 中です] 

• お ま 巧 だ □ック 巧 投をミ む ている ときに を 巧され ます。 巧" P.1 12 
[音 库ち舍 メモ ヴず でに 3 件 録音 さむて います] 

• 置 ^ 電强倍 ち 3 件、 テレビ* おを 香ソ t  2 件 ま 滴、 録音 巧みです。 

不要な を香ツ f を 削除して な 色たり 匡して < ださい。 げ P.74 
し 巧みで こ 利 巧の 頃 含、 B ブンバー お备 はでき まだん。 A ナンバーで 発值 
します。] 

•巧みで 2inl ネリ 巧 時に、 B ブンバー ウ 5 お® しよ ラと したと き C を 巧 
ち 打ます。 [お 值] を 這 巧す ると A ナンバーで 発僖 します。 [が 通知を 
衝&遵 巧す ると 発 « きま 号が 通 姑で 発信し ます。 げ P379 
[画 毎じ舆 y ヴあ U、 正しくな 巧し まだん] 

♦  Flash 画 毎 E 誤 リヴあります。 


[« お别 □ツク やです] 

• 巧 お 別 □ツ ク巧投 を さ; n ています。 

お 除して 巧 5 やり直して くだち し、。 げ P.1 13 _ 

[この 力ードは 捉蛋 でき まだん j 

• 本輔 末で 语巧 できない FOMA 巧ー ドヴ 差しを まむ ている 可能は 巧 
あると ぎじを 示さ 〇 ます。 

•  FOMA カード ヴ 正し  <  差し应 まれて いない 方、 お 損して いる 可 おな 
巧 あるとき じ 表示ち 〇 ます。 

FOMA カード 巧 正し  <  差し应 まれて いるな ご活歸  <  ださし、。 

げ  P.41 

たの 谋 1 旨は 利 巧で きま はん] 

•  2ゎ1 の t- ドを [Bt- ド] 亡設 巧して いると き E、 笔話候 巧 5 

I た ー ドジー ルを 巧な しよ ラと したと き I こ 表示 さ 打ます。 巧 ^P.368 
r これ tU： 録音で きま だん？ 

• 音开 電話を 舍 >^モ 3 件、 テし ビ羣話 伝 舍ゴ亡 2 件 録音 巧みです。 

不要な 伝舍ソ t を 削 おしてな 5 やり直して  <  だ ちい。 げ P.74 
[シークし ツト データ ヴ S 巧 ちれて います〕 

• シークし ツト t— ドで ない とき じ、 シーク しツト デー タを ツー タツ 
チ プイわ ルで 発僖 しよ ラと したと き C ミホ まれます。 巧^ P.84、 P.116 
[指ち された ソフト ヴ捏 宙1で8 ませんで した] 

•  2ゎ1 の t— ドを [Bt— ド] 亡設 ちして いると き E、 ジール 逢 動 型 

I アブリの ソフトを 起動し よ ラと すると 表示ち 打ます。 げ P.198 
[しば 5  く お 巧ち く; だち い] 

•音 再 回 揉/パク ット通 « きを 楠 巧 故 居、 またな 育 再回综 ネットつ 一 
ク / バクツ h* 通僖 タツ h フーク 巧 巧 常 C 爲み 含って いますので、 し 
が 5<  たって な 5 巧 口直して く: だち い。 ブイい ルポ タンを 巧す ヒ 
タッ t ージ巧 消えます。 

• 1 10 至、 1 19 空、 1 巧 番 C な 電話を なける こと 巧で ぎます。 

ただし、 巧 巧 C よりつな ヴ 5 ない 場 含 巧 あ U ます。 

[しば 5 く お待ち < だ ちい (バ クッ ト)] 

• バク ット通 售お搞 巧® 憤、 または バクッ ト通值 3 ツ トフ ーク巧 非常 
C 掃み 含って いますので、 しば 5  くた つてな 5、 再度 操作して くだ 
まい。 


t たルフ そー ド設を 中です〕 

•  t ル フモー ド 輯巧中 じ、 禁止 さむて いる 揉 作を しよ ラと したと きじ 
を 巧 ミ n ます。 げ p,"3  _ 

[揉 巧で きま だんでした] 

• ヴー ビス エリ アみや 電巧巧 届なない とこ 5 で、 ット クーク サービス 
の 操作を しよ ラと したと きに 表示 さ rt ます。 

[な]] 巧 表示 さの ると こ 5 まで 稳 をして 操イ 乍を して <だ ちい。 巧" P.33 
[ブイ 户ル弃 值が限 巧を やです] 

• 霉記娘 (microSD ソ モリー巧ード 巧の 霉話曠 を 除 <)、 リ ブイい ル 
みで 笔 話を 巧 C ると きな、 タイい ル お 宿が おを おなして  <  ださい。 
げ  P.115 

[お 末 暗証 番曼を 入力し で  <  ださい〕 

♦ おお 別 □ック やじ、 禁止 さむて いる 操作を しよ ラと したと き E 表示 
さ 打ます。 正しい 銷末 暗証を 号を 入力す ると、 倦能别 □ック 巧 一時 
解除 さむ、 揉 作で きます。 巧 ^P.l 13 
[m 末 おがま 曼ヴ 通います] 

い〜 8 巧で 入力し で <  ださい] 

•銘 末 暗 紅 番号の 入力 巧む 要な 巧 目 目で、 婦末暗 紅 番号を 間 進 文た とぎ 
C 表示ち むます 。正しい 捕 末 盾 記 ま 号を 入力して  <  だまい。 

銘末 暗証番号を 万け 一 お 忘 むじ なった ときは、 FOMA 捕 末 おぶ U ご 
寶巧さ n た ご 本人で あるな ど ラヴ 巧淀紹 できる ちの (置 お 免許証な 
ど） &ドコ ち ショ， ソブ窓 □まで ご 巧 参いた だ<  必要 巧 お U ます。 

げ  P.108 

[データベースの 更新を 巧い ます] 

• データ ボックスの データ ペースの 巧 旧の ほを 巧い ます。 

ち 旧 処适を 巧って を、 データ ボックつ 巧の 下記 « 巧な どな® 旧で き 
ない 可能性 巧 あ レ J ます。 

■お 損ち 打た データ 

■ お 客 塚 巧 巧 巧した、 ユーザ 作成 フ ブルダ 

ただし、 フォルブ 巧の デー タ巧 消えす じ、 移動 元の フ ブルダ 亡 
残って います。 

■再生 まリ おの おる i モーション、 5 ユージ ックの データ 
■ デー タ ボックス じ 保存 さ 打る i アブ IJ 巧 毎 巧す る 一部の デー タ 


付録 \ 外部 谋お逐 巧/困 0 たと きじは _ 


巧 ぺージ へ 巧  <け 4巧 


[テレビ 霉铅 伝き タモヴ すで C  2 件 録画 ちれて います] 

• 音库 電話 怯 舍ジモ 3 件未濟 、テし ビ羣記 伝舍ソ 1 2 件 録音 巧みです。 

不要な を含ジ t を 削 おして 口ら たり 直して < だ ミし V 巧^ P.74  _ 
[霉紀 巧 指を 許 巧を 巧 おしてく ださい] 

♦ 笔話暖 指ち 看 這 舒习巧 段: ち さむて います。 

解除して 巧 5 やり 置して  <  だち し、。 巧 P.1 17  > 

[登録で きる ヴー ビス ヴい っばいです 。上書き ちれた ヴー ビスのを 巧 
は 再を できな  <  な ます。 上 ■きしますな？] 

• 登豫 できる 5 ュージ ック （会 頁を」) ヴー ビスの 上限 恒巧〇 件) を 超え 
ている 运 含に 表示 ま 打ます。 [はい] を 這が すると、 再生 巧 限 巧 « ち 
古い ミュージック (を 具 削) ヴービ つ 巧ら 上ち きさ 0 ます。 また、 上 
書き ちれた ミュージック (会 夏 制) ヴー ビスな 5 ブ クン □ー  ドした 
ラち •ホー グイな 再を できなくなります。 

[タット フー ク 暗巧丢 S ヴ篇っ てます] 

•  ? ッ トフ ー ク暗訂 至 号の 入力 巧む 要な 巧 おで、 ッ トフ ーク 暗紅番 
章を 聞 進え たと さ C 表示ち むます 。正しい 3 ット つー フ 暗記 番号を 
入て) して  <だ ちい。 

タッ トフー ク暗 註 番号を 万げ 一 お 忘 nc なった ときは、 FOMA 規末 
おぶ びこ窝 巧され た ご 本人で ある ヴど ラな ヴ箱 湿で ぎる ちの C 這 お 
免許証な ど) をドコ た ショップ 寮 □まで こ授 参いた だくむ 要 巧 面り 
ます。 げ  P.108  __  >  _  _ 

[ソ ちリの 空き ヴち りません] 

• すで I こ FOMA 强未 (本な:) の霉 詔很ヴ 1000 件 登録され ている とぎ C、 
ッ t ン 番号を 入力 巧す じ、 巧た C 霉話 帳を 登録し ようとした 语含じ 
を 示されます。 げ P ぶ 2  __  _ 

ちリま 登： XXX な 書巧乏 でき まだん] 

• シー クしッ ドで ない とき C、 シーク レット デー タのツ t ン番 
登と 同じ 番 登に 電話 喔& 登録し よ ラと したと ぎじ 表 巧され ます。 
げ  P.84 

♦ 電話帳 指を 看 這 許可 または 霉お婚 指を 着 急 巧 否を 設ち中 亡、 ン スト 
登録して いる 羣話 帳の ソモ IJ 番号と 同じ 番号 C 霉話 帳を 登録し よ 
〇 としたと きじ 表示 さ 打ます。 げ P.1 17 


巧録 \ 外部 做 お 連 巧/困つ たと きには _ 
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[録音の 挂亿 5 巧し ました〕 

•  400 件を 超えて 録营 しぶつと したと きご 表示され 、ボイス レコー 
プー巧 巧 3 します。 余 巧な デー タを 削な して 緑 音し 直して くださ 
い。 げ P.297 

[每 画の 这 にま« しました] 

•  microSD ソ モリー々ー ド C 空き 客 星 巧ない 場 台、 保す 巧を microSD 
ソ亡ン  ー〇 — ドじ投 をして 透を を閔 おする ヒ 表示 さ； ラ 亡一 
ドな i 資 3 し得受 画面 C 房り ます。 

■  I モード 拍宙 

•  1 1— ド 閑 運の エラー タツ t ージ 中の （ ） で 困 ま 打た 資 [ぞ な、 

i たード t ンタ ー巧 5 送值ち 打る ちので、 エラーの 巧 資を区 則す る 
たのの コードです。 


[FOMA 力ード 0JM) ヴ 異なる ためご 利用で きま だん/〕 

•  FOMA たードを 巧き リ限 » おじよ リ保 蛋 ち ri ている 画面; =4 亡、 ソツ 
tz— ジ R/F を 這んで 実 巧し よ ラと したと きに 表示 さむます。 

げ  P.42 

♦ ソフ I ''一 黃な 5  i アブ。 を 起を しよ ラと した 場 台に 表示ち ri ます。 
♦ ヴイ h* * か インター みツ ト ホー ムぺ ージ、 i  t  — ド ジール 巧 5、 i ア 
プリを 指を して おを! しぶ ラと した 場 含 C 表 巧 さむます。 げ P.42  ■ 

[FOMA 力-ド 巧 巧 ザー巧し ないだ め [プ ウジ □- ド/ バージ 3 ン アツ 
プ / 起!!/ 保ち] できません] 

♦ 挿入して いる FOMA 力ー ドと FeliCa  C 巧応 巧け されて いる FOMA 
巧 ー ドち 巧 巧 異なる 場合 じを 示さ ri ます。 


[ I  c カードの データ ヴ いっ ばいの たか ブつジ □ー  ドで きません。 し、 

ザれ ヴのヴ ー ビスを 削除し ます ヴ？] 

•お ヴイ フクー タイが 尼 i アブリを タク ジ □— ドす る 際、 I  C ろード 
巧 データの 客 S ヴ足 tj ない 場 含 じ 表示 ま 打ます。 [はい] を 這 巧す る 
と、 すで C 登録して いる おヴイ フクータイ 巧 巧 I アプン の一 黃 と、 

I  C 乃 ー ド 巧の 客呈 (バイト 敎) 巧 表示 ま 打ます ので、 不活 エリア ヴ 
イブを 活 湿した あと、 削除す るヴー ビスを 适巧 し、 i アブ U を おを！ 
して 排除して < ださい 。ただし、 おヴイ フクー タイが 応 i アプリに 
よっては [はい] を 這 巧した おとじ、 お サイフ クー タイ 巧 巧 i アプリ 
の一寶 のみ 巧 表示 さ n る こと 巧 あ kj ます。 この 場 含な、 一賣ヴ 5 
) アブリを 違 巧して 削除して ください。 

[ i アプ iJTo おを ちれで いまだん〕 

• ヴイ トか インター タツ!- ホー ム ページ、 ソツ t— ジ R/F や I  t  — ド 
ソール ロ  5 ソフトを 起動し よ ラと したと き I こ、 指を した ソフ h •ヴ連 
摄 許可 さ ri ていない たの、 起動で ぎ ま 巧ん。 i^P212 

[j アプリの 适宿回 »ヴ を < なって います。 這這を 巧 続し ますな？] 

•  I アブリ ご 利 巧 時の 通® 回® ヴ ー巧 時茵 巧に きし < 多い 場 含に 表 
巧ち?! ます。 

♦ 通 « を 巧って 1 アプリを お 続 するとき な [はい] &遵 巧し ます。 通值 
を 巧む すに i アブ。 を お 続 するとき な [し ル^え] を 道 巧し ます。 i ア 
プ U を お 3 するとき は [投 3] を這択 します。 

[j アプリ ま!) 用を お 病し、 這 信を 巧し、 ますな？] 

•  [  i アブリの 通值 ◎数 巧 多 < なって います。 适售を 継続し ますな？] 
と 表示 さむた とき E [し'^ いえ] を 這 巧して i アプン を 巧 掃して いる 
場 さ、 再度） アブ リヴ 通 僖を巧 お ラと したと き C 表示 さ 0 ます。 

♦ 通 « を 巧って i アプリを お 続 するとき な [はい] &遵 巧し ます。 通 « 
を 巧む すじ i アプリを お 病 するとぎ は [し ル \ え] &遵巧 します。 i ア 
プリを 終 3 するとき は [巧 3] を 這 巧し ます。 

[ j ちーシ3ン禹をヴイブを垣えています] 

• 療宰タ イブの 1  t  — シヨ ジを 取得 するとき C、 1 モーシ ヨンの ヴ 
イブ 巧 500K： バイトを 超えて いるた の 取得 巧で ミない 埼含 C ミ 巧 さ 
0 ます。 巧" P.1S3 


ti ちー シ3ン巧生ヴイブを垣えました〕 

•漂 宰タ イブの I  t  — シ ョンを 取得 するとき じ、 i 亡ーショ ンのヴ 
イブ ヴ 5CXX バイ h* を 超えて いるた の 取得 巧完 3 しな 巧った 逼含 C 
を 示さ む ます。 げ P. 163 
[i ちーシ3ジ»スヴイブを垣えています] 

♦場 宰タ イブで を 到して お得 可能な i 亡ーショ ン またな ストンー ミ 
ンブ タイプの i モーシ ョンを 巧 得する ときに、 i モーションの サイ 
ブ巧 10M バイト を 超えて いる ためお 得ヴ できない 場 含 C 表示 さ n 
ます。巧^ド.163 

[ i ちーシ3ジ最スヴイブを垣えましだ] 

♦ 漂 華 タイプで ろ 到して 巧 得 可能な I  t— ショ ジ またな ス hU  —  5 ジブ 
タイプの i モーションを 助 得する とき じ、 i  t— ショ ジのヴ イブ 巧 
10M バイ h* を 超えて いるた の お得 巧 売 3 しな 巧った 場 含 I こ 表示 ミ 
0 ます。 巧" P. 163 

[SMS ヴい っばいです。 こ: ruu： コピーで きません] 

♦  FOMA 規末 (本 ff) またな FOMA 力ード 巧の SMS 巧奇ス 件数まで 保 
巧され ていて コビーで きな 口った とき ごを 示さ 打ます。 巧* P.194 

[SSL* ちヴ切 巧ち： n ました] 

♦  SSL 通 衝こ巧 巧し 巧ヴ イト や インター:？ ット ホー ムぺ ージ C 接続 
できな なった とき ごを 巧され ます。 再び 授攝し 直して  <  ださい。 

巧  P.145 

[SSL 适ちヴ 巧 巧です] 

♦  SSL 通 這の 錫 記 中に エラー 巧ち 生して SSL 通 宿 巧 切が さ： n たと さ 
C 表示 さむます。 げ P.14 己 

[35し巧 ちヴ 巧知に 設 をされ ています] 

♦ 註 巧 »按 巧で 無 河 [こ 設定した 钮明 まを 受运 したと きじ 表示ち 打 ま 
す。 

巧® 亿 la 巧した 洁 由を お 淀し、 記 巧 書の 安を なじ 問題 ヴ ない 場合 
は、 証 巧 •をち 巧 I こ投 をして な 5 巧び 接続し 直して くだち し、 

げ  p.ieo  _ 

[URL 苗 長す ぎ;: 登録で きま だん] 

♦  URL 巧 登録 可能 又ぎ 数を 超を るた め、 プック 7 —クへ 登録で きま だ 
ん。 げ P.151 


付録/か 部 货器運 巧/困 0 たと きには _ 
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[W 下の 巧 巧 C は タール 送信で さま だんでした 巧 61) 

Mails  could  not  be  sent  to  following  address.  (560  00@AAA 


※ソー ル アドし つは 送运巧 I こより 表示け 冥なります。 

♦表示ち むた 巧 巧 じ ツール 巧 正し < 送值 できな なった 場 含 C ち 巧ち 
〇 ます。 

脈 S 巧 お y ま はんでした (408)] 

♦ ヴイ トやイジターネッ ^•*ホームぺージ巧色の巧爸巧な<、通宿ヴ中 
がさ ri ました。 ち ラー 度援 病を おなしく ださい。 げ P.144 
[同じサービスをネリ巧するソフトヴあるため[ブウンロート7/トジ3 
ン アップ/お お)] でき まだん。 を S する サービ つを 削な しますな？] 

• 同 禄のヴ ー ビスを すでに タウン □ー  ド 巧みの 場 含、 すでに 登録 ちれ 
ている 該当 ヴー ビスを 削除 しないと、 新しい ヴー ビスを [ダつ ン 
□-が バージ ヨン アップ/起 お] でき まだん 。[なし リを 違が すると 
削除 巧 象と なる ヴー ビス 巧 表示され ますので、 登録済みの ヴー ビス 
を 削除して  <  ださい。 

[画面 夕ちヴ いっ I ゴ いです。 上» きしますな？] 

♦ 函面 を 登録す るソ tu の 空き 容备 巧ない ときに 表示ち 〇 ます。 
[はい] を 這 巧して 上 まきす る 面面 ソ たを 違が すると、 保を？! 强の画 
面に 道み ます。 [いいえ] を 這 巧す ると、 ヴ イト や インター 3 1 ソト 
ホームページの II 示 画面 I こ S り ます。 


付録/外部 做 お 連 巧 \ 困った ときには _ 
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照* 笔扭 /FOMA わード (UIM) の 製造 番曼 を送值 します] 

• サイ h* わ インター みッ ト ホー ムぺー ジを閲 莫やご 表 巧され る こと 
巧あります。 [13 い] を 這 巧す ると、 r 祭を 電話/ FOMA 乃 ー ド (UIM) 
の® 造 番号」 巧を 值さむ ます。 送僖 だす 亡 元の 画面 じ 勇る には、 

该 る] を ま 巧す るか 西を; 甲し ます。 げ P.145 
• 送 這 ミ n る 「損を 霉 話/ FOMA 方-ド OJM) の舆 造を 号」 は、 IP  (馬津 
ヴービ つ 提供き) け お 客 禄を讓 則し お 客 揉 I こ々 ス 97 イブし 巧请 
霜を 提供したり、 IP(« 報ヴー ビス 提供 吾) の 提供す る コンテンツ 
巧、 お 客 禄の摄 帯電 話で 话巧 できる ウどラ 巧を 半り をす るた めに 巧し、 
5 むます。 

• 送 毎す る お 客禄の r 携帯 笔 話/ FOMA わード (UIM) の お 這 室 号」 は、 
インター ネッ h* を 経由して IP (偉 或ヴー ビス 提巧 香) じ 送 售さ〇 る 
ただ^每含じぶっては第=香じ知得ちれるこヒヴあゾます。巧：お、こ 
の 摸 作 C よ U ご 犀 巧の 羣話 番号、 お客绿 のを 巧 や 年 お、 巧别巧 IP  (请 
裙 サービス 提供 香) などに 遏巧さ 0 る ことな ありま だん。 

[■みです] 

♦ヴー ビス エリア かや 霉巧巧 届 巧ない ところで、 I 亡ードの ヴー ビス 
を ネリ 巧し ぶ ラと したと きじ 表示され ます。 

[袖] 巧 表示ち むる ところまで 移動して i f ー ドの ヴー ビスを ご 利 
巧く ださい。 

[この サイトとの SSL 這 宿は 巧 巧です] 

♦さおを 5 むた SSL 記 明 » を受值 したと き C 表示 さ 打ます。 こ ①ヴイ 
卜か インター タット ホー ムぺ ージ とは SSL 通运 でき ま e ん。 

げ  P.145 

[この ヴイ トの 安を 巧 ヴ度捉 できません 。接続し ますな？] 

♦  FOMA 捕 末で な 横 紅で きない ヴーバ 紅 S 月 まを 受 宿した ヒ ぎじ 表示 
さ 打ます。 

安全性を 活损 できない ことを 承知の ラえ で 接続す ると きは、 [ない] 
を 違 巧し ます。 接 病 しないと ぎじは、 [し ル'^ え] を 送 巧し ます。 


[こ ①ヴ イトは 受を でない 可 お巧ヴ あります 。接続し ますな？〕 

•巧 お切れ または 育® 巧 国 前の SSL ヴーバ 証 巧 » を受 宿した ときに 
表示 さむます。 

をを 巧を 宿提 でぎ ない ことを 承知の ラ 乏で援 病 するとき は、 [はし、] 
を适 巧し ます。 を 続 しないと き じは、 [し ル^え] を ま 巧し ます。 

げ  P.145 

に ①送統 巧の 安き 巧 巧 »» できません。 送 魚し ますな？] 

♦署 香の 有 巧) 巧おヴ 切の ちヴ ーバ訪 明 鲁を受 宿した とぎ じ 表示され 
ます。 黄 全 巧を お紹 できない ことを 承知の ラ是で 接続 するとき ぶ、 
[ない] を ま 巧し ます。 援爲 しないと き じは、 [し ル'^ え] を 遠 巧し ます。 
日時 12 巧を 巧って  <  ださし、 〇げ P. 145 
にの 送 続 巧は 受 までない 巧 能な 巧あります 。接続し ますな？] 

♦正し  <な い肯 帝を ちった SSL ヴーバ 記 明 まを 受值 したと き C を 巧 
さ; n ます。 安全性を 宿 巧で ぎない ことを 承知の ラえ で 送 病 するとぎ 
は、 [巧し J を 這 巧し ます。 接続 しないと き C 巧、 いいえ] を 這 巧し ま 
_ す。 げ  P.14S  _ 

[この データは 再生で きない 可能 巧ヴあ y ます。 巧 得します 巧？] 

•  MP4  (Mobile  MP4) 巧 式が みの i たーシヨ ンを お得した とき C 表示 
さ n ます。 げ P •巧 9 

[これ む上 な a でき まだん] 

♦タツ t ー ジ R/F で保澤 できる 奇义 件を を 超を ています。 巧经を おお 
して  <だ さし、。 げ P.19! 

[これ む上 クイン ドクを 関け まだん] 

♦表示 巧 爺な フ レー ム留を 超えた 場 含やツ tu 不足な ど E より、 新 
つ インドつ で 開 < こと 巧で ぎない とき E 表示 さむます。 

[ヴー ビス 未 S 巧です] 

•  I たー ドを ご窝 約され て お U ま はん。 i モードを こ ネリ 用 C なる には 
お申し 应み 巧む 要です。 巧 P. 144 

•  I  t- ドを 途中な 5 契の ミ n た 場 資さ、 FOMAM 末の 電渴 を一度 
切って ヴ 5 再度 電源を 入む 匡して < ださい。 

[最 をまで 巧 » できない データの 巧 能は 巧あります。 助 得します な？] 

• 得宰 タイプの j 亡ーシヨ ンを 取得 するとき C、 ファイル ヴ イプ 巧 不 
巧な 每含じ 表示 さむます。 巧" P.163 


[B 大サ イブを 超えた ので 中断し ました] 

• ヴイ h* や インター タッ ト ホー ムぺー ジで受 垣した デー タヴ 1 ぺ一 
ジ① 最スヴ イブを 超えたち め、 受 « を 中が し、 ブつジ □ー  ドした ヒ 
こ 5 までの データを を 示します。 巧" P.150 

♦ ゴ □デイ やグ クン □ー ド屏 ちを グウ ン □一 K 中 CR 义ヴ イブを 超 
えた 場 含 ご 表 巧 ちれます。 

[最大 サ イブを ちを でい るた か  一 a の データ ヴ朱〇 れる巧 能な ヴお 

ります。 a 実沒 3 しますな？] 

♦ 本文の みの サイ ブヴ 10000 バイトを 超えて いると きに 表示 ミ 打 ま 
す。 [ない] を 這 巧す ると、 *>4 -ル 巧な 画面 巧 表示 さります ヴ 、超過し 
ている データは 削除 さ 打、 [径] ヴ 表示ち 打ます。 ルの 巧 客 (又 
字、 函淳 など) C よってな、 削 炼さ〇 ない 場 さちあります。 爲 実し 直 
すと きな、 [いい 亥] を 透 巧す ると 本ス 入力 画面 C 房リ ます 010000 
バイ f-W 巧 じなる よ ラ C 編集して < ださい。 

け イト ヴ移 おしました 巧 C1)] 

• サイ h* か インター タッ ト ホー ム ページ ヴ 移を! したため URL ヴ 変更 
さ 打てい ます。 古い URL を ブック マー クじ 登録して いる 場 含は 君 f し 

_ い URU こ更劳 f ミ。 ます。 巧 T,151  _ 

[ヴイ トに 接続で きま だんで しだ (403)] 

♦ 巧 色な の 原因で ヴ イト か イン 9 ー タット ホームページ I こ 接続で き 

_ まだんでした。 ちう一度 接続を おなし < ださし 巧* P.144  _ 

指リ 巧ち のる 流 巧 ファイル ヴあ y ます] 

•をを または 引 巧 返 « する i  t ー ド ゴール ご、 i モード ジールへの 眾 
付か FOMA 銷末 外への 出力 巧 禁止ち むてい る ファイル ヴ添巧 さ 0 
ています。 

タッ t— ジ巧表 巧 さむた あと、 ファイル 巧 削除 さ: n たが 態で i ち 一 
ド ジール 痛 集 函面ヴ を 巧され ます。 巧* P.173 

[指を ヴイ トヴ みつなりません (404)] 

♦ ヴイ [-わインター3ッ^''ホームぺージヴ島つヴりまだんでし忌。ヴ 
イ h* か インター ネット ホーム ぺー ジヴ巧 在し ない 可 お巧ヴ ちり ま 
す。 


付録/か 部 推 巧 連 巧/困 0 たと きには _ 


巧 ぺージ へ 巧く  >1 4 怕 


[指を サイト C 表 巧 データ ヴあ U まだん (204)) 

• 接 掃した サイ トや インター 3 ツト ホー ムぺ ージじ 表示す る デー タ 
巧ない 場 含 C 表 巧ち 〇 ます。  _ 

[指を ち 〇 た ソフト 巧 ありま だん〕 

•  I た ー ドジー ル、 ホ 外 該逗® 巧 能な 5 の i アプリ 起動時 巳、 該当す 

る ソフトげ ない 場 含 C 表 巧 さ ri ます。 巧 P.212  _ 

[指を ち n た ソフト 巧捏 苗) でき まだんでした] 

• ヴイ トや インター タッ h ホームページ 、タッ tz— ジ R/F や i た一 
ドジー ル、 ホ か 炼适运 おお ウ 5 ソフトを 起を しよ ラと した 場 さ、 指 
をした ソフト 巧 起動で きな 口った とき E 表 巧 さむます。 巧 ^P.212  _ 

[指定した ヴイ ト へは 送爲で きまなん でした 巧 04)〕 

• 巧 5 なの 原因で ヴ イト か インターネット ホームページ 巳摂摄 でき 
まじんでした。 ち ラー 度援 病を おおしく ださし、 げ P.144 

[重 巧した アドし つを 削な しました] 

•  i  t  — ド ジール 作な 時、 同じ ジール アドし 3 を 巧 巧 わ同窗 として 巧 
資 [段: 巧した とき 亡、 重ち する アドし 3 を 削除し ます。 iyP.169 

[正常に 接規 でき まだんでした (40 の] 

• ヴイ トや インター タッ ト ホームページの エラー じぶ リ復 病で きま 
だん oURL ヴ 正しい けど ラヴ 活紹 して  <  ださい。 げ P.148 

Tb 丰 ユリ テイ エラー のをめ* * 寒 了し ま" L 忘 T 

•  i アブリ 巧 不正 g： 動作を しぶ ラと しました。 げ P.213 

• ソフト ヴ 許可され ている » おなかの を 巧を しよ ラと する 場 含 じ 表 
巧 ミ 打ます。 t キ ユリ テイ エラー I こより ソフトけ お 3 した 場 含、 エ 
ラー 履歴 巧 保 毎 さむます。 g^p.213 _ 

[接 摄ヴ 中断 另 むました] 

• 霉浪ヴ 弱いた め、 i  t— ド 巧 中が さむました。 

笔 想の 強い 場 巧 じ 移動して 口 5 i ちー ドの ヴー ビスを ご 利用 <だ 
まい。 げ P*33 

• 笔おヴ 強  <  [な]] 巧 表示 まむ ている のじこの ソッ t ージ巧 表示 ま 打 
る埼含 I こは、 接続した ヴ イトた インター タット ホー ムぺー ジ巧巧 常 
E 混み合って います。 しば 5< たって 巧 5 接続して ください。 


リ録 外部 瓶 器 連 巧 \ 困 つたと きじは 
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【慢 続で きま だん] 

• 接続 巧の おちげ 正しくない とき じ 表示 ちれます。 

i た 一K 設 巧の [接続 巧 這 巧] で 接続 巧を 正し <お をし 直して < だ 

ミし、 巧 P, 巧 8 

♦ 巧 色な の 原因で i  ド C 接続で きま だんでした 。ち ラー 度援爲 を 

おなし  <  だ ミし、。 げ P.144 
[巧を 時 苗 のじ 送 病で きませんでした] 

♦  I たード t ンタ ー巧 湿み 含って います。 しば 5< たって な 5 ヴィト 
や インター タット ホー ムぺ ージ への 援病や i ちード ジール さ 宿な 
どを 巧って ください。 

(( C 适值 中亿） [送ち 巧す ヴ 見つ 巧 U まだん] 

♦ 适 « 相手な 湿 誌で きな 巧った ときに 表示 ま 打ます。 

[を 信で きま だんでした] 

♦  I たー ドソー ル や SMS を 正常 C 送值 できな なった 場 含 C 表示 まれ 
ますので、 霉 おの 強いと ころで ち ラー 度 ソールを 送 這し 直して くだ 
ちし、 晩 巧を 植 錫して  <  ださい] 巧 あむ 杠て 表示 さ n ると きな、 巧 
巧の 慢 正を 巧って な 5 送 垣して  <  ださい。 

[8 亡ード t ジター ヴ爲 みあって います] 巧及朽 6 てき 巧 さ n ると き 
は、 しば 5< たって 巧 5 送 這し 直して < ださい 。また、 [送 宿 巧の 
ー ル 巧い っばいです] 巧 あむ 杠て 表示 さ 打る ときは、 送值 巧で 
ク:ー ルを 受口 おる こと 巧で きないた め ク:ー ルを 送® でき まだん。 
[その ソフトは » 巧です] 

♦  i アプリ 巧 夏を さむて いないため バージ ョン アップされ まだん。 
巧  P.214 

[ソフトに 廣 り？/ あります] 

♦  I アブリの デー タヴ 不正の たの ブクジ □ー ド や バージ ョン アッ ブ 
ヴで きま だん。 

[ソフトに 廣 り?/ おる ため ブ ウン □— ドで きま だん] 

♦  I アブリの デー タ巧 不正の たの ブつジ □ー ド や パー ジョンで ップ 

ヴ でき まだん。  _ _ 

[巧 あ 巧! ■では お U まだん] 

♦ ブつン □ー ドし よ ラと しち I アブ U 巧 FOMA 捕 末 I こ 巧 巧して いな 
いため、 ダ〇ン □ー  ドで きま だん。 


[ダ クン □ー  ド 巧みです〕 

• 同じ バージ ヨンの ソフ h* ヴ すで じ グつジ □ー ド さ ri ています。 

げ  P.214 

[ダ クン □ー  ドを 中止し まし だ 3 

• ブ クン □ー  ド 中に、 ブ クン □ー  ド 中止 揉 巧を 巧った ときに 表示 さ： n 
ます。 

[ダ クン □ー  ドで きま けんでした] 

[コンテンツ 不正の 巧め ブ クン □ー  ドで きま だん] 

• ブ クン □ー  ドす る データ 巧ない 运含 や、 データげ 正し  <な い 语含じ 
を 巧され ます。 夕つジ □ー  ドす る ことは できません。 

• 正しくない、 または 未 巧 あの おぶ であるた の ダつ ジ □ー  ドで きまは 
ん。 

[ただいま 利 巧が 巧 中の ちし ば 5  くしで 巧 5 ごが 巧 下ち い] 

•  I をード パク ット巧 額ヴー ビスを ご お 用の 場 含に 目 長り、 一巧 時萄巧 
E 著しく 义 S な データ 适僖ヴ あった ときに 表示 さの ます。 一巧 時 国 
接続で きな < なること 巧あります ので、 しば 5< たって な 5  i 
ドを ご あ) 用  <  だ ミい。 げ P.144 
(ホみ 读适运 中に） [や 的し ました] 

[送 爲巧字 巧 見つな y ま はん。 統 けます 巧？] 

[巧站 じち 巧し ま した。 爲ヴ ます ヴ？] 

•ホみ 場 适« を 中止す る 摸 作を したと き C 表示 さ 0 ます。 巧 ^P.292 
• 通 « 宿 手巧提 患で きな 巧った とき じ 表示 さ ri ます。 [ない] を 違 巧す 
ると、 ち ラー 度 やり 匡す こと 巧で きます。 げ P.292 
♦ホみ 综适® ヴ正 淀に 巧え ななった とき C 表 巧ち のます。 [はい] を 選 
巧す ると、 ち ラー 度 や U 置す こと 巧で きます。 巧 ^P.292  _ 

[流 巧 与 18 目ヴイ ブを 超を るた め 流は でき まだん] 

• ヴ イブを 超えて いるた の 流 巧で きま だん。 

本文を 削 おするな ファイルを 添が だす C 送 垣して < ださい。 

げ  P.173 

[入カ データ または LIRL ヴ長 すぎます] 

•テキつ ト ボックスな どで 入力 した 又ぞや UR しな どの 又す が 巧 多す 
ぎて 送值 でき ま はん。 

タミ 数を 減 5 して 巧 5 送值し 直して  <  ださし、。 


[A で データを ご运阻  <  だ ちい (205)] 

• サイ h* か インター みッ ト ホー ムぺ ージで 入で を 巧い を运 した あと 
C、 ヴ ーバヴ このの 客を リ t ット したいと き I こ 表示され ます。 

画面 上の 入力した 文ぞ かお 定巧 消去 ちれます (匡 前 じ 送 這した 巧 客 
はすで I こ送径 ちれて います)。 

[巧 紅 タイプ 区 ホ 巧 巧です (401)〕 

• 攝証 でき g： いとき にを 巧 ちれます。 

元の ページ C 房り ます。 
r 招な ざ 串 正しました r 

•湿 証 画面で [キ 户ン t ル] を遵 巧した とき、 または 画を 巧した とき 
C 表示 さむます。 

[バス フードを ご运ほ <だ5 い (が 1)] 

• 湿証函 面で 损証 できない とぎ じ 表示 ちれます。 

[毎ち 中止し ました] 

•  i アプリの ブ クン □—ド 時 C 保每 できな ウった 場合に 表示され ま 
す。 

[本体 巧の 客 涵ヴい っばいです。 空 さ 巧ない ため、 これ tu： を 笛で ちま 
だん] または [FOMA 力ード (UIM) の 琶爵ヴ いっはいです。 をき ヴ ない 
巧め、 これ W 上 S 值で きま だん] 

♦  FOMA 節 末 (本体) と FOMA 巧-ドの 客き 巧い っばい のとき I こ 表 巧 ミ 
むます。 巧規じ SMS 受运 でき ま杠 A/oFOMA 筛 (本 巧) ヒ FOWA 
万ード 巧の 未読 i  t— トソー ル/ SMS の植捉 (げ P. 175、 P. 193)、 
な 受 お 除 (げ P •巧 3)、 不要な i  t- ドソー ル/ SMS の 削 お 

(げ P.183、 P.194) を 巧って  <  ださい。 

[ホを 运 BOX ヴ いつ ばいの ため、 捏拉 でさ まだん] 

• ホ 送 毎 ジー ルの 空き エリア ヴ ないた め 亡君 f 規ジー ルを イ乍 成で きま 
だん。 

未 送 毎ジー ルを 送值 または 削 おしてな 5 巧 巧し 直して < ださい。 
げ  P.174、 P.183 

[巧 助) な データを 愛运 しました 巧 00] 

[巧 巧な データを 愛 這し まし だ (302)] 

♦ 受 這した データ I こ エラー 巧 あるた の 表示で きま はん。 

受 毎した データは お 裏ち むます。 


付録 \ か 部 おお 連な/困 0 たと きには _ 
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[ソッ t ー シヴ いっ ばいです] 

• な淳巧 •:^た リ のをき 容备ヴ な  < 、保 送 ちれて いない K 試 文ー ルな 1 
件ち ない とき C  i  t ー  ド ジールを 受« しで 場合、 [>4 ッ t ー ジヴ 
いっぱいです] と 表示ち む ます。 受运売 3 函 おごは イキ 数 [0] と 表示 
ち 〇 ます。 

[ソ ちリ不 まです] 

• ベ 亡。 ヴ 不足した ため、 ソフトを ミ 巧で きま はん。 

• 夕亡 U 不足 巧 黄を したたの、 処涯を 中が します。 賴 お I こ 表示され る 
ときは、 一度 羣 源を 入 打 匡して  <  ださい。 

[ソ ちリ 不足です。 フル ブラウ ヴ タニ ユ ーC* ります] 

• フル フ ラつ ザで インター:？ ット ホー ムぺ ージ を 表 巧 中 巧 
不足した ときに 表示 ま 打ます。 この 语 含は、 [お 紐] を遵 巧して  <  だ 
ちい。 開いて いたす ベての クイン ドつ 巧 終 3 します。 

【居 ■ヴ不 十 巧です。 化の 画面 夕 e を 上 •きしますな？] 

• 登録す る 画面 たの 客备ヴ 指を した 画面 ジモ よりち 乂き いとき じ 
表示 さむます 。[ない] を 道 巧して 上 » きする 画商 ソ t を 違 巧し ま 
す。 違 巧した 時 おで、 その 画画イ t な 削除 さ ri ます。 [し ル \ え] &遵巧 
すると、 ヴイ h* か インター ネッ h* ホー ムぺー ジの表 巧 画面 C 房り ま 
す。 

[巧 巧 巧に よる 巧巧驾 錠の トルた の 有を 試 取 巧 おを 利 巧し ます ヴ？] 

• 有を) 試 配 チェックを [OF 鬥じ 段: 巧して いると きに 輛 みおり 巧で 目 
動 爵取裙 目 目を 利 巧 しようと した 場 含 亡 表示され ます。 [はい] &遵巧 
すると 白 動 M 巧 チェック 巧 [ON]  cia を さ の、 白を! 統取巧 乾 ヴ利巧 
可 船 こなります。 げ P.228  _  —  _  _ 

[て) 么 Cine •わ" 巧の 夕ー ルザ 混み 含って いるた め、 を 信す る こと ヴで 
きま はん （巧 5)  Unable  to  send.  "OAD.ne.jp^is  not  available 
temporarily.] 

X ド タイン 名は 送值巧 E ぶりを 巧 巧 異なります。 

♦  ◎想 お 情 巧 放 博、 またな 回想 巧 3E 常 じ 混み 含って います。 しば 5  く 
たって 口 5 送 倍し 匡して く: ださい。 


巧録 / 外が 瓶 お 連 巧 \ 困った ときには _ 
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■データ ボックス 巧 連 

[一 或 コピーで きま だんでした] 

•  microSD ツ ちリー 乃ー ドの C、F0MA  SHTOSi 政 化の 蘭 末 や バソコ 

ンで巧 巧した ファイル か フォルブ ヴ巧 在す る 每含じ 表示 さむる こ 
と 巧あります。  _  。  _ 

[この デ"ー タは 再生で きま はん] 

•  mi な oSD ソ モリー 乃 ー ド 巧の ラた •ホープ イを 再生し ぶ ラと したと 
きじ、 巧 巧す る 5 ユージ‘ ソク (を賣 制) ヴー ビスの ライ t ン 3 巧ない 
場合に 表示 さ； n ます。 

[この データは 再生で きません。 削な します 巧？] 

[この データは 閲 ちで きまなん。 削な します 巧？] 

• 曰 時 段: をヴリ t ットち 打た おとで、 再ち 制 坂/ 閲宾 制限の おる 
i  t— ショ ンや看 ラた フル® 電子 コミックを 再生/表 示しよ ラと 
したと きじ 表 巧 ちれます。 

•  FOMA 强末 (本 巧)© ラた •ホー ブイを 再生し ようとした ときに、 巧 
応 する 5 ユージ ック （会 ■制） サービスの ライ t ンス 巧ない 場合 じ 
を 示さ ます。 

[この データを 再生す る ためにな 日時 お まを して  <だ さい] 

[この データを 閲 H する ため ごな 日時 段を をして  <  ださい] 

♦ [稳巧 巧 お コンテンツ] フォルグ 巧の 再を 制 おの ある i 亡ー シ ョン、 
閲窝制 目 長の ある 霉子コ 5 ックを 再生/表 巧し よ ラと したと きに、 曰 
が •時刻 ヴ 正し <投 をされ ていない 場 含 E 表示 さむます。 

[この データを 再を する ためにな 自動 時刻 時差 巧 正を ON にし 時刻 巧 致 
を 取得して  <  ださい] 

♦ [移 巧 可能 コンテンツ] フォルブ 巧の 再生 お 順の ある 看うた フル® を 
汚 生し よ ラと したと きじ、 曰 巧 •時刻 巧 正し  <  おちさ 0 ていない 場 
ち 区 表示 さむます。 げ R309 
[巧を 巧 お 回 致な 巧 3 しました。 削な します 巧？] 

[頃 1K 巧 目 旨 回 a ヴ巧 3 しました。 削な します 巧？] 

•再生/ 閲黄 可能 回 致 巧 終 3 した i モーション わ 看 ラた フル®、 霉子 
コミックを 再生/を 示しよ ラと したと き C 表 巧 さ のます。 

ホ  P.164、P.298、P.309 


[再生 巧 目 目 期限 ザ 切む ました。 削 巧し ます 巧？] 

[閲 H 巧 目 目 お 限 巧 切れました。 削 巧し ます 巧？] 

• 再生/ 閲黄 期間 またはち 生/ 閲費巧 限 巧 お 3 した i 亡ー シヨ ンゃ 
着 ラた フル®、 電子 コミックを 再生/表 示しよ ラと したと きじ 表 巧 
さ 〇 ます。 げ  P. 1 目 4、 P.298、 P309 
[再を 巧 自目日 前です。 再生で きま だん〕 

[閲 H 巧 目 目 日 前です。 閲 R でき まけん] 

♦再生/ 閲黄 期間な おちさ む ている i  t ー シ ヨンた 看 ラた フル®、 霉 
子コ 5 ック を、 再生/ 閲黄巧 目 目 期茵前 C 再生/表 示しよ ラと したと 
き 区 表示 ミ ri ます。 げ P164、P298、P.309 
[(IP 谓巧 ヴ-ビ ：3 •毎 供き) 香) 巧を 巧® の e 巧ヴで さませんでした] 
•再生 期限 巧 切 0 巧 ラた •ホー ブイの 更資 fC ま 巧した ときに を 巧され 
ます。 げ P.309 

[ヴイ トヴ 移動し ま しち。 移 B 巧 じ 接続し ますな？】 

• 再生 期限 巧 切む た ラた •ホー ブイの 更新 時 C、 ヴイ ト巧 巧を! したた 
め UR し 巧 変更 さ ri ている とき C 表 巧 まれます 。[巧い] を 這 巧す ると 
移更]巧じ接統されます。巧^ド.309 

[OP  (巧 理ヴー ビス 涅巧 ま) 香) ヴ イト ヴ 移動して いたた め 更生 巧 限を 
まがで きま だんでした] 

• 再生 期限 巧 切む た ラた •ホーブ イ① 更新 時に、 ヴイ ト巧 巧を! したた 
め援爲 でさす‘、 再を 巧 おの 更新に 失敗した とさに 表示 さむます。 

げ  P.309 

[(IP 销 奇ヴ- ビス 涅巧 さ) 香) ヴ イト C 送 病で きな なった ため 禹生巧 
恨の 更巧ヴ でき まだんでした] 

•ちを 期限 巧 切む た ラた •ホー ブイの 更新 時に、 巧 5 巧の 原因で ヴイ 
卜 に 接続で きす‘、 再を 巧 目 長の 更新 亿巧 巧した ヒ きじ 表 巧 さ 〇 ます。 
ち ラー 度 接続を お試し  <  ださい。 げ P.309  t 

[(IP (巧 奇ヴー ビス 涅巧 さ) ち) ヴー ビス 未 登録です。 再生す るには ヴー 
ビス 登録 ヴむ妄 です。 ヴ イトに 运爲 しますな？] 

♦再を 期限 ヴ切 n た ラた •ホー ブイの 更新 時に、 IP (巧 或 サービス 提供 
窒) とホ窝 お) の 場 含 E 表示 さむます。 [はい] を 這 巧す ると IP (巧 報 
ヴー ビス 涅お 香) のヴ イト C 接続 さむます。 げ P,309 


[巧 回ち 生 時 C 泻生巧 坂の S 巧 おる いは ヴービ つ 登録を してく だち い] 
♦再生 巧 限の ま 巧 有 巧期菌 やの ラた •ホー ブイを 再生し よ ラと した 窗 
含、 表を ミ。 ます。 げ P.309  _ 

[驾お 残 ■巧 适 U まだん] 

• 霉巧 窝屋ヴ 不足して います。 わ ソラ t— ドを 起動で きま だん。 巧電 
してな 5 お 毎し、 <  ださし、。 巧 P-45 
[ホ 巧 巧 画を です。 函赁編 美で きま けん] 

♦ 画赁 データけ 正し <な いたの 編集 巧で ぎ まだん。 

[ツモ リヴい ごがいです。 こ 上 登録で きま だん] 

♦ データの コビー 中 C を 送 巧の!! 乂 登録 (保 淳) 件 » を 超えた ときに 
を 巧 さ 打ます。 すで C 登豫 (保 毎) きれてい る データの 中で、 不要な 
ちのを 排除した あと、 コピー さむな 口っ を データの コビーを やリ置 
してく ださし、。 

[ツモ リヴ かなくな っで います] 

♦  FOMA 捕 末 (本が) のをぎ ジ モリ 巧 かな  < なって いると きご、 を 止 画 
ちー ド/動 菌 t ー  ドを 起を したと き 亡 表示ち む ます。 

♦  FOMA お 末 (本体) の 空き ソた リヴ かな  <  なって いるた の、 現を ①設 
巧の ままで 适 巧した 画 倭を 保を する には、 すで C 保を さむて し 巧 則 
の ファイルを 削除して をき エリアを 请 やす 必要 ヴ あります。 

[リンク 設を データな をる ため 一扭 削な できませんでした] 

♦ フス ルタのを 件 削な 時に、 待 愛 函面や 着 «宫 などの 客種 推 お C 段: を 
ち 〇 ている ため 削除ち 打ない データ 巧 あった 塌 含に 表 巧 さむます。 
げ  P.287 

♦  xxxSHARP/xxxSHJJF/PR し XXX などの フ オルダ 巧じフ 7 ルタ 巧ち 
巧す る 每含じ 表示ち むます 。バソコ ン などで 該当 フス ルタを 削除す 
る 巧、 microSD 夕亡 U — カードを フ オー 7 ツ h して  <だ さし、。 

巧 P.2 另 3 


付録/か 部 推 お 連が \ 困 0 たと きには _ 
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■ マルチ アシスタント （マルチ タスク） H 連 


[これ W 上捏 曲で きま だん] 

にれ W 上捏 曲で きま e/vcMULTi ポタンを 巧して 巧 目 g を お 3 ち e て 
< ださい] 

• 起を できる 最大 數の巧 86 巧 起動して います。 

毎って いない おおを 終 3 さはて な 5 再度 餐 巧して < ださい。 

[巧に お 苗) 中です。 ミ 巧 やの 巧 おを お 3 しが 規起 おしますな？] 

• すで I こ 起動して いる 巧 86 を 進 巧した ときに 表示ち 0 ます。 すで I こお 
動 中の お 目 目を お 3 さちて 巧 規じ起 おする 巧、 起動 やの 画面 E 切 U 替 
えるな を ま 巧で ぎます。 

[■巧 ヴ受 U ません。 保存し でい ない データぶ を 〇れ ます。 面 巧 中の 巧 
おは 巧 3 します] 

• 霉源巧 切： n そう E なると 表示 さ 0 ます。 巧霉 してく だち い。 

げ  P.4 己、 P.49 

[同時にが 巧で ぎない 巧 能を 活巧 やです。 超 動で きま だん。 MULT1 ボタ 
ンを 巧して « 能を お 3 さはで  <  ださい] 

♦ 同時 使 巧 巧で きない 巧 能を 起動して います。 

巧 やの 稽 おを 巧 3 さ だてな S 再度 操 巧して ください。 

■ワン 七 グ H 連 

TiriicroSD ゴ ホ} i へのた め 録画で きま けんでした] 

♦ ビデオ 録画 開始 時に mfcroSD 夕 たリー カード ヴ 挿入 ミ n ていない 
とき I こ 表 巧 ミ n ます。 げ P*275  _ 

【microSD ヴネ！ I 巧 中の た 面で* ま だん でした] 

♦ ビデオ 録画 開始 時に rnfcrC)SD*>i5 リー カードを 利 巧して いたと き 
E 表示ち むます。 

[巧* ヴ ないた めな 存で さま だん] 

• データ® 送のを 画面 表示 や C を 止 画 録画し よ ラと したと さ C 表示 
妄 打ます。 げ P.241 
[この チで ン 3 ルは 愛 信で きま けん] 

• 巧 送電 波 困 外の ため 受僖 でき まだん。 [国 III] ヴミ 巧され ると ころ ま 
で 移 を して ご 利 巧  <  ださい。 げ P.237 


付録/外部 做 巧 連 巧 \ 困った ときには _ 
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f この チで ン 3 ルは 放ち 化 止 中です] 

• 放送 化と 中の ため 登 信で ぎ ま 杠ん。 

•巧 送笔 巧の 受 a が 巧 C ぶって は、 放ち 中で あってち 放を 化 止 やと 表 
巧ち 打る こと 巧 おります。 

[このま 巧は 设面窝 とです] 

• 番销 巧摄画 禁止のと きじ 表 巧 さ ri ます。 _ 

[指を のま 巧を 逞局 でき まだん] 

•指ち した チ f ジみ レヴ 検出で きな ウっ たと きか、 肋き 電波 苗み のた 
め受 這で きないと き C 表 巧ち のます。 

[« お 残 ■巧がない ためこれ 切 上 » 画 できません] 

• 録函中 じ 電池ち 登ヴ かなく なった ときに 表 巧 さむます。 

了 放送 由が のた め 综函 でさ まだん 了 

• 巧を 笔ぶ担 外の ため 録画で ぎ まだん。 [因 III] なを 巧され ると こ 5 ま 
で 移動して ご 利 巧 < ださい。 げ P.237 

了 ツモ 不 是の洁 ^^函^3*  Cl すつ 

• 録围中 じ microSD ジ モリー々 ー ドのを ぎ客呈 巧な  <  なった とき じ 
を 示さ 打ます。 

下 ツモ J 客 ■不是 の 這み 接 竜で 客ません でし 彦] 

•  FOMA 掃 末 (本体) の夕 t リ のをき 客屋ヴ ないた め、 唐 止 画 録画を 保 
每 できない とき I こ 表示 さむます。 

•  mi な oSD ジそリ "乃ードの 空き 容呈ヴ ないた め、 ビデ; T 録画で きな 
いとき I こ 表 巧され ます。 

[育 巧 w® ヴ 巧れ でい ます] 

• 有効 巧 P 長ヴ 巧； n ている テし ビ リンクを 這 巧す ると 表 巧 まれます。 
げ  P.246 

[録画 禁止の 丢巧ヴ 巧 巧され ました 録画 巧 3 します] 

♦ 録画 中 I こ 錄函禁 との 至 組な 関 おさむ 巧と きに 表示 さ 0 ます。 

■ その 化の ち 示 

[SSL 這 僖ヴ規 巧) C おを ちれで います] 

♦ ソフ h* ウェアの 更新 時、 SSL 泣 明 « けち 巧 じ おを さ 打てい ない とき 
亡 表示 ちれます。 [紅 巧 •おち] で 証明ち 1 〜 13 の すべてを 有 巧に し 
で  <  ださし、 げ P.16Q   


[SSL 這 信を 切断し ました] 

• ソフトウェアの 更新 時、 FOMA 施 末の 日が (巧 月日) 巧 正し < おちさ 
〇 ていないと きじ 表示 さ?! ます oFOMA 端末の 日時 投 巧を 巧って く 
ださし、。 げ P.50 

【カタ ラを 投了 します。 しば 5<  してな & お 度い くだち い] 

• たべ ラを 長時間 連続で 犀 用して、 FOMA 捕 末 わ 巧 ソラ 周边 部の 温度 
ヴ高  <  なった 場 含 E を 巧され ます 0 しが 5<  たって な 5 巧 タラを ご 
ネリ 用  <  ださい。 

了 お 巧 巧 中のを め运 if で S ま e ん でしち  1  ■ 

♦化の » 能巧势 7 ミ 打てい るた め、 予 側す 刻に ソフトウェア 更 巧を ミ 
巧で きま 杠ん でした。 卽時 更新を 巧 ラな、 別の 日時を チ 巧し 置して 
くだ ミし、。 げ P.429 

【なだい また ラを 利 巧で きま はん] 

♦ 高温 下 C て 保 营さ〇 ていた 場 含な ど、 わ タラの 周辺の 湿度 巧 高く 
なって いると きに 巧 ゴラを 起動し よ ラと した 場 含に 表示ち むます。 
しば 5  くた ってな 5 た ソラを ご 利 巧  <  ださし、。 

• 巧 タラの 摄巧 画面 巧 表示 さむて いると きに 看® など 巧 発生す ると、 
辖お 制限 C よ U を 巧ち 〇、 カ ソラな 巧 3 する こと 巧あります 。この 
場合、 再度ろ ソラを 起動す ると 活巧 できます。 

♦霉記 おわ ソールな ど 巧 色々; > (ラを 起動した 直後に FOMA 搞 末を 閉 
U ると、 FOMA 規 末を 開いた ときに 表示 さ 0 る 場 含 巧あります。 再 
度 ウジ ラを 起動して ください。 

[a«c 夕的 しました] 

♦ ソ 7 トウ ェアの 更新 巧で きな 巧った 場 含に 表示ち のます。 

再度ソフトクェア更巧&実巧して<だまい〇巧^ド.429  _ 

[霉お 不足です。 フル 巧霉 して  <だ さい] 

• ソ 7 卜つ エアの 更新 時、 霉お残 ミ 巧 [国]、 〔国] のとき I こ 表示 ちれ ま 
す。 [回] になる よ ラ じ巧電 して  <だ さい。 巧" P.45 


t ファイルの 巧容巧 正し < ないだ めき 巧で きま だん 3 

♦  mi な oSD ソた リー カードの 营理 情裙フ ァイ ルげ 正しく あリ まだん。 
microSD ツそリ "々ー ドの 空き 客 星 巧な  < 、善 适巧澡 巧 正し  <  ま 巧 
ま 打な なった 可 おな 巧 あ U ますので、 不要な ファイルを 削除して 
microSD ソ モリーわードの 空ぎ 客 星を 作り、 r 善涯巧 揉①更 巧」 を 
巧って  <  ださい。 巧" P.285 

[フ オー マット でぎ まだんで しだ] 

♦  microSD ソそ リーで ー ドの 涅預 によって 巧、 き 作樓巧 澤お自 gC 巧 巧 
していな いため 表示 ミ 打る こと 巧あります。 microSD ソた IJ- 方一 
ドを 揮 入し 直す とこ 馆用 いただ C る 場 含ち あります 巧、 その 

mi な oSD ソ をリー 乃ードな FOMA サボー ト 巧を となって いないた 
め、 データの 巧 巧 か コビーな どのな 証は いたし か 口ます。 巧 ^P.284 
[巧 巧な データ ヴ 含まれで います。 一部 送运 でき まだんで しで] 

♦ お 黄な り t ンター と FOMA 辭末 (本体) 霉 記 庵の 更新 時 わ； -ル① 
送 巧 保存 持に、 FOMA わード を 巧が 目 長な 鉛 ミミれ た 函赁を 削 おして 
送运 したと きじ 表 巧 ま 打ます。 

[ツモ リ不 をのた めビ クチ わー コール 画 1S を 愛 宿で きま だんでした] 

♦ お 預ヴレ Jt ン ターと FOMA お 末 (本が) 霉話 眼の 更新 時、 FOMA 蹄 ホ 
(本が) の 空き リヴ 少ないた め 函读ヴ 保 毎で ぎな なった ときに 
を 示さ 打ます。 


付録 \ か 部 お 器 連 巧/困 0 たと きじは _ 
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巧 証と アフターサービス 


•  FOMA 銷 末を お買い上げい ただ  <ヒ 、巧 話* ヴ巧 いています ので、 
必 ザお受 ID ■巧 U< ださい。 記な 巧 客 おぶ ぴ f 巧 売店 さ •お資 い 上げ 
曰』 などの 記® 事項を お话ヴ めのうを、;*; 切 じ 保 含して  <  ださし、。 

む 要 事項 巧 記 C さ 〇 ていない 場 台は、 すぐ I こお 買い上げいた だいた 
お 売店へ お申し 巧け < ださい。 

無な 保 紅 巧 闇な、 お實い 上け 曰よ kj 1 ホ 間です。 

• この 製扁は 付属 湿を 含の、 改良の ため 予告な く 裝晶① 全部 またな 一 
部を 変更す る こと 巧あリ ますので、 あ 5 なじめ ご 3 承く ださい。 

•  FOMA 銷末① 故障 •慢逸 やその 他 お配り 巧い C よって 霉話 帳な ど E 
登豫 まむ たの 客 巧を 化 •消失す る 場 含 巧あります。 万ヴー C 憤え、 電 
話 娘な どのの 客は ソ t など C 搜 えを お 巧り < だ ちる よ ラ お願いし 
ます。 また、 FOMA 捕 末の 层理 などを 巧った 場 含、 i た ー ド •  i アブ 
リ じて ダつ ジ □ー  ドした 请畢 は、 一部を おき 着 作 毎を I こよ U 優适済 
みの FOMA お 末な ど C 移行を 巧って おり まだん。 

※本 FOMA 節 末な、 霉記 恨な どの データ や i モーション、 i アプリの 
ネリ 巧す る データを microSD ソち リーたー ド じ 保存して いただ  <  こ 
と 巧で きます。 

^ 本 FOMA 銘 末は、 霉お婚 お預な U ヴー ビス (お申し 边 みなむ 要な ち 
がヴー ビス) を ご 利 巧いた だ  <  こと C より、 電話帳な どの データを 
お 預ヴり t ンタ ーに 保璋 していた だ < ことなで きます。 

^ パソコンを お 巧ち の 場合は、 ドコ t ヴー タイ datalink (巧 P.376) と 
FOMA 巧 羣お旨 I 付 USB 接続 クー ブル 01/02( 則 荒) または 
FOMA  USB 沒病 クー フル (剔 売) を ご ネリ 巧いた だ < ことじぶ U、 笔詔 
帳な ど C 登録ち むた 巧 客を バソコ ン 亡を 送 •保管して いただ  <  こと 
巧で きます。 


巧録 / 外部 做 器 連 巧 \ 困 つたと きじは _ 
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■M 子が 8 い 場合は 

優适 を巧預 される 前に、 この 巧 扱 説明 •の 「巧 障な な？ と 思った 5、 ま 
がェッ ク」 を ご 黄 C なっ て お 萬べ  <だ ちし、。 

そ 打で ち 調子 ヴ良  <  な いとき な、 お抵 説明 » 裏面 •巧 博 お 間い 含む 杠 
巧 I こご 運 括の ラを、 ご 宿 段く ださい。 

■ お间い 合わせの 提ま 、修理が 化 S な 4 を 

ド〕 亡 指を の 故障 取圾杳 □にご 授 きいた だきます。 ただし、 放 房 巧を 
察 □の 営業 時茵 巧の 受巧 とな U ます。 また、 ご 巧ち 時 I こは 必す保 紅 ま 
を ご 持参く ださい。 

巧 泣巧岛 巧は 

• 巧 証 » の規を C 基づ ま 巧が で 慢挂を 巧い ます。 

♦巧 障優适 を 実 おの 塚は、 必ザ保 記 •を お 巧ち  <だ さい。 お 註 巧 国 巧 
であって ちな 証 » の 透巧ヴ ないちの、 お 客 樣のお 取 U 汲い 不良に よ 
る甜障 •損傷な どは ちが 優适 とな U ます。 

• ドコ t の 指を 政 かの 棟 器 およ ぴ消揉 品の 谭用 I こお 因す る 巧 障な、 保 
钮巧围 巧で あってち 有料 修理と なります。 

♦お賣 い 上げを の巧異 画面 •コ 3 クタな どの 破 潰の 場 含は、 ちが 優适 
とな U ます。 

む下 の 巧ち は、 巧理 できない こと ヴお U ます。 

か 涌れ シール ヴ 反応して いる 場合、 なおの 精果 、水 需む •链霉 •汗な ど 
C よる 巧 實巧舜 見さ 打た 場 含、 および 巧 部の 憂 巧げ® 損 •変 おしてし、 
る每 含は 慢洁 できない こと 巧 あ U ますので、 お 5 なじめ ご 3 を厲 いま 
す。 なお、 慢洁 をミ旋 できる 場合で ち 保証 巧を 外 じなります ので 育な 
優 透と な U ます。 

巧 泣 巧な ヴ巧 ざたち さ 13 

ご 要望 C ぶ U 有料 慢涯 いたします。 


巧 远の 巧ち 巧 巧は 

FOMA 箱 末の 请慢巧 住 お 部品 (ち おを 帯 巧す るた のじむ 要な 部品) の B 
化 保有 巧 聞な、 K 品の 興 [這む ち 切りを 6 年 国を 基本と して おります。 
ただし、 な 廣窗巧 C よっては 慢通 部品の 不适 など じより 慢廷ヴ できな 
し、 每含 ちご ざいます ので、 あ 5 なじめ こ 3 承  <  ださい。 また、 保ち 巧 間 
巧 経 遇した おとち、 故 居 黄 巧 じよって な 侵 逸 可能な こと 巧 あ U ますの 
で、 昭投說 巧 •裏面 •故廣 お問い 含 わち 巧へ お 間い 含 わち くださし、。 

■おがい 

•  FOMA 路末 および 巧属 品の 巧 造な おやめ  <  ださい。 

■ 义ぶ •ヴヴ •な 度の 原因と な U ます。 

■ 改造 巧 施さむ た « 器 などの 巧 障慢逐 な、 改造 部ろ を 元の が 寒 E 房 
す ことを ご 3 をいた だいた 上で お受けいた します。 ただし、 巧 造 
の 巧 客 じよって な 巧 障 慢适を おがりす る 場合 ヴ あります。 

む下 のよ ラな 場 含は 巧 遣と みなさ n る 语含巧 巧 U ます。 

- 液晶 部 や ポタン 部 ごシー ルな どを おる 
- 接着剤な ど C より FOMA 規 末に 装飾を 施す 
- 外装な どを ドコ f 视正品 W みのち のじ 巧 おするな ど 
■巧 造 巧 原因に よる 巧 障 •損 巧の 場 含は、 巧 記 巧 聞 巧で あってち 有 
料 候涯ヒ なります。 

•  FOMA 猜末 I こおが ミ 打てい る銘版 シール 13、 はヴ さないで くだ ミい。 
■銘版 シールには、 巧 铜畳宰 を 溝た す 証明 »の 役 到ヴあ お 

シール 巧な 意 じは ヴさ n た U、 お U 替是 5 打た 場 含な ど、 銘版 
シールの 巧 客 巧运紹 できない ときな、 巧 術 甚宰適 含の 判斷ヴ でき 
ないた の、 巧 障 慢适を お受けで きない 場 含 巧あります ので、 ごを 
意 お います。 


技術 基 華 通 含 韶記淀 

• 各 佳 おおの 設ミや a 兵 通話 時間 rd： どの 巧理 は、 FOMA 强 末の 巧 居¬ 
候 谨わ その他 お 巧り 投い  C  よって クリア cut ット）  まむ る 语含巧 
あ U ます。 

■おき 数を おな C します 巧、 この 塌 含な 再度 投 をを 巧って  <  ださる 
よ ラ お願いいた します。 


♦  FOMA 猜 末の 下記の 适和 こ、 お 気を 発を する 部品を 语 巧して いま 
す。 キ ッ シ ユ 巧ー ドなど、 を気のを尝を愛けわすいちのを巧づけ 
ますと 乃 ー ド巧库 又な  <  なること ヴ あります ので、 ごを 意  <  ださ 
い。 

■度 巧远 巧; ス ビーた、 愛 話 □部 

♦  FOMA 規末巧 無 n たり 湿を をを びて しまった 場 含は、 す  <に霉 源を 
切って 霉お バックを かし、 お早め C 故障 取圾杳 □へ ご 菊ち くだち 
し、。 ただし、 FOMA 捕 末の が 勘 こよって お 埋 できない こと 巧 ありま 
す。 

■  / モリ ダイヤル (« 巧 保 機巧) および ダウンロード 情 « 
などに ついて 

♦お 客禄ご 自身で FOMA 端末な どじ 登な さ 0 た 请果巧 客な、 則 じソた 
を おるな どして 保营 して < だち るよ ラお廣 いいたします。 W 報の 客 
の 恐 じ、 消失 C 閑し、 当社な 巧 15 の 裏務を 負り ないちのと し、一 切の 
■巧を 負い 巧む ます。 

♦  FOMA お 末を 樓種 変更た 巧: 障修涯 をす る廣 じ、 お 客 禄巧巧 成さ n た 
データ またはみ 部む 5巧 リ应 まむ た データ あるいは ダウン □ー ド 
ま 打た データな どけ 変化 •消 まな どす る 場合 ヴ おります 。こむ 5 じ 
ついて 当な は 一巧の 貢 任を 負い まだん 0 また、 当社の 莉含 ごよ U お 
客禄の FOMA 輔 末を 巧 客 品と 巧換 する ことじよ リ慢连 じげ えさ だ 
ていた だ  <  場合 巧あります。 本 FOMA お 未は FOMA 筛末亡 ブつン 
□ー  ド ちれた 函读 •着信 □デイ を 含 C データ およ U お 客绿巧 作成 
ま 打た データを 故障 慢涯 時に 限り 移し替えを 巧い ます (一部 移し 替 
えで きない データち あ U ます。 また、 巧 障の 程度 ごぶって は 移し 替 
えで きない 場合 ヴお tj ます。)。 

^  FOMA 辭末 E 保宮 さむた データの 客 星 じぶ t)、 巧し 曾 そ C 時間 巧な 
巧る 语含 ちし < な 巧し 智 えげ できない 場 含 巧 ございます。 


付録 \ か 部谋お 連が \ 困 0 たと きじは _ 
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ご 巧 巧 やの FOMA 端末 じ おいて、; > (—ル 送 愛 值た函 富 •;> (□デイの プウ 
ン □ー  ドな どヴ 正常 I こを 作して いる 巧を、 お 客 樣ご目 貴で ご话紹 いた 
泛 なます。 


n •^卜 ■亞 B ち IN に 〇 い 

結^ 蝶觸徽 

TOP 函面 

r  I ち ー ド 巧 房な 巧ヴイ ト」 への お統 万を 

i ちード ヴ イト： [i  Menu]  ► [お 知 5 だ] ►[ヴ ービ 
ス •巧 旨 引 ►[; 亡 ー ド] ►[> ち ー ド 巧障該 が] 

•  i  t— ド 故 居 診断の バヴッ h* 通® 料な 巧 料と な U 
ます。 

• 巧み 方 5 のアク t スの場 含は ち おとなります。 

•  FOMA 辭 末の «逢じ より テス h* 頃 目は 興なります。 

また、 テスト 項呂 はを ま I こなる こと 巧あります。 

• 备 テスト 項目で を 巧を ご涯絕 する 際は、 ヴ イト 巧の 注意事項を よく 
お読み C なリ 、テ 3 卜を 巧って くだ ミい。 

•  I  t ー  ド 放 盾 該がヴ イトへの 接続 および ソール 送信 テス h* を 巧 ラ 
» に、 お 客 塚の FOMA 端末 固有の 巧虽 (機涅 S や ツール アドレスな 
ど) 巧自 巧 的 C ヴーバ Ci た ー ドな 障 診が ヴ ー/ 01 こ 送 值さ〇 ます。 
当社な 送 毎 さ n た 谓番を i  t— ド 故障 診 的 U 外の 曰 的 C な 利 巧し、 
たし まだん。 

• こ 宿 錫の 诘果 、故障と 眾 われる 場 含は、 巧巧 説 巧 » 実 面の 「巧 障 お 巧 
し、 含む だ 巧」 まで お 間い 台む だく ださい。 


因 S 

ヴイ ト復爲 巧 
QRD  -  K 


モー 巧 »» 巧 サイ 


巧な/外が 傑 器 連 巧 困つ たと きじは 
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FOMA 銷末 ①ソフ h ク ェアを き 新す る 必要 ヴ あるな ど ラヴ ネット フー 
クじ 接続して チェックし 、必要な 場 含に な バクッ h* 通 僖^ を活 って ソ 
フ h •ウェアの 一部を ブ クン □ー  ドし、 ソフトウェアを 更新す る 巧 おで 
す。 

X ソフ h* ク ェアき 新を 巧ラ塌 含の バクッ ト适僖 がは おおと なります。 
ソフトウェア まがけ 必要な 場 含は、 ドコ ちの ホームページ おぶ び 
I  Menu の 「お 知 5 だ」 C て ご 宾巧さ だていた だきます。 

まち、 更新 あ 知 5 だ受值 おち (げ P.429) を [有 湖に 鉛 否して お くこと 
で、 ソフト ク ェア 更巧ヴ 必要な 場合、 更 巧の お 知 5 だを 受运 する こと 
巧で きます。 

ソフトウェアを 更君 f する ごは、 r 即時 更巧丄 r 予 のま 巧」 の 2 つの 巧を 
巧最 ります。 

削 時 更新： 更新したい ときす < 更新を 巧い ます。 

テ 約 更新： 夏 巧したい 日時を チ 約す ると、 予 お) した 日時 E 自動が! じ 
ソフト ク エアな ま 巧 まれます。 


k";  r  化 i 

♦ ソフトウェア ま 巧 やな 霉巧 バックを 化ち ないで くだち し、。 更新 C 
巧 巧す る こと 巧史 ります。 

• ソフトウェア ま 抑ん FOMA 琉未じ 登録ち n た笔話 候、 カジ ラ 画 
資、 プつン □ー ド データな どの データを 巧した まま 巧 ラ こと ヴで 
ぎます ヴ 、お 客 揉の FOMA 强 末の 状態 (故障 •破損 •化* 〇 など) C 
よっては データの 保 ま ヴ できない 場台ヴ ございま すので、 お 5 巧 
じめ ご 3 承 巧い ます。 む 要な データな バックアップを 巧って いた 
だく: ことを おすす のします 。ただし、 ダ クン □ー  ド データな どバッ 
ク アップな 巧むな い データ 巧あります ので、 あ 5 なじめ ご 3 承 房 
います。 


•  I たード 設: ちの 接続 巧 這 巧を ユー ヴ接爲 巧 [こ設 をして いる 場 含ち 
ソフ h •ウェアを 巧を 巧 ラ こと 巧で きます。 

• ソ 7 トウ ェア 更 巧を 巧 ラ 際は、 羣ミ 匹を フル 巧霉 して おいてく 泛さ 

い V 

• な 下の 場 含な ソフトウェアを ま 巧で きま だん。 

■  t ルフ モード や  ■通話 や •因み じいる とき 

■外部 お 誇と 接続 中  ■お まな e □ック 中 

■ ブール □ック や  ■おお 别 □ック 中 

■ 日が •時刻を 正し  <鉛 至して いないと ミ 
■ ソフ h* ク I ア更巧 じむ 要な 霉お 残备ヴ ない とぎ 

• ソ 7 トウ ェア 更新 (プ クン □ー  ド、 ち 撰え) じは 時間 巧 ロウる ことけ 
あ U ます。 

•  P1N1〕ー ド ON/OFF 教ミ をに N] じ お 巧 中 C ソフトウェア 更新を 
実 巧す ると、 ソフトウェア ミ 換え 終 3 後の 目 動 再起を 時 じ 円 N1 
コード 入力 画面 ヴ 表示 さ?! ます。 正しい P1N1 コードを 入力し ない 
と、 羣 話の 穿 «、 看运 、各種 适«按 おの 揉 巧 巧で ぎ まだん。 

• ソ 7 トウて ア更巧 やは、 笔 話の 舞 «、 看运 、各種 适«按 おおぶ ぴ 、そ 
の 他の 巧 おを 利 巧す る こと 巧で きま だん （夕 つン □ー  ド 中は 音声 着 
运巧巧 おです )0 

• ソ 7 トク ェアの 更新の 辑 口す、 ヴーバ (当社の ヴイ りへ SSL 通值を 
巧い ます oSSLiI 巧 » を 有 知 にしておく 化 要け あります (あ 賣い上 
ヴ 時な [有 巧]] C 投 をち 〇 てい ますげ P. 160)。 

• ソ 7 トク ェアき 新は、 霉 巧な 強く、 アンテナ 7 —  クヴ 3 本を 示 ミ 打 
ている が おで、 移動 だ •すじ 実行す る ことを おすすめ します。 

※ソフ h* つェ アブ クン □ー  ド 中 E 羣 液が お 巧 悪く なったり、 グつン 
□ー  ド 巧 やとち むた 每 含は、 再度 電® が おのぶ い 場 巧で ソフト 
ク ェアき 巧を 巧って  <  ださい。 

• すでに ソフトウェア 更巧范 みの 場 含は、 ソフトウェア 更新の チ エツ 
ク& 巧った 爆 じ [き 巧な む 雲 あ U まだん。 このまま ご 利 巧  <  ださし、] 
と 表示され ます。 


♦ ソフ h* ウェアき 新 中 C を 這 さむて きた、 i たード ソー ルた ソッ t  — 
ジ a/FS  I 亡ード t ジター じ SMS 巧 SMSt ジター じ 累营 さむ ま 
す。 

♦  i  t  — ド t ン ター じ！ 亡ー ドソー ル か *>4 ッ t ー  ジ R/F 巧な 营ち n 
ると 〔回]/ [巧]/ [正]] 巧 表示 ミり ます ヴ、 ソフトウェア 更巧① 再 
起動時 I こ 消えます 。また、 *>4 -ル邊 巧 愛值を [ON] じ設 巧して いる 場 
含、 ソフトつ ェア 更新 や C 式ー ル 巧 届  <  と 、ソフトつ ェア 更新 衡こ 
ツール 巧 ある ことを 适姑 する 画面 ヴを巧 さむない こと ヴお U ます。 
i t— ド t ンター じな 保 营ち〇 ています。 

• ソフ h* ウェアき 新の 厲 、お 客绿の F0MAM 末 固有の 情報 (構 径わ製 
造番呈 など) 巧、 目 を 的 C ヴーバ (当な ヴ营谨 する ソフトウェア 更巧 
用ヴ ーバ) に 送僖ミ n ます。 当社な 送值ミ n たち 津を 、ソフトウェア 
ま 巧 W かの 目の I こは ネリ 用いた しま だん。 

• ソフ h* ウてア き 新 C 夕 的した 場 含、 [» 換え ホ賠 しました] と 表示ち 
〇、 一切の 揉 作 巧で きな < なります。 その 場 含 I こは、 义変お 手数です 
巧 ド コモ 指を の 故障 取圾杳 □まで お越しいた だきます よ ラ お願い 
いたします。 

♦巧みで 巧ソフ h* ウ： L ア きがを ご ネリ 巧で さま だん。 

• ソフ h* ク エア 更新 中は、 巧 聴 子 約 アラーム 、録画 予約 アラーム 恩 お 
巧し まだん。 また、? 見 晒 •摄 画ち 開始 さむ まだん。 


UUSV 


;ア ち ibo おならせ する 


あ 5 むじめ 更新 お 則 色 だ 受« おちを [有 巧] C おちして おく ことで、 ソ 
フ トク エア 更新け 必要な 場 含、 巧受 画面 C 更 巧の お 知 5 だ [ソフト 
クェ ア 更新 活 錫む 要] を 表示し ます， 


カスタム メニューで [設定] ► [一 沿を を] 
ウェア 更 巧] 端末ち なまちを 入力 


[ソフト 


付録 \ 外部 おお 連 巧/困 0 たと きじは _ 


巧 ぺージ へ 巧 <*;  429 


[ちが お 巧ら せまち 設 を] [設 をを 更] ► [ち 巧] ► 

[OK] 


奇 ジ王 

巧  1.11  <•  ...,► 

を お a' み。 い ホウ 

卡 

6  〇 印 

ffiSS  奇 恒 
します 


f  r ンピル 


I •み t, 化 <  :ソ I 
を おお ザ？ "ロ パリ 


4 が/巧が 瓶 巧 連 巧 \ 困 つたと きじは 
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• 設を巧 客を 涯紹 するとき： [設巧 活紹] ►  [OK] 


• 更新の あ 知 5 だな、 お黃い 上げ 時、 またな 巧の 場 含 C 表示 さ： n ます 
(お黃 い 上げ 時 じな 表示ち ri ていない ことち あ U ます)。 

■ ド コモな 5 适知巧 あった 适含 
■ ず 巧更劳 ic 巧 巧したり 、巧り 消した 場 含 
■ データー 活削 なを 巧った 适含 

■ ソフトつ エア 夏 巧を 中 巧した とぎに、 まが ヴ 必要な 場 含 


ソフトウェア 夏 巧を 起 おする じは、 更巧① お 巧 S だ 口  5 巧 ラ 方を とソ 
ニユー を這択 して 巧 ラ 巧る 巧あります。 

■ E 巧の おならせ からを 巧す る 

1 待受 面面に [ソフト ウ ユアち 巧巧辑 么妄] とき 示されて 
いると ま にら） [はい] 

♦ ソフ h •ク ェア 夏 巧を 起 U しなし、 とき； [いし、 え] 


f  ■ 

戚 。ェァ 巧け 

iWUimii"liiW^M 

a ホ Btig 号を 

す •エック l,S す 

己 いいを 

A 口し で  <だ3い 

■  4  I 

■^^)パけ史«»まおち1 

に 

♦ 

♦ 

2 端 ホち 註 番号を 入力 ►巧 

• 入でした 端末 盾 記ま呈 巧、 で 表示され 
ます。 お實い 上げ 時な [0000]  I こ 鉛を されて 
います。 


3  [OK]  ►  [OK]  ►  [OK] 


1 冉  sia 

£ ホけ ，ル 巧 B レ 7 


S}  •^々ンでル 


• 更巧お 則 色 だき 值 段: ミを 腑鄉じ 度: をして いると ミは、 语巧お 
知 5 はの 受僖按 を 巧 巧 巧です。 ち 巧 C します 巧？] と 表示 ちれ ま 
す。 [はし リ / [いい そ] を 這 巧す ると、 ソフトウェア 更新 巧む 要な 
①チ I ツクヴ お 続 さ 〇 ます。 


4 更巧 方法を 進ぶ 

♦ ソフトつ ェアき 巧 巧む 要な ときな、 语巧ヴ 必要です] と 表示 ミ 
〇 ます。 

〔今す ぐ更 巧] P.432r すぐに ソフトウェア をち 巧す る J 
〔予 巧] ►p.Assr 日時を チ 巧して ソフトウェアを 更巧 する J 
[ち 巧し ない] ► [はい] ► 待受函 面へ 兵る 

♦ ソフトつ ェア 夏 新の む 要ヴ ない ときは、 [更 巧は む 要 ありま だ 
ん 。このまま ご 利 巧  <  ださい] と 表示ち 〇 ます。 

♦ ソフトつ ェア 夏 新の 辑 、お 客 揉の FOMA 筛末 固有の 巧虽 (谋涅 や 
製造 室 号な ど) ヴ 、有を 的 ご サーバ (当社 巧营 逸する ソフトつ ェ 
ア 更新 巧ヴ ーバ) C 送 宿ち むます。 当社は 送值さ n た 情 凍を、 ソ 
フト ウェア ま 巧む かの 目が! じは 利用いた しま だん。 

■メニューから 技 » する 

1 カスタム メニューで [設定] ► [一巧 沒 を] [ソフト 
ウェア 更 巧] 

2 巧 ホち 証 番号を 入力 ►  @  [ち « 実行] 

♦ ソ 7 卜つ ェア 夏を 巧 必要な の チェックを 蘭 おします。 

♦ 政 降の 揉 作 じついて な 巧 P.431 「き 巧の お 知 5 だな 泛 起動す る」 
の 操 巧 3 へ 


づ 巧/か 部 谋お連 巧/困 0 たと きじは _ 
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[今す ぐちが] 0 ダウンロード M 始 

♦ [今す  <  更新] を 這 巧して 拘 5 秒 経過す ると、 有 動的 C ダウン 
□ー ドを 開 おします。 

• ブ クン □— ドを 開 巧す ると、 あとは タニ ユー などを 違 巧し なく 
てを、 有 動の じ ソフト ク エアき 巧け 実 巧され ます。 

• ブ クン □ー  ドのを 中で 中止す ると、 そ 打まで グつジ □ー ドし ち 
データは 削除ち 打ます。 


♦ ず 約 更新の ヒぞ はに SL 适 這を 関 姑し ます (损証 中)] 一 [廷信 中] 
巧 表示ち 0 ます。 


2 ダウン ロー ドが お 了す ると [ダウン 日ードし ました 
ソフトウェアを 香を えます] がま 示 ►© 

• [ダク ジ □— ドし ました ソフトウェアを 香 換えます] とき 巧 さ 
打て 口 5 約 15 担) 経過す ると、 自 おの C» 装えを 開始し ます。 

♦  » おえ 華 博 中は、 すべて© ポタン 揉 巧 巧 巧 巧と な kj ます。 » おえ 
を 中止した U、 電話を 愛け る ことち でき まだん。 

•  » おえな お 3 すると、 自 巧 的 C 電源 巧 切 ru す <c 電源 巧 入り ま 
す。 


付録 \ 巧 部 瓶 巧 連 巧 困つ たと きじは _ 
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3 自 巧 的に ソフトウェア ま 巧が M 始 

♦ 更巧 やは、 すぺ ての ポタン 揉 巧 巧 巧 巧と なります。 更新を 中止し 
た U、 霉 詰を 受 なること をで きま だん。 

♦ 更巧巧 お 3 すると、 S で 5 おを に 羣源巧 切 〇、 す < に 羣源ヴ AU ま 
す。 

4 電 巧が 入る と、 チェック 画面が 表示 ► [ソフ トウ ュア更 
がま 了し ました] がま 示 © 

♦ ソフトつ ェア 更新を 終 3 し、 巧受 画面 巧 表示 さむます。 

■サーバが 爲 みあって いると き 

けーパー巧 愚み あってい ます] とを 巧 ミ りちと 
きな、 [予 糊を 違んで きが 日 呀を授 ちして くだ ミ 
い （げ P.433)。 


■ソフト ウェ ア更巧 お 了を のを 示に つ いて 

巧受 画面に [ソフトウェアき 巧 売 3] またな [ソフ h* ウェア ま 新設 巧 あ 
り] 巧 表示され たろ、® を 件し ます。 正常 I こ完 3 しな 口った ときは、 强 
末 ぉ红 番号を 入力す ると、 その 客の  > :ッ t— ジ巧 表示 さ 〇 ます。® を 
巧して、 ま 巧を し 置して  <  ださし、。 


日時を 予め 


i ア をち 巧す る 


ダ クン □ー ド C 時 国 巧な むる 場 含 やヴー バヴ涅 みあって いる 場 含に 
な、 ソフトウェア ま 好 i を 巧 ラ 日時を あ 色な じめ 段 巧して お < こと 巧で 
きます。 


[予 巧] 

• ずの 慢巧适 巧 画面 巧 表示 さ のます。 

• 日時は、 サ ー A の 時刻に 含の だて 表示 ミむ 
ます。 


希望 日時を 進ぶ ©  [はい] 


[その他の 曰 時] を 違んだ ときは、 ヴ ーバヒ i 


舌 巧 li 巧ろ 巧 

4 け。 Ut 火】 

4 月り 日け） 14:3* 
4 恥 日  <火） 

4 月 22 日け） 

4 月 22 印 火） 17り 
4 月の 印 义） 

4 ちの 印乂） 

巧 22 印义） 

巧な 日げ） 21：11 
4 月り 日け） かが 


① 曰、 時間* を 這 巧 ことげ できます。 時 固を を ま 巧す る 画面 C 
な、 各 時 国 おの テのを きが 巧 巧 [〇: を あり]、 [A; を わすが のよ 
ラ じを 巧 ちれます。 希望す る時茵 帯を 1 つ 送 巧す ると、 再 ロヴー 
バヒ通 « して 予約) 時刻の 候 巧 巧を 巧ち 〇 ます。 ご 希望の テの 候 


桶を 這 巧し ます。 


■モ 巧した 日時に なると 


1 [モ巧 時刻です ちがを H 始 します] がま 示 © 

♦[チ 拘 時刻です 更 巧を 関 おします] ぶを 巧ヴの 5 巧洁 遇する 
と、 自動的に ソフトウェア 更新を 関 おします。 

♦ ソフトつ 1 ア 更新の チの 日時 じな、 霉 巧の 十ろ 届 < とこ 5 で 待 
受 画面を 表示ち だて おいてく だまし、 また、 予 巧した 日時 C ソフ 
h* ク ェア 更巧 1 こむ 要な 霉お 残备ヴ ない ときは、 ソフトウェア 巧 
更巧 さむ まだん。 

♦ チ 約した 日時 じ逼 話中 (着 僖 やおよ び発僖 中を 含 C) の适 含、 拘 
10 ろ W 巧 E 巧受 画面 じ 房る と ソフト ウ I ア巧 更新ち 打ます。 そ 
打 W 上 経過して な 5 巧受 画面 C 房った 場 含、 ソフ h* ウェアな 更 
巧ち 打 まだん。 

♦チ 約した 日時 じ 巧愛函 面な 外の 巧廣 、ソー ル送僖 や、 i  t- ド 
中、 i アブ IJ 起動 中、 タニ ユー 表示 や、 外部 巧 器 接続 中、 t ルフ 
亡ード や、 才ール □シク 中、 巧 能 別 □ック 中、 お まな だ □ック 中 
などの 場 台、 ソフト ク ェアは ま 巧ち むま だん。 式ー ル受值 中①塌 
台な、 式ー ル 受值綻 3 を 巳 ソフトウェア 巧更 巧ち 0 ます。 

♦ チ 約した 曰 時と 同じ 時刻 ご アラーム など ヴ おちされ ていた 場 含 
(自 をマ ナ ーt- ド お 除を な <) は、 アラー ム などを 吿巧 し、 ソフ 
h* ク ェアは き 巧ち むま だん。 

• ソ 7 卜つ ェア 更新の テ 約 日時 C なった とき FOMA 强 末の 笔源ヴ 
切 打てい る 場 含 や、 テの お 動を ^<CFOMA 銷 末①霉 源を 切っ 
た靖舒 さ、 予約は お 巧と なります。 

♦ チ 約ヴ完 3 した あと C「 データー 括 削除 (ユ ーヴ デー タ削 齡」 
(げ P.343) を 巧 ラと、 テ お} は巧リ 消さ 0 ます。 再度 ソフトつ ェア 
更新の 予約を 巧って  <  ださい。 

■卞 巧した 日時を 巧 IS •巧更 •巧り ミ 肖す 

1 カスタム メニューで [設定] ►[一 お資 

を] ►[ソフト ウ ュアち 新] 巧 末 暗 
註 番号を 入力 ©►[ま«案巧] 

2 巧 目を 選ぶ 

• テ 約の 括 淀; [〇り 

♦ チ 拘の変 ま: [変更] ►  [OK]  ► 看 望 日時を 送 巧 (巧 ^P433) 

♦ す 約の 取り消し： [巧 消] ► [はしり ► に K] 


付録/か 那谋お 連 巧/困 0 たと きじは _ 
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巧 害を 引き起こす データから FOMA 端 
ホを 守乏 


[1 すは じめ に、 バター ン デー タの 更新を 巧い、 バター ンデ ー9 を最巧 

して  <  ださい。 

ヴ イトな 5 のプ ウン □ー ド や i ち ー ド タールな ど、 外部な 5 
FOMASS 末 I こ 巧 得した デー タやプ □ブラム じついて、 デー タを横 
巧して、 居 害を 引き 超 こす 巧 お 巧を 含怎 デー タの 削陈や アプリ 
クーシ 3 ンの起 B を 中止し ます。 

• チェックの ため C バ ターン データを 度い ます。 バ 9 ーン データ 巧を 
たな po う 垣巧舜 見さ 〇 ち 場 含 C 悔時 バージ ヨン アップち n ますので、 
パターン データを ま 新して < ださい。 

• スキ^^^ンおおな^卞ームぺージの閲ちたソール受毎などの煩じ揉を 
霉話 C 巧 5 なの 障害を 引き おこす デ— 夕①屋 入な 5 —定の 防箇手 
段を 透 巧す るち 能です。 各 障害に 巧応 した バター ン デー タ巧摄 帯電 
詔 C ブクジ □ー  ドち 〇 ていない 运含 、またな 各 障害 C 巧応 した バ 
夕ーン デー タが享 巧し ない 場 含、 本 巧 お C て 障害な どの お をを 巧 < 
こと 巧で きま だんので 及 5 巧し’ め ご 3 承  <  ださい。 

• パターン データは 巧帯笔 話の 樓涅 ごと C データの 巧 客 ヴ吴な レ J ま 
す。 そのため 当社の 都合 C より 端末 発売 開 巧を 3 をを 経過した 括 僅 
巧け バター ジ データの K 僖巧 、厚と する ことげ おります ので 巧ら 巧 
じの ご 3 をく ださい。 


付録/外部 做 お 連 巧 \ 困った ときには _ 
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スキ 午な ミす る  <  スキ, パ MOtC  > 


スキで ン 機能を [有 巧] I こおを すると、 デー タゃプ □ブラムを 実行す る 
厲 、自動的 C チェック します。 

SMSC スキ 户ン おおを 実 巧す るな ど ラロを おを する ことち できます。 
♦ ソッ t- ジ スキ ンの お 恐す、 つキ ン巧 sg 巧 [有 細 I こ 段ち ミ n て 
いる 場 含 C 設 巧で さます。 

♦ スキた ン巧自 g 巧 [巧 汹] ①塌 含、 メッ t ー ジス キゎン な 現な の おを C 
巧な む 5 す [無な!] とな U ます C 

カスタ ムメ ニ ューで [設定] ►[一 沿を スホ サン W - 

を] ►[ス キヤ ン巧 能] [スキ ヤン 巧 辱^^^" 
お資: を] [スキ ヤン «お] 

2 【ちな] [はい] [メッセージ スキ ヤン] [ち 巧] 
[はい] 

♦ スキ ロン 按 能を 設 をす ると、 房 善を 弓 I き 起こす デー タを读 出し 
た 塌含じ 5 按瞎 の# 告し ペルで 表示ち 〇 ます (Byp.436)。 


カスタム メニューで [設定] ► [一巧 設 を] [スキャン 
巧 能] ► [パターン データ 更 巧] [はい] 


• 属を羣 詰ち 里を 送 毎し ない ときは、 [いいえ] を 這 巧し ます。 


2  [はい] 

• ダ クン □ー  ド 巧 開始され ます。 

• パターン データ 更新の 必要 巧ない ときな、 [バター ン データは 最 
巧です] とき 巧 ミ 〇 ます。® を 巧して、 そのまま ご 巧 巧  <  ださ 

し、。 


3 バター ン デー タ更巧 がま 了したら® 


♦ パ ターン デー タ更 巧の 塚、 あ 客替の FOMA 盧末 固ち のち 帝 (谋佳 わ 
製 這 番号な ど) 巧自 おの C ヴーバ (当な ヴ鲁 透す る スキた ン構お 用 
ヴー パ) じ 送信 ミ n ます。 当な は 送 這 ミ n たち 津を スキ トン おお 切 
みの 目的 C は ネリ 巧いた しま だん。 

•  FOMA 歸 末の 日 巧 (ホ 月日） を 正し  <  度: 巧して おいて  <  ださい。 

• 霉® のが 態 C よ U、 夕つン □ー  ド 巧 中が ちむ る 場 含 巧 あ レ J ます。 


P 夕ーン デ 

—夕 を自扣 的に 更 巧す るよ-を® 6 定 する 

<ftlMWIR 

E> 

自 を 更巧設 ちを [ち舰 I こ 鉛を すると、 バター ン デー タヴ バージ ヨン 
でツ ブ ちむ たと さ じ、 自 おのに まがち 打ます。 

自お更 巧 巧な 巧した 場 台、 巧受函 おに 有を 更 巧を 巧った 登の ジツ t 一 
ジヴ 表示 ミれ ます。 また、 FOMA お 末の が お 亡 よっては 白 動き 巧け 行わ 
〇 ない こと ヴお ります。 その 場 台な、 パターン データの バージ ヨン 
アツ ブヴ あった 客の タツ t ー ジヴ 表示ち 打ます。 

1 カスタム メニューで [設定] [一 沿資 
を] [スキ ヤン 巧 能] ►[自 巧ち 巧設 
まい [ち 如 

9  [はい] [はい] [巧 劇 


目 a じする と バター 
シデー タ有 ftga 時 
じ K ま a 巧 巧 S を 2 
€ しま？ 


• 自動 更新き さちの ち 巧/お 巧の 巧® は ネットつ ーク で し てい ま 
す。 そのたの、 設 巧の 際、 FOMA 猜 末では 常 C  [育 巧] が 透 巧ち: ns 
巧 態 C なって います。 

• 吕動 更新 おちの 爆、 お 客替の FOMA 端末 国有の ち虽 (權涅 や 裝造番 
号な ど) ヴ自 »的じ ヴーバ (当な ヴ含擇 する スキ ン巧目 旨巧ヴー 
バ) C 送售 ちれます。 当な な 送售ち 〇た请 或を スキ f ン帯能 W みの 
白 的 じは お冉 いたしません。 

• 笔巧 のが おによ U、 自 君! ま 巧き さを 巧 中が さむる 場 含け あ U ます。 


憤 害を き I き 起こす 可能 巧を 含 C デー タ巧 あった 場合は、 B 告函 面な I 
巧 さ： n ます。 


巧 绿\ 外部 おお 連 巧/困 0 たと きじは _ 
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■ スキ ヤン 括 まの* 示に ついて 


S 告レ ペル 0 

£« じ幽 巧で き 巧い B さ 
け*。 け 

6巧泰ち一霞1 

表示/起動/舞 « でさます 
前に 巧 垣 巧 あ つたげ、 環 巧は 問 
壁 巧 おこ 5 ない 运含じ 表示ち む 
ます。 [活 损] &遵 巧す ると 表 
巧/超を /お 值 できます。 

S 告し ペル 1 

E 话。 grt でさ g い SS 

ヴあウ * す 

B 巧モ 中止し ます 口つ 

!•、{,、*  1 

fmms-Ki 

[いい 是] を 這が すると 表示/起 
動/お 值 できます。 

[はしりを 這 巧す ると 動作を 中止 
します。 

8 告し ペル 2 

正ち じ#! 托 でさない 島る 
ヴ巧 るた pg  了し ま 

sen ち- 涵| 

ミ 巧/起動/ち 值 でき まだん。 

[箱 提] を 這 巧す ると 巧 3 しま 
す。 

8 告し ペル 3 

E ち C 幽巧 でさない ちを 
ける ウ ます 

デー タち 曲な します ひつ 

ない  1 

百 》SR-Sl 

表 巧/起動/発 值 でき まだん。 
[はい] を 這 巧し、 削 おお お 画面 
で [13 い] を 這 巧す ると データ 巧 
削除 まれます。 [いい 乏] を 這 巧 
すると データを 削炼 しないで 綻 
3 します。 
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楚告 レベル 4 

t 餐 U：  lift でさ w いため 
デー 9 をき！ IR します 

表示/起 お/発 僖で きま だん。 

[お 提] を渣 巧す ると データな 削 
なさ 打ます。 

• バ ターン データの 巧容 によって は、 前記]^ 化の » 舍 画面 ヴを巧 まれ 
る こと ヴ あります。 


■スキャン された 抽括 要* のを 示に ついて 

• 客告函 面で [問 垣 愛を 名 一宾] を 送 巧す ると、 問 
壁 要素 名げ 表 巧 まむ ます。 バター ジ データの 巧 
客に ぶって 間适 要ち 名 巧ない 場 含、 げ〇う 壁 要 索 
€ —賣] は 表 巧 さむ まだん。 

• 問題 要を S は® ス 日恼 までを 巧 ちれます。 6 恼 
上 検出した 場 含は、 5 個 呂の問 養 要ち 名の 下 
E 博の 問題 巧あります] ヒ 表示 ミれ ます。 また、 同じ 問 匿 夏 まを 辑 
敦 検出した 場合は、 11® のみを 巧され ます。 


わ 帅 

Pam 

PadHt 


内が け I け 日  <1 

ちの 98 ヴ 6 ウ をず < 


バター ン デー タの バージ ヨンを 巧ち! する 

<バ《^；3 ン ■♦> 


1 カスタ ムメ ニ ユーで [設 を] [-篮 を 
定] ►[ス キヤ ン巧胤 ►[バージョン 
表示] 


McAfee’ 

Proven  Sacurit/** 


■本体 


晶ち 

FOMA  SH705i 

ヴ イブ 

青 さ 106 mm  X  居 48mm  X 15 さ 1 5.9mm 
(巧り たたみ 场） 

資备 

お no 日 g  (笔お バック 装 看 時） 

運 続 通話 
時茵 夕 2 

FOMA/ 3  G 

育 声羣巧 時: 紀 ISO 分 

テレビ 笔链 時; あ n  20 夕 

違 爲巧受 

時茵 《2 夕 3 

FOMA/ 3  G 

稳止 時: お! 日 80 時 巧*  4 

移動 時: お 1390 時 巧*  5 

つン t プ視 晴時图 

巧 230 み 

巧 羣時国 

AC アタ プタ: お) じ 0 み 

DC アブ ブタ: 約 120 巧 

お 養 部 

方す 

式 イジ デイ スプし イ：亡 バイ ル ASV 

液 畳 託 2,144 色 

ヴブデ イス プレイ； ち お EL 1S 

ヴ イプ 

式 イジ デイ ス プレイ ： お) 2.8わか 
ヴブデ イス ブしイ ：巧〇 及 in ホ 

画 京 数 

イン デ イス プしイ ： 96. 00 日函巧 
(240X400 ドット） 

ヴブ デイ 3 プしイ ：3,744 函巧 
(96X39  K ッ  h) 

涅窗 巧す 

僅 黄 

CMOS  が 

ヴ イプ 

1/4 わか 

方 タラ 部 

ち 巧 画を 致 

巧 320 万 画素 

記録 面を 致 (最大 時） 

巧 320 万 画素 

ブーム (デジタル） 

ち乂巧 24.0 培 

記錶部 

静止画 記録 校 巧 

的 no 肌 巧 (本 巧 保を 時)* 7 

静止 面 運 病涅を 

25 巧/ 9 巧/目 校 

静止画 フ ァイ ル おす 

JPEG 

巧 面 録画 時間 

1 件 あたり お) 434 お 〔本な お宮 時) を 8 

1 な あたり 約 6 粉 (microSD ジた 
リ ー 0  — ド (64M/ S イト) お宮 時)*  9 

動 国 ファイル おす 

MP4 

音 祭ち 生 

連愤 再生 時間 

1 亡ーシヨ ッ （バック ブラウン ド 再 
を 巧 尼が り): 巧 60 粉が 1 

着 ラた フル® (バック ブラ クン ド 再 
生 巧 尼）: 巧 目 60 を※ 11 

SD‘Audio デー タ （バック ブラウン 
ド 再生 巧 巧）: お 1780 ろ夕 U 

保存 客 星 

鲁ク を® 

巧 42M バイトが 2 

鲁 ラた フ; レ® 

※ 1 運爲 通話 時 国とは、 電 巧を 正常 ご 送受 這で きる が おで 适記 じ语用 
でぎ る 時 酉の 目まで す。 

※ 2 データ 适值わ マん チア ク t ス実巧 時 およびで タラ お 動 時ち、 前述 
の 适菌時 茵わ巧 g 時 因ぶ U 巧くな U ます。 

※ミ 運 病 待き 時 国とは、 FOMA 筛 を巧リ たたみ、 羣 巧を 正常 じき 僖 
でぎ るが 惡で 移を したと きの 曰 堅です。 なお、 羣 泡の 巧羣が 態、 巧 
能設 をが 巧、 気 湿な どの 语巧巧 境、 利巧靖 巧の 笔 巧が 態 (羣 巧な 届 
けない ゥ、 II い 場 含) など じより、 通話 •巧 愛 時 国な 半ろ 辖度 E な 
る こと 巧 あ U ます。 i  t— ド 通 运を巧 ラと 通話 (适 运） •巧受 時間 
は 巧くな ります。 また、 通話 わ i 亡ー ド 通 « を しなくて を、 9 ン 
t プの視 K、 I モー ドソー ルの 巧な、 ダつ ン □— ドした I アフ 
リ、 i アブリ 巧受 画面を おを! ちせ ると 适記 (通 «) •待受 時 国な 巧 
< なります。 

※ 4  FOMA 筛 末を 巧 U たたみ、 羣 巧を 正常に 愛僖 でぎ るを 止が おでの 
平資 的な 巧 巧 時間です。 

※ち FOMA 端末を 巧り たたみ、 笔 渡を 正常 I こ受径 でぎ る エリア 巧で 
「睁 止」、 r 移動」 と r 围 外」 を 巧み 含の だた が 態での 平 巧 的な 利用 時 
閨 です。 
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※日  CMOS  (complementary  metal-oxide  巧  mi  conductor; 相 巧 型 金属 
酸化 误半導 取) とは、 銀运乃 ソラの フイルム C 当たる 部み を 巧 成 
する お 夏 索 子です。 

义 1 画を ヴイ ブ: sQCIF(128X96 ドッ ト） / 画 黄; NORMAL/ フ ァイ 
ルヴ イブ: 1CK バイト 

X8 画を ヴイ ブ: sQCIF(128X96 ドッ ト） / 画 黄; NORMAL/ フ ァイ 
ルサ イブ 制限: ソール 用 (長)/ 逢 別; 映每 + 音声 
X9 画を ヴイ ブ: sQCIF(128X96 ドッ ト） / 画 黄; NORMAL/ フ ァイ 
ルヴ イブ 制限: なし/佳 別: 映 倭 十 音声 
X 10  5 ュージ ックプ し 一い 一で 再を した 場 含 
^11 ファイル 形式: AAC あ 式 

※ 12 をと 画、 お菌 、ミュージック、:^ □デイ、 き だ 巧え ツー ル、 み ラ霉、 
I アブ U を 保存して いる 場 含 E は、 着 ラた®/ 着 ラた フル® の 保 香 
客备 はかな  <  なります。 


■  « ミ 也 バック 


昆各 

笔お バック SH16 

语巧羣 お 

リチウム イオン 霉巧 

公 持、 羣庄 

DC  a7V 

公拉畏 S 

700 mAh 
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FOMA 端末の 保 巧 • 登録 • 保護 件数 


理另 y 

な存 •登 接 
巧 お 件 a 

毎 » 可能 
件教 

霉記娘 

100 が 1 

- 

フン t ブ 

テレビ リンク 

100 

- 

視時テ 巧/録画 予約 

50 が 

- 

スヴジ ユール 

スヴジ ユール 

300 

- 

化 日 

100 

- 

祝日 

20 夕 3 

- 

ToDo 

100 

- 

テキスト ソモ 

10 

- 

式ー ル 
(SMS  と 

1  t  — ド ソー 
ルの 合  ミ十） 

受宿 ソール 

1000 《4*5 

1000 

1 ユーゴ 作な フ マル ダ 

20 

- 

送值 ソール 

500 《繼 

500 

1 ユーザ 作な フ マル ダ 

20 

- 

未送径 ソール 

500 る 5 

已 00 

1 ユーザげ 巧フ ブルダ 

20 

- 

デ〕 ソー ルの テン プレ ーh* 

10 〜 100 が 

- 

^ッ t— ジ 

ソッ tz— ジ R 

50&5 

25 

ソッ tz- ジ F 

50《5 

25 

ブック 7 —ク 

100 

- 

フック 7 - クフ スル ダ 

20 

- 

画画ソ t 

400 を 5 

400*5 

i アプリ 

100《5 

- 

夕ール 連を 型 i アプリ 

5 

- 

静止画 

1000 夕 5 

- 

ュー ブイち 巧 フォルダ 

20 

- 

裡另リ 

なを •登録 
可 お 件 a 

保 组司お 
件 致 

動函 / i 亡ー シヨ ジ 

1の が 

- 

1 ユー プイ乍 成 フス ル ダ 

20 

- 

き だ巧是 ツール 

50&5 

- 

1 ユーゴ 作成 フ 7 ル ダ 

20 

- 

キ ラ電 

50&5 

- 

1 ユー ブイ 乍 成 フス ルグ 

20 

- 

ソ □デイ 

500 が 

- 

1 ユー プ巧成 フス ル ダ 

20 

美 

h ルろ 

1000 《5 

- 

1 ユーゴ ホ 巧フ マル ダ 

20 

- 

XI 50 件まで FOMA 力ー ド C な 毎で きます。 

※2 お 時! チ拘 と録函 チのを 合わ だた 件数です 
X  3 あ 5 なじの 登録 まむ ている 国民の 巧 曰とは 别じ 登録で きます。 
^4  SWS の 境 含は ち 5 じ受运 ソールと 送值 ソールを 台 わ だて 20 件 ま 
で FOMAC— ド C 保存で きます [げ P.194)。 

^ 己 データ 置 ご よっては ミ » じで ぎる 件数け 少な < なる 場合 ヴ あり 
ます。 

X6 お買い上げ 時に 登 錄ち〇 ている デー タを 含みます。 


巧 帯 巧 おがの 比 巧 収率 (SAR) につ いて 


この 巧樓 FOMA  SH705i の 巧 « 電話 巧は、 国ヴ をめ た霉 巧の 人 巧 
ののに 閣 する 巧 術 さ ai こ适 含して います。 

このた 调憂 をは、 人が 頭部の そばで 度 用す る 揉 帯羣話 巧な どの 無錶機 
器 巧 5 送出 まれる 霉巧巧 人間の 資康 C を 害を な ぼさない よ ラ、 科学の 
很拠 C 畳ブ いてち め 色む たちので あり、 人 斯目踊 部 I こ 吸収ち 〇 る霉ぶ 
①平巧 エネ ルギ- 量を 表す 比 吸収 お (SAR; Spec け に Absorotfon  Rate) 
C ついて、 これ ヴ 2  W/kg み 許 客 値を 超を ない ことと しています 。こ 
①舒資 値は、 犀 巧者のを 茜た 身体の 乂ぎ さじ 閔 巧な < 十 巧な 置 全を を 
含んで お 世界な 樓お閔 (WHO) と 恼力頃 係 C ある 国 おが 霉茜 放巧緣 
访蛋室 頁 含 OCNiRP) ヴ 巧した 国 塚の な 巧 イド ラインと 同じち のと 
なって います。 

すべての 機 樓の摄 帯羣話 構は、 黄 寅 関 巧 前 I こ、 笔® まじ 基づき 国の 巧 
術 夏ち C 适 含して いる ことの 指 銭を 愛け る 必要 巧あります。 この 揉 帯 
羣話お FOMA  SH7 巧の SAR の 値は 0*901W/kg です。 この 値は、 巧 固を 
人 テレコム エンジニア U ンブ t ン ター C ぶつて 取得ち： n たちので あ 
ル国ヴ をめ た 万 法 じない、 境* 電話 おの 送值霉 力を 奇乂 にして 測ち 
ち 打た R スの恒 です。 個々 の裝虽 I こよって SARC を かの 差異 巧 生じる 
ことち あります ヴ 、い ホ n ち 許 客 恒を瑪 をして います。 また、 携を霉 記 
棟な、 摄帯羣 話 憂 化 局との 适«じ 化 要な 最低限の 送 毎 電力 C なる よ ラ 
設 なさ n ている ため、 実 瞬 こ 通 記して いるが おでな、 通常 SAR はより 
小ち い 値と なります。 

SARC ついて、 ち 5C 詳しい 谓 揉を お知り じなりたい 方は、 下記の 
ホームページを 参照して < ださい。 

辕務 省の ホー ム ページ 

httpy/www.tele.soumu.go.jD/j/ele/index.htm 
社 固を 人笔液 産業 会の ホームページ 
httpy/www.arib-emtorg/index.html 
卜 •コ 亡© ホームページ 
httDy/www.nttdocomo.co.j  o/prod  uct/ 
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シロー プ 巧す 会社の ホームページ 

httD：//www.sharp.co.j  p/oroducts/menu/phone/c  el  I  ular/sar/i  ndexh  tml 
X 巧 術 畳ち じついて は、 笔 巧を 関連 尝令 (お 综お楠 規則 第 14 窠の 2) で 
規 をさむて います。 

European  RF  Exposure  Information 

Your  mobile  device  is  a  radio  transmitter  and  receiver.  It  is  designed 
not  to  exceed  the  limits  for  exposure  to  radio  waves  recommended 
by  international  guidelines.  These  guidelines  were  developed  by  the 
fndeoendent  scientific  organization  に NIRP  and  Include  safety 
margins  designed  to  assure  the  protection  of  all  Dersons.  regardless 
of  age  and  heal  れ 

The  guidelines  use  a  unit  of  measurement  known  as  the  Spec け ic 
Absorp 甘 on  Rate,  or  SAR  The  SAR  limit  for  mobile  devices  is  2  W/kg 
and  the  highest  SAR  value  for  this  device  when  tested  at  the  ear 
was  0.992  W/kg*. 

As  SAR  Is  measured  utilizing  the  devices  highest  transmitting  power 
the  actual  SAR  of  this  device  while  operating  is  typically  below  that 
indicated  above.  This  is  due  to  automatic  changes  to  the  power  tevel 
of  the  device  to  ensure  it  only  uses  the  minimum  level  required  to 
reach  the  network* 

The  World  Health  Organization  has  stated  that  present  scientific 
information  does  not  indicate  the  need  for  any  special  precautions  for 
the  use  oi  mobile  devices.  They  note  that  if  you  want  to  reduce  your 
exposure  then  you  can  do  so  by  limiting  the  length  of  calls  or  using  a 
hands-free  device  to  keep  the  mobife  phone  away  from  the  head 
•糸  Tfie  tests  are  carried  out  in  accordance  with  international  guidelines  for 
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Declaration  of  Conformity 


¢€0168 


that  (his  FOMA  SH705i  お  in  compliance  with  the  esMOliai 
requiraments  snd  oth" け l«vant  provisions  of  Di け citve 


199 か see. 


A  copy  of  th«  original  declaration  of  conform  か  can  M 
found  at  the  following  Internet  address; 


日本 输出 管理 規制/米国 再輸出ち 巧規 
制に ついて 


本 製品 および 巧 再 品は、 日本 搞出管 埋活制 (r か 国 為替な U み国貨 
易 法」 および その 巧 連を ち) の 通 巧を 夏け る 塌含巧 お U ます。 また 
米 困 再 境 お規 街」 (Export  Administration  Re か lations) の 道 巧を 
をけ ます。 本 製 馬 衣よ U 巧ち 置を 睛 おおよ U 再 お 化する 巧 含は、 
お 客樣の ■任 および ■巧 負坦ご おいてむ 夏と なる 手続きを お 取 
U< ださい。 詳しい ず 続ぎ 区つ いては 経済 產寞爸 または ホ 国 商務 
省へ おおい 含む だく ださい。 


索引/クイック マニュアル 

索引 . 442 

クイック 7 ニ ユア ル . 454 
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巧 引の 引き かた 


本 索引は 巧〇 营丄 r 巧 致ぞ」 ①順 csisg 名 や 巧 霞 •キー つードを 昭録 しています。 おお 舍を おい 化 だない 場 台は、 キーフ ード巧 色ち お 索す る こ 
と 巧で きます。 

く 例: r お まな だ □ッ ク」 を 探しない とき > 

巧 お香ウ 5 巧す とき  キ ーフー ドな 5 巧す とき 


(□ツ ク機自 巨 . 

....no) 

♦ 才ール □ツク . 

. 111 

(  お まなせ □ック . 

. 112) 

お 能 別 □ック . 

. 113 

ヴ イド ポタン 袋 巧 巧 効.... 

. 116 

t ルフ f ー ド . 

. 113 

ブイ f ル 発 優 制限 . 

. 115 

ブプシ ヨン •関連 機器の ご 経 介 

...411 

(あまな だ □ツク . 

...112) 

主 細 樣 . 

•  •  .437 

プリ ジナル 7 ナー 亡ード . 

....96 

音 岸 電話 切督 . 

57.  66 

音 岸ソ亡 . 

一  >3：36 

お 

アラー ム 連動 電源 ON . 

口な お。 

..319 

インタータット 接続 . 

ン、 /  Ttf  k 

. 150 

ク Q ら 

巧る ち調豊 . 

....100 

UBqIL^s  ^3. 

イコライザ 設定 . 

•  >273 

づソ n  . 

巧 語 ガイ ブン 3 . 

. 362 

ア フター ヴー ビス . 

...  .426 

イ ■>< -ジビ ごー ア . 

•  •260 

映 侵 編集 . 

. 269 

アラーム . 

....321 

:? -ム . 

•  •260 

映 偉 わ ッター . 

. 270 

クイック アラーム . 

....322 

を 画面 亡 ー ド/フイ ドち ー ド > 

><260 

静止画キドプチ'^^ . 

. 270 

巧 聴/お 画 子 約 アラーム... 

...  .242 

バック ライト 点 打 時間 . 

..261 

エ ーー キー アンサー . 

. 67 

スクジ ュール アラー ム . 

....326 

ライ ト アップ . 

><261 

絵文字 

ToDo アラーム . 

...  .330 

イ f ホン 切督 設定 . 

•  ••95 

-M . 

. 403 

アラーム お 除/削除/再 設定. 
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着信 音量 運 巧 . 93 

ボタン/待 受 i モーシ ヨン 音... .94 
メール 着信 音 鐘涅巧 . 93 


外部 機器と ①ま携 . 
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. 101 
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クイック サイし ント . 96 

区点 コー ドみ 力 . 351 

クルー プ設ち . 86 

クルー プ S 編集 . 86 

指 ま 看 盾 音遥巧 . 84 

指を 看 信 ランプを . 84 

指 ま 看イ言 ランプ n 夕ーン . 84 

指を ジール 着信 音逗巧 . 84 

指を ジール 着信 ランプを . 84 

指を ジール 着信 ランプ A’ ターン 

. 84 

ピ クチ わ一〕ー ル 設定 . 84 

ク □-ブ 動作 設定 . 67 

公共 モード (電源 OFF) . 70 

公共 モード （ドライ フモー ド） . 69 

行動 予定 登 掃 . 329 

国際 ダイ f ル アシスト 設定 . 63 

国 ま 号 設定 . 64 

国際 プし フイ ック つ設ち . 63 


国際電話 お 信 . 63 

自動を 換お能 設定 . 63 

国際 □-ミ ンブ (WORLD  WIN 攻 

. 378 

ブぺ しー タ S 表示 設定 . 383 

巧 化 巧 ヴービ つ . 384 

電話を 受ける . 382 

電話を なける . 381 

タッ トワークサーチ 設定 . 383 

度 巧 タッ トフー ク 設定 . 383 

□- ミン ブ乃イ タン ス設巧 . 384 

□- ミン ブ時 着信 規制 . 384 

巧 障な な？ とおった 5、 ます チェック 

. 412 

コンテンツ 移 巧 巧応 . 216,  280 

こんな 表示け 化た 5 . 414 

さ 


ヴー ビス ブイ わ ル . 363 

再 接続 概能 . 65 

サイド ボタン 餐か 無効 . 116 

削除 

音 装 デー タ （プし イリ スト 内）... 311 

画面 メモ . 153 

シーク し’ ソト デー弓 . 344 

巧晚 予約/録画 予の . 244 

シヨー ト カツ トメ ニユー . 332 

スクジ ユール . 329 

送信 ジ ツ t  - ジ 履歴 (着 もじ）... .  6 1 
ブ ウン □- ド 辞書 . 353 


索引 \クィ ツク 7 ニ ユア： 


444 


単語 登録 . 352 

着つ た フル® . 311 

着信 許可/を 否 リスト . 117 
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テン プ しー ト 編集 . 173 
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指を ジール 看 信 ランプを . 84 

指を ジール 着信 ランプ バター ン 

. 84 

代替 画淳 設定 . 85 
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ブック 7 -ク . 1 已 1 

タイトル 涌 集 . 1 已 2 

表示 . 151 

ジール 添は . 1 已 1 

プライ ぺート フィ ルタ . 106 

フィルタ 演度 設定 . 106 

巧受時 一時 解除 . 106 

プ IJ ント 指定 (DPOF) . 302 

フル ブラウ ヴ . 250 

アク t ス 設定 . 254 

アップ □-ド . 252 

ウィンドウ オープン 乃ード 設走 

. 254 

画 侵 表示 設定 . 254 

ブ ウン □-ド . 253 

ブック 7 -ク 登録 . 151 


索引/クイ ッ クマ I  I ユア： 
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フル ブラウ ヴ設巧 iJt ット . 254 

フル フラウ ザ じ 切り 餐 える . 253 

Cookie  設定 . 253 

Re  干  erer 設定 . 254 

Scriot 設定 . 253 

プし フィックス 設定 . 64 

プレ フィックつ 涅巧 . 64 

変 お 学習 クリア . 352 

ボイスし]- 夕一 . 297 

ポーブ ブイ f ル . 61 

保 譲 件な . 438 

保証 . 426 

保な 件数 . 438 

応答 保留 . 68 

通話 保酱 . 57 

保留 音 . 68 

本書の 見なち/引ぎ なを I こついて ... 1 
本体 付属品 およ U 主な 

オプション 品 について . 28 

ま 


7 イピ クチ わ 

画窗 表示 (イツー ジビユ ーア） ...260 

面读 編集 . 262 

7 イソ ニユー . 149 

待受 中音 靑; ><モ . 336 

まとめて 菌単 □ック . 115 

まとめて 自動 □ック . 115 


7 ブー ちード . 95 

マリ ジナル マナー亡ード . 96 

白 動 解除 . 96 

設 を/おお . 96 

7 ルチア ク t ス . 318 

組み合わは . 408 

7 ルチア シス タント （7 ル チ タスク） 

. 318 

組み合わは . 409 

7 ル チヴイ ドボ タン . 32 

7 ル チ ナンけ一 . 365 

マン 乃 •ブック リ ーブー . 298 

音量 設定 . 299 

お: た/お 小 . 299 

現 巧 位置 確 話 . 299 

コマ/ ぺー ジ切督 . 299 

最後へ . 299 

しおりへ 移動 . 299 

しおりを はさむ . 299 

巧 頭へ . 298 

お 横 設定 . 299 

電さ辟 書で 謂べ る . 300 

バイ ブ しー タ 設定 . 299 

バック ライト 点 打 時間 . 299 

表 巧 フス ル ブ切密 . 298 

マイピクチ^^^登録 . 301 

吕巧 . 299 

ス字 サイ ブ設を . 299 

で 字 列〕 ビー . 299 

リンク . 301 

ルビ 表示 . 299 


Mail  To 機能 . 301 

Phone  To  (AV  Phone  To) お 能 

. 301 

Web  To 機能 . 301 

% 指ち 移動 . 299 

ミコー ジッ クプし 一f- . 304 

巧 生 . 308 

再ち 曲一貴 . 306 

ちま 制限 . 309 

再生 設定 . 313 

情番 表示 . 313 

情活 編集 . 313 

タイトル 編集 . 310 

看うた フル® ブ ウン □-ド . 305 

看イ言 音設巧 . 312 

プし イリ スト 巧 巧 . 311 

名刺 リ ーブー . 333 

迷惑 電話 ス トツプ ヴー ビス . 360 

ジ イン 画面 設ち . 96 

力し ンブー 表示 設を . 97 

待受 画面 設定 . 96 

待 受時許 表示 設定 . 98 

ソール 

アドし つ 確認 . 182 

アドし つ 登録 . 177 

—賣 画面 . 179 

移動 . 183 

お預な り t ンター I こ 保存 . 184 

クイック 返信 . 177 

倾 . 168 

自動 受信 . 175 


索引 \ クイック ニ ユア ルー 
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受信  BOX . 178 

暑  € . 169 

選 巧 受信 . 176 

選 巧 受信 添付 フ ァイん . 177 

送 優 . 168 

送 這 目 0X . 178 

ソート . 183 

望 名 検索 . 183 

着信 鳴動 時間 設を . 95 

転送 . 177 

流は ファイル . 173, 178 

電話帳 登録 . 177 

同渾 送信 . 169 

表示 画を . 181 

表示の 登 . 182 

フプ ルタ セキュリティ . 182 

返信 . 176 

保護 . 183 

保を . 174 

ホち 信 BOX . 178 

ル; ニュー . 168 

目 0X— 黃 画面 . 179 

i ぞーシ ヨン ソール . 269 

( ちー ドソーん . 168 

ツール 受信/送 慢度歴 . 184 

電話帳 登録 . 185 

電話 発信 . 185 

メー ルを 這 . 185 

ジール 設定！ 

クイック 返信 タール 設定 . 188 

暑 名 登録 . 186 


添が ファイル 受イ言 設定 . 188 

おろけ 条件 設を . 185 

タール 受優 表示 設を . 188 

ツール 設定 谁認 . 188 

メール 設定 iJt ツト . 188 

ツール 選 巧 受信 設ま . 187 

メール  > :ン バー 設を . 187 

夕 n デイ 白 動 再生 . 188 

スすヴ イブ 設を . 185 

i  t ー  ド 問し、 合わ だ設を . 187 

メール 送受信 画面 設定 . 98 

メール テ □ツプ 表示 . 238 

ジール ソン パー 設を . 187 

メール 履歴 表示 . 116 

ジ ，ソ t ージ 

白 動 表示 設定 . 190 

受信 . 189 

添が ファイル 確認 . 191 

表示 . 190 

本で 中—®  塚-苗^;^;;;;;;^;;;;;; 191 

メニユ ー- 監 . 386 

カメラ . 396 

設走 . 388 

デー タ ボックス . 397 

電話帳 . 397 

メール . 387 

ソ デイ アツール . 398 

LifeKit . 39 己 

i  アブ IJ . 387 

i  t- ド . 386 


ジニユ ー①設 ちと 遇 巧 . 37 

ジち IJ 植認 . 289 

ジ □デイつ テし ブ 効果 (イ f ホン） 

. 94 

ジ □デ イプし一わ一 . 273 

イコ ライヴ 設巧 . 273 

音設巧 . 274 

音最 設定 . 273 

ステし 才 穿力果 設定 （イ f ホン） ...  273 

ジー ルを 信 . 274 

開始 位置 運 巧 . 274 

连続 巧ち . 274 

でぎ コビー . 351 

切り取る . 351 

g 占り なける . 351 

ス字 サイ ブ設ま . 105 

ス字 入力 . 346 

給ス字 . 349 

預ス字 . 350 

顔ス字 連携 予測 . 354 

なは ちる . 346 

記号み 力 . 349 

切り取り . 351 

近似ず 測 変換 . 353 

北一 . 351 

小夕字 変換 . 347 

修正 . 349 

推測 頭 化し 変換 . 349 

スぺ一 つ 入力 . 347 

揉 化 ガイド . 347 

ブイし クト 変換 . 354 


索引 \ クイック 7 ニ ユア： 
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澤 点, •半澤 点 . 347 

単漢字を 操 . 348 

単語 登録 . 351 

定型で 挿入 . 349 

変換 学 曾 クリア . 352 

屋巧候 巧 ジゎン ル . 353 

予測 変換 設定 . 353 

連摄 予測 変換 . 353 

ワンタッチ 変換 . 348 

1 文す 学習 変換 . 348 

2 タッチ 方す . 354 

UNDO 機能 . 347 

ス字 読み 氏! り （OCR) . 141 

電話帳 登録 . 142 

フック マー ク登綺 . 142 

や 


ユープ 巧 書 . 351 

修正 . 352 

ダウン □-ド 巧 書 変換 . 353 

登録 . 352 

ユーヴ 証明書 操作 . 161 

サイト 接続 . 162 

失効 申請 . 162 

t ンタ ー接視 巧設を . 163 

ブ ウン □-ド . 162 

结巧 . 162 

ユーヴ 設定 . 99 

浸 制 長 位 

アラー ム機自 g . 321 


白 動 起動 設を . 211 

照 日月 時間 . 100 

スクジ ごール アラー 厶 . 326 

巧 备画侵 . 77 

看 信 音 . 92 

看 信 ランプ/ ジール 看 信 ランプ 

. 104 

ビ クチ わー コール . 98 

呼 化 動作 閣始 時間 設定 . 118 

ら 


ランプ 設巧 

新 未読 ソール お 巧] 己 だ . 104 

不在 看 優 お妇]  5 せ . 104 

ランプを 設を . 104 

ランプ/て 夕ー ン設ま . 104 

リブ イわル . 58 

留守番電話 ヴー ビス . 356 

連 お 巧 別表 巧 (スク ジユー ル） ..... 328 
録音 

通語 中音 靑ソモ . 336 

待受 中音 靑ソモ . 336 

□ック 機 旨 目 . 110 

ブール □ツク . 111 

お まな 甘 □リク . 112 

お 能 別 □ック . 113 

サイド ボタン 操 巧 巧 巧) . 116 

t ルフ 亡ード . 113 

ダイ f ル発樓 制限 . 115 

まと ゆて 胃 単 □ック . 11 己 


む 


フン t フ . 232 

お 目 貴め TV . 242 

確認 表示 設をリ t ツト . 248 

画 侵 表示 設定 . 247 

効果音 崎 動設巧 . 247 

巧晚 予約 . 241 

目動チ^^^ジネル設を . 234 

静止画 録画 . 241 

チ^^^ンネル設ま . 234 

デー タ巧送 . 245 

テし ビ リンク . 246 

背 ま ブラフ イツ ク設を . 239 

番紹表 . 240 

ビデオ 録画 . 240 

プ iJt ツト チゎン ネル 設定 . 235 

放を 用保哲 領域 消去 . 247 

予約 リスト . 241 

録画が 3 時間 . 241 

録画 予の . 241 

ワン t ブ巧転 . 236 

ワン t フ 設定 .  238,  247 

ワン t ブ 設定 谓認 . 247 

ワン t フ 設定 リ t ツト . 248 

ワン タツ チ 変換 . 348 

英数ぎ 


2  9 ツチ 方す . 354 

入力ち ー ド 切り 客え . 354 


索引/クイック |> ニ ユア ル _ 
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変換 方 巧 . 354 

です 入力 . 354 

です 割り当て 一宾 . 402 

2inl . ：366 

2in1 設ま . ：366 

電話帳 2in1 設定 . 366 

発 看 信を 号 表示 設定 . 367 

ちード 切替 . 366 

ぞード 别待受 画面 設を . 367 

2in1 機能 OFF . 367 

目 ナンけ 一着 信 設定 . 367 

AC ア タプタ . 46 

ASF ファイル . 266 

Bilingual . 106 

DC ア グプタ . 46 

DP0F (プ IJ ント 指を） . 302 

Fel  に  a . 220 

I  C 力ード ロック . 229 

FirstPass . 161 

FOMA  力ー ド . 41 

動作 制 眼 啜 能 . 42 

円 N1〕ー ド •円 N2〕ー ド . 109 

FOMA 力ー ド 電詰帳 . 82 

登録 . 83 

FOMA 端 ホ 電話帳へ コピー . 86 

FOMA 力ー ド (U1M) 設定 . 110 

円 N1 コード 入力 設を . 110 

円 N1/ 円 N2 コード 変更 . 110 


FOIvlA 筛 末む 5 利用で きる ヴー ビス 
. 410 


FOMA 筛末 電話帳 . 82 

登録 . 83 

FOMA カー ド 電話帳へ コピー • ... 86 

i アプリ . 196 

エラー 表示 . 214 

実 巧 . 197 

白 動 起動 設定 . 210 

ソート . 214 

ソフト 情 巧 表示 設ま . 197 

ソフト 利 巧設を . 199 

パージョン アップ . 214 

t- シ ヨン トラッキング . 200 

i アプ IJ 待受 画面 . 212 

i アプ IJ 便 用 デー タ . 216 

i  アプ iJTo 機能 . 157,212 

i チ わ； ル . 165 

効果音 設定 . 166 

初 巧 化 . 166 

テ □ッ プ設を . 166 

表示 . 165 

i モーシ ヨン . 163 

取得 . 164 

情® 表示 . 164 

つ卜 IJ- 吉ンブ 9 イプ . 163 

標宰 タイプ . 163 

保を . 164 

i  t- シ ョン 自動 巧ち 設を . 164 

i モーシ 3 ンプ し一 f- . 266 

送り 幅 指定 . 268 

音 •映 读設巧 . 269 

音量 設定 . 268 


起動時 画面 モー ド設を . 268 

サラウンド 設定 （イわ ホン） ..... 268 

全 画面 亡ード 切督 . 267 

チ t プタ __ 寞 . 268 

バ I ンク ライト 点灯 時茵 . 268 

表示 ヴ イブ 切 普 . 268 

ライト アップ . 268 

IJ ビート 再 ま . 268 

しジ ユーム 再ち 設を . 268 

连続巧 生 . 269 

ワイ ド 亡ード 切督 . 267 

i モーシ ヨン メール . 269 

i  t- ド . 144 

画 侵 表 ホ 設定 . 160 

画 侵 巧を . 154 

画面 ジち . 152 

効果音 設巧 . 146 

サイトを 表 ホす る . 144 

再読み 应み . 148 

接 掃巧遥 巧 . 158 

接続 待ち時間 設を . 158 

電話 櫃 登録 . 148 

つ V つ マーつ . 1 已 1 

文す コード 変換 . 150 

义す サイ ブ設ま . 146 

ユーザ I 正 巧 書 . 160 

ラス  h"  URL . 145 

FirstPasst ンター ご 接続 . 161 

i 亡ード 設定 リ t ット . 160 

i 亡ード" つ フード . 108 

i 亡ード バコ ワード 変更 . 149 


巧 引/クイ ック マニ ユア： 
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SSL . 

UR し 表 巧 . 

URL 履歴 . 

i ちー ド® 障 診断 ヴ イト . 

i ちード 問い 含 わは . 

I C わ— ド n ック . 

( C 通信 . 

1 件 送受 舊 . 

全 件 送受 情 . 

IrSS’H  機能 . 

ISP 接続 通 這 . 

JAN コード . 

Mail  To お 能 . 

Media  To 機能 . 

mi ぴ oSD ソモ ij— カード . 

管趕情 巧の 更斩 . 

パック アップ/復元 . 

フプ ー 7 ツト . 

本体へ 移動 . 

本 ホへ コピー . 

microSD^ ■ー タ 参' 頃 . 

mic の SD へ 移動 . 

microSD へ コピー . 

OBEX 〜通舊 . 

OFF に 脚 . 

Phone  To(AV  Phone  To) 樓能 •  •  •  • 


PIN ロック 臟 . 

PIN 1 コード 顿2 コード . 

'み 串 

□ック 解除 . 

PIN1 コード 入力 設定 . 

QR コード . 

SAR . 

SD スー デイ 了 . 

胃 t . 

再生 中 画面 設を . 

再生 モード 設を . 

サラウンド 設を (イ f ホン) 

トラック 検索 . 

トラック 情 覆 編集 . 

プし イリ ストー 黃 . 

保 胃 . 

7 ナー 汚を 設定 . 

SMS 

作な •送信 . 

S 寝 . 

乾 S . 

編集 •を 信 . 

返信 . 

FOMA 力ードへ コピー •••• 

FOMA 錦 ホへ〕 ピー . 

SMSt ン ター 設定 . 

SMS を 達 通知 設定 . 

SMS 間い 台 わせ . 


.145 

•  148 

.150 

>428 

.176 

.229 

•295 

.296 

.296 

•262 

.158 

.139 

.157 

.158 

.275 

•285 

.281 

•283 

.281 

•280 

.283 

•280 

.279 

.372 

.370 

.157 


110  SMS 本で 入て! 設定.. 

109  SMS 有 巧! 期間 設定 一 

110  SSL . 

no  証明書 設を . 

110  ToOoU ス  S  . 

139  アラー ム 設定 . 

439  確 誘 . 

313  シークし、 ソ ト 5 ■— 9 

314  が 蔑 切 客 . 

314  が 惑 別表 示 . 

314  登録 . 

314  を 類別 表示 . 

315  編集 . 

314  ジール 添 巧 . 

315  UNDO 懷能 . 

314  UR し 

314  表示 . 

ラスト URL . 

192  履歴 . 

193  URL 履歴 削除 . 

193  USBt —  ド設ま . 

192  通 舊ちー ド . 

193  microSD 亡ード .... 

194  Web  To 巧 能 . 

194  WORLD  CALL . 

19'^  WORLD  WING . 

193 

193 


索引 \ クイック マニュアル _ 

44  〇〇  9000119111 7  8500444728 
99  66  2333332333  4  4455888567 
11 11 3333333333  3  1111 222 1 、3 
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本審 c 摇じ なみち 打てい る クイック マニ ユア ルな 巧り 巧り 想で 切り おり、 下記の よ ラ じ 巧って こ 活用 < ださい。 
クイック 7 ニ ユア ル 「巧み ネリ 巧 編 J は、 巧みで 国！* □-ミ ジブ (WORLD  WING) を ご 利 巧いた だ< 瞬 こ 揉 帯して < だ ミし、。 

■巧り たたみ かた 

♦巧 U 謀し の 原、 けヴ などを しないよ ラ C 十ろ C ごま 意  < ださい。 

切り 配り 録 C 沿って 切り 難します。 


镇 巧图） 


このな! 耐巧な リサイクル じ 配 産して 巧 本され ています 。不要と なった 原、 回の ，ン ヴイ クル じ 出し ましよ ラ。 


栗 引 \ クイック 7 ニ ユア： 
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FOMASH705i 


が 


s 申しる み • 

巧 含 友 苗い 含 〇 反 巧く DoCoMo イジ フ 
トツ 飾 •9&。5。 お 

D  (RS  な レ か ISUgR) 

*  —货 8 巧 《 ど 口  5 巧 こお! 巧で S ま 6ん, 
-g* 化な ご 口  5 め！ •さ 

の 0120-800-000 


ち n いを わな 

广ジフ 7 プーシ 3 ン でンタ ー〉 


.NOW し W つ C,  w< どか、 


さ 口|^口らろご科巧にな口ます. 

• 。 1 TM •がれが ご CtCi， え、 めか、 

» 子が S いとる は 

卜 . Jf か！* ■£  口ろ の お 

D  (S 香な レの） 113【«»> 

*  —货 »巧《 ど 口  5B こお) 巧で S ま 6、. 

-g4 曲 6 ご 口  5 め！ •さ 

函 0120-800-000 

«  g»*a- PHS ならち ごを 席 cwn ます. 

• ん| 尸 4 の •れ バロ •fits) え, い* ロロ けさい. 

• なみ ^  e  し <  0FCM4I3VCX  ま ■， - ビ。。 ，-シ 3 :/ ~vuc こ aA<e。 し、 


«お《& 巧 (本 》) 


1 巧受匯 面で 夕 U 巧な 上） [本な 巧 巧] 

2 ち 前を 入力  >  (ろ  >  [8] 巧ち 《 ちを 入力 ►  @  ; 巧 
ち « 刖 アイコンを S ぶ ►  td]  •、 /— ル アド レ 
スを 入力 夕ール アドレス » 別 アイコン をち 


■その他の ssg 目 

A 

了 1 しー フ 

芭 をを さ 

f 

眉至ゾ ーん« ち舍 a 巧 
眉 宝 看ち ランプ 色 

因 

な 巧 

ム 

眉 ま S ち ラン フバ 9 -ン 

• 

a ち 日 

お 

眉 ま イール 看ち ランプ 色 

ft： 

巧 

# 

恒丕イ ■ル 看ち ランプ バタ 

わ 

シ ー? レ ット ea 

の 

ビ クチり一 3 ■ル 度を 

巧 

シーク レット 3 —卜’ 

巧 

巧 首 垣 S 益を 

よ 

追 走 S ち 音惠巧 

り ダイ ヤ ル/着 巧) ■おから «ち« に & 巧す る 


1 待 さ a 面で 0  (0)/0  OQ) 巧せ* ちそ 3 ぶ 
0^  [巧 巧巧挂 巧] g 巧 巧に a 沒 


1 待受 S 面で @ を 前を 否ぶ >  @  >  [データ a 集] > 
[♦正] 巧 目を 巧ぶ* @ 《お する 


文字 入力 


乂 カモー ドを 切 ye える 
1 文 ザ 入力 BE でみ） 入カ モー ドを* ぶ >  @ 

大文 ザ/か 文字を 切 y 替える 
1 文 ザ 入力 SE で參 

文 ホを する 
1 カーソル をる わせて 画 

■ すべての 文す の 創な; 又 末で 巧 C1 巧] んじ 

を 里! 文を が 用す る 

1 义ホ 入力 BE で @ィ 1 巧 W 上》 を お 文を 8 ぶ； 

©►0 


ち スネ /E ちそ 入力す る 
1 义そ 入力 丽 面で 1,1 

■ ち 文 さと デコ ツ洽 ス？ の 切 g:® 

■ まちな 呈ヒ 半角な 量の 切咨 

巧义 辛を 入力す る 

文す 入力 丽面 でみ （ 1 巧な 上） S 义 辛を ちぶ >  ® 

文字を 切 y なる/コビーして te りつけ る 
. 文す 入力 S 面で 冉 おの ■に 力ーソルを をれ >©► 
〔3 ピ ー)/ [切 y 电 りい® 

2 ち 了む ■に カーソル をち B  >  @ 

3  te リ忖 ける 化歷に カーソルを 巧 函（ 1 校 W 上） 


义辛 入力 巧 

巧!)  r さ 曰の テ ニ； 3  3 時 ♦」 

1 义 ザス カ BE で 国 （2 回） 

>〇 ►【々日] 

• ひ 5 ヴ なを！ 文 5A 力す る 
たび C- を おする 價 ちな 表 
巧 S む、 a 巧で きぎす。 


2 か 〔の] 

3 のの ① ►OK テニス] 

♦  0 でつ ンタ ツチ 空を さ ri ます。 

4 受 （5 回） >  み ► ③ 

• を （5 回） で 半 再を す t— ド C な y ます。 

5 受 （2 回い®  ►① （2 回） ►迈 >0 ►[時] 
• 征 で)！ 点ヴ 巧き ます。 


6  ®  ►  A] 


文 宇の 6 を （フォント） を g える 
カスタム タニ ューで 〔» をい [ミ 巧〕 [文す ま 巧 » 
を] [フォント (太 さ） S ま;] フォントを a ぶ 

文 ホの サイスを g える 

カスタム タ ニューで 〔» を] [表示〕 [文す 爱巧 » 
を] [义ぞ サイス 》 を] [S が 技を] [义ネ 入力] 
文ネ サイスを a ぶ* ろ)  > 【はぃ] 

♦ —巧 括定: 巧き 画面で 面 （ 1 巧む 上} 


静止 Sfl 巧 


1 待 否 匪 面で 巧 （ 1 巧な 上） ►  ®  ►  ® 

■バ ノラ マ 

1 » 止 ffi« お 漏 面で [サイズち 《] [パノラマ 
(1280X320)3  ►  FOMMi モを をを どを ら かに 

» かす >  ® ® 

れ 漏 flC 

1 か 止 BWES 面で 巧 > 〔カメラ モード 切な] 

[お 面 ， @  ®  >  [巧 巧〕 

か 止 a を ま 巧す る 

カスタ ムメ ニ ューで 〔データ ボックス]^  [マイ ピク 
チャ） I ち) と S を 苗ぶ 

れ 漏を 巧を する 

カスタ ムメ ニ ューで 〔デー タ ボックス] 1 [ i モー 
シ  a  ン]  »3 を 8 ぶ 卜@ 


ンセグ をる る 


目 ft チャン ネル K まを する 
カスタ ムメ ニ ユーで [タディ アツール] [ワン 七 グ] 
. [チャンネルのを〕 

2 登 巧す る S ちを S ぶ >  @  >  [目 R チャ ン ネル K 定] 

. 〔はい] 

3 巧 通 巧 《/ 巧 区を B ぶ >  ®  ®  >  [はい] 

チ* r ン ネル リストを* 巧す る 
カスタ ムメ ニ ユーで ディ アツー ル], 【ワン セダ] 
[チャン ネル fi 定] チャン ネル リストを a ぶ ►  @ 

ワン セグを 見る 

1 诗受 SS で负 

• ピデプ 巧 画; フン た7 巧 巧 中 C(iKl 秒 tu：)  ►  CJS 垣） 
• 育 止 居 角 画; フン t!  7 巧 巧 中 C み 


ビデオを るる 


カスタ ムイ ニ ューで 〔デー タ ボックス] 【ワン 七 グ] 
. ビデオを 置ぶ* @ 


ち 楽 再生 


ミュ ージッ クプレー ヤーで 再を する 
カスタ ムイ ニ ューで 〔データ ボックス] 【ミ ュー 
ジ ック） ちま データを* ぶ 


再を 中の ポタン 公 巧 


一時 毎 止/ちま 

0 

巧 止 

@ 

音量 禹面 

0 

前の 巧 C 房す/巧 出し 

0 

巧の 巧を 再 ま 

0 

5 ユ ージッ クプレー わ一巧 了 

巧/色 ► [ない] 

j モード/ー ルの 巧 巧 •巧な 
巧 空 匪 面で 勞 （1 巧 a 上） 

[巧 巧〕 《 を 里ぶ*® ►入力 
方法を 3 ぶ 

[■6gM] 巧手を g ぶ 

1二. 

[直 お乂力 


巧 巧 

is 

I な 1わル> 

1 

0.  m 

巧 巧を 入 乃； 


[ター J 

9ぶ> か® 

[ 夕ール sffgs3 相手を a ぶ >〇>ら） 

, [/— ルタン パー] 夕ー ルタン パー sa ぶ ►© 

2  [B ち〕 權 をち ぶ， み， S 名を 入力 ►  ®  >  [本文） 
本义を 入力 *  €)  ► を 


デコ メー ルを ちる 

本义 入力 B 面で @  > 哀 II の を 苗 ぶ レ®! 
の 指定 •  ®  ► スネを 入力 ►  A  ►ら) ►の 


哀 ft 
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ファイルを 巧 巧す る 

1 巧 ま 9S で 今 (1 巧 U 上） 巧が 摧) (巧れ なし) を B 
ぶ ►€)  > 巧れ フ 7 イルを おぶ 
【イ > ージ] S 像を S ぶ 
【夕〇 ディ]  >  夕〇 ディを B ぶ ►  ® 
h モーシ g ン] ►  I モーシ a ンを «ぷ>  を 
【トルカ] トルカを a ぶ 
- CVB4I]  S ち 《 巧を 8 ぶ*  @ 卜る n を 8 ぶ 
.[ス ケジ 3 — ル] fi 挂 を a ぶ >  日を 8ぶ> 

(わ》*> スケジュールを«ぶ>ら） 

客 S 島ち 用ヴ ImicroSO】 のとち© 巧 巧 4I： し 
tToOo]  *  BgMim を g ぶ >  @  > 行動 モ定を 8 ぶ 
0 

[Bookmark]  B 毎 を* ぶ >  0  ►フック マー ク 
を 9 ぶ >  0 

[その 化] フ7イル€«ぶ>  0 
け タラ だ non と丽)〕 ►  0^0 
け タラ 垃 n(nj) レろ， ミ)， [保存] 


SMS け 巧 •巧 巧 

1 巧受匯 面で み [巧規 SMS 巧 巧〕 巧た] ■をち ぶ 
tH« 入力] 巧 先を 入力 >  @  ► [本文] 本 
义を 入力 ►€)  ►み 

夕ール 自れ受 巧 
1 タールが a < と自 R 的に ま g 
2 〔夕-ル）!' イ-ルを*ぶ>@ 

j モ ード间 いを ねせ 

1 巧 受匯而 でみ [曲い を わせ] Ci モー ド 向いを わ 
な 3 

•  SMS:@> 尚い 含り けい 〔SMS 巧い 含り だ] 


I モー ドター ルに 巧 ft する 
1 受巧 イー ルち 巧 面面での 度 な/忘を〕 

2 巧な 方 巧を 苗ぶ ►€) 

3 イー ルを 巧ぶ •ち 巧 

j モー ドター ルを 坛巧 する 
受なメ ー ル 表示 S 而でを C ち 0/ 巧ち] [€ 巧] 
2 巧 先を 入力 •をな 


A 

切 

取 

巧 
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カスタム メニュー /S 本タ ニュー/スー ムメ ニュー 
の 切 

1 カスタム タ ニューで 本)/ 受 (スー ム） 

■  S 丕 y こ a- のとき；® (プ ーム) / を （ロス タム） 

•  3 —ムブ ニユー のとき： 參 (巧 39 ム) / 受 (S 去） 


M 巧 番号で 巧び 出す 
1 a 本/ニューで* 巧# ちを 入力 


の « 

のさ 置这 巧 

€ ち 音 ■ま 巧、 ゾ ー j レ 着ち さ ft ち 巧、 

各 垣垃定 音量 ま 巧 

西 ss 巧 

a ち育涅 巧、 ブ ー1 レ S 培 音* 巧、 

各 S 玲を 音运巧 

面 バイフしー タ 
技ち 

S 信 バイフ レー タ， 

プ ーj レ S ち バイフ レー タ 

の 奮 

ので ブ ー たー ド 

ON  (a をで ブー 亡ード， 

没ち 

ヴイ レント タブー モ ー ド、 

オリ ジ ブルク ブー モート つ， Of  F 

因イり ホン 切 咨技定 

因ぶ 一j レ 含 毎ち お 時 因 巧 足 

田 巧 化 n 巧 巧 巧ち n ぉぞ 

面な 百 •巧 g 保 g 音 

尼を 保宙 音. 保 普 音 

图夕 □デイ ステ レス 巧 実 {イ^ ホン〉 

百 g 巧 

田 ツイン 画面 沒定 

巧 受 面面を ち、 巧受 ちがを 巧 没 走、 

た レン ブー ミホ 没を 

面 ヴブ宙 面な 足 

巧を ミ 巧 おを、 后 わ 表 巧を 足 

面 文す 表 巧 没を 

フ マント （了  s> 投定、 

で？ ヴ イプ 技定 

の SS 面面 03 
タク イプ 泣を 

話 着 垣 面面 垃 ち、 

ブー ルを 夏ち 面面 技定、 

ヴ ブイ ニユー 垣を 投定、 

お知ら だ ウインドウ ア ニイ、 

5 巧/巧 巧/小 后が でー ク， 

〇 ラーテー 7 技を 

面 ランプ 投定 

著ち ランプ、 ブール ランプ、 
a 巧 申 ランプ、 

アラー ム / タイ 7 — ランプ、 

1  C たード ランプ • 

巧 团厘か ランプ 

面 おや 口 度 585 —ド おち 

固 M の投定 

a 萬 モート '、節 Sf — 卜\ ユーヴ 没を 

面 ブライ ぺート 
フイ ルタ 巧を 

巧奇后 一時 巧徐、 

フイ ルタ* ち おち 
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1  1 

の 巧な 

巧 有害 巧を yf リ宿叛 
巧;' 旧 送 S 话 巧、 担を がな 巧 泣 

面 文す 入で 役定 

コー プ择 S. ダ クン □ - ド耗 さ- 
ちを 文 S  ち 1  空漠ぎ 習 クリア 

面白 Klg が N/ 

自 を® SON— 目む 巧 SOFF、 

OFF 

ア つー ム 里ち! 巧 想 ON 

の 日ち 巧を 

面ら hn かか 

面 usst- ド 巧 ミ 

面ス 午尸ン 巧を 

バター ン デー タ更 巧， 

自お更 巧 泣ち；； 3  4 •ロン お g おち、 

バー ジ3ン表示 

面 ソ:？ トウ エアき 巧 

面 巧 ミリ t ット 

1  辽 )NW ヴー ビス  1 

面爱皇 A 巧 
お 房い 
ヴー ビス 

ま 号 a 対ヴー ビス 巧 巧， 

ま 号 a 却ヴー ビコ 存と， 

ヴー ビス 没 定巧绍 

1 西 A 巧ち 面/巧を 巧绍  1 

面 通 巧 や 着 居 

4 巧 中 S 僅抵 を、 《 ミち 中含樓 かげち 巧 

面 2iri1 没 ミ 

亡ード 切を 巧坦巧 2inl 巧を 
亡ードみ 诗き虽 面 技定， 

ちちち ち 登 泣を、 

&n1 巧廣 OPP 

I  面 その 化の NW ヴービ 3  I 

の S 巧 操 巧を を 

還ち 巧 巧 陆も 3 巧 巧け 冉 止、 

宝 再 巧 巧 巧 定宿 淀 

面 デュアル 

9’ ン トフー ク 

デ ュアん タッ トフー ク切 Ig、 

デュで ル タッ トフー ク おち 宿强 

面 巧 空巧イ ダンス 

巧ィ タン ス 括を、 ヴイ ブンス 没ち ちち 

西ヴー ビス 
ダイ f ル 

ドコ fSR 枯 さは， 

ド〕 モを含 葉 巧 •き 巧 

1  面* 巧 •みぶ M なを  1 

圧 la 巧 申 おち 

ノ イブ キ ロン t ラ、 再涅 巧な 能、 
a 提品 » アラー ム 

1 面ィい ホン クイつ 自扭择 ち  1 

面 S ち 廣お足 

エニー キー アン ヴ ー、 スート S ち 没ち 

迈 テし ビ跑 きおち 

gg 自 なち おち、 をち 垣を 技ち、 

テレビ 巧な 画面 没を、 

ろ 面面 表示 位 ■、 をち 度® おち、 

テレビ 巧 巧 边咨« お 4 况， 

テレビ 巧 巧 A ンブ フゾー 括を， 

バ ブット 4 培 申 S ち 巧ち 

面を S ゴ t 泣を 

を S ブ f 没定 ，を S 巧 客 后间. 

尼 さブツ たー ジ、 

テレビ 巧扭ち 巧ち 度を 

面ク □— ブ お! 巧 巧ち 

西 t ルフ t— ド 

面 その 化の 括を 

プレ クイック 3 技ち、 ヴブ アドし 3 技ち、 
国原 タイ。 ん アシスト 巧ち 
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面む キ ユリ ティ 

の シーク レット 亡ード 

面 FOWAO— ド 
(UIM) 坦ま 

ANID  — ド 入で 没ち， 

PINT コード 空軍、 円 N2 コー ド空更 

面 输运巧 否/ 

巧 巧技ち 

巧 巧 度ち ち 舍ち巧 司. 

巧! S 巧 旧ち ちち 巧を. 

巧 巧 巧 登を み、 巧; i 巧巧定 1 
公を 3 巧、 a 却 不可 お 

面 黄 か！ 巧ち 表示 

辅 运巧歷 表示、 ソ ブイ。 J レミ 示 

面 ゴール 巧 度 表示 

y— ルを 值 ち 度 表示， 

ブール ま 运ち おき 示 

面 □ ンク をを 

才ール □ ンク 、ブイり 1 しち 毎が 巧， 
巧能别 □’ ンク、 1  C 巧ード □ッ ク、 
まとの て自巧 ロック 

1 西 巧末运 巧 ち 皇を更  1 

面 デー ター巧 
が徐 

ユープ デー タ 削な， 

シーク しット デー タ 則な 

-23- 


1  面 そな 化か W ヴービ 3  1 

面ち 如 ヴービ 3 

USS0 登る， 巧爸 y ッ C — ジ 登録 

国 7 ル チ ブンバー 

« 常 発 f きま 号 巧ち， 

« 常堯樓 至 号 巧を 话 巧、 巧な 爱号 おを 

西 着る じ 

ブツ た — ジ巧 巧、 ブ ン t— ジ 表示 技を 

画 □— S ンブ巧 
イブ ン 3 巧ち 

□  — S ン ブ巧イ プンス 屏拍， 

□  — S ン ブヴイ ダンス 巧 止， 

□— S ン ブ巧イ ダンス 宿設 

面 苗ち 0—5 ン 
ブ 技ち 

罕ツ トフー クヴ ーチ坦 を、 

ス ペレー タち 表示 技ち、 

普 守ち 巧 お (巧み〉， 

坛送 でん 巧み〉， 

透ち 巧 巧技ち (巧 升 K 
ま 号 a 祖お おい (巧 巧 0、 

□  — S ン ブ巧イ ブンス (巧 升) 1 
□—S ンブ時 « 僅 巧 制 

1  の NW ヴービ 3  1 

圧! 資守爱 巧 S5 

ゴッ t— ジ讶さ G、 

晋 すま ブッ t— ジ ちま， 

普す ま 巧 巧ヴー ビス 巧 巧， 

普す ま码 おち 岛 没を、 

普す ま ヴービ 3# 止、 

普す ま 泣ち ち も普亏 まヴー ビコ 役を， 
イキを お 巧ら だ 技を、 ちち a 巧 

面 キロ ツチ ホン 

キ P ッチ ホン ヴー ビス 閣 巧、 

を ロ ッチ ホン ヴー ビス# 化、 

を ロッチ ホン ヴー ビス 括 定宿 毎 

迈坛送 でん 〇 

坛をヴ ービ； 2 巧 化、 

fe を ヴービ 3  9 止、 坛送巧 置 至、 

坛を巧 《 扭 中ち 設 を、 

6 を ヴービ 3 技を 宿 誤！ 

函达活 巧 度 
ストン プ 

なを 巧な 着樓巧 否登窃 1 
巧 担 ま 章ち ち 巧 否 登る. 

なを 巧 巧を 畳 巧 削な、 

なを 巧な） 畳诗 削な、 

巧を 登 巧が 巧话巧 

西 廷ち备 さ 号; A 知 

巧ち 巧 泣、 拜ち さま 号 A 別段ち 
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A のり 取り 谢 V 
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の パー コー ドリー ブー 

。ホれ ■«€ 

受信 1 を 件 まち 

团 トル 0 

田 1  C 石ードー 9S 

田 1 C0— ド 

□ ジク 

1  CD ック投 を- 
ち 苗  OFF  時  1  C ロック おち 

团  microSDR 

mi な oSO データタ 巧、 

バックアップ/巧 元- インポー ト、 

宫涅 « 奇の更 巧、 フ 7  —  7 ット、 

US 巨 亡ード おを 

团スブ ジユー ル 

3 ク ジユ- ル、 ToDoiJS 卜 

西 •却 

巧呈 1 テキ 3 トゴモ 、タイで一. 

アラー ム 、お 目！！ t の TV、 さ夕 / 坛 S ゴ 
を， です 巧み 巧 y、 ち 巧 巧み 房な UtJ— 
ビス 

田 名剌ソ ーブー 

田た ゴラ ルー ス 

图シ 3 ット デコ 
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面西乂 デイ アジ-ル 

の ワン t プ 
面 SD ォ— ディ 7 
画 ボイつ レコーダー 
曲 クン 巧 •ブック ゾ ーター 


その 化の 81 お 


7 ブ ー f— ド 没ち/巧 餘 

風 （1 觀 上） 

公 其 モード （ド ライフ t- ド〉 

巧定 / 巧な 

盛 （1 觀 上） 

まとので □ック 技を/巧を 

®< 1 技 W 上） 

チ r み レー K ミ 示 

国 (th> 

2 ヴジ ユール 

0 

1 亡ード 乂 ニコーのま 巧 

あ 

1 アブリ 乂 ニコー のま 巧 

@<な：（ 1 巧 W 上； 

を 止 宙巧お 面面の 表 巧 

负 （ 1 技 化 上） 

ヴ ボート プック 

0  (multi! 
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クルチ アシス タン h  (クル チタ 2 
ク〉 の おむ 

梅 おの 利用 中 C 

目 (MULTI) 

シ 3 —卜〇 ットブ ニ ユーの g 示 

0 

シ 3 —卜〇 ットブ ニユー のき 巧 

[夕] ヴミ 示さの ている 
面面で 目 CMUtTlKl 巧 
肋 

ヴ イド ポタン 篇巧巧 巧 
括を/おな 

0( 1 物ん t) 

ブライ ぺー ト:? ィ ルタ 

巧 受居面 W 巧 •で @(1 

巧定 / 巧 除 

巧 上） 

» 巧 巧团面 ヴ爱巧 さむ 田 tSI3、 [B い] をち 巧して CS ちい ■ 


9 ず番 g ほサー ビス 

おお し迅 みヴ必 as スプ シヨ ン （目 田 至 用 お; ちむ) ヴー ピ 3 でヴ- 

， カスタ ムイ ニ ューで CS を] [NW サー ビス] 〔苗 
ず番 《 巧〕 

2  [田 守 SS 巧 サービス H 巧] [宙巧 芭 サービス 
M 巧] 

■ ヴーピ スの存 止； 馆 3 さ ヴービ 2 停止] 

♦  y ッ e- ジの 再を： 〔篇亏 ま:: 〇ソ G- ジ ちま 3 
■  y ッ ごー ジの « 泣： [タツ t— ジ 巧を だ] 


お；しるみヴ必曼«オプシヨジ<月3贴»;巧因)ヴービ3です。 
1* 々スタム タニ ユーで [tt ま] CNW サー ビス] ► 

[キャ ッチ ホン] 

2 【キャッチホン サー ビス 

• ヴービ つの @ 止： [年で ツチ 巧 ジヴー ビス 巧 止〕 

■ なをの S 巧； [み P ツチ ホン ヴービ 2® 定话 度] 


6 巧 でんわ サービス 

お 申 しを みヴた 》y  7 プシ 3 ン (ち S 化 吊 B : 巧が ウービ 3 です. 

t カスタム メニューで [fi を] [NW サー ビス] [反 
巧 でんわ] 

2  [ちち サービス M 巧] [ちち サービス H 巧] 

♦ ヴービ つの 巧と： 〔お 送ヴー ピス傳 止〕 

• 括 定の话 狂； （e まヴー ビフ 括ち 宿 房] 
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おが 

QS 因- 


: ap 

I 


西を 团 困 西 困 


D 百 百 □  因 因 D 回 


番号 ii 巧 わ g い サービス 
ち 审し迈 みなし で ご あ！ 再い: C だで 互 さ (耳 S 在 田 U; 巧芭 )6 
• カスタ ムメ ニ ユーで [技を] [NW サー ビス] [番 
ち a 扣わ W い サービス） 

2  [S ち ii 巧 サービス H 巧〕 

• ヴー ビスの 停止： [呈 号ぶ 巧 ヴーピ 3 ちと） 

♦ 投定 のち ほ； [ヴー ビス おを 巧 巧〕 


サブ ディスプレイ 

D の 旧 旧 因 B 团 Q  团 


回 


IPEIfsMBM 


旧 回 困 


« アイコン B ゾ イン デ イス ブレイ/ 
B しでい ます W 


0 

枯 /B 

巧 巧な: おを 巧 

百 

S<>A を、 なな 

1 モー ド/フル フ ラつ ヴ巧巧 

B 

凰 

SSL  5 示 

凸 

な〇ゎ 巧 

1 アフリ 巧 巧 

m 

夕 

シヨー ト カット ジ ニコー巧 示 

■ 

31( ブ し一)/ 回 

microSD タ モリー  0  - ド を 巧 入 や 

•1( ピンク）/ 困 

microSD タ モリー  0  - ド をを J 用 か 

国 

宜 /皿 

■巧 gia 巧 

iQ/CB 

巧 g 中 巧 巧 

■ 

時 Its 巧 

■ 

巧/因 

1 C ろ 一 K □ック 巧 巧 

旧 

a 

アラー ム 5 巧 

■ 

a 

■- ，雇 而 

坛 含タモ S 巧 

■ 

り 

イ でン 7 イク 沒巧 a 巧 

旧 

已 

公巧モ ーK< ドライブちー ド)》 巧 

■ 

巧 

ブイ レン hR 巧 

旧 

巧 

パイプ レー タ巧巧 

■ 

巧 巧 

マナー モード 巧 巧 

旧 

み 

usa ちー ド&ホ 

■ 

巧/因 

FOMA りード 巧* 入 S  n てい 留 い， 
まち ほ FOMA たード 巳き 巧 巧 巧る 

を/回 

FOMA りー ド りー ド 巧 入 中 

■ 

m/m 

c んフ r-  — で 

国 

WMH 

ぶか 房 る1 き/  ’かが 巧 お 适這 中る の 

■ 

♦ 

/\ ンブ フリ ーS 巧 

S 

♦ 

ト ルウ* 巧 

S 

百 a 

7 ンヴ 《 巧を ちげ 巧!! 巧 

a 

ぉか 田 田 田 a 
■田/田 田 

が 旧 巧を 

S 

フライ ぺート フイ ルタ » 示 

0 

9 

フン ご ブ録围 中 R 巧 

5 

白 由 

1 ちード ブール t ンター なをな 担 

S 示 

面 

因に！ 

面 正] 田 白ち) あ 
おち 巧を 面色 

イツ t- ジ R/ 巧を 

函 

こ 1 田 an 

1 モード y— ル/ SMS をち S 巧 

面 

7 んす 女*; r パる 巧 

田 

g  I 巧 巧 审巧巧 

を 象 巧 sn る 7 -クの 巧し いおち 01 巧 及 おち* の P ぶ〜 P ぶ t 
g 巧して <e ちし、 


< 巧ち 時な どの 居を まな 巧〉 


乂 る ま 口  B □ック はち 巧ヴ ーピス です. 

ご 利用 の一巧 申 R と 司 巧、 ちし <  I ま 一 行年 B み C 巧 し边 
ま： ns« 含、 巧 巧 c« ります， 


お まなけ □、シク の投 を/解除 
函 0120-524-360 
24 時 萄爱が 


その 化 巧を まを 巧 


く 逢 培 巧：  > 

くま 裙 巧：  > 

くま 裙 巧：  > 

* ブイ P ル S 呈を  << ご 巧 巧の る， お 苗 し ^のない43 
C おな ヴ<  だち い， 


晒 11 顷回 

砸蔚 なの 

白み 回 m 西 

睡 曰む 田 困 

夕因 曲® の 

B 閣 田の 

w'l が 田 

胤 回 ◎因 

n 知み 田 旧 

耐回一  0 


到 

咬 
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A 

切 

取 

巧 

V 


FOMASH705i 


I アル n •かが 巧 «j 


海外での 巧 矢 .i&B.nii などに ついて 
<DoCoMo インフォ ターシ 3 ン センター > (24 時 M ま 巧） 

ド コモ の 巧 冷® S  口 らの « 含 

が。。 巧が 

7 ク C2 お 巧り 
•  —#»« 巧ら: どで 打け 巧* * 含 C 巧、 日 玉: 巧 口る 括 だ! 巧ヴ ロリき す： 

»  SH705I な 色、 ご 利用 のち 含 は 4 1 -3-5366-3114 でつな 巧 ります 
{「 十 jtaroj ボタンを 1 巧 1U 上 巧し 3 す)。 

— ぉ«巧 など 口 色の 巧 含 

< コニ パー ヴル ブンバー > 


•81-3-5366-3114*( 巧な） 


-800-0120-0151* 


2 二 Jf- ヴル ブンバ-用 
巧が 肪さ宜 ほご） 

•  ；«な9巧4芭扫《どヴヴヴ311含ヴおリます， 

« 主 » 国の 田 S 夕 巧アク 123 SS  (ま ！>/ ユ ニ/てー ヴ ん ナン 
/ て-用 国 R •這 巧 おさ S 盾 2  ) み P.  W 〜 P. 紙 W  WP*22  S こ 
«<e さい. 


海外での 巧 n に 田して 

<ネブトワー クテクニカルオぺレー シ3ンセンター >(24時闊3巧） 

ド コ € のち# S 巧な 5 の 巧 含 

萌ミ運 S 蒼 U  -61.3-6718.1414*  {»«) 

f  -お S 巧な ごで 口 17 云 gsciSi 日 去 台け a 坦 月な なヴリ ます， 

&  SH7061 0 色 I こ 利 田の 18 含は +8 1 -3^7 1 か 1 4 1 4 で ごな ヴリ まな 
cr+j 苗 ro」 ボタンを 1 巧 W 上 押し ミヴ) • 

-fiftS 巧 « どならの 巧 含 

< コニ パー ヴ ん ナンパー > 

S 去な 茲 i 拭 -900*5931-8600* 

»  田 巧ろ 径 sg どヴ扫 口る 6 をヴ巧 y ます， 

を 王«国の国6夕芭アクた；2ささ(養 1 )/ユ ニバー ウル ナン 
バ-巧 SIS 巧 お Rg 日 S き (き 2 )  fa、P. の〜 P*20,  P.21 ~P 之 2 た ご 
«<e さい， 


巧 外で が 巧す るた めの 準 flf 


j モー ドの » 定 

I 日本で tt 定 する 

待き a 面で: ミ） [1  Menu] [おを & ち 申る •技 ま 3 
C オプシ a ン K をい [巧 外 利用* &定] い モード 
か 用 S を] 巧リ用する] ►  J モー ドバス ワー ドを 入 
力 >  ®  ► [巧 定] 

I 海外で » ち する 

巧受 S 面 でん C  i  Menu]  ► [巧 外 利用 技を] 

【 I モー ドを] 用 » を] 巧リ用する] ►  I モー ドバス 
ワードを 入力 ►[み 定] 


運 HMfl 巧の K ち 

■ 日本で R 定 する 

1 カスタム メニューで [» を〕 [その 化の NW サービ 
ス] [SHA 巧技を〕 [SB 巧け M 巧] [はい] 
■ 海外で K 老 する 

1 カスタム メニューで [» を〕 [その 化の NW サービ 
ス] [田 «  ローミン グ » 定] [逮巧 度 ホ 巧を (巧 
ホ)] 含 f ガイダンスに なって 巧け 


自 n 的に 時る 補正す る 


1 カスタ ムメ ニ ユーで [» を〕 C— Ktt 定] [日時 投 
定]  >  [自 R 時留時 8 巧 正] fl を 苗ぶ ク @  >  CON] . 

(D 


ー ンを手 B で 没を する 


カスタム ゾニュ ーで [s を] [一 お » を] [日 巧技 
を〕 〔自れ 時 巧 時 S 補正] 棚を 苦ぶ @  >  [OFF] 

2  @  ► タイム ソーン を 置ぶ ►ら) ► 巧 巧を ちぶ >  @  ► 

を 


3G タッ トフー ク 

讶甫可 

去ッ k フーづ 

利ち 不可 

かが ネット ワーク 

却 再 不可 

巧 外で が ffl でを るサー 


M ヴー ビス 

K 巧 

S を g 巧 

巧みで る 同じな# ttS 至 号の まま- 巧を 
国 巧での 巧* を や 1 日本 やその 巧の 国へ 
の 毎ち 巧 5S 巧ち なでき ます。 

テレビち 岩 

巧みの 特定 3  Ga 這 g 冀 さ：!ー ヴ や、 日本 
0FOMA ユープ と 国ち テし ビ S 巧を 利 巧 
でさます。 

1 f— ド タール 

巧みで る 同じ アド レつ のま ま、 i  f  — ド 
夕ー ルのを まちな できます。 

1 亡ー ト‘ 

巧みで る 1 亡ードを 利 巧で きます。 

1 チ ロタん 

巧みで る 1 チロ 9 ルを 巧 用で きます。 

SMS 

巧みで る 同じ 巧 海 S 巧 S 号の まま、 SWS 
の这 をち ヴで きます。 

デー タ a 语 

巧 巧で 13 パソコン とち 巧しての パク ット 
出き と S4K デー タ a ち 13 利 吊で きま 扫 A>, 

通な 事窠 者の A 巧 方法の 投ぞ 


9 巧 的に 接 巧す るぶな «« 者の 投を 


ぶ ft 事 欺 者る を 待 巧宙 面に ま 巧 


ネットワーク サーチ 良を 
お* い 上け 時の おを; スート （4 ち* 美 € を 巨 町で 切ち） 

• カスタ ムメ ニ ューで [6 を] t その 化の NW サービ 
ス] [田 W  ローミン グ» を〕 〔ネットワーク サーチ 
巧を〕 

2 〔才 -卜] 〔はぃ] 

•  a 运丢 をき 0 字 お 切 普； [7 ニコ アル] ►  a 這 寒 まきを 
さ ぷ>® 

• 度 巧 先 マツ トワー ク のち 巧 か 〔ネット ワーク きなお] 


カスタ ムイ ニ 3 —で 〔» 定] [その 化の NW サービ 
ス] [田 »  ローミン グ » を] [ネットワーク サーチ 
技を] [S 巧ネツ トワー ク 6 を] ft 先顯 なの 餐ち 
を S ぶ 

2  [マニュアル 査 》] 田* ち (MCC) モ 入力 
ネッ トワークコード (MNC) を 入力 ►  ® ►[はい] 

■  a 盾季塞 さソ; 3 卜 巧ら 适 巧； [リスト 巧ら 客 没〕 ►an 
事堯 きを さぷ ►  @  ► [巧い） 

■ 現 江}^ 申の a ち 3象 さを 登な： [だ 田 9 ツト つー ク登 
沒い [巧い] 

■  9巧お位の5更；【9巧お位空至〕 ►おな巧をさ巧卜 
€>► [巧い] 


1 カスタ ムメ ニ ユーで [技 ま〕 [その 巧の NW サーピ 
ス] 〔8«1口ー ミング^を） 【オペ レータを 表 巧技 
£3  [ま 巧 あり] [はい] 


» 田 後の 投を 


;ッ トウー クヴー チ 泣を を 【才 一He 段を している 巧 含 旧、 巧 国 
活 CFOWA 巧 末の M 々入 打る と 白 化 的 CFOMA? ッ トクー ク 
100 CoMcOC をを 2 れ ます。 

■ を ft で FOMA ネット ワーク く DoCoMo) に K 定 する 
カスタム メニューで [技 ま〕 [その 化の NW サービ 
ス] C 田 »  ローミン グ » を〕 t ネット 7 —  クサー ナ 
» ミ] 〔マニュアル] [DoCoMo] 


«e を かける 


巧 在 B か {日 本を をむ） に 《e そかけ る 

■  〇  J をが R して Blllge を かける 

t 巧受 S 而で匹 1( 1 巧 U 上） 田 S 号, 巧な S ち (巧れ 
ち番) •巧手 巧 S 技 S ちを 入力  >  に K 含 
げ レビ S ちい 【はい] 

■ 化 这ま呈 {巧 か 眉 至) ヴ 「0」 で はじま 5 巧 さじぶ、 「日」 
をない て ダイ ドルして <SS い。 C だし、 イタリアの 一 
抵 巧な なご C  ロロる 巧 さな， roj ヴむ呈 です。 

■  を 利用 して;* 巧 ■外に を かける 
巧 sgs の 巧 巧の r  0 」 ヴ, 頁な 国 香き 空 g 設 巧で おを している 坦 
さるに 自 6|のに 远ち3  〇ま す . 

’巧 SS 而 でみ 巧 ホを £ぶ>@{ 音声 S ち)/ み 
(テレビ «e) [発な] 
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■  BlMig 発な 

国 設定で 国 SS を 豆 忌して 巧  <  と、 弃值時 C 国を さを ま 巧し 

で 国 巧 ga を なでる こと ヴで S ます。 

巧の 巧け I 巧みでの みち 巧です。 

1 待受 II 面で SBS 号を 入力 ►  @  >  [番号が 扣 技を 3 
， [国 芭発 fi] 田 g ちを ちぶ > @ ►田 (音 扉 
S 技)/ (D( テレビ S 芭） 

巧 在 5 巧に 96 を かける 

If 待否匯面で《@餐ちを入力>田(ち>«芭)/(|)(テ 
レビ «巧） 

■  « 居!! そ W 用 して »在11 巧に  >6 を かける 

< 巧 さ B 面で を 巧手を 《ぶ ►  (2)( ち? 8« 居)/ を 
(テ レ ビ g ち） 〔巧の « 号で 巧 巧] 

■海外に いる WORLD  WINGWffl 者に Ifi を かける 

巧な 西 巧で ちつで ち、 话ずヴ 巧 かでの rWOPLD  WING」 お 巧 含の ち 

含は， 日本への 国 15« 巧と して SSSS ヴヴ てくだ 3 し、， 

< 巧 否 而 面で 瓦 （ 1 巧 W 上》 ► 足) ご) ► 先 曲の r  0  J を 
R いた 巧を 巧 携帯 g ち 番号を 入力  >  巧 (音 扉 巧 
巧)/ D( テレビ 《 巧） [はい] 
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«e を 受ける 


ング ガイダンス 巧を 


ー ミン グ時 着な 巧 W 


1 «B がか かつて またら © 

■ 日本から な 巧に tie を かけても らう 
曰 $ 国 巧 C いると 6 と 局ち C あ S 巧の « 話 S 呈 t A でして 巧 店 
■ 日本 U 外の B から W な 先に 《 色を かけても らう 
掛 S 国の 国* 7 ク t コさきぶ 1 巧* の r  0 」 を 除い e 巧 吾 巧の 
S5 を; V でしで 発ち 


• カスタム y ニ ューで [» を] [その 化の NW サービ 
ス）； [口ーミン グ ガイダンス 良を〕 

2 〔口ーミン グ ガイダンス H 巧] 

♦ 巧イ タンつ の# 止： [a— 5 ン グ巧イ ダンス 停止] 

♦ 沒 ちの 活 を： [□— 5 ンブ巧 イタ ンコ话 巧] 


♦巧 かの 道ち •董 €にぷ つては， 没まで いこ t ヴ お1> ます •> 

■ カスタム メニューで [技を] [その 化の NW サービ 
ス] [田 «  ローミン グ K 定] [ローミン グ時 着な 规 
な] 

2 【ロー 5 ング RS 巧 巧 制 H 巧〕 規 M 方 ホを 苗ぶ 
® ►ネッ ト 7 —ク巧 ちを 入力 

♦ 善ち 巧 おの glh:[D  — 呈ンブ 時 a 语荒莉 巧 止] ►タツ 
トワー ク旧 SE 香 号を A 力 ►© 

♦ 括を の 巧な ： [□  -  S ン ア時 着ち 規勒巧 巧] 
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♦巧みで 3 ッ トクー クヴ ービ； 2 を 利用す ると さ な 友ら なじの a 巧 
さ 巧の 没を ヴた SC なります， 

を 音再ヴィプンご£：巧って4巧して<だ2ぃ。 


S 守番 巧ち (巧 ホ》 

1 カスタ ムメ ニ ューで [» を〕 〔その 化の NW サービ 
ス] [田 S  ローミン グ 定] [S ず g 巧ち (巧 外)] 
2 〔田 巧餐 サービス M 巧〕 

• ヴー ビスの 巧 it: 〔宙ず 香 ヴーピ つ冉と 3 
♦ ゴッ C- ジの再 ま； I 普 守 まブッ t— ジ ちま〕 

■ ヴー ビスの 沒 巧： [宙 ず备ヴ ーピつ 技ち 3 


反ち でんわ (海外） 

.. カスタ ムイ ニ ューで [S を] [その他の NW サービ 
ス） 〔BR  口ーミン グ 6 を〕 [坛巧 でんわ (巧 か)] 
2  [坛 をサー ビス Htt] 

■ ヴーピ 3 の# と； t 坛を ヴービ 3 存 止） 

■ ヴーピ つのな 左； tte を ヴービ 2 括を） 

ローミン グ ガイダンス  <  巧 か） 

カスタム ゾ ニューで [S を] [その他の NW サービ 
ス] 〔SIS  口ーミン グ tt を] [口ーミン グ ガイダン 
ス (巧 外)] 
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を 罢 田の S 番号 


国 巧 t なをを」 用す ると さわ I 困 R ブイ 朽 ム アシ 3 卜を 否を 巧ウ t 
S など C  A 力なる r 国 M  J 百 >  U ての まさを 巧 田して <  e ち 八 

<2008¢! 月 R お 


お 

巧 巧 劇 

m% 

アブリ 石 さを g 

I 

中国 

86 

イギ 

44 

卜 •イツ 

が 

イタリア 

39 

り レ：！ 

90 

インド 

91 

日丕 

81 

インド 3 シア 

62 

ニ ユーた レ ド ニア 

が 7 

エジプト 

20 

ニユ ージー ラン K 

64 

7— 3 トラ リア 

61 

ノル クエー 

47 

7— 3 トゾァ 

43 

へソ 巧、 J- 

36 

7 ランダ 

31 

7 イジー 

6?9 

〇ブブ 

1 

フイ IJ ビジ 

63 

这国 

82 

フイ ジラン ド 

巧 8 

ギリ シロ 

30 

クラン 3 

33 
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zmmm 

M 

M 

シン 巧 ポール 

的 

ブラジル 

55 

3 イ； 3 

41 

ぺト ナム 

84 

3 クェー デン 

46 

ペルー 

51 

3 パイン 

34 

パル ギー 

32 

タイ 

66 

きち 

852 

が呈 

化 6 

70 ス 

853 

タヒチ 

<ム资ポリネシア） 

6S9 

7 しーシア 

60 

モル デイヴ 

S 扣 

チェ 3 

42D 

□シア 

7 

る この 留 なの 田を S るよ ぴ窝巧 C ごいて I さ、 卜’コ ちの r 田! B ヴー 
ビ； I 巧ー ム ぺージ J を ご ||< だ S い， 


-1B- 


国 ««& アクセス 番ろ (ま 


主 E 国の 国 夏 7 ク t  ：ISS な lU'F のと ホ D です。 

(2007 年り 月 度 在} 


巧 J 用な a 

巧 巧 脚 

7 イル ランド 

00 

卜 •イツ 

00 

で タリの 含ま 田 

011 

トルコ 

00 

アラブ 言 S® さ 巧 

00 

二 3 —ジー ランド 

00 

イ争の 

00 

ノル クエー 

00 

イタ リア 

00 

バン づリー 

00 

インド 

00 

フイ リピン 

00 

インド タシア 

001 

ブイン ランド 

00 

ブ ー 3 トラ IJ7 

0011 

フランス 

00 

ス ランタ 

00 

プラ ジル 

0041/ 

0014 

巧 ナダ 

011 

巧逗 

001 

ぺ トブム 

00 

ギリ シロ 

00 

ペル 争一 

00 

シン 巧 ポール 

001 

ポー ラシド 

00 
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ー サル ナンバー 巧 困 MB* 巧 » ろ (表 2 


香 g のュニ パー ヴ 山 ナジ パー用 国瞭 g 巧* 別 さ 香は u 下のと おり 
でな d 

(沉 07 巧り 月 ホ お 


か 

: smmm 

« 

アイルランド 

00 

中国 

00 

アブリ カ さま 田 

011 

デンクー ク 

00 

で ル ピン チン 

00 

ドイツ 

00 

イギリス 

00 

ニコー ジー ランド 

00 

イスラエル 

014 

ノル クエー 

00 

イタリア 

00 

A ン 巧ゾー 

00 

プー三 トラ リア 

0011 

フづソ ビン 

00 

プー 三^ ゾア 

00 

フィンランド 

890 

プラン ダ 

00 

フランス 

00 

〇ブブ 

on 

ブラジル 

0021 

ち 国 

001 

プル 巧 リア 

00 

コ 〇ンビ 7 

009 

パルー 

00 

巧ち 脚 《 

餐さ 

こが 巧は tf 

お 

シン 巧 ポール 

001 

ペル 革一 

00 

3 イス 

00 

ポルト 巧 ル 

00 

3 ウエー デン 

00 

香港 

001 

スペイン 

00 

7 レーシア 

00 

タイ 

001 

巧 ァフソ カ 

的 

な涅 

00 

ルクセンブルク 

00 

zrmm 

お 

胡 UtM 

ユイス 

00 

ポルト 巧 ル 

00 

3 クエー デン 

00 

きち 

001 

3 ペイン 

00 

7 石プ 

00 

夕 

001 

7 レ— シ 77 

00 

am 

002 

が 3 

00 

チェ：] 

00 

ルク t ン ブルク 

00 

年) 国 

00 

□シア 

810 

デンクー ク 

00 

お向い合わせ 


海外での 紛 巧た 盜® 、填 夏、 故 培 じついて は、 ク 
イ ック 7 ニ ユア ル r 巧 外 ネリ 用 編 J 表紙の 「巧みで 
の お 失、 盜 霞、 精!! など C ついて 丄 またな p.ir* 
みでの 放语 C 関して」 まで お 間い 含朽 だく ださ 
い。 

♦ 各 お 巧い 含 06 巧ち 話 至 号の 前 I こ、 巧 巧 巧の 「国原 
ちな アク ま 章」 または r ユニ バー ヴ ルナン バー 
巧 国 居 巧 巧を 别爱 登」 ① ブイ f ル 巧む 要に な U ま 
す。 
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r ド〕 モ e ヴィト」 ではな 巧 変更、 おを プラン 変き などの 各 這 おず 続き、 資巧誇 巧を 承って おります。 


i モー ドロら  i  Menu  ►なを & 友 ホ 泣 •投ぞ ►各 宙を規 ち （卜 •コ ち e ヴ イト） 区 S クツト 话« 巧 巧 的] 

バソコ シヴ 5  My  DoCoMo  (http://wvvw.mvclocomo.corp/)  ► る 宙ミ疑 含 {ド コモ© ヴ イト） 

夕 I 亡ードロら ご 利用になる 巧 含、 r タツ トフー ク旧 SES 号 J なむ 妄 t な y ます。 

を i  f— ドロ S こ 巧 用い： C6< 巧 さの バフ ツト gg お 13 巧 おです。 巧 外な S のアク 63 の 巧 さ 13 ちな となります。 

糸 パソコン ロら ご 巧 用 C なる 巧 含、 rOoCoMo の/ パ スワー ド」 ヴ也 要と なります • 

を 「9 ツ トフー ク旧 SE 香 号 J およ uroo な Wo  ID/ バ 3 フー ド」 をお污 ちで ない 方 •お忘れの 方ぶ 取 U 抵い篇 巧 SS 面のを 含 お 巧い さ 〇 だ 巧 亡 ご 巧 沒<ピ ちい。 
糸 こ 巧 拘巧吞 C よつ てぶ ご 利用い C だ 口ない 角 さヴ おります。 

糸 システム タン テブン 3 など C より •こ 巧 用に な n ない 巧 含な あ U ます. 


マナー をい つ 


FOMA 節 巧を® 用す るち 含 巧、 垣 囲な ちの 巧 お C ならない ように ま 居し ま 
しよ .一。 

こ んな « 合 はと、 ずち 巧を 切 りましょう 
■  ffi 巧 禁止の 場 巧に いる 话舍 

巧 巧ち 结を慢 用し ではい ヴ ないち 巧ヴ宽 ります。 下の 巧 巧で ほ、 むす FOMA 
掃 未①巧 おを 切って  <  ださい。 

♦お 空® 巧 ♦おち 巧 

を 医 巧ち 夏 巧 器を 巧 用して いる 方ヴ いるのは 病 巧 巧 だ ヴでほ 史リま e ん。 □ 
ビー や 待 含 室な どで ち、 むすち おを 切って  <  ださし、。 

■ 運 おやの 资含 

運を 中の 携を巧 おを ずで しての 径巧百 巧 則の 巧を とな U ます。 

《 ホむ をち す 巧 話を 受ヴる 巧 含に 巧、 M ンブフ リーで r ウヴ 直す J ことを をえ、 
安を な 巧 巧 C 傳產 してな 5 お宿しで <だ5 い。 

■ お頁電 まの やな ど、 值 込み 型む K ぺー スター方 およ U 值 込み 型 
除 細 動 器を 装舍 したち ヴを  <  じいる 巧 簾巧ヴ ある 齿合 

值 込み 愛む g ぺー スター々 みよ U 运这 みを! おが 西 養 C 悪を！? をち 又る おその 
ヴ あります。 

■ 爵堤 •映画 お •美術館な ど 公 巧の 场巧 じいる 場 含 

お 口 ごすべ S 公 巧の 巧 巧で FOMA 席 ミを 括 巧す ると、 周 面の ちへの 迷 お じなり 
ます。 

巧 用す る 場 巧 や* •着 巧 音の 大きさに を S しましょう 

■ レストラン や ホテルの □ビー などの 静 なな 場 巧で FOMA 節 未 
を® 巧す る留 含は、 弄の 大き ミな どに 覆を 仰 了ましょう。 

■ 街の 中では、 适 巧の 巧げ にな 5 ない 话 巧で 度 巧し ましよ ラ。 


プライバシー にお 宙 しまし よう 

d カメラ 巧き 巧巧霉 おを か 巧して 涅巧朽 画 急送 值を巧 ラ 居は、 ブ 
! ライ パシーな どに ご 担 ま < ださい。 


こんな «巧 が 公共の マナーを 守り ます 
ななって きたち おに 巧 客し ない 設巧 や、 FOMA 旅 末な 5 馬る さ 
を 消す 設定な ど、 话 おな 巧おヴ あります。 

#  7 ナー ちード （げ P •巧)/ スゾ ジブ ル マナー モード （げ P.96) 

ボ タシ/待 受 i をーショ ンき 信 音な ど FOMAffi 巧なら 巧る 音を ミ 肖し、 を 
含ソ f ヴ巧 麗します 。ナー 亡ード)。 7 ナ ーt  — ド 巧を 局 じ 白な 的 I こ投ち 
さ n るな おりき 言 ソ ち、 パイブ レー タ、 7 イク 思 居 アンス 含 1 き 音、 夕ール S 
ち 音、 アラーム 营 、ボタン/待 ま i 亡ーシ ョン 音、 巧巧殘 as 告 音) の ON (設 
ま)/ OFF  (巧な) を 技: 巧す る ことち で S ミす (オリ ジナん 7 ナー モード)。 

♦ 公な そード （ドライブちー ド） （げ P>69) 

巧 巧を ヴ けて をた 巧手の 方 C、 運を みのた め 巧 括 C 出 5 むない ことを お 巧 
5 だする 巧 イブ ン 3 を 流し、 ち 班を 切 U ます。 巧 お 巧 巧 巧って S てち 含运音 
巧 旧 5 ない ので、 安を C 蛋 をで S ます。 

♦  •宿 バイ ブ しータ （げ P.94) 

巧な ヴ ななっで ちたこと を、 おお] で 巧ら だます。 

• 伝 S 夕ち （巧 P.71) 

巧 巧ご お 5n ない 巧 含 C、 巧 巧を ヴ けて をた 巧手の 方の 巧 件を 緑 音し ます。 
《 その 化 じち、 留守番 霉話ヴ ー ビス （げ P.3 日 6)、 拓送 でんわ ヴービ 
3( 巧^ P.359) などの オプション ヴー ビス ヴ 利用で ぎます。 


ちを お Pd い 合わせ 化 <DoCoMo イン フ 


■ド コモの 巧 帯 空 話からの 場 さ 

凸 （局を なしの） 151 (おお》 


■一 坂 空 おな どからの 場合 

函 0120 -SOO-OOO 


»  怡巧 15 などなら 巧 こ 到 用で ぎ まだん。  & 巧 巧を 15-  PHS な 5 ち こか 巧に な: a ます。 

•ブイ f ルのを g をよ < ご 巧 度の ラる、 お 巧 a いの 《 いよ ク C 巧 〇ヴ< どまい。 


が 巧ち 押い 合わせ 化 


■ド コモの お 巧 電話からの 場合 

□ (局を なしの） 113  (無料） 


■一 坂 電話な どからの 場合 

^0120-800-000 


較巧 おなご 巧ら はこ か 用で さま e ん。  《 巧 巧ち IS-  PHS05 を こ ネリ 巧 C なのます。 

•ブイ わ ルの さ § をぶ < ごち 度の 〇 る、 お 巧 a いの g い つ C おなけ <だ ちい， 

♦な々- 資し CSFOMAi 島 ホな ど C 況 3 の 「を国ゥービご；5テーシ3ンー K」 で ご 宿 ま <es し、. 


巧 かでの がち. を*、 巧!! などに ついて 
く  DoCoMo インフォ  > —シ a ン 七 ンター >  (24 時 曲 まが） 


ドコ モ のな 巧 至 巧からの 巧 合 

が 機 斗が の -81 ■3-5366-3114 * 麻 ぉ) 

*• か g 資な ■どで 口け たちを じほ、 日本 向口 3 資巧ヴ 0 ロリます。 
巧 5i 口ら、 ご 利 巧①を さな +  81-3-5366-31 1 4 でつ お： ヴソ ます。 
(广 卜」 は 广〇」 ボ タシを 1 砂 じ Lt 巧し ます。） 


一巧 至 話な どからの 巧 合 
<ュ ニバー サル ナン バー > 


ユュ A- サル サンバー g I 

nms •巧 


■800-01 20-01 51* 


* 巧な 画 巧る 話 おら: ど 巧な ごる 运さヴ 巧 y ます。 

X 主是 面の 曲 房 巧 SS7 ク C つ S 客 （ミ 15  /H ニ パー ヴル ブンバ-用 3 房ち 夏 巧み S 客 
(き 2) は、 虹疫を 巧 書 P ぶ 0S 巧 <だ5 し、： 


巧 外での 巧 巧に 巧して 

< ネツ トワ— ク テクニカル オペ レ— シ ヨン センター >  (24 時 聞を 巧) 


ド コモの 巧 帯 ま 巧からの 巧を 

KM4AaB-81  ■3-6718-14U*  麻 お) 

* お 巧 茜ら’ どで な 口たち をに 口、 日 丕巧ウ s 資む ヴなウ ります。 
巧 SH •のう I なら、 ご 料 巧 のち 含は +  8 1 -3-6 。もり 1 4 でつ W ヴリ ミす。 
( 「十」 は 广〇」 ボタンを 1 お 化 Lh 巧し ます。） 


一巧 否 巧な どからの 巧を 
くュニ パーサル ナン バー > 


ご 三けーサル y ンけ 一B . 

田 M ち M おか！ 


-800-5931-8600* 


* 巧な 西 巧泣拓 むな とな ロロる 运さヴ あります。 

& ちち 田の 曲 巧を 157 ク 色つ S 呈  < き 1>  / コニ バーヴ ル ブンバー用 迈居 S な SBSJS 暑 

(m2)  13. あぬ 說巧寒 ドぶ〇 を ご «< だ S い。 


•がち- お 巧な どに あわれたら， 速やかに 利 巧 や 巧手 持 まを ち 巧り  < だまい， 

•ち 客 さまが 巧 入され た FOMA 巧 まじな 居 か 巧を した 巧を は、 ご お 国を に ド コモ 巧を の 巧 房な 扱を □へ ご 巧 夕< だまい， 

ぶ 

マナー ちいつ しぶに » 帯し S し ぶク， 

©公 巧の 巧 巧て 巧 萬ち 巧を こ 利 ffl のちは、 周 困の 方への もくばり を ちれずに • 


販売元 NTT  DoCoMo グループ 

巧な を 社 NTT ド コモ 化 巧ち  をれ NTT  ロ モま化 
巧な さわ NTT ド コモ 拍西  巧 式を ttNTT ド コモ 中国 

巧す さ ttNTT ド コモ 
巧な を ttNTT ド コモ 四国 

巧す をれ NTT ド〕 モま巧  巧 巧され NTT ド コモ 化 居 

巧す をれ NTT ド コモれ ホ 

K 這 元 シャーフ 株式を な 

鶴 E 

Li-ion  00 


; なをの た々、 不要に なった &せ口 
DoC かわ または « ま 巧， リで イク ル 
B 力 店な どに お待ち ください. 


I  PRINTED  WITH  I 

I 巧 SOY … K' 

xs 巧 インキ してい t す， 


•08.2  (2 ほ） 

TINSJA377AFZZ  LWR 
08B  67.6  TR  TA468(D  EJiht 


FOMA"  SH705i 

パソコン 接続 マニュアル 


♦データ 通 寝に ついて . 1 

•ご 厘 巧 じ g る 前 I こ . 2 

♦ デー タ乾送 (OBEX™ 通信) の 華備① 流れ . 4 

♦データ 通 厚の 華 憤の 流れ . 4 

♦バソコ ンと FOMA 疏 末を 接続す る . 5 

♦  FOMA 通信 設を ファイルを インストー ルす る . 5 

♦  FOMA  PC 設定 ソつ卜 I こよる 通信の 設定 . 8 

♦  FOMA  PC 設定 ソつ S を 使わない 遏售の 設定 . 20 

♦デー タの 送受信 (0 目 EX 〜通僖 )| こついて . 29 

♦  AT〕7 ン ドー 黃 . 31 


バソ 3 ン毎爲 7 ニ ユア ルに ついて 

本 7 ニ ユア ルでは、 FOMA  SH70 日で デー タ通 寝を する 際 じ 必要な 事厦 I こついての 説明を 巧し‘ の、 
CD 书 OM 巧の 「FOMA 通 情 設をフ アイ ル JrFOMA  PC 設を ソフト」 の インストール 方法な どを 説明し 
ています。 

お恆 いの 擇境 I こよって は 操作を 順を 画面 巧 一部 異なる 場 含 巧 あ U ます。 


08.2(1. Its) 


データ 通信 じついて 


FOMA 巧 ホから が 用で きる デー タ 巧ち 
について 


FOMA 節 末の 通 情 あおは、 バ クット 适慢、 64K デー タ 
通 寝、 データ 転送の 3 ご I ころ 類 ミれ ます。 

♦  FOMA 旅 末は FAXii 這を ヴポ ート しでい ません。 

♦  FOMA 旅 ホを muse も sigm がわ n  II 、 sigmarion 田と を 反し 
て デ ー タ 适這 を 巧う こ と ヴ で き ま す 。 musea^  SI  gmarion  H 
を 括 用す るち 含な、 アップ デー ト しで 巧! J 用く ださい。 
アップ デー トの 方るな どの 賣 JfflC ついては、 ド〕 亡の 

/ 下ー ムぺ ージ をを 巧して  <  ださし、 

♦  FOMA 谎 は、 Remote  W ホ eup じは 巧 巧し でし、 ミせ/ v。 

« 巧みでは、 パソコンと 适 病しての バク ット适 這と 64K 

デー タ 通信は 利 巧で きま だん。 

■データ おを (0BExT"aflr) 

画每や 音を、 電話 張、 ソー ルな どの デー タ を、 FOMA 
疏 末と 惟の FOMA 疏末や パソコン などの 間で 送受信 
します。 


SH705i 


X 


巧み 巧逐信 
I  C 省 這 


V 


ド 3 亡クー タイ dat 油 nk 


■パケット a« 

を 愛 信した データち 亿 のじて 誘 金され ます。 ？ ット 
つー ク に 接 病中で ち デー タ① 送受 屠を 巧って いない 
ときは 通信 お 巧な な 5 ない ので、 タツ トクー ク I こ授 
続した ままむ 要な とき じ データのを 受信を 巧 ラと い 
ラ® い 巧た なでき ます。 ド コモの インター ネッ h 授 
統ヴー ビス 「 mopera  UJ/f mopera」 など、 FOMA の 
パク ット适 屠に 巧 巧した アク ポイントを 利 巧し 
て、 送信 最大 64kbp も受售 最大 384 か DS の 速度で 
デー タ這售 でぎ ます (通信 賈廣 や、 電 おな どヴ 混み 
含った が 態の 影* じよ ua 信 违度巧 変化す る ペスト 
エ フスー ト による 提供です )0 
パク ツト 适憧は FOMA 疏 末と バソコ ン などを 援 続し 
て、 各種 教 をを 巧 ラと 利 田で きます。 メールの 又 字 
デー タの 送受 宿な ど、 比較的 少ない デー タ 量を 青 速 
で やりと U する 場含亿 適して います。 

デー タ ■の 大きい フ アイん の 送受 居を 巧った 塌 含、 

這這な を ザ 香 親 こなります ので、 ご圣 をく ざ さい。 

FOMA 節 末では、 パソコン など C よる パク， ソ ト适信 
と 音 再 電話を 同時 C 利 巧で きます。 

■  64K デー タ巧信 

接続して いる 時間 じ 巧 じて 課金 S れ ます。 ドコ 亡の 
インター  5 ツト 摂硫ヴ ービつ r mopera  UJ/ 

「mop が a」 など、 FOMA  64K： デー タ 通信 亿巧 巧した ア 
ク ポイント、 まを は ISDN の 同期 64K アク ポ 
イン トを 利用し ます。 

6化 デー  9 通憧は FOMA 髓 末と バソ〕 ン などを 接続 
して、 客種 設定を 巧う と 利用で きます。 デー タ目 0X 
コンテンツの ダウン □ー  ドな ど、 比 K 的 デー タ最の 
多い 送受信を 巧う 場 含 じ 適して しほす。 

長時間 通信を 巧 ラと、 通信 料金 巧 島 藻 I こなります の 

で こを 届く ださい。 


■イ ンタ ーネッ トサービス ブロ バイダの 巧 

用お 广っ, 、す 

インター？ ット を ご 利 巧の 塌 含な、 ご ネリ 巧 じなる イ 
ンタ ーネッ トサービス プ □パイプ じ 対する 利用 おけ 
む 夏 じなります。 この ネ师料 ん FOMA ヴー ビスの 利 
巧 料とは 別 巳、 インター ネッ トサービス プ □バイ プ 
C おを 化い いただきます 。利用 おの 詳しい 内容 じつ 
いては、 ご 利用の インター？ ッ トヴー ビス プ □バイ 
ブ にお 問い 含む だ<  ださい。 

ド コ亡① インター？ ツト送 続ヴー ビス rmopera 
UJ/r moperaJS: 巧师い た赶ブ ます 〇 「 mopera  UJ 
を巧师 いただ  <  場 含な、 あ 申し 这 み； か 必要 (育 お） 
とな U ます。 

■接が 先 (インターネット サー ビス プロ バ 
イダな ど) の S をに つぃて 

バヴッ h 通信と 64[< デー タ适 信で な 援続巧 巧 異なり 
ます。 パク ット适 信を 巧う ときな、 FOMA パク ット通 
信 巧 巧の 授続 巧、 64K デー タ适慢 をけ うとき 巧 
FOMA  64K デー タ 通信、 まを 防 SDN 同期 64 例 巧の 
接続 巧を ご ネリ 巧  <  ださい。 

♦  D が 30 アク t つ ボイ ント C 巧泻爲 でき まだん。 

■ユー ザー 泛征 こつぃて 

授爲巧 I こよって は、 摂綺時 C ユー ヴー 認証 (ID と パス 
フー ド) 巧必 夏な 場 含 巧 あ U ます。 その 場 含は、 适盾 
ソフト （グイい ル アツ プネツ トクー ク） で ID と バス 
フー ドを 入でして 授続 しでく ださし、 〇〇 と パ スフー 
ドは 援爲 巧の インター ネット ヴー ビス プ □バイ ブぎ 
たは 援爲 巧の？ ット フー ク管挂 きな 己は ちされ ま 
す。 詳しし、 巧客亿 ついては、 インター ネッ S ヴー ビス 
プ □バイ ブ 、またな 接続 巧の ネットつー ク菅涅 音に 
お問い 含む だ  <  ださい。 

■ バケッ ト a なおよび 64K データ a 巧のを 件 

FOMA 疏 末で 通 這を 巧う じな 心 下のを 件け 必要 C 
なります。 

«  FOMA 巧ち 巧 能な US 目 援爲ク ーブん 01/02 じ 巧 巧し E パ 
ソ〕 ン である こと 

♦  FOMA ヴーピ つ エゾア 巧で をる こと 

♦ バ クット 這這の 话 含、 アク t ス ポイント ヴ FOMA のバ 
ブット 适信 C 巧応 しでい る こと 

♦  64K デー タ 通信の ち 含、 接続 巧ヴ FOMA  64K： デー タ适 侵、 
ま 巧は ISDN 同 巧 64K じ 巧に している こと 

ただし、 前述の ま 件 巧爱っ てし 巧ち、 き： I 也 易 巧 混雑し 
ていたり 、電® 状況な ど I こより 逼屠 巧で きない こと 
巧 あ U ます。 

おち 15 だ 

♦ パク ット度 掠を 巧 弓ち 含は、 FOMA 茄 ホと 援続 する 巧 器 
巧 JA で 巧 J 固ま 乂巧 気る 信 節 ホ おお 香 ま 協を) の 設ま品 
であるむ 夏な あります。 


ごを 用になる 前に 


巧 巧 巧 境の 巧 江 


デー タ通 優を 利用す るた めの バソコ ンの 動作 语 境な 
tTF のと おりです。 


垣 目 

化 妻 頃 巧 

FOMA 這這 設 ま ファイル 
FOMA  PCia ちソフ h 

FirstPass  PC ソフト 

パソコン 
本 巧 

PC/AT 豆換巧 

USB ポート (U 巧 仕 » 

1, 1/2.0 に宰 拠) ヴむ夏 

PC/A 下 互 お 巧 

0S 

Windows  2000^  Windows  XP、WirvJows  Vista 
(各 日本語 版 

む 要 
夕 たリ* 

Windows  2000  ：64Me 
む 上 

Windows  XP： 128MB 
な 上 

Windows  Vista  J 

5 12MB  肚 

Windows  2000：32Me 
心 

Windows  XP：  128MB 
心 

Windows  Vista：  5 12MB 
心 

A— ド 
デイつ ク 
客 量 X 

5M8W 上のを き 客* 

10M 目 上の空き 客 量 

ブラウ ブ 

Windows  2000、 
Windows  XP: Internet 
Explorer  目 .Ott 上 
Windows  Vista- 
Internet  Explorer  7.0 な 
上 

X む養ソ f リ •パード ディスク 客 S は、 「FOMA  PC 設定 ソフ 
SJtfFirstPass  PC ソフト _1 じ菌 する を 巧房寫 です。 な あ、 
バソコ ンの システム 辑巧 C よつ で 異なる 頃 含ヴ范 ります。 

•  > ニユ ーヴ甫 巧す る 巧爱运 ちは M な osoft  Internet 
Explorer  6.0 む 上です。 

Windows  Vis 巧の ち 含、 推 装 巧屏す M にの soft  Internet 
Ex 幻び が 7.D1；I 上です。 

•  COROM を t ット してち タニ ユーヴ 表 示さ; n ない 這 含 
巧、 巧のを 頂で 揉な しで  <  ださい。 

Windows  XP、 Windows  2000 の！！ 舍 

Windows© 〔スター ト〕 タニ:!一 で [フ アイん 名を 指定し 
て 実行] を クリックし、 [CCD^ROM ドラィブ 名 >  : 
ind れ html) と; 旨 ましで にり を クリック します。 
Windows  Vista の场を 
Windows0 〔スター ト] ジ ニ:!一 で 〔埃 巧の 開趙] 巧 C 
[<  C[>ROM ドライ ブ名 > : ind がわ 价 りと 盾 軍し、 検索 话 
果な C き 示さ n 巧 [in ぉ xhtml] を クリック します。 

•  0S アッ フクしードむ 5 のな 巧な 保 話いた しな 巧ます。 

• を 巧房廣 じぶつで なご 毎 用 C なれない ち含ヴ 友り ます。 

ま: C、 上記の お 巧ち 規; (みでの こ 居 用 じよる 巧い 含の せ 
およびを) 巧 保 話な、 当社では 貢 巧を 貪い 巧 荷ます 0 であ 
5 ヴ じめ ご 3 をく ださい。 
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巧 ページへ 抗く  ►► 


C[>ROW を パソコン Ctz ツト すると、 巧の よ ラな 舊 
告 画面 巧 表示され 5 場 含 巧 あり ます。 この 養售巧 
Internet  Exolor がの tz キユリ テイの 設迅 こよって 表 
示されます 巧、 活用 じは 問題 ありま だん。 

[はい] を クンツ ク してく: ださし、 

《 画面は Window  XP を 巧 用し を 這 含の 例です。 お 度い の 
パソコンの 运舍 じぶって 夏なる 巧含ヴ おります。 

Q  ?^^ぉ嫌巧爾照拱ぉ!^棘lf  I 


おが « お 


FOMA 疏 末と パソコン W み じ む下 の ハー ドク ェア、 

ソフトウェアを 厘い ます。 

♦  FOMA 巧 巧ち 能は USB 毎 叛クー ブル 01/02( 劝 巧)、 ま 
芭は FOMA  USB 度 辰クー ブル (知 巧） 

♦  C[>ROMrFOMASH  下 的  i  巧  CD-ROM」 (巧 再） 

お 巧] 5 だ 

♦  USB クー ブルは き 巧の 「FOMA 巧ち 巧 能 巧 US 目 接 惊クー 
ブル 日 1/02J、 または 「FOMA  U 沈 毎 括クー プル」 を ご 
利用  <だ ちい。 パソコン 巧の US 目ブー ブルは コ:？ クタ 報 
の おがな 夏なる ため 擅 用で ぎ まだん。 

♦ 衣 S では、 rFOMA 巧ち 巧 能 巧 use 爸 爲クー ブル 01/ 
02」 の 毎 含で 説 巧し でい ます。 

♦  USB  HUB を 拒 用す ると、 正常 ごを 作し ない 角 含 ヴあリ 
ます。 


国 データる 巧 巧辑集 

APN  (Access  Point  Name) 

インター ネット ヴー ビス プ □バイ ブ かを 業 
巧 LAN を! a 別す る 又き 列。 ド〕 亡の イン 
夕ーネ ッ h 授 続ヴー ビス mooera  U は 
I  mope 巧 。が」、 mooeral ス 「 mooeranejo」 灯 
APN となります。 

cid  (Context  Identifier) 

FOMA 琉末じ APN を 登録 するとき じ 割りち 
てる 登録 番 章。 FOMA 節 末では 1 番な 5 10 
番 まで 使ろ ます。 

DNS  (Domain  Name  System) 

ド グイン ネーム (例: nttdocomo.cojp) を、 コ 
ンピ ユー タで煩 ラ IP アドし ス C 変換す るシ 
ス テムの こと 0 

QoS  (Quality  of  Service) 

ヴービ つの 涅賣 。通售 時 C ユー ヴー ①恵图 
どおり C、 回 爆を 利 巧す るた めの 巧 術。 
FOMA 琉 末では、 送 続 するとぎ ① 通信速度 
などを 設定で きます (巧 

W-CDMA 

巧 巧 摄潭規 宿と しで 認定され た 第 王 だげ 移 
動通慢 システム (IM 下- 200 のの 1 つ。 

FOMA 琉 末は、 W-CDMA 想 宿に 聋姻 してい 
ます。 

達 信 設定 最適化 

FOMA タットつー クで パク， ソト适 信を 巧 ラ 
際 C、 TCP/IP ① 伝送 能力を 最大限 1こ 生 巧す 
ための TCP/  ラメ  ー タ です。 FOWA 輛 末の 
通信 1 さおを 最大 眼 じ 活用す る亿 は、 この 通 
慢 設定 巧 必要です。 

パソコンの 管理者 运 限を 持った ユー ヴー 

0S の システム などす ベて じアク t ス できる 怪 
おの こと。 1 台① バソコ ン に 最を 1 人は、 バソ 
コンの 管 裡看隹 限を 持つつー ザー巧 設定され 
ています 。通常、 バソ コンの 营廷登 権限 巧な' い 
ユ ーブー は、 ドライけ、 ソフトな どの インス 
卜 ール およ U アン イ ン ストール 巧で ぎません。 
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データ おを (obexth 通信) の 準 
備の 流れ _ 

FOMA 巧電樓 g 封す USB 送 続クー プル 01/ 日 2 城) 巧) 
を ごか 用になる 扇 含は、 FOMA 通售 設をフ 7 イルを 
インストー ルして < だまい。 


の^^话值設定ファイんをダウジロード、イジス[ ルす る 

♦ 巧属の C[>R0M な 5 インつ 卜ール  < 巧* R5) 

睾 ドコ 亡の ホー ムぺ ージヴ 5 ブ クン □— ドして、 インつ 
卜—ル 


デー タ坛ま 


データ通信の 準備の 流れ 

バソ〕 ジと FOMA 節 ホを 送爲 して、 パク ツト 适僖お 
よ U64K デー タ适 信を 利 田す る场 含の 華 儀 じついて 
說巧 します。 W 下の よ ラな 流れ じなります。 


FOMA 巧 這 設ちフ アイ ルを ブ ウジ □— ド、 イジ ストール する 

♦ 巧属の C[>R0M 巧 5 インつ 卜ール (巧* P.5) 

♦ ドコ t の ホー ムぺ ージヴ 5 タ フン □— ドして、 インス 
I — ル 


パソコンと FOMA 節 呆を堯 原す る (巧 P.5) 


インストール をの 度 黄を する （巧 P.6) 


FOMAPCia を ソフトを 
インス! ルす る （巧 P.9) 


なん C ん設 まで パク" ノト 
さ « の 設定を する 

ヴん ちん 設 をで 64K デー 
夕 通ち の設 ミを する 

♦  moperaU ミ记は 

m 部 押 a&  く 巧 P.12) 

♦ その 巧の プ □バイ タ 

(巧  P.14) 

♦  mope 巧 U または 
mopera*  (b^P.15) 

♦ その 化の プ □バイ タ 
(巧 P •巧） 

FOMA  PC 裁を ソフ トを 库朽プ にる 运の 設定を する 


♦ パク ット适 信 (巧 R20) 

♦  64K デー タ适信 (B^P.2 の 


沒扬 する (i^P •巧) 


FOMA で インター？ ツト をす る C は、 ブ □—ド バンド 接 
扇な ど C 巧 巧し 记 rmo が 巧 U」 (あ ホし 泣み む 要) ヴ 毎串リ 
です。 犀 用した 月 だけ 呂窜度 用 おな 巧なる ブランち こぞ 
し、 ミす。 ミな、 お申し込みな 不 夏で 今す ぐ インター 3 ツト 
C 泻厉 できる rmoD が aj ち 巧 U 用いた だけ ミす。 
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FOMA 節 末を バソコ ン I こお 爲 して デー タ通 優を 巧 ラ 
C は、 巧属の CD-ROM 巧 5  FOMA 通憧設 ミフ アイ ル 
を インストール する 必要 巧 あ U ます (巧 ^>5 〜 P •め。 


お 巧5 だ 

♦ イジつ! ル C ち 巧し で P.6r インつ! ルし を FOMA 
适 « 話 ま ファイル （ドライ/ 0 を 馆錫 する」 の 祭 巧 3 の 各 
画面で [FOMA  SH705i〕 の デ バイつ g ヴ表巧 さ n でい な 
いち 含は、 FOMA 适信 設ちフ ァイ ルを アン イ ンつ卜 ール 
し （i^P.T)、 ち 〇 —度 インストー ん しで <ださ い。 

• 巧 5 なの 原因 E ぶ ゾ、 バソコ ンヴ FOMA 疏 ホを 認話 でぎ 
な  < なごたち さは、 FOMAii 這 設定 ファイルを アン イン 
ス I ルし  < 巧 P.7)、 をう一度 イシつ 卜ー ルし でく だ S 


FOMA  PClfcg ソフ ト /FirstPass  PC ソ 
フ ト について 


巧 再の CD 书 0M 口 5 の MA  PC 設ち ソフト を バソコ 
ン E イ ンつ卜 ー ルして 使 ラと、 FOMA 疏 末と バソコ 
ン を运爲 して 巧う パク ット 通信れ S4K デー タ 通信 
C む 要な: ちま ざまな 設定を、 茵単 1こ 巧う こと ヴ でき 
ます (巧 P ぶ。 

また、 FjrstPass  PC ソフトは、 FirstPass 衣! のの 
FOMA 端末より 巧 場した ュープ 話 明 塞を お 巧して パ 
ソ コンの W か ブ ラウプな SFirstPass 巧巧ヴ イトに 
アク fe ス でぎ るよ ラ じしたち のです。 

詳し <  は 付属の C[>ROM 巧の FirstPassManual を ご 
宾<  だ ミし UFirstPassMsnLial」(PDF 巧 式) を ごちに 
なる じは、 Adobe@R が de 辟 (パージョン 6.0tLh を 推 
數巧 必要です。 


パソコンと FOMA 端末を 接続す る 

パソコンと FOMA 鋪 末な、 電想ヴ 入つ ている 状! 5 で 
接続して  <  ださい。 FOMA 這 唁 錠定 ファイル ヴ イン 
ス I -- ルミれ てし 巧话含 じは、 FOMA 能 ホの 画面に 
[#>]ヴ 表示され ます。 


I  FOMA 巧電巧 能け USB を 扶ケー ブル 
01/02( 別 巧) の FOMA 瑞 末測コ ネク 
夕を FOMA 瑞 末の みがを 巧靖 子に 塞 
し 込む の)。 

9  FOMA 巧 電巧お 巧 USB を 持 ケーブル 

01/02 の バソコ ン历 コネクタを バソ 
コンの USB コネクタに 差し込む （曰）。 

取りみ しヴた 

1 FOMA 巧ち 巧 筋す USB 接扬ク -ブん 01/02 の 
FOMA 谎ホ 商の リ リー ：1 ポタンを 巧し 巧 巧ち (n) 
で、 FOMA 茹 ホな 5 コタ クタを が 平 C 引きな < 
(凸) 。巧涅 C 引っ張る とな 陳の 原因と なリ ます。 


2 バソ〕 ン むら FOMA 巧ち 巧 記 巧 USB 煩 原 ブーブ 
ル 01/02 の〕 3 クタを 巧 <。 


♦  FOMA 節 ホを 草 上ぶ ル ダで 巧 巧し なヴ 5 沒爲 する こと 
ちで ぎます。 

* デー タま 這み CFOMA 巧ち 巧 能 巧 US 目 接 桥クー ブル 
01/02 をみ さ K いで  <  だ さい。 デー タのを 受僖ヴ でぎ 
ないどけ でな く、 デー タヴ失 〇 むる こと ヴ あります。 


f  FOMA 通信 設定 ファイルを イン 
: X 卜ー ルす る 

FOMA 節 末を バソコ ン じ接爲 して デー タ 通信を 巧 ラ 
じは、 FOMA 适信紙 至 ファイル ヴむ爱 です。 ffi 用す る 
バソ〕 ジじ FOMA 能 末を なじめて 沒綜 する 前 じ、 イ 
ン ストールして おきます。 


FOM AiM 巧フ アイ A (ドラ を 
インストール する 


• バソコ ンの含 涅客宿 巧を 技った ュー ザーで インス! ル 
して  <だ さい。 

•  FC^A 節 ホは 浸 巧！〜 3 を 巧つ であと ご パソコン 忆接巧 
して  <だ さい。 
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巧 ぺ—ジ へ 拭く  ►► 


巧 届の CD-ROM を パソコンに セット 
する。 

•  TOP 画面な 表 巧 古む g す。 


R 弓 I き 持き， FOMA バイト カウンタを イ 

ン ストール する 巧 合は、 [インストール 
する (巧 S)] を クリック する。 


[デー タ リンク ソフト •を 種 設定 ソフ 
卜]  一 [FOMAii 信設を ファイル (USB 
ドライバ)] 巧の [インストー ル] を 順に 
クリックし、 [FOMAmst.exe] を ダブ 
ル クリック する。 


•  t ット アッ ブ国 面び 表 巧され ますので、 面面の ち 
巧 I こがって インつ 卜ー ルし で  <  ださい。 

I  [installShield  Wizard の克 了] の函お 
で [ま 了] を クリック する。 

•  FOMA バイト わご ンタソ つトヴ 起を します。 


♦ イシ ストー ん C はなみな ごる 运含ヴ お U ます。 

* パソコンを 再起を する 置の 面面 ヴ羡巧 さ n 巧ち 含は、 国 
面の 指示 C がって 再运® して  <だ さい。 

♦  FOMA 這這 設定 ファイルを インス! ん する 前 じバソ 
コンに F0MA3R まを 接 扇す ると、 目 お 的に 別の ドライバ 
ヴ インストール さ n てし ミラ 竭含ヴ あり ミす。 その 巧 
含、 資巧 2 で アン インつ 卜ー ルす るむ 要 巧 友る 置の 画面 
ヴ養巧 さむます 。面面 巧 C がって アン インつ 卜ール 
を 行つ® あと、 FOMA ま fi 設ま ファイルを インストール 
してく ださい。 


内容を 巧辑 のうえ、 努お 内容に 同意す 
る 巧 合は [同意す る] をクリ ック する。 


♦  FOMA ドライバ インつ 卜ー ルツールの 巧用舒 
の 含です。 [同 育し ない] &ク U ツ ク すると、 インス 
I ルは 中止 ちれます。 


[FOMA を バソコ ン に接锭 してく ださ 
い。] がま 示されたら、 FOMA 瑞 ホを パ 
ソ コンに 巧爲 する。 

♦ インつ! ル 中の 画面び 表 巧され、 インス! ル 
ヴ目 lb 的 区 開 おします。 

♦  FOMA 化 ホな 巧® ヴ 入つ 巧が おで 接続して くだち 
い。 


[FOMAiifS 設を ファイル （ド ライ パ) の 
インス トールが ち 了し ました e] がま 示 
されます。 

•  FOMA 远僖 設定つ ァイん® インス! ルゴ お 3 し 
ます。 


•ス ト ー J レし ろ! FOMAiiflMBE ファ 
バド ライ/でを 巧 B する 


FOMA 疏末巧 パソ〕 ンじ 正し  <  窺 諭 ミれ ていない 場 
含、 設定 およ y 通 這は でき まだん。 

<例>  Windows  XP で宿認 するとき 
•  Windows  Vista、 Windows  20 口 0 を こ 使 巧のと きは、 画面 
の 表示 ヴ 異なります。 

1  [スター ト] メニュ ー- » [コント ロール 
バネル] を クリックし、 [バフ ォー マン 
スと メンテナンス] アイコン ー [シス テ 
ム] アイコンを 順に クリック する。 

• シつ テムの プ □パ ティ 面面 ヴ き 示さ ri ます C 

Windows  VistaCD  巧 さ 

• [スター ト] タニ ユーー [コント □—ル パ 3 ん〕 をク 
リックし、 [シ ：3 テムと タン テ ナン:: [システム] 
アイ ニ! ンを眉 C ク U ック します。 

Windows  2000 の 巧 さ 

• 〔つ夕 ート] タニ ユーー [設 ま] 一 [コント □—ん パ 
3 ム] 0 暗 C 送んで [システム] アイコンを タブ ル 
クリック します。 

2  [八ー ドウ エア] タブを クリックし、 [デ 
バイス マネージャ] をクリ ック する。 

• デバイ：^マ？ー ジり画面ヴ表巧さむます。 
Windows  VistaCD  巧 さ 
• [タスク] の [デバイス 73 —ジ で] を クリック しま 
す。 
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巧 ぺ-ジ へ 巧 <  ►► 


3 を デバイスを クリックして インストー 

ルされ た デバイス をを 巧 巧す る。 

[USB (Universal  Serial  Bus) コント □— ラ]、 [ポ ート 
(COM と LPT)]、 巧 デム] の 着 巧 じ、 インつ! んし 
た デ バイつ S ヴすぺ て 表 巧 さむで いる ことを 巧 謡し 
ます。 


绍 It さむる とこ のぶ 〇 巳轰示 sri ます。 


♦  FOMA 通信 設定 フ アイん を インス! ルす ると、 
U 下の ドライバ ヴ インつ 卜ー ルを 0 ます。 


デバイスの 種蛋 

デバイス 爸 

USB  (Universal  Serial 
目 us)3 ント □—ラ 
V.|:MOW8 グが ぶち 合 
コニ パー ヴル シ U ア 

J 七 バス コント □— 

♦  FOMA  SH705I 

ポート に 0M と LPT) 

♦  FOMA  SH705i  Command 
Port(COMx)* 

♦  FOMA  SH705i  OBEX 

Port  に OMx)* 

t デム 

♦  FOMA  SH 7051 

に OMxJ の レ」 巧 抑！ です。 お使いの バソ] ン C 
よつ で 異なります。 


インストールに ま: 敗し ちとき、 ま ft は 操 巧 3 の 画 r 
CCFOMA  SH 705 リヴを 示さ n ていない とき 
• アン インつ 卜一ん しで 巧 5 再度 インつ 卜一ん しで < どち 
し、。 アン インつ! ルの 揉け じついでは 「FOMA 话信 設定 
ファイル （ドライバ) を アン インク トー ルす る」 をを おし 
て  <  ださい。 


FOMA 适憧證 を ファイルの アン インストールき 順を 

鼓 巧し ます。 

♦  FOMA 通信 設定 ファイルの アン インつ 卜ー ルを 行う ち 含 
な、 必ザ パソコン のち 皆 者 « 限を 待っ ちユー ヴーで 巧っ 
て  <  ださい。 そ nw みの ユープ ーヴ行 ラと エラ ーじなり 
ます。 

バソ 3 ン の营涅 さち 限の 試 定揉巧 C ついて な、 各バソ 3 
ンター カ、 フ イク □ソフトな じ お 巧い 含む せく ださし、。 


■ 付属の CD-ROM から アン イ ンス トール 
する 

く 例 >  Windows  XP で アン インストール するとき 
•  Windows  Vista、 Wfwtows  2000 をご疫 巧のと きは、 画面 
の 表示 ヴ 夏な U ます。 

I 巧属の CD-ROM を パソコンに セット 
すん 

•  TOP 面面 〈巧* P ぶ ヴ表巧 さ n 巧诗 含は、 画面を 沒 
3 して < ださい 馈 じで <だ ミい)。 TOP 画面な 
CQflOM を バソコ ンじ t ット すると 自を 的に 表示 
さ： n ますけ、 お使いの パソコンの 設 まじよ っては 
表示 sri ない こと ヴお U ます。 

2  [スタ— 卜] メニュ ー- "[ファイル をを 

指を して 実 巧] を クリック する。 

• [ファイル 名を 指ち しで 実行] 国 面ヴ表 示さ 0 ま 
す。 

Windows  VistaCD  巧を 
• 〔つ 夕 ート〕 ジ ニコーー 〔横 巧の 開始] 请を クリック 
します。 

3  [<CD-ROM ドライブを >; 

^  ¥SH705 し USBJDrive が Drivers 
¥SH705i¥Win2k  XPVSH705iui.exe] 

と 入力し、 [OK] をクリ ック する。 


Windows  VistaCDUa 
• 〔<a>R0M 卜 •ライブ 名 >; 
¥SHT05LUSB_Driver¥Drivers¥SH705l 
め VInWs 巧 32¥3 と 入て! し、 お 務宿ま 棚 1C 表 巧 さ n た 
[sh705iui,exs] を クリック します。 

U  [FOMA  SH705i ドライバを アン イン 
ストール します か？] がま 示されたら、 
[はい] を クリック する。 

•  FC け VIA 廷信 試ち ファイルの アン インつ 卜ール 巧 関 
逆され ミす。 

5  [FOMA  SH705i ドライバを 削 おしま 

した。] がま 示されたら、 [OK] を クリジ 
ク する。 

•  FOMA 通信 設虽フ アイ ルの アン インつ 卜ール 方が 
3 します。 


■ コント ロールバ ネルから アン インス トールす る 

<側>  WirxJowsXP で アン イジ ストール するとき 

1  [スター ト] メニュ ー ー ►[コント ロール 
バネル] をクリ ック し、 [プログラムの 
追加と 削除] アイコンを クリック する。 

♦ 〔プ □ブラムの 追加と 讲 な] 画面び 表示 sri ま 可。 
Windows  V;s はの 巧 さ 

• [つ 夕 ート] タニ ユーー [コント □-ム パ 3 ん] の陌 
じクリ ック し、 [プ □ブラム] 一 [ブ □クラムと お 
誰〕 アイコンを 盾 C クリック します。 

(プ □ ブラムの アン イ ンつ卜 ール まごは 変更] 画面 
ヴ 表示され ます。 

Windows  2000 の 巧 さ 
♦ [つ夕 ート]ジ ニ:!一 一  [設蔚 一 [コント □- ルバ 
み レ] の 届に 違んで、 [アプリ クーシ ヨン 0 追加と 
削 接] アイコンを タブん クリック します。 

[アプリ クーシ ヨンの 追加と 測 お] 画面 ヴ轰 示さ n 
ます， 

2  [FOMA  SH705i  USB] を 送んで、 [まち 

と 削 お] を クリック する。 

Windows  Ws ねの 巧 さ 
• 〔FOMA  SH70 田 USB〕 をタ ブルク U ック します。 

3  [FOMA  SH705i ドライバを アン イン 

ストール します か？] がま 示されたら、 
[はい] を クリック する。 

♦  FOWA 通信 話宝フ ァイん の アン インストールな 関 
治 ちれます。 

4  [FOMA  SH705i ドライバを 削 おしま 

した。] がま 示されたら、 [OK] をク リッ 
ク する。 

•  FOMA 远僖 設定つ ァイん 0 アジ インつ 卜ー ルが 度 
3 します。 


譜严 ソフト, こょる 通 


• 1：( おの 房 巧は、 Windows  XP での 設 ををから 亿說 巧し で 
います。 Windows  Vista、 Windows  2 日 00 を ご座 用のと き 
は、 画面の 表示 ヴ 夏な U ます。 


FOMA 節 末を パソコン C 接続して パク ット通 寝か 
64K デー 9 通 情を 巧う じは、 通信 1こ 国す る さまざま 
な 設定 巧 必要です 0 FOMA  PC 設を ソフトを 居 ラと、 
商 単な 操作で む 下の 設を 巧で きます。 

なんたん 設定 

ソニ ユーじ 従って 觀乍 する ことで、 「FOMA デー タ通 
信用 ブイい ル アップの 作な」 や r 通信 設を 最適化」 な 
どを 国 単 じけいます。 

通信 設定 最適化 

[FOKM バクッ ト通簡 を 利 巧す る 前 じ パソ〕 ン巧 
の 通情設 をを 貴 通 化します。 

适属巧 能を 最ス限 C 活巧 する I こな、 适属 設定 最适化 
巧 必要と なります。 

接続 先 (APN) の 設定 

パク ッ ト谨 信を 巧ラ暧 C 必要な: 授続巧 (APN) の 設定 
を 巧い ます。 

FOMA バク ット通 優の 接続 巧 I こな、 64K デー タ适慢 
と 異なり 這 常の 電話 番 登は 使 巧し まだん。 あ 5 なじ 
め 送 続 巧 ことじ、 FOMA 縮 末 CAPN(Ac ぴ SS  Point 
Name) と 呼ばむ る 接続 巧 名を 登教 し、 をの 登 錶番き 
(cid) を摄 統巧霉 話き 号 巧 I こ 指定して 授続 します。 お 
頁い 上げ 時、 cid の 1 番じ Emooera じ 送 続す るた め 
の APhCmooe 巧。 ら jp」 巧、 cid の 3 番 じは mopera  UC 
類 病す るた のの APhCmope 巧 でが」 巧 登録 ミ 打てい ま 
すな、 その 化の プ □バイ ダ やを 姜巧 LAN にお 爲 する 
場 含は APN 設を 巧む 要 になります。 
cid  に ontext  Identifier] 

FOM 齡巧じ 登録す 5 バク ット适 管で ①援提 
巧 (APN) を 管理す るき きのこと。 FOMA 脈 C 
APN 登録を するとぎ じ 設定し ます。 

巧 巧 5 ち 

♦  FOMA  PCtaS ソフトを 居り ザ じ パク， ソト远 信 巧 6 が 
デー タ适 信を 設定す る ことち できます (巧* P.20)。 

♦  FOMA  P 雜定 ソフト パージョン 4,0.0t (前の ちし、 バー 
ジョン 似を、 旧 [FOMA  PC 設ち ソフト)〉 ヴ インス! 

ル さむて いる 巧 含 C は、 あ 5 巧 じの 旧 [FOMA  PC 設まソ 
フト〕 を アジ インストー ルして  <  ど さ し、。 
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■  FOMA  PCS をソフ トのイ ンス トール か 
ら インター ネッ ト» 巧までの 巧れ 

FOMA  PCK 定 ソフトの 動巧廣 境を ご 確認く ださい 
(巧  P.2)。 

STEP 1 「FOMA  PCiS ミ ソフト」 を インス! -- ルす 5 
I 日 「FOMA  PC 設ち ソフト」 巧 インス h  — ル 
さむて いる 場 含な、 「FOMA  PC 設定 ソフ 
卜」 (バージ ヨン 4.0.0) の インつ トールを 巧 
ラ 前に アン インつ トールを して < ださい。 

I 日 「FOMA  PC 設ち ソフト」 巧 インス! ル 
さむて いる 場 含な、 「FOMA  PC 設 をンフ 
卜」 (バージ ヨン 4.0.0) の インつ トールは 巧 
ス まだん。 

旧 rw-TCP 設: をソフ h」 およ U 旧 rAPN 設 
定 ソフト」 巧 インつ トール さむて いると し、 
う 画面 巧 表示 ミむ た 場 含な、 PJT を 参昭し 
て  <  ださし、。 

STEP  2 設を 前の 宰巧 

設 をを 巧 3 前に W 下の ことを 確認して < 
ださし、。 

♦  FOMA 旅 ホと パソコンの 接続 {巧 P.5) 

睾 FOMA 茹ホヴ バソコ ンご認 試さ n でい るヴ 

(巧 ■P •目） 

FOMA 節 末 巧 バソコ シに 正し  <  韶 諭され 
ていない 場 含、 各種 設定 おぶ y 通 屠を 巧 ラ 
こと ヴ でき まだん。 その 場 含は FOMA 适运 
設をフ アイ ルの インス h—j レを 巧って < 
ださい (@*P.5)。 

STEP  3 なんたん 設 をで 适 信の 設定を 巧 ラ 

♦  mopera  U ミ 紅 Smopera を ネリ 用し 巧 パク ット适 信 
I  巧  P.12) 

♦ その 巧の プ □パイタを 利用し 记バク ット远 信 
(巧 ■P.'U) 

♦  mop が aU ミた ISmope 巧を 利用した 6 化 デー タ 
远信 (巧 "P •巧） 

♦ そご 他の ブ □バイダを 利 巧し 记 6 か: デー タ适信 
< 巧 "P •巧） 

その 化の 設 をな、 P20 しツ 降を 参照して  <  だ 
ミい。 

STEP  4 後爲 する (巧 P. 17) 

インター ネ ，ソト C 送統 します。 


FOMA  PC なを ソフ ト /FirstPass  PC ソ 
フ トモ インス ト ー J レす る 


♦  FOMA  PC 設定 ソフト /FirstPass  PC ソフ ト 0 インス トー 
ルを 巧う とき 巧、  むす バソ〕 ン のき 理 きち 限を 浸った 
ユー プーで 巧って  <  ださい。 それな 巧の ユー ヴーヴ 行う 
と エラーじな ります。 

バソ ご ン の芭涅 看ち おの 設定 捏巧 巳つ いでな、 各 バソコ 
ンター カ、 7 イク □ソフト 社に お 巧い 含 •むだ •ください。 

♦ インス! -- ルを 餘 める® じ FOMA 通信 設 ミフ アイ ル （ド 
ライ/て) ヴ パソコン C 立し  <  設定 さ; 11 ている ことを 植慶 
して  <ど さい (巧 P.6)。 ま泛 、语 君] 中の 巧の ブ □ブラム ヴ 
ない ことを ご 掩韶<だ5 い。 こ 度 用み のブ □ブラムけ あ 
るち 含は、 FOMA ド鄉 ミ ソフトの [キ りン t ル〕 をク リツ 
ク し、 犀 南中の プ □ブラムを 巧存巧 3 ち だた おと、 インつ 
卜ー ルを 再開して  <  ださい。 


I 巧属の CD-ROM を パソコンに セット 
する。 

•  TOP 函 面け 羡巧 ミれ ます (B^P •日)。 

2  [データリンク ソフト •各 涅設 をソフ 

トト [FOMA  PC 設定 ソフ ト]お の [イ 
ンス I ル] を 順に クリック する。 

• [インつ 卜ー ル] を クリック すると、 巧の よ ラな を 
告 画面け 表示 さ: n るち 含な あります。 この 警告は 
Internet  ExplorerCDt キュリ ティ の 設定 巳 よつ で 
き 示ち むます ヴ 、度 用 じな 問屋 お U まだん。 

■ r ファイルの ダウン □— K- t キ ユリ テイの g 
会」 国 面 ヴき巧 S 打 e ち 含 
[実行] を クリックして < ださい。 


■  rintemet  Explorer  - 1 キユ リ テイの g き J 画 
面な ミ 巧ち むちち 含 
[実行 可る] を クリックして くど さい。 


FirstPass  PC ソフト を インストー ルす る巧舍 

•  TOP 面面で [データリン ク ソフト •各種 試 至ソフ 
卜] 一巧 巧 tPass  PC ソフト] W の [インス! -- ル] 

を 垣 巳 クリック します。 

•  Intern が ExDlor がの t キ ユリ テイ 0 設ま 巳よ っで 
は ITOMA  PC 設定 ソフト」 を インつ 卜ー ルす ると 
きと 同 巧の 警告 画面な 表示 さ n るち 含な を U ます 
ヴ 、厘 用 じは 間畐 おり ま だん。 

•  Ct>ROM 巧の 円 rstP ぉ sPCSo れフ スル ブ 巧の 
〔FirstPassManual] のを 順にが っで インつ! ル 
して  <だ さい。 

Windows  2000 の 巧 さ 

•  TOP 函 面で [データリン ク ソフト •各樓 試 至ソフ 
卜]  一 [FOMA  PC 設ち ソフト]/ 〔FirstPass  PC  ソ 
フト] ■の (インつ 卜ー ル] 一隅 <] を 盾 C クリッ 
ク します。 

3  [次へ] を クリック する。 

W  ■ 旧 [W-TCP 試定 ソフト] およ 口 旧 [FOMA デー タ适 
fiia ま ソフト] ヴ インク! ルされ でい ると し、 ラ 
画面な、 すで C 旧 [FOMA  PC 設ま ソフト] ヴ インつ 
I ル さので いると い ラ 画面 ヴ 表示され で 均 台 
は、 P.1 日 rFOMA  PC 設定 ソフト インストール 時の 
注を J をを 頃して  <  ださい。 


9  巧 ぺ—ジ へ访く  ►► 


内容を 巧 鼓の ラえ、 契 巧 内容に 同意す 
る 巧 合は [はい] をクリ ック する。 


♦  FOMA  PC 設定 ソフトの 库巧許 話 契の S です。 
〔いいえ] を クリック すると、 インストール はみ 止 
ちれます。 

Windows  Vis はの 巧 さ 
♦ 浸 作 5 の 話 まほ おり ま はん。 溪作 目じ这 みます。 


[タスク トレイに を 巧す る] を囚 にし、 
[次へ] を クリック する。 


♦  t ット アップき、 夕つク トしイ に 逐侵話 足 最适化 
巧 常 li します (i^p.i7)。 

インつ! - — ルを でち FOMA  PC 設定 ソフト のをを] 
画面で [タニ ユ ー] 一 [话這 話 定最通 化を タク クト 
しイ C 常な させる] を 進 巧と、 巷な の 設定な 妥更で 
きます。 

インストール 先を 巧録 し、 [次へ] をク 
リックす る。 


♦ 変更す る 局 含な [を お] をク U ツク し、 任意の イン 
つ卜 一ん 巧を 指 ましで [巧へ〕 をク ツク しで  <  ど 
さし、。 


プログラム フォルダの フォルダ るを 巧 
辑し 、[次へ] を クリック する。 


• 変更す るち 含は フス ルブ 名を 入で しで へ〕 をク 
I 少ソク しで  <  ど さい。 

R  [InstallShield  Wizard の克 了] の函お 
で [ま 了] を クリック する。 

•  FOMA  PC 設定 ソフト ヴ控 君] します。 

このま ミる 種 設定を お めら むます (^P.  12)。 

■  FOMA  PC 巧を ソフト インス トール 時の 

ま 意 

♦ 旧 rW-TCP 設定 ソフト」、 旧 「FOMA デ- 夕 
适信 設定 ソフト」 または 旧 「FOMA  PC 設定 
ソフト」 ヴ インストー ルされ ている 扇 含 
旧 rw-TCP 設定 ソフト 丄旧 「FOMA デー タ通侵 設定 
ソフト」 または 旧 「FOMA  PC 設をン フト」 巧 インス 
卜 ー ルミり ている 場 含、 養 普 画面げ 表示され ます。 
[0。 を クリックし、 [プ □ブラム (アプリ クー ショ 
ン) ① 追加と 削 様] より、 こむ 5 の ソフトを アン イン 
ストール してな 5、 に OMA  PC 設定 ソフト」 (バー 
ジョン 4.0.0) を インストールして  <  ださし、。 

♦ イジ ストール 途中で 〔キ わン t ル〕 をク リツ 
ク した 場 含 

fe ット アッ 了を 中で [キ いン t ル] や [し ル  > え〕 を ク 
リックし、 インストールを 中断した 場 含、 t ット アッ 
ブの 中と 画面 巧 表示 さむます。 インスト ー ルを お 続 
する 場 含は [し ル \ え] を、 意图 的に 中止す る塌 含は、 
[なし、] を クンッ ク して  <だ さし、。 

■  FOMA  PCS を ソフトの パー ジョン 情 巧 
の 巧 巧 

FOMA  PC 設定 ソフトの 起動 画面で、 レニ ユ ー ] 一 
〔バージョン 情 里] を 還ぶ と、 パージ ヨン 情畢巧 表示 
ち ri ます。 
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c こを クリック 

Windows  VistaCD  巧 さ 

• 〔NTT  DoCoMo  FOMA  PC 設定 ソフト！ を タブ ル 
クリック します。 

Windows  2000 の 巧を 

•  [NTT  DoCoMo  FOMA  PC 設定 ソフト！ を 涅んで 
[を まと 削除] を クリック します。 

FirstPass  PC ソフト を アン イ ジストー ルす 

る巧舍 

• 〔円 巧 tPass  PC ソフト] を 這んで 惶更と 削除] をク 
リックし ます。 

3 削 おする プログラム をを 巧録 ，し、 

[はい] を クリック する。 

•  FOMA  PC 設ま ソフトの アン インつ 卜ー ルな 開始 
されます。 

•  FOMA  PC 設ち ソフト ゃ适 侵話定 最 通 化 ソフト ヴ 
をを 中 C アジ インつ 卜ー ルを 実 巧し よ ラと する 
と、 下の ぶ 弓な 国 面ヴ表 示さ; 11 ます。 アン イン：？ 

卜 ールプ □ブラムを 中 巧し、 を: TL ぞ むの プ □ブラ 
ム をを 3 さちて  <  ださい。 


FOMA  PC 沒 定ソフ ト /FirstPass  PC ソ 
フトを アン インストール する 


■ アン インス トールを 実行す る 巧に 

FOMA  PCK 定 ソフト を アン インス h— ルす る 前 C、 
FOMA 用 じ 変更 さむた 通信 設 をを 元 亿 房す 必要 巧 あ 
U ます。 

♦  FOMA  PC 設定 ソフト/ RrstPass  PC ソフトの アジ インつ 
卜 ー ルを 行う とき 巧、 むす バソコ ン の泛涅 客ち 限を 括っ 
なユー ザーで 行っ で  <  ど ミい。 そ： ni が が)ユー プーヴ 巧 
うと エラー になります。 

バソ 3 ン の营涅 さち 限の 試 定凑巧 C ついては、 各バソ 3 
ンター カ、 フ イク □ソフト 社 じ お 巧い 含む せく ださい。 

I タスク トレイの [巧] をを クリックし、 
[お 了] を クリック する。 


巧 クンツ ク 


クン， ソク 


I 制 巧が が 


[ 桓巧 中の プログラムを 終了させる。 

アン インス トールす る 

I  [スター ト] メニュ ーー ►[コント ロール 
バネル] をクリ ック し、 [プログラムの 
追加と 削除] アイコンを クリック する。 

♦ [プ □クラムの 追加と 削 拾〕 画面び 表 巧 ちれます。 
Windows  Ws ねの 巧 さ 

• [つ 夕 ート] タニ ユーー [コント □- ルバ タル] の慣 
C クリ ック し、 [プ □ブラム] 一 [ブ □クラムと お 
誰] アイコン をち C クリック します。 

[：7 □ブラムの アン インつ! ル または 変更] 画面 
ヴ 表示され ます。 

Windows  2 扣悦 D 巧 さ 
• (つ夕 ート] y 二:!一 一  [設 ま〕 一 [コント □- ルバ 
み レ] のち C 違んで [アプリ クーシ ヨンの 追加と 削 
除] アイコンを タブ ル クリック します。 

ロ プゾ クーシ ヨンの 追加と 削な] 画面な 表示 ちれ ま 
す。 
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4  [ま 了] を クリック する。 

♦  FOMA  PC 設を ソフトの アン インつ! ルヴお 3 
します。 


逸 巧 括 定最通 化の 解な (Windows  XP、 
Windows  2000 の 巧ち のみ） 

♦ 廷這設 宝最通 化さむ でい る岛 含は 巧の 画面け 表示 
されます。 

♦ 最适 化の お隐 をす る 固 含は、 [はい] を クリックし 
でく ださい。 

通信 試 定吾逼 化の 屏 除は、 再 直 苗を I こ 巧 〇〇 ます。 


FOMA  PCK 定 ソフト でな、 表示され る 設問に 巧す る 
還 巧 •入力を 進の ていく と、 昏単亿 FOMA 田 ブイれ レ 
アップを 作 巧で きます。 

♦ 設 をを 巧う 前 CFOMA 施 末と バソコ ンヴ 正しく 度 掃ち n 
でい る ことを 括韶 しで < ださい (巧 巧)。 

1 FOMA  PC 設ま ソフトを 起な する。 

Windows  XP、 Windows  ソ ista0 巧 さ 

♦ (つ 夕ート ニ:!一 一  [すぺ ての ブ □ブラム]— 
〔FOMA  PC 設定 ソフト ]  4^〔F0MA  pc 設定 ソフト] 
の 巧 巳 進 t； ます。 

Windows  2000 の 巧ち 

♦ [つ夕 ート] y 二:!一 一 [プ □クラム〕 一 [FOMA  PC 
設を ソフト] 一 〔FOMA  PC 試 定ソフ ト] の 長 巳 逸 U 
ます。 


を の 方法 


画 巧巧投 をのし かた 

1 FOMA  PC 設を ソフトを 桓 巧し、 [メ 

ニュー]  一 [a 信 設定] を クリック する。 

7 巧ち ポート 指を を 選んで [OK] をク 

リックす る。 

• 远 常は [自 拉試定 (巧 巧)] を きんで くだち い。 自 を] 
的に 运爲 されで いる F0MASS 末を 指定し ます。 

•  COM ポート を 指定し 巧い 巧 含、 に OM ボート 指 
在〕 を 違んで、 巧リ 巧の FOMA 節 末な 侵 続 さ りてい 
る COM ボート ま 号に OM 1 〜 99) を 指まして  < ど 
ミい。 


。— T  二：. I 

♦  COM ボー トの话 設方逊 3、 P.6r インつ! -- ルし を FOMA 
通 « 設 ミフ アイ ル （ドライ/りを お 錫す る」 を# 煩し でく 
だ ミい。 


■ かんたん fi まから バケッ ト a 巧を 涅 巧す 
る 巧 合 (mopera  U または mopera を 利 巧） 

最大 384kt)ps の 富 速バク ット通 居の 設定を 巧し、 ま 
す。 プ □バイダ 巧、 ドコ t の インター タット 接続 ヴー 
ビス mopera  U または mooera を擎师 します。 

1 FOMA  PC 設を ソフトを 桓 巧し、 [かん 

たん 註を] を クリック する。 
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[バケツ ト巧 信] を 選んで [次へ] をク 
リックす る。 


[Ifmopera  UJ| への お 巧] または 
[『moperaJI への 接挤] を 進んで [ホへ] 
を クリック する。 


♦  mooeraU 巧 お申し 边 みなむ 養な ちが ヴーピ つで 
す。 mopera リを谨巧すると、^^のの馆認ソジ 
t— ジヴ 表示 ちれます。 


♦  moMra  U ま 巧は moD が at (みの プ □バイ タを ごま リ 
用の 巧 含 <^P.14) 


jfl  [FOMA 
を クリご 


巧 ホ 設を巧 得] の函 面で [OK] 
ック する。 


♦ バソコ ン C 接爲 さむむ FOMA 茹 ホな 5 接爲巧 
(APN) 設定を 巧每 します。 

しが 5<  巧 待ち  <だ さい。 

5 沒炼 をを 入力して [次へ] を クリックす 
る。 


♦  FOMA  SH70 打は PPP 攤 のみに 対応して います r 
居 病 万 巧は [PPP 掛壳] を 違んで  <だ ちい。 


♦ 〔毎 扇 任 急の 度贷 名を 入て! します。 
♦ 巧の 記章 (半角 又す り 3： 入力で きません。 

¥/；  *  ?u>r 


•  moDsra  U およ ひ moD が aC 活爲 する 巧 含 巧、 発 這 
害を 号适 知を 巧う 必要 けあります。 〔設定し ない） 
ちし  <巧[186 を 巧 加す る] を 透んで  <  ださい。 

0  [ホへ] を クリック する。 

•  moDsra  U ミた 巧 moDera を 巧 U 用の 巧 含 巧、 [コ¬ 
ザ ID]  と  [パつ  ワー  ド]  じついて  は 到 « でち 涅该で 
ぎます。 

•  Windows  XP、 Windows  200 日の 局 含 I す 居 用 巧 お 
なユー ザーを 進 U ます。 


Windows  Vista の 巧 さ 
• 揉 作 7 の 設定は お U まだん。 揉 巧 8  C 進みます， 

7  [ま 適 化を 巧う] が囚 である ことを 巧 

録し 、[々へ] を クリック する。 


•  FOMA バク ツト适 信を が 巧す るを め、 パソコン 巧 
の 适信設 ちを 最坦 化し ミす。 すで C 虽 風 bsn て 
いるち 含 口ん この 画面 巧 表 巧 ミれ まだん。 資作 8 
じ 進みます。 
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n 設定ち «を« 巧し、 [ま 了] を クリック 
する。 

♦ 設定した 巧客ヴ ーち 画面で 表示ち 0 ます。 設定の 
客 C 誇 リヴない ことを 巧 記しで < ださい。 

〔 デスク トッ ブじ タイ わ ル アップの シヨー ト n ッ 
卜を 巧な する] ヴ 因のと き、 シヨー ト〇ッ トヴ有 
を 的 1C 巧な さ; 11 ます。 

設 をの 客を 変更す る岛 含は 〔房る] を クリックして 
< ださい。 

9  [完了] の 画面で [OK] を クリック する。 

♦ 設定 変更を ち 巧に する ため C な、 パソコンを 再起 
君] する 化 要な あります。 黃お 動を する 薑の 面面 ヴ 
表示 ミ n たち 含は、 〔はい) を涅 びます。 

♦ 适 信を 巧 ラ C 巧 (巧 P. 17) 

■ かんたん 巧をから バケッ ト 巧 巧を 进 巧す 
る 巧 合 (その他の プロ バイダを 利 巧） 

最大 384kbps の离を パク ッ ト适 信の 設 をを 巧い ま 
す。 

1 p.i2r かんたん 設 をから パケット 通信 
を 送 巧す る 巧 さ (mopera  U または 
mopera をが 巧）」 の 巧 巧！〜 4 を 巧う。 

♦ 揉 巧 3 の 潰 扬扣す [その 做を 透 y ミす。 

1 接 巧を を 入力して [接爲 先 (APN) 設 

を] を クリック する。 


♦ 〔街 病 巧 急の 爸爲 名を 入力し ます。 

♦ 巧の 記曼 (半角です) は A 力で きま だん。 

¥/:  *  ?1く>|" 

♦ ブイけ ル アップ 后 C 発信 香 番号 ま 巧を 行う わ 這 巧 
しで  <ど さし、。 お侵さき 章 這 巧の 設ち じついでは、 
こ 利 巧 じなる プ □バイ タの 指示 «斯 こなって < ど 
さし、。 


高 B な 設定 (TCP/IP の お定） 

• [許の 增 巧の 試ち] をク U ック すると IP アドレス- 
3 — ムサーパー の^ 面面 ヴ轰 示さ: 11 ます。 ご 加 
A のプ □バイ ブ や、 むの LAN などの タイけ ル アジ 
プち活 としで 入力び む 要な 话 含は、 7v 力 毎 巧ち 報 
を 元 ご、 各種 アドレスを 登绿 して  <  ださい。 

3 あ梯先 (APN) を設 まする。 

• お賈い 上げ 坛、 cid の 1 番 C 巧 moDeraC 居爲 する 
SroOAPNf  moperanejpjs  cid の 3 香には  mopera 
U じ沒爲 する でめの APNrmoD が anetj け 登録 ミれ 
でい ます。 

1 迪 加] を クリック する。 

[接続 巧 (APN) の 追加〕 画面 ヴ 表/ 予さ むます。 

2 唯 僚 巧 (APN) に こま！! 巧の ブ □パイブの 
FOMA バブッ ト 巧に 巧 巧し 泛送扬 巧 名 CAPN) 
を 正し  <  入力して [0 のを クリック する。 

[あ 反が APN) 設風 画面 C 房り ます。 

• 「接 赁巧 (APN)]C な 半角です で、 英 巧す 、いイ フ 
ント ：) 、 ピリ ブド〇 のみ 入力 でき ミす。 

X  dd は ID まで 登诗巧 誰です。 

4 唯統先 (APN) 設 ま] の 面面で に 向を 

クリック する。 

• 揉 巧 2 の 画面に 房 U ます。 [接続 巧 (APN) の 空 巧] 
C は、 侯 巧 3 で設 ちした 接爲ホ (APN) ヴ羡巧 ミれ 
ます。 

5  [を 魚 ホ (APN) の 遺が] でを 巧 巧る (APN) 

を巧强 し、 [ホへ] を クリック する。 
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fi ユーザ I 
をクリ ， 


D •パ スワードを 設 まし、 [次へ] 
ック する。 


♦ ユーブ ID •バス フー ドの 試ち は、 プ □バイダな 5 提 
がさむ ご 客 這ち 窜 を、 スち す、 小ち すな ど C ま是 
し、 正 粗 こ 入力して ください。 

♦  Windows  XP、 Windows  20D 日の 巧 含は 巧 用 巧 能 
K ユープ ーを透 y ます。 


Windows  Vfs ねの 巧 さ 
♦ 浸 作 7  0 試定 巧ありません。 漢作 8 じ这 みます。 

7  [最适 化を 巧 ラ] が囚 である ことを 巧 

鼓し、 [次へ] を クリック する。 


♦  FOMA バクッ ト逼 信を が 巧す る 巧め、 バソ〕 ン巧 
のま 1 言設 ミを II 通 化し ミす。 すで CII 通 化さり て 
いる 角 含 C 巧、 この 画面は 表示 さ n ミ だん。 袋 作 8 
C 進みます。 

R 設定 巧 巧を 巧 致し. [京 了] を クリック 

する。 

♦ 話虽 しむ 巧 客け 一ち 面面で 表示 さ; ri ます。 設定 巧 客 
C 誤り ヴ ない ことを 度設 してぐ ださい。 

〔デスク トッ ブじ タイ わ ル アップの シヨー ト打ッ 
卜を 巧な する] ヴ 因のと き、 シヨー ト〇ツ トヴ自 
をの C 巧な sri ます。 

設 をの 客を 変更す る岛 含は 〔房る] を クリックして 
< ださい。 


9  [京 了] の 画面で [OK] を クリック する。 

• 設定 変更を ち 巧 じする ため 巳は、 バソコ ン をち 起 
をす るむ 妄ヴ ぁリ ます。 再を 動を する 資の 画面な 
表示 さ n 泛巧 含は [はい] を 違 ひます。 

• 远 信を 巧う C は (巧* P.l?) 

■ かんたん 巧 まから 64K デー タ a 巧を お 巧す 
る 巧 合 (mopera  U または mopera を ネリ 用） 

64K デー タ這僖 の 設定を 巧い ます。 プ □バイ ブ は、 ド 
コモの インター ネット 授 爲ヴー ビス moDsra  U また 
は moDera を ネリ 巧 します。 

1 p.i2r かんたん 没をから パケット a 信 

を遵 巧す る 巧 合 (mopera  U または 
mopera をが 巧)」 の 侯 作！〜 3 を 行う。 

• 误巧 2 の 接 お 万る は [64K デー タ适 簡を蛋 y ミ 
す。 

7 隹巧 るの 入力と モデムを 選んで [巧へ] 

を クリック する。 


• [涅爲 S] 巧 C 任篇 の度爲 名を 入口し ます。 

• 巧の 記号 (半角 文す) I さ A て! でき またん。 

¥/:  *  ?!<>|" 

• 〔亡 デムの 透 巧] ヴ [FOMA  SH70 帥 こ 話 ミミれ て 
いる ことを お 詔して  <  ださい。 

•  mopera  U およ UmoD が aC 运爲 する 巧 含 巧、 巧 這 
客 ま 号 通知を 巧う むミヴ あります。 〔設 ましら: い] 
ちしく 巧 [巧6 を 付加す る] を 涅ん でく ださい。 
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巧 ぺ-ジ へ 巧 <  ►► 


3  [次へ] を クリック する。 

♦  moDera  U ミ 好 Smopera を ご 利用の 话 含な、 [ュ- 
ザ 〇〕 と [バス フー鬥 巳つ いては 空 巧で ち 爸^で 
ぎます。 

♦  Windows  XP、 Windows  200 日の 属含 はを 用 巧 能 
なユー ザーを 送 y ます。 


4 設定 巧 巧を 巧费 し. [京 了] を クリック 

する。 

♦ 設定し ご 内客ヴ ーち 面面で 表示 さ n ます。 設定 巧 
召 C 誤 リヴない ことを 话設 しで <ど さい。 

[デつ ク トップ じ タイれ レア ッブの シヨー トかン 
卜を 巧な する] ヴ 因のと き、 シヨー トかン ト巧自 
をの C 巧な sri ます。 

設 をの 客を 変更す る岛 含は 〔房る] を クリックして 
< ださし、。 

n  [ま 了] の 画 旧で [OK] を クリック する。 

♦ 通信を 巧 5 じな (巧* P. 17) 

■ かんたん 巧 定から 64K データ 巧 «を8 巧 
する 場合 (その 化の ブロ バイダを 巧 用） 

64K デー タ通运 の 設定を 巧い ます。 

1 p.i2r かんたん 設定から パケット 通信 

を 進 巧す る 巧 合 (mopera  U または 
mopera をが 巧）」 の 巧 巧！〜 3 を 巧う。 

♦ 得 作 2 の 接 扇ち をは 巧が デー タ适 這]、 装 作 3 の 
居该 巧は [その他] を 進 y ます。 


2 を 項目を 茜を し. [ホへ] を クリックす 

る。 


•  ISDN 同 巧 64K アク t つ ボイ ントを 赁つプ □バイダ 
じ 接 巧す る 巧 含は、 ダイ わ ル アツ プイ乍 巧ち C じ I 下 
0 頃 曰を をれ ぞ n 登録し ます。 

■ 接続 名; 任意 

■  t デムの 适 巧: F0MASH 下 〇引 
■ ち 話さ 号： 

ブ □バイ タ 巧 巧を: 元に 正しく  A 力して  <  ださい。 
• 径続 名に 巧の 記 豈 (半角 文す) は 入力で きま だん。 

¥/：  *  ?!<〉r 

• 巧 語 ま 号 じ 入で でぎ る 文す は 巧のと おりです。 
0123456789 ABCDPTWabcdptw 
!@$-， い 十*  # •站 5 ぶ U 半角つ ぺ一 つ 
• ブイ ドル アップ 時 C 掛 1 客 ま 号 ま 知を 巧うな 違 巧 
して <だ さい。 ち运者 さ号话 巧の 設定 じごいて は、 
ご ネリ 巧 C なる プ □バイ ブの 指示 情 巧 じがっ で  < だ 
さぃ。 

奋 度な 投定 (T が/ IP の投 左） 

• 〔託 邸 W 巧の 設定] を クリック すると IP アドレス- 
3 - ムサーパー 設ま 画面な 表 巧 さ n ミす。 ご 卵 入 
のプ □バイダ や、 なの LANW どの ブイ ドル アップ 
培 致と しで 入で けむき な 場 含は、 入て!; 歸请 巧を 
元 じ、 各樓 アドし つを 登沒 して  <  ださい。 

3 ユー ザの •バ スワードを 設定し、 [々へ] 

を クリック する。 

• ユープ ID •バ つフー ドの 話を 巧、 プ □バイダな 5 提 
がさ 0 た 客種 培裙 を、 大 文す、 小です W ど C 注是 
し、 正 巧 じ; V でしで  < ださい。 

•  Windows  XP、 Windows  200 日の 巧 含 巧® 用 巧 お 
な ユ—プ —を遵 U ます。 
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巧 ぺ-ジ へ 巧 <  ►► 


d 設定 巧 «を« 巧し、 [ま 了] を クリック 

する。 

♦ 設 をした 巧客ヴ ーち 画面で 表示ち 0 ます。 設定の 
客 C 誇 リヴない ことを 巧 記しで < ださい。 

〔デスク トッ ブじ タイ わ ル アップの シヨー ト n ッ 
卜を 巧な する] ヴ 因のと き、 シヨー ト〇ッ トヴ目 
動的 1C けなさ; 11 ます。 

設 をの 客を 変更す る阁 含は 〔房る] を クリックして 
< ださい。 

5  [完了] の 画面で [OK] を クリック する。 


設« した 巧 ほを CTf する 


1 デスクトップの お锭 アイコンを ダブル 
クリック する。 

• 接 巧 画面な 表示 されます。 

♦ 授爲 アイコン 名 C は、 設 をを 
巧つ 巧と ぎ C  A て! した 爸损名 
ヴ 表示され ます。 


2  [ダイヤル] を クリック する。 

♦ 居该ヴ 開始 さ n ます。 


♦  moMra  U ミ 忌は moD が a を 涅んだ 巧 含は 〔ユー 
ザー名] と [バス フー ド] C ついてはを 巧で を话爲 
できます。 

♦  P.16 の 揉 巧 3 でにー ヴー ち〕 と 〔バス フー鬥 を A 
力し 巧岛 含は、 をの 请裙ヴ 入力ち むてい ます。 

• その 巧の ブ □バイダ や タイれ レ アップ 运統 の逗含 
ほ、 [ユ ーヴ ーS] と [パつつ一 鬥を 入て! して [タイ 
け ル] を クリック します。 

♦ ュ ーヴー 名と パつ ワー ドを 巧を する 頃 目を 因 C 
すると、 巧 回な 5 は A 力の む 要ヴな  < なります。 


睾 デスクトップ C 樓杨 アイコン けない とき 
(Windows  XP) 

[つ夕 ート] ソニ ューー [すぺ ての プ □グラム] 一 [アク t 
ヴリ〕 一诘簡 一巧 ッ トワー ク辰綺 を クリック する。 
(Windows  Vista) 

[つ夕 ート] ベニ ューー 〔接続 巧] を クリック する。 
(Windows  2OD0) 

[つ 夕ー トレ ニ ューー ►〔プ □ブラム] 一に ク t ヴリ H 
诘 僖〕 一巧 ッ トワー クと タイ レ アップ 接 綺をク 
リックす る。 

♦  FOMA 巧 5 末に 百:、 パク ットま 這を 実行す ると 黄 信 中の 画 
面、 64K デー タ 通信を 実行す ると 巧 化 中の 国面ヴ そ打ぞ 
む 表示 さ ri ます。 

* パソコン C 轰 示さ n る适 « ま 度な、 実 房の ま « 還を じな 
黃 K るち さヴ おります。 


■切 曲の しかた 

インタータット ブラウザを 按 3 した だ 口では 切が ち 
れ ない 場 含 巧あります。 確実 C 切断す る C は、 巧の お 
巧を して < ださい C 

1 タスク トレイの [g] を クリックし， 

[切 巧] を クリック する。 

• 接続 ヴ扭 KSO ます。 

Windows  VistaCD  巧 含* 

• 夕つク トレイの 〔9〕 一 〔指 巧 ミ 巧は 切 的 ••] をク 
リックし、 切が 巧の アイコンを タ プル クリックし 
ます。 


话 Windows  XP' 
Windows  2000 のみ） 


■ 巧 巧巧定 sa 化の 役割 

适屠設 ミ 置 適 化 ソフトな FOMA? ッ トフー クでパ 
クッ ト通 情を 巧う 廣亿、 TCP/IP の 伝送 お 力を 最適化 
する ための TCP バラター タ 設定、 ソー ルです。 

FOMA 骑 末の 适宿巧 おを 最大 胁こ活 巧す る C は、 こ 
の ソフト ク エア 巳よ る 通 這設ち 巧む 要です。 

国最宙 化の 註 定と巧 お 

♦  Windows  XP の塌含 

•  Windows  XP の 毎 含は、 ブイ 村 レ アツ ブ ごとの II 适化設 
をげ 巧 能です。 


17 


巧 ぺ—ジ へ访く  ►► 


1 FOMA  PC 設ま ソフトを 起 巧し、 [通信 

IS を* 适 化] を クリック する。 


タスク トレイな 5 透ち おを* 适 化を 巧 巧す 
る 巧 さ 

♦ 夕つク トしイ の [g] &ク U ツク し、 ま 信 設定 ま 
適 化を を おしで  <  ださい。 


みの 巧 作を 巧う。 

システム おを ヴ » 理化 S むてい なし 巧 含 


Ri 化を おおす る 巧 さ 

•  FOMA 節 末!^ 巧での 通信な どの 理由なら 設定を 巧 
踪 する 岛 含は、 巧 おする タイ ん アップ 爸爲の 
チェックを かし、 [実行] &ク U ツク します。 再 おお 
を 括 錫す る 画面け 表示 ちれます。 現巧閣 いでいる 
すぺ ての プ □ブラムを 粮 3 し、 II 通 化 解除を ち 巧 
にす るた のに、 青捏 苗を 実行して  <  ださい。 


♦  Windows  2000 の 場を 

1  rwindo 

ラ。 


XP の 巧 合」 の » け 1 を 巧 


次の 操が を 巧う。 

システムぉをヴ最巧化2れてぃなぃ巧さ 


♦ 巧の 画面 ヴ表巧 さむ ミす。 

口  84は)化] を 谨んで [最 § 化を 行う] を クリックし 
て  <  ださい。 

通信 試 定居逼 化 (タイ わ ル アッ ブ 巧な) 画面 巧 表 巧 
されます。 

最适 化する タイわん アップを 進んで [実行] をク 
リックす ると、 システム 設ま 、ブイが レ アッ プ設巧 
をれ ぞ n のま 逼化ヴ 実 巧 さ; 11 ます。 

シつ テム 試 まな、 画面 表示 C おつて パソコンを 再 
を お した あと、 最適化 ヴ育抑 こなり ミす。 


システム 設を ガ最适 化されて いる 巧 含 

♦ 巧の 画面び 表 巧 ちれます。 

ブイ 尸ん アップを 変更す る岛 含は、 設 まする ブイ 
け ル アップを 送 ぴを逼 化を 巧って < ださい。 
変更しご巧智3：パソ〕ンを再捏ぉし记ぁ^：、背巧 
になります。 


• 巧の 函面巧 表 巧され ます。 

〔384响>5] を 這んで 馬 通 化を 巧う] を クリック 
し、 現在 開いて いるす ぺ ての プ □ブラムを お 3 さ 
せ、 居 通 i じ 話を をち 巧 じする ためご、 再起を) を 実 斤 
して  <だ ちい。 


システム 括を ヴ最坦 化されて いる 巧 さ 

• 巧の 函 面け 表 巧され ます。 

FOMA 節 ホ!^ 巧での 通信な どの 理由 方ら 設定を 巧 
踪 する 岛 含は、 〔是 通 化を お 除す る] 一にり を晤じ 
クン ツク して  <  ださい。 青 起 夏 3 を话 詔す る 画面な 
表示 さ; 11 ます。 現在 開いて いるすべ での プ □ブラ 
厶 をを 3 し、 最適化 お 除を 育 卿 こする 巧め C、 再起 
をを 実行して  <どさ い。 
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お窝巧 (APN) の巧定 


■  FOMA 错 末からの 巧な 先 (APN)1f« の 
巧み 这み 

眶続巧 
(APN) 教定] 

を クリック 
し、 FOMA 疏 
末教を お得 画 
面で [0K] を 
クリック する 
と、 接続 さ n 

た FOMA 節 末 じ 自動的 じアク tz3 し、 登録 ミれ てし、 
る 送 続 巧 (APN) 情報を 読み 泣み ます (FOMA 疏末巧 
接爲 ミれ ていない 場 含 13 おおしまが v)o また、 舒ミ 
情 或は ツーん パーな 5  [ファイル]  一 [FOMA 疏ホ巧 
5教 をを 取 場] を 順に 還んで ち 読みぶ むこと 巧で き 
ます。 

■ 接 巧 巧 (APN》 の追抽 •!! 集 ，が お 

♦ 接続 巧 (APN) を 追加す る资含 

授爲巧 (APN) 設ち 画面で、 [追加] を クリック します。 

♦ 登録 ミ斉 みの 接続 巧 (APN) を 編集 または 
修正す る 場 含 

授爲巧 (APN) 設ち 画面で、 巧 象の 送統巧 (APN) を一 
実な 5 還んで [編集] を クリック します。 

♦ 登録 ミ斉 みの 接糕巧 (APN) を削徐 する じ 
は 

授爲巧 (APN) 設ち 画面で、 巧 象の 送統巧 (APN) を 一 
宾な 5 還んで [削除] を クリック します。 

♦ き 章 (cid) の'! と 3C 登を ち n でい る撕巧 (APN) 巧 削 
おでき ミ e ん (をき (加)0  3 を 違 巧し で、 r 卽除 J をク 
ン ック してち、 実 巧 C 巧 削除され す、 rmoperan が」 に 房リ 
ます)。 

■ ファイルへの 巧 巧 

FOMA 端末 じ 登録 さり ち 授続巧 (APN) 設 をの パッ 
ク ァップ やお 集 やの 送 摘 巧 (APN) 設 ミを 保ちしたい 
場 含は、 ツー ルバ ーの [ファイル] ならの 房 巧で、 接扬 
巧 (APN) 設定の 保存び できます。 

■ ファイルからの 巧み 这み 

おなされた 接続 巧 (APN) 教定を 再 魚 集した U、 
FOMA 端末に « き 込みち い 場 含 I こな、 y-Ji/ 卜① 
[ファイル] ならの 摸 巧で、 パソ〕 ン C 保存 ミれ てし、 
る 送 続 巧 (Apwia をを 読みを むこと 巧で きます。 


■  FOMA 巧 ホへの 巧 巧 先 (APN)lf 巧の* 
き么み 

授続巧 (APN) 設ミ 画面で、 [FOMA 錦 末へ 設 をを « 

き & む] を クリック すると、 表示 ミれ ている 运続巧 
(APN) 設 ちを FOMA 歸末じ 書き &C ことび でき ま 
す。 

■ダイヤルアップ か 巧な お 

接続 巧 (APN) 設を 画面で 追加 •魚 集 さむた 送 続 巧 
(APN) を 透んで [タイけ レ アップ イ乍规 を クリックし 
ます。 FOMA 筛 末への 書ぎ 込み 確認 画面 巧を 示され 
ますので、 [巧し、] を クリックして < ださい。 接続 巧 
(APN) への 書きを みお 3 を、 [パク ット通 情 用プイ f 
ル アップの イ 乍な] 画面 巧 表示され ます。 

任意の 接続 名を 入力して [コーブ ID •バス フードの 教 
を] を クリック します (mopera  U また ISmooera を ご 
利用の 塌 含な、 を おでち 接続で きます )0 

♦  Windows  XP、 Windows  20D0 の塌さ 
〔ユ ーヴ ID] ヒレり フー ド] を A 力して 活用 可能 ユー 
ザーを 谨んで [〇问 を クリックして  <  ださし、。 

♦  Windows  Vista の塌さ 

〔ユ ーtfID] ヒ [バス フー ド〕 を A 力して に K] をク 
リックして  <  ださし、。 

ご 利 巧の プ □バイ ブよ UJP およ UDNS 情 虽の設 を 
巧這巧さむている場含、バクット适语巧ブイト>ル 
アッ ブの 巧巧函 面で [詳細 情 银の設 を] を クリック 
し、 必要な 情果を 登録を、 [0K] をク IJ ック して < だ 
ミい。 

設定を 入力を、 [0K] 一にり 一 [FOMA 節 末へ 設 をを 
書き 化む] を 順 1こ ク IJ ツク して、 上書きを お韶 して 巧 
5、 塞ぎ込みを 案 巧し でく ださい。 
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離 ソフトを 使ね な 


卜!* a と 64K デー タ法 ほの IK キ 


FOMA  PCK 定 ソフト を® わす じ J て クット 通 這/ 
54K デー タ通 僖を設 ミす る 方 まじ ごいて 説明し ま 
す。 

設定を 巧うた 脚 こな、 AT コマンドを 入力す るを のの 
通信 ソフトげ 区 要です 0 ここで ^Windows 读華 添付 
の r/\ イ パーター ミ ブル」 を 度って 說巧 します。 

♦  AT コ 7 ンド で鼓定 する 揉 巧は、 下の ような 流れ じなり 
ます。 

♦  64K デー タ通赁 のち 含、 居 病 巧 (APN) の 設定は ありませ 
ん 0 

♦  Windows  Vis 巧は r/\ イ パー ター ミナ ル」 C 巧 尼し でい ま 
だん。 Windows  Vis 巧の 巧 含 巧、 Windows  Vista 巧 巧の ソ 
フトを 犀つ で設 ちしで  <  ださい (ご 使 巧 C な: る ソフトの 
使 巧 万を じがつ で  <  ださい)。 


AT コ 7 ント ’をヴ ポート する 远這 ソフトを を 面する 
(热乍 2 〜 5) 


若 おち (APN) の 

巧 這 まを 吾远 班/ 

タイ ロ ル アジ プ 

設定を する 

がさ 巧を 設 まする 

タツ b* 7 —クを 

(巧 R21 の 

(巧  P22) 

設巧 する 

误作 目〜。 

巧  P.22) 

话运 ソフトを お 3 する (巧 *^21 の 房 巧 7) 


お 巧 5 だ 

♦ バク ット远 信/ 64K： デー タ远 信の 設 まを する 前 C 
FOMA 适 fi 設定 ファイルを インつ 卜ー ルして < ださい 
(巧 巧)。 

♦  AT コ 7 ンド とは、 モデムが 卸 巧の コ 7 ンド です。 

FOMA 節 末は AT〕 7 ンド C 牵视 しち 5 じ 拡蛋]  7 ジ 
ドの 一巧 や迎 有の AT コ 7 ジ ドを サボー トし でい ます。 

♦ ド Ilt0 インターみ ット适 巧サー ビス moperaU ま 巧は 
mopera を ごが 用 CK る缉 含、 お賣い 上げ 時 C 試 定さ打 
でい る 巧め、 接 扇 巧 (APN) の設 まは 不要です。 

• 巧« 者 番号 ま 巧の 設定 ほむ 委亿 応じで 設定して くださ 
い (mo 的な U ミた は mo が 巧を ご 利用の 坦 含、 [盛吼 ご 
設定す るむ 委ヴ ぁリ ミす)。 お買い上げ 時は、 感去 なし] 
C 設 まさの ています。 

♦ その他の 設定は む 夏に 巧 じて 設定して ください。 お 貢し、 
上げち のままで ち お 用で きます。 


パク ッ ト适 厚を 巧 ラ 場 含の 接爲巧 (APN) を 設定し ま 
す。 最大の 件まで 登録で きます。 接続 巧は 1 〜 10 の 
cid (巧 P21) という 番号で 誓语 ミれ ます。 お 夏し、 上 
ヴ除 cid の 1 ま C 巧 moperaC 援続 する ための APN 
「 moperanejp」、 cid の 3 番 C は mopera  UC 援続 する 
たのの APNrmope 巧。 が」 巧 設をミ 打てい ますので、 
cid2、 4 〜 10 忆授爲 巧 (APN) を 登録して < ださし、。 

• 登 沒し巧 ckl 巧 ブイけ ル アップ 运 巧試定 での 送 巧ち 号と 
な U ます C 

•  m な 巧 巧 U ミた 巧 moD が献 巧の 接続 巧 (APN)C ついては、 
インター 9 ッ トヴー ビつプ □パイタ または 3 ット つー ク 
g 涅さ C お閣い 含む だ  <  ださい。 

く 例 >  Windows  XP の 場 含 

•  Windows  20D 日を ご 在 巧のと き 巧、 画面の 表示 ヴ 夏な U 
ます。 

1 FOMA 瑞モ を" ソ コンに 巧 結す る。 

7  [スター ト] メニュ ー- »[ すべての プロ 
グラムい [アクセサリ ト陆 闻イハ 
イ パー ターミ ナル] の リ 頃に 選ぶ。 

•  n イ パー ター吉 ナル ヴ拉 面します。 

Windows  2000 ①巧合 

• 〔つ夕 ート] タニ ュ ー ー •[プ □ブラム] 一 【アク t ヴ 
リ〕^[通信]^レ\イバー ター ミナル]の1居じ達^； 
ます。 

3  [を 巧] にを 魚 巧を など 巧 まのを 前を 入 

— 力して [OK] を クリック する。 


• 巧諾至 号の 詳細 設定 画面な 表る 古 のます。 
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巧 ぺ-ジ へ 巧 <  ►► 


a 唯 拐 方 ま] から [FOMASH705 りを 留 
んで [電話番号] に 実な しない 電話番号 
([0] など) を 巧 入力して、 [OK] をク 
リックす る。 


• 巧 外 局番 C は、 Wir>dows に 設定 an ている 值に 3] 
など ヴ轰 示さ n ますけ、 接 病 巧 (APN) の 訝 舌とは 
関 巧ありません ので、 任 忌の 磕を試 おしで  <ださ 
い。 

5 接規函 面が ま 示されたら、 [キャン 七 

ル] を クリック する。 

0 を概巧 (APN) を 入力して 回を 巧す。 


力し ます ず P.34)。 


<cid> 

:  2、 d 〜 1 りまで 05 ち任爱 のち 章 

を 入で します。 

"PPP" 

; そのまま" PP ド とんて! します。 

"APN" 

; 接 掃 巧 (APN) の 名 掠を’  ■で 团んで 

入で します。 

♦ にり とき 示さ n ると、 APN の設 思す ち 3 です。 
♦ 現 巧の 援贷巧 (APN) 設定を 括 詔し 巧い ち さは 
rAT+CGDCONT? 回」 と 入力す ると、 接 病 巧 
(APN) 設定な 一|| 画面で 表示され ます。 


AT コ 7ジ ドを A で してち 画面 C 何ち を 巧 
されない 巧 さ 

•  ATE1 回 

訂 し <巧、ドぶ をを 頃して <どさ い。 

AT〕7 ン ドで 送访巧 (APN) 設定を リ た ッ 
K する 巧 さ 

•  AT 十 CGDCONT， 回：  すべての ごけを リ t ツト 

します 

•  AT+CGDCONT=〈ci の 回: 巧ち の ci 日の み リ t ット 

します 

リ t ツト した 巧 含、 な id>= 1 は 「mop が がらわ」 (巧 巧 
信)、 く  cid>3 は r  moD が an が」 (初 巧 售}  C 房り、 

<dd>-  2,4-1 0 の 試 定はホ 登録 巳な リ ミす。 

AT〕7 ン ドで 送历巧 (APN) 設定を 话提す 
る 巧 さ 

•  AT+CGDC0NT7 白 
訂し<は、ドふ1をを.頃して<だ3ぃ。 


I  [OK] がま 示されて いる ことを 巧爵 し、 
[ファイル] メニューから [八イ パー 
ターミナルの 終了] を 選ぶ。 


•  /\ イ パー ター ミナ ルな お 3 します。 

•  [t ツシ ヨン XXX をな 存し ミすな？〕 と 表示 sn 
ますな、 巧 巧す るむ 爱 なお tj まだん。 


21 


♦ちの 逢な/ jHi 巧 する 


舞 « 香番 章は お客様の 大切な 情银 です。 通 5 日す 5 睹 
C は 十ろ C ご 江な  <  ださい。 

1 P.20r 接 巧 先 (APN) の設 を」 の 操作 
1 〜 5 を 巧う。 

1 バケツ ト巧巧 時の 発僖者 番号の a な 
(18 が/が 通な (184) を設 まする。 


• 「AT*DGPIFKn りの おなで; V。 します (巧 P.33)。 
AT* 〇即 み'！ 回： 

パク ッ ト通 fl お 立 時、 接 扇 巧 (APN)Cr 巧 4」 を 
巧け で 接 病し ます。 

AT*DGPI  み 2 回： 

パク ット這 信 括な 時、 搜爲ホ (APN)CriS6」 を 
巧け で涅愤 します。 

A  -11, 

Q  [OK] がま 示された ことを 巧 おする。 


■ ダイヤルアップ ネット ワーク での a 巧/ 
が a 巧投を じついて 

ブイけ レ アップ ネット フーク の 設定で ち、 送 続 巧の 
番号 じ 「巧6」 (通知)/ ri84」( が 通知) を 付ける こと 
巧で きます。 

*DGPIR コ 7 ンド、 ブイ わ ル アツ プネツ トフー クの教 
ち①兩 巧で r 巧 6」( 通知)/ r 184」( が 通知) の 設定を 
巧った 逼 含は、 巧の よ ラ になります。 


タイり ル アツ ブネ" ノ 
トフー クの設 ま 
(がか 1な 巧 含） 

が附 R コのド 
CA る さ 巧/巧 适 
巧 設定 

を 信ま备 号の 
话 巧/巧 這^ 

が お树 1# 

話定 なし 
(初麵 

通知 

巧獅 

巧 ま 知 

涅巧 

通知 

184 的 お** 1# 

試定 なし 
(切麵 

巧 ま 知 

〔タイ けん アップ 

9 ット 9 —クの 
「巧 巧され 
る） 

巧獅 

适知 

巧 6 的み 林 1# 

試ち なし 
(切顯 

适知 

(タイわん アップ 

3 ツ トフー クの 
「巧 6J け 先され 
る） 

巧舰 

這 巧 

•  •巧 目」 (盛の)/ 「184」 ( 巧 通知) を 〔試 まなし] 〔巧 期值) じ 
戻す C は、 rAT*DG 円 梓 0J ヒ A 力し で < ださい。 

• ドコたのインター タ’ソト运爲サー ビ：：1の0〇が9  11または 
mopera を ご お 巧 CW る话 含は、 お侵さ さ 号を 〔廷 巧] C 設 
虽 するな 要な あります。 


•クを & まする 


接続 巧 およ UTCP/IP プ □卜] ルを 設定し ます。 設定 
内容の 詳細 亿 ついては、 インター ネツ S ヴー ビス プ 
□バイダ や ネット 7 —ク 管搜き C お P。 うい 含 わけ  < だ 
ミい。 


■接 巧 先につ いて 

パク ッ ト适 盾では、 あ 5 なじめ 援爲巧 (APN) 設定を 
して おきます。 接爲巧 (APN) 設 をで 1 〜 10 の 舊语番 
き (cid) 亿麵巧 (APN) を 登録し で お 口 ば、 その 舊挂 
番 きを 這を して バク ット 這憧ヴ できます。 送統巧 
(APN) 設定とは バソコ ンで パク‘ ソ h 這 屠 用の 電記應 
を 登録す るよ ラな ちので、 适 常の 電話帳と 比較す る 
と 巧の ぶ ラに な U ます。 


9m<o9m 

バク ット远 這の 設ま 

登録を 号け tij お） 

1 〜 10 の 芭涅さ 置 伯か 

巧ず の 名 苗] 

毎 病 巧の 名 吊 K 运病巧 (APN)) 

宿を のち 誌を 号 

♦99 林が c の# 

たとえば、 mopera の 接続 巧 (APN)、 「mooer 江 ne.jp」 を 
cid 11 こ 登録して し、 5 塌 含、 「が 9* 林げ J という 接続 
巧蛋 きを 指定す ると、 mop が aC 摂続 できます。 化の 
cidi こ登錶 した 場 含ち 同禄 です。 

が 9 ぉな 1#:  cdl 亿登绩 した 接 絞 巧 (APN) じ 接続 
します 0 が 9# でち 度 続で きます。 
*99***2#：  cid2 亿登錶 した 接 絞 巧 (APN) じ援続 
I  します。 

が 9 林* 10#:  cidIO じ 登録した 送 続 巧 (APN)C 授 
続し ます。 
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巧 ぺ—ジ へ 拭く  ►► 


お 黄い 上げ 時、 cidi には moD が a 巳授爲 する ための 
APNf  moDeraneJo」 ヴ、 cid3 じ 巧 mopera  U に 送 続す 
るた めの APhirmooeran 的」 巧 登録 ミ 打てい ます。 
mopera まちな mooera  U の 授絞巧 (APN) な 外の イン 
9-5 ッ トヴー ピつプ □バイ ブ かを 業 LAN じ 接続す 
る 場 含は、 cid2、 4 〜 1 0 じ 送 続 巧 (APN) を 登録 しで < 
ださし、 (@P.21)o 

64K デー タ通僖 でな、 授統巧 じな インター タット 
ヴー ビス プ □パイブ や？ ット フー ク营涅 きな 5 指定 
された アク tz つ ポイントの 電記 番号を 入力し ます。 

♦ 設定 巧 客の 詳巧 じついでは、 インター マット ヴー ピスプ □ 
バ イタ や？ ッ トワー ク居涅 吾に お問い 含む けく ださい。 

♦  6 が デー タ适 信を ご 利用の 局 含の アク t つ ポイントの S 
語 ま 号は、 mopers  U を巧リ 用の 巧 含 r* 8701 丄 moo が a を 
ご 利用の 巧 含 「*9601」 です。 

♦ パ ブット 适 這を こ 利用の 运含の 接爲 巧を 号な、 mopera  U 
を 巧! J 用の 頃 含 r*99 料が#」、 mope 巧を ご お 巧の 巧 含 
r キ 99 样キ 1#」 です (お買い上げ 時)。 

■  Windows  XP で ダイヤル アッ ブネ ン I 
ワークの 投 をを する 

Windows  XP で I が？ ッ トフー ク①送 続 ウイ ブー ド」 
を 硬 巧して、 接続 巧 (APN) と TCP/IP7a 卜〕 j レの 兩 
巧を 設定し ます。 

<奶>  <cid>3 を 煩い ド〕 亡の インタータット 接綺 
ヴー ビス mooera  U へ 度 続す る 場 含 

♦  moDeraU を ご ネリ 巧いた どぐ ほ 含は、 お申し 么みヴ む 要 
(ちが) となります。 

I  [スター ト] メニュ ー- ►[すべての ブロ 
グラム] 一 [アクセサリ] 一 [巧ち] 一 
[ネットワーク 沒镜] をクリ ック する。 

•  3 ツ トフー ク径候 画面 ヴ 表示ち むます。 

7  [ネット ワーク タスク] の [おしい お 巧 
をが がする] をクリ ック する。 

♦ 新しい 泻反ウ イヴード 画面 ヴ 表示 so ます e 

3  [なへ] を クリック する。 

♦  9 ッ トワー ク接 巧の 種預を 透ぶ 画面 ヴ表巧 さむ ま 
_ す。 

d  [インターネットに 接 巧す る] を 遵んで 

[巧へ] をクリ ック する。 

♦ 幸 巧 画面 ヴ 表示 さむます。 

n  [» 巧を 手 巧で セットアップ する] を 選 
んで [ホへ] をクリ ック する。 

♦ インター:？， ント接 掃 画面 ヴ 表示 sri ます。 

n  [ダイヤルアップ モデムを® 用して 接 
巧す る] を 選んで [次へ] を クリックす 
る。 

♦ デバイスの 空 巧 函面ヴ 表示 さ 〇 ます。 


I  [モデムー FOMASH705KCOMX)] を 
楚んで [次へ] を クリック する。 

• 「X」 にな® すヴ A ります。 

• 径 病名 画面 ヴ 表示ち むます。 

• 〔FOMA  SH70 田] なみの モデム ヴ インつ! -- ルミ 
0 ていないち 含、 この 画面は 表示ち ri まだん。 

A  [旧 P を] に 任意の お 巧を を 入力して 

[次へ] をクリ ック する。 


• ブイ ドルす る 巧 語 番号 画面 ヴ き 示さ; n ます。 

• 〔ISP 名] と I ま、 インター  3 ツ トサー ピつプ □バイ タ 
の 名 巧です。 

9  [電話番号] に接锭 先の 番号を 入力して 

[次へ] をクリ ック する。 


• インター スット アカウント 请巧函 面 ヴ表巧 さむ ま 

す 0 

• ここで 巧く ci か 3  (moD が 31 U) への 毎 掃の 巧め、 

「的 9 ぉ 巧# J を A 力し ます。 

In を 巧 目を 画面 例の よ ラに 設 をし、 [ホ 
へ] を クリック する。 


• 巧し い 居病ウ ィブードの 荒 3 面面な 表 示さ rig 
す 0 

•  mooera  U ミた 巧 mooera を 巧 U 用の 巧 含 巧、 [コ¬ 
ザー名]  と  [パ スワード]  じついて は 空が でも 毎爲 
できます。 

•  moDsra  U ミた 巧 moD が がげ S のブ □バイ ブ C 接 原 
する ち 含の [ユ ーブー 名] と 〔パつ ワー ド] 巧、 プ〇 
バイ タこ语 用の ユー ブー 名と パつ フー ドを 入で し 
て  <  ださい。 
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巧 ぺ—ジ へ 拭く  ►► 


11 惭しぃ 接 拐 ウィ ザードの ま 了] が 表示 
されたら、 [ま 了] を クリック する。 

• 新し  <1 モ 巧した 涅质ウ イプード ヴ表 示さ 打ます。 

17 設定 巧 客を 巧 度し. [キャンセル] をク 

り ック する。 

• ここでは す<£ 接 病せ ザ C， 設定の 植認 のみを 行 
います。 

13 巧は したお 拐 巧 アイコンを 進んで 

— [ファイル] メニ ユーの [プ ロバ テイ] を 
遇ぶ。 

• 径原 巧の ブ □"テイ 国 面な 表示され ます。 

](|  [全般] タブのを 巧 目のを をを 巧琵 する。 


♦ バソコ ン C  2 台 じ Lh の t デムけ 运惊 されて いる 赁 
含は、 腊 巧の 巧る] の 〔FOMA  SH7 化 i] ヴ囚 C 
なつで いる 巧植設 します。 □の 巧 含な、 因 じし ま 
す。 また、 [FOMA  SH70 巧] な 外の た デムの 因を □ 
じします。 

♦ [タイ 尸 ル 巧活を 住う] ヴ Dl こなつ ている ことを 
馆 錫し ミす。 田の 巧 含な、 □  I こし ミす。 

15  [ネット ワ ーク] タブを クリックし、 を 

< 巧 目の を をを «K し •[設 を] をク リツ 
ク する。 


な 8  のむ！ 巧! リ わ いの づ 巧 
巧 0 の！ け ル W ツ -h-flii ■も 


• 〔この 接続 恩 巧の 頃 目を 度 用し ます] の 棚は、 【イン 
夕 一？ ツトプ □トコ ル (TCP/IP)] のみを 因 ごしま 
す。 にぶ パク ツ トク ク ジュー ラ; [巧設 ま 変更で き 
まけん ので、 そのまま じして おいて  <  ださい。 

•  PPP 話ち 面面 ヴ表 示さ: 11 ます。 

•  ISP など C 涅爲 する ち 含の TCP/IP 設定は、 吃 P まご 
は タツ トフー ク普 巧者 じ语認 して  <だ さい。 

In すべての 巧 目を □にし、 [OK] をク 
リック すん 


• 接続 巧の プ □パ テイ 画面 ご 貢り ます。 

1] [プ ロバ テイ] の 画 旧で [OK] をク リッ 
ク する。 

• 爸病 巧と TCP/IP プ □トコ ルヴ設 ちち n ます。 

• ダイ わ ル アッ フお爲 する CI が, 28 をを •頃して  < ど 
さい。 

圓 Windows  Vis ねで ダイ ヤルア ッ プネッ 
ト ワークの 巧を をす る 

Windows  Vista では 「 タッ S クー ク① 摂爲ウ イプー 
ド」 を 巧 巧して、 摂統巧 (APN) を 設定し ます。 

<例>  がを 巧を ffi し、 ドコ たの インター ネット 授統 
ヴー ビス mopera  U へ 送 続す る 場 含 
•  m な 巧 巧 U を ご 利用い 巧 だく 角 含 巧、 お申し込み ヴむ要 
〔有な) となります。 

1 [スター ト] メニュー ー [» 巧 先] をク 
リックす る。 

•  3 ット つー ク C 接 巧 画面な 表示 sn ます。 

2  [接 巧 または ネットワークを セット 

アップし ます] をクリ ック する。 

•  3 ツ トフー ク C 运巧 画面な き 巧 S むます。 

3  [ダイヤルアップ » 統を セットアップ 

します]-^ [ホへ] を クリック します。 

• パソコン C 2 せ 化との モデム ヴ搜爲 されて いる 頃 
含は、 [どの t デムを 巧い ます 巧？] という 画面な 
を 示さ n ミす ので、 [FOMA  SH7 日 5i〕 を 違んで < だ 
さい。 

• ブイ ドル アップ 接 巧を t ツト アツ ブ します 面面な 
表示 さ 〇 ます。 


♦ [呼 U 化す ダイ わ ル アップ ヴー バーの 種資] 巧 
[PPP:WifvJows95/98/hfr4/2000,  Internet] 巳 設定 
します。 
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巧 ぺ—ジ へ访く  ►► 


4  [ダイヤルアップの 電話を 号] に 接 巧 先 
の 番号、 [巧概 を] にな 意のを 拐を を 入 
力して [接 拐] を クリック する。 


♦ [タイt^ムアップの巧話を号]lす、こごでは<ciか3 
(mopera  U) への 演掃 のをめ、 r 的 弓 ぉ 林 3#」 を 入力 
します。 

♦  moDera  U までは mopera を ご 利用の 话 含な、 [ユ— 
ザー名] と [バス ワー ド] について はを ffl でを 泻爲 
できます。 

♦  moMra  U ま 巧は moD が at (みの プ □バイ ブ C 接 病 
する 角 含の [ユ ーヴー 名] と レて スフード] は、 プ〇 
バイ ダ ご座 用の ユー ザー名と パ スフー ドを 入力し 
で<  ださい。 

5  [(接 爲 ミ》 に 接 巧 や] とま 示されたら、 

[スキップ] を クリック する。 

♦ ここでは す <C 接 病は ザ C、 設 まの 馆認 のみを 巧 
います。 

• [つ キップ] を クリックし ななっ 巧肯 含、 イジター 
3 ット C}® 巧され ます。 

0  [お锭 を セットアップ します] をク リッ 

クし 、[巧に る] を クリック する。 

7  [スタート] メニュ ーー d ネットワーク] 

を クリックし、 [ネットワークと 共ち セ 

ン ター] ネッ ト ワーク お 巧の 营理] 

を) ちに クリック する。 

♦  3 ッ トワー ク侵杨 画面 ヴ表 示さむ ます。 

8 作ぶ した 巧 巧 先 アイコンを 選んで、 を 

クリックで [プロパティ] を 選ぶ。 

♦ プ □バ テイ 画面な 表 巧 sri ます。 


[を 役] タ ブ のを 巧 目 の設 をを 巧 鼓す 
る。 


• バソコ ジじ 2 台ら しと の 亡 デム ヴ爸爲 されで いる 每 
含な、 [居 掃の 方活の 〔FOMA  SH70 田] ヴ囚 C 
なって いる ヴ括 詔し ます。 □のち 含は、 因 じし ま 
す。 また、 [FOMA  SK 705 i]U みの 亡 デムの 囚を日 
它 します。 


• [タイ けん 肯活 を馆 う] ヴ □巳な つで いる ことを 
馆涩 します。 因の 場 含は、 □にします r 


II •惡 


トワー ク] タブを クリックし •を 
の 設定を 巧 致す る。 


• [この 接愤岛 巧の 頃 目を 度 用し ます] の 棚 巧、 [イン 
夕 一$ ットプ □トコ ルバージョン 4(TCP/IPv4)〕 
のみを 因 じします。 〔QoS パク ッ トつク ジユー ラ〕 
は、 ごを 用の ブ □バイ ブの语 巧 じな つて 試まして 
< ださい C 

1|  [オプション] タブを クリックし、 [PPP 
設定] を クリック する。 

•  PPP の 設定 函面ヴ 表示 さむます。 

17 すべての 巧 目を n にし、 [OK] をク 

り ック する。 


• オプション 設定 画面 C 房り ます。 


扣 


巧 ぺ-ジ へ 巧 <  ►► 


13  [OK] を 夕 y ッタ する。 

— ♦接 巧 巧と TCP/IP プ □トコん ヴ設を sn ます。 

♦ ブイ ドん アップ 毎叛 する C 巧 P28 をを 巧して  <  だ 
きい。 

■  Windows  2000 で ダイヤルアップ ネット 
ワークの 沒定 をす る 

Windows  2000 で I が？ ツト つー クの 麵ウ イザー 
ド」 を® 巧  して、 送統 巧と TCP/iP7a 卜] ルの 兩ち 
を 錢 をし ます。 

<奶>  <cid>3& 煩い ド〕 亡の インタータット 接続 
サー ビス moDsra  U へ 接続す る 場 含 
•  moperaU を ごが 用いた だ  <诗 含は、 あ 申し 必 みけむ 要 
(ちが) となります。 

1 [スター ト] メニユ ー - ブロ グラム] 一 

[アクセサリ] 一 [通信] 一 [ネッ トワ ー 
クと ダイヤルアップ 接統] を クリック 
する。 

♦  3 ツ トフー クと タイが ル アツ プ运惊 画面 ヴ 表示ち 
〇 ます。 

1 [« しい 接 巧の 作成] アイコンを ダブル 

クリック する。 

• 巧 在 化ち 巧 画面な 表 示さ ます。 

♦ この 画面は [巧し い运 続な が朋を はじめで ダプん 
クリック し 巧と き C 轰 示さ; 11 ます。 

2 回目!; i 巧の 岛 含は、 袋 作 5 へ 巧みます。 

3  [巧 外局 ま] を 入力して [OK] をク リッ 

ク する。 

♦ 巧詩と5デムのブプシ3ン画面な表示5〇ま可。 

4  [OK] を クリック する。 

♦  3 ツ トフー クの 运爲ウ イヴード 画面げ 表 巧され ミ 
す。 

n  [巧へ] を クリック する。  I 

♦  3 ツ トコー ク径扬 の 種 想を 适 がする 画面け 表示 さ 
〇 ます。 

0  [インターネットに ダイヤルアップ 接 

— 巧す る] を 選んで [次へ] を クリックす 
る。 

• ウ イプードの 開始 画面な 表示 吉〇 ます。 


7  [インターネット 接 おを 手 巧で 設 をす 

るか. または 口ーカル エリア ネット 
ワーク （LAN) を 巧って 接 巧し ます] を 
留んで [巧へ] を クリック する。 

• インター:? ット の蛋巧 国面ヴ 表示 さ 打ます。 

n  [電話 回 おと モデムを 巧って インター 
ネットに を 魚し ます] を 遵んで [巧へ] 
を クリック する。 

•  t デムの 里 巧 画面な 表示 さむ g す。 

9  [インターネットへの 接 巧に 巧う モデ 
ムを選 巧す る] が [FOMASH705i] に 
設定され ている ことを 巧 巧し， [巧へ] 
を クリック する。 

• インター 9 ットア わ ウン トの括 尉有津 画面け 表示 
吉 打ます。 

•  [FOMASH705i]C 設定 Sn ていない 语 きは、 
[FOMA  SH7D 田] C 設定して  < ださい。 

•  [FOMA  SK7D 田] な 巧の モデム ヴ インつ! ル さ 
〇 ていない 巧 合 ■この 国 面は 表示 50 ません。 

In  [電話を 号] に 接 巧 先の 番号を 入力して 
[註 巧設 を] を クリック する。 


• 註 迎試舌 プロ" テイの 居 お 画面 ヴ表 あさむ ます。 
• 怖 外 忌 S と ブイの レ 情银を 座う] ヴ DC 
なって いる C とを 括慶 します。 囚の场 合 BDC し 
ます。 

1|  [接 持] タブのを 巧 目を 画面 例の ように 

設定す る。 


WR  I 开 レ，| 

«a；<：<ia  - 

々 f  — み— ••  hKt る 巧 巧！ 
广 に, 

I  r  &ur  u^BViWTtfi 
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巧 ぺ-ジ へ 巧 <  ►► 


1? [アドレス] タブを クリックし、 を 巧 目 
を 画面 例の よ ラに 設 まする。 


[いいえ] を 選んで [ホへ] をクリ ックす 
る。 


♦  isre ビに运 扇す る 角 含の TCP/IP 設 まは、 に P また 
巧:？ ッ トワー ク含廷 き C 拒 詔し で < ださい。 

[0K] を クリック する。 

• インター タットァゎっシトの接巧培西画面に戻リ 
ます。 


[次へ] を クリック する。 

♦ インター:？， ントア カつ ントの □グイン 巧 巧 画面 ヴ 
表示 SO ます。 


を 巧 目の 設定を 巧 巧し、 [々へ] をク 
リックす る。 


♦ コンビ：!ー タの設 ち 国 面ヴ表 示さ 0 ます。 


♦  moD が a  U ミ 好 Smopera を ご 利用の 话 含な、 [コ- 
ザー名]  と  [バス フー  ド]  について はを ffl  でち 接爲 
できます 。空!* のま ま [巧へ] を クリック すると 
[ユー ザー名] と レ f スワード〕 をれ ぞ nc 宿 詔の 画 
面な 表 示さむ ますので [はい〕 を クリック しで  <  ど 


♦  moMra  U ま 巧は moD が at (みの プ □バイ ブ C 接 病 
す る 毎 含の [ユ ーヴー 名] と レて スワード; [ほ、 プ〇 
バイ ダ こ 匹 用の ユー ザー名と バ スフー ドを 入力し 
でく ださい。 

In  [お镜 を] に 任 急のを 锭 をを 入力して 
[々へ] をクリ ック する。 


• インター スット 括反ウ イプードの 转 3 函面ヴ 表示 
さむます r 

]fi  [完了] を クリック する。 


•  3 ット つー クと タイ f ル アップ 涅爲 画面 巳 戻り ま 
す。 

Is がぶ したを 爲先 アイコンを 選んで 
一 [ファイル] メニューの [プロパティ] を 

港ぶ。 

• 按続 巧の プ □パ ティ 画面な 表示 sn ます。 

20  [全 殺] タブのを 巧 目の 設 をを 巧 度す 


• バソコ ジじ 2 台 feLt の 亡 デム ヴ潰 扇され でい る运 
含 I さ、 [居 病の 方活 0 〔FOMA  SH705I] ヴ囚 C 
な: つてい るな 宿認 します。 □のち 含は、 因 じしき 
す。 また、 [FOMA  SK 705 i]U みの t デムの 囚を日 
にします。 

• [タイ けん 肯活を 使 ラ] ヴ DC なつで いる ことを 
宿韶 します。 因の 場 含な □じします。 


♦ たの311 アカウント 0 設ま国 面な 表 巧ち むます。 
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巧 ぺ-ジ へ 巧 <  ►► 


71 [ネット ヮ ーク] タブを クリックし、 を 

項目の 設 をを 巧 致す る。 


£C りむ レ I 巧 心 け <  わ。- ウ |M  I 
P つ 出！ イ 1 町 巧け ウ、 1、- 度 irt'p 


を^^？ 脱 おおが 想 熙燃那 


♦ [巧び 化す ブイ わ ル アツ プヴー パーの 種 寮] 巧 
[PPP:WifvJows95/98/hfr4/2000,  Internet] 巳 設定 
します。 

♦ コンポー:？ ント巧 [インター タット プ □トコ ル 
(TCP/IP)〕 のみを 因 じします。 

な [設定] を クリック する。 

♦  PPP の 設定 画面 ヴ羡巧 さ のます。 

23 すべての 巧 目を n にし、 [0K] をク 
リックす る。 


广 •- リバ ぉ?1 •巧しての け レ 巧 » コシェ -h 巧が 


♦ 接 原 巧の プ □パ テイ 国 面 C 房リ ます。 

71 [0K] を クリック する。 

1 ♦接 巧 巧と TCP/IP プ □トコん 巧設を sn ます。 

♦ ブイ ドん アップ 毎爲 する じほ P28 をを 巧して  <  だ 

さい。 


W ヤルア をす る 


<例>  Windows  XP で ブイた ル アップ 送爲 する 場 含 
•  Windows  Vis 巧、 Wirxjows  2000 を ご 度 用のと きは、 画面 
の 表示な 異なります、 

I  FOMA 瑞 ホを" ソ コンに 巧抗 する。 

7  [スター ト] メニュ ー- » [すべての プロ 

グラム] 4 [アクセサリ] 4 [通信] 4 
[ネッ トワー ク接 拐] を クリック する。 

• ブイ ロ ル アツ ブ 3 ッ トワー 5 画面な 表 巧 ちれます。 
Windows  Vista の 巧 さ 


• [つ 夕ート ]*>^:ュー ー [授お 巧〕 を クリック します。 


• 接 掃 画面 巧 表示され ます。 

• 接続 巧の アイコンを 違んで 〔ファイル〕 タニ:!一 の 


[浸 原] を涅ん でを、 接惕 画面け 表示ち 0 ます r 

4 を 巧 目を « 揉し、 [ダイヤル] をク リツ 

ク する。 


• 沒続 巧へ 活爲さ ri ます。 

• [ブイけ ル] C は r タイ 尸 ル アップ？， ソ トワー クを 
設定す る」 <^P.22) で 設定し 巧ち 話 まきび 表示 
さ： n ます。 

• 径 続巧ヴ moD が a  U ま 巧は mo が 巧の 巧 含、 〔ユー 
ザー名] と [バス ワー ド] じついて はを 巧で も毎爲 
できます。 
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■切 的す るには 

インター？ ット ブラウザを 巧 3 した だけで な 切が さ 
れない 場 含 巧あります。 お 実 じ 切断す る じは、 夕①揉 
作を して  <  ださい。 

1 タスク トレイの [a] を クリックし、 

[切断] を クリック する。 

♦ 度反ヴ 切断 さ 〇 ます。 

Windows  Ws はの 巧 さ 
♦ タスク トしイ 01 百〕 一 [接続 またな 切が. •] をク 
IJ ック し、 切が 巧の アイコンを タブん クリックし 
ます。 


データのを ま 信 (OBEX" 适 信) 
について 


FOMAg 束 巧の データを 7t フ コンと ま 
をち する 


♦  FOMA 茄 ホは、 デー タま這 用の プ □卜〕 ルと しで、 
OBEX™ 獲 能を 技って います。 本 デー タ适信 (OBEX" 通信 
じぶ る デー タ のを 受 (1) を 犀って パソコンとの 商で 巧 詰 
振、 S 詰 番号 表示の 巧ち 香 情 巧、 つブ ジュー ん、 ToDo リつ 
卜 ，さ (1 夕ール (SMS 含む)、 受信; ><— ル (SMS 含む)、 ホち 
信 ジール (SM 治む)、 テキつ ト ソ己メ □デイ、 7 イビ ク 
チ わ、 I 亡ーシヨ ン 、ブック 7 —ク 、トルカの デー タを送 
き 信で きます。 ミ记、 FOMA  SK70 も ごな ホ 外 语适信 巧 能 
ヴ 浸を さ rt ています。 ホ か 谋适信 巧 能を 居直し 巧 巧の 
FOMA 谎 や バソ〕 ン などと ち 15 帳け 愛 fi ジー ルな どの 
デー タ をを 這し 泛リ 、愛 信し ごり できます。 ミた、 
microSD ジ t リー カード 経 曲で ち デー タ をを 这 でき ま 
す。 

♦  FOMA 旅まで 巧、 巧の 3 這り の デー タ掛 1 な 巧 誰です。 

■ バソコ ン巧 5F0MA 節 ホ C デー タを 1 件す つ 送 這す 

る （1 件 S き 込み） 

■ パソコン 巧 5F0MA 節 ホ C デー タを 一括して 送 這す 
る (を 件 8 き 込み） 

■  FOMA 前ホヴ 5 パソコンに デー タ を一 活し でさ 這す 
る (全 件 扇み 出し） 

♦ デー タ のをき « 中 巧 国み じ W ゾ 、音 青ち 話 や テし ピ巧 詰、 

1 亡ードな I  t— ドター ル、 パク ット這 信な どなで きま 
だん。 

• デー タの送 愛 fi 巧 3 後、 しば 5  < 〔み] じ 表 示さ n るち 含 
ヴ史 ります。 


六，; □& だ 

睾 バソコ ン 0 巧 巧 巳つ いでち ち設 して <だ さい。 デー タ 0 
を 受信な できない だけでなく、 デー タヴ失 on る こと ヴ 
あります。 

* 待 夏 画面の 巧 おで デー タ远 信を 巧って < ださい。 污受画 
面 cia 画 /i  t— シ ヨンを 設定して いる 這 含は、 動画/ 
i シ ヨンの 再 まを 巧 止して な 5 デー タ适 信を 巧つ 
て  <  ださい。 

* さ 信 中 < 音声 适詰や テし ビ巧 話、 デー タ 通信) C デー タ 0 
ま 夏 信は できません。 また、 デー タ のま 受僖中 じは 化の 
ち fi ちで ぎ まなん。 たどし、 デー タ のま 愛 僖閣给 直を な 
どは 着信を 受ける 頃 含 なあります 。そのち 含、 デー タの 
さ 愛信ヴ 中と さむ ます。 

♦  FOMA 力ード 巧の 电話 巧は を 信で きま だん。 

♦ 赤 巧ち ま 這 時、 ベールへ 0 添な や FOMA 爺ぶ みへの 出力 
ヴ寒 止さ n ている ソ □デイ、 挣止 画、 i 亡ーシヨ ンはバ 
ソ コン C を 每 できません。 C どし、 巧 商の 〇タ ラで 巧を 
した 挣止画 やお 風 さ、 ファイル 制 おな [あ リ] 巳 設定 ミ n 
ていて ちま 赁 さむます。 

♦  I アプリの 直 苗! 旨定巧 目白 ゾ 巧け 5 むで いるべール 巧、 お 
リ巧ヴ 5 むてい る デー タを 削除して ま 宿さ 打ます。 

♦  $ 文と 含り だて 1 日 OfC バイトを 廷 える ジー ルのを 巧 デー 
夕は卽 おしてを 這され ます。 

♦ 才ール □ック 、または t ルフ t— ドヴ 試ち さむて いる 頃 
合、 巧 語 巧な: どの デー タ のさを 這は でき まだん。 巧能别 
□ツク び 設定され ている 肯合 、□ッ ク さ; TL ている 柏结 § の 
デー タ のを 宿は でき まだん。 

♦ タイ わ ル 男 « 制限 ヴ設 まさむ でい る运 含、 ち IS 语の デー 
夕は をを 宿で きま だん。 

* デー タの 大き SC よっては、 を泛僖 C 時間な 巧なる 属含 
なおります。 ま 巧、 デー タの大 ぎち ごよ つては FOMA 说 
ホで 受信で きない 岛含ヴ あります。 

♦  g 語 煩の デー タを愛 信す るち 含、 1 件愛运 のとき は、 ベ 
亡リ 番号 〔日の] な 5、 全 件を 宿のと きは、 ジ モリ ま 登の 
巧 巧 I こがつ で 登録し ます。 

♦ ち 詰 おを を 件を 信す る (i:、 巧 話さ 号 表示 I こ 登録ち むで い 
る 巧ち ま请巧 （ 1 件 目の S 語 ま 号を お <) も 上 S きさ 〇 
ます。 

* ち 詰 帳は メ亡リ 番号 旧 C 送 這ち のます。 

* を 件を 信を 巧 ラと 巧 話さ 号 表示の 巧ち 香 情 活巧巧 詰 帳 
と一 活 C ま 宿 さ打 ます。 


お 知 5 だ 

♦  FOMA 巧 未と バソコ ンヴ 正し  <爸 扇され でい る 巧 十分 
C 度 錫して  <  ださい。 正し  <  度 続 さ n でい ないち 含、 
デー タ 0 送を 宿け でぎ K いどけ でな く、 デー タヴ 失の む 
る ことな おります。 

♦  FOMA 说 ホの 巧 巧 残* ヴ 十分 这っ でし 巧 ことを 拒設し 
て  <  ださい。 み 化 萬 量 ヴ属 とん ど 慈って いないが 度 や g 
お 切む 0 巧 巧では、 デー タ のち 愛运ヴ できない だけで な 
< 、デー タヴ 失む 〇 る ことなあります。 FOMA 疏 ホを 卓 
上 ホルブで 巧 巧 しなな 5 凑作 する ことを おすすめ しま 
す。 
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■ デー タ のを 受 巧 (OBEXwa«) に 免、 爱な 

巧 巧 

♦ デー タ のを 愛 « を 巧 5 じは、 O0EX 〜活 なじを 拠した デー 
夕 をを 巧の ソフトを インター 9, ントヴ 5 ダウン □—ド 
し、 パソコンに インス! ルす るむ きな あります。 デー タ 
乾さ 巧の ソフトの 面 巧 房 境、 インス! ル 方る について 
巧、 デー タ 居を 用の ソフトの 巧 役 説 巧 さを を 頃して  <  だ 
ちい。 また、 态 5 なじめ FOMA 通赁 設定 ファイルの インつ 
卜-ル （巧 巧〜 P.T) なむ 要です。 

♦  FOMA 旅 ホと バソ〕 ンの 接続口 3、 FOMA 巧ち 巧 能 巧 
USB 接続 クー ブル 01/02 ヴむ妄 です。 


友赶 5 だ 

♦  FOMA 節 末の デー タ 0 送を 宿 (O0EX 〜惠 fi) 獲 筋 3、 
IrMC" 1 .惟 宿に 職して います。 たどし、 巧を なお ヴ 
IrMC" 1.1 お 培に を 班して いでを アプリ ブーシ ヨン C 
ぶつて は 送を 宿で きない デー タヴ ちります。 


• バソコ ンヴ 5FOMA0R5^ へ デー タを 1 件 ザつ 送僖 しま 
す。 

♦  FOMA 巧 巧 巧 5 パソコンへ 1 件 ヴつ送 這す る ことなで き 
まだん。 

♦ デー タ 送信の 揉げ 万を 巧、 デー タ拉送 巧の ソフト C よつ 
て 養なります。 詳しくは、 デー タ ちま 用の ソフトの 巧投説 
巧 さを を 頃して  <  ださい。 


データを を 件ち な 巧 《  (を 件 書き込み/ 
を ttK み 出し） 


• バソコ ンと F 日 MA 说 ホの 商で 一括 S ぎ应 みと 一ち 読み出 
し 方で ぎます。 

• 「を 件 S き这み J あるい 巧 r をけ 読み出し」 の 祭 巧で 巧、 
デー タお送 巧の ソフトと FOMA 祐 末の 両方で 绍話 バス 
ワー ドを 入て! する 必要げ あり ミす。 

• デー タを 信の 魚 乍ち 筋す、 デー タ拉を 用の ソフト C よつ 
で 異なり ミす。 青し  <は 、デー タ拉ミ 巧の ソフトの 取 袋 説 
明 さを 受巧 しで  < ど ちい。 


I パソコンから データ 巧を 巧の ソフトを 
« つて データを 信 (を 件 巧を) の « 巧を 
巧う。 


• デー タ 送信の しねた についで は、 デー タ坛送 巧の 
ソフトの 巧 没說巧 さを 多 損しで くださし、。 


• バソコ ジ掛 でも 記！! パつ フー ドの 入で ヴむ 養です。 


• 設誌パ スワー ドは 4 巧の 巧 すを 入て) しで  <だ さい。 

2  FOMA 巧 ホで、 巧 ホ 暗 註 番号 （4 〜 8 

巧のを 字） と强な パスワード （4 巧の 
数 宇) を 入力す る。 


3 データち ちを 巧 おする。 


1 パソコンから データ g を 巧の ソフトを 
巧って データを 值 （ 1 伸 書き込み》 の疫 
巧を 巧 ラ。 

♦ デー タ 送信の しな 巧 じついて 巧、 デー タ 粒を 用の 
ソフトの 巧 投說巧 S を 参 拐して < ださい。 

おお 台 だ 

♦ ち 詰 おの デー タを 1 件ヴつ 受信 するとき (バソコ ンヴ 5 
FOMA 雨が 本 恥へ 苗 1 するとき} はち 話ち のツ た リを 
章 [日の]〜 [999] の 空いで いる 夕亡リ 番号の 中で 最も 若 
いソ t リ香号 C 登録 さ 打ます。 の の〕〜 [999] ヴ すべて 
登録 さ n でい ると きは、 阳 00〕 〜に 09] の 空いで いる 夕 
t リま 号の 中で 是ち 若い メ t リま号 じ 登を さ n ます。 

♦ ち 話 おの デー タを 受信し 巧ち 含、 すで 它ち前 や 

ま记 百: 夕ール アドレス ヴ 10 0W 牛 登 浸さ: n でい ると き や 
1000 件を 段 ミる ときな、 登録で きない ことを 适巧 する 
タツ t— ジヴミ 巧され ミす。 


ぅ妇] ろじ 

* パソコン 巧 5F0MA 節 末への を 件 さき 应 みを 巧 ラと 
FOMA 節 ホの デー タ はす ぺて 8 あえ 5 打ます。 元の 
FOMA 節 ホの デー タは 消去 さ n ますので、 ご注意  <  ど ミ 
し、 シーク しット 登録した 巧 話ち、 3 ブジ ユーん 、おきさ 
れ たメー ルを 含み ミす。 

* バソコ ンな 5F0MA 旅 末への き拌 さき 込みの 透 中で を 
信 エラー なをこる と、 を 這 口の FOMA 茹 ホの すべての 
デー タヴお 去 さむる こと ヴ惠 U ます。 を 件ち き应 みの 前 
C ブー ブルの 沒爲、 FOMA 節 ホの 巧 お 残 量、 バソ コンの 
巧昂 のが おを 话設 して  <だ5 い。 FOMA が 巧を 卓上 ホル 
ダで 巧 g しな ヴ 5 寮 作す る ことを おすす のします。 

* 巧 ミの 推 器に よっては、 话 信が 巧 (パー 轰 巧) ヴ表 示さ n 
ない ことな おります。 
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AT〕 7 ン ドとは、 バソ〕 ンで FOMA 節 末の 各 巧 能を 
設ち する ための コマンド (命令) です。 パソコンで コ 
マンドを 入です ると、 そのの 資 じ さって FOMA 輛末 
ヴ動 1 乍し ます。 

■  AT コマンドの 入力 お 巧 

A 下コ 7 ン ドは、 コマン ドの 先頭 じ必す ‘AT を 巧け て 
入で します。 必す 半角 巧 数ぎ で 入力して  <だ5 い otA 
下に 入で 例を 巧し ます。 

ATD*9 おお 1 徊 


リター ン 7 -ク; Enter キーを 巧し ミす。〕 7 
ンドの 区切り じなり ミす。 

パ ラター タ；〕 7 ン ドの 巧 客です。 

コマンド： コ 7 ンド 名です。 

AT コ 7 ン ドな コ 7 ンドじ 続<バ ラター タ (数す か 記 
章) を 含めて、 むす 1 巧で 入て) します。 1 巧と 巧 置 巧 
のですな 501 を 巧した 直前までの 又す のこと で、 
160 义す (AT 含む) まで 入で できます。 

■  AT コマンドの 入カ モード 

AT〕 7 ン ドで FOMA 疏 末を 操 1 乍す る亿 は、 バソ〕 ン 
を夕ー ミナん モード じしで ください 。ター 5 ブル 
亡ード 1こ すると、 キー ボードな & 入て! さむた 又ぎ 巧 
そのまま 通信 ポート じ 送 5 れ、 ド(>^硫 末を 祭 巧で 
ぎます。 

♦ ブ フライ ンモ ート’ 

FOMA 谎末 ヴ待受 の： tt 巧です。 這 常 AT コ フント‘ で FOMA 
旅 ホを 資 巧す るち 含は、 この 巧 おで 資 作を 巧い ます。 

« ブン ライン デー タ t— ド 

FOMA 旅 末 ヴ巧這 中の ボ 巧です。 このが 孩 のとき CAT コ 
7 ン ドを A 力す ると、 送られで き 巧 文字を そのまま 适這 
巧に ま « しで、 通信 巧の t デムを 誇 君) 巧 se る こと 巧 あ 
ります。 适 信み ISAT〕 マジ ドを 入て! しないで  <  ださい。 

* ブン ライン 37 ンド 亡ード 

FOMA 旅 スヴ a を 中の がな でち、 巧 別な 資 巧を すると、 
AT コ 7 ン ドで FOMA 祐 ホを 房 巧で きる が おじなります。 
をのち 含、 ま (1 巧との 授爲を 巧 括した まま AT コ 7 ンドを 
実行し、 終 3 するとき ひ逼 這を 反け 5 れ ます。 

お 知 5 だ 

♦ 外 班 お舊な 564K デー タ话 fi で掛 § し 忘と きは、 2in1 の 
t— ド C ななむ 5 ザ A ナン/て一で 转 侵します。 

♦ 夕 一5 ナん t— ドと 百:、 バソ 3 ンを 1 台の 话信巧 巧 
(夕ー ミナ ル) のぶう じを 巧ち だる 亡ードです。 キーボ ー 
ドヴ 5 入力 した 文す ヴ廷僖 ポート C 接続ち 0 ている 巧 
おや 回语 C 送 50 ます。 


国 オンライン データ モードと オンライン コ 
マンド モードを 切り なえる 

FOMA 辭 末を スン ライン デー タ 亡ード 巧 5 ブン ライ 
ン〕 7 ンド亡 ー ド じ 切り 誓える C は、 な 下の 巧 巧な 
あります。 

•  +++ コ 7 ンド まむ ほ S2 し ジ スタに 設定した コー ドを 入 
力し ます。 

•  AT&D1 巳 設定 ミ 打で いると きじ、 RS-232C をの ERfi 曼を 
0FFC します。 

また、 オンライン〕 7 ンド 亡ードウ 5 プン ライン デー 
夕 亡ード じ 切り 营 える C は、 ATOQI と A 力し ます。 

X  US 目 インター フエー ス じより、 RS-232C の fi 曼 房ヴェ 
ミユ しー トさ n ています ので、 适信 アプリ クーシ ヨンに 
ぶる RS-232C の « 号 语が卸 ヴち巧 CW ゾ ます。 
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[M] : FOMA  SH70 田 Modem  Po 口で 活用で きる AT コ 7 ント •です。 


A 口  7 ジド 

巧 要 

パラメー タ / 窺 巧 

コ 7 ンド 実行 則 

AT 

本コ 7 ンドの あと 巳す 一巧 表の コ 7 ンド をな 加 

AT 回 

- 

する ことで FOMA 巧 S ホの t デム お 能を 制な] する 
ことなで きます。 

OK 

[M] 

《AT のみん 力した ち 含で ち 0K ヴ応客 さ ri ます。 

ATW 

FOMA 節 ホの バージ ヨンを 表示し 

ATwa 

ます。 《2 

— 

Verl.OO 

[M] 

OK 

AT8fC<n> 

DTE への 回な CD(DCO) 這 昼のを) イ乍 

rrO  : 回な CD をち ご ON 

AT&ClQ 

実 件を 設定し ます。 夕 1 

n*l : 回な CDfS 音は ◎房 接 梳沃孩 じがって 変化 
(お 黃い上 rm) 

OK 

&C1 じ 設定す る阁 替ん 接扬ち 3 時の CONNECT を 
を おする 直前 CCD 赁 章を roNj じします。 回 巧な 切 
的 さ 化 "NO  CARRIER" を ま おする 匡 巧 亡 CD1 き 

[M] 

を rOFFJC します。 

ATfiD<n> 

オンライン デー タ t— ドのと ぎじ、 

が〇  : が おを 巧 筑備ご ON とみな す） 

n*l :  ON 巧 50FF じを 〇 ると オンライン コ 7 ン 

AT&Dl 白 

DTE 巧 己 受け 巧る 回 巧 ER(DTF0 信 

OK 

きヴ roN」 な 5roF りじを りつ 巧と 

ド t— ドが 是 になる 

ぎのを 巧を 設定し ます。*' 

n-2  :  ON な 50FF じを むる と 回窝を 切が し オフ 

[M] 

ライン t— ドが 巧亿 なる (お 貢い 上げち） 

AT8£<n> 

潰 扇 時の ま 度 表示は 话を送 巧し ま 

が〇  : 屏语区 局 通信速度を 表示 

AT&EOQ 

す。*  3 

n*l : DTE シリアル 适信透 度を 表 巧 (お買い 上ヴ 

OK 

[M] 

除 

AT&Rn) 

FOMA 節 ホの AT〕 マン ド 試 虽值を 

nK) のみちを 巧 萬 (舍 巧 巧） 

AT&FQ) 

お資 い上ヴ 時の が运 1 こ リ t ットし 
ます。 适信中 じ本コ 7 ン ドを 入で し 
たち 含 1 す、 回 汚を 巧 巧して な 5 ゾ 

OK 

[M] 

t ット します。 ぶ 2 

ATSS<n> 

DTE へ 出て! する デー タ た ッ トレ 

rH) : ま 時 ON  (み 買い 上け 時） 

AT&S 日 回 

デイ （DR) 信 畳の 制 卸の しな 巧を 話 

W  ; 回 窝运爲 時に DR 毎号 ON 

OK 

[M] 

まします。*' 

AT&W<n> 

現在の 設ま值 &FOMA 節 ホ C 記运 

nK) のみちを 巧 唐 (尝 略す） 

AT&wn 

[M] 

します。 み2、* 5 

OK 

AT 味 ANTE 

FOMA 旅 ホの 巧 没の 受信が ちを 表 

本コ 7 ンド 巳よりの 答 さ n る リヴ ルトは W 下の 

AT が AMTt 回 

巧し ます。 ぷ 2 

S 巧と します。 

*DAWE:3 

*DANTE<m> 

OK 

0  :  FOMA 節 ホ じて 国み とき 巧 さむる が 巧 

1 - FOMA 節 ホ 1 こて アン テブ本 巧〇 巧ち しくは 

1 本の: 扶巧 

2  :  FOMA 節 ホ じて アン テブ巧 »  2 をのが 馬 

[M] 

3  :  FOMA 茹ホ じて アン テブ巧 » 3 をのが お 

AT*OGANSh^ 

パ ブット 善 « 呼に 巧す る 着® 目 

n=0  : 着 這 巧を 試定 およ U 着 這 訝 巧 鼓ち を 

AT*DGANSM<]  口 

否/誇 巧 設定の t— ドを 設定し ま 

に FF]C 設定 (お黃 い 上げ 時） 

OK 

す。 す〕 7 ン ドの 鼓定 巧 、設定〕 7 

が'! : 着 宿を 否 試定を [ON]  C 設定 

AT 许 H3ANSM? 回 

ンド入 刀を の パブ ッ トま fi« 信 呼 
のみち 巧] です。*  2 

か =2  : 着 宿 許可 試定を [ON] じ話定 

♦DGANSMO 

[M] 

OK 

AT*DGAPLKn> 

バウ、 ソ ト 呼に 巧して S 信を 許 

か  >バ ラジー タ C ぶって •這 許巧リ つ卜 への 追 

AT*DGAPL=0.ia 

L<cid>] 

すする 援该巧 (APN) を 設定し ミす。 

加 お ぷひ卽 除を ちまし、 <かかバ ラメー タ を 尝略 

OK 

APM^ 百: r 十 CGDCONT」 で 定義 さ 

し泛运 含は、 な idXD すべてを リスト ご追加 

AT が GAPL?  口 

れ 巧く なか パ ライー タを度 巧し ミす。 

(<nM}) あるいは 削な (か >1) します。 本コ 7 ンド 

本 DGAP し 1 

を 2 

で 追加 (削 お） しようと するな i のげ 

r+C の CONT」 コ 7 ン ドで 定 養され でい ないち 

OK 

含で も、 リつ卜 へ 追加 (卽 お) できます。 
n=0  : リつ卜 へ 追加 (<ci かで ち 養 ミ n 记 がりを 
着 這 許可 ゾつ卜 C 追加） 

rv-1 : リストな 5 削除 « 幻ぶ で 定爱さ 打た APN を 

[M] 

着信 許巧リ つ卜な 5 削除） 
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巧 ぺ-ジ へ 巧 <  ►► 


AT コ 7 ジド 

巧 養 

パ クター タ / 巧 巧 

3 クン ド 実巧圳 

AT がに  ARUKn〉 
[がめ〕 

[M] 

パク ツ ト 巧 C 巧して 看 侵を 拒 
巧す る 涅该巧 (APN) を 設定し ミす。 
APNia 蔚が十 CGDCONT」 で 定義 さ 
n 巧く cid> バ ライー タを度 用し ミす。 

み 2 

か〉/ て ラター タ ごよ って « 信 巧を IJ つ卜 への 追 
卵 お ぷひ卽 除を ちまし、 <cid> バ ラジー タ を 尝略 
し e 话含 巧、 く か。 のす ベで を リスト 巳 追加 
(<n>0) あるいは 削な (か^ 1) します。 本コ 7 ンド 
で 追加 (削 お） しようと する <ci のけ 
「が GOCCKTJ コ 7 ンドで ま 養され でい ない 场 
含で ち、 リストへ 追加 (朗齡 できます。 
rrO  : リストへ 追加 (く cid> で 定義 さ: nSAPN を 
き 這 巧ち リつ卜 ご追加） 

n-1 : リつ トウ 5 削除 《幻 かで ち 養 さりを APN を 
着 這 巧を リつ卜 eC り 削除} 

AT*DGARL: 日 ，個 
OK 

AT が  GARL? 日 
♦DGARLl 

OK 

AT 味  RPW 

[M] 

FOMA 旅 ホな 5 ま 巧され る 受這巧 
で植を 表示し ます。* 2 

巧〕 7 ント で よりに 宮さ n る リプル ト なじ (下の 
S 巧と します。 

*ORPWKm> 

m こ ひ〜 75 语 fiS て) の 售} 

AT 柳 PW 回 
♦DRPWfi 

OK 

AT 均 DG  円  FKn> 

[M] 

本 3 マンドの 設定は、 ち 這 時 C 有 巧 
です。 ブイ けん アップみ， ソ トフー ク 
の 設定で ち、 沒爲 巧のを 号 C 巧 6  ( 虽 
巧)/ 184 がる 知) を巧ウ る ことけ 
でぎ ます 0*2 

rrO  : パク ット适 信ち な 時、 度 続 巧 (APN)C その 
まま 度榻 (お買い 上け 時） 
n-1 : パ ブット 适信活 な 時、 授続巧 (APN) じ 184 
を 巧け で 浸 病 

r^2  : バク ット适 信ち 立: 時、 度 病 巧 (APN)C 186 
を 巧け で泻扬 

本コ 7 ンドと ブイ f ル アップ 9 ッ トフー クの巧 
万で 巧 目 (话 巧)/ 184( 巧适 巧〉 を設 ちしな 每含 C 
ごいでは、 P.22 の 表を を 巧し で< だ S い。 

AT*DQPiR=0 日 

OK 

AT が  GPIR? 日 
♦DGPIRO 

OK 

+++ 

[M] 

FOMA 節 ホの 亡ードを オンライン 
デー タ 亡ードな 5 オンライン コマ 
ン ドたー ドへ 移 巧し ます。 

エ つブー プヴー ド 区 商は、 1 みの 固 
定植です。 *2 

— 

(這 信 中） 

Ml  (ミ 巧 [す 見を 
ない） 

0K 

AT-H：ACMH；<ps 

sswd>] 

UMCifi 沒 ちむ る 案 垣 課を 恒をリ 
tr ント します 0^*2 

本コ 7 ンド で、 パつ フ ードヴ ー致した ち 含 巧、 

UIM じ 記録され る 累巧譯 金 值をリ た| ソト します。 

AT+CACM="0123' 

□ 

OK 

[M] 

<passwd>:S(M  P\N2 

《 つ ト リンブ バラ; —夕で おり、 A  口 時 巧" で 
囲みます。 

AT-K：AOC[=<mo 

de>] 

現在の 貪を 值の 商い 含 〇 だ •を 巧い 
ます。 を 2 

<mode> 

日: 現 巧の 牲 0 寅を を 巧い 含の だる 

AT+CAOCQ 

+CAOa"00D01E" 

[M] 

巧〕 7 ント で より 巧 普 さ n る リプル トロ じ (下の 
S 巧と します。 

-H：AOa"<ccm>' 

OK 

AT+CBC 

バツ テリーザ 是の 問い 含の けを 巧 
います。 が 

巧〕 7 ント で より 巧宮さ n る リプル トロ じ (下の 
S 巧と します。 

+CBC<b  な〉, く  bcl> 

AT 十 CBC 回 
+CBC: 0,80 

OK 

<bcs> 

0; バツテ ij— により FOMA 節 末ヴを 巧し でい る 
巧运 

1: 巧 巧 中 

2: バッ テリーホ 搜扬が お 

3: 域ち 中 

[M] 

<bd〉 

0 〜 1 如 (バッ テリー萬 量〉 

AT+CB  巧  <SD6 
©d>{,<name>l  ス  ce 
> 迎 

[M] 

お 信 時の ペア ラヴー ビ つの 設定を 行 
います。 AT+FCU^SS か: 07 ンド 
(巧 P.36) ヴ〇 のとき のみち 巧です。 

<spe0d> 

1 1 目: 64K デー タ适這 (お 貴い 上ヴ 時） 

か  ame> 

1: 国定 值 
<ce> 

0: 固定 有 

AT+CBST=116,1,0 

AT+CEER 

直前の 适 這の 切 的 垣め をき 巧し ま 
す。 が 

r 切断 垣め一 K」 をを 巧 (@*p.4 日)。 

AT+CEERQ 
+C  托  R:36 

[M] 

OK 
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AT コのド 

巧 養 

パ クター タ / 窺 巧 

コマンド 実巧圳 

AT+CGDCONT 

パク ツ ト黄菅 時の 援爲巧 (APN) を設ま 

「AT〕 7 ン ドの 補足説明」 をを 捐 (巧 P.40)。 

「ATII7 ン ドの 桶 

します。 が 

足說 巧」 を 多 お 

[M] 

(巧  P.40)。 

AT 十 CGEQMIN 

パク ツ トま fl お 立 時 じ 3 ツト つ一 

「AT〕 7 ン ドの 桶を 説 巧」 をを 県 (巧 'Rd の。 

「ATII7 ン ドの 谓 

ク阅な 5 這 巧され る QoS (ヴー ビス 

を說 巧」 をを 赔 

是 巧) を 許 客す る 巧 ど 〇 巧の 判定ち 

(巧  P.40)。 

[M] 

を 檀 を 登録し ます。*  2 

AT+CGEQREQ 

パク ツ ト适 fi 時の 舞 信 時 じみ’ ソト 

rAT〕7 ン ドの 桶を 說 巧」 をを 県 (巧 •P.41)。 

「ATII7 シドの 稱 

フーク へ 要求す る QoS  (ヴー ビス 品 

を說 巧」 をを お 

[M] 

ち) を 設定し ミす。* 2 

(巧 P.d】)。 

AT+CGMR 

FOMA 節 ホの パージョンを 表示し 

AT+CGN^^ 

ます。* 2 

_ 

12345678901234 

56 

[M] 

OK 

AT 十 CGREGKn〉 

タツ トフー ク登摄 状层を 通知す るヴ 

か > 

AT+CGREG=1 白 

どう 口を 話 まします。 る 知 S むてい 

0 

設定し ない (巧 貢い 上げ 時〉 

OK 

るの 客は 国の/国 巧です。 *1 

1 

試ます る 

(這 巧 あり 1 こ！ 妨） 

み了…巧 を 1 じ設 ミす ると、 "+〔GREQ<s はじ" 

AT+CGREG7Q 

の ff ミ 巧で 通知 5 のます。 な tat> パラメー タ は、 

CU がを ヴポ ート します。 

+CGRE 包 1 •日 

なほい 

OK 

0 

国外 

谓 みを き跃 しでし、 

1 

国の (hone) 

る） 

4 

柳 

+CGREG1 

5 

国 巧 (visitor) 

(国み な 5 国の C 移 

[M] 

おし 巧ち 含） 

AT+CGSN 

FOMA 節 ホの 装 這き 章を き 巧し ま 

AT+CGSN 百 

す。* 2 

— 

123456789012345 

[M] 

OK 

AT 十 CLJP<n> 

64K デー タ话 赁 のき 這 時 じ、 巧手の 

<n> 

AT 十  CLIP=0 回 

巧 這 番号を パソコン じ 表示で ぎ ま 

0 

リプル トを 化さない (ぉ賣 い上ヴ 時） 

OK 

す。*  3 

1 

リプル トを 化す 

「AT+CLIP7J0 とき、 WLIR か >,<m> を 表示し 
ます。 

〉 

AT 十  CLlP?ni 
+CLI 円 日,1 

0 

1 

発信 時に 巧す C 番号を 運 知し ない NW 設ち 
黄信诗 C 巧を C を 号を 這 知す る NW 設を 

OK 

[M] 

2 

不巧 

AT+CU 片 か > 

6 が: デー タ适 這のを 這 時 C、 巧 詰を 

か > 

AT+CLIR 。日 回 

章を 巧を 側 じる 知す るな ど 亏ヴを 

0 

ヴービ つ ご 契約の 設定 ど お 

OK 

試 足します。 *2 

1 

2 

這 知し ない 

虽知 する (巧實 い 上け 時》 

AT+CLIR?a 

AT+ 订 JR? のとき、 

+ajR: か > ，くが を 表 巧し ます。 

+CLIR23 

<m> 

OK 

0 

1 

CLIRR おおし でい ない (常時 适 巧〉 

OJR は 常時 起を している (常 椅が适 切〉 

2 

3 

柳 

CLIR テンポ ラ U -t- ド (巧 通知 デフ オル 

り 

CUR テンポ ラ リ •  t- ド (通 巧 デフ スルト） 

[M] 

4 

AT-K：MEE=<n> 

FON/IA 谢 ホの エラー レポー トの有 

エラーを "日の OR" のみで 表示す る 巧、 巧 圧を 文す 

AT 十  CMEE=0 回 

稱を 設定し ます。*  3 

あるいは 巧 垣で し ポート する ヴ を 設ち します。 

OK 

か > 

AT+CNUMQ 

0 

リプル ト]- ドを 库用だ ホ こ" ERROR— を 表 

ERROR 

巧 (お 貢い 上!: 

AT 十  CMEE=1 回 

1 

リ ヴル トコー ドを 犀 用し、 致す で 皆を をき 示 

OK 

2 

リ プル トコー ドを 犀 用し、 夕 すで 垣ち をき 巧 

AT+CNUMQ 

「n=1 J ま C は rn=2J で エラーし ポー ト 表示 ご 試 足 
した 话 含、 エラーし ポート な W 下の ぶう 巳轰巧 
まむ ます。 

+CME  ERRORxxxx 

xxxxCI す » すまた 巧 文字 ヴ 表示 ミ n ます。 「エ 

+CME  ERRORIO 

[M] 

ラ 

-し ポート ー K」 (巧 P.40) 
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AT コ 7 ジド 

概養 

パ クター タ /Bffl 

コマンド 実行 測 

AT+CNUM 

FOMASSfi ホの 目 易ち 号を 轰 巧し ミ 

nu がが： g 詰を 号 

AT 十  CNUM。 

す。* 2 

type  ； 129 ちしく は 1 化 

+CNUM;"+8190 
12345678 M 45 

129  : 国 巧アク たつ コード + を 含まない 

[M] 

145  : 国原 アク t つ コード 十を 含む 

OK 

AT-K：OPS<<mo 

沒烧 する 虽信 S 巧 香を 這 巧し ます。 

が 

<mode> 

AT+COPS 

か义 くわ rma じ レ 0 

日： 才ート （自お 的 1 こ？ ツ トフー クを 検索し で适 

=  1,2,"44F001" 

がりの 

信  > 業者を 切り替える》 

1 ス ニ ユア ル (く oper>C 但定さ n 泛逼信 g 巧 客 

白 

C 泻病 する） 

OK 

2: 适信 S な 吾との 毎 扇を 解除 (巧 的) する 

(MCa440N^C;10 

※巧ヴ ポート となり ミす。 

3:7 ツビ ジブを 巧の ない 

4 : 7 ニ ユア ルスー ト (く  oper> ご 指定 Sn で ま (1 

c 居 掃） 

9策 客 C 援爲 できな ヴ ごたち さ cr プー ト」 の 
化 垣を 巧う） 

※巧ヴ ポート となり ミす。 

く form が 

2: 固 定植 

く 〇〇が>巧 国 番号 (MCC) と:？ ツ トワ- クを号 
(MNC) む 5 な: る 16 進 » の 有で 巧し ます。 

S す; は W 下のと おり。 

Digit  1 of  MCC."o なが 1  bits  1  to  4. 

Digit  2  of  MCC**»octet  1  bits  5  to  8. 

Digit  3  of  MCC***octet  2  bits  1  to  4, 

Digit  3  o1  MNC***octet  2  bits  5 のら 

Digit  2  of  MNC**»octet  3  bits  5  to  8. 

[M] 

Digit  1 o1  MNC***octet  3  bits  1  to  4. 

AT+CPAS 

FOMA 谎 ホの アク ティ ビティ ー巧 

巧〕 マンド c より 巧 普 さ n る リプル トロ じ (下の 

AT 十 CPAS 囚 

お 巧し、 含 oe を わい ミす。 《2 

S 巧と します。 

+CPAS:0 

十 CPASKDas> 

OK 

<pas> 

日: AT コマンド 送受信す 能 

1： AT〕 マン ド 送受信 不可能 (十 CPAS; 1 の リブ 

ルトを 送出し ない） 

2: 不巧 

3:  AT コマンド 送受信す 誰 なつ 着信 中 

[M] 

4:  AT コマンド 送受信す 誰 ヴつ话 信 中 

AT+C  円  hKoi が 

UM じ 民! する パつ フード (PIN1,PIN2) 

<Din> 

AT+C 円 N? 回 

<newpin>j 

の 入 巧を れいます 0*2 

円 N1 入で 待ちが 態で 巧 PIN 1 を； \で (な in〉 バラ 
メータ のみ A 力） 

+C 円 NrSlM  PINl 

円 N2 入で 待ちが ちで 巧 PIN2 を 入力 (か i が" ラ 

OK 

メータ のみ A 力） 

(PINl 入て) 巧ち 巧 

PLK1 入で 待ちが 巧では PIK 1 を 入で 

巧を 表しで いる） 

PUK2 入力 待ちが おでは PUK2 を 入力 

AT+CPI  作" 1234" 

※つ卜 IJ ンブバ ラメー タでお LK  A 力ち は'' ■で 回 

□ 

みます 

0K 

<newDin> 

AT+CP1N7Q 

PUK1 入力 待ちが おでは 巧し し、 PIN 1 を 入で 
PUK27\ 力 待ちが 巧で な 巧し い PIN2 を 入力 

+C 円 NrSiM  PUK1 

※つ ト リンブ パラゴー タ であり、 入 刀 時は'' ■で闻 

OK 

みます 

(PUKI 入て) 待ちが 
巧を 表しで いる） 
AT+CP(N="1 23456 
7871234 '□ 

[M] 

OK 

AT  十 CR=<mode> 

回 诘居病 時 C  "CONNECT— の リブ ル 

<mocie> 

AT+CFMQ 

卜 3 —ドヴ 表示 さ; n る 前 じ、 パブ ッ 

0 : 回综授 続ち に 表示し ない 

OK 

卜度 fi/64K デー タ话 信を 表示す る 

(お賈 い 上け 時） 

ATI>99***1# 

など ラむ を 設定し ます。*  3 
パク ッ ト远 這のと きは、 —GPRS •と ミ 

1 : 回运径 病時亿 表示す る 

+CRGPRS 

巧され 64K デー タま运 0 ときは 

CONhECT 

[M] 

で YNC— と 表示 さむます。 

AT 十 CRC<n> 

含 信 時に 拡張 リ プル トコー ドを 厘 用 

が 0  : 捉張 リプル トコード をを 用し ない (お 勇い 

AT 十 CRC， 咽 

する 口 どう ヴを設 舌し ます。^ 1 

上ヴ 時） 

r^1 ; 泣 張 リプル トコードを 巧 用す る 

OK 

[M] 
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AT コのド 

巧 養 

パ クター タ /Sffl 

コタ シド 実巧圳 

AT+CREGKn) 

[M] 

タツ^ フーク の 困の/国外ち 宛を き 
巧す るな ど ラヴを 試 まします。*  S 

AT+CREG=1C 設定す ると、 "+CREG: な tat>" の 
が 巧で 远知さ ri ます。 な ts じ バ ラジー タ 百: a 1.4, 5 
をヴ ポート します。 

か > 

0  : 這 知な し (お買ぃ 上け 時） 

1 ; 蜘 あり 
なほい 

0  : 国外 

1 ■ 国の (hone) 

4  : 柳 

5  : 国 巧 (visitor) 

AT 十  CREG=1 百 

OK 

(這 巧 あり 1 こ！ 妨） 
AT+CREG?  口 
+CREG:1,0 

OK 

谓 みを き跃 しでし、 
る） 

+CREG:1 

(国み な 5 居の C 移 
おし ご 巧 含） 

AT+CUSCK か义 

巧 加ヴー ビスな ど C 閨 し、 お 側の 設 

か > 

AT+CUSt>0；xxx 

<st が, <dcs〉 证 

[M] 

まを 変更し ます。* 1 

0  : 中 固 IJ ブル トを応 普け プ 、ひ C をを 答なる 
(お黃 ぃ 上け 時） 

1 ; 中 商 IJ ブル トを巧 答す る 
ない 

ヴ ーピス H— ド 

《 註し くは f ごを] 用 ガイドブック （9 ッ トフー ク 
ヴ-ビ つ お)』 を ごち  <だ ミぃ。 

<dcs> 

0 こ 困 ま 宿 

xxx" 回 

OK 

AT4fCLASS<n 

t— ド設 をを 巧い ます。*' 

か > 

AT+FCLASS=0a 

[M] 

0; デー タ (固ち 信） 

OK 

AT+GCAP 

[M] 

FOMA 谎 の 能て) IJ つ卜 を 表示し 
ミす。 《2 

— 

AT+GCAPQ 
+GCAP:-H：GSM, + 

FCUii 紀十 W 

OK 

AT-K3MI 

FOMA 疏 ホの ジー での 名 島 i ヴ 半角 

AT+GMQ 

[M] 

ちがす で 表示され ます。*  2 

— 

SHARP 

OK 

AT+GMM 

[M] 

FOWA 旅 ホの 裝 品名の 巧 巧 〔FOMA 
SH70 田) ヴ アルフ ァぺツ ト およ U 巧 
すで 表 巧 さむます。 を 2 

— 

AT 十 GMM 百 

FOMA  SH 7051 

OK 

AT+GMR 

FOMA 節 ホの バージ ヨンを 表示し 

AT 十 GMR 呂 

[M] 

ます。 《2 

— 

Verl.OO 

OK 

AT 十 FO かが 

パソコンと FOMA 化 ホ 間の □— で ん 

DCEbv  DTE«f\» 

AT+IFC が 日 

[M] 

フ □— 制® 巧 巧を 試 まします 。を 1 

0  : フ □—制 卸 をれ D なぃ 

1 ; XON/XOFF フ □- 吊! 法] を 巧 ラ 

2  :  RS/CS(RTS/CTS) フ □— 吊! 卸を 巧う 
(お 貴ぃ 上け 時） 

DTEby  DCE«m» 

日： フ □—制 却を 巧 朽 な: ぃ 

1 : XON/XOFF フ □-刮 街を 巧う 

2  :  RS/CS(RTS/CTS) フ □-制 卸を 行う 
(巧賣 ぃ 上け 時） 

OK 

AT+WS46<n> 

[M] 

発 富ち C 怔 用す る思综 3 ツ トフ ーク 
を 設定し ます。 S 信 C を* をち るる 
ちので は あ U まだん。 *1 

n=22:FOMA3 ッ トフー ク 個ち 值） 

AT+WS46=22Q 

OK 

A/ 

[M] 

直前 C 実行し 巧 コマンドを 再 実行 
するとき C 犀 用し ます。* 2 

— 

A/ 

OK 

ATA 

パブ ツ ト ち 信 およ U64K デー タ 這這 

バクッ ト 着 這 中 じは、 rATA 164 回」 (舜 信き ま 号 

RING 

の •« 時 C 入力す ると、 ■信 逆涅を 

适知 なし S 這を 巧} およ yrATAise^j  (お 信 香 

ATAQ 

CONNECT 

[M] 

か、 ミす。*2 

香 号 通知 あり 着 居を 巧) を 入で できます。 
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AT コのド 

巧 養 

パ ラター タ 

コタン ド 実巧圳 

ATD 

[M] 

お 這の 理を 巧い ます。*2- *3 

• バクッ ト适信 AT 的ろ み ホ Kci か# 口 

ATD キ 99# を A 力し 忌 巧 含： 

<cid>l (お買い上げ 時) を 用います (く C; をの A 
力を 害晦 した 届 含は、 な I か 1 じなり ミす)。 

ATD  184^9 ぉ *<cid>#  で 始まる  SiC&TV  で 
しな 局 含： 

指定し e  くひ かに 活定し 巧 活厉ホ (APN)C 巧 
して" 1 が’ ヴ巧加 ミ n ます 镇 這 きを 号远知 
ありの ■巧 目— でち 同话の 祭巧ヴ できます〉。 
♦日 4K デー タ這信 ATD [バラべー タ] 、巧 話き 
曼] □ 

巧を 側の gis を 登 C、 0 〜 9、 *、 も 十、 A、 も 目、 
b.CsC^Dsds  - り \イ フジ)、 つぺ一 つ、 T、t^P、 

〇、しが、が、包し(ゎン乃がみを設定した巧含 
は、 巧 信で ぎ まだん。 0 文す 巧 A 力す 能 
ですな、 タイ 尸 ルち CIS 認 重され まだん。 

AT 的 9 お 林 1 泪 
CONhECT 

ATE な〉 

[M] 

パソコンな 5 ま 信され た 巧 コマン 
卜 •じ 巧し で、 FOMASft 未ヴエ つ一 
を 返す 巧 ど  *5  巧を 鼓ち します。*' 

rpO  : エ3 — バックな し 

巧1  : エコーバック ありく お賣 い上ヴ 時） 

通 清な n，1 で 厘 巧し ます。 パソコン C エコー獲 旨 g 
ヴ おる 阁 含、 n 吨 C 設定して  < ど さし、。 

ATE1 曰 

OK 

ATH 

[M] 

パク ッ トま (1 あぶ U64K デー タ适這 
ち 巳 入 刀す ると、 回污を 切が しま 
す。 を 2 

— 

巧 信 中） 

+++ (表 巧は 頁 文 
ない） 

OK 

ATH 回 

N0  CARRER 

ATI<n> 

[M] 

お 绍コー ドを 表示し ます。 ぞ 2 

nK)  :  NTT  DoCoMo 
n-1 :裝运 名の お 称を 表示 (FOvlASH 7050 
n-2  : 製是の バージ ヨンを" VerX 乂 X— などの お 式 
忠モ 

n-3  :  ACMP 這 号の 各妄 巧を 表示 

n*4  :  FOMASft ホの ちす 5 适管巧 能の 詳巧 をき 巧 

ATI0 回 

NTT  DoCoMo 

OK 

ATO 

[M] 

适這中 じ オンライン コ フン ド t— 

ド 巧 5 スン ライン デー タ t- ド じ 
房り ます。* 2 

— 

ATD 回 

CONNECT 

ATQ<n> 

[M] 

ン ブル トコードを 表示す るな ど ラ 
なを 設 ちします。*】 

rK) : リブん トコー ドを 表示す る 
(お買い 上 dw) 

n-1 : リプル トコードを 表示 しら: い 

ATQO 回 

OK 

ATV<n> 

[M] 

リ ブル トコー ドの 表示 万 まを 話 革 
しま もみ 1 

すぺ ての リブ ル トコー ドを 巧す 表記 あるい 1 すま 
文す 表記で 表 巧し ます。 
n=0  : リプル トコー ドを » す 表記で 表示 
n，1 : リプル トコー ドを 巧 又す 表記で 表 巧 
(お資 い 上げ 時 > 

ATVlQ) 

OK 

ATX くが 

[M] 

送! 扇の CONNECT 表示 C 透 度 表示の 
ち 巧を 設定し ます。 ま记 、ビジー 
卜ーン 、タイ f ル トーン の 検出を 巧 
います。 

ビジー トーン 検出 こ 

送 巧 巧け ま 話み のとき、 BUSY 巧 宮をま 出し ま 

す。 

タイた ルト ーン検 お： 

FOMA 茹 ホに 接 扇ち: n ているな どう ヴを 判定 
します。 

透 度表术 ' 

接 巧 時の CONNECT 表示 亡を 度を 表示す るヴ 
どうな を 設定し ます。 

n=0  : ビジー トーン 検出 W し、 ブイ わ ル! ン巧 
ホな し、 速度 表示な: し 

r^l : ピジー トー ンち出なし、ブイ1^ル1 ン读 
ホな し、 速度 表示 あり 

r^2  t ピジー トーン 検出な し、 ブイ ル! ン读 
ホ あり、 速度 表示 あり 

か <3  : ビジー トーン 検出 あり、 ブイ わ ル! ン巧 
ホな し、 速度 表示 あり 

n，4  : ビジー トーン 検出 あり、 ブイ ル! ン读 
ホあリ 、速度を/示 あり (お買い上げ 污》 

ATXl  口 

OK 

ATZ か〉 

[M] 

FOMA 嫌 ホの AT〕 7 ン ド 試 宝值を 
リ t ット します 0*2, 

FOMA 旅 ホの AT] 7 ン ド 試 ミ 信を 不毎 巧イ t 

U のの 客じリ t ツト します。 廷信中 C 本コ 7 シ 
ドを 入力し 巧阜 含は、 回 房を 切 的し でな 5 リ 
t ット します。 
nK) のみち 定巧唐 (舍 巧す） 

(ブン ライン 時 > 

AT 羽 

NO  CARRIER 
(ブフ ライン 時 > 
ATZ^ 

OK 
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巧 ページへ 巧 <  ►► 


AT コ 7 ジド 

巧爱 

パ ラター タ /»« 

コタン ド 実巧圳 

ATS(Kn> 

[M] 

FOMA 说ホヴ 吕苗着 侵す るまでの 呼 
ロ ホし 回 巧を 設ち します。 *1 

が 0  : 目を) « 養し ない (お黃 い 上げ 杨） 

〜 255  : 担 まし 芭 リンブ 巧で 自苗 « 這 する 

ATSOflO 

OK 

ATS2Kn> 

エつブー プキ1*^ラクタの設定を行 
います。 

か电〜 127  (お買い上げ 時 n=43) 

rT»127C 設舌 すると エつク ープは 瓶の C なります。 

ATS2=43。 

OK 

ATS2? 因 

043 

[M] 

OK 

ATS3Kn> 

復 1 届 にの キ ラ ク タ の設 吾を 巧い 
ます。 

AT つ マン ドスす列の虽をを訟重す§キ1*^ラク 
夕を至 養し ます。 エコーバック S むた コ 7 ンド 
文す 列と リブ ル トコードの H を C 巧き ます。 話 
ち售巧 変更で きま だん (お 夏い 上け 時 n= 13)。 

ATS3=13 囚 

OK 

ATS3? 因 

013 

[M] 

OK 

ATS4<n> 

巧行 (LF) キ ラ ク タ の 設定を 巧い 
ます。 

英文で リブ ル ト〕ー ドを 表 巧す る 巧き、 CR キで 
ラ クタのを ろじ 巧ぎ ます。 話 定值巧 変更で きま 
だん (お 貢い 上!: fWrHO)。 

ATSMO。 

OK 

ATSd? 回 

01  口 

[M] 

OK 

ATS5Kn> 

バック:^ ぺ 一 ：UBS) キ f ラ クタの 
試 足を 巧い ミす。 

合下〕7ンド；\力中じこのキ1*^ラクタを巧出す 
ると、 入カ バッファの 最 をの キゎラ クタを 削な 
します。 設定 桓は 変更で さません (巧賣 い 上げ 時 
rr=8)o 

ATS  5,8 日 

OK 

ATS5? 因 

008 

[M] 

OK 

ATS6Kn> 

[M] 

ブイ いんす るまでの ポーブ 時 商 
ホが を設 をし ミす。 

本コ 7 ント 'C よりし ジつ夕 巧 設定 さ 打ます け、 

を] 巧し まだん。 

11:2〜10(巧貨い上ヴ時が5) 

ATS 6,100 

OK 

ATS8Kn> 

[M] 

ウン 7 タイり ルす るまでの ポーブ 
ち 商 (砂) を 設定し ます。 

本コ 7 ンド 巳ぶ U しジつ 夕巧設 をち 0 ます ヴ、 

ボー ブ時菌 （3 域) C を* しま だん。 

n=0  : ポーブ しない 

n:1 〜 255( お 貢い 上げ 時 n=3) 

ATSe，3 曰 

OK 

ATSlCKn〉 

[M] 

自動 切 巧の 遲巧 時間 (おの を設 まし 

ます （1/10 おん 夕' 

本コ 7 ンド 巳ぶ ゾしジ つ夕巧 設定 交： n ます ヴ、 

動 巧し まけん。 

n:1 〜 255( お 真い 上げ 時 がい 

ATS1 日， 個 

OK 

ATS3CHn> 

[M] 

デー タ のさ 受信を この 時 問 W 上 行 
〇 ない と 切 巧し ます。 

本コ 7 ンド の設 ちは、 64K デー タ 通信 時の みち 巧] 
です。 か >  はを 単位で 設定し ます。 
n:  〇〜 255( お 貢い 上げ 時 n=0) 

卜で は 不活拉 タイマ オフ 

ATS303Q 

OK 

み下510去か> 

[M] 

着 ヴブァ ドし つを 巧 口て ち 信す る 
局 含の 区切りを 設定し ます。 

本コ 7 ント 'の 設定は、 64K デー タ 通信 時の み 有 巧 
です。 

rvO  : ホアス タリつ ク 
rpl : /スラッシュ 
(お 黃い上 rm) 
rp2  :  ¥7 —ク 

あるい 巧/て •ジ クス ラッシュ 

ATS1 が on 

OK 

ATS1 日た <n> 

[M] 

II ヴブァ ドし つを 巧け てち 信す る 
巧 含の 区切りを 試ち します。 

本コ 7 ンドの 設定は、 64K デー タ 通信 時の み 有 巧 
です。 

巧〇  :  #シ りー ブ 

rpl :输て 一t ント (お賈 い 上け 時） 
rp2  :  & アジ ド 

ATS1 日 4=日 回 

OK 
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巧 ぺ-ジ へ 巧 <  ►► 


A 口  7 ンド 

巧 星 

バ ラメー タ / 說巧 

コ 7 ンド 実? 巧 J 

AT¥S 

現在の 設定 さ 打てい る各コ 7 ンド 

AT が 回 

と S しジつ 夕の巧 客を 轰巧 します。 

客 2 

— 

E1  Q0  VI  X4 
&C1  &D2  &S0  &E1 
¥V0 

S000«000 
如の， 043 

S003-013 
如 銅 10 

S005«008 
$006=005 
$007=060 
如 08,003 
如獅 01 

S030000 

5103:001 

5104:001 

[M] 

OK 

AT¥V<n> 

送^ 時の 巧 苦コー ドは 读を遠 巧し 

巧〕 7 ンド は、 ATX<n>〕7 ンド （《^P.37) ヴ が〇 

AT¥V  個 

ミす。 《1 

!；< (みのと きのみち 巧です。 

rv-O  : あ 張 リヴ ル トコードを 巧 用し ない 

OK 

(ぉ賈 い 上がき） 

[M] 

n=1 ; 捉張 リヴ ル トコードを 巧 用す る 

XI AT&W コ 7 ン ドで FOMA 端末に 記 巧され ます。 

X2  AT&w〕7 ンドで FOMA 銷ホ I こ 記 巧 sn ミ e ん。 

AT&F、ATZ〕7VKC<i§iJtZVS660n3G/v。 
X3  ATDN 因 や ATOL 回で リダ イ户 ルち 信ヴ できます。 


AT&W〕7 ン ドを 语巧 する 前 EATZ〕 フン ドを 実行 
すると、 蛋を I こ 記 括し 巧 巧 巧 C 房り、 そ 〇 までの 変更 
巧 客な ミ 肖 去され ます。 

X5  AT&W コ 7 ンドで FOMA 巧 ホ E 記 巧 さ n 巧 試 定植は、 
を 源を 巧る と 不擇お デー タ として FOMA 旅 ホ C 巧 柄 
さの ます。 
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切 K 理由 一 K 


■バ ケット 法な 


宿 

括を 

27 

接爲巧 (APN) なき 汪 しないな、 ちし  <は 正しく あり 
ません。 

30 

? ッ トフー ク C ぶ ごて 切が さむました。 

33 

パ ブット 泣 信の 賓のヴ さ 〇 ていません。 

36 

正ち に 切が S むまし 巧。 

■  64K データ 度 巧 


宿 

括を 

1 

ち 革し 巧 さ 章は 径だ しま けん。 

16 

正ち に 切が S むました。 

17 

巧 ま卸ヴ 通ち 中の 巧め、 适宿ヴ で ミません。 

1 己 

舞 信し ましな ヴ 、指定 時 商の C 応答な ありませんで 
した。 

19 

巧を 卸ヴ 巧び 化し 中の たのち 赁ヴ でき まは/ V。 

21 

巧 ま 側ヴ着 這を 巧る しまし 记。 

拍 

スッ トフー ク のヴー ビス およ ロブ プシ ヨンけ ち 巧} 

で ほおり まだん。 

65 

涅 がさ n でい ないち 逢 乾 力を 指定し ました。 

8 己 

銷末属 巧の 黃 なる じち 信し 记ヴ 、ちし  < は 着 這 
を运 けました。 

なな 巧 

又 ま ミを 

括 由 

10 

SIM  not 

1  化  erted 

FOMA 力ード ヴ t ット さむ 
てい まだん。 

15 

SIM  wrong 

ド〕 (齡  SIM(FOMA 
わード C 巧 当す る 1  C ね一 
ド) け 揮 A されで います。 

16 

irvDorrect 

password 

バつフ ーK ヴ茵 違って います。 

100 

unknowr 

不 巧な エラーです。 

ドの 拍ち Kg 


■ コマン ドを； +CGDCONT= [バラ ター タ] 
货要 

パク ット 発信 時の 送 続 巧 (APN) の幫 ちを 巧い ます。 
ATるW〕7ンドでF0MA歸おこ話«^打まeA/。 

AT る F、ATZ〕 7 ンド じよる リ t ットを 巧 りれ ません。 

■す 

+CGDCONT  か d が; PPPf  く  AP  が]]] 回 
パ ラター タ抗巧 
<cid> 本  ； 1 〜の 

<APN>  本  ：任 » 

がかな、 FOMA 歸末 内に 登録す る パク ット通 寝での 
お爲巧 (APN) を菅语 する 番 きです。 FOMA 歸末可 3 
1 〜 のを 登録で きます。 お黃い 上げ 時、 く ckl>，1C 巧 
「 mo  perane.j  D」 ヴ 、く C  id>»3 じ  I が  m  operanetj  巧 巧 期 
値と して 登録 さむて いますので、 ci 別 32 ちし  <  は 4 〜 
10C 設定し ます。 く  APN〉 巧麵 巧を 巧す 授爲 ごとの 
巧 意の 又ぎ 列です。 


実 巧 例 

rabc」 とい ラ 送 続 巧 (APN) 名を 登録す る 場 含①コ 7 
ンド (な id>2 の 場 含） 
AT~hCGDC0NTs2;PPP";abc。^ 

OK 

バラター タを tt 巧した 巧 さの 拉作 
AT-hCGDCONT» 

すべての く ci ホの 證定を クリアし ます 。ただし、 

く cid>，1 および 3 の設 をは お 黄い 上げ 時の が おじ 再設 
をされ ます。 

AT  十 CGDCON  下み id〉 

指を ち n たく  ci かの 設定を クリアし ます 。ただし、 

く cid>，1 および 3 の設 ちは お賣い 上げ 時の が おじ 再設 
をされ ます。 

AT-hCGDCONT»? 

設定 可能な 植の リスト 值を 表示 します。 
AT-hCGDCONT? 

現在の 設を 値を 表 巧し ます。 

■ コマン ドを； +CGEQMIN= レ 《ラメータ] 
巧 蜜 

PPP パク， ソト适 優 確立 時 1こ ネット フー ク彻巧 5 通知 
される QoS (サー ビス S 質) を 許容す るな ど ラな の 半り 
を 皇華植 を 登録し ます。 

設 ミ/巧ー ンは瓜 下の] 7 ンド案 巧巧リ C 記載 ミ n 
ている 4 パ ターン 巧教定 でぎ ます。 

AT る W コマン ドで FOMA 端 未 I こ勘是 ミれ ま だん。 

AT る F、ATZ コマンド C よる リ t ットち 巧 むれ まだん。 

さな 

AT  十 CGEQMINJ イく  dd〉 し  <fv1aximum  bit  rate  U  し〉 L 
く  Maxi  mum  bitrste  DL〉]]] 回 
バラター タお巧 
<cid>*  : 1-10 

<Maximum  bit  rate  UL 外： なし (初 巧植) また 巧 目 4 
く  Maximum  bit  rate  DL 外： 巧し （初 巧植) また 巧 384 
く cid〉 は、 FOMA 疏末内 じ登教 する パク ツ h 适廈 での 
送 続 巧 (APN) を营搜 する 番 きです。 FOMA 節 末で 巧 
1 〜 のを 登録で きます。 お賣い 上げ 時、 <cid〉。 1 じは 
「 moperane.jp」 ヴ、 く cid>3 に 巧 「mop が anetj  巧 初期 
植 として 登錶 ミれ ています ので、 cid は 2 もし  <  は 4 〜 
の C 設ち します。 [Maximum  bitrate  UL] および 
[Maximum  bitrate  DL] で 巧、 FOMA 歸末 とき 地 育 間 
の 上り および 下りの 最あ通 情 透 度 (kbps) を 設定し 
ます。 [なし (お 夏い 上げ 時)] 亿 設定し fc 場 含な、 すべ 
ての 速度を 許 客し ますげ、 rs4」 およ Ur384」 を 設定 
した 場 含、 これ 5 の 速度し ツ 下の 送 続は 許 客 さむない 
ため、 パク ッ h 通信 巧 送 続ち; n ない 場 含げ あります 
ので、 ご 注* < だ さい。 
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巧 ぺ-ジ へ 巧 <  ►► 


ミ 巧 例 

下の 4 パターン のみ 設を できます 0  ( 1 ) の 設をヴ 
各 cid じ 切巧植 として 設をさ 0 ています。 

(1)  上り/下 U すべての 透 度を 訂客 する 場 含①コ 
7 ンド (く cid>2 の塌 含） 

AT  が  GEQMIN，2 巨） 

0K 

(2)  上り 64比 日 S/ 下り 384kbDS の 透 度の み 許 資す 
る 場 含の〕 7 ンド (く  cid〉，3 ①場 含） 

AT  が  GEQMINs3,64384 回 
0K 

(3)  上り 64kbDs/ 下りす ベての 速度を 許容す る 
場 含①コ 7 ンド (く  cid>4 の塌 含） 
AT+CGEQMIN4, 目 4Q 

0K 

(4)  上りす ベての 速度/下り 384kbps 透 度の み 許 
客す る 場 含の コマンド (な id〉 巧の 場 含） 
AT+CGEQMIN  巧  J384 回 

0K 

バラター タ をち 巧した 巧 さの B 巧 
AT+CGEQMIN* 

すべての <cid> の 設定を クリアし ます。 
AT+CGEQMINKcid> 

指ち さむた く  ci かを お黃い 上げ 時の 巧 おじ 宾 します。 
AT+CGEQMIN，？ 

設定 可能な 盾の リつ卜 を 表 巧し ます。 
AH-CGEQMIN? 

摂在の 證 定を 表示し ます。 

■ コマン ドを； +CGEQREQ= [バラ/— 夕] 
巧妄 

PPP バクッ ト适屠 時の 飄含時 1こ ネット 9 -クへ 夏 求 
する QoS けービス 品寶) を設 をし ます。 

設定は 下の コ 7 ンドミ 巧 例に 記載 さ 0 ている 1 バ 
夕ーン のみで 切 期 垣と してち 設ちさ 〇 ています。 
AT&W コ 7 ンドで FOMA 疏末じ 記* されません。 
AT&F、ATZD7 ント ‘じ よる リた ツトち 巧 〇 むま だん。 


AT+CGEQRECH  く cid〉]S 

バラター タ巧巧 

各 cid じな その 巧 客 巧 お黃い 上げ 時 I こ 設定 ミれ てし、 
ます。 

<cid> ホ： 1 〜 10 

<cid> は、 FOMA 節 末 巧 I こ登錶 する パク ット通 寝での 
接続 巧 (APN) を 管 皆す る番 きです。 F0NM 疏末可 3 
1 〜 10 を登绩 できます。 あ黃い 上げ 時、 く cid>1l こは 
「 moDeranejD」 ヴ、 く cid>«3 じ  I が  moperanet」 だ 初 現 
垣と して 登録され ています ので、 cid は 2 ちし  <  は 4 〜 
1C じ 設定し ます。 

上り S4kbDs/ 下り 384kbps のま 度で 送 続を 要すす 
る塌 含①コ 7 ンド 

ミ 巧 例 
<cid>»3 の塌含 
AT+CGEQREC>3 白 
0< 


パラ ツー タ をち §8 した 巧 さの 也 巧 
AT-hCGEQREQ» 

すべての く  cid〉 を お 頁い 上げ 時の が 態 1こ 房し ます。 
AT  十 CGEQRECKci か 

指 ミミ n たく  ci かを お 黄し、 上げ 時の が衙こ 房し ます。 
AT-hCGEQREQ»? 

設定 可能な 植の リスト 值を 表示 します。 
AT-hCGEQREQ? 

現在の 設 をを 表 巧し ます。 


■ リザルト コード 


a を 表示 

ちま 表示 

S 设 

0 

OK 

正ち じ 実行し ました。 

1 

CONNECT 

巧 寺 巧と 接続し ました。 

2 

RING 

をち 出しました。 

3 

NO  CAR 円 巧 

回语ヴ 切断され まし 记。 

4 

ERROR 

コ 7 ンドを 夏け 巧 口る こと 
なでき またん。 

6 

NO  DIALTONE 

ダイ わ ル トーン のち おなで 
を まだん。 

7 

BUSY 

話中* のち 出 中です。 

8 

NO  ANSWER 

接爲巧 3 タイム アワト しま 
しも 

100 

RESTRICT に N 

9 ッ トフー クヴ 規制 中です。 

101 

DELAYED 

リダ イわ ルち 信 規制 中です。 

国な 巧 リザ ル トコー 

ド 

B を 養 巧 

ちま 表示 

急 時 

5 

CONNECT 

FOMA 節 末- PC 問を 度 

1200 bDS で 括 巧し ましを。 

1200 

10 

CONNECT 

FOMA お 末- PC 問 触 

2400 

240C)bDS で 巧 巧し ましで。 

11 

CONNECT 

FOMA お ホ- PC 問 触 

4800 

48 日 如) DS で 接 巧し ミし 巧。 

13 

CONNECT 

FOMA 節 末- PC 問を を 

7200 

72 日 化 DS で 接 巧し ミし 巧。 

12 

CONNECT 

FOMA 節 末- PC 問を 度 

9600 

9600bDS で 巧 巧し ましで。 

15 

CONNECT 

FOMAjaS3^-PC  商を 度 

14400 

M40DbDS で括扬 しました。 

16 

CONNECT 

FOMA 節 末- PC 問を ち 

19200 

192CI0bDS で 街 扇し まし C。 

17 

CONNECT 

FOMA 節 末- PC 問を 度 

38400 

384 口  DbDS で巧扬 しまし 巧。 

18 

CONNECT 

FOMA お 末一 PC 問 触 

57600 

5760 DbM で街扬 しました。 

19 

CONNECT 

FOMA お ホ- PC 問 触 

115200 

115200 bps で接爲 しまし な。 

20 

CONNECT 

FOMA 節 末- PC 問を 度 

230400 

230400 bps で接爲 しまし 记。 

21 

CONNECT 

FOMA 節 末- PC 問を を 

46 日朗〇 

4608D0bps で接杨 しまし 记。 
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巧 ぺ—ジ へ 拭く  ►► 


お 巧5 だ 

• リプル S〕ー ドは、 ATV か >〕7 ンド (巧 P.37) ヴ n=1 巳 
設 まちれ ている ち 含は 英文: す 表記 (巧 巧 値)、 n，0 ご 話ち さ 
れで いるち 含は 助す 表記で 轰 示さむ ます。 

♦ が 巧の RS-232C で 接 巧す る t デムとの 豆を 巧を 保つ た 
め、 适信 速度は 表示し ます。 5 だし、 FOMA 舘ホ ーPC 菌 
I3FOMA 巧 巧 巧 能は USB 赁 巧クー プル 01/02 で沒榻 
ちむ ている ちの、 実 居の 活巧 速度と ミな ゾ ます。 

♦  [RESTRICTION) (数す: 10 0) ヴ表巧 S 打 巧ち 含は、 廷信 
3 ッ トワー クヴ扇 巧して います。 しば 6 くして な 5 接続 
し 直して  <  ださし、。 


巧 巧 プロ 


巧す 表示 

义ま表 巧 

意 ほ 

1 

PPPov  が  UD 

日 4K デー タ這 信で 接続 

5 

PACKET 

パ ブット 這 信で 度 掃 

リヴ ルト コード 表 ホ 例 

ATX 日ヴ設 ちされ ている 場 含 

AT¥V  く  〇>コ7 ンド (毎*  P.39) の 設定 I こ 巧 巧 05 す、 接 

続ち 3 の 原 CC0NNECT のみの 表示と なります。 

スミ 表示 例： ATD が 9 ぉ* 1# 

CONNECT 

数す 表示 例： ATD*99 お* 1 # 


ATXItf 設 ちされ ている 場 含 

♦  ATX1、 AT¥V0 巧 設定 ミれ ている 場 含 (初期 價） 
授爲ち 3 のとき 1こ、 CONNECT  <  FOMA 筛 PC 間 
の 透 度  >  の 塞す で 表示し ます。 

タミ 表示 例： ATD*99 林* 1 # 

CONNECT  460800 
数す 表示 例： ATD*99 林* 1 # 

1 21 

♦  ATX1、AT¥V1 巧 設巧 ミれ ている 場 含 《 

授続完 3 のとき 区、 しツ 下の 書 巧で 表示し ます。 
CONNECT  <  FOMA  疏末 一PC  間の 透 度  >  PACKET  < 
お続巧(AP^J)〉/<上リ方邮FO^M歸末一お績き 
№育間)の最育逐度>/<下り巧巧(FOMA疏未^お 
績畳 化育 間) の 最高 速度 > 

スミ 表示 例： ATD が 9 ぉ* 1# 

CONNECT  460800  PACKET 
moDerane.jp/64/384 
(mope  ranaj  p じ、 上り 最大 
64kbps、 下り 最大 384kbps で授 
続した ことを 表す） 

数す 表 巧 例： ATD*99 林* 1 # 

1 21 己 


ATX1、AT¥V1 を 同時 C 鼓ち しで JS 含、 ブイ f ル アツ フち 
続な ごし  <  行えない 岛含 ヴあゾ ます。 AT¥V0 のみでの ご 
まリ 用を おすすめ します。 
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区点 コード ー K 


地. 2(1 版) 


4 朽の运 点コー ドを ネリ 用して 漢す やひ 5 ヴ な、 のタ カナ、 記号、 英数すな どを A 力で ぎます。 

♦ 区 お コー ドとは、* す ら>  どのち す ひとつひとつ C 巧 口  5 のて いる 固有の 番号です。 

区 巧 コードでの 入での しなた じついて は、 酌を 説明 •の r 区 お コードで 入て! する」 を 参 頃して < ど ちし、。 

♦ 区点 コー ドーち で該 ちす る夕ぞ 巧ない 区 おコー ドを 入力す ると、 巧ち 入力 ちれ 巧い 巧、 またはつ ぺ 一3 び 入力ち 打 
ます。 

♦ 区点 コード ーち の 表示は、 ち 居の ミ 巧と 見を なた な 異なる ちの 巧あリ ます。 


|吕_ 


w 巧 巧 巧 KISS 刊干棺 i 巧 お 
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貝 巧哄 IWIK が 岸 煩 
画が 巧晦 階涯桓 巧郭芭 るが 巧 刈！ 汗 闻涅含 巧 
牙<||^開6蛙|^が巧瓶鴨^患な舊貨れ雁 
巧 かが 巧 化な 拡が 領怡 れ晚勘 巧が 竿な 据 II 


お 机が 8&S 巧の 巧 居渐居 i 嘛巧お 
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^ 企 おち お宜巧 詰义巧 おな 战強狭 度 巧 琴 巧く 
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